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JUDI公募型プロジェクト２０１４－２０１５ 報告 

歩行者空間による中心市街地の構成 
－イタリア、ドイツの事例を参考に日本の可能性を探る－ 

 

まえがき 
 

誰のための中心市街地か？ 誰のための歩行者空間か？ 

中心市街地における歩行者空間整備の本来の目的は、自分の都市に誇りを持ち、都市を豊かで楽しく

心癒される生活空間とすることであり、都市計画の基本的な目標とされるべき課題です。 

商店街など都市の一部の賑わいを喚起することや、観光客を呼び込むことなどの商業的な目標は歩行

者空間整備のより広範な目標のなかのひとつとして認識されるべきでしょう。それにもかかわらず、

今までの我が国の中心市街地の歩行者空間の整備はこのような商業的な目標に偏りがちでした。 

一方イタリア、ドイツなどヨーロッパではこの半世紀間、中心市街地の再生と歩行者空間の整備は 

都市計画の基本的かつ最も重要な課題とされて来ました。そのような認識を踏まえてここでは、改め

て我が国の中心市街地の再生、再構築の可能性を考えます。 

本報告が我が国における中心市街地と歩行者空間整備のビジョンを再考するきっかけとなることを

期待します。 

 

我が国とヨーロッパの歩行者空間整備には大きな差異があった。 

1960年代後半からヨーロッパ諸都市の中心市街地で歩行者空間の整備が進められました。その成果

が今ヨーロッパの多くの都市で確認できます。それは単なる歩道や広場の整備にとどまらない、中心

市街地を再生し都市全体の構造を歩行者優先の思想で再構築する総合的な都市計画の一部でした。近

年はさらに CO²削減を進める EUの政策のなかで、自動車に依存しない都市を実現する手法として重

視されています。 

一方 1970年代後半から始まった我が国の歩行者空間整備は多くの成果を得ながらも、結果的に都市

の部分的な整備にとどまった感が否めません。中心市街地の歩行者空間を最優先することで自動車依

存を削減するという、都市の基本的なビジョンは我が国では共有されていません。むしろ中心市街地

の自動車の通行は不可欠と考えられており、中心市街地が衰退する中でそれが自動車依存の都市の郊

外化をなし崩しに進めるという状況をもたらしています。日本とヨーロッパの差異の現状をイタリア

とドイツの事例で検証します。 

 

ヨーロッパの中心市街地には広場が欠かせない。それをどう使うかが、今注目の課題である。 

2010～2012年、EUの助成を受けて現代のヨーロッパの広場に関する研究がなされました。同研究会

の議長 Franco Mancuso教授にヨーロッパにおける広場とそれを囲む中心市街地構成の思想と方法に

ついて解説、助言を受け、その研究報告書「憲章・ヨーロッパの広場」を翻訳しました。 

 

我が国の中心市街地と歩行者空間整備をふりかえり、将来を展望する。 

我が国とヨーロッパには大きな差異がありました。その経緯を 8名の実務経験者とのインタビューを

通じて振り返ります。我が国の歩行者空間と中心市街地はどのように整備されてきたか、これからは

どうあるべきか。ヨーロッパのような歩行者優先の街を目指すことが妥当なのかそれとも別の方向を

目指すべきなのか。そもそも中心市街地とは何処か、誰のものか。よく語られるような、単純にヨー

ロッパモデルを目指す希望的な展望ではなく、経験を踏まえた現実的な展望を語り合いました。 

インタビュイーは下記の 8 名です（敬称略、カッコ内は主たるプロジェクト実績）。 

鳴海邦碩(旭川買物公園他)        高橋志保彦(横浜馬車道他)  

梅本正紀(福岡都心軸モール他)      栗原裕(越谷駅東口駅前交通広場他）  

南條洋雄(狭山スカイテラス他)           中野恒明(門司港レトロ他)   

服部圭郎                               蓑原敬 

インタビュアーは本インタビュープロジェクトの主催者と参加希望者である。毎回若い実務者、研

究者の参加を得て、突っ込んだ意見交換がなされた。そのすべてをインタビュー記録として報告して

いる。 
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主催者紹介 

 

井口勝文（代表） 

1941年福岡県朝倉市出身。建築家。九州大学卒業。イタリア フィレンツェ大学に研究留学。（株）

竹中工務店、ジャンカルロ・デ・カルロ都市建築設計事務所、（株）環境開発研究所を経て、2000年

ＩＮＯＰＬΛＳ都市建築デザイン研究所設立、京都造形芸術大学教授（現在客員教授）。日本都市計

画学会会員。ＪＵＤＩ（都市環境デザイン会議）会員。 

主たる仕事に、ＯＢＰマスタープラン作成、同歩行者空間整備、徳島市買物動線・紺屋町シンボルロ

ード整備事業、堺市大小路シンボルロード整備事業、神戸市六甲道駅南地区震災復興市街地再開発事

業、コーポラティブハウス八賢邸、イタリア メルカテッロの町家リノベーションなど。著書に「都

市のデザイン〈きわだつからおさまるへ〉」「都市環境デザイン」「メルカテッロの暮らし－イタリア

の小さな町で考える、日本の都市の可能性」等（いずれも共著）。 

 

千葉桂司 

1945 年生まれ、広島県福山市出身。広島大学大学院、大阪市立大学 大学院（博士）修了。一九七

一年日本住宅公団（現ＵＲ都市再生機構）入社、㈱ＵＲサポートを経て、2013 年からＫまち工房主

宰。ＪＵＤＩ（都市環境デザイン会議）会員。 

主な仕事は、東京・大阪都心部の公団面開発市街地住宅団地、都市再開 発、木賃密集地区整備など

の計画づくりと事業に従事。現在は大阪の都心「船場」地区のまちづくりに参加。著書に「都市住宅・

集住体特集７３０６不法占拠」「建築企画論」「街づくり学」など（いずれも共著） 

 

山名清郷  

（株）東京建設コンサルタント顧問、技術士（建設部門・都市及び地方計画）。 

1971年東京工業大学大学院土木工学専攻修了。建設省入省、都市局都市計画課、同都市再開発課、

同まちづくり事業推進室、北陸地方建設局、沖縄総合事務局、在イラク日本国大使館、千葉県、和歌

山県、大宮市、北九州市、茨城県などを経て、2008年より現職。ＪＵＤＩ（都市環境デザイン会議）

会員。 

 

栗原 裕 

1954年、東京都杉並区生まれ。シビルデザイナー。有限会社 ユー・プラネット 代表取締役。1979

年工学院大学専門学校建築科研究科卒業、（株）現代文化研究所、（有）佐野建築設計綜合研究室、（株）

都市計画総合研究所、（株）アーバンプランニングネットワーク等を経て 2001 年より現職。 

主たる仕事に、日光江戸村造成・排水設計、下館駅北口駅前交通広場設計、直江津駅北口駅前交通広

場設計、東京本願寺牛久浄苑土木基本設計、隅田川（両国橋上流）左岸修景設計、神田川修景設計、

北越谷駅東口駅前交通広場設計、河津バガテル公園設計・監理、越谷駅東口駅前交通広場設計、多賀

大社絵馬通り景観設計等。 

日本都市計画学会、土木学会会員。ＪＵＤＩ（都市環境デザイン会議）関東ブロック幹事。ＮＰＯ法

人景観デザイン支援機構事務局長。一般社団法人パブリックデザインコンソーシアム理事。 

＊第 5回インタビューより主催者として参加。 

 

フランコ・マンクーゾ Franco Mancuzo 

ヴェネツィア生まれ、ヴェネツィア在住。建築家。永年ヴェネツィア建築大学（Iuav－Istituto 

Universitario di Architettura di Venezia）教授を務める。同大学院と EMU(Europian Master on 

Urbanism)において産業遺産の保存活用プロジェクトを指導。ヨーロッパその他の多くの大学や研究

機関においてセミナーや会議に参加。 

自らの設計事務所マンクーゾ・セレーナ・アソシエーションで建築と都市計画の多くのプロジェクト

に携わっている。特に公共空間の再生活用プロジェクトで大きな実績を残している。主たる仕事に、

ヴェネツィア建築展新韓国館（Seok Chul Kim と共同）、カステッロのサンロレンツォ元修道院とジ

ュデッカの元サンジョヴァンニ協会の修復（どちらも高齢者住居に転用）、パルマノーヴァのグラン

デ広場修復事業など。EUのプロジェクト「ヨーロッパの広場、ヨーロッパのための広場－Squares of 

Europe, Squares for Europe」を主催。 

受賞作に 2003年グッビオ賞、2007年ルイジ・ピッチナート賞、2008年建築修復 TDA賞など多数。 

 

本インタビュープロジェクトを誠意と熱意をもって支えて頂いた山名清郷さんは 2016年 10月 19日

急死されました。心よりご冥福を祈ります。 
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まえがき 

 

【１】調査報告「ヨーロッパの歩行者空間と中心市街地」 

 

１-１．ヨーロッパの歩行者優先ゾーン‐３つの類型 

１-２．ヨーロッパの歩行者優先ゾーンの構成‐４つの類型 

１-３．ヨーロッパの歩行者優先ゾーン整備の目的 

１-４．ヨーロッパの歩行者優先ゾーン  デザインの要‐１０項目 

  その１．自己責任の社会である。道路の段差、交通標識、安全柵、植栽帯などの道路付属

物がきわめて少ない 

  その２．歩行者専用ゾーンは歩道と車道の区分が全くない「歩車共存」 

その３．カフェテラス、マーケットなどの道路占用が決め手である 

その４．座って休むところが在る。心が休まる無用の空間がある 

  その５．町の中心を感じさせるシンボルがある 

その６．物販店、飲食店などが並ぶ商店街がある 

   その７．歩行者優先は線（道路）の指定ではなく、面（エリア・ゾーン）の指定である 

その８．駐車場が確保されている 

その９．バス、トラム、メトロ、TAXIなどの公共交通が良く整っている。 

その１０．中心市街地に人が住んでいる。 

(補足) 街歩きレポート：メルカテッロ・スル・メタウロ、ミラノ、ポツダム、ナポリ 

１-５．ヨーロッパと日本、歩行者空間の考え方、在り方の相違点 

１-６．ヨーロッパ、アメリカ、日本－歩行者優先ゾーン整備の歩み 

 

【２】現代ヨーロッパの広場に求められること‐３０の提言「憲章・ヨーロッパの広場」 

 

【３】インタビュー「日本の中心市街地と歩行者空間」 

   

０．インタビューの要点 

１．鳴海邦碩 「旭川買物公園と都市の自由空間」 

  ２．高橋志保彦「横浜・馬車道に始まった、歩行者空間 デザインの極意」 

  ３．梅本正紀 「歩行者モールが結ぶ、福岡＝博多の心意気」 

  ４．栗原 裕 「越谷駅東口『駅前交通広場』は、ここが新しい中心市街地です」 

  ５．南條洋雄 「横須賀、狭山市に見る、日本ならではの上出来の歩行者空間」 

  ６．中野恒明 「職住近接のコンパクトシティに、今こそ本気で取り組もう」 

  ７．服部圭郎 「『金儲け』で考えると楽しい街は出来ません。ヨーロッパは『人』です」 

  ８．蓑原 敬 「世の中は大転換する」 

９．井口勝文  提言：日本の中心市街地 再生の処方 

 

あとがき 

 

目 次 
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     イタリア、ドイツの事例都市 位置図 

   

    
   

 

 

 

 

 

 
 

② 
⑤ 

⑥ 
④ 

⑨ 

③ 
⑧ 

⑩ 

⑦ 

① 

⑧ 
⑨ 
⑩ 

④ 

② ③ 
⑦ 
⑥ ⑤ ⑪ 

① 

⑫ 

◎ROMA 

イタリア都市  ①メルカテッロ・スル・メタウロ ②ウルビーノ ③フィレンツェ 

          ④ミラノ ⑤アレッツォ ⑥サンジョヴァンニ・ヴァルダルノ 

          ⑦フィッリーネ・ヴァルダルノ ⑧ボローニャ ⑨フェッラーラ 

          ⑩フォルリ ⑪ペルージア ⑫ナポリ 

 

ドイツ都市   ①ミュンヘン ②ベルリン ③フランクフルト ④ケルン 

          ⑤ポツダム ⑥ボン ⑦ニュールンベルグ ⑧バンベルグ 

          ⑨ヴュルツブルグ ⑩スタンベルグ 

 

【1】 ヨーロッパの歩行者空間と中心市街地 
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【１-１】歩行者優先ゾーン‐３つの類型  
  ＊写真はミュンヘンとミラノです 

   

<歩行者ゾーン> 

歩行者専用ゾーン 

 

 

<30 キロゾーン> 

速度制限(30k/h)ゾーン 

 

 

<交通規制ゾーン> 

自動車通行規制ゾーン 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

＜道いっぱいに道路占用＞ 

カフェ、屋台、ベンチ、市場（毎日） 

 

 

 ＜しばしば歩道を道路占用＞ 

 カフェ、ベンチ、市場（定日） 

 

＜ときどき歩道を道路占用＞ 

店先にカフェ 

 

特定の自動車以外は 

通行禁止 

 

自転車の通行は 

概ね可能 

 

自動車の速度を 

３０k/h～５k/hに制限 

  

自転車の通行は 

自転車道、車道または歩道 

 

環境基準に適合の自動車のみ 

進入可 

歩行者優先は全域が対象 

自転車の通行は 

自転車道、または車道 

 

    歩行者最優先で 

歩車の通行区分が無い 

 

歩車の区分がある： 

自動車｜自転車｜歩道 

または 

自動車＋自転車｜歩道 

または 

自動車｜自転車＋歩道 

 

歩車の区分がある： 

自動車｜自転車｜歩道 

または 

自動車＋自転車｜歩道 
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【１-２】歩行者優先ゾーンの構成‐４つの類型 
 

 

歩行者専用ゾーン 

集中型 

 

 

歩行者専用ゾーン 

分散型 

 

速度規制（３０ k/h） 

歩行者優先型 

 

 

歩行者優先 

モール型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<イタリア> 

ボローニャ 

（人口約 37 万人） 

フィレェンツェ （36） 

ペルージア （17） 

フェッラーラ （14） 

フォルリ （12） 

フィッリーネ・ヴァルダルノ （1.7） 

 

<ドイツ> 

ミュンヘン （140） 

ニュールンベルグ（50） 

ボン （30） 

ヴュルツブルグ （13） 

ポツダム （16） 

＊フランクフルト （70） 

 

<イタリア> 

ミラノ （130） 

アレッツォ （10） 

ナポリ（） 

  

 

 

 

 

<ドイツ> 

ケルン （100） 

 バンベルグ （7） 

 

 

<イタリア> 

ウルビーノ （1.5） 

サンジョヴァンニ・ヴァルダルノ（1.7） 

メルカテッロ (0.14) 

 

 

 

 

 

<ドイツ> 

スタンベルグ （2.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<ドイツ> 

 ベルリン （340） 

＊フランクフルト （70） 

 

 

 

［市街地］ 
自動車通行規制ゾーン 

伊：ZTL  独：UMBELTO 

[中心市街地］ 
３０k/h以下の 

速度制限ゾーン 

［中核市街地］ 
歩行者専用ゾーン 

＜自動車使用を抑制し、人と車が混在する町＞ 

主要自動車道路 

歩行者優先モール 

広場 

＜車社会を前提に、人と車を分離する町＞ 
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【１-３】歩行者優先ゾーン整備の目的 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自動車の使用を 

減らす 

CO2 環境対策 

我々はあまり 

自覚していない？ 

みんなで 

屋外の生活を 

楽しむ 

我々はあまり 

好きではない？ 

都市の 

アイデンティティ 

 

中心市街地の 

活性化 

我々はあまり 

関心が無い？ 
・ 町並み整備 

・ 文化振興 

・ 商業活性化 

・ 住環境整備 
 

・ 美しく快適な

歩行者空間

の整備 

・ 市場・カフェ・

ベンチなど

多彩な道路

占用 
 

・ 歩行者道 

・ 自転車道 

・ 公共交通 

・ 駐車場 

等の整備 
 

日本の価値観への   ヨーロッパの            ヨーロッパの 

問題提起         歩行者空間整備の目的     歩行者空間対策 



 
8 

【１-４】歩行者優先ゾーンのデザイン‐１０の要 
 
 

その１ 自己責任の社会である。道路の段差、交通標識、安全柵、植栽帯などの 

道路付属物がきわめて少ない 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真の場所はミュンヘンの名所、ケーニッヒ広場正面の一画。複雑な５叉路の信号機付き交差点。

人、自転車、車（大型車も！）の通行量がかなり多い。そんなところで、 

 

● 歩道・車道間の安全柵が無い。 

● 道路照明も決して多くない。 

● 歩道・車道の段差が低い（横断する広い範囲が３cm、その他は１０cm前後）。 

● 道路の白線が目立たない。 

横断歩道のゼブラ無し。車線の表示が簡単で少ない。歩道部の歩行者／自転車の区別が無い。 

● 交通標識がほとんど見当たらない。 

目立つのは人と車に「（自己責任の）注意」を促す 2枚の赤い▽の標識。 

● 車道部分と歩道部分の色と明度に大きな差が無い。 

車道のアスファルト、歩道の敷石がともに無彩色で、明度差も少い。点字ブロックは無い。 

 

 

 

日本では行政が安全を 

守ってあげなければならないので、 

こうは行かない 
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その２ 歩行者専用ゾーンは、歩・車道の区分が全くない「歩車共存」 
 

●歩行者、自転車、自動車（許可車）、TAXI、バス、トラムが混在している。全てが歩行者のペース

で通行する、これがルール。 

●したがって歩道・車道・自転車道・トラムなどの通行区分は無い。フラットな道路面があるのみ。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     通行の優先順位は、ごみ収集車(作業中後続のトラムは黙って待つ)＞トラム＞人＞自動車 

       

 

 

FORLI 

MUNCHEN 
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その３ カフェテラス、マーケットなどの道路占用が決め手 
 

●カフェ、屋台、マーケット、大道芸。様々な道路占用を認める仕組みが整っている。 

●欠かせないのは、オープンカフェとベンチ（またはその代用となる座れる場所）である。 
       

 

 
 

MILANO 

BONN 
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その４ 座って休むところが在る。心が休まる無用の空間がある 
    
 

 
 

 

  

FERRARA 

MUNCHEN 

 

FERRARA 

 



 
12 

その５ 町の中心を感じさせるシンボルがある。 

 
●個性的な町並み、大通り、広場など、空間の存在そのものが町のシンボルとなる。 

●教会、市役所、モニュメントなど機能やモノの存在が町のシンボルとなる。 

 

       
   

  

San Giovanni Valdarno 

 

URBINO 
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その６ 物販店、飲食店などが並ぶ商店街がある 

 
 

●道路占用のカフェ、レストラン、屋台店、市場がつくる賑わいが欠かせない。 

●商業地は大型店よりも、路面店が主体である。客は店内よりも外の道を歩く。 

●来客のための駐車場、路上駐車、駐輪の仕組みが整っている。 

 

       
      商店街の通り。地下鉄駅へ降りるガラス張りのエレベータ―シャフトが見えている。 
 

 
路上駐車(時間制限あり)が公共駐車場として計画的に設けられている。 

 

MUNCHEN 

STANBERG 
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その７ 歩行者優先は線(道路)の指定ではなく、面(エリア・ゾーン)の指定である 
 

 

●使われている交通標識は、歩行者(専用)道路の指定ではなく、ゾーンの指定である。 
 

 

    
   

 ▲下記の条件でこの先 車の進入禁止    ▲車の進入可。但し速度制限３０k/h以下 
 

 

   
   

   ▲下記の時間以外はこの先 歩行者専用  ▲下記の条件でこの先 歩行者専用   
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▲この先交通静穏地区（都心居住地区）。    ▲この先交通静穏地区（都心居住地区）。 
 

  
▲FORLIの歴史的中心市街地 交通規制図。歩行者専用道路、駐車場、路上駐車の規定が識別されている。                            
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その８ 駐車場が確保されている  
 

 

●都心に大型の駐車場が用意されている。 

●歩行者専用ゾーン以外では、路上駐車の仕組みが定着している。これもまた、歩車共存の 

やり方のひとつである。 

 

 ▼AREZZO は中心市街地の外（丘の下）に大規模な公共駐車場を持っている 
  

  
丘の上の中心市街地まで約１００メートル                         

  

  
  

  
 スロープとエスカレーターが用意されている  

    

 上がったところがいきなり、大聖堂広場 

 

 

 

▼STANBERG 路上駐車も公共駐車場のひとつとして位

置づけられている 
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その９ バス、トラム、TAXIなどの公共交通が良く整っている 
 

 

●待たずに乗れる。低床式で乗り易い。混み合ってなく、ゆっくり乗れる。歩行者と共存している。 
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その１０ 中心市街地に人が住んでいる 

 
 

 

        
       

▲NILANO 中心市街地すぐ裏の住宅地（交通静穏地区に指定されている）。 

幼稚園、小、中学校もある 
 

 

  

    
     

 ▲NURNBERG 中心市街地すぐ裏の住宅街（交通静穏地区に指定されている） 
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(補足) 街歩きレポート 

 
●街中がカフェテラス。 

皆で、外で、食べたり飲んだり。それだけで人は楽しめる。そのために人は街に出てくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●道いっぱいに広がった椅子とテーブル。道路は[通行のためだけ]にあるのではない！ 使い方次 

第で街はこんなに楽しくなる。 

●救急車や消防車の活動に差し障り無いのか？ それはその時に何とかしよう、、、そんな大人の常 

識があるんでしょうね、きっと。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

ミラノ・ブレラ地区の歩行者専用ゾーン。路地は椅子とテーブルと人と自転車で混み合っている。 

  

ポツダム・ブランデンブルグ通り。のんびりとくつろぐために人はここにやってくる。 

 

日本ではイオンモールが 

立派に 

その役を果たしている？ 

 

日本では道路は 

通行のためにしか 

使えない！ 
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●街なかにタダで座れる場所が用意されている。待ち合わせに、ちょっとひと休みに、ひとりぼん

やり時を過ごすために、街に無くてはならない場所だ。 

 

  

 

 

 

 

 

左上：フォルリ、その他は：ケルン 街なかに

何もない無用の空間があると、人は安心する。

心が休まる。 
 

(左)ミュンヘン、市役所裏の広場

でくつろぐ市民。日向ぼっこをす

る、子供を遊ばせる、乳母車で散

歩する、車椅子で通行する、家族

でくつろぐ、ひとりでくつろぐ。

そんな人たちに交じることで安

心する。そのために人は街に出て

くる。好きな間所へ持って行ける

軽い肘付きの椅子が置いてある。 



 
21 

●イタリア、メルカテッロは人口たったの 1400 人。そんな町にこの夏、大都市ミラノ張りの（？）

歩行者専用ゾーンがつくられました！ 

●「歩行者優先のまち」がヨーロッパの常識になっている証拠です。 

  

  

 

  

 

車が全く通らなくなった中心市街地。以前にもまして、長閑な町になりました。誰に聞いても「よ

くなった！」と大満足。ちょっと不満なのはここでもやっぱり、広場に面する商店主。 

週末は車の「通行と駐車」を禁止。一本の標識を立てただけで町は天国になりました。

貸自転車も用意されている。ミラノか？と思うほど歩行者優先のメニューに忠実。 

ちょっと淋しかった通りにテーブルと椅子が出てきて、夜がとてもにぎやかになりま

した。交通規制が自治体の権限でフレキシブルに対応出来るところが日本との違い

(交通警察は自治体に所属している)。 
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●ナポリは自然体で「歩行者の街」になっている。  

 

 

 

 
 

Map 1. NAPOLI海岸地区の歩行者空間・交通規制図 

緑が終日歩行者専用ゾーン。ベージュは ZTL（交通規制地区。時間制歩行者専

用を含む様々な交通規制が組み合わされている。原則速度制限 30km/h） 
 

P.za CARITA 

VIA TOLEDO 

VIA CHIAIA 

VIA  F.CARACCIOLO 

VIA  PARTENOPE 

さすがナポリ！と言うべきか、やっぱりナポリは・・・と言うべきか、ヨーロッパの歩行者

専用ゾーンもナポリに来るとこうなる、という報告です。 

ナポリの歩行者専用ゾーンは、自動車の通行が終日禁止の地区と、時間制の地区とで立派に！

構成されています（Map 1、2）。今回は区別せずに合わせてひとつの歩行者専用ゾーンとして

紹介します。 

当然自動車の進入は「許可車・指定車」以外は禁止。でも、、あらゆる種類の許可車・指定車

があるらしくて、どこでも勝手に色んな車が入って来る！！！ 

道路の「占用」は街の賑わいに欠かせませんが、ここではとてもルールがあるとは思えませ

ん。勝手に街に「はみ出し」ています。商品、椅子やテーブル、お菓子の陳列棚、グラニー

タ(カキ氷)、難民の出店、屋台、モーターバイク、ゴミ箱などなど、そしてみんな楽しそう。 

夕方の制限時間を過ぎると、人と自動車が混在するスーパーカオスのナポリが復活しますか

ら、ナポリでもやっぱり歩行専用ゾーンは存在価値があるのでしょう。日本でもあまりシビ

アに考えずに、ナポリ並みの適当な歩行者専用をやってみたらどうでしょうか？ でも、こ

れって日本人が一番苦手なやり方かもしれませんね。 
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VIA TOLEDO 

P.za CARITA 

VIA TOLEDO 
Map 2. NAPOLI 歴史的中心市街地の

歩行者空間・交通規制図 

 

緑が終日歩行者専用ゾーン。黄色は

時間制限歩行者専用ゾーン。 

濃い紫、薄い紫、空色は地区別の ZTL

（交通規制地区） 

 
 

海岸地区と歴史的中心市街地を結ぶトレド通り VIA TOLEDOは＜終日＞歩行者専用地区と 

＜時間制＞の混合。街一番のメインストリートだ。 
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NAPOLI 海岸地区の歩行者専用ゾーン。アスファルトの広い車道があるが、車は通らな

い。タクシーの進入も厳しく抑制している。そのおかげでナポリ湾の風景がゆっくり

と見渡せる。湾の向こうにヴェスビオ山が望まれる。人通りはまばらでのどか。これ

は風景を守るための車の進入禁止であることが分る。 

 
 

  

 

NAPOLI VIA TOLEDO 北側地区 

9:00～18:00は歩行者専用になる。歩道と車道

の段差は 5～6cm。 

勝手に置いたとしか思えない椅子とテーブル。

日傘のあるカフェは道路の占用許可を取って

いるはずだが、専用の範囲はどう見ても曖昧。

交通規制の下を堂々と行き交う車たち。居住

者、商用の自家用車は勝手に動けるらしい。グ

ラニータ（カキ氷）に群がる人達。道にはみ出

したテーブル。置き去りのモーターバイク。難

民の出店。配送車らしい車。皆がとても気楽で

楽しそう。 
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NAPOLI キアイア通り VIA KIAIA は＜終日＞歩

行者専用地区。2階から上はアパート。 

歩行者専用地区の標識は付いてはいるのだが、

よほど注意しないと見逃してしまう（左下）。 

荷捌きの車が 2 台。そこへ得体の知れない乗用

車が来て立ち往生（左中）。何でこの時間に荷捌

き車が入ってこれるのか？これは運転手つきの

レンタカーではないか？ 運転手つきのレンタ

カーはタクシーと見做されるから入ってこれる

（あくまでも私の想像です）。こんな猥雑な通り

が結婚記念写真の場に相応しいのか？（右中、

全く余計な感想です）。繁華街は、さらに細い路

地につながっていく(右下)。ここではあらゆる

ものが道に「はみ出し」ている。 
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NAPOLI トレド通り VIA TOLEDO は歴史的中心市街地の＜時間制＞歩行者専用地区。 

夕方 6時を過ぎると一斉に車が入ってきて、街は何が何だか分からなくなってしまう(上)。こ

の様変わり様を見ると、歩行者専用空間が街を蘇らせる特効薬！であることが分る。 

 

 

 

(上右)ナポリの晴れ舞台は、やっぱりナポリ湾

の海岸通り VIA  F.CARACCIOLO と VIA 

PARTENOPE 。結婚の記念写真がよく似合う。こ

の通りに車を入れない訳も納得。 

(左上)「配送特急便」と記した宅配便。歩行者

専用ゾーンへも時間に関係なく入って来る。 

(左下)ヨーロッパの歩行者専用の街のシンボル

的存在が 警察官（ポリス）。日本のように怖い

監視役ではなく、「私が見てるから大丈夫よ」と

いう見守り役。目立つところに必ず立っている。 
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【1-５】ヨーロッパ(イタリア、ドイツ)と日本、歩行者空間の考え方、在り方の相違点 
            

注：テーマは現代の日常の都市空間です。一般論、文化論ではありません. 

 

〈ライフスタイルの傾向〉    〈社会の傾向〉 〈結果としての都市空間〉 

１ 

自

然

と

の

共

存 

日

本 

定常的な快適環境を望む 

 

 

人工環境(雨が降らず空調された

空間)を志向する 

屋内を好み、屋外を避ける 

アーケード、アトリウム、ドーム 

ショッピングセンター、ロードサイ

ドショップ、屋内のフードコート 

伊

独 

季節・気候の変化を楽しむ 

陽に当たることを楽しむ 

 

自然環境を志向 

屋外の生活を好む 

歩行者優先中心市街地の形成 

歩行者専用ゾーン 

広場、公園、屋外のカフェテラス 

２ 

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ 

日

本 

通常はコミュニティに無関心 

 

 

親しい仲間とだけ付き合う 

仕事社会（たて社会）、同好会、

ネット社会、閉じこもり 

自治意識希薄 

町の中心が無い、意識されていない

（中心のない郊外の市街地が拡大） 

碁会所、文化教室、ママカフェ、ス

ポーツクラブ、ゴルフ場 

伊

独 

コミュニティを楽しむ 地域社会（よこ社会）のお付き合

いが生活の軸 

地域社会の自治意識が強い 

町の中心が在る。中心市街地が在る。 

町のカフェ、バール、レストラン、

広場 

３ 

安

全

管

理 

日

本 

安全な社会を要求 安全はすべて管理者の責任 歩車分離の徹底 

伊

独 

安全な社会を志向 最終的な安全は自己責任 歩車共存 

４ 

居

住

地

志

向 

日

本 

郊外居住、一戸建て住宅 

近年は都心居住、都心型マンシ

ョンが増加 

趣味的生活を楽しむ 

家族団らんを楽しむ 

静かな住宅地 

伊

独 

都心居住、都市居住 家、庭の手入れを楽しむ 

趣味的生活を楽しむ 

家族、友人との団らんを楽しむ 

ひと気のある住宅街 

５ 

休

息 

 

 

日

本 

じっとしてるのが嫌い 

(安息日の習慣が無い) 

公園へ行く、自然を楽しむ 

家に閉じこもる 

家族で買い物に出る 

郊外の自然、身近な公園、ゴルフ場 

大都市の中心市街地 

郊外のショッピング・センター 

伊

独 

のんびりする時間が欲しい 

(安息日の習慣が在る) 

公園へ行く、自然を楽しむ 

家ですごす 

街へ行く、街を楽しむ 

中心市街地の華やかなショーウイン

ドウ、レストラン、カフェ、ビアホ

ール、美術館、図書館、公園、広場 

６ 

買

物 

日

本 

買物好き 

 

大資本系の商業施設が充実 

休日は店の稼ぎ時 

チェーン店、郊外店などの大型の企

業店舗が集積。小規模店舗は衰退。 

伊

独 

買物好き 個人経営の店、レストランが魅力 

休日は店（物販店）も休み 

中心市街地の商店街、市場が元気 

７ 

公

共

空

間

の

使

用 

日

本 

お祭り、イヴェントのときに使

って楽しむ 

公共空間の使用は許可制 

関係官公庁が縦割り管理 

寺社の境内の使用は寺社の許可

が必要 

通常の公共空間は通行のみの用地 

公共空間、境内の使用は一時的に許

可する 

伊

独 

お祭り、イヴェントだけでなく

日常的に使って楽しむ 

公共空間の使用は市民の権利 

基礎自治体が一元管理 

道路、広場の占用使用が習慣、制度

として定着している 

道路、広場の使用は都市計画の一部 

８ 

自

動

車 

日

本 

自動車は便利な必需品 自動車社会を推進＝環境問題に

技術的に対処 

中心市街地の歩車分離、都市の郊外

化（ショッピングセンター、ロード

サイドショップの展開、住宅開発） 

伊

独 

自動車は便利な必需品 自動車使用を制限＝環境問題に

ライフスタイル、都市政策でも対

処 

都市の交通体系の整備 

（歩行者優先、公共交通の整備） 
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ヨーロッパ(イタリア,ドイツ)と日本の歩行者空間の考え方、在り方の相違点。そこを解ったうえ

で日本の中心市街地、歩行者空間のこれからの可能性を考える。その違いをインタビューの素材と

して投げかける。 

 

１．自然との共存 

伊独■自然の空気と太陽を求めて外に出る。 

窓が小さくアパート形式の住まいでは外の空気を吸うには自分の家から外に出るしかない。ということもあ

って彼らは戸外の生活を楽しむライフスタイルが普通になっている。気候が良くなると喜んで外に出てくる。

陽に当たり、お喋りをし、黙って街を眺め、オープンカフェに座る、屋台の市が立つ。風に当たり、陽に当

たり、空を眺めて、都市の自然を街の広場や通りで満喫する。 

日本■空調の効いた屋内に居て外の庭を眺める。 

庭付き一戸建ての伝統を受け継いでいる我々は、縁側に座って自分の庭を眺めるライフスタイルのＤＮＡを

持っている。屋外に出て自然に積極的に触れようとはしない。だから日本では雨が降らず風も吹かない室内

で、カフェやショッピングモール、アトリウム、アーケードが充実している。植栽帯や街路樹が日本の都市

の自然である。それは室内や車内から時々眺める自然である。 

 

２．コミュニティ 

伊独■ヨコ社会のつながり-中心市街地はそれを保証する場になる。 

  家族と地域社会のつながりが生活の基本。そこに楽しみも生き甲斐もある。だから道路や広場、公園のオー 

プンカフェが街には欠かせない。 

日本■タテ社会のつながり-様々なつながりの場所があって、必ずしも中心市街地を必要としていない。 

  仕事でつながる人間関係と地域でつながる人間関係。それを夫婦で分担してこなしている生活。碁会所、ゴ 

ルフ場、文化教室、スポーツクラブ、ランチレストランなどが交流の場所になっている。 

 

３．安全管理 

伊独■自己責任で成り立つ社会。 

最終的な安全は自分で守らなければならない。個人の判断と行動の自由は自己責任の認識が前提である。人 

と車を分ける植栽帯や安全柵などが無い、歩車共存の街になる。 

日本■安全は国が保障しなければならない。 

  安全を守る決まりと装備を整えるのは国や自治体の責任。国や自治体には安全を守る責任があり、手抜かり 

が在ってはならない。国や自治体に従うのが国民の責任である。歩行者と車の通行を明確に分ける、歩車分 

離の街になる。 

 

４．居住地志向 

伊独■中心市街地のアパートに住むのは魅力的な選択肢のひとつ。 

街なかの共同住宅に住むのはポピュラーで伝統的なライフスタイルのひとつ。だから中心市街地に住宅があ 

り、多くの人が住んでいる。子供が居て学校かあり商店がある普通の生活環境がある。 

日本■中心市街地に住む選択肢は一部の層に限られている。 

  郊外の庭付き一戸建てに住むのが伝統的なライフスタイルだった。中心市街地には人が住まず、空き地や駐 

車場、空き家が増えてきた。最近高層マンションの都心居住が増えつつあるのは、新しいライフスタイルの 

芽生えとして注目すべき傾向。 

 

５．休息 

伊独■何もしないで、自分の時間を楽しむ。中心市街地にもそのような場所を求める。 

安息日(日曜日は働いてはならない日)の習慣があり、教会にお参りした後はみんなでお茶を飲んだり食事を 

しながら、地域の交流を楽しむのが習慣だった。物販店は日曜日に店を閉めて働かないところが多い。何も 

せずにゆっくりと過ごせる癒しの場所が中心市街地にはある。 

日本■休むために何かをしに行く。中心市街地は繁華街になる。 
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  安息日(仕事をしてはならない日)の習慣が無い。休みの日は仕事以外の何かをするためにある。かって仕事 

のない休みの日は、神社のお祭りか、お盆・正月か、特別の日だった。賑やかな祝祭日だった。それが現代 

の催し(イベント)好き、人混み好きに引き継がれている。我々にとって中心市街地とは繁華街のことであり、 

繁華街で日常の鬱憤を発散するのが休息である。日曜日はすべての店の稼ぎ時である。ゆっくりと休息する 

癒しの場所は、中心市街地とは別のところに整えられる。 

 

６．買物 

伊独■買い物は本能を満足させる。しかし日曜日には物販店は(原則として)店を閉める。 

個人経営の商店、市場出店が根強く続いている。市民がそれを支持している。だから中心市街地の商業が元 

気である。日曜日にはウインドウショッピングを楽しむ。 

日本■買い物は本能を満足させる。日曜、祝日はすべての店の稼ぎ時である。 

  ナショナル、インターナショナルのチェーン店、大型商店が街の商業地を支配している。市民がそれを支持 

している。市場を開く場所が厳しく制限されており、流通体制は貧弱である。だから中心市街地の伝統的な 

商業は衰退し、代わって大資本の商業施設が華やかに進出する。 

 

７．公共空間の使用 

伊独■占用使用が都市計画の一部として定着している。道路や広場のオープンカフェや市場で街が楽しくなる。 

道路や公園の占用使用は街の生活に欠かせないとして、都市計画の中で計画的に場所と用途、時間、使用料 

などが定められている。許認可権は基礎自治体の長(市町村長)にある。交通警察はそれに従う。中心市街地 

の楽しさは道路や広場で演出されている。街はオープンカフェ、市場の屋台、道化師で賑わっている。 

日本■占用使用は原則として不可。賑やかな商店街を歩くことが街を楽しむことになる。 

  道路は人と車の通行の用に供するためにある。それ以外の用には原則として使用できない。使用の許認可権 

は警察庁にあり、自治体には無い。お祭り(イベント)時の道路使用許可が比較的得安いのは、日本の祭事の 

伝統か。街の公共空間が楽しく賑わっているのはお祭り(イベント)の時。普段の街はきれいで静かに納まっ 

ている。 

 

８．自動車の使用 

伊独■便利な必需品。市街地ではどこでも歩行者優先が常識になっている。 

  街なかでは出来るだけ自動車の使用を抑制して排気ガスの少ない環境を守り、排出 CO2 を削減する。そのた

めに自動車の使用を不便にし、歩いて楽しい街、公共交通や自転車の利用が便利な街にする。だから「歩行

者―自転車―自動車―公共交通―駐車場」の総合的な交通体系が整えられている。 

日本■便利な必需品。車道ではドライバー優先になっている。 

  環境対策は電気自動車などの技術革新で対応する。歩行者の安全を守り、同時に自動車の通行は円滑な街に 

する。総合的な交通体系よりも、必要なのは道路の整備である。 
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【1-６】ヨーロッパ、アメリカ、日本における歩行者優先ゾーン整備の歩み 
 

 

 ‘45年～ 

‘60年代 

‘70年代 ‘80年代 ‘90年代 2000年～ 

イタリア 戦後復興＝開発の時代 

保存活用の萌芽 

 

1960/ROMAオリンピック 

1964/URBINO都市基本

計画 

1967/橋渡し法による歴

史的中心市街地保護 

1967/BOLOGNA都市基

本計画 

歴史的中心市街地の

整備が中心課題とな

る 

 

1971/小売店立地

法による中心市街地

の小売店保護 

1977/ブロカッシ法

による建築制限 

歴史的中心市街

地の計画的整備

（交通計画含む）

が着実に進行 

地方分権が進行 

 

1985/ガラッソ

法による景観規

制強化 

 

歴史的中心市街

地の整備、活性

化と自動車交通

のシステム整備

が進行 

 

1990/新地方自

治法 

歴史的中心市

街地の活性化、

自動車交通シス

テムの整備と規

制強化が顕著

に進行 

 

中心市街地内

の新市街地の

整備が進行 

ドイツ スクラップアンドビルドの再
開発、クルマ中心の整備、

小売店の郊外化 

 

1961/Ｆプラン 

1962/建築利用令 

1965,66/ケルン、エッセ

ン、ミュンヘンの歩行者エ

リア整備プロジェクト 

歩行者エリア整備ブ

ームが始まる 

ゾーン 30による歩車

共存 

 

1971/都市開発促

進法が既成市街地を

重視 

1973/石油危機 

1977/郊外の大型

店舗開発規制 

観光資源として

の中心市街地と

フェスティバル化

批判 

公共交通の復

活、LRTの導入 

 

1984～87/ＩＢＡ

による街修復と

批判的復元 

 

歩行者エリアの

拡大 

タウンマーケティ

ング 

自転車道ネットワ

ークの整備普及 

 

1996/コンパク

トで混合した都

市宣言 

街の修復と多様

化、楽しい中心

市街地の実現

が顕著に進行 

 

自転車利用を含

む交通システム

の整備が顕著に

進行 

 

アメリカ 豊かなアメリカ 

住宅の郊外化、都心の空

洞化 

1957/Spring Field歩行

者天国 

1966/Mineapollsニコレ

ットモール  

スーパーブロックの都市再

開発が進行 

インナーシティ問題へ

の対応 

1974/ボルチモア・チ

ャールズセンター 

1978/サンフランシ

スコ pier39 

1978/ボストン・ファ

ニエルマーケット 

都心の大型再開

発 

1982/サンフラ

ンシスコ・エンバ

ーカデロセンター 

1983/NY・ WFC

サウスストリートシ

ーポート 

BID始まる 

ニューアーバニズ

ム（ポートランド、

ミネアポリス） 

1992/ボルチモ

ア・インナーハー

バー 

1997/ミネアポ

リス・ニコレットモ

ール再整備 

ソーシャルキャピ

タル（地域力）の

低下が進行 

BIDが流行 

日本 都市の開発、再開発が始

まる 

1955～地下街建設 

1964/東京オリンピック、

新宿副都心都市計画決定 

1962～商店街アーケード

建設増加 

1965/ショッピングセンタ

ーが出来る 

1969/ＯＢＰ新都心計画 

モータリゼーションと

都市の拡大が進行 

 

1970/大阪万博 

1972/旭川買物公

園 

1976/横浜馬車道、

伊勢佐木モール 

1973/石油危機 

1974/大店法 

バブルの都市開

発が進行 

 

1980/福岡都心

軸モール 

1984/シンボル

ロード整備事業 

1985国鉄分割

民営化 

 

JR関連大規模

開発が進行 

 

1990/門司港レ

トロ 

1990/幕張ベイ

タウン 

1998/まちづくり

3法 

 

首都圏の大規

模再開発 

 

BID とオープンカ

フェ（丸の内仲

通り、港区虎の

門地区、新宿モ

ア 4番街、大阪

グランフロント） 

 
参考文献： 

三浦詩乃「歩行者空間の変遷史」、都市計画 Vol.63 No.6、2014 

エルファディング ズザンネ、「持続可能な都市交通に向けた道路空間の再構成に関する研究」、早稲田大学

博士論文 2008 

南部繁樹「アメリカにおける都市再開発の時代変遷」、(株)都市構造研究センターレポート、2008 

工藤裕子「イタリアにおける国と地方の関係」、比較自治研究会調査報告、2008 

鳴海邦碩「都市における自由空間の研究、第 2章第 1節」、京都大学博士論文 1979 
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パドバ大学教授 Franco Mancuso 他による、「憲章ヨーロッパの広場」－建設と再生のための 30 の

提言－を紹介します。 

「広場」に関する提言ですが、ヨーロッパの広場と都市の関係を見るに、これを日本の「中心市街

地」あるいはその中の「歩行者空間」と読み替えて参照することも出来ます。 

30の提言は、我が国の中心市街地において道路などの公共空間、あるいは公開空地のような公共的

空間をどのように使うべきか、そのことによって都市がどのように魅力的になり得るかを考える、

有効な手掛かりになるはずです。 

 

30の提言は以下の 3点を前提にしてまとめられていると私は考えます。いずれも我々(日本)との間

に大きな隔たりを感じます。 

 

 

●広場(中心市街地)はヨーロッパ文化のアイデンティティとして欠かせない存在。 

 

 

 

●広場(公共空間、公共的空間)は多様な使い方に応えるべきである。様々な用途、

催し、集会、デモに使うことが前提である。 

 

 

 

 

●広場(中心市街地)は屋外空間が主役である。 

  

 
我々にそんな意識は薄い? 

中心市街地＝商店街にすぎない？ 

 

 

道路は原則、通行の用にしか使えない。 

公開空地で営業してはならない。 

オープンスペースは[使う]より[眺める]に関心がある? 

 我々はアトリウムや地下街の方が好き? 

 

【２】 現代ヨーロッパの広場に求められること－30の提言 
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「憲章ヨーロッパの広場」 

－建設と再生のための 30 の提言－1 

 

まえがき 

 

大勢の市民が集まる広場。そのような広場を建設または再生することは、町の大小にかかわらず、

自分が町の一員であるという市民の自覚を高めることにつながります。新しく建設するものであれ、

既存のものを再生修復するものであれ、広場はその周辺の街並みに望ましい影響をもたらしひいて

は都市全体の格を高めることにつながる、象徴的な存在です。 

「憲章ヨーロッパの広場」は新しい広場を計画したり、既存の広場を再生修復したりする際に配

慮すべき提言を列記したものです。この憲章は以下の方々に活用して頂けるものと期待しています。

官公庁の担当者、建築家、都市計画家、文化活動に関わる方々、そしてヨーロッパ文化のアイデン

ティティの基本である広場の活性化に関わる、あらゆる人々です。 

ここに挙げた 30 の提言は、近年最も成功した多くの広場事業を対象に調査研究した結果得られ

たものです2。この調査研究は以下の 5か国の調査機関、大学の参加を得て実施しました。尚、調査

研究は「カルチャー2000」ヨーロッパ委員会の助成を受けています。 

 フランス：the Maison des Sciences de l’Homme de Parìs 

ギリシャ：the University Aristoteles in Tessaloniki 

イタリア：the University IUVA in venice,  

the CIDAC.‐Towns of Art and Culture Society‐ in Rome 

 ポーランド：the University Jagiellonian in Krakòw 

 スペイン：the Polytechnic University of Catalonia in barcelona 

本調査研究は、「広場・ヨーロッパの文化遺産－5か国による共同研究」3と題して 2007年、財団

the Maison des Sciences de l’Homme によって編集出版されました（ただし、本憲章はこの出版

に含まれていません）。調査研究の成果は同年、ヨーロッパのいくつかの都市で「ヨーロッパにお

ける広場、ヨーロッパのための広場」と題する展示会を開催し、同時にカタログを出版しました。 

 

署名：フランコ・マンクーゾ、ルチアーナ・ミオット、ジャン・ピエール・ミュレー 

FRANCO MANCUSO        LUCIANA MIOTTO        JEAN‐PIERE MURET    

 

 

                                                   
1 原題 The Charter of European Squares  30 recommendations for the creation or renovation of squares 
2 調査研究に参加した 5か国の中の 60都市の広場を対象としている。詳しくは研究報告書「広場・ヨーロッパの

文化遺産‐5か国による共同研究」（2007年）を参照。 
3 原題 The Square, A European Heritage－A Topical Survey of Five Countries 
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広場の建設、再生に関する 30の提言 

 

１．位置づけ 

可能な限り広範囲に読み取った都市の文脈の中に位置づけること。すなわち都市の全体像の中

に位置づけること。 

 

２．場所性 

広場の個性を確保すること。広場が持つべき本来的な役割、性格（genius loci）を見出し、

それを強化すること。 

 

３．変換 

歴史的中心市街地において、住宅の街をオフィスやセカンドハウスの街に替えるような広場の

再生事業は絶対にしてはならない。街角の商店や職人の仕事場が消えて無くなるようなことが

あってはならない。高級なショップやカフェ、レストランが来ることによって、広場やその周

辺に住む人々が住み慣れた生活を諦め、他の地へ移ってしまうようなことがあってはならない。 

 

４．コンサルティングと参加 

町なかであれ、大都市の都心であれ、小さな集落であれ、人びとの（住民の）の視点をないが

しろにした都市開発、特に広場に関する都市開発事業は、決して成功しない。提案する広場を

成功裏に導くためには住民の同意を得ることが必須である。すべての都市開発において、その

住民は必ず計画に参加していなければならない。 

 

５．使われ方 

様々な使われ方を考慮に入れておくこと。その市民あるいは訪問者、年配者あるいは若者によ

って、また様々な時間帯（1 日の中の時間、曜日、季節など）において、広場とそこの施設が

どのように使われるかを考察し、計算に入れておかなければならない。 

 

６．歩行者空間 

広場に自動車を全く入れない、入れるとしても一部分に制限すること。それによって市民が都

市生活をゆっくりと楽しむことが出来るようになる。出会いの機会、新しいイベント開催の機

会が増える。 

 

７．公共交通と駐車場 

皆が使える交通手段（トラム、地下鉄、バス）が広場に向かって集まっていなければならない。

駐車場も備わっていなければならない。市民であれ訪問者であれ、彼らが広場を有効に使うに

はそのことが必須である。駐車場の出入り口、地下鉄の出入り口、トラムやバスの停車場は正

しく計画に含まれていなければならない。広場の運営活用を成功させるためには、都市の交通

計画が絶対に欠かせない。 

８．ネットワーク 

都市と広場の様々なつながり方を正しく構成すること。歩行者の通路、アーケード通り、そし

て周辺道路網とのネットワークを正しく構成すること。 
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９．ユニバーサルデザイン 

幼児、お年寄り、障害者が容易に通行出来なければならない。通路の段差や障害物に配慮せよ。

階段があるときには手押し車や乳母車が通れるスロープを付けること。 

 

10．メンテナンス 

特に道路に関して、事業の始めから設備の維持管理に至るまで、メンテナンスに対する配慮を

欠いてはならない。 

 

11．多様なニーズ 

新しいニーズを触発し、多様なニーズに応えること。広場における商業活動や芸術活動（カフ

ェ、レストラン、ショップ、仕事場ショップ、市場など）、文化イベントの開催（展覧会、演

劇会、映画会など）、体育会や宗教行事、それらを活発にすることで広場の生活を活性化する

こと。集会やデモの場所に開放すること。 

 

12．使われ方の区分 

  舗装、ボラード、柵の配置、デザインによって広場の使われ方を区分することが出来る。しか

しその際も、広場の中心部は何にでも使えるように空けておくこと。 

 

13．景観デザイン 

  広場自身の景観と広場から街に向かっての景観（広場に入って来る通りなど）をしっかりと表

現すること。広場の空間構成、建築物、ランドマーク、街並みの眺め、自然風景の眺めをしっ

かりと把握しておくことはもちろん大切である。 

 

14．ストック 

  そこに歴史的資産があるときには、それを大切に活用すること。それを事業に取り込むことで、

広場の個性を強く表現することが出来る。 

 

15．歴史的認識の公開 

  事業において歴史の積み重ねを十分に配慮し、少なくともそれを市民に明らかにしておくこと。

そのことは歴史に対する前向きのアプローチになる。都市の広場は殆どの場合、積み重ねられ

た歴史を持った存在であり、そのことを市民に伏せておくことは出来ない。歴史認識を共有す

ることは、次の提言 16、現代建築にリンクする。 

 

16．現代建築 

  都市と同じように広場もまた常に変化に晒されている。新しいニーズや要望に応えて建てられ

る建築物は過去においても、そして今もなお、広場に顕著な変化をもたらす。明確に一体的に

構成された建築群からなる歴史的な広場は別にして、変化をもたらす新しい都市開発は積極的

に進められるべきである。ただし必ず既存の空間、建築の存在を尊重するという条件付きであ

る。 

 

17．ストリートファニチャー 

  広場に備えるストリートファニチャー（ベンチ、ごみ箱など）は最小限にすること。広場の真

ん中には固定のストリートファニチャーを設置しないこと。ただし特別の用途のために造られ
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た広場は別である。それぞれの広場に相応しい独自のストリートファニチャーを選ぶこと。可

能な限り大量生産の製品は避けること。 

 

18．舗装材 

  舗装材の選定にあたっては耐久性とメンテナンスの容易さを考慮すること。滑りやすい材料を

避けること（雨の時に危険である）。生態系への影響を最小限に抑えるために、出来る限り地

元の材料を使用すること。 

 

19．環境照明 

  広場を際立たせ、用途に相応しい照明を設置すること。不似合いな大きさでかつ明るすぎる装

飾的な枝付き照明灯は設置しないこと。快適な広場になるような照度と明度を選ぶこと。歴史

的な広場では建築のファサードの照明が効果的である。様々な明るさの照明を計画することは

不可欠である（夜のある時間帯は弱く、見せ場では強く）。 

 

20．電気配線 

  あらゆる種類のイベントに対応できる地中配線のルートを用意しておくこと（お祭り、市場や

屋台、ダンスパーティ、コンサート、映画会など）。様々な用途に対応できる電源を備えてお

くこと（イベントの舞台、音響装置、映写装置、大画面など）。 

 

21．水 

  水による演出を取り入れたり、既存の水をより効果的に使ったりすることで広場の個性を強く

表現することが出来る。しかしそれによって広場の中心部を塞いだり、使われ方を制限したり

することがあってはならない。 

 

22．植栽 

  過剰な植栽や不適切な配置の植栽にならないよう注意すること。配慮の足りない植栽は広場の

景観を阻害し街並みの展望を妨げる。さらには広場を使うときの邪魔になる。 

 

23．パブリックアート 

  広場に設置するパブリックアートの作品はすべて、十分に注意深く選ぶこと。作家はその空間

の持つ個性を尊重しなければならない。期間限定の催しは別にして、作家は広場を彼らの作品

の実験の場としたり、作品の展示場として使ってはならない。事実、広場は様々な変動に対応

しなければならないのだから、彼らの作品が永久にその場所を完全に占拠するものではない。 

 

24．フレキシビリティ 

  広場はいつでも新しい使われ方に対応出来なければならない。それ故に広場では、広場を特徴

づける固定した置物は少なくし、その他はフレキシブルに置き換えられる置物であることが望

ましい。 

 

25．エコロジー 

  広場の建設、再生に際してはエコロジーの技術や手法を取り入れること。例えば、雨水を集め

て散水や清掃用に使うべきであり、再生可能エネルギーが照明やその他のエネルギー消費に使

われるべきである。広場自身の気候風土を考慮に入れることも有効なアプローチである。 
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26．敷地 

  新しい広場を建設する場合、その敷地はその地域の街の広場として十分に役割が果たせるよう

選定されなければならない。広場はアクセスが容易でかつその位置が分りやすくなければなら

ない。 

 

27．方位 

  敷地の地理的条件（緯度、風向き、季節など）に加えて、方位、特に陽当たりについてよく配

慮しておくこと。広場の機能との関係を別にして通常、陽に当たる場所は北に、日陰は南に設

けるよう配置する。 

 

28．屋外空間 

  歴史的な広場の例にならえば、新しい広場もまた高密度な市街地の中に開かれた、屋外空間と

してデザインすべきである。特に寒かったり、暖かい気候の街では屋根で覆われたり、部分的

に屋根が架けられることもあり得る。 

 

29．道路 

  広場を対角線上に分断する通り抜け道路は設けないこと。一方、広場の端を通り抜ける道路は

在ってもよい。 

 

30．建築 

  広場を囲む建築はその空間に馴染むようにデザインされなければならない。まず空間を形づく

る線を引きなさい。その後にその空間の個性と特長を強めるような建築をイメージしなさい。 

 

 

翻訳：井口勝文 

翻訳は関西学院大学、加藤晃規教授によって招聘されたパドバ大学教授 Franco Mancuso による 2014年秋の

同大学の特別講義を聴講する機会を頂き、その後 Franco Mancuso 教授の直接の助言を経たものである。 
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【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
要
点
】 

 

１
・
歩
行
者
優
先
事
業
の
都
市
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
。 

① 

歩
行
者
優
先
ま
ち
づ
く
り
の
目
的
は
何
で
し
た
か
？ 

・
商
店
街
振
興
に
よ
る
経
済
効
果
。 

・
観
光
客
誘
致
に
よ
る
経
済
効
果
。 

・
歩
い
て
楽
し
い
街
づ
く
り
。
中
心
市
街
地
の
ま
と
ま
り
を
強
く
す
る
。 

・
中
心
市
街
地
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る
。 

・
自
動
車
の
抑
制
に
よ
る
省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
Ｃ
Ｏ
２
対
策
。 

② 

歩
行
者
優
先
ま
ち
づ
く
り
は
あ
な
た
自
身
の
中
で
、
あ
る
い
は
役
所
で
、
総
合
的
な
都
市
計
画
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
？ 

面
的
な
都
市
計
画
事
業
で
し
た
か
、
線
的
な
街
路
事
業
で
し
た

か
？ 

今
後
は
ど
う
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？ 

・
線
的
な
街
路
事
業
の
枠
内
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
な
ぜ
面
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で 

す
か
？ 

し
な
か
っ
た
の
で
す
か
？  

・
駐
車
場
整
備
、
公
共
交
通
整
備
、
景
観
整
備
な
ど
を
含
む
総
合
的
な
中
心
市
街
地
の
課
題
と
し
て
実 

施
し
た
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
で
す
か
？ 

そ
の
結
果
を
ど
う
評
価
し
ま
す
か
？ 

 

③ 

車
を
全
く
通
さ
な
い
歩
行
者
専
用
ゾ
ー
ン
（
面
的
な
整
備
）
が
実
現
し
ま
し
た
か
？ 

今
後
は
ど
う
す

べ
き
で
し
ょ
う
か
？ 

・
車
線
を
減
少
し
（
車
道
は
残
し
て
）
、
歩
道
を
拡
幅
す
る
事
業
で
あ
っ
た
。 

・
歩
行
者
専
用
道
路
、
又
は
自
動
車
進
入
禁
止
の
道
路
と
し
て
整
備
し
た
が
線
的
な
街
路
事
業
で
あ
っ 

た
。 

・
歩
行
者
専
用
道
路
、
又
は
自
動
車
進
入
禁
止
の
道
路
と
し
て
複
数
の
道
路
を
対
象
に
面
的
に
整
備
し 

た
。 

 
 

④ 

歩
車
共
存
か
？
歩
車
分
離
か
？ 

そ
の
議
論
は
あ
り
ま
し
た
か
。 

 
 ２

・
道
路
の
構
造
、
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
。 

④ 

歩
道
と
車
道
の
段
差
（
境
界
石
）
、
安
全
柵
、
植
栽
帯
、
ボ
ラ
ー
ド
の
在
り
方
な
ど
、
歩
道
と
車
道
の

一
体
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
実
現
し
ま
し
た
か
？ 

今
後
は
ど
う
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
？ 

⑤ 

道
路
と
そ
の
付
帯
施
設
を
シ
ン
プ
ル
に
整
理
す
る
デ
ザ
イ
ン
的
課
題
（
い
わ
ゆ
る
引
き
算
の
デ
ザ
イ
ン
）

に
ど
う
応
え
ま
し
た
か
？ 

今
後
は
ど
う
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？ 

  
 
 
 
 
 

【
３
】 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 



２ 

 

３
・
道
路
占
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
（
ア
ー
ケ
ー
ド
の
通
り
、
公
開
空
地
を
含
む
） 

① 

道
路
占
用
（
道
路
の
使
い
方
）
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
実
現
し
ま
し
た

か
？ 

今
後
は
ど
う
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？ 

② 

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
、
路
上
の
ベ
ン
チ
、
椅
子
、
テ
ン
ト
、
商
品
の
は
み
出
し
、
市
場
、
屋
台
の
営
業
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
も
っ
と
自
由
に
展
開
す
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
？
市
民
は
そ
れ
を
本
当

に
望
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

⑥ 

路
上
駐
車
、
駐
輪
に
も
っ
と
寛
容
に
な
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

４
・
都
市
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
屋
外
空
間
）
と
日
本
人
の
生
活
習
慣
の
関
係
に
つ
い
て
。 

① 

我
々
日
本
人
は
街
の
屋
外
空
間
を
楽
し
む
習
慣
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

ア
ー
ケ
ー
ド
や
ア
ト
リ
ウ
ム
、

ガ
レ
リ
ア
な
ど
の
屋
根
の
あ
る
屋
内
空
間
の
方
を
好
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

② 

日
本
に
路
上
の
（
屋
外
の
）
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ビ
ア
テ
ラ
ス
な
ど
は
根
付
く
で
し
ょ
う

か
？
路
上
の
屋
台
や
市
場
を
街
な
か
に
広
げ
る
こ
と
は
も
っ
と
積
極
的
に
や
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

そ
の
可
能
性
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
市
民
は
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 

５
・
中
心
市
街
地
再
生
の
可
能
性
に
つ
い
て
。 

① 
 

日
本
の
本
来
の
中
心
市
街
地
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？ 

 

商
店
街
な
ど
の
商
業
の
中
心
地
区
？ 

夜
の
繁
華
街
？ 

駅
前
？ 

 

官
庁
街
？ 

 

銀
行
な
ど
の
事
務
所
街
？ 

 

神
社
、
仏
閣
、
城
な
ど
の
歴
史
遺
産
？ 

 

市
民
会
館
、
図
書
館
な
ど
の
あ
る
文
化
セ
ン
タ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
？ 

 

② 

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
や
新
市
街
地
な
ど
に
、
旧
来
に
代
わ
る
新
し
い
中
心
市
街
地
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
考
え

る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？ 

 

皆
様
の
経
験
を
振
り
返
っ
て
、
現
実
を
踏
ま
え
た
今
後
の
可
能
性
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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旭
川
買
物
公
園
と
都
市
の
自
由
空
間 
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■
社
会
的
、
文
化
的
な
現
象
と
し
て
の
都
市
空
間 

私
は
大
学
に
入
っ
て
ず
っ
と
一
貫
し
て
、
街
路
と
か
広
場
に
関
心
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
建
築
学
科
に
い
た
の

で
す
が
、
祭
り
が
行
わ
れ
た
り
、
市
が
開
か
れ
た
り
、
人
々
が
雑
踏
す
る
街
路
や
広
場
が
面
白
い
と
思
っ
て
、

そ
れ
が
と
て
も
都
市
的
な
空
間
だ
と
僕
に
は
思
え
た
ん
で
す
ね
。 

設
計
と
か
デ
ザ
イ
ン
っ
て
い
う
よ
り
も
、
そ
う
い
う
空
間
を
社
会
的
な
文
化
的
現
象
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ

る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
風
に
考
え
て
、
都
市
の
自
由
空
間
の
研
究
も
そ
う
い
う
観
点
で
や
り
ま
し
た
。 

で
す
か
ら
空
間
を
設
計
す
る
と
い
う
姿
勢
だ
け
で
な
く
、
都
市
空
間
を
社
会
的
、
文
化
的
な
現
象
と
し
て
理
解

し
、
組
み
立
て
る
観
点
が
必
要
だ
と
い
う
の
が
私
の
一
貫
し
た
思
い
で
す
。
そ
れ
で
卒
業
論
文
、
卒
業
設
計
か

ら
博
士
論
文
ま
で
全
部
一
貫
し
て
、
空
き
地
の
問
題
を
勉
強
し
ま
し
た
。 

こ
れ
が
卒
業
研
究
の
京
都
の
ち
び
っ
こ
広
場
で
す
（
図
１
）
。
こ
の
当
時
、
日
本
の
都
市
の
自
動
車
交
通
が
増
え

て
、
自
動
車
が
路
地
と
い
う
か
、
裏
通
り
ま
で
入
る
よ
う
に
な
っ
て
、
子
供
が
た
く
さ
ん
事
故
で
怪
我
し
た
り

死
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
代
で
し
た
。
子
供
が
安
全
に
遊
べ
る
公
園
が
足
り
な
い
の
で
、
空
き
地
を

ち
び
っ
こ
広
場
に
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
建
設
省
の
指
導
で
起
き
て
、
主
要
な
都
市
で
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
京
都
の
大
学
に
い
た
の
で
京
都
市
内
を
調
べ
た
の
で
す
が
、
市
内
に
は
四
〇
〇
箇
所
く
ら
い
ち
び
っ
こ

広
場
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
こ
ろ
は
卒
論
と
卒
業
設
計
の
両
方
や
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
卒
計
は
友
人
と
一
緒
に
や
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
そ
う
で
す
。
京
都
の
洛
中
洛
外
図
を
見
る
と
車
の
な
い
時
代
の
都
市
空
間
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
洛
中
洛

外
図
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
空
間
が
今
の
町
に
も
あ
る
べ
き
は
な
い
か
、
そ
う
い
う
考
え
で
計
画
を
提
案
し

た
わ
け
で
す
（
図
２
）
。 

          

  

こ
れ
が
河
原
町
通
り
で
、
こ
れ
が
裏
寺
町
、
こ
れ
が
新
京
極
で
す
。
こ
の
寺
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
こ
ろ
を
再
開

発
し
て
ミ
チ
ニ
ワ
や
広
場
を
つ
く
っ
て
京
都
の
中
心
市
街
地
を
改
造
す
る
提
案
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
が
ミ
チ
ニ

ワ
で
、
こ
こ
は
広
場
で
す
。
ミ
チ
ニ
ワ
は
庭
の
よ
う
な
道
、
広
場
は
周
囲
を
建
物
で
囲
わ
れ
た
建
築
的
な
オ
ー

 

図１京都のちびっこひろば 1961年 

 

図 2卒業設計「河原町みちにわ画」1968年 
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プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
こ
う
し
た
２
つ
の
空
間
を
考
え
て
、
京
都
の
中
心
市
街
地
を
再
構
成
し

よ
う
と
い
う
提
案
で
し
た
。 

修
士
論
文
は
「
移
動
商
業
施
設
」
で
、
露
店
や
屋
台
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
も
京
都
市
を
対
象
に
、
街
路

市
や
社
寺
境
内
の
市
を
調
べ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
テ
キ
ヤ
と
い
う
か
、
露
天
商
組
合
の
こ
と
も
調
べ
ま
し
た
。 

博
士
論
文
も
空
き
地
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
自
由
空
間
と
い
う
概
念
で
す
。
基
本
的
に
誰
で
も
出
入
り
出
来
て
、

利
用
で
き
る
空
間
の
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
ろ
地
下
街
も
出
来
て
い
て
、
地
下
街
も
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
一
種

だ
と
考
え
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
研
究
を
進
め
て
い
た
時
、
こ
れ
だ
と
思
わ
れ
る
図
を
発
見
し
た
ん
で
す
。
ア
マ
ゾ
ン
の
未
開
部
族
で

あ
る
シ
ャ
バ
ン
テ
族
の
集
落
の
配
置
図
で
す
（
図
３
）
。
白
い
と
こ
ろ
が
人
が
踏
み
固
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
踏
み

固
め
た
と
こ
ろ
に
庭
の
よ
う
な
場
所
、
そ
れ
か
ら
道
路
の
よ
う
な
場
所
も
あ
れ
ば
、
広
場
も
あ
る
ん
で
す
。
こ

れ
が
僕
の
着
目
し
た
自
由
空
間
の
原
型
で
す
。 

こ
の
図
か
ら
未
開
の
部
族
も
住
居
以
外
に
こ
れ
だ
け
多
様
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
発
見
し
た
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
進
ん
で
い
る
と
か
遅
れ
て
い
る
と
か
い
う
の
で
は
な
く
、
要
は
こ
う
い
う
空

間
が
人
が
集
ま
っ
て
住
む
の
に
は
必
要
だ
と
い
う
、
そ
う
い
う
考
え
に
行
き
つ
き
ま
し
た
。 

自
由
空
間
研
究
で
は
生
活
空
間
を
構
成
す
る
２
つ
の
空
間
要
素
を
位
置
づ
け
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
「
イ
エ
」
、

そ
れ
か
ら
「
ミ
チ
」
で
す
。
「
イ
エ
」
に
は
勝
手
に
人
は
入
れ
な
い
ん
で
す
。
デ
パ
ー
ト
の
よ
う
に
入
っ
て
い

け
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
基
本
的
に
イ
エ
的
空
間
は
閉
じ
て
い
る
。
し
か
し
外
の
ミ
チ
空
間
は
基
本
的

に
誰
で
も
歩
き
回
れ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
位
置
づ
け
を
し
ま
し
た(
図
４)

。 

             一
九
七
一
年
、
博
士
課
程
の
時
で
す
け
ど
、
高
口
恭
行
１

さ
ん
と
僕
と
一
緒
に
大
阪
市
の
委
託
で
都
市
の
歩
行
者

空
間
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
道
の
空
間
を
色
々
タ
イ
プ
分
け
し
ま
し
た
。
広
場
的
な

道
と
パ
イ
プ
的
な
道
と
か
。
パ
イ
プ
的
な
道
と
い
う
の
は
通
る
だ
け
の
道
と
い
う
意
味
で
す
け
ど
ね
。
そ
れ
に

よ
っ
て
都
心
的
な
エ
リ
ア
と
そ
れ
以
外
の
エ
リ
ア
、
そ
れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
組
み
立
て
ら
れ

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。
四
年
生
の
卒
業
設
計
か
ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て
な
い
ん
で
す
。
今
も
あ
ま
り
進
歩
し

て
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 

  
 
                           

１

高
口
恭
行
：
建
築
家
、
一
心
寺
長
老
、
元
奈
良
女
子
大
学
教
授
。 

 

 

図 3アマゾン、シャンバテ族の集落 

 

図 4建物と建物の間の空間が都市に魅力をも

たらす。 
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■
革
新
市
政
の
時
代
、
市
民
が
都
市
を
つ
く
っ
た 

一
九
六
三
年
に
旭
川
市
で
五
十
嵐
広
三
さ
ん
が
日
本
で
一
番
若
い
市
長
に
な
り
ま
し
た
。
三
七
歳
で
し
た
。
２

年
後
に
五
十
嵐
さ
ん
が
買
物
公
園
構
想
、
「
私
は
買
物
公
園
っ
て
い
う
の
を
作
り
た
い
！
」
と
い
う
の
を
発
表

し
て
、
六
年
後
に
よ
う
や
く
そ
の
実
験
を
や
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

一
九
六
九
年
八
月
、
旭
川
市
の
中
心
部
を
通
る
平
和
通
り
（
国
道
と
道
道
）
、
長
さ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

る
部
分
か
ら
自
動
車
を
締
め
出
し
て
道
路
を
す
べ
て
歩
行
者
に
開
放
す
る
実
験
を
や
り
ま
し
た
。
一
晩
の
内
に

自
動
車
が
通
ら
な
く
な
っ
て
、
平
和
通
り
が
子
供
連
れ
の
家
族
で
賑
わ
う
公
園
に
な
っ
た
時
は
、
皆
が
感
動
し

ま
し
た(

図
５)

。 

自
動
車
を
締
め
出
し
た
ら
楽
し
い
商
業
空
間
が
出
来
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
は
誰
で
も
思
い
つ
く
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
は
今
で
も
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
そ
の
当
時
、
わ

が
国
で
は
前
例
の
な
い
事
業
だ
っ
た
の
で
す
。
関
係
諸
官
庁
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
に
難
航
し
ま
し
た
。
青
年
会

議
所
や
商
店
街
、
市
役
所
の
人
た
ち
が
一
致
団
結
し
て
粘
り
強
く
頑
張
っ
て
実
験
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
す
。 

                歩
行
者
優
先
事
業
に
私
が
関
わ
っ
た
の
は
こ
の
時
の
旭
川
買
物
公
園
が
最
初
で
す
。
当
時
京
都
大
学
に
居
た
上

田
篤
１ 

先
生
の
チ
ー
ム
の
一
員
で
し
た
。 

実
験
が
行
わ
れ
た
一
九
六
九
年
、
現
地
調
査
に
行
っ
て
、
一
九
七
一
年
に
旭
川
の
商
業
近
代
化
地
域
計
画
の
作

業
部
隊
で
報
告
書
作
り
、
同
じ
年
に
買
物
公
園
の
恒
久
化
基
本
計
画
づ
く
り
に
参
加
し
ま
し
た
。
実
施
設
計
は

市
の
公
園
課
が
や
っ
て
、
一
九
七
二
年
に
買
物
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

一
九
六
九
年
の
実
験
の
と
き
に
示
さ
れ
た
買
物
公
園
の
趣
旨
・
目
的
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。 

①
猛
烈
な
勢
い
で
普
及
す
る
自
動
車
交
通
か
ら
離
れ
て
豊
か
な
人
間
性
を
確
保
す
る
た
め
。 

②
道
北
地
域
の
中
心
都
市
〈
旭
川
〉
の
魅
力
づ
く
り
を
行
う
た
め
。 

③
一
五
〇
万
の
人
々
が
住
む
道
北
地
域
の
代
表
的
な
商
店
街
の
近
代
化
の
た
め
。 

 
 
                           

１

上
田
篤
：
建
築
家
・
都
市
計
画
家
・
京
都
精
華
大
学
名
誉
教
授
、
元
大
阪
大
学
工
学
部
環
境
工
学
科
教
授
。
作
品
と
し
て
「
旭
川

市
平
和
通
り
買
物
公
園
」
の
他
に
「
大
阪
万
国
博
覧
会
お
祭
り
広
場
」
、
「
橋
の
博
物
館
」
な
ど
が
あ
る
。
著
書
多
数
。 

 

 

図 5 1969年 8月 買物公園の実験。一晩のうちに平和通りから車

が締め出されて、家族で賑わう買物公園が実現した。 



６ 

 

高
度
経
済
成
長
が
急
速
に
進
む
な
か
一
九
六
〇
年
代
後
半
～
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
反
公
害
や
福
祉
政
策
、

憲
法
擁
護
を
訴
え
る
市
民
の
運
動
が
高
ま
っ
て
各
地
に
革
新
首
長
が
相
次
い
で
誕
生
し
ま
し
た 

。
一
九
七
三
年
の
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
も
あ
っ
て
、
脱
自
動
車
社
会
、
公
害
対
策
な
ど
の
地
方
自
治
体
の
革
新
的
政
策
が
進
ん
で
、
そ
れ
が
そ

の
後
の
中
央
政
治
で
も
一
部
反
映
さ
れ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
時
代
で
し
た
１

。 

そ
の
時
代
に
五
十
嵐
広
三
さ
ん
は
社
会
党
か
ら
旭
川
市
長
に
立
候
補
し
て
当
選
し
ま
し
た
。
そ
し
て
全
国
初
の
買
物
公

園
構
想
を
推
進
し
ま
し
た
。
「
地
元
の
青
年
会
議
所
や
美
術
の
仲
間
と
話
す
う
ち
に
買
物
公
園
の
構
想
が
生
ま
れ
た
」

と
五
十
嵐
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
す
。
市
民
が
自
分
た
ち
で
新
し
い
も
の
を
造
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
、
買
物
公
園
と
い

う
“
夢
”
を
実
現
し
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

一
九
六
四
年
、
革
新
系
の
飛
鳥
田
一
雄
横
浜
市
長
の
呼
び
か
け
で
結
成
さ
れ
た
全
国
革
新
市
長
会
に
五
十
嵐
市
長
は
参

加
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
政
治
団
体
の
勉
強
会
が
多
分
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
昔
の
社
会

党
で
す
ね
。
社
会
党
系
に
た
ぶ
ん
、
後
に
横
浜
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
リ
ー
ド
す
る
田
村
明
と
か
上
田
篤
先
生
も
そ

う
だ
し
、
社
会
学
者
の
松
下
圭
一
と
か
相
当
な
ブ
レ
ー
ン
が
い
て
、
そ
う
い
う
勉
強
会
に
若
い
市
長
と
か
が
出
て
勉
強

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
五
十
嵐
市
長
は
上
田
さ
ん
と
知
り
合
っ
て
買
物
公
園
構
想
の
相
談
を
持

ち
か
け
た
。
そ
れ
が
上
田
さ
ん
が
旭
川
買
物
公
園
に
関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

■
日
本
を
変
え
た
旭
川
買
物
公
園 

実
験
の
あ
と
旭
川
市
か
ら
上
田
先
生
に
基
本
計
画
を
考
え
て
欲
し
い
と
の
委
託
が
来
ま
し
た
。 

計
画
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ
三
つ
の
案
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た 

(

図
６)

。
そ
の
ひ
と
つ
が
コ
ミ
セ
案
、
コ
ミ
セ
は
雪
国

の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。
単
純
に
公
園
に
す
る
っ
て
案
、
二
階
部
分
を
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
つ
な

ぐ
と
い
う
壮
大
な
案
の
三
案
で
す
。
そ
の
な
か
で
将
来
構
想
と
し
て
は
、
一
応
デ
ッ
キ
案
が
採
用
さ
れ
た
ん
で

す
ね
。 

コ
ミ
セ
（
小
店
）
案
は
僕
が
呼
び
か
け
て
作
っ
た
学
生
た
ち
の
提
案
で
す
。
コ
ミ
セ
（
小
店
）
は
僕
の
ふ
る
さ

と
津
軽
の
伝
統
的
な
歩
廊
で
、
雪
国
は
や
は
り
コ
ミ
セ
（
小
店
）
だ
と
考
え
ま
し
た
。 

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
案
に
決
ま
り
ま
し
た
が
、
デ
ッ
キ
は
今
す
ぐ
は
つ
く
れ
な
い
の
で
ま
ず
は
路
面
の

設
計
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
基
本
設
計
で
は
路
面
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
し
た(

図
７)
。
パ
ス
ゾ
ー
ン
と

か
、
テ
ラ
ス
ゾ
ー
ン
と
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ゾ
ー
ン
、
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
。
緊
急
車
両
が
入
っ
て
来
る
通
り
も
設
け

ま
し
た
。
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
提
案
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
実
施
設
計
は
市
の
公
園
課
が
担
当
し
て
、

ま
る
っ
き
り
遊
園
地
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
と
き
の
線
形
は
あ
る
程
度
残
っ
て
い
ま

す
。 

実
施
設
計
で
出
来
た
の
は
本
当
の
遊
園
地
み
た
い
な
の
が
出
来
ま
し
た
。
公
園
化
し
た
平
和
通
り
を
横
切
る
道

路
は
自
動
車
は
通
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
手
前
で
回
転
し
て
戻
る
よ
う
に
ク
ル
ド
サ
ッ
ク
の
交
通
シ
ス
テ
ム

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
結
局
公
園
を
横
断
す
る
自
動
車
の
通
行
は
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
写
真

（
図
８
、
９
）
は
出
来
上
が
っ
て
し
ば
ら
く
し
た
後
の
様
子
で
、
自
動
車
は
通
っ
て
い
ま
せ
ん
が
自
転
車
は
通
れ

ま
す
。
こ
こ
で
屋
台
と
か
そ
う
い
う
の
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
色
々
提
案
し
て
議
論
し
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の

よ
う
な
恒
久
的
な
道
路
占
用
は
ど
う
し
て
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
公
園
協
会
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
時
々
来
て
売

る
と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
で
手
を
打
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
１
０
）
。 

ア
ー
ケ
ー
ド
は
残
っ
て
い
ま
す
。
歩
車
道
の
区
分
は
な
い
の
で
す
が
、
昔
の
歩
道
の
段
差
は
残
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
冬
は
道
幅
全
体
で
雪
祭
り
を
や
り
ま
す
。
色
々
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
遊
具
が
あ
る
し
部
分
的
に
は
歩
道
の
段

 
 
                           

１

革
新
首
長
の
時
代
：
一
九
六
〇
年
代
後
半
～
一
九
七
〇
年
代
前
半
。
こ
の
時
期
、
飛
鳥
田
一
雄
横
浜
市
長(

一
九
六
三
年
～)

、
美

濃
部
亮
吉(

一
九
六
七
年
～)

、
大
島
靖
大
阪
市
長
（
一
九
七
一
年
～
）
、
舟
橋
求
己
京
都
市
長(

一
九
七
一
年
～)

、
宮
崎
辰
雄
神
戸

市
長(

一
九
七
三
年
～)

、
本
山
政
雄
名
古
屋
市
長
（
一
九
七
三
年
～
）
の
６
大
都
市
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
都
市
、
府
県
で
革

新
系
政
党
の
推
薦
す
る
首
長
が
誕
生
し
て
い
る
。 

 



７ 

 

差
は
残
っ
て
い
る
し
で
、
今
見
る
と
大
変
賑
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
自
動
車
が
通
ら

な
い
か
ら
結
構
楽
し
め
る
わ
け
で
、
日
本
初
の
歩
行
者
専
用
道
路
事
業
は
大
成
功
だ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
で
し

ょ
う
。
買
い
物
客
も
増
え
た
し
全
国
か
ら
大
勢
の
人
が
見
学
に
来
ま
し
た
。
旭
川
買
物
公
園
の
成
功
が
、
歩
行

者
天
国
な
ど
そ
の
後
の
全
国
の
歩
行
者
優
先
事
業
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

僕
ら
が
直
接
関
わ
る
機
会
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
旭
川
市
は
委
員
会
を
設

置
し
て
検
討
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
ま
し
た
。
ア
ー
ケ
ー
ド
を
と
っ
て
、
ま
っ
た
く
段
差
の
な
い
フ
ラ
ッ
ト

な
路
面
に
作
り
替
え
ま
し
た
（
図
１
１
）

。
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

当
初
の
公
園
の
遊
園
地
的
な
雰
囲
気
は
殆
ん
ど
無
く
な
っ
て
、
か
な
り
シ
ン
プ
ル
な
路
面
の
デ
ザ

イ
ン
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

                             

 

 

図 6 買物公園 3つの代替案―こ

みせ案、公園化案、ペデストリ

アンデッキ案 

図 7 基本設計―路面のゾーニン

グシステム。 



８ 

 

                                     

 
図 9 家族連れで賑わった旭川買

物公園 

 

 

図 8 1972年にオープンした旭川買物公園。 

図 10 屋台の恒久的な道路占用は

許可されず、公園協会の臨

時の屋台で妥協した。 
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■
日
本
人
は
屋
外
を
楽
し
む 

屋
外
の
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
日
本
人
は
本
当
に
好
き
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
由
空
間
研
究

で
も
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
で
す
。
昔
か
ら
四
季
折
々
の
遊
山
が
日
本
人
は
と
て
も
好
き
だ
し
、
外
で
楽
し
む
の

は
絶
対
好
き
な
ん
で
す
よ
。
お
花
見
と
か
そ
の
代
表
で
す
ね
。
浪
花
百
景
に
描
か
れ
て
る
百
枚
の
大
阪
の
景
色

は
み
ん
な
屋
外
の
楽
し
む
場
所
で
す
（
図
１
２
）
。
遊
山
の
歴
史
は
と
て
も
古
い
し
、
東
ア
ジ
ア
に
共
通
し
て
い

る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
屋
外
が
嫌
い
と
い
う
の
は
う
そ
っ
て
い
う
か
、
そ
れ
は
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。 

京
都
で
も
鴨
の
河
原
で
、
中
洲
の
賑
わ
い
が
す
ご
く
て
、
こ
こ
で
芝
居
小
屋
と
か
三
味
線
や
っ
て
、
な
か
な
か

賑
や
か
な
場
所
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
日
本
の
都
市
で
は
社
寺
境
内
が
賑
わ
い
ま
し
た
。
境
内
や
参
道
に
は
茶
店

な
ん
か
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
屋
外
は
多
く
の
人
が
親
し
ん
で
き
た
生
活
の
場
だ
と
思
う
ん
で
す
。 

お
花
見
に
代
表
さ
れ
る
遊
山
と
茶
店
で
お
茶
を
楽
し
む
こ
と
は
少
し
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
屋
外
で
飲
食

と
い
う
の
は
昔
か
ら
楽
し
ん
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
茶
店
は
今
で
い
え
ば
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
す
ね
。 

今
も
そ
の
こ
と
は
変
わ
ら
な
く
て
、
二
〇
〇
三
年
に
大
阪
御
堂
筋
の
公
開
空
地
で
や
っ
た
ミ
ニ
社
会
実
験
、
ス

プ
レ
ム
ー
タ
イ
ベ
ン
ト
が
好
評
で
し
た
（
図
１
３
）
。
ス
プ
レ
ム
ー
タ
と
は
イ
タ
リ
ア
語
で
生
ジ
ュ
ー
ス
で
す
が
、

ス
プ
レ
ム
ー
タ
を
出
す
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
結
構
人
気
だ
っ
た
で
す
け
ど
、
こ
う
い
う
実

験
を
続
け
て
行
け
ば
恒
常
的
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
出
す
こ
と
も
、
難
し
い
け
ど
や
れ
ば
や
れ
な
い
こ
と
は
な

い
と
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
市
も
条
例
で
そ
う
い
う
の
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

■
都
市
の
自
由
空
間
が
日
本
の
町
を
変
え
る 

高
知
の
日
曜
市
や
輪
島
の
朝
市
は
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
露
店
市
は
修
士
論
文
で
も
調

べ
た
け
ど
大
阪
に
も
東
京
に
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
修
士
の
こ
ろ
は
京
都
で
一
ヶ
月
に
延
四
五
〇
箇
所
く

ら
い
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
い
く
つ
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
た
ら
、
こ
の
露
店
市
が
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
昔
の
場
所
と
大
体
同
じ
と
こ
ろ
で
す
が
、
路
上
で
は
な
い
場
所
を
探
し
て
そ
こ
に
移
っ
て

 

図 11 買物公園は 1998～2002年にリニューアルした。 



１０ 

 

や
っ
て
い
ま
す
。
京
都
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ん
か
は
若
い
工
芸
作
家
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
り
す
る
、
と
て
も

面
白
い
役
割
を
果
た
し
て
い
た
り
し
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
屋
台
村
も
結
構
あ
ち
こ
ち
で
流
行
っ
て
、
こ
れ
の
原
型
は
台
湾
と
か
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
す
け
ど
、
日

本
で
も
ど
ん
ど
ん
起
き
て
き
て
い
ま
す
。
福
岡
と
呉
の
屋
台
が
伝
統
的
と
い
う
か
、
歴
史
的
に
あ
り
ま
し
た
け

れ
ど
、
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
る
帯
広
の
北
の
屋
台
と
か
は
結
構
新
し
い
屋
台
で
す
。
ビ
ル
の
間
の
空
間
を
利

用
し
て
い
る
の
が
多
い
で
す
。
八
戸
の
み
ろ
く
横
丁
も
そ
う
で
す
。 

み
ろ
く
横
丁
を
立
ち
上
げ
た
人
は
面
白
い
人
で
す
。
東
京
の
大
学
を
卒
業
し
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
社
に
就
職
し
た

の
で
す
が
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、
大
量
発
注
の
事
業
形
態
に
疑
問
を
持
っ
て
退
職
。
そ
し
て
八
戸
に
戻
っ

た
ら
家
業
が
食
品
容
器
を
造
る
会
社
で
、
毎
日
捨
て
る
も
の
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
か
ん
、
ち
ょ
っ
と

考
え
直
そ
う
と
、
新
し
い
業
態
を
作
っ
て
環
境
に
配
慮
し
た
商
売
を
や
ろ
う
と
周
り
の
人
に
働
き
か
け
て
、
そ

う
し
た
活
動
の
な
か
か
ら
こ
の
屋
台
村
が
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。 

全
国
屋
台
村
連
絡
協
議
会
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
八
戸
み
ろ
く
屋
台
が
呼
び
か
け
人
で
す
が
、
北
国
の
街
の

屋
台
が
多
く
こ
の
協
議
会
に
入
っ
て
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
有
効
手
段
と
し
て
全
国
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
阪
の
中
崎
町
に
道
路
を
占
用
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
バ
ー
が
あ
っ
て
、
と
て
も
感
じ
の
良
い
バ
ー
で
す
。
こ
こ

は
私
道
で
す
ね
。
結
構
い
い
店
で
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
夕
方
、
ま
だ
明
る
い
う
ち
か
ら
一
杯
飲
み
出
す
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
ね
。 

創
生
研
１

で
ス
プ
レ
ム
ー
タ
と
か
リ
バ
ー
カ
フ
ェ
の
自
前
社
会
実
験
を
や
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
て
、
北
浜
の
人
た

ち
が
土
佐
堀
川
の
河
川
敷
で
北
浜
テ
ラ
ス
と
い
う
の
を
や
り
だ
し
て
、
今
九
店
舗
で
す
か
。
北
浜
テ
ラ
ス
は
最

初
は
厳
し
か
っ
た
で
す
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
き
ま
し
た
（
１
４
）
。 

公
共
的
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
は
あ
い
か
わ
ら
ず
厳
し
い
で
す
が
、
こ
う
し
た
試
み
が
プ
ラ
ス
に
働
い

て
、
少
し
ず
つ
で
す
が
状
況
は
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

山
本
さ
ん
が
関
わ
っ
て
い
る
、
中
之
島
漁
港
と
い
う
の
も
面
白
い
で
す
ね
。
埋
立
地
の
堤
防
沿
い
に
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
を
作
っ
て
テ
ラ
ス
に
し
て
、
屋
外
の
オ
ー
プ
ン
な
食
堂
に
し
て
い
ま
す
（
１
５
）
。 

土
地
は
半
分
が
府
で
半
分
が
国
の
所
有
で
す
け
ど
、
元
々
は
税
関
の
跡
地
で
、
明
治
に
大
阪
港
が
開
港
し
た
の

は
江
之
子
島
の
こ
の
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。 

日
除
け
を
作
っ
て
、
い
い
雰
囲
気
で
す
。
こ
れ
を
山
本
さ
ん
と
か
が
最
初
実
験
的
に
催
し
て
、
今
は
結
構
長
期

に
や
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
験
と
称
し
て
何
度
か
や
り
続
け
て
い
く
と
行
政
も
少
し
ず
つ
折
れ
て
く

る
と
い
う
、
そ
う
い
う
こ
と
を
み
ん
な
経
験
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。 

外
で
楽
し
め
る
気
楽
な
場
所
が
ま
だ
大
阪
に
は
少
な
い
ん
で
す
。
ド
イ
ツ
の
留
学
生
と
話
し
た
時
に
、
「
ド
イ

ツ
で
は
お
金
を
か
け
な
い
で
遊
べ
る
け
ど
、
日
本
の
若
者
は
お
金
を
か
け
る
。
カ
ラ
オ
ケ
と
か
酒
場
で
二
時
間

飲
み
放
題
と
か
。
僕
は
お
金
が
あ
ま
り
な
い
の
で
ち
ょ
っ
と
困
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
お
金
を
か
け
な
い

で
も
楽
し
め
る
、
都
市
の
自
由
空
間
を
も
っ
と
増
や
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。 

 

■
日
本
の
中
心
市
街
地
は
独
自
の
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。 

中
心
市
街
地
再
生
の
可
能
性
に
つ
い
て
で
す
が
、
僕
は
歴
史
的
中
心
が
中
心
市
街
地
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
城

下
町
で
は
町
人
の
町
が
中
心
市
街
地
で
、
従
っ
て
現
在
で
は
商
業
地
区
が
中
心
市
街
地
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

商
店
街
は
そ
の
商
業
地
区
の
中
心
地
区
で
す
。
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
や
新
市
街
地
な
ど
に
新
し
い
中
心
市
街
地
が
生

ま
れ
る
と
は
僕
は
思
わ
な
い
。 

日
本
の
都
市
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
違
う
け
ど
も
、
日
本
の
都
市
も
ま
た
歴
史
と
魅
力
と
文
化
を
持
っ
て
い
て
面 

 
 
                           

１

都
市
大
阪
創
生
研
究
会
：
大
阪
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
と
い
う
思
い
で
企
業
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
設
け
ら
れ
た
研
究
会
。
こ

の
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
さ
ま
ざ
ま
な
自
前
社
会
実
験
を
行
な
っ
て
き
た
。
代
表
者
は
鳴
海
邦
碩
。
２
０
１
５
年
９
月
、
中

締
め
を
し
た
。 



１１ 

 

                         

白
さ
が
あ
り
ま
す
。
都
市
空
間
を
ち
ゃ
ん
と
読
み
解
け
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
質
の
違
う
面
白
さ
が
あ
る
と
思

い
ま
す
ね
。 

た
と
え
ば
日
本
の
都
市
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
各
地
の
商
店
街
を
中
心
と
し
た
界
隈
と
呼
ば
れ
る
特
徴
的
な
エ

リ
ア
が
あ
る
こ
と
で
す
。
郊
外
で
も
鉄
道
駅
の
周
辺
に
小
さ
い
商
業
集
積
が
広
が
っ
て
い
て
、
こ
う
い
う
の
は

海
外
で
は
あ
ま
り
見
な
い
で
す
よ
。
歩
き
や
す
く
活
気
の
あ
る
街
路
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
だ
日

本
に
は
存
在
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
の
を
愛
好
し
て
い
る
と
い
う
の
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

■
日
本
の
中
心
市
街
地
に
新
し
い
魅
力
が
生
ま
れ
て
い
る
。 

歩
い
て
楽
し
い
街
路
は
魅
力
の
あ
る
都
市
形
成
の
牽
引
車
で
あ
る
と
い
う
の
は
僕
が
ず
っ
と
考
え
て
い
る
こ
と

で
す
。
都
市
は
歩
い
て
楽
し
く
な
い
と
い
け
な
い
し
、
街
路
は
単
に
そ
れ
だ
け
で
は
魅
力
的
に
な
れ
な
い
か
ら
、

楽
し
く
な
る
状
況
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
。 

し
か
し
、
現
実
に
は
、
日
本
の
都
市
で
は
自
動
車
化
が
優
先
し
た
ん
で
す
ね
。
日
本
の
都
市
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

都
市
に
劣
ら
ず
歴
史
は
古
い
の
で
す
が
、
戦
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
も
影
響
し
て
い
る
と
思

 

図 12 浪花百景 

 

図 13 大阪御堂筋、スプレムータのミニ社

会実験。 

 

図 14 大阪北浜テラス 

 

図 15 埋立地の堤防沿いに出現した中之島漁港。 



１２ 

 

う
の
で
す
が
、
歴
史
的
な
地
区
に
も
車
を
通
す
方
針
で
計
画
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
都
市
計
画
道
路
で
す
。
例

外
的
に
都
市
計
画
道
路
を
通
さ
ず
に
古
い
街
が
残
っ
た
の
が
川
越
と
か
今
井
町
で
す
。 

自
分
で
検
証
し
た
訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、
役
所
の
先
輩
た
ち
か
ら
聞
い
た
話
で
す
。
戦
後
、
満
州
か
ら
引

き
上
げ
て
帰
っ
て
来
た
土
木
技
術
者
が
結
構
、
地
方
都
市
に
派
遣
さ
れ
て
、
最
初
に
や
っ
た
の
が
都
市
計
画
の

道
路
計
画
ら
し
い
。
日
本
海
側
の
主
な
都
市
は
み
ん
な
す
ご
い
道
路
計
画
を
つ
く
っ
て
い
る
。
歴
史
的
な
地
区

に
都
市
計
画
道
路
を
い
れ
て
い
く
。
出
来
て
い
な
い
都
市
計
画
道
路
が
少
な
く
な
い
の
で
、
ま
だ
良
さ
は
残
っ

て
い
る
。
簡
単
に
潰
し
て
欲
し
く
な
い
で
す
ね
。 

最
近
日
本
型
の
広
場
が
出
現
し
て
き
て
い
る
と
思
う
。
例
え
ば
二
〇
〇
七
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
富
山
市
の
グ
ラ

ン
ド
プ
ラ
ザ
で
す
（
図
１
６
）
。
盛
り
場
を
再
開
発
し
ま
し
た
。
市
の
道
路
を
集
約
し
て
、
そ
の
土
地
を
道
路
じ

ゃ
な
く
し
た
ん
で
す
ね
。
大
屋
根
を
か
け
て
そ
の
下
は
吹
き
抜
け
の
ア
ト
リ
ウ
ム
で
す
。
こ
れ
が
結
構
評
判
が

い
い
。
植
込
み
が
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
簡
単
に
動
か
せ
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
対
応
出

来
ま
す
。
地
下
の
倉
庫
が
せ
り
上
が
っ
て
舞
台
に
な
る
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
式
の
倉
庫
も
あ
り
ま
す
。 

二
〇
一
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
長
岡
の
ア
オ
ー
レ
長
岡(

図
１
７)

は
隈
研
吾
の
設
計
で
す
が
、
市
役
所
と
ア
リ
ー

ナ(

多
目
的
ホ
ー
ル)

の
間
に
中
庭
み
た
い
な
の
を
作
っ
て
そ
こ
に
や
っ
ぱ
り
大
屋
根
を
か
け
て
い
る
。
結
構
人

気
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
の
が
再
開
発
で
増
え
て
い
ま
す
ね
。 

道
路
と
か
外
部
空
間
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
う
い
う
も
の
を
敷
地
の
中
で
作
っ
て
し
ま
う
っ
て
い
う
の
が
結
構
各
地

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
新
し
い
形
の
都
市
の
自
由
空
間
で
す
ね
。 

                      

 

図 16 富山グランドプラザ 

 

図 17 アオーレ長岡 



１３ 

 

【
質
疑
応
答
】 

 

■
歩
行
者
空
間
整
備
は
商
店
街
の
街
路
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
。 

 

〈
井
口
〉
旭
川
買
物
公
園
は
、
都
市
に
歩
行
者
空
間
を
取
り
戻
す
運
動
の
我
が
国
最
初
の
実
現
例
で
、
そ
の
後

に
続
く
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。
今
見
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
な
い
と
思
う
人
が

多
い
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
れ
が
出
来
た
の
は
一
九
七
二
年
、
当
時
は
猛
烈
な
勢
い
で
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

進
ん
で
い
た
時
代
で
、
そ
の
勢
い
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
よ
う
と
す
る
革
命
的
な
大
事
業
で
し
た
。 

 

旭
川
買
物
公
園
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
、
私
自
身
も
そ
の
後
各
地
の
歩
行
者
空
間
や
商
店
街
の
オ
ー
プ
ン
モ
ー

ル
な
ど
の
事
業
に
関
わ
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
は
い
ち
早
く
歩
行
者
空
間
の
事
業
に
力
を
入
れ
て
い

た
の
で
す
が
、
当
時
私
は
日
本
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
考
え
て
み
る
と
、
全
く
違
っ
て
い
た
な
と
思
う
ん
で
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
は
中
心
市
街
地
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
歩

行
者
空
間
が
鍵
を
握
る
ぞ
と
見
定
め
て
、
歩
行
者
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
に
は
駐
車
場
の
整
備
や
ト
ラ
ム
な
ど
の
公
共
交
通
の
整
備
、
歴
史
的
町
並
み
の
整
備
な
ど
、
中

心
市
街
地
整
備
の
総
合
的
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。 

一
方
、
旭
川
買
物
公
園
や
そ
れ
に
続
く
日
本
の
歩
行
者
優
先
事
業
は
都
市
の
一
部
分
に
さ
わ
る
「
街
路
事
業
」

で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ざ
る
を
得
な
い
。 

旭
川
買
物
公
園
は
そ
の
名
の
と
お
り
平
和
通
り
を
公
園
に
す
る
こ
と
が
目
標
。
五
十
嵐
市
長
の
発
想
は
「
こ
こ

を
賑
や
か
な
買
い
物
の
通
り
に
し
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
街
が
賑
わ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
周
辺
を
含
ん

だ
中
心
市
街
地
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
総
合
的
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
、
目
標
を
道
路1

本
に
絞
っ
た
街
路
事
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

自
動
車
社
会
が
も
の
す
ご
い
勢
い
で
進
行
し
て
い
た
時
代
で
す
か
ら
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
か
ら
自
動
車
を
締

め
出
す
と
い
う
こ
と
だ
け
で
事
業
と
し
て
は
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
我
が
国
の
歩
行
者
空
間
事
業
は

１
本
の
道
路
の
街
路
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
が
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。 

〈
鳴
海
〉
旭
川
市
で
は
商
業
近
代
化
地
域
計
画
が
策
定
さ
れ
、
後
に
買
物
公
園
に
な
る
平
和
通
り
商
店
街
に
つ

い
て
は
、
中
心
商
店
街
を
買
物
公
園
と
し
て
整
備
す
る
構
想
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
周
辺
の
商
店
街

の
方
向
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
和
通
り
の
買
物
公
園
化
に
つ
い
て
は
こ
の
商
業
近
代
化
地
域
計
画
が
上
位
計

画
だ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
市
全
体
の
正
式
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
の
か
ど
う
か
と

い
う
と
あ
い
ま
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
他
の
都
市
で
も
地
区
の
構
想
は
そ
ん
な
位
置
づ
け
の
も
の
が
多
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
都
市
計
画
の
特
徴
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

将
来
構
想
の
第
一
段
階
と
し
て
平
和
通
り
の
路
面
の
公
園
化
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
周
辺
の
交

通
計
画
を
含
め
検
討
が
さ
れ
ま
し
た
。
平
和
通
の
歩
行
者
空
間
化
は
や
る
と
し
て
、
問
題
に
な
る
の
は
こ
れ
を

横
切
る
道
路
を
ど
う
す
る
か
で
し
た
。
横
切
る
道
路
を
ク
ル
ド
サ
ッ
ク
（
袋
路
）
に
し
て
通
過
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
な
ど
、
周
辺
も
含
ん
だ
交
通
計
画
も
提
案
し
ま
し
た
。
将
来
の
地
区
の
発
展
を
誘
導
す
る
た
め
に
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
提
案
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
、
平
和
通
り
の
歩
行
者
空
間
化
の
み
の
事
業
に
な

っ
た
わ
け
で
す
。 

横
切
る
道
路
を
ク
ル
ド
サ
ッ
ク
に
す
る
た
め
に
、
商
店
の
サ
ー
ビ
ス
交
通
の
工
夫
と
か
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
と
し
て
こ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
は
余
り
に
も
課
題
が
多
す
ぎ
て
、
対
応

出
来
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

平
和
通
り
は
国
道
と
道
道
で
し
た
。
重
要
な
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
や
道
道
を
歩
行
者
専
用
に
は
出
来
な
い
と

い
う
の
が
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
や
道
の
立
場
で
す
。
そ
こ
で
国
や
道
と
掛
け
合
っ
て
国
道
と
道
道
を
市
道

に
転
換
し
て
、
市
道
を
歩
行
者
専
用
道
路
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
事
業
化
し
ま
し
た
。
既
存
の
道
路
を
道
路
法
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に
よ
る
歩
行
者
専
用
道
路
に
し
た
の
は
旭
川
の
買
物
公
園
し
か
事
例
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
歩
行
者
専
用
道
路

は
新
た
に
つ
く
る
団
地
の
歩
行
者
道
が
一
般
的
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、
買
物
公
園
は
道
路
事
業
の
性
質
が
強
く
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

■
当
初
の
イ
メ
ー
ジ
は
遊
園
地
。
二
〇
年
後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
歩
行
者
専
用
道
路
へ
。 

〈
井
口
〉
こ
の
後
、
横
浜
市
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
室
と
か
、
神
戸
市
と
か
、
福
岡
市
と
か
各
地
で
旭
川
に
続

く
事
業
が
続
き
ま
す
。
そ
の
と
き
道
路
の
デ
ザ
イ
ン
で
大
き
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
は
、
い
か
に
も
の
を
減
ら
す

か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
で
す
ね
。
歩
道
と
車
道
の
間
の
段
差
、
そ
し
て
安
全
柵
と
か
、
交
通
標
識
と
か
、
街
灯

と
か
電
柱
、
電
線
。
そ
う
い
う
も
の
が
道
路
に
い
っ
ぱ
い
溢
れ
て
い
た
。
警
察
や
道
路
管
理
者
、
電
力
会
社
や

当
時
の
電
電
公
社
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
と
思
う
と
こ
ろ
に
、
ど
ん
ど
ん
モ
ノ
を
置
い
た
ん
で
、
道
路
は
大
混
雑
し

て
い
た
。
そ
れ
を
出
来
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
に
し
て
い
く
、
例
え
ば
信
号
灯
と
、
街
路
灯
と
交
通
標
識
を1

本
の

ポ
ー
ル
で
収
め
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
一
所
懸
命
や
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
そ
の
こ
と
が

道
路
の
デ
ザ
イ
ン
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
算
の
デ
ザ
イ
ン
と
も
言
い
ま
す
け
ど
、
そ
う
い

う
こ
と
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
関
係
者
と
の
調
整
に
多
く
の
時
間
を
割
き
ま
し
た
。
旭
川
の
場
合
は
ど
う
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
当
時
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
意
識
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。 

〈
鳴
海
〉
私
た
ち
が
関
わ
っ
た
基
本
設
計
で
は
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ニ
チ
ャ
ー
の
提
案
も
し
、
シ
ン
プ
ル
な
設

計
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
施
設
計
で
出
来
上
が
っ
た
の
は
来
街
者
の
為
に
道
路
に
物
を
た
く
さ
ん

持
ち
こ
ん
だ
公
園
で
し
た
。
遊
園
地
の
よ
う
に
遊
具
な
ん
か
も
置
か
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
提
案
し
た
路
面
の

ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
生
か
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

自
動
車
が
走
っ
て
、
た
だ
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道
路
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
一
夜
に
し
て
遊
園
地
に
変
え
た
実
験
の

新
鮮
な
イ
メ
ー
ジ
が
与
え
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

子
供
が
走
り
回
っ
て
、
家
族
で
思
い
っ
き
り
楽
し
め
る
商
店
街
。
そ
う
い
う
も
の
は
今
ま
で
ど
こ
に
も
無
か
っ

た
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
の
施
設
や
植
栽
を
出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん
持
ち
込
む
こ
と
が
、
そ
の
時
の
デ
ザ
イ
ン

の
テ
ー
マ
で
す
ね
。
後
に
三
〇
年
近
く
経
っ
て
今
風
に
減
ら
す
方
向
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
わ
け
で
す
。 

最
初
に
で
き
た
買
物
公
園
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
買
物
公
園
も
、
平
和
通
り
沿
い
に
は
電
柱
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
た
だ
横
切
る
通
り
に
は
電
柱
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
当
時
の
お
手
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
空
間
。 

〈
井
口
〉
六
〇
年
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
空
間
、
日
本
の
都
市
空
間
と
い
う
話
題
は
よ
う
や
く
盛
ん
に
な
っ

て
は
い
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
身
近
な
道
路
の
課
題
と
し
て
は
ま
だ
意
識
さ
れ
て
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

道
路
を
ど
う
し
よ
う
み
た
い
な
話
、
先
生
が
居
ら
れ
た
京
大
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
そ
の
頃
に
あ
っ
た
ん

で
す
か
。 

〈
鳴
海
〉
一
九
六
八
年
、
私
が
修
士
課
程
の
学
生
の
時
に
上
田
篤
団
長
で
学
生
・
教
員
と
外
部
の
政
治
家
志
望

の
若
手
と
か
が
一
緒
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
を
し
た
ん
で
す
。
春
夏
の
二
回
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
十
五
か
国
四
十
都
市
、

述
べ
約
百
五
十
日
、
参
加
者
十
二
名
、
目
的
は
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
比
較
生
活
空
間
調
査
」
で
す
。
後
に

「
都
市
の
生
活
空
間
」
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）
と
題
し
て
一
九
七
〇
年
に
出
版
し
て
い
ま
す
。
調
査
の
関
心
は

大
体
、
人
の
こ
と
ば
っ
か
り
。
当
時
の
丹
下
健
三
さ
ん
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
都
市
の
構
造
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
よ
う
な
発
想
は
全
然
な
い
。 

丹
下
さ
ん
的
な
都
市
の
構
造
的
デ
ザ
イ
ン
に
若
い
人
た
ち
は
関
心
を
持
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行

っ
て
都
市
空
間
の
現
場
に
接
す
る
と
、
関
心
は
や
は
り
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
行
き
ま
し
た
。
実
際
、
旅
を
す

る
と
歩
き
回
っ
て
い
る
の
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由
も
あ
り
ま
す
が
。 

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
関
心
が
い
っ
て
、
そ
れ
を
み
て
帰
っ
て
く
る
か
ら
、
都
市
の
歩
行
者
空
間
が
大
事
だ
、

と
い
う
発
想
に
自
然
に
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
調
査
の
後
で
、
上
田
先
生
の
編
で
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
に
「
ヨ
ー
ロ
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ッ
パ
の
生
活
空
間
」
と
い
う
連
載
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
九
六
三
年
の
こ
と
で
す
。
最
初
の
テ
ー
マ
が
「
道
‐

も
の
う
り
の
場
」
で
最
終
回
（
第
十
三
回
）
が
「
広
場
の
死
と
再
生
」
で
し
た
。 

も
う
一
度
見
て
み
る
と
僕
が
撮
影
し
た
写
真
が
と
て
も
多
い
。
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
、
青
空
市
、
お
祭
り
、
子
供
の

遊
び
場
、
リ
ビ
ン
グ
の
よ
う
な
小
さ
な
街
角
広
場
、
商
店
街
な
ど
な
ど
。
こ
れ
だ
け
写
真
が
撮
れ
た
こ
と
に
も

表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
に
は
、
単
に
歩
け
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
歩
い
て
い
る
空
間
の
美
し

さ
、
景
観
と
か
ね
、
そ
う
い
う
の
を
や
っ
ぱ
り
と
て
も
考
え
て
い
る
と
思
っ
た
。 

僕
自
身
の
こ
と
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
ひ
か
れ
る
一
方
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト

的
に
も
な
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
、
日
本
で
も
お
祭
り
の
時
な
ど
も
っ
と
す
ご
い
、
そ
れ
を
見
直
さ
な

い
と
い
け
な
い
、
そ
ん
な
気
持
ち
が
生
れ
ま
し
た
。 

 

■
六
〇
年
代
末
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
都
市
政
策
を
転
換
し
て
い
た
。 

〈
倉
知
〉
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
街
な
か
の
旧
市
街
地
に
車
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
き
た
の
を
、
駐
車
場
だ
ら
け
に

な
っ
た
り
し
て
良
く
な
い
か
ら
車
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
て
歩
行
者
天
国
の
よ
う
な
形
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
、

中
心
市
街
地
を
改
造
し
て
い
く
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
買
物
公
園
の
構
想
を
出
し
た
１
９

６
５
年
頃
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
歩
行
者
天
国
化
は
い
く
つ
か
実
現
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？  

〈
鳴
海
〉
「
駐
車
場
だ
ら
け
に
し
た
く
な
い
」
と
い
う
よ
り
も
、
素
直
に
、
人
が
主
人
公
の
歩
け
る
空
間
の
確

保
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
体
、
中
世
都
市
を
起
源
と
す
る
都
市
に
は
城
壁
が
あ
る
。
そ
の

城
壁
が
環
状
道
路
化
さ
れ
る
。
こ
の
環
状
道
路
の
な
か
は
歩
行
者
優
先
だ
、
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
街
を
歩
き
回
っ
た
時
、
そ
の
こ
と
に
気
付
き
野
帳
に
書
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。 

ド
イ
ツ
の
エ
ッ
セ
ン
で
は
一
九
五
八
年
に
都
心
部
の
歩
行
者
空
間
化
を
や
っ
て
い
ま
す
。
一
九
七
二
年
に
は
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
、
一
九
七
四
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
の
都
心
部
が
歩
行
者
空
間
化
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
歩
行
者

空
間
ゾ
ー
ン
の
中
心
が
ノ
イ
ハ
ウ
ザ
ー
通
り
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
番
美
し
い
モ
ー
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
車
が
一
番
渋
滞
す
る
通
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
す
る
地
下
鉄
整
備
が
あ
り
、

地
下
鉄
が
で
き
た
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
地
上
を
歩
行
者
空
間
に
し
た
わ
け
で
す
。 

調
べ
て
み
る
と
同
じ
こ
ろ
ア
メ
リ
カ
で
も
都
心
部
の
歩
行
者
空
間
化
が
い
ろ
い
ろ
な
街
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
の
小
さ
な
街
で
も
や
っ
て
い
ま
す
。
自
動
車
と
ど
う
つ
き
あ
っ
て
い
く
の
か
、
先
進
国
で
は
み
な
こ
の
こ

ろ
か
ら
考
え
出
し
て
都
市
整
備
に
取
り
組
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
も
ウ
ィ
ー
ン
も
単
に
歩
け
る
よ
う
に
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
地
下
鉄
作
る
と
き
に
地
上
の
自
動
車

を
制
限
し
よ
う
と
い
う
風
に
考
え
た
結
果
の
歩
行
者
空
間
化
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
そ
う
し

た
こ
と
が
あ
ん
ま
り
考
慮
さ
れ
な
い
。
都
市
の
構
造
を
考
え
上
で
交
通
計
画
を
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
が
、

日
本
で
は
市
役
所
に
「
道
路
課
」
し
か
な
い
。 

〈
井
口
〉
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
あ
ん
ま
り
考
え
な
か
っ
た
で
す
ね
。
道
路
を
歩
行
者
天
国
に
し
た
い
と
い
う
よ

う
な
、
街
路
の
問
題
と
し
か
考
え
て
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
中
心
地
に
あ
る
ド
ゥ
オ
ー
モ
広
場
は
、
今
行
く
と
観
光
客
が
あ
ふ
れ
て
い
る
歩
行
者
専
用
の

広
場
で
す
け
ど
、
七
〇
年
頃
は
あ
そ
こ
を
大
型
の
バ
ス
が
ぐ
る
ぐ
る
回
る
し
、
普
通
の
自
動
車
も
ど
ん
ど
ん
通

る
。
車
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
で
す
よ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
の
メ
イ
ン
の
広
場
や
通
り
は
自
動
車
に
と
っ
て
も
メ

イ
ン
の
場
所
だ
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
ひ
と
つ
裏
に
歩
行
者
専
用
、
歩
行
者
優
先
の
通
り
や
街
角
が
在
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
構
造
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
自
動
車
に
占
拠
さ
れ
た
街
の
メ
イ
ン
の
と
こ
ろ
を
全
部
歩

行
者
専
用
に
し
て
い
っ
た
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
こ
の
時
代
か
ら
の
動
き
だ
っ
た
の
で
す
。 

僕
が
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
っ
た
の
が
一
九
七
〇
年
で
す
け
ど
も
、
そ
の
時
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
が
ち
ょ
う
ど
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
控
え
て
、
歩
行
者
専
用
道
路
の
工
事
を
や
っ
て
い
る
最
中
で
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
は
と
く
に

そ
の
た
め
の
事
業
を
し
な
く
て
も
元
々
歩
行
者
専
用
と
か
歩
行
者
優
先
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
し
か
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し
そ
こ
に
次
第
に
自
動
車
が
侵
入
し
て
歩
行
者
よ
り
も
自
動
車
が
中
心
の
よ
う
な
街
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
だ

か
ら
そ
こ
に
手
を
加
え
て
本
気
で
歩
行
者
優
先
の
都
市
改
造
を
や
り
始
め
た
の
が
こ
の
頃
だ
と
思
い
ま
す
。 

遠
く
か
ら
見
て
い
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
我
々
と
同
じ
よ
う
に
街
路
事
業
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
風
に
見
え
た

ん
だ
け
ど
、
実
は
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
ト
ー
タ
ル
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
街
路
事
業

を
や
っ
て
い
た
。
今
、
鳴
海
先
生
が
言
っ
た
よ
う
に
、
戦
後
、
中
心
市
街
地
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
で

進
め
て
い
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
都
市
改
造
を
全
部
止
め
て
、
ス
ト
ッ
ク
の
町
づ
く
り
に
転
換
し
た
。
旧
市
街
地
、

つ
ま
り
歴
史
的
市
街
地
を
き
ち
っ
と
保
存
修
復
し
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
転
換
と
歩
行
者
優
先
の
街
路
事
業
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
よ
う
な
総
合
的
な
都
市
計
画
の
一
つ
と
し
て
中
心
市
街
地
の
歩
行
者
空
間
を

整
備
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
今
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
を
歩
く
と
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
ね
。 

〈
江
口
〉
今
の
事
例
に
フ
ラ
ン
ス
が
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や
は
り
フ
ラ
ン
ス
だ
け
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中

で
少
し
遅
れ
て
い
ま
し
た
。
一
九
九
七
年
に
ダ
イ
ア
ナ
妃
が
亡
く
な
っ
た
セ
ー
ヌ
川
沿
い
の
自
動
車
専
用
道
路

は
、
河
岸
の
部
分
を
つ
ぶ
し
て
一
九
六
〇
年
代
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
そ
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
は
車
優
先

の
計
画
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

パ
リ
に
は
今
で
は
歩
行
者
空
間
が
良
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
中
心
の
レ
・
ア
ー
ル
駅
の
周
辺
や
、

モ
ン
マ
ル
ト
ル
な
ど
数
箇
所
あ
り
ま
す
。
イ
ダ
ル
ゴ
市
政
下
で
方
針
転
換
が
な
さ
れ
、
今
年
も
自
動
車
の
無
い

日
の
実
験
を
九
月
に
数
日
や
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
市
長
選
の
時
に
も
そ
う
し
た
論
点
が
と
て
も
議
論
さ
れ
、

や
っ
と
最
近
歩
行
者
優
先
政
策
へ
と
歩
み
出
し
ま
し
た
。 

 

■
社
会
的
、
文
化
的
交
流
の
場
と
し
て
の
歩
行
者
空
間
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？ 

〈
江
口
〉
そ
れ
に
つ
い
て
の
質
問
で
す
。
先
程
、
先
生
が
日
本
は
道
路
で
歴
史
的
市
街
地
を
貫
通
す
る
事
業
を

行
っ
て
き
た
と
い
う
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
、
特
に
パ
リ
そ
の
も
の
の
で
き
方
と
い
う
の

が
、
そ
う
し
た
事
業
を
基
盤
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
は
当
時
は
馬
車
で
す
が
、
自
動

車
交
通
を
主
眼
と
し
て
一
九
世
紀
半
ば
に
作
ら
れ
、
そ
れ
が
骨
格
に
な
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
未
だ
に
歩
行
者

の
道
幅
で
も
な
い
で
す
し
、
街
並
を
見
て
も
元
々
馬
車
に
乗
っ
て
見
る
ス
ケ
ー
ル
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

歩
い
て
み
る
と
す
ご
い
威
圧
感
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
延
長
で
、
や
は
り
ま
だ
ま
だ
広
場
や
歩
行
者
空
間
が
都
市
の
中
で
し
っ
か
り
と
確
立
さ
れ
て
い
な
い
感
じ

が
あ
り
ま
す
。
先
生
が
冒
頭
で
、
文
化
交
流
の
場
と
し
て
の
歩
行
者
空
間
と
い
う
こ
と
を
ご
指
摘
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
先
日
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
テ
ロ
が
あ
り
ま
し
た
。
や
は
り
都
市
の
中
で
は
み
出
し
者
た
ち
が
い
る
場
所

と
し
て
も
、
歩
行
者
空
間
は
ま
だ
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
結
局
追
い
や
ら
れ
た
人
達
が
郊
外
や
少
し
離

れ
た
国
で
、
残
念
な
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
憎
し
み
を
抱
い
て
テ
ロ
を
計
画
し
て
、
結
果
あ
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
や
は
り
少
し
話
題
が
離
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
文
化
交
流
の

場
と
し
て
の
歩
行
者
空
間
が
な
い
こ
と
が
、
移
民
や
低
所
得
者
の
方
々
が
い
る
場
所
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
て
、
社
会
問
題
の
根
底
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
今
回
の
考
え
た
こ
と
で
す
。 

そ
れ
で
、
質
問
は
、
先
生
は
こ
の
時
代
で
、
今
後
の
社
会
的
・
文
化
的
交
流
の
場
と
し
て
ど
の
よ
う
に
歩
行
者

空
間
は
あ
る
べ
き
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。 

〈
鳴
海
〉
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
す
。
『
ス
ト
リ
ー
ト
・
コ
ー
ナ
ー
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
』
と
い
う
古
典
的
な
本

が
あ
り
ま
す
が
、
若
者
が
育
っ
て
い
く
環
境
と
し
て
の
ス
ト
リ
ー
ト
に
着
目
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
本
は
街
の

チ
ン
ピ
ラ
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
す
が
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
か
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。 

イ
ギ
リ
ス
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ラ
ド
リ
ン
と
い
う
人
が
い
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
の
マ
ジ
ッ
ク
の
重
要

性
に
つ
い
て
着
目
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
歩
行
者
優
先
の
ス
ト
リ
ー
ト
の
こ
と
で
、
ス
ト
リ
ー
ト
は
交
通
の

為
の
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ
が
同
じ
空
間
に
起
き
る
と
い

う
こ
と
は
マ
ジ
ッ
ク
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
マ
ジ
ッ
ク
の
力
で
街
が
活
き
活
き
と
な
り
魅
力
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が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
す
。
ス
ト
リ
ー
ト
が
マ
ジ
ッ
ク
を
発
揮
で
き
る
た
め
に
は
沿
道
の
建
物
も

大
事
に
な
り
ま
す
。
昔
、
ジ
ェ
ー
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
も
こ
の
点
に
着
目
し
ま
し
た
ね
。 

ラ
ド
リ
ン
は
そ
う
し
た
観
点
か
ら
裏
通
り
に
い
い
レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
る
街
は
い
い
街
だ
、
と
い
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
パ
リ
で
は
バ
ス
チ
ー
ユ
広
場
か
ら
伸
び
る
サ
ン
・
タ
ン
ト
ワ
ー
ヌ
通
り
周
辺
が
面

白
い
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
と
呼
ば
れ
る
路
地
が
網
の
目
の
よ
う
に
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

工
房
が
あ
っ
て
仕
事
の
街
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
街
角
に
小
さ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
っ
て
、
外
ま
で
は
み

出
し
た
風
情
が
な
か
な
か
い
い
。
家
具
屋
の
街
と
い
わ
れ
ま
す
ね
。
あ
あ
ゆ
う
界
隈
は
な
か
な
か
い
い
な
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
こ
の
辺
で
事
件
が
起
き
た
の
で
す
か
。 

〈
江
口
〉
そ
こ
は
す
ご
く
政
策
的
に
保
護
さ
れ
て
い
て
、
都
市
計
画
法
で
都
市
再
生
・
連
帯
法
が
あ
り
ま
す
が
、

パ
リ
市
の
中
で
特
別
に
職
人
地
区
と
い
う
ゾ
ー
ン
を
作
っ
て
、
中
庭
の
家
屋
に
ア
ト
リ
エ
が
入
っ
て
い
る
と
い

う
用
途
を
含
め
た
規
制
を
か
け
て
い
ま
す
。 

事
件
が
あ
っ
た
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
パ
リ
市
の
北
側
の
環
状
線
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
大
阪
に
例
え
ま

す
と
北
千
里
の
辺
り
で
す
。
そ
こ
が
す
ご
く
九
三
区
で
、
サ
ン
・
ド
ニ
市
と
い
う
所
で
す
。
パ
リ
市
内
で
は
地

価
が
高
い
た
め
、
そ
の
場
所
に
移
民
や
低
所
得
者
が
多
く
住
み
、
元
々
治
安
が
と
て
も
悪
い
場
所
で
す
。 

〈
倉
知
〉
日
本
で
言
う
と
こ
ろ
の
、
団
地
で
し
ょ
う
か
？  

〈
江
口
〉
団
地
が
あ
り
ま
す
。
Ｈ
Ｌ
Ｍ
と
い
う
低
所
得
者
用
の
住
宅
が
多
く
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
場
所

に
も
寄
り
ま
す
が
、
簡
単
に
調
査
に
も
い
け
な
い
よ
う
な
所
で
す
。 

そ
れ
は
、
国
が
威
信
を
か
け
て
、
パ
リ
だ
け
と
て
も
美
し
く
し
た
い
が
た
め
に
、
移
民
等
を
外
側
に
排
斥
し
た

結
果
で
す
。
二
〇
〇
五
年
頃
の
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
の
時
代
に
、
警
察
が
執
拗
に
移
民
の
方
を
追
い
か
け
て
、
発

電
所
で
感
電
死
さ
せ
て
し
ま
っ
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
が
そ
の
件
に
つ
い
て
過

激
な
発
言
を
し
て
、
溜
ま
っ
て
い
た
移
民
の
鬱
憤
が
爆
発
し
、
デ
モ
な
ど
が
起
こ
る
と
い
う
現
象
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
排
斥
的
な
考
え
方
が
、
歩
行
者
空
間
の
あ
り
方
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
う
け
ま

す
。 

 

■
日
本
型
の
、
歩
行
者
空
間
の
可
能
性
。 

〈
武
田
〉
鳴
海
先
生
に
は
主
に
街
路
を
中
心
に
お
話
し
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
歩
行
者
空
間
、
屋
外
空

間
と
い
う
意
味
で
は
、
街
路
だ
け
で
な
く
、
広
場
も
あ
れ
ば
、
公
園
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
型
の
歩
行
者

空
間
を
考
え
る
と
、
み
ち
広
場
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
夜
店
な
ど
の
道
空
間
を
広
場
的
に
使
っ
て
き
た

と
い
う
よ
う
な
歴
史
的
背
景
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
日
本
と
西
洋
の
街
路
、
広
場
、
公
園
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
の
違
い
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
？ 

〈
鳴
海
〉
「
自
由
空
間
」
と
い
う
概
念
で
く
く
っ
た
空
間
、
つ
ま
り
人
が
歩
い
て
自
由
に
行
き
来
な
い
し
出
入

り
が
で
き
る
空
間
が
僕
の
関
心
で
す
。
今
日
は
道
路
に
的
を
当
て
て
い
ま
す
が
、
公
園
や
広
場
に
も
当
然
関
心

が
あ
り
ま
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
広
場
、
建
物
で
囲
ま
れ
て
建
築
的
な
広
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
広
場
は
日
本
の
都
市

に
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
お
寺
や
神
社
の
境
内
は
日
本
の
都
市
に
は
必
ず
あ
り
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

都
市
に
は
境
内
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
社
会
の
仕
組
み
と
関
係
し
て
い
ま
す
。 

昔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
を
巡
り
歩
い
て
驚
い
た
の
は
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
の
商
売
が
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
昔
の
日
本
も
同
じ
で
し
た
（
図
・
１
８
，
１
９
）
。
と
こ
ろ
が
今
は
公
共

的
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
商
売
す
る
こ
と
は
非
常
に
厳
し
く
取
り
締
ま
わ
れ
る
。
厳
し
く
な
っ
た
の
は
戦
後

の
こ
と
な
の
で
す
ね
。 

  



１８ 

 

■
公
有
地
を
占
用
し
て
つ
く
っ
た
都
市
の
自
由
空
間
「
大
阪
・
中
之
島
漁
港
」 

〈
山
本
〉
私
は
公
共
空
間
に
ど
う
賑
わ
い
を
つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。
道
路
だ
っ
た
ら
交
通

以
外
の
、
基
本
的
な
元
々
の
使
い
方
じ
ゃ
な
い
使
い
方
を
ど
う
や
っ
た
ら
出
来
る
か
と
か
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

を
い
つ
も
探
し
て
、
公
共
空
間
で
出
来
る
こ
と
を
探
し
て
い
ま
す
。 

                  

私
が
関
わ
っ
た
例
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
は
公
共
空
間
と
い
っ
て
も
道
路
の
よ
う
な
公
共
用
地
で
は
な
い
公
有

地
で
す
け
ど
も
、
使
い
方
の
規
制
で
厳
し
か
っ
た
の
は
、
臨
港
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
実
態
と

し
て
は
港
湾
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
昔
か
ら
の
港
湾
局
の
名
残
で
臨
港
地
区
の
指
定
は
残
っ
て
い
た
ん
で

す
。 

我
々
は
新
し
い
水
辺
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
う
ど
対
岸
に
中
央
卸
売
市
場
も
あ
り
ま
す

し
、
食
を
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
た
よ
う
な
場
所
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。
全
く
の
空
き
地
に
な
っ
て
る
場

所
で
も
、
そ
ん
な
使
い
方
は
港
の
機
能
に
合
致
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
基
本
的
に
は
使
え
な
い
。
そ
こ

で
旭
川
と
同
じ
よ
う
に
社
会
実
験
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
実
験
的
に
や
る
分
に
は
臨
港
地
区
が
か
か
っ
て

い
て
も
支
障
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
中
之
島
漁
港
と
い
う
建
物
を
建
て
る
際
に
は
、
建
築
確
認
申
請
の

中
で
港
湾
局
の
臨
港
地
区
指
定
の
用
途
規
制
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

市
長
の
特
別
許
可
を
得
て
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
も
そ
も
水
都
の
事
業
は
府
市
の
共
同

の
戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
府
市
の
職
員
と
一
緒
に
協
議
し
て
特
別
に
許
可
を
得
る
と
い
う
こ
と

を
や
り
ま
し
た
。 

通
常
の
港
湾
の
使
い
方
じ
ゃ
な
い
け
ど
も
こ
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
で
水
都
大
阪
を
考
え
て
い
る
、
そ
の
中
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
事
業
な
の
で
特
別
に
見
て
く
だ
さ
い
。
と
い
う
よ
う
な
資
料
を
整
え
て
許
可
を
得
ま
し
た
。
や
る

こ
と
自
体
は
新
鮮
な
お
魚
を
持
っ
て
き
て
、
美
味
し
い
お
魚
を
食
べ
れ
る
と
か
買
え
る
と
か
、
そ
う
い
う
内
容

な
ん
で
す
け
ど
も
、
単
純
な
民
間
事
業
者
が
や
る
商
売
じ
ゃ
な
く
て
、
今
後
の
大
阪
に
貢
献
す
る
事
業
で
あ
る
。

利
益
を
得
る
た
め
だ
け
に
や
る
事
業
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

図 18 鴨の河原 京都 

 

 図 19 浅草寺 江戸 
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〈
井
口
〉
河
川
敷
は
占
用
し
て
い
る
ん
で
す
か
？ 

〈
山
本
〉
河
川
敷
は
占
用
し
て
い
ま
す
。
河
川
敷
で
も
あ
り
、
臨
港
地
区
で
も
あ
り
、
水
面
は
港
湾
法
に
か
か

る
エ
リ
ア
で
も
あ
り
ま
す
。
中
之
島
漁
港
が
あ
る
中
之
島
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ
サ
ウ
ス
ピ
ア
は
堤
防
の
内
側
と
外
側
に
ま

た
が
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
敷
地
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ
た
り
南
北
に
通
る
堤
防
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
堤
防
に

沿
っ
て
、
桟
橋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
作
っ
て
い
て
、
デ
ッ
キ
の
右
側
の
ほ
う
は
、
そ
の
堤
防
を

越
え
た
川
側
で
す
。 

河
川
の
水
面
占
用
も
含
め
て
、
一
体
に
し
て
河
川
敷
を
占
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
通
常
は
借
り
ら
れ
ま
せ
ん
。

水
都
大
阪
の
体
制
は
民
間
の
事
業
推
進
組
織
で
あ
る
水
都
大
阪
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
、
行
政
側
の
水
都
大
阪
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
と
い
う
組
織
が
あ
っ
て
、
連
携
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
民
間
が
直
接
に
長
期
間
、
河
川
占
用
は
出

来
な
い
で
す
が
、
行
政
側
の
水
都
大
阪
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
が
一
定
期
間
、
３
年
間
く
ら
い
で
す
け
ど
、
河
川
を
占

用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
と
民
間
の
水
都
大
阪
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
利
用
協
定
を
結
ん
で
、
行
政

が
借
り
て
民
間
が
使
う
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
阪
が
そ
の
体
制
や
仕
組
み
を
作
っ
た
こ
と
は
画
期
的
な
の
で
す
が
、
今
ま
た
新
し
い
課
題
が
見
え
て
き
て
い

ま
す
。
通
常
、
行
政
の
事
業
は
単
年
度
内
で
や
り
ま
す
が
、
水
都
大
阪
の
仕
組
み
は
単
年
度
で
な
く
て
、
四
ヵ

年
で
循
環
し
て
い
く
仕
組
み
で
画
期
的
で
し
た
。
四
年
と
い
う
の
は
当
初
長
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
出

店
し
て
い
る
事
業
者
か
ら
見
れ
ば
四
年
で
も
投
資
回
収
す
る
に
は
充
分
で
な
い
期
間
な
の
で
す
。
暫
定
事
業
継

続
に
あ
た
り
、
事
業
期
間
の
担
保
が
今
ひ
と
つ
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
道
路
を
楽
し
く
使
え
な
い
、
道
路
法
、
道
路
交
通
法
の
頑
強
な
壁
。 

〈
松
本
〉
当
時
先
生
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
か
れ
て
広
場
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
見
ら
れ
た
際
に
、
日
本
の
都

市
空
間
と
比
べ
て
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
固
有
の
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
た
の
か
、
ど
う
考
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
図
と
地
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
と
い
う
か
、
建
物
が
建
っ
て
い
る
敷
地
と
広
場
み
た
い
な
空
間
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
日
本
の
特
徴
な
の
か
、
ア
ジ
ア
の
特
徴
な
の
か
は
別
の
議
論
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
阪

市
の
話
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
広
場
的
な
空
間
っ
て
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
曖
昧
な
、
グ
レ
ー
な
位
置

づ
け
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
日
本
ら
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
井
戸
端
み
た
い
な
と
こ
ろ
も
ま
さ
に
そ

ん
な
と
こ
ろ
か
な
と
思
い
ま
す
。
韓
国
と
か
中
国
に
行
っ
て
み
て
も
、
個
人
の
敷
地
な
の
か
、
道
な
の
か
わ
か

ら
な
い
よ
う
な
空
間
に
た
む
ろ
す
る
と
い
う
か
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
集
ま
っ
て
い
る
の
が
面
白
い
な

と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
す
。 

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
ら
れ
て
、
ま
た
旭
川
の
事
例
に
関
わ
ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
要
素
を
持
っ
て
こ
よ
う
と
考
え
ら
れ
た
の
か
、
い
や
、
こ
れ
は
日
本
な
ら
で
は
の
も
の
が
あ
る
の
で

そ
こ
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
入
れ
よ
う
と
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
ど
の
よ

う
に
お
考
え
に
な
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

〈
鳴
海
〉
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
広
場
は
建
築
的
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
「
広
場
的
な
空
間
」
は
形
態
的
に
曖
昧
で
す
。
こ
う
し
た
曖
昧
さ
は
、
韓
国
や

東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
に
い
っ
て
も
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
土
地
の
使
い
方
の
文
化
と
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
中
世
的
な
市
街
地
に
は
こ
う
し
た
曖
昧
性
が
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
路
地
が
網
の
目
の

よ
う
に
広
が
り
、
そ
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
小
さ
な
広
場
、
空
き
地
と
言
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
う
し
た
空
き
地
は
い
わ
ば
ア
ジ
ア
的
な
雰
囲
気
が
し
ま
す
。 

問
題
は
、
日
本
で
は
お
祭
り
の
時
と
か
縁
日
の
と
き
と
か
、
特
別
な
時
に
は
道
路
の
使
い
方
は
一
変
し
、
人
で

賑
わ
う
空
間
が
出
現
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
で
は
、
こ
れ
が
常
時
で
き
て
い
る
。
旭
川
の
買

物
公
園
に
関
わ
っ
た
時
に
は
、
こ
う
し
た
道
を
つ
く
り
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。 



２０ 

 

後
に
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
に
行
く
機
会
が
増
え
た
の
で
す
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
に
も
道
路
の
賑
わ
い
が
あ

る
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
日
本
で
道
路
の
利
用
が
厳
し
く
な
っ
た
の
は
比
較
的
新
し
い
こ
と
な
の
で
す
。 

若
い
人
に
は
遠
い
昔
の
話
な
の
で
す
が
、
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
が
闇
市
を
取

り
締
ま
っ
た
。
闇
市
で
商
売
し
た
の
は
、
日
本
人
の
他
に
朝
鮮
・
韓
国
人
、
中
国
人
が
い
た
。
朝
鮮
・
韓
国
人

や
中
国
人
は
第
三
国
人
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ス
パ
イ
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
闇
市
の
日
本
人

に
は
テ
キ
ヤ
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
が
い
て
、
右
翼
の
活
動
に
関
わ
る
者
も
い
た
。
こ
う
し
た
人
び
と
の
暗
躍
を

制
限
し
よ
う
と
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
取
り
締
ま
り
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
人
で
、
商
売
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
。
通
説
を
整
理
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
露
店
、
屋
台
の
取
り
締
ま
り
の
出
発
点
に
あ

っ
た
よ
う
で
す
。 

修
士
論
文
を
書
い
た
と
き
、
あ
る
区
の
露
天
商
組
合
の
会
長
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
い
き
ま
し
た
。
お
寺
の

お
坊
さ
ん
で
し
た
。
露
天
商
の
多
く
は
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
兵
隊
さ
ん
と
か
、
資
産
の
な
い
人
が
大

半
だ
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
み
ん
な
ま
じ
め
に
働
く
人
た
ち
な
の
に
、
「
テ
キ
ヤ
」
と
胡
散
臭
い
目
で
見

ら
れ
る
と
い
う
。
鴨
川
の
納
涼
夜
店
を
仕
切
っ
て
い
た
「
テ
キ
ヤ
」
の
親
分
に
も
会
い
ま
し
た
。
こ
の
親
分
も

「
テ
キ
ヤ
は
ヤ
ク
ザ
で
は
な
い
」
と
腹
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
露
天
商
、
「
テ
キ
ヤ
」
は
胡
散
臭
く

見
ら
れ
ま
す
。 

道
路
交
通
法
も
す
ご
い
。
第
七
六
条
に
禁
止
行
為
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
「
何
人
も
次
の
よ
う
な
行
為
は
し
て

は
な
ら
な
い
。
道
路
に
お
い
て
、
酒
に
酔
っ
て
交
通
の
妨
害
と
な
る
よ
う
な
程
度
に
ふ
ら
つ
く
こ
と
。
道
路
に

お
い
て
、
交
通
の
妨
害
と
な
る
よ
う
な
方
法
で
寝
そ
べ
り
、
す
わ
り
、
し
ゃ
が
み
、
又
は
立
ち
ど
ま
っ
て
い
る

こ
と
。
交
通
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
に
お
い
て
、
球
戯
を
し
、
ロ
ー
ラ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
を
し
、
又
は
こ
れ
ら
に
類

す
る
行
為
を
す
る
こ
と
」
な
ど
な
ど
。 

露
店
や
屋
台
も
警
察
署
長
の
許
可
が
な
い
と
営
業
が
で
き
な
い
。
警
察
が
関
わ
っ
て
管
理
し
て
い
ま
す
。 

〈
井
口
〉
街
路
の
設
計
を
や
る
人
は
み
ん
な
道
路
交
通
法
が
一
番
の
ガ
ン
だ
と
言
い
ま
す
。
歩
車
共
存
、
歩
行

者
優
先
の
街
路
へ
の
抵
抗
が
強
く
て
、
警
察
は
人
と
車
を
出
来
る
だ
け
明
確
に
分
離
す
る
こ
と
で
、
人
と
自
動

車
を
支
障
な
く
通
行
さ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
の
た
め
の
規
制
が
沢
山
あ
っ
て
、
歩
車
共
存
と
か
歩
行
者
優
先

の
道
路
は
な
か
な
か
作
り
に
く
い
。
警
察
に
は
市
民
の
命
を
守
る
と
い
う
水
戸
黄
門
の
印
籠
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

最
後
は
こ
っ
ち
が
ひ
か
ざ
る
を
得
な
い
。 

法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
自
由
に
道
路
が
使
え
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
け
ど
、
僕
は
逆
に
、
市
民
が
望

ん
で
な
い
か
ら
法
律
は
変
わ
ら
な
い
、
法
律
は
市
民
が
望
め
ば
変
わ
る
と
思
う
ん
で
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

〈
鳴
海
〉
ち
ょ
っ
と
前
に
な
り
ま
す
が
、
『
都
市
問
題
』
と
い
う
雑
誌
に
「
人
間
の
た
め
の
道
路
づ
く
り
‐
道

路
関
連
法
の
見
直
し
の
必
要
性
」
と
い
う
原
稿
を
書
き
ま
し
た
。
民
主
党
政
権
の
時
に
、
硬
直
し
た
運
用
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
法
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
「
道
路
法
」
が
見

直
し
か
ら
は
ず
れ
ま
し
た
。
「
道
路
法
の
見
直
し
は
大
事
な
の
で
そ
の
こ
と
を
論
じ
て
欲
し
い
」
と
い
う
依
頼

で
書
き
ま
し
た
。 

公
物
管
理
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
公
物
と
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
国
が
保
有
す
る
空
間
・
資
産
の
こ
と
で
、

こ
れ
を
管
理
す
る
拠
り
所
が
公
物
法
。
道
路
だ
と
道
路
法
で
管
理
し
ま
す
。 

こ
の
公
物
管
理
に
は
２
種
類
の
管
理
目
的
が
あ
る
。
一
つ
は
「
道
路
が
道
路
た
る
べ
き
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ

う
に
管
理
す
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
都
市
の
な
か
で
道
路
が
如
何
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
計
画
的
な
関
心
の
管
理

が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
「
道
路
が
道
路
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
取
り
締
ま
る
」

と
い
う
管
理
が
あ
る
。
こ
ち
ら
の
管
理
は
「
公
物
警
察
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
。 

日
本
で
は
、
警
察
型
の
公
物
管
理
、
取
締
型
が
と
て
も
強
い
ん
で
す
。
警
察
型
で
は
な
い
、
計
画
型
の
管
理
の

力
を
も
っ
と
強
く
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
法
律
学
者
も
言
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
み
れ
ば
か
な

り
の
地
域
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
運
動
が
展
開
し
て
い
る
し
、
国
の
役
人
も
そ
れ
を
指
示
し
、
法
の
見
直
し
を
す
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べ
き
と
い
う
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
残
念
な
の
は
道
路
管
理
と
道
路
警
察
の
対
立
が
依
然
と
し
て
あ
る
こ
と
で

す
。 

                 

■
市
民
は
道
路
の
解
放
を
望
ん
で
い
る
の
か
？ 

都
市
に
関
わ
る
意
識
は
あ
る
の
か
？ 

〈
井
口
〉
声
な
き
市
民
の
声
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
市
民
は
道
路
を
歩
い
て
自
由
に
使
い
た
い
、
カ
フ
ェ
テ 

ラ
ス
に
座
り
た
い
と
本
当
に
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
日
本
人
は
屋
外
が
好
き
か
と
い
う
最

初
の
問
い
に
繋
が
る
ん
で
す
が
、
本
当
に
市
民
が
望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
う
五
〇
年
、
歩
行
者
天
国

は
社
会
実
験
ば
っ
か
り
や
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
ど
こ
で
も
全
然
恒
常
化
し
て
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
実
験
で

は
み
ん
が
「
あ
ー
い
い
ね
、
い
い
ね
」
と
言
う
け
ど
も
、
「
こ
れ
を
ず
っ
と
続
け
よ
う
や
」
と
い
う
声
が
出
て

こ
な
い
か
ら
法
律
が
変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は
敢
え
て
言
い
ま
す
け
ど
、
ど
う
で
す
か
？  

〈
武
田
〉
市
民
社
会
の
成
熟
度
合
い
の
話
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
旭
川
の
五
十
嵐
公
三
さ
ん
が
ど
う
し

て
こ
の
構
想
を
至
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
都
市
計
画
学
会
誌
の
編
集
委
員
を

し
て
い
た
時
に
、
「
一
九
六
〇
年
代
の
都
市
計
画
再
考
」
と
い
う
特
集
号
を
組
ん
だ
の
で
す
が
、
一
九
六
〇
年

代
と
い
う
の
は
高
度
経
済
成
長
期
が
始
ま
り
、
日
本
の
都
市
が
進
む
べ
き
ベ
ク
ト
ル
を
決
め
る
重
要
な
時
代
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
が
す
ご
く
熱
い
思
い
を
抱
い
た
時
代
で
あ
っ
た
し
、
な
に
か
を
ゼ

ロ
か
ら
作
り
パ
ワ
ー
を
持
っ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
五
十
嵐
さ
ん
も
社
会
党
の
出

身
で
、
一
九
六
三
年
に
同
じ
く
飛
鳥
田
さ
ん
が
社
会
党
の
推
薦
で
横
浜
市
長
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
一
九

六
七
年
に
は
美
濃
部
東
京
都
知
事
が
、
こ
れ
も
や
は
り
社
会
党
推
薦
で
誕
生
し
て
い
ま
す
。
。
そ
れ
か
ら
神
戸

市
の
宮
崎
市
長
が
一
九
六
九
年
に
市
長
に
な
っ
て
い
る
み
た
い
な
、
そ
の
当
時
の
、
特
に
社
会
党
を
中
心
と
し

た
市
民
意
識
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
都
市
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
成
立
し
た
時
代
で
あ
り
、

そ
の
中
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
旭
川
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
の
こ
と
が
継
続
出
来
た
の
は
も
し
か
す
る
と
横
浜
だ
け
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
な
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
話

を
伺
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

 

図 20 輪島の朝市 

 

図 21 高知の日曜市 
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さ
ら
に
話
は
飛
び
ま
す
が
、
ジ
ャ
イ
メ
・
レ
ル
ネ
ル
が
ク
リ
チ
バ
の
市
長
に
な
っ
た
の
が
一
九
七
一
年
で
、
市

街
地
の
中
心
の
商
店
街
を
歩
行
者
空
間
化
し
た
の
が
一
九
七
二
年
で
す
。
世
界
的
に
も
そ
う
い
う
歩
行
者
中
心

の
都
市
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
時
代
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
時
の
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
の
初
期
設
定
の
方
向
が
、
今
の
都
市
と
か
今
の
市
民
性
に
も
す
ご
く
影
響
を
与
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。 

〈
井
口
〉
イ
タ
リ
ア
は
ま
さ
に
そ
の
時
代
に
都
市
政
策
を
方
向
転
換
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
今
ま
で
ず
っ
と
来

て
い
る
。
日
本
は
一
九
七
三
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
な
、
方
向
転
換
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
」
と
思
っ
た
け
ど
、
元
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｋ
の
成
長
路

線
に
戻
っ
て
、
元
の
ま
ま
ず
ー
っ
と
今
ま
で
来
て
い
る
。 

 

■
屋
根
の
あ
る
歩
行
者
空
間
を
考
え
る
。 

〈
井
口
〉
日
本
の
中
心
地
市
街
地
に
お
け
る
我
々
の
行
動
パ
タ
ー
ン
、
都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
わ
る
質

問
、
皆
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
歩
行
者
空
間
に
は
室
外
と
室
内
が
あ
る
。
室
外
は
道
路
、
公
園
と
公
開
空
地

な
ど
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
。
室
内
で
は
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
や
地
下
街
が
あ
る
し
、
ア
ト
リ
ウ
ム
や
ガ
レ

リ
ア
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
で
も
か
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
贅
沢
な
空
間
も
あ
る
。
そ
れ
か
ら
全
く
の
室
内
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
都
市
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
室
外
の
生

活
が
我
々
に
は
ど
の
く
ら
い
身
に
つ
い
て
い
る
か
、
は
た
し
て
本
当
に
好
き
な
の
か
。
あ
る
い
は
我
々
は
室
外

よ
り
も
ア
ー
ケ
ー
ド
や
大
型
商
業
施
設
み
た
い
な
室
内
の
方
が
好
き
で
、
そ
っ
ち
の
方
に
ど
ん
ど
ん
人
は
流
れ

て
い
る
よ
、
と
い
う
方
向
な
の
か
。
今
の
日
本
人
の
好
き
な
歩
行
者
空
間
は
室
外
か
室
内
か
、
み
な
さ
ん
に
お

聞
き
し
ま
す
。
江
口
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
パ
サ
ー
ジ
ュ
っ
て
い
う
の
は
パ
リ
の
人
は
好
き
で
す
か
、
嫌
い

な
ん
で
す
か
。 

〈
江
口
〉
パ
サ
ー
ジ
ュ
は
好
き
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
パ
サ
ー
ジ
ュ
の
原
型
と
い
う
の
は
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
が
エ
ジ
プ
ト
に
遠
征
に
行
っ
た
時
に
、
現
地
で
見
た
バ
ザ
ー
ル
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
説
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
一
八
五
三
年
以
降
の
オ
ス
マ
ン
県
知
事
の
パ
リ
大
改
造
以
前
に
は
、
道
は
し
っ

か
り
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
建
物
の
上
か
ら
汚
物
が
降
っ
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
は
な
く
、
建
物
の
中
の
カ
フ
ェ
し
か
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
人
々
が
気
兼
ね

な
く
歩
い
て
、
楽
し
め
る
空
間
と
し
て
、
パ
サ
ー
ジ
ュ
は
誕
生
し
ま
し
た
。 

最
初
パ
サ
ー
ジ
ュ
の
名
前
は
カ
イ
ロ
・
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
ケ
ー
ル
で

す
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の
直
後
で
し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。 

〈
倉
知
〉
常
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
が
、
イ
オ
ン
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
か
西
宮
ガ
ー
デ
ン
ズ

み
た
い
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
断
面
は
商
店
街
と
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
あ
ゆ
う
と
こ
ろ
に
結
構
人
が

集
ま
っ
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
の
は
、
あ
そ
こ
が
楽
し
い
っ
て
い
う
感
覚
を
み
ん
な
持
っ
て
い
る
か
ら
行

く
ん
だ
と
い
う
、
そ
ん
な
仮
説
を
僕
は
持
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
れ
は
建
物
の
中
の
擬
似
街
路
空
間
じ
ゃ

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
な
ん
と
な
く
あ
あ
い
う
商
店
街
的
な
擬
似
街
路
空
間
は
楽
し
い

っ
て
い
う
の
を
多
く
の
人
が
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
当
の
商
店
街
と
か
街
路
に
は
行
か
ず
に
、
あ
あ
い
う

イ
ン
ド
ア
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
行
っ
て
し
ま
う
の
は
、
何
か
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
突
き
詰
め
る
と
、
も
う
一
度
本
当
の
ア
ウ
ト
ド
ア
の
街
路
空
間
な
り
、
商
店
街
な
り
、
中
心
市
街
地
の

方
に
人
が
戻
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

〈
井
口
〉
西
宮
ガ
ー
デ
ン
ズ
や
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
エ
ク
ス
ポ
シ
テ
ィ
、
ど
の
町
に
も
在
る
イ
オ
ン
モ
ー

ル
、
あ
れ
を
見
る
と
み
ん
な
こ
れ
を
望
ん
で
い
る
ん
だ
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
僕
も
納
得
す
る
ん
で
す
よ
、

雨
も
降
ら
な
い
し
、
空
調
も
利
い
て
い
る
、
た
だ
で
休
め
る
椅
子
も
あ
る
し
、
カ
フ
ェ
も
あ
る
。
屋
上
に
は
緑

の
庭
園
も
あ
る
。
鳴
海
さ
ん
が
中
心
市
街
地
の
新
し
い
都
市
空
間
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
富
山
の
グ
ラ
ン
ド

プ
ラ
ザ
や
ア
オ
ー
レ
長
岡
も
こ
の
系
統
で
す
。
屋
根
が
か
か
っ
て
空
調
さ
れ
た
大
き
な
空
間
が
日
本
人
大
好
き
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な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
そ
こ
へ
行
く
。
吹
き
っ
さ
ら
し
の
中
心
市
街
地
な
ん
か
に
わ
ざ
わ
ざ
行
く
必
要

な
い
し
、
空
間
と
し
て
も
魅
力
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
若
い
世
代
は
昔
の
中
心
市
街
地
を
知
ら
な
い
。
だ
か
ら

そ
の
魅
力
も
知
ら
な
い
。
そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
中
心
市
街
地
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

■
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
の
日
本
の
商
店
街
、
中
心
市
街
地
。 

〈
鳴
海
〉
ア
メ
リ
カ
の
都
市
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
井
口
さ
ん
と
同
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
ロ
バ

ー
タ
・
グ
ラ
ッ
ツ
さ
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
若
者
の
多
く
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
通

路
を
歩
い
て
、
「
こ
れ
が
中
心
街
の
賑
わ
い
な
の
だ
」
と
思
い
込
む
。
し
か
し
そ
れ
は
「
偽
の
街
の
賑
わ
い
だ
」

と
い
う
の
で
す
。 

ア
メ
リ
カ
に
は
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
い
う
組
織
が
あ
っ
て
全
国
の
中
心
商
店
街
の
活
性
化
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
一
九
八
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
、
全
国
で
千
五
百
ぐ
ら
い
の
商
店
街
の
支
援
を
し
て
い

ま
す
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
・
プ
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
下
部
組
織
だ
と
い
う
の

が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。 

ワ
シ
ン
ト
ン
に
行
っ
た
と
き
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
支
援
し
た
商
店
街
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
の
で
見
に
行
き
ま
し

た
。
泊
ま
っ
た
ホ
テ
ル
の
近
く
の
商
店
街
は
二
〇
〇
五
年
に
セ
ン
タ
ー
か
ら
賞
を
も
ら
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
祝

う
旗
が
飾
っ
て
あ
る
の
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
個
店
が
な

ら
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
複
数
の
個
店
が
元
気
に
な
れ
ば
商
店
街
が
元
気
に
な
る
。
商
店
街
が
元
気
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
周
辺
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
雇
用
が
生
ま
れ
る
。
雇
用
が
生
れ
れ
ば
バ
ン
ダ
リ
ズ
ム
（
公
物
破
壊
）

が
減
る
。
昔
は
知
り
ま
せ
ん
が
、
皆
そ
こ
そ
こ
魅
力
的
な
街
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
あ
る
小
さ
な
町
の
商
店
街
を
支
援
す
る
会
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
話
で
す
。
「
地
域
経
済
だ
け
が
、
そ
し

て
交
通
だ
け
が
衰
え
て
い
る
の
で
は
な
い
。
私
は
こ
こ
で
神
聖
さ
を
抱
く
も
の
の
損
失
を
感
じ
始
め
た
。
自
転

車
で
自
由
に
行
き
来
し
た
り
、
子
供
を
つ
れ
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
何
気
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

無
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
。 

最
近
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
い
っ
た
時
、
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
戦
略
を
変
え
た
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
個
店
を
大
事

に
す
る
戦
略
で
す
。
個
店
が
元
気
な
街
は
人
を
引
き
付
け
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
時

代
は
終
わ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

日
本
に
は
日
本
の
都
市
の
特
徴
と
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
中
心
市
街
地
は
そ
の
重
要
な
要
素
で
す
。
そ
の
存
在
に

ほ
こ
ろ
び
が
出
つ
つ
あ
る
の
も
事
実
で
す
が
、
い
っ
た
ん
そ
れ
を
失
う
と
、
価
値
に
気
付
い
て
も
、
取
り
戻
す

の
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
大
変
で
す
。
日
本
は
そ
う
な
ら
な
い
前
に
賢
く
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
け

ど
ね
。 

 

■
都
市
空
間
と
し
て
の
中
心
市
街
地 

〈
井
口
〉
昔
か
ら
の
中
心
市
街
地
を
蘇
ら
せ
る
と
し
た
ら
富
山
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
の
よ
う
な
空
調
さ
れ
た
大
空

間
、
高
松
の
丸
亀
商
店
街
の
ガ
レ
リ
ア
も
そ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
都
市
空
間
を
つ
く
れ
ば
可
能
性
が
あ
る
。
今

更
屋
根
が
か
か
っ
て
な
い
旭
川
買
物
公
園
の
よ
う
な
歩
行
者
専
用
道
路
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

〈
江
口
〉
皆
様
も
お
感
じ
の
と
お
り
、
パ
リ
の
街
路
で
は
お
店
の
棚
な
ど
が
道
ま
で
は
み
出
し
て
、
歩
い
て
楽

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
道
路
法
の
中
に
、
や
っ
ぱ
り
道
路
は
歩
行
者
に
と
っ
て
有
益
な
も

の
を
提
供
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
文
言
が
あ
る
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
、
棚
が
は
み
出
し
た
り
、
看
板

が
は
み
出
し
た
り
す
る
の
は
許
可
さ
え
も
ら
え
ば
、
む
し
ろ
積
極
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
が
書
か

れ
て
い
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
い
わ
ゆ
る
日
本
の
伝
統
的
な
ス
ケ
ー
ル
感
の
商
店
街
が
、
丹
下
健
三
が
設
計

し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
・
イ
タ
リ
ー
２
の
中
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
丹
下
健
三
は
自
動
車
中
心
の
「
東
京
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計
画
一
九
六
〇
」
や
都
庁
な
ど
を
設
計
し
て
い
ま
す
が
、
彼
が
パ
リ
に
作
っ
た
も
の
は
ま
さ
に
日
本
が
編
み
出

し
た
イ
オ
ン
の
よ
う
な
空
間
の
ス
ケ
ー
ル
を
持
つ
特
大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
す
。
こ
れ
は
パ
リ
っ
子

に
人
気
が
あ
り
ま
す
。
イ
オ
ン
の
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
は
、
快
適
性
か
ら
言
う
と
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
外
国

の
方
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
実
際
の
商
店
街
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
何
か
と
言
わ
れ
る
と
ち

ょ
っ
と
難
し
い
で
す
が
、
私
は
や
は
り
界
隈
の
商
店
街
の
方
が
魅
力
を
感
じ
る
面
が
多
い
で
す
。 

〈
井
口
〉
僕
も
中
心
市
街
地
が
大
切
だ
と
い
う
思
い
は
鳴
海
先
生
と
全
く
同
じ
で
す
よ
。
同
じ
思
い
で
す
け
ど
、

僕
は
も
う
手
遅
れ
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
し
て
今
の
み
な
さ
ん
方
み
た
い
な
人
た
ち
は
昔
の
中
心

市
街
地
を
知
ら
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
も
う
イ
オ
ン
モ
ー
ル
。
あ
っ
ち
に
ど
ん
ど
ん
行
っ
て
し
ま
う
の
じ
ゃ
な
い

か
な
。
昔
の
中
心
市
街
地
界
隈
が
大
事
な
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
で
保
存
す
り
ゃ
い
い

じ
ゃ
ん
」
み
た
い
な
、
そ
ん
な
世
界
に
な
り
つ
つ
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
僕
は
言
い
た
い
。
僕
ら
一
生
懸

命
に
中
心
市
街
地
と
か
、
日
本
の
都
市
空
間
と
か
考
え
る
ん
だ
け
ど
、
す
で
に
五
〇
年
間
そ
ん
な
懐
か
し
い
界

隈
の
話
は
や
っ
て
き
た
。
で
、
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
い
く
の
か
っ
て
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
と
し
て
は
や
り
ま
す
よ
、
で
も
そ
れ
で
は
い
か
に
も
寂
し
く
な
い
で
す
か
。 

〈
武
田
〉
都
市
空
間
を
ど
う
考
え
る
と
い
う
話
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
龍
谷
大
学
の
阿
部
先
生
は
、
い
ま
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
は
都
市
空
間
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
化
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
風
に
言
っ
て
い
ま
す
。
緊

張
感
が
な
い
と
。
だ
か
ら
子
供
を
連
れ
て
行
っ
て
、
手
を
放
せ
る
都
市
空
間
に
な
っ
て
い
る
。
子
供
が
わ
い
わ

い
騒
い
で
も
い
い
し
、
床
で
寝
転
が
っ
て
も
い
い
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
空
間
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
は
た
し
て
都
市
空
間
と
言
え
る
の
か
と
い
う
話
で
す
。
だ
か
ら
自
分
の
家
の
延
長
上
と
し
て
都
市
空
間

を
占
拠
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
過
ご
し
や
す
い
都
市
だ
と
思
う
の
か
、
都
市
と
は
そ
う

い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
子
供
の
手
を
放
せ
な
い
商
店
街
の
方
が
、
あ
る
種
の
他
者
の
集
ま

る
場
と
し
て
の
緊
張
感
を
持
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う
空
間
が
都
市
空
間
、
公
共
空
間
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
都
市
の
定
義
が
成
り
立
つ
世
代
な
の
か
、
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
意
味
で
は
、
僕
は
専
門
教
育
を
受
け
た
身
な
の
で
、
そ
う
思
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
楽
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
手
は
放
せ
な
い
け

ど
ま
ち
な
か
を
子
供
と
歩
く
ほ
う
が
楽
し
い
な
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
思
え
る
人
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。 

 

■
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
学
ぶ
、
「
使
い
こ
な
す
」
中
心
市
街
地 

〈
森
山
〉
井
口
さ
ん
は
、
中
心
市
街
地
の
歩
行
者
空
間
を
日
本
人
が
使
い
こ
な
す
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
悲
観

的
に
お
話
し
に
な
っ
た
け
ど
、
僕
は
そ
れ
に
対
し
て
あ
ま
り
悲
観
的
に
受
け
止
め
て
は
い
な
い
ん
で
す
。 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
よ
う
な
空
間
は
も
ち
ろ
ん
僕
も
そ
ん
な
に
好
き
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
、
な
ぜ
あ
あ
い

っ
た
モ
ー
ル
の
広
場
空
間
な
ら
安
心
し
て
使
わ
れ
た
り
賑
わ
っ
た
り
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
理
解
で

す
け
ど
、
そ
れ
は
ま
ず
何
を
し
て
も
い
い
の
か
、
利
用
者
が
直
感
的
に
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
い

と
思
い
ま
す
。 

日
本
の
公
共
空
間
に
は
、
道
路
も
そ
う
で
す
け
ど
、
公
園
に
も
禁
止
行
為
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
看

板
に
は
、
ボ
ー
ル
遊
び
が
ダ
メ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
ダ
メ
、
犬
の
散
歩
は
ダ
メ
、
大
声
で
し
ゃ
べ
っ
た
り
す
る

の
も
ダ
メ
と
か
、
大
量
の×

マ
ー
ク
が
あ
る
。 

そ
う
す
る
と
法
文
を
読
ん
で
い
な
く
て
も
若
い
人
た
ち
だ
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
空
気
と
し
て
受
け
取
っ
て

無
意
識
の
あ
い
だ
に
定
着
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
以
前
僕
ら
は
桜
ノ
宮
近
く
の
大
川
の
上
で
舟
を
う
か
べ
て
花
見
を
し
た
ん
で
す
け
ど
、
み
ん
な
が
最

初
に
聞
く
こ
と
は
、
「
誰
に
許
可
と
っ
た
ん
で
す
か
」
と
か
、 

「
あ
な
た
達
は
何
で
そ
ん
な
こ
と
し
て
い
い

ん
で
す
か
」
っ
て
聞
い
て
く
る
ん
で
す
ね
。
み
ん
な
が
や
っ
て
い
る
こ
と
以
外
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
ん
だ
ろ
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う
と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
川
の
上
に
自
分
で
舟
を
出
し
て
、
勝
手
に
漂
う
な
ん
て
こ
と
し
た
ら
怒
ら
れ
る
と

思
っ
て
い
る
。 

こ
の
「
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
感
覚
は
多
く
の
日
本
人
の
行
動
を
抑
え
る
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

権
利
を
主
張
し
て
き
た
国
民
じ
ゃ
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
和
を
尊
ぶ
か
ら
怒
ら
れ
た
り
も
め
た
り
す
る
の
が

特
に
イ
ヤ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
か
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
営
業
目
的
の
私
有
地
の
な
か
の
公
的
空
間
だ
か
ら
、
買

い
物
に
行
っ
た
人
（
客
）
に
は
、
さ
す
が
に
こ
こ
で
は
空
い
て
い
る
椅
子
で
好
き
な
よ
う
に
休
憩
し
て
も
い
い

ん
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
分
っ
て
い
る
。
店
で
買
っ
た
も
の
を
家
族
で
ベ
ン
チ
に
す
わ
っ
て

食
べ
て
も
怒
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
分
っ
て
い
る
。
「
何
を
し
て
い
い
か
何
を
し
て
は
い
け
な
い
か
」
が
分

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
使
い
こ
な
す
と
い
う
行
為
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
感
覚
だ
と
思
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
、
モ
ー
ル
の
空
間
と
日
本
の
公
共
空
間
の
大
き
な
違
い
は
、
そ
の
「
や
っ
て
も
い
い
こ
と
」
に
対
し

て
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
か
な
い
か
、
だ
と
思
い
ま
す
。 

実
際
に
や
っ
て
い
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
本
当
に
や
っ
て
い
い
よ
う
に
し
つ
ら
え
て
あ

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。 

例
え
ば
、
モ
ー
ル
で
は
く
つ
ろ
ぎ
た
い
、
休
憩
し
た
い
、
ち
ょ
っ
と
食
べ
た
り
も
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
対
し

て
、
快
適
に
座
れ
る
ベ
ン
チ
が
あ
っ
て
、
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
て
、
ゴ
ミ
箱
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
で
も
公
園
だ

と
野
ざ
ら
し
の
固
い
ベ
ン
チ
が
ポ
ツ
ン
、
と
離
れ
て
し
か
も
平
行
に
置
い
て
あ
る
。
だ
か
ら
家
族
で
向
か
い
合

っ
て
休
憩
す
る
よ
う
な
こ
と
は
と
て
も
し
に
く
い
。
ベ
ン
チ
が
固
定
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
し
浮
浪
者
が
寝

ら
れ
な
い
よ
う
に
手
す
り
が
一
人
ぶ
ん
ず
つ
立
ち
上
が
っ
て
た
り
も
す
る
。
ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ
る
と
管
理
費
が

増
え
る
か
ら
ゴ
ミ
箱
が
撤
去
さ
れ
て
た
り
も
す
る
。
そ
う
す
る
と
「
自
由
に
使
う
と
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
感
じ
が
滲
み
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
規
則
と
し
て
は
休
憩
し
て
も
い
い
の
だ
け
ど
、
あ
ま
り
休
憩
し
て

ほ
し
く
な
い
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
「
や
っ
ぱ
り
散
歩
く
ら
い

し
か
で
き
な
い
場
所
だ
な
」
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
滞
在
時
間
も
ず
っ
と
減
っ
て
い
く
。 

「
使
い
こ
な
す
」
に
は
何
を
し
て
い
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
や
り

た
い
こ
と
が
し
や
す
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
の
両
方
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
両
方
あ

れ
ば
、
モ
ー
ル
の
休
憩
場
所
と
変
わ
ら
な
い
わ
け
だ
し
、
自
然
と
使
い
こ
な
す
と
思
い
ま
す
。 

 

■
都
市
の
自
由
空
間
。
本
当
の
障
害
は
日
本
人
に
欠
け
て
い
る
「
自
己
責
任
意
識
」 

〈
森
山
〉
そ
う
思
う
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
ほ
と
ん
ど
の
分
野
で
の
価
値
観
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
感
じ
て
い
る

か
ら
で
す
。
日
本
人
は
い
ろ
ん
な
面
で
今
や
世
界
で
も
っ
と
も
海
外
旅
行
に
行
き
や
す
い
国
民
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
行
っ
た
人
は
（
建
築
や
都
市
計
画
の
専
門
家
で
な
い
）
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
が
、
み
ん
な

海
外
の
都
市
景
観
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
や
使
い
方
や
し
く
み
を
、
い
い
と
言
っ
て
い
る
。
羨
ま
し
い
と
言

っ
て
い
る
。
こ
の
羨
ま
し
い
感
覚
は
い
つ
も
社
会
が
動
く
た
め
の
大
き
な
ベ
ク
ト
ル
で
す
か
ら
、
時
間
が
か
か

る
が
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
そ
う
な
っ
て
い
こ
う
と
い
う
力
が
働
い
て
い
る
、
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
う
い

う
こ
と
が
あ
る
か
ら
現
実
的
に
こ
の
わ
ず
か
二
〇
年
ほ
ど
の
短
い
時
間
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
広
が
っ
て
き
た

り
、
マ
ル
シ
ェ
や
バ
ル
が
定
着
し
た
り
し
て
き
て
い
る
。
建
築
の
世
界
で
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン
バ
ー
ジ

ョ
ン
が
や
は
り
定
着
し
て
き
て
い
る
。 

も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
妨
げ
る
負
の
ベ
ク
ト
ル
も
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

一
つ
は
公
共
の
価
値
観
が
薄
い
な
か
で
ク
レ
ー
ム
を
い
う
人
が
増
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
力
で
す
。

も
う
一
つ
感
じ
る
の
は
、
自
己
責
任
の
低
下
。
こ
の
二
つ
は
連
動
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
い
ず
れ
に
し

て
も
公
共
空
間
の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
対
し
て
は
敵
と
い
え
る
ベ
ク
ト
ル
だ
と
思
い
ま
す
。 
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ほ
ん
と
う
は
日
本
人
も
、
公
園
や
道
路
な
ど
公
共
空
間
を
自
分
た
ち
が
好
き
な
よ
う
に
使
っ
た
り
、
楽
し
ん
だ

り
し
た
い
。
そ
し
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
多
様
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
は
い
る
。
そ
の
一
方
で
何
か
あ
っ
た
時

に
は
他
人
の
せ
い
に
す
る
風
潮
が
大
き
く
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。
行
政
が
悪
い
と
か
、
計
画
者
が
悪
い
と
か

い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
僕
ら
が
闘
っ
て
い
る
敵
は
「
自
己
責
任
意
識
」
で
す
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
活
動
は
長

い
道
程
に
な
る
。
で
も
や
り
続
け
る
し
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
も
い
ず
れ
、
世
界
中
の
人
た

ち
の
価
値
観
は
非
常
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
己
責
任
の
価
値
観
で
す
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
あ
ま
り
悲
観
的
に
感
じ
な
い
の
で
し
ょ
う
。 

〈
鳴
海
〉
話
を
聞
い
て
い
て
思
い
出
し
た
こ
と
を
一
つ
。
僕
が
通
っ
た
小
学
校
は
津
軽
の
「
弘
前
城
公
園
」
の

中
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
公
園
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
遊
び
に
行
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
禁
止
事
項

が
書
い
て
あ
る
。
節
を
つ
け
て
、
「
こ
の
土
手
に
上
る
べ
か
ら
ず
、
し
や
く
し
ょ
お
～
～
」
と
い
い
な
が
ら
遊

び
ま
わ
っ
た
。
禁
止
を
無
視
し
て
遊
ん
で
い
た
わ
け
で
す
が
、
子
供
心
に
も
「
禁
止
」
の
氾
濫
に
違
和
感
を
持

っ
た
の
だ
と
思
う
。
氷
の
張
っ
た
堀
で
ス
ケ
ー
ト
を
し
て
、
氷
は
割
れ
て
堀
に
落
ち
た
子
も
い
た
。
「
こ
の
堀

で
ス
ケ
ー
ト
す
る
べ
か
ら
ず 

市
役
所
」
で
す
ね
。
「
禁
止
、
安
全
、
責
任
」
と
い
う
関
係
が
日
本
で
は
ち
ゃ

ん
と
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
う
。 

 

■
世
の
中
は
変
わ
る
、
と
、
わ
れ
わ
れ
は
思
い
続
け
る
の
か
？ 

〈
倉
知
〉
逆
に
考
え
る
と
、
道
路
法
と
か
、
道
路
交
通
法
っ
て
で
き
た
の
は
、
多
分
戦
後
で
す
よ
ね
。
六
〇
～

七
〇
年
代
で
そ
う
い
う
風
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
同
じ
だ
け
時
間
を
か
け
れ
ば
、
逆
に
ま

わ
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

〈
森
山
〉
ど
う
し
て
も
世
の
中
の
動
き
や
意
識
に
対
し
て
、
法
律
は
、
三
〇
年
か
ら
五
〇
年
く
ら
い
は
遅
れ
が

ち
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
今
は
公
共
空
間
を
占
用
す
る
と
か
、
販
売
行
為
を
す
る
と
か
い
う
こ
と
で
も
、
ま

ち
づ
く
り
的
要
素
が
あ
る
活
動
で
あ
れ
ば
一
定
の
ル
ー
ル
を
作
り
な
が
ら
認
め
て
い
こ
う
動
き
が
随
所
で
起
こ

っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
う
す
る
と
市
民
の
意
識
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
っ
て
、
い
つ
か
法
律
も
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。 

〈
山
室
〉
私
は
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
製
造
メ
ー
カ
ー
で
働
い
て
い
ま
す
。 

６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
か
ら
始
ま
っ
て
、
ベ
ン
チ
と
か
観
覧
椅
子
と
か
で
「
こ
う
い
う
物
が
無
い

か
ら
作
っ
て
く
れ
へ
ん
か
」
と
言
わ
れ
て
、
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
ベ
ン
チ
や
車
止
め
な
ど
を

開
発
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
Ｇ
Ｋ
設
計
さ
ん
と
は
一
緒
に
多
く
の
仕
事
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
七
〇
年

大
阪
万
博
の
頃
か
ら
五
年
く
ら
い
の
間
に
急
激
に
品
番
（
品
数
）
が
増
え
て
、
そ
の
後
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
増

え
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
九
五
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
が
あ
っ
た
頃
か
ら
ど
ん
ど
ん
品
番
が
減
っ
て
い
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
勢
が
標
準
設
計
型
へ
と
変
化
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
、
あ
ま
り
個
性
の
な
い
デ
ザ
イ

ン
の
物
ば
っ
か
り
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
長
寿
命
維
持
管
理
重
視
へ
の
移
行
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
に
、
時
代

に
合
わ
せ
て
製
品
の
種
類
も
品
数
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。 

僕
が
入
社
し
た
バ
ブ
ル
の
時
代
は
ま
だ
道
路
施
設
の
規
制
が
厳
し
く
て
、
道
に
ベ
ン
チ
を
置
く
こ
と
も
な
ど
も

特
別
な
理
由
が
な
い
と
駄
目
な
時
代
が
長
く
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
目
的
で
開
発
し
て
も
日
の
目
を
見
る

こ
と
無
く
消
え
て
い
っ
た
製
品
が
多
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
は
道
路
に
ベ
ン
チ
は
置
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
製
品
も
販
売
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
と
こ
ろ
ニ
ー
ズ
に
細
か
く
対
応
す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
合
っ
た
独
自
の
製
品
の
依
頼
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
今
ま
で
に
無
い
新
し
い
分
野
の
製
品
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
パ
ー
ク
レ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
、
防
災
機
能

が
あ
る
ベ
ン
チ
、
歩
行
者
の
為
の
日
除
け
な
ど
、
僕
ら
メ
ー
カ
ー
で
考
え
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
が
行
政
の
整
備
す
る
製
品
に
影
響
を
与
え
る
、
そ
ん
な
製
品
も
出
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
変
化
が
ど

う
い
う
理
由
、
背
景
か
は
明
確
に
は
分
り
ま
せ
ん
が
、
景
観
整
備
の
仕
事
を
や
っ
て
い
る
な
か
で
は
、
新
し
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
す
る
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
需
要
が
か
な
り
活
性
化
し
て
き
て
い
る
の
を
感
じ
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ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
よ
り
民
間
企
業
や
個
人
の
問

合
せ
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
売
上
げ
の
金
額
は
小
さ
い
で
す
け
ど
、
す
ご
く
活
性
化
し
て
い
る

感
じ
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
は
戦
前
と
戦
後
と
で
規
制
の
内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
戦
後
は
い
ろ
ん
な
こ
と
で
変

化
の
大
き
な
起
爆
剤
に
な
っ
た
の
が
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
景
観
に
対
す
る
視
点
、
考
え
方
が
大
き

く
変
わ
っ
て
新
し
い
流
れ
を
つ
く
っ
た
と
思
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ま
た
そ
こ
で
、

私
た
ち
が
変
え
よ
う
と
思
え
ば
社
会
の
流
れ
も
変
え
れ
る
、
起
爆
剤
に
な
る
の
で
は
と
期
待
し
て
ま
す
。 

〈
井
口
〉
希
望
的
観
測
と
い
う
も
の
は
希
望
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
も
と
も
と
反
論
が
難
し
い
も
の
だ
と
言
わ

れ
ま
す
。
だ
か
ら
敢
え
て
反
論
し
ま
す
。
旭
川
買
物
公
園
も
五
〇
年
前
は
大
変
な
事
業
だ
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
あ
れ
か
ら
ず
ー
っ
と
道
路
や
公
園
を
開
放
す
る
社
会
実
験
を
全
国
各
地
で
や
り
続
け
て
き
て
、
そ
れ
で

今
だ
に
開
放
で
き
ず
、
む
し
ろ
、
安
全
管
理
と
い
う
名
目
の
規
制
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。

そ
の
規
制
を
許
し
て
い
る
の
は
、
市
民
が
本
当
は
そ
れ
ほ
ど
自
由
空
間
を
望
ん
で
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

〈
森
山
〉
た
し
か
に
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
高
度
成
長
期
の
よ
う
に
足
り
な
い
時
代
、
ど
ん
ど
ん
増
や
さ
な
い
と

い
け
な
い
時
代
に
は
一
つ
の
ル
ー
ル
で
縛
ろ
う
と
い
う
力
が
働
い
て
し
ま
う
ん
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
個
別
に
細
か
い
使
い
方
を
変
え
る
の
は
と
て
も
難
し
い
。 

で
も
こ
こ
ま
で
明
ら
か
に
人
も
減
る
、
モ
ノ
も
減
る
と
な
っ
た
時
に
は
、
今
あ
る
公
共
空
間
を
ど
う
使
っ
て
い

こ
う
か
と
い
う
こ
と
に
自
然
と
な
る
。
だ
か
ら
御
堂
筋
の
よ
う
な
広
い
道
路
や
、
駅
前
の
大
空
間
な
ん
か
も
、

実
際
に
少
し
ず
つ
市
民
に
返
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
あ
ち
こ
ち
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
姫
路
の
駅
前
も
歩

行
者
に
返
し
て
い
こ
う
と
。
日
本
で
も
、
車
中
心
の
社
会
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
人
間
に
公
共
空
間
を
取
り
戻
し
て

い
こ
う
と
い
う
動
き
が
も
の
す
ご
く
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
僕
は
、
公
園
や
道
路
な

ど
公
共
空
間
で
自
分
た
ち
が
好
き
な
よ
う
に
使
っ
た
り
だ
と
か
、
楽
し
ん
だ
り
だ
と
か
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
多

様
に
な
る
こ
と
を
、
ほ
ん
と
う
は
日
本
人
も
望
ん
で
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

＊
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
四
，
二
〇
一
五
年
度
、

お
よ
び
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
五
年
度
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
掲
載
写
真
は
す
べ
て
、
鳴
海
邦
碩
氏
提
供
。 

会
場:

関
西
大
学 
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■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
加
者
■
（
敬
称
略
） 

 

鳴
海
邦
碩 

一
九
四
四
年
青
森
県
津
軽
出
身
。
京
都
大
学
大
学
院
建
築
学
専
攻
修
了
。
大
阪
大
学
名
誉
教
授
、
関
西
大
学

客
員
教
授
、
日
本
都
市
計
画
学
会
元
会
長
。
専
門
は
都
市
計
画
、
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
。
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
（
都
市

環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
）
会
員
。 

旭
川
市
平
和
通
り
買
物
公
園
を
は
じ
め
各
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
つ
い
て
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
定
点
観
測
を
行
い
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
検
証
。
日
本
都
市
計
画
学
会
防

災
・
復
興
問
題
研
究
特
別
委
員
会
委
員
長
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
被
害
・
復
興
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

検
証
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
諸
国
の
都
市
環
境
調
査
。
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
、
不
動
産
協
会
賞

等
を
受
賞
。 

著
書
に
、「
都
市
の
自
由
空
間
」「
都
市
の
魅
力
ア
ッ
プ
」「
景
観
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」「
都
市
ザ
イ
ン
の
手

法
」「
失
わ
れ
た
風
景
を
求
め
て
」「
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」
他
多
数
。 

 

〈
ゲ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
〉
発
言
順 

 

倉
知 

徹 

関
西
大
学
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構 

団
地
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室 

特
任
研
究
員 

江
口
久
美 

京
都
大
学 

大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
共
生
文
明
学
専
攻 

文
化
・
地
域
環
境
論
講
座 

日
本

学
術
振
興
会
特
別
研
究
員 

武
田
重
昭 

大
阪
府
立
大
学
大
学
院 

生
命
環
境
科
学
研
究
科
緑
地
環
境
科
学
専
攻 

緑
地
計
画
学
研
究
室
助
教 

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員 

山
本
尚
生  

有
限
会
社
ハ
ー
ト
ビ
ー
ト
プ
ラ
ン 

（
業
務
内
容
は
建
築
、
イ
ヴ
ェ
ン
ト
の
計
画
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
） 

松
本
邦
彦 

大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻
助
教
（
共
生
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
講

座
・
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
領
域
） 

森
山
秀
二 

建
築
家 

一
級
建
築
士
事
務
所
Ｂ
Ａ 

山
室
浩
一 

（
株
）
コ
ト
ブ
キ 

関
西
支
店 

関
西
都
市
環
境
開
発
室
課
長
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員 

 

 

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

主
催
者
〉 

 

井
口
勝
文
（
代
表
） 

千
葉
桂
司 

            



２９ 

 

② 
2
0
1
5
.1
2
.2
1

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

横
浜
・
馬
車
道
に
始
ま
っ
た
、
歩
行
者
空
間 

デ
ザ
イ
ン
の
極
意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

志
保
彦 

 私
は
新
潟
県
生
ま
れ
仙
台
育
ち
。
早
稲
田
を
出
て
竹
中
工
務
店
の
設
計
部
に
入
社
し
９
年
在
職
し
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
２
年
間
休
職
を
し
て
一
九
六
四
年
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
、
建
築
及
び
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
ま
し
た
。

留
学
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
は
各
国
の
有
名
な
建
築
家
が
客
員
で
教
え
に
来
て
く
れ
ま
す
。
思
い
が
け
ず
オ

ラ
ン
ダ
の
建
築
家
バ
ケ
マ
１

が
最
初
の
セ
メ
ス
タ
ー
に
み
え
て
ボ
ス
ト
ン
の
再
開
発
の
課
題
を
出
し
指
導
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
に
い
る
と
き
に
バ
ケ
マ
の
設
計
し
た
ラ
イ
ン
バ
ー
ン(

図
‐
４
７)

と
い
う
見
事
な
歩
行
者
空
間
の
中

心
市
街
地
計
画
を
雑
誌
で
見
て
衝
撃
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
バ
ケ
マ
に
直
接
ラ
イ
ン
バ
ー
ン
の
質
問
を
し
て
い
ろ

い
ろ
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ン
バ
ー
ン
と
い
う
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
の
中
心
部
は
ド
イ
ツ
軍
に
爆
撃
さ
れ
て
壊
滅
的
に
破
壊
さ
れ
た
所
。
そ
こ
を
歩
行
者
空
間
ゾ
ー
ン
と
し

て
、
見
違
え
る
よ
う
な
中
心
市
街
地
に
蘇
生
し
ま
し
た
。
そ
の
作
り
方
を
直
接
教
わ
り
ま
し
た
。
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ス
ケ
ー
ル
の
大
切
さ
や
建
物
の
比
例
や
重
な
り
に
お
け
る
見
え
方
な
ど
、
細
か
く
親
切
に
教
え
て
く
れ
て
、
そ

の
後
の
私
の
街
づ
く
り
手
法
は
か
な
り
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。 

日
本
に
帰
っ
て
、
し
ば
ら
く
竹
中
に
居
り
ま
し
た
が
、
数
年
後
自
分
で
事
務
所
を
開
い
た
時
、
折
よ
く
横
浜
の

馬
車
道
商
店
街
の
方
か
ら
「
何
か
良
い
案
が
あ
っ
た
ら
提
案
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
こ
こ
ぞ
と

ば
か
り
車
を
制
御
し
歩
行
者
が
楽
し
め
る
計
画
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
私
が
三
十
八
歳
、
一
九
七
四
年
の
こ
と

で
す
。
そ
の
頃
か
ら
、
日
本
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

も
と
も
と
私
は
、
早
稲
田
大
学
の
卒
業
論
文
で
「
神
田
金
物
通
り
再
開
発
計
画
」
の
調
査
研
究
を
し
、
そ
れ
を

も
と
に
卒
業
設
計
で
「
再
開
発
計
画
」
を
設
計
し
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
都
市
に
対
し
て
、
関
心

が
あ
り
好
き
で
し
た
の
で
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
道
に
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
卒
業
後
、
槙
文
彦

さ
ん
の
お
手
伝
い
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
「
堂
島
再
開
発
計
画
」
「
中
之
島
計
画
」
「
錦
糸
町
計
画
」
「
京

都
国
際
会
議
場
コ
ン
ペ
」
な
ど
の
図
面
や
模
型
を
作
り
な
が
ら
都
市
デ
ザ
イ
ン
と
建
築
を
勉
強
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
大
変
幸
運
で
し
た
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
に
於
い
て
も
指
導
を
受
け
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
日
本
人
と
い
う
の
は
面
白
い
で
す
ね
、
人
に
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
の
が
好
き
な
ん
で
す
。
馬
車
道
で
脚

光
を
浴
び
た
ら
、
あ
い
つ
は
「
モ
ー
ル
屋
」
だ
と
か
ね
。
流
政
之
さ
ん
と
い
う
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

前
の
広
場
に
あ
っ
た
巨
大
な
石
の
彫
刻
を
つ
く
っ
た
、
世
界
的
に
有
名
な
彫
刻
家
。
「
馬
車
道
出
来
た
」
っ
て

言
っ
た
ら
、
「
お
ー
俺
を
呼
べ
よ
」
っ
て
い
わ
れ
、
招
待
し
て
見
て
貰
っ
た
。
そ
し
た
ら
流
さ
ん
「
お
、
高
橋
、

お
前
こ
こ
に
入
れ
墨
彫
れ
」
、
「
え
ー
っ
。
な
ん
と
？
」
と
尋
ね
る
と
、
「
馬
車
道
一
代
男
」
と
彫
れ
っ
て
。

（
笑
い
声
） 

非
常
に
面
白
い
人
で
し
た
ね
、
流
さ
ん
は
。 

馬
車
道
は
、
当
時
大
変
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
車
全
盛
時
代
に
既
存
の
普
通
の
街
路

を
、
如
何
に
歩
行
者
を
大
事
に
す
る
道
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
、
日
本
に
は
こ
ん
な
こ
と
は
そ
の
頃
全
く
無
か

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
話
題
に
な
っ
た
。
「
モ
ー
ル
屋
」
な
ん
て
あ
だ
名
を
付
け
ら

れ
て
、
そ
れ
以
来
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
依
頼
や
指
名
を
受
け
、
歩
行
者
空
間
を
設
計
し
て
来
ま
し
た
。 

■
人
は
都
市
を
つ
く
り
、
都
市
は
人
を
つ
く
る
。 
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「
神
は
田
園
を
つ
く
り
人
は
都
市
を
つ
く
る
」
こ
れ
は
ダ
ン
テ
の
言
葉
で
す
。
私
は
そ
れ
に
か
け
て
「
人
は
都

市
を
つ
く
り
都
市
は
人
を
つ
く
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
人
は
道
を
作
り
ま
す
。
そ
の
道
は
人
や
物
を
繋
ぎ
ま

す
。
人
の
道
は
道
理
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
道
理
は
環
境
、
そ
し
て
宇
宙
へ
と
発
展
し
て
行
く
と
い
う
こ
と

で
す
。 

「
街
の
風
姿
」
と
い
う
い
い
方
が
あ
り
ま
す
。
都
市
と
建
築
の
様
相
、
そ
れ
は
人
の
暮
ら
し
や
周
り
へ
の
配
慮

が
関
わ
り
ま
す
。
私
は
、
「
先
人
の
作
っ
た
も
の
か
ら
学
ぶ
よ
り
、
先
人
の
求
め
た
も
の
を
求
め
よ
う
」
と

常
々
考
え
て
い
ま
す
。
上
手
く
行
く
か
ど
う
か
別
と
し
て
。
自
然
と
人
間
、
日
本
人
の
自
然
観
は
自
然
を
畏
敬

し
、
自
然
の
力
を
貰
う
と
い
う
の
が
人
間
。
こ
れ
は
西
洋
の
人
た
ち
と
、
だ
い
ぶ
違
う
と
言
え
ま
す
．
西
洋
的

な
「
自
然
を
征
服
」
と
い
う
と
言
い
過
ぎ
で
す
が
、
「
自
然
を
人
間
の
も
の
に
し
て
し
ま
お
う
」
と
、
「
人
間

の
便
利
な
環
境
に
し
よ
う
」
と
い
う
、
か
な
り
強
引
な
の
と
は
違
っ
て
、
「
も
の
の
哀
れ
」
や
「
諦
め
」
の
よ

う
な
も
の
も
含
め
て
、
自
然
に
従
っ
て
行
く
、
自
然
を
畏
敬
す
る
。
そ
し
て
、
「
再
生
と
循
環
」
、
「
輪
廻
」

の
よ
う
な
考
え
。
そ
う
い
う
の
が
、
心
の
底
の
方
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
的
作

用
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。
Ｊ
・
ア
プ
ル
ト
ン
１

が
言
っ
て
い
る
の
は
、
「
我
々
の
美
意
識
は
、
遠
い
昔
の
、

古
代
の
人
の
行
動
に
起
因
し
て
い
る
」
。
結
局
は
遺
伝
子
が
あ
る
の
だ
と
。
だ
か
ら
、
ア
ジ
ア
民
族
が
街
や
建

物
を
作
る
時
に
、
ア
ジ
ア
的
な
も
の
し
か
最
初
は
出
来
な
い
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
学
習
を
し
て
、
西
洋
的
な
も

の
を
作
り
ま
す
が
、
放
っ
て
お
け
ば
、
自
然
に
ア
ジ
ア
的
な
も
の
作
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
も
遺
伝
子
の
な
せ
る

わ
ざ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
「
全
て
自
然
か
ら
借
り
も
の
」
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
借
り
た
ら
返
す
、
盗
む
ん
じ
ゃ
な
い
、

ど
ん
な
も
の
で
も
借
り
た
ら
自
然
に
返
す
の
だ
」
そ
う
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
に
出
せ

ば
、
ア
イ
ヌ
民
族
は
そ
う
で
す
。
必
要
な
も
の
だ
け
を
採
っ
て
、
あ
と
は
あ
ま
り
採
ら
な
い
。
ア
ポ
リ
ジ
ニ
も

そ
う
で
す
、
自
然
を
大
事
に
す
る
。
自
然
の
中
に
人
を
置
く
。
人
類
が
地
球
を
破
壊
す
る
生
物
で
あ
っ
て
は
い

け
な
い
の
で
す
。 

 

■
産
業
革
命
の
功
罪
、
自
動
車
の
功
罪
。 

十
八
世
紀
に
産
業
革
命
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
最
初
の
第

1

期
産
業
革
命
一
七
六
〇
年
代
に
始
ま
り
ま

し
た
。
ワ
ッ
ト
の
蒸
気
機
関
が
発
明
さ
れ
、
す
さ
ま
じ
く
発
展
し
ま
し
た
。
以
前
人
間
の
力
を
、
馬
に
託
し

「
馬
力
」
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
蒸
気
機
関
に
な
っ
て
、
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り

ま
す
。
機
械
に
よ
り
物
を
大
量
に
作
る
。
そ
れ
か
ら
、
石
炭
に
よ
る
煤
煙
や
人
口
集
中
で
環
境
も
段
々
悪
く
な

っ
て
行
く
。
そ
う
い
う
の
が
産
業
革
命
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
便
利
さ
、
そ
れ
か
ら
沢
山
物
が
出
回
る
。

人
間
は
そ
う
い
う
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
昔
は
王
侯
貴
族
し
か
持
て
な
い
よ
う

な
も
の
が
、
機
械
の
力
に
よ
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
大
量
に
生
産
さ
れ
て
庶
民
ま
で
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
行
き
ま

す
。
一
九
世
紀
に
な
っ
て
、
世
界
中
に
産
業
革
命
が
及
び
ま
す
。
そ
の
事
が
本
当
に
良
か
っ
た
か
と
い
う
疑
問

も
あ
り
ま
す
。
良
か
っ
た
と
思
う
一
方
、
本
当
に
良
か
っ
た
の
か
。
「
知
る
事
の
幸
せ
と
、
知
る
事
の
不
幸
」

っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、
知
り
過
ぎ
る
と
、
も
う
元
に
戻
れ
な
い
、
産
業
革
命
以
降
物
凄
く
人
口
も
増
え
る
。

日
本
で
も
明
治
以
降
爆
発
的
に
増
え
る
し
、
世
界
的
に
も
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
環
境
が
悪
く
な
る
、
空
気
も

悪
く
な
る
。
「
産
業
革
命
は
地
球
を
幸
せ
に
し
た
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

車
が
一
九
世
紀
後
半
に
出
来
て
、
日
本
に
入
っ
て
来
た
の
は
一
九
〇
〇
年
頃
で
す
。
大
正
天
皇
が
皇
太
子
時
代

初
め
て
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
に
乗
り
ま
し
た
、
そ
れ
が
最
初
で
す
。
日
本
で
つ
く
ら
れ
た
の
は
一
九
〇
二
年
、
そ
れ

か
ら
一
二
〇
年
位
で
こ
ん
な
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
道
路
が
全
て
車
に
占
領
さ
れ
た
。
実
は
、
イ
タ
リ
ア
で
も

そ
う
だ
っ
た
の
で
す
。
一
九
六
六
年
、
私
は
留
学
を
終
え
て
日
本
へ
の
帰
途
三
ヶ
月
半
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
回
り
ま
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し
た
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
日
五
ド
ル

Five Dollars 
a Day

」
と
い
う
本
を
持
っ
て
。
あ
ち
こ
ち
巡
り
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
に
行
っ
た
ら
、
広
場
っ
て
い
う
広
場
全
て
、
車
で
覆
い
尽
く
さ
れ
、
駐
車
場
に
な
っ
て
い
て
人
が
全

然
使
え
な
い
。
そ
れ
で
一
九
八
〇
年
頃
か
ら
、
こ
れ
は
ま
ず
い
と
い
う
こ
と
で
、
広
場
か
ら
車
を
全
部
追
い
出

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
面
白
い
こ
と
に
中
世
の
頃
と
同
じ
人
間
の
広
場
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に

車
は
大
変
便
利
で
す
が
一
方
で
は
物
凄
く
悪
い
事
を
し
た
の
で
す
。
そ
れ
を
人
は
気
が
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

「
車
は
人
に
奉
仕
す
る
の
で
あ
っ
て
人
が
車
に
奉
仕
し
て
は
い
け
な
い
」
の
で
す
。
人
間
の
尊
重
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
世
界
に
し
て
行
こ
う
と
い
う
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
の
街
、
今
見

る
と
本
当
に
素
晴
ら
し
い
け
ど
、
暫
く
前
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。 

 

■
歩
行
者
空
間
は
都
市
景
観
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。 

で
は
中
世
は
ど
う
だ
っ
た
と
、
街
は
汚
物
に
ま
み
れ
て
い
た
、
各
家
庭
に
ト
イ
レ
は
な
く
オ
マ
ル
を
使
っ
て
い

ま
し
た
。
城
壁
の
外
に
捨
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に
い
つ
の
間
に
か
道
路
に
捨
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
か

ら
排
泄
物
を
落
っ
こ
と
し
て
い
た
ん
で
す
。
「
ほ
ら
水
だ
よ
ー
」
っ
て
言
っ
て
、
バ
シ
ャ
。
だ
か
ら
、
女
性
を

内
側
に
し
て
男
性
が
外
側
歩
く
っ
て
言
う
の
は
礼
儀
で
す
。
男
が
か
ぶ
る
わ
け
で
す
、
ビ
シ
ャ
っ
と
。
ま
た
ハ

イ
ヒ
ー
ル
も
、
そ
の
道
路
状
態
か
ら
出
て
来
た
。
パ
リ
の
街
も
ブ
ヨ
ブ
ヨ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
ハ
イ
ヒ

ー
ル
。
日
本
だ
っ
て
高
下
駄
、
足
駄
と
い
う
、
履
物
を
履
い
て
泥
道
を
歩
い
た
。
今
の
よ
う
な
舗
装
は
、
昔
は

幹
線
道
路
以
外
殆
ん
ど
無
か
っ
た
し
、
雨
が
降
る
と
ぬ
か
る
み
に
な
り
ま
し
た
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
だ
っ
て
近
世
ま
で
は
決
し
て
綺
麗
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
日
本
が
綺
麗
に
な
っ
て
来
た
の

は
明
治
の
頃
。
一
八
五
三
年
に
ペ
リ
ー
が
や
っ
て
来
て
、
一
八
五
四
年
に
横
浜
の
今
あ
る
開
港
広
場
の
場
所
で

日
米
和
親
条
約
、
不
平
等
条
約
で
す
が
、
そ
れ
を
結
ば
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
後
に
通
商
条
約
に
改
訂
し
ま

す
が
、
そ
の
頃
、
明
治
四
，
五
年
頃
、
横
浜
の
警
察
官
の
主
な
仕
事
は
、
糞
尿
取
締
り
。
皆
、
道
端
で
立
小
便

を
し
て
い
た
。
横
浜
も
当
時
は
そ
れ
ぐ
ら
い
汚
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
地
方
か
ら
、
出
稼
ぎ
の
職
人
が
、
ふ

ん
ど
し
姿
で
、
大
八
車
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
尿
意
を
催
す
と
、
そ
の
辺
で
構
わ
ず
放
尿
。
こ
れ
は

酷
い
よ
と
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
、
対
応
策
で
四
斗
樽
を
置
き
始
め
た
、
原
始
的
公
衆

ト
イ
レ
。
我
々
が
今
見
る
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
横
浜
の
環
境
で
は
無
か
っ
た
、
一
五
〇
年
前
で
は
、
そ
う
い
う

環
境
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
言
え
ま
す
。 

都
市
の
風
景
と
景
観
。
風
景
は
風
光
や
景
色
と
同
義
語
で
す
。
風
景
の
視
界
に
広
が
る
風
景
の
「
印
象
論
」

「
観
賞
論
」
「
構
造
論
」
「
意
味
論
」
そ
う
い
っ
た
も
の
の
総
称
を
「
風
景
論
」
と
い
う
し
、
都
市
風
景
は
、

人
の
暮
ら
し
や
心
理
を
映
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ド
イ
ツ
語
の

lands
ch
aft

は
、
も
と
も
と
は
「
地
形
や
地
域

の
ま
と
ま
り
」
を
意
味
し
ま
す
が
、
植
物
学
者
三
好
学
が
景
観
と
訳
語
を
付
け
ま
し
た
。
今
は
「
景
観
と
い
う

と
物
の
視
点
、
物
と
物
と
の
関
係
」
を
い
い
ま
す
。
で
も
最
近
で
は
心
象
、
感
性
、
心
理
的
影
響
を
も
重
視
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
歩
行
者
空
間
と
、
都
市
景
観
の
整
備
」
は
、
私
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
手
法
の
二
本
の

柱
と
し
て
ず
っ
と
や
っ
て
来
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
景
観
と
い
う
と
き
建
物
と
道
路
が
主
体
と
な
っ
て
、
都
市

を
見
る
ん
で
す
ね
。
で
も
、
人
間
の
姿
を
見
な
が
ら
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
風
景
な
の
で
す
が
、
そ
う

い
う
生
活
ま
で
見
て
色
々
論
ず
る
と
言
う
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

■
「
道
」
に
見
る
日
本
の
文
化
と
精
神
性
。 

道
と
い
う
の
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
。
道
は
、
古
い
大
和
言
葉
よ
り
は
る
か
昔
に
先
祖
た
ち
が
言
葉
を
発
し
て

い
る
時
、
「
ち
」
っ
て
言
っ
た
そ
う
で
す
。
「
ち
」
は
道
路
、
道
の
事
。
獣
道
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
ね

「
ち
」
。
そ
れ
を
敬
っ
て
「
み
」
が
上
に
付
く
、
「
御
」
と
言
う
字
、
で
「
み
ち
（
道
）
」
に
な
り
ま
し
た
。 

一
般
的
に
言
う
と
、
道
に
は
五
つ
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
「
交
通
機
能
」
「
生
活
活
動
機
能
」
「
環
境
維
持
機

能
」
「
防
災
避
難
機
能
」
「
供
給
処
理
機
能
」
で
す
。
交
通
機
能
は
人
・
も
の
・
車
の
動
き
。
生
活
活
動
機
能

と
は
生
活
し
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
機
能
で
す
。
環
境
維
持
と
い
う
の
は
、
陽
の
光
を
入
れ
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た
り
、
風
を
通
し
た
り
す
る
機
能
。
そ
れ
か
ら
防
災
も
当
然
で
す
ね
。
そ
し
て
供
給
処
理
、
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

そ
れ
に
加
え
て
私
は
空
間
構
造
形
成
機
能
と
い
う
都
市
を
形
作
る
と
い
う
重
要
な
機
能
を
挙
げ
ま
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
と
、
日
本
の
街
は
違
う
の
で
す
。
そ
れ
を
、
同
じ
に
論
じ
た
ら
間
違
う
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
街
に
は
道
路
の
交
わ
る
所
を
広
げ
て
初
め
か
ら
広
場
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
小
さ
な
広
場
だ
っ
た
の

を
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
広
げ
て
行
っ
て
い
る
例
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
こ
に
人
々
が
集
ま
る
た
め
、
広
場
を

広
げ
た
り
形
を
整
え
た
り
し
て
い
き
ま
し
た
。
建
物
を
削
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
例
え
ば
シ
エ
ナ
で
は
参
事
官

が
、
「
あ
そ
こ
の
バ
ル
コ
ニ
ー
も
う
ち
ょ
っ
と
引
込
め
な
さ
い
。
こ
こ
は
く
っ
つ
け
な
さ
い
」
と
か
言
っ
て
い

わ
ば
景
観
整
備
を
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
美
し
く
整
え
て
来
ま
し
た
。
そ
ん
な
歴

史
が
あ
り
ま
す
。 

空
間
構
造
に
つ
い
て
云
え
ば
平
城
京
や
平
安
京
。
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
都
市
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
中
国
の

長
安
の
都
を
模
範
と
し
て
作
っ
た
の
が
日
本
の
都
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
風
水
思
想
に
よ
っ
て
造
っ
て
行
く
。
イ

タ
リ
ア
で
風
水
思
想
は
勿
論
無
い
で
す
ね
。
気
候
や
風
土
も
全
然
違
う
。
で
す
か
ら
、
異
な
る
も
の
を
同
じ
に

論
ず
る
の
は
違
う
と
い
う
こ
と
を
、
基
本
に
言
っ
て
お
き
た
い
の
で
す
。 

そ
れ
か
ら
、
「
生
業

な
り
わ
い

形
成
」
及
び
「
景
観
形
成
」
、
建
物
に
な
っ
た
り
お
店
が
出
来
た
り
す
る
生
業
。
い
ろ
い

ろ
な
建
物
の
種
類
が
出
て
来
る
。
そ
れ
と
「
緑
化
機
能
」
。
緑
の
無
い
道
も
あ
る
け
ど
も
、
私
は
出
来
る
だ
け

緑
化
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
「
情
報
機
能
」
、
当
然
な
が
ら
道
路
に
は
有
形
無
形
で
情
報
機
能
が
あ
り
ま
す
ね
。
人
の
動
き
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
も
情
報
で
す
。 

そ
れ
に
「
象
徴
機
能
」
。
こ
の
「
象
徴
機
能
」
と
い
う
の
が
大
切
で
、
例
え
ば
「
銀
座
」
と
い
う
と
全
て
の
日

本
人
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
象
徴
機
能
で
す
。
例
え
ば
横
浜
の
「
伊
勢
佐
木
町
」
を
挙
げ
た
と
き
、
何
と
な

く
分
か
り
ま
す
が
東
京
の
銀
座
程
で
は
な
い
で
す
ね
。
ま
た
、
日
本
人
で
も
、
「
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ー
ゼ
」
と
言
う

と
、
す
ぐ
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
ん
で
す
ね
。
物
凄
い
象
徴
機
能
が
満
ち
て
い
ま
す
。
道
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
と
、

い
ろ
い
ろ
面
白
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。 

そ
し
て
、
街
道
と
い
う
道
も
あ
る
し
街
路
も
あ
る
。
街
路
は
都
市
生
活
に
関
係
す
る
し
、
空
間
構
造
は
都
市
の

基
盤
で
、
景
観
の
基
盤
に
も
な
っ
て
い
る
。 

都
市
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
「
パ
ス

pat
h

」
「
ノ
ー
ド

node

」
「
デ
ィ
ス
ト

リ
ク
トdistrict

」
「
エ
ッ
ジedge

」
「
ラ
ン
ド
マ
ー
クlandmar

k

」
の
五
つ
の
要
素
が
あ
る
と
ケ
ヴ
ィ
ン
・

リ
ン
チ
１

は
挙
げ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
道
の
精
神
性
、
こ
れ
は
日
本
独
特
で
す
。
道
と
い
う
の
は
、
真
理
や
奥
義
を
求
め
る
も
の
で
す
。

「
茶
道
」
、
「
華
道
」
、
「
香
道
」
。
奥
が
深
い
の
で
す
。
そ
れ
を
会
得
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
人
間
が
変

わ
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
柔
道
」
と
か
、
「
剣
道
」
、
全
部
こ
う
、
深
く
掘
り
下
げ
て
行
く
も
の
で

す
。
ま
た
日
本
人
の
精
神
性
に
深
く
か
か
わ
る
も
の
と
し
て
「
武
士
道
」
が
あ
り
ま
す
。
道
と
い
う
の
は
、
そ

の
よ
う
に
哲
学
的
、
宗
教
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 ■
一
九
七
〇
年
代
に
横
浜
市
が
全
国
に
先
駆
け
た
先
進
的
都
市
計
画
事
業
。 

一
九
七
〇
年
代
飛
鳥
田
市
政
に
お
い
て
、
横
浜
市
の
六
大
事
業
が
あ
り
ま
し
た(

図
‐
１)

。
私
は
そ
れ
を
受
け
て

や
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
に
、
都
心
部
強
化
事
業
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
関
内
地
区
の
み
の
楔

形

く
さ
び
が
た

か
ら
横
浜
駅
及

び
み
な
と
み
ら
い
地
区
を
連
結
さ
せ
る
、

鎹
か
す
が
い

形
へ
都
心
商
業
地
区
を
形
成
す
る
と
い
う
大
き
な
構
想
で
す
。

 
 
                           

１ 
K
ev
in
 L
yn
ch

：
ア
メ
リ
カ
の
都
市
計
画
家
、
建
築
家
、
都
市
研
究
者
（
１
９
１
８
～
１
９
８
４
）
。
「
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
」

「
廃
棄
の
文
化
誌
」
な
ど
の
著
書
で
知
ら
れ
て
い
る
。 
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そ
こ
に
、
馬
車
道
、
伊
勢
佐
木
町
の
都
心
商
業
軸
整
備
の
項
目
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
馬
車
道
の
人

か
ら
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た
ら
案
を
出
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

「
金
沢
地
区
地
先
埋
立
て
事
業
」
。
そ
れ
か
ら
、
「
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
事
業
」
、
そ
れ
か
ら
「
高
速
鉄

道
網
」
。
こ
こ
で
、
地
下
鉄
建
設
も
出
て
く
る
。
そ
れ
に
、
「
高
速
道
路
網
」
。
高
速
道
路
が
街
の
中
に
高
架

で
入
っ
て
来
て
し
ま
う
危
機
が
あ
っ
て
、
ご
存
知
の
よ
う
に
こ
れ
に
対
し
田
村
明
１

さ
ん
が
懸
命
に
建
設
省
に
掛

け
合
っ
て
地
下
に
入
れ
た
。
も
う
一
つ
。
「
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
建
設
」
。
今
、
普
通
に
見
て
い
る
け
ど
、
大
変

な
事
業
で
し
た
。
横
浜
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
、
生
活
環
境
を
つ
く
る
壮
大
な
計
画
が
実
践
さ
れ
た
創
造
都
市

横
浜
の
始
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
時
代
に
、
僕
は
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
高
速
鉄
道
の
地
下
鉄
建
設

に
関
し
て
委
員
会
が
構
成
さ
れ
、
横
浜
国
大
の
河
合
教
授
が
委
員
長
で
、
榮
久
庵
憲
司
さ
ん
、
柳
宗
理
さ
ん
、

粟
津
潔
さ
ん
、
吉
原
慎
一
郎
２

さ
ん
、
田
村
明
さ
ん
が
委
員
で
私
は
吉
原
さ
ん
か
ら
依
頼
さ
れ
、
上
大
岡
と
弘
明

寺
の
駅
を
こ
れ
か
ら
で
き
る
駅
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
と
し
て
つ
く
る
目
的
で
設
計
し
ま
し
た
。
当
時
ワ
シ

ン
ト
ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
で
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
計
し
て
い
た
の
で
、
単
独
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
ま
で
地
下

鉄
を
見
に
行
っ
て
、
カ
ナ
ダ
の
優
れ
た
地
下
鉄
を
視
察
、
良
い
と
こ
ろ
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
「
行
く
先
だ
け

し
っ
か
り
表
示
す
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
、
過
ぎ
去
っ
た
駅
は
大
し
て
重
要
じ
ゃ
な
く
強
く
表
現
し
な
く
て

も
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
を
提
案
。
榮
久
庵
憲
司
さ
ん
も
、
「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
」
っ
て
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
、
ま
た
、
当
時
地
下
鉄
一
号
線
と
い
い
ま
し
た
が
、
横
浜
の
カ
ラ
ー
、
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
を
採
用
し

て
階
段
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
の
手
摺
を
青
く
し
た
り
、
タ
イ
ル
を
貼
っ
た
壁
の
上
部
に
青
い
ラ
イ
ン
を
設
け
た
り
、

車
両
の
乗
車
位
置
が
分
か
る
よ
う
な
床
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア
を
出
し
ま
し
た
。
壁
に

「
濃
い
色
彩
の
横
帯
を
つ
け
る
特
徴
的
な
ラ
イ
ン
」
や
「
過
ぎ
去
っ
た
駅
名
よ
り
次
の
駅
名
強
く
表
示
す
る
」

と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
そ
こ
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
の
我
が
国
の
地
下
鉄
駅
の
デ
ザ
イ

ン
の
方
向
性
に
か
な
り
寄
与
し
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
今
地
下
鉄
や
鉄
道
の
駅
で
は
普
遍
化
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 ■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
で
先
行
し
た
歩
行
者
空
間
整
備
。 

第
二
次
大
戦
が
終
わ
っ
た
の
は
一
九
四
五
年
。
そ
の
頃
全
世
界
が
疲
弊
し
て
い
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く

の
都
市
は
破
壊
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
復
興
に
お
い
て
、
街
の
中
を
人
々
の
生
活
に
立
脚
し
た
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
の
も
と
に
始
ま
り
ま
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
都
市
に
モ
ー
ル
整
備
が
始
ま
っ
た
。

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
ス
ト
ロ
イ
エ
（
図
‐
２
）
。
車
が
ひ
し
め
き
合
い
、
車
に
道
路
が
占
領
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
車
を
排
除
し
た
ら
す
ば
ら
し
く
楽
し
い
街
に
な
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
人
間
の
尊
重
で
す
ね
。
そ
し
て
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
ロ
ア
ー
・
ノ
ル
マ
ル
ム
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
ラ
イ
ン
バ
ー
ン
（
図
‐
４
６
）
、
こ
れ
に
僕
は
最

も
刺
激
を
受
け
て
勉
強
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
小
都
市
の
「
歩
行
者
ゾ
ー
ン

fussgängerzo
ne

」
作
り
で

す
。 

  
 
                           

１ 

田
村
明
：
都
市
計
画
家
（
１
９
２
６
～
２
０
１
０
）
。
飛
鳥
田
一
雄
横
浜
市
長
に
請
わ
れ
て
民
間
か
ら
入
庁
。
企
画
調
整
局
長
。

技
官
。
横
浜
の
街
づ
く
り
を
行
う
。
後
法
政
大
学
教
授
。 

２ 

吉
原
慎
一
郎
：
建
築
家
（
１
９
０
８
～
２
０
０
９
）
。
飛
鳥
田
市
長
と
と
も
に
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
に
尽
力
し
た
。 
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          古
く
は
、
都
市
に
は
防
衛
の
た
め
の
城
壁
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
も
殆
ど
の
都
市
に
城
壁
が
あ
っ
た
。
都

市
国
家
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
古
代
ロ
ー
マ
に
起
源
を
も
つ
町
と
、
中
世
の
頃
に
出
来
た
町
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

形
態
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。
エ
ト
ル
ス
キ
が
い
た
と
こ
ろ
、
今
で
い
う
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
で
す
が
、
あ
の
辺
の

人
達
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
丘
の
上
に
町
を
作
る
ん
で
す
。
丘
の
頂
。
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ア
ー
ノ
が
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
も
う
ち
ょ
っ
と
東
の
方
の
中
ぐ
ら
い
に
行
く
と
、
ウ
ン
ブ
リ
ア
州
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
ウ
ン
ブ

ロ
族
と
い
う
の
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
丘
の
中
腹
に
町
を
つ
く
る
。
ア
ッ
シ
シ
が
そ
う
で
す
。
そ
の
よ
う

な
事
で
、
ち
ょ
っ
と
形
態
が
違
う
の
で
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
防
衛
の
た
め
で
す
。 

ド
イ
ツ
の
町
も
そ
う
で
す
、
防
衛
の
た
め
に
城
壁
で
囲
み
ま
す
。
戦
の
方
法
が
変
わ
り
、
大
砲
が
出
て
来
る
と

要
ら
な
く
な
る
、
城
壁
を
超
え
て
ボ
ー
ン
っ
て
や
っ
ち
ゃ
う
。
そ
れ
に
町
が
発
展
し
始
め
る
と
、
そ
ん
な
城
壁

が
あ
る
と
邪
魔
で
し
ょ
う
が
な
い
。
そ
れ
を
壊
し
ま
す
。
勿
論
壊
さ
な
い
町
も
あ
り
ま
す
。 

(図‐１) 1970年代の横浜市の 6大事業 
（図－２）コペンハーゲンの歩行

者モール、ストロイエ。 
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オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
ウ
ィ
ー
ン
の
町
は
そ
れ
を
壊
し
て
リ
ン
グ
と
称
す
る
広
幅
員
の
道
に
し
て
、
そ
こ
に
市
電
が

走
る
環
状
道
路
に
し
た
。
そ
の
中
は
出
来
る
だ
け
歩
行
者
空
間
。
イ
タ
リ
ア
の
町
も
ウ
ィ
ー
ン
程
大
き
く
な
い

で
す
け
ど
、
割
と
小
さ
い
町
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
そ
の
城
壁
か
ら
内
側
は
歩
行
者
空
間
で
す
、
も
と
も
と

そ
う
だ
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
直
径
は
一
キ
ロ
と
か
一
・
五
キ
ロ
位
で
歩
け
る
距
離
で
す
。
真
ん
中
に
ド
ゥ
オ
モ
や

教
会
が
あ
る
。
や
っ
ぱ
り
キ
リ
ス
ト
教
の
国
、
祈
り
や
集
会
が
あ
る
の
で
そ
こ
へ
皆
が
行
く
。
す
る
と
当
然
、

広
場
も
要
る
。 

日
本
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
神
社
や
お
寺
が
あ
り
ま
す
が
、
塀
を
回
し
て
い
る
。
そ
の
中
が
境
の
内
側
で
境
内
。

そ
こ
は
、
町
奉
行
の
力
が
及
ば
な
い
所
で
、
寺
社
奉
行
の
管
理
下
で
す
が
か
な
り
適
当
。
日
本
の
お
寺
さ
ん
っ

て
か
な
り
俗
っ
ぽ
い
ん
で
す
。
も
と
も
と
日
本
の
宗
教
は
俗
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
盆
踊
り
な
ん
か
そ
う
で

し
ょ
う
？
一
遍
上
人
の
時
宗
で
は
踊
っ
て
ス
ト
レ
ス
発
散
し
て
祈
る
。
そ
こ
か
ら
「
盆
踊
り
」
と
い
う
の
が
出

て
く
る
。
そ
う
い
う
の
は
境
内
で
や
っ
た
。
境
内
は
ま
た
縁
日
が
開
か
れ
て
、
こ
の
縁
日
空
間
は
か
な
り
俗
っ

ぽ
い
。
俗
っ
ぽ
く
な
い
と
宗
教
広
が
ら
な
い
。
と
い
う
事
も
あ
る
。
あ
ま
り
哲
学
的
と
い
う
か
真
面
目
だ
け
で

は
面
白
く
な
い
し
民
衆
が
つ
い
て
い
か
な
い
。 

一
九
六
〇
年
代
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ち
ょ
っ
と
遅
れ
て
ア
メ
リ
カ
で
モ
ー
ル
整
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ミ
シ

ガ
ン
湖
の
西
に
カ
ラ
マ
ズ
ー
と
い
う
町
が
あ
り
「
カ
ラ
マ
ズ
ー
モ
ー
ル
」
が
出
来
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
西
海
岸
か

ら
少
し
内
陸
に
あ
る
に
あ
る
フ
レ
ズ
ノ
に
フ
ル
ト
ン
モ
ー
ル
が
で
き
た
。
こ
こ
に
行
っ
て
み
ま
し
た
け
ど
、
公

園
公
園
し
て
い
て
活
気
の
形
成
に
は
役
立
た
な
い
。
や
っ
ぱ
り
少
し
ド
ラ
イ
で
な
い
と
人
は
集
ま
ら
な
い
。 

そ
れ
か
ら
一
〇
年
遅
れ
て
一
九
七
〇
年
代
、
日
本
の
モ
ー
ル
が
始
ま
り
ま
し
た
。
旭
川
の
平
和
通
買
物
公
園
。

旭
川
は
ど
う
や
っ
た
か
と
い
う
と
、
五
十
嵐
さ
ん
と
い
う
若
い
市
長
が
、
こ
こ
を
歩
行
者
専
用
の
道
に
し
た
い

と
、
と
こ
ろ
が
道
路
法
に
よ
っ
て
出
来
な
い
の
で
す
。
歩
行
者
専
用
道
路
は
「
未
だ
供
用
を
開
始
し
て
い
な
い

道
路
」
に
し
か
出
来
な
い
。
い
わ
ば
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
し
か
出
来
な
い
。
こ
こ
は
国
道
だ
っ
た
の
で
す
、
そ
の

国
道
を
、
他
の
市
道
と
交
換
し
て
、
そ
こ
を
廃
道
に
し
て
公
園
に
し
た
の
で
す
。
だ
か
ら
買
物
公
園
。
公
園
だ

っ
た
ら
色
ん
な
事
出
来
る
だ
ろ
う
と
い
う
苦
肉
の
策
で
造
っ
た
の
が
こ
れ
で
す
。 

私
は
横
浜
の
馬
車
道
の
計
画
で
地
元
の
方
に
、
「
車
止
め
ま
す
か
？
」
っ
て
い
っ
た
ら
、
将
来
は
止
め
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
が
今
は
止
め
た
く
な
い
と
い
う
意
見
で
し
た
。
そ
れ
で
、
車
道
を
狭
め
て
歩
行
者
の
た
め
に
歩

道
を
広
く
し
よ
う
と
い
う
こ
と
を
や
り
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
で
壁
面
後
退
も
し
た
。
横
浜
市
の
国
吉
直
行
さ
ん
と

相
談
し
て
色
ん
な
試
み
を
や
っ
た
の
が
一
九
七
六
年
で
し
た
。
国
吉
さ
ん
は
後
に
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
室
長
と

し
て
辣
腕
を
振
る
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
ら
れ
る
若
い
方
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
頃
で
す
ね
。 

完
成
後
ま
も
な
く
、
仙
台
の
一
番
町
の
人
達
が
視
察
に
み
え
た
。
仙
台
出
身
の
設
計
者
と
し
て
私
が
説
明
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
と
案
内
し
た
。
そ
し
た
ら
「
仙
台
も
設
計
し
て
」
と
い
わ
れ
、
仙
台
も
携
わ
っ
た
。
横
浜
の
伊

勢
佐
木
町
も
経
済
局
か
ら
の
依
頼
で
そ
の
頃
「
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル
」
且
つ
「
フ
ル
モ
ー
ル
」
の
提
案
を
し
ま
し

た
。 

 ■
馬
車
道
、
こ
と
の
初
め
は
関
内
商
店
街
の
近
代
化
事
業
。 

横
浜
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
ま
す
。
馬
車
道
で
す
が
、
明
治
五
年
、
開
港
当
時
の
横
浜
で
は
、
今
の
横
浜
球
場
の

あ
る
と
こ
ろ
は
昔
、
遊
郭
で
し
た(

図
‐
３)

。
そ
れ
を
南
に
移
し
て
公
園
に
し
た
。
吉
田
橋
に
は
関
所
が
あ
っ
た
。

初
め
北
側
に
あ
っ
た
ら
し
い
け
ど
、
後
で
吉
田
町
に
移
っ
た
。
袂
に
関
門
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
関
門
か
ら
内

側
が
関
内
、
伊
勢
佐
木
町
側
が
関
外
で
す
。
明
治
の
こ
ろ
、
突
堤
を
つ
く
り
船
が
着
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
大

き
な
公
園
も
で
き
ま
し
た
、
今
の
日
本
大
通
り
が
中
央
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
馬
車
道
も
ル
ー
ト
が
変
わ
り
ま
し

た
。
潟
も
あ
っ
た
。
昔
の
横
浜
村
は
砂
州
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
弁
天
通
、
弁
天
様
が
あ
り
、
弁
天
橋
が
あ
っ

た
。
出
島
の
よ
う
に
な
っ
た
関
内
地
域
の
入
り
口
が
吉
田
橋
。
段
々
埋
め
立
て
ら
れ
て
今
の
形
が
造
ら
れ
ま
し
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た
。
横
浜
球
場
の
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
遊
郭
か
ら
火
が
出
て
、
広
範
囲
に
延
焼
し
ま
し
た
。
そ
し
て
再
整
備

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
一
八
五
〇
年
の
横
浜
に
は
民
家
が
少
し
あ
っ
た
だ
け
で
殆
ど
何
に
も
な
く
砂
州
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な

所
へ
ペ
リ
ー
が
上
陸
し
ま
し
た
。
段
々
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
一
八
九
〇
年
、
大
体
今
の
姿
に
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
関
東
大
震
災
で
メ
タ
メ
タ
に
壊
れ
た
。
そ
の
次
が
大
変
で
第
二
次
世
界
大
戦
の
大
空
襲
が
あ
っ
た
。
横

浜
大
空
襲
、
焼
け
野
が
原
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
馬
車
道
も
焼
け
野
原
。
横
浜
は
二
度
の
大
災
害
を
経
験
し
た

の
で
す(

図
‐
４)

。 

そ
し
て
、
一
九
七
五
年
、
私
が
、
馬
車
道
を
計
画
し
て
、
歩
行
者
空
間
整
備
を
や
ろ
う
と
、
我
が
国
最
初
の
既

存
道
路
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
化
。
こ
の
「
最
初
の
」
と
い
う
の
が
大
変
で
し
た
。
ま
だ
そ
の
頃
、
手
法
な
ん
て
い

う
の
は
確
立
さ
れ
て
も
い
な
い
し
、
ど
う
や
る
か
と
い
う
の
は
手
探
り
で
し
た
。
で
、
手
法
は
横
浜
市
の
企
画

調
整
局
（
後
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
）
の
人
や
経
済
局
の
人
と
、
技
術
的
に
は
道
路
局
中
土
木
事
務
所
の
人
と
一

緒
に
打
合
せ
を
し
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。 

先
ず
壁
面
後
退
と
歩
道
の
拡
幅
で
す
。
歩
道
を
一
メ
ー
ト
ル
拡
幅
し
て
、
三
・
五
メ
ー
ト
ル
し
か
無
か
っ
た
の

を
四
・
五
メ
ー
ト
ル
に
し
た
。
且
つ
、
壁
面
を
二
・
五
メ
ー
ト
ル
後
退
し
て
い
こ
う
と
、
ま
た
、
色
彩
調
整
も

し
ま
し
た
。
土
の
色
即
ち
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
カ
ラ
ー
」
を
三
色
、
「
黒
系
統
」
「
白
系
統
」
「
茶
系
統
」
く
ら
い

に
し
よ
う
、
「
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
」
と
し
て
は
看
板
と
か
、
お
店
の
品
物
と
か
、
歩
行
者
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

の
色
、
そ
れ
ら
が
一
番
目
立
つ
色
で
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
建
物
と
か
地
面
や
道
路
は
「
グ
ラ
ウ
ン
ド

ground

」

で
地
の
色
は
抑
え
よ
う
と
。
そ
し
た
ら
、
田
村
明
さ
ん
か
ら
「
色
の
規
制
ま
で
出
来
ま
す
か
ね
ー
」
言
わ
れ
た

ん
で
す
け
ど
、
「
い
や
、
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
よ
」
と
進
め
、
ま
あ
上
手
く
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
看
板
調
整
も
行
い
ま
し
た
。
我
が
国
最
初
の
街
づ
く
り
協
定
、
こ
れ
は
法
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
人
が
皆
で
決
め
事
を
し
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
今
、
営
業
を
し
て
い
る
人
達
は
、
自
分
達
は
こ
う

い
う
街
に
し
よ
う
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
あ
る
け
ど
、
そ
の
次
の
世
代
に
な
っ
た
り
、
東
京
の
資
本
、
事
業

者
、
い
わ
ゆ
る
新
規
立
地
人
と
い
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
新
し
い
人
た
ち
が
来
た
り
す
る
と
そ
れ
が
崩
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
、
だ
か
ら
協
定
と
い
う
の
を
作
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
住
民

参
加
全
員
合
意
で
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ
は
、
理
事
長
の
指
導
力
が
あ
っ
て
で
き
ま
し
た
。
私
と
相
談
を
し

な
が
ら
進
め
て
行
き
ま
し
た
。
当
時
は
な
ん
と
な
く
薄
汚
れ
た
暗
い
感
じ
で
し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
と
は

と
て
も
い
え
な
い
街
で
し
た(

図
‐
５)

。
床
も
ガ
タ
ピ
シ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
板
。
ア
ー
ケ
ー
ド
は
所
々
に
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
ガ
ス
灯
も
ど
き
は
あ
っ
た
。
終
戦
後
、
蒲
鉾
兵
舎
が
、
脇
に
林
立
し
て
い
た
の
で
す
。
伊
勢
佐
木

町
に
は
、
飛
行
場
が
あ
っ
た
。
商
店
街
と
し
て
や
っ
と
成
り
立
っ
て
い
た
。
商
店
街
に
は
「
振
興
組
合
」
と

「
協
同
組
合
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
「
関
内
商
店
街
協
同
組
合
」
と
い
っ
て
い
た
の
で
す
。
馬
車
道
じ
ゃ

な
く
て
、
関
内
商
店
街
。
そ
れ
を
商
店
街
の
方
が
馬
車
道
に
変
え
ま
し
た
。
馬
車
道
の
方
が
良
い
イ
メ
ー
ジ
で

Ｐ
Ｒ
し
や
す
い
。
そ
れ
で
「
馬
車
道
計
画
」
と
い
う
計
画
書
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
全
て
手
書
き
。
パ
ソ

コ
ン
じ
ゃ
な
い
か
ら
大
変
で
す
。
こ
う
い
う
モ
ー
ル
に
し
ま
せ
ん
か
っ
て
。
そ
し
た
ら
「
お
ー
良
い
ね
、
で
も

ど
こ
の
街
こ
れ
？
」
っ
て
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
ち
ょ
っ
と
抑
え
た
案
で
や
ろ
う
い
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
最
初
は
パ
ー
ス
で
見
る
よ
う
に
、
こ
う
い
う
街
に
し
ま
せ
ん
か
っ
て
言
っ
た
の
で
す(

図
‐
６)

。
良
い
感
じ

で
し
ょ
う
？
残
念
で
す
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
関
内
ホ
ー
ル
の
前
に
人
が
集
ま
れ
る
広
場
も
作
ろ
う
と
、
提

案
し
ま
し
た
。
多
少
ニ
コ
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
的
で
は
あ
り
ま
す
が
別
に
真
似
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
道
が
狭
く
歩

道
の
両
側
に
公
平
に
街
路
樹
を
植
え
よ
う
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
こ
う
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
事
業
計
画
の

研
究
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
つ
い
て
研
究
、
先
進
地
視
察
、
歩
道
拡
幅
に
関
し
て
は
行
政
と
相
談
、
専
門

家
と
接
触
、
そ
れ
か
ら
組
織
づ
く
り
も
初
め
て
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
「
総
務
委
員
会
」
「
企
画
委
員
会
」

「
渉
外
委
員
会
」
「
資
金
委
員
会
」
「
Ｐ
Ｒ
委
員
会
」
。
そ
の
上
に
理
事
長
の
指
導
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。
馬
車
道
の
デ
ザ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
私
が
一
人
で
作
っ
た
と
い
う
よ
り
、
み
ん
な
で
作
っ

た
。
「
馬
車
道
憲
章
」
の
策
定
も
提
案
し
ま
し
た
。
「
人
間
尊
重
の
街
。
繁
栄
の
街
。
古
い
も
の
も
大
切
に
す



３７ 

 

る
新
し
い
街
」
そ
こ
か
ら
「
モ
ー
ル
の
形
成
」
、
「
場
と
仕
掛
け
の
導
入
」
と
か
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
提
案
し

理
事
会
で
検
討
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
総
会
に
お
い
て
皆
で
「
お
ー
良
い
じ
ゃ
な
い
か
」
、
と
に
か
く
「
誰
で

も
歩
き
た
く
な
る
場
所
」
に
し
、
「
太
陽
と
緑
に
あ
る
街
、
馬
車
道
レ
ン
ガ
通
り
」
。
こ
れ
は
、
理
事
長
が
打

ち
出
し
た
言
葉
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
や
ろ
う
。
そ
れ
で
私
は
実
施
設
計
に
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

  
 

1854

年 

   

(図‐３) 開港当時(明治５年頃)の横浜 

1865年 

 

 
1892年 

 
1922年 

 
1935年 

 
 

1945年横浜大空襲 
 

1988年 

(図‐４) 横浜村から今の横浜市まで 出典:横浜市 

 
1854年 

 
 

1923年関東大震災 
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■
商
店
街
の
ト
ー
タ
ル
イ
メ
ー
ジ
を
、
み
ん
な
で
考
え
る
。 

煉
瓦
を
言
い
出
し
た
の
は
地
元
。
太
陽
、
緑
は
普
通
出
て
く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
煉
瓦
は
地
元
か
ら
出
て
き

た
。
そ
の
頃
は
煉
瓦
タ
イ
ル
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
敷
い
て
、
そ
こ
に
煉
瓦
タ
イ
ル
貼
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
頃
は

み
ん
な
煉
瓦
タ
イ
ル
で
し
た(

図
‐
７)

。 

と
こ
ろ
が
あ
の
あ
た
り
は
埋
め
立
地
。
地
盤
が
動
く
。
二
〇
年
過
ぎ
る
と
所
々
ク
ラ
ッ
ク
が
入
っ
て
き
た
。
杭

を
打
っ
て
い
る
建
物
は
全
く
し
っ
か
り
し
て
い
る
け
ど
、
た
だ
地
面
に
乗
っ
か
っ
て
い
る
建
物
や
道
路
は
動
く

の
で
す
。
こ
れ
は
駄
目
だ
と
思
っ
て
、
二
五
年
経
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時
に
本
当
の
煉
瓦
に
ま
し
た
。
動
い

(図‐６) 馬車道計画 最初の提案 1974年 

(図‐５) 1973年頃の馬車道(関内商店街) 
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て
も
ア
ン
ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
味
が
出
る
。
ボ
ス
ト
ン
と
か
イ
ギ
リ
ス
の
古
い
街
の
歩
道
は
み
ん
な
そ

う
で
す
。
そ
れ
で
や
ろ
う
と
イ
ギ
リ
ス
製
の
煉
瓦
に
し
ま
し
た
。 

馬
車
道
計
画
で
は
、
歩
道
拡
幅
、
壁
面
後
退
、
交
通
量
制
限
、
車
道
の
幅
員
を
狭
め
て
、
車
種
制
限
を
し
て
時

間
帯
も
決
め
て
、
駐
車
場
整
備
、
そ
れ
か
ら
搬
入
路
の
設
定
、
適
正
業
種
の
考
察
、
遊
休
地
の
有
効
利
用
、
こ

ん
な
事
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

古
い
建
物
も
残
し
て
行
こ
う
と
研
究
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
敷
地
と
い
う
私
空
間
の
中
で
公
共
空
間
に
接
す
る

部
分
「
半
公
共
空
間
」
を
大
事
に
し
て
、
壁
面
後
退
を
し
ま
し
よ
う
。
そ
れ
に
は
、
こ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
手

法
が
あ
り
ま
す
と
説
明
パ
ネ
ル
を
作
り
ま
し
た
。
「
こ
れ
ら
が
生
ま
れ
る
と
街
は
楽
し
く
な
り
ま
す
」
と
説
明

し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
や
り
ま
し
ょ
う
」
そ
し
て
「
現
状
は
こ
う
い
う
状
況
で
す
。
壁
面

を
後
退
し
な
が
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
う
な
り
ま
す
。
更
に
将
来
は
こ
う
な
り
ま
す
」
と
。
今
や
本
当

に
そ
う
な
り
ま
し
た
。
街
づ
く
り
は
一
〇
年
二
〇
年
と
掛
か
り
ま
す
。
店
先
空
地
が
小
広
場
的
に
な
っ
て
楽
し

く
な
る
。
こ
う
い
う
事
を
考
え
て
計
画
し
ま
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
出
し
て
、
模
型
を
作
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。

商
店
街
は
「
よ
し
ー
、
こ
れ
で
行
こ
う
」
っ
て
い
っ
て
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ

ュ
ア
。
当
時
我
が
国
の
道
路
に
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ュ
ア
は
無
い
時
代
だ
っ
た
の
で
す
。
コ
ト
ブ
キ
さ
ん
と

一
緒
に
作
り
ま
し
た
。
コ
ト
ブ
キ
さ
ん
に
、
今
井
さ
ん
（
現
Ｎ
Ｙ
在
住
）
と
い
う
人
が
い
て
、
私
の
デ
ザ
イ
ン

を
い
か
に
製
作
す
る
か
一
緒
に
検
討
し
ま
し
た
。 

 

  

 

■
壁
面
後
退
が
街
に
ゆ
と
り
を
つ
く
る
。 

壁
面
後
退
に
関
し
て
店
舗
は
二
階
の
高
さ
で
二
・
五
メ
ー
ト
ル
下
げ
ま
し
ょ
う
。
お
店
じ
ゃ
な
い
銀
行
や
証
券

会
社
は
三
時
に
な
る
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
街
が
暗
く
な
る
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
下
げ
そ
の
奥
に
奥
行
一
メ

ー
ト
ル
の
シ
ョ
ウ
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
作
り
そ
の
裏
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
て
欲
し
い
と
い
い
ま
し
た
。
す
る
と

(図‐７) 日本で最初の既存道路のプロムナード化が実現した馬車道。 
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銀
行
や
証
券
会
社
は
、
「
お
店
じ
ゃ
な
い
？
冗
談
じ
ゃ
な
い
、
う
ち
も
店
舗
だ
、
お
金
を
売
っ
て
い
る
店
舗

だ
」
、
と
か
言
わ
れ
て
そ
の
や
り
取
り
が
面
白
か
っ
た
。
昔
と
丁
度
同
じ
場
所
の
、before 

-aft
er

の
写
真
で

見
る
と
そ
の
変
り
よ
う
が
よ
く
わ
か
り
ま
す(

図
‐
８)

。
建
て
替
え
て
街
角
広
場
が
で
き
ま
し
た
。
考
え
て
い
た

通
り
、
人
々
が
「
楽
し
い
」
と
い
っ
て
沢
山
街
に
繰
り
出
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
壁
面
後
退
を
し
て
貰

い
ま
し
た
。
こ
う
い
う
ス
ペ
ー
ス
が
有
効
で
す
か
ら
、
壁
面
を
下
げ
ま
し
ょ
う
と
説
明
し
ま
し
た
。
私
的
な
領

域
が
有
っ
て
、
公
的
な
領
域
、
そ
の
間
の
中
間
領
域
、
店
先
空
地
、
そ
れ
か
ら
エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
壁
面
に
看

板
を
つ
け
ま
す
か
ら
、
景
観
を
作
る
に
は
、
こ
こ
が
最
も
大
事
で
す
。
所
有
者
の
人
達
の
考
え
方
に
よ
っ
て
景

観
は
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
間
領
域
は
大
変
重
要
で
す
。 

 

 
 

 

■
警
察
協
議
に
は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。 

ベ
ン
チ
を
作
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
当
時
は
ベ
ン
チ
を
置
い
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
こ
れ
は
道

路
交
通
法
違
反
だ
と
い
う
こ
と
で
警
察
官
に
呼
び
出
さ
れ
「
ベ
ン
チ
に
座
れ
」
と
言
う
か
ら
座
っ
た
。
「
足
出

せ
」
と
言
わ
れ
て
足
を
出
し
た
ら
、
私
の
短
い
足
が
車
道
へ
出
ち
ゃ
っ
た
。
「
危
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ

れ
た
。
「
じ
ゃ
あ
ど
の
位
下
げ
ま
し
ょ
う
か
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
ま
た
怒
ら
れ
た
。
「
下
げ
る
・
下
げ
な
い
と

い
う
問
題
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
置
い
て
は
い
け
な
い
ん
だ
」
と
責
さ
れ
屈
辱
を
味
わ
い
ま
し
た
。
加
賀
町
警
察
の

交
通
課
に
連
れ
て
行
か
れ
た
の
で
す
。
私
は
、
「
森
永
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
い
う
文
字
の
あ
る
ベ
ン
チ
が
よ
く
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
い
う
と
、
分
厚
い
道
路
六
法
を
ド
ス
ン
と
出
さ
れ
て
「
ベ
ン
チ
を
置
い
て
よ
い
と
ど
こ

に
書
い
て
あ
る
ん
だ
！
」
と
、
さ
ん
ざ
ん
怒
ら
れ
た
。
「
横
浜
市
の
人
か
私
が
、
道
路
交
通
法
で
逮
捕
」
と
言

わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
あ
の
時
は
逮
捕
を
免
れ
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、
今
思
え
ば
逮
捕
さ
れ
た
ほ
う
が
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
後
二
メ
ー
ト
ル
の
人
の
通
行
ゾ
ー
ン
が
あ
れ
ば
良
い
と
、
横
浜
市
は

決
め
て
く
れ
ま
し
た
そ
れ
で
助
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
毎
月
、
臨
時
に
置
か
し
て
下
さ
い
と
、
商
店
街
が
警

察
に
届
け
を
出
す
、
そ
れ
で
Ｏ
Ｋ
に
な
っ
た
。
（
図
‐
９
） 

(図‐８) 壁面後退によって通りに街角広場ができた。人々が「楽し

い」といって沢山街に繰り出すようになった。写真は同じ場所の計画前

before（上）と計画後 after（下）。 
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そ
れ
か
ら
、
タ
イ
ル
な
ん
か
張
っ
た
ら
駄
目
だ
っ
て
い
う
ん
で
す
。
学
生
運
動
が
ま
だ
盛
ん
だ
っ
た
頃
で
、
こ

の
タ
イ
ル
を
引
っ
剥
が
し
て
警
察
に
投
げ
る
で
は
な
い
か
。
タ
イ
ル
を
歩
道
に
張
っ
て
は
駄
目
っ
て
だ
い
ぶ
怒

ら
れ
ま
し
た
。
で
も
、
そ
う
い
う
事
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

 

 

■
横
浜
の
歴
史
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。 

古
い
建
物
を
出
来
る
だ
け
残
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。
電
話
ボ
ッ
ク
ス
も
作
り
ま
し
た
。
「
お
金
が
掛
か
る
か
ら

嫌
だ
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
「
じ
ゃ
あ
い
い
、
お
金
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
か
ら
」
と
い
っ
て
、
表
側
だ

け
横
桟
格
子
が
あ
り
裏
側
な
そ
れ
が
無
い
一
枚
ガ
ラ
ス
の
ま
ま
。
つ
ま
ら
な
い
電
話
ボ
ッ
ク
ス
し
か
な
か
っ
た

頃
な
の
で
馬
車
道
の
デ
ザ
イ
ン
は
非
常
に
話
題
に
な
り
渋
谷
の
パ
ル
コ
前
通
り
に
も
つ
け
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。

地
下
街
へ
の
ガ
ラ
ス
張
り
の
入
口
も
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
当
時
ガ
ラ
ス
張
り
の
地
下
入
口
は
あ
り
ま
せ
ん
出

し
た 

吉
田
橋
も
設
計
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
道
路
局
の
担
当
者
に
、
変
わ
っ
た
形
の
モ
ダ
ン
な
面
白
い
の
を
作
っ
た

ら
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
も
僕
は
「
い
や
ー
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
横
浜
は
や
っ
ぱ
り
、
明
治
の
頃
に
あ
っ
た
、

鉄
の
橋
に
し
よ
う
よ
」
っ
て
言
っ
て
。
こ
れ
怒
ら
れ
な
が
ら
や
っ
た
の
で
す
。
田
村
さ
ん
に
相
談
す
る
と
、
田

村
さ
ん
は
、
「
そ
う
だ
よ
ね
、
そ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
っ
て
、
そ
れ
を
道
路
局
の
担
当
者
に
言
っ
た
ら
、

「
あ
ん
た
は
田
村
さ
ん
の
方
し
か
見
て
い
な
い
」
っ
て
怒
ら
れ
た
。
で
も
昔
の
こ
う
い
う
風
情
を
残
し
た
っ
て

こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す(

図
‐
１
０
，
１
１)

。
鉄
（
カ
ネ
）
の
橋
で
す
。
日
本
で
二
番
目
の
鉄
の
橋
で
す
。

一
番
目
は
長
崎
の
「
く
ろ
が
ね
橋
」
、
明
治
二
年
で
す
、
同
じ
年
。
と
こ
ろ
が
あ
そ
こ
は
欄
干
だ
け
で
す
。
吉

田
橋
は
全
て
錬
鉄
の
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ
ス
で
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
明
治
政
府
の
お
抱
え
技
師
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
土

木
技
師
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
作
り
ま
し
た
。
彼
は
都
市
計
画
ま
で
や
っ
た
人
で
す
。
そ
れ
を
復
元
し
ま
し
た
。
ブ
ラ

ン
ト
ン
の
名
前
残
る
け
ど
高
橋
の
名
前
は
出
な
い
ん
で
す
ね
ー
、
一
緒
に
作
っ
て
い
る
の
に
。
日
本
っ
て
そ
う

い
う
と
こ
で
す
ね
。 

(図‐９) 道路交通法違反で逮捕されそうになった路上のベンチ。 
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■
居
留
地
の
歴
史
を
残
し
た
、
馬
車
道
広
場
と
ガ
ー
デ
ン
ス
ト
リ
ー
ト 

吉
田
橋
の
上
に
、
関
門
跡
と
い
う
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
開
港
時
橋
の
袂
に
関
所
が
あ
り
ま
し
た
。
橋
の
た
も
と

の
歩
道
を
広
げ
て
広
場
を
作
り
ま
し
た
。
こ
こ
は
昔
東
京
ま
で
の
馬
車
の
発
着
点
。
横
浜
市
が
高
速
道
路
を
地

下
化
し
そ
の
下
に
地
下
街
を
作
る
と
き
、
道
路
局
が
歩
道
を
広
げ
私
が
指
名
さ
れ
て
広
場
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
ま

し
た
。 

そ
の
後
で
作
っ
た
の
が
第
二
期
の
馬
車
道
で
す
。
ガ
ー
デ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
名
付
け
、
庭
の
よ
う
に
緑
化
を
し

ま
し
た(

図
‐
１
２)

。
街
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
福
祉
を
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
お
年
寄
り
が
こ
こ
で
花
を
植
え

た
り
す
る
の
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
自
分
の
家
の
庭
み
た
い
に
考
え
る
と
愛
着
を
持
て
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
。
こ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
い
う
の
は
非
常
に
大
事
で
す
ね
。
コ
ン
セ
プ
ト
が
す
ぐ
理
解
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

本
当
の
レ
ン
ガ
を
こ
こ
で
敷
き
ま
し
た
。
地
盤
の
沈
下
が
あ
っ
て
も
ア
ン
ジ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
れ
ば
良
い
と

い
う
事
で
す
。
古
い
建
物
を
利
用
し
て
、
日
建
設
計
が
こ
の
日
本
火
災
海
上
の
高
層
ビ
ル
を
作
り
ま
し
た
。
元

川
崎
銀
行
だ
っ
た
低
層
部
の
フ
ァ
サ
ー
ド
だ
け
残
し
て
。
こ
の
頃
か
ら
、
伝
統
的
建
築
を
残
し
高
度
化
す
る
手

法
が
常
道
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
で
一
つ
の
や
り
方
で
す
。
い
ろ
い
ろ
文
句
言
う
人
も
い
ま
す
け
ど
、

そ
れ
は
止
む
を
得
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
関
内
ホ
ー
ル
を
芦
原
義
信
さ
ん
が
設
計
さ
れ
、
マ
ル
タ
・
パ
ン
の

彫
刻
が
前
面
広
場
に
置
か
れ
ま
し
た
。 

 

(図‐１０) 1869年イギリスの土木技師ブラトンが設計した初代の吉田橋。 

 

(図‐１１) 現在の吉田橋。設計は建築家高橋志保彦。 
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馬
の
頭
を
付
け
た
ボ
ラ
ー
ド
を
造
り
ま
し
た
。
頭
を
撫
で
る
と
幸
せ
に
な
る
と
い
う
ふ
れ
こ
み
で
。
吉
田
橋
の

た
も
と
の
馬
車
道
広
場
も
二
度
目
の
設
計
で
チ
ェ
ス
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た(

図
‐
１
３)

。
馬
車
道
は
「
も

の
の
は
じ
め
」
が
沢
山
あ
る
街
で
す
。
西
洋
か
ら
何
年
に
何
が
入
っ
て
き
た
か
を
床
石
に
刻
み
ま
し
た
。
例
え

ば
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
一
八
六
九
年
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
チ
ェ
ス
が
で
き
る
市
松
模
様
の
床
の
デ

ザ
イ
ン
で
す
。
初
め
将
棋
盤
に
し
よ
う
か
っ
て
提
案
し
た
ん
で
す
が
、
い
や
、
こ
こ
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
馬
車

や
ガ
ス
灯
が
入
っ
て
来
た
街
だ
か
ら
チ
ェ
ス
に
し
よ
う
っ
て
言
わ
れ
て
チ
ェ
ス
盤
に
し
ま
し
た
。
お
祭
り
日
に

チ
ェ
ス
大
会
も
催
さ
れ
ま
す
。
馬
の
水
飲
み
場
の
復
元
も
し
ま
し
た
。
本
当
の
ガ
ス
灯
を
設
置
し
、
何
本
か
は

イ
ギ
リ
ス
か
ら
か
ら
輸
入
も
し
ま
し
た
。
中
田
市
長
の
時
で
し
た
が
、
点
灯
式
も
し
ま
し
た
。 

  

  

 
 

(図‐１２) 馬車道ガーデンストリート。 

(図‐１３) 馬車道広場。 
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■
横
浜
の
歴
史
の
シ
ン
ボ
ル
、
開
港
広
場 

(

図
‐
１
４) 

開
港
広
場
を
設
計
し
ま
し
た
。
マ
ン
ク
ー
ゾ
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広
場
三
〇
の
憲
章
」
で
は
、
広
場
の
真
ん
中

に
物
を
置
い
ち
ゃ
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
も
分
か
り
ま
す
。
当
時
相
当
広
場
を
研
究
し
ま
し

た
。
イ
タ
リ
ア
の
広
場
に
は
通
常
噴
水
を
真
ん
中
に
は
置
い
て
い
な
い
。
ロ
ー
マ
の
ナ
ボ
ナ
広
場
に
は
ベ
ル
ニ

ー
ニ
の
噴
水
が
置
い
て
あ
り
ま
す
が
、
大
体
噴
水
や
彫
刻
を
置
い
て
い
る
の
は
広
場
の
端
っ
こ
な
の
で
す
。
そ

れ
も
考
え
ま
し
た
。
私
は
、
三
つ
か
四
つ
の
案
を
市
へ
持
っ
て
行
き
プ
レ
ゼ
し
ま
し
た
。
当
然
、
広
場
の
中
心

に
何
に
も
な
い
案
も
作
っ
て
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
実
現
し
て
い
る
案
を
横
浜
市
が
「
こ
れ
一
番
良
い
よ
」
っ

て
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
、
絶
対
こ
れ
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
案
が
ね
、
こ
れ
が
一
番
良
い
。 

何
故
か
と
言
う
と
、
こ
こ
は
記
念
広
場
だ
か
ら
で
す
。
日
本
で
は
人
々
が
日
常
的
に
集
ま
る
っ
て
い
う
の
は
あ

ま
り
な
い
。
だ
か
ら
記
念
的
で
、
こ
の
案
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
昔
は
広
場
を
横
切
る
道
路
も
有
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
一
部
は
ア
イ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
た
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
広
場
作
ろ
う
と
し
て
も
広
場
に
な
る

訳
が
無
い
。
そ
れ
で
市
が
こ
れ
を
廃
道
に
し
た
。
こ
こ
は
大
変
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
滝
と
池
の

あ
る
こ
の
場
所
は
民
地
で
駐
車
場
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
向
こ
う
は
海
岸
教
会
。
手
前
は
民
営
駐
車
場
、
こ
こ

に
広
場
作
っ
て
も
駐
車
場
に
ビ
ル
が
建
つ
と
、
繋
が
り
が
無
く
な
る
。
そ
れ
で
横
浜
市
が
購
入
し
た
の
で
す
。

市
制
百
年
記
念
の
時
に
第
二
期
を
計
画
し
滝
と
ス
テ
ー
ジ
を
設
計
し
ま
し
た
。
普
段
は
極
浅
の
水
面
で
す
。
で

す
か
ら
横
浜
市
は
相
当
、
力
入
れ
て
く
れ
た
の
で
す
。
市
民
は
、
「
こ
こ
へ
来
る
と
初
め
て
海
を
感
じ
ら
れ
る
」

と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
類
別
で
い
う
と
こ
れ
は
「
公
園
」
で
す
。
あ

の
頃
は
「
広
場
」
と
い
う
範
疇
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
そ
れ
で
第
一
号
の
「
広
場
公
園
」
で
す
。
市
の
当
時

の
緑
政
局
が
管
理
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
を
造
る
に
あ
た
っ
て
一
〇
の
部
局
や
機
関
が
関
係
し
ま
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
初
め
は
彫

刻
家
へ
頼
も
う
と
思
っ
た
ら
し
い
。
一
〇
局
も
関
係
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
を
出
し
合
う
と
彫
刻
家
で
は
整
理

出
来
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
私
に
仕
事
が
来
た
よ
う
で
す
。 

こ
の
場
所
は
日
米
和
親
条
約
締
結
の
地
で
す
。
西
洋
文
明
が
こ
こ
に
入
り
こ
こ
か
ら
日
本
中
に
広
が
っ
た
。
そ

の
迸
り
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。
噴
水
を
沢
山
作
ろ
う
か
と
思
っ
た
け
ど
、
お
金
が
無
い
っ
て
い
う
の
で
、

一
本
だ
け
に
し
ま
し
た
。
西
洋
文
明
の
迸
り
で
す
。
こ
こ
に
こ
う
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
を
作
り
、
子
供
達
が
入
っ

て
遊
べ
る
よ
う
に
。
検
討
委
員
会
で
「
縁
が
無
い
じ
ゃ
な
い
か
」
「
池
と
い
う
の
は
縁
が
あ
る
、
縁
な
し
で
ど

う
な
ん
だ
」
。
そ
し
て
「
縁
な
し
は
ど
こ
に
事
例
が
あ
る
ん
だ
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
を
主
張
し
「
事
例
が
無
い
の
を
作
る
の
が
横
浜
市
で
し
ょ
う
？
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
「
そ
う
だ
」
と

な
っ
て
Ｏ
Ｋ
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
池
の
下
に
は
噴
水
を
勢
い
よ
く
出
す
た
め
の
ピ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
そ
の
蓋

を
、
ペ
リ
ー
が
や
っ
て
来
た
船
の
戦
艦
に
あ
っ
た
羅
針
盤
を
ア
ル
ミ
鋳
物
で
作
り
ま
し
た
。
横
須
賀
海
軍
基
地

に
聞
い
て
も
ワ
シ
ン
ト
ン
に
問
い
合
わ
せ
て
も
ペ
リ
ー
が
乗
っ
て
い
た
戦
艦
の
羅
針
盤
は
不
明
で
し
た
。
よ
う

や
く
古
い
船
の
本
を
探
し
当
て
、
当
時
の
羅
針
盤
を
見
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
噴
水
は
い
つ
か
水
が
勿
体
な
い
か

ら
と
止
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
し
た
ら
、
今
度
、
宝
が
出
て
く
る
ん
で
す
、
羅
針
盤
の
。

と
こ
ろ
が
止
め
な
い
の
で
出
て
来
な
い
、
誰
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
床
の
波
模
様
の
パ
タ
ー
ン
は
太
平
洋
の
波
、

横
浜
港
の
波
、
文
明
の
波
っ
て
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
輪
の
形
は
横
浜
市
民
の
輪
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
現
代
の
横
浜
の
姿
を
写
そ
う
と
鏡
の
塔
に
し
て
、
時
の
動
き
を
象
徴
し
て
、
十
二
本
立
て
ま
し
た
。
時
計
の

文
字
盤
と
一
緒
で
す
。
そ
れ
で
、
空
ま
で
写
そ
う
と
、
上
の
面
を
斜
め
に
し
て
隅
を
カ
ッ
ト
し
た
。
真
っ
平
じ

ゃ
な
い
の
で
す
。
平
ら
だ
と
見
え
な
い
か
ら
斜
め
に
し
て
空
ま
で
見
え
る
。
「
そ
ら
み
ろ
っ
」
て
い
う
。
（
笑

い
） 

と
こ
ろ
で
「
こ
こ
で
、
皆
、
ペ
ン
キ
吹
付
の
落
書
き
を
平
気
で
さ
れ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
心
配
さ
れ
た
。

「
い
や
、
そ
ん
な
事
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
立
て
ま
し
た
、
本
当
に
無
い
ん
で
す
。
こ
こ
で
悪
い
こ
と
を
し

よ
う
と
す
る
と
、
自
分
の
醜
い
姿
が
映
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
出
来
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
計
画
時
「
車

の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
眩
し
く
事
故
に
つ
な
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
。
「
そ
ん
な
事
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あ
り
ま
せ
ん
」
っ
て
言
っ
て
大
工
さ
ん
連
れ
て
行
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
こ
こ
に
鏡
に
な
る
銀
紙
を
貼
っ
て
モ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
作
っ
た
。
で
、
何
と
も
無
か
っ
た
の
で
許
可
さ
れ
た
。
初
め
て
や
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
思
い
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
地
面
を
掘
っ
て
い
た
ら
、
マ
ン
ホ
ー
ル
が
出
て
き
た
。
卵
形
管
っ
て
い
う
卵
型

を
し
た
煉
瓦
で
つ
く
っ
た
下
水
管
が
マ
ン
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
卵
形
管
は
日
本
人
が
作
っ
た
の
で

す
。
卵
型
の
断
面
だ
か
ら
下
水
が
少
な
く
な
っ
て
も
流
れ
る
と
い
優
れ
も
の
で
す
。
そ
れ
で
残
そ
う
と
、
設
計

変
更
し
て
残
し
た
。
ガ
ラ
ス
の
蓋
を
か
け
て
の
ぞ
き
込
め
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
た
ら
、
車
い
す
の
人
た
ち
や

っ
て
来
て
、
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
段
差
の
な
い
空
間
な
の
で
障
が
い
者
の
人
は
楽
し
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
「
良
い
と
こ
ろ
を
作
っ
て
く
れ
た
、
散
歩
が
楽
し
く
な
る
」
と
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

 

■
人
が
集
ま
る
広
場
は
日
本
に
定
着
す
る
か
？ 

日
本
は
集
会
す
る
と
困
る
の
で
す
。
封
建
時
代
の
昔
か
ら
為
政
者
が
好
ま
な
い
。 

南
欧
の
広
場
は
市
民
が
集
ま
り
、
そ
こ
で
情
報
交
換
を
す
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
シ
ニ
ョ
ー
リ
ア
広
場
で
は
為

政
者
が
命
令
を
下
す
。
そ
れ
が
市
民
の
集
ま
る
広
場
い
わ
ば
市
民
広
場
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
町
ご
と
に
対
抗
意

識
が
あ
り
、
戦
も
し
て
い
た
。
だ
か
ら
兵
士
た
ち
も
そ
こ
へ
集
ま
っ
て
来
て
「
エ
イ
エ
イ
、
オ
ー
」
っ
て
や
っ

て
出
掛
け
て
行
く
。
そ
う
い
う
広
場
が
必
要
な
の
で
す
。 

日
本
に
広
場
が
あ
る
か
と
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
ま
し
た
。
後
で
言
い
ま
す
け
ど
。
無
い
事
は
な
い
。
た
だ
、
イ
タ

リ
ア
の
広
場
と
は
ま
る
で
違
う
。
勿
論
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
広
場
は
、
い
ろ
い
ろ
な
地
域
特
性
が
あ
り
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
に
広
場
に
は
、
住
宅
地
な
ど
に
は
「
ス
ク
エ
ア
」
と
い
う
一
街
区
全
部
緑
の
多
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
。
周
り
に
柵
が
あ
り
周
辺
の
住
民
で
な
い
と
入
れ
な
い
。
公
園
と
い
う
よ
り
い
わ
ば
共
同
庭
「
共
園
」

で
す
。
ま
た
、
セ
ン
ト
ジ
ェ
ー
ム
ス
公
園
や
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
な
ど
の
よ
う
に
、
昔
は
王
侯
貴
族
の
「
お
狩
場
」
。

そ
れ
が
市
民
に
戻
さ
れ
て
公
園
に
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
ボ
ス
ト
ン
コ
モ
ン
。

こ
れ
は
入
会
地
で
す
。
み
ん
な
が
持
っ
て
い
た
入
会
地
。
ど
れ
も
緑
や
水
が
あ
る
「
ウ
エ
ッ
ト
」
で
す
。
で
す （図‐１４） 開港広場。 
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か
ら
南
欧
の
「
ド
ラ
イ
」
な
プ
ラ
ザ
、
広
場
と
は
全
然
違
い
ま
す
。
こ
れ
は
気
象
条
件
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
は
雨
が
結
構
降
る
。
雨
が
降
る
、
降
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
広
場
の
形
成
に
は
大
事
な
事
で
す
。
イ

タ
リ
ア
は
地
中
海
気
候
で
雨
が
降
ら
な
い
。
一
般
大
衆
の
住
居
は
、
町
に
城
壁
が
ま
わ
っ
て
い
る
か
ら
狭
く
て

劣
悪
な
環
境
に
住
ま
ざ
る
を
え
な
い
。
人
口
密
度
高
い
。
そ
れ
ゆ
え
空
き
の
ス
ペ
ー
ス
、
広
い
所
が
欲
し
い
。

そ
こ
で
解
放
感
、
そ
れ
か
ら
情
報
交
換
で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
。
開
放
的
な
ラ
テ
ン
系
民
族
に
は
こ
れ
が
欲
し

い
。 

以
前
面
白
い
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
二
〇
年
ほ
ど
前
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
行
っ
た
時
、
都
市
計
画
局
行
っ
て
聞

い
た
の
で
す
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
都
市
計
画
局
の
人
が
、
「
こ
こ
五
〇
年
来
、
広
場
を
造
っ
て
い
ま
せ
ん
」

と
言
っ
た
の
で
す
。
私
は
「
イ
タ
リ
ア
の
街
は
広
場
を
作
る
の
が
特
徴
で
は
な
い
で
す
か
？
何
故
作
ら
な
い
の

で
す
か
？
」
と
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
「
現
代
は
ニ
ユ
ー
タ
ウ
ン
を
作
っ
て
も
広
場
は
要
ら
な
い
の
で
す
。
昔

は
広
場
が
必
要
だ
っ
た
が
、
今
や
情
報
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
電
話
等
で
伝
わ
り
ま
す
か
ら
広
場
を
作
る
必
要

が
無
い
」
と
仰
っ
て
ま
し
た
。
こ
れ
一
つ
の
現
象
や
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
全
て
じ
ゃ
な
い
け
ど
、

な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。
中
世
の
人
は
そ
こ
へ
行
か
な
い
と
情
報
が
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。
道
は
、
一
メ

ー
ト
ル
か
二
メ
ー
ト
ル
位
の
幅
で
、
狭
か
っ
た
の
で
す
。
せ
い
ぜ
い
広
く
て
八
メ
ー
ト
ル
位
、
パ
リ
も
そ
う
で

す
よ
。
そ
れ
で
広
く
し
た
の
で
す
。
時
の
セ
ー
ヌ
県
知
事
オ
ー
ス
マ
ン
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ンⅢ

世
の
命
令
を
受
け

て
広
げ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
お
話
し
し
ま
す
。 

開
港
広
場
は
広
場
公
園
っ
て
い
う
事
で
設
計
し
ま
し
た
。
道
路
局
も
当
然
管
理
し
て
い
ま
す
。
何
故
こ
う
い
う

の
を
作
っ
た
か
と
言
う
と
、
こ
こ
は
記
念
広
場
だ
と
い
う
こ
と
の
外
、
日
本
人
は
広
場
作
っ
て
も
集
ま
り
に
く

い
だ
ろ
う
と
い
う
一
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
周
り
に
建
物
が
無
い
と
い
う
事
言
え
ま
す
。
や

は
り
広
場
は
建
物
に
囲
わ
れ
て
い
な
い
と
良
さ
が
出
な
い
。 

イ
タ
リ
ア
に
行
く
と
、
平
均
五
四
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
長
さ
と
奥
行
き
、
こ
れ
平
均
で
す
。
こ
れ

は
、
カ
ミ
ロ
・
ジ
ッ
テ
１

と
い
う
人
が
、
研
究
を
し
て
言
っ
て
い
ま
す
。
五
八
メ
ー
ト
ル×

一
四
二
メ
ー
ト
ル
と

い
う
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
古
い
大
広
場
の
平
均
し
た
大
き
さ
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
三
〇
メ
ー
ト
ル
っ
て
言
う
の

は
人
間
の
顔
が
認
識
出
来
る
限
界
で
す
。
あ
ん
ま
り
広
い
と
顔
が
分
か
ら
な
い
。
声
が
届
く
の
は
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
位
ま
で
で
す
ね
、
そ
う
い
う
中
に
イ
タ
リ
ー
の
広
場
す
っ
ぽ
り
収
ま
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
周
り
に
全
部
建
物
が
あ
る
。
そ
れ
で
、
建
物
の
壁
面
が
広
場
の
面
積
及
び
長
さ
と
対
応
し
て
い
る

訳
で
す
、
だ
か
ら
心
地
良
い
。 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
い
つ
出
来
た
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

一
九
世
紀
の
最
後
に
出
来
て
二
〇
世
紀
の
初
め
か
ら

実
用
化
さ
れ
た
の
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
七
階
し
か
作
れ
な
か
っ
た
の
が
、
も
は
や
、
簡

単
に
何
十
階
ま
で
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
も
う
日
本
の
そ
し
て
、
世
界
の
都
市
景
観
を
変

え
さ
せ
た
最
大
の
原
因
の
一
つ
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。
こ
れ
あ
ん
ま
り
人
は
言
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

私
は
そ
う
だ
と
思
う
。 

  

■
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
設
計
、
小
さ
い
よ
う
で
、
本
気
の
こ
だ
わ
り
。 

「
山
下
公
園
の
海
岸
柵
」
を
造
り
ま
し
た
（
図
‐
１
５
）
。
そ
の
海
岸
柵
の
計
画
に
も
物
語
が
あ
り
ま
す
。
柵
の

高
さ
で
普
通
求
め
ら
れ
る
の
は
一
メ
ー
ト
ル
一
〇
セ
ン
チ
で
す
が
、
既
存
の
柵
の
高
さ
は
九
〇
セ
ン
チ
で
し
た
。

昔
の
柵
を
復
元
す
る
事
に
し
ま
し
た
。
文
化
遺
産
を
復
元
。
手
摺
を
高
く
す
る
と
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
て
海
を
見

る
と
向
こ
う
の
景
色
が
見
え
な
く
な
る
。
昔
の
石
の
方
立
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
、
高
欄
を
鋳
鉄
で
作
り
替
え
ま

し
た
。
結
構
苦
労
し
て
い
る
ん
で
す
。 

 
 
                           

１ 
C
am
il
lo
 S
it
te

：
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
建
築
家
、
都
市
計
画
家
（
１
８
４
３
～
１
９
０
３
）
。
著
書
に
「
広
場
の
造
形
」
、
大
石

敏
雄
訳
、
鹿
島
出
版
会
。 
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公
園
に
沿
っ
て
走
る
「
山
下
公
園
通
り
」
が
あ
り
ま
す
。
市
の
指
導
で
沿
道
建
物
は
壁
面
後
退
を
し
て
い
ま
す
。

開
港
広
場
か
ら
の
延
長
で
、
名
所
で
あ
る
銀
杏
並
木
が
よ
り
引
き
立
つ
よ
う
に
石
畳
の
散
歩
道
を
デ
ザ
イ
ン
し

ま
し
た
。 

平
塚
の
「
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
」
を
設
計
し
ま
し
た
（
図
‐
１
６
）
。
こ
の
街
の
「
中
心
市
街
地
整
備
計
画
」
を

依
頼
さ
れ
計
画
し
ま
し
た
。
周
囲
に
循
環
路
を
作
っ
て
、
そ
の
中
を
歩
行
者
空
間
に
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
東
海
道
本
通
り
」
が
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
し
た
の
で
車
の
通
行
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
ょ
う

が
な
く
車
道
を
狭
め
歩
道
を
広
げ
ま
し
た
。 

「
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
」
は
駅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
道
は
車
を
止
め
て
歩
行
者
空
間
「
モ
ー
ル
」

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
涙
の
物
語
が
あ
り
ま
し
た
。
歩
車
道
段
差
を
十
五
セ
ン
チ
つ
け
る
の
が
普
通
で
、
当
然

道
路
管
理
者
は
そ
う
考
え
ま
す
。
「
午
前
十
時
か
ら
は
、
人
だ
け
が
通
る
道
に
な
る
の
で
、
こ
の
段
は
、
ち
ょ

っ
と
邪
魔
な
ん
で
す
」
と
。
「
だ
っ
て
乳
母
車
も
い
る
し
、
老
人
も
い
る
し
、
こ
ん
な
所
に
段
が
あ
っ
た
ら
困

る
で
し
ょ
う
」
と
警
察
に
言
い
ま
し
た
。
「
い
や
い
や
、
十
時
ま
で
で
も
車
が
通
る
ん
だ
か
ら
十
五
セ
ン
チ
つ

け
ろ
」
。
そ
れ
で
何
と
か
粘
っ
て
や
っ
と
二
セ
ン
チ
ま
で
許
さ
れ
た
。
「
二
セ
ン
チ
の
段
が
限
界
だ
」
と
。
そ

れ
で
も
し
つ
こ
く
お
願
い
し
た
。
「
二
セ
ン
チ
つ
け
ま
す
け
ど
、
斜
め
に
し
ま
せ
ん
か
」
と
言
い
ま
し
た
。

「
こ
の
二
セ
ン
チ
を
、
縁
石
の
上
面
を
斜
め
に
す
れ
ば
い
け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」
そ
れ
で
、
し
ょ
う
が
な

い
な
っ
て
Ｏ
Ｋ
を
取
り
ま
し
た
。 

そ
れ
で
も
私
は
平
ら
に
し
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
ま
た
警
察
に
行
き
ま
し
た
。
し
つ
こ
い
と
思
わ
れ
た
で
し

ょ
う
ね
。
「
フ
ラ
ッ
ト
に
す
る
代
り
に
こ
こ
に
真
っ
白
な
大
理
石
で
線
を
引
く
よ
う
に
し
ま
す
か
ら
平
ら
に
し

て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
、
よ
う
や
く
勝
ち
取
っ
た
。
そ
れ
で
車
は
十
時
ま
で
入
れ
る
の
で
す
が
そ
れ
以
降
は
歩

行
者
だ
け
の
買
い
物
空
間
で
す
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
づ
く
り
の
先
取
り
で
し
た
。
も
う
こ
れ
は
大
変
で
し
た
。

何
ヶ
月
も
掛
か
っ
た
。
警
察
に
も
覚
え
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
、
「
来
た
来
た
っ
」
と
い
う
感
じ
で
。
そ
の
位
や
ら
な

い
と
、
街
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

ア
ー
ケ
ー
ド
も
、
二
階
ま
で
の
高
さ
に
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
も
や
っ
と
の
思
い
で
上
げ
た
。
そ
し
た
ら
、
こ
こ

の
喫
茶
店
が
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
「
九
倍
の
売
り
上
げ
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
っ
て
。
ア
ー
ケ
ー
ド
を
高
く

し
た
の
で
二
階
の
店
舗
が
道
路
と
一
体
感
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
い
わ
ば
「
見
る
・
見
ら
れ
る
」
関
係
が
出
来

た
か
ら
で
す
。 

一
般
的
に
は
商
店
街
整
備
を
す
る
と
売
り
上
げ
が
二
割
増
し
ま
す
。
で
も
そ
れ
以
上
の
人
は
税
金
が
恐
く
て
言

い
ま
せ
ん
。
ど
の
位
売
り
上
げ
上
が
り
ま
し
た
か
っ
て
聞
い
た
っ
て
言
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
、
税
務
署
が
恐
い
ん

で
す
。 

続
い
て
設
計
し
た
「
東
海
道
本
通
り
」
（
図
‐
１
７
）
は
、
最
初
は
道
路
だ
け
を
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
化
す
る
計
画
を

依
頼
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
」
の
劇
的
な
変
貌
ぶ
り
を
見
た
当
時
の
市
長
が
「
高
橋
さ
ん
、

ア
ー
ケ
ー
ド
も
変
え
た
方
が
良
い
の
？
」
っ
て
仰
る
。
「
そ
り
ゃ
そ
う
で
す
よ
」
と
言
っ
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
ま

で
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
東
海
道
本
通
り
」
だ
か
ら
東
海
道
の
感
じ
に
し
ま
し
ょ
う
っ
て
言
っ
て
両
勾
配

の
屋
根
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
理
事
長
が
、
「
東
海
道
と
い
う
言
葉
は
も
う
古
臭
く
て
嫌
だ
、
も
っ
と
モ

ダ
ン
な
名
前
に
し
ょ
う
と
コ
ン
ペ
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
を
し
「
ス
タ
ー
モ
ー
ル
」
に
し
た
の
で
東
海
道
の
イ
メ

ー
ジ
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
少
々
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
い
で
す
が
、
歩
道
を
広
げ
な
が
ら
停
車

帯
を
作
り
、
緑
を
植
え
ま
し
た
。
交
差
点
部
分
に
は
街
庭
み
た
い
な
の
も
作
り
ま
し
た
。
低
木
植
栽
は
歩
道
を

狭
く
す
る
の
で
無
く
し
ま
し
た
。 

「
銀
座
西
並
木
通
り
」
（
図
‐
１
８
）
は
指
名
さ
れ
て
設
計
し
ま
し
た
。
以
前
は
唐
楓
の
並
木
は
あ
る
も
の
の
、

車
が
両
側
に
違
法
駐
車
し
て
い
て
、
あ
ま
り
風
情
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
と
か
二
五
セ
ン
チ
ず
つ
で
し
た

が
歩
道
を
広
げ
ま
し
た
。
珍
し
い
こ
と
に
こ
の
通
り
の
歩
道
の
下
に
変
圧
器
が
あ
る
の
で
す
。
普
通
、
街
づ
く

り
や
る
と
電
柱
を
無
く
す
為
に
は
「
Ｃ
Ｃ
ボ
ッ
ク
ス
（
ミ
ニ
共
同
溝
）
」
を
作
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
ミ
ニ
共
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同
溝
を
敷
設
す
る
と
、
パ
ッ
ト
マ
ウ
ン
ド
な
ど
の
地
上
機
器
が
出
て
く
る
。
そ
れ
が
煩
い
。
歩
道
の
下
の
地
下

室
に
変
圧
器
が
入
っ
て
い
ま
し
た
銀
座
だ
か
ら
で
き
た
の
で
し
ょ
う
ね
。 

こ
の
街
で
一
番
問
題
だ
っ
た
の
は
、
ゴ
ミ
出
し
の
方
法
で
す
。
皆
さ
ん
歩
道
上
に
置
く
ん
で
す
。
飲
食
業
の
多

い
銀
座
の
ゴ
ミ
は
半
端
じ
ゃ
な
い
。
車
道
寄
り
の
歩
道
上
に
毎
朝
出
て
く
る
。
こ
こ
を
掘
っ
て
ゴ
ミ
溜
を
作
り

「
ひ
ゅ
ー
っ
」
と
真
空
搬
送
す
る
。
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
な
ん
か
で
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
や
り
た
い
と
言
っ

た
の
で
す
が
、
警
察
に
反
対
さ
れ
ま
し
た
。
バ
ラ
バ
ラ
死
体
で
も
埋
め
ら
れ
た
ら
証
拠
が
無
く
な
り
、
犯
罪
の

証
拠
隠
滅
に
な
る
。
そ
れ
で
ダ
メ
と
言
わ
れ
た
。 

「
代
々
木
公
園
野
外
音
楽
堂
と
広
場
」
（
図
‐
１
９
）
を
設
計
し
ま
し
た
。
鈴
木
都
知
事
の
時
代
、
丹
下
健
三
さ

ん
の
立
案
で
、
入
札
で
設
計
者
を
決
め
る
の
で
は
な
く
「
設
計
者
選
定
委
員
会
」
に
よ
っ
て
選
ぶ
方
式
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
方
式
は
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
選
ば
れ
て
設
計
し
ま
し
た
。
都
の
担
当
者
か
ら
「
人

が
こ
こ
へ
や
っ
て
き
て
テ
ニ
ス
を
す
る
の
で
困
る
」
と
言
わ
れ
た
。
テ
ニ
ス
や
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
ピ
ン
コ
ロ
石
で
格
子
状
の
パ
タ
ー
ン
を
作
っ
て
引
き
締
め
た
。
そ
し
た
ら
尚

更
テ
ニ
ス
や
る
。
丁
度
コ
ー
ト
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
笑
い
声
） 

音
楽
堂
の
形
態
は
音
が
出
て
く
る
よ
う
に
反
射
板
を
半
円
形
で
考
え
ま
し
た
。
五
線
譜
の
よ
う
に
線
を
入
れ
ま

し
た
。
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム
も
初
め
は
こ
ん
な
の
無
か
っ
た
。
音
が
そ
の
ま
ま
生
で
出
て
く
り
ゃ
良
い
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
「
今
は
全
部
電
気
音
だ
」
っ
て
い
う
の
で
す
ね
。
ス
ピ
ー
カ
ー
を
付
け
る
よ
う
言

わ
れ
て
。
そ
れ
じ
ゃ
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
の
形
に
し
よ
う
か
と
、
あ
の
頃
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
が
流
行
っ
て
い
た
か
ら
。

（
笑
い
） 

次
に
「
富
山
プ
ー
ル
バ
ー
ル
」
（
図
‐
２
０
）
で
す
。
こ
の
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
と
い
う
名
前
に
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
ま

し
た
。
「
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
っ
て
一
般
名
詞
じ
ゃ
な
い
か
」
と
。
で
も
「
「
富
山
」
が
つ
い
て
い
る
か
ら
固
有
名

詞
だ
」
っ
て
言
わ
れ
ま
し
た
。
三
〇
メ
ー
ト
ル
歩
道
を
つ
く
る
っ
て
言
う
ん
で
ね
。
私
は
当
初
、
富
山
県
と
富

山
市
で
形
成
し
た
検
討
委
員
会
の
委
員
と
し
て
入
っ
て
い
ま
し
た
。
委
員
長
の
蓑
原
さ
ん
と
二
人
で
い
ろ
い
ろ

意
見
を
述
べ
て
い
た
。
そ
し
た
ら
、
「
高
橋
さ
ん
、
そ
こ
ま
で
言
う
な
ら
、
設
計
し
な
さ
い
よ
」
っ
て
言
わ
れ

て
。
そ
れ
な
ら
と
基
本
設
計
を
や
ら
せ
て
貰
っ
た
。
実
施
設
計
は
国
際
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
歩
行
者
が
ゆ

っ
た
り
と
楽
し
く
歩
け
る
道
を
作
り
ま
し
た
。
運
河
に
向
か
っ
て
曲
が
っ
た
と
こ
ろ
に
多
目
的
公
園
を
設
計
し

ま
し
た
。
昔
は
、
ず
っ
と
中
ま
で
富
山
の
外
港
の
岩
瀬
か
ら
富
岩
運
河
が
入
っ
て
来
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
半

分
埋
め
立
て
て
広
場
に
す
る
計
画
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
両
側
に
建
物
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
一
部
に
水
を
流
し

ま
し
た
。
舗
装
の
パ
タ
ー
ン
を
面
白
く
し
ま
し
た
。
以
前
斜
め
に
突
っ
切
る
道
が
あ
っ
て
、
両
側
に
民
家
が
建

っ
て
い
た
、
そ
の
礎
石
の
跡
を
大
理
石
で
パ
タ
ー
ン
作
ろ
う
。
悲
し
さ
を
こ
ら
え
て
、
お
爺
ち
ゃ
ん
が
立
ち
退

き
に
応
じ
て
家
を
引
っ
越
し
て
く
れ
た
。
「
そ
れ
は
凄
い
事
だ
」
っ
て
思
い
、
そ
の
人
の
あ
っ
た
家
の
跡
を
残

そ
う
。
そ
し
た
ら
、
お
爺
ち
ゃ
ん
が
孫
を
連
れ
て
き
て
、
「
お
爺
ち
ゃ
ん
の
家
は
此
処
に
あ
っ
た
ん
だ
よ
、
物

置
は
此
処
で
、
ト
イ
レ
は
此
処
で
」
と
か
言
え
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
を
中
沖
知
事
に
説
明
し
た
ら
感
激

し
て
、
「
そ
こ
ま
で
考
え
て
く
れ
ま
し
た
か
」
と
驚
か
れ
た
。
結
構
良
い
パ
タ
ー
ン
な
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

物
を
運
ぶ
ト
ロ
ッ
コ
の
線
路
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
床
に
埋
め
た
り
、
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
ま
す
。

そ
し
た
ら
そ
の
後
Ｇ
Ｋ
さ
ん
の
設
計
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
が
走
っ
た
。 

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
の
計
画
を
し
ま
し
た
（
図
‐
２
１
）
。
緑
豊
か
な
三
〇
メ
ー
ト
ル
歩
道

を
設
計
し
、
し
ゃ
れ
た
フ
ォ
ー
リ
ー
や
水
辺
も
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
一
部
だ
け
出
来
て
い
ま
す
。
二

つ
の
駅
前
広
場
は
で
き
て
い
ま
す
。 

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
「
唐
木
田
ガ
ー
デ
ン
ロ
ー
ド
」
（
図
‐
２
２
）
は
自
信
作
で
、
い
い
街
に
な
り
ま
し
た
。

住
宅
地
の
中
の
普
通
の
道
路
の
計
画
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
住
宅
都
市
整
備
公
団
か
ら
唐
木
田
地
域
の
マ
ス

タ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ト
を
指
名
さ
れ
全
体
を
考
え
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
こ
の
道
路
の
基
本
設
計
を
し
ま
し
た
。
車

道
と
歩
道
の
間
に
低
木
植
栽
を
す
る
の
が
通
常
で
す
が
。
こ
の
道
で
は
歩
道
の
敷
地
側
に
も
植
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
歩
道
を
散
歩
道
の
よ
う
に
作
り
ま
し
た
。
郊
外
住
宅
地
だ
か
ら
住
宅
の
敷
地
内
は
必
ず
緑
が
植
え
ら
れ
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る
に
違
い
な
い
。
普
通
な
ら
官
民
堺
で
バ
サ
ッ
と
緑
が
切
れ
ま
す
。
そ
れ
は
面
白
く
な
い
。
緑
が
敷
地
か
ら
道

路
。
そ
し
て
向
か
い
側
の
敷
地
迄
こ
の
よ
う
に
繋
が
る
た
め
に
は
、
官
民
境
に
も
植
え
よ
う
、
こ
れ
警
視
庁
に

行
っ
た
ら
絶
対
反
対
さ
れ
る
の
で
地
元
の
警
察
暑
へ
行
っ
て
、
「
こ
れ
で
い
い
で
す
ね
」
っ
て
言
っ
て
Ｏ
Ｋ
取

っ
て
や
り
ま
し
た
。
車
も
ゆ
っ
く
り
走
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
線
形
に
し
た
。
疑
似
ハ
ン
プ
的
に
ピ

ン
コ
ロ
石
で
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
子
供
が
遊
べ
る
道
で
も
よ
い
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
道
路
の
分
析
か
ら

発
生
交
通
量
そ
ん
な
に
多
く
な
い
こ
と
は
初
め
か
ら
分
か
っ
て
い
た
の
で
想
像
し
た
通
り
子
供
が
道
で
遊
ん
で

く
れ
て
い
ま
す
。
日
本
道
路
大
賞
の
栄
に
浴
し
、
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
か
ら
も
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

賞
（
グ
ッ
ド
エ
イ
ジ
ン
グ
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

割
合
最
近
の
作
で
は
千
葉
銀
座
が
あ
り
ま
す
（
図
‐
２
３
）
。
以
前
千
葉
が
政
令
指
定
都
市
に
な
る
直
前
に
環
境

整
備
を
し
た
の
で
す
が
、
馬
車
道
と
同
じ
よ
う
に
二
度
目
の
設
計
で
す
。 

 

 
 
 
 

 

  

（図‐１５）横浜市山下公園の安全柵。 

（図‐１６）平塚市紅谷パールロード。 
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■
人
間
的
で
風
情
が
あ
る
、
路
地
空
間
の
魅
力
。 

  

 

 

 

（図‐１７）平塚市スターモール（元の名

前、東海道本通りを変えない方が良かった

と思うんだけど）。 

（図‐１８）東京、銀座西並木通り。 （図‐１９）代々木公園野外音楽堂と広場。 

 

（図‐２１）千葉ニュータウン、タウンセンター計画に提案したフォーりー。 

（図‐２０）富山ブールバール。 （図‐２２）唐木田ガーデンロード。 

 

（図‐２３）千葉銀座。 
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街
道
筋
と
い
う
の
は
、
辻
空
間
と
と
も
に
日
本
的
で
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
に
は
馴
染
み
の
空
間

で
す
。
京
都
の
辻
子
と
路
地
の
空
間
、
人
間
的
で
風
情
が
あ
る
の
で
す
。
秋
刀
魚
の
匂
い
が
し
た
り
、
子
供
の

声
が
し
た
り
、
そ
う
い
う
ほ
う
が
ど
う
い
う
訳
か
日
本
人
に
馴
染
む
の
で
す
。
佃
島
も
江
戸
時
代
は
職
人
の
街

で
し
た
。
長
屋
の
前
の
路
地
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、
路
地
は

仕
事
の
場
で
無
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
緑
を
植
え
始
め
ま
す
。
街
の
風
情
は
人
間
の
生
活
の
姿
を
映
し
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
友
人
を
銀
座
に
案
内
す
る
と
凄
い
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
驚
き
は
し
ま
す
が
佃
島
に
連
れ

て
来
る
と
も
う
大
変
感
動
し
て
く
れ
ま
す
。
（
図
‐
２
４
） 

で
も
路
地
は
ど
こ
の
国
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
も
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
、
ロ
コ
ロ
ト
ン
ド
（
図
‐
２
５
）

と
い
う
南
イ
タ
リ
ア
の
プ
ー
リ
ア
州
に
あ
る
町
に
は
狭
い
路
地
が
あ
り
ま
す
。
階
段
テ
ラ
ス
の
上
に
編
み
物
を

し
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
居
た
り
す
る
。
そ
ん
な
人
は
ス
ト
リ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
と
い
え
ま
す
。
階
段
テ

ラ
ス
に
人
が
居
る
か
ら
悪
い
事
出
来
な
い
、
こ
の
町
に
行
っ
て
み
た
ら
「
こ
こ
は
安
全
な
町
で
全
然
犯
罪
が
無

い
。
車
に
キ
ー
を
つ
け
て
い
な
く
て
も
盗
ま
れ
な
い
ん
だ
よ
」
と
町
の
人
が
威
張
っ
て
い
ま
し
た
。
迷
路
空
間

の
よ
う
で
大
変
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
リ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
と
は
ジ
ェ
ー
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
１

が
言
っ
て

い
る
の
で
す
け
ど
、
「
街
に
は
人
の
気
配
が
あ
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
の
だ
。
何
気
な
く
通
り
を
見
て
い
る

人
が
い
る
と
犯
罪
が
起
き
な
い
」
と
。 

い
ろ
い
ろ
な
町
に
魅
力
的
な
路
地
空
間
が
あ
り
ま
す
。
京
都
清
水
の
産
寧
坂
な
ど
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。
木
造
、

瓦
屋
根
、
格
子
、
石
畳
、
坂
に
よ
る
重
な
り
の
あ
る
風
景
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
持
ち
な
が
ら
共
通
の
材
料
や

形
態
と
い
う
要
素
を
持
っ
て
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
景
観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 

 

■
そ
の
他
の
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例 

◆
雉
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
図
‐
２
６
） 

横
浜
の
「
帷
子
川
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
及
び
川
辺
公
園
」
を
計
画
し
た
時
に
、
三
つ
の
敷
地
の
事
業
者
と
設
計
者
の

意
見
を
ま
と
め
て
帷
子
川
の
川
辺
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
連
続
し
て
作
り
ま
し
た
。
河
川
は
県
が
管
理
し
て
い
ま

す
。
親
水
護
岸
作
り
は
大
変
で
し
た
。
県
は
安
全
第
一
で
す
か
ら
何
か
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
に
は
抵
抗
感
が
る
の

で
し
ょ
う
。
水
辺
ま
で
の
ス
ロ
ー
プ
を
つ
く
る
提
案
に
は
難
色
を
示
し
ま
し
た
。
「
洪
水
時
水
が
遡
上
す
る
で

 
 
                           

１ 
J
an
e 
Bu
tz
ne
r 
Ja
co
bs

：
ア
メ
リ
カ
の
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
（
１
９
１
６
～
２
０
０
６
）
。
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
型
の
都

市
開
発
に
よ
る
都
心
の
荒
廃
を
告
発
し
た
著
作
「
ア
メ
リ
カ
大
都
市
の
死
と
生
」
（
１
９
６
１
）
は
日
本
で
も
大
き
な
反
響
を
呼
ん

だ
。 

（図‐２４）東京、佃島。 

（図‐２５）イタリア、ロコロトンドの通り。 
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は
な
い
か
」
そ
れ
に
対
し
「
水
の
流
れ
の
方
向
に
平
行
に
ス
ロ
ー
プ
を
下
せ
ば
大
丈
夫
」
と
説
得
。
「
人
が
水

に
近
づ
く
の
は
危
険
だ
か
ら
ま
か
り
な
ら
ん
」
と
い
わ
れ
て
、
「
で
は
浚
渫
の
た
め
の
ト
ラ
ッ
ク
が
下
り
る
た

め
の
坂
道
と
い
う
解
釈
な
ら
い
い
の
で
は
」
と
粘
っ
て
、
や
っ
と
頑
張
っ
て
実
現
。
最
後
に
は
、
「
擁
壁
に
石

を
張
り
た
い
の
で
す
が
」
と
い
っ
た
ら
、
「
何
っ
？
」
っ
て
い
わ
れ
た
。
「
石
さ
え
張
っ
て
く
れ
た
ら
、
あ
と

何
も
言
い
ま
せ
ん
っ
」
て
い
っ
た
ら
、
石
を
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
施
設
で
す
。
そ
こ
を
上

手
く
利
用
し
て
、
遊
び
場
作
っ
た
り
も
し
た
。
子
供
の
安
全
上
柵
を
作
れ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
柵
じ
ゃ
つ

ま
ら
な
い
と
、
そ
れ
じ
ゃ
無
柵
（
無
策
）
だ
と
言
っ
て
ね
、
（
笑
い
） 

水
の
流
れ
る
手
摺
壁
に
し
ま
し
た
。

柵
が
無
く
、
上
か
ら
水
が
出
て
い
ま
す
。
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
。
そ
こ
に
、
子
供
達
も
遊
べ
、
車
椅
子
の
人
を
水

で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
お
金
を
切
り
詰
め
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
僕
は
自
分
で
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
金
槌
で
斫
っ
て
凹
凸
模
様
を
つ
け
た
り
、
小
石
や
ビ
ー
玉
や
家
具
の
ド
ア
つ
ま
み
を
買
っ
て
き
て
埋
め

込
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
子
供
が
一
生
懸
命
こ
れ
を
取
ろ
う
と
す
る
の
で
す
が
取
れ
な
い
。
そ
ん
な
「
遊
び
」
を

苦
労
し
な
が
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
北
見
駅
南
口
広
場
（
図
‐
２
７
） 

北
海
道
北
見
市
の
駅
南
口
の
広
場
を
設
計
し
た
の
で
す
が
、
中
心
に
は
何
も
無
い
土
の
広
場
を
作
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
遊
び
、
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
オ
ー
バ
ル
の
広
場
で
す
。
で
も
な
か
な
か
遊
べ
な
い
み

た
い
で
す
ね
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
出
来
る
よ
う
に
と
、
開
港
広
場
の
逆
を
や
っ
た
の
で
す
。
菊
人
形
祭
り
や
、

綱
引
き
大
会
、
運
動
会
な
ど
い
ろ
ん
な
事
や
っ
て
良
い
少
し
固
め
て
水
は
け
も
よ
い
土
の
広
場
で
す
。
で
も
あ

ま
り
上
手
に
は
使
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
イ
タ
リ
ー
と
違
う
の
は
寒
い
気
候
の
せ
い
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
楕

円
の
外
の
四
隅
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
置
き
ま
し
た
。
ベ
ン
チ
も
面
白
い
形
を
作
っ
て
、
低
い
と
こ
ろ
に
は

子
供
が
座
り
、
高
い
と
こ
ろ
に
は
大
人
が
座
る
。
お
年
寄
り
に
は
赤
い
手
摺
を
備
え
た
。
駅
か
ら
接
続
し
て
半

円
筒
形
の
ア
ト
リ
ウ
ム
を
計
画
し
屋
根
に
は
日
本
で
一
番
日
照
時
間
の
長
い
北
見
だ
か
ら
こ
そ
と
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
計
画
し
ま
し
た
。 

 

◆
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ュ
ア 

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ュ
ア
も
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
面
白
く
て
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
で
す
。

薄
い
ス
テ
ン
レ
ス
板
に
、
重
い
塊
の
石
を
く
っ
付
け
た
意
外
性
を
狙
っ
た
も
の
（
図
‐
２
８
）
。
ス
テ
ン
レ
ス
板

は
鏡
面
仕
上
げ
。
水
を
飲
ん
で
、
あ
ー
や
れ
や
れ
っ
て
顔
を
上
げ
た
ら
、
自
分
の
顔
が
映
っ
て
「
愕
然
と
す

る
」
、
と
い
う
の
が
い
い
で
し
ょ
う
（
笑
い
）
。 

屑
入
と
ス
モ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
ン
ド
（
灰
皿
）
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
昔
東
京
の
下
町
に
あ
っ
た
お
化
け
煙
突
の
効
果

を
狙
っ
て
い
ま
す
、
屑
入
の
表
面
を
グ
ニ
ャ
っ
と
さ
せ
た
ス
テ
ン
レ
ス
の
鏡
な
の
で
、
ス
モ
ー
キ
ン
ス
タ
ン
ド

が

1

本
に
見
え
た
り
、
二
本
に
見
え
た
り
、
三
本
に
見
え
た
り
す
る
（
図
‐
２
９
）
。
案
内
板
も
、
向
こ
う
の
景

色
を
見
な
が
ら
こ
の
案
内
板
の
表
示
を
見
る
。
案
内
板
の
背
が
高
い
と
。
向
こ
う
の
景
色
が
見
え
な
く
な
る
の

で
「
く
」
の
字
に
折
り
曲
げ
て
独
特
な
形
に
し
て
「
く
の
一
（
女
）
サ
イ
ン
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

誘
導
サ
イ
ン
と
定
点
サ
イ
ン
の
か
た
ま
り
を
面
白
く
し
ま
し
た
。
中
央
の
ポ
ー
ル
に
は
そ
の
広
場
の
名
称
を
書

き
、
向
こ
う
の
方
に
何
が
あ
り
ま
す
よ
、
方
向
を
示
し
な
が
ら
距
離
感
ま
で
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。
直
ぐ
そ
こ

に
は
何
が
あ
り
ま
す
。
遠
い
所
を
案
内
す
る
と
き
は
顎
を
上
げ
て
「
あ
っ
ち
」
と
い
う
、
そ
の
動
作
の
形
態
を

反
映
さ
せ
ま
し
た
。
（
図
‐
３
０
） 

宇
都
宮
の
カ
ル
ビ
ー
の
工
場
を
設
計
し
た
時
、
壁
面
に
「
カ
ル
ビ
ー
お
じ
さ
ん
」
の
人
形
を
つ
け
ま
し
た
（
図
‐

３
１
）
。
そ
の
意
味
を
社
長
に
聞
か
れ
、
「
カ
ル
ビ
ー
お
じ
さ
ん
は
上
昇
志
向
を
表
わ
し
、
常
に
上
に
昇
っ
て
行

く
様
を
象
徴
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
答
え
る
と
、
「
あ
ぁ
そ
う
か
」
と
納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら

市
民
が
こ
こ
へ
来
て
警
察
へ
「
カ
ル
ビ
ー
の
工
場
に
泥
棒
が
よ
じ
登
っ
て
い
る
！
」
っ
て
電
話
し
た
の
で
す
。

本
当
に
そ
の
時
パ
ト
カ
ー
が
来
て
話
題
に
も
な
り
、
新
聞
に
も
書
か
れ
、
狙
い
通
り
有
名
に
な
り
ま
し
た
。 
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◆
電
話
ボ
ッ
ク
ス 

銀
座
並
木
通
り
の
香
り
の
出
る
電
話
ボ
ッ
ク
ス
と
銀
座
花
椿
通
り
の
冷
房
付
き
電
話
ボ
ッ
ク
ス
も
設
計
し
ま
し

た
。
夏
涼
し
い
の
で
電
話
を
す
る
人
が
長
電
話
に
な
っ
て
困
る
と
云
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

◆
タ
イ
ル
工
場
の
モ
ー
ル 

タ
イ
ル
工
場
の
前
庭
を
設
計
し
ま
し
た
が
、
こ
の
計
画
に
も
物
語
が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ル
工
場
の
ド
ブ
の
あ
る

酷
い
所
だ
っ
た
の
で
す
、
そ
こ
に
モ
ー
ル
の
よ
う
な
き
れ
い
な
場
所
を
作
る
こ
と
を
提
案
。
ド
ブ
川
を
綺
麗
に

し
て
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
に
使
わ
な
く
な
っ
た
ら
茶
碗
と
か
皿
と
か
を
持
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
叩
い
て
ガ
ウ
デ

ィ
ば
り
に
モ
ザ
イ
ク
に
し
て
こ
こ
に
埋
め
込
ん
だ
。
ど
ん
ど
ん
持
っ
て
来
て
く
れ
て
、
「
こ
れ
は
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
使
っ
て
い
た
時
計
な
の
で
記
念
に
入
れ
て
」
と
か
「
家
の
二
年
生
の
坊
や
が
作
っ
た
粘
土
細
工
だ
け
ど
こ

れ
も
飾
っ
て
」
と
変
な
も
の
も
持
っ
て
き
た
。
も
う
置
け
な
い
一
杯
で
。
で
も
捨
て
る
わ
け
に
い
か
な
い
の
で
、

い
い
も
の
は
表
に
飾
り
、
お
か
し
な
の
は
橋
の
下
に
埋
め
た
。
み
ん
な
捨
て
な
い
で
入
れ
込
ん
だ
。
そ
し
た
ら

感
激
し
て
く
れ
て
、
こ
の
橋
、
“
た
か
は
し
”
っ
て
い
う
名
前
に
す
る
。
（
笑
い
） 

 

 
 
 

 

 

 
 
 

（図‐２６）雉川プロムナード。 

（図‐２７）北海道、北見駅南口広場。

パブリックアートの赤い手摺。 

 
 

（図‐２８）鏡面仕上げのステンレスと御影石

を組み合わせた水飲みスタンド。 

（図‐２９）お化け煙突からヒントを

得て作った屑入れと灰皿。 
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■
日
本
は
民
衆
が
集
ま
る
広
場
は
つ
く
っ
て
こ
な
か
っ
た
。 

ケ
ヴ
ィ
ン
・
リ
ン
チ
が
い
う
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
の
構
成
は
五
つ
の
要
素
、
即
ち
「
パ
ス

path

」
「
ノ
ー
ド

node

」

「
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
トdistrict

」
「
エ
ッ
ジedge

」
「
ラ
ン
ド
マ
ー
クlandma

rk

」
こ
れ
ら
が
イ
メ
ー
ジ
を
強

く
し
ま
す
。 

 

私
は
、
都
市
の
景
観
は
、
七
つ
の
要
素
、
「
自
然
」
「
生
活
」
「
空
間
」
「
時
間
」
「
技
術
」
「
力
」
「
意

志
」
。
こ
れ
ら
が
足
し
算
で
は
な
く
て
掛
け
算
で
絡
み
合
う
。
そ
れ
で
景
観
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

自
然
に
は
気
象
と
地
形
が
あ
る
。
南
仏
に
サ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ド
・
ヴ
ァ
ン
ス
と
い
う
丘
の
上
の
町
が
あ
り
ま
す
。

真
ん
中
に
教
会
が
あ
っ
て
、
城
壁
を
回
し
て
防
護
す
る
。 

日
本
で
は
山
の
上
に
は
都
市
を
つ
く
ら
な
い
。
山
の
上
に
は
神
様
が
い
る
。
風
水
思
想
が
あ
っ
て
、
日
本
人
の

都
市
の
造
り
方
の
一
つ
の
典
型
で
す
。
京
都
も
鎌
倉
も
そ
う
で
す
。
奈
良
、
平
城
京
は
一
辺
が
一
キ
ロ
四
方
位

あ
る
。
全
体
で
測
っ
て
み
て
四
・
二
キ
ロ
位
か
ら
五
キ
ロ
位
。
東
北
の
隅
に
出
っ
張
り
を
作
っ
た
り
し
て
。
真

 

（図‐３０）様々な工夫が詰まったサイン類。 

上は「く」の字に折り曲げた「くの（女）」サイ

ン、下は誘導サインと定点サインの塊り。 

（図‐３１）カルビー工場の壁面に付けた「カルビーお

じさん」のオブジェ。泥棒と勘違いしてパトカーが駆

けつけて来た。 

 



５５ 

 

ん
中
に
は
朱
雀
大
路
。
市
中
に
市
場
が
あ
っ
た
。
日
本
は
市
が
大
事
な
ん
で
す
。
京
都
、
平
安
京
に
も
市
が
あ

り
ま
し
た
。
北
が
玄
武
で
黒
、
東
は
青
、
青
竜
で
川
が
流
れ
、
西
は
白
、
白
虎
で
大
道
に
通
じ
る
。
南
は
赤
、

朱
雀
で
大
き
く
開
け
る
。
昔
、
京
の
南
に
大
き
な
池
が
あ
り
ま
し
た
。
羅
生
門
が
あ
っ
て
朱
雀
大
路
が
南
北
に

延
び
る
。
こ
う
い
う
都
市
計
画
は
中
国
の
長
安
か
ら
学
ん
だ
日
本
の
街
の
作
り
方
の
原
形
で
す
。
だ
か
ら
南
欧

の
広
場
の
よ
う
な
の
は
無
い
ん
で
す
。
人
が
集
ま
る
の
は
市
場
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
の
為
政
者
は
民
衆

が
集
ま
る
広
場
が
あ
っ
て
は
困
る
の
で
す
。
人
が
集
ま
る
こ
と
を
嫌
い
ま
す
。 

 ■
屋
外
の
カ
フ
ェ
、
「
い
い
ね
！
」
と
い
う
日
本
人
は
い
て
も
ま
だ
盛
り
上
が
り
が
少
な
い
。 

気
象
条
件
が
非
常
に
大
き
な
要
因
で
す
。
「
気
象
条
件
は
民
族
の
気
質
、
性
格
ま
で
作
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う

の
が
私
の
説
で
す
。
日
本
の
気
象
は
、
冬
寒
く
て
、
夏
暑
い
、
そ
し
て
湿
度
が
高
い
。
極
端
に
言
う
と
桜
と
紅

葉
の
シ
ー
ズ
ン
だ
け
が
良
い
。
家
は
夏
向
き
に
作
り
風
を
入
れ
る
た
め
に
開
放
的
な
間
取
り
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
近
代
に
は
空
調
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
み
ん
な
空
調
さ
れ
た
所
を
好
む
。
イ
タ
リ
ア
の
気
候
は
ど
う
か

と
い
う
と
、
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
ウ
エ
ッ
ト
で
な
く
ド
ラ
イ
。
家
の
中
に
居
る
よ
り
も
広
場
行
っ
た
方
が
楽
し

い
。
と
こ
ろ
が
現
代
は
、
広
場
は
観
光
客
に
占
領
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
住
民
は
困
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

も
う
ち
ょ
っ
と
観
光
客
が
遠
慮
す
れ
ば
い
い
の
だ
け
ど
、
こ
れ
出
来
っ
こ
な
い
。
一
番
魅
力
的
だ
か
ら
皆
そ
こ

へ
行
く
。
観
光
客
に
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
ど
う
い
う
風
に
こ
れ
か
ら
し
て
く
の
か
。
今
ま
で
車
に

埋
め
尽
く
さ
れ
て
、
今
、
観
光
客
。
そ
れ
地
元
の
人
が
ど
う
や
っ
て
奪
い
返
す
か
と
い
う
の
が
興
味
深
い
と
こ

だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

イ
タ
リ
ア
の
広
場
は
集
ま
り
や
す
い
。
市
民
意
識
が
な
せ
る
業
で
す
。
そ
れ
が
広
場
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
ギ
リ

シ
ャ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
ゴ
ラ
で
、
哲
学
者
や
政
治
家
が
喋
り
、
人
が
集
ま
る
。
市
場
も

あ
る
。
と
こ
ろ
が
街
の
中
へ
入
っ
て
行
く
と
汚
物
が
い
っ
ぱ
い
で
汚
い
。
こ
れ
は
、
川
添
登
さ
ん
が
「
裏
側
か

ら
見
た
都
市
」
と
い
う
本
で
述
べ
て
い
る
。
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
に
は
パ
ル
テ
ノ
ン
が
あ
っ
て
聖
な
る
空
間
が

あ
る
。
と
こ
ろ
が
民
衆
の
住
む
所
は
あ
ま
り
美
し
く
な
か
っ
た
。 

パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ー
ゼ
を
始
め
多
く
の
街
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
あ
っ
て
街
が
楽
し
い
。
三
〇
年
以
上
も
前

に
、
こ
う
い
っ
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
何
故
路
上
で
出
来
る
の
か
知
り
た
く
て
、
友
人
を
介
し
て
役
所
で
調
べ

て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
歩
道
幅
の
三
分
の
一
ま
で
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
出
し
て
良
い
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
以
上
は
出
せ
な
い
。
だ
け
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に
当
局
の
お
達
し
が
あ
れ
ば
引
込
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん

だ
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
市
民
が
「
こ
れ
が
良
い
の
だ
」
と
認
め
て
い
る
。
こ
れ
が
無
か
っ
た
ら
パ
リ
じ
ゃ

な
い
と
。
市
民
が
も
ろ
手
を
あ
げ
て
賛
成
し
て
い
る
か
ら
こ
の
よ
う
な
風
景
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

日
本
も
市
民
が
皆
で
、
「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
良
い
」
と
言
え
ば
い
い
ん
だ
け
ど
、
今
の
と
こ
ろ
市
民
が
そ
こ

ま
で
い
っ
て
な
い
。
そ
こ
が
弱
い
と
こ
ろ
。
「
や
る
と
良
い
よ
」
と
い
う
知
識
の
あ
る
人
が
や
っ
て
い
る
。
で

も
、
こ
れ
を
や
る
に
は
警
察
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
み
た
い
に
責
任
者
が
居
て
、
い
つ
で
も
片
付
け
る
、
そ
う
い
う
責
任

を
取
る
人
が
居
な
い
と
駄
目
よ
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
が
基
本
的
に
違
う
。
交
通
に
邪
魔
で
な
け

れ
ば
、
も
っ
と
市
民
が
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
を
皆
作
ろ
う
よ
と
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
作
れ
ば
、
道
路
管
理
者
も
保
健

所
も
警
察
だ
っ
て
負
け
る
わ
け
。
そ
れ
が
公
共
で
す
。 

そ
れ
と
、
表
で
は

1

年
中
経
営
出
来
な
い
と
い
う
事
で
す
。
だ
か
ら
、
春
と
秋
は
凄
く
良
い
ん
で
す
。
日
本
人

は
夏
暑
い
と
外
に
は
、
な
か
な
か
出
な
い
。
全
然
じ
ゃ
無
く
て
な
か
な
か
。
ま
た
冬
寒
い
と
家
の
中
に
潜
り
ま

す
。
我
が
国
で
は
雨
が
降
る
の
は
一
年
三
六
五
日
の
う
ち
、
何
が
し
か
の
雨
が
降
る
の
は
一
〇
〇
日
あ
り
ま
す
。

雨
が
降
っ
て
く
る
と
す
ぐ
店
を
引
っ
込
め
な
い
と
い
け
な
い
。
イ
タ
リ
ー
で
は
そ
ん
な
に
雨
が
降
ら
な
い
。
で

す
か
ら
、
雨
と
気
温
と
湿
度
が
原
因
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
雨
が
降
ら
な
い
と
は
言
わ
な
い
で
す
が
、
で
も
少

な
い
、
だ
か
ら
物
凄
く
気
象
条
件
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
、
あ
の
楽
天
的
な
性
格
も
そ
の
影
響
か
ら
で
す
。 
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■
道
路
や
広
場
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
に
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
。
つ
く
り
方
次
第
で
街
は
楽
し
く
な
る
。 

ど
っ
ち
が
良
い
悪
い
じ
ゃ
無
く
て
。
楽
し
い
空
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
東
京
は
、
江
戸

の
空
間
構
造
そ
の
ま
ま
の
上
に
出
来
て
い
る
。
だ
か
ら
道
路
ほ
と
ん
ど
一
緒
で
す
。 

ボ
ス
ト
ン
に
は
街
の
中
心
に
ボ
ス
ト
ン
・
コ
モ
ン
と
い
う
公
園
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と
入
会
地
で
す
。
イ
ギ

リ
ス
風
で
す
か
ら
入
会
地
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。
皆
で
持
っ
て
い
る
土
地
が
公
園
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
広

場
と
は
い
わ
な
い
、
緑
が
多
く
ス
ワ
ン
ボ
ー
ト
の
浮
か
ぶ
池
も
あ
る
ウ
エ
ッ
ト
な
公
園
で
す
。 

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
行
く
と
、
見
事
な
広
場
が
あ
る
、
で
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ド
ゥ
オ
ー
モ
の
周
り
の
広
場
は
あ
ん

ま
り
広
く
な
い
。
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
あ
れ
だ
け
大
き
な
規
模
の
ド
ゥ
オ
ー
モ
を
造
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
シ
ニ

ョ
ー
リ
ア
広
場
や
共
和
国
広
場
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
偉
容
を
誇
る
。
丘
の
上
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
広
場
か
ら
見

る
と
建
物
が
七
階
で
揃
っ
て
い
る
、
素
晴
ら
し
い
景
観
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
無
い
時
代
だ
か
ら
高
い
建
物

は
作
れ
な
い
。 

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
街
の
景
観
は
現
代
の
都
市
の
姿
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ナ
ー
リ
ン
グ
が
あ
っ
て
、
高

速
道
路
、
そ
の
中
は
高
層
化
し
て
、
そ
の
外
は
、
ま
る
で
田
舎
で
低
い
建
物
ば
っ
か
り
で
す
。
こ
う
い
う
密
と

疎
の
姿
は
ア
メ
リ
カ
の
現
代
都
市
の
姿
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。 

九
・
一
一
以
前
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
姿
を
見
る
と
、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
が
如
何
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て

ア
メ
リ
カ
の
象
徴
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
鳥
籠
的
構
造
で
し
た
か
ら
敵
に
狙
わ
れ
ま
す
ね
。
超
高
層
ビ
ル
は
産
業

革
命
に
よ
っ
て
、
鉄
や
ガ
ラ
ス
の
大
量
生
産
、
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
実
用
化
。
こ
れ
に
よ

っ
て
出
現
し
た
。
で
も
芸
術
が
育
つ
の
は
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
の
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
た
低
い
建
物
の
あ
る
中
ほ
ど
の

エ
リ
ア
。
立
派
な
ビ
ル
は
ビ
ジ
ネ
ス
、
不
揃
い
の
場
所
に
ア
ー
ト
、
そ
う
い
う
住
み
分
け
が
見
え
て
面
白
い
。 

パ
リ
の
街
は
一
八
五
〇
年
代
ナ
ポ
レ
オ
ンⅢ

世
が
時
の
セ
ー
ヌ
県
知
事
オ
ー
ス
マ
ン
に
パ
リ
の
大
改
造
を
さ
せ
、

広
幅
員
の
道
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
を
造
っ
て
行
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
に
登
っ
て
モ

ン
パ
ル
ナ
ス
タ
ワ
ー
を
見
る
。
今
度
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
タ
ワ
ー
か
ら
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
見
る
と
景
色
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
タ
ワ
ー
と
い
う
超
高
層
ビ
ル
を
造
っ
た
ら
市
民
が
皆
で
反
対
し
ま
し
た
。
「
駄
目

だ
！
こ
れ
は
！ 

パ
リ
に
合
わ
な
い
」
っ
て
言
っ
て
。
そ
れ
以
来
パ
リ
に
は
、
セ
ー
ヌ
の
下
流
の
左
岸
の
方
に
は

日
航
ホ
テ
ル
な
ん
か
あ
る
所
に
、
ち
ょ
っ
と
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
あ
そ
こ
だ
け
で
後
は
も
う
高
い
の
は
、
あ
ん

ま
り
造
ら
な
い
。
そ
の
後
に
作
っ
た
の
は
デ
フ
ァ
ン
ス
の
新
都
市
。
こ
の
市
民
の
力
は
さ
す
が
で
す
。 

 

■
日
本
人
の
、
内
と
外
の
概
念
。 

城
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
熊
本
城
。
日
本
の
お
殿
様
は
自
分
の
お
城
さ
え
守
り
ゃ
あ
良
い
よ
う

で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
街
を
皆
で
守
ろ
う
と
す
る
、
同
じ
壁
で
も
こ
の
違
い
が
あ
る
。 

防
衛
と
い
う
こ
と
で
街
を
見
る
と
金
沢
の
武
家
屋
敷
前
の
道
路
。
お
侍
さ
ん
は
自
分
の
家
守
ら
な
き
ゃ
い
け
な

い
か
ら
土
塀
を
回
す
わ
け
で
す
。
土
塀
回
す
と
道
路
は
つ
ま
ら
な
い
。
平
和
な
時
代
の
今
の
人
は
懐
か
し
が
っ

て
「
金
沢
の
武
家
屋
敷
」
歩
く
け
ど
も
、
昔
は
そ
の
あ
た
り
は
恐
い
所
で
す
。
い
つ
グ
サ
ッ
っ
て
や
ら
れ
る
か

分
か
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
中
に
入
る
と
庭
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
金
沢
の
野
村
家
に
は
、
和
室
に
縁
側
が
あ
っ

て
濡
れ
縁
が
あ
る
、
池
が
あ
っ
て
鯉
が
泳
ぎ
、
庭
の
凄
い
外
部
空
間
。
と
こ
ろ
が
土
塀
の
内
部
な
の
で
す
。
節

分
で
「
鬼
は
ー
外
」
っ
て
言
う
と
鬼
は
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
。
外
へ
行
っ
た
か
な
っ
て
思
う
と
、
ま
だ
塀
か
ら

外
へ
行
っ
て
い
な
い
で
す
か
ら
。
ま
た
豆
を
ぶ
つ
け
て
、
「
鬼
は
ー
外
」
と
言
う
と
、
ヒ
ョ
ッ
と
、
や
っ
と
道

路
へ
鬼
は
逃
れ
る
。
で
も
ま
だ
金
沢
の
街
の
中
に
い
る
。
そ
こ
か
ら
出
て
っ
て
く
れ
な
い
と
鬼
は
、
金
沢
の
中

に
い
つ
ま
で
も
居
る
。
面
白
い
入
れ
子
的
構
造
で
す
。
武
士
に
と
っ
て
自
分
の
屋
敷
内
の
庭
は
、
ス
ト
レ
ス
解

消
の
場
で
す
。
そ
れ
が
、
現
代
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
で
い
う
エ
ル
ゴ
ノ
ミ
ク
ス
空
間
だ
っ
た
の
で
す
。

（
図
‐
３
２
） 
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■
自
動
車
社
会
が
も
た
ら
し
た
外
部
空
間
の
内
部
化
、
メ
ゾ
コ
ス
モ
ス
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
化
。 

ウ
エ
ス
ト
・
エ
ド
モ
ン
ト
ン
・
モ
ー
ル
と
い
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
カ
ナ
ダ
の
エ
ド
モ
ン
ト
ン
に
あ
り
ま

す
が
、
そ
こ
で
は
「
内
と
外
」
の
面
白
い
関
係
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
‐
３
３
）
。
カ
ナ
ダ
海
軍
よ
り
も

多
く
の
潜
水
艦
を
持
つ
と
皮
肉
を
言
わ
れ
た
く
ら
い
、
何
隻
か
の
潜
水
艦
が
水
の
中
を
走
っ
て
い
ま
す
。
窓
か

ら
鮫
が
泳
い
で
い
る
が
見
え
た
り
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
乗
っ
た
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
号
の
レ
プ
リ
カ
が
あ
っ
た
り
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
が
あ
っ
た
り
、
楽
し
い
複
合
施
設
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
外
部
で
す
。
全
然
景
観
な

ん
て
何
も
考
え
て
い
な
い
だ
だ
っ
広
い
駐
車
場
が
囲
む
侘
し
さ
。
こ
れ
は
一
体
何
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
う
す
る
と
、
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
は
一
生
懸
命
考
え
て
楽
し
く
す
る
。
そ
れ
で
外
部
と
は
断
絶
す
る
。
都
市
の

規
模
の
メ
ゾ
コ
ス
モ
ス
、
宇
宙
的
規
模
の
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
は
全
く
考
え
て
い
な
い
。
全
然
駄
目
で
す
。
自
動

車
社
会
の
欠
陥
と
言
え
ま
す
。
こ
こ
寒
い
所
で
す
か
ら
雪
も
降
る
。
そ
こ
に
真
逆
の
熱
帯
を
も
っ
て
き
て
客
寄

せ
は
凄
い
。
外
部
空
間
を
内
部
に
抱
え
込
ん
だ
、
メ
ゾ
コ
ス
モ
ス
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
化
と
も
言
え
ま
す
。 

モ
ー
ル
も
室
内
化
さ
れ
て
エ
ン
ク
ロ
ー
ズ
ド
・
モ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
パ
サ
ー
ジ
ュ
、
ア
ー
ケ
ー
ド
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
ア
ト
リ
ウ
ム
等
で
す
。
今
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
室
内
化
し
て
モ
ー
ル
と
い
え
ば
エ
ン
ク
ロ
ー
ズ

ド
・
モ
ー
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

街
の
広
場
が
室
内
化
さ
れ
た
タ
ウ
ン
ス
ク
エ
ア
と
い
う
名
の
ア
ト
リ
ウ
ム
が
ミ
ネ
ソ
タ
州
の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
に

あ
り
ま
す
（
図
‐
３
４
）
。
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
が
寒
い
と
こ
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う
と
こ
に
人
が
集
ま
り
ま
す
。
地

下
通
路
で
中
心
部
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
や
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
街
も
結
構
、
地
下
道
が

発
達
し
て
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
シ
テ
ィ
で
す
。 

札
幌
も
凄
い
で
す
よ
ね
、
最
近
で
き
た
地
下
街
が
物
凄
く
モ
ダ
ン
で
良
く
な
り
ま
し
た
。 

ア
メ
リ
カ
テ
キ
サ
ス
州
の
ダ
ラ
ス
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
凄
い
で
す
。
ダ
ラ
ス
は
暑
い
所
。
屋
根
が
か
か

っ
て
い
て
、
上
行
く
と
物
凄
く
暑
い
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
一
階
に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
。
こ
の
温
度
差
は
凄

い
で
す
ね
。
寒
帯
地
方
か
ら
熱
帯
地
方
ま
で
行
け
る
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
（
図
‐
３
５
）
。 

（図‐３２）塀と庭。金沢の武家屋敷を訪ねると日本人が慣れ親

しんできた空間が解る。 



５８ 

 

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
「
竹
の
広
場
」
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
寒

い
所
で
す
か
ら
。
ガ
ラ
ス
の
屋
根
か
け
て
広
場
に
し
て
い
る
の
で
す
。
「
竹
の
広
場
」
と
は
、
憎
ら
し
い
事
に
。

日
本
人
だ
っ
た
ら
分
か
る
け
ど
、
ア
メ
リ
カ
人
が
「
竹
の
広
場
」
造
る
っ
て
。 

カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
に
、
街
の
中
心
部
四
・
五
ブ
ロ
ッ
ク
全
部
を
再
開
発
し
た
「
イ
ー
ト
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
あ

り
ま
す
（
図
‐
３
６
）
。
イ
ー
ト
ン
と
い
う
デ
パ
ー
ト
と
シ
ン
プ
ソ
ン
と
い
う
も
う
一
つ
の
デ
パ
ー
ト
、
そ
れ
ら

が
両
端
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
に
な
っ
て
、
そ
の
間
を
モ
ー
ル
化
し
て
い
ま
す
、
人
が
動
く
の
は
三
層
に
な
っ
て
い
る
。

地
下
は
地
下
街
に
な
り
駅
ま
で
通
じ
る
。
い
わ
ゆ
る
地
下
都
市
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
シ
テ
ィ
で
す
ね
。 

こ
れ
ら
は
イ
タ
リ
ア
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
道
路
や
広
場
と
は
全
く
違
い
ま
す
。 

カ
バ
ー
ド
ス
ト
リ
ー
ト
は
イ
タ
リ
ー
で
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ミ
ラ
ノ
に
あ
り
ま
す
。
一
八
六
〇
年
代
後

半
に
建
て
ら
れ
た
ガ
レ
リ
ア
で
す
。
正
式
の
名
は
ビ
ッ
ト
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
レⅡ

世
ガ
レ
リ
ア
。
ま
た
ナ
ポ
リ

に
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
雨
の
多
い
所
や
冬
の
寒
い
都
市
に
あ
り
ま
す
。
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
は

一
八
四
七
年
に
作
ら
れ
た
ギ
ャ
ル
リ
ー
・
サ
ン
チ
ュ
ベ
ー
ル
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
（
図
‐
３
７
）
。
一
九
〇
〇

年
代
に
な
っ
て
パ
リ
に
多
く
の
ガ
ラ
ス
の
屋
根
を
持
つ
パ
サ
ー
ジ
ュ
が
で
き
ま
し
た
。 

ボ
ロ
ー
ニ
ア
に
は
延
々
三
〇
キ
ロ
も
続
く
ポ
ル
テ
ィ
コ
と
い
う
ア
ー
ケ
ー
ド
空
間
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
陽
の

光
を
防
ぐ
も
の
で
、
古
代
に
は
コ
ロ
ッ
セ
オ
の
柱
の
内
側
に
公
共
用
歩
廊
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ス
イ

ス
の
ベ
ル
ン
に
は
ラ
ウ
ベ
ン
と
い
わ
れ
る
冷
た
い
雨
や
雪
か
ら
身
を
守
る
公
共
歩
廊
が
あ
り
ま
す
。 

 

 
 

（図‐３３）カナダ、ウエスト・エドモントン・モール。内部に内

なる世界・ミクロコスモス（上）をつくり、外部の都市・メゾコ

スモス（下）との関係を遮断している。都市景観の形成には無関

心。 
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（図‐３４）アメリカ、セントポールのタウンスクエア。 

 

（図‐３５）アメリカ、ダラスのショッピングモール。 

 
（図‐３６）カナダ、トロントのイートンセンター。 
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■
都
市
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
。
そ
し
て
都
市
景
観
。 

ア
メ
ニ
テ
ィ
と
は
「
人
に
と
っ
て
、
不
快
な
も
の
が
よ
り
多
く
取
り
除
か
れ
た
状
態
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
不
快

な
要
素
は
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
で
す
か
ら
人
に
よ
っ
て
快
・
不
快
が
異
な
り
ま
す
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
の
は
「
ど
ん
な
人
で
も
普
通
に
当
た
り
前
に
移
動
で
き
、
生
活
で
き
る
街
に
」
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
都
市
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
は
こ
の
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
と
こ
ろ
が
実
に
難
し
い
の
で
す
。
点
状
タ
イ

ル
と
か
線
状
タ
イ
ル
と
い
う
黄
色
い
ぶ
つ
ぶ
つ
タ
イ
ル
や
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
。
弱
視
者
の
方
に
は
黄
色
が

良
い
の
で
す
が
都
市
景
観
上
は
あ
ま
り
い
い
色
彩
感
覚
で
は
な
い
。
車
椅
子
に
乗
っ
た
頸
椎
障
害
の
方
は
振
動

を
嫌
う
た
め
点
状
タ
イ
ル
は
大
敵
だ
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

 

■
日
本
の
魅
力
、
道
路
の
脇
に
店
先
空
地
と
い
う
半
公
共
空
間
。 

街
の
魅
力
や
豊
か
な
歩
行
者
空
間
を
生
み
出
す
た
め
に
は
店
先
空
地
を
つ
く
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
厳
島
神
社

の
参
道
に
は
大
変
い
い
例
が
あ
り
ま
す
（
図
‐
３
８
）
。
半
公
共
空
間
で
あ
り
外
部
と
内
部
の
中
間
領
域
。
こ
の

設
え
に
よ
っ
て
魅
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
非
常
に
日
本
的
な
道
路
の
脇
に
店
先
空
地
を
作
る
と
い
う
例
で
す
が
、

魅
力
的
な
街
に
は
こ
の
よ
う
な
空
間
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。 

（図‐３７）ベルギー、ブリュッセルのギャルリー・サンチュベール。 
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■
西
洋
の
広
場
は
日
本
の
川
原
。
そ
の
ま
ま
歩
行
者
空
間
の
手
本
に
は
な
ら
な
い
。  

ア
テ
ネ
に
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
ゴ
ラ
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
ア
ゴ
ラ
と
は
人
が
集
ま
る
と
い
う
意
味
の
「
ア

ゴ
ラ
ゾ
」
が
語
源
で
す
。
広
場
は
元
々
こ
う
い
う
所
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
政
治
家
や
哲
学
者
が
政
治

論
争
、
哲
学
談
義
を
し
た
。
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
丘
に
は
聖
な
る
空
間
が
あ
り
、
パ
ル
テ
ノ
ン
が
あ
り
ま
す
。 

ロ
ー
マ
の
フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
も
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
心
臓
部
で
あ
り
権
威
の
あ
る
場
所
で
し
た
。 

中
世
の
美
し
い
町
と
し
て
代
表
的
な
シ
エ
ナ
。
中
心
に
広
場
が
あ
り
ま
す
（
図
‐
３
９
）
。
そ
こ
は
市
民
の
集
ま

る
広
場
で
す
。
イ
タ
リ
ア
の
町
の
広
場
に
は
三
種
類
の
広
場
が
あ
り
、
シ
ニ
ョ
ー
リ
ア
広
場
（
市
民
広
場
）
、

大
聖
堂
前
の
ド
ウ
オ
ー
モ
広
場
。
そ
し
て
市
場
広
場
ピ
ァ
ッ
ツ
ア
・
デ
ル
・
メ
ル
カ
ー
ト
で
す
。
雨
が
あ
ん
ま

り
降
ら
な
い
、
だ
か
ら
広
場
に
集
ま
り
や
す
い
。
中
世
の
頃
は
、
市
民
は
二
～
三
〇
〇
〇
人
し
か
住
ん
で
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
計
算
す
る
と
、
こ
の
広
場
に
全
市
民
が
集
ま
る
と
一
人
当
た
り
〇
・
二
㎡
だ
っ
た
。
満
員
電

車
く
ら
い
。
と
こ
ろ
が
、
赤
ん
坊
と
か
お
年
寄
り
集
ま
ら
な
い
か
ら
、
ま
、
せ
い
ぜ
い
一
㎡
位
あ
っ
た
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
す
。
お
祭
り
が
す
ご
い
。
パ
リ
オ
と
い
う
お
祭
り
で
広
場
が
大
き
な
舞
台
に
な
る
。
市
民
が
楽
し

み
、
観
光
客
が
溢
れ
る
。
地
面
が
傾
斜
し
て
い
る
か
ら
見
上
げ
た
り
見
下
ろ
し
た
り
し
て
全
体
が
良
く
眺
め
ら

れ
る
。
街
の
形
は
地
形
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

古
代
ロ
ー
マ
時
代
に
作
ら
れ
た
街
で
す
。
尾
根
伝
い
に
道
が
あ
り
、
道
が
み
ん
な
狭
い
。
そ
れ
で
、
こ
う
い
う

大
き
な
空
間
が
あ
る
。
こ
の
広
場
の
特
徴
は
、
「
マ
ン
ジ
ャ
の
塔
」
の
ほ
う
が
下
が
っ
て
い
て
、
泉
の
あ
る
方

が
上
が
っ
て
い
る
劇
場
的
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
形
が
素
晴
ら
し
い
。
塔
の
下
側
に
市
場
広
場
が
あ
り

ま
す
。 

（図‐３８）厳島神社参道の

魅力的な店先空間。 
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中
世
の
頃
参
事
官
が
い
て
景
観
を
整
え
て
い
た
。
「
こ
れ
駄
目
だ
よ
、
も
う
ち
ょ
っ
と
引
込
め
ろ
」
と
か
や
っ

て
い
た
。
道
路
が
集
ま
っ
て
き
て
、
こ
の
広
場
に
入
っ
て
来
る
ん
で
す
け
ど
、
道
路
の
上
部
を
建
物
に
し
て
、

建
物
で
囲
ま
れ
た
広
場
の
空
間
の
魅
力
が
も
の
す
ご
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
カ
ミ
ロ
・
ジ
ッ
テ
は
、
「
広
場
の

造
形
」
と
い
う
本
で
、
こ
の
こ
と
が
イ
タ
リ
ア
の
広
場
の
良
さ
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
「
現
代

の
都
市
は
何
だ
」
と
、
言
わ
ば
コ
ル
ビ
ジ
ェ
批
判
で
す
か
ら
ね
。
ど
ー
ん
と
大
き
い
ビ
ル
を
建
て
て
広
場
を
つ

く
っ
て
も
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
広
場
じ
ゃ
な
い
と
。 

シ
エ
ナ
の
航
空
写
真
を
見
る
と
街
の
構
造
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
広
場
を
見
る
と
塔
の
あ
る
方
が
緩
や
か
に
下

が
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
お
店
の
テ
ン
ト
が
同
じ
褐
色
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
良
い
で
す
ね
。
日
本
だ

と
す
ぐ
、
赤
や
黄
色
や
色
ん
な
色
が
出
て
来
る
の
で
す
が
、
渋
い
の
で
貫
禄
さ
え
出
て
い
る
。
狭
い
道
路
か
ら

来
る
と
、
突
然
広
場
と
マ
ン
ジ
ャ
の
塔
が
見
え
る
。 

ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
街
に
行
っ
た
と
き
、
丁
度
お
祭
り
の
日
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。
実
に
楽
し
い
。
地
区
か
ら
選
ば

れ
た
馬
上
の
騎
士
が
サ
ラ
セ
ン
人
の
人
形
を
槍
で
突
く
。
突
く
場
所
で
点
数
が
決
ま
り
、
地
区
対
抗
で
点
を
取

り
合
う
。
「
遊
び
の
哲
学
」
と
い
う
本
で
レ
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ワ
は
遊
び
に
は
四
つ
の
要
素
「
模
擬
」
「
偶
然
」

「
眩
暈

め

ま

い

」
「
競
争
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
模
擬
は
何
と
か
ご
っ
こ
で
す
。
映
画
観
て
、
西
武
劇
観
る
と

ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
が
、
さ
っ
そ
う
と
や
っ
て
い
る
。
映
画
出
て
来
る
若
者
は
、
皆
ジ
ョ
ン
・
ウ
ェ
イ
ン
の
気

分
に
な
っ
て
肩
を
怒
ら
し
て
歩
い
て
い
る
。
眩
暈
と
は
め
ま
い
。
キ
ラ
キ
ラ
す
る
こ
と
。
遊
園
地
の
ミ
ラ
ー
ボ

ッ
ク
ス
や
宝
く
じ
が
当
た
っ
た
り
す
る
と
め
ま
い
が
す
る
。
偶
然
も
予
期
せ
ぬ
の
に
人
に
あ
っ
た
り
、
麻
雀
で

つ
も
っ
た
り
。
そ
れ
か
ら
競
争
と
い
う
の
も
必
要
で
す
。
競
争
し
な
い
と
遊
び
は
楽
し
く
な
い
。
麻
雀
も
そ
う

で
、
賭
け
事
し
な
い
と
面
白
く
な
い
。
こ
の
ア
レ
ッ
ツ
ォ
の
祭
り
も
地
区
対
抗
で
競
争
を
し
て
い
る
訳
で
す
。

だ
か
ら
楽
し
い
。 

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
グ
ラ
ン
プ
ラ
ス
は
四
角
い
広
場
で
見
事
な
建
物
が
囲
ん
で
い
ま
す
。 

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
は
シ
ニ
ョ
ー
リ
ア
広
場
が
あ
り
、
こ
こ
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
ダ
ヴ
ィ
テ
像
を
こ
こ
に
置
く

っ
て
決
め
た
の
が
素
晴
ら
し
い
事
だ
っ
た
。
ロ
ッ
ジ
ア
か
ら
、
王
侯
貴
族
が
命
令
を
下
す
。
市
民
が
聞
く
。
火

炙
り
の
刑
も
、
こ
う
い
っ
た
所
で
や
る
。
だ
か
ら
真
ん
中
に
は
何
も
置
く
な
と
言
わ
れ
る
の
は
そ
う
い
う
事
で

す
。
そ
の
よ
う
な
祝
祭
的
な
空
間
で
す
。
日
本
は
、
そ
れ
が
河
原
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
に
は
広
場

は
無
か
っ
た
の
で
、
罪
人
の
首
を
は
ね
る
な
ん
て
こ
と
は
河
原
で
や
っ
て
い
た
。
日
本
は
穢
い
も
の
汚
れ
た
も

の
は
直
ぐ
水
に
流
す
ん
で
す
。
河
原
が
最
高
の
場
所
だ
っ
た
。
ま
た
、
水
の
流
す
と
言
え
ば
「
禊
ぎ
」
と
い
う

習
慣
も
あ
っ
た
。 

前
に
述
べ
た
ボ
ス
ト
ン
の
ボ
ス
ト
ン
・
コ
モ
ン
は
公
園
で
ウ
ェ
ッ
ト
。
緑
が
多
く
柔
ら
か
く
静
寂
。
一
方
プ
ラ

ザ
は
違
う
ん
で
す
ね
。
市
民
的
な
集
ま
り
で
す
。
ド
ラ
イ
で
喧
噪
の
空
間
。 

街
の
オ
ア
シ
ス
空
間
と
し
て
小
さ
な
公
園
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
例
が
あ
り
ま
す
。
一
九
六
〇
年
代
に
ヴ
ェ
ス

ト
ポ
ケ
ッ
ト
バ
ッ
ク
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
来
た
（
図
‐
４
０
）
。
こ
の
時
代
か
ら
都
市
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
づ
く
り
を
や
っ
て
行
く
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
モ
ー
ル
の
入
口
の
所
に
出
来
た
カ
ー
ル
ス
プ
ラ
ッ
ツ
。
こ
れ
は
広

場
と
言
え
ど
も
、
真
ん
中
に
堂
々
と
こ
う
い
う
大
噴
水
を
置
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
真
ん
中
に
置
く
、
置
か

な
い
っ
て
言
う
の
は
、
そ
こ
に
人
が
集
ま
る
場
所
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
と
、
い
か
に
人
々

が
楽
し
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。 
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（図‐３９）イタリア、シエナのカンポ広場。 

 

（図‐４０）アメリカ。ニューヨーク。ヴェスト・

ポケット・パークのひとつ、ペーリーズパーク。 
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■
「
見
る
、
見
ら
れ
る
」
の
関
係
が
大
事
。 

「
見
る
、
見
ら
れ
る
」
と
い
う
の
は
街
の
劇
場
性
の
形
成
に
非
常
に
大
事
で
す
。
こ
の

mutual 

s
p
ectatorship

は
広
場
に
於
い
て
も
道
に
於
い
て
も
そ
う
で
す
。
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
の
パ
セ
オ
・
デ
ル
・
リ

オ
に
行
く
と
、
運
河
を
船
が
進
む
。
ロ
バ
ー
ト
・
ハ
グ
マ
ン
と
い
う
設
計
者
が
設
計
し
た
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
音

楽
会
な
ど
が
催
さ
れ
る
。
対
岸
は
観
客
席
。
船
の
客
は
両
岸
を
見
る
。
お
互
い
に
見
る
、
見
ら
れ
る
関
係
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
見
た
り
見
ら
れ
た
り
す
る
街
の
雰
囲
気
が
楽
し
い
の
で
す
。
ま
さ
し
く
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
リ
ア
ル

ト
橋
が
そ
う
で
す
ね
。
「
見
る
、
見
ら
れ
る
」
、
そ
う
い
う
関
係
。 

そ
し
て
都
市
の
魅
力
と
は
何
か
。
魅
力
と
い
う
の
は
「
多
様
性
」
「
多
く
の
機
会
」
「
自
由
な
選
択
」
「
欲
求

の
充
足
」
で
す
。
都
市
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
も
、
全
体
の
中
で
個
人
は
ホ
ロ
ン
的
で
あ
り
、
自
由
が
あ
る

こ
と
で
す
。 

雑
誌
で
見
た
の
で
す
が
あ
る
ホ
テ
ル
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
は
朝
、
一
生
懸
命
ホ
テ
ル
ボ
ー
イ
が
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
の
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
を
揃
え
て
並
べ
る
。
そ
れ
を
昼
位
に
行
っ
て
み
る
と
デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
の
配
置
が
少
し
乱
れ

る
。
夕
方
に
な
る
と
あ
っ
ち
向
い
た
り
こ
っ
ち
向
い
た
り
適
当
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
自
由
な
の
で
す
ね
。

朝
の
よ
う
に
整
然
と
並
ん
で
い
て
は
ち
っ
と
も
楽
し
く
な
い
（
図
‐
４
１
）
。
自
由
っ
て
こ
う
い
う
も
の
。
自
分

の
好
き
な
所
に
自
分
の
も
の
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
の
で
す
ね
。
人
と
人
と
の
距
離
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
ね
。

一
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
位
で
話
す
の
が
一
番
良
い
そ
う
で
す
。
因
み
に
鴨
川
の
川
岸
の
ア
ベ
ッ
ク
は
六

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
間
隔
と
か
。 

槇
さ
ん
が
よ
く
、
ス
ー
ラ
の
「グ
ラ
ン
シ
ャ
ッ
ト
島
の
日
曜
の
午
後
」（
図
‐
４
２
）
の
絵
を
説
明
し
ま
す
。
人
は
皆
、

別
々
の
方
向
を
見
て
い
る
っ
て
い
う
。
槇
さ
ん
の
考
察
で
す
。
絵
を
描
く
僕
の
見
方
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。
絵
画

的
手
法
で
い
う
と
。
ス
ー
ラ
は
、
一
人
一
人
皆
別
の
姿
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
て
。
そ
れ
を
一
枚
の
絵
に
纏
め
る

わ
け
。
だ
か
ら
別
々
の
方
向
を
見
て
い
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
槇
さ
ん
は
都
会
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
別
な
と

こ
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
設
計
さ
れ
た
ス
パ
イ
ラ
ル
は
、
ロ
ビ
ー
の
椅
子
で
皆
、
外
を
眺
め
る
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
内
側
を
見
て
い
な
い
。
こ
こ
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。
槇
さ
ん
の
説
明
で
、
な
る
ほ
ど

な
と
思
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
で
自
由
の
形
で
最
高
な
の
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
マ
リ
エ
ン
プ
ラ
ッ
ツ
で
す
。
そ
の
広
場
で
は
、
そ
こ
に

あ
る
椅
子
を
自
分
の
好
き
な
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
い
け
る
ん
で
す
（
図
‐
４
３
）
。
こ
れ
日
本
だ
と
、
自
分
の
家
ま

で
持
っ
て
行
っ
ち
ゃ
う
。
（
笑
い
） 

 

■
屋
外
で
人
前
に
自
分
を
さ
ら
す
に
つ
い
て
、
日
本
の
恥
の
文
化
。
西
洋
の
罪
の
文
化
。 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ど
真
ん
中
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
パ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
簡
易
な
椅
子
で
す
が
一
人
一
人
座
れ
る

椅
子
が
公
園
内
に
置
い
て
あ
り
ま
す
（
前
頁 

図
‐
４
４
）
。
座
っ
て
本
を
読
ん
で
い
る
人
が
絵
に
な
っ
て
い
る
ん

で
す
。
日
本
人
は
広
場
で
は
中
々
こ
れ
が
出
来
な
い
。
一
人
で
も
絵
に
な
る
よ
う
な
、
主
役
に
な
る
よ
う
な
仕

草
は
出
来
な
い
の
で
す
。
道
路
端
っ
こ
行
っ
ち
ゃ
う
、
端
っ
こ
で
お
茶
飲
ま
な
い
と
駄
目
な
の
で
す
。
端
っ
こ

で
す
。
そ
こ
な
ん
で
す
ね
。
真
ん
中
で
何
か
や
る
っ
て
い
う
の
は
中
々
出
来
な
い
民
族
で
す
。
最
近
は
出
て
来

た
と
は
言
え
ま
す
が
。 

い
わ
ゆ
る
「
恥
の
文
化
」
で
す
。
西
洋
は
「
罪
の
文
化
」
。
日
本
は
「
恥
の
文
化
」
。
西
洋
の
「
罪
の
文
化
」

と
い
う
の
は
、
教
会
に
行
っ
て
、
牧
師
さ
ん
に
、
「
私
こ
う
い
う
悪
い
事
し
ま
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
」
っ
て

言
っ
た
ら
、
「
あ
ー
よ
し
よ
し
許
し
て
あ
げ
る
」
で
許
さ
れ
る
。
で
も
、
次
ま
た
悪
い
事
す
る
人
も
い
る
。 

恥
は
、
三
歳
ま
で
に
親
か
ら
刷
り
込
ま
れ
る
。
「
こ
う
い
う
事
や
る
と
人
様
に
恨
ま
れ
る
よ
、
や
っ
ち
ゃ
い
け

ま
せ
ん
よ
、
恥
ず
か
し
い
か
ら
ね
」
っ
て
、
刷
り
込
ま
れ
る
。
だ
か
ら
、
ト
イ
レ
行
っ
た
ら
扉
を
閉
め
る
の
は

当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
中
国
は
そ
う
い
う
の
、
刷
り
込
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
平
気
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
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違
い
が
あ
り
ま
す
。
恥
を
か
く
と
、
告
白
し
た
っ
て
恥
ず
か
し
い
思
い
は
無
く
な
ら
な
い
。
ず
ー
っ
と
恥
ず
か

し
い
。
日
本
の
恥
の
文
化
は
そ
こ
が
特
徴
で
す
。 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 ■
部
分
は
素
晴
ら
し
い
が
全
体
は
ま
だ
ら
な
日
本
。
部
分
は
荒
い
が
全
体
は
ま
と
ま
る
西
洋
。 

食
の
文
化
と
し
て
日
本
料
理
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
特
徴
は
「
ま
だ
ら
」
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
調
和
を
取

ら
れ
て
い
ま
す
。
其
々
の
器
も
美
し
い
し
、
味
も
良
い
し
、
日
本
料
理
が
世
界
文
化
遺
産
に
な
る
証
拠
で
す
。

例
え
ば
「
す
き
焼
き
」
。
具
を
皆
一
緒
に
入
れ
る
ん
だ
け
ど
も
、
其
々
が
味
を
出
す
。
こ
こ
が
よ
い
所
。
で
、

（図‐４１）ホテルのプールサイドのデッキチェアの並び方を観察し

ていると、朝（左）、昼（中）、夕方（右）で、変化している。 

 

（図‐４２）スーラの「グランシャット島の日曜の午後」。 

 

（図‐４３）ドイツ、ミュンヘンのマリエン広場には自

由に動かせる椅子が置いてある。 

 

（図‐４４）アメリカ、ニューヨークのブライアンパー

クでは一人一人が座れる椅子が置いてある。 
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韓
国
料
理
、
器
を
見
る
と
、
あ
ん
ま
り
悪
く
は
言
え
な
い
け
ど
、
器
は
あ
ま
り
ア
ー
ト
で
は
な
い
。
で
も
昔
は

金
属
の
箸
で
食
べ
て
い
た
の
で
毒
が
入
っ
て
い
る
と
変
色
す
る
。
そ
れ
で
毒
が
有
る
か
無
い
か
分
か
っ
た
。
中

国
料
理
は
、
同
じ
器
に
盛
ら
れ
た
も
の
を
皆
で
口
に
運
ぶ
。
毒
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
。
日
本

は
毒
が
入
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
其
々
の
お
膳
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
伊
達
正
宗
は
自
分
の
母
か

ら
、
毒
を
入
れ
ら
れ
て
片
目
潰
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
お
毒
見
役
も
い
た
。
そ
う
い
う
の
が
あ
っ
て
、
ど

っ
ち
が
良
い
と
は
言
え
な
い
の
だ
け
ど
、
面
白
い
文
化
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

都
市
的
な
景
観
で
い
う
と
「
部
分
と
全
体
」
と
い
う
対
比
も
あ
り
ま
す
。
日
本
文
化
は
部
分
が
素
晴
ら
し
い
の

だ
け
れ
ど
全
体
は
ま
だ
ら
。
西
洋
は
部
分
は
荒
い
が
全
体
の
ま
と
ま
り
は
素
晴
ら
し
い
と
。 

ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
は
交
通
計
画
の
中
に
歩
行
者
空
間
を
組
み
込
ん
で
い
る
素
晴
ら
し
い
例
で
す
（
図
‐

４
５
、
４
６
）
。
こ
こ
を
車
が
通
り
な
さ
い
と
、
中
心
部
の
周
囲
に
循
環
路
が
あ
る
。
そ
の
中
は
歩
行
者
空
間
ゾ

ー
ン
。
広
場
こ
こ
に
あ
り
市
民
と
観
光
客
と
一
緒
に
な
っ
て
踊
っ
た
り
し
て
い
る
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は

車
が
入
っ
て
は
い
け
な
い
。
地
図
上
で
黄
色
に
塗
ら
れ
た
道
は
、
車
種
制
限
、
時
間
制
限
が
あ
り
、
入
っ
て
来

て
す
ぐ
出
て
い
く
。
こ
う
い
う
中
心
市
街
地
全
体
の
交
通
シ
ス
テ
ム
が
、
成
り
立
つ
、
さ
す
が
ド
イ
ツ
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
も
う
最
高
で
す
。
で
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
モ
ー
ル
で
、
た
だ
緑
は
無
い
で
す
。
広
場
行

く
と
楽
団
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
皆
で
踊
っ
て
い
ま
す
。
外
側
の
環
状
ル
ー
ト
が
車
の
循
環
。
車
は
広
場
の
地
下

に
、
地
下
駐
車
場
へ
、
人
は
そ
こ
か
ら
上
が
っ
て
来
る
。 

日
本
で
も
や
れ
る
と
す
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ
が
良
い
。
や
り
た
い
け
ど
出
来
な
か
っ
た
。 

 

 

（図‐４５）ハイデルベルグの中心市街地は全体の交通計画の中に歩行

者空間（赤く塗り tずぶした通りと広場）を位置づけている。 
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（図‐４７）オランダ、ロッテルダムのラインバーン。設計はバケマ。 

 

（図‐４８）アメリカ、ミネアポリスのニコレットモール。 

 

（図・４６）ハイデルベルグは広場の地下が駐車場になっていて町

の中心部は歩行者に開放されている。 
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■
全
体
を
構
想
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
、
西
洋
の
歩
行
者
空
間
。
そ
こ
が
日
本
の
課
題
。 

ド
イ
ツ
の
エ
ッ
セ
ン
と
い
う
町
は
一
番
初
め
に
車
の
進
入
禁
止
を
し
た
町
。
一
九
三
〇
年
代
で
す
。
こ
の
頃
は

ヒ
ト
ラ
ー
が
、
ど
ん
ど
ん
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
エ
ッ
セ
ン
と
い
う
町
の
中
心
商
店

街
か
ら
車
を
締
め
出
し
ま
し
た
。
立
派
な
も
の
で
す
ね
。
ヒ
ト
ラ
ー
が
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
網
を
作
っ
て
、
そ
こ
に

飛
行
機
ま
で
降
り
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
て
造
っ
て
行
っ
た
、
そ
の
頃
に
車
を
止
め
た
と
い
う
の
は
凄
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。 

一
番
私
が
勉
強
し
た
の
が
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
バ
ケ
マ
が
設
計
し
た
ラ
イ
ン
バ
ー
ン
で
す
（
図
‐
４
７
）
。
戦
後
間

も
な
い
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
時
代
で
す
か
ら
舗
石
は
あ
ん
ま
り
良
い
も
の
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

ス
ケ
ー
ル
感
を
非
常
に
大
切
に
考
え
ま
し
た
。
人
間
の
ス
ケ
ー
ル
の
も
の
を
人
が
歩
く
周
り
に
採
用
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
空
間
が
ダ
ラ
ダ
ラ
と
延
び
て
は
い
け
な
い
の
で
、
庇
で
仕
切
り
を
作
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
空
間
を

分
節
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
間
の
尺
度
に
合
う
よ
う
に
周
辺
は
二
階
建
て
に
し
ま
し
た
。
高
層
ビ
ル
は
此

処
じ
ゃ
無
く
て
、
そ
の
向
こ
う
に
作
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
こ
こ
に
木
を
入
れ
て
人
間
的
な
味
と
い
う
か
、
木
の

自
然
の
味
、
そ
う
い
う
の
を
入
れ
た
。
そ
し
て
花
を
入
れ
た
。
こ
う
い
う
事
で
楽
し
く
し
ま
し
た
。
日
本
こ
ん

な
街
そ
の
頃
全
く
無
か
っ
た
で
す
か
ら
衝
撃
的
で
し
た
。
な
る
ほ
ど
ね
ー
と
思
っ
た
の
で
す
。 

ロ
ン
ド
ン
に
行
く
と
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
の
前
に
衛
兵
の
交
代
の
行
列
で
有
名
な
「
ザ
・
モ
ー
ル
」
と
い
う
名

の
モ
ー
ル
が
固
有
名
詞
に
な
っ
て
い
る
二
列
植
栽
の
通
り
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
ワ
シ
ン
ト
ン
の
議
事
堂
前
に
「
キ
ャ
ピ
タ
ル
モ
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
の
が
そ
も
そ
も
の
モ
ー

ル
で
す
。 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
有
名
な
歩
行
者
空
間
で
す
が
、
私
は
一
九
六
六
年
に
行
っ
て
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
入
口

部
に
カ
ー
ル
ス
門
が
あ
り
そ
こ
か
ら
入
っ
た
街
中
に
、
市
電
が
走
っ
て
い
て
、
車
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。
モ
ー

ル
を
造
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
く
変
貌
し
ま
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
、
こ
こ
に
地
下
鉄
を

入
れ
た
の
で
す
。
Ｕ
バ
ー
ン
（
ウ
ン
タ
ー
グ
ル
ン
ド
）
と
い
う
市
内
の
地
下
鉄
。
そ
れ
が
街
の
外
に
行
く
と
Ｓ

バ
ー
ン
（
シ
ュ
ネ
ル
バ
ー
ン
）
と
言
う
国
鉄
に
な
る
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
交
通
計
画
の
中
で
歩
行
者
専
用
道

路
を
つ
く
る
。
そ
し
て
ま
た
、
市
の
城
壁
が
有
っ
た
の
で
す
が
そ
れ
を
取
り
壊
し
て
リ
ン
グ
状
の
車
の
道
に
し

ま
し
た
。
こ
の
中
を
四
つ
に
分
け
て
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
セ
ル
に
す
る
ん
で
す
ね
い
わ
ば
イ
ン
ナ
ー
ベ
ル
ト
。
そ
し

て
中
に
出
来
る
だ
け
車
が
入
ら
な
い
、
通
過
交
通
が
無
い
よ
う
に
す
る
。
車
を
如
何
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か

と
い
う
の
が
大
事
で
、
こ
れ
を
分
け
る
為
に
歩
行
者
専
用
道
路
を
作
っ
た
と
い
う
事
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い

う
事
が
出
来
れ
ば
最
高
に
素
晴
ら
し
い
。 

そ
れ
か
ら
、
ボ
ン
エ
ル
フ
っ
て
い
う
の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ
ト
に
出
来
ま
し
た
。
中
世
か
ら
の
街
並
み
の

中
に
車
が
横
行
し
は
じ
め
、
路
上
に
無
秩
序
に
車
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
置
い
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
何
と
か
整
理
し
よ
う
と
、
歩
道
を
作
り
、
そ
し
て
ハ
ン
プ
（
ラ
ク
ダ
の
こ
ぶ
）
と
い
う
の
を
作
っ

て
、
こ
こ
で
ス
ピ
ー
ド
が
出
せ
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
車
を
整
然
と
置
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
は
、
交
通
計
画
を
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
、
車
は
通
す
け
ど
も
歩
行
者
も
、
歩
道
は
広
め
て
快
適
に

し
よ
う
っ
て
言
う
の
が
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
す
。
冬
は
大
変
寒
い
街
な
の
で
二
階
に
は
ス
カ
イ
ウ
ェ
イ
と

い
う
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
を
を
繋
ぐ
室
内
通
路
を
作
り
ま
し
た
（
図
‐
４
８
）
。 

そ
の
頃
、
東
京
の
都
心
部
や
横
浜
駅
の
東
口
で
は
高
架
の
高
速
道
路
が
出
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
田
村
明
さ
ん

は
体
を
張
っ
て
関
内
を
通
る
高
速
道
路
を
地
下
に
入
れ
る
よ
う
建
設
省
と
渡
り
合
っ
た
。
こ
ん
な
高
架
道
路
が

街
に
出
来
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
分
断
す
る
し
景
観
的
に
も
最
悪
に
な
り
ま
す
。
日
本
橋
見
て
く
だ
さ
い
。 

     



６９ 

 

【
質
疑
応
答
】 

 

 

■
市
民
と
役
人
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
設
計
者
。
最
近
、
や
る
気
の
あ
る
人
が
断
然
少
な
い
。 

〈
宮
沢
〉
開
拓
者
と
い
う
か
そ
う
い
う
意
味
で
は
物
凄
く
ご
苦
労
さ
れ
て
、
色
ん
な
実
績
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が

そ
の
後
に
続
く
人
達
の
仕
事
に
影
響
与
え
た
お
話
だ
と
思
っ
て
聴
い
て
い
ま
し
た
。 

気
に
な
っ
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

高
橋
さ
ん
の
場
合
非
常
に
提
案
力
の
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
か
設
計
者
と
、
そ
れ
に
理
解
を
示
す
行
政
、
そ

し
て
自
分
達
の
住
む
所
を
こ
う
し
た
い
と
言
う
自
主
性
の
あ
る
住
民
、
こ
の
三
つ
が
揃
っ
て
い
た
と
思
う
ん
で

す
。
今
僕
ら
が
仕
事
を
し
て
い
る
中
で
こ
の
三
つ
、
殆
ど
無
い
ん
で
す
よ
。
地
元
の
商
店
街
で
も
、
皆
自
分
勝

手
で
、
自
分
達
で
何
と
か
し
よ
う
と
考
え
る
と
こ
ろ
っ
て
非
常
に
少
な
い
。
だ
か
ら
何
を
提
案
し
て
も
「
俺
は

違
う
よ
」
「
俺
は
違
う
よ
」
っ
て
言
う
。
協
調
性
が
出
て
来
な
い
。
地
元
か
ら
提
案
が
出
て
来
る
よ
う
な
こ
と

が
な
い
で
す
。 

二
つ
め
に
、
私
達
Ｇ
Ｋ
設
計
も
、
提
案
す
る
の
が
我
々
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
割
合
余
計
な
こ
と
ま

で
提
案
す
る
ん
で
す
。
頼
ま
れ
た
事
だ
け
や
っ
て
て
も
良
い
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
ど
う
な
ん
で
す
か
、
あ
れ
は

ど
う
な
ん
で
す
か
っ
て
余
計
な
こ
と
を
提
案
す
る
。
今
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
中
で
、
そ
れ
が
殆
ど
無
い
で
す
。

特
に
土
木
の
場
合
に
は
決
め
ら
れ
た
事
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
れ
ば
取
り
敢
え
ず
お
金
が
入
る
。
あ
ま
り
労
力
を

使
わ
な
い
。
要
す
る
に
効
率
主
義
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
高
橋
さ
ん
の
仰
っ
て
た
よ
う
な
事
に
な
れ
ば
良
い
と

思
う
ん
だ
け
ど
、
な
か
な
か
そ
う
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。 

 

そ
れ
か
ら
三
つ
目
に
、
仮
に
提
案
が
出
て
来
て
も
行
政
は
、
法
律
の
中
だ
け
で
し
か
裁
量
し
な
い
。
物
分
り
の

良
い
行
政
っ
て
、
こ
れ
も
少
な
い
で
す
ね
。
僕
は
富
山
の
仕
事
を
や
っ
て
良
く
分
り
ま
し
た
け
ど
も
、
あ
れ
は

森
市
長
が
旗
振
り
で
や
っ
た
ん
で
、
逆
に
行
政
の
ト
ッ
プ
の
主
導
権
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
た
と
こ
ろ
が
あ

る
ん
で
す
よ
ね
。 

何
を
変
え
て
行
け
ば
、
あ
あ
い
う
よ
う
な
動
き
が
こ
れ
か
ら
可
能
に
な
る
の
か
、
ヒ
ン
ト
で
も
良
い
か
ら
お
聞

き
し
た
い
で
す
。
繰
り
返
し
ま
す
と
、 

ひ
と
つ
は
、
市
民
が
自
分
の
街
に
愛
着
を
持
っ
て
ど
う
し
た
い
か
を
考
え
る
、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
殆
ど
崩
壊
し
て
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
再
構
成
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。
二
つ
は
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ブ
ル
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ブ
ル
な
設
計
者
を
養
成
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。

三
つ
に
、
市
民
か
ら
上
が
っ
て
来
る
問
題
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
上
が
っ
て
来
る
問
題
を
超
法
規
的
に
考
え

て
く
れ
る
よ
う
な
行
政
を
作
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。
こ
の
三
つ
が
非
常
に
大
事
だ
と
僕
は
思
っ
て
ま
し

て
ね
、
色
ん
な
と
こ
で
色
ん
な
良
い
お
話
を
聞
く
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
の
と
こ
が
出
来
な
い
為
に
う
ま
く
行
か

な
い
、
と
い
う
の
が
多
い
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。
そ
の
辺
を
お
話
し
頂
き
た
い
。 

〈
高
橋
〉
非
常
に
良
い
質
問
で
す
ね
。
前
か
ら
三
馬
鹿
っ
て
言
わ
れ
て
、
役
人
は
役
人
ら
し
か
ら
ぬ
馬
鹿
に
な

り
の
め
り
込
ん
で
く
る
行
政
マ
ン
が
い
る
事
。
設
計
者
、
コ
ン
サ
ル
の
方
も
馬
鹿
に
な
っ
て
「
お
金
じ
ゃ
な
い
」

と
言
う
ぐ
ら
い
の
気
構
え
を
持
っ
て
や
る
。 

馬
車
道
も
結
構
安
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
ー
。
で
も
、
こ
れ
や
っ
た
ら
、
今
ま
で
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
街
づ
く
り

が
で
き
る
ぞ
と
、
気
概
を
持
っ
て
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
よ
く
「
一
案
で
こ
れ
が
絶
対
良
い
」
と
は
言

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
少
な
く
と
も
三
案
は
持
っ
て
行
っ
て
、
そ
れ
で
ど
ち
ら
が
良
い
か
、
勿
論
設
計
者
で
す
か

ら
自
分
の
良
い
と
思
う
案
は
き
ち
ん
と
説
明
し
ま
す
。
で
も
、
商
店
街
の
方
々
に
参
加
し
て
考
え
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
で
す
。
皆
さ
ん
が
「
こ
う
い
う
理
由
で
こ
れ
が
良
い
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
そ
れ
か
ら
、
そ
れ
を
リ
フ

ァ
イ
ン
す
る
。
そ
う
で
な
い
と
、
自
分
た
ち
の
参
加
で
は
な
い
し
、
自
分
た
ち
の
考
え
と
思
わ
な
い
か
ら
で
す
。

押
し
付
け
ら
れ
た
っ
て
い
う
の
は
一
番
嫌
う
。
そ
ん
な
風
に
み
ん
な
が
参
加
し
て
や
っ
た
。
そ
れ
を
い
つ
も
考

え
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。 



７０ 

 

一
つ
面
白
い
の
は
、
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
な
。
平
塚
の
東
海
道
本
通
り
を
設
計
し
た
時
に
、
地
元
に
理
事
会

が
あ
っ
て
、
二
〇
人
位
の
理
事
会
で
す
。
そ
の
理
事
会
で
何
で
も
反
対
が
お
一
人
い
た
ん
で
す
。
ど
う
や
っ
た

っ
て
そ
の
人
が
反
対
。
国
連
の
或
る
常
任
理
事
国
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
れ
ど
う
し
よ
う
か
な
っ
て
考
え
ま

し
た
。
私
は
そ
の
時
、
丁
度
仙
台
の
一
番
町
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
、
帰
っ
て
来
て
よ
く
街
歩
い
て
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
声
を
か
け
る
。
何
回
か
、
「
こ
ん
に
ち
は
、
こ
ん
に
ち
は
」
と
挨
拶
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
っ
ち
に

向
く
よ
う
に
な
っ
て
。
仙
台
か
ら
笹
か
ま
ぼ
こ
買
っ
て
来
た
時
、
「
こ
ん
に
ち
は
、
笹
か
ま
ぼ
こ
買
っ
て
来
た

ん
だ
け
ど
」
、
「
じ
ゃ
あ
ち
ょ
っ
と
上
れ
や
」
っ
て
言
っ
て
、
お
茶
飲
み
初
め
た
。
そ
れ
で
僕
は
、
「
あ
な
た

の
言
う
事
分
か
る
。
あ
れ
正
論
だ
よ
、
だ
け
ど
中
々
正
論
だ
け
は
通
じ
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
ね
」
と
、
「
こ
う

い
う
の
は
ど
う
？
」
っ
て
そ
こ
で
話
し
込
み
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
「
お
お
、
そ
っ
か
、
じ
ゃ
あ
ま
ぁ
い
い

か
」
な
ん
て
言
っ
て
。
そ
れ
で
Ｏ
Ｋ
出
し
て
く
れ
て
、
「
じ
ゃ
あ
い
い
ね
っ
」
て
言
っ
て
、
そ
れ
で
理
事
会
で

図
っ
た
ら
、
も
う
そ
れ
か
ら
理
事
会
で
全
然
反
対
し
な
く
な
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
信
頼
関
係
で
し
ょ
う
ね
。
勿
論

そ
の
時
に
商
店
街
の
人
は
、
魚
屋
さ
ん
も
本
屋
さ
ん
も
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
扱
う
宝
石
屋
さ
ん
も
い
ま
す
。
い

ろ
ん
な
人
が
い
る
。
だ
か
ら
商
店
街
は
面
白
い
ん
で
す
。
で
も
、
意
見
は
バ
ッ
ラ
バ
ラ
、
そ
れ
に
大
事
な
の
は

ダ
ジ
ャ
レ
で
す
。
（
笑
い
） 

ダ
ジ
ャ
レ
で
笑
う
で
し
ょ
う
？ 

ウ
ワ
ー
っ
て
、
そ
う
す
る
と
力
は
抜
け
ま
す
。
あ
い
つ
が
言
う
の
は
、
そ
ん

な
に
罪
は
無
い
な
っ
て
思
っ
て
く
れ
る
。
そ
れ
が
良
か
っ
た
。
ダ
ジ
ャ
レ
は
強
烈
な
武
器
。 

〈
宮
沢
〉
富
山
の
市
内
環
状
線
で
大
手
モ
ー
ル
の
改
装
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
時
で
し
た
が
、
そ
の
委
員
会
が
あ

っ
て
商
店
街
の
代
表
の
方
も
出
席
し
て
、
皆
賛
成
で
色
々
お
話
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
中
で
ひ

と
り
、
大
事
な
と
こ
ろ
の
お
店
の
人
が
ず
ー
っ
と
反
対
な
ん
で
す
ね
。
「
俺
た
ち
は
俺
達
の
仕
事
を
す
る
」
と

全
然
取
り
合
わ
な
い
。 

と
こ
ろ
が
そ
の
中
に
居
た
富
山
市
の
お
役
人
が
ひ
と
言
助
言
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
「
宮
沢
さ
ん
、
一
生
懸
命

説
得
す
る
の
は
駄
目
で
す
」
っ
て
言
う
。
「
ど
う
し
た
ら
良
い
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
い
た
ら
、
「
あ
の
人
達

は
昼
間
は
お
仕
事
し
て
ま
す
か
ら
忙
し
く
て
お
話
し
出
来
な
い
。
だ
か
ら
夕
方
で
も
良
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
来

た
よ
っ
て
寄
っ
て
ね
、
い
や
ー
こ
の
前
の
こ
う
い
う
話
ね
っ
て
何
遍
も
何
遍
も
通
っ
て
ね
、
お
話
し
し
て
、
お

酒
で
も
飲
ん
で
お
話
し
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
方
が
良
い
で
す
」
。 

「
じ
ゃ
あ
分
か
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
か
？
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
そ
の
人
、
「
い
や
ー
分
か
ら
な
い
」
。
何
遍
も

何
遍
も
そ
れ
を
や
る
と
、
「
そ
ん
な
に
あ
な
た
真
剣
だ
っ
た
ら
、
俺
は
分
か
ら
ん
か
ら
、
も
う
任
せ
る
か
ら
や

っ
て
よ
っ
て
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
。
要
す
る
に
信
頼
関
係
を
築
く
事
が
自
分
達
の
案
を
分
か
っ
て
貰

う
事
以
上
に
大
事
だ
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し
た
。
商
店
街
は
凄
く
難
し
い
。
だ
か
ら

そ
う
な
っ
て
か
ら
は
、
「
ど
う
な
っ
て
ん
の
？
」
と
は
聞
い
て
く
る
ん
だ
け
ど
、
「
お
ー
そ
う
か
、
分
か
ん
な

い
け
ど
良
い
ん
だ
ろ
う
な
」
と
、
共
感
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
僕
ら
ど
う
し
て
も
自
分
達
が
考
え
た
案
を

一
生
懸
命
説
得
し
よ
う
と
す
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
で
は
駄
目
だ
っ
て
こ
と
で
す
ね
。 

 

■
商
店
街
は
日
本
の
道
広
場
。
だ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
で
も
あ
る
。 

〈
高
橋
〉
商
店
街
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
す
ね
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
る
人
が
居
れ
ば
大
体

成
功
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
僕
は
、
あ
る
千
葉
県
の
町
で
失
敗
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
良
い
案
作
っ
た
ん
だ

け
ど
、
結
局
駄
目
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
理
事
長
と
副
理
事
長
が
、
反
目
し
合
っ
て
い
た
。
こ
れ
は

駄
目
で
す
ね
、
全
然
。
商
店
街
が
難
し
い
の
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
。 

と
こ
ろ
で
日
本
で
は
商
店
街
に
人
が
集
ま
り
、
南
欧
で
は
広
場
、
そ
の
違
い
と
言
う
の
は
、
南
欧
は
商
店
街
と

し
て
で
は
な
く
、
広
場
に
市
民
が
集
ま
る
。
日
本
の
場
合
は
広
場
が
無
い
か
ら
、
道
に
入
っ
て
来
る
、
道
広
場

な
ん
で
す
よ
。
そ
こ
に
は
商
店
が
あ
っ
て
、
元
々
商
店
街
っ
て
言
う
の
は
、
小
さ
な
お
店
が
集
ま
っ
て
商
店
街
、

だ
か
ら
商
店
主
は
そ
こ
に
住
ん
で
た
。
そ
れ
で
お
店
を
持
っ
て
地
域
の
人
に
商
品
を
売
る
、
地
域
に
親
し
ん
で

い
る
。
そ
れ
が
本
来
的
商
店
街
な
の
で
す
。
今
の
多
く
は
商
店
街
と
い
う
よ
り
商
業
街
と
い
う
ほ
う
が
良
い
。
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オ
ー
ナ
ー
は
、
ど
こ
か
良
い
所
住
ん
で
い
て
通
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
ま
た
テ
ナ
ン
ト
に
貸
し
た
り
し
て
。
昔

は
そ
こ
で
住
ん
で
い
て
、
本
当
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
だ
っ
た
。
そ
の
違
い
が
今
は
あ
る
。
で
も
だ
か
ら
、

色
ん
な
人
が
居
て
、
そ
こ
は
面
白
い
。
そ
れ
が
、
日
本
の
商
店
街
の
生
き
る
道
な
ん
だ
と
思
う
。
皆
同
じ
に
な

っ
た
ら
、
こ
れ
つ
ま
ら
な
く
な
る
。 

や
っ
ぱ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
成
っ
て
言
う
の
は
、
結
果
、
大
事
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
テ
ナ
ン
ト
貸

し
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
協
議
会
に
は
オ
ー
ナ
ー
は
来
な
い
訳
で
す
よ
。
借
り
て
い
る
お
店
の
人
が
来
る
。
儲

か
っ
て
い
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
の
辺
の
構
造
が
結
構
ま
ず
い
と
思
い
ま
す
。 

 

■
歩
行
者
空
間
整
備
を
軸
で
考
え
る
日
本
。
面
で
考
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。 

〈
井
口
〉
日
本
の
歩
行
者
空
間
整
備
は
、
高
橋
さ
ん
の
話
に
出
た
よ
う
に
、
商
店
街
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
ね
。

商
店
街
だ
か
ら
、
商
店
が
面
し
て
い
る
道
路
を
整
備
す
る
事
業
に
な
る
。
都
市
計
画
で
は
、
商
業
軸
の
整
備
と

言
っ
て
ま
し
た
。 

丹
下
健
三
さ
ん
の
東
京
計
画
一
九
六
〇
も
そ
う
だ
け
ど
、
あ
の
頃
都
市
や
建
築
を
考
え
る
と
き
軸
線
っ
て
い
う

の
を
よ
く
考
え
ま
し
た
。
ど
う
い
う
軸
線
を
作
る
か
、
こ
れ
が
デ
ザ
イ
ン
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う

ん
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
が
良
く
例
に
使
っ
た
脊
椎
動
物
の
か
た
ち
な
ん
か
も
そ
う
で
す
ね
。
歩
行
者
空
間
の

整
備
も
、
都
市
の
軸
線
を
つ
く
る
と
い
う
発
想
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
今
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
を
歩
く
と
、
そ
の
当
時
は
解
ら
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
出
来
た
街

を
見
る
と
、
彼
ら
は
軸
は
考
え
て
な
か
っ
た
。
面
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
、
今
は
解
る
ん
で
す

ね
。 

都
市
計
画
の
考
え
方
と
し
て
二
つ
あ
る
と
僕
は
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
軸
線
を
設
定
し
て
、
そ
れ
を
強
く
す
る

考
え
方
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
個
々
の
パ
ー
ツ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
集
ま
っ
て
全
体
が
出
来
る
と
い
う
、
パ
ー
ツ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
全
体
を
組
み
立
て
る
考
え
方
。
こ
の
二
つ
の
行
き
方
が
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
六
〇
年

代
以
降
の
中
心
市
街
地
整
備
は
パ
ー
ツ
を
組
み
立
て
る
方
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
道
路
を
整
備

す
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
道
路
が
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
持
っ
た
パ
ー
ツ
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
集
ま
っ
て
、
全
体

に
歩
行
者
空
間
の
ゾ
ー
ン
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
、
面
的
に
中
心
市
街
地
が
強
化
さ
れ
た
。
何
本
も
の
通
り
や
広

場
が
ま
と
ま
っ
て
、
面
的
に
歩
行
者
空
間
を
形
成
し
て
い
る
の
が
今
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
で
す
。
そ

の
前
提
に
、
中
心
市
街
地
と
し
て
の
全
体
像
が
市
民
の
共
通
認
識
と
し
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
日
本
と
は
違

う
と
こ
ろ
で
す
。 

一
方
日
本
は
軸
線
で
考
え
て
行
く
か
ら
、
軸
の
整
備
。
軸
を
整
備
す
る
事
で
周
り
を
活
性
化
し
よ
う
と
い
う
考

え
方
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
実
際
に
事
業
に
な
る
と
、
具
体
的
に
は
道
路
、
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
や

カ
ラ
ー
舗
装
な
ど
通
産
省
の
補
助
事
業
、
建
設
省
の
街
路
事
業
に
な
っ
て
し
ま
う
。
街
全
体
の
交
通
計
画
や
景

観
整
備
が
本
気
で
考
え
ら
れ
な
い
ま
ま
で
過
ぎ
て
行
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
僕
は
高
橋
さ
ん
よ
り
一
〇
年
位

遅
れ
て
商
店
街
の
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル
や
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業
な
ん
か
に
関
わ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

こ
の
通
り
を
ど
う
す
る
か
っ
て
い
う
よ
う
な
話
で
、
結
局
は
線
的
な
街
路
事
業
だ
っ
た
な
と
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
ん
で
す
。 

横
浜
の
場
合
、
高
橋
さ
ん
の
仕
事
が
そ
う
で
す
け
ど
、
当
時
日
本
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
ト
ッ
プ
を
行
っ
て

た
訳
で
、
他
の
街
は
軸
だ
、
道
路
だ
、
み
た
い
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
結
構
多
い
ん
だ
け
ど
、
横
浜
に
は
都
心
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
あ
っ
て
、
全
体
を
ど
う
す
る
か
と
言
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
こ
れ

や
ろ
う
み
た
い
な
進
め
方
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
横
浜
は
全
体
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
有
っ
て
、
そ
こ
に
高
橋
さ

ん
が
呼
ば
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
高
橋
さ
ん
が
馬
車
道
に
入
ら
れ
た
時
に
は
、
横
浜
市
の
そ
う
い
う
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、
或
い
は
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
ど
の
様
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
？ 

都
心
部
の
中
で
伊
勢
佐
木
町
も
含
め
て
、
関
内
地
区
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
地
区
の
面
的
な
構
想
は
在

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 
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〈
高
橋
〉
近
代
日
本
の
都
市
計
画
で
軸
線
を
強
調
し
た
の
は
都
市
が
有
機
体
で
あ
る
と
い
う
概
念
。
骨
格
と
血

管
と
各
器
官
の
よ
う
な
、
有
機
体
の
姿
に
な
ぞ
ら
え
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
パ
イ
ン
、
コ
リ
ド
ー
ル
、
ア

ク
シ
ス
な
ど
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
計
画
す
る
と
き
に
頼
れ
る
も
の
で
し
た
。 

先
ほ
ど
敢
え
て
出
し
た
横
浜
市
の
六
大
事
業
、
そ
の
一
つ
に
都
心
商
業
軸
の
整
備
が
あ
っ
た
、
軸
っ
て
言
う
と

じ
く
じ
た
る
も
の
な
ん
だ
け
ど
。
（
笑
い
） 

当
時
の
人
口
二
五
〇
万
人
の
横
浜
に
お
い
て
、
旧
市
街
の
関
内
地
区
と
新
興
の
横
浜
駅
・
み
な
と
み
ら
い
地
区

の
結
接
、
即
ち
田
村
さ
ん
の
提
唱
す
る
「
楔
形
か
ら
鎹
型
へ
」
中
心
市
街
地
を
拡
張
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が

あ
っ
た
。
み
な
と
み
ら
い
地
区
は
三
菱
造
船
の
あ
っ
た
工
業
地
域
。
ド
ッ
ク
と
工
場
の
あ
る
灰
色
の
地
域
で
し

た
。
今
見
え
て
い
る
み
な
と
み
ら
い
地
区
と
旧
市
街
地
区
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
担
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
馬
車

道
、
伊
勢
佐
木
町
は
旧
市
街
の
都
心
商
業
軸
で
す
。
そ
こ
を
活
性
化
し
な
い
限
り
計
画
は
成
り
立
た
な
い
。

元
々
横
浜
の
埋
め
立
て
地
と
い
う
の
は
今
中
心
地
区
で
す
が
、
当
時
の
馬
車
道
、
伊
勢
佐
木
町
、
元
町
は
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
。
そ
の
ス
ト
リ
ー
ト
を
活
性
化
し
て
、
次
に
人
々
の
回
遊
性
を
起
こ
さ
せ
「
線
か
ら
面
へ
」
と

広
が
り
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
な
か
な
か
「
線
か
ら
面
へ
」
と
理
想
的
に
は
発
展
し

な
い
状
況
で
す
。
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
セ
ル
の
よ
う
な
構
造
と
い
う
か
交
通
体
系
が
な
い
と
面
的
に
発
展
し
な
い
の

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
み
な
と
み
ら
い
線
と
い
う
地
下
鉄
が
東
横
線
と
つ
な
が
り
面
的
な
発
展
に
大
い
に
寄
与

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
呼
び
か
け
た
の
が
通
産
省
と
仰
っ
た
け
ど
、
そ
れ
は
、
商
工
業
の
発
展
の
た
め
に
政
策
を
立
て
る
わ

け
で
す
ね
。
都
市
計
画
的
に
は
彼
ら
は
素
人
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
が
多
く
来
て
活
性
化
す
れ
ば
ス
テ
イ
タ

ス
が
上
が
り
利
益
が
上
が
り
税
収
が
上
る
。
横
浜
市
の
経
済
局
が
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
後
に
局
長
と
な
る
前
田

商
工
係
長
が
抜
群
の
行
動
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
は
そ
の
頃
、
企
画
調
整
局
、
そ
こ
で
田

村
さ
ん
の
も
と
、
岩
崎
さ
ん
、
三
木
さ
ん
（
若
竹
さ
ん
）
、
国
吉
さ
ん
た
ち
が
、
縦
割
り
行
政
を
打
ち
破
り
横

に
つ
な
ぎ
都
市
の
形
を
ト
ー
タ
ル
に
み
て
、
い
か
に
都
市
の
質
を
高
め
美
し
い
街
を
作
る
か
と
い
う
都
市
デ
ザ

イ
ン
行
政
を
全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
た
、
あ
る
種
実
験
場
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

■
日
本
に
は
「
広
場
」
は
無
か
っ
た
け
ど
、
「
ひ
ろ
ば
」
は
昔
か
ら
在
っ
た
。 

〈
高
橋
〉
こ
こ
で
広
場
に
つ
い
て
少
し
述
べ
さ
せ
て
頂
き
た
い
の
で
す
が
、
日
本
の
広
場
は
無
か
っ
た
っ
て
言

う
の
は
嘘
で
し
て
、
平
仮
名
「
ひ
ろ
ば
」
と
書
け
ば
い
ろ
い
ろ
有
っ
た
の
で
す
、
平
仮
名
で
広
場
を
書
く
と
す

れ
ば
、
僕
は
五
つ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
一
つ
は
、
「
辻
」
で
す
、
辻
空
間
、
道
路
と
道
路
の
結
接
点
、
こ
こ

に
は
人
々
が
集
ま
っ
た
。
そ
こ
に
高
札
が
作
ら
れ
、
「
何
々
す
べ
か
ら
ず
」
と
、
掟
が
書
か
れ
る
。 

二
番
目
に
は
、
「
市
」
で
す
。
仙
台
に
は
、
そ
う
い
う
市
場
が
「
芭
蕉
の
辻
」
の
北
側
に
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
市

民
が
集
ま
る
。
そ
う
い
う
頼
る
も
の
が
無
い
と
集
ま
れ
な
い
の
が
日
本
民
族
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
辻
、
市

場
が
そ
う
で
、
金
沢
の
近
江
市
場
も
人
が
集
ま
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
生
ま
れ
る
と
い
う
広
場
的
な
も

の
で
す
、
言
っ
て
み
れ
ば
。
何
も
無
い
の
が
広
場
と
い
う
風
に
考
え
る
広
場
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
平
仮
名

で
の
「
ひ
ろ
ば
」
は
幾
ら
で
も
あ
る
。 

そ
れ
か
ら
三
番
目
に
「
境
内
」
で
す
。
寺
社
の
境
内
。
こ
れ
は
大
衆
的
信
仰
の
対
象
で
有
る
け
れ
ど
も
、
付
帯

的
に
娯
楽
施
設
が
有
る
ん
で
す
。
縁
日
空
間
み
た
い
な
、
皆
集
ま
っ
て
来
る
。
商
業
都
市
へ
発
展
す
る
要
因
も

あ
る
、
浅
草
だ
っ
て
浅
草
と
い
う
聖
な
る
空
間
の
脇
に
吉
原
が
あ
る
訳
で
す
か
ら
ね
。
ち
ょ
っ
と
外
れ
る
所
に

で
す
が
。
だ
か
ら
、
商
業
都
市
っ
て
皆
遊
ぶ
訳
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
宗
教
と
い
う
の
は
、
か
な
り
俗
っ
ぽ
い
っ

て
言
う
の
は
そ
う
い
う
関
係
か
ら
で
す
。
盆
踊
り
も
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
。
縁
日
で
色
々
、
夜
店
も
出
て
来
る
。

そ
れ
か
ら
、
初
期
の
密
教
を
除
け
ば
、
概
ね
日
本
の
宗
教
は
、
初
め
か
ら
世
俗
的
だ
っ
た
と
い
う
事
で
す
。
密

教
だ
け
は
違
う
。 

四
番
目
に
、
「
橋
詰
」
で
す
。
人
々
が
そ
こ
へ
集
ま
っ
て
き
て
渡
っ
て
、
ま
た
広
が
っ
て
行
く
。
だ
か
ら
、
そ

こ
に
必
ず
高
札
が
あ
っ
た
。 



７３ 

 

そ
れ
か
ら
五
番
目
に
「
河
原
」
で
す
。
罪
人
の
首
を
刎
ね
る
と
こ
ろ
。
見
世
物
の
興
行
。
そ
れ
か
ら
河
原
乞
食

が
住
む
と
こ
ろ
。
こ
れ
は
税
金
を
取
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
が
集
ま
っ
て
来
る
。
河
原
者
な
ん
て

言
わ
れ
る
歌
舞
伎
役
者
の
話
。
皆
河
原
に
集
ま
っ
て
来
る
。
そ
れ
に
橋
の
下
は
雨
が
当
た
ら
な
い
、
そ
れ
に

「
水
に
流
す
」
、
「
禊
」
な
ん
て
言
う
日
本
人
独
特
の
風
習
が
あ
る
。
も
う
流
し
ち
ゃ
え
ば
い
い
や
っ
て
ね
。

五
つ
位
の
、
平
仮
名
の
、
ひ
ろ
ば
っ
て
言
う
の
が
有
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

そ
し
て
今
は
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
復
元
さ
せ
る
た
め
に
、
道
路
空
間
の
中
の
歩
道
空
間
に
接
し
て
店
先
空
地

を
作
っ
て
縁
日
的
に
す
る
方
が
楽
し
い
。
そ
こ
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
が
出
て
来
る
と
、
ま
た
楽
し
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
が
出
て
来
た
、
こ
れ
は
馬
車
の
時
代
に
出
て
来
る
。
お
茶
を
飲
む
。
一
六
〇
〇
年
代
に

初
め
て
ロ
ン
ド
ン
に
コ
ー
ヒ
ー
が
出
て
く
る
。
一
番
初
め
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
一
六
三
〇
年
位
に
ト
ル
コ
か

ら
来
る
。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
位
遅
れ
て
ね
ロ
ン
ド
ン
に
コ
ー
ヒ
ー
屋
が
出
来
る
ん
で
す
よ
。
で
、
暫
く
コ
ー
ヒ

ー
だ
っ
た
。
そ
の
後
に
、
紅
茶
に
な
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
は
紅
茶
で
、
パ
リ
が
コ
ー
ヒ
ー
に
な
る
ん
で
す
ね
。
だ

か
ら
パ
リ
で
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
で
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
。
皆
さ
ん
道
行
く
人
を
見
な
が
ら
「
見
る
・
見
ら
れ
る
」

の
関
係
な
ん
で
す
ね
。
で
、
コ
ッ
プ
に
ス
ト
ロ
ー
が
付
い
て
い
る
で
し
ょ
、
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
っ
て
飲
む
じ
ゃ
な

い
で
す
か
、
最
後
ま
で
ジ
ュ
ジ
ュ
っ
て
飲
ん
じ
ゃ
駄
目
。
行
儀
悪
い
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
そ
の
頃
は
馬
車
の
時
代

だ
か
ら
、
馬
糞
が
空
を
舞
っ
て
た
。
Ｐ
Ｍ
二
・
五
み
た
い
に
。
そ
れ
が
、
コ
ッ
プ
の
中
に
入
る
ん
で
す
。
だ
か

ら
上
澄
み
は
汚
い
。
そ
れ
で
下
の
方
だ
け
飲
む
ん
で
ス
ト
ロ
ー
は
発
明
さ
れ
た
。
だ
か
ら
最
後
ま
で
ジ
ュ
ジ
ュ

っ
て
や
る
と
馬
糞
ま
で
飲
む
事
に
な
る
。
（
笑
い
） 

 

■
馬
車
道
、
伊
勢
佐
木
モ
ー
ル
に
見
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
趣
味
の
功
罪
。 

〈
栗
原
〉
高
橋
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
僕
ら
が
駆
け
出
し
の
二
〇
代
前
半
の
頃
、
馬
車
道

と
か
伊
勢
佐
木
モ
ー
ル
が
出
来
て
間
も
な
く
で
、
教
科
書
的
で
、
憧
れ
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
見
に
行
っ
た
り
し

て
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
結
構
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
考
で
す
ね
。
単
純
に
言
う
と
。
そ
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
思
考
で
積
ん
で
き
た
日
本
の
街
づ
く
り
、
何
か
そ
う
い
う
の
が
凄
く
僕
ら
街
づ
く
り
を
や
っ
て
る
人
間

の
中
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
を
考
え
る
、
地
域
性
を
考
え
る
っ
て
言
い
な
が
ら
、
何
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
考
。

尚
且
つ
全
国
一
律
で
、
全
国
で
鈴
蘭
型
の
商
店
街
照
明
を
付
け
た
り
、
○
○
銀
座
通
り
を
い
っ
ぱ
い
作
る
と
い

う
事
を
た
く
さ
ん
や
っ
て
来
た
。
僕
は
あ
る
意
味
で
良
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
有
っ
た
け
ど
、
罪
も
い
っ
ぱ
い
有

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
辺
の
罪
に
つ
い
て
、
高
橋
さ
ん
と
し
て
は
、
ど
う
お
考
え
な
の
か

話
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

〈
高
橋
〉
馬
車
道
で
は
歩
行
者
空
間
を
豊
か
に
す
る
こ
と
と
景
観
整
備
に
寄
与
す
る
中
間
領
域
「
半
公
共
空
間
」

を
作
る
よ
う
国
吉
さ
ん
と
共
に
問
い
か
け
ま
し
た
。
店
先
空
地
を
作
る
と
い
う
大
変
日
本
的
な
こ
と
を
し
て
い

ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
の
近
く
、
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
麓
に
ボ
ー
ル
ダ
ー
と
い
う
魅
力
的
な
町
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
「
世
界
歩
行
者
会
議(pedestrian conference)

」 

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
へ
招
か
れ
て
馬
車
道
を
発
表
し
ま
し
た
。
壁
面
後
退
を
し
た
っ
て
言
っ
た
ら

驚
い
て
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
で
し
か
出
来
な
い
な
と
。
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
じ
ゃ
出
来
っ
こ
な
い
と
。

有
り
得
な
い
。
自
分
の
敷
地
の
官
民
境
界
線
か
ら
建
物
を
二
・
五
メ
ー
ト
ル
引
込
め
る
ん
で
す
か
ら
こ
れ
は
日

本
的
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
考
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
に
法
律
や
制
度
と
格
闘
も
し

ま
し
た
。 

歩
道
に
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
を
敷
い
た
り
し
た
の
が
、
何
と
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
だ
と
言
う
風
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
ガ
ス
灯
も
、
初
め
か
ら
ガ
ス
灯
も
ど
き
が
付
い
て
い
た
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ガ
ス

灯
が
や
っ
て
き
て
日
本
で
初
め
て
つ
い
た
の
が
馬
車
道
で
す
。
銀
座
は
そ
の
あ
と
で
す
。
ま
た
馬
車
道
は
日
本

で
初
め
て
馬
車
が
走
っ
た
通
り
で
ガ
ス
灯
や
馬
車
は
日
本
で
発
祥
の
地
で
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
型
を

住
民
が
志
向
し
て
い
た
の
で
す
。 



７４ 

 

横
浜
の
特
殊
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
殊
性
に
対
し
て
私
は
回
答
を
出
し
た
ん
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
他
の
街
に

絶
対
良
い
と
か
、
こ
れ
皆
全
国
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
横
浜
だ
か
ら
馬
車
道
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
よ
そ
で
や
る
、
そ
し
た
ら
よ
そ
で
や
る
方
が
悪
い
ん
で
あ
っ
て
、
私
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
笑

い
） 

地
方
が
地
方
の
良
い
も
の
を
台
無
し
に
し
て
い
っ
て
ま
す
ね
。 

（
松
村
）
こ
れ
か
ら
地
方
を
大
事
に
し
な
い
と
ね
、
そ
う
い
う
意
味
で
自
分
達
が
生
き
て
る
地
方
の
生
活
を
、

本
当
に
良
く
す
る
の
は
、
そ
こ
に
居
る
人
達
で
す
よ
ね
。 

（
高
橋
）
だ
か
ら
田
村
明
さ
ん
も
、
そ
れ
言
っ
て
い
ま
し
た
。
「
全
国
、
同
じ
よ
う
な
金
太
郎
飴
は
つ
ま
ら
ん
」

と
、
仰
る
通
り
で
ね
、
我
々
は
馬
車
道
を
創
っ
た
。
そ
れ
を
真
似
す
る
方
が
悪
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
い
い

も
の
は
真
似
た
い
も
の
で
す
よ
。
（
笑
い
） 

（
栗
原
）
金
太
郎
飴
作
っ
た
人
が
僕
ら
よ
り
ち
ょ
っ
と
上
の
世
代
だ
と
僕
は
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
（
笑
い
） 

 

■
中
心
市
街
地
っ
て
、
要
す
る
に
商
店
街
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
？ 

〈
井
口
〉
先
ほ
ど
商
店
街
は
道
広
場
だ
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
け
ど
、
中
心
市
街
地
が
寂
れ
て
る
よ
っ
て
い
う

と
商
店
街
の
こ
と
で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
い
う
事
で
す
ね
。
横
浜
歩
い
て
み
ま
す
と
、
Ｍ
Ｍ
２
１
な
ん
か
に
物

凄
い
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
馬
車
道
、
伊
勢
佐
木
モ
ー
ル
は
寂
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
行

っ
て
み
た
ら
、
量
的
に
は
向
こ
う
の
十
分
の
一
以
下
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
か
な
り
の
人

が
ち
ゃ
ん
と
歩
い
て
て
、
中
々
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
も
う
少
し
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
と
は
何
だ
と
？ 

要
す
る
に
日
本
の
中
心
市
街
地
は

商
店
街
だ
、
商
業
地
だ
と
い
う
の
が
高
橋
さ
ん
の
お
話
し
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
商
業
の
賑
わ
い
と
い
う
の
が

一
番
大
事
だ
と
、
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
一
緒
な
ん
だ
け
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
そ
れ
プ
ラ
ス
ね
、
先
程
写
真

で
も
出
て
ま
し
た
け
ど
、
何
も
無
い
、
ポ
カ
ー
ン
と
す
る
、
そ
こ
に
行
っ
て
の
ん
び
り
す
る
と
い
う
、
そ
う
い

う
ス
ペ
ー
ス
が
商
業
と
一
緒
に
在
り
ま
す
ね
。 

横
浜
に
は
例
え
ば
馬
車
道
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
大
通
り
公
園
と
か
、
ち
ゃ
ん
と
そ
ん
な
ス
ペ
ー
ス
が
在

る
。
Ｍ
Ｍ
２
１
で
も
公
園
が
在
っ
て
、
静
か
な
ポ
カ
ー
ン
と
す
る
所
が
在
る
。
で
も
、
そ
の
位
置
づ
け
が
、
あ

る
い
は
使
い
方
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
違
う
。
先
の
パ
ー
ツ
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
話
に
通
じ
る
ん
で
す
け
ど
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
で
は
何
に
も
無
い
所
と
、
商
業
の
賑
わ
い
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
凄
く
身
近

な
所
に
ね
、
そ
れ
が
中
心
市
街
地
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
辺
は
、
日
本
で
は
、
ど
う
も
う
ま
く
か
み
合
っ
て
い

な
い
。
歳
取
っ
て
く
る
と
益
々
そ
う
い
う
の
が
欲
し
く
な
っ
て
ね
、
日
本
の
中
心
市
街
地
に
行
く
と
、
も
う
疲

れ
ち
ゃ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
中
心
市
街
地
歩
い
て
も
、
ち
っ
と
も
疲
れ
な
い
。
少
し
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
習
う

べ
き
な
の
か
、
い
や
日
本
は
日
本
で
や
っ
ぱ
り
、
こ
う
い
う
賑
わ
い
空
間
こ
そ
が
中
心
市
街
地
な
ん
だ
よ
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？ 

 

■
時
間
消
費
型
の
商
店
街
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。 

〈
高
橋
〉
実
は
人
間
、
変
わ
っ
て
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
受
け
継
ぐ
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
ず
っ
と
日
本
人
、
ア

ジ
ア
民
族
で
す
、
現
代
技
術
を
勉
強
し
な
い
で
物
を
作
る
と
、
日
本
型
の
も
の
を
作
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
そ
れ

で
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ
る
。
勉
強
す
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
に
な
っ
て
来
る
わ
け
。
近
代
化
と
は
そ
れ
が
あ
っ

た
。
建
物
も
、
建
築
家
は
。 

（
井
口
）
な
る
ほ
ど
。
納
得
で
き
る
よ
う
な
、
し
た
く
な
い
よ
う
な
。
（
笑
い
） 

〈
高
橋
〉
若
い
女
性
も
日
本
に
ず
ー
っ
と
居
る
時
は
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
今
は
お
金
が
あ
る
の
で
若
い
人

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
く
。
あ
ぁ
い
い
な
っ
て
感
動
す
る
。
日
本
に
も
あ
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う

と
こ
ろ
が
日
本
に
出
来
る
と
そ
っ
ち
行
く
ん
で
す
。
古
い
形
の
商
店
街
は
見
向
き
も
さ
れ
な
く
な
る
。 



７５ 

 

商
店
街
を
分
析
す
る
と
、
都
心
型
な
い
し
は
広
域
型
と
い
う
商
店
街
。
こ
れ
が
中
心
市
街
地
を
形
成
す
る
。
一

番
基
本
は
近
隣
型
商
店
街
。
こ
れ
が
も
と
も
と
の
基
本
的
商
店
街
。
近
隣
型
と
地
区
型
と
地
域
型
と
広
域
型
及

び
都
心
型
、
あ
な
た
の
仰
っ
て
る
の
は
都
心
型
だ
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
商
店
街
そ
も
そ
も
が
、
身
近
な

近
隣
型
か
ら
出
て
る
ん
で
す
。
近
隣
型
と
い
う
の
は
、
最
寄
品
、
日
常
品
を
買
う
商
店
街
。
だ
か
ら
、
商
圏
な

ん
て
言
っ
て
専
門
家
が
捉
え
る
と
、
商
圏
が
何
百
人
、
歩
い
て
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
と
か
、
そ
れ
は
そ
れ
で

分
析
す
れ
ば
、
そ
う
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
ん
な
の
は
ど
う
で
も
良
く
っ
て
、
ど
う
い
う
人
が
そ
こ

に
買
物
に
来
る
か
が
基
本
で
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
そ
こ
へ
割
り
込
ん
で
来
た
の
が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
い
う
の
は
、
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に

1

店
あ
る
。
そ
う
す
る
と
日
常
の
歩

い
て
行
く
距
離
に
あ
る
か
ら
、
皆
コ
ン
ビ
ニ
に
行
く
の
で
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
う
人
、
馬
鹿
と
は
言
い
ま
せ

ん
、
だ
け
ど
も
バ
ナ
ナ
一
本
八
〇
円
な
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
青
果
店
に
行
く
と
四
本
で
一

五
〇
円
位
で
す
。
コ
ン
ビ
ニ
は
大
型
冷
蔵
庫
的
で
あ
り
、
大
型
棚
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
自
分
の
家
へ
置
く
よ

り
も
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
方
が
良
い
、
そ
れ
か
ら
銀
行
さ
ん
も
規
制
緩
和
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
に
み
ん
な
や
ら
れ

て
い
る
。
「
コ
ン
ビ
ニ
、
タ
ダ
で
お
金
送
れ
る
じ
ゃ
ん
」
と
。
本
当
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

皆
そ
こ
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
近
隣
商
店
街
も
お
か
し
く
な
っ
て
来
た
、
と
言
う
原
因
が
あ
り
ま
す
。
次

に
、
広
域
型
は
ど
う
だ
っ
て
言
う
と
、
日
本
人
が
も
う
、
真
ん
中
の
都
市
に
は
高
く
て
住
め
な
い
か
ら
郊
外
に

行
く
。
郊
外
へ
行
く
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
く
る
。
一
九
七
〇
年
代
外
圧
に
負
け
て

大
型
店
を
作
っ
て
も
良
い
よ
う
に
政
府
が
変
え
た
。
そ
れ
で
大
型
が
外
に
出
て
、
そ
こ
へ
行
く
と
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
何
で
も
あ
る
、
娯
楽
も
あ
る
、
も
う
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

も
、
ア
メ
リ
カ
行
っ
て
も
こ
う
い
う
の
あ
っ
た
よ
ね
っ
て
、
そ
う
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど

中
間
の
地
域
型
、
そ
れ
か
ら
ま
た
、
そ
の
上
の
広
域
型
が
疲
弊
し
て
来
る
と
い
う
の
が
問
題
。
そ
こ
で
、
ど
う

や
れ
ば
良
い
の
か
っ
て
言
う
と
、
時
間
消
費
型
の
商
店
街
し
か
な
い
の
で
す
。
そ
こ
に
何
時
間
も
居
て
楽
し
い

と
い
う
よ
う
な
。 

今
、
疲
弊
し
て
い
る
と
言
っ
た
け
ど
、
疲
れ
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
こ
で
楽
し
む
よ
う
な
、
そ
し
て
お
店
だ
け

じ
ゃ
無
く
て
色
ん
な
も
の
が
有
る
方
が
面
白
い
。
だ
か
ら
、
馬
車
道
あ
そ
こ
に
市
民
ホ
ー
ル
も
有
る
し
、
何
か

色
々
、
銀
行
も
あ
る
し
色
ん
な
施
設
が
あ
っ
て
、
ま
ぁ
ま
ぁ
良
い
か
な
と
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
店
舗
が
少
な
い

か
な
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
あ
の
辺
り
は
日
本
で
最
初
の
銀
行
、
正
金
銀
行
も
あ
っ
た
業
務
街
に
な
っ
て
い

ま
し
た
か
ら
。
も
う
ち
ょ
っ
と
楽
し
い
、
飲
食
店
が
あ
る
と
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
レ
ス
ト
ラ
ン
を
設

計
し
ま
し
た
け
ど
、
他
に
売
ら
れ
た
り
し
て
今
困
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
は
、
娯
楽
型
、

こ
れ
が
入
る
と
楽
し
い
。
あ
と
も
う
一
つ
の
、
目
的
買
い
型
の
店
。
遠
い
所
で
も
良
い
か
ら
行
っ
て
、
行
列
し

て
で
も
、
こ
の
ラ
ー
メ
ン
を
食
う
っ
て
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
商
店
街
に
そ
う
い
う
面
白
い
の
が
幾
つ
か

あ
る
と
目
的
買
い
で
人
が
集
ま
っ
て
来
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
れ
は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
お
店
が
あ
る
と
そ
う
な
る
。

だ
け
ど
中
々
無
い
ん
で
す
。
で
も
、
遠
い
所
へ
わ
ざ
わ
ざ
我
々
行
く
っ
て
い
う
の
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

例
え
ば
気
に
入
っ
た
服
を
買
い
に
行
く
と
す
れ
ば
、
「
銀
座
の
あ
そ
こ
が
良
い
ん
だ
よ
な
」
と
言
っ
て
行
く
と

か
ね
、
そ
う
い
う
の
が
商
店
街
に
い
く
つ
か
有
る
と
楽
し
く
な
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
全
部
ひ
っ
く
る
め
た

劇
場
的
な
シ
ョ
ッ
プ
、
買
物
空
間
と
い
う
と
、
最
近
の
新
し
い
所
へ
み
ん
な
行
っ
ち
ゃ
う
。
そ
の
方
が
、
か
っ

こ
い
い
と
思
っ
ち
ゃ
う
。
そ
れ
が
モ
ー
ル
族
。 

で
も
、
本
当
の
商
店
街
と
言
う
の
は
、
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
と
客
が
話
し
合
う
。
情
報
交
換
す
る
。
「
こ
っ
ち
の

方
が
あ
な
た
に
は
似
合
い
ま
す
よ
」
、
こ
う
い
う
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
商
品
の
知
識
を
持
っ
て
、
人
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
分
か
っ
て
く
れ
て
や
っ
て
く
れ
る
。
で
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
、
こ
う
い
う
所
が
有
る
と
本
当

に
良
い
商
店
。
こ
う
い
う
店
は
く
た
び
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。 

中
心
商
店
街
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
凌
駕
す
る
大
型
モ
ー
ル
的
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
り
且
つ
店
の
個
性

が
発
揮
さ
れ
れ
ば
息
を
吹
き
返
す
で
し
ょ
う
ね
。 
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■
若
い
人
た
ち
は
商
店
街
を
歩
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？ 

〈
井
上
〉
効
率
的
に
物
を
買
い
た
い
っ
て
い
う
時
も
あ
れ
ば
、
誰
も
知
ら
な
い
よ
う
な
お
店
に
行
っ
て
こ
だ
わ

り
の
一
品
を
買
い
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
色
ん
な
選
択
肢
が
自
分
の
中
に
は
あ
っ
て
、
そ
れ
を
選

ぶ
事
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
海
外
旅
行
か
ら
帰
っ
て
来
て
日
本
の
良
い
所
っ
て
何
だ
ろ
う
と
考
え

る
と
、
選
択
肢
が
多
い
っ
て
言
う
こ
と
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
街
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と

で
、
例
え
ば
買
い
物
を
す
る
と
こ
ろ
で
も
、
た
だ
商
店
街
ば
か
り
が
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
も
在
っ
て
、
路
地
裏
み
た
い
な
所
の
商
店
も
在
る
、
と
い
う
よ
う
な
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
色
ん
な
も
の

が
選
択
で
き
る
よ
う
な
状
況
っ
て
い
う
の
が
日
本
の
良
い
と
こ
ろ
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
行
動

の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
、
ま
ち
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
し
て
も
商
店
街
は
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

〈
井
口
〉
色
々
選
び
た
い
。
で
も
、
商
店
街
は
ど
ん
ど
ん
寂
し
く
な
っ
て
い
る
よ
ね
。
ま
だ
横
浜
と
か
東
京
と

か
大
阪
と
か
大
都
市
は
い
い
ん
で
す
け
ど
、
地
方
都
市
、
中
小
都
市
、
県
庁
所
在
地
で
も
そ
う
で
す
け
ど
、
そ

の
辺
は
も
う
、
ど
ん
ど
ん
寂
れ
て
行
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
大
都
市
の
商
店
街
は
あ

ん
ま
り
問
題
に
し
て
無
い
。
中
小
都
市
の
中
心
市
街
地
が
問
題
な
ん
で
す
。 

〈
吉
村
〉
商
店
街
で
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
方
が
店
を
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
こ
に
行
け
ば
、
「
あ

な
た
の
年
代
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ぐ
ら
い
だ
よ
」
と
か
、
色
ん
な
事
教
え
て
貰
い
な
が
ら
買
え
ま
す
。
そ
れ
が
大

規
模
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
く
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
が
手
際
よ
く
販
売
し
、
様
々
な
商
品
を
効
率

良
く
手
に
入
れ
る
事
が
出
来
き
ま
す
。
そ
こ
に
地
域
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
薄
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
が
薄
れ
て
い
く
原
因
が
も
し
か
し
た
ら
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
く
に
商
店
が
在
っ
て
、

住
ん
で
い
る
人
が
商
店
を
や
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
買
い
に
行
く
と
、
「
○
○
さ
ん
家
の
あ
な
た
ね
」
と
い
う
個

人
を
認
識
し
た
上
で
の
会
話
が
出
来
る
の
は
商
店
街
の
役
割
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
商
店
街
に
行

っ
て
、
物
を
買
う
こ
と
に
、
地
域
に
見
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
ま
れ
難
く
な
り
そ
う
で
、
勿
体
な
い
な
と
思
い
ま
す
。 

〈
松
村
〉
店
が
ず
ら
ー
っ
て
並
ん
で
る
け
ど
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
て
る
っ
て
い
う
の
は
、
年
寄
り
が
も
う
店
や

っ
て
ら
れ
な
く
て
、
若
い
人
た
ち
は
都
会
へ
出
ち
ゃ
っ
て
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
よ
ね
。
地
方
に
ど
う
魅
力

を
作
る
か
っ
て
い
う
方
に
世
の
中
切
り
替
え
て
行
か
な
い
と
、
そ
う
い
う
動
き
が
非
常
に
強
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
じ
ゃ
あ
無
く
せ
っ
て
言
っ
た
っ
て
無
く
な
ら
な
い
で
す
よ
。
そ
れ
は
絶
対
に
。
だ
か
ら
、

こ
っ
ち
は
こ
っ
ち
で
も
っ
と
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
。
そ
の
魅
力
っ
て
何
な
ん
だ
っ
て
い
う
所
を
、
我
々
も
一

緒
に
な
っ
て
考
え
て
行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
そ
れ
に
よ
っ
て
随
分
、
若
い
人
の
考
え

方
も
変
わ
っ
て
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
ん
な
風
に
思
い
ま
し
た
け
ど
、
聞
い
て
て
。 

（
田
邊
）
私
は
、
東
京
に
い
る
時
と
、
地
方
に
い
る
時
と
気
持
ち
の
余
裕
が
変
わ
っ
て
く
る
な
と
思
っ
て
い
て
、

東
京
に
い
る
と
や
り
た
い
事
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
で
、
凄
く
せ
わ
し
な
く
て
、
便
利
な
方
が
確
実
に
い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
買
う
の
が
一
番
楽
で
す
ね
。
商
店
街
を
い
ち
い
ち
歩
か
な
く
て
も
、
「
時
計
」
っ
て

検
索
す
れ
ば
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
時
計
が
出
て
き
て
、
そ
れ
を
選
択
す
る
自
由
も
あ
る
。
一
方
で
、
面
白
い
も

の
を
発
見
し
た
い
と
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
が
生
ま
れ
た
方
が
良
い
も
の
が
買
え
る
な
っ
て
思
う
時
っ
て
、

心
の
余
裕
が
あ
る
時
な
ん
で
す
。
結
構
旅
行
が
好
き
な
ん
で
す
け
ど
、
東
京
で
の
忙
し
い
生
活
を
離
れ
て
旅
行

に
行
く
と
、
心
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
て
、
店
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
だ
り
、
商
店
街
を
ぶ
ら
っ
と
し
て
人
と
話
し

た
り
と
か
む
し
ろ
積
極
的
に
や
り
た
い
な
っ
て
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
日
常
と
非
日
常
み
た
い
な
の
が
自
分

の
中
に
あ
っ
て
、
使
い
分
け
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
で
も
、
今
仰
っ
て
い
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
っ
て
い
う
の
は
、

コ
ピ
ー
み
た
い
で
、
地
方
に
色
々
出
て
来
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
そ
こ
に
行
っ
て
も
全
く
面
白
い
と
は
思
わ

な
い
で
す
。
何
か
こ
う
、
何
処
に
行
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
。
最
近
は
、
駅
の
周
り
や
駅
地
下
、
駅
構
内
と
か
も

全
部
同
じ
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
行
き
た
い
と
は
思
わ
な
い
。
特
に
旅
行
中
は
、
道
の
駅
と

か
、
そ
の
地
域
の
も
の
を
扱
っ
て
い
る
お
店
を
敢
え
て
選
択
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。 
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〈
高
橋
〉
時
間
の
使
い
方
で
す
よ
ね
。
忙
し
い
と
ね
、
だ
か
ら
、
楽
、
楽
し
い
っ
て
言
う
字
は
、
ら
く
と
読
む

か
、
た
の
し
い
と
読
む
か
。
皆
、
楽
を
求
め
る
。 

ま
た
歩
く
だ
け
で
楽
し
い
の
が
大
切
。
そ
う
い
う
と
こ
に
人
が
必
ず
介
す
る
わ
け
で
す
よ
。
商
店
街
の
お
っ
ち

ゃ
ん
が
ね
、
修
練
し
て
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ち
ゃ
ん
と
図
れ
る
よ
う
な
、
そ
し
て
商
品
知
識
を
ち
ゃ

ん
と
持
っ
て
、
お
店
も
ち
ょ
っ
と
こ
う
小
奇
麗
に
し
て
行
く
と
良
い
商
店
街
に
な
る
ん
だ
け
ど
、
も
う
駄
目
だ
、

諦
め
た
、
息
子
が
も
う
継
が
な
い
よ
と
。
本
当
は
息
子
で
無
く
た
っ
て
継
ぐ
人
が
い
れ
ば
い
い
ぐ
ら
い
な
ん
で

す
本
当
は
ね
。
そ
れ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
も
個
別
だ
け
じ
ゃ
無
く
、
個
別
プ
ラ
ス
全
体
を
経
営
す
る
よ
う
な
人
が
出

て
き
て
く
れ
れ
ば
ね
、
そ
れ
だ
け
で
は
ま
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
一
緒
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、
そ
う
い
う
個
性
を

ち
ゃ
ん
と
出
せ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
商
店
街
だ
っ
た
ら
良
い
で
す
ね
。
そ
れ
だ
っ
た
ら
楽
し
い
で
す
。
そ
れ

か
ら
人
は
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
歩
か
な
い
っ
て
事
は
、
こ
れ
は
大
事
な
ん
で
す
よ
。
車
で
行
っ
た
ら
駐
車
場

か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
し
か
歩
か
な
い
で
す
。
も
う
調
査
を
し
ま
し
た
。
駐
車
場
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
が

「
近
い
」
と
感
じ
る
距
離
で
す
。
車
で
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
電
車
で
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
地
方
都
市
で
は
も
っ

と
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
と
だ
ん
だ
ん
人
が
行
か
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
だ
か
ら
駐
車
場
を
ど
う

作
る
か
。
で
も
駐
車
場
作
る
余
地
も
無
い
と
い
う
、
そ
れ
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
る
と
言
う
ね
。
色
々
悪
い
条

件
が
重
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
都
会
は
ま
だ
、
地
下
鉄
と
か
マ
ス
ト
ラ
が
出
来
て
便
利
に
な
っ
て
来
る
ん
で
す
。 

 

■
地
方
で
は
「
中
心
市
街
地
＝
商
店
街
」
で
は
、
も
う
、
持
た
な
い
ん
で
は
な
い
か
？ 

〈
山
名
〉
中
心
市
街
地
の
議
論
に
な
る
と
、
商
店
街
＝
中
心
市
街
地
じ
ゃ
中
々
問
題
が
解
け
な
い
。
大
都
市
と

地
方
都
市
で
は
多
分
、
全
然
違
う
形
で
中
心
市
街
地
を
作
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
前
に
私
、
地
方
に
居
る
時
に
森

ビ
ル
の
森
稔
社
長
が
来
ら
れ
ま
し
て
ね
、
話
聞
い
た
ら
、
お
店
で
は
人
口
の
四
％
の
人
を
対
象
に
し
て
商
売
を

す
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
大
都
市
で
な
き
ゃ
出
来
ま
せ
ん
。
地
方
に
行
く
と
も
っ
と
大
き
な
割
合
の
人
で
な

い
と
出
来
な
い
。
横
浜
の
ケ
ー
ス
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
大
都
市
で
す
か
ら
、
商
店
街
＝
中
心
市
街
地
っ
て
言

っ
て
も
良
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
地
方
の
商
店
街
は
そ
れ
じ
ゃ
持
た
な
い
。
そ
う
す
る
と
地
方
の
場
合
、
ど

う
や
っ
て
中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る
か
っ
て
い
う
の
、
非
常
に
大
き
な
別
の
課
題
に
な
っ
て
来
る
ん
で
す
ね
。 

そ
れ
で
お
聞
き
し
た
い
。
地
方
都
市
の
場
合
は
、
高
橋
さ
ん
は
ど
う
い
う
風
に
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
か
。
例

え
ば
、
私
富
山
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
富
山
は
商
店
街
の
中
に
い
ろ
ん
な
施
設
集
め
て
、
非
常
に
立
派
な

グ
ラ
ン
ド
・
プ
ラ
ザ
っ
て
い
う
の
作
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
行
っ
た
時
は
た
ま
た
ま
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
だ
っ
た
ん

で
す
。
誰
も
人
居
な
い
ん
で
す
ね
。
あ
ん
だ
け
立
派
な
の
出
来
て
る
の
に
。
あ
れ
多
分
、
大
都
市
だ
っ
た
ら
相

当
な
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。 

色
ん
な
法
律
つ
く
っ
て
、
地
方
創
生
っ
て
い
う
話
な
ん
か
出
て
来
ま
す
け
ど
、
そ
の
時
に
は
商
店
街
だ
け
じ
ゃ

無
く
て
色
ん
な
施
設
集
め
ま
し
ょ
う
っ
て
、
そ
れ
で
セ
ッ
ト
に
し
て
、
そ
し
て
中
心
市
街
地
を
作
ろ
う
と
い
う

話
が
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
役
人
が
考
え
た
ん
で
、
私
前
役
人
だ
っ
た
ん
で
、
あ
ん
ま
り
当
て
に
な
ら
な
い
ん

で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
話
が
出
て
き
て
ま
す
。
こ
れ
か
ら
地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
ど
う
す
る
か
、
高
橋
さ
ん

が
こ
う
い
う
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
、
お
考
え
あ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
。 

〈
高
橋
〉
富
山
は
物
凄
く
、
典
型
的
な
街
で
し
て
、
郊
外
に
全
部
出
来
ち
ゃ
っ
た
の
で
す
よ
。
そ
れ
で
車
で
皆

郊
外
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
中
心
が
駄
目
に
な
っ
た
。
実
は
富
山
は
典
型
的
で
す
。
総
曲
輪
と
い
う
中

心
商
店
街
も
、
郊
外
の
バ
イ
パ
ス
が
で
き
て
、
そ
こ
に
店
が
出
来
た
た
め
客
を
取
ら
れ
た
。 

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
が
出
来
、
中
心
市
街
地
か
ら
皆
そ
っ
ち
へ
客
が
行
く
よ
う
に
な
る
、
富
山
は
典
型
的

と
も
い
え
ま
す
。
地
方
都
市
と
言
っ
て
も
、
車
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
車

が
街
の
真
ん
中
に
入
り
や
す
い
よ
う
に
す
る
か
、
も
う
一
つ
は
、
イ
ン
ナ
ー
リ
ン
グ
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
み
ん
な
そ
う
な
ん
で
す
、
み
ん
な
イ
ン
ナ
ー
リ
ン
グ
、
昔
の
城
壁
、
そ
こ
を
城
壁
の
周
り
を
公
園
に
し
た

り
、
車
の
道
に
し
た
り
し
ま
す
け
ど
。
そ
こ
の
近
く
に
駐
車
場
が
有
っ
て
、
そ
こ
で
降
り
て
、
あ
と
歩
い
て
行

く
。
せ
い
ぜ
い
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
台
と
か
、
そ
の
位
に
な
る
と
地
方
都
市
は
活
性
化
す
る
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
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日
本
の
場
合
、
中
途
半
端
で
す
。
結
構
広
い
ん
で
す
、
そ
こ
か
ら
入
り
込
む
っ
た
っ
て
も
う
無
理
で
す
よ
。
五

〇
〇
メ
ー
ト
ル
が
よ
い
と
思
っ
て
も
、
も
っ
と
歩
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
人
は
歩
か
な
い
の
で
す
。
地
下
鉄
が

あ
れ
ば
そ
れ
を
補
完
し
ま
す
、
街
の
ス
ケ
ー
ル
の
問
題
相
当
あ
る
と
言
う
事
で
す
。
そ
う
す
る
と
逆
転
の
発
想

で
街
の
真
ん
中
に
、
人
が
住
め
ば
良
い
ん
で
す
。
し
か
し
商
店
街
に
よ
っ
て
は
ア
パ
ー
ト
が
出
来
ち
ゃ
困
る
っ

て
言
う
人
も
居
る
ん
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
い
つ
も
僕
は
パ
リ
を
見
て
く
れ
っ
て
言
う
ん
で
す
。
パ
リ
は
全
部
、

人
が
住
ん
で
る
。
そ
れ
が
フ
ァ
サ
ー
ド
形
成
し
街
の
景
観
を
つ
く
っ
て
い
る
。
パ
リ
は
美
し
い
都
市
だ
と
皆
言

う
ん
だ
け
ど
、
上
の
方
ア
パ
ー
ト
で
す
。
建
設
当
時
エ
レ
ベ
ー
タ
が
無
い
か
ら
、
下
の
方
は
、
イ
タ
リ
ア
も
そ

う
だ
と
思
う
け
ど
、
ア
パ
ー
ト
で
も
裕
福
な
人
住
ん
で
る
の
、
便
利
だ
か
ら
。
上
の
方
階
段
上
っ
て
行
か
な
き

ゃ
い
け
な
い
か
ら
、
貧
乏
人
が
住
ん
で
い
た
ん
で
す
。
階
に
よ
っ
て
住
む
人
が
違
う
。
だ
か
ら
、
階
層
っ
て
言

う
ん
だ
け
ど
ね
。
（
笑
い
） 

 

■
中
心
市
街
地
は
、
や
っ
ぱ
り
、
人
が
住
ん
で
な
い
と
だ
め
。 

〈
高
橋
〉
だ
か
ら
そ
う
い
う
よ
う
な
街
で
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
も
そ
う
で
す
よ
。
住
宅
な
ん
で
す
よ
、
だ
か
ら
日

本
の
街
は
、
住
宅
、
特
に
商
店
街
の
店
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
儲
け
る
と
外
へ
自
分
の
家
を
持
っ
た
。
あ
と
人
に
貸

し
た
り
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
育
た
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
が
全
部
含
ま

れ
て
、
今
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
る
。
だ
か
ら
、
子
供
が
必
ず
受
け
継
ぐ
な
ん
て
も
う
古
い
ん
で
す
。
別
な

人
が
、
そ
れ
を
経
営
し
て
行
く
よ
う
な
事
を
テ
レ
ビ
で
も
、
や
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
ね
、
全
然
別
の
人
が
や
っ

て
く
れ
る
っ
て
。
だ
か
ら
、
組
織
と
し
て
今
、
協
同
組
合
と
か
振
興
組
合
に
な
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
も
う
少

し
別
な
組
織
も
あ
っ
て
も
良
い
し
、
自
分
の
店
を
株
式
会
社
に
し
て
も
良
い
し
、
そ
し
て
経
営
者
っ
て
い
う
の

を
、
息
子
じ
ゃ
な
く
て
他
の
人
で
も
良
い
っ
て
い
う
ぐ
ら
い
ま
で
出
来
な
い
か
ど
う
か
で
す
よ
。
そ
う
い
う
事

で
良
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

〈
宮
沢
〉
僕
が
富
山
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
仕
事
や
っ
て
る
時
、
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
市
長

さ
ん
は
よ
く
言
っ
て
ま
し
た
け
ど
ね
、
ス
プ
ロ
ー
ル
し
た
の
が
ひ
と
つ
。
そ
れ
か
ら
自
動
車
依
存
が
強
い
こ
と
。 

富
山
は
日
本
全
国
で
一
番
、
道
路
整
備
が
良
い
都
市
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
一
家
に
四
台
か
ら
五
台
車
持
っ
て

る
。
自
動
車
通
勤
で
渋
滞
が
殆
ど
無
い
所
。
高
齢
化
率
も
凄
く
高
い
で
す
。
そ
れ
で
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
を
や
っ
て
、

街
へ
来
た
ら
公
共
交
通
で
全
部
動
け
る
よ
、
と
い
う
事
を
や
ろ
う
と
し
て
、
そ
れ
で
住
む
所
も
、
街
の
中
に
老

人
が
住
め
る
ア
パ
ー
ト
を
建
て
る
と
か
、
中
心
市
街
地
で
生
活
す
る
と
か
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
今
や
っ

て
る
最
中
な
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
ま
だ
分
か
ん
な
い
で
す
け
ど
。 

〈
山
名
〉
も
う
何
十
年
も
前
か
ら
空
洞
化
、
空
洞
化
、
言
っ
て
た
け
ど
、
そ
の
こ
ろ
は
人
口
が
増
え
て
ま
し
た

か
ら
誰
も
住
ま
わ
せ
る
こ
と
言
わ
な
か
っ
た
。
で
も
、
現
実
に
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
空
洞
化
で
街
の
中
に
人
が

居
な
い
。
そ
こ
に
人
を
住
ま
わ
せ
る
っ
て
い
う
の
が
ひ
と
つ
の
考
え
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
ど
う
や
っ
た

ら
住
ん
で
貰
え
る
か
っ
て
い
う
の
が
問
題
。
ど
っ
ち
か
っ
て
言
う
と
日
本
人
は
戸
建
て
が
好
き
で
す
か
ら
、
戸

建
て
だ
と
あ
る
程
度
の
敷
地
が
要
る
。
す
る
と
、
土
地
が
安
い
所
、
そ
し
て
動
け
る
所
。
じ
ゃ
あ
郊
外
で
車
で

と
、
こ
れ
が
悪
循
環
に
な
っ
て
る
。
多
分
こ
れ
か
ら
は
こ
の
方
達
が
高
齢
化
し
た
時
に
で
す
ね
、
自
分
で
車
が

運
転
出
来
な
く
な
っ
た
時
に
ど
う
す
る
か
。
や
っ
ぱ
り
、
も
う
ち
ょ
っ
と
都
心
に
住
ま
わ
せ
る
っ
て
い
う
よ
う

な
話
が
あ
れ
ば
良
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
よ
ね
。 

そ
れ
と
、
よ
く
あ
る
こ
と
だ
け
ど
、
市
役
所
を
外
に
持
っ
て
行
く
と
い
う
の
は
絶
対
大
失
敗
だ
と
思
う
ん
で
す
。 

 

■
縦
割
り
行
政
を
ど
う
や
っ
て
横
に
す
る
か
・ 

〈
山
名
〉
景
観
法
が
出
来
た
時
に
、
建
築
学
会
、
土
木
学
会
、
そ
れ
か
ら
都
市
計
画
学
会
で
合
同
で
セ
ミ
ナ
ー

を
や
っ
た
の
。
話
聞
い
て
る
と
お
互
い
に
、
あ
の
道
路
は
な
ん
じ
ゃ
、
あ
の
建
物
は
な
ん
じ
ゃ
、
こ
う
い
う
話

に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
お
か
し
く
な
っ
た
。
そ
う
考
え
た
ら
、
街
づ
く
り
っ
て
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
一
緒

に
し
て
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
一
緒
に
や
る
の
を
誰
が
や
る
か
っ
て
言
う
と
、
例
え
ば
、
高
橋
さ
ん
み
た
い
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な
方
が
居
て
、
そ
こ
の
調
整
を
全
部
や
る
と
い
う
話
が
ひ
と
つ
と
、
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
は
、
行
政
側
が
ど

う
や
っ
て
や
る
か
で
す
ね
。
行
政
側
は
や
っ
ぱ
り
市
長
さ
ん
が
そ
う
い
う
風
に
な
っ
て
貰
わ
な
い
と
困
る
。 

こ
の
二
つ
が
あ
れ
ば
、
縦
割
り
の
話
は
片
が
つ
く
。
や
っ
ぱ
り
縦
割
り
を
外
し
て
行
か
な
い
と
地
元
が
入
れ
な

い
で
す
よ
ね
。
こ
の
話
は
ど
う
だ
、
「
あ
、
こ
れ
は
こ
っ
ち
で
す
」
、
「
こ
れ
は
こ
っ
ち
だ
」
だ
っ
た
ら
駄
目

で
す
か
ら
、
そ
こ
を
上
手
く
調
整
す
る
仕
組
み
が
あ
る
と
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
か
整
備
と
い
う
の
は
、
も

う
ち
ょ
っ
と
上
手
く
行
く
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
富
山
の
場
合
は
森
市
長
さ
ん
が
非
常
に
積
極
性
あ
り
ま
し
た

か
ら
、
そ
う
い
う
調
整
は
市
長
さ
ん
出
来
た
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、
中
々
普
通
の
市
っ
て
、
そ
ん
な
こ
と
通

る
か
っ
て
い
う
気
が
す
る
。
高
橋
さ
ん
な
ん
か
の
経
験
で
ど
う
で
す
か
？
地
方
の
そ
う
い
う
縦
割
り
の
所
を
、

横
に
し
よ
う
っ
て
い
う
仕
組
み
は
、
非
常
に
不
十
分
だ
っ
て
私
は
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
。 

〈
高
橋
〉
不
十
分
で
す
ね
、
横
浜
で
そ
う
い
う
先
鞭
を
つ
け
た
、
そ
れ
を
地
方
都
市
が
模
範
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
ん
で
す
け
ど
も
中
々
上
手
く
行
か
な
い
。
縦
割
り
で
上
か
ら
圧
力
が
物
凄
く
か
か
る
と
い
う
事
で
す
。
そ

れ
を
跳
ね
返
す
ぐ
ら
い
の
力
が
あ
る
所
で
な
い
と
上
手
く
行
か
な
い
。
そ
れ
を
や
っ
た
の
は
、
横
浜
の
飛
鳥
田

市
政
だ
と
い
う
事
で
す
ね
。
あ
と
は
、
さ
っ
き
三
馬
鹿
っ
て
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
本
当
に
馬
鹿
に
な
れ
る

か
ど
う
か
っ
て
言
う
。
行
政
の
人
が
上
ば
っ
か
り
見
て
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い
う
の
を
崩
せ
る
か
ど
う
か
。

出
来
な
い
事
は
無
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
で
や
は
り
戦
略
が
要
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
略
を
立
て
ら
れ
る
人

が
い
れ
ば
大
体
上
手
く
行
く
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
普
通
は
出
来
な
い
、
そ
れ
だ
け
言
え
ま
す
。 

 

■
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
の
道
路
占
用
、
道
路
使
用
が
日
本
で
出
来
な
い
理
由
。 

〈
井
口
〉
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
を
歩
い
て
い
る
と
実
に
た
く
さ
ん
道
路
に
店
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
が
す
ご
く
街

を
楽
し
く
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
の
存
在
は
大
き
い
で
す
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
か
ら
道
路
や

広
場
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
を
抜
い
た
ら
、
ス
カ
ス
カ
に
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
日
本
の
中
心
市
街
地
な

ん
で
す
け
ど
。 

「
パ
タ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」
を
書
い
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
路
上
カ
フ
ェ
は
街
の
活
力
源

の
ひ
と
つ
だ
と
言
っ
て
い
る
し
、
「
人
間
の
た
め
の
街
路
」
を
書
い
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ル
ド
フ
ス
キ
ー
は
戸
外

の
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
い
か
に
街
を
楽
し
く
し
て
い
る
か
を
述
べ
て
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
街
に
戸

外
の
カ
フ
ェ
が
少
な
い
の
を
気
の
毒
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
お
聞
き
す
る
ん
で
す
け
ど
、
日
本
人
は
道
路
に

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
が
在
れ
ば
そ
こ
に
座
る
で
し
ょ
う
か
？
道
路
管
理
者
や
警
察
は
道
路
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
を
出
す

の
を
今
は
認
め
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
先
は
、
許
可
し
て
く
れ
る
可
能
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

〈
高
橋
〉
こ
れ
か
ら
は
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。
日
本
は
車
社
会
に
な
っ
て
路
上
で
何
も
で
き
な
く
な
っ
た
。 

い

ろ
い
ろ
な
町
で
朝
市
が
あ
り
ま
す
が
、
越
前
大
野
と
い
う
街
で
も
日
曜
日
に
朝
市
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

確
か
歩
道
の
な
い
石
張
り
の
道
路
整
備
を
し
て
い
ま
す
。
市
長
に
友
人
と
し
て
、
法
的
に
道
路
占
用
ま
ず
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
と
敢
え
て
聞
い
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
「
こ
れ
昔
か
ら
や
っ
て
い
る
か
ら
い
い
ん
だ
よ
」

っ
て
。
こ
う
い
う
昔
か
ら
の
習
慣
、
で
も
今
は
超
法
規
、
こ
れ
で
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
れ

は
昔
か
ら
や
っ
て
い
る
っ
て
い
う
の
は
、
市
民
が
そ
れ
で
良
い
ん
だ
っ
て
言
っ
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
朝
市
で

す
。 

〈
井
口
〉
だ
か
ら
市
民
次
第
な
ん
で
す
よ
。
福
岡
の
屋
台
も
そ
う
で
す
ね
。
市
民
が
本
当
に
望
め
ば
道
路
の
占

用
は
も
っ
と
可
能
性
が
出
て
く
る
。 

〈
高
橋
〉
そ
れ
か
ら
、
屋
台
。
僕
は
山
下
公
園
通
り
を
設
計
し
た
際
に
、
山
下
公
園
と
道
路
の
間
に
、
変
な
仮

設
の
店
が
い
く
つ
か
有
っ
た
。
そ
れ
的
な
店
が
有
っ
た
。
そ
れ
を
横
浜
市
の
人
と
一
緒
に
無
く
し
た
ん
で
す
。

大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
し
た
ら
当
時
の
細
郷
市
長
が
、
「
よ
く
出
来
ま
し
た
ね
」
、
と
感
心
し
て
く
れ
た
。
今

一
番
問
題
な
の
は
そ
の
権
利
関
係
で
す
。
「
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
が
道
路
に
あ
る
の
は
良
い
よ
ね
」
と
単
純
に
言
っ

た
っ
て
、
良
心
的
な
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
な
ら
良
い
ん
だ
け
ど
、
反
社
会
的
な
人
が
権
利
を
持
っ
た
ら
、
こ
れ
は
駄

目
な
ん
で
す
。
以
前
千
葉
銀
座
を
設
計
し
た
時
、
昔
か
ら
歩
道
上
で
営
業
の
権
利
を
持
っ
て
い
た
露
天
商
が
二
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軒
あ
っ
た
。
そ
こ
で
花
屋
を
や
っ
て
い
た
。
ど
う
や
ろ
う
か
。
そ
れ
で
市
が
考
え
た
の
が
「
一
代
限
り
」
と
言

う
風
に
し
た
ん
で
す
。
そ
の
人
が
亡
く
な
っ
た
ら
次
駄
目
よ
。
そ
れ
で
我
慢
し
た
。
一
代
限
り
で
し
た
か
ら
、

も
う
今
は
無
く
な
っ
て
い
る
。
権
利
が
発
生
す
る
こ
と
を
行
政
が
一
番
恐
れ
る
の
で
す
。 

〈
栗
原
〉
道
路
占
用
を
認
め
る
か
ど
う
か
っ
て
の
は
道
路
管
理
者
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
駄
目
で
、

交
通
を
管
理
す
る
警
察
の
道
路
使
用
許
可
が
伴
な
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
物
販
と
か
は
お
祭
り
と
か
で
色
々
や

っ
て
る
か
ら
、
長
期
間
で
な
け
れ
ば
、
短
期
的
っ
て
い
う
の
は
や
り
易
い
ん
で
す
よ
。
で
も
飲
食
は
、
こ
れ
別

な
ん
で
す
よ
。 

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
買
っ
て
き
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
を
道
路
に
置
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
が
勝
手
に
こ
こ

で
座
っ
て
飲
み
食
い
す
る
、
こ
れ
は
い
い
ん
で
す
よ
。
で
も
、
道
路
に
置
い
て
る
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
に
、
注
文

取
り
に
行
き
ま
し
た
。
お
店
の
人
が
持
っ
て
来
ま
す
。
こ
れ
保
健
所
の
管
理
に
な
る
ん
で
す
。
要
は
、
お
客
さ

ん
が
勝
手
に
道
路
で
飲
食
し
て
い
る
分
に
は
何
も
言
わ
な
い
け
ど
、
注
文
聞
き
に
行
っ
て
、
そ
こ
ま
で
運
ぶ
。

全
く
同
じ
事
で
し
ょ
？
で
も
こ
れ
店
舗
内
と
見
な
さ
れ
る
か
ら
、
保
健
所
の
許
可
が
要
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う

馬
鹿
な
法
律
が
今
ま
で
い
っ
ぱ
い
有
る
ん
で
、
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い
る
。 

物
販
は
や
り
や
す
い
け
ど
、
飲
食
は
や
り
に
く
い
っ
て
言
う
の
は
、
保
健
所
の
絡
み
だ
っ
て
い
う
の
は
非
常
に

あ
る
。
だ
か
ら
、
酉
の
市
な
ん
て
、
屋
台
が
出
て
み
ん
な
飲
ん
で
る
け
ど
、
テ
ー
ブ
ル
は
道
に
置
い
て
ま
す
よ
、

勝
手
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
っ
て
こ
と
。
そ
う
い
う
風
に
し
て
、
切
り
分
け
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
、
日
本
の

法
体
系
が
在
る
。 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
通
り
で
そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
変
え
よ
う
っ
て
い
う
動
き
が
あ
る
よ
う
な
ん
で
す
け
ど
。
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ー
ゼ
み
た
い
な
感
じ
で
、
や
ろ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
み
た
い
で
す
け
ど
、
法
的
な
絡
み
が
あ
っ
て
、
飲
食

と
い
う
の
は
物
販
と
別
個
に
な
っ
て
し
ま
う
。
で
も
、
そ
れ
や
っ
た
時
、
本
当
に
お
客
さ
ん
来
る
か
ど
う
か
っ

て
い
う
の
は
、
僕
は
ち
ょ
っ
と
、
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
外
で
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
は
、
日
本
人
は
あ
ま
り
楽
し
め
な
か
っ
た
。 

〈
高
橋
〉
昔
の
話
で
す
け
ど
、
我
々
若
い
時
に
、
外
で
飲
食
す
る
っ
て
恥
ず
か
し
い
も
の
だ
っ
て
言
わ
れ
て
、

絶
対
ノ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
頃
は
道
路
で
何
か
食
べ
ち
ゃ
駄
目
。
、
世
間
体
に
恥
ず
か
し
い
。
そ
ん
な
時
、
僕
は

ア
メ
リ
カ
行
き
ま
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
で
は
皆
道
路
で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
食
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
僕
も
真
似
し

て
食
べ
た
。
す
っ
ご
い
解
放
感
。
こ
れ
い
い
な
ぁ
っ
て
。
一
九
六
六
年
に
帰
っ
て
来
た
の
で
す
が
、
一
九
七
〇

年
に
銀
座
の
三
越
の
所
で
、
初
め
て
マ
ッ
ク
が
出
た
。
店
先
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
テ
ー
ブ
ル
は
置
い
ち
ゃ
駄
目
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
だ
け
。
そ
れ
か
ら
で
す
よ
、
外
で
食
べ
る
の
が
良
く
な
っ
た
の
は
。
イ
タ
リ
ア
も
フ
ラ
ン
ス
も

昔
か
ら
あ
る
。 

〈
栗
原
〉
で
も
、
僕
ら
が
小
学
校
の
頃
、
買
物
行
く
と
肉
屋
さ
ん
で
コ
ロ
ッ
ケ
一
個
買
っ
て
、
ソ
ー
ス
か
け
て

く
れ
る
か
ら
、
そ
れ
食
べ
な
が
ら
帰
り
ま
し
た
よ
。 

〈
井
口
〉
ル
ド
フ
ス
キ
ー
１

が
言
っ
て
る
け
ど
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
外
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
習
慣
が
無
か
っ
た
。
は

し
た
な
い
し
、
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
た
。
日
本
人
と
同
じ
で
す
ね
。
確
か
に
今
で
も
大
陸
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
較
べ
る
と
屋
外
の
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
は
格
段
に
少
な
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ
も
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
だ
っ
た
け
ど
、

少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
、
今
は
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
開
発
な
ん
か
で
は
屋
外
の
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が

欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
ど
う
し
た
ら
良
い
ん
だ
ろ
う
と
、
し
き
り
に
考
え

る
ん
で
す
よ
。 

 

■
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
っ
て
日
本
で
広
が
る
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 
                           

１ 
B
er
na
rd
 R
ud
of
st
y

（
１
９
０
５
～
１
９
８
８
）
。
ウ
イ
ー
ン
出
身
の
ア
メ
リ
カ
の
建
築
家
。
著
書
「
建
築
科
な
し
の
建
築
」

「
人
間
の
た
め
の
街
路
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。 
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〈
山
名
〉
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
っ
て
、
緩
和
す
る
方
向
に
動
い
て
る
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
動
い
て
ま
す
ね
。 

〈
山
名
〉
で
あ
れ
ば
、
来
る
人
が
い
る
か
っ
て
い
う
の
が
分
か
れ
目
で
、
来
る
人
が
居
れ
ば
そ
れ
が
力
に
な
っ

て
、
結
構
展
開
で
き
る
。
総
合
設
計
の
公
開
空
地
、
あ
そ
こ
も
使
わ
せ
な
い
ん
で
す
ね
。
使
わ
せ
れ
ば
良
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

〈
井
口
〉
行
く
気
が
あ
る
か
ど
う
か
、
お
客
さ
ん
が
付
く
か
ど
う
か
が
決
め
手
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
ど
う
思

い
ま
す
か
？
あ
な
た
達
。
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
座
り
ま
す
？
日
本
で
。 

〈
井
上
〉
カ
フ
ェ
文
化
っ
て
い
う
事
で
言
う
と
、
私
自
身
、
週
末
は
近
く
の
カ
フ
ェ
に
行
っ
て
、
生
活
の
中
に

カ
フ
ェ
す
る
っ
て
い
う
事
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
の
よ
う
に
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
た
り
、
単
身
世
帯

の
人
だ
っ
た
り
す
る
人
の
多
く
は
、
ど
こ
か
そ
う
い
う
緩
い
人
と
の
繋
が
り
と
言
う
か
、
集
ま
れ
る
所
っ
て
い

う
の
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
人
の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
カ
フ
ェ
が

凄
く
好
ま
れ
て
い
る
理
由
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
屋
外
が
ど
う
か
っ
て
い
う
話
に
な
り
ま
す
と
、
や

は
り
そ
の
場
所
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。
道
幅
が
ゆ
っ
た
り
取
れ
て
快
適
な
環
境
で
あ
れ
ば
、
屋
外
で
あ
ろ
う
と

も
、
と
い
う
か
、
む
し
ろ
屋
外
で
気
持
ち
良
く
カ
フ
ェ
し
た
い
っ
て
思
う
事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
自

体
の
文
化
は
凄
く
馴
染
ん
で
い
る
の
で
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
の
良
い
場
所
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
在
れ
ば
、
行
き
た

い
で
す
よ
ね
。 

〈
吉
村
〉
屋
外
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
に
関
し
て
は
、
歩
道
幅
員
の
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
歩
道
の

幅
員
で
、
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
が
通
る
よ
う
な
環
境
だ
と
、
外
で
飲
食
を
す
る
こ
と
を
良
い
な
と
思
え
な
い
事
が

多
い
で
す
。
排
出
ガ
ス
が
少
な
い
車
だ
け
通
れ
る
規
制
や
交
通
量
の
少
な
い
場
所
、
歩
道
幅
員
の
広
い
場
所
な

ど
で
は
、
飲
食
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
店
側
の
努
力
と
言
い
ま
す
か
、
大
阪
駅
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ

テ
ィ
ー
に
毛
布
と
ヒ
ー
タ
ー
を
備
え
て
い
る
カ
フ
ェ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
は
屋
根
の
あ
る
半
屋
外
空
間
な
の

で
す
が
、
屋
根
が
高
く
風
も
吹
き
込
む
為
、
屋
外
と
あ
ま
り
気
温
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
毛
布
と
ヒ
ー
タ

ー
も
用
意
し
て
あ
る
の
で
、
寒
い
季
節
で
も
、
利
用
を
し
て
い
ま
し
た
。 

暑
さ
寒
さ
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
カ
フ
ェ
は
ま
だ
少
な
い
の
で
、
整
備
を
し
て
い
け
は
、
個
人
的
に
は
も
っ
と

賑
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

〈
田
邊
〉
私
は
カ
フ
ェ
を
何
に
使
っ
て
い
る
か
な
っ
て
考
え
る
と
、
東
京
に
居
る
時
は
、
次
の
予
定
ま
で
の
時

間
潰
し
だ
っ
た
り
と
か
、
あ
と
は
打
ち
合
わ
せ
に
使
っ
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。 

 

東
京
で
あ
く
せ
く
働
い
て
、
朝
の
九
時
か
ら
、
夜
の
九
時
、
十
時
ま
で
働
い
て
、
平
日
は
ま
ず
カ
フ
ェ
は
使

わ
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
打
ち
合
わ
せ
以
外
で
は
。
で
、
土
日
と
か
に
行
く
ん
で
す
け
ど
、
東
京
で
働
き
な
が

ら
生
活
し
て
い
る
と
、
そ
う
い
う
気
持
ち
に
中
々
な
ら
な
い
っ
て
い
う
の
も
ひ
と
つ
あ
っ
て
。
あ
と
は
、
そ
こ

か
ら
見
え
る
景
色
が
す
ご
く
大
事
だ
な
と
思
っ
て
い
て
、
都
心
で
は
、
通
り
に
よ
っ
て
は
建
物
が
ひ
し
め
き
合

っ
て
い
て
、
心
地
よ
く
な
い
カ
フ
ェ
も
多
く
、
周
り
の
人
も
あ
く
せ
く
し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
か
だ
と
、
地
域
に
よ
っ
て
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
感
じ
が
全
然
無
く
て
、
何
か
も
う
空
気
が
の
ん

び
り
し
て
い
て
、
周
り
の
人
達
も
の
ん
び
り
し
て
い
る
。
周
り
に
居
る
人
達
の
雰
囲
気
も
影
響
し
て
く
る
し
、

カ
フ
ェ
で
ど
う
や
っ
て
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
っ
て
い
う
所
が
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
そ
も
そ
も
ち

ょ
っ
と
違
う
の
か
な
っ
て
言
う
風
に
感
じ
た
り
も
し
ま
す
。
で
も
、
例
え
ば
行
幸
通
り
と
か
、
か
な
り
広
い
空

間
を
使
っ
て
、
屋
台
と
か
も
出
し
な
が
ら
空
間
づ
く
り
を
含
め
て
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
と
思
い
ま
す
し
、
私
も
是
非
使
い
た
い
で
す
。 

〈
高
橋
〉
良
い
こ
と
仰
る
ね
。
何
を
見
る
か
っ
て
い
う
こ
と
や
、
自
分
が
何
を
す
る
か
っ
て
い
う
の
も
大
事
な

ん
で
す
ね
。
周
り
が
面
白
い
と
い
い
で
す
が
、
つ
ま
ら
な
い
の
が
多
い
と
嫌
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね
。
周
り
が

綺
麗
だ
と
か
周
り
の
人
が
か
っ
こ
よ
く
て
、
「
見
る
、
見
ら
れ
る
」
の
関
係
が
で
き
る
と
良
い
感
じ
で
す
ね
。

日
本
に
は
そ
れ
が
ま
だ
場
と
し
て
整
っ
て
な
い
の
か
な
ー
。 
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〈
田
邊
〉
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
と
、
牡
蠣
と
か
が
山
の
よ
う
に
積
ん
で
あ
っ
て
、
皆
食
べ
て
ポ
イ
ポ
イ
や
っ
て
い
て

雰
囲
気
全
体
が
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

〈
高
橋
〉
カ
キ
限
定
で
す
か
？
（
笑
い
） 

 

■
公
開
空
地
を
使
わ
な
い
の
は
い
か
に
も
、
も
っ
た
い
な
い
。 

〈
高
橋
〉
基
本
的
に
人
と
人
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
い
う
と
、
日
本
人
は
ま
だ
下
手
だ
と
思
い
ま
す
。
ス

ペ
イ
ン
と
か
へ
行
く
と
、
こ
ん
な
狭
い
歩
道
で
も
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
じ
ゃ
な
く
て
、
机
と
椅
子
を
そ
こ
で
、
立
っ

て
も
飲
ん
だ
り
し
て
る
じ
ゃ
な
い
。
や
っ
ぱ
り
外
が
好
き
で
、
人
と
人
が
話
し
合
う
の
が
好
き
な
ん
で
す
ね
。

街
の
中
で
喧
嘩
ま
で
し
な
い
け
ど
、
激
論
叩
か
ず
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
も
す
る
。
そ
う
い
う
の
が
好
き
な
国
民
な
ん

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
日
本
人
は
、
そ
こ
ま
で
行
く
か
ど
う
か
。
そ
れ
に
、
「
ま
、
ま
、
ま
、
ま
」
っ
て
納
め
る

の
が
日
本
の
和
の
か
た
ち
。 

（
山
名
）
日
本
人
は
広
い
と
こ
で
真
ん
中
で
っ
て
い
う
の
は
嫌
い
で
、
皆
端
っ
こ
に
寄
っ
た
り
、
そ
う
い
う
感

じ
方
が
有
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
が
ど
う
も
利
い
て
る
。
こ
こ
を
ど
う
す
る
ん
で
す
か
っ
て
い
う
の
は
難
し

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。 

（
高
橋
）
そ
う
で
す
ね
。
で
も
ね
隅
っ
こ
の
方
で
や
る
っ
て
い
う
の
は
、
イ
タ
リ
ア
だ
っ
て
そ
れ
や
っ
て
い
ま

す
で
し
ょ
。
庇
を
付
け
て
。
テ
ン
ト
の
下
で
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
共
通
点
は
有
る
ん
で
す
け
ど
、
公
開

空
地
、
こ
れ
の
使
い
方
絶
対
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
。
権
利
が
発
生
す
る
か
ら
止
め
と
く
ん
じ
ゃ
な
く
っ

て
、
や
れ
る
よ
う
な
方
法
を
考
え
れ
ば
良
い
と
思
う
。
そ
こ
で
楽
し
い
な
と
思
え
ば
や
る
わ
け
で
す
よ
。
ま
だ

皆
さ
ん
が
楽
し
い
と
思
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。 

（
松
村
）
公
開
空
地
が
、
生
か
さ
れ
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
何
と
な
く
緑
が
在
る
だ
け
で
、
歩
い
ち
ゃ
い
け
な

い
の
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
公
開
空
地
が
ね
、
ほ
っ
と
か
れ
て
る
。
法
規
制
が
余
り
に
も
縛
り
過
ぎ
ち
ゃ
っ
て

る
。 

（
山
名
）
加
藤
源
さ
ん
に
、
東
京
の
公
開
空
地
の
使
い
方
っ
て
い
う
の
を
、
都
庁
の
人
に
聞
い
て
貰
っ
た
ん
で

す
よ
。
都
庁
は
あ
れ
は
公
開
空
地
だ
か
ら
、
そ
こ
を
私
的
に
使
っ
ち
ゃ
駄
目
だ
っ
て
、
が
ん
じ
が
ら
め
な
ん
で

す
よ
。
も
っ
と
使
わ
し
た
方
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。 

〈
井
口
〉
公
開
空
地
に
は
緑
の
樹
木
を
た
く
さ
ん
植
え
な
さ
い
と
い
う
、
一
定
以
上
の
緑
化
が
ま
ず
求
め
ら
れ

て
ま
す
ね
。
緑
化
率
と
い
う
の
が
あ
る
で
し
ょ
、
ど
れ
だ
け
緑
化
し
な
さ
い
っ
て
い
う
。
僕
は
「
カ
フ
ェ
テ
ラ

ス
は
緑
化
面
積
に
含
め
る
」
と
、
そ
う
変
え
る
だ
け
で
良
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
さ
ら
に
、
公
開
空
地
の
歩
道

状
空
地
は
実
際
の
面
積
よ
り
も
広
く
加
算
さ
れ
る
係
数
が
在
り
ま
す
け
ど
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
に
し
た
面
積
は
歩

道
状
空
地
と
同
じ
よ
う
な
扱
い
に
し
た
ら
も
っ
と
い
い
。
そ
う
す
れ
ば
建
物
を
建
て
る
方
も
進
ん
で
カ
フ
ェ
テ

ラ
ス
を
つ
く
る
し
、
そ
こ
を
タ
ダ
み
た
い
に
安
く
貸
せ
る
か
ら
カ
フ
ェ
も
成
り
立
つ
。
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
公
共
施
設
の
よ
う
な
も
の
で
す
よ
。
日
本
も
そ
う
考
え
れ
ば
一
気
に
カ
フ
ェ

テ
ラ
ス
が
出
て
く
る
し
、
公
開
空
地
が
楽
し
く
な
る
。 

〈
高
橋
〉
か
な
り
イ
タ
リ
ア
的
に
な
り
ま
す
よ
ね
ー
。
そ
れ
ぐ
ら
い
の
頭
の
柔
ら
か
さ
が
無
い
と
ね
、
本
当
に

よ
く
使
わ
れ
て
い
な
い
公
開
空
地
、
勿
体
な
い
で
す
ね
。
客
が
居
な
い
座
敷
を
作
っ
て
い
る
だ
け
で
す
ね
。
床

の
間
だ
け
作
っ
て
る
。
日
本
人
は
、
中
の
方
が
好
き
な
ん
で
す
よ
、
実
は
ね
。
床
の
間
を
綺
麗
に
飾
る
。
外
に

は
造
ら
な
い
。 

〈
井
口
〉
都
市
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ど
う
使
う
か
っ
て
「
使
い
方
」
の
方
に
行
く
け
ど
、

日
本
は
「
眺
め
る
」
ん
で
す
よ
ね
。
庭
の
文
化
だ
か
ら
ね
。
眺
め
る
楽
し
み
な
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
文
化
の

違
い
が
有
る
。
フ
ラ
ン
コ
・
マ
ン
ク
ー
ゾ
等
の
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
、
「
広
場
の
建
設
、
再
生
に
関
す
る

三
〇
の
提
言
」
を
読
む
と
、
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
広
場
を
「
い
か
に
う
ま
く
使
う
か
」
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に

し
て
い
る
こ
と
が
分
り
ま
す
。
そ
こ
は
日
本
も
少
し
取
り
入
れ
た
方
が
良
い
と
僕
は
思
う
ん
で
す
が
。 



８３ 

 

〈
山
名
〉
一
階
に
は
た
い
て
い
銀
行
が
入
っ
て
て
、
銀
行
系
の
公
開
空
地
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
入
っ
ち
ゃ
う
ん

で
す
ね
。
建
物
に
は
人
を
近
づ
け
な
い
。
だ
か
ら
入
り
に
く
く
す
る
。
入
れ
ま
す
け
ど
入
り
に
く
く
す
る
と
言

う
よ
う
な
事
に
な
っ
た
か
ら
、
本
当
勿
体
な
い
。
緑
が
綺
麗
で
見
る
だ
け
の
公
開
空
地
に
な
っ
て
ま
す
か
ら
、

勿
体
な
い
な
っ
て
感
じ
る
事
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

〈
一
同
〉
そ
れ
あ
り
ま
す
ね
。 

 

＊
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
四
、
二
〇
一
五
年
度
、

お
よ
び
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
五
年
度
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
掲
載
写
真
は
す
べ
て
、
高
橋
志
保
彦
氏
提
供
。 

＊
会
場
は
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
（
株
）
会
議
室
（
東
京
有
楽
町
）
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

 

 
 



８４ 

 

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
加
者
■
（
敬
称
略
） 

高
橋
志
保
彦
（
た
か
は
し
し
お
ひ
こ
） 

 

一
九
三
六
年
新
潟
県
生
、
仙
台
出
身
。
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
デ
ザ

イ
ン
学
部
建
築
学
専
攻
修
了
。
竹
中
工
務
店
、
（
米
国
）TAC

事
務
所
、
セ
ル
ト
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
事
務
所
勤
務
を

経
て
一
九
七
五
年
事
務
所
設
立
（
現 

高
橋
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
）
。 

神
奈
川
大
学
工
学
部
教
授
（
現
名
誉
教
授
）
元
（
中
国
）
武
漢
理
工
大
学
客
員
教
授
。
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
（
都
市
環
境

デ
ザ
イ
ン
会
議
）
会
員
。 

都
市
デ
ザ
イ
ン
・
建
築
設
計
業
績
多
数
。
受
賞
に
横
浜
文
化
賞
、
稲
門
建
築
会
特
別
功
労
賞
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
パ
ブ

リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
賞
空
間
部
門
大
賞
（
馬
車
道
）
、
同
グ
ッ
ド
エ
イ
ジ
ン
グ
賞
（
唐
木
田
ガ
ー
デ
ン
ロ
ー
ド
）

他
多
数
。 

著
書
に
「
都
市
環
境
の
デ
ザ
イ
ン
」
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
設
計
計

画
」
「
環
境
、
景
観
デ
ザ
イ
ン
百
科
（
共
著
）
」
「
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
理
論
と
実
践
―
高
橋
志
保
彦
の
仕
事
」

「
景
観
法
と
景
観
設
計
（
共
著
）
」
「
都
市
環
境
の
論
理
（
共
訳
）
」
「
ト
イ
レ
学
大
事
典
（
責
任
編
集
）
」

他 

 

〈
ゲ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
〉
発
言
順 

 

宮
沢 

功 

：
（
株
）
ワ
イ
ピ
ー
デ
ザ
イ
ン
（
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
）
代
表
取
締
役
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員 

栗
原 

裕 

：
（
有
）
ユ
ー
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員 

井
上 

弘
子
：
（
株
）
コ
ト
ラ
ボ
（
コ
ト
ブ
キ
系
列
企
画
会
社
） 

吉
村 

飛
実
：
（
株
）
コ
ト
ブ
キ 

都
市
環
境
開
発
室 

 

村
松 

映
一
：
（
株
）
村
松
映
一
建
築
計
画
室
主
宰 

田
邊
智
哉
子
：
（
株
）
ワ
イ
ピ
ー
デ
ザ
イ
ン
（
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
） 
 

 

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

主
催
者
〉 

 

井
口
勝
文
（
代
表
） 

山
名
清
郷  

 



③ 
2
0
1
6
.
01
.
16

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

歩
行
者
モ
ー
ル
が
結
ぶ
，
福
岡
＝
博
多
の
心
意
気  

梅
本 

正
紀 

   

■
６
０
年
代
に
独
自
の
道
を
選
択
し
た
、
福
岡
市
の
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
。 

私
は
一
九
五
八
年
に
九
州
大
学
に
入
学
し
ま
し
て
建
築
と
都
市
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
六
一
年
に
同
級
生
一
六

人
の
チ
ー
ム
で
福
岡
の
都
市
計
画
を
具
体
的
に
作
っ
た
の
が
、
私
が
本
気
で
都
市
計
画
を
考
え
た
最
初
の
経
験
で

し
た
。「
明
日
の
都
市
一
〇
〇
万
都
市
福
岡
の
計
画
」
と
い
う
の
を
発
表
し
ま
し
た
。
昔
、
土
居
町
に
あ
っ
た
丸
善

で
発
表
し
た
時
の
会
場
の
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
（
図
・
１
）
。 

取
組
み
始
め
た
い
き
さ
つ
を
話
す
と
皆
さ
ん
び
っ
く
り
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
１
９
６
０
年
の
福
岡
市
の

都
市
計
画
の
用
途
地
域
図
で
す
（
図
・
２
）
。
博
多
湾
の
ブ
ル
ー
の
部
分
が
埋
め
立
て
地
で
、
工
業
地
帯
に
す
る
計

画
で
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
計
画
を
や
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
当
時
全
国
に
展
開
さ
れ
て
い
た
新
産
業
都
市
を
福
岡

市
も
目
指
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
こ
う
い
う
計
画
を
作
っ
て
い
た
の
で
す
。
百も

も

道じ

の
部
分
だ
け
は
現
在
こ
の
計
画

の
通
り
に
出
来
て
い
ま
す
け
ど
、
福
岡
市
は
そ
の
後
工
業
都
市
を
目
指
す
こ
と
を
止
め
て
、
博
多
湾
の
埋
め
立
て

は
し
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
通
り
に
出
来
て
い
た
ら
福
岡
市
は
ず
い
ぶ
ん
今
と
は
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て

い
た
は
ず
で
す
１

。 

こ
う
い
う
都
市
計
画
が
発
表
さ
れ
て
、
学
生
と
し
て
非
常
に
疑
問
を
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
時
進
ん
で
い
た

博
多
駅
の
移
転
先
の
駅
前
区
画
整
理
計
画
に
も
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
し
た
（
図
・
３
）
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
発
表
さ
れ

た
と
お
り
に
今
出
来
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
勉
強
し
始
め
た
私
た
ち
か
ら
す
る
と
、
こ
の

町
の
中
に
ど
う
い
う
都
市
空
間
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
読
み
取
れ
な
い
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
お
か
し
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
も
う
少
し
、
い
わ
ゆ
る
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
計
画
を
作
る
べ
き
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
の
で
、
み
ん
な
で
案
を
つ
く
っ
て
発
表
し
ま
し
た
。 

■
６
０
年
代
は
建
築
家
が
本
気
で
「
都
市
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
貴
重
な
時
代
。 

さ
ら
に
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
丹
下
健
三
先
生
が
発
表
さ
れ
た
「
東
京
計
画
一
九
六
〇
」
で
す
。
実
際
雑
誌

に
載
っ
た
の
は
六
一
年
で
し
た
が
、
こ
れ
は
一
九
六
〇
年
に
、
東
京
で
世
界
デ
ザ
イ
ン
会
議
と
い
う
の
が
あ
り
ま

し
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
丹
下
先
生
が
作
ら
れ
た
計
画
で
す
。
海
上
都
市
の
計
画
で
、
私
ど
も
か
ら
す
る
と
、
こ

れ
こ
そ
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
だ
と
い
う
の
で
非
常
に
衝
撃
を
受
け
た
計
画
案
で
す
。 

                                        

          

 

１ 

四
島
司
（
元
福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
頭
取
、
元
福
岡
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
）
は
一
九
六
四
年
、
福
岡
青
年
会
議
所
（
福
岡
Ｊ
Ｃ
）
で

ま
と
め
た
「
福
岡
に
寄
せ
る
期
待
と
提
言
―
人
間
都
市
を
め
ざ
し
て
」
を
阿
部
源
蔵
市
長
あ
て
に
提
出
。
当
時
目
標
と
し
て
い
た
工

業
都
市
か
ら
目
標
を
、
商
都
・
人
間
都
市
へ
転
換
す
る
べ
き
だ
と
提
言
し
た
。
九
州
大
学
経
済
学
部
・
都
留
大
治
郎
教
授
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
て
作
成
。
当
時
よ
う
や
く
意
識
さ
れ
始
め
て
い
た
工
業
優
先
の
都
市
政
策
、
環
境
問
題
へ
の
反
省
を
先
取
り
し
た
提
言
で

あ
り
、
福
岡
市
の
政
策
転
換
に
影
響
を
与
え
た
当
時
の
市
民
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
記
憶
し
て
お
き
た
い
。（
参
考
「
四
島
司
聞
書 

殻

を
破
れ
」
西
日
本
新
聞
社
刊
） 

当
時
、
九
大
建
築
学
科
の
光
吉
健
次
助
教
授
が
こ
の
考
え
を
支
持
す
る
と
、
大
学
の
製
図
室
で
話

し
て
お
ら
れ
た
の
を
井
口
は
記
憶
し
て
い
る
。 



                             

世
界
デ
ザ
イ
ン
会
議
を
契
機
に
で
き
た
の
が
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
す
。
浅
田
孝
さ
ん
を
は
じ
め
、

黒
川
紀
章
さ
ん
、
槇
文
彦
さ
ん
と
か
が
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
生
物
が
誕
生
・
成
長
・
衰
退
と
い
う
新
陳
代
謝

を
繰
り
返
す
よ
う
に
、
同
じ
よ
う
に
都
市
・
建
築
を
、
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
す
も
の
と
し
て
考
え
て
い
こ
う
と
い

う
、
そ
う
い
う
考
え
方
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
そ
の
中
で
大
高
正
人
さ
ん
と
槇
文
彦
さ
ん
が
新
宿
の
副
都
心
計
画
、

群
造
形
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
人
工
地
盤
上
の
都
市
計
画
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

も
う
一
つ
、
そ
の
頃
非
常
に
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
ビ
ク
タ
ー
・
グ
リ
ュ
エ
ン
、
こ
の
方

は
ウ
ィ
ー
ン
の
モ
ー
ル
計
画
の
設
計
を
さ
れ
た
方
で
す
が
、
そ
の
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
再
開
発
計
画
案
で
す
（
図
・
４
）
。

こ
れ
は
一
つ
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
す
。
周
辺
に
自
動
車
が
走
る
街
路
が
あ
り
ま
し
て
、
中
に
入
る
と
駐
車
場

で
す
。
全
部
立
体
駐
車
場
で
す
。
そ
こ
に
車
を
置
い
て
、
中
は
全
部
歩
行
者
の
空
間
。
車
を
入
れ
な
い
。
ど
の
ビ

ル
か
ら
も
最
大
二
〇
〇
ｍ
以
内
で
駐
車
場
に
到
達
で
き
る
と
い
う
計
画
。
そ
う
い
う
計
画
を
見
ま
し
て
、
ア
メ
リ

 

 
 

（図・1）1961 年、同級生 16 人で開いた

「明日の都市１００万都市福岡の計画」 

 

（図・3）(新)博多駅前区画整理図 （図・2）1960 年の福岡市都市計画用途地域図。博多湾の中を大規模に埋

め立てて工場用地にする計画だった。 



カ
は
ず
い
ぶ
ん
進
ん
で
い
て
、
歩
行
者
を
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
を
学
生
時
代
に
学
び
ま
し
た
。
と
言
い
ま
す
の

は
、
私
た
ち
の
学
生
時
代
、
昭
和
三
〇
年
代
で
す
ね
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ぐ
ら
い
ま
で
は
雨
が
降
る
と
通
勤
通

学
は
長
靴
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
砂
利
道
で
泥
道
が
多
く
て
、
普
通
の
革
靴
な
ん
か
履
け
な
い
。
そ
う
い
う
状
態
の

時
で
し
た
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
ア
メ
リ
カ
は
進
ん
で
い
る
な
と
思
っ
た
も
ん
で
す
。 

私
ど
も
が
六
一
年
に
発
表
し
た
案
は
、
要
す
る
に
人
工
地
盤
構
想
で
、
そ
の
上
に
街
を
作
る
と
い
う
提
案
で
す
。

フ
ク
ニ
チ
新
聞
が
大
き
く
取
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
（
図
・
５
）
。
私
ど
も
は
光
吉
健
次
先
生
１

の
指
導
を
受
け
な
が

ら
計
画
し
た
の
で
す
け
ど
、
光
吉
先
生
の
先
輩
で
あ
る
浅
田
孝
さ
ん
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
の
ト
ッ
プ
の
メ
ン
バ
ー
だ

っ
た
方
で
す
が
、
私
ど
も
が
ス
タ
デ
ィ
し
て
い
る
時
に
来
ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
人
工
地
盤

の
考
え
方
を
い
ろ
い
ろ
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
人
工
地
盤
の
下
、
地
上
一
階
二
階
が
全
部
駐
車
場
、
そ
の
上
に
人

工
地
盤
の
デ
ッ
キ
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
街
を
作
る
。
人
工
地
盤
の
上
は
全
部
歩
行
者
専
用
で
あ
る
と
い
う
計
画

を
作
り
ま
し
た
。
博
多
湾
の
工
業
地
帯
は
、
や
る
べ
き
で
は
な
い
。
板
付
空
港
の
滑
走
路
の
延
長
線
上
の
地
域
に

都
市
型
工
業
に
限
定
し
て
、
配
置
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
を
し
ま
し
た
。 

一
九
六
二
年
に
私
は
竹
中
工
務
店
に
入
社
し
ま
し
た
。
当
時
、
竹
中
工
務
店
は
槇
文
彦
さ
ん
と
共
同
設
計
で
大
阪

の
堂
島
再
開
発
計
画
を
提
案
し
ま
し
た
。
竹
中
工
務
店
の
本
社
が
あ
る
四
街
区
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
、
ス
ー
パ

ー
ブ
ロ
ッ
ク
化
し
て
再
開
発
す
る
と
い
う
提
案
で
し
た
。
実
現
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
、
こ
れ
は
具
体
的
な
再

開
発
計
画
案
を
作
っ
た
日
本
で
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

私
は
そ
の
設
計
チ
ー
ム
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
槇
さ
ん
は
、
我
々
の
よ
う
な
若
い
メ
ン
バ
ー
に
も
自
由
に
発
言
を

許
し
て
頂
き
ま
し
た
。
私
自
身
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
貴
重
な
勉
強
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
図
・
６
）
。
模
型
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
人
工
地
盤
上
に
建
物
を

建
て
て
、
デ
ッ
キ
の
上
は
歩
行
者
専
用
と
い
う
計
画
で
す
。
こ
う
い
う
の
を
作
り
な
が
ら
歩
行
者
の
大
事
さ
、
そ

の
空
間
を
ど
う
作
る
か
と
い
う
こ
と
を
私
は
学
生
時
代
か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。 

                                                       

          

 

１ 

光
吉
健
次
：
九
州
大
学
建
築
学
科
助
教
授
（
当
時
）、
建
築
家
。
東
京
大
学
建
築
学
科
・
丹
下
健
三
研
究
室
を
経
て
、
一
九
五
五
年

九
州
大
学
建
築
学
科
助
教
授
、
後
に
教
授
。
福
岡
市
都
市
計
画
審
議
会
会
長
な
ど
を
歴
任
、
福
岡
市
と
九
州
各
地
の
都
市
計
画
、
建

築
行
政
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
光
吉
研
究
室
の
出
身
者
が
福
岡
市
の
都
市
計
画
行
政
に
果
た
し
た
役
割
は
特
に
大
き
い
。 

（図・4） フォートワース再開発計画 

 



                          

■
七
〇
年
代
、
動
き
出
し
た
福
岡
市
の
中
心
市
街
地
。 

そ
の
後
私
は
九
州
支
店
に
配
属
に
な
り
ま
し
て
福
岡
で
も
都
市
開
発
に
取
り
組
も
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
仕
事
を
や
ろ
う
と
し
て
も
、
取
っ
掛
か
り
が
な
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
福
岡
市
の
都
心
部
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
と
い
う
の
を
ま
ず
社
内
で
自
分
た
ち
な
り
に
考
え
て
、
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
つ

く
っ
た
の
が
「
一
九
七
一
年
の
都
心
構
造
案
」
で
す
（
図
・
７
）
。
都
市
構
造
と
し
て
は
、
今
の
明
治
通
り
を
中
心

に
し
た
都
市
軸
と
大
博
通
り
の
新
都
市
軸
、
そ
れ
か
ら
渡
辺
通
り
の
新
都
市
軸
の
三
本
の
都
市
主
軸
。
私
た
ち
は

π

型
の
都
市
軸
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
川
端
商
店
街
か
ら
駅
前
に
通
じ
る
商
業
の
軸
線
も
注
目
し
て
い
ま
し
た
。

都
心
部
の
核
は
天
神
、
博
多
駅
、
呉
服
町
、
渡
辺
通
り
一
丁
目
の
四
つ
。
そ
れ
に
鐘
紡
跡
地
（
現
在
の
キ
ャ
ナ
ル

シ
テ
ィ
）。
こ
れ
も
将
来
核
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

当
時
、
福
岡
県
庁
を
現
地
建
て
替
え
す
る
か
移
設
す
る
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
、
私
ど
も
は
東

公
園
移
設
案
を
提
示
し
ま
し
た
。
実
は
も
う
ひ
と
つ
考
え
方
が
あ
り
ま
し
て
、
博
多
駅
の
東
側
の
合
同
庁
舎
と
関

連
し
て
博
多
駅
地
区
に
県
庁
を
移
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
案
も
考
え
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
東
公
園
案
を
提
案
し

ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
考
え
て
、
市
と
か
関
係
の
あ
り
そ
う
な
と
こ
ろ
に
提
案
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

（図・5）1961年「明日の都市 100万都市福岡

の計画」展は本気で都市計画を考えた最初の

プロジェクトだった。 

（図・6）1962 年、槇さん（中央）と一緒に作業をしている若かりし頃の私。右端は当時アルバイトで来ておら

れた香山壽夫さん（現東京大学名誉教授）。スーパーブロックの人工地盤上に建物を建てて、デッキの上は歩行者

専用という計画。右はその模型。 

 

 



私
は
七
一
年
に
、
環
境
開
発
研
究
所
に
移
り
、
都
市
開
発
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
う
す
る
う
ち
に
、
下
川
端
商
店
街
に
再
開
発
の
提
案
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
福
岡
市
か
ら
川
端
地
区
市

街
地
再
開
発
事
業
基
本
計
画
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
北
東
の
街
区
を
入
れ
て
Ｌ
型
の
地
区
が
対

象
で
し
た
。
そ
こ
に
屋
内
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
通
す
提
案
で
し
た
。
こ
の
時
同
時
に
、
博
多
川
沿
い
に

遊
歩
道
を
作
ろ
う
と
い
う
提
案
も
し
て
い
ま
す
。 

低
層
部
は
人
工
地
盤
み
た
い
な
も
の
で
繋
が
っ
て
い
て
、
一
・
二
階
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
、
そ
の
上
に
デ
ッ

キ
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
都
市
型
住
宅
が
載
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
提
案
で
す
。
こ
の
時
も
私
は
、
歩
行
者
空
間

を
ど
う
作
り
こ
む
か
と
い
う
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
（
図
‐
８
）
。 

提
案
で
は
川
沿
い
に
遊
歩
道
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
当
時
は
、
博
多
川
は
メ
タ
ン
ガ
ス
が
ぶ
く
ぶ
く
湧
く
よ
う
な

汚
れ
た
川
で
し
た
。
私
は
当
時
か
ら
、
自
然
は
壊
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
と
い
う
考
え
で
し
た
か
ら
、
博
多
川
を
浄
化

し
ま
し
ょ
う
と
川
端
の
方
に
提
案
し
ま
し
た
。
汚
い
川
で
す
か
ら
反
対
が
出
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
意
外
に
も

川
端
商
店
街
の
方
は
子
供
の
頃
、
こ
の
博
多
川
で
泳
い
で
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
賛
成
し
て
く
れ

ま
し
た
。
現
在
は
水
も
綺
麗
に
な
っ
て
川
の
中
に
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
出
来
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
、
私
が
想
定
し

て
い
た
よ
り
、
も
っ
と
開
け
た
形
で
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
は
私
が
福
岡
市
の
歩
行
者
空
間
整
備
の
実
務

に
関
わ
る
以
前
の
話
で
す
。 

                  

■
博
多
商
人
の
町
に
、
後
か
ら
合
体
し
た
福
岡
・
武
士
の
町
。 

本
論
に
入
る
前
に
博
多
と
福
岡
の
歴
史
的
な
成
り
立
ち
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
ま
す
。 

一
六
〇
一
年
黒
田
如
水
が
現
在
の
舞
鶴
公
園
の
場
所
に
福
岡
城
を
築
い
て
か
ら
、
那
珂
川
の
東
側
が
博
多
、
西
側

が
福
岡
と
呼
ば
れ
、
博
多
は
商
人
町
、
福
岡
が
武
家
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
か
っ
て
は
職
人
町
と
寺
社
町

が
博
多
、
福
岡
の
両
地
区
に
あ
る
と
い
う
都
市
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
博
多
は
古
代
以
来
大
陸
と
の
交
易
の

地
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
博
多
に
は
太
閤
秀
吉
の
太
閤
割
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
山
笠

 

 

(図・7)1971年、 社内で勉強のために作った福岡市の「1971年の都

心構造案」。都心部の核は天神、博多駅、呉服町、渡辺通り一丁目の

４つ。それに鐘紡跡地。これも将来核になるだろうと考えていた。 

(図・8)1973 年、市の委託を受けて作成した上川端・下川端全体の

再開発基本計画。 



は
そ
の
町
割
に
基
づ
い
て
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
武
士
の
町
で
あ
っ
た
福
岡
は
明
治
以
降
に
か
な
り

変
貌
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
古
い
福
岡
の
痕
跡
が
随
所
に
色
濃
く
残
っ
て
い
ま
す
。 

一
九
六
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
川
端
商
店
街
を
中
心
に
し
た
博
多
部
が
商
業
中
心
で
、
博
多
駅(

旧
博
多
駅)

に
近
く
、

呉
服
町
に
大
丸
デ
パ
ー
ト
、
中
洲
に
玉
屋
デ
パ
ー
ト
が
あ
り
、
千
代
町
も
筑
豊
へ
の
結
節
点
と
し
て
殷
賑
を
極
め

て
い
ま
し
た
。
博
多
駅
は
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
年
）
に
九
州
鉄
道
の
駅
と
し
て
祇
園
町
に
開
業
し
ま
し
た
。

従
っ
て
、
明
治
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
の
福
岡
市
の
商
業
の
中
心
地
は
博
多
部
で
し
た
。 

天
神
に
は
県
庁
と
市
役
所
が
あ
り
、
行
政
の
中
心
地
で
し
た
。
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
年
）
に
岩
田
屋
デ
パ
ー

ト
が
開
業
し
ま
し
た
が
、
そ
の
脇
の
新
天
町
商
店
街
は
戦
後
の
焼
け
跡
に
新
し
く
出
来
た
商
店
街
で
す
。
岩
田
屋

は
阪
急
の
創
始
者
小
林
一
三
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
西
鉄
大
牟
田
線
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
天
神
に
出
店
し

ま
し
た
が
、
当
時
の
天
神
は
商
業
の
中
心
地
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
天
神
地
区
の
発
展

を
見
る
と
、
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。 

現
在
の
福
岡
市
の
都
心
部
の
核
と
な
る
地
区
は
、
天
神
地
区
と
博
多
駅
地
区
で
す
が
、
両
地
区
と
も
商
業
施
設
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
、
業
務
施
設
、
行
政
施
設
が
複
合
的
に
集
積
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
西
鉄
大
牟
田
線
と

Ｊ
Ｒ
九
州
の
そ
れ
ぞ
れ
拠
点
駅
で
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
福
岡
市
の
中
心

市
街
地
、
言
い
換
え
れ
ば
、
繁
華
街
は
２
つ
の
交
通
結
節
点
に
集
積
し
て
お
り
、
自
然
に
都
市
機
能
が
集
ま
り
、

人
が
集
ま
っ
て
く
る
場
所
に
成
立
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
繁
華
街
を
ど
う
結
び
付
け
る
か
、
福
岡

と
博
多
を
ど
う
結
び
合
わ
せ
る
か
が
、
常
に
、
福
岡
市
の
中
心
市
街
地
の
重
要
な
課
題
で
す
。 

福
岡
市
で
も
住
宅
開
発
に
よ
る
新
市
街
地
が
郊
外
に
大
き
く
拡
が
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
中
心
市
街
地
が
形
成

さ
れ
て
い
る
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
福
岡
市
の
場
合
中
心
市
街
地
は
都
心
部
に
集
中
的
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
副
都

心
と
言
わ
れ
て
い
る
香
椎
、
西
新
、
大
橋
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
機
能
集
積
は
な
く
、
道
路
、
都
市
高
速
道
路
、
地

下
鉄
等
の
交
通
網
が
整
備
さ
れ
る
以
前
の
方
が
む
し
ろ
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
福
岡
市
で
は
中
心
市
街
地
の
一
極

集
中
が
進
ん
で
い
る
と
言
え
ま
す
。 

郊
外
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
あ
る
時
点
で
は
集
客
力
が
強
い
で
す
が
、
地
方
都
市
で
は
永
続
し
て
い

る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
人
為
的
に
作
り
上
げ
た
施
設
の
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
い
目
で
見
れ
ば
、
郊
外
型
大
型
店
の
集
客
は
一
時
的
な
現
象
と
も
言
え
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
旧
来
の
商
店

街
・
中
心
市
街
地
が
破
壊
さ
れ
た
都
市
は
多
く
、
多
く
の
問
題
を
残
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
福
岡
市
の
中
心
市

街
地
の
一
極
集
中
が
そ
の
傾
向
を
加
速
し
て
い
る
と
も
言
え
る
、
複
雑
な
問
題
で
す
。 

 

■
１
９
７
１
年
、
福
岡
市
は
中
心
市
街
地
の
歩
行
者
空
間
整
備
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

一
九
六
六
年
の
福
岡
市
の
総
合
計
画
、
こ
の
段
階
ま
で
は
公
園
緑
化
計
画
の
な
か
に
道
路
の
緑
化
と
い
う
こ
と
は

全
く
出
て
お
り
ま
せ
ん
。
一
九
七
一
年
に
な
り
ま
す
と
、「
道
路
環
境
」、「
都
心
部
再
開
発
」
の
中
に
「
安
全
で
楽

し
い
と
こ
ろ
」、「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」、「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
参
り
ま
し
て
、「
機
能

的
で
美
観
に
満
ち
た
、
人
間
性
豊
か
な
都
心
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
記
述
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
か

ら
一
九
七
一
年
が
ス
タ
ー
ト
ラ
ン
で
、
福
岡
市
は
歩
行
者
空
間
の
整
備
に
入
っ
て
行
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
と
思
い

ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
一
九
七
一
年
に
こ
う
い
う
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
出
た
の
は
全
国
的
に
見
て
早
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
一
九
六
六
年
に
旭
川
市
で
、
日
本
で
初
め
て
の
歩
行
者
天
国
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
〇

年
に
こ
れ
も
有
名
で
す
け
ど
、
東
京
・
銀
座
で
歩
行
者
天
国
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
一
年
に
、
鳴
海
先
生

た
ち
の
設
計
に
よ
る
旭
川
市
の
買
物
公
園
が
出
来
て
お
り
ま
す
。
一
九
七
一
年
を
挟
む
前
後
で
全
国
的
に
そ
う
い



う
動
き
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
福
岡
市
は
決
し
て
遅
れ
た
わ
け
で
も
な
い
し
、
早
か
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
ち
ょ

う
ど
同
じ
よ
う
な
ペ
ー
ス
で
、
歩
行
者
空
間
に
関
心
が
向
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
九
六
〇
年
代
の
後
半
ぐ

ら
い
か
ら
、
全
国
の
先
進
的
な
都
市
で
歩
行
者
空
間
整
備
に
関
心
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

■
一
九
七
六
年
、
福
岡
市
初
の
歩
行
者
モ
ー
ル
、「
天
神
南
北
軸
モ
ー
ル
」
が
完
成
し
た
。 

渡
辺
通
り
の
南
北
軸
モ
ー
ル
（
図
‐
９
）
が
出
来
た
の
は
一
九
七
六
年
で
す
が
、
こ
の
モ
ー
ル
が
で
き
る
経
緯
を
紹

介
し
ま
す
。 

一
九
七
四
年
に
Ｓ
Ｆ
モ
ー
ル
研
究
会
が
「
天
神
地
区
モ
ー
ル
計
画
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
一
九
七
三
年
ぐ
ら
い
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
地
元
の
建
築
家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
そ
れ
か
ら
造
園
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
九
州
芸
工
大
の
先
生
な

ど
が
集
ま
っ
て
「
九
州
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
福
岡
ビ
ル
の
二
階
三
階
に
、
岩
田
屋
デ

パ
ー
ト
さ
ん
が
や
っ
て
い
た
ニ
ッ
ク
と
い
う
イ
ン
テ
リ
ア
家
具
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
が
後
援
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
中
の
Ｓ
Ｆ
モ
ー
ル
研
究
会
、
Ｓ
Ｆ
と
い
う
の
は
ス
ト
リ
ー
ト
・

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
研
究
会
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
が
モ
ー
ル
の
計
画
案
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
契
機
に
な
っ
た

の
は
、
一
九
七
二
年
の
七
月
に
天
神
地
下
街
が
着
工
し
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
天
神
の
渡
辺
通
り
が
整
備
さ
れ
る

こ
と
で
し
た
。
Ｓ
Ｆ
研
究
会
が
天
神
の
南
北
モ
ー
ル
と
、
東
西
モ
ー
ル
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
お
そ
ら
く
福

岡
に
お
け
る
モ
ー
ル
計
画
の
第
一
号
で
す
。
Ｓ
Ｆ
研
究
会
は
評
価
し
て
、
記
憶
す
べ
き
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。 

  
 

                私
の
上
司
の
水
本
茂
樹
さ
ん
が
こ
の
九
州
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
Ｓ
Ｆ
研
究
会
で
こ
の
モ
ー

ル
設
計
の
中
心
の
一
人
に
な
っ
て
ま
と
め
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
は
、
作
業
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
経

緯
を
見
て
い
ま
し
た
。 

南
北
軸
モ
ー
ル
の
渡
辺
通
り
は
全
長
約
五
八
〇
ｍ
、
幅
員
が
五
〇
ｍ
で
す
。
中
央
分
離
帯
を
含
め
て
三
五
ｍ
が
車

 

 

(図・9) 天神南北軸モール。 



道
、
両
側
に
七
・
五
ｍ
の
歩
道
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

モ
ー
ル
は
低
木
の
植
栽
帯
で
歩
道
と
車
道
を
分
離
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
縁
石
が
立
ち
上
が
っ
て
植
栽
帯
を
囲
む

形
で
、
徹
底
し
て
分
離
す
る
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
歩
行
者
ゾ
ー
ン
、
装
置
ゾ
ー
ン
と
、
の
ち
に
私
は

言
い
ま
し
た
け
ど
、
歩
道
部
分
に
植
栽
帯
を
設
け
て
、
歩
く
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
と
バ
ス
停
や
ご
み
箱
、
公
衆
電
話

な
ど
を
配
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
に
分
け
て
い
ま
す
。
バ
ス
停
の
周
辺
も
歩
車
分
離
を
徹
底
す
る
た
め
に
低
木
の
植

栽
帯
を
作
っ
て
い
ま
す
。
高
木
は
福
岡
が
照
葉
樹
林
帯
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
と
か
ホ
ル
ト
ノ

キ
と
か
全
部
常
緑
樹
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
支
柱
は
こ
の
時
は
丸
太
で
組
ん
だ
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ご

み
箱
な
ど
の
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
は
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
は
し
て
な
く
て
、
既
製
品
で
デ
ザ
イ
ン
の
良
い

も
の
選
ん
で
設
置
す
る
や
り
か
た
で
し
た
（
図
‐
１
０
）
。 

そ
の
時
に
、
西
鉄
バ
ス
の
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
私
ど
も
環
境
開
発
研
究
所
が
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
（
図
‐
１
１
）
。

最
近
は
さ
ら
に
し
ゃ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
に
代
わ
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
当
時
と
し
て
は
バ
ス
専
用
の
シ
ェ
ル
タ

ー
を
特
注
で
作
っ
た
と
い
う
の
で
評
判
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
バ
ス
の
案
内
の
デ
ザ
イ
ン
は
Ｓ
Ｆ
研
究
会
で
行
い

ま
し
た
。 

天
神
の
南
北
軸
モ
ー
ル
で
私
が
感
じ
ま
し
た
の
は
、
樹
木
が
常
緑
樹
で
構
成
さ
れ
て
い
て
ち
ょ
っ
と
重
い
感
じ
が

す
る
こ
と
と
、
高
木
の
丸
太
の
支
柱
が
目
障
り
に
感
じ
た
こ
と
。
そ
れ
か
ら
歩
車
分
離
が
徹
底
し
す
ぎ
て
、
し
か

も
縁
石
が
高
く
立
ち
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
せ
っ
か
く
歩
道
を
広
げ
て
い
る
の
に
歩
い
て
い
て
窮
屈
な
印
象
を
与

え
る
な
と
い
う
感
想
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

                   

■
歩
行
者
空
間
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
。
そ
し
て
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
へ
。 

一
九
七
六
年
に
福
岡
市
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
出
ま
し
た
。
そ
の
中
で
市
は
「
都
心
部
の
緑
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
構

想
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
一
九
七
一
年
の
構
想
を
引
き
継
い
で
、
住
吉
通
り
に
軸
線
が
一
本
入
っ
た
く
ら
い

 

 

(図・10) 天神南北軸モール、

大丸デパート前。 

(図・11) 天神南北軸モールのために設計して特注したバスシェルター。 



で
基
本
的
に
は
そ
の
前
と
同
じ
も
の
で
す
。
一
九
七
八
年
に
、「
歩
行
者
自
転
車
対
策
調
査
」
を
市
か
ら
受
託
し
ま

し
た
。
タ
イ
ト
ル
だ
け
見
る
と
モ
ー
ル
と
関
係
な
さ
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
副
題
が
「
東
西
軸
モ
ー
ル
計
画
を
中

心
に
し
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
む
し
ろ
メ
イ
ン
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
歩
行
者
自
転
車
の

交
通
調
査
も
行
い
ま
し
た
。
都
心
部
全
体
の
「
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
検
討
も
行
い
、
歩
行
者
空
間
の
整
備

を
面
的
に
行
う
こ
と
も
視
野
に
あ
り
ま
し
た
（
図
‐
１
２
）
。 

そ
の
時
に
ま
と
め
た
も
の
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、
都
心
部
か
ら
周
辺
部
を
含
め
た
全
域
の
歩
道
等
を
調
査
し

ま
し
て
、
そ
れ
で
ど
ん
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
の
か
、
全
体
的
に
は
こ
う
い
う
も
の
を
考
え
る
べ
き
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
案
を
作
っ
た
の
で
す
。
そ
の
中
に
新
し
く
入
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
現
在
出
来
て
お
り
ま
す
福

博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
こ
う
い
う
新
し
い
計
画
も
こ
の
時
に
入
れ
込
ん
で
あ
り
ま
す
。 

な
か
で
も
東
西
軸
を
メ
イ
ン
に
検
討
し
ま
し
た
。
千
代
町
か
ら
荒
戸
駅
、
大
濠
公
園
の
入
口
ま
で
、
こ
れ
が
ち
ょ

う
ど
四
キ
ロ
で
す
。
幅
員
が
二
五
ｍ
。
こ
の
四
キ
ロ
の
区
間
を
、
平
和
台
ゾ
ー
ン
、
大
名
ゾ
ー
ン
、
天
神
ゾ
ー
ン

な
ど
六
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
、
地
域
特
性
を
考
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
案
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

萬
町
の
角
の
交
差
点
か
ら
呉
服
町
ぐ
ら
い
ま
で
は
歩
道
幅
員
が
両
側
合
わ
せ
て
十
六
ｍ
、
こ
こ
は
歩
道
を
広
く
取

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
離
れ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て
十
四
ｍ
、
十
二
ｍ
と
歩
道
が
狭
く
な
っ
て
車
道
が
広
が
る

と
い
う
形
に
し
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
の
歩
道
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
テ
ー
マ
で
す
。 

そ
の
中
で
最
初
に
手
掛
け
た
の
が
平
和
台
ゾ
ー
ン
の
中
の
荒
戸
ゾ
ー
ン
で
す
。
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
ま
と
め
ま

し
た
。
福
岡
で
初
め
て
、
東
西
軸
の
中
で
モ
ー
ル
ら
し
い
も
の
を
作
っ
た
最
初
の
事
業
で
す
（
図
‐
１
３
）
。
後
の

天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
詳
し
い
説
明
は
そ
こ
で
し
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
シ

ン
プ
ル
に
デ
ザ
イ
ン
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
井
口
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
要
点
に
あ
り
ま
す
「
引
き
算
の

デ
ザ
イ
ン
」、
余
分
な
こ
と
は
控
え
よ
う
と
い
う
、
そ
う
い
う
趣
旨
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。 

床
の
タ
イ
ル
は
特
注
タ
イ
ル
を
使
っ
た
り
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
後
の
維
持
管
理
を
考
え
る
と
規
制
品
に
す
べ
き 

                 

 

 

 

(図・12)  1978年、市の委託で作成した「歩行者ネットワーク」

の検討。 

（図‐13）1980 年に完成した東西軸モール、荒戸ゾーン。 



だ
っ
た
と
、
実
は
後
で
反
省
し
ま
し
た
。
四
角
い
石
の
車
止
め
も
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
天
神
で
は
円
く
し
ま
し

た
。 

低
木
の
植
栽
帯
で
す
が
、
天
神
南
北
軸
の
縁
石
が
高
く
立
ち
上
が
っ
た
状
況
と
は
違
っ
て
、
こ
こ
で
は
非
常
に
低

い
形
で
抑
え
て
い
ま
す
。 

天
神
南
北
軸
で
は
常
緑
樹
ば
か
り
で
ち
ょ
っ
と
重
い
感
じ
が
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
高
木
は
ケ
ヤ
キ
を
中
心

に
し
た
街
路
樹
構
成
に
し
ま
し
た
。
こ
の
時
樹
木
の
支
柱
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
で
す
が
、
少
し
直
径
が
小
さ
す
ぎ

た
も
の
で
す
か
ら
、
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
で
は
少
し
設
計
変
更
を
し
ま
し
た
。 

道
路
法
、
道
路
交
通
法
の
決
ま
り
で
ベ
ン
チ
が
置
け
な
い
の
で
、
植
栽
帯
の
ま
わ
り
に
ペ
ン
チ
み
た
い
な
も
の
を

設
置
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。 

街
灯
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
設
計
し
た
の
で
す
が
、
維
持
管
理
を
考
え
る
と
既
製
品
を
使
う
べ
き
だ
っ
た
か

な
と
反
省
し
ま
し
た
。 

明
治
通
り
と
昭
和
通
り
の
交
点
に
あ
り
ま
す
中
之
島
の
部
分
で
広
が
り
を
作
り
ま
し
た
。
将
来
シ
ン
ボ
ル
に
な
る

よ
う
な
彫
刻
を
置
い
た
ら
い
い
な
と
い
う
こ
と
で
こ
う
い
う
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
お
い
た
の
で
す
が
、
現
在
、
彫

刻
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
い
よ
い
よ
都
心
部
の
モ
ー
ル
、
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
へ
。 

天
神
の
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
は
一
九
八
一
年
に
完
成
し
ま
し
た
（
図
‐
１
４
）
。
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
は
自
動
車
交

通
を
抑
制
し
て
歩
い
て
楽
し
い
街
、
そ
し
て
豊
か
で
美
し
い
ゆ
と
り
あ
る
都
市
空
間
を
目
的
に
都
心
部
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
当
初
か
ら
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
し
て
道
路
事
業
で
整
備
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
祭
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
歩
車
道
を
歩
行
者
専
用
化
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
面
的
な
歩
行
者

専
用
道
路
化
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
モ
ー
ル
は
、
西
鉄
の
路
面
電
車
が
廃
止
さ
れ
て
地
下
鉄
工
事
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
計
画
さ
れ
ま
し

た
。
地
下
鉄
工
事
着
手
前
に
市
内
電
車
が
撤
去
さ
れ
、
街
路
復
旧
工
事
時
に
は
、
共
同
溝
が
整
備
さ
れ
て
電
柱
等

が
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。 

市
電
の
敷
設
部
分
は
車
道
の
拡
幅
で
は
な
く
、
歩
道
の
拡
幅
に
割
り
当
て
ら
れ
、
歩
行
者
空
間
、
都
市
景
観
の
整

備
の
た
め
に
歩
道
の
緑
化
を
推
進
し
ま
し
た
。
当
初
、
市
電
の
廃
止
部
分
を
車
道
に
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
新
聞
等
で
こ
の
モ
ー
ル
計
画
が
発
表
さ
れ
た
時
に
批
判
的
な
声
が
あ
り
ま
し
て
、
西
鉄
さ
ん
な
ど
は

バ
ス
の
運
行
に
支
障
が
出
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
批
判
さ
れ
ま
し
た
が
、
福
岡
市
は
歩
道
を
確
保
す
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
で
押
し
切
り
ま
し
た
。 

当
時
の
市
に
は
都
心
へ
の
自
動
車
交
通
を
極
力
抑
え
て
、
地
下
鉄
と
か
バ
ス
の
公
共
交
通
機
関
を
優
先
し
て
、
歩

行
者
空
間
の
整
備
を
し
た
い
と
い
う
強
い
意
志
が
あ
り
ま
し
た
。
自
動
車
交
通
の
抑
制
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
解
消
、

当
時
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
排
ガ
ス
公
害
の
抑
制
も
目
的
の
一
つ
で
し
た
。 

目
的
は
安
全
で
、
快
適
な
、
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
、
都
心
内
の
諸
施
設
を
つ
な
ぐ
歩
行
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
す
こ
と
で
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
今
や
商
業
振
興
や
観
光
客
誘
致
の
経
済
効
果
が

生
じ
て
い
る
し
、
緑
が
豊
か
な
都
市
空
間
を
作
り
出
し
、
景
観
整
備
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
か
ら
歩
行
者
自
転
車
調
査
、
そ
し
て
そ
の
計
画
を
推
進
し
ま
し
た
の
は
、
街
路
事
業
そ
の
も
の

は
街
路
課
が
担
当
し
た
の
で
す
が
、
当
時
福
岡
市
の
都
市
計
画
部
長
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
志
岐
真
一
さ
ん
、
都

市
計
画
課
長
を
さ
れ
ま
し
た
山
下
善
也
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
係
長
の
中
村
耕
二
さ
ん
、
こ
の
方
々
が
非
常
に
燃
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
福
岡
市
に
本
格
的
な
歩
行
者
空
間
を
作
る
ん
だ
と
い
う
情
熱
に
燃
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 



横
浜
市
に
当
時
、
縦
割
り
組
織
を
横
に
つ
な
ぐ
企
画
調
整
局
と
い
う
、
有
名
な
市
の
部
局
が
で
き
て
お
り
ま
し
た

が
、
福
岡
市
の
都
市
計
画
課
は
、
そ
れ
に
負
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。 

                  

■
歩
道
と
車
道
が
一
体
に
な
る
空
間
を
目
指
す
。 

モ
ー
ル
の
歩
道
の
中
は
装
置
ゾ
ー
ン
と
歩
行
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
お
り
ま
す
。 

バ
ス
停
の
と
こ
ろ
で
す
が
、
バ
ス
ベ
イ
を
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
バ
ス
ベ
イ
を
取
っ
て
通
過
す
る
自
動
車
を
ス
ム
ー

ス
に
流
す
よ
う
に
し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
番
人
が
集
ま
る
バ
ス
停
の

歩
道
を
狭
く
す
る
の
は
、
歩
行
者
か
ら
す
る
と
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
市
が
バ
ス
ベ
イ
を
作
ら
な
い
と

い
う
方
針
を
徹
底
し
ま
し
た
。 

舗
装
で
す
が
、
濃
淡
の
茶
褐
色
の
タ
イ
ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
白
い
も
の
が
点
々
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

自
転
車
走
行
ゾ
ー
ン
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
な
ん
だ
か
お
ま
じ
な
い
み
た
い
に
見
え
ま
す
け
れ
ど
も
。(

図
‐
１
５) 

色
彩
的
に
は
、
舗
装
タ
イ
ル
と
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
プ
レ
パ
リ
ン
処
理
の
茶
褐
色
と
、
車
止
め
石
・
植
栽
帯
縁
石
・
ベ

ン
チ
の
白
御
影
石
、
歩
道
縁
石
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
白
の
二
色
と
し
、
そ
の
他
は
郵
便
ポ
ス
ト
と
公
衆
電
話
ボ
ッ

ク
ス
（
既
製
品
）
の
赤
が
あ
る
の
み
で
す
。 

安
全
柵
は
出
来
る
だ
け
簡
単
な
も
の
に
し
ま
し
た(

図
‐
１
６)

。
歩
道
と
車
道
の
境
界
の
と
こ
ろ
に
は
高
木
が
あ
る

だ
け
で
安
全
柵
は
あ
り
ま
せ
ん
。
南
北
軸
も
そ
う
で
し
た
が
、
日
本
の
歩
車
道
は
完
全
分
離
型
が
多
い
ん
で
す
。

井
口
さ
ん
と
同
じ
で
、
私
は
む
し
ろ
オ
ー
プ
ン
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
明
治
通
り
は

ど
ん
た
く
、
山
笠
、
そ
れ
か
ら
ホ
ー
ク
ス
の
優
勝
パ
レ
ー
ド
と
か
、
そ
う
い
う
お
祭
り
の
場
所
に
な
り
ま
す
の
で
、

毎
日
大
賑
わ
い
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
こ
こ
は
歩
車
道
一
体
の
感
じ
を
強
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
低
木
の
植
栽
帯
ゾ
ー
ン
も
減
ら
し
ま
し
て
、
歩
車
道
を
分
離
し
な
い
オ
ー
プ
ン
の
と
こ
ろ
を
思

い
切
っ
て
多
く
し
ま
し
た
。 

 

(図・14) 天神の東西軸Ｔモールは 1981年に完成した。 



                                 

 

ど
ん
た
く
の
時
に
街
に
出
ま
す
と
、
歩
車
道
一
体
を
目
指
し
た
、
そ
の
結
果
が
現
れ
て
い
て
設
計
者
冥
利
に
尽
き

る
、
あ
ぁ
や
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
こ
こ
で
総
踊
り
も
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
歩
車

道
の
分
離
を
あ
ま
り
厳
格
に
や
ら
な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
と
き
に
は
本
当
に
よ
か
っ
た
な
と

思
い
ま
す
（
図
‐
１
７
）
。 

安
全
柵
で
す
が
、
か
な
り
間
が
空
い
て
い
ま
す
か
ら
出
よ
う
と
思
え
ば
出
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
だ
け
オ
ー
プ
ン
に
し

 

 

 

(図‐15) 天神東西軸モールでは一番人が集まるバス停の歩道を狭くするのは、歩行者からすると好ましくない

ということで、市がバスベイを作らないという歩行者優先の方針を徹底した。 



て
も
そ
れ
に
よ
る
交
通
事
故
が
起
こ
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
厳
密
な
歩
車
道
分
離
は
や
ら
な
く

て
も
日
本
人
は
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。
民
間
の
駐
車
場
に
入
る
た
め
の
ゾ
ー
ン
に
車
止
め
石
を

入
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
周
り
も
オ
ー
プ
ン
で
す(

図
‐
１
８)

。 

こ
の
よ
う
に
、
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
で
は
歩
車
道
の
区
分
を
出
来
る
だ
け
弱
く
し
て
、
非
常
に
オ
ー
プ
ン
な
歩

行
者
空
間
を
作
り
ま
し
た
。 

福
岡
ビ
ル
と
西
ビ
ル
の
と
こ
ろ
の
交
差
点
は
、
福
岡
で
一
番
最
初
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
で
す
か
ら
カ
ー
ブ
し
た
歩
車
道
の
縁
石
は
切
り
下
げ
て
、
段
差
を
な
く
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
ま
す
と
自
動
車
が
カ
ー
ブ
を
切
る
時
に
歩
道
に
乗
り
上
げ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。
普

通
だ
っ
た
ら
こ
こ
に
い
っ
ぱ
い
柱
を
立
て
た
り
す
る
の
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
こ
の
一
本
の
円
い
白
御
影
石
の
車
止

め
で
防
ご
う
と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
た(
図
‐
１
９)

。
一
度
車
が
ぶ
つ
か
っ
た
場
面
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

今
も
そ
の
ま
ま
立
っ
て
お
り
ま
す
。 

余
談
に
な
り
ま
す
け
ど
、
こ
の
当
時
週
刊
誌
で
ト
マ
ソ
ン
と
い
う
街
な
か
に
あ
っ
て
、
存
在
感
は
あ
る
け
ど
意
味

が
な
い
も
の
を
探
し
て
、
例
え
ば
建
物
の
外
壁
に
階
段
が
あ
る
け
ど
そ
の
階
段
を
上
が
っ
て
も
入
口
が
な
い
と
か
、

そ
う
い
う
街
な
か
に
在
っ
て
役
に
立
た
な
い
不
思
議
な
も
の
を
探
し
て
、
毎
週
週
刊
誌
が
載
せ
て
い
る
時
期
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
ト
マ
ソ
ン
だ
と
い
う
の
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ト
マ
ソ
ン
と
い
う
の
は
そ
の

当
時
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
に
い
た
外
人
選
手
で
、
体
が
大
き
く
て
存
在
感
は
あ
る
け
ど
あ
ん
ま
り
活
躍
し
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
も
の
に
ト
マ
ソ
ン
と
い
う
名
前
が
付
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
週
刊

誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
実
際
は
車
止
め
石
で
す
。 

         

           

 

(図‐16) 安全柵はこれだけオープンにしてもそれによる交通事故が

起こったという話は聞いていない。 

 

(図‐17) 明治通りはどんたく、山笠、ホークスの優勝パレード、そう

いうお祭りの場所になる。だから歩車道を出来るだけ分離しないよう

にしている。 



                

■
街
な
か
で
ち
ょ
っ
と
腰
を
休
め
る
、
そ
ん
な
場
所
を
つ
く
る
。 

植
栽
帯
の
縁
石
は
出
来
る
だ
け
低
く
し
て
歩
道
を
広
く
感
じ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
一
部
、
大
き
な

白
御
影
石
を
据
え
て
そ
れ
は
ベ
ン
チ
も
兼
ね
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
が
在
り
ま
す
。
実
際
に
座
っ
て
頂
く
の
を
見

る
と
非
常
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね(

図
‐
２
０)

。 

安
全
柵
と
い
え
ば
安
全
柵
で
す
が
、
道
路
沿
い
に
在
っ
て
人
に
や
さ
し
い
、
寄
り
か
か
っ
て
も
い
い
よ
う
に
と
い

う
柵
を
つ
く
り
ま
し
た
。
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
の
パ
イ
プ
に
合
成
樹
脂
の
既
製
品
の
パ
イ
プ
を
巻
き
つ
け
た
だ
け
で
す

け
ど
、
時
々
寄
り
か
か
っ
て
休
ん
で
い
る
人
を
見
か
け
ま
す(

図
‐
２
１)

。
ど
ち
ら
も
、
道
路
に
ベ
ン
チ
を
置
く
こ

と
が
許
さ
れ
な
い
の
で
工
夫
し
た
、
休
憩
所
で
す
。 

               

 

 

 

(図・20) 植栽帯の縁石は出来るだけ低くして歩道を広く

感じるようにしている一部、大きな白御影石を据えてそれ

はベンチも兼ねるようにした。 

 

  

(図・21)  安全柵は休憩施設を兼ねるよう考えてい

る。この当時ベンチなどを路上に置くことは許されな

かった。 

(図‐18) 駐車場の出入り口も簡単な車止め石を入れただけで、出

来るだけ歩車道を区分せずオープンな空間にしている。 

(図‐19) トマソンの名がついたスクランブル交差点の 1 本の円い

御影石の車止め。 



■
街
路
樹
は
落
葉
樹
と
常
緑
樹
の
混
植
に
し
た
。 

天
神
南
北
軸
の
街
路
樹
は
常
緑
樹
だ
け
だ
っ
た
た
め
に
、
非
常
に
重
い
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
。
東
西
軸
の
幅
員
は

二
五
ｍ
と
狭
く
、
常
緑
樹
だ
け
で
は
一
層
重
く
な
り
ま
す
の
で
、
南
北
軸
と
の
連
続
性
も
考
え
て
、
常
緑
樹
（
ク

ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
ホ
ル
ト
ノ
キ
）
と
落
葉
樹
（
ケ
ヤ
キ
）
の
混
植
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
季
節
感
を
演
出
す
る
た

め
に
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
、
コ
ブ
シ
な
ど
の
花
の
咲
く
木
を
数
本
植
え
て
お
り
ま
す
。 

現
在
の
天
神
南
北
軸
は
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
落
葉
樹
が
混
ざ
り
、
印
象
が
変
わ
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

■
街
路
樹
の
支
柱
も
進
化
し
た
。 

街
路
樹
の
支
柱
を
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
で
作
り
ま
し
た
。
解
体
式
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
樹
木
が
根
付
い
た
ら
こ
れ

を
外
そ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
南
北
軸
モ
ー
ル
で
は
丸
太
の
大
き
な
支
柱
で
、
そ
れ
ま
で
や
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、

こ
の
デ
ザ
イ
ン
を
入
れ
て
か
ら
は
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。
現
在
、
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
で
は
支
柱
の
な
い
樹
木

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
在
っ
た
支
柱
は
転
用
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

■
当
時
の
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
目
玉
、
ご
み
箱
・
灰
皿
は
設
置
し
な
か
っ
た
。 

最
初
の
南
北
軸
モ
ー
ル
で
は
頑
張
っ
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
ゴ
ミ
箱
・
灰
皿
は
設
置
し
な
い
こ

と
に
し
ま
し
た
。
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
路
が
汚
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
の
決
断
で
し
た
。
し
ば

ら
く
は
バ
ス
停
付
近
等
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
散
乱
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
次
第
に
吸
い
殻
を
捨
て
る
人
は
減
少

し
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。�

 

 

■
モ
ー
ル
の
街
路
灯
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
共
通
に
す
る
。 

街
路
灯
は
い
ろ
い
ろ
考
え
た
結
果
、
南
北
軸
で
使
っ
て
い
た
の
と
同
じ
も
の
を
最
終
的
に
は
使
い
ま
し
た
。
南
北

軸
と
同
じ
に
し
て
く
れ
と
い
う
市
の
意
向
で
そ
う
な
り
ま
し
た
。
当
初
、
我
々
が
考
え
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
後
に
市

役
所
周
辺
モ
ー
ル
で
使
い
ま
し
た
。 

 

■
今
や
っ
て
い
る
仕
事
も
歴
史
の
一
部
で
あ
る
。 

こ
の
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
は
昭
和
六
二
年(

一
九
八
七
年)

に
日
本
の
道
百
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
天
神
東

西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
と
、
こ
の
東
側
の
中
州
モ
ー
ル
。
こ
れ
を
合
わ
せ
て
受
賞
し
ま
し
た
。
中
州
モ
ー
ル
は
ご
存
知
の

よ
う
に
だ
い
た
い
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
要
素
を
そ
の
ま
ま
延
長
し
た
形
で
出
来
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
私
の
方
で
設
計
し
て
は
お
り
ま
せ
ん
。 
 

気
が
付
い
て
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
大
同
生
命
の
前
に
日
本
の
道
百
選
に
選
ば
れ
た
記
念
碑
が
据
え
て

あ
り
ま
す(

図
‐
２
２)

。 

こ
こ
で
私
が
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
こ
う
い
う
日
本
の
道
百
選
に
選
ば
れ
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
東
西
軸
は
今
ま
で
何
度
か
舗
装
を
や
り
か
え
て
い
ま
す
。

二
回
目
、
三
回
目
あ
た
り
は
私
ど
も
が
設
計
し
た
も
の
よ
り
デ
ザ
イ
ン
が
明
ら
か
に
後
退
し
て
い
る
な
ぁ
と
、
非

常
に
残
念
な
思
い
を
し
ま
し
た
。
日
本
の
道
百
選
と
い
う
碑
が
建
っ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
れ
で
い
い
の
か
な
ぁ
と
、

設
計
者
と
し
て
そ
う
い
う
思
い
を
し
て
お
り
ま
し
た
。 

ア
ク
ロ
ス
の
前
の
現
在
の
街
灯
で
す
。
支
柱
の
先
に
付
け
ら
れ
た
照
明
器
具
の
ほ
う
で
す
、
こ
れ
が
既
製
品
に
変

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
予
算
が
な
い
か
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
に
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私

ど
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
す
る
と
支
柱
を
残
し
て
こ
こ
だ
け
な
ぜ
変
え
た
か
非
常
に
疑
問
に
思
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス



が
悪
い
。
も
う
ひ
と
つ
言
い
た
い
の
は
、
こ
の
街
灯
は
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
の
プ
レ
パ
レ
ン
処
理
を
し
て
い
ま
す
。
コ

ー
ル
テ
ン
鋼
と
い
う
の
は
酸
化
被
膜
が
出
来
て
塗
装
が
将
来
い
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
採
用
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

こ
の
支
柱
は
い
ま
だ
に
塗
り
替
え
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
年
を
経
た
美
し
さ
が
在
り
ま
す
。
一
方
、
市
役
所
周

辺
の
、
形
は
同
じ
で
す
が
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
も
の
は
無
残
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
の
継
続
を
慎
重
に
し

て
ほ
し
い
。
器
具
は
絶
対
に
変
え
る
な
と
い
う
意
味
じ
ゃ
な
く
て
、
変
え
て
も
い
い
の
で
す
け
ど
、
前
よ
り
デ
ザ

イ
ン
が
悪
く
な
る
よ
う
な
や
り
方
は
、
予
算
の
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
避
け
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
日
本

の
道
百
選
が
泣
く
と
思
い
ま
す
。 

                    都
市
と
い
う
の
は
歴
史
の
積
み
重
ね
で
す
か
ら
、
特
に
こ
う
い
う
日
本
の
道
百
選
に
選
ば
れ
た
と
い
う
ひ
と
つ
の

出
来
事
は
、
や
っ
ぱ
り
継
承
し
て
頂
き
た
い
。
今
日
は
若
い
人
が
多
い
か
ら
言
い
ま
す
け
ど
、
天
神
モ
ー
ル
で
と

い
う
こ
と
で
な
く
て
、
今
あ
る
福
岡
市
の
い
ろ
い
ろ
な
建
物
等
の
い
い
も
の
は
継
続
す
る
、
ま
た
や
り
変
え
な
き

ゃ
い
か
ん
時
期
は
、
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
、
ま
い
り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
そ
の
精
神
を
引
き

継
い
で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

■
自
転
車
利
用
は
認
識
を
改
め
て
、
規
制
を
も
っ
と
厳
し
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

駐
輪
場
は
、
私
は
非
常
に
問
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
井
口
さ
ん
の
設
問
の
中
に
自
転
車
に
対
し
て
も
う
ち

ょ
っ
と
融
和
・
緩
和
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
私
は
逆
の
厳
し
い
考
え
方
を
し

て
い
ま
す
。 

天
神
モ
ー
ル
等
に
お
い
て
も
、
現
在
は
歩
行
者
空
間
で
あ
る
べ
き
ス
ペ
ー
ス
を
駐
輪
場
に
割
い
て
い
ま
す
（
図
‐
２

３
）
。
歩
道
上
の
駐
輪
場
は
景
観
上
望
ま
し
く
な
い
だ
け
で
な
く
、
多
量
の
自
転
車
が
流
入
す
る
こ
と
に
よ
る
危

 

(図・22) 1987年に、天神東西軸Ｔモールと中州モールは日本の道 100

選に選ばれた。 



険
性
も
生
じ
て
お
り
、
現
に
天
神
の
渡
辺
通
り
で
は
「
押
し
チ
ャ
リ
」
、
つ
ま
り
押
し
歩
き
し
か
出
来
な
い
規
制

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車
に
よ
る
死
亡
事
故
も
多
発
し
て
お
り
、
自
転
車
に
関
す
る
規
制
を
厳
し
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

自
転
車
利
用
者
が
法
規
を
守
ら
な
い
の
が
目
に
余
る
状
況
で
す
。
ま
ず
、
自
転
車
交
通
の
法
規
適
用
を
徹
底
し
、

事
故
の
減
少
を
計
る
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
転
車
と
歩
行
者
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
自
転
車
専
用
レ
ー

ン
の
設
置
等
自
転
車
と
自
動
車
の
関
係
も
改
善
す
べ
き
で
す
。
自
転
車
に
関
す
る
認
識
を
も
う
一
度
見
直
し
て
改

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
転
車
の
特
性
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
に
短
・
中
距
離
を
排
ガ
ス
の
公
害
も
な
く
、
ド
ア
・

ツ
ウ
・
ド
ア
に
移
動
で
き
る
こ
と
で
す
。
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
も
小
さ
く
、
都
市
交
通
の
手
段
と
し
て
は
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
が
、
今
や
デ
メ
リ
ッ
ト
も
、
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
で
、
自
転
車
利
用
に
関
す
る
考
え
方

を
モ
ラ
ル
の
問
題
も
含
め
て
改
め
る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

自
転
車
利
用
者
も
、
自
動
車
と
同
様
に
、
都
心
部
で
は
ド
ア
・
ツ
ウ
・
ド
ア
で
は
な
く
、
駐
輪
場
か
ら
目
的
地
ま

で
歩
行
す
る
こ
と
を
許
容
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。 

  

               

■
博
多
駅
前
モ
ー
ル
、
天
神
南
北
軸
モ
ー
ル
は
官
民
が
協
力
し
て
つ
く
っ
た
。 

博
多
駅
前
モ
ー
ル
は
一
九
八
七
年
に
完
成
し
ま
し
た
（
図
‐
２
４
）
。 

駅
正
面
の
大
博
通
り
は
歩
道
幅
員
が
一
〇
ｍ
と
広
い
で
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
物
足
り
な
い
空
間
に
な
り
そ
う

だ
っ
た
の
で
、
歩
行
者
ゾ
ー
ン
の
真
ん
中
に
高
木
の
街
路
樹
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
赤
御
影
と
黒
御
影
の
石
張

り
で
す
。 

裏
話
を
し
ま
す
け
ど
、
資
料
に
は
一
九
八
五
年
に
沿
道
企
業
三
社
、
福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
、
朝
日
ビ
ル
、
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
が
「
博
多
駅
前
モ
ー
ル
計
画
」
を
福
岡
市
に
自
主
提
案
し
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
案
を
作
っ
た
の

は
私
ど
も
で
す
。
事
前
に
福
岡
市
か
ら
、
博
多
駅
前
通
り
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
市
の
予
算
で

は
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ッ
ク
し
か
敷
け
な
い
。
駅
前
に
相
応
し
い
立
派
な
道
路
を
作
り
た
い
の
で
沿
道
企

業
に
協
力
す
る
よ
う
働
き
か
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か
と
い
う
話
が
、
私
に
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に

 

 

(図・23) 都心部の歩行者空間における自転車に関する認識を

もう一度見直して、改める必要がある。 



お
付
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
引
き
受
け
ま
し
た
。
分
り
や
す
く
言
え
ば
沿
道
企
業
三
社
に
お
金
を
出
し
て
く

だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
市
か
ら
そ
う
言
い
だ
す
の
は
都
合
が
悪
い
。
企
業
側
か
ら
、
上
等
の
舗
装
に
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
自
主
提
案
が
あ
っ
て
、
市
は
そ
れ
に
対
処
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
欲
し
か
っ
た
の
で
す
。
そ

う
い
う
次
第
で
赤
御
影
と
黒
御
影
の
舗
装
が
三
社
の
提
供
で
実
現
し
ま
し
た(

図
・
２
５)

。 

こ
の
方
式
が
こ
こ
で
成
功
し
た
の
で
、
二
匹
目
、
三
匹
目
の
ど
じ
ょ
う
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
天
神
南

北
軸
モ
ー
ル
が
こ
の
二
・
三
年
後
に
作
り
変
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
沿
道
企
業
の
寄
贈
を
得
て
、
今
皆
さ

ん
が
見
ら
れ
る
通
り
の
赤
御
影
と
黒
御
影
の
舗
装
に
変
え
ま
し
た
。
渡
辺
通
り
一
丁
目
近
く
の
九
州
電
力
の
前
の

あ
た
り
も
同
じ
よ
う
な
石
張
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
九
州
電
力
に
配
慮
し
て
あ
そ
こ
は
石
を
張
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
れ
は
九
電
さ
ん
の
寄
贈
で
出
来
て
い
る
は
ず
で
す
。

福
岡
市
は
民
間
の
力
を
借
り
る
の
が
非
常
に
上
手
と
い
う
か
、
私
ど
も
も
そ
れ
に
う
ま
く
載
せ
ら
れ
て
動
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。 

 

                           

(図・24) 1987年に完成した博多駅前モール。 

 

 

(図・25)  ３社の提供で実現したブラジル産

御影石の舗装。 



■
ま
ち
並
み
の
連
続
性
で
選
ん
だ
、
赤
御
影
石
舗
装
。 

な
ぜ
茶
色
の
御
影
石
を
選
ん
だ
か
と
い
い
ま
す
と
、
私
は
都
市
景
観
に
は
町
並
み
の
継
続
性
と
か
歴
史
性
と
い
う

の
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
こ
こ
、
駅
前
で
は
、
シ
テ
ィ
銀
行
は
磯
崎
新
さ
ん
の
設
計
で
外
壁
は
赤
茶

色
の
イ
ン
ド
砂
岩
、
二
階
部
分
は
茶
色
の
コ
ル
テ
ン
鋼
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
隣
の
朝
日
ビ
ル
、
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
も
茶
系
の
外
装
で
す
の
で
、
そ
れ
に
合
う
色
と
い
う
こ
と
で
こ
の
御
影
石
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の
当
時
、
正
確

に
は
分
り
ま
せ
ん
が
、
赤
御
影
石
を
敷
い
た
歩
道
は
全
国
で
も
他
に
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
天
神
南
北

軸
モ
ー
ル
が
同
じ
よ
う
に
や
り
ま
し
た
し
、
福
岡
の
個
性
を
つ
く
っ
た
と
い
う
意
味
で
も
こ
れ
は
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
御
影
石
は
、
福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
に
関
係
が
あ
る
福
岡
地
所
が
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
安
く
手
に
入
る
と
い
う
こ
と
で

輸
入
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
加
工
ま
で
ブ
ラ
ジ
ル
で
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
三
〇
セ
ン
チ×

六
〇
セ
ン
チ
の
製
品
に
し
て
輸
入
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
歩
道
の
カ
ー
ブ
の
部
分
も
三
〇
セ
ン
チ
六
〇
セ
ン
チ

の
ブ
ロ
ッ
ク
を
斜
め
に
貼
る
こ
と
に
よ
っ
て
切
断
の
作
業
を
最
小
に
す
る
よ
う
設
計
し
ま
し
た
。
案
内
板
、
縁
石
、

街
路
灯
の
支
柱
、
こ
れ
ら
は
天
神
モ
ー
ル
と
共
通
の
仕
様
に
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
街
路
樹
の
ケ
ヤ
キ
は
立
派
に
育
ち
ま
し
て
紅
葉
の
時
期
は
美
し
い
の
で
す
が
、
問
題
は
こ
こ
の
駐
輪
場
で

す
ね
。
せ
っ
か
く
ゆ
と
り
あ
る
空
間
を
作
っ
た
つ
も
り
で
す
け
ど
、
大
き
く
道
を
塞
ぐ
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
非

常
に
問
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

■
市
役
所
周
辺
モ
ー
ル
で
ぶ
つ
か
っ
た
、
土
木
設
計
と
建
築
設
計
の
違
い
。 

そ
の
後
一
九
九
二
年
に
や
り
ま
し
た
の
が
、
市
役
所
周
辺
モ
ー
ル
（
図
‐
２
６
）
。
菊
竹
清
訓
さ
ん
設
計
の
市
役
所

の
外
装
が
白
い
タ
イ
ル
張
り
で
す
の
で
、
舗
装
の
タ
イ
ル
を
そ
れ
に
合
わ
せ
て
白
と
グ
レ
ー
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
舗
装
に
し
ま
し
た
。 

多
少
遊
び
心
で
す
け
ど
こ
う
い
う
青
海
波
模
様
を
入
れ
た
石
を
、
あ
ま
り
嫌
味
に
な
ら
な
い
程
度
に
入
れ
ま
し
た
。

日
本
的
と
い
う
の
を
特
に
強
調
し
た
か
っ
た
わ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
、
こ
う
い
う
こ
と
も
や
っ
て
み
ま
し
た
。

排
水
口
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
も
同
じ
模
様
を
使
っ
て
い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
こ
こ
で
新
し
く
や
っ
た
の
は
車
止
め

の
支
柱
で
す
。
ア
ル
ミ
の
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
で
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。 

こ
こ
の
街
路
灯
は
、
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
細

か
い
話
で
す
け
ど
、
設
計
で
は
街
灯
の
支
柱
を
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
と
同
じ
、
年
と
共
に
味
わ
い
の
出
る
コ
ー

ル
テ
ン
鋼
の
プ
レ
パ
レ
ン
処
理
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
実
施
段
階
で
ペ
ン
キ
塗
装
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、

今
見
る
と
か
な
り
劣
化
し
て
貧
相
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

我
々
建
築
の
立
場
か
ら
し
ま
す
と
、
土
木
の
工
事
監
理
の
方
法
が
建
築
と
全
く
違
い
ま
す
。
図
面
を
書
い
て
そ
の

通
り
に
出
来
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
建
築
で
は
設
計
者
が
工
事
監
理
に
加
わ
り 

ま
す
が
、
土
木
の
場
合
、
施
工
を
管
理
す
る
の
が
こ
の
場
合
中
央
区
役
所
の
土
木
の
担
当
部
署
で
、
そ
こ
が
全
部

や
り
ま
す
の
で
、
私
ど
も
設
計
者
は
口
出
し
が
出
来
な
い
の
で
す
。
予
算
の
都
合
な
ど
で
勝
手
に
変
え
ら
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

た
と
え
ば
現
在
の
街
灯
で
す
が
、
街
灯
の
照
明
器
具
部
分
が
既
製
品
に
変
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
西
軸
の
支
柱
は

一
本
の
パ
イ
プ
で
す
が
こ
こ
の
支
柱
は
パ
イ
プ
二
本
で
構
成
し
て
い
ま
す
か
ら
、
よ
り
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
す
。
こ

う
い
う
改
悪
が
安
易
に
行
わ
れ
る
と
非
常
に
残
念
で
す
。 

 



   

     

 

■
都
心
構
想
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
示
し
た
、
福
岡
・
博
多
の
中
心
市
街
地
の
在
り
方
。 

一
九
八
八
年
に
福
岡
市
は
「
都
心
構
想
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
市
の
中
に
都
心
構
想
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
て
、
光

吉
健
次
先
生
が
委
員
長
で
、
私
達
（
環
境
開
発
研
究
所
）
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
一
九
八

六
年
か
ら
二
年
間
か
け
て
検
討
し
ま
し
た
。 

そ
の
方
針
を
図
式
化
し
た
も
の
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
の
っ
て
い
ま
す
（
図
‐
２
７
）
。
都
心
の
主
軸
と
大
博
通
り
、

渡
辺
通
り
。
こ
う
い
う
軸
線
を
ベ
ー
ス
に
し
て
六
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
天
神
地
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
念
図
（
図
‐
２
８
）
で
は
、
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
提
案
、
そ
れ
か
ら
井

桁
構
造
の
天
神
地
区
の
歩
行
者
幹
線
、
そ
の
交
点
に
四
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ア
（
広
場
を
想
定
し
た
よ
う
な

施
設
）
を
設
け
よ
う
と
い
う
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
天
神
地
区
の
面
的
な
歩
行
者
動
線
の
整
備
を
提
案
し
た
も
の

で
す
。 

                  

■
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
先
導
し
た
、
福
岡
と
博
多
が
一
体
に
な
る
中
心
市
街
地
。 

話
は
遡
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
一
九
九
〇
年
に
出
来
る
の
で
す
が
、
そ
の
前
一
九
七
九
年
に
、

 

 

 

(図・26)  市役所前モール。 

 

 

(図・27)  1986年「福岡市都心構想」6つのプロジェクト。 

(図・28) 1986年、天神地区のプロジェクト概念図。 



コ
ア
ビ
ル
か
ら
ベ
ス
ト
電
器
ま
で
、
こ
の
区
間
の
地
権
者
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
て
、「
天
神
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
発

展
協
議
会
」
と
い
う
組
織
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
協
議
会
で
す
。 

そ
の
時
に
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
フ
ィ
ー
を
払
う
余
裕
は
全
く
な
い
の
で
お
金
は
払
え
ん
け
ど
ひ
と
肌
脱
い
で
く
れ

ん
ね
？
」
と
役
員
さ
ん
が
一
〇
人
ほ
ど
私
の
事
務
所
に
押
し
掛
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
く

て
無
給
で
ず
っ
と
長
年
付
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
々
は
非
常
に
誠
実
に
動
か
れ
ま
し
て
、
県
会
議

員
・
市
会
議
員
さ
ん
を
巻
き
込
み
な
が
ら
活
動
し
ま
し
た
。
陳
情
等
い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
。
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
が
出
来
そ
う
に
な
っ
た
時
に
ま
と
め
た
イ
ラ
ス
ト
が
残
っ
て
い
ま
す
（
図
‐
２
９
）
。
こ
の
絵
は
私
が
描
い
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
、
天
神
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
が
出
し
た
９
つ
の
提
案
が
画
か
れ
て
い
ま
す
。
福
博
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
を
軸
に
し
て
、
天
神
中
央
公
園
、
地
下
駐
車
場
、
そ
れ
か
ら
今
ア
ク
ロ
ス
で
す
が
、
県
庁
跡
地
の
ビ
ル
の
在

り
方
、
ビ
ル
間
の
地
下
接
続
の
あ
り
方
と
か
、
天
神
フ
ァ
イ
ブ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ム
ズ
ビ
ル
、
こ
れ
の

あ
り
方
と
か
、
こ
う
い
う
も
の
を
具
体
的
に
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
天
神
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
発
展
協
議
会
の
活
動
は

高
く
評
価
す
べ
き
だ
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

一
九
九
〇
年
七
月
に
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
福
岡
と
博
多
が
つ
な
が
り
ま
し
た
。「
福
博
出
会
い
橋
」
で
オ
ー
プ
ン

の
日
に
奥
田
知
事
と
桑
原
市
長
が
大
将
に
な
っ
て
、
博
多
と
福
岡
の
綱
引
き
大
会
を
大
々
的
に
や
り
ま
し
た
（
図
‐

３
０
）
。 

も
う
ひ
と
つ
言
っ
て
お
き
た
い
の
は
、
イ
ム
ズ
ビ
ル
が
四
ｍ
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
歩
行
者
動
線
を
確
保
し
て
く
れ

た
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
脇
に
愛
眼
ビ
ル
が
あ
り
ま
し
て
、
愛
眼
ビ
ル
は
ご
存
知
の
よ
う
に
昔
は
真
っ
黄
色

の
ビ
ル
で
、
非
常
に
都
市
景
観
的
に
悪
名
高
い
ビ
ル
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
建
て
替
え
計
画
を
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、

そ
の
ま
ま
い
き
ま
す
と
敷
地
い
っ
ぱ
い
建
て
ら
れ
て
、
折
角
の
四
ｍ
の
歩
行
者
動
線
が
こ
こ
で
ふ
さ
が
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
が
折
角
こ
こ
ま
で
出
来
た
の
に
、
こ
こ
で
ふ
さ
が
れ
た
ら
渡
辺
通
り
と
う
ま
く
つ

な
が
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
で
愛
眼
ビ
ル
に
福
岡
市
と
一
緒
に
行
き
ま
し
て
「
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
し

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
四
ｍ
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
頂
き
ま
し
た
。
真
っ
黄
色
の
ビ
ル
を
建
て
る
予
定
だ
っ
た 

の
で
す
が
、
脇
の
イ
ム
ズ
ビ
ル
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
ま
し
た
ら
同
じ
外
装
に
し
て
く
れ
て
、 

  

              

 

 

(図・29 )  1983 年、福博プロムナードをアピールしたイラ

スト。 

(図・30)  1990 年、「福博出会い橋」のオープニングセレ

モニー。 



こ
れ
同
じ
設
計
者
が
や
っ
た
か
な
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
別
ビ
ル
で
す
。
町
づ
く
り
の
活
動
も
こ

う
い
う
非
常
に
細
か
い
と
こ
ろ
で
力
を
発
揮
し
ま
す
の
で
、
そ
こ
ら
あ
た
り
は
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
ほ
し
い

な
と
思
い
ま
す
。 

 

■
物
流
車
専
用
の
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
を
つ
く
る
。 

天
神
地
区
に
お
い
て
は
、
各
ビ
ル
の
荷
捌
き
場
、
駐
車
場
で
物
流
処
理
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
処
理
し
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
共
同
集
配
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
物
流
車
の
削
減
を
図
っ
て

い
ま
す
が
、
特
に
小
売
店
舗
の
物
流
処
理
に
苦
労
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
自
動
車
の
進
入
を
規
制
し
て
歩

行
者
優
先
の
街
に
す
る
と
き
に
一
般
車
の
規
制
は
い
い
と
な
っ
て
も
、
商
店
の
方
か
ら
し
ま
す
と
物
流
車
を
締
め

出
さ
れ
る
と
商
売
に
な
ら
な
い
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
市
の
方
に
陳
情
し
た
の
が
物
流
車
専
用

の
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
。
一
般
車
は
止
め
ら
れ
な
い
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
を
作
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
実

態
調
査
を
し
ま
し
て
、
市
に
納
得
し
て
も
ら
っ
て
作
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
コ
ア
ビ
ル
の
南
側
と
福
ビ
ル
の
東
側
、

二
カ
所
に
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
が
出
来
ま
し
た
。 

歩
行
者
専
用
道
路
化
が
出
来
る
こ
と
は
望
ま
し
い
で
す
が
、
日
本
の
道
路
事
情
で
は
、
歩
行
者
と
自
動
車
の
共
存

を
図
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
相
当
に
思
い
切
っ
た
道
路
・
駐
車
場
シ
ス
テ
ム
の
見

直
し
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
物
流
専
用
地
下
道
路
等
の
建
設
、
歩
行
者
空
間
を
地
下
や
上
空
に
設
定
す
る

徹
底
し
た
自
動
車
乗
り
入
れ
禁
止
ゾ
ー
ン
の
設
定
と
フ
リ
ン
ジ
パ
ー
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

■
中
心
市
街
地
の
ど
真
ん
中
に
つ
く
っ
た
、
芝
生
の
公
園
広
場
。 

福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
三
団
体
、
こ
れ
は
天
神
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
発
展
協
議
会
と
博
商
会
と
、
西
中
洲
・
春
吉
地
区
発

展
協
議
会
、
こ
の
三
つ
が
集
ま
っ
た
団
体
で
す
け
ど
、
福
岡
県
、
福
岡
市
の
担
当
者
、
そ
れ
か
ら
市
会
議
員
、
県

会
議
員
も
含
め
て
一
種
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
や
り
ま
し
た
。
そ
の
時
私
が
中
央
公
園
の
あ
り
方
を
、
イ
メ
ー
ジ
提

案
で
し
た
け
れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
他
所
の
地
区
の
写
真
等
を
見
せ
な
が
ら
提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
公
園
と
い

う
と
周
り
に
高
さ
一
・
五
ｍ
ぐ
ら
い
の
低
木
の
植
え
込
み
が
あ
り
ま
し
て
、
中
が
見
え
な
く
て
夜
に
な
る
と
痴
漢

が
出
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
公
園
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
オ
ー
プ
ン
な
公
園
に
し
て
ほ

し
い
、
あ
る
意
味
で
は
西
洋
型
に
な
る
の
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
公
園
に
し
て
ほ
し
い
、
そ
れ
か
ら
運
用
面
で
は

イ
ベ
ン
ト
広
場
を
考
え
て
ほ
し
い
。
緑
が
多
い
だ
け
の
公
園
で
は
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
さ
ら
に
商
業
施
設

を
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
現
在
出
来
て
い
る
中
央
公
園
は
、
概
ね
そ
の
よ
う
な
公
園
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

県
が
こ
こ
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
後
こ
こ
は
コ
ン
ビ
ニ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け
ど
。

で
も
そ
の
名
残
り
で
し
ょ
う
か
、
こ
こ
で
椅
子
に
座
っ
て
休
憩
し
て
い
る
方
が
良
く
見
ら
れ
ま
す
。
全
体
と
し
て

私
ど
も
の
提
案
が
か
な
り
入
れ
ら
れ
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
た
く
の
時
に
は
中
央
公
園
広
場
に
多
く
の
人

が
集
ま
り
ま
す
。
毎
週
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
石
畳
の
公
園
と
か
そ
う
い
う
の
は
日
本
的
で
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
芝
生
の
公
園
を
提
案
し
ま
し
た
。
芝
生
の
管
理
の
問
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
毎
日
、
毎
日
や
る
と
い

う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
け
ど
、
こ
れ
は
日
本
人
に
合
っ
た
ひ
と
つ
の
公
園
の
在
り
方
だ
と
思
い
ま
す
（
図
‐
３
１
）
。 

 ■
天
神
で
は
、
歩
行
者
空
間
を
楽
し
く
す
る
努
力
が
成
果
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
。 

天
神
地
区
で
は
、
最
近
、
天
神
中
央
公
園
や
市
役
所
前
広
場
で
テ
ン
ト
や
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
を
設
え
た
飲
食
の
場

を
提
供
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
開
催
さ
れ
て
、
多
く
の
来
街
者
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
セ
ッ
ト
バ
ッ



ク
空
間
に
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
を
設
置
し
た
店
舗
も
増
え
て
い
ま
す
。
道
路
上
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
等
で
は
な
い
で
す

が
、
街
な
か
で
は
歩
行
者
空
間
の
演
出
の
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

                                    

 

 

(図・31)  天神中央公園は街に開かれたオープンな公園。緑が多いだけでなく、イベントが良く開催されて賑わっている。 

右下の写真はどんたくで賑わう市役所前広場。右手市役所の 1階ホールを抜けると天神中央公園へ出る。 

 

 



■
大
規
模
な
民
活
で
、
天
神
の
歩
行
者
空
間
を
、
面
的
に
拡
大
す
る
。 

一
九
九
〇
年
、「
福
岡
市
都
心
部
歩
行
者
自
転
車
交
通
計
画
」
を
、
市
の
交
通
計
画
課
か
ら
受
託
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
一
九
八
八
年
の
「
都
心
構
想
」
の
続
編
を
頼
ま
れ
た
も
の
で
、
天
神
に
計
画
し
て
い
た
井
桁
構
造
の
歩
行
者
幹

線
、
こ
れ
を
現
地
に
落
と
し
込
ん
で
具
体
化
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
都
心
部
の
歩
行
者
空
間
の
具
体

的
な
整
備
の
方
向
性
、
手
法
（
再
開
発
事
業
、
地
区
計
画
、
再
開
発
地
区
計
画
、
総
合
設
計
等
）
等
に
つ
い
て
検

討
し
、
「
福
岡
市
都
心
部
歩
行
者
自
転
車
交
通
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
（
図
‐
３
２
）
。 

そ
こ
で
は
今
出
来
て
い
る
の
と
は
違
っ
て
、
新
天
町
の
真
ん
中
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
敷
地
の
真
ん
中
に
歩
行
者
の
幹
線
を
通

す
こ
と
を
こ
の
時
は
考
え
て
い
ま
す
。
新
天
町
も
再
開
発
す
る
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
再
開
発
す
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
中
に
通
す
こ
と
を
考
え
た
の
で
す
。
ジ
ュ
ン
ク
堂
の
入
居
し
て
い
る
因
幡
町
の
ビ
ル
は
、
一
九
六

八
年
に
防
災
街
区
整
備
事
業
で
再
開
発
し
た
街
区
で
す
が
、
こ
の
時
は
こ
れ
を
再
々
開
発
す
る
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
西
鉄
福
岡
駅
再
開
発
、
天
神
地
区
再
開
発
（
エ
ル
ガ
ー
ラ
ビ
ル
）、
こ
の
四
つ
で
井
桁
構
造
の
歩

行
者
幹
線
を
構
想
し
ま
し
た
。
同
時
に
今
の
「
き
ら
め
き
通
り
」
を
、
幹
線
を
補
完
す
る
副
軸
と
位
置
付
け
て
、

あ
ら
た
な
歩
行
者
動
線
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
西
鉄
福
岡
駅
の
中
を
東
西
に
警
固
公
園
に
抜
け
る
公
共
通
路
も
、

交
通
計
画
を
示
し
て
市
が
誘
導
し
ま
し
た
。
南
北
に
も1
本
公
共
の
通
り
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
事
業
で
、
市
は
建
物
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
歩
行
者
空
間
を
整
備
し
た
い
わ
け
で
す
。
道
路
の
拡

幅
で
は
用
地
買
収
に
お
金
が
か
か
り
過
ぎ
て
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
手
法
を
使
っ
て
民
間
の
力
を

借
り
る
、
い
わ
ゆ
る
民
活
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
市
は
、
民
間
開
発
に
お
い
て
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
歩
行
者
空
間
や
公
開
空
地
の
歩
行
者
空
間

の
整
備
を
誘
導
し
ま
し
た
。
西
鉄
福
岡
駅
ラ
イ
オ
ン
広
場
、
構
内
南
北
通
路
、
き
ら
め
き
通
り
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
、

岩
田
屋
公
開
空
地
等
、
道
路
の
歩
道
以
外
の
民
間
敷
地
内
に
多
く
の
歩
行
者
空
間
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
‐
３

３
、
３
４
）
。
こ
れ
ら
は
、
交
通
計
画
を
担
当
さ
れ
た
永
末
恭
徳
係
長
や
都
市
計
画
課
の
方
々
の
努
力
の
結
果
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
福
岡
市
の
歩
行
者
空
間
の
整
備
は
官
主
導
の
都
市
計
画
の
位
置
付
け
か
ら
始
ま
り
、
街
路
事
業
部

分
は
公
共
事
業
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
歩
行
者
空
間
の
多
く
は
「
各
種
開
発
手
法
を
用
い
た
民
間
事

業
の
活
用
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二
〇
〇
二
年
に
新
天
町
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
て
作
っ
た
天
神
地
区
の
歩
行
者
の
空
間
の
現
況
図
を
見
ま
す
と
、
地
上

の
歩
行
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
て
い
る
の
が
分
り
ま
す
（
図
‐
３
５
）
。 

 ■
地
下
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
。 

こ
こ
で
一
つ
言
っ
て
お
き
た
い
の
は
天
神
地
区
の
地
下
空
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
こ
れ
も
き
ち
ん
と
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
こ
の
時
の
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

の
ち
ほ
ど
出
て
き
ま
す
け
ど
新
天
町
の
メ
ル
ヘ
ン
広
場
、
天
神
地
区
再
開
発
の
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
が
こ
の
時

は
出
来
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
重
ね
て
地
下
の
歩
行
者
空
間
の
現
況
を
見
ま
す
と
、
新
た
に
地
下
鉄
の
天
神
駅
か
ら

岩
田
屋
ま
で
新
し
い
地
下
道
が
整
備
さ
れ
て
、
福
岡
市
の
地
下
空
間
は
非
常
に
広
が
り
を
見
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
機
能

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

    



                              

 

 

■
天
神
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
た
、
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
。 

エ
ル
ガ
ー
ラ
ビ
ル
の
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
（
図
‐
３
６
）
。
一
九
九
七
年
に
出
来
ま
し
た
。
都
心
構
想
に
あ
っ
た
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ア
の
一
環
と
し
て
作
っ
た
広
場
で
す
。 

天
神
再
開
発
事
業
で
生
み
出
し
た
広
場
で
す
。
幅
が
十
五
ｍ
、
長
さ
が
八
三
ｍ
で
す
。
合
計
十
五
ｍ
の
幅
は
、
西

日
本
新
聞
会
館
の
民
間
敷
地
が
二
ｍ
、
道
路
が
六
ｍ
、
再
開
発
ビ
ル
の
公
開
空
地
が
七
ｍ
で
す
。
高
さ
が
二
六
ｍ
。

こ
れ
だ
け
高
い
位
置
に
ア
ー
ケ
ー
ド
を
掛
け
る
の
で
排
煙
は
い
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

ア
ー
ケ
ー
ド
は
ア
ー
ケ
ー
ド
だ
と
い
う
こ
と
で
排
煙
装
置
が
付
い
て
い
ま
す
。 

 

 
 

(図・32) 1988年「福岡市都心部歩行者自転車交通計画」 

 

(図・33) きらめき通りセットバック、岩田屋公開空地等、道路

以外の民間敷地内に多くの歩行者空間が整備されている。 

 

(図・34) きらめき通りの賑わい。 

 

(図・35) 2002年、天神地区の地上の歩行者空間のネットワーク

現況図。 

 

 



当
初
は
Ｌ
型
の
再
開
発
ビ
ル
の
中
に
屋
内
ア
ト
リ
ウ
ム
が
作
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
検
討
し
た
の
で
が
、
敷
地

の
形
状
で
難
し
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
こ
の
モ
ー
ル
上
に
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
作
っ

た
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
二
つ
の
ビ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
二
本
の
上
空
通
路
と
地
下
通
路
で
結
ば
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。
あ
ま
り
大
き
な
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
二
つ
の
ビ
ル
を
道
路
を
挟
ん
で
つ
な
ぐ
の
は
一
か
所
で
つ

な
ぐ
の
が
原
則
で
す
。
二
か
所
で
つ
な
い
だ
の
は
お
そ
ら
く
こ
れ
が
初
め
て
で
日
本
中
他
に
無
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
市
が
融
通
を
利
か
せ
て
対
処
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
の
流
れ
が
非
常
に

ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

                            

当
初
は
こ
こ
の
公
開
空
地
は
補
助
金
の
入
っ
た
空
地
で
あ
る
か
ら
商
業
利
用
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

営
業
用
の
椅
子
な
ん
か
を
置
く
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
の
方
も
ビ
ル
の
方
も
せ
っ
か
く
こ
れ
だ
け

の
空
間
作
っ
た
の
に
利
用
で
き
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
「
そ
の
う
ち
規
制
緩
和
さ

 

(図 36) 1997年 3月に出来たパッサージュ広場。 

 

 

(図 37) パサージュ広場の公開空地に認められたカフェ

テラスの営業。 



れ
ま
す
よ
」
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
通
り
規
制
緩
和
に
な
り
ま
し
て
、「
都
市
利
便
増
進
協
定
」
１

に
よ

っ
て
現
在
は
椅
子
を
置
い
た
り
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
（
図
‐
３
７
）
。
彫
刻
は
最
初
か
ら
設
置
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
山
笠
の
飾
り
も
六
ｍ
の
道
路
の
上
に
置
け
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
の
飾
り
も
置
か
れ
た
り
し
て
、

現
在
は
こ
の
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
が
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
良
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
緑
色
の
街
灯
は
再
開
発
事
業
で

は
な
く
、
道
路
事
業
の
設
計
で
し
た
の
で
、
こ
こ
は
デ
ザ
イ
ン
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。 

 

■
天
神
の
も
う
ひ
と
つ
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
メ
ル
ヘ
ン
広
場
。 

最
後
に
、
新
天
町
の
メ
ル
ヘ
ン
広
場
で
す
（
図
‐
３
８
）
。
こ
れ
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
新
天
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

時
計
塔
を
覆
う
全
天
空
型
広
場
計
画
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で
し
て
、
完
成
ま
で
に
六
年
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

新
天
町
の
記
念
事
業
で
設
置
し
た
時
計
塔
は
長
年
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、
こ
れ
を
残
し
な
が
ら
、
こ

こ
に
大
き
な
ア
ー
ケ
ー
ド
を
掛
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
設
計
コ
ン
ペ
を
や
っ
て
実
施
案
を
選
び
ま
し
た
。
当
選
案

は
屋
根
の
斜
め
の
部
分
が
パ
カ
ッ
と
大
き
く
開
く
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
。
こ
う
い
う
開
閉
式
は
全
国
ど
こ
に

も
無
い
の
で
話
題
に
な
る
と
思
っ
て
一
等
に
選
ん
だ
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
技
術
的
に
難
し
か
っ
た
よ
う
で
、

出
来
た
も
の
は
応
募
案
と
は
違
う
開
閉
装
置
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ア
ー
ケ
ー
ド
が
架
か
る
市
道
は
車
道
四
ｍ
と
両
側
に
歩
道
四
ｍ
、
し
た
が
っ
て
道
路
幅
合
計
十
二
ｍ
と
い
う
構
造

で
す
。
こ
こ
に
最
高
高
さ
二
四
ｍ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
架
か
り
ま
し
た
。 

新
天
町
は
、
土
日
は
自
動
車
進
入
禁
止
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
ア
ー
ケ
ー
ド
を
架
け
る
に
あ
た
っ
て
警
察
に
働

き
か
け
を
し
ま
し
て
、
昼
の
十
二
時
か
ら
夜
八
時
ま
で
平
日
も
自
動
車
進
入
禁
止
に
し
ま
し
た
。
ど
ん
た
く
や
ク

リ
ス
マ
ス
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
時
は
非
常
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
来
ま
す
。 

天
神
コ
ア
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
物
流
車
専
用
の
パ
ー
キ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
を
、
こ
こ
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
商

店
が
多
い
と
こ
ろ
は
十
二
時
ま
で
の
午
前
だ
け
の
時
間
帯
で
物
流
処
理
は
し
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、

明
治
通
り
の
ほ
う
か
ら
入
れ
る
商
用
車
の
進
入
ゾ
ー
ン
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
歩
行
者
を
優
先
す
る
た
め
に
は
そ

う
い
う
車
の
処
理
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
が
、
必
ず
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

                                                     

          

 

１ 

都
市
利
便
増
進
協
定
：
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
地
域
住
民
が
自
主
的
に
定
め
る
た

め
の
協
定
制
度
で
、
地
域
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
継
続
的
に
取
り
組
む
際
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
平
成
二
三

（
二
〇
一
二
）
年
度
の
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
に
際
し
て
創
設
さ
れ
た
。 

 

(図 38) 2008年 4月に出来た新天町メルヘン広場。 



■
天
神
に
お
け
る
歩
行
者
専
用
道
路
実
現
の
経
緯
か
ら
、
今
後
の
可
能
性
を
考
え
る
と
・
・
・ 

福
岡
市
で
終
日
の
歩
行
者
専
用
道
路
が
実
現
し
て
い
る
の
は
、
天
神
の
「
エ
ル
ガ
ー
ラ
ビ
ル
・
パ
サ
ー
ジ
ュ
空
間
」

の
み
で
す
。
エ
ル
ガ
ー
ラ
ビ
ル
は
天
神
地
区
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
が
、
再
開
発
ビ
ル
と
隣

接
既
存
ビ
ル
（
西
日
本
新
聞
会
館
）
と
の
間
に
、
屋
根
の
架
か
っ
た
小
広
場
を
計
画
し
ま
し
た
。
両
ビ
ル
間
に
は

幅
員
六
ｍ
の
道
路
を
挟
ん
で
、
再
開
発
ビ
ル
の
公
開
空
地
（
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
七
ｍ
）
と
既
存
ビ
ル
敷
地
（
奥
行
き

二
ｍ
）
が
あ
り
、
合
計
十
五
ｍ
幅
員
の
広
場
に
し
ま
し
た
。
こ
の
道
路
へ
の
緊
急
車
両
を
除
く
一
般
車
の
進
入
規

制
を
お
願
い
す
べ
く
、
関
係
部
署
と
協
議
し
ま
し
た
が
、
結
論
ま
で
約
二
年
間
を
要
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
福
岡

県
警
か
ら
「
こ
れ
だ
け
の
歩
行
者
空
間
を
作
る
の
で
あ
る
か
ら
、
終
日
進
入
禁
止
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
発
言
を
い
た
だ
き
、
全
長
約
一
〇
〇
ｍ
の
歩
行
者
専
用
化
が
実
現
し
ま
し
た
。�

 

終
日
歩
行
者
専
用
化
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
背
景
に
は
、
再
開
発
事
業
に
よ
り
再
開
発
ビ
ル
の
東
側
に
幅
員
二
五

ｍ
の
道
路
が
新
設
さ
れ
て
交
通
処
理
能
力
が
向
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

警
察
も
歩
行
者
空
間
の
整
備
の
必
要
性
を
認
識
さ
れ
て
い
る
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

時
間
規
制
に
よ
り
道
路
の
歩
行
者
専
用
化
が
認
め
ら
れ
た
例
と
し
て
は
、
天
神
の
「
新
天
町
メ
ル
ヘ
ン
広
場
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
ア
ー
ケ
ー
ド
事
業
と
し
て
実
現
し
ま
し
た
が
、
協
議
を
始
め
て
実
現
ま
で
に
六
年
間
を
要
し

ま
し
た
。
「
新
天
町
メ
ル
ヘ
ン
広
場
」
は
、
幅
員
十
二
ｍ
（
車
道
四
ｍ
、
両
側
に
幅
員
四
ｍ
の
歩
道
）
の
市
道
上

に
か
け
ら
れ
た
ア
ー
ケ
ー
ド
で
す
。
最
終
的
に
は
、
全
日
十
二
時
か
ら
二
〇
時
の
時
間
帯
の
緊
急
車
両
以
外
の
一

般
車
の
進
入
禁
止
が
実
現
し
ま
し
た
。
二
〇
時
か
ら
十
二
時
ま
で
の
自
動
車
進
入
を
認
め
た
の
は
、
一
般
車
両
の

通
行
の
た
め
で
は
な
く
、
商
店
街
等
の
物
流
処
理
の
必
要
性
の
た
め
で
す
。
進
入
が
認
め
ら
れ
な
い
時
間
帯
の
物

流
処
理
の
た
め
、
北
側
の
隣
接
道
路
部
分
に
物
流
車
専
用
パ
ー
キ
ン
グ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
心
部
の
商
店

街
で
は
、
歩
行
者
優
先
と
物
流
処
理
の
両
立
を
計
る
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。 

「
エ
ル
ガ
ー
ラ
ビ
ル
・
パ
サ
ー
ジ
ュ
空
間
」
と
「
新
天
町
メ
ル
ヘ
ン
広
場
」
は
「
福
岡
市
都
心
構
想
」
に
お
け
る

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ア
」
の
位
置
づ
け
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。 

他
の
地
域
に
今
後
ど
う
展
開
す
べ
き
か
の
答
え
は
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
道
路
管
理
者
、
警
察
の
道
路
の

歩
行
者
専
用
化
に
対
す
る
態
度
は
今
後
と
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
歩
行
者
空
間
の
整

備
の
必
要
性
の
認
識
は
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
粘
り
強
く
折
衝
し
、
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
く
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
質
疑
応
答
１
】 

 

■
事
業
の
継
続
と
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
そ
し
て
市
民
自
治
の
精
神
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
に
は
不
可
欠
。 

〈
井
口
〉
梅
本
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
、
福
岡
市
の
中
心
市
街
地
の
歩
行
者
空
間
整
備
に
非
常
に
ラ
ッ

キ
ー
だ
っ
た
こ
と
が
今
の
話
を
聞
い
て
良
く
分
り
ま
し
た
。
あ
る
一
人
の
人
が
情
熱
を
も
っ
て
ず
っ
と
都
市
に
関

わ
り
続
け
る
こ
と
が
す
ご
く
大
事
で
、
そ
れ
が
横
浜
の
場
合
は
田
村
明
さ
ん
を
中
心
と
す
る
人
た
ち
だ
し
、
神
戸

の
場
合
は
、
水
谷
穎
介
さ
ん
と
そ
の
後
継
者
た
ち
、
そ
し
て
福
岡
で
は
梅
本
正
紀
さ
ん
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
建
築
家
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
所
詮
は
行
政
に
呼
ん
で
頂
く
立
場
だ
か
ら
、
そ
の
力
を
発
揮
さ
せ
て
く
れ

る
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
誰
か
別
に
要
る
ん
で
す
ね
、
政
治
的
に
。
あ
る
い
は
経
済
的
に
。
梅
本
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
る
と
福
岡
市
が
非
常
に
先
見
の
明
も
あ
る
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
強
い
意
思
も
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
聞

こ
え
ま
し
た
。
多
分
そ
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
横
浜
の
場
合
、
横
浜
市
と
飛
鳥
田
市
長
・
田
村
明
の
コ
ン
ビ
が

あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
福
岡
市
の
場
合
そ
う
い
う
政
治
的
な
背
景
、
あ
の
時
期
、
ど
う
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。



市
長
、
あ
る
い
は
知
事
は
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
た
か
。
そ
れ
と
も
市
の
職
員
が
ほ
ん
と
う
に
良
く
や
っ
た
と

い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
の
辺
を
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

〈
梅
本
〉
福
岡
市
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
選
定
の
姿
勢
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
し
て
、
地
元
密
着
型
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
育
て
た
い
と
い
う
意
識
が
非
常
に
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
が
九
州
事
務
所
長
で
あ
っ
た
環
境
開
発
研

究
所
の
本
社
は
大
阪
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
中
央
か
ら
の
出
先
の
事
務
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す

が
、
私
は
九
州
で
骨
を
埋
め
る
つ
も
り
で
ず
っ
と
や
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
福
岡
市
の
ほ
う
か
ら
す
る
と
、
地

元
で
育
っ
て
ず
っ
と
や
っ
て
く
れ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
作
り
た
い
と
い
う
中
の
一
人
に
私
が
選
ば
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
市
は
人
事
で
担
当
者
が
ど
ん
ど
ん
と
変
わ
り
ま
す
。
で
も
長
年
続
け
て
お
り
ま
す

と
、
五
・
六
年
か
ら
一
〇
年
や
る
と
人
事
も
循
環
し
て
き
て
、
常
時
私
の
知
っ
て
い
る
人
が
都
市
計
画
課
だ
と
か

街
路
課
だ
と
か
の
関
係
部
署
に
居
ら
れ
る
状
態
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
比
較
的
継
続
的
に
事
業
を
展
望
し
て
発
注

し
て
頂
け
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
意
味
で
は
行
政
の
姿
勢
が
非
常
に
大
事
で
す
。 

天
神
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
地
元
の
方
々
の
活
動
の
中
で
県
議
さ
ん
、
市
議
さ
ん
の
話
も
し
ま
し
た
け
ど
、
そ
う
い
う

力
も
絶
対
必
要
で
す
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
な
ん
か
出
来
な
か
っ
た
。
私
自
身
が
市
議
さ
ん
や
、

県
知
事
と
か
市
長
に
強
い
パ
イ
プ
が
あ
っ
て
直
接
や
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
は
私

ど
も
が
作
っ
た
計
画
を
「
そ
れ
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
形
で
議
員
さ
ん
も
動
い
た
し
、
そ
れ
が
市
長
・
県

知
事
に
も
繋
が
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。
そ
う
い
う
、
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
で
や
る
と

い
う
市
民
自
治
の
土
壌
が
福
岡
、
博
多
に
は
在
る
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

〈
井
口
〉
も
う1

歩
踏
み
込
ん
で
お
聞
き
し
ま
す
け
ど
、
日
本
で
実
現
し
た1
番
最
初
の
買
物
公
園
は
旭
川
市
、

発
案
者
は
五
十
嵐
公
三
市
長
で
す
ね
。
歩
行
者
空
間
と
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
で
日
本
を
先
導
し
た
横
浜
市
の
場
合

は
飛
鳥
田
市
長
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
神
戸
市
の
場
合
は
、
宮
崎
市
長
以
来
の
都
市
計
画
行
政
が
非
常
に
し
っ
か
り

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
で
い
う
と
福
岡
の
場
合
は
、
そ
の
神
戸
の
例
に
近
い
ん
で
す
か
ね
。

行
政
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？ 

〈
梅
本
〉
そ
う
で
す
ね
、
行
政
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
ね
。 

〈
井
口
〉
行
政
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
な
ぜ
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
か
。 

〈
梅
本
〉
新
藤
一
馬
１

さ
ん
が
市
長
を
さ
れ
て
い
た
時
、
一
九
七
二
年
か
三
年
に
、
緑
の
都
市
構
想
を
打
ち
出
さ
れ

た
。
ご
本
人
の
発
想
か
、
都
市
計
画
か
ら
あ
が
っ
た
の
か
、
相
談
し
て
そ
う
な
っ
た
の
か
分
り
ま
せ
ん
け
ど
、
新

藤
市
長
が
「
緑
の
都
市
を
作
る
の
だ
」
と
い
う
の
を
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
先
ほ
ど
説
明
し
た
よ
う
な
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
ず
っ
と
反
映
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
福
岡
市
は
緑

が
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
街
路
樹
が
一
挙
に
増
え
ま
し
た
し
、
変
わ
っ
た
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
都
市
計
画
に
お
け
る
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
果
た
す
役
割
と
責
任
は
大
き
い
と
思
い
ま
す

ね
。
し
か
も
さ
っ
き
説
明
し
ま
し
た
が
、
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
よ
う
と
い
う
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
か
ら
、
今
の
福
岡
、
博
多
の
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
市
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。
最
近
見
て
い
る
と
、
民
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
後
を
市
が
追
っ
か
け
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が
し
な

い
で
も
な
い
ん
で
す
け
ど
。
そ
の
点
、
大
き
な
絵
を
描
こ
う
と
い
う
意
識
が
以
前
の
福
岡
市
に
は
あ
っ
た
の
だ
と

                                        

          

 

１ 

新
藤
一
馬
：
一
九
六
三
年
衆
議
院
議
員
選
挙
に
当
選
、
以
後
十
四
年
間
国
政
に
参
画
し
た
後
、
一
九
七
二
年
、
福
岡
市
が
政
令
指

定
都
市
に
指
定
さ
れ
た
年
に
福
岡
市
長
に
当
選
。
第
二
五
代
福
岡
市
長
に
就
任
。 

以
来
四
期
十
四
年
間
に
わ
た
り
、
福
岡
市
を
緑
と
心
豊
か
な
活
力
の
あ
る
街
に
発
展
さ
せ
、
中
枢
管
理
都
市
と
し
て
、
名
実
共
に
そ

の
機
能
を
高
め
た
他
、
国
際
都
市
と
し
て
の
基
礎
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、
首
長
と
し
て
の
重
責
を
果
た
し
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
尽
力
し
た
。（
出
典
・
福
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

二
〇
一
六
年
三
月
） 



思
い
ま
す
。 

 

■
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
何
処
で
ど
う
完
成
す
る
の
か
。 

〈
福
田
〉
出
会
い
橋
か
ら
天
神
に
至
る
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
す
が
、
梅
本
さ
ん
が
設
計
さ
れ
た
天
神
東
西
軸
Ｔ

モ
ー
ル
（
明
治
通
り
）
と
並
行
し
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
東
西
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
け
ど
も
、
渡
辺
通
り
を
超
え

て
い
な
い
で
す
ね
。
渡
辺
通
り
を
越
え
た
西
側
に
天
神
の
新
し
い
歩
行
者
の
街
が
広
が
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
渡
辺
通
り
で
途
絶
え
て
、
そ
こ
で
横
断
歩
道
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
西
の
方
に
伸
ば
す
よ
う

な
当
初
計
画
は
無
か
っ
た
の
か
と
い
う
の
が
知
り
た
い
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

〈
梅
本
〉
一
九
九
六
年
に
「
渡
辺
通
・
春
吉
地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
策
定
調
査
」
と
い
う
の
を
市
か
ら
頼
ま

れ
た
時
に
そ
の
こ
と
も
検
討
し
ま
し
た
。
春
吉
地
区
の
真
ん
中
に
東
西
連
携
の
軸
を
渡
辺
通
ま
で
伸
ば
し
て
、
そ

れ
に
直
交
す
る
業
務
・
商
業
・
都
市
型
住
宅
の
南
北
軸
を
通
す
。
こ
う
い
う
春
吉
地
区
大
改
造
の
提
案
を
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
計
画
は
日
の
目
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
。 

天
神
地
区
再
開
発
で
新
た
に
作
っ
た
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
の
道
路
、
こ
れ
は
北
に
天
神
モ
ー
ル
の
先
ま
で
伸
ば
す
。
ご

質
問
の
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
渡
辺
通
り
を
越
え
て
西
ま
で
ず
っ
と
伸
ば
そ
う
と
い
う
計
画
を
し
ま
し
た
。
合
わ

せ
て
こ
の
時
に
、
西
鉄
駅
か
ら
ソ
ラ
リ
ア
、
岩
田
屋
本
館
、
新
館
の
間
を
通
る
通
り
（
き
ら
め
き
通
り
）
を
歩
行

者
の
主
軸
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
形
で
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
、
渡
辺
通
り
を
越
え
て
西
へ
つ
な

ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
そ
の
先
を
、
実
は
「
都
心
構
想
」
の
中
で
「
福
岡
歴
史
の
散
歩
道
」
と
位
置
付
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
あ

た
り
の
道
路
に
沿
っ
て
、
そ
れ
ら
し
い
家
並
み
が
、
そ
の
頃
は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
舞
鶴
公
園
ま

で
つ
な
ぎ
た
い
と
い
う
構
想
で
し
た
。 

同
じ
く
、
聖
福
寺
周
辺
の
御
供
所
地
区
に
「
博
多
歴
史
の
散
歩
道
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
実
現

せ
ず
、
博
多
港
と
博
多
駅
を
結
ぶ
大
博
通
り
の
一
部
が
、「
博
多
歴
史
の
散
歩
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も

が
提
案
し
た
頃
、
大
名
で
も
こ
れ
を
や
っ
て
い
た
ら
、
ま
だ
古
い
建
物
が
残
っ
て
い
た
の
で
実
現
し
た
の
で
は
な

い
か
と
惜
し
ま
れ
ま
す
。
先
ほ
ど
歩
い
て
み
た
ら
も
う
あ
ち
こ
ち
歯
抜
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
福
岡
・
天
神
が
、
日
本
の
中
心
市
街
地
、
歩
行
者
空
間
整
備
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。 

〈
井
口
〉
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
こ
れ
が
出
会
い
橋
か
ら
旧
公
会
堂
迎
賓
館
、
天
神
中
央
公
園
、
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ

広
場
、
市
庁
舎
広
場
ま
で
歩
行
者
専
用
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
さ
ら
に
市
役
所
の
中
心
軸
が
渡
辺
通
り
を
渡

っ
て
西
鉄
駅
の
ラ
イ
オ
ン
広
場
、
ソ
ラ
リ
ア
、
メ
ル
ヘ
ン
広
場
、
岩
田
屋
の
公
開
空
地
の
き
ら
め
き
通
り
、
そ
の

裏
に
警
固
公
園
、
新
天
町
と
、
歩
行
者
空
間
が
面
的
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
私
が
福
岡
で
最
も
高

く
評
価
し
て
い
る
歩
行
者
空
間
で
す
。「
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
の
歩
行
者
空
間
を
参
考
に
」
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

テ
ー
マ
で
す
が
、
日
本
で
そ
れ
に
匹
敵
す
る
と
こ
ろ
を
探
す
と
福
岡
の
こ
こ
が
そ
う
だ
と
思
い
当
た
り
ま
す
。
日

本
の
ミ
ラ
ノ
と
私
は
言
っ
て
い
ま
す
。
天
神
中
央
公
園
や
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
が
出
来
た
り
、
小
規

模
で
す
が
公
園
や
公
開
空
地
で
そ
う
い
う
商
業
的
な
利
用
も
さ
れ
て
い
る
。 

残
念
な
の
は
そ
の
よ
う
な
空
間
の
商
業
利
用
が
ま
だ
ま
だ
少
な
す
ぎ
る
こ
と
で
す
。
公
開
空
地
や
歩
道
、
公
園
が

十
分
に
ゆ
と
り
が
あ
る
の
に
、
ゆ
っ
く
り
休
ん
だ
り
、
座
っ
て
お
茶
飲
ん
だ
り
食
事
し
た
り
、
語
ら
っ
た
り
す
る

場
所
と
し
て
は
十
分
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
日
本
の
と
い
う
か
、
我
々
の
都
市
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
法
的
に

通
行
の
為
だ
け
に
使
い
方
が
限
ら
れ
て
い
て
、
デ
ザ
イ
ン
を
頑
張
っ
て
も
眺
め
る
た
め
の
庭
の
よ
う
な
空
間
に
な

る
ん
で
す
ね
。
楽
し
く
使
う
空
間
に
は
な
れ
な
い
。
だ
か
ら
き
ら
め
き
通
り
は
歩
行
者
専
用
道
路
に
す
べ
き
だ
と



僕
は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
の
よ
う
な
道
路
占
用
も
大
胆
に
や
る
。
そ
し
て
公
開
空
地
も
ど
ん
ど
ん

使
う
。
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
も
や
る
、
露
店
市
も
集
会
も
な
ん
で
も
や
る
と
い
う
ふ
う
に
な
る
と
、
本
当
に
ミ
ラ
ノ
に

な
る
な
と
思
う
ん
で
す
。 

僕
は
梅
本
さ
ん
の
話
さ
れ
た
都
心
軸
モ
ー
ル
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
、
デ
ザ
イ
ン
も
素
晴
ら
し
い
で
す
が
、

そ
れ
が
面
的
な
歩
行
者
空
間
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
さ
ら
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
都
心
軸
モ
ー
ル
の
よ
う

な
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
考
え
が
あ
っ
て
、
歩
道
を
広
げ
て
整
備
す
る
と
い
う
の
は
当
時
と
し
て
は
大
き
な
課

題
で
挑
戦
的
な
こ
と
だ
っ
た
け
ど
、
中
心
市
街
地
の
歩
行
者
空
間
の
面
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
む
し
ろ
そ

の
後
に
尽
力
さ
れ
た
、
モ
ー
ル
の
背
後
に
面
的
に
広
が
っ
て
い
る
歩
行
者
空
間
の
街
が
非
常
に
い
い
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。 

「
道
路
の
歩
行
者
専
用
化
」
と
「
道
路
占
用
」、
「
公
開
空
地
の
利
用
」
が
中
心
市
街
地
を
楽
し
く
す
る
の
に
欠
か

せ
な
い
と
い
う
の
が
僕
の
思
い
で
す
が
、
福
岡
は
屋
外
の
生
活
を
楽
し
む
こ
と
や
道
路
占
用
で
は
日
本
一
の
先
進

都
市
で
す
。
屋
台
文
化
と
西
新
の
リ
ヤ
カ
ー
部
隊
は
全
国
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
が
支
持
す
れ
ば
出
来
る
と

い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
道
路
の
歩
行
者
専
用
化
と
道
路
占
用
、
公
開
空
地
の
積
極
的
な
利
用
を

福
岡
か
ら
進
め
て
欲
し
い
の
で
す
。
福
岡
で
出
来
な
か
っ
た
ら
日
本
中
ど
こ
も
出
来
な
い
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
市
民
が
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
か
ど
う
か
が
カ
ギ
で
す
。
福
岡
が
そ
の
可
能
性
を
見
せ
て
く
れ
て
い

る
と
思
う
の
で
す
が
。 

                  

■
日
本
人
は
お
祭
り
が
大
好
き
。
そ
の
た
め
の
屋
外
空
間
が
求
め
ら
れ
る
。 

〈
梅
本
〉
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
屋
外
利
用
は
、
最
近
は
若
者
世
代
の
欧
米
化
、
国
際
化
が
進
ん
で
慣
れ
て
き
て

お
り
、
ス
タ
バ
の
よ
う
な
店
舗
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
徐
々
に
浸
透
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
日
常
的
な
屋
外
空
間
の
利
用
が
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
拡
が
っ
て
い
く
か
と
い
う
と
疑
問
も

感
じ
ま
す
。
福
岡
で
も
地
下
街
、
地
下
道
、
地
下
広
場
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
夏
が
高
温
多
湿
多
雨
で
、

 

  

  

G 

G 

福岡都心部の歩行者空間は東西につながって面的に整備されてい

る。（Gマークは Google その他は井口が撮影） 



冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
日
本
の
風
土
の
影
響
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
年
中
、
屋
外
空
間
で
長
時
間
を
過
ご
す
習
慣

は
な
じ
み
に
く
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

市
役
所
広
場
は
、
元
は
西
洋
風
の
石
張
り
で
す
。
夏
暑
く
、
冬
寒
い
の
で
、
当
初
は
利
用
者
が
少
な
か
っ
た
で
す

が
、
石
張
り
の
上
に
人
工
芝
を
貼
り
、
ど
ん
た
く
の
舞
台
に
使
用
で
き
る
屋
根
を
一
部
に
設
置
し
て
か
ら
は
、
非

常
に
利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
屋
外
利
用
を
進
め
る
に
は
設
計
上
の
配
慮
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分
り
ま
す
。 

つ
ま
り
日
本
型
の
広
場
、
歩
道
の
あ
り
方
を
模
索
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
歴
史
的
に
見
て
、
日
本
の

都
市
の
空
間
構
成
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
か
な
り
異
な
る
と
思
い
ま
す
。
町
の
中
に
は
、
社
寺
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
境
内
が
あ
る
が
、
住
民
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
が
祭
り
の
場
に
な
り
、
子
供
達
の
遊
び
場
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
門
前
市
が
、
広
場
と
い
う
よ
り
も
通
り
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
日
本
の
屋
外
空

間
は
広
場
型
と
は
言
い
が
た
く
、
路
地
型
、
通
り
型
が
基
本
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
し
て
日
本
で
は
、
「
ハ
レ
」
と
「
ケ
」
の
区
別
が
あ
り
、
「
ハ
レ
」
の
空
間
に
は
非
常
に
多
く
の
人
が
集
ま
り

ま
す
。
福
岡
の
場
合
、
「
ハ
レ
」
の
利
用
と
し
て
は
、
ど
ん
た
く
、
山
笠
の
お
祭
り
、
ホ
ー
ク
ス
優
勝
パ
レ
ー
ド
、

市
民
マ
ラ
ソ
ン
、
商
業
イ
ベ
ン
ト
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
的
な
屋
外
利
用
は
日
本
人
に
馴
染
み
に
く
い
と

し
て
も
、
「
ハ
レ
」
の
日
の
屋
外
利
用
は
日
本
人
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
習
慣
で
あ
り
、
文
化
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。 

 

■
総
合
的
な
交
通
計
画
の
課
題
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
。 

〈
梅
本
〉
私
は
、
今
日
は
歩
行
者
空
間
を
中
心
に
話
し
ま
し
た
が
、
実
は
自
動
車
交
通
と
か
の
交
通
計
画
も
い
ろ

い
ろ
や
っ
て
お
り
ま
す
。
自
動
車
と
歩
行
者
の
折
り
合
い
を
つ
け
る
の
は
非
常
に
難
し
い
で
す
ね
。
道
路
の
使
用

を
恒
常
的
に
歩
行
者
優
先
に
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
自
動
車
交
通
の
面
か
ら
見
ま
す
と
実
に
大
き

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
私
は
新
天
町
の
再
開
発
計
画
も
実
現
は
し
て
い
ま
せ
ん
け
ど
何
回
か
絵
を
描
き
ま
し
た
。

新
天
町
を
再
開
発
し
よ
う
と
し
た
ら
自
動
車
交
通
、
駐
車
場
の
処
理
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
非
常
に
大
き
な
問
題

が
出
て
き
ま
す
。 

実
は
市
の
中
村
耕
二
さ
ん
に
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
け
ど
、
天
神
地
下
街
の
地
下
の
駐
車
場
を
半
分
は
自

動
車
通
路
に
し
て
、
そ
れ
か
ら
各
ビ
ル
間
を
自
動
車
も
つ
な
げ
な
い
か
と
い
う
思
い
切
っ
た
提
案
を
し
た
こ
と
が

あ
る
の
で
す
が
、
さ
す
が
に
中
村
さ
ん
も
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
時
は
、
渡
辺
通
り
四
丁
目
の
交
差

点
の
南
側
（
薬
院
新
川
の
南
）
か
ら
地
下
に
車
を
下
し
て
、
地
下
街
の
下
の
駐
車
場
を
背
骨
に
し
て
沿
道
の
地
下

駐
車
場
を
つ
な
げ
な
い
か
と
い
う
、
そ
ん
な
思
い
き
っ
た
こ
と
を
考
え
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
細
か
い
問
題

も
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
や
ら
な
い
と
、
歩
行
者
か
ら
だ
け
の
視
点
で
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
と
思
う

ん
で
す
ね
。 

街
づ
く
り
は
連
歌
と
同
じ
で
、
前
の
句
を
受
け
継
い
だ
方
が
、
前
の
句
を
尊
重
し
な
が
ら
次
の
句
を
つ
く
る
。
そ

う
い
う
歴
史
の
連
続
性
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
を
積
み
重
ね
、
積
み
重
ね
し
て

い
く
し
か
な
い
か
な
ぁ
と
私
は
思
い
ま
す
。
課
題
は
い
っ
ぱ
い
見
え
る
の
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
潰

し
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
一
方
で
は
大
き
な
構
想
づ
く
り
も
同
時
に
や
っ
て
お
か
な
い
と
、
部

分
ば
か
り
や
っ
て
い
て
も
方
向
を
見
失
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
ら
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
っ
て
い
く
か
だ
と

思
い
ま
す
ね
。 

   



【
ク
ロ
ス 

ト
ー
ク 

１
】 

福
田
忠
昭
、
榎
本
拓
真 

歩
行
者
優
先
「
天
よ
か
エ
リ
ア
」
で
、We 

Lo
ve

天
神
は
頑
張
っ
て
い
る
。 

 

■
民
間
の
取
り
組
み
を
、
如
何
に
行
政
の
計
画
に
位
置
付
け
る
か
。 

〈
福
田
〉
梅
本
さ
ん
の
話
し
は
、
今
の
世
代
に
継
承
し
な
く
て
は
い
け
な
い
な
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
今
日
は
僕

と
榎
本
の
ほ
う
で
、
今
、We Love

天
神
協
議
会
が
や
っ
て
い
る
歩
行
者
空
間
活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
天
よ
か
エ
リ
ア
」
と
呼
ん
で
い
るWe Love

の
主
た
る
活
動
エ
リ
ア
は
、
昭
和
通
り
、
那
珂
川
支
流
、
国
体
道

路
、
天
神
西
通
り
で
囲
ま
れ
た
範
囲
で
す
。
そ
の
う
ち
北
半
分
の
エ
リ
ア
（
福
博
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
サ
ザ
ン
通
り

以
北
）
は
天
神
明
治
通
り
街
づ
く
り
協
議
会
、
通
常
Ｍ
Ｄ
Ｃ
と
呼
ば
れ
て
い
る
再
開
発
エ
リ
ア
で
す
。We 

Love

の
活
動
エ
リ
ア
の
中
に
、
こ
の
再
開
発
協
議
会
が
含
ま
れ
る
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

天
よ
か
エ
リ
ア
の
歩
行
者
空
間
に
注
目
す
る
中
で
、
来
街
者
が
ど
こ
で
ど
の
く
ら
い
座
っ
て
休
め
そ
う
か
と
い
う

調
査
を
し
ま
し
た
（
図
・
３
９
）
。
中
央
公
園
で
二
八
〇
人
、
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
で
七
三
人
、
ソ
ラ
リ
ア
の
ゼ
フ

ァ
で
七
〇
人
、
福
岡
銀
行
の
公
開
空
地
で
一
一
四
人
。
正
確
で
は
な
い
で
す
け
ど
、
何
人
く
ら
い
座
れ
そ
う
か
観

察
し
た
調
査
で
す
。
当
然
、
公
園
と
公
開
空
地
周
り
に
座
れ
る
場
所
が
多
く
あ
る
の
で
す
が
、
明
治
通
り
で
ポ
ツ

ポ
ツ
と
出
て
い
る
の
が
天
神
モ
ー
ル
で
梅
本
さ
ん
が
つ
く
ら
れ
た
ベ
ン
チ
型
の
車
止
め
で
す
。
こ
れ
で
分
り
ま
す

が
Ｍ
Ｄ
Ｃ
エ
リ
ア
内
で
は
座
れ
る
場
所
が
非
常
に
少
な
く
て
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
南
側
の
エ
リ
ア
は
か
な
り
充
実

し
て
き
て
い
る
と
い
う
状
況
が
分
り
ま
す
。 

〈
榎
本
〉
こ
の
あ
と
「
天
神
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
け
ど
、
天
神
で
は
西
鉄
さ
ん
を
は

じ
め
と
し
て
民
間
で
先
導
的
に
い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
僕
が
福
岡
に
来
た
の
が
五
・
六
年
前
で
す
が
、

そ
の
時
く
ら
い
か
ら
活
動
が
市
の
政
策
と
連
動
し
て
い
な
い
の
が
問
題
だ
と
言
わ
れ
て
い
て
、
民
間
の
取
り
組
み

を
い
か
に
行
政
の
計
画
に
位
置
付
け
る
の
か
と
い
う
お
題
目
でWe Love 

天
神
協
議
会
か
ら
委
託
を
受
け
て
、
天

神
交
通
戦
略
と
い
う
も
の
を
作
り
ま
し
た
。 

「
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
」
に
し
よ
う
と
、
天
よ
か
エ
リ
ア
全
体
を
ひ
と
つ
の
デ
パ
ー
ト
の

よ
う
に
見
立
て
て
、
天
神
の
中
は
歩
行
者
を
最
優
先
に
ま
し
ょ
う
、
来
る
の
も
自
動
車
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
公

共
交
通
の
使
い
や
す
さ
を
高
め
最
大
限
利
用
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
を
戦
略
と
し
て
作
っ
た
の
が
五
・
六
年

前
の
話
で
す
。
梅
本
さ
ん
の
時
に
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
中
村
耕
二
さ
ん
ら
に
は
、
こ
の
地

区
に
は
、
以
前
、
ト
リ
プ
ル
回
廊
構
想
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
地
下
と
地
上
だ
け
じ
ゃ
な
く

て
、
空
中
も
ち
ゃ
ん
と
つ
な
げ
、
三
層
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
構
想
で
す
。
ま
た
、
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
ト
で

違
法
駐
輪
が
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
け
ど
も
、
こ
れ
も
で
き
る
限
り
歩
行
者
の
空
間
に
取
り
戻

し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
よ
ね
、
と
い
う
こ
と
で
全
体
像
を
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。 

歩
行
者
空
間
も
先
ほ
ど
梅
本
さ
ん
が
示
さ
れ
た
都
心
構
造
と
か
見
て
て
、
僕
ら
は
そ
れ
を
受
け
継
い
で
結
構
き
ち

ん
と
や
っ
て
き
た
な
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
都
心
構
想
と
新
都
心
構
想
を
全
て
読
ま
せ
て
頂
い
て
、
Ｍ
Ｄ

Ｃ
の
中
の
再
開
発
の
起
き
る
エ
リ
ア
の
ど
こ
で
公
開
空
地
が
発
生
す
る
か
と
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
ど
こ
が
つ
な

が
っ
て
な
く
て
、
ど
こ
に
リ
ン
ク
が
必
要
だ
よ
ね
と
か
、
い
ろ
ん
な
議
論
を
し
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
考

え
て
い
ま
す
。
今
は
歩
行
者
だ
け
で
す
け
ど
も
、
自
転
車
・
自
動
車
・
公
共
交
通
を
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り



が
こ
れ
か
ら
は
必
要
で
す
。
歩
行
者
専
用
化
す
る
ん
だ
っ
た
ら
時
間
帯
で
自
動
車
の
流
入
を
規
制
す
る
か
、
終
日

規
制
す
る
か
と
い
う
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
建
て
替
え
の
時
に
物
流
の
荷
捌
き
施
設
を
ど
こ
に
置

く
か
と
い
う
の
が
重
要
な
課
題
に
な
り
ま
す
。
表
通
り
と
裏
通
り
を
明
確
に
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
動
線
を
描
い
て
検
討
し
な
が
ら
計
画
を
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
併
せ
て
い
ろ
ん
な
戦
略
や
計
画
を
関
連
づ
け
て
政
策
的
に
市
の
役
割
と
民
間
の
役
割
を
明
確
に
出
来
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
、
当
面
の
課
題
で
す
。 

毎
年
、
年
に
一
度
、
天
神
交
通
戦
略
と
い
う
大
き
な
会
議
を
開
き
ま
す
。
市
の
担
当
部
署
と
地
元
企
業
の
経
営
陣

の
方
、
そ
し
て
市
民
の
代
表
の
方
が
集
ま
っ
て
次
年
度
の
政
策
を
事
業
計
画
と
し
て
承
認
す
る
場
で
す
。
本
年
度

は
福
岡
も
国
家
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
道
路
占
用
の
特
例
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ
」
は
、
そ

の
代
表
的
な
取
り
組
み
で
す
。
ま
た
、
初
売
り
の
日
に
渡
辺
通
り
の
交
通
渋
滞
が
す
ご
く
な
る
の
で
、
フ
リ
ン
ジ

パ
ー
キ
ン
グ
を
天
神
の
北
の
方
に
設
け
て
そ
こ
か
ら
歩
い
て
き
て
い
た
だ
く
よ
う
な
社
会
実
験
を
実
施
し
た
り
と

か
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
ト
を
外
せ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
駐
輪
政
策
と
セ
ッ
ト
で
検
討
し
た
り

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
議
論
し
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
歩
行
者
中
心
の
街
が
と
り
も
ど
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

Ｍ
Ｄ
Ｃ
の
エ
リ
ア
で
す
け
ど
、
か
な
り
多
く
の
建
物
が
機
能
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
て
、
明
治
通
り
沿
道
を
中

心
に
再
開
発
を
ど
う
促
し
て
い
く
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
課
題
で
す
。
民
間
の
事
業
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
形
で
市

が
ま
と
め
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
去
年
発
表
さ
れ
て
、
少
し
ず
つ
連
動
が
始
ま
っ
て
る
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。 

 

■
歩
行
者
専
用
道
路
、
道
路
占
用
の
カ
フ
ェ
・
・
・
社
会
実
験
は
や
り
続
け
た
け
ど
・
・
・ 

〈
福
田
〉We Love

天
神
協
議
会
が
出
来
て
今
年
で
十
年
目
く
ら
い
で
す
け
ど
、
二
〇
〇
四
年
度
、
最
初
の
天
神

ピ
ク
ニ
ッ
ク
（
天
ピ
ク
）
を
や
り
ま
し
た
。
路
上
に
カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
を
置
い
て
社
会
実
験
を
や
り
始
め
ま
し
た
。

毎
年
毎
年
こ
う
い
う
こ
と
を1

週
間
と
か
そ
ん
な
レ
ベ
ル
で
す
け
れ
ど
も
活
動
し
て
き
ま
し
た
（
図
・
４
０
）
。 

道
路
空
間
を
こ
う
い
う
ふ
う
に
使
う
と
ま
ち
の
雰
囲
気
が
よ
く
な
り
ま
す
よ
ね
っ
て
い
う
の
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
社
会
実
験
で
す
。
で
も
天
神
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
は
二
〇
〇
九
年
度
で
い
っ
た
ん
終
了
さ
せ
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
や
る
の
は
大
丈
夫
な
ん
で
す
け
ど
、
恒
常
化
で
き
な
い
。
恒
常
化
す
る
た
め
に
実
験
し
て

い
る
は
ず
で
す
け
ど
、
出
口
先
生
に
言
わ
れ
た
ん
で
す
、「
実
験
を
い
つ
ま
で
や
る
ん
だ
」
と
。
実
験
を
終
わ
ら
せ

て
早
く
恒
常
化
し
な
け
れ
ば
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
ん
で
、
い
っ
た
ん
実
験
を
や
め
て
恒
常
化
を
目
指
そ
う
と
し

て
い
る
段
階
で
す
。 

そ
の
後
二
〇
一
四
年
、
き
ら
め
き
通
り
で
ス
ト
リ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
の
社
会
実
験
を
や
り
ま
し
た
（
図
・
４
１
）
。

こ
こ
を
歩
行
者
専
用
道
路
に
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
と
い
う
話
は
以
前
か
ら
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
警
察

の
道
路
使
用
許
可
は
多
分
無
理
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
国
家
戦
略
特
区
と
い
う
の
を
福
岡

市
が
受
け
て
、
道
路
法
の
特
例
み
た
い
な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
実
現
し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
週
末
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
多
分
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
非
常
に
お

金
が
か
か
る
。
周
辺
の
警
備
と
か
含
め
て
か
な
り
の
お
金
が
か
か
る
の
で
、
毎
週
末
す
る
と
か
そ
う
い
う
レ
ベ
ル

に
は
今
の
状
態
で
は
ち
ょ
っ
と
な
り
得
な
い
で
す
ね
。
そ
れ
を
い
か
に
恒
常
化
す
る
よ
う
な
仕
組
み
に
変
え
て
い

く
か
と
い
う
の
が
大
事
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

あ
と
も
う
ひ
と
つ
、
違
法
駐
輪
。
二
〇
〇
七
年
当
時
、
ホ
ン
ト
に
ひ
ど
い
時
は
も
う
少
し
前
で
す
け
ど
も
、
二
〇

〇
七
年
も
ま
だ
か
な
り
ひ
ど
か
っ
た
で
す
。
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
ト
が
出
来
て
も
、
そ
こ
か
ら
溢
れ
て
歩
道
を
塞
い
で



し
ま
い
ま
す
。
警
固
公
園
の
地
下
駐
輪
場
が
出
来
て
最
近
以
前
ほ
ど
に
は
目
に
つ
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
は
い
ま

す
け
ど
、
駐
輪
は
ま
だ
ま
だ
問
題
で
す
（
図
・
４
２
）
。
渡
辺
通
り
で
も
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
ト
が
無
く
な
れ
ば
、
屋
台

や
カ
フ
ェ
が
通
り
に
並
ん
で
そ
こ
で
お
茶
が
飲
め
る
と
い
う
楽
し
い
通
り
に
な
り
ま
す
。
あ
と
で
博
多
の
お
話
が

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
博
多
の
駅
前
通
り
の
去
年
の
社
会
実
験
で
そ
ん
な
雰
囲
気
が
実
現
し
て
い
ま
す
。 

福
岡
駅
通
り
と
い
う
、
パ
ル
コ
の
本
館
と
新
館
の
間
の
通
り
で
す
が
、
こ
こ
も
歩
道
に
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
ト
が
並
ん

で
い
て
、
歩
行
者
空
間
と
し
て
は
あ
ま
り
良
い
通
り
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
パ
ル
コ
の
新
館
が
一
昨
年
に
オ
ー
プ
ン

し
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
道
路
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
話
が
起
き
ま
し
た
。
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
ト
を
撤

去
出
来
な
い
か
、
街
路
灯
も
路
面
で
は
な
く
建
物
の
壁
に
付
け
ら
れ
な
い
か
な
ど
検
討
し
ま
し
た
。
道
路
自
体
を

す
っ
き
り
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
動
車
が
今
は
昼
十
二
時
か
ら
夜
の
八
時
ま
で
は
通
行
止
め
で
こ
の
間

は
歩
行
者
専
用
道
路
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
歩
行
者
が
滞
留
で
き
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
し
て
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
幅
員
が
狭
い
か
ら
大
き
な
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
ん
で

す
け
ど
、
警
察
と
交
渉
し
て
い
ろ
い
ろ
ス
キ
ー
ム
を
考
え
て
い
た
ん
で
す
け
ど
な
か
な
か
合
意
に
至
ら
ず
、
民
間

と
の
合
意
も
な
か
な
か
実
現
せ
ず
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
が
う
ま
く
出
来
れ
ば
楽
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

で
き
る
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
で
考
え
た
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま
す
。 

                         

 

 

(図・39) 「天よかエリア」(赤線内)とその中の

「MDC再開発エリア」(青線内) 

(図・40) 最初の天神ピクニック(天ぴく)路上

カフェ。2004年度社会実験。 

 

(図・41) 2014 年きらめき通りのストリー

トパーティ社会実験。 

 

(図・42) 路上駐輪はやはり問題。 



■
都
市
利
便
増
進
協
定
の
エ
リ
ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
期
待
す
る
。 

〈
榎
本
〉
Ｍ
Ｄ
Ｃ
エ
リ
ア
の
明
治
通
り
、
東
西
軸
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
も
呼
ば
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
両
側
の

建
物
が
機
能
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
再
開
発
時
の
敷
地
外
公
共
貢
献
と
し
て
歩
道
を
再
整
備
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
歩
道
の
再
整
備
を
容
積
緩
和
の
メ
ニ
ュ
ー
に
使
い
な
が
ら
。
東
西
軸
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー

ル
の
デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
な
が
ら
よ
り
高
質
な
空
間
に
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
（
図
・
４
３
）
。
今
ま
で

こ
こ
が
支
店
経
済
の
中
心
だ
っ
た
の
で
銀
行
が
多
く
、
夕
方
に
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
の

で
、
街
に
賑
わ
い
を
作
る
た
め
に
、
低
層
部
分
を
街
の
共
用
部
分
的
な
ス
ペ
ー
ス
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
福
岡
は
航
空
法
に
よ
る
空
域
制
限
で
建
物
高
さ
に
制
限
が
あ
る
の
で
、
足
元
に
公
開

空
地
を
と
っ
て
上
空
で
容
積
を
稼
ぐ
総
合
設
計
制
度
な
ど
は
期
待
出
来
ま
せ
ん
。
建
蔽
率
い
っ
ぱ
い
に
建
て
な
い

と
事
業
が
ペ
イ
し
な
い
。
だ
か
ら
１
．
２
階
と
地
下
の
低
層
階
に
は
出
来
る
だ
け
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
し

て
、
中
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
見
え
や
す
い
よ
う
な
機
能
を
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え
で
す
。
こ
れ
が

実
現
す
れ
ば
、
歩
く
の
が
楽
し
い
通
り
に
な
り
ま
す
。
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
そ
れ
を
や
る
こ
と
で
こ
こ
の

ス
ト
リ
ー
ト
と
し
て
の
価
値
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
天
神
明
治
通
り
街
づ
く
り
協
議
会
で

そ
う
い
う
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

明
治
通
り
の
歩
道
の
再
整
備
の
検
討
の
中
で
、
植
栽
も
、
今
は
大
半
が
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
で
す
け
ど
、
四
季
が
感
じ

ら
れ
る
も
の
を
少
し
入
れ
て
い
っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
い
ろ
ん
な
議
論
を
し
ま
し
た
。
舗
装
材
に
関

し
て
も
水
鏡
天
満
宮
が
あ
る
の
で
そ
の
歴
史
性
を
入
れ
な
が
ら
街
と
し
て
新
し
さ
を
出
し
て
い
く
ん
だ
み
た
い
な

話
も
い
ろ
い
ろ
し
な
が
ら
、
今
の
デ
ザ
イ
ン
も
踏
襲
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ね
と
い
う
話
を
す
ご
く
し
ま
し
た
。

一
番
議
論
に
な
っ
た
こ
と
は
、
カ
フ
ェ
セ
ッ
ト
を
歩
道
の
車
道
側
と
建
物
側
の
ど
ち
ら
に
置
く
の
か
と
い
う
こ
と

で
す
。
建
物
は
道
路
境
界
線
か
ら
二
ｍ
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
公
開
空
地
扱
い
に
な

る
。
歩
道
が
狭
い
か
ら
公
開
空
地
を
設
け
て
歩
行
者
の
通
行
の
用
に
供
す
る
と
い
う
の
が
基
本
的
な
建
前
な
の
で
、

そ
こ
を
カ
フ
ェ
に
す
る
の
は
無
理
と
い
う
見
解
で
し
た
。
か
な
り
の
自
動
車
交
通
量
が
あ
る
中
で
、
車
道
側
の
カ

フ
ェ
が
や
れ
る
の
か
な
と
い
う
議
論
も
い
ろ
い
ろ
し
た
上
で
、
制
度
の
解
釈
の
難
し
さ
で
紆
余
曲
折
在
り
ま
し
た

が
、
車
道
側
に
置
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
こ
の
時
は
い
っ
た
ん
判
断
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
（
図
・
４
４
）
。 

都
市
利
便
増
進
協
定
の
活
用
の
検
討
も
行
い
ま
し
た
。
道
路
上
に
置
く
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
、
カ
フ
ェ
セ
ッ
ト

み
た
い
な
も
の
を
都
市
利
便
増
進
施
設
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
の
と
き
、
地
権
者
と

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
組
織
の
役
割
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
し

ま
し
た
。
法
律
の
制
度
も
使
い
な
が
ら
ど
ん
な
形
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
て
い

た
の
が
、
今
ま
で
の
活
動
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 

■
厚
い
。
厚
い
、
厚
い
、
警
察
の
壁
。
歩
行
者
専
用
、
道
路
占
用
は
難
し
い
。 

〈
榎
本
〉
天
神
で
は
今
ま
で
す
ご
い
実
験
も
し
、
構
想
も
た
く
さ
ん
作
っ
て
き
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
課
題
が
あ

っ
て
、
実
現
に
至
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
現
状
で
す
。
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｔ 

Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｙ
で
は
、
き
ら
め
き
通
り
が
人
で
賑
わ
っ
て
い
て
自
動
車
と
の
錯
綜
が
問
題
な
の
で
安
全
上
の
観
点
か
ら
、

歩
行
者
専
用
化
の
許
可
を
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
今
度
は
、
歩
道
か
ら
あ
ふ
れ
る
水
準
で
の
賑
わ
い
が
日

常
的
に
な
い
と
恒
常
化
が
難
し
く
な
り
、
人
で
混
み
合
っ
て
い
る
と
き
に
し
か
歩
行
者
専
用
化
で
き
な
い
。
ま
た
、

緊
急
車
両
の
通
行
や
安
全
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
車
道
に
占
用
物
件
を
置
く
こ
と
も
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
の
本
館
と
新
館
の
間
の
福
岡
駅
通
り
で
も
同
様
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
昼
の
十
二
時
か
ら
夜
八
時
ま

で
は
自
動
車
を
通
行
止
め
に
し
、
歩
行
者
天
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
新
天
町
か
ら
ソ
ラ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
の
方
に
抜



け
て
い
く
動
線
で
乱
横
断
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
信
号
無
視
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
交
通
安
全
の
観
点
か
ら
自
動

車
の
流
入
を
規
制
し
て
い
ま
す
。
交
通
安
全
と
賑
わ
い
づ
く
り
は
矛
盾
す
る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
初
の
許

可
を
得
る
と
こ
ろ
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
変
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
す
ご
く
課
題
に
な
っ
て
い
る
か

な
と
い
う
の
が
私
達
の
思
う
と
こ
ろ
で
す
。 

               

【
ク
ロ
ス 

ト
ー
ク 

２
】 

原
槇
義
之
、
橋
爪
大
輔 

事
業
化
を
目
指
す
、「
博
多
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」。 

 

■
も
う
一
方
の
歩
行
者
の
ま
ち
づ
く
り
は
、「
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」。 

〈
原
槇
〉
私
か
ら
は
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会(

略
し
て
協
議
会)

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
協
議
会
は
Ｊ
Ｒ

九
州
、
福
岡
地
所
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
こ
の
辺
が
中
心
に
な
っ
て
博
多
駅
周
辺
の
１
６
２
の
団
体
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。We Love

天
神
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、
博
多
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ソ
フ

ト
系
の
政
策
が
中
心
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

歩
い
て
楽
し
い
街
に
し
た
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
天
神
も
博
多
も
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
賑
わ
い
の

集
積
等
は
博
多
の
方
は
天
神
と
比
べ
て
歴
史
的
に
見
て
も
だ
い
ぶ
少
な
い
の
で
、
天
神
と
い
い
意
味
で
競
う
よ
う

に
、
に
ぎ
わ
い
の
拡
大
を
計
り
つ
つ
も
道
路
空
間
等
を
も
う
ち
ょ
っ
と
う
ま
く
使
え
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
主
に

な
り
ま
す
。
公
開
空
地
が
天
神
に
比
べ
て
は
る
か
に
少
な
い
の
で
公
開
空
地
で
何
か
す
る
っ
て
い
う
活
動
は
少
な

い
状
況
で
す
。
強
い
て
言
え
ば
駅
前
広
場
が
ち
ょ
っ
と
広
い
の
で
あ
そ
こ
は
使
え
ま
す
が
、
駅
前
広
場
以
外
に
イ

ベ
ン
ト
が
出
来
そ
う
な
と
こ
ろ
は
ほ
ぼ
な
い
の
で
、
私
ど
も
と
す
れ
ば
道
路
空
間
を
多
少
使
わ
な
い
と
に
ぎ
わ
い

創
出
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
等
が
こ
れ
以
上
打
て
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。
駅
か
ら
外
に
お
客
様
を
ど
う
や
っ
て
引

っ
張
り
、
周
辺
に
ど
う
に
ぎ
わ
い
を
創
っ
て
い
く
の
か
っ
て
い
う
の
を
中
心
に
考
え
て
い
く
協
議
会
で
す
の
で
、

そ
こ
を
考
え
ま
す
と
ど
う
し
て
も
道
路
を
使
わ
な
い
と
人
を
引
っ
張
れ
な
い
。
今
後
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
昨
年

以
降
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

(図・43) MDC エリアの再開発時の敷地外公共貢献と

して歩道を再整備することを考えている。 

(図・44) MDCエリアでは路上カフェを歩道上の車道側

に置くことを検討している。 



■
狭
い
歩
道
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
や
れ
る
。 

〈
橋
爪
〉
私
は
ダ
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
系
の
会
社
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
博
多
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。 

駅
前
通
り
で
コ
ン
テ
ナ
を
歩
道
部
分
に1

か
月
間
占
用
設
置
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
の
で
そ
の

話
を
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
そ
の
話
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。 

二
〇
一
五
年
の
六
月
頃
に
進
め
方
に
つ
い
て
市
と
協
議
を
始
め
ま
し
た
。
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
い
く

つ
か
の
部
会
に
分
れ
て
い
ま
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
は
そ
の
中
の
開
発
部
会
で
や
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
意
義
・
目
的
は
、
市
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
１

機
能
の
強
化
に
沿
う
も
の
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。 

市
は
「
世
界
Ｎ
ｏ
．
１
の
お
も
て
な
し
都
市
・
福
岡
の
実
現
を
目
指
す
」
と
い
う
こ
と
で
、
福
岡
観
光
集
客
戦
略

を
策
定
し
て
そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
協
議
会
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
戦
略
の
ひ
と
つ

と
し
て
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
創
業
特
区
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
行
政
の
事
業
を
活
用
し
、
効
果
的
な
運
用
を
求

め
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
福
岡
市
と
協
議
し
て
き
ち
ん
と
整
理
し
な
が
ら
、
ど
う
い
う
効
果
を
目
指
し
て
い
く

か
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す
効
果
を
互
い
に
確
認
し
て
い
ま
す
。 

効
果
の
ひ
と
つ
は
、
地
域
・
地
権
者
間
の
連
携
意
識
が
高
ま
る
こ
と
に
よ
る
災
害
時
の
自
治
機
能
強
化
。
コ
ン
テ

ナ
を
置
い
て
商
業
的
に
や
る
と
い
う
こ
と
と
は
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

効
果
２
と
し
て
、
通
り
の
魅
力
向
上
に
よ
る
周
辺
エ
リ
ア
、
未
利
用
地
が
多
い
駅
前
通
り
へ
の
企
業
出
店
と
か
、

誘
致
促
進
。
地
域
エ
リ
ア
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
挙
げ
て
い
ま
す
。 

効
果
３
と
し
て
、
博
多
駅
か
ら
天
神
地
区
を
結
ぶ
博
多
駅
前
通
り
の
回
遊
性
の
向
上
と
そ
れ
に
よ
る
福
岡
市
の
魅

力
向
上
、
都
心
回
遊
空
間
の
創
出
と
い
う
よ
う
な
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
身
で
す
が
、「
ハ
カ
タ
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
一
か
月
間
、
昨
年
の
十
一
月
六
日
か
ら

十
二
月
四
日
ま
で
開
き
ま
し
た
。
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
主
催
で
行
い
ま
し
て
、
私
ど
も
の
会
社
の
ダ

イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
運
営
と
事
務
局
を
担
当
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
形
で
行
い
ま
し
た
。「
ハ
カ
タ
ス

ト
リ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
の
は
、
約1

か
月
間
道
路
占
用
し
た
「
ハ
カ
タ
ス
ト
リ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
」（
図
・

４
５
）
と
、
そ
の
期
間
の
週
末
二
回
、
歩
道
部
分
を
占
用
使
用
し
て
仮
設
店
舗
と
し
て
使
う
と
い
う
「
は
か
た
駅
前

マ
ル
シ
ェ
」（
図
・
４
６
）
、
こ
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
昨
年
十
一
月
に
動
い
た
も
の
で
す
。 

場
所
は
、
は
か
た
駅
前
通
り
の
歩
道
で
す
。
博
多
駅
か
ら
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
博
多
、
川
端
商
店
街
の
入
り
口
ま
で

を
結
ぶ
の
が
は
か
た
駅
前
通
り
で
す
。
そ
の
中
間
地
点
に
コ
ン
テ
ナ
カ
フ
ェ
を
設
置
し
ま
し
た
。
マ
ル
シ
ェ
は
ブ

ー
ス
を
点
在
さ
せ
て
市
場
的
な
店
舗
を
開
い
た
と
い
う
の
が
実
施
し
た
内
容
で
す
。
歩
道
の
幅
員
は
４
ｍ
足
ら
ず
、

コ
ン
テ
ナ
が
一
か
所
で
、
マ
ル
シ
ェ
が
九
か
所
で
す
。 

 

■
実
験
と
は
言
い
つ
つ
、
事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
を
外
さ
な
い
。 

〈
橋
爪
〉
ハ
カ
タ
ス
ト
リ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
を
も
う
少
し
説
明
し
ま
す
が
、
十
一
月
六
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で
、

営
業
時
間
九
時
か
ら
十
九
時
ま
で
開
店
し
ま
し
た
。
出
店
は
地
元
の
三
店
舗
に
声
掛
け
ま
し
て
、
そ
こ
が
共
同
で

                                        

          

 

１ 

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
マ
イ
ス
）：
企
業
等
の
会
議
（M

e
et
in
g

）、
企
業
等
が
行
う
報
奨
・
研
修
旅
行 

（I
nc
en
t
iv
e 
Tr
av
el

）、
国
際
機

関
・
団
体
、
学
会
等
が
行
う
国
際
会
議
（C

o
nv
en
ti
on

），
展
示
会
・ 

見
本
市
、
イ
ベ
ン
ト
（E

xh
ib
it
io
n
/E
ve
nt

）
の
頭
文
字
を

合
わ
せ
た
造
語
で
、
多
く
の
集
客
交
流
が
見
込
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
総
称
。
福
岡
市
は
二
〇
一
六
年
度
に
「
Ｍ
Ａ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
関
連
施
設
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
事
業
化
に
向
け
て
動
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。
主
要
国
で
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
市
場
の
規
模
は
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
約
一
～
二
％
を
占
め
る
な
ど
、
重
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
。
（
参
考
・
福
岡
市
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
関
連
施
設
整
備
方
針
（
案
）） 



運
営
し
て
い
く
と
い
う
形
を
取
り
ま
し
た
。
我
々
実
験
と
言
い
つ
つ
、
事
業
的
に
今
後
継
続
出
来
る
こ
と
を
ベ
ー

ス
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
単
に
試
し
て
み
る
と
い
う
よ
り
も
ど
う
や
っ
て
事
業
ス
キ
ー
ム
と
し
て
成
立
す
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
出
店
条
件
も
売
上
歩
合
一
〇
％
を
取
っ
て
最
初
か
ら
事
業
と
し
て
回

る
形
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
任
意
団
体
で
す
の
で
、
会
計
的
に
そ 

こ
に
入
れ
る
こ
と
が
難
し
く
、
ダ
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
事
務
局
と
し
て
入
っ
て
店
舗
か
ら
の
売
上
歩
合
を
も
ら

う
。
そ
の
後
協
議
会
が
予
算
を
持
っ
て
い
る
部
分
と
相
殺
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
形
で
今
回
の
仕
組
み
は
作
っ

て
お
り
ま
す
。 

コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
た
場
所
は
決
し
て
広
い
歩
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
黒
川
記
章
設
計
の
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興

亜
福
岡
ビ
ル
の
前
の
歩
道
部
分
で
す
。
敷
地
境
界
か
ら
車
道
の
縁
石
ま
で
三
・
五
ｍ
か
ら
四
ｍ
で
す
。
そ
こ
の
花

壇
と
花
壇
の
間
に
コ
ン
テ
ナ
を
は
み
出
な
い
よ
う
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
サ
イ
ズ
の
コ
ン
テ
ナ
を
探
し

て
き
て
、
建
築
基
準
法
は
ど
う
ク
リ
ア
す
る
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
も
含
め
て
設
置
場
所
と
コ
ン
テ
ナ
を

選
び
ま
し
た
。 

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
テ
ー
ブ
ル
は
長
さ
が
三
・
五
ｍ
～
三
・
七
ｍ
。
車
道
側
に
人
が
立
っ
て
、
歩
道
に
向
か
っ
て
販
売

し
ま
す
。
歩
道
に
人
が
立
ち
止
ま
っ
て
買
っ
て
い
く
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。
民
地
の
駐
車
場
の
入
口
が
在
る
と

こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
避
け
て
設
置
し
ま
す
（
図
・
４
７
）
。 

三
年
後
に
道
路
整
備
さ
れ
る
予
定
と
福
岡
市
に
は
聞
い
て
い
る
の
で
す
が
、
現
時
点
で
は
コ
ン
テ
ナ
を
置
け
る
場

所
は
こ
の
場
所
か
も
う
一
か
所
し
か
在
り
ま
せ
ん
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
出
店
で
き
る
場
所
が
全
体
で
十
か
所
程
度
在

り
ま
す
。
現
在
協
議
会
で
は
こ
の
な
か
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
運
営
資
金
を
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
主
題
に

議
論
し
て
い
ま
す
。 

                 

■
コ
ン
テ
ナ
事
業
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
理
念
に
ピ
ッ
タ
リ
合
致
し
た
。 

〈
橋
爪
〉
コ
ン
テ
ナ
は
サ
イ
ズ
が
二
ｍ×

五
ｍ
弱
。
規
格
化
さ
れ
た
も
の
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
の
で

置
く
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
と
い
う
こ
と
で
、
基
礎
も
作
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
仮
設
建
築
と
し
て
設
置
し
ま
し
て
、
建
築
的

 

 

(図・45) 2015年「ハカタストリートコンテナ」 

(図・46) 2015年「はかた駅前マルシェ」 



な
許
認
可
も
か
な
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
い
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
も
の
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
い
ち
い
ち
作
れ
る
か
と

い
う
と
作
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
認
可
を
受
け
た
も
の
を
Ｊ
Ｒ
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
Ｊ
Ｒ
九
州
住
宅
（
株
）

が
た
ま
た
ま
持
っ
て
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
無
償
で
提
供
し
て
も
ら
っ
て
設
置
費
だ
け
の
負
担
で
い
け
ま
し
た
。

予
算
的
な
こ
と
も
か
な
り
最
初
に
議
論
し
ま
し
た
の
で
実
現
出
来
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

道
路
側
か
ら
見
る
ロ
ゴ
も
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。「
ハ
カ
タ
ス
ト
リ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
」
っ
て
横
文
字
で
書
い
て
作

っ
て
お
り
ま
す
。
す
ぐ
前
が
路
上
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
は
潰
す
こ
と
な
く
実
施
出
来
ま

し
た
（
図
・
４
８
）
。 

ど
う
い
う
人
が
利
用
し
た
の
か
と
い
う
と
、
地
元
以
外
の
来
訪
者
、
外
か
ら
来
ら
れ
た
方
の
利
用
が
全
体
の
六
割

を
越
え
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
海
外
か
ら
の
、
外
国
人
の
利
用
者
が
四
〇
％
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。
博
多
駅
前
か
ら
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
を
つ
な
ぐ
部
分
で
す
の
で
、
海
外
の
人
が
駅
か
ら
街
に
出
た

時
に
最
初
に
ふ
れ
る
場
所
と
し
て
非
常
に
う
ま
く
機
能
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

地
元
の
利
用
者
は
周
辺
で
働
く
人
た
ち
。
オ
フ
ィ
ス
街
で
も
あ
り
ま
す
の
で
リ
ピ
ー
ト
の
方
が
後
半
に
行
く
に
従

っ
て
増
え
て
い
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
全
体
的
に
は
四
割
く
ら
い
が
地
元
の
利
用
者
で
し
た
。
一
か
月
で
約
三

〇
〇
〇
人
が
コ
ン
テ
ナ
で
何
か
を
購
入
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
見
に
来
た
り
、
写
真
を
撮
り
に
来
た
人
は
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
購
入
し
た
お
客
さ
ん
が
三
〇
〇
〇
人
で
す
。 

都
市
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
と
し
て
す
ご
く
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
福
岡
を
訪
れ
た
方
が
来
て
、
よ

く
道
を
聞
か
れ
る
と
営
業
さ
れ
て
た
店
舗
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
。
休
憩
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
、
道

を
聞
い
て
、
街
に
出
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
利
用
の
さ
れ
方
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
方
が
多
い
の
で
、
一
・

二
週
間
経
っ
て
福
岡
市
と
話
し
て
街
の
ガ
イ
ド
や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
揃
え
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
べ
て
お
く

と
い
う
よ
う
な
対
応
も
し
ま
し
た
。
こ
れ
す
ご
く
い
い
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

道
路
上
で
す
け
ど
、
試
し
に
テ
ー
ブ
ル
を
ひ
と
つ
置
い
て
、
店
の
人
が
テ
ー
ブ
ル
を
置
い
て
今
時
の(

イ
ケ
メ
ン
の)

若
者
が
コ
ー
ヒ
ー
を
そ
こ
で
ド
リ
ッ
プ
し
て
い
れ
る
。
そ
れ
を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
や
っ
て
み
た
ら
人
が
ど
っ
と
集

ま
る
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
コ
ン
テ
ナ
に
は
水
回
り
は
な
に
も
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
飲
食

店
だ
と
給
排
水
の
設
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
三
年
後
に
向
か
っ
て
協
議
会
と
し
て
福
岡
市
と
話
し
て
い
る
ん
で
す

が
、
排
水
機
能
を
設
け
る
の
は
か
な
り
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
は
丁
寧
に
今
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

回
は
排
水
機
能
が
な
い
中
で
イ
ベ
ン
ト
営
業
と
い
う
形
で
保
健
所
も
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
売
っ
て
い
る

も
の
は
ド
ー
ナ
ツ
と
か
ブ
リ
ト
ー
と
か
い
う
食
べ
物
な
ん
で
す
け
ど
、
飲
食
店
で
は
な
く
て
食
物
販
の
店
と
し
て

売
っ
て
い
く
と
い
う
、
運
営
上
の
仕
組
み
で
う
ま
く
賑
わ
い
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
博
多
駅
前
マ
ル
シ
ェ
は
、
お
洒
落
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

〈
橋
爪
〉
駅
前
マ
ル
シ
ェ
で
す
が
、
福
岡
県
内
の
い
ろ
ん
な
生
産
者
や
加
工
会
社
さ
ん
な
ど
地
元
で
我
々
と
つ
な

が
り
の
あ
る
面
白
い
と
こ
ろ
に
声
を
か
け
て
九
か
所
、
路
上
の
市
を
営
業
し
ま
し
た
。
実
施
し
た
の
が
十
一
月
の

十
四
・
十
五
日
と
二
一
・
二
二
日
、
何
れ
も
土
、
日
で
す
。
営
業
時
間
が
十
時
か
ら
十
七
時
。
こ
こ
も
売
上
歩
合

五
％
を
も
ら
っ
て
効
果
を
計
測
し
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
や
り
ま
し
た
。
す
ご
く
簡
易
な
作
り
で
や
っ
て
ま
し
て
、

簡
易
な
テ
ー
ブ
ル
に
商
品
を
並
べ
て
そ
の
後
ろ
側
に
人
が
立
っ
て
営
業
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
や
り
ま
し
た
。 

基
本
は
歩
道
の
植
え
込
み
の
花
壇
の
線
か
ら
出
な
い
、
通
行
の
障
害
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
す
。

我
々
こ
う
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
場
合
は
都
市
実
験
と
し
て
の
機
能
テ
ス
ト
で
は
な
く
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の(

事
業

化
の)

テ
ス
ト
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
雰
囲
気
と
か
で
今
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
合
っ
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ

す
よ
う
な
ベ
ー
ス
を
作
れ
る
か
ど
う
か
、
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
結
構
お
し
ゃ
れ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
や
る
時
に 



                

そ
う
い
っ
た
も
の
を
我
々
は
非
常
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
で
ど
う
い
う
効
果
が
出
た
か
っ
て
い
う
と
、
先
ほ
ど
の
コ
ン
テ
ナ
の
購
買
者
三
〇
〇
〇
人
、
マ
ル
シ
ェ
は
か

な
り
の
方
が
立
ち
寄
っ
て
一
店
舗
当
た
り
平
均
三
万
円
を
売
り
上
げ
た
ら
し
い
ん
で
す
け
ど
、
ま
ぁ
ま
ぁ
い
い
効

果
を
出
せ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
出
し
た
い
と
、
皆
さ
ん
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
事
業
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
方
々
が
ど
れ
だ
け
そ
の
町
を
面
白
く
思
っ
て
く
れ
る
か
っ
て
い
う
の
が
、
今
後
事
業
と
し

て
魅
力
的
に
回
っ
て
い
く
か
ど
う
か
の
カ
ギ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
も
都
市
実
験
の
段
階
か
ら
我
々

意
識
し
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
リ
ス
ク
を
負
っ
て
動
か
そ
う
と
す
る
本
気
の
覚
悟
が
あ
る
か
、
そ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
。 

〈
橋
爪
〉
井
口
さ
ん
の
方
か
ら
、
道
路
上
の
販
売
行
為
が
道
路
使
用
許
可
な
ど
警
察
と
の
協
議
で
ど
う
で
し
た
か
？

と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
そ
の
話
を
し
ま
す
。 

協
議
会
で
部
会
を
月1

回
行
う
中
で
か
ね
て
よ
り
福
岡
市
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
定
期
的
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
協
議

し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
も
ひ
と
つ
大
き
い
か
な
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
四
月
初
め
か
ら
ハ
カ
タ
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
話
を
し
て
、
福
岡
県
警
察
本
部
に
福
岡
市
役
所
、
博
多

区
役
所
の
方
が
調
整
に
伺
う
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。
実
施
に
つ
い
て
は
博
多
警
察
署
と
当
然
協
議
し
て

い
る
ん
で
す
が
、
こ
う
い
う
行
政
協
議
の
中
に
協
議
会
の
原
槇
事
務
局
長(

Ｊ
Ｒ
九
州 

博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

長)

、
福
岡
地
所
の
重
渕
部
長
と
か
、
ま
ち
の
事
業
的
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
す
ご
く
大
き
な
こ

と
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
事
務
手
続
き
の
問
題
で
は
な
く
、
ま
ち
と
し
て
本
当
に
リ
ス
ク
を
負
っ
て
動
か
そ
う
と

す
る
覚
悟
が
あ
る
か
っ
て
い
う
の
が
実
は
こ
う
い
う
実
験
に
お
い
て
も
大
き
い
な
っ
て
い
う
の
は
私
は
技
術
者
と

し
て
今
回
感
じ
た
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 

■
経
験
を
次
に
繋
ぐ
。
そ
の
用
意
は
出
来
て
い
る
。 

〈
橋
爪
〉
事
務
的
な
手
続
き
で
は
、
道
路
整
備
と
か
道
路
使
用
許
可
と
か
言
う
と
こ
ろ
は
担
当
窓
口
で
ど
の
く
ら

 

 

(図・47) 2015年「ハカタストリートコンテナ」と「はかた駅前

マルシェ」の配置。 

(図・48) 「ハカタストリートコンテナ」 車道側のロゴもデザイ

ンしている。 



い
の
時
間
を
か
け
て
ど
う
い
う
ス
テ
ッ
プ
で
進
め
る
か
、
細
か
く
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
い
ま
す
の
で
こ
れ
は
い
つ
で

も
共
有
出
来
ま
す(

図
４
９)

。
ぜ
ひWe Love

天
神
と
も
共
有
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
テ
ク
ニ
カ
ル
な
こ
と

は
大
事
で
す
が
、
そ
の
他
に
、
原
槇
さ
ん
み
た
い
な
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
積
極
的
に
行

っ
て
議
論
す
る
の
は
す
ご
く
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

社
会
実
験
事
業
の
意
味
と
か
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
質
問
も
前
も
っ
て
あ
り
ま
し
た
の
で
お
話
し
し
ま
す
。 

今
後
に
福
岡
市
は
、
は
か
た
駅
前
通
り
の
再
整
備
を
す
る
予
定
で
す
が
、
博
多
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
て
は
そ

の
時
に
道
路
空
間
を
自
主
的
に
、
自
律
的
に
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
か
な
り
議
論
し
て
い
ま
す
。

さ
っ
き
の
コ
ン
テ
ナ
を
置
け
る
よ
う
な
場
所
を
作
っ
て
欲
し
く
て
、
五
か
所
仮
に
置
い
た
と
し
た
ら
ど
う
い
う
ふ

う
に
運
営
し
て
い
く
か
、
事
業
ス
キ
ー
ム
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
内
部
で
も
議
論
し
て
い
ま
し
て
、
福
岡

市
と
も
議
論
し
て
い
ま
す
。
福
岡
市
は
誰
が
責
任
を
負
う
か
と
い
う
の
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
、
そ
こ
も
含

め
て
協
議
会
で
は
喧
々
諤
々
や
っ
て
い
ま
す
。
一
社
じ
ゃ
当
然
ダ
メ
な
の
で
、
ま
ち
全
体
で
ど
う
や
っ
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
回
や
っ
て
み
て
非
常
に
良
か
っ
た
の
は
課
題
の
整
理
が
出
来
た
こ
と
で
す
。
実
現
・
実
施
し
て
い
く
と
き
の
警

察
を
含
め
た
運
営
上
の
課
題
で
す
ね
。
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
体
制
が
ど
う
な
っ
て
な
い
と
い
け
な
い
の
か
、

検
討
す
る
項
目
が
見
え
て
き
た
の
が
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
国
内
外
の
来
訪
者
へ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
と
か
交
流
機
能
が
果
た
せ
て
、
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
戦
略
の
「
歩
い
て
楽
し
い
街
づ
く
り
」
に
す
ご
く
大
き
な
意
味
が
あ
る
な
と
い
う
の
が
、
予
測
以
上
の
大
き

な
反
応
だ
っ
た
の
で
こ
れ
は
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と
皆
さ
ん
協
議
会
の
中
で
も
、
や
っ
て
る
最
中
か
ら
ち
ょ
っ
と
熱

く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
。 

空
間
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
は
こ
れ
か
ら
福
岡
市
が
発
注
す
る
専
門
家
が
や
っ
て
い
く
ん
で
す
が
、
今
回
実
施
し
た
中

で
は
、
既
存
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
と
れ
た
コ
ン
テ
ナ
を
真
っ
白
に
塗
っ
た
り
、
前
に
イ
ベ
ン
ト
で
使
っ
た
木
製
の
輸

送
用
パ
レ
ッ
ト
を
使
う
と
か
、
コ
ス
ト
を
掛
け
ず
に
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
抑
え
る
よ
う
な
形
で
実
現
し
た
と
い
う
次

第
で
す(

図
・
５
０
，
５
１)

。 

 

■
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
、
リ
ー
シ
ン
グ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
、
恒
常
化
に
は
欠
か
せ
な
い
。 

〈
橋
爪
〉
ス
ト
リ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
の
今
後
の
展
開
で
す
が
、
こ
う
い
う
議
論
の
中
で
Ｍ
Ｄ
と
か
リ
ー
シ
ン
グ
っ
て

い
う
の
は
箱
が
出
来
た
り
、
場
が
出
来
た
り
、
仕
組
み
が
で
き
た
後
で
、
一
番
最
後
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
我
々
は
そ
れ
は
問
題
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
ま
だ
ど
う
い
う
ス
キ
ー
ム
で
出
来
る
か

分
ら
な
い
ん
で
す
が
、
ど
う
い
う
機
能
、
用
途
そ
し
て
お
店
が
入
っ
た
ら
良
い
の
か
、
ど
ん
な
お
店
で
も
良
い
わ

け
で
は
な
く
て
、
こ
こ
に
ピ
ッ
タ
リ
合
う
店
は
ど
ん
な
店
か
、
そ
ん
な
こ
と
も
議
論
し
な
が
ら
じ
ゃ
あ
本
当
に
リ

ー
シ
ン
グ
で
き
る
の
か
っ
て
い
う
の
も
、
実
際
に
目
途
を
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
き
な
商
業
施
設
を
作
る
場
合

は
当
然
、
ど
ん
な
店
を
入
れ
る
か
、
そ
こ
は
最
初
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
組
む
ん
だ
け
ど
公
共
空
間
の
活
用
の
時
に
は

ス
キ
ー
ム
の
み
が
優
先
的
に
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
道
路
上
の
店
で
も

そ
こ
に
ど
ん
な
店
が
入
る
の
か
、
ど
う
い
う
運
営
を
し
て
い
っ
た
ら
色
気
が
で
る
の
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
も
並
行

し
て
詰
め
て
い
け
た
ら
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
の
は
協
議
会
の
中
で
議
論
し
て
い
ま
す(

図
・
５
０)

。 

改
善
点
と
し
て
は
、
コ
ン
テ
ナ
の
利
用
者
が
す
ご
く
多
か
っ
た
の
で
、
ま
わ
り
に
ベ
ン
チ
が
あ
っ
た
ら
す
ご
く
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
の
整
備
に
向
け
て
今
後
福
岡
市
さ
ん
と
協
議
し
た
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
ス
ペ
ー
ス

を
空
け
て
も
ら
え
ば
ベ
ン
チ
と
か
置
け
る
し
、
積
極
的
に
皆
さ
ん
利
用
す
る
な
と
い
う
の
が
今
回
は
見
え
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ナ
の
設
置
数
も
ぜ
ひ
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 



ス
ト
リ
ー
ト
マ
ル
シ
ェ
の
数
も
増
や
し
て
、
通
り
全
体
の
イ
ベ
ン
ト
感
を
出
せ
る
よ
う
に
出
来
れ
ば
い
い
な
と
思

い
ま
す
。 

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ギ
リ
ギ
リ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
動
き
ま
し
た
の
で
告
知
期
間
が
取
れ
な
く
て
、
実
施

す
る
の
み
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
度
実
施
す
る
ん
で
あ
れ
ば
、
も
う
ち
ょ
っ
と
改
善
し
て
う
ま
く
広
報

の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
け
た
ら
も
っ
と
意
義
が
高
ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

                                

(図・49) 事務的な手続きでは、道路整備とか道路使用許可とか言うところは担当窓口でどのくらいの

時間をかけてどういうステップで進めるか、細かくアーカイブしている。これはぜひ We Love 天神とも

共有したいなと思っている。 

 



                 

■
協
議
会
の
活
動
は
、
道
路
だ
け
に
納
ま
ら
な
い
。 

〈
橋
爪
〉
本
当
は
並
行
し
て
同
時
期
に
や
ろ
う
と
し
て
い
た
企
画
・
事
業
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に
は
ひ
と
月
早

く
、「
ハ
カ
タ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
カ
フ
ェ
」
を
十
月
一
日
か
ら
三
一
日
ま
で
開
催
し
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
も
博
多
ま

ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
活
動
で
す
。
博
多
の
ま
ち
を
考
え
る
１
か
月
と
い
う
の
で
後
背
地
の
古
い
空
き
ビ
ル
の

一
階
を
所
有
者
と
交
渉
し
て
協
議
会
が
借
り
て
、
カ
フ
ェ
、
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
物
販
店
舗
と
し
、
ま
ち
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
展
示
会
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
き
ま
し
た
。
都
市
の
な
か
で
団
ら
ん
や
議
論
が
で
き
る
よ
う

な
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
な
っ
て
い
う
の
を
協
議
会
で
思
っ
て
ま
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
も
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

今
年
度
も
二
回
目
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
も
出
店
す
る
と
き
に
は
単
に
「
街
づ
く
り
だ
か
ら
み
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
で
は
な
く
、
出
店
者
か
ら
は
売
り
上
げ
歩
合
一
〇
％
と
か
場
合
に
よ
っ
て
は
い
ろ
ん
な
事
業
と
し
て
回
っ
て

い
く
よ
う
な
形
に
し
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

内
部
空
間
の
設
え
で
す
が
、
荷
積
み
に
使
う
パ
レ
ッ
ト
だ
け
を
三
〇
〇
枚
買
っ
て
、
三
〇
〇
枚
で
三
〇
万
円
程
度

な
ん
で
す
け
ど
、
町
の
人
た
ち
と
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
一
緒
に
な
っ
て
組
み
立
て
て
、
お
金
を
掛
け
ず
に
や
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
店
舗
が
入
っ
て
、
売
上
歩
合
を
も
ら
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
継
続
的
に
で
き
る
か
っ
て
い
う
の

を
協
議
会
と
し
て
は
ま
さ
に
実
験
し
て
る
最
中
だ
と
い
う
感
じ
で
す
。
こ
こ
は
た
ま
た
ま
、
中
庭
が
あ
っ
た
の
で
、

そ
こ
も
う
ま
く
利
用
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
夜
は
カ
フ
ェ
と
し
て
良
い
感
じ
で
皆
さ
ん
に
使
っ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
販
売
と
か
を
週
末
や
っ
て
頂
く
し
、
展
示
会
は
都
市
の
駅
前
を
考
え
る
と
か
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
活
性
化
と
か
、
い
ろ
ん
な
展
示
を
し
な
が
ら
そ
う
い
う
の
を
町
の
人
に
見
て
頂
く
よ
う
な
こ
と
を

１
か
月
間
、
ト
ー
ク
も
交
え
て
開
き
ま
し
た
。「
福
岡
市
の
整
備
の
方
針
」
と
か
も
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

三
〇
日
間
毎
日
イ
ベ
ン
ト
や
っ
て
ま
し
て
合
わ
せ
て
四
〇
本
ぐ
ら
い
や
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
ほ
ぼ
、
協
議
会
に
関

わ
っ
て
い
る
、
例
え
ば
ゼ
ネ
コ
ン
さ
ん
、
企
業
さ
ん
、
ウ
チ
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
し
、
福
岡
市
が

持
っ
て
る
開
発
計
画
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
や
る
と
い
う
場
面
を
作
り
、
町
で
活
動
す
る
人
が
博
多
の
ま
ち

を
考
え
る
機
会
と
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
な
が
ら
並
行
し
て
コ
ン
テ
ナ
も
や
っ
て
い
く
と
い
う
、
一
過

 

(図・50) 2015年「ハカタストリートコンテナ」 

 

(図・51) 2015年「はかた駅前マルシェ」 



性
の
な
に
か
で
は
な
く
一
連
の
流
れ
と
し
て
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
し
て
は
実
践
し
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
ど
う
い
う
ま
ち
と
か
、
ま
ち
の
行
動
空
間
を
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
た

い
か
と
い
う
の
は
、
協
議
会
で
考
え
て
資
料
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
、
そ
れ
を
持
っ
て
福
岡
市
と
協
議
を
し

て
今
後
の
整
備
に
あ
た
っ
て
具
体
化
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

【
質
疑
応
答
２
】 

 

〈
尾
辻
〉
最
初
の
梅
本
さ
ん
の
構
想
か
ら
実
現
に
至
る
街
づ
く
り
の
話
と
、
そ
れ
を
受
け
てWe L

ov
e

天
神
、
博

多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
ト
ラ
イ
し
て
る
現
状
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
今
ち
ょ
っ
と
悩
ま
し
い
ト
ラ
イ
を

し
て
る
部
分
と
い
う
か
、
実
践
の
っ
て
い
う
か
、
ほ
と
ん
ど
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
含
め
た
と
こ
ろ
で
の
実
践
と
い

う
こ
と
で
、
三
者
三
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
後
全
体
を
含
め
た
意
見
交
換
に
移
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
司
会
を
九
州
大
学
の
坂
井
猛
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■
街
な
か
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
、
日
本
人
も
慣
れ
て
く
る
。 

〈
坂
井
〉
最
初
に
都
市
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
屋
外
空
間
と
日
本
人
の
生
活
習
慣
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
い
か

け
で
す
。
外
を
楽
し
む
習
慣
が
ど
う
も
日
本
人
に
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
屋
内
だ
っ
た
ら
結
構
賑
や
か
な
場
所

が
出
来
て
て
、
イ
オ
ン
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
出
来
た
り
し
て
そ
っ
ち
の
方
で
み
ん
な

楽
し
ん
で
る
。
天
神
・
博
多
も
そ
う
い
う
傾
向
が
少
し
ず
つ
出
て
き
て
い
な
い
か
。
こ
れ
は
日
本
の
特
性
な
の
か

そ
れ
と
も
何
か
他
の
要
因
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
作
り
方
が
違
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
あ
た
り

福
岡
で
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、
と
い
う
井
口
さ
ん
の
問
い
か
け
が
在
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
話
し
は
博
多
、

天
神
、
い
ず
れ
も
お
話
し
が
あ
ま
り
出
て
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

〈
榎
本
〉
日
本
人
は
恥
の
文
化
と
言
わ
れ
て
て
、
家
族
以
外
の
と
こ
ろ
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
は

苦
手
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
は
違
う
と
最
近
思
い
始
め
て
い
ま
す
。 

ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
は
富
山
の
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
で
す
。
駐
車
場
と
デ
パ
ー
ト
の
間
を
結
ん
だ
大
き
な
広
場
の
と

こ
ろ
で
、
彼
ら
は
そ
れ
を
す
ご
く
使
い
倒
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
富
山
県
民
は
、
僕
も
新
潟
の
出
身
な
の
で
よ
く

分
る
ん
で
す
け
ど
、
雪
国
の
人
っ
て
す
ご
く
内
向
的
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
ど
ん
ど
ん
外
で
楽
し
ん
で
い
る
。 

そ
の
理
由
を
担
当
の
方
に
聞
い
た
ら
、
最
初
は
誰
も
使
わ
な
か
っ
た
で
す
と
。
で
も
使
い
方
が
分
ら
な
か
っ
た
だ

け
で
、
最
初
に
ま
ち
づ
く
り
と
や
ま
の
方
々
が
積
極
的
に
使
い
始
め
た
と
。
ス
タ
バ
の
コ
ー
ヒ
ー
飲
ん
だ
り
だ
と

か
、
ア
ッ
プ
ル
の
ア
イ
パ
ッ
ド
や
っ
た
り
と
か
し
て
る
と
、「
あ
れ
カ
ッ
コ
い
い
ね
」
と
み
ん
な
が
や
り
始
め
る
よ

う
に
な
る
。
誰
か
が
や
っ
て
い
る
と
み
ん
な
付
随
し
て
い
く
の
で
あ
ん
な
感
じ
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
と
仰
っ
て

い
ま
し
た
。
福
岡
の
人
だ
っ
た
ら
も
っ
と
や
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
い
う
話
を
頂
い
て
、
最
初
の
一
歩
目
が

み
ん
な
堅
い
だ
け
で
、
き
っ
か
け
さ
え
あ
れ
ば
や
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

最
近
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
か
、
ス
ト
リ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
と
か
、
去
年
の
秋
に
は
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と

一
緒
に
「
モ
ビ
天×

モ
ビ
博
」
と
い
う
公
共
交
通
の
利
用
促
進
の
催
し
を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

で
も
誰
か
が
や
り
始
め
る
と
み
ん
な
や
り
始
め
た
り
す
る
ん
で
す
。
み
ん
な
や
り
た
い
け
ど
や
れ
て
な
い
の
が
現

実
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
い
う
の
が
個
人
的
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

〈
福
田
〉
福
岡
は
屋
台
文
化
で
す
よ
ね
。
道
路
占
用
の
中
で
屋
台
っ
て
い
う
の
は
特
殊
中
の
特
殊
で
す
。
条
例
で
、

屋
台
営
業
者
が
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
方
が
許
可
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
設
置
後
の

有
効
幅
員
な
ど
の
ハ
ー
ド
の
ル
ー
ル
も
厳
し
い
で
す
。
要
は
道
路
を
ど
う
使
う
か
の
使
い
方
の
問
題
で
す
よ
ね
。



屋
台
は
夜
だ
け
で
す
け
ど
、
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
屋
台
が
出
る
ス
ペ
ー
ス
っ
て
昼
間
は
空
い
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、
だ
か
ら
そ
こ
を
使
え
な
い
か
。
出
口
１

先
生
は
台
湾
な
ん
か
は
朝
か
ら
昼
か
ら
全
部
屋
台
の
お
店
は
開
店
し
て

ま
す
よ
ね
と
、
そ
う
い
う
話
を
よ
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
可
能
性
が
他
の
都
市
に
は
な
い
こ
と
だ
け
ど

福
岡
に
は
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
で
す
よ
ね
。
博
多
の
方
は
ど
う
で
し
ょ
う
か 

〈
橋
爪
〉
体
験
出
来
る
環
境
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
ん
だ
と
我
々
思
う
ん
で
す
ね
。
は
か
た
駅
前
通
り
西
手
も
現
状
、

ビ
ル
の
一
階
が
外
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
な
い
、
今
の
よ
う
な
内
に
こ
も
る
状
況
は
た
ぶ
ん
提
供
す
る
側
の
課

題
だ
っ
た
り
し
て
、
外
に
開
い
て
い
て
楽
し
め
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
機
能
も
含
め
丁
寧
に
作
れ
ば
、
こ
れ
も

良
い
な
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
今
の
感
性
と
か
価
値
観
に
あ
っ
た
形
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が

出
来
た
ら
多
分
利
用
す
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

〈
原
槇
〉
慣
れ
て
い
く
と
人
が
入
っ
て
く
る
し
、
買
う
よ
う
に
な
る
し
、
座
る
よ
う
に
な
る
。
博
多
の
駅
前
広
場

も
今
年
の
天
神
も
そ
う
で
す
け
ど
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
れ
ば
あ
れ
だ
け
外
に
人
が
、
あ
の
寒
い
中
に
滞
留

し
て
集
ま
る
ん
で
す
ね
。
見
せ
て
あ
げ
て
、
本
当
に
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
け
ば
、
い
ろ
ん
な
人
が
経
験
も
積
ん
で

精
度
も
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
行
政
と
の
協
議
も
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
角
が
と
れ
て
く
る
と
い
う
か
、
こ
う
や
っ

と
け
ば
大
丈
夫
み
た
い
な
の
も
ど
ん
ど
ん
経
験
し
て
、
警
察
の
方
も
理
解
が
あ
が
っ
て
き
ま
す
し
我
々
も
上
が
っ

て
い
く
し
市
の
方
も
上
が
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す
ね
。 

 

■
イ
ベ
ン
ト
は
お
祭
り
。
そ
れ
と
日
常
と
を
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
考
え
て
良
い
の
か
？ 

〈
井
口
〉
も
う1

発
論
点
を
突
っ
込
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
社
会
実
験
っ
て
い
う
の
は
旭
川
買
物
公
園
以
来
も
う
五

〇
年
や
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
今
で
も
や
っ
て
て
、
社
会
実
験
は
だ
い
た
い
成
功
す
る
ん
で
す
。
う
ま
く
い

き
ま
し
た
と
い
う
話
ば
か
り
で
、
失
敗
し
て
こ
れ
は
ダ
メ
で
す
と
い
う
の
は
な
い
で
す
よ
。
そ
れ
は
何
故
か
っ
て

い
う
と
、
日
本
人
は
お
祭
り
大
好
き
だ
か
ら
。
イ
ベ
ン
ト
っ
て
い
う
の
は
お
祭
り
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
警
察

も
ま
ぁ
祭
り
な
ら
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
免
罪
符
に
な
っ
て
、
許
可
が
出
る
。
人
も
集
ま
っ
て
く
る
。
出
店
も
一
日
、

二
日
く
ら
い
は
損
得
抜
き
で
協
力
す
る
。
そ
れ
と
恒
常
化
っ
て
い
う
の
は
全
然
別
で
す
よ
ね
。
主
催
す
る
方
も
そ

う
だ
し
、
さ
せ
る
ほ
う
も
そ
う
だ
し
、
店
を
出
す
方
も
別
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
慣
れ
て

も
ら
う
、
そ
う
す
れ
は
普
通
に
や
る
こ
と
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
五
〇
年
各
地
で
社
会
実

験
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
普
通
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
出
来
な
い
で
す
よ
。
イ
ベ
ン
ト
と
実
際
と
は
全
く

条
件
が
違
う
の
だ
か
ら
。 

天
神
と
博
多
の
話
し
に
戻
り
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
で
や
っ
て
き
た
結
果
、
恒
常
化
、
普
通
に
毎
日
や
る
、
そ
う
い

う
こ
と
が
出
来
そ
う
な
何
か
が
見
え
て
来
て
る
で
し
ょ
う
か
？ 

僕
は
福
岡
で
出
来
な
い
な
ら
日
本
中
出
来
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
皆
さ
ん
の
お
話
し
を
聴
い
て
そ
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
福
岡
に
聞
き
た
い
ん
で
す
よ
。
福
岡
が
一
番
可
能
性
あ
る
。
屋
台
文
化
が
在
る
、

西
新
の
リ
ヤ
カ
ー
部
隊
が
在
る
、
中
央
公
園
や
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
な
ど
す
で
に
一
部
で
は
や
っ
て
い
る
。
今
日

話
聴
い
て
て
も
そ
う
で
す
。
そ
の
辺
も
う
一
回
振
り
返
っ
て
ど
う
で
す
か
。 

 

■
ご
く
当
た
り
前
に
、
路
上
の
カ
フ
ェ
、
路
上
の
市
場
が
、
福
岡
・
博
多
で
は
開
け
る
か
？ 

〈
坂
井
〉
そ
う
で
す
ね
。
コ
メ
ン
ト
ち
ょ
っ
と
頂
き
ま
し
ょ
う
か
、
恒
常
化
の
可
能
性
は
あ
る
や
な
し
や
。
普
通

                                        

          

 

１ 

出
口
敦
：
建
築
学
者
（
都
市
研
究
）、
都
市
計
画
家
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
・
教

授
。
元
九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
研
究
院
都
市
建
築
学
部
門
・
教
授
。 
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に
恒
常
化
。
要
す
る
に
普
通
に
や
る
と
し
て
、
お
祭
り
を
外
し
て
。 

〈
福
田
〉
パ
ル
コ
の
横
の
福
岡
駅
通
り
の
取
り
組
み
を
先
ほ
ど
紹
介
し
ま
し
た
。
僕
も
正
直
、
天
神
の
中
で
こ
こ

で
道
路
占
用
が
恒
常
化
で
き
な
か
っ
た
ら
、
も
う
た
ぶ
ん
ど
こ
で
も
無
理
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
幅
員
も
そ
ん
な

に
広
く
な
い
、
車
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
こ
な
い
。
業
務
用
の
荷
捌
き
車
は
お
昼
か
ら
夕
方
八
時
ま
で
は
通
行

止
め
に
な
っ
て
い
て
、
パ
ル
コ
と
か
ソ
ラ
リ
ア
の
施
設
の
方
な
ん
か
が
き
ち
ん
と
話
を
付
け
て
午
前
中
で
全
部
荷

捌
き
が
終
わ
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
本
気
で
道
路
空
間
を
楽
し
く
使
お
う
と
様
々
な

道
路
占
用
に
挑
ん
だ
ん
で
す
け
ど
、
な
か
な
か
警
察
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の
は
事
実
で
す
ね
。 

も
う
ひ
と
つ
は
梅
本
さ
ん
か
ら
お
話
の
合
っ
た
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
広
場
で
す
。
こ
れ
も
公
開
空
地
側
は
か
な
り
イ
ベ

ン
ト
と
か
で
使
わ
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
道
路
側
に
は
出
て
は
い
け
な
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。
道
路
占
用
し
て

る
の
は
お
祭
り
の
時
に
、
山
笠
が
は
み
だ
し
て
る
く
ら
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。 

メ
ル
ヘ
ン
広
場
も
そ
う
で
す
ね
。
道
路
占
用
出
来
て
る
の
は
、
ど
ん
た
く
と
山
笠
だ
け
で
す
ね
。
ス
テ
ー
ジ
を
置

く
の
も
ど
ん
だ
く
と
山
笠
だ
け
は
オ
ッ
ケ
ー
で
、
僕
ら
天
神
で
も
音
楽
イ
ベ
ン
ト
み
た
い
の
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

ス
テ
ー
ジ
は
置
け
な
い
。
だ
か
ら
そ
れ
く
ら
い
道
路
占
用
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
な
っ
て
い
う
の
が
僕
の
今
の
実
感

で
す
ね
。 

〈
榎
本
〉
恒
常
化
す
る
と
き
に
制
度
側
の
と
こ
ろ
で
ど
う
担
保
す
る
の
か
っ
て
い
う
の
が
す
ご
い
問
題
だ
と
思
う

ん
で
す
け
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
側
か
ら
い
く
と
僕
は
結
構
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
警
固

公
園
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
前
は
、
あ
そ
こ
は
浮
浪
者
が
た
ま
る
よ
う
な
危
険
な
場
所
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

今
は
若
者
た
ち
が
夜
九
時
十
時
ま
で
座
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
る
訳
で
す
よ
。
な
ん
か
良
く
分
ん
な
い

け
ど
賑
わ
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
ス
ペ
ー
ス
の
使
い
方
が
、
単
純
に
お
茶
を
飲
む
と
か
、
た
た
ず

む
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
い
ろ
ん
な
使
い
方
が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
た
ぶ
ん
空
間
の
設
え
を
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
ち

ょ
っ
と
ず
つ
僕
ら
も
変
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
し
、
求
め
ら
れ
て
る
も
の
を
提
供
し
て
い
か
な
き

ゃ
い
け
な
い
。
そ
れ
は
ソ
フ
ト
な
の
か
も
し
れ
な
い
し
ハ
ー
ド
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
す
ぐ
に
は
答
え
は
で
な

い
で
す
け
ど
、
路
上
で
何
か
す
る
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
す
ご
く
あ
る
ん
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

〈
橋
爪
〉
恒
常
化
の
定
義
で
す
が
、「
常
に
使
っ
て
い
け
る
場
所
が
在
る
」
と
い
う
状
態
が
恒
常
化
と
言
う
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
今
で
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
道
路
占
用
す
る
箱
モ
ノ
を
そ
こ
に
置
け

る
か
ど
う
か
と
い
う
と
、
い
ろ
ん
な
議
論
が
あ
り
ま
す
し
、
ク
リ
ア
し
な
い
と
い
け
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
公
園
の
中
に
置
く
の
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
箱
が
な
く
て
で
す
ね
、
そ
こ
を
恒
常
的

に
運
営
し
て
な
に
か
を
続
け
て
や
っ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
多
分
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
博
多
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
で
は
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
本
店
の
裏
に
在
る
明
治
公
園
で
、
何
百
人
か
集
め
て
映
画
上
映
会
を
や

っ
た
ん
で
す
。
事
業
ス
キ
ー
ム
と
、
公
共
的
な
位
置
づ
け
で
何
を
担
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
行
政
と
の
間
で
き

ち
っ
と
担
保
出
来
て
い
れ
ば
、
恒
常
的
に
公
共
の
場
所
を
使
う
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
は
意
外
と
ク
リ
ア
で
き
る
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
そ
こ
に
ハ
ー
ド
の
箱
を
作
る
と
な
る
と
、
も
う1

個
別
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

〈
原
槇
〉
社
会
実
験
を
ど
う
や
っ
た
ら
警
察
も
納
得
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
実
施
で
き
る
の
か
、
運
営
も
最
近

は
す
ご
く
模
索
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

植
栽
花
壇
の
ラ
イ
ン
に
合
わ
せ
て
ス
ト
リ
ー
ト
マ
ル
シ
ェ
を
並
べ
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
け
ど
、
仮
に
ラ
イ
ン

か
ら
外
に
出
せ
て
も
出
さ
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
は
し
て
る
ん
で
す
ね
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
警
察

か
ら
い
つ
も
言
わ
れ
る
の
が
「
今
ま
で
在
っ
た
歩
行
者
動
線
を
消
し
た
ら
駄
目
よ
」
な
の
で
、
じ
ゃ
あ
「
今
ま
で

動
線
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
」
だ
っ
た
ら
文
句
言
わ
な
い
で
す
よ
ね
っ
て
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
逆
に
仕
掛
け
て
、
植



栽
帯
と
植
栽
帯
の
間
で
実
現
し
た
わ
け
で
す 

マ
ル
シ
ェ
の
話
も
例
え
ば
「
月
一
回
、
こ
の
日
」
と
か
に
し
て
い
け
ば
ど
ん
ど
ん
人
も
集
ま
っ
て
く
る
し
、
皆
さ

ん
そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
お
見
え
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
話
が
出
て
い
ま
す
し
、
先
ほ
ど
橋
爪
さ
ん
か
ら
話

が
あ
っ
た
通
り
次
や
る
た
め
の
っ
て
い
う
の
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
く
こ
と
が
、
結
果
的
に
恒
常
化
に
踏
み
込
め
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
思
い
は
常
に
持
っ
て
ま
す
。 

こ
の
ま
ま
社
会
実
験
で
終
わ
っ
て
い
い
か
、
一
年
に
一
回
の
社
会
実
験
で
す
っ
て
い
う
の
は
、
協
議
会
が
や
っ
て

い
て
も
い
ず
れ
僕
ら
は
疲
弊
し
て
い
く
の
で
、
多
分
ど
っ
か
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
先
ほ
ど
言
わ
れ
た

と
お
り
。
恒
常
化
で
き
る
ス
キ
ー
ム
は
そ
う
い
う
意
味
で
一
〇
％
取
る
と
か
、
年
間
あ
の
建
物
を
維
持
す
る
の
に

僕
ら
か
ら
す
る
と
一
〇
％
も
ら
え
ば
ど
れ
ぐ
ら
い
で
ペ
イ
す
る
の
か
と
か
真
剣
に
今
考
え
て
ま
す
。
自
分
た
ち
で

作
っ
て
、
常
設
じ
ゃ
な
く
て
も
年
間
何
回
ま
わ
れ
ば
ペ
イ
す
る
の
か
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
考
え
て
い
て
、
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
社
会
実
験
の
殻
を
破
り
た
い
と
い
う
思
い
は
持
っ
て
い

ま
す
。 

 

■
お
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
限
界
が
あ
る
。
公
共
空
間
を
、
稼
げ
る
場
所
に
変
え
て
い
く
。 

〈
井
口
〉
協
議
会
の
話
を
聞
い
て
僕
は
ひ
と
つ
可
能
性
を
見
た
思
い
で
す
。
要
は
道
路
占
用
に
し
て
も
歩
行
者
専

用
に
し
て
も
法
律
変
え
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
。
で
、
法
律
を
変
え
る
の
は
み
ん
な
が
変
え
た
い
と
思
う
か
ら
変
え

れ
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
法
律
邪
魔
だ
と
。
そ
れ
を
言
う
の
は
ユ
ー
ザ
ー
で
も
良
い
し
、
あ
る
い
は
事
業
主
か
も
知

れ
な
い
。
ど
っ
ち
か
が
言
え
ば
良
い
ん
で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
が
そ
う
い
う
動
き
を
自
分
で
作
る
っ
て
い
う
の
は
難
し

い
か
ら
や
っ
ぱ
り
事
業
主
で
す
ね
。
事
業
主
が
そ
う
言
え
る
の
は
、
ち
ゃ
ん
と
お
客
が
、
つ
ま
り
ユ
ー
ザ
ー
が
つ

く
か
ペ
イ
す
る
か
、
支
持
す
る
か
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
今
日
話
聞
い
て
る
と
、
協
議
会
が
こ
こ
で
や
り
た
い
、

事
業
と
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
役
所
も
そ
の
気
に
な
っ
て
動
い
て
、
警
察
も
ま
ぁ
い
い
で
し
ょ
う
、

し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。
要
す
る
に
ち
ゃ
ん
と
責
任
を
持
っ
て
事
業
を
や

る
主
体
が
「
私
が
や
り
た
い
」
と
言
う
こ
と
が
決
め
手
。
こ
れ
は
本
当
は
個
人
商
店
で
も
い
い
は
ず
で
す
け
ど
、

今
は
そ
こ
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
や
る
と
い
う
確
か
な
人
が
い
れ
ば
や
れ
る
と
い
う
の
を
今
日
感
じ
た

ん
で
す
。
そ
れ
が
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
と
言
う
立
派
な
組
織
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
で
も
協
議
会
の
年

一
回
の
催
し
だ
と
こ
れ
は
ま
だ
足
り
な
い
。
お
祭
り
で
は
な
く
て
、
毎
日
普
通
に
営
業
す
る
と
い
う
恒
常
化
に
は
、

ち
ゃ
ん
と
事
業
と
し
て
責
任
を
持
つ
、
わ
し
は
こ
れ
で
食
う
ん
よ
と
言
う
人
が
い
な
い
と
出
来
な
い
と
僕
は
思
い

ま
す
が
、
そ
の
可
能
性
は
ど
う
で
す
か
。
協
議
会
の
実
験
は
そ
こ
を
狙
っ
て
や
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

こ
の
後
ど
う
い
う
展
開
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。 

〈
原
槇
〉
そ
う
で
す
ね
、
協
議
会
と
し
て
は
単
純
に
そ
う
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
在
り
ま
す
。
会
員
が
一
六
〇
の
団

体
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
福
岡
地
所
さ
ん
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
さ
ん
、
Ｊ
Ｒ
九
州
も
い
て
、
結
構
そ

れ
な
り
の
会
社
が
入
っ
て
て
月
に
一
回
は
部
会
が
あ
っ
て
必
ず
集
ま
っ
て
、
そ
こ
の
場
で
決
定
し
た
こ
と
を
ち
ゃ

ん
と
や
る
っ
て
い
う
。
見
方
を
変
え
る
と
堅
い
組
織
で
す
ね
。
意
思
決
定
を
踏
ん
で
進
め
て
い
る
の
で
、
誰
か
が

言
え
ば
決
ま
る
と
い
う
の
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
私
事
務
局
長
で
す
け
ど
、「
俺
こ
う
や
り
た
い
ん
だ
け
ど

こ
れ
で
い
い
？
」
と
言
っ
て
も
「
い
や
部
会
は
そ
う
言
っ
て
ま
せ
ん
」
っ
て
言
わ
れ
た
ら
私
が
ど
う
言
お
う
と
や

っ
ぱ
出
来
な
い
。
逆
に
そ
ん
な
組
織
な
ん
で
福
岡
市
に
も
支
援
し
て
頂
け
て
る
っ
て
い
う
の
も
私
感
じ
る
ん
で
す

ね
。
要
は
地
域
の
総
意
と
し
て
受
け
止
め
て
頂
い
て
る
。
は
か
た
駅
前
通
り
の
再
整
備
の
提
案
を
し
て
る
と
さ
っ

き
話
し
ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
も
や
っ
ぱ
り
地
域
の
総
意
と
し
て
持
っ
て
行
く
の
で
行
政
に
も
受
け
止
め
て
も
ら
っ

て
い
る
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。
ど
こ
か
特
定
の
１
社
だ
け
が
引
っ
張
っ
て
い
く
と
、
ど
っ
か
の
企
業
の
た
め
に
と



な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
な
か
な
か
話
は
進
ま
な
い
と
思
う
ん
で
す
。 

〈
井
口
〉
そ
う
す
る
と
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
よ
、
一
時
的
な
、
お
祭
り
み
た
い
な
。
誰
か1

人
の

個
人
の
経
営
じ
ゃ
な
い
と
恒
常
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト
を
突
き
破
ら
な
い
こ
と
に
は
日
常
化

し
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。 

〈
橋
爪
〉
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
は
法
人
格
の
な
い
任
意
団
体
で
す
の
で
、
協
議
会
が
場
所
を
貸
し
て
そ

こ
で
収
益
を
挙
げ
る
っ
て
い
う
の
が
会
計
上
難
し
い
わ
け
で
す
ね
。
ま
さ
に
今
そ
の
議
論
を
し
て
い
て
、
じ
ゃ
あ

協
議
会
と
は
別
に
、
少
人
数
で
も
有
志
が
集
ま
っ
て
協
議
会
と
連
動
し
な
が
ら
会
社
化
し
て
、
そ
こ
が
実
際
の
事

業
を
具
体
的
に
回
し
て
い
く
と
か
、
そ
う
い
う
ス
キ
ー
ム
を
含
め
て
今
議
論
し
て
る
最
中
で
す
。 

 

■
こ
こ
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
出
番
か
な
、
そ
れ
も
強
力
な
。 

〈
原
槇
〉
札
幌
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
多
分
そ
れ
に
近
い
イ
メ
ー
ジ
か
な
・
・
・ 

〈
福
田
〉
札
幌
は
ま
さ
に
会
社
経
営
的
に
や
っ
て
い
ま
す
ね
。 

〈
井
口
〉
儲
か
る
事
業
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
す
よ
ね
。
リ
ス
ク
も
あ
る
け
ど
ち
ゃ
ん
と
や
れ
ば
事
業
と
し
て
継

続
出
来
る
。
そ
う
い
う
事
業
が
成
立
し
そ
う
な
可
能
性
を
今
日
は
見
せ
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。 

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
事
業
に
す
る
の
が
今
一
番
や
れ
そ
う
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
う
い
う
事
業
の

場
と
し
て
道
路
空
間
を
獲
得
す
る
。
さ
ら
に
公
園
、
公
開
空
地
、
ア
ー
ケ
ー
ド
。
そ
う
い
う
都
市
の
歩
行
者
空
間

を
ト
ー
タ
ル
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
市
民
の
組
織
がWe Love

天
神
で
あ
り
、
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
に

な
れ
ば
良
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
の
下
で
会
社
と
か
個
人
と
か
が
カ
フ
ェ
や
マ
ル
シ
ェ
を
経
営
し
て
事
業
と
し
て
成

立
す
る
。
そ
し
て
街
が
ど
ん
ど
ん
楽
し
く
な
る
。
だ
か
ら
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
道
路
使
用
は
許
可
を
取
る
ん

じ
ゃ
な
く
て
市
民
の
権
利
と
し
て
取
る
。
も
と
も
と
道
路
の
自
由
な
使
用
は
市
民
の
基
本
的
な
権
利
に
属
す
る
と

い
う
原
則
が
、
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

福
岡
は
長
年
か
か
っ
て
道
路
構
造
を
歩
行
者
優
先
と
し
て
整
え
て
き
た
先
進
都
市
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
も
是
非
先

陣
を
切
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
道
路
法
や
道
路
交
通
法
だ
け
で
な
く
保
健
所
の
壁
も
あ
り
ま
す
し
、
容
易
で
は
な

い
で
す
け
ど
、
福
岡
に
は
や
っ
て
欲
し
い
。
要
す
る
に
法
律
変
え
な
い
と
ね
、
も
う
先
は
な
い
と
僕
は
思
う
ん
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
で
し
か
あ
り
得
な
い
。 

〈
福
田
〉
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
ね
。 

〈
原
槇
〉
札
幌
み
た
い
に
地
下
街
の
両
脇
が
要
は
道
路
じ
ゃ
な
く
て
広
場
の
条
例
が
適
用
さ
れ
て
、
そ
こ
で
あ
げ

ら
れ
た
収
益
が
エ
リ
マ
ネ
に
還
元
さ
れ
る
っ
て
い
う
そ
う
い
う
仕
組
み
が
な
い
と
、
や
っ
ぱ
根
本
的
に
は
難
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
。 

〈
福
田
〉
札
幌
は
非
常
に
グ
レ
ー
な
と
こ
ろ
を
扱
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
セ
ミ
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
領
域
で
す
ね
。
札

幌
は
市
が
表
に
出
て
こ
な
い
ん
で
す
け
ど
市
が
所
有
し
て
い
る
財
産
部
分
を
貸
し
与
え
て
、
そ
こ
を
活
用
し
て
町

の
た
め
の
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
福
岡
で
は
、
そ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
で
す
よ
ね
。
そ

れ
が
い
い
の
か
、
や
っ
て
る
こ
と
は
同
じ
な
ん
で
す
け
ど
プ
ロ
セ
ス
が
違
う
だ
け
で
す
か
ね
。
僕
は
、
要
は
町
が

稼
げ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

 

■
公
共
空
間
の
活
用
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
カ
ギ
だ
。
こ
れ
は
日
本
全
体
に
も
言
え
る
こ
と
だ
け
ど
。 

〈
坂
井
〉
最
後
に
福
岡
全
体
を
眺
め
る
形
で
一
言
ず
つ
い
た
だ
き
ま
す
。
空
間
の
お
話
と
実
際
に
モ
ノ
を
作
り
上

げ
て
い
く
お
話
、
さ
ら
に
人
相
手
の
お
話
が
い
く
つ
か
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
今
後
ど
う
い
う
ふ
う
に
福
岡

の
町
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
自
分
が
こ
う
し
た
い
っ
て
い
う
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
何
か
希
望
を
述
べ
て
頂



い
て
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

〈
橋
爪
〉
現
状
、
公
共
空
間
っ
て
い
う
の
は
町
の
中
で
最
も
活
用
さ
れ
て
な
い
場
所
で
す
。
民
地
は
常
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
。
こ
れ
は
日
本
全
体
に
も
言
え
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
福
岡
市
に
お
い
て
こ
の
使
わ
れ
て
な

い
、
何
も
生
み
出
し
て
な
い
場
所
を
事
業
と
し
て
回
し
、
公
共
空
間
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
課
題
を
解
決
す

る
動
き
に
還
元
し
て
い
く
っ
て
い
う
の
が
、
最
も
街
を
活
性
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
な
と
今
思
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

〈
榎
本
〉
僕
は
梅
本
さ
ん
が
「
都
市
は
歴
史
の
集
積
だ
」
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら
も
集
積
を
途
絶
え
さ
せ
て
は

い
け
な
い
な
と
い
う
の
が
一
つ
と
、
あ
と
去
年
モ
ビ
天×

モ
ビ
博
で
連
携
し
ま
し
た
け
ど
、
天
神
と
博
多
の
連
携

も
う
少
し
強
化
し
た
い
な
っ
て
い
う
の
が
個
人
的
に
は
思
う
と
こ
ろ
で
す
。 

〈
福
田
〉
要
は
博
多
と
天
神
と
で
す
ね
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
天
神
は
博
多
に
は
負
け

た
く
な
い
し
、
博
多
が
頑
張
れ
ば
天
神
も
考
え
る
と
思
い
ま
す
。 

〈
原
槇
〉
基
本
的
に
は
私
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
お
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
あ
っ
て
や
れ

れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
福
岡
市
全
体
の
公
共
空
間
の
使
い
方
含
め
て
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
博
多
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
山
笠
と
か
、

ど
ん
た
く
と
か
い
う
の
が
ど
う
し
て
も
表
に
出
て
き
や
す
い
の
で
、
私
た
ち
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
い
う
歴

史
文
化
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
大
切
に
し
て
磨
こ
う
か
と
か
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
天
神
と
の
違
い
を
出
す
こ
と

で
福
岡
市
の
中
で
も
い
ろ
ん
な
ま
ち
が
あ
る
っ
て
い
う
の
を
見
せ
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
、
そ
こ
は
ち
ょ
っ

と
強
調
し
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

〈
梅
本
〉
私
は
は
か
た
駅
前
通
り
の
協
議
会
が
合
体
す
る
ま
で
十
年
間
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
っ
て
い
ま
し
た
。
博
多

駅
前
も
や
っ
て
い
ま
し
た
し
、
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
の
第
一
回
目
の
プ
ラ
ン
作
り
は
実
は
私
ど
も
で
や
り
ま
し
た
。
そ
の

時
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
今
、
結
構
受
け
繋
が
れ
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
の
当
時
は
天
神
一
極
集
中
で
博
多

駅
は
も
う
ひ
と
つ
さ
え
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
で
す
け
ど
、
天
神
の
商
業
と
は
差
が
在
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

こ
こ
数
年
で
様
変
わ
り
し
ま
し
た
よ
ね
。
天
神
と
博
多
が
お
互
い
に
栄
え
て
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、

行
政
だ
け
で
は
な
く
て
そ
れ
な
り
に
地
元
の
方
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
日

お
話
が
あ
っ
た
よ
う
な
活
動
は
重
要
で
、
是
非
続
け
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

〈
千
葉
〉
大
阪
市
は
平
成
二
七
年
全
国
で
最
初
の
道
路
占
用
許
可
の
特
例
に
関
す
る
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。
条

例
は
作
っ
た
ん
で
す
け
ど
実
際
に
は
あ
る
一
か
所
だ
け
、
梅
田
の
一
番
地
価
の
高
い
と
こ
だ
け
で
し
か
動
い
て
な

い
の
が
現
状
で
す
。
も
っ
と
一
般
的
な
と
こ
ろ
で
は
動
か
な
い
ん
で
す
。
大
阪
は
ご
存
知
の
よ
う
に
地
下
街
が
発

達
し
て
お
り
ま
し
て
地
上
は
楽
し
く
歩
け
る
町
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
条
例
の
出
来
た
機
会
に
、

地
上
を
楽
し
く
歩
け
る
街
を
ぜ
ひ
作
り
た
い
な
と
思
っ
て
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
今
日
福
岡
の
話
を
聞

く
の
を
非
常
に
期
待
し
て
き
た
ん
で
す
け
ど
、
先
ほ
ど
福
岡
は
屋
台
文
化
の
町
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も

屋
台
文
化
の
町
で
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
が
進
ま
な
い
の
か
。
福
岡
で
出
来
な
け
れ
ば
ど
こ
も
出
来
な

い
と
井
口
さ
ん
が
言
わ
れ
る
通
り
だ
と
思
う
ん
で
す
。
屋
台
文
化
の
町
だ
と
警
察
な
り
行
政
な
り
が
も
っ
と
柔
ら

か
い
の
か
な
と
思
っ
て
期
待
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
ま
だ
聞
き
取
り
取
れ
て
な
い
と
こ
が
在
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
壁
が
高
い
。
そ
れ
で
も
公
共
に
任
せ
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
地
域
が
や
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ

と
重
ね
て
、
我
々
に
是
非
い
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
頂
き
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

〈
坂
井
〉
今
日
は
日
本
人
の
生
活
習
慣
の
話
か
ら
入
り
ま
し
て
、
福
岡
の
歩
行
者
優
先
や
道
路
使
用
の
恒
常
化
に

向
け
て
の
準
備
は
少
し
ず
つ
整
い
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
。
た
だ
法
規
制
が
ま
だ
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
そ
こ
を
ク

リ
ア
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
い
ろ
い
ろ
調
整
も
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
楽
し
い
お
話
。
切
磋
琢
磨
、
連
携
、
吸
収
と
、



そ
う
い
っ
た
ノ
リ
で
福
岡
の
町
づ
く
り
や
っ
て
い
ま
す
し
公
共
空
間
の
活
用
に
つ
い
て
何
で
も
出
来
る
こ
と
は
や

る
と
い
う
お
話
し
、
そ
れ
か
ら
忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
の
が
交
通
計
画
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
大
事
な
ご
指
摘
も
前

半
の
梅
本
さ
ん
の
お
話
し
で
頂
き
ま
し
た
。
今
日
は
六
〇
年
代
以
降
の
福
岡
の
街
づ
く
り
の
歴
史
を
知
る
こ
と
で

歴
史
の
連
続
性
を
認
識
す
る
こ
と
の
た
い
せ
つ
さ
を
知
っ
た
い
い
機
会
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。
地
上

の
街
を
楽
し
く
、
こ
れ
を
福
岡
発
に
で
き
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
ノ
リ
に
今
日
の
会
が
そ
の
ス
タ
ー
ト
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

＊
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
四
，
二
〇
一
五
年
度

の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
特
記
以
外
の
掲
載
写
真
は
す
べ
て
梅
本
氏
提
供
。
会
場
：
福
岡
市

中
央
区
大
名
「
松
楠
居
」 

        

 

               

 

  

 

   

上段左より： 

橋爪、原槇、福田、榎本

の各氏。 

中段左より： 

坂井、尾辻、梅本の各氏。 



■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
加
者
■
（
敬
称
略
） 

 

梅
本
正
紀(
う
め
も
と 

ま
さ
と
し) 

一
九
四
〇
年
福
岡
県
小
倉
市(

現 

北
九
州
市
小
倉
北
区)

生
ま
れ
。
九
州
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。
竹
中
工

務
店
設
計
部
勤
務
を
経
て
、
環
境
開
発
研
究
所
、
同
常
務
取
締
役
、
顧
問
。
そ
の
間
九
州
大
学
工
学
部
建
築
学

科
非
常
勤
講
師
、
福
岡
県
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
長
崎
空
港
将
来
構
想
検
討
委
員
会
委
員
、
日
本
都
市

計
画
学
会
九
州
支
部
幹
事
、
同
評
議
員
、
再
開
発
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
総
務
委
員
等
。 

日
本
都
市
計
画
学
会
功
績
賞
、
再
開
発
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
協
会
高
山
賞
、
同
功
労
賞
、
福
岡
市
、
佐
世
保
市

都
市
景
観
賞
等
受
賞
。 

主
な
仕
事
に
福
岡
市
都
心
構
想
、
歩
行
者
自
転
車
交
通
調
査
、
都
心
部
歩
行
者
自
転
車
交
通
調
査
、
天
神
Ｔ
モ

ー
ル
、
荒
戸
モ
ー
ル
、
博
多
駅 

前
モ
ー
ル
、
市
役
所
周
辺
モ
ー
ル
等
設
計
、
福
岡
市
千
代
地
区
市
街
地
再
開
発

事
業
、
天
神
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
、
長
崎
市
千
歳
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
等
。 

 

〈
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
・
パ
ネ
ラ
ー
〉 

W
e
 Love 

天
神
協
議
会 

福
田
忠
昭 

地
域
プ
ラ
ン
ナ
ー 

ロ
ー
カ
ル
ア
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
㈱
代
表
取
締
役 

榎
本
拓
真 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
プ
ラ
ン
ナ
ー 

合
同
会
社 

福
岡
ア
ー
バ
ン
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー 

 

博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会 

原
槇
義
之 

博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
長 

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
事
業
開
発
本
部
博
多
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長 

二
〇
一
六
年
四
月
よ
り
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社 

久
留
米
駅
長 

橋
爪
大
輔 

建
築
家
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

㈱
ダ
イ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
所
長 

 

〈
司
会
〉 

坂
井 

猛 

九
州
大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
推
進
室
教
授
。
九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
府
教
授
。 

尾
辻
信
宣 

建
築
家 

合
同
会
社
Ｇ
計
画
デ
ザ
イ
ン
研
究
所 

代
表
社
員 

、UDCIC
(

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
）
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
（
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
）
理
事 

 

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

主
催
者
〉 

 

井
口
勝
文
（
代
表
） 

 

千
葉
桂
司 

新
田
裕
司 

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
（
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
）
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
、
再
開
発
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
㈱
ア
ー
ビ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役 

 

   

http://www.hakatan.jp/
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④ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー(

2
0
1
6

・01

・2
5
) 

越
谷
駅
東
口
「
駅
前
交
通
広
場
」
は
、
こ
こ
が
新
し
い
中
心
市
街
地
で
す 

栗
原 

裕 

      

■
「
駅
前
再
開
発
」
で
つ
く
っ
た
広
場
で
す
。 

〈
栗
原
〉
二
〇
一
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
越
谷
駅
東
口
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
で
作
っ
た
駅
前
交
通
広
場
を

中
心
に
話
し
進
め
ま
す(

図
・
１
～
６)

。
井
口
さ
ん
が
言
う
広
場
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
駅
前
広

場
で
は
な
く
て
駅
前
交
通
広
場
な
の
で
、
人
も
居
る
け
ど
車
も
通
る
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
も
あ
る
と
い
う
「
駅

広
」
の
話
を
し
ま
す
。 

〈
井
口
〉
そ
れ
は
そ
れ
で
日
本
の
場
合
非
常
に
大
事
で
す
か
ら
。 

〈
栗
原
〉
実
は
こ
こ
の
駅
前
広
場
の
区
域
は
駅
前
の
区
域
全
部
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
都
市
計
画
決
定
で
は
南
側
は

バ
ス
停
を
含
め
て
越
谷
駅
前
線
と
い
う
道
路
な
ん
で
す
。 

南
側
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
南
側
部
分
に
都
市
計
画
道
路
が
あ
り
、
東
と
南
か
ら
駅
前
広
場
に
入
っ
て
る
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
道
路
部
分
は
、
元
々
は
対
面
交
通
で
駅
前
を
南
か
ら
東
へ
通
過
す
る
車
線
が
あ
っ
た
ん
で

す
け
ど
今
回
の
計
画
で
通
過
交
通
で
遮
ら
れ
な
い
一
体
に
ま
と
ま
っ
た
駅
広
に
プ
ラ
ン
を
変
更
し
ま
し
た
。
だ
か

ら
東
側
か
ら
駅
前
広
場
に
入
っ
て
き
た
通
過
交
通
は
そ
の
ま
ま
通
過
し
て
行
け
ま
す
け
ど
、
南
側
か
ら
入
っ
て
き

た
通
過
交
通
は
駅
前
広
場
の
中
で
回
転
し
て
東
側
に
抜
け
る
よ
う
な
設
計
と
し
て
い
ま
す
。
従
前
は
対
面
交
通
で

駅
広
の
脇
を
通
る
よ
う
な
使
わ
れ
方
で
し
た
が
道
路
を
含
め
て
一
体
的
な
駅
広
に
変
更
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
し
く
作
っ
た
北
側
の
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
車
は
市
役
所
通
り
線
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
み
で
、
北
側
か
ら
入

っ
て
来
る
道
路
は
歩
行
者
専
用
（
荷
捌
き
車
両
と
警
察
車
両
を
除
く
）
に
し
た
の
で
一
般
車
は
入
れ
ま
せ
ん
。 

場
所
は
東
武
伊
勢
崎
線
の
越
谷
駅
で
す
。
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
南
越
谷
駅
で
乗
り
換
え
て
次
の
駅
が
越
谷
で
す
。
市

役
所
も
近
い
の
で
越
谷
市
の
い
わ
ば
玄
関
と
言
え
る
駅
で
す
。
こ
の
先
の
北
越
谷
駅
の
広
場
も
こ
れ
が
で
き
る
約

十
年
前
の
二
〇
〇
一
年
に
僕
の
設
計
で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。 

駅
前
広
場
整
備
は
再
開
発
事
業
で
実
施
し
て
い
ま
す
か
ら
、
目
的
と
し
て
は
商
業
の
活
性
化
等
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
再
開
発
推
進
協
議
会
が
１
９
９
０
年
に
出
来
て
、
二
〇
一
二
年
が
竣
工
な
の
で
、
竣
工
ま
で
に
二
二
年
か
か

っ
て
い
ま
す
。 

〈
井
口
〉
ま
さ
に
バ
ブ
ル
く
ら
い
ま
し
た
ね
。 

〈
栗
原
〉
途
中
で
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
し
た
。
途
中
で
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
が
撤
退
し
て
し
ま
う
な
ど
な
か
な
か
動
か

な
い
地
区
で
し
た
ね
。 

 

■
駅
前
交
通
広
場
と
い
う
道
路
。 

〈
栗
原
〉
実
は
駅
前
交
通
広
場
は
広
場
で
は
な
く
道
路
な
ん
で
す
。
道
路
と
い
う
こ
と
は
道
路
法
、
道
路
法
関
連

法
、
道
路
交
通
法
、
道
交
法
関
連
法
等
の
法
律
が
全
部
適
用
さ
れ
て
、
な
ん
か
い
じ
る
と
な
る
と
道
路
管
理
者
は

警
察
の
交
通
規
制
課
に
協
議
を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
だ
か
ら
駅
前
広
場
は
、
僕
た
ち
が
漠
然
と
イ
メ
ー
ジ
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
広
場
じ
ゃ
な
く
、
実
は
道
路
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な
い
と
い
け
な
い
。 

〈
井
口
〉
Ｊ
Ｒ
の
場
合
、
Ｊ
Ｒ
の
所
有
地
と
都
市
側(

市)

と
両
方
が
持
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
こ

の
場
合
は
全
部
都
市
側
で
す
か
？ 



〈
栗
原
〉
こ
こ
は
一
部
東
武
鉄
道
の
土
地
が
あ
り
ま
し
た
。 

〈
井
口
〉
そ
こ
も
含
め
て
道
路
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
？ 

〈
栗
原
〉
そ
う
な
ん
で
す
が
、
再
開
発
事
業
な
の
で
土
地
が
買
え
ま
す
。
再
開
発
事
業
の
管
理
者
負
担
金
で
買
っ

て
、
駅
広
用
地
の
六
分
の
五
は
市
の
用
地
に
変
え
て
ま
す
。
民
鉄
協
と
旧
建
設
省
と
の
協
定
が
あ
っ
て
、
線
路
側

か
ら
六
分
の1
の
面
積
を
鉄
道
側
が
持
っ
て
、
六
分
の
五
を
都
市
側
が
持
つ
こ
と
と
な
っ
て
ま
す
。
そ
し
て
六
分

の
一
に
関
す
る
整
備
費
は
、
通
常
の
黒
舗
装
等
の
一
般
的
な
整
備
費
は
鉄
道
側
が
負
担
す
る
と
い
う
協
定
が
あ
り

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
も
建
運
協
定
（
旧
建
設
省
と
旧
運
輸
省
）
と
い
う
協
定
が
あ
っ
て
、
国
鉄
時
代
は
四
分
一
負
担
だ
っ

た
ん
で
す
け
ど
も
、
Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て
民
鉄
協
と
一
緒
に
な
っ
て
六
分
の
一
負
担
っ
て
協
定
に
な
っ
て
ま
す
。 

た
だ
痛
し
痒
し
で
、
道
路
特
別
会
計
で
は
東
武
鉄
道
用
地
に
は
補
助
金
が
使
え
な
く
、
都
市
側
の
六
分
の
五
の
分

し
か
補
助
が
使
え
な
い
。
今
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
等
だ
と
た
ぶ
ん
補
助
が
つ
く
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
道
路
特
会
だ

と
使
え
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
六
分
の
一
部
分
は
東
武
鉄
道
か
ら
黒
舗
装
と
か
の
費
用
を
も
ら
っ
て
、
差
額
は
市
が

負
担
す
る
の
で
、
積
算
作
業
が
面
倒
く
さ
い
。
実
際
に
は
施
工
し
な
い
標
準
整
備
費
を
平
米
何
千
円
か
の
お
金
を

も
ら
う
た
め
に
延
々
作
業
を
や
っ
て
、
面
倒
く
さ
い
。
そ
の
う
え
六
分
の
一
あ
る
構
内
権
の
話
が
絡
ん
で
き
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
ね
。
構
内
権
っ
て
の
あ
る
ん
で
す
よ
。 

〈
井
口
〉
な
ん
で
す
か
そ
れ
は
？ 

〈
栗
原
〉
ま
ず
は
タ
ク
シ
ー
が
ど
こ
の
会
社
が
入
っ
て
い
い
の
、
入
っ
て
悪
い
の
。
入
っ
て
き
て
も
降
ろ
し
て
も

い
い
け
ど
乗
せ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
か
っ
て
い
う
の
が
あ
る
。
鉄
道
駅
構
内
の
、
構
内
権
っ
て
昔
か
ら
あ
り
ま
し
て
、

入
っ
て
い
い
や
つ
か
ら
は
鉄
道
会
社
が
お
金
を
取
る
ん
で
す
よ
。
駅
広
の
内
に
タ
ク
シ
ー
入
れ
る
の
に
、
月
い
く

ら
だ
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
。
土
地
が
六
分
の
一
残
っ
ち
ゃ
っ
て
そ
こ
に
構
内
権
の
問
題
が
絡
む
ん
だ
け
ど
、
東
武

鉄
道
は
今
回
構
内
権
を
放
棄
し
ま
し
た
。 

〈
井
口
〉
誰
で
も
入
れ
る
？ 

〈
栗
原
〉
タ
ク
シ
ー
会
社
は
ど
こ
で
も
入
れ
る
。
で
な
い
と
限
定
し
た
タ
ク
シ
ー
会
社
し
か
乗
せ
て
来
て
降
ろ
せ

な
い
と
か
、
客
乗
せ
ら
れ
な
い
っ
て
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。
タ
ク
シ
ー
協
会
と
も
調
整
し
て
ま
す
。
そ
う
い
う
法

的
に
認
め
ら
れ
て
な
い
だ
ろ
っ
て
い
う
権
利
も
ま
だ
昔
か
ら
生
き
て
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
の
も
整
理
し
て
い

き
な
が
ら
や
っ
て
く
。
だ
か
ら
バ
ス
会
社
タ
ク
シ
ー
会
社
は
当
然
設
計
段
階
か
ら
調
整
し
て
ま
す
し
、
な
か
な
か

タ
ク
シ
ー
も
う
る
さ
い
こ
と
言
う
か
ら
。
タ
ク
シ
ー
は
一
般
車
と
一
緒
に
な
る
の
す
ご
く
嫌
が
る
ん
で
す
よ
。 

 

■
駅
広
と
周
辺
の
道
路
と
を
、
一
体
的
に
設
計
し
て
い
ま
す
。 

〈
栗
原
〉
私
た
ち
が
担
当
し
た
の
は
駅
前
の
交
通
広
場
と
そ
の
周
り
の
道
路
、
こ
れ
を
一
体
に
な
る
よ
う
、
ま
と

め
て
設
計
し
ま
し
た
。 

越
谷
駅
前
線
、
市
道
の
七
〇
〇
〇
二
号
線
、
弥
生
長
中
町
線
、
市
役
所
通
り
線
、
県
道
の
越
谷
鳩
ヶ
谷
線
、
鳩
ヶ

谷
市
が
合
併
し
た
の
で
今
は
越
谷
川
口
線
っ
て
名
前
変
わ
っ
て
ま
す
け
ど
。
こ
の
５
本
の
道
路
を
全
部
設
計
し
て
、

再
開
発
区
域
外
の
、
道
路
の
反
対
側
も
一
体
的
に
全
部
整
備
し
て
ま
す
。
再
開
発
っ
て
の
は
大
体
現
道
中
心
線
で

区
切
る
っ
て
原
則
が
あ
る
ん
で
、
反
対
側
ま
で
っ
て
と
き
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
今
回
は
原
則
に
沿
っ
て
る
ん
で
、

反
対
側
に
つ
い
て
は
別
途
越
谷
市
の
街
路
課
の
お
金
を
再
開
発
組
合
が
頂
い
て
、
工
事
は
再
開
発
組
合
が
一
括
発

注
と
い
う
形
を
と
り
ま
し
た
。 

〈
井
口
〉
こ
こ
に
は
公
開
空
地
に
相
当
す
る
も
の
は
無
い
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
公
開
空
地
は
建
物
の
周
囲
、
歩
道
状
に
な
っ
て
る
所
が
２
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
状
公
開
空
地
で
、
場
所
に

よ
っ
て
は
道
路
の
歩
道
は
５
０
㎝
し
か
な
く
て
、
Ｌ
型
側
溝
の
縁
石
で
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
て
て
、
歩
行
者
が
歩
い

て
る
部
分
は
全
部
公
開
空
地
（
壁
面
後
退
部
分
）
と
い
う
所
も
あ
り
ま
す
。 

仕
上
げ
は
道
路
と
同
じ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
地
先
境
界
石
は
入
れ
て
ま
す
。
二
〇
年
前
く
ら
い
に
横
浜

で
や
っ
た
時
は
タ
イ
ル
を
境
界
関
係
無
し
に
一
面
に
張
っ
て
境
界
は
鋲
だ
け
入
れ
て
た
ん
で
す
が
、
最
低
は
真
鍮

板
で
も
い
い
か
ら
線
的
に
境
界
分
か
る
よ
う
に
し
ろ
っ
て
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。
だ
か
ら
、
今
は
同
じ
デ
ザ



イ
ン
に
し
て
も
、
地
先
境
界
石
を
線
状
に
し
て
入
れ
て
ま
す
。
ぱ
っ
と
見
て
管
理
区
分
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
く

れ
っ
て
い
う
要
望
が
結
構
多
い
で
す
。 

■
越
谷
駅
前
広
場
は
歩
行
者
優
先 

〈
山
名
〉
越
谷
の
東
口
の
広
場
ね
、
真
ん
中
に
ば
さ
ー
っ
と
歩
行
者
の
空
間
を
つ
く
っ
て
車
を
２
つ
に
分
け
ち
ゃ

っ
た
。
普
通
駅
広
っ
て
自
動
車
の
広
場
を
一
つ
に
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
２
つ
に
し
た
っ
て
の
は
歩
行
者

を
非
常
に
大
事
に
し
た
話
で
す
よ
ね
。
気
に
な
っ
た
の
は
、
思
い
切
っ
て
真
ん
中
に
ど
か
っ
と
歩
行
者
の
空
間
を

つ
く
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
周
り
に
あ
る
道
路
を
広
場
に
入
ら
な
い
よ
う
に
み
ん
な
ぶ
つ
ぶ
つ
に
切
っ

ち
ゃ
っ
て
行
き
止
ま
り
に
し
た
と
か
で
す
ね
。
そ
う
い
う
の
は
現
時
点
で
実
際
出
来
あ
が
っ
て
５
年
し
か
経
っ
て

ま
せ
ん
け
ど
、
評
価
は
ど
う
な
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
道
路
自
体
は
車
を
通
さ
な
い
、
抜
け
ら
れ
な
い
で
す
け
ど
、
ま
っ
た
く
文
句
は
出
て
な
い
で
す
ね
。 

〈
山
名
〉
東
か
ら
入
っ
て
来
る
市
役
所
通
り
線
、
駅
広
に
入
っ
て
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
出
て
い
く
。
こ
れ
は
ど
う
で

す
か
。 

〈
栗
原
〉
前
は
駅
広
か
ら
出
て
交
錯
し
た
り
し
て
た
の
が
無
く
な
っ
て
、
車
と
し
て
は
逆
に
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
れ
も
全
然
ク
レ
ー
ム
聞
い
て
な
い
で
す
よ
ね
。
車
が
割
り
と
円
滑
に
回
っ
て
ま
す
ね
、
見

て
る
限
り
で
は
。
駅
広
の
脇
を
通
っ
て
北
へ
昔
は
通
り
抜
け
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
止
め
ち
ゃ
っ
た
ん
で
最
初

ど
う
か
な
っ
と
思
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
こ
こ
に
用
の
あ
る
人
し
か
入
っ
て
こ
な
い
ん
で
、
最
初
か
ら
分
っ
て
て
う

ま
く
使
っ
て
く
れ
て
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
車
の
流
し
方
と
し
て
は
う
ま
く
行
っ
て
る
と
言
え
ま
す
。 

〈
山
名
〉
真
ん
中
は
歩
行
者
の
空
間
が
、
広
い
広
場
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
そ
こ
の
使
い
方
は
ど
う
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
市
に
も
聞
い
て
る
け
ど
、
こ
こ
は
出
来
て
以
来
ク
レ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
な
い
み
た
い
で
す
。
あ

そ
こ
は
、
歩
廊
（
屋
根
）
が
あ
る
ん
だ
け
ど
真
夏
以
外
は
歩
廊
の
下
じ
ゃ
な
く
て
他
の
と
こ
で
も
み
ん
な
縦
横
無

尽
に
歩
い
て
ま
す
。
要
は
こ
っ
か
ら
行
く
の
に
歩
廊
は
こ
う
だ
か
ら
こ
う
回
っ
て
い
く
か
っ
て
い
う
と
、
こ
っ
か

ら
ま
っ
す
ぐ
行
っ
た
ほ
う
が
早
い
か
ら
っ
て
、
結
構
好
き
勝
手
に
み
ん
な
歩
い
て
ま
す
よ
ね
。
真
夏
の
す
ご
い
暑

い
日
だ
っ
た
ら
日
陰
で
遠
回
り
す
る
人
は
い
る
け
ど
。
あ
と
雨
の
日
は
ね
傘
さ
す
の
嫌
だ
か
ら
歩
廊
の
下
歩
く
み

た
い
な
人
も
い
る
け
ど
。
店
の
前
と
か
ち
ょ
っ
と
違
法
駐
輪
が
激
し
い
で
す
け
ど
ね
。
問
題
な
の
が
そ
こ
消
防
活

動
空
地
に
な
っ
て
る
こ
と
。
消
防
車
来
て
も
違
法
駐
輪
で
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
ち
ゃ
う
と
か
っ
て
い
う
の
は
あ

る
ん
で
、
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
し
ょ
う
け
ど
。 

 

■
道
路
を
色
ん
な
こ
と
に
使
う
発
想
は
な
か
っ
た
か
？ 

〈
井
口
〉
栗
原
さ
ん
、
こ
う
い
う
駅
前
広
場
を
や
ら
れ
る
時
に
、
言
わ
れ
る
通
り
交
通
広
場
だ
か
ら
と
に
か
く
人 

と
車
が
で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
快
適
に
動
く
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
れ
以
外
に
例
え
ば
屋
台
を
出

そ
う
と
か
、
市
場
を
出
そ
う
と
か
、
商
品
を
周
り
の
店
が
出
そ
う
と
か
、
そ
う
い
う
使
い
方
し
ま
せ
ん
か
み
た
い

な
話
は
全
然
出
て
こ
な
い
で
す
か
？
駅
広
を
や
る
時
に
。 

〈
栗
原
〉
地
元
か
ら
そ
う
い
う
の
使
わ
せ
て
く
れ
っ
て
話
も
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
し
、
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に

再
開
発
っ
て
言
っ
た
ら
必
ず
壁
面
後
退
し
て
る
か
ら
、
な
ん
か
や
る
な
ら
壁
面
後
退
部
分
で
と
か
ね
。
そ
う
い
う

話
な
の
と
、
道
路
管
理
者
側
か
ら
と
か
行
政
か
ら
そ
う
い
う
使
い
方
も
出
来
る
み
た
い
な
話
は
絶
対
出
て
こ
な
い
。 

た
だ
イ
ベ
ン
ト
と
か
や
る
時
に
、
照
明
が
取
れ
な
い
、
電
源
取
れ
な
い
み
た
い
な
話
は
役
所
も
気
に
し
て
た
り
し

て
、
こ
こ
は
鍵
開
け
れ
ば
電
源
を
取
れ
る
よ
う
に
し
た
の
か
な
分
電
盤
か
ら
。
オ
ー
プ
ン
で
勝
手
に
使
え
る
ん
じ

ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
、
鍵
開
け
れ
ば
屋
外
電
源
一
〇
〇
ボ
ル
ト
取
れ
る
よ
う
に
と
か
。
役
所
の
許
可
取
れ
れ
ば
そ
う

い
う
電
源
も
引
け
ま
す
よ
み
た
い
な
。
イ
ベ
ン
ト
っ
て
役
所
考
え
ま
す
よ
ね
、
常
時
じ
ゃ
な
い
一
定
期
間
内
っ
て

い
う
や
つ
は
ね
。
あ
と
は
も
と
も
と
お
祭
り
が
あ
る
ん
で
、
役
所
も
こ
れ
つ
く
っ
た
た
め
に
お
祭
り
出
来
な
く
な

っ
た
っ
て
の
は
困
る
か
ら
っ
て
結
構
気
に
し
て
た
ん
で
す
け
ど
。 

〈
井
口
〉
再
開
発
事
業
で
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
元
の
権
利
者
か
な
り
残
っ
て
る
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
半
分
く
ら
い
転
出
し
て
ま
す
。
転
出
率
五
〇
％
く
ら
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。 



                               

    

   

 

  

(図・３) 越谷駅東口第１種市街地再開発事業  計画平面図 

(図・4) 越谷駅東口第１種市街地再開発事業  左：従後 2015年、右：従前 2002年 (Google Earth) 

(図・1) 越谷駅東口第１種市街地再開発事業  駅前交通広場。 

(図・2) 越谷駅東口第１種市街地再開発事業 建築物は第１街

区(写真)：51300㎡(商業、業務、住宅)、第 2街区：19200㎡

（商業、業務、駐車場）。  
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〈
井
口
〉
権
利
床
を
も
ら
っ
て
何
か
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？
こ
こ
は
路
面
店
が
無
い
で
す
け
ど
、
路
面
店
が
在
る

と
無
い
と
で
は
街
の
雰
囲
気
が
全
然
違
い
ま
す
よ
ね
。
普
通
残
留
権
利
者
が
路
面
店
で
残
る
例
が
多
い
ん
で
聞
く

ん
で
す
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
権
利
床
も
ら
っ
て
ス
ー
パ
ー
に
貸
し
て
る
と
か
、
権
利
床
で
住
宅
も
ら
っ
た
と
か
、
自
分
で
店
舗
持
っ

て
や
る
人
は
少
な
い
で
す
ね
、
何
軒
か
で
す
ね
。
権
利
床
で
も
ら
っ
た
の
に
テ
ナ
ン
ト
を
入
れ
て
る
か
、
共
有
持

分
で
持
っ
て
て
家
賃
収
入
貰
っ
て
る
人
も
結
構
い
ま
す
。 

〈
山
名
〉
お
祭
り
の
山
車

だ

し

は
両
方
の
広
場
使
っ
て
や
る
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
車
止
め
て
る
の
は
小
さ
い
方
の
北
側
の
ロ
ー
タ
リ
ー
。
歩
行
者
部
分
と
ロ
ー
タ
リ
ー
を
全
部
通
行
止
め

し
て
、
山
車
は
こ
っ
ち
で
や
っ
て
い
る
。
両
方
止
め
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
、
南
側
は
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
一

般
車
を
入
れ
て
ま
す
。
北
側
は
普
段
は
一
般
車
と
バ
ス
ブ
ー
ス
が
２
つ
だ
け
な
ん
で
、
バ
ス
を
一
時
的
に
南
側
に

臨
時
で
振
り
替
え
れ
ば
運
行
出
来
る
ん
で
。
南
側
は
バ
ス
が
メ
イ
ン
で
、
タ
ク
シ
ー
も
あ
る
ん
で
こ
こ
を
止
め
て

っ
て
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
元
々
は
駅
前
広
場
は
南
側
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
北
側
は
駅
前
広
場
じ
ゃ
な

か
っ
た
ん
で
す
。
今
の
南
側
に
元
の
駅
前
広
場
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
機
能
が
入
っ
て
ま
す
。
北
側
は
な
く
て
も
よ
か

っ
た
よ
ね
み
た
い
な
話
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
都
市
計
画
決
定
し
て
た
の
と
、
一
般
車
の
乗
降
エ
リ
ア
が

南
側
は
少
な
い
の
で
北
側
を
作
っ
て
ゆ
と
り
が
出
来
ま
し
た
。 

〈
山
名
〉
一
般
車
は
広
場
を
使
わ
れ
る
方
多
い
で
す
か
？
車
台
数
多
い
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
多
い
で
す
。
送
り
迎
え
。 

〈
山
名
〉
越
谷
深
い
で
す
も
ん
ね
。
市
街
地
が
ね
。 

〈
栗
原
〉
バ
ス
も
そ
れ
な
り
本
数
出
て
る
け
ど
、
バ
ス
の
便
の
悪
い
地
域
の
方
っ
て
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
車
に

な
っ
ち
ゃ
う
し
。
あ
と
は
自
転
車
で
高
架
下
の
月
極
め
駐
輪
場
、
結
構
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
ま
す
。 

 

 

(図・5) 越谷駅東口第１種市街地再開発事業  西側第 1街区棟から見

降ろす駅前広場。 

(図・6) 越谷駅東口第１種市街地再開発事業  

 



■
建
築
は
二
階
へ
上
が
る
階
段
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
連
絡
橋
を
、
道
路
占
用
物
件
で
押
し
切
っ
て
ま
す
。 

〈
栗
原
〉
駅
の
出
入
り
口
は
結
構
駅
広
の
南
の
端
っ
こ
側
に
寄
っ
て
い
て
、
も
と
も
と
の
計
画
で
は
車
両
が
通
る

道
路
が
二
つ
の
広
場
を
つ
な
い
で
た
ん
で
す
ね
。
南
の
ロ
ー
タ
リ
ー
と
北
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
間
に
２
つ
を
つ
な
ぐ

道
路
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
横
断
歩
道
に
な
っ
て
た
。
横
断
歩
道
じ
ゃ
な
ん
だ
か
ら
そ
こ
に
歩
行
者
の
デ
ッ
キ
を
か

け
よ
う
っ
て
話
が
あ
っ
て
、
で
も
地
上
の
改
札
出
て
平
面
で
来
て
、
な
ん
で
デ
ッ
キ
で
渡
ん
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん

だ
み
た
い
な
話
が
あ
っ
て
。
で
も
Ａ
街
区
の
ビ
ル
の
２
階
に
入
り
や
す
く
す
る
に
は
、
道
路
を
ま
た
い
で
デ
ッ
キ

で
つ
な
ぐ
の
が
良
い
み
た
い
な
話
が
最
初
進
ん
で
た
ん
で
す
。
そ
の
後
ロ
ー
タ
リ
ー
を
二
つ
に
分
け
て
歩
行
者
の

ス
ペ
ー
ス
に
し
て
、
そ
こ
を
イ
ベ
ン
ト
と
か
で
使
え
る
広
い
広
場
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う

な
る
と
デ
ッ
キ
は
要
ら
な
い
。 

で
も
再
開
発
の
建
物
は
デ
ッ
キ
が
付
い
て
く
る
っ
て
こ
と
で
２
階
の
床
価
格
が
高
く
設
定
さ
れ
て
て
、
権
利
変

換
計
画
終
わ
っ
て
か
ら
デ
ッ
キ
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
な
る
と
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
。 

こ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
床
価
格
ど
う
す
ん
だ
っ
て
話
に
な
っ
て
、
結
局
デ
ッ
キ
に
代
わ
る
施
設
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
と
で
話
し
ま
す
が
実
は
こ
こ
に
屋
根
つ
き
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

２
階
に
真
っ
直
ぐ
上
が
る
階
段
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
広
場
の
中
に
出
来
た(

図
・
７)

。 

〈
井
口
〉
そ
う
い
う
も
ん
が
出
来
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
あ
れ
は
建
築
側
の
設
計
で
す
。
ガ
ラ
ス
屋
根
の
、
い
か
に
も
建
築
家
が
や
り
そ
う
な
雰
囲
気
出
て
ま
す

が
、
あ
れ
実
は
道
路
付
属
物
で
も
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
道
路
占
用
物
で
す
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
屋
根
は
建

物
側
が
お
金
を
出
し
て
つ
く
っ
て
、
道
路
占
用
し
て
ま
す
。
非
常
に
特
殊
な
道
路
占
用
で
す
。
本
来
あ
ん
な
占
用

は
出
来
な
い
ん
で
す
け
ど
、
二
階
の
床
を
権
利
変
換
す
る
と
き
に
デ
ッ
キ
付
き
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
や
っ
ち
ゃ
っ

た
し
、
建
物
の
中
で
入
口
か
ら
二
階
へ
上
が
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
ど
う
し
て
も
う
ま
く
作
れ
な
い
と
か
っ
て
、

苦
肉
の
策
で
市
が
悩
ん
で
、
道
路
占
用
と
し
た
よ
う
で
す
。 

〈
井
口
〉
市
役
所
前
通
り
を
ま
た
い
で
Ａ
、
Ｂ
街
区
を
つ
な
い
で
る
の
は
歩
道
橋
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
ま
た
い
で
る
の
は
こ
れ
は
上
空
歩
廊
で
す
ね
。
建
築
基
準
法
第
四
四
条
の
建
築
審
査
会
に
か
け
る
道
路

上
建
築
物
（
占
用
物
）
で
す(

図
・
８)

。 

〈
井
口
〉
歩
道
橋
に
し
て
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
そ
こ
に
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
の
か
と
思
っ
た
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
Ｂ
街
区
は
市
の
駐
車
場
な
ん
で
す
よ
。
そ
の
市
の
駐
車
場
と
Ａ
街
区
の
施
設
が
行
き
来
で
き
る
よ
う
に

上
空
占
用
し
て
ま
す
。
歩
道
橋
だ
っ
た
ら
少
な
く
と
も
道
路
の
両
側
の
道
路
区
域
内
に
階
段
が
下
り
て
な
い
と
だ

め
な
ん
で
す
。
こ
こ
は
道
路
側
か
ら
は
歩
道
橋
を
作
る
意
味
が
全
く
な
い
の
で
、
建
物
側
が
作
っ
た
上
空
占
用
っ

て
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。 

北
側
か
ら
入
っ
て
来
る
越
谷
川
口
線
は
県
道
な
ん
で
す
が
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
に
な
っ
て
い
て
、
幅
員
６
メ
ー

ト
ル
で
車
通
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
道
路
区
域
内
に
交
番
が
、
こ
れ
も
後

付
け
で
出
来
ち
ゃ
い
ま
し
て
。 

〈
井
口
〉
そ
れ
道
路
占
用
し
て
る
。 

〈
栗
原
〉
そ
う
で
す
ね
。
道
路
区
域
は
外
し
た
か
な
？
ど
っ
ち
に
し
ろ
道
路
用
地
の
中
に
建
て
た
っ
て
い
う
こ
と

で
・
・
・ 

〈
井
口
〉
そ
こ
は
道
路
と
は
分
る
ん
だ
け
ど
、
な
ん
の
交
通
標
識
も
な
く
て
、
車
が
入
っ
て
な
く
て
そ
れ
で
人
が

自
由
に
歩
い
て
る
け
ど
、
雰
囲
気
は
良
い
で
す
よ
ね(

図
・
９)

。 

〈
栗
原
〉
こ
れ
は
こ
れ
で
ね
、
別
に
人
が
歩
い
て
な
く
た
っ
て
こ
う
い
う
空
間
は
空
間
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
う
ん
で
す
よ
ね
。 

〈
井
口
〉
そ
う
そ
う
、
街
の
中
に
何
も
使
っ
て
な
い
空
間
が
あ
る
っ
て
い
う
の
は
な
か
な
か
い
い
で
す
。 

〈
栗
原
〉
実
は
両
端
に
埋
没
式
の
車
止
め
が
あ
っ
て
、
使
用
時
以
外
は
下
に
沈
め
な
い
っ
て
こ
と
で
鍵
付
き
に
し

た
ん
で
す
け
ど
う
ま
く
運
用
し
て
く
れ
て
な
い
ん
で
す
。
常
時
沈
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
こ
に
Ｂ
街
区
の
荷
さ



ば
き
が
あ
る
、
交
番
の
後
ろ
に
パ
ト
カ
ー
ス
ペ
ー
ス
あ
る
っ
て
こ
と
な
ん
で
、
パ
ト
カ
ー
と
荷
さ
ば
き
車
両
だ
け

限
定
で
入
れ
て
、
基
本
は
歩
行
者
専
用
道
路
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
や
っ
た
ん
で
す
ね
。 

〈
井
口
〉
運
用
で
や
っ
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？
歩
行
者
専
用
を
。 

〈
栗
原
〉
そ
う
で
す
ね
、
規
制
か
け
て
な
い
で
す
。
規
制
か
け
て
な
い
け
ど
車
止
め
つ
け
て
運
用
で
や
る
と
。
よ

く
言
え
ば
フ
ァ
ー
ジ
ー
と
い
う
感
じ
で
す
よ
ね
。
交
番
が
あ
る
の
で
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。 

パ
ト
カ
ー
に
つ
い
て
い
え
ば
、
警
察
の
要
望
で
パ
ト
カ
ー
置
き
場
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
、
結
局
そ
こ
は
出
入
り
が

め
ん
ど
く
さ
い
っ
て
こ
と
で
、
駅
広
の
管
理
用
の
駐
車
場
だ
っ
た
と
こ
に
パ
ト
カ
ー
っ
て
書
い
て
パ
ト
カ
ー
そ
っ

ち
に
停
め
て
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
当
初
の
計
画
か
ら
ね
、
あ
あ
で
も
な
い
こ
う
で
も
な
っ
て
い
う
の
で
変
わ
っ
て
来

て
ま
す
。 

                                  

 

 

 

 

（図・7＊）屋根付の階段とエスカレータ―は道路占用物件。 

（図・8＊） 2つの街区をつなぐ歩廊は道路の上空占用物件。 

（図・9）県道越谷川口線は運用で（ボラードを付

けたことで）歩行者専用道路になっている。人通り

は少なく静かな通り。沿道に交番と鉄道高架下の自

転車駐車場、B街区の荷捌き用車の出入り口が在

る。写真、上（＊)は駅広へ入っていく方向、下は

駅広から出ていく方向。 



■
シ
ェ
ル
タ
ー
、
歩
廊
（
屋
根
）
は
道
路
付
属
物
。
土
木
の
設
計
で
す
。 

〈
栗
原
〉
交
通
広
場
で
す
け
ど
、
ほ
ん
と
は
交
通
ロ
ー
タ
リ
ー
二
つ
あ
っ
た
ら
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
は
こ
っ
ち
、
一

般
車
は
こ
っ
ち
と
分
け
る
べ
き
な
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
い
う
わ
け
か
バ
ス
、
一
般
車
は
両
方
に
入
っ
て
ま
す
。 

工
事
は
北
側
を
ま
ず
整
備
し
て
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
一
般
車
を
北
側
に
移
し
て
か
ら
南
側
の
広
場
つ
く
る
と
い

う
二
工
区
に
分
け
て
い
ま
す
。
歩
行
者
広
場
に
架
か
っ
て
る
シ
ェ
ル
タ
ー
と
歩
廊
（
屋
根
）
は
道
路
管
理
者
が
持

っ
て
い
る
道
路
付
属
物
で
す
。
駅
か
ら
Ａ
街
区
の
施
設
に
行
く
ま
で
の
歩
廊
は
市
が
持
っ
て
て
、
あ
と
一
般
車
で

も
タ
ク
シ
ー
で
も
、
寄
り
付
き
の
シ
ェ
ル
タ
ー
、
こ
れ
も
道
路
付
属
物
と
し
て
市
が
持
っ
て
ま
す(

図
・
１
０
～
１

２)

。 

〈
井
口
〉
バ
ス
は
東
武
の
バ
ス
で
す
か
？
市
バ
ス
は
入
っ
て
な
い
？ 

〈
栗
原
〉
東
武
と
朝
日
交
通
、
東
武
の
子
会
社
で
す
ね
。
越
谷
市
に
市
バ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

〈
井
口
〉
こ
う
い
う
場
合
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
バ
ス
会
社
は
負
担
し
な
い
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
そ
れ
は
ま
た
あ
と
で
も
ご
説
明
し
ま
す
。
ま
ち
ま
ち
な
ん
で
す
。 

今
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
っ
て
の
は
、
あ
と
の
解
説
で
も
や
り
ま
す
け
ど
道
路
付
属
物
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
道
路
法
施

行
令
が
改
正
さ
れ
ま
し
て
、
駅
前
と
か
市
役
所
と
か
病
院
み
た
い
な
公
共
性
の
高
い
部
分
の
上
屋
に
つ
い
て
は
、

道
路
付
属
物
と
し
て
設
置
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
は
駄
目
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
。 

越
谷
の
場
合
は
シ
ェ
ル
タ
ー
も
道
路
付
属
物
と
し
て
ま
す
。
横
浜
の
長
津
田
駅
の
と
き
は
、
横
浜
市
は
「
駅
前
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
の
シ
ェ
ル
タ
ー
は
バ
ス
会
社
、
タ
ク
シ
ー
会
社
が
道
路
占
用
で
つ
く
り
な
さ
い
」
、
駅
の
デ
ッ
キ

か
ら
降
り
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
く
歩
道
の
真
ん
中
に
ず
っ
と
屋
根
付
け
て
、
そ
れ

は
歩
廊
と
し
て
道
路
付
属
物
と
し
て
や
り
ま
す
と
い
う
判
断
を
し
ま
し
た
。
自
治
体
に
よ
っ
て
そ
の
へ
ん
の
扱
い

が
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
で
す
ね
。 

横
浜
市
は
今
は
こ
の
歩
廊
は
道
路
付
属
物
だ
か
ら
建
築
確
認
審
査
は
い
ら
な
い
よ
、
建
築
基
準
法
は
適
用
し
な
い

よ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
越
谷
市
は
道
路
付
属
物
な
ん
だ
け
ど
、
埼
玉
県
が
シ
ェ
ル
タ
ー
、
歩
廊
も
確
認
申
請
も

し
く
は
計
画
通
知
を
出
せ
と
指
導
を
し
て
る
ん
で
、
道
路
上
建
築
物
扱
い
さ
れ
て
い
ま
す
。
組
合
が
施
工
し
た
の

で
計
画
通
知
で
は
な
く
、
組
合
の
名
前
で
一
個
一
個
全
部
確
認
申
請
を
出
し
ま
し
た
、
十
何
個
も
。 

〈
井
口
〉
「
道
路
付
属
物
」
の
歩
廊
っ
て
い
う
ん
で
す
か
？
建
物
に
つ
な
い
で
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
う
い
う

も
の
を
道
路
附
属
物
に
出
来
ま
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
構
造
分
離
し
て
ま
す
。 

〈
井
口
〉
構
造
分
離
し
て
る
、
で
も
駅
か
ら
バ
ス
停
ま
で
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
と
い
う
の
は
分
る
ん
だ
け
ど
、

そ
の
先
の
ビ
ル
ま
で
っ
て
の
は
許
さ
れ
る
ん
で
す
か
？
公
共
性
は
？ 

〈
栗
原
〉
ビ
ル
の
駅
か
ら
渡
っ
た
所
に
市
の
施
設
が
入
っ
て
る
。
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。
そ
の
裏
が
市
が
持
っ

て
る
駐
車
場
な
ん
で
す
ね
。
あ
と
獨
協
医
大
の
検
査
セ
ン
タ
ー
が
入
っ
て
る
か
ら
公
共
、
公
益
性
は
あ
る
よ
と
い

う
こ
と
で
す
。 

〈
井
口
〉
解
り
ま
し
た
。
占
用
物
件
じ
ゃ
な
く
て
道
路
付
属
物
。 

 

■
全
体
的
に
、
こ
だ
わ
り
の
「
す
っ
ぴ
ん
デ
ザ
イ
ン
」
で
す
。 

〈
栗
原
〉
駅
広
の
歩
廊
と
シ
ェ
ル
タ
ー
は
全
部
道
路
付
属
物
と
い
う
こ
と
で
、
道
路
管
理
者
が
所
有
管
理
し
て
ま

す
。
だ
か
ら
越
谷
市
の
持
ち
物
で
市
が
管
理
し
て
ま
す
。 

歩
廊
と
シ
ェ
ル
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
今
回
は
な
る
べ
く
シ
ン
プ
ル
に
軽
く
薄
く
と
い
う
こ
と
で
、
屋
根
の
厚
み
を

１
０
０
㎜
に
し
て
い
ま
す
。
今
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
か
な
り
い
ろ
い
ろ
と
う
る
さ
く
て
。
川
崎
に
オ
ー
ル
ア
ル
ミ
の

シ
ェ
ル
タ
ー
が
あ
る
の
で
、
じ
ゃ
あ
僕
も
負
け
じ
と
オ
ー
ル
ア
ル
ミ
に
し
た
い
と
思
っ
た
ん
だ
け
ど
、
残
念
な
が

ら
柱
だ
け
鉄
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
構
造
的
に
問
題
が
あ
っ
て
。
梁
は
全
部
ア
ル
ミ
に
し
ま
し
た
。 

鉄
の
柱
に
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
の
カ
バ
ー
を
付
け
て
、
電
気
の
配
線
と
雨
樋
が
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
ま
す
、
見
え
な
い

と
こ
ろ
に
。
川
崎
の
や
つ
み
た
と
き
は
屋
根
の
厚
み
が
２
０
０
㎜
あ
っ
て
分
厚
い
ん
で
す
。
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が 



                               

ぽ
こ
っ
ぽ
こ
っ
ぽ
こ
っ
て
外
付
け
で
付
い
て
い
て
。
、
越
谷
は
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
ま
し
て
、
大
梁
は
下
に
１
０
０

㎜
程
出
て
い
る
ん
で
す
け
ど
屋
根
の
厚
さ
１
０
０
㎜
な
ん
で
す
よ
。
最
初
は
「
こ
の
大
梁
の
外
側
に
パ
ネ
ル
を
付

け
る
」
っ
て
メ
ー
カ
ー
が
言
っ
て
き
た
か
ら
、
「
ア
ル
ミ
の
梁
で
な
ん
で
カ
バ
ー
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
」
っ
て
、

梁
は
見
せ
ち
ゃ
お
う
と
。
だ
か
ら
梁
と
梁
の
間
に
パ
ネ
ル
貼
り
付
け
て
る
ん
で
す
け
ど
、
２
０
０
㎜
の
半
分
１
０

０
㎜
、
大
梁
を
下
に
飛
び
出
さ
せ
ち
ゃ
っ
て
ま
す
。
中
の
小
梁
は
梁
成
１
０
０
㎜
と
し
て
フ
ラ
ッ
ト
に
納
め
て
る

ん
で
パ
ネ
ル
の
間
に
１
０
０
㎜
の
梁
が
見
え
て
る
ん
で
す
ね
。
と
い
う
形
で
屋
根
は
１
０
０
㎜
の
厚
さ
に
し
て
上

の
重
た
さ
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
ま
す
。
２
０
０
㎜
の
大
梁
の
先
端
が
ず
ど
ー
ん
と
止
ま
っ
て
る
と
み
っ
と

も
な
い
か
ら
斜
め
に
カ
ッ
ト
し
て
ま
す
。
接
合
部
は
ど
う
し
て
も
ボ
ル
ト
な
ん
で
見
え
な
い
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
工

夫
し
て
い
ま
す
。
接
合
部
は
ア
ル
ミ
の
鋳
物
を
入
れ
て
脇
で
ボ
ル
ト
で
止
め
て
、
ボ
ル
ト
を
パ
ネ
ル
で
隠
し
て
ま

す
。
井
口
さ
ん
も
マ
イ
ナ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
と
言
っ
て
ま
す
け
ど
、
僕
も
必
要
最
低
限
で
物
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
。
僕
は
「
す
っ
ぴ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
」
っ
て
言
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
厚
化
粧
で
隠
し
て
も
み
っ
と
も
な
い
だ
け
だ

か
ら
、
す
っ
ぴ
ん
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
形
で
い
ろ
い
ろ
考
え
て
て(

図
・
１
３)

。 

 

 

 

（図・11）駅舎と A街区の建物をつないでいる歩廊。  

（図・10）歩行者広場に架かっている歩廊とシェルター。 

(図・12) バスとタクシー乗り場に架か

っているシェルター。 



照
明
も
外
に
べ
た
べ
た
出
し
て
付
け
た
ら
や
だ
か
ら
、
天
井
に
全
部
照
明
仕
込
ん
で
フ
ラ
ッ
ト
に
し
て
、
ア
ク
リ

ル
板
入
れ
て
ラ
イ
ン
照
明
に
し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
は
天
井
の
面
を
全
部
光
ら
せ
よ
う
と
ず
っ
と
や
っ
て
た
ん
で

す
け
ど
、
ア
ク
リ
ル
板
が
大
き
い
と
垂
れ
て
き
ち
ゃ
っ
て
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
く
て
、
ラ
イ
ン
照
明
に
変
え

ま
し
た
。
基
本
は
シ
ェ
ル
タ
ー
も
歩
廊
も
同
じ
構
造
。
片
持
ち
の
シ
ェ
ル
タ
を
二
つ
ラ
ー
メ
ン
構
造
み
た
い
に
両

方
べ
た
っ
て
く
っ
つ
け
た
の
が
歩
廊
に
な
っ
て
る
と
か
。
あ
る
程
度
採
光
と
る
の
に
シ
ェ
ル
タ
ー
と
歩
廊
の
間
に

隙
間
を
空
け
て
る
ん
で
す
。 

建
築
家
は
ガ
ラ
ス
を
い
っ
ぱ
い
使
い
た
が
り
ま
す
よ
ね
。
ガ
ラ
ス
屋
根
は
温
室
の
よ
う
に
夏
暑
い
ん
で
す
よ
。
こ

れ
日
陰
に
な
る
ん
で
夏
結
構
歩
き
や
す
い
。
も
う1

つ
は
ガ
ラ
ス
だ
と
落
ち
葉
と
か
上
に
つ
く
ん
で
す
け
ど
、
行

政
の
持
ち
物
だ
と
清
掃
し
て
く
れ
な
い
ん
で
、
三
年
四
年
し
た
ら
か
す
ん
で
ま
す
よ
、
ガ
ラ
ス
面
が
。
建
築
家
は

で
き
た
時
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
っ
て
い
う
発
想
し
て
る
方
多
い
ん
で
、 

〈
井
口
〉
そ
う
で
も
な
い
け
ど
・
・
写
真
撮
る
ま
で
で
っ
て
言
い
ま
す
ね
え
。 

〈
栗
原
〉
僕
ら
は
出
来
て
十
年
、
二
〇
年
、
三
〇
年
先
の
こ
と
を
考
え
て
設
計
し
て
い
る
の
で
、
「
絶
対
ガ
ラ
ス

は
や
ら
な
い
」
っ
て
言
っ
て
こ
う
い
う
形
に
し
ま
し
た
。 

軒
先
の
屋
根
の
中
に
ラ
イ
ン
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
埋
め
込
ん
で
ま
す
。
こ
れ
結
構
明
る
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
他
の

道
路
照
明
な
く
て
も
歩
く
部
分
は
こ
れ
だ
け
で
十
分
明
る
く
出
来
て
る
。 

                   

■
景
観
計
画
、
特
に
色
に
つ
い
て
は
控
え
め
に
し
ま
し
た
。 

〈
栗
原
〉
景
観
に
つ
い
て
は
公
共
施
設
は
結
構
い
ろ
い
ろ
考
え
た
ん
で
す
け
ど
、
建
築
の
方
は
景
観
あ
ん
ま
り
考

え
な
い
ん
で
す
ね
。
再
開
発
事
業
で
や
っ
て
る
と
こ
は
そ
れ
が
多
い
ん
で
す
け
ど
、
事
業
採
算
の
問
題
が
非
常
に

シ
ビ
ア
に
か
か
っ
て
く
る
ん
で
、
と
り
あ
え
ず
収
支
、
収
支
で
デ
ザ
イ
ン
後
ま
わ
し
み
た
い
な
再
開
発
事
業
が
多

い
で
す
。
都
心
部
で
有
名
な
や
つ
は
別
に
し
て
も
、
通
常
の
再
開
発
事
業
っ
て
の
は
そ
う
な
っ
ち
ゃ
っ
て
て
、
特

に
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
っ
て
そ
ん
な
に
考
え
て
な
い
設
計
事
務
所
も
多
い
ん
で
す
ね
。
ほ
ん
と
は
連
携
し
て
や
り
た

か
っ
た
し
、
敷
地
の
外
構
部
分
は
道
路
と
合
わ
せ
て
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
こ
と
に
建
築
設
計

者
が
乗
っ
て
こ
な
く
て
、
公
共
は
公
共
で
単
独
で
突
っ
走
ろ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
の
考
え
と
し
て

は
周
り
の
公
共
施
設
が
主
張
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
基
本
的
に
は
建
物
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
公
共
施
設
が

 

(図・13) シェルターと歩廊はスチールの柱をアルミパネルで囲

んでいるが、見える所はすべてアルミニウムで構成している。 



在
る
っ
て
い
う
考
え
な
ん
で
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
色
も
モ
ノ
ト
ー
ン
に
し
た
り
ね
。
主
役
に
な
る
色
合
い
が
自
然

の
緑
と
か
花
と
か
ね
、
あ
と
は
歩
い
て
る
人
の
洋
服
と
か
車
と
か
で
出
て
く
る
色
で
、
道
路
は
そ
ん
な
に
主
張
し

な
い
、
沈
ん
だ
、
落
ち
着
い
た
ベ
ー
ス
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
こ
と
で
や
り
ま
し
た
ね
。 

 

■
駅
広
で
乱
横
断
は
さ
せ
な
い
。 

〈
栗
原
〉
あ
と
い
ろ
い
ろ
井
口
さ
ん
は
管
理
さ
れ
る
の
が
大
嫌
い
だ
と
い
う
、
殆
ん
ど
ア
ナ
ー
キ
ス
ト(

無
政
府

主
義
者)

だ
か
ら
道
路
は
も
っ
と
自
由
に
と
お
思
い
で
し
ょ
う
が
、
駅
前
広
場
っ
て
い
う
の
は
な
か
な
か
乱
横
断

が
多
い
と
こ
ろ
で
、
真
っ
直
ぐ
行
き
た
い
の
に
広
場
が
こ
う
な
っ
て
る
ん
で
、
回
り
道
に
な
る
か
ら
っ
て
近
道
を

通
る
方
（
車
道
横
断
）
が
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
危
な
い
ん
で
す
ね
。
警
察
の
ほ
う
も
基
本
的
に
は
横
断
防
止
柵

を
つ
け
な
さ
い
っ
て
い
う
指
導
が
多
い
と(

図
・
１
４)

。 

〈
井
口
〉
す
ご
く
こ
れ
に
力
が
入
っ
て
ま
す
ね
。
い
ろ
ん
な
組
み
合
わ
せ
も
考
え
て
。
こ
れ
は
当
初
、
「
無
し
で

ど
う
だ
」
み
た
い
な
話
は
無
か
っ
た
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
僕
自
身
が
付
け
な
き
ゃ
お
か
し
い
で
す
よ
っ
て
考
え
で
す
。
北
越
谷
の
駅

広
で
横
断
防
止
の
た
め
４
０
㎝
立
ち
上
げ
た
低
木
植
樹
帯
だ
け
に
し
た
ら
、
そ
こ
を
横
切
る
獣
道

け
も
の
み
ち

が
出
来
ま
し

た
。
４
０
㎝
で
も
乗
り
超
え
て
通
っ
ち
ゃ
う
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
ん
じ
ゃ
ま
ず
い
だ
ろ
う

っ
て
ん
で
や
っ
ぱ
り
き
ち
ん
と
柵
を
付
け
て
渡
る
と
こ
、
渡
れ
な
い
と
こ
っ
て
い
う
の
は
分
け
ま
し
ょ
う
と
。
タ

ク
シ
ー
、
一
般
車
、
バ
ス
っ
て
そ
れ
な
り
に
台
数
来
る
ん
で
、
安
全
面
は
考
え
ざ
る
を
得
な
い
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
で
デ
ザ
イ
ン
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま
し
て
、
最
初
真
ん
中
に1
本
と
両
サ
イ
ド
に1

本
で
そ
の
中
に
バ

ツ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
某
メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
て
こ
れ
で
い
こ
う
っ
て
決
め
ま
し
た
ら
、

知
ら
な
い
間
に
某
メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
意
匠
登
録
し
て
く
れ
ち
ゃ
っ
て
相
見
積
が
と
れ
な
く
て
使
え
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ん
で
ち
ょ
っ
と
形
変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
今
の
で
す
。
前
の
や
つ
の
方
が
す
っ
き
り
し
て

良
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
苦
肉
の
策
で
や
っ
て
ま
す
ね
。
な
る
べ
く
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
に
し
よ
う

と
、
複
雑
な
こ
と
は
や
り
た
く
な
い
よ
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
る
。
こ
れ
も
ス
チ
ー
ル
、
基
本
的
に
亜
鉛
ど
ぶ
づ

け
に
し
て
塗
装
な
ん
で
耐
久
性
が
上
が
る
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。 

                  

 

 

(図・14) 乱横断防止柵は駅前広場では歩車分離を徹底するた

めの必需品だと考えられている。 



■
今
、
広
場
に
ベ
ン
チ
は
置
け
る
よ
う
に
は
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
・
・
・
役
所
が
・
・
市
民
が
・
・ 

〈
栗
原
〉
以
前
の
越
谷
駅
広
に
ベ
ン
チ
が
在
っ
て
浮
浪
者
が
溜
ま
っ
た
り
、
昼
間
か
ら
缶
置
い
て
た
ば
こ
吸
っ
て

ビ
ー
ル
飲
ん
で
ハ
ト
に
餌
や
っ
て
る
人
た
ち
が
居
た
ん
で
ベ
ン
チ
は
作
る
な
っ
て
話
に
な
っ
た
。
で
も
バ
ス
と
か

タ
ク
シ
ー
待
っ
て
る
所
に
ベ
ン
チ
な
い
わ
け
に
行
か
な
い
で
し
ょ
っ
て
、
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
を
待
っ
て
る
所
だ
け

ベ
ン
チ
を
許
し
て
く
れ
た
ん
で
す
が(

図
・
１
５)

、
そ
う
は
言
っ
て
も
バ
ス
の
と
こ
ベ
ン
チ
が
少
な
い
か
ら
、
そ

こ
の
近
く
の
横
断
防
止
柵
に
パ
イ
プ
二
本
を
付
け
た
ん
で
す
。
全
く
お
ん
な
じ
や
つ
に
た
だ
パ
イ
プ
２
本
付
け
た

だ
け
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
し
て
ち
ょ
っ
と
休
め
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
る(

図
・
１
６)

。
ベ
ン
チ
に
も

仕
切
り
を
今
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
で
す
よ
ね
、
浮
浪
者
が
寝
ち
ゃ
う
か
ら
っ
て
い
う
ん
で
。
良
い
悪
い
は
別
に

し
て
、
入
れ
な
い
と
作
ら
し
て
く
れ
な
い
ん
で
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
や
っ
て
ま
す
っ
て
い
う
と
こ
で
す
ね
、 

〈
井
口
〉
ベ
ン
チ
に
背
も
た
れ
は
作
れ
な
い
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
背
も
た
れ
は
作
れ
ま
す
。
た
だ
こ
う
い
う
オ
ー
プ
ン
な
駅
広
で
す
か
ら
バ
ス
と
か
タ
ク
シ
ー
待
っ
て
る

と
か
、
一
般
車
も
来
て
、
ベ
ン
チ
は
ど
っ
ち
向
き
で
も
座
れ
る
っ
て
の
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
。
ど
っ
ち
見
な
き

ゃ
い
け
な
い
っ
て
こ
と
だ
っ
た
ら
背
も
た
れ
在
っ
て
も
い
い
け
ど
、
こ
れ
は
ど
っ
ち
向
い
て
も
座
れ
る
よ
と
い
う

ベ
ン
チ
で
す
。
こ
こ
は
二
時
間
も
三
時
間
も
ゆ
っ
く
り
す
る
場
所
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
十
分
、
二
十

分
の
休
憩
場
所
な
ん
で
背
も
た
れ
ま
で
要
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
と
、
背
も
た
れ
が
あ
る
と
全
体
的
に
重
く

な
っ
て
く
る
し
景
観
的
に
も
す
っ
き
り
す
る
ん
で
背
も
た
れ
な
し
っ
て
い
う
も
の
を
考
え
ま
し
た
。 

〈
井
口
〉
や
っ
ぱ
り
ベ
ン
チ
と
か
椅
子
と
か
い
う
の
は
置
け
な
い
？ 

バ
ス
停
は
置
け
る
け
ど
、
そ
れ
以
外
に
広

場
の
中
に
は
？ 

〈
栗
原
〉
最
初
も
う
ち
ょ
っ
と
置
く
計
画
を
し
た
ら
、
置
か
な
い
で
く
れ
っ
て
い
う
す
ご
い
市
の
要
望
が
あ
っ
て
、 

〈
井
口
〉
市
の
道
路
管
理
者
の
要
望
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
再
開
発
課
も
絶
対
駄
目
だ
と
。 

〈
井
口
〉
ど
う
し
て
？ 

〈
栗
原
〉
浮
浪
者
の
溜
ま
り
場
に
な
る
と
。
酒
飲
ん
だ
り
た
ば
こ
吸
っ
た
り
と
か
。
寝
る
ん
じ
ゃ
な
い
け
ど
昼
間

浮
浪
者
と
か
昼
間
暇
な
人
と
か
が
鳩
に
餌
や
っ
て
、
そ
こ
い
ら
が
鳩
の
糞
だ
ら
け
に
な
っ
て
っ
て
の
が
従
前
に
あ

っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
光
景
が
目
に
焼
き
付
い
て
る
ん
で
ま
た
あ
あ
な
る
の
は
困
る
と
い
う
ん
で
、
絶
対
駄
目
だ

と
言
わ
れ
ま
し
た
ね
。 

も
っ
と
ベ
ン
チ
い
ろ
い
ろ
提
案
し
ま
し
た
。
植
樹
帯
の
周
り
に
ベ
ン
チ
入
れ
た
り
と
か
い
ろ
い
ろ
や
っ
た
ん
で
す
。

で
も
「
そ
れ
は
絶
対
止
め
て
く
れ
」
っ
て
。
「
じ
ゃ
あ
バ
ス
と
か
タ
ク
シ
ー
と
か
待
っ
て
る
の
、
一
般
車
だ
っ
て

迎
え
に
行
く
の
待
っ
て
る
間
に
、
こ
の
く
ら
い
休
憩
い
い
で
し
ょ
っ
、
だ
か
ら
屋
根
の
下
だ
け
置
か
し
て
く
れ
」

っ
て
ベ
ン
チ
つ
く
り
ま
し
た
。
で
も
今
浮
浪
者
い
な
い
で
す
。 

だ
か
ら
い
き
な
り
ベ
ン
チ
を
置
か
な
い
と
か
じ
ゃ
な
く
て
置
い
て
も
使
い
方
を
ど
う
す
る
か
っ
て
の
を
啓
蒙
す
る

な
り
、
指
導
す
る
な
り
、
な
ん
か
考
え
る
べ
き
話
な
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
行
政
の
体
質
で
す
ね
。 

〈
井
口
〉
そ
れ
市
民
か
ら
も
文
句
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
？ 

〈
栗
原
〉
ク
レ
ー
ム
が
い
っ
ぱ
い
来
て
た
っ
て
そ
う
い
う
話
で
す
よ
ね
。
な
ん
で
汚
ら
し
い
の
が
駅
前
に
い
る
ん

だ
っ
て
ク
レ
ー
ム
が
い
っ
ぱ
い
来
て
た
っ
て
こ
と
で
す
。
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
設
計
は
請
け
負
け
契
約
っ
て

契
約
書
で
契
約
し
て
ま
す
か
ら
。
請
負
契
約
っ
て
請
け
負
け
契
約
で
す
か
ら
、
金
出
す
ほ
う
が
絶
対
駄
目
だ
っ
つ

っ
た
ら
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
っ
て
一
生
懸
命
言
っ
て
も
最
後
は
折
れ
ざ
る
を
得
な
い
っ
て
い
う
。 

〈
井
口
〉
そ
れ
は
そ
う
で
す
。 

〈
栗
原
〉
折
れ
て
ま
す
。 

 ■
植
樹
帯
も
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
防
御
柵
で
し
っ
か
り
と
守
っ
て
る
。 

〈
栗
原
〉
ロ
ー
タ
リ
ー
の
ま
わ
り
に
高
木
植
え
さ
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
「
管
理
が
や
だ
」
っ
て
言
わ
れ

て
。
島
の
部
分
だ
け
高
木
入
れ
た
ん
で
す
ね
。 



                 

〈
井
口
〉
確
か
に
こ
こ
樹
が
少
な
い
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
な
る
べ
く
植
樹
帯
つ
く
れ
る
と
こ
ろ
は
作
ろ
う
っ
て
作
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
「
こ
こ
に
は
絶
対
高
木
植

え
な
い
で
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
。
北
越
谷
の
駅
広
で
は
高
木
植
え
た
ん
で
す
け
ど
ね
、
剪
定
が
大
変
だ
か
ら
十
年

経
つ
と
ね
、
駄
目
で
ね
。
「
高
木
は
絶
対
植
え
な
い
。
ほ
ん
と
は
低
木
も
止
め
た
い
」
ぐ
ら
い
の
こ
と
言
わ
れ
た

ん
で
す
。
「
せ
め
て
」
っ
て
言
っ
て
低
木
は
入
れ
た
ん
で
す
け
ど
、
今
回
は
高
木
入
れ
さ
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。

植
樹
帯
防
護
柵
を
入
れ
て
る
ん
で
す
、
低
木
植
樹
帯
の
周
り
に
。
低
木
の
植
樹
帯
っ
て
北
越
谷
で
は
４
０
㎝
く
ら

い
の
高
さ
に
し
た
の
で
す
が
そ
れ
で
も
踏
ま
れ
た
ん
で(

図
・
１
７)

。 

〈
井
口
〉
あ
れ
は
植
樹
帯
の
防
御
柵
な
ん
で
す
ね
。
横
断
防
止
柵
じ
ゃ
な
い
ん
だ
な
。 

〈
栗
原
〉
そ
う
。
植
樹
帯
の
防
御
柵
。
低
木
を
守
る
た
め
に
入
れ
て
あ
る
と
。
東
京
都
に
は
標
準
品
が
あ
り
ま
す
。 

実
は
こ
れ
４
０
㎝
の
高
さ
で
場
所
に
よ
っ
て
上
を
ち
ょ
っ
と
幅
広
に
し
て
ま
す
、
座
れ
る
よ
う
に
。
さ
っ
き
ベ

ン
チ
を
作
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
っ
て
言
っ
た
で
し
ょ
。
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
疲
れ
り
ゃ
座
れ
る
よ
と
い
う
風
に
し
て
、

ち
ょ
っ
と
や
っ
て
ま
す(

図
・
１
８)

。
シ
ェ
ル
タ
ー
と
防
護
柵
と
サ
ポ
ー
タ
ー
で
、
こ
の
前
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ(

都
市
環
境

デ
ザ
イ
ン
会
議)

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
賞
・
製
品
部
門
の
特
別
賞
と
ブ
ロ
ッ
ク
賞
と
を
頂
き
ま
し
た
。 

〈
井
口
〉
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

〈
栗
原
〉
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 ■
舗
装
材
で
考
え
る
こ
と
は
、
地
球
環
境
・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ン
。 

〈
栗
原
〉
こ
こ
は
特
に
車
椅
子
、
目
の
不
自
由
な
方
含
め
た
、
い
わ
ゆ
る
身
障
者
の
集
ま
る
施
設
が
す
ぐ
近
く
に

あ
る
ん
で
、
結
構
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
強
く
言
わ
れ
ま
し
て
、
基
本
的
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
全
面
的
に
入
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
こ
を
白
、
グ
レ
ー
、
黒
み
た
い
な
３
種
類
の
保
水
性
の
平
板
な
ん
で
す
け
ど
、
今
透
水

性
と
か
保
水
性
と
か
、
透
水
機
能
が
原
則
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
、
石
張
り
と
か
使
え
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で

す
ね
。
北
越
谷
駅
の
場
合
は
御
影
石
と
煉
瓦
で
張
っ
て
い
い
感
じ
で
、
ほ
ん
と
は
平
板
と
か
使
い
た
く
な
い
ん
だ

け
ど
、
国
交
省
が
十
年
前
く
ら
い
か
ら
「
歩
道
は
透
水
性
を
原
則
と
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
い
だ
し
て
。

要
は
地
球
温
暖
化
と
か
の
絡
み
で
、
基
本
的
に
は
非
透
水
っ
て
い
う
の
は
な
か
な
か
使
い
に
く
く
な
っ
て
き
て
、

部
分
的
に
東
京
と
か
ま
だ
や
っ
て
る
と
こ
あ
る
け
ど
、
面
積
で
か
い
か
ら
や
っ
ぱ
り
透
水
を
使
わ
ざ
る
を
得 

 

 

 

(図・15) バス乗り場のシェルターの下に設置したベンチ。 

(図・16) 横断防止柵にサポーターパイプを 2本付けただ

けで腰掛けになるように配慮している。 



                                    

な
い
。
ど
う
せ
な
ら
保
水
性
に
し
て
雨
降
っ
た
あ
と
陽
が
出
た
ら
そ
れ
が
蒸
発
し
て
表
面
温
度
下
げ
て
く
れ
る
な

ん
て
、
嘘
か
本
当
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
一
応
役
所
へ
の
売
り
文
句
と
し
て
は
そ
れ
は
効
き
目
が
あ
る
ん
で
、
「
保

水
性
平
板
使
い
ま
し
ょ
う
よ
」
と
。 

〈
井
口
〉
保
水
性
と
透
水
性
の
違
い
は
若
干
水
が
残
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
透
水
な
ん
で
し
ょ
？ 

〈
栗
原
〉
保
水
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
に
雨
水
溜
ま
っ
て
、
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
し
た
の
が
下
へ
流
れ
て
い
く
と
い
う
形

な
ん
で
似
た
よ
う
な
も
ん
で
す
よ
ね
。  

 

 

 

 

(図・18) 植樹帯防御柵の天端を幅広にすることでベン

チを兼ねれるよう配慮している。 

(図・17) 植樹帯防護柵は同時に乱横断を防止している。 

(図・19) 保水ブロックの舗装。国交省は「歩道の舗装は透水性

を原則とする」と言っている。ほとんど無彩色だが色と明度には

しっかりとこだわっている。 



そ
れ
で
舗
装
の
色
は
ラ
ン
ダ
ム
が
い
い
よ
と
言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ど
う
し
て
も
役
所
が
「
模
様
描
き
た
い
模
様
描

き
た
い
」
っ
て
言
う
か
ら
、
模
様
な
ん
か
描
く
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
っ
て
言
っ
た
ん
だ
け
ど
、
し
ょ
う
が
な
い
ん
で

黒
で
大
き
く
、
１
０
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
間
隔
で
幅
６
０
㎝
の
帯
を
入
れ
て
、
あ
と
中
を
ラ
ン
ダ
ム
に
し
て
、
あ
ん

ま
り
模
様
っ
ぽ
く
目
立
た
な
い
け
ど
こ
れ
上
か
ら
見
る
と
分
る(

図
・
１
９)

。 
 

〈
井
口
〉
き
れ
い
に
出
て
ま
す
ね
。
歩
い
て
る
時
は
分
ら
な
い
け
ど
上
の
方
か
ら
見
る
と
模
様
が
分
る
。
僕
も
大

阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
（
Ｏ
Ｂ
Ｐ
）
で
同
じ
よ
う
な
こ
と
し
た
こ
と
あ
る
。 

〈
栗
原
〉
上
か
ら
見
る
と
こ
う
い
う
グ
リ
ッ
ド
が
、
特
に
屋
上
か
ら
見
え
る
っ
て
話
が
あ
っ
た
ん
で
ち
ょ
っ
と
気

に
し
て
、
ラ
ン
ダ
ム
だ
け
よ
り
は
多
少
は
締
ま
る
か
な
っ
て
ん
で
グ
リ
ッ
ド
を
入
れ
ま
し
た(

図
・
５)

。
変
な
模

様
描
く
と
み
っ
と
も
な
い
ん
で
、
描
い
て
も
こ
の
程
度
か
な
っ
て
い
う
ん
で
や
っ
た
の
が
１
０
メ
ー
ト
ル
間
隔
の

グ
リ
ッ
ド
で
す
。
そ
の
時
に
な
る
べ
く
そ
の
グ
リ
ッ
ド
の
位
置
に
合
わ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
黄
色
合
わ
し
て
。
や
た
ら
と
変
に
線
が
出
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。
グ
レ
ー
と
か
白
だ
と
輝
度
比
出
に

く
か
っ
た
で
す
ね
。
輝
度
比
が
２
・
０
以
上
と
い
う
ん
だ
け
ど
、
黄
色
と
ね
。
白
と
か
グ
レ
ー
だ
と
黄
色
と
輝
度

比
が
２
・
０
を
出
な
く
て
。
２
・
０
出
な
い
と
弱
視
の
人
が
き
ち
ん
と
認
識
で
き
な
い
よ
っ
て
そ
う
い
う
基
準
が

あ
る
ん
で
、
本
当
は
い
ろ
い
ろ
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
こ
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
。 

〈
井
口
〉
こ
の
黄
色
は
変
え
れ
な
い
？
こ
れ
あ
り
き
？ 

〈
栗
原
〉
基
本
的
に
は
輝
度
比
が
出
れ
ば
黄
色
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。
な
っ
て
ま
す

け
れ
ど
も
黄
色
じ
ゃ
な
く
す
る
に
は
か
な
り
い
ろ
ん
な
理
屈
を
つ
け
て
説
得
し
な
い
と
難
し
い
。 

〈
井
口
〉
例
え
ば
、
ベ
ー
ス
を
白
に
し
て
こ
の
黄
色
を
黒
に
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
？ 

〈
栗
原
〉
黄
色
じ
ゃ
な
く
て
も
あ
り
得
ま
す
が
、
黒
は
難
し
い
。
北
越
谷
の
時
に
レ
ン
ガ
を
試
し
焼
き
し
た
ん
で

す
ね
。
色
ム
ラ
出
し
た
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
レ
ン
ガ
に
。
レ
ン
ガ
工
場
に
行
っ
て
、
工
場
長
さ
ん
に
「
色
ム
ラ
い

っ
ぱ
い
出
し
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
工
場
長
が
頭
痛
め
ま
し
て
。
ほ
ん
と
は
窯
で
焼
く
時
、
左
右
と
か

上
下
と
か
真
ん
中
で
ム
ラ
が
出
な
き
ゃ
お
か
し
い
の
に
、
そ
れ
を
ム
ラ
が
ま
っ
た
く
出
な
い
均
一
な
も
の
つ
く
る

こ
と
ば
っ
か
り
一
生
懸
命
や
っ
ち
ゃ
っ
て
工
場
は
、
逆
に
ム
ラ
作
れ
っ
て
言
っ
た
ら
、
作
れ
な
い
み
た
い
な
ん
で
、

無
理
や
り
作
っ
た
ら
黒
い
あ
ん
こ
が
出
来
る
ん
で
す
ね
。
弱
視
の
人
に
見
て
も
ら
っ
た
と
き
に
黒
い
あ
ん
こ
っ
て

穴
が
開
い
て
る
っ
て
。
黒
で
や
る
っ
て
の
は
穴
が
開
い
て
る
よ
う
に
見
え
ち
ゃ
う
ら
し
い
で
す
ね
。
色
を
考
え
な

い
と
ま
ず
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
も
実
際
弱
視
の
人
に
見
て
も
ら
い
な
が
ら
や
っ
て
大
丈
夫
だ
よ
、
と
い
う
色

に
し
て
ま
す
。
一
応
黄
色
も
ね
、
な
る
べ
く
品
が
い
い
、
ケ
バ
ケ
バ
し
く
な
い
黄
色
を
選
ん
で
入
れ
ま
し
た
。
基

本
、
黄
色
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況
が
多
い
ん
で
、
そ
れ
で
も
色
を
ち
ょ
っ
と
淡
く
し
て
目
立
た
な
い

よ
う
に
と
か
。
あ
と
は
グ
リ
ッ
ド
に
な
る
べ
く
合
わ
せ
て
変
な
と
こ
に
ラ
イ
ン
が
な
い
よ
う
に
と
か
、
工
夫
し
て
。

た
だ
ど
う
し
て
も
斜
め
に
入
れ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
所
も
出
て
来
て
し
ま
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
そ
う
じ
ゃ
な
い

よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。 

ど
う
入
れ
る
か
は
案
を
つ
く
っ
て
、
市
の
道
路
課
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
こ
の
場
合
は
特
殊
で
、
す

ぐ
近
く
に
障
害
者
の
施
設
が
あ
っ
た
の
で
、
施
設
の
ほ
う
に
も
確
認
を
取
っ
て
、
こ
ん
な
ル
ー
ト
で
い
い
で
す
か

ね
っ
て
や
り
ま
し
た
。 

大
き
く
は
も
と
も
と
設
置
基
準
が
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。
設
置
基
準
で
は
沿
道
敷
地
の
端
か
ら
６
０
㎝
以
上
離
せ
と

言
う
け
ど
、
こ
こ
は
歩
道
が
広
く
て
７
ｍ
あ
る
ん
で
多
少
道
路
セ
ン
タ
ー
寄
り
に
入
れ
て
と
か
、
店
の
前
で
は
１

ｍ
く
ら
い
物
置
か
れ
ち
ゃ
っ
た
り
す
る
ん
で
余
裕
と
る
と
か
、
な
る
べ
く
そ
う
い
う
の
も 

考
慮
し
な
が
ら
や
っ

て
ま
す
ね
。 

 

■
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
こ
こ
ま
で
や
っ
て
る
。 

〈
栗
原
〉
横
断
歩
道
に
は
エ
ス
コ
ー
ト
ゾ
ー
ン
（
視
覚
障
害
者
誘
導
用
道
路
横
断
帯
、
横
断
歩
道
中
央
部
に
あ
る

グ
レ
ー
と
白
の
点
字
部
分
）
っ
て
の
が
あ
り
ま
す
。
で
こ
ぼ
こ
が
つ
い
た
や
つ
が
。
こ
れ
警
視
庁
の
Ｏ
Ｂ
か
な
ん

か
の
会
社
が
一
切
取
り
仕
切
っ
て
て
、
こ
れ
を
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
よ
う
な
と
こ
が
多
く
な
っ
て
ま
す
よ
ね
。



歩
道
の
基
準
っ
て
の
は
横
断
歩
道
の
縁
石
の
高
さ
が
車
道
か
ら
２
㎝
以
下
な
ん
で
す
よ
ね
。
２
㎝
な
ん
だ
け
ど
僕

は
最
初
車
椅
子
の
た
め
に
テ
ー
パ
ー
付
き
の
上
面
が
斜
め
の
縁
石
使
っ
て
、
段
差
無
し
で
い
け
る
よ
う
に
し
よ
う

っ
て
や
っ
て
た
ら
、
障
害
者
施
設
の
方
が
「
段
差
の
ひ
っ
か
か
り
が
な
い
と
ダ
メ
。
目
の
不
自
由
な
方
は
白
い
杖

で
引
っ
か
か
る
か
ら
歩
車
道
境
界
が
認
識
で
き
る
。
引
っ
掛
か
り
な
く
し
た
ら
認
識
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し

て
、
で
も
車
椅
子
の
方
は
、｢

い
や
、
段
差
ゼ
ロ
の
ほ
う
が
良
い
ん
で
す｣

っ
て
言
う
ん
で
、
車
椅
子
の
通
る
と
こ

は
幅
１
・
２
ｍ
段
差
ゼ
ロ
に
し
て
ま
す
。
そ
の
横
に
点
字
が
あ
る
ん
で
す
視
覚
障
害
者
の
、
そ
こ
は
１
㎝
の
段
差

に
し
て
ま
す
ね
。
そ
の
１
セ
ン
チ
の
段
差
と
テ
ー
パ
ー
の
付
い
た
段
差
無
し
の
縁
石
を
擦
付
け
る
ひ
ね
っ
た
縁
石

を
特
注
し
ま
し
た
。
１
セ
ン
チ
の
差
が
斜
め
に
な
っ
て
、
縁
石
に
擦
付
け
る
よ
う
に
し
て
つ
な
が
っ
て
る(

図
・
２

０
、
２
１)

。 

〈
井
口
〉
す
ご
い
ね
。
い
か
に
も
日
本
ら
し
い
、
細
心
の
道
路
の
デ
ィ
テ
ー
ル
で
す
ね
。
こ
の
種
の
細
部
の
こ
だ

わ
り
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ね
。 

〈
栗
原
〉
こ
う
い
う
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
こ
と
も
や
っ
て
る
。
ど
う
し
て
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
っ
て
の
は
非
常
に

う
る
さ
い
で
す
か
ら
ね
。 

あ
と
案
内
板
。
新
し
い
の
は
シ
ェ
ル
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
に
準
じ
て
つ
く
っ
て
、
分
電
盤
も
目
立
た
な
い
よ

う
に
し
て
、
ど
う
し
て
も
ポ
ス
ト
要
る
っ
て
言
う
か
ら
植
樹
帯
の
中
に
埋
め
込
ん
だ
り
と
か
。
市
の
標
準
の
案
内

サ
イ
ン
は
サ
イ
ズ
も
色
も
変
え
さ
し
て
く
れ
な
か
っ
た
。
昔
茶
色
流
行
っ
た
こ
ろ
の
で
、
茶
色
で
ね
。
他
と
こ
こ

だ
け
色
違
う
け
ど
そ
れ
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

〈
井
口
〉
越
谷
市
の
中
で
は
あ
れ
を
使
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
る
。 

〈
栗
原
〉
そ
う
で
す
ね
。
使
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
で
。
「
せ
め
て
色
だ
け
で
も
グ
レ
ー
に
さ

し
て
く
れ
な
い
？
」
っ
て
言
っ
て
も
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
な
も
ん
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
。 

                       

 

 
 

(図・21) 視覚障碍者の通行箇所(左上)は歩車道の段差が１㎝、車椅子の通行

箇所(右下)は段差ゼロ、その間をつなぐひねった縁石(写真中央)は特注品。 

(図・20) 横断歩道に降りる部分のエスコートゾーン。点字ブロックで視覚障

碍者を誘導し、その左手は車椅子の通行箇所。 



■
デ
ザ
イ
ン
に
は
協
力
的
だ
っ
た
、
埼
玉
の
県
警
。 

〈
栗
原
〉
あ
と
は
広
場
か
ら
柱
を
な
る
べ
く
減
ら
し
た
い
ん
で
、
標
識
は
出
来
る
だ
け
照
明
柱
に
共
架
し
よ
う
と
。

交
通
標
識
が
付
か
な
い
と
こ
に
も
全
部
腕
だ
け
出
し
と
い
て
あ
と
か
ら
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
。
埼
玉
県
警
は
共
架
を
積
極
的
に
や
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ(

図
・
２
２)

。
じ
ゃ
な
い
と
柱
と
基
礎
、
自
分
の

と
こ
で
つ
く
ん
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
共
架
だ
と
標
識
の
盤
つ
け
る
だ
け
だ
か
ら
県
警
も
お
金
が
安
く

な
る
ん
で
す
よ
。
共
架
出
来
る
な
ら
な
る
べ
く
さ
し
て
く
れ
っ
て
向
こ
う
か
ら
も
言
っ
て
く
る
く
ら
い
に
な
っ
た

ん
で
。
十
年
前
の
北
越
谷
駅
の
と
き
は
共
架
は
、
協
議
し
て
「
共
架
さ
し
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
県
警
に
お
願
い
し

た
ん
だ
け
ど
、
今
回
は
向
こ
う
か
ら
「
共
架
出
来
る
だ
け
さ
し
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
言
っ
て
き
た
。 

〈
井
口
〉
で
も
そ
う
単
純
な
話
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
警
察
が
置
き
た
い
場
所
に
街
灯
が
無
い
こ
と
も
あ
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。 

〈
栗
原
〉
照
明
柱
が
あ
る
場
所
で
共
架
出
来
れ
ば
い
い
け
ど
、
駄
目
な
時
は
単
独
で
立
ち
ま
す
。
何
本
か
立
っ
て

ま
す
。 

〈
井
口
〉
駅
広
見
た
時
に
ね
、
え
ら
く
標
識
が
少
な
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
。 

〈
栗
原
〉
な
る
べ
く
最
低
限
に
し
て
も
ら
っ
た
の
と
、
こ
れ
実
は
縮
小
版
と
言
っ
て
４
５
㎝
の
使
っ
て
ま
す
。
普

通
直
径
が
６
０
㎝
だ
け
ど
縮
小
版
つ
け
て
く
れ
っ
て
お
願
い
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
あ
ん
ま
り
で
か
く
て
目
立
つ
の

嫌
だ
か
ら
っ
て
。
埼
玉
県
警
な
か
な
か
物
分
か
り
が
よ
く
て
ね
、
そ
う
し
て
く
れ
ま
し
た
。
道
路
の
信
号
も
照
明

柱
に
付
け
て
る
ん
で
す
け
ど
、
信
号
今
グ
レ
ー
っ
ぽ
い
灯
具
だ
か
ら
、
標
準
灯
具
の
ま
ま
で
い
い
で
す
よ
っ
て
言

っ
た
の
。
信
号
制
御
盤
も
あ
の
カ
バ
ー
は
「
グ
レ
ー
っ
ぽ
い
か
ら
そ
の
ま
ま
で
い
い
で
す
よ
」
っ
て
言
っ
た
ん
だ

け
ど
、
ポ
ー
ル
の
色
に
合
わ
せ
て
全
部
塗
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
す
ご
い
、
埼
玉
県
警
理
解
が
。
警
視
庁
だ

っ
た
ら
そ
ん
な
こ
と
絶
対
や
っ
て
く
ん
な
い
で
す
よ
。
神
奈
川
県
警
も
。
埼
玉
県
警
非
常
に
理
解
が
あ
る
。
だ
か

ら
何
ヵ
所
か
ね
道
路
照
明
柱
立
っ
て
ま
す
け
ど
、
極
力
共
架
で
き
る
よ
う
に
し
て
る
。
た
だ
共
架
し
た
い
た
め
に

そ
こ
に
照
明
っ
て
い
う
の
は
な
い
ね
、
警
察
っ
て
ど
っ
ち
か
っ
て
言
う
と
物
が
全
部
出
来
て
か
ら
、
ど
こ
に
標
識

付
け
る
っ
て
考
え
る
ん
で
す
よ
ね
。
図
面
で
あ
る
程
度
案
は
出
来
る
け
ど
、
現
地
見
て
や
っ
ぱ
り
こ
こ
だ
な
と
か

や
り
だ
す
ん
で
す
よ
。
照
明
は
照
明
で
照
度
分
布
を
計
っ
て
や
っ
て
や
る
ん
で
、
無
駄
な
場
所
に
標
識
の
た
め
に

照
明
立
つ
っ
て
な
か
な
か
や
れ
な
い
ん
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
き
は
独
立
し
た
ポ
ー
ル
で
、
共
架
出
来
る
場

合
は
極
力
共
架
っ
て
い
う
形
で
や
っ
て
ま
す
ね
。 

〈
井
口
〉
照
明
の
ポ
ー
ル
は
道
路
管
理
者
が
費
用
負
担
す
る
ん
で
し
ょ
？ 

〈
栗
原
〉
道
路
管
理
者
で
す
ね
。
信
号
で
も
照
明
と
共
架
す
る
ポ
ー
ル
は
道
路
管
理
者
負
担
で
信
号
の
灯
具
だ
け

が
警
察
で
す
ね
。 

あ
と
信
号
の
配
線
は
地
下
埋
設
し
て
ん
で
す
け
ど
、
地
下
埋
設
す
る
と
き
の
管
路
、
そ
れ
か
ら
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
、

こ
れ
全
部
都
市
側(

市)

で
す
。
警
察
は
負
担
し
ま
せ
ん
。
配
線
だ
け
し
ま
す
。
普
通
は
警
察
は
架
空
線
だ
け
で
来

て
亜
鉛
ど
ぶ
つ
け
か
な
ん
か
の
柱
立
て
て
信
号
、
灯
具
を
つ
け
る
。
そ
れ
な
ら
警
察
が
全
部
お
金
出
し
ま
す
け
ど
、

そ
う
じ
ゃ
な
い
こ
と
や
る
ん
な
ら
全
部
用
意
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
な
形
。
配
線
と
制
御
盤
と
信
号
と
こ
れ

だ
け
は
警
察
が
持
つ
け
ど
、
あ
と
は
全
部
地
下
埋
設
の
管
路
で
も
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
も
照
明
と
共
架
す
る
柱
で
も

都
市
側
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
っ
て
い
う
の
が
警
察
。 

 

■
諸
々
の
記
念
碑
は
、
移
設
し
た
り
し
て
大
切
に
扱
っ
て
い
ま
す
。 

〈
栗
原
〉
大
正
九
年
に
こ
の
駅
が
開
業
し
た
時
の
記
念
碑
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
寄
付
し
た
人
か
な
ん
か
の
名
前
が

書
い
て
あ
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
が
近
く
の
お
寺
に
移
設
保
存
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。
「
じ
ゃ
あ
せ
っ
か
く
だ
か
ら
持

っ
て
こ
よ
う
」
っ
て
言
っ
て
広
場
の
管
理
用
の
駐
車
場
の
中
な
ん
だ
け
ど
、
遠
く
て
人
が
あ
ん
ま
り
寄
ら
な
い
と

こ
ろ
に
つ
く
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
石
碑
を
移
設
し
て
建
て
て
ま
す(

図
・
２
３)

。
こ
の
碑
と
、
三
面
、
四
面

在
っ
た
の
か
な
、
石
の
銘
板
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
半
分
割
れ
て
る
の
も
あ
っ
た
け
ど
再
生
し
て
、
あ
と
こ
の
台

座
は
作
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
全
部
石
じ
ゃ
な
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
石
張
り
で
す
け
ど
。
御
影
石
で
作
り
ま 



                

し
て
、
手
前
に
組
み
石
置
い
て
み
た
り
し
て
、
一
応
駅
の
開
業
記
念
っ
て
こ
う
い
う
メ
モ
リ
ア
ル
な
も
の
は
き
ち

ん
と
残
そ
う
よ
と
。 

そ
れ
か
ら
こ
れ
は
再
開
発
組
合
の
副
理
事
長
が
ど
う
し
て
も
記
念
に
作
り
た
い
っ
て
言
っ
て
、
駅
が
出
来
た
時
の

話
と
か
昔
の
写
真
を
焼
き
付
け
た
碑
を
建
て
た
い
っ
て
、
こ
れ
は
組
合
が
寄
付
す
る
か
ら
っ
て
こ
と
で
こ
れ
作
り

ま
し
た(

図
・
２
４)

。 

も
と
も
と
市
民
憲
章
っ
て
据
え
て
あ
っ
た
の
を
移
設
し
て
置
い
た
と
か
。
あ
と
、
欅(
図
・
２
５)

。
こ
れ
は
も
と

も
と
在
っ
た
欅
で
、
新
し
く
植
樹
帯
の
島
に
し
た
と
き
セ
ン
タ
ー
か
ら
ち
ょ
っ
と
ず
れ
た
ん
で
す
け
ど
、｢

い
い

ん
じ
ゃ
な
い
の｣

っ
て
言
っ
て
た
ら
、
市
が｢

真
ん
中
じ
ゃ
な
き
ゃ
や
だ｣

と
言
っ
て
４
ｍ
く
ら
い
移
設
し
ま
し
た
。

百
数
十
万
か
か
り
ま
し
た
、
４
、
５
ｍ
移
設
す
る
だ
け
で
。
僕
は
真
ん
中
に
す
る
必
要
な
い
と
思
っ
て
ま
し
た
け

ど
。 

〈
井
口
〉
栗
原
さ
ん
も
似
た
よ
う
な
こ
だ
わ
り
ど
っ
か
で
や
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
の
？ 

〈
栗
原
〉｢

金
は
市
が
出
す
ん
だ
か
ら
い
い
だ
ろ｣

っ
て
言
わ
れ
た
ら
し
ょ
う
が
な
い
で
す
よ
ね
。 

あ
と
は
こ
れ
時
計
塔
が
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
寄
付
。
こ
う
い
う
の
が
す
ぐ
出
て
き
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
極
力
、

柱
と
か
を
デ
ザ
イ
ン
を
こ
っ
ち
に
合
わ
せ
て
も
ら
う
よ
う
な
形
で
や
り
ま
し
た
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
奇
抜
な

形
の
も
の
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
メ
モ
リ
ア
ル
な
も
の
、
も
と
も
と
歴
史
あ
る
も
の
は
い
い
ん
だ

け
ど
、
変
な
時
計
と
か
を
勝
手
に
ね
、
寄
付
だ
っ
て
つ
け
ら
れ
ち
ゃ
う
の
が
あ
る
ん
で
、
そ
れ
も
事
前
に
話
が
あ

っ
て
ち
ょ
っ
と
デ
ザ
イ
ン
調
整
さ
し
て
も
ら
え
た
ら
ま
だ
良
い
ん
だ
け
ど
、
非
常
に
問
題
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
か
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
か
は
。 

広
場
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
り
ま
し
た
。
再
開
発
ビ
ル
の
オ
ー
プ
ン
兼
ね
て
イ
ベ
ン
ト
や
り
ま
し
た
。

人
が
わ
ー
っ
と
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
来
ま
し
た
。
そ
の
後
は
お
祭
り
以
外
こ
こ
ま
だ
イ
ベ
ン
ト
は
や
っ
て
な
い
。 

 ■
昔
か
ら
秋
祭
り
の
山
車

だ

し

が
集
ま
る
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
広
場
だ
っ
た
。 

〈
栗
原
〉
祭
り
に
は
山
車
が
出
る
ん
で
す(

図
・
２
６)

。
こ
こ
の
山
車
が
で
か
い
ん
で
す
よ
、
で
か
い
の
が
い
っ

ぱ
い
来
て
駅
前
に
集
結
す
る
ん
で
す
ね
。
歩
廊
の
一
番
最
後
の
方
、
片
持
ち
梁
に
な
っ
て
下
を
通
れ
る
高
さ
が

５
・
５
ｍ
あ
る
ん
で
す
よ
。
山
車
が
通
る
可
能
性
も
あ
る
っ
て
こ
と
と
、
消
防
車
の
通
路
に
な
っ
て
る
。 

ち
ょ
う
ど
建
物
の
前
面
が
再
開
発
ビ
ル
の
消
防
活
動
空
地
に
な
っ
て
る
ん
で
す
。
車
道
か
ら
は
開
放
式
の
車
止
め 

  

(図・22) 交通標識は出来るだけ照明柱に共架してい

る。後で必要に応じて付けられるようにすべての照明

柱にそのための腕を付けている(写真左)。交通標識は

通常の 60㎝径でなく、縮小版の 45㎝径のものを付け

ている(写真右)。 



                                      

に
な
っ
て
て
、
鍵
は
消
防
が
持
っ
て
ま
す
。
車
止
め
外
し
て
入
っ
て
き
て
、
そ
の
先
に
連
結
送
水
管
が
あ
っ
て
、

こ
こ
を
抜
け
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
と
言
う
ん
で
、
こ
こ
に
歩
廊
の
柱
が
あ
っ
た
ら
抜
け
ら
れ
な
い
し
、
高
さ
一

応
４
・
５
ｍ
あ
る
ん
だ
け
ど
梯
子
と
か
あ
る
か
ら
通
常
の
道
路
上
空
の
歩
廊
っ
て
５
・
５
ｍ
以
上
っ
て
基
準
が
あ

る
か
ら
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
山
車
も
あ
る
ん
で
、
５
・
５
ｍ
確
保
し
て
く
れ
」
っ
て
話
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
、

あ
あ
ゆ
う
特
殊
な
片
持
ち
梁
構
造
を
端
っ
こ
だ
け
つ
け
た
ん
で
す
。 

 

 

 

 

 

(図・24) 再開発組合が寄付した越谷駅

開設記念碑。開設当時の町の様子が写真

に残されている。 

(図・23) 大正 9年に建てられ

た越谷駅開業記念碑を移設し

た。 

(図・25) 元々在った欅は 4ｍほど移動して広場の真ん中に残した。時計は

ロータリークラブの寄付。 
(図・26)  山車が毎年近くの神社から町をうねって駅前広場

に集合する。 



〈
井
口
〉
こ
の
祭
り
は
ず
っ
と
前
か
ら
駅
前
広
場
を
使
っ
て
た
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
山
車
が
毎
年
近
く
の
神
社
か
ら
町
を
う
ね
っ
て
駅
前
広
場
に
集
合
す
る
ん
で
す
よ
。 

〈
井
口
〉
駅
前
広
場
に
集
合
す
る
。
そ
れ
は
昔
か
ら
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？
こ
れ
が
新
し
く
な
っ
た
か
ら
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
昔
か
ら
・
・
・ 

〈
栗
原
〉
昔
か
ら
や
っ
て
る
か
ら
こ
の
山
車
が
通
れ
る
よ
う
に
し
な
き
ゃ
駄
目
だ
っ
て
い
う
話
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。 

〈
井
口
〉
な
る
ほ
ど
。
ま
さ
に
町
の
シ
ン
ボ
ル
広
場
で
す
ね
。
交
通
広
場
で
は
あ
る
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
毎
年
こ
れ
を
や
っ
て
る
ん
で
す
。
こ
の
時
は
交
通
規
制
か
け
て
ま
す
。
全
部
ス
ト
ッ
プ
で
す
。
だ
か
ら

そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
通
常
の
駅
広
よ
り
は
地
元
の
そ
う
い
う
イ
ベ
ン
ト
と
か
に
も
使
っ
て
、
馴
染
み
が
あ
る
広
場

っ
て
い
う
風
に
は
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

■
出
来
た
後
ち
ゃ
ん
と
使
っ
て
も
ら
う
の
も
、
難
し
い
で
す
。 

〈
栗
原
〉
路
面
に
張
っ
た
サ
イ
ン
は
剝
が
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
や
り
た
き
ゃ
最
初
に
言
っ
て
く
れ
れ
ば
も
っ

と
い
い
の
考
え
た
の
に
、
上
か
ら
張
る
や
つ
今
流
行
っ
て
ま
す
け
ど
、
二
、
三
年
し
た
ら
剥
げ
て
駄
目
で
す
よ
。

汚
く
な
る
だ
け
。
や
る
ん
な
ら
も
っ
と
焼
き
物
で
や
る
と
か
、
落
ち
な
い
も
の
で
き
ち
ん
と
作
る
べ
き
な
ん
だ
け

ど
。
こ
う
い
う
後
付
け
の
サ
イ
ン
を
何
度
も
行
政
が
や
っ
て
く
れ
て
、
東
京
だ
っ
て
自
転
車
道
と
か
歩
行
者
道
と

か
た
ば
こ
禁
止
と
か
、
今
こ
れ
張
る
や
つ
が
主
流
で
す
ね
。 

三
年
も
し
た
ら
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
っ
て
、
汚
い
だ
け
で
何
書
い
て
る
か
分
ん
な
く
な
っ
て
ま
す
。
そ
う
い
う

の
を
安
い
か
ら
っ
て
あ
え
て
行
政
は
や
る
ん
で
す
よ
。
や
っ
た
時
さ
え
よ
け
れ
ば
、
後
は
も
う
や
っ
て
あ
る
か
ら

知
ら
な
い
よ
っ
て
い
う
発
想
で
。
や
る
な
ら
陶
板
に
焼
き
込
む
と
か
い
ろ
い
ろ
や
り
方
あ
る
ん
で
す
。
あ
と
あ
と

ず
っ
と
消
え
な
い
で
き
れ
い
に
残
る
よ
う
な
ね
。
そ
う
い
う
の
先
に
言
え
ば
い
い
の
に
、
こ
う
い
う
担
当
課
が
い

ろ
い
ろ
違
っ
た
り
す
る
と
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
出
て
く
る
ん
で
す
ね
。
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
ど
う
と
か
の
注
意
の
張
り

紙
張
ら
れ
ち
ゃ
う
し
、
ト
イ
レ
が
こ
っ
ち
だ
よ
と
か
。
こ
う
い
う
サ
イ
ン
欲
し
け
り
ゃ
最
初
に
言
っ
て
く
れ
れ
ば

ち
ゃ
ん
と
デ
ザ
イ
ン
し
て
入
れ
た
の
に
、
あ
と
か
ら
べ
た
べ
た
と
。
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
み
た
い
な

の
柱
に
や
た
ら
貼
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
の
が
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員
で
サ
イ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
の
中
村
豊
四

郎
さ
ん
に
言
わ
せ
る
と
困
る
な
と
。
今
こ
う
い
う
看
板
が
立
っ
て
駐
輪
禁
止
の
看
板
と
か
コ
ー
ン
と
か
立
っ
て
、

自
転
車
で
ビ
ル
前
埋
ま
っ
て
ま
す
。
自
転
車
は
ま
た
あ
と
で
も
出
ま
す
け
ど
、
井
口
さ
ん
は
許
容
し
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
と
寛
容
な
お
考
え
で
す
が
、
私
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
し
た
。 

 

■
道
路
上
に
置
け
る
も
の
、
作
れ
る
も
の
は
、
今
も
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。 

〈
栗
原
〉
道
路
っ
て
い
う
と
道
路
法
第
２
条
第
２
項
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
柵
、
街
路
灯
、
道
路
標
識
、
道
路
情

報
管
理
ス
ペ
ー
ス
、
道
路
に
接
す
る
道
路
の
維
持
管
理
、
修
繕
に
用
い
る
機
械
と
か
置
き
場
、
自
動
車
ま
た
は
自

転
車
の
駐
車
場
み
た
い
な
道
路
管
理
者
が
設
置
す
る
も
の
だ
と
か
、
共
同
溝
、
電
線
共
同
溝
。
そ
れ
か
ら
政
令
で

定
め
る
も
の
と
し
て(

道
路
法
施
行
令
第
三
四
の
三)

、
道
路
の
防
雪
ま
た
は
防
砂
の
た
め
の
施
設
と
か
あ
っ
て
、

そ
の
中
に
ベ
ン
チ
ま
た
は
そ
の
上
屋
、
道
路
管
理
者
が
設
置
す
る
も
の
っ
て
い
う
の
が
平
成
五
年
に
初
め
て
入
っ

た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
ま
で
は
ベ
ン
チ
は
道
路
上
に
つ
く
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
も
の
だ
っ
た
。
と
い
う
か
道
路
と
し
て

は
作
れ
な
か
っ
た
。
上
屋
は
道
路
上
建
築
物
と
し
て
占
用
許
可
と
っ
て
作
る
こ
と
は
出
来
な
く
は
な
か
っ
た
け
ど
、

平
成
五
年
以
降
は
道
路
管
理
者
が
道
路
付
属
物
と
し
て
、
ベ
ン
チ
と
か
そ
の
上
屋
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

逆
に
言
う
と
施
行
令
で
定
め
た
道
路
付
属
物
し
か
つ
く
れ
ま
せ
ん
。
あ
と
は
全
部
占
用
許
可
を
取
っ
て
占
用
物
と

し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
占
用
物
は
別
に
許
可
基
準
が
道
路
法
三
二
条
に
あ
っ
て
何
で
も
い
い

っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
。
だ
か
ら
道
路
管
理
者
が
道
路
の
一
部
と
し
て
作
れ
る
の
は
道
路
法
施
行
令
第
三

四
の
三
で
限
定
さ
れ
て
る
ん
で
す
ね
。 



〈
井
口
〉
「
ベ
ン
チ
ま
た
は
そ
の
上
屋
」
と
あ
り
ま
す
け
ど
、
越
谷
の
場
合
は
「
そ
の
（
ベ
ン
チ
の
）
上
屋
」
じ

ゃ
な
い
で
す
よ
ね
？
ど
ー
っ
と
前
の
建
物
ま
で
伸
び
て
っ
て
る
や
つ
。 

〈
栗
原
〉
歩
廊
で
す
ね
、
は
い
。 

〈
井
口
〉
あ
れ
は
こ
れ
で
言
う
と
ど
れ
に
な
る
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
「
そ
の
上
屋
」
で
す
。
ベ
ン
チ
が
な
く
て
も
「
そ
の
上
屋
」
っ
て
解
釈
し
て
ま
す
。
要
は
「
上
屋
」
が

Ｏ
Ｋ
よ
っ
て
解
釈
。 

〈
井
口
〉
「
上
屋
」
が
Ｏ
Ｋ
よ
っ
て
、
そ
う
す
る
と
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
も
そ
の
気
に
な
れ
ば
道
路
付
属
物
で

作
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
も
道
路
管
理
者
が
必
要
だ
と
い
う
風
に
判
断
す
れ
ば
、
道
路
付
属
物
っ
て
位
置

づ
け
は
で
き
ま
す
が
、
九
九
・
九
％
道
路
占
用
で
す
ね
、
ア
ー
ケ
ー
ド
は
。
や
は
り
公
共
が
お
金
出
し
て
つ
く
る

意
味
合
い
っ
て
の
は
別
の
と
こ
で
議
論
さ
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で
。 

〈
井
口
〉
「
ベ
ン
チ
ま
た
は
そ
の
上
屋
」
と
な
る
と
ね
、
じ
ゃ
あ
ベ
ン
チ
が
置
け
る
の
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
置

け
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
？ 

〈
栗
原
〉
こ
れ
は
こ
れ
し
か
書
い
て
な
い
け
ど
道
路
管
理
者
が
設
置
す
る
も
の
っ
て
書
い
て
あ
る
ん
で
、
道
路
管

理
者
の
判
断
次
第
で
す
よ
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
が
、
道
路
構
造
令
解
説
等
で
は
「
駅
、
病
院
、
市
役
所
等
の
不
特

定
多
数
の
利
用
が
多
い
と
こ
ろ
」
っ
て
い
う
風
な
位
置
づ
け
は
し
て
ま
す
。
法
文
じ
ゃ
な
く
て
ね
、
解
説
と
し
て
。

だ
か
ら
公
共
性
が
高
い
と
こ
ろ
な
ら
い
い
で
す
よ
と
。
税
金
使
っ
て
作
る
ん
で
、
公
共
性
が
高
い
と
こ
ろ
な
ら
っ

て
い
う
条
件
は
大
体
付
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
で
も
Ｏ
Ｋ
よ
っ
て
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
。
た
だ
こ
こ
ど
う
し

て
も
ベ
ン
チ
作
り
た
い
、
み
な
さ
ん
の
利
用
上
ね
、
こ
ん
な
に
利
便
性
が
上
が
っ
て
み
ん
な
が
い
い
よ
っ
て
い
う

風
に
な
れ
ば
作
れ
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。 

〈
井
口
〉
年
寄
り
が
増
え
て
き
た
ら
ね
、
商
店
街
の
中
と
か
例
え
ば
横
浜
の
伊
勢
崎
木
モ
ー
ル
な
ん
て
、
幅
員
が

１
４
ｍ
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
、
十
分
広
い
わ
け
で
す
よ
。
あ
の
セ
ン
タ
ー
あ
た
り
に
ベ
ン
チ
で
も
置
い
て
く
れ
た

ら
み
ん
な
、 

〈
栗
原
〉
伊
勢
崎
木
モ
ー
ル
な
ん
か
だ
っ
た
ら
横
浜
市
が
必
要
だ
と
思
え
ば
道
路
付
属
物
と
し
て
ベ
ン
チ
は
設
置

出
来
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
横
浜
市
は
ベ
ン
チ
置
く
な
っ
て
い
う
、
今
そ
う
ゆ
う
発
想
。
長
津
田
の
駅
広
も
ベ
ン

チ
い
ろ
い
ろ
計
画
し
た
け
ど1

個
も
置
か
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
横
浜
市
が
ベ
ン
チ
は
要
ら
な
い
っ
て
。

昔
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
最
先
端
を
行
っ
て
た
頃
の
横
浜
市
と
今
の
横
浜
市
っ
て
、
違
う
行
政
だ
と
思
っ
た
方
が
い

い
く
ら
い
ひ
ど
い
で
す
。
高
橋
志
保
彦
さ
ん
が
好
き
な
こ
と
や
れ
た
時
代
と
今
は
ま
っ
た
く
一
八
〇
度
違
い
ま
す

よ
。 

〈
井
口
〉
厳
し
く
な
っ
た
。 

〈
栗
原
〉
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
こ
と
は
や
ら
な
い
で
、
「
今
ま
で
通
り
の
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
く
れ
」

と
い
う
こ
と
が
原
則
み
た
い
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
切
り
崩
す
の
が
大
変
で
す
。 

 

■
そ
れ
で
も
法
的
に
ベ
ン
チ
が
置
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
画
期
的
。 

〈
井
口
〉
そ
れ
で
も
ベ
ン
チ
が
置
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
大
き
い
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
今
ま
で
ベ
ン
チ
置
く
っ
て
の
は
法
的
な
根
拠
が
な
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
出
来
て
か
ら
道
路
付
属

物
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
置
け
ま
す
。
今
ま
で
は
行
政
が
置
い
て
も
行
政
の
違
う
セ
ク
シ
ョ
ン
が
道
路
セ
ク
シ
ョ
ン
に

対
し
て
占
用
願
い
を
出
し
て
た
。
形
式
的
に
言
え
ば
ね
、
占
用
に
当
た
ら
ず
に
し
て
も
、
ベ
ン
チ
は
道
路
管
理
者

じ
ゃ
な
く
て
違
う
セ
ク
シ
ョ
ン
が
管
理
し
ま
す
よ
っ
て
い
う
手
続
き
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
道
路
管
理
者
が
全

部
出
来
る
よ
っ
て
な
っ
た
ん
で
す
。
道
路
の
一
部
と
い
う
扱
い
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
結
構
画
期
的
だ

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。 

〈
井
口
〉
で
も
運
用
が
ま
だ
う
ま
く
行
っ
て
な
い
。
自
由
に
な
っ
て
な
い
。 



〈
栗
原
〉
行
政
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
だ
っ
た
り
。
だ
け
ど
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
柔
ら
か
い
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。 

〈
桑
嶋
〉
最
近
道
路
占
用
の
特
例
み
た
い
な
の
が
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
っ
て
い
う
法
律
で
少
し
ず
つ
変
わ
っ

て
き
て
、
今
の
道
路
を
使
っ
て
広
場
的
な
活
動
を
し
ま
し
ょ
う
み
た
い
な
の
が
少
し
ず
つ
日
本
で
も
広
が
っ
て
き

て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
１

、
宇
部
市
の
相
生
町
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
か
横
浜
市
の
日
本
大
通
り
と
か
も
そ
う
で
す

し
。 

〈
栗
原
〉
国
交
省
の
国
土
交
通
政
策
研
究
所
が
「
都
市
空
間
に
お
け
る
可
変
的
利
用
方
策
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ

ト 

可
変
的
利
用
～
ま
ち
に
賭
け
る
」
と
い
う
絵
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
２

。
道
路
に
滑
り
台
つ

く
る
み
た
い
な
。
道
路
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
も
っ
と
遊
び
に
使
え
る
道
路
に
し
よ
う
み
た
い
な
画
を
出
し

て
る
ん
で
す
け
ど
、
国
は
結
構
そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
前
向
き
に
考
え
て
る
け
ど
、
じ
ゃ
あ
実
際
国
道
で
や
る
か
っ

て
言
っ
た
ら
や
ら
な
い
け
ど
ね
。
や
っ
ぱ
り
自
治
体
は
そ
こ
ま
で
な
か
な
か
ま
だ
ま
だ
行
っ
て
な
い
っ
て
の
が
現

状
だ
し
、
通
常
都
道
府
県
と
か
市
町
村
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
道
路
を
ど
う
し
よ
う
っ
て
考
え
る
の
は
。
市
町
村
と

か
都
道
府
県
は
ま
だ
そ
こ
ま
で
考
え
行
っ
て
な
い
の
が
現
状
で
、
国
交
省
は
新
し
い
こ
と
い
ろ
い
ろ
考
え
て
ま
す

け
ど
、
そ
れ
が
浸
透
す
る
に
は
ま
だ
だ
い
ぶ
時
間
か
か
る
と
思
い
ま
す
。 

〈
桑
嶋
〉
行
政
だ
け
で
や
ろ
う
と
す
る
と
今
の
話
の
通
り
に
な
っ
ち
ゃ
う
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
最
近
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
っ
て
い
う
の
が
広
が
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
官
民
で
連
携
し
て
運
営
組
織
み
た
い
な
の
作
っ
て

み
た
い
な
ね
、
丸
の
内
の
仲
町
通
り
な
ん
か
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
の
が
少
し
ず
つ
広
が
っ

て
き
て
道
路
占
用
の
特
例
み
た
い
な
少
し
ず
つ
緩
和
し
て
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
動
き
は
し
て
る
と
思
い
ま
す
ね

(

図
・
２
７
、
２
８)
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(図・27＊) 丸の内仲町通りにはベンチがたくさん置かれている。

座っている人も多い。 

(図・28＊) 丸の内仲町通りでは公開空地内のカフェテラス営業が

認められている。 



■
最
後
は
行
政
の
担
当
者
に
責
任
を
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
る
、
今
の
仕
組
み
。 

〈
栗
原
〉
た
だ
問
題
は
市
町
村
に
し
て
も
道
路
管
理
者
っ
て
移
動
が
あ
る
ん
で
す
、
３
年
く
ら
い
で
。
考
え
方
が

継
続
し
な
い
ん
で
す
よ
、
役
所
と
い
う
の
は
人
が
変
わ
れ
ば
前
Ｏ
Ｋ
だ
っ
た
も
の
が
駄
目
に
な
っ
ち
ゃ
う
こ
と
も

あ
る
。｢

前
任
者
で
Ｏ
Ｋ
取
り
ま
し
た｣

っ
て
言
っ
た
ら｢

そ
ん
な
の
関
係
な
い｣

っ
て
。
だ
か
ら
そ
の
へ
ん
も
う
ち

ょ
っ
と
組
織
が
変
わ
ら
な
い
と
な
か
な
か
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
条
例
な
り
な
ん
な
り

と
か
で
文
章
化
さ
れ
な
い
限
り
難
し
い
っ
て
と
こ
は
あ
り
ま
す
ね
。 

〈
井
口
〉
山
名
さ
ん
ど
う
で
す
か
、
そ
の
へ
ん
は
？
都
市
局
か
ら
見
て
。 

〈
山
名
〉
地
方
か
ら
見
る
と
根
拠
は
上
か
ら
欲
し
い
ん
で
す
よ
ね
、
自
治
体
は
。
自
分
で
出
来
る
ん
だ
け
ど
も
、

自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
と
責
任
取
ら
な
い
か
ん
。
な
ん
か
起
き
る
と
市
の
ほ
う
に
言
っ
て
く
る
。
そ
ん
な
と
き
例

え
ば
国
の
方
針
に
あ
り
ま
す
と
、｢
こ
れ
は
国
の
方
針
で
や
っ
た
ん
だ
か
ら
い
い
で
し
ょ｣

と
言
え
る
ん
で
す
。
だ

け
ど
も
こ
の
方
針
が
な
い
と
自
分
で
全
部
対
応
せ
な
い
か
ん
。
そ
う
す
る
と
首
長
さ
ん
（
県
、
市
町
村
な
ど
の
自

治
体
の
長
）
「
そ
ん
な
の
止
め
と
け
」
と
こ
う
い
う
話
に
な
る
。
担
当
者
も
し
ん
ど
い
か
ら
「
止
め
な
さ
い
」
、

そ
う
い
う
傾
向
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

〈
栗
原
〉
首
長
さ
ん
あ
た
り
は
決
断
す
る
人
も
い
る
ん
で
す
が
、
担
当
者
と
か
担
当
課
長
と
か
は
な
か
な
か
。
自

分
が
異
動
し
て
か
ら
や
っ
て
く
れ
れ
ば
っ
て
思
っ
て
る
人
が
多
い
で
す
か
ら
。 

〈
井
口
〉
そ
う
す
る
と
、
一
つ
は
上
か
ら
言
わ
れ
る
と
や
り
や
す
い
と
。
市
民
が
そ
う
言
う
か
ら
や
り
や
す
い
、

と
い
う
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

〈
山
名
〉
市
民
が
言
う
か
ら
や
る
っ
て
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
た
だ
市
民
か
ら
言
っ

て
こ
な
い
と
こ
れ
は
絶
対
出
来
ま
せ
ん
か
ら
。
市
民
が
言
い
だ
す
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
国
に
相
談
に
行
っ
ち
ゃ

う
と
、
こ
う
い
う
の
ど
う
で
す
か
と
か
ね
。
法
律
上
ど
う
で
す
か
と
か
。 

〈
井
口
〉
行
か
な
く
て
も
通
達
に
は
っ
き
り
「
作
っ
て
い
い
よ
」
っ
て
書
い
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

〈
栗
原
〉
こ
う
な
る
と
出
来
る
ん
で
す
よ
。
国
交
省
の
道
路
局
も
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
っ
て
い
て
、
担
当

者
レ
ベ
ル
で
は
モ
デ
ル
事
業
っ
ぽ
い
の
も
作
っ
た
り
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
実
際
通
達
に
な

っ
て
、
都
道
府
県
と
か
市
町
村
に
下
り
て
こ
な
い
と
な
か
な
か
担
当
者
は
国
の
一
部
の
人
が
試
験
的
に
や
っ
て
る

の
を
国
が
や
っ
て
る
か
ら
い
い
よ
と
は
言
え
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
仕
組
み
を
変
え
る
か
、
通
達
で
も
い
い

け
ど
ど
ん
ど
ん
出
し
て
も
ら
っ
ち
ゃ
う
か
ど
っ
ち
か
だ
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。 

〈
山
名
〉
ほ
ん
と
は
そ
れ
や
る
と
大
き
な
政
府
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
嫌
な
ん
す
け
ど
ね
。
た
だ
日
本
の
組
織
か
ら

言
う
と
ど
っ
か
で
そ
れ
や
ん
な
い
と
な
か
な
か
自
治
体
が
耐
え
き
れ
な
い
、 

 

■
や
っ
ぱ
り
市
民
の
自
己
責
任
意
識
の
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
歩
道
を
柵
で
囲
ま
な
き
ゃ
な
ら
な
く
な
る
。 

〈
栗
原
〉
あ
と
も
う
一
つ
、
事
故
が
あ
っ
た
時
に
日
本
人
は
自
己
責
任
意
識
が
無
さ
す
ぎ
で
、
み
ん
な
道
路
管
理

者
の
責
任
だ
み
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
な
ん
か
あ
る
と
が
ち
が
ち
に
固
め
と
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
な
っ
た
ら
、

そ
れ
こ
そ
歩
道
を
柵
で
囲
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
よ
う
な
形
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
そ
の
へ
ん
は
も
う
ち
ょ
っ
と
世
の
中

変
わ
ん
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。 

〈
山
名
〉
今
の
話
で
い
く
と
、
市
民
な
り
が
で
す
ね
、
な
ん
か
あ
る
と
お
上
、
市
役
所
は
何
し
て
る
ん
だ
と
か
言

っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
市
役
所
は
「
じ
ゃ
あ
っ
・
・
・
」
て
い
う
こ
と
で
止
め
ち
ゃ
う
か
、
が
ち

が
ち
に
し
ち
ゃ
う
か
ど
っ
ち
か
に
し
ち
ゃ
う
。
そ
う
い
う
国
民
と
市
の
行
政
と
の
間
の
信
頼
関
係
が
日
本
の
場
合

ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
例
え
ば
道
路
関
係
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
川
と
か
に
柵
を
つ
く
る
で
し

ょ
。
要
す
る
に
一
人
子
供
が
落
っ
こ
っ
ち
ゃ
っ
た
と
。
さ
ぁ
責
任
は
つ
う
と
、
じ
ゃ
あ
行
政
が
柵
つ
く
っ
ち
ゃ
い

ま
す
。
柵
で
分
離
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
ほ
ん
と
に
良
い
こ
と
か
ど
う
か
っ
て
あ
ん
ま
り
議
論
さ
れ
な
い

ん
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
こ
の
前
米
子
城
址
に
上
が
っ
た
ん
で
す
よ
、
鳥
取
県
米
子
市
の
。
一
番
上
は
石
垣
の
高
低
差
が
６
ｍ
位

あ
る
ん
で
す
け
ど
、
柵
も
何
に
も
な
く
て
下
見
た
ら
落
っ
こ
っ
ち
ゃ
い
そ
う
。
高
所
恐
怖
症
で
怖
か
っ
た
け
ど
、



平
気
で
あ
あ
い
う
の
が
残
せ
て
る
所
と
、
１
ｍ
以
上
あ
る
と
絶
対
柵
作
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
こ
っ
て
あ
る
ん
で

す
。
川
沿
い
な
ん
か
で
も
柵
あ
っ
た
り
、
な
か
っ
た
り
で
し
ょ
。
事
故
が
あ
れ
ば
柵
作
ら
な
か
っ
た
管
理
者
の
責

任
に
な
る
ん
だ
け
ど
、
落
ち
る
落
ち
な
い
な
ん
て
本
人
の
勝
手
だ
ろ
っ
て
い
う
考
え
も
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す

か
、
自
己
責
任
。
そ
の
へ
ん
が
行
政
に
よ
っ
て
も
ま
ち
ま
ち
な
ん
だ
け
ど
、
ど
っ
ち
か
っ
て
言
う
と
、
「
作
っ
と

い
た
ら
そ
れ
を
越
え
て
い
っ
た
や
つ
は
本
人
が
悪
い
っ
て
言
え
る
か
ら
作
っ
と
こ
」
い
う
風
に
な
っ
て
る
と
こ
ろ

が
多
い
で
す
よ
。 

〈
井
口
〉
じ
ゃ
あ
そ
れ
が
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
ね
、
エ
リ
ア
が
管
理
し
ま
す
と
。
そ 

い
で
エ
リ
ア
と
し
て
「
作
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
判
断
。
こ
れ
ま
た
や
れ
る
か
ど
う
か
っ
て
い 

う
の
は
そ
ん
な
簡
単
な
話
し
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
そ
う
い
う
権
限
を
エ
リ
ア
に
渡
す
と
な
る
と
、
じ
ゃ
あ
事
故
が
あ
っ
た
と
き
に
責
任
取
っ
て
く
れ
る
の

ね
っ
て
い
う
の
が
行
政
の
言
い
方
で
す
よ
。
責
任
取
る
ん
だ
っ
て
言
う
な
ら
好
き
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
っ
て
い
う

の
が
行
政
の
言
い
方
で
す
よ
。 

〈
山
名
〉
ほ
ん
と
は
保
険
制
度
が
ち
ゃ
ん
と
カ
バ
ー
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
う
い
う
よ
う
な
保

険
制
度
が
あ
る
と
、
じ
ゃ
あ
保
険
か
け
て
や
っ
ち
ゃ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。 

〈
栗
原
〉
道
路
管
理
者
は
基
本
保
険
か
け
て
ま
す
ね
。
再
開
発
事
業
な
ん
か
や
る
と
事
業
中
は
再
開
発
組
合
な
ど

の
施
行
主
体
が
一
時
的
に
道
路
管
理
者
に
な
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
一
般
の
交
通
を
供
用
し
な
が
ら
工
事
や

っ
て
る
か
ら
、
工
事
や
っ
て
る
と
き
は
工
事
屋
さ
ん
が
保
険
入
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
完
了
し
て
再
開
発
組
合
が
受

け
取
っ
た
け
ど
市
に
移
管
す
る
の
は
全
部
出
来
て
か
ら
な
の
で
、
そ
の
間
は
再
開
発
組
合
が
保
険
か
け
て
ま
す
よ
。

い
ろ
い
ろ
管
理
の
問
題
で
、
デ
ザ
イ
ン
じ
ゃ
な
い
と
こ
で
難
し
い
問
題
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
は
あ
る
ん
で
す
。 

 

■
歩
車
完
全
分
離
が
警
察
と
市
の
基
本
的
方
針
で
す
。
歩
車
共
存
は
無
い
。 

<

井
口>

歩
行
者
優
先
の
道
路
に
し
よ
う
と
す
る
と
、
歩
車
道
の
段
差
を
無
く
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
九

七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
に
仕
事
し
た
横
浜
の
高
橋
さ
ん
も
福
岡
の
梅
本
さ
ん
も
出
来
る
だ
け
段
差
を
無
く
そ
う
、

少
な
く
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
最
近
整
備
さ
れ
る
道
路
を
見
る
と
、
段
差
は
小
さ
い
け
ど
、

代
わ
り
に
境
界
石
が
飛
び
出
し
て
や
た
ら
に
目
立
つ
よ
う
な
構
造
が
多
く
な
っ
て
ま
す
が
。 

〈
栗
原
〉
今
は
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
の
構
造
。
要
は
車
道
か
ら
縁
石
を
ぽ
こ
っ
と
立
ち
上
げ
て
、
歩
道
は
車
道
か
ら
５

㎝
だ
け
高
く
す
れ
ば
い
い
よ
と
い
う
こ
と
で
す
。
駐
車
場
の
出
入
り
の
度
に
そ
の
切
り
下
げ
で
歩
道
が
で
こ
ぼ
こ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
っ
て
い
う
、
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
方
式
が
国
交
省
で
標
準
化
さ
れ
ま
し
た(

図
・
２
９)

。 

〈
井
口
〉
幹
線
道
路
で
人
と
車
を
は
っ
き
り
と
分
離
し
て
自
動
車
が
安
心
し
て
走
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
は

一
応
理
解
出
来
ま
す
が
、
街
な
か
や
住
宅
地
で
そ
れ
を
や
ら
れ
る
と
、
歩
行
者
優
先
ど
こ
ろ
か
自
動
車
優
先
そ
の

も
の
で
ム
カ
ッ
と
す
る
ん
で
す
が
、
あ
の
縁
石
を
ボ
ラ
ー
ド
に
変
え
る
の
は
可
能
な
ん
で
す
か
？ 

〈
栗
原
〉
基
本
的
に
不
可
能
じ
ゃ
な
い
で
す
。
丸
の
内
の
仲
通
り
は
５
㎝
の
縁
石
に
ボ
ラ
ー
ド
だ
け
で
や
っ
て
て
、

そ
れ
は
そ
れ
で
協
議
次
第
で
可
能
で
す(

図
・
３
０)

。 

今
鳥
取
の
方
で
縁
石
立
ち
上
げ
な
い
で
車
止
め
も
置
か
な
い
で
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
台
石
が
あ
る
か
ら
車
入
れ
な
い

だ
ろ
う
と
、
い
ろ
い
ろ
四
苦
八
苦
や
っ
て
ま
す
け
ど
。 

基
本
的
に
歩
車
道
っ
て
の
は
完
全
分
離
し
な
さ
い
っ
て
の
が
原
則
な
ん
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
っ
て
な
る
と

ま
た
違
う
ん
で
す
け
ど
ね
。
警
察
も
か
な
り
そ
の
へ
ん
気
に
し
て
て
、
要
は
そ
ん
な
勝
手
な
道
路
つ
く
っ
て
事
故

が
あ
っ
た
ら
警
察
の
責
任
な
ん
で
し
ょ
っ
て
い
う
言
い
方
を
す
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
道
路
管
理
者
さ
ん

が
全
部
責
任
取
っ
て
く
れ
る
な
ら
何
や
っ
て
も
い
い
で
す
よ
と
。
実
は
警
察
協
議
し
て
警
察
Ｏ
Ｋ
じ
ゃ
な
く
て
も

道
路
は
つ
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
思
い
切
っ
て
つ
く
っ
ち
ゃ
う
っ
て
い
う
勇
気
の
あ
る
道
路
管
理
者
さ
ん
も

い
な
く
は
な
い
ん
で
す
け
ど
。 

本
当
は
警
察
が
駄
目
だ
っ
て
い
う
権
限
な
い
で
す
か
ら
。
協
議
は
す
る
け
ど
、
権
限
ま
っ
た
く
持
っ
て
な
い
ん
で
。

道
路
交
通
法
上
な
る
問
題
が
あ
る
と
か
は
別
な
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
道
路
構
造
の
問
題
だ
か
ら
。
例
え
ば
狭
窄
、



狭
い
と
こ
ろ
つ
く
る
と
か
警
察
が
だ
め
だ
と
言
っ
て
も
、
や
れ
な
く
は
な
く
て
、
某
町
役
場
は
警
察
協
議
し
て
最

初
の
担
当
者
は
「
い
い
」
と
言
っ
た
の
に
、
担
当
者
が
変
わ
っ
た
ら
「
駄
目
だ
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
ど
う

し
ま
す
か
」
っ
て
言
っ
た
ら
、
「
も
う
無
理
や
り
つ
く
っ
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
」
っ
て
方
針
に
町
役
場
は
し
ま
し
た

ね
。
そ
う
い
う
勇
気
あ
る
役
所
も
あ
る
。 

〈
井
口
〉
そ
う
か
。
昔
Ｏ
Ｂ
Ｐ
開
発
の
道
路
で
市
に
安
全
柵
無
く
し
た
い
と
交
渉
し
た
ら
最
後
に
、
「
そ
ん
だ
け

言
う
ん
な
ら
市
は
良
い
よ
。
あ
と
警
察
が
良
い
と
言
う
な
ら
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
結
局
警
察
が
Ｏ
Ｋ
し
な
く
て

ダ
メ
に
な
っ
た
け
ど
、
あ
れ
は
適
当
に
振
ら
れ
た
だ
け
だ
っ
た
ん
だ
。
詰
め
が
甘
か
っ
た
な
。 

〈
桑
嶋
〉
新
杉
田
で
乱
横
断
の
横
断
防
止
柵
を
止
め
た
い
か
ら
ボ
ラ
ー
ド
に
し
た
け
ど
も
、
ボ
ラ
ー
ド
だ
け
じ
ゃ

駄
目
だ
か
ら
っ
て
チ
ェ
ー
ン
付
け
た
ん
で
す
。 

〈
栗
原
〉
横
浜
市
の
新
杉
田
の
再
開
発
。
そ
こ
は
結
構
ち
ゃ
ん
と
し
た
広
い
車
道
な
ん
だ
け
ど
、
車
止
め
に
ボ
ラ

ー
ド
だ
け
付
け
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
「
そ
れ
だ
け
だ
と
通
れ
ち
ゃ
う
か
ら
」
っ
て
、
じ
ゃ
あ
通
れ
な
い
よ
う

に
っ
て
チ
ェ
ー
ン
だ
け1

本
付
け
て
「
チ
ェ
ー
ン
が
あ
る
か
ら
通
れ
な
い
で
し
ょ
」
っ
て
。
跨
い
だ
ら
通
れ
る
ん

だ
け
ど
、
そ
し
た
ら
チ
ェ
ー
ン
跨
い
で
行
っ
た
ら
行
っ
た
人
が
悪
い
っ
て
言
い
訳
が
で
き
る
っ
て
そ
れ
だ
け
の
話
。 

〈
井
口
〉
や
っ
ぱ
乱
横
断
は
警
察
が
、 

〈
栗
原
〉
警
察
は
乱
横
断
す
ご
く
気
に
し
ま
す
。 

〈
井
口
〉
す
ご
く
気
に
し
ま
す
か
。
こ
っ
ち
は
危
な
い
の
を
承
知
で
注
意
し
て
渡
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
あ
れ
こ
そ

余
計
な
御
世
話
だ
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
長
津
田
で
や
っ
た
と
き
は
駅
広
の
道
路
挟
ん
で
向
こ
う
側
に
駅
が
あ
る
ん
で
、
こ
こ
を
渡
ら
れ
ち
ゃ
う

っ
て
い
う
ん
で
、
高
さ
８
０
㎝
ぐ
ら
い
の
横
断
防
止
柵
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
警
察
に
最
初
「
１
８
０
㎝
の
高

さ
」
と
か
言
わ
れ
て
。
「
人
が
絶
対
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
つ
く
れ
」
と
か
言
っ
て
き
て
、
「
１
８
０
㎝
っ

て
言
っ
た
ら
檻
の
柵
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
檻
に
囲
む
ん
で
す
か
」
っ
て
言
っ
て
や
っ
て
、
グ
チ
グ
チ
や
っ
て
る
う

ち
に
警
察
も
担
当
者
が
代
わ
っ
て
結
局
８
０
㎝
で
付
け
ま
し
た
け
ど
。
と
に
か
く
「
柵
は
付
け
ろ
」
と
、
「
柵
無

し
じ
ゃ
駄
目
」
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

〈
井
口
〉
で
も
そ
の
権
利
は
な
い
わ
け
で
す
ね
？ 

〈
栗
原
〉
権
利
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
「
そ
れ
だ
け
言
っ
て
事
故
が
あ
っ
た
と
き
道
路
管
理
者
、
ち
ゃ
ん
と
責
任

取
れ
ん
で
し
ょ
う
ね
」
っ
て
脅
し
は
言
い
ま
す
。 

〈
井
口
〉
そ
う
い
う
話
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
確
か
に
道
路
管
理
者
側
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
別
で
す
け
ど
、
そ
れ
な
り
に
交
通
量
が
多
い
道
路

は
渡
ら
せ
な
い
、
渡
る
と
こ
ろ
は
限
定
さ
せ
た
い
っ
て
い
う
、
そ
う
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
事
故
ば

っ
か
り
起
き
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
。 

 

■
歩
車
分
離
は
、
道
路
の
構
造
と
し
て
決
ま
っ
て
い
る
。 

〈
栗
原
〉
歩
車
道
の
段
差
、
車
道
と
歩
道
の
高
低
差
で
す
ね
。
平
成
一
七
年
に
国
交
省
が
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
（
歩
車

道
の
段
差
５
㎝
）
を
原
則
に
決
め
ま
し
た
。
歩
車
道
境
界
石
の
高
さ
は
１
５
㎝
、
２
０
㎝
、
２
５
㎝
っ
て
３
種
類

あ
り
ま
す
。
市
町
村
道
は
１
５
㎝
、
県
道
ク
ラ
ス
に
な
る
と
２
０
㎝
、
国
道
だ
と
２
５
㎝
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ

れ
は
大
型
交
通
量
の
問
題
で
、
１
５
㎝
だ
と
大
型
ダ
ン
プ
と
か
乗
り
越
え
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
も
っ
と
高
い

の
に
し
な
き
ゃ
っ
て
そ
う
い
う
意
味
合
い
で
三
段
階
。
大
型
車
交
通
量
が
多
い
と
こ
ろ
は
高
い
縁
石
に
な
っ
て
く

る
っ
て
の
が
一
般
的
で
す
。
通
常
使
用
す
る
の
は
１
５
㎝
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
市
町
村
で
も
県
で
も
、
標
準
図
集

み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
標
準
で
す
よ
っ
て
い
う
の
が
あ
る
ん
で
、
大
体
は
そ
れ
を
見
て
設
計
し
て
る
人

が
多
い
で
す
ね
。 

〈
山
名
〉
県
な
ん
か
守
備
範
囲
広
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
っ
ち
が
１
５
㎝
で
こ
っ
ち
を
１
０
㎝
に
す
る
っ
た
ら

つ
な
げ
る
の
も
の
す
ご
く
難
し
い
で
す
よ
。
必
ず
言
わ
れ
ま
す
か
ら
ね
、
な
ん
で
違
う
ん
だ
と
。
そ
う
す
る
と
面

倒
く
さ
い
か
ら
全
部
１
５
㎝
に
す
れ
ば
一
番
簡
単
な
ん
で
ね
。
面
倒
な
こ
と
を
考
え
な
く
て
済
む
。 



                                

〈
栗
原
〉
「
標
準
が
あ
る
か
ら
こ
の
通
り
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
言
わ
れ
て
終
わ
り
な
ん
で
す
よ
、
普
通
の
道

路
設
計
は
。 

自
動
車
の
乗
り
入
れ
が
道
路
沿
い
に
す
ご
く
多
く
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
そ
う
す
る
と
歩
道
の
切
り
下
げ
箇

所
が
増
え
て
歩
道
が
で
こ
ぼ
こ
し
ち
ゃ
う
。
車
椅
子
に
乗
る
人
な
ん
か
す
ご
く
通
り
に
く
い
。
だ
か
ら
従
来
通
り

の
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
で
や
る
な
ら
フ
ラ
ッ
ト
に
通
れ
る
と
こ
幅
何
メ
ー
ト
ル
っ
て
取
り
な
さ
い
と
か
っ
て
そ
う
い

う
基
準
に
な
っ
て
き
て
ま
す
け
ど
も
、
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
に
す
れ
ば
そ
こ
が
楽
に
な
る
。
い
ろ
ん
な
こ
と
や
れ
っ
て

言
っ
て
も
こ
う
い
う
基
準
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
そ
の
基
準
に
合
わ
な
い
こ
と
や
る
っ
て
の
は
非
常
に
難
し
い
し
が

ら
み
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
標
準
を
つ
く
る
っ
て
の
は
あ
る
意
味
合
理
的
な
考
え
方
な
ん
で
な
る
べ
く
準
拠
し
よ
う

と
思
っ
て
ま
す
。 

越
谷
の
バ
ス
停
の
場
合
は
段
差
す
り
つ
け
て
段
差
ゼ
ロ
に
し
て
バ
ス
が
停
ま
っ
て
、
降
り
た
り
上
が
っ
た
り
し
な

い
で
そ
の
ま
ま
バ
ス
に
乗
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
縁
石
上
が
っ
て
る
だ
け
だ
っ
た
ら
う
っ
か
り
し
て
つ
ま
ず
い

 

(図・30＊) 丸の内仲通りの歩車道の段差は 5㎝。ボ

ラードは必要なときは鎖で繋ぐようになっている。 

(図・29＊) 越谷駅東口駅前広場北側の県道はセミフラ

ット形式で高さ 15cmの縁石が付いている。 

 

 



ち
ゃ
う
し
。
こ
れ
は
こ
れ
で
問
題
が
あ
っ
て
、
バ
ス
が
ぐ
ー
と
こ
う
縁
石
も
何
も
な
く
入
っ
て
き
て
、
ち
ょ
っ
と

お
っ
か
な
い
な
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
。 

横
浜
市
は
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
じ
ゃ
な
く
て
、
１
５
㎝
ア
ッ
プ
の
昔
な
が
ら
の
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
に
し
て
る
ん
で
す
ね
。

Ｌ
型
側
溝
が
１
５
㎝
上
が
っ
て
、
バ
ス
が
着
い
て
こ
こ
で
乗
降
し
ま
す
と
。
越
谷
は
逆
に
市
が
段
差
ゼ
ロ
に
し
ま

し
ょ
う
っ
て
。
埼
玉
県
で
段
差
が
あ
っ
て
事
故
が
あ
っ
た
と
か
で
ゼ
ロ
に
し
ち
ゃ
お
う
っ
て
。
そ
の
へ
ん
も
行
政

に
よ
っ
て
考
え
方
が
違
い
ま
す
。 

反
省
し
た
の
は
こ
れ
は
こ
れ
で
す
ご
く
乗
り
降
り
が
い
い
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
に
車
止
め
付
け
と
く
べ
き

だ
っ
た
な
と
。
や
っ
ぱ
り
バ
ス
が
迫
っ
て
き
て
段
差
な
い
と
怖
い
で
す
。
車
止
め
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
っ
と
付
け
と
け

ば
そ
の
分
安
心
感
が
で
る
な
と
思
い
ま
す
け
ど
。 

〈
井
口
〉
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
だ
と
バ
ス
乗
る
時
ス
テ
ッ
プ
が
ち
ょ
っ
と
高
く
な
る
よ
ね
。 

〈
栗
原
〉
今
の
新
し
い
バ
ス
、
ド
ア
開
く
と
車
体
が
傾
い
て
下
が
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
バ
ス
が
来
れ

ば
ス
テ
ッ
プ
は
気
に
な
ら
な
い
。
古
い
バ
ス
で
段
差
あ
る
と
、
歩
道
に
ぎ
り
ぎ
り
に
つ
け
れ
ば
乗
り
や
す
い
ん
で

す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
つ
け
る
と
一
回
降
り
て
ま
た
上
が
ん
な
き
ゃ
い
け
な
く
な
る
っ
て
い
う
。
ど
っ
ち
も

ど
っ
ち
で
す
よ
ね
。 

バ
ス
の
駐
車
っ
て
、
寄
り
付
き
が
斜
め
に
な
る
。
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
歩
道
に
普
通
に
平
行
に
停
め
る
と
停
車
帯
が

長
く
要
る
け
ど
、
斜
め
に
停
め
る
よ
う
に
す
る
と
割
り
と
短
い
距
離
で
歩
道
に
沿
っ
て
停
め
ら
れ
る
ん
で
、
今
基

本
が
こ
の
形
に
な
っ
て
ま
す
。 

 

■
自
転
車
対
策
の
痛
し
痒
し
。 

〈
井
口
〉
自
転
車
が
か
な
り
歩
道
に
溢
れ
て
ま
す
け
ど
、
こ
こ
は
歩
道
を
走
っ
て
も
い
い
よ
っ
て
前
提
に
な
っ
て

る
ん
で
す
か
ね
？  

〈
栗
原
〉
基
本
的
に
駅
前
広
場
の
歩
道
は
自
転
車
を
押
し
て
通
り
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、
駅
前
広
場
に
つ
い
て

は
警
察
が
自
転
車
歩
行
者
道
っ
て
い
う
位
置
づ
け
を
認
め
な
い
で
す
ね
。
危
険
性
が
高
い
か
ら
で
す
。
自
転
車
と

歩
行
者
、
通
行
量
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
事
故
の
危
険
性
が
高
い
の
で
、
基
本
的
に
駅
前
広
場
内
の
歩
道
に

自
転
車
通
行
可
は
警
察
が
認
め
ま
せ
ん
。
自
転
車
は
車
両
で
す
か
ら
車
道
走
り
な
さ
い
と
。 

通
常
の
道
路
で
あ
れ
ば
、
幅
員
が
あ
れ
ば
歩
行
者
自
転
車
道
っ
て
こ
と
で
、
歩
道
の
自
転
車
通
行
可
っ
て
い
う
指

定
で
き
る
ん
で
す
け
ど
、
警
察
は
駅
前
広
場
に
つ
い
て
は
そ
れ
は
絶
対
や
ら
な
い
。
危
険
性
が
高
く
な
っ
ち
ゃ
う

か
ら
。
だ
か
ら
逆
に
言
う
と
、
駅
広
の
中
に
駐
輪
場
つ
く
っ
ち
ゃ
う
と
み
ん
な
こ
こ
を
自
転
車
で
走
っ
て
き
ち
ゃ

う
か
ら
、
出
来
る
だ
け
裏
の
ほ
う
に
つ
く
り
た
い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
け
ど
そ
う
す
る
と
み
ん
な
表
側
の
店
の
前
ま

で
来
て
違
法
駐
輪
で
す(

図
・
３
１)

。 

〈
井
口
〉
越
谷
の
あ
の
裏
は
し
ん
ど
い
よ
、
あ
の
場
所
。 

〈
栗
原
〉
な
ん
だ
け
ど
そ
の
辺
は
痛
し
痒
し
。
自
転
車
乗
っ
て
来
た
ら
ど
ん
ど
ん
取
締
っ
て
く
れ
っ
て
い
う
の
も

な
ん
か
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
た
だ
さ
っ
き
の
新
杉
田
の
場
合
も
当
初
公
園
が
駐
輪
場
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た

け
ど
規
制
掛
け
て
、
国
道
側
に
一
列
に
駐
輪
さ
せ
た
ら
全
部
き
れ
い
に
な
く
な
っ
て
今
は
違
法
駐
輪
も
公
園
の
中

は
無
く
な
り
ま
し
た
。 

 

■
路
上
駐
輪
が
お
洒
落
に
出
来
た
ら
い
い
ん
だ
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
自
転
車
の
路
上
駐
車
は
も
っ
と
寛
容
に
し
た
い
と
い
う
井
口
さ
ん
の
お
話
が
あ
る
ん
で
す
が
。 

〈
井
口
〉
越
谷
厳
し
い
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
北
越
谷
は
せ
っ
か
く
人
が
通
れ
る
と
こ
つ
く
っ
た
の
に
、
駐
輪
禁
止
っ
て
ず
っ
と
赤
い
コ
ー
ン
で
囲
ま

れ
た
ま
ま
十
何
年
も
経
っ
て
、
ま
だ
人
が
通
れ
な
い
。
コ
ー
ン
の
バ
リ
ケ
ー
ド
を
取
る
と
駐
輪
さ
れ
ち
ゃ
う
。 

〈
井
口
〉
良
く
見
か
け
る
風
景
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
北
越
谷
は
建
築
の
壁
面
後
退
部
分
に
駐
輪
ラ
ッ
ク
つ
け
て
ん
で
す
よ
。
三
〇
分
と
か
一
時
間
無
料
（
そ 



                             

れ
以
上
は
有
料
）
の
駐
輪
場
に
し
て
ま
す
。
し
て
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
周
り
に
違
法
駐
輪
さ
れ
る
か
ら
せ
っ

か
く
の
歩
道
が
赤
い
コ
ー
ン
の
バ
リ
ケ
ー
ド
で
囲
わ
れ
ち
ゃ
っ
て
る
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
の
寛
容
し
て
い
い
か
ど

う
か
っ
て
い
う
の
は
非
常
に
難
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。
東
松
戸
の
公
園
で
や
っ
た
ん
で
す
が
、
駐
輪
場
な
ん
で

す
け
ど
フ
ェ
ン
ス
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
作
っ
て
、
縦
格
子
の
間
に
自
転
車
突
っ
込
ん
で
っ
て
形
。
日
本
の
中
で
わ

り
か
し
デ
ザ
イ
ン
は
い
い
ほ
う
か
な
と
、
自
画
自
賛
で
す(

図
・
３
２)

。 

海
外
の
路
上
駐
輪
見
る
と
お
洒
落
で
い
い
よ
ね
っ
て
、
な
ん
で
日
本
は
こ
う
い
う
の
が
出
来
な
い
の
か
不
思
議
で

し
ょ
う
が
な
い(

図
・
３
３
，
３
４)

。 

〈
井
口
〉
な
ん
で
出
来
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

〈
栗
原
〉
だ
か
ら
井
口
さ
ん
み
た
い
に
イ
タ
リ
ア
か
ら
見
る
発
想
だ
と
み
ん
な
当
た
り
前
じ
ゃ
ん
っ
て
、
日
本
で

な
ん
で
こ
れ
が
で
き
な
い
の
っ
て
ね
。
で
も
出
来
な
い
。
こ
れ
は
人
種
が
違
う
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
か
も
し
れ
な

い
。 

〈
井
口
〉
福
岡
は
割
と
こ
ま
め
に
こ
れ
に
近
い
こ
と
や
っ
て
ま
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
福
岡
も
こ
ん
な
風
に
ば
ら
ば
ら
っ
て
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
で
も
こ
う
い
う
お
洒
落
な
の
は
な
い
で
す

よ
。 

(図・31＊) 駅前広場の違法駐輪には困っている。 

 

(図・32) 東松戸中央公園の駐輪施設は公園の柵を

利用した。これはうまく行ったと思う。 

 

 

(図・33) アメリカ、ニューヨークで見かけた

駐輪風景。 

(図・34＊) オランダ、アムステルダム駅前の

駐輪風景。ここは短時間の駐輪に使っているら

しい。写真の左奥に公設の巨大な自転車駐車場

が在る。 

 



〈
井
口
〉
お
洒
落
と
は
言
え
な
い
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
み
た
い
に
お
洒
落
だ
っ
た
ら
い
く
ら
で
も
認
め
る
の
に
な
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

〈
井
口
〉
自
転
車
の
数
が
多
い
の
か
な
日
本
は
。
密
度
が
高
い
の
か
な
。 

〈
栗
原
〉
一
極
集
中
的
に
集
ま
る
ん
で
す
よ
ね
。 

〈
井
口
〉
分
散
し
な
い
と
い
け
な
い
と
は
言
え
る
。
現
代
計
画
の
江
川
直
樹
さ
ん
が
や
っ
た
浜
甲
子
園
の
団
地
で

分
散
し
た
駐
輪
場
作
っ
て
る
け
ど
、
あ
れ
は
か
っ
こ
い
い
。 

〈
栗
原
〉
ロ
ン
ド
ン
で
見
た
ん
だ
け
ど
車
道
の
真
ん
中
に
バ
イ
ク
の
駐
輪
場
が
あ
る
。
車
道
の
真
ん
中
に
２
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
幅
と
っ
て
ラ
イ
ン
引
い
て
あ
っ
て
、
そ
の
真
ん
中
が
バ
イ
ク
の
駐
輪
場
に
な
っ
て
る
。
中
央
分
離

帯
が
な
く
て
白
い
ラ
イ
ン
し
か
描
い
て
な
い
ん
だ
け
ど
、
そ
こ
が
バ
イ
ク
の
駐
輪
場
に
な
っ
て
る
と
い
う
。
こ
う

い
う
の
も
面
白
い
。
美
し
い
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
。
だ
か
ら
寛
容
に
し
た
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
風
に
お
し

ゃ
れ
に
出
来
る
ん
な
ら
い
い
け
ど
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
な
か
な
か
日
本
で
は
難
し
い
か
な
っ
て
思
い

ま
す
け
ど
。 

 

■
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
と
か
、
日
本
人
は
あ
ま
り
外
で
飲
み
食
い
す
る
民
族
で
は
な
い
。 

〈
栗
原
〉
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
日
本
人
の
生
活
習
慣
で
屋
外
で
楽
し
む
っ
て
の
は
、
基
本
的
に
は
公
園
で
遊
ぶ

と
か
お
祭
り
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
駅
広
に
山
車
運
ん
で
く
る
越
谷
の
お
祭
り
の
話
は
し
ま
し
た
け

ど
、
東
松
戸
の
公
園
で
は
、
芝
生
広
場
で
サ
ッ
カ
ー
や
っ
た
り
、
子
供
た
ち
が
遊
ん
だ
り
、
日
陰
で
た
た
ず
ん
で

た
り
と
か
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
周
り
も
柵
に
寄
り
掛
か
っ
た
り
と
か
、
佇
ん
だ
り
、
だ
べ
っ
た
り
と
か
。
こ
う

い
う
楽
し
み
方
は
し
て
く
れ
る
ん
で
す
、
屋
外
で
。
で
も
そ
れ
以
外
は
な
か
な
か
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
っ
て
い
う
の

は
難
し
い
な
と
。
雨
も
多
い
し
、
風
も
吹
く
し
、
冬
は
雪
も
降
る
し
、
埃
っ
ぽ
い
し
と
か
。
日
本
人
に
は
あ
ま
り

馴
染
ま
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
僕
は
思
い
ま
す
ね
。
中
で
ゆ
っ
く
り
静
か
に
コ
ー
ヒ
ー
飲
む
方
が
い
い
と

か
、
、
。
窓
越
し
に
見
る
の
は
い
い
け
ど
、
歩
道
の
上
に
座
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
。
飲
ん
で
る
脇
を
人
が
通
る
の
も

や
だ
よ
ね
と
か
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
日
本
人
の
生
活
習
慣
と
イ
タ
リ
ア
人
の
生
活
習
慣
の
違
い
み
た
い
な
と
こ
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

〈
井
口
〉
工
藤
さ
ん
こ
の
周
り
丸
の
内
は
ず
い
ぶ
ん
増
え
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
が
。 

〈
工
藤
〉
こ
こ
で
す
か
？
三
菱
地
所
の
仲
通
り
で
す
か
ら
。 

〈
栗
原
〉
仲
通
り
が
三
菱
地
所
と
い
う
よ
り
、
道
路
の
中
に
三
菱
地
所
の
土
地
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
と

言
っ
て
道
路
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
で
勝
手
に
使
え
な
い
で
す
よ
ね
。
道
路
管
理
者
が
管
理
し
て
ま
す
の
で
。 

〈
工
藤
〉
昼
は
ち
ゃ
ん
と
車
止
め
て
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
に
し
て
ま
す
。 

〈
井
口
〉
ど
う
で
す
、
流
行
っ
て
ま
す
か
？
結
構
使
わ
れ
て
る
？ 

〈
工
藤
〉
結
構
、
三
菱
関
係
の
女
の
子
と
か
。
昼
に
一
時
車
を
止
め
る
ん
で
す
よ
、
歩
行
者
専
用
道
路
に
し
ま
す
。

〈
栗
原
〉
ホ
コ
天
に
し
ち
ゃ
う
と
ま
た
別
で
す
ね
。
車
が
通
っ
て
る
と
や
だ
よ
ね
と
は
思
う
け
ど
。 

〈
工
藤
〉
道
路
管
理
者
が
管
理
し
て
な
い
と
こ
は
ビ
ル
前
く
ら
い
で
す
ね
、
プ
ロ
ン
ト
の
あ
る
と
こ
ろ
の
。
そ
の

へ
ん
は
民
地
の
中
だ
と
思
う
ん
で
。 

〈
井
口
〉
こ
の
へ
ん
で
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
が
成
り
立
た
な
い
ん
だ
っ
た
ら
日
本
中
成
り
立
た
な
い
ん
だ
ろ
う
な
と
思

う
ん
だ
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
こ
こ
で
成
り
立
っ
て
も
日
本
の
他
の
と
こ
で
は
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。 

〈
工
藤
〉
座
っ
て
る
の
は
結
構
外
人
が
多
い
で
す
よ
。
ぺ
ニ
ン
シ
ュ
ラ
ホ
テ
ル
が
あ
る
ん
で
、
そ
こ
の
外
人
が
座

っ
た
り
し
て
ま
す
ね
。 

〈
井
口
〉
や
っ
ぱ
り
ね
。 

〈
栗
原
〉
地
方
は
特
に
無
理
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
公
園
の
中
で
も
お
弁
当
持
っ
て
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
な

ん
て
少
な
い
で
す
よ
や
っ
ぱ
り
。
公
園
は
遊
ぶ
と
こ
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
水
は
飲
む
け
ど
、
飯
は
ど
っ
か
行
っ



て
お
店
で
食
べ
よ
う
と
い
う
の
が
日
本
人
の
生
活
習
慣
な
の
か
な
と
。
屋
外
で
飲
み
食
い
っ
て
の
は
ち
ょ
っ

と
・
・
ど
う
か
な
。 

〈
工
藤
〉
す
ぐ
そ
こ
に
日
比
谷
公
園
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
は
結
構
み
ん
な
ベ
ン
チ
で
食
事
し
て
ま
す(

図
・

３
５)

。 

〈
栗
原
〉
日
比
谷
公
園
は
、
あ
れ
は
別
格
。
あ
れ
は
日
本
の
中
で
は
、
特
殊
な
世
界
じ
ゃ
な
い
の
と
思
う
。
で
も

昔
の
農
家
な
ん
て
田
ん
ぼ
や
畑
へ
行
く
時
お
弁
当
持
っ
て
っ
て
、
畦
道
に
座
っ
て
食
べ
て
た
ん
で
す
よ
ね
。 

〈
井
口
〉
そ
れ
は
も
う
そ
れ
が
普
通
だ
っ
た
よ(

図
・
３
６)

。 

〈
工
藤
〉
そ
れ
が
イ
タ
リ
ア
の
カ
フ
ェ
と
お
ん
な
じ
か
っ
て
言
わ
れ
る
と
。 

〈
井
口
〉
似
て
る
と
こ
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
イ
タ
リ
ア
で
は
カ
フ
ェ
で
ち
ょ
っ
と
朝
飯
食
っ
て
行
っ
た
り
、
昼

ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
食
べ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
し
。
外
で
食
べ
る
の
が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
る
わ
け
で
し
ょ
。

昔
お
百
姓
、
僕
だ
っ
て
そ
う
だ
っ
た
わ
け
だ
け
ど
、
お
昼
は
外
で
食
べ
て
た
も
ん
ね
、
畦
道
で
。
そ
れ
が
楽
し
み

だ
っ
た
し
ね
。 

                   

〈
冨
岡
〉
ま
さ
し
く
今
こ
と
ば
出
た
「
道
」
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。
広
場
で
は
な
い
。
イ
タ
リ
ア
の
場
合
は
ち

ょ
っ
と
広
場
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。 

 

〈
井
口
〉
道
で
も
お
ん
な
じ
で
す
よ
。
道
で
も
や
っ
て
ま
す
よ
。 

〈
冨
岡
〉
見
て
て
も
や
っ
ぱ
り
な
ん
か
こ
う
畦
道
と
い
う
よ
り
も
も
う
少
し
広
場
っ
ぽ
い
気
が
し
て
る
ん
で
す
。 

日
本
で
探
し
て
い
く
と
例
え
ば
一
里
塚
だ
と
か
、
お
地
蔵
さ
ん
が
い
る
所
と
か
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
る
と

こ
ろ
で
は
ち
ょ
っ
と
広
場
的
な
扱
い
は
さ
れ
て
る
な
と
い
う
気
は
し
て
る
ん
で
す
け
ど
。
そ
う
や
っ
て
道
沿
い
で
、

ど
っ
か
人
が
寄
り
添
っ
て
い
い
場
所
っ
て
い
う
の
は
、
つ
く
る
の
が
う
ま
い
民
族
と
下
手
な
民
族
の
差
が
あ
る
よ

う
な
気
は
し
て
ま
す
。 

〈
栗
原
〉
日
本
人
は
下
手
だ
よ
ね
。 

〈
井
口
〉
下
手
と
い
う
か
、
日
本
で
は
そ
ん
な
の
要
ら
な
い
と
い
う
か
ね
。 

〈
山
名
〉
わ
れ
わ
れ
子
供
の
頃
、
外
で
食
べ
る
の
は
お
行
儀
が
悪
い
っ
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
よ
ね
。
最
近
若
い
人

そ
う
い
う
の
は
無
く
な
り
ま
し
た
か
ら
少
し
出
て
来
て
る
で
し
ょ
う
。
や
っ
ぱ
り
わ
れ
わ
れ
の
世
代
、
外
で
食
う

 

(図・35＊)  日比谷公園ではベンチにかけてお弁当食べる人を

良く見かける。 

 
(図・36＊)農道で昼食のひと休み。1950年代まではこんな農村

風景が普通に見られた。写真は「朝日カメラ 12増刊」より。 



こ
と
に
つ
い
て
若
干
抵
抗
が
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
そ
れ
は
家
庭
の
中
の
道
徳
み
た
い
な
話
が
あ
っ
て

ね
、 

〈
栗
原
〉
歩
き
な
が
ら
食
べ
て
る
の
は
も
み
っ
と
も
な
い
と
か
ね
。
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
か
は
あ
っ
た
。 

〈
山
名
〉
最
近
は
電
車
の
中
で
お
化
粧
し
て
も
平
気
に
な
り
ま
し
た
か
ら
少
し
変
わ
っ
て
き
た
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

昔
だ
っ
た
ら
考
え
ら
れ
な
い
。 

〈
栗
原
〉
屋
外
カ
フ
ェ
み
た
い
な
の
は
発
想
と
し
て
も
お
し
ゃ
れ
だ
か
ら
、
屋
外
っ
て
言
い
な
が
ら
も
実
は
前
面

の
ガ
ラ
ス
だ
け
開
け
て
歩
道
に
向
け
ち
ゃ
っ
て
、
半
屋
外
み
た
い
な
の
と
か
。 

〈
山
名
〉
昔
に
比
べ
る
と
ち
ょ
っ
と
ず
つ
そ
う
や
っ
て
外
に
は
出
て
き
て
る
気
は
し
ま
す
。 

〈
栗
原
〉
十
年
、
二
〇
年
す
る
と
意
識
が
変
わ
っ
て
く
の
か
も
し
れ
な
い
。 

〈
山
名
〉
私
大
塚
に
会
社
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
大
塚
駅
っ
て
ど
田
舎
の
駅
な
ん
で
す
け
ど
も
、
あ
そ
こ
に
コ

ー
ヒ
ー
の
お
店
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
前
に
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
て
、
飲
ん
で
る
人
が
結
構
多
く
な
り
ま
し
た
ね
。

屋
外
が
少
な
い
の
は
や
っ
ぱ
り
気
候
の
問
題
も
あ
る
の
か
な
っ
て
気
が
す
ん
で
す
け
ど
ね
。
夏
は
暑
い
し
。 

〈
栗
原
〉
暑
い
し
、
寒
い
し
、
雨
も
結
構
降
る
し
。 

〈
山
名
〉
イ
タ
リ
ア
な
ん
か
は
埃
っ
ぽ
い
で
す
か
？
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
。
あ
ん
ま
り
雨
が
な
い
。 

〈
井
口
〉
あ
ん
ま
り
気
に
な
ら
な
い
で
す
ね
。
埃
っ
ぽ
い
っ
て
感
じ
し
な
い
で
す
ね
。
排
気
ガ
ス
だ
っ
て
埃
だ
っ

て
結
構
あ
る
は
ず
な
ん
で
す
け
ど
ね
。 

〈
山
名
〉
犬
の
ウ
ン
チ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
が
イ
タ
リ
ア
な
ん
で
す
。 

〈
井
口
〉
犬
の
ウ
ン
チ
は
あ
り
ま
す
ね
。 

〈
山
名
〉
あ
れ
も
平
気
な
ん
で
す
か
ね
？ 

〈
井
口
〉
平
気
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
、
や
っ
ぱ
り
。 

〈
栗
原
〉
イ
タ
リ
ア
は
基
本
的
に
日
本
に
比
べ
て
雨
が
少
な
い
で
し
ょ
。 

〈
井
口
〉
少
な
い
で
す
、
半
分
で
す
。
年
間
降
雨
量
で
言
っ
て
半
分
。 

〈
栗
原
〉
イ
タ
リ
ア
車
っ
て
雨
漏
り
結
構
す
る
ん
で
す
よ
、
日
本
で
乗
る
と
。 

 

■
日
本
人
が
屋
外
で
飲
み
食
い
し
て
楽
し
む
の
は
、
お
祭
り
の
時
だ
け
。 

〈
冨
岡
〉
公
園
に
つ
い
て
ず
っ
と
調
べ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
日
本
の
江
戸
時
代
ま
で
の
都
市
計
画
で
は
公
園
っ
て

い
う
も
の
が
ま
ず
な
い
。
広
場
と
い
う
も
の
も
ま
ず
な
い
。
あ
っ
た
と
し
て
も
橋
詰
の
広
場
と
か
つ
う
と
こ
ろ
に

し
か
存
在
し
て
な
い
み
た
い
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
広
場
的
な
も
の
と
し
て
は
寺
社
仏
閣
の
境
内
、
そ
こ
し
か

な
い
。
イ
タ
リ
ア
は
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
歴
史
が
始
ま
っ
て
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
共
和
制
の
国
が
始
ま
っ
て
政
治

を
広
場
で
や
る
っ
て
い
う
風
習
が
あ
っ
た
ん
で
広
場
で
な
ん
か
す
る
っ
て
い
う
の
、
そ
の
頃
か
ら
あ
る
ん
で
す
よ
。

日
本
は
そ
れ
は
全
部
拒
否
し
て
き
た
っ
て
い
う
、
ど
う
も
そ
の
へ
ん
が
あ
る
み
た
い
な
ん
で
。 

〈
井
口
〉
そ
れ
で
も
ね
。
日
本
は
神
社
の
境
内
で
飲
ん
だ
り
食
っ
た
り
し
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
茶
店
も
あ
る
し

(

図
・
３
７)

。 

〈
冨
岡
〉
そ
れ
を
八
紘
一
宇
つ
っ
て
、
あ
の
時
代
に
神
格
化
し
ち
ゃ
っ
た
。
要
は
一
次
大
戦
、
二
次
大
戦
の
間
で

す
ね
、
あ
の
時
に
境
内
を
神
格
化
し
ち
ゃ
っ
た
。
あ
の
と
き
仏
閣
を
一
つ
ラ
ン
ク
上
げ
し
ち
ゃ
っ
て
取
り
つ
き
に

く
い
空
間
に
し
ち
ゃ
っ
た
国
の
政
策
が
害
を
及
ぼ
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
も
っ
と
オ
ー
プ
ン

に
し
た
ら
と
、
も
と
も
と
下
世
話
な
場
所
だ
っ
た
で
し
ょ
っ
て
、
思
っ
て
ん
で
す
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
お
祭
り
的
な
も
の
、
屋
台
が
出
れ
ば
そ
こ
で
飲
み
食
い
は
す
る
ん
だ
け
ど
日
常
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

外
で
食
べ
る
と
き
は
日
常
の
世
界
じ
ゃ
な
い
。 

〈
井
口
〉
日
本
人
は
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
使
う
の
は
お
祭
り
、
今
流
に
言
え
ば
イ
ベ
ン
ト
。
そ
れ
を
や
ら
な
い

と
使
わ
な
い
。 

〈
栗
原
〉
非
日
常
と
し
て
屋
外
で
な
に
か
や
る
。
日
常
の
も
の
と
し
て
は
受
け
取
っ
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
、

屋
外
空
間
は
。 



〈
井
口
〉
計
画
す
る
側
も
設
計
す
る
側
も
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
。 

〈
冨
岡
〉
そ
ん
な
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
。 

〈
井
口
〉
盛
ん
に
社
会
実
験
と
言
っ
て
や
る
け
ど
も
、
要
す
る
に
あ
れ
も
イ
ベ
ン
ト
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら

そ
れ
を
恒
常
化
す
る
っ
て
い
う
け
ど
ね
、
そ
れ
は
矛
盾
が
あ
る
。
あ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
験
し
て
る
か
ら
、

来
る
方
も
や
る
方
も
許
可
出
す
方
も
み
ん
な
恒
常
化
が
前
提
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
い
く
ら
繰
り
返
し
て

も
そ
ん
な
も
ん
恒
常
化
し
な
い(

図
・
３
８)

。 

〈
栗
原
〉
歌
舞
伎
町
な
ん
か
一
部
恒
常
化
し
て
や
っ
て
ま
す
。
社
会
実
験
を
終
わ
り
に
し
て
。
で
も
、
歌
舞
伎
町

っ
て
一
年
中
が
イ
ベ
ン
ト
な
ん
で
す
よ
ね
。 

〈
冨
岡
〉
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
歌
舞
伎
町
の
あ
の
辺
っ
て
い
う
の
は
日
常
だ
っ
て
言
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
し

て
非
日
常
の
空
間
で
す
の
で
、
毎
日
イ
ベ
ン
ト
や
っ
て
く
れ
て
て
い
い
場
所
。 

〈
井
口
〉
な
る
ほ
ど
。 

〈
栗
原
〉
同
じ
こ
と
自
分
ち
の
周
り
で
や
ら
れ
た
ら
行
く
か
っ
て
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
行
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
。 

〈
井
口
〉
そ
う
か
、
も
と
も
と
非
日
常
の
空
間
で
あ
れ
ば
あ
り
得
る
。
恒
常
化
も
あ
り
得
る
。
そ
れ
は
確
か
だ
な
。 

                    

■
日
本
は
縁
側
文
化
。 

〈
山
名
〉
日
本
は
靴
を
履
き
替
え
る
っ
て
い
う
習
慣
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
こ
う
い
う
の
は
ど
っ
か
で
影
響

し
て
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
要
す
る
に
中
も
外
も
一
緒
の
人
は
外
で
も
い
い
け
ど
、
日
本
人
は
ち
ゃ
ん
と
家
に
入

っ
た
ら
靴
脱
い
じ
ゃ
い
ま
す
か
ら
、
外
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
い
う
世
界
。
そ
ん
な
の
が
影
響
し
て
ん
の
か
な
っ
て

気
は
す
ん
で
す
け
ど
ね
。 

〈
栗
原
〉
た
ぶ
ん
縁
側
ま
で
は
大
丈
夫
な
ん
で
す
よ
、
半
分
外
っ
て
の
が
。
だ
け
ど
ほ
ん
と
に
外
行
っ
ち
ゃ
う
と

駄
目
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
。 

〈
冨
岡
〉
だ
か
ら
テ
ラ
ス
の
ガ
ラ
ス
の
扉
、
ガ
ー
っ
と
開
い
て
る
の
も
縁
側
で
す
よ
ね
。 

(図・38＊) 福岡「天神ピクニック」の社会実験で展開し

た路上のカフェ。写真提供：福田忠昭氏。 

(図・37＊) 浅草羽子板市の屋台。 

 

 



〈
栗
原
〉
ガ
ラ
ス
の
扉
が
ガ
ー
っ
と
開
い
て
、
外
と
中
の
空
間
が
一
体
化
し
て
て
、
で
も
中
に
い
る
っ
て
い
う
安

心
感
で
飲
め
る
ん
で
、
ほ
ん
と
に
外
で
ぽ
ん
と
や
ら
れ
る
と
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。 

〈
山
名
〉
昔
の
日
本
の
町
中
っ
て
庶
民
が
家
を
借
り
て
住
ん
で
る
と
こ
ろ
と
、
武
士
が
住
ん
で
る
世
界
は
違
う
じ

ゃ
な
い
で
す
か
。
武
士
っ
て
い
う
の
は
き
ち
っ
と
塀
を
つ
く
っ
て
内
外
分
け
ま
す
け
ど
も
、
庶
民
の
ほ
う
は
縁
側

出
て
み
ん
な
一
緒
だ
っ
た
。
み
な
さ
ん
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
武
家
の
住
ま
い
方
に
憧
れ
た
。
だ
か
ら
み
ん
な
家
を

つ
く
る
と
塀
を
つ
く
っ
て
囲
っ
ち
ゃ
う
。
そ
う
い
う
日
本
人
の
住
ま
い
方
が
残
っ
ち
ゃ
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
も

う
少
し
オ
ー
プ
ン
な
住
ま
い
方
始
め
た
ら
、
外
で
出
入
り
す
ん
の
も
平
気
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
感
じ
は
す

る
ん
で
す
け
ど
ね
。 

〈
井
口
〉
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
も
好
き
で
も
な
い
の
に
無
理
に
外
に
出
て
カ
フ
ェ
に
行
け
と
い

う
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。 

〈
栗
原
〉
お
洒
落
で
い
い
な
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
、
で
も
行
く
か
と
言
う
と
行
か
な
い
。 

〈
井
口
〉
た
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
を
見
て
る
と
ね
。
ケ
ヴ
ィ
ン
・
リ
ン
チ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
言
っ
て
る
の
は
、

「
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
っ
て
い
う
の
は
町
に
最
高
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
だ
」
と
。
「
あ
れ
が
あ
る
こ
と
で
町
が
様
変
わ
り
す

る
」
と
言
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
は
確
か
に
そ
う
で
、
ロ
ン
ド
ン
が
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
あ
そ
こ
や
っ

ぱ
り
雨
が
多
い
し
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
僕
が
二
〇
〇
〇
年
の
三
月
だ
っ
た
か
な
、
十
年
振
り

か
に
行
っ
た
時
に
ね
、
「
な
ん
か
雰
囲
気
違
う
な
」
と
思
っ
て
よ
く
考
え
て
み
た
ら
ね
、
カ
フ
ェ
が
ま
ず
増
え
て
、

そ
れ
が
外
に
は
出
て
な
い
ん
だ
け
ど
、
総
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
る
ん
で
す
よ
。
足
も
と
ま
で
び
し
っ
と
。
そ
れ
が

も
の
す
ご
く
増
え
て
、
外
か
ら
見
る
と
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
み
た
い
に
見
え
る
わ
け
。 

〈
栗
原
〉
そ
れ
は
日
本
で
も
馴
染
む
と
思
う
。
屋
内
だ
か
ら
ね
。
ロ
ン
ド
ン
で
も
そ
ん
な
に
パ
リ
み
た
い
な
外
に
、

歩
道
上
に
ば
ん
ば
ん
出
て
る
っ
て
の
は
少
な
い
で
し
ょ
。 

〈
井
口
〉
パ
ブ
で
外
に
出
て
立
ち
飲
み
し
て
る
の
は
居
る
け
ど
ね
。 

 

■
ア
ジ
ア
の
屋
台
文
化 

〈
栗
原
〉
台
湾
は
結
構
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
歩
道
上
に
な
ん
か
つ
く
っ
て
、
い
っ
ぱ
い
在
っ
た
。 

〈
井
口
〉
香
港
で
も
そ
う
だ
っ
た
け
ど
ね
。 

〈
栗
原
〉
席
が
足
り
な
い
と
勝
手
に
隣
の
歩
道
ま
で
テ
ー
ブ
ル
持
っ
て
っ
て
作
っ
て
く
れ
た
り
し
て
。
そ
う
い
う

の
台
湾
で
飲
み
食
い
し
た
と
き
は
平
気
だ
っ
た
。
あ
れ
は
や
っ
ぱ
り
旅
行
に
行
っ
て
る
か
ら
、
海
外
に
行
っ
て
る

か
ら
っ
て
意
識
が
違
う
か
ら
か
な
。 

〈
井
口
〉
地
元
の
人
た
ち
、
高
温
多
湿
で
雨
が
多
い
の
に
外
で
食
う
の
は
日
常
的
に
平
気
だ
よ
ね
。 

〈
栗
原
〉
日
本
が
統
治
し
て
た
五
〇
年
の
歴
史
が
あ
る
割
に
は
日
本
と
全
然
違
う
よ
ね
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
ね
。

き
っ
と
台
湾
人
気
質
な
ん
で
す
よ
。 

〈
井
口
〉
台
湾
人
気
質
で
す
か
ね
、
で
も
基
本
的
に
台
湾
か
ら
南
ほ
と
ん
ど
全
部
外
で
食
べ
て
る
よ
ね
。
あ
れ
が

楽
し
い
で
す
も
ん
ね(

図
・
３
９)

。 

〈
栗
原
〉
気
候
が
暑
い
か
ら
、
閉
め
切
る
と
余
計
暑
い
か
ら
っ
て
い
う
の
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
台
湾
の
屋
台

に
毛
が
生
え
た
様
な
店
、
扉
も
何
も
な
い
。
屋
根
が
在
る
け
ど
壁
も
何
も
な
く
て
つ
る
つ
る
。
だ
か
ら
土
地
は
民

地
だ
け
ど
、
道
路
上
に
あ
る
の
と
お
ん
な
じ
よ
う
な
感
じ
で
み
ん
な
平
気
で
や
っ
て
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
の
が
台

湾
は
で
き
る
け
ど
日
本
は
難
し
い
の
か
な
。 

〈
井
口
〉
日
本
で
も
屋
台
村
っ
て
の
が
人
気
だ
け
ど
ね
。
同
じ
ア
ジ
ア
人
の
血
が
通
っ
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。 

〈
山
名
〉
日
本
の
屋
台
は
そ
の
延
長
で
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
に
な
る
か
っ
て
言
う
と
ど
う
も
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
す

ん
で
す
よ
ね
。
屋
台
は
逆
に
人
気
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

〈
栗
原
〉
お
で
ん
屋
の
屋
台
は
み
ん
な
行
き
た
が
る
け
ど
。
何
が
違
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

  



               

■
無
理
に
屋
外
空
間
を
使
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
も
お
か
し
い
け
ど
・
・
・ 

〈
井
口
〉
何
が
違
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
僕
は
ね
無
理
に
、
好
き
で
も
な
い
の
に
や
ら
せ
る
必
要
は
全
然
な
い
と
思

う
ん
で
す
よ
。
で
も
と
に
か
く
僕
ら
は
街
な
か
に
公
開
空
地
は
い
っ
ぱ
い
作
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
作
れ
作
れ
っ
て
。

道
路
も
こ
ん
な
に
き
れ
い
に
な
っ
て
き
た
で
し
ょ
、
町
の
中
が
。
そ
う
な
る
と
も
っ
た
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
使

わ
な
い
と
。
こ
れ
が
僕
の
発
想
の
動
機
な
ん
で
す
け
ど
ね
。
使
わ
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
と
。 

公
開
空
地
だ
っ
て
眺
め
る
だ
け
、
日
本
人
は
公
開
空
地
を
庭
だ
と
思
っ
て
る
わ
け
で
し
ょ
。
眺
め
る
場
所
だ
。
使

う
場
所
と
は
思
っ
て
な
い
し
、
法
律
的
に
も
使
え
る
場
所
と
は
な
っ
て
な
い
か
ら
、
使
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
か

ら
。
だ
か
ら
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
も
た
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
。
こ
れ
が
僕
の
問
題
提
起
の
動
機
な
ん
だ
け
ど
、
で

も
や
り
た
く
な
い
ん
だ
っ
た
ら
別
に
や
ら
な
く
て
も
ね
、
別
に
構
わ
な
い
。
そ
れ
を
押
し
て
ま
で
や
れ
と
い
う
の

は
、
本
末
転
倒
だ
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。 

だ
か
ら
今
回
み
ん
な
に
聞
い
て
回
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と
。
僕
ら
も
設
計
す
る
と
つ
い
こ
う
カ

フ
ェ
テ
ラ
ス
み
た
い
な
こ
と
を
考
え
て
屋
外
の
広
場
を
設
計
し
た
り
す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
そ
う
い

う
気
が
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
ん
な
こ
と
止
め
ち
ゃ
え
と
。
そ
れ
よ
り
も
ロ
ン
ド
ン
み
た
い
に
建
築
で
ガ
ラ
ス
張

り
の
店
を
ば
し
っ
と
作
っ
た
ほ
う
が
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
。 

〈
栗
原
〉
で
も
今
の
僕
ら
の
世
代
と
、
新
し
い
十
代
み
た
い
な
人
た
ち
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
も
し
れ
な
い
で
す

よ
。 

〈
井
口
〉
こ
の
間
福
岡
で
は
ね
、
「
い
や
、
行
け
る
」
と
。
「
今
難
し
い
け
ど
行
け
る
」
と
。
福
岡
は
屋
台
文
化
。

福
岡
は
板
付
空
港
の
空
域
域
制
限
で
超
高
層
建
て
れ
な
い
か
ら
、
建
物
が
敷
地
い
っ
ぱ
い
に
べ
た
っ
な
ん
で
す
よ
。

公
開
空
地
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
少
な
い
ん
で
す
よ
。
で
も
歩
行
者
空
間
は
も
の
す
ご
く
整
備
さ
れ
て
る
。
そ
れ
で
今

の
よ
う
な
話
を
す
る
と
、
「
も
っ
と
使
わ
な
い
と
い
か
ん
」
と
み
ん
な
が
言
う
ん
で
す
よ
。 

〈
栗
原
〉
福
岡
だ
っ
け
？
道
路
に
屋
台
を
置
け
る
よ
う
に
水
道
と
か
完
備
し
て
る
っ
て
い
う
の
は
。 

〈
工
藤
〉
あ
れ
も
半
分
仕
方
な
く
や
っ
た
っ
て
感
じ
み
た
い
で
す
け
ど
ね
。
衛
生
上
よ
く
な
い
か
ら
っ
て
。 

〈
栗
原
〉
あ
れ
既
得
権
が
あ
る
人
以
外
駄
目
だ
と
か
非
常
に
厳
し
い
制
限
が
あ
る
ん
で
し
ょ
。 

〈
井
口
〉
一
代
限
り
に
な
っ
て
る
か
ら
実
際
は
減
っ
て
行
っ
て
ま
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
ほ
ん
と
に
や
る
ん
な
ら
あ
れ
を
も
っ
と
徹
底
的
に
や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
の
か
っ
て
思
い
ま
す
ね
。 

〈
山
名
〉
屋
台
は
我
々
分
ん
な
い
で
す
け
ど
も
、
実
は
裏
の
面
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
危
な
い
ん
で
す
ね
。
北
九
州

の
小
倉
で
も
屋
台
が
あ
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
は
お
酒
出
さ
な
い
ん
で
す
絶
対
に
。
食
べ
る
だ
け
。
食
べ
る
だ
け
だ

 

 

(図・39) ヴェトナム、ハノイ(上＊)と台湾、台南

(下)の屋台。アジアの屋台は楽しい。 



か
ら
女
の
子
も
安
心
し
て
入
れ
る
ん
で
す
。
酒
飲
み
た
か
っ
た
ら
ね
自
動
販
売
機
で
買
っ
て
き
て
、
自
分
で
買
う

ん
で
す
。 

〈
栗
原
〉
ソ
ウ
ル
と
一
緒
だ
。
ソ
ウ
ル
の
屋
台
も
夜
、
車
道
塞
い
で
や
っ
て
る
ん
だ
け
ど
お
酒
売
っ
ち
ゃ
い
け
な

い
ん
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
自
分
で
持
ち
こ
み
で
飲
む
ん
で
す
よ
。 

〈
井
口
〉
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
酒
売
れ
な
い
で
す
ね
。
屋
台
い
っ
ぱ
い
出
て
る
け
ど
。 

 

■
や
っ
ぱ
り
芝
生
広
場
が
一
番
い
い
の
か
な
。 

〈
山
名
〉
公
開
の
広
場
と
か
そ
う
い
う
の
を
設
計
し
て
、
こ
う
い
う
風
に
使
っ
て
ほ
し
い
ん
だ
な
と
思
っ
て
作
っ

た
け
ど
も
、
「
そ
の
通
り
に
行
っ
た
」
と
か
、
「
実
は
あ
け
て
み
た
ら
全
然
違
っ
た
」
っ
て
加
藤
源
さ
ん
よ
く
言

っ
て
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
の
ど
う
考
え
て
設
計
し
て
る
ん
で
す
か
。 

〈
栗
原
〉
例
え
ば
駅
広
な
ん
か
は
機
能
と
し
て
の
駅
広
っ
て
い
う
の
が
あ
る
ん
で
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
最
低
限
使

い
や
す
く
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
っ
て
い
う
の
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
公
園
な
ん
か
に
な
っ
た
り
す
る
と
、
東
松

戸
の
公
園
も
そ
う
だ
け
ど
物
を
あ
ん
ま
り
作
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た(

図
・
４
０)

。 

真
ん
中
は
だ
だ
っ
広
い
芝
生
広
場
だ
け
で
す
よ
。
設
計
者
が
間
違
え
る
の
は
、
平
面
図
を
描
い
た
時
に
い
ろ
い
ろ

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
描
か
な
い
と
図
面
っ
ぽ
く
見
え
な
く
て
、
や
っ
た
気
が
し
な
い
っ
て
い
う
の
が
す
ご
く
あ
る
ん
で

す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
な
ん
で
も
か
ん
で
も
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
細
か
く
こ
こ
は
こ
う
使
っ
て
、
あ
ー
使
っ

て
っ
て
。
で
も
使
い
方
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
し
、
地
域
に
よ
っ
て
も
違
う
だ
ろ
う
し
、
人
に

よ
っ
て
も
違
う
ん
で
。
特
定
の
目
的
の
た
め
の
も
の
っ
て
い
う
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
け
ど
、
例
え
ば

駅
広
だ
っ
た
ら
あ
る
程
度
目
的
が
あ
る
し
、
競
技
場
な
ん
か
目
的
あ
る
ん
だ
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
け
れ
ば
逆
に
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
に
自
由
に
後
で
何
に
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
と
く
の
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
僕
は
思
っ
て
る
。 

最
低
限
必
要
な
施
設
は
、
ト
イ
レ
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
あ
る
程
度
照
明
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
か
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
作
っ
て
、
他
に
多
少
は
作
る
に
し
て
も
例
え
ば
公
園
だ
と
、
周
り
に
ず
ー
っ
と
園
路
を
回
し
て
真
ん
中
は
だ

だ
っ
広
い
芝
生
広
場
で
そ
こ
は
な
ん
で
も
勝
手
に
出
来
る
よ
う
に
し
て
る
と
か
。
み
ん
な
使
う
人
が
考
え
て
や
る

し
、
僕
ら
が
使
い
方
考
え
て
こ
れ
と
こ
れ
と
こ
れ
っ
て
、
そ
れ
し
か
使
え
な
い
の
っ
て
つ
ま
ん
な
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
だ
か
ら
な
ん
で
も
や
れ
る
っ
て
い
う
か
、
か
っ
こ
よ
く
言
え
ば
多
目
的
広
場
、
悪
く
言
え
ば
何
も
考
え
て

な
い
広
場
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
使
う
人
が
考
え
ら
れ
る
広
場
っ
て
い
う
ほ
う
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広
場
だ
っ
て
真
ん
中
に
は
ほ
と
ん
ど
何
も
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
「
憲
章
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広

場
、
３
０
の
提
言
」
で
マ
ン
ク
ー
ゾ
さ
ん
も
そ
う
言
っ
て
る
け
ど
。 

〈
井
口
〉
そ
う
で
す
、
で
も
そ
れ
は
み
ん
な
が
使
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
る
か
ら
ね
。 

〈
栗
原
〉
真
ん
中
に
何
も
な
い
と
こ
を
広
く
取
っ
て
お
け
ば
人
が
集
ま
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
使
い
勝
手
が
自
由

に
な
る
。
本
来
は
あ
れ
も
こ
れ
も
っ
て
設
計
者
が
考
え
て
や
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
、
内

容
的
に
言
え
ば
。
デ
ザ
イ
ン
的
に
は
い
ろ
い
ろ
考
え
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
け
ど
。
使
い
勝
手
な
ん
て
設
計
者
が

考
え
た
こ
と
以
外
の
使
い
方
っ
て
子
供
た
ち
す
ぐ
思
い
つ
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
っ

て
ほ
ん
と
に
オ
ー
プ
ン
な
ス
ペ
ー
ス
だ
け
あ
れ
ば
い
い
の
か
な
っ
て
、
原
点
は
ね
。
僕
は
広
場
っ
て
の
は
そ
う
思

っ
て
ま
す
ね
。 

〈
山
名
〉
そ
う
い
う
例
は
あ
り
ま
す
？
あ
ん
ま
り
も
の
を
つ
く
り
過
ぎ
な
く
て
広
場
を
や
っ
た
結
果
、
非
常
に
い

ろ
ん
な
使
い
方
が
進
ん
で
い
る
っ
て
い
う
例
あ
り
ま
す
か
ね
？ 

〈
栗
原
〉
新
杉
田
の
再
開
発
で
す
け
ど
、
細
長
い
再
開
発
ビ
ル
の
脇
の
歩
道
に
囲
ま
れ
た
広
場
な
ん
で
す
け
れ
ど
、

端
っ
こ
に
椅
子
が
あ
っ
て
向
い
側
が
ず
っ
と
広
い
ん
で
す
よ(

図
・
４
１)

。
た
だ
舗
装
し
て
る
だ
け
で
何
も
な
く

て
、
角
に
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
を
植
え
た
く
ら
い
で
。
広
場
に
水
盤
だ
け
が
あ
っ
て
、
こ
こ
の
水
盤
、
水
が
な
い
時
、

ス
テ
ー
ジ
に
も
で
き
る
よ
う
に
、
水
も
２
㎝
だ
け
の
水
深
、
照
明
ポ
ー
ル
が
バ
ッ
ク
に
あ
る
み
た
い
な
感
じ
で
何

に
も
な
い
だ
だ
っ
広
い
広
場
。
５
０
０
平
米
く
ら
い
か
な
。
そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
こ
こ
の

使
わ
れ
方
っ
て
い
う
の
は
イ
ベ
ン
ト
と
や
れ
る
よ
う
に
考
え
た
の
で
す
が
、
今
は
な
か
な
か
お
店
で
イ
ベ
ン
ト
や



っ
て
く
れ
て
な
い
ん
で
す
け
ど
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
時
は
全
部
駐
輪
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
、

違
法
駐
輪
で
。(

大
笑
い) 

                     

〈
桑
嶋
〉
も
と
も
と
児
童
公
園
で
す
か
ら
ね
。 

〈
栗
原
〉
そ
う
そ
う
、
も
と
も
と
は
児
童
公
園
だ
っ
た
。 

〈
桑
嶋
〉
計
画
の
時
も
砂
場
と
か
ブ
ラ
ン
コ
と
か
滑
り
台
を
ど
う
す
る
こ
う
す
る
み
た
い
な
話
が
ね
。 

〈
栗
原
〉
「
何
に
も
な
い
よ
う
に
し
ち
ゃ
お
う
」
っ
て
、
「
何
も
な
い
と
味
気
な
い
か
ら
」
っ
て
言
わ
れ
た
の
で

「
じ
ゃ
あ
水
盤
作
り
ま
す
」
っ
て
、
「
ス
テ
ー
ジ
作
り
ま
す
」
っ
て
言
え
な
か
っ
た
ん
で
「
水
盤
作
り
ま
す
」
つ

っ
て
、
ス
テ
ー
ジ
で
使
え
る
よ
う
に
し
て
。
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
と
か
や
っ
て
く
ん
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。 

〈
桑
嶋
〉
使
わ
れ
て
な
い
で
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
や
っ
ぱ
り
意
図
と
違
う
っ
て
の
は
そ
う
で
す
ね
。 

〈
桑
嶋
〉
公
園
課
が
管
理
し
て
な
ん
ち
ゃ
ら
公
園
っ
て
名
前
ま
で
付
け
て
ま
し
た
ね
。 

〈
栗
原
〉
都
市
公
園
法
の
公
園
で
、
市
が
所
有
管
理
し
て
ま
す
。
だ
か
ら
水
盤
２
㎝
の
水
流
す
だ
け
で
循
環
さ
せ

て
る
ん
だ
け
ど
「
殺
菌
し
ろ
」
と
。
「
え
ー
そ
ん
な
飲
ま
な
い
で
し
ょ
。
２
㎝
だ
か
ら
口
つ
け
な
い
で
し
ょ
」
っ

て
言
っ
て
も
「
飲
む
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
殺
菌
し
ろ
」
と
。
殺
菌
装
置
付
け
た
よ
ね
。
そ
う
い
う
ば
か

な
こ
と
を
言
う
の
も
役
所
で
す
よ
。 

東
松
戸
の
公
園
は
周
り
に
園
路
が
あ
っ
て
広
い
芝
生
だ
け
の
広
場
に
し
て
ま
し
て
、
ず
っ
と
芝
生
が
広
が
っ
て

る
だ
け
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
そ
こ
で
サ
ッ
カ
ー
や
っ
た
り
と
か
、
た
ま
に
端
っ
こ
の
ほ
う
で
テ
ン
ト
張
っ
て
寝

て
た
り
と
か
、
い
ろ
い
ろ
。
土
日
が
メ
イ
ン
だ
け
ど
。
見
に
行
く
と
好
き
勝
手
使
っ
て
く
れ
て
ま
す
よ
。 

〈
井
口
〉
芝
生
広
場
は
い
い
で
す
ね
。
ほ
ん
と
に
好
か
れ
ま
す
ね
。
神
戸
の
六
甲
道
駅
の
再
開
発
で
作
っ
た
芝
生

広
場
も
良
く
使
わ
れ
て
ま
す
。
禿
げ
や
す
い
の
が
問
題
だ
け
ど(

図
・
４
２)

。 

〈
栗
原
〉
東
松
戸
は
野
芝
に
し
て
る
。
芝
生
だ
っ
た
ら
何
や
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
っ
て
い
う
形
で
。
考

え
て
こ
う
し
よ
う
あ
あ
し
よ
う
っ
て
い
っ
た
と
こ
の
ほ
う
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
、
廃
墟
み
た
い
に
な
っ
て
と
か

（図・40）東松戸中央公園の芝生広場。 

(図・41) 新杉田の再開発の広場。ステージにも使える深さ 2㎝

の水盤を置いた。 

 

 



あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
た
だ
こ
こ
で
も
そ
う
だ
け
ど
、
一
画
に
ど
う
し
て
も
遊
具
っ
て
話
が
あ
っ
て
、
こ
こ

は
区
画
整
理
し
た
中
な
ん
で
周
り
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ん
か
若
い
人
た
ち
が
居
て
子
供
た
ち
が
小
さ
い
。
今
は
使
っ

て
く
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
世
代
が
変
わ
っ
て
く
る
と
誰
も
使
わ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
も
ん
で
す
よ
ね
、
遊
具
っ
て

の
は
ね
。
な
か
な
か
そ
の
へ
ん
が
難
し
い
と
こ
で
す
。
遊
具
は
入
れ
ま
し
ょ
う
と
い
う
行
政
は
多
い
で
す
よ
ね
。

子
供
の
為
に
遊
具
入
れ
る
公
園
は
多
い
け
ど
、
大
人
の
為
の
公
園
っ
て
の
は
少
な
い
気
が
し
ま
す
。 

 

■
公
園
や
広
場
の
使
わ
れ
方
は
時
代
と
と
も
に
変
わ
る
も
の
だ
。 

〈
山
名
〉
日
本
は
公
園
自
体
は
、
明
治
時
代
に
つ
く
っ
た
公
園
、
要
す
る
に
名
所
旧
跡
み
た
い
な
と
か
が
ス
タ
ン

ス
で
し
ょ
、
恩
賜
公
園
と
か
。
で
す
か
ら
公
開
公
地
と
か
公
共
的
な
広
場
を
ど
う
使
う
か
っ
て
日
本
人
は
あ
ん
ま

り
慣
れ
て
な
い
。
だ
か
ら
そ
こ
ら
へ
ん
国
民
レ
ベ
ル
か
ら
、
こ
う
い
う
風
に
使
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て

出
て
く
る
と
も
っ
と
面
白
く
な
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
今
つ
く
る
ほ
う
が
一
生
懸
命
考
え
て
る
け
ど
も
実
は
使

わ
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
広
場
が
出
て
く
る
ん
だ
け
ど
、
自
分
の
孫
が
ほ
ん
と
に
使
え
る
か
ど
う
か
っ

て
心
配
は
し
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
。 

〈
栗
原
〉
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
み
て
定
着
す
る
の
も
し
な
い
の
も
あ
る
ん
で
、
定
着
し
た
の
伸
ば
し
て
い
く
と
か
で

も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。 

〈
山
名
〉
私
持
論
と
し
て
、
こ
う
い
う
広
場
は
住
ん
で
る
人
と
か
使
う
人
が
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ
う
ん
で
、
さ
っ
と

つ
く
っ
と
い
て
、
い
ろ
い
ろ
時
代
に
よ
っ
て
使
い
方
を
変
え
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
い
つ
も

公
園
の
人
に
言
う
ん
で
す
け
ど
、
日
本
の
公
園
っ
て
の
は
児
童
公
園
つ
く
っ
て
周
り
に
子
供
が
い
な
く
な
っ
た
ら

ど
う
す
ん
の
っ
と
い
う
よ
う
な
話
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
も
う
少
し
公
共
の
広
場
を
柔
軟
に
使
う
よ
う
な
こ
と
を

考
え
て
い
か
な
い
と
い
か
ん
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
は
し
て
ま
し
て
ね
。 

〈
栗
原
〉
公
園
と
広
場
っ
て
全
然
意
味
合
い
が
違
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
特
に
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
広

場
っ
て
ま
だ
ま
だ
日
本
人
は 

馴
染
み
が
な
い
。
こ
れ
か
ら
十
年
、
二
〇
年
す
れ
ば
馴
染
ん
で
く
る
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
今
の
と
こ
ろ
は
難
し
い
の
か
な
と
。
で
も
昔
に
比
べ
れ
ば
多
少
馴
染
ん
で
来
て
る
の
か
も
し
れ
な
い
か

な
っ
て
気
は
し
ま
す
け
ど
。 

公
開
空
地
だ
っ
て
無
駄
に
な
っ
て
な
い
と
思
っ
て
て
、
見
て
て
ゆ
と
り
の
空
間
が
あ
っ
て
良
い
な
っ
て
思
う
だ
け

で
も
価
値
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。 

〈
井
口
〉
そ
れ
は
価
値
あ
り
ま
す
ね
。 

〈
栗
原
〉
そ
こ
を
使
う
、
使
わ
な
い
じ
ゃ
な
く
て
ね
。
使
わ
な
く
て
も
価
値
が
あ
る
と
こ
ろ
っ
て
あ
る
と
思
う
。

無
駄
も
価
値
が
あ
る
み
た
い
な
。 

〈
井
口
〉
今
の
公
開
空
地
は
み
ん
な
そ
う
で
し
ょ
。
み
ん
な
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
る
と
思
い
ま
す
ね
。
庭
付

き
一
戸
建
て
、
庭
園
文
化
を
引
き
継
い
で
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
が
日
本
の
独
特
の
近
代
都
市
空
間
だ
と
ロ
ー
マ
大
学

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で
意
味
が
あ
る
し
、
日
本
ら
し
さ
の1

つ
と
し
て
誇

り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す(

図
・
４
３)

。 

そ
の
代
わ
り
っ
て
い
う
か
、
人
は
み
ん
な
大
き
な
建
物
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
か

ア
ー
ケ
ー
ド
と
か
地
下
街
と
か
ア
ト
リ
ウ
ム
と
か
す
ご
く
頑
張
っ
た
空
間
が
出
来
て
、
屋
内
が
街
の
に
ぎ
わ
い
空

間
に
な
っ
て
る
。
そ
の
結
果
雨
と
か
風
と
か
空
と
か
太
陽
と
か
の
自
然
の
都
市
空
間
か
ら
だ
ん
だ
ん
無
縁
に
な
っ

て
来
て
る
。
こ
れ
は
不
健
康
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。 

〈
栗
原
〉
公
開
空
地
で
お
も
し
ろ
い
の
が
、
会
社
の
側
の
お
も
ち
ゃ
の
バ
ン
ダ
イ
の
本
社
。
公
開
空
地
が
観
光
地

に
な
っ
て
ま
す
よ
ね
。
い
ろ
ん
な
等
身
大
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
１
０
体
く
ら
い
並
ん
で
る
か
ら
。 

〈
桑
嶋
〉
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
立
っ
て
ま
す
よ
。 

〈
栗
原
〉
み
ん
な
こ
こ
で
記
念
写
真
撮
っ
て
ま
す
よ
。
雨
が
降
っ
て
く
る
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
た
ま
に
黄
色
の
合

羽
着
て
た
り
、
雨
の
日
わ
ざ
わ
ざ
撮
り
に
来
た
り
ね
。
そ
う
い
う
意
味
の
観
光
地
的
公
開
空
地
っ
て
の
も
珍
し
い

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
人
気
が
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
ま
す
け
ど
ね
。 



                   

■
駅
前
が
日
本
の
新
し
い
中
心
市
街
地
に
な
っ
て
い
る
。 

〈
栗
原
〉
日
本
っ
て
鉄
道
文
化
み
た
い
な
と
こ
が
あ
っ
て
、
日
本
の
本
来
の
中
心
市
街
地
は
基
本
的
に
は
駅
前
な

ん
だ
ろ
う
と
僕
は
思
っ
て
ま
す
。
た
だ
昔
な
が
ら
の
町
の
中
心
市
街
地
っ
て
の
は
駅
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
旧
市

街
地
っ
て
の
が
多
い
で
す
よ
ね
。 

鉄
道
引
く
時
に
み
ん
な
鉄
道
嫌
っ
て
た
か
ら
町
中
を
避
け
て
、
そ
う
い
う
と
こ
に
駅
前
が
新
し
く
出
来
て
、
今
は

昔
の
旧
市
街
地
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
な
っ
て
と
か
っ
て
問
題
い
っ
ぱ
い
抱
え
て
て
、
そ
の
へ
ん
痛
し
痒
し
で
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
な
っ
て
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
甲
府
な
ん
か
ほ
ん
と
に
２
核
で
す
。
も
と
も
と
の
デ

パ
ー
ト
が
在
っ
た
駅
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
と
こ
ろ
が
商
業
中
心
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
今
は
駅
周
辺
が
開
発
さ
れ

て
両
方
で
取
り
合
い
に
な
っ
て
る
。
な
か
な
か
中
心
市
街
地
の
定
義
も
難
し
い
で
す
よ
。 

た
だ
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
だ
け
は
絶
対
勘
弁
し
て
ほ
し
い
。
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
が
中
心
市
街
地
な
ん
て
あ
り
得
な
い
。 

〈
井
口
〉
栗
原
さ
ん
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
大
部
分
の
人
は
ち
ょ
っ
と
飯
食
お
う
思
っ
た
ら
ロ
ー
ド
サ
イ

ド
に
行
っ
て
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
は
そ
こ
で
過
ご
し
て
ん
じ
ゃ
な
い
？ 

〈
栗
原
〉
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
が
中
心
市
街
地
と
言
う
の
は
違
う
。
そ
う
と
は
言
え
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
中
心
市
街

地
と
は
言
え
な
い
と
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
車
移
動
な
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
ん
で
車
で
行
け
な
く
な

っ
ち
ゃ
う
人
が
出
て
く
る
。
も
う
一
つ
は
店
は
あ
る
け
ど
生
活
が
ま
っ
た
く
無
い
。
そ
れ
で
市
街
地
な
の
か
と
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
あ
る
け
ど
中
心
市
街
地
で
は
な
い
と
。 

〈
山
名
〉
夜
間
人
口
ゼ
ロ
。 

〈
栗
原
〉
と
い
う
風
に
僕
は
思
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
市
街
地
っ
て
い
う
の
は
人
が
住
ん
で
市
街
地
、
生
活
が
あ
っ

て
市
街
地
で
し
ょ
と
。 

〈
井
口
〉
じ
ゃ
あ
中
心
市
街
地
と
は
な
ん
で
す
か
？
今
実
際
に
生
き
て
る
中
心
市
街
地
と
は
？ 

〈
栗
原
〉
基
本
的
に
は
地
域
、
地
域
に
よ
っ
て
違
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
駅
前
が
ま
だ
き
ち
ん
と
し
て

る
所
が
多
い
で
す
ね
。
特
に
首
都
圏
だ
と
駅
前
が
結
構
ね
。
駅
前
の
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
結
構
高
く
売
れ
る
と
か
。

駅
前
が
中
心
に
な
っ
て
る
と
こ
は
、
首
都
圏
で
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
関
西
は
ち
ょ
っ
と
分
ら
な
い
で
す
け
ど
。 

〈
井
口
〉
関
西
も
そ
れ
に
近
い
で
す
よ
。 

 

(図・42＊) 神戸 JR六甲道駅南地区震災復興第 2種市街地再開発

事業の中央広場。 

(図・43＊) 公開空地の街、大阪ビジネスパーク（OBP） 

 



〈
栗
原
〉
た
だ
地
方
ロ
ー
カ
ル
都
市
へ
行
く
と
鉄
道
に
対
す
る
依
存
度
が
低
く
な
っ
て
る
ん
で
変
わ
っ
て
き
ち
ゃ

う
ん
で
す
よ
。 

〈
井
口
〉
ほ
ん
と
の
地
方
に
行
っ
た
ら
道
の
駅
が
中
心
に
な
っ
て
ま
す
よ
、
今
や
。(

笑
い) 

〈
栗
原
〉
鉄
道
使
う
の
は
高
齢
者
か
高
校
生
と
か
な
っ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
？
一
時
間
に
一
本
じ
ゃ
生
活
に
使
え
な
い

し
っ
て
な
る
と
、
や
っ
ぱ
り
駅
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
来
て
る
の
も
多
い
で
す
よ
ね
、
地
方
は
。 

〈
井
口
〉
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
こ
そ
ち
ょ
っ
と
し
た
ス
ー
パ
ー
と
か
、
コ
ン
ビ
ニ
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
な
っ
ち
ゃ

っ
て
る
。
不
良
学
生
の
た
ま
り
場
も
そ
こ
に
な
っ
て
る
。 

 

■
商
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
人
が
住
ん
で
な
い
と
中
心
市
街
地
に
は
な
れ
な
い
。 

〈
山
名
〉
こ
な
い
だ
の
高
橋
志
保
彦
さ
ん
の
話
の
中
で
も
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
中
心
市
街
地
っ
て
の
は
商
業
と

い
う
考
え
方
が
一
つ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
本
当
に
商
業
だ
け
で
中
心
市
街
地
っ
て
の
は
成
り
立
つ
の
か

な
っ
と
い
う
話
が
あ
る
と
思
う
ん
だ
よ
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
大
体
日
本
に
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

っ
て
い
う
言
葉
が
な
い
で
す
か
ら
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
く
と
道
路
標
識
で
も
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
っ
て
書
い
て
ま
す

よ
ね
。
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
行
く
と
教
会
が
あ
っ
た
り
、
市
役
所
が
あ
っ
た
り
、
広
場
が
あ
っ
た
り
、
商
店
街
が
あ

っ
た
り
そ
う
い
う
な
ん
と
な
く
い
ろ
ん
な
機
能
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
が
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
ん
で
す
け
ど

も
、
日
本
の
場
合
は
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
？
駅
前
は
ど
う
も
、
ま
だ
越
谷
は
い
い
ん
で
す
け
ど
、
首
都
圏
は
い
い

ん
で
す
け
ど
、
地
方
行
っ
た
ら
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
。
昔
は
駅
前
っ
て
い
っ
た
ら
お
店
が
あ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ

在
っ
て
そ
れ
な
り
に
セ
ン
タ
ー
ら
し
か
っ
た
ん
だ
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
今
駅
前
は
さ
び
れ
て
る
所
が
多
い
で
す
。
鉄
道
利
用
者
が
い
な
く
な
っ
て
来
て
る
か
ら
。
そ
れ
に
シ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
が
在
る
か
ら
中
心
か
っ
て
言
う
と
そ
う
と
も
言
え
な
い
。
業
務
地
区
っ
て
の
は
土
日
は
誰

も
居
な
い
所
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
だ
か
ら
や
っ
ぱ
り
中
心
市
街
地
っ
て
の
は
生
活
が
あ
る
所
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
だ
と

思
う
ん
で
す
よ
。
住
ん
で
て
な
お
か
つ
そ
れ
な
り
の
商
業
施
設
が
あ
っ
て
み
た
い
な
。
最
低
限
そ
の
２
つ
が
な
い

と
、
い
わ
ゆ
る
中
心
市
街
地
的
な
意
味
合
い
は
無
く
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

■
賑
わ
い
が
無
い
と
中
心
市
街
地
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
賑
わ
い
が
在
れ
ば
中
心
市
街
地
か
？ 

〈
山
名
〉
昔
埼
玉
新
都
心
の
話
を
や
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
も
、
ず
い
ぶ
ん
前
で
す
け
ど
そ
の
時
に
昼
間
、
人
居
ね

え
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
だ
か
ら
休
み
の
日
に
そ
こ
に
人
を
ど
う
や
っ
て
集
め
る
か
っ
て
こ
と
を
一
生
懸
命
議
論
し

た
。
だ
け
ど
も
出
来
て
し
ま
っ
た
ら
そ
ん
な
の
吹
っ
飛
ん
じ
ゃ
っ
て
、
管
理
者
は
「
来
て
く
れ
な
く
て
い
い
」
と
、

「
余
計
な
人
入
ん
な
く
て
い
い
」
。
だ
か
ら
土
日
は
ど
ん
ど
ん
人
が
居
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
あ
の
時
に
一
生
懸

命
、
「
せ
っ
か
く
あ
ん
な
に
施
設
が
在
る
ん
だ
か
ら
人
を
も
っ
と
集
め
る
工
夫
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
っ
て
言
っ

て
た
ん
で
す
け
ど
、
全
部
駄
目
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
市
役
所
、
公
的
な
施
設
も
土
日
を
ど
う
使

う
か
と
い
う
議
論
足
り
ま
せ
ん
ね
。 

〈
栗
原
〉
業
務
地
域
は
土
日
に
人
が
居
な
い
場
所
に
な
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
業
務
地
域
は
い
い
場
所
に

あ
る
ん
だ
か
ら
、
市
役
所
の
駐
車
場
を
無
料
開
放
す
る
じ
ゃ
な
く
て
、
市
役
所
の
駐
車
場
に
屋
台
出
し
て
も
良
い

と
か
ね
。
な
ん
か
や
れ
ば
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。 

〈
井
口
〉
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
は
蓑
原
さ
ん
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ん
だ
け
ど
、
蓑
原
さ
ん
が
中
心
市
街

地
と
は
何
か
っ
て
い
う
の
を
ち
ゃ
ん
と
言
っ
て
く
れ
る
と
思
う
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
蓑
原
さ
ん
が
や
ら
れ
た
時
代
の
中
心
市
街
地
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
今
の
時
代
の
中
心
市
街
地
の
イ
メ
ー
ジ

っ
て
変
わ
っ
て
き
て
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。 

〈
井
口
〉
僕
ら
が
思
っ
て
た
の
は
や
っ
ぱ
り
商
店
街
が
中
心
だ
っ
た
で
す
よ
ね
。 

〈
山
名
〉
昔
は
そ
う
で
す
よ
ね
。 

〈
井
口
〉
賑
わ
い
と
い
う
の
が
ど
う
し
て
も
出
て
く
る
で
し
ょ
。 



〈
栗
原
〉
じ
ゃ
あ
商
店
街
だ
け
が
中
心
市
街
地
か
っ
て
言
う
と
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
も

中
心
市
街
地
だ
っ
て
言
え
る
ん
で
す
か
っ
て
話
で
す
よ
ね
。 

〈
井
口
〉
そ
れ
は
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
こ
と
で
す(

図
・
４
４)

。 

〈
栗
原
〉
商
店
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
賑
わ
い
が
あ
る
け
ど
、
こ
れ
が
中
心
市
街
地
だ
っ
た
ら
あ
ま
り
に
も
寂
し
過

ぎ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

〈
井
口
〉
三
重
県
津
の
ね
、
僕
は
も
う
び
っ
く
り
し
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
十
年
く
ら
い
前
だ
け
ど
、
津
は
県
庁
所

在
地
で
す
よ
ね
。
商
店
街
が
全
滅
で
す
よ
。
津
だ
か
ら
美
味
し
い
す
し
屋
も
あ
る
だ
ろ
う
と
調
べ
て
行
っ
た
ん
だ

け
ど
、
そ
れ
も
閉
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
る
。
ホ
テ
ル
で
聞
い
た
わ
け
「
今
、
人
気
の
あ
る
ち
ょ
っ
と
い
い
す
し
屋
は
ど

こ
で
し
ょ
う
」
っ
て
聞
い
た
ら
「
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
で
す
よ
」
。(

笑
い)

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
行
っ
た
ら
ね
、
す
し
屋
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
他
の
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
ね
、
ま
ぁ
賑
わ
っ
て
る
、
賑
わ
っ
て
る
。
み
ん
な
歩
行
者
空
間
で
す
よ
、

し
か
も
そ
こ
。 

〈
栗
原
〉
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
っ
て
二
〇
年
く
ら
い
の
ス
パ
ン
で
し
か
考
え
な
い
で
作
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
売
上
落
ち
れ
ば
撤
退
出
来
る
っ
て
軽
い
気
持
ち
で
や
っ
て
る
。
建
物
賃
貸
で
し
ょ
、
建
設
協

力
金
払
っ
て
。
い
つ
で
も
撤
退
出
来
る
。 

                 

■
日
本
の
中
心
市
街
地
は
時
代
に
合
わ
せ
て
動
い
ち
ゃ
う
？ 

〈
冨
岡
〉
震
災
の
時
に
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
拠
点
が
動
い
て
い
っ
ち
ゃ
う
っ
て
い
う
の
が
日
本
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
か
ね
。
イ
タ
リ
ア
と
か
街
路
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
動
か
な
い
ん
で
す
よ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
は
役
所
の

周
り
に
う
ま
い
こ
と
住
居
施
設
、
商
業
施
設
が
き
ち
ん
と
入
っ
て
る
し
道
が
ぴ
た
っ
と
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
日
本

の
場
合
は
そ
れ
が
ば
ら
ば
ら
で
ず
っ
と
き
ち
ゃ
っ
て
る
か
ら
も
と
も
と
一
緒
に
な
ら
な
い
。
だ
っ
た
ら
も
う
商
業

施
設
は
空
い
て
る
場
所
を
選
ん
で
、
時
代
時
代
に
合
わ
せ
て
、
昔
は
鉄
道
中
心
だ
っ
た
の
に
、
今
は
車
中
心
。
だ

か
ら
郊
外
っ
て
移
動
し
ち
ゃ
う
。 

〈
栗
原
〉
イ
オ
ン
だ
っ
て
い
つ
潰
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
し
。 

〈
冨
岡
〉
だ
か
ら
高
齢
者
が
増
え
て
車
乗
ら
な
く
な
る
と
違
う
公
共
交
通
が
で
き
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
集

ま
る
所
に
そ
こ
に
中
心
市
街
地
が
ま
た
来
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
移
動
し
ち
ゃ
う
の
ね
、
二
〇
年
、
三
〇
年
毎
に
。 

〈
井
口
〉
そ
う
い
う
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
僕
も
そ
れ
に
近
い
。
日
本
の
中
心
市
街
地
っ
て
い
う
の
は
そ
う
い
う

風
に
考
え
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。 

 

（図・44＊）  2015年に大阪北部にオープンしたエンタ

ーテイメント型のショッピングセンターEXPO CITY。

乳母車から車椅子まで、ファミリーから中高生のヤンキ

ーグループまで。エントランスプラザ(上)、屋内のセン

タープラザ、フードコート（下）は人で一杯。映画館や

水族館も在る。 

 



〈
栗
原
〉
そ
れ
は
分
ら
な
く
は
な
い
け
ど
、
あ
の
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
市
街
地
っ

て
い
う
名
前
で
呼
び
た
く
は
な
い
っ
て
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
ね
。 

〈
井
口
〉
じ
ゃ
あ
日
本
の
中
心
市
街
地
は
無
く
な
っ
て
消
え
た
と
。 

〈
栗
原
〉
無
く
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
と
。
や
っ
ぱ
り
生
活
が
な
い
と
こ
を
市
街
地
っ
て
言
い
た
く
な
い
で
す
よ
ね
、

気
持
ち
と
し
て
は
。 

〈
井
口
〉
生
活
て
言
っ
た
っ
て
そ
れ
は
生
活
で
す
よ
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
。 

〈
栗
原
〉
や
っ
ぱ
り
居
住
。
居
住
が
伴
わ
な
い
と
生
活
感
が
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
、
生
活
「
感
」
っ
て
い
う
の
が
。
生
活
必
需
品
は
売
っ
て
る
け
ど
、
そ
こ
で
生
活
し
て
る
人
居
な
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。 

〈
井
口
〉
栗
原
さ
ん
も
若
い
よ
う
で
ま
っ
た
く
僕
と
同
じ
世
代
だ
な
、
変
わ
ん
な
い
ね
。(

笑
い)

僕
も
無
理
し
て

突
っ
張
っ
て
言
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
店
も
郊
外
で
す
よ
。
最
近
ね
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
店
に
行
く
と
ね
、
こ
い
つ

は
生
活
感
あ
る
な
と
僕
思
い
ま
し
た
よ
、
あ
れ
見
る
と
。
親
子
で
来
て
お
父
ち
ゃ
ん
が
息
子
連
れ
て
大
工
道
具
触

っ
て
、
こ
れ
は
こ
う
使
う
ん
だ
と
か
言
っ
て
話
し
て
る
。
お
母
ち
ゃ
ん
は
別
の
と
こ
に
居
て
な
ん
か
探
し
物
し
て

る
。
あ
の
感
じ
は
ね
、
こ
れ
は
こ
れ
で
一
つ
の
生
活
だ
な
と
思
い
ま
す
ね
。 

僕
は
半
端
な
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
も
、
町
中
の
ま
だ
や
っ
と
生
き
て
る
商
店
街
に
行
く
よ
り

も
あ
っ
ち
の
ほ
う
が
ま
だ
僕
「
生
活
感
」
感
じ
る
よ
。 

〈
栗
原
〉
そ
う
か
な
。
嫌
い
な
ん
で
す
よ
、
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
。
あ
ん
な
も
の
は
つ
く
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て

る
人
だ
か
ら
。(

大
笑
い) 

 

■
商
業
の
賑
わ
い
と
中
心
市
街
地
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
は
同
じ
よ
う
で
も
違
う
。 

〈
井
口
〉
さ
っ
き
話
に
出
て
た
け
ど
ね
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
と
日
本
の
中
心
市
街
地
は
、
こ
れ
は
違
う

か
ら
単
純
に
比
較
し
た
ら
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。 

僕
さ
っ
き
日
本
の
中
心
市
街
地
は
や
っ
ぱ
り
商
業
の
賑
わ
い
じ
ゃ
な
い
か
と
言
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
の
点

一
つ
と
っ
て
も
違
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
日
曜
日
は
店
閉
ま
る
ん
で
す
よ
、
商
業
な
い
ん
で
す
よ
。
レ
ス
ト
ラ
ン
と

か
カ
フ
ェ
と
か
そ
う
い
う
飲
食
店
は
あ
る
け
ど
ね
。
そ
れ
で
も
っ
て
賑
わ
っ
て
る
。
見
て
る
と
ね
、
ゆ
っ
く
り
歩

い
て
、
楽
し
ん
で
、
の
ん
び
り
し
て
る
。
気
分
解
放
す
る
た
め
に
週
末
の
中
心
市
街
地
に
行
く
ん
で
す
よ
。
こ
の

日
は
働
い
ち
ゃ
い
け
な
い
安
息
日
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
中
心
市
街
地
に
は
人
気
の
な
い
静
か
な
木
陰
や
広
場
も

あ
る
。 

 
 
 

イ
タ
リ
ア
で
も
ド
イ
ツ
で
も
歩
行
者
優
先
の
町
づ
く
り
す
る
と
き
に
ね
、
反
対
す
る
の
は
い
つ
も
商
店
な
ん
で
す

よ
。
や
っ
ぱ
り
平
日
に
車
で
来
て
も
ら
い
た
い
か
ら
。
日
本
は
商
店
街
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
歩
行
者
優

先
、
歩
行
者
専
用
に
し
よ
う
と
言
う
け
ど
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
商
業
の
賑
わ
い
の
た
め
に
歩
行
者
優
先
に
し
よ

う
な
ん
て
考
え
て
な
い
。
逆
な
ん
で
す
よ
。
も
う
い
い
と
、
商
業
は
。
中
心
市
街
地
に
は
も
っ
と
大
事
な
も
の
が

在
る
、
そ
れ
を
失
い
た
く
な
い
と
思
っ
て
や
っ
て
る
ん
で
す
よ
。 

そ
う
す
る
と
、
ま
た
商
業
者
は
ち
ゃ
ん
と
食
っ
て
る
か
ら
上
手
に
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
な
り
の
経
営
に
切
り

替
え
る
か
ら
ね
。
日
曜
日
に
店
開
く
と
こ
も
出
て
来
て
る
し
、
結
果
的
に
は
商
業
者
も
良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
み

た
い
な
話
に
は
な
っ
て
る
ん
だ
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
例
え
ば
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
か
で
っ
か
い
駐
車
場
に
停
め
て
か
ら
延
々
歩
か
な
い
と
い
け
な
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
そ
れ
と
お
ん
な
じ
こ
と
考
え
た
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
か
の
裏
側
に
駐
車
場
を
作
っ
て
歩
か
せ
れ
ば
イ
オ

ン
モ
ー
ル
と
同
じ
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
っ
ち
の
が
よ
っ
ぽ
ど
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

〈
井
口
〉
よ
っ
ぽ
ど
良
い
ん
だ
け
ど
ね
。
よ
っ
ぽ
ど
良
い
ん
だ
け
ど
店
の
魅
力
が
な
い
ん
で
す
よ
。
活
き
活
き
と

し
た
昔
の
個
人
商
店
の
魅
力
が
な
い
ん
で
す
よ
。 

〈
栗
原
〉
な
い
で
す
ね
。
旭
川
の
買
物
公
園
も
ね
。
ど
う
見
て
も
成
功
し
た
と
は
言
い
に
く
い
と
こ
あ
っ
た
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
後
見
た
け
ど
。 



〈
井
口
〉
日
本
は
ど
う
し
て
も
、
要
す
る
に
買
い
物
に
な
る
で
し
ょ
、
中
心
市
街
地
と
い
う
と
き
。
人
が
賑
わ
う

と
な
る
と
、
や
っ
ぱ
り
商
業
、
商
店
と
い
う
こ
と
に
な
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
い
く
ら
周
り
の
環
境
整
え
て
も
、

そ
こ
に
人
は
魅
力
を
感
じ
て
く
れ
な
い
ん
で
す
よ
。 

 

■
車
社
会
じ
ゃ
な
く
な
る
。
そ
れ
を
前
提
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
中
心
市
街
地
は
考
え
な
い
と
・
・
・ 

〈
山
名
〉
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
話
は
自
動
車
が
ベ
ー
ス
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
か
ら
は
自
動
車
使
え
な
く
な

っ
た
と
き
に
ど
う
す
る
の
か
っ
て
い
う
話
も
出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
か
ら
の
中
心
市
街
地
っ
て
い
う
の

は
夜
も
人
が
住
ん
で
る
し
、
い
ろ
ん
な
機
能
も
あ
る
し
、
商
売
も
出
来
て
る
と
い
う
よ
う
な
の
が
、
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
ま
っ
て
る
と
い
う
の
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
中
心
と
し
て
、
拠
点
と
し
て
育
成
し
て
い

こ
う
と
い
う
方
向
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
ん
で
す
ね
、
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。 

〈
栗
原
〉
車
社
会
が
こ
の
ま
ま
続
く
っ
て
い
う
と
、
疑
問
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
高
齢
化
っ
て
問
題
も
あ
る
け
ど
、

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
今
若
い
人
の
免
許
取
得
率
が
非
常
に
減
っ
て
て
、
ま
し
て
や
車
所
有
率
が
も
っ
と
減
っ
て

て
、
免
許
な
ん
か
取
ら
な
い
よ
と
か
ね
。
車
な
ん
か
要
ら
な
い
よ
と
。
必
要
な
ら
レ
ン
タ
カ
ー
借
り
り
ゃ
い
い
ん

だ
み
た
い
な
人
た
ち
が
、
結
構
若
い
人
で
増
え
て
る
ん
で
、
こ
の
１
０
年
ど
こ
へ
行
っ
て
も
車
の
交
通
量
が
減
っ

て
る
ん
で
す
よ
。
減
少
傾
向
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
車
社
会
か
ら
違
う
社
会
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
方
向
は
見
え
て

る
ん
だ
と
思
う
。 

で
は
ど
う
ゆ
う
社
会
に
な
る
の
か
な
と
。
昔
の
駅
前
が
復
活
す
ん
の
か
な
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
違
う
か
も
し
れ
な

い
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
み
た
い
な
の
が
出
来
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
分
か
ら
な
い
け

ど
、
十
年
、
二
〇
年
先
の
こ
と
だ
と
考
え
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
当
然
車
社
会
じ
ゃ
な
く
な
る
っ
て
い

う
風
に
、
今
考
え
な
い
と
い
け
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。 

                    

■
屋
外
の
歩
行
者
空
間
で
中
心
市
街
地
は
復
活
す
る
、
と
思
い
ま
す
か
？ 

そ
れ
と
も
必
要
な
い
？ 

〈
井
口
〉
み
な
さ
ん
そ
う
い
う
と
き
に
ね
、
ち
ょ
っ
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
答
え
て
ほ
し
い
ん
だ
け
ど
。
今
の
越
谷
の

駅
前
、
あ
の
駅
広
で
あ
そ
こ
に
屋
台
が
出
せ
る
、
あ
る
い
は
市
場
が
出
せ
る
、
時
々
イ
ベ
ン
ト
や
っ
て
る
、
そ
の

 

 

(図・45) コンパクトにまとまった生活圏がここには出来ている。 

 



周
り
に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
外
で
座
っ
て
お
茶
が
飲
め
る
み
た
い
な
所
に
な
る
と
ね
、
ち
ょ

っ
と
そ
れ
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
す
ご
く
楽
し
い
場
所
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
市
場
を
出
す
と
賑
や
か
に

人
も
出
て
来
る
。
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
て
休
ん
だ
り
、
カ
フ
ェ
で
お
茶
飲
ん
で
た
り
。
そ
う
す
る
と
そ
こ
が
中
心
市

街
地
に
な
る
と
。
つ
ま
り
そ
う
い
う
歩
行
者
空
間
が
あ
る
場
所
を
つ
く
れ
ば
中
心
市
街
地
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
の
が
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
番
の
問
い
か
け
な
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
で
し
ょ
う
？ 

そ
う
い
う
歩
行
者
空
間
を
作
る
こ
と
。
そ
れ
を
実
際
に
使
う
こ
と
。
つ
ま
り
こ
れ
は
道
路
占
用
な
ん
だ
け
ど
。
あ

る
い
は
公
開
空
地
を
使
う
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
は
復
活
す
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。 

〈
桑
嶋
〉
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
地
元
な
ん
か
で
そ
う
い
う
町
づ
く
り
の
こ
と
で
お
手
伝
い
し
て
る
と
そ
う
い

う
声
聞
き
ま
す
ね
。
駅
広
と
か
交
通
結
節
点
と
か
は
人
が
通
っ
ち
ゃ
う
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
溜
ま
ら
な
い
、
通
過
す

る
場
所
に
な
っ
ち
ゃ
て
る
け
ど
も
、
地
元
の
人
は
そ
こ
で
溜
ま
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
る
。
溜
ま
る
た
め
に
は
そ

う
い
う
テ
ラ
ス
み
た
い
な
の
が
あ
っ
た
り
と
い
う
の
を
、
最
近
地
元
か
ら
も
少
し
ず
つ
聞
こ
え
て
く
る
っ
て
の
も

あ
る
ん
で
す
。 

〈
山
名
〉
や
っ
ぱ
り
最
後
は
人
が
ど
ん
だ
け
そ
こ
に
集
ま
っ
て
く
れ
る
か
っ
ち
ゅ
う
こ
と
。
施
設
や
る
の
は
い
い

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
結
局
最
終
的
に
ほ
ん
と
に
そ
こ
に
人
が
集
ま
っ
て
来
て
く
れ
る
か
ど
う
か
。
そ
う
す
る
と

駅
前
っ
て
い
う
の
は
気
を
付
け
な
い
と
乗
り
換
え
機
能
に
特
化
し
ち
ゃ
う
。
人
が
集
ま
る
場
と
言
う
よ
り
乗
り
換

え
る
場
と
い
う
よ
う
な
話
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
れ
が
一
番
表
に
出
て
き
ち
ゃ
っ
て
ね
。
そ
う
す
る
と
ほ
ん
と
に

こ
こ
が
中
心
市
街
地
と
言
え
る
か
ど
う
か
っ
ち
ゅ
う
の
は
ね
一
つ
あ
る
の
か
な
っ
て
気
は
す
る
ん
で
す
ね
。 

や
っ
ぱ
り
も
っ
と
歩
け
る
社
会
を
つ
く
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
と
私
は
思
っ
て
ん
で
す
け
ど
ね
。
だ
か
ら
歩
い

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
と
か
ね
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
か
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
非
常
に
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
な

ん
で
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
実
現
し
て
い
く
か
っ
て
い
う
の
は
難
し
い
ん
で
す
け
ど
、
大
き
な
方
向
と
し
て
は
あ

る
の
か
な
と
。 

〈
井
口
〉
栗
原
さ
ん
今
の
越
谷
駅
前
、
生
活
が
あ
る
か
っ
て
言
っ
た
ら
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
僕
が
言
っ
た
よ
う

な
使
い
方
を
し
な
い
と
生
活
見
え
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？ 

〈
栗
原
〉
そ
う
で
す
か
ね
、
で
も
あ
る
意
味
で
は
ミ
ニ
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
。
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、

濡
れ
な
い
で
買
い
物
も
出
来
る
し
、
緑
も
あ
る
し
、
病
院
も
あ
る
し
、
市
役
所
の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
図
書

館
も
あ
る
し
と
か
ね
。
こ
の
一
角
を
歩
い
て
回
れ
ば
日
常
生
活
何
で
も
不
便
は
無
い
し
、
他
に
行
か
な
く
て
も
暮

ら
せ
る
場
所
な
ん
で
す
よ
ね
。
お
祭
り
で
は
山
車
も
入
っ
て
き
て
盛
り
上
が
る
し
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た

生
活
圏
が
こ
こ
に
は
出
来
て
る
ん
で
す
よ(

図
・
４
５)

。 

〈
井
口
〉
そ
れ
は
そ
う
だ
な
。
全
部
屋
内
だ
け
ど
。 

〈
栗
原
〉
ど
っ
か
行
く
と
き
は
駅
ま
で
行
く
と
か
、
バ
ス
停
ま
で
行
く
と
か
。
ビ
ル
の
中
に
店
が
入
っ
て
る
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
食
事
を
し
た
け
れ
ば
歩
い
て
行
け
る
と
か
、
あ
る
意
味
で
は
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
的
な
要
素

が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
る
。 

〈
井
口
〉
日
常
暮
ら
す
の
は
屋
内
で
、
屋
外
は
眺
め
る
庭
と
い
う
の
が
僕
は
日
本
人
の
空
間
パ
タ
ー
ン
だ
と
思
っ

て
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
い
う
街
が
出
来
て
る
、
生
活
が
出
来
て
る
。
要
す
る
に
生
活
は
建
物
の
中
で
満
た
さ
れ
た

ら
、
外
は
歩
き
や
す
く
快
適
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
な
。 

〈
栗
原
〉
だ
か
ら
外
に
何
か
在
っ
て
も
良
い
け
ど
、
無
く
て
も
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
中
心
市
街
地
で
は
屋
外
の

生
活
が
絶
対
な
い
と
ま
ず
い
っ
て
い
う
話
で
は
な
い
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
、
特
に
日
本
に
お
い
て
は
。 

 

＊
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
四
、
二
〇
一
五
年
度
、

お
よ
び
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
五
年
度
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
掲
載
写
真
は
＊
印(

井
口
提
供)

以
外
す
べ
て
栗
原
裕
氏
提
供
。 

＊
会
場
は
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
（
株
）
会
議
室
（
東
京
有
楽
町
）
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。 



 

 

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
加
者
■
（
敬
称
略
） 

 

栗
原 

裕 

一
九
五
四
年
、
東
京
都
杉
並
区
生
ま
れ
。
シ
ビ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
㈲
ユ
ー
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト 

代
表
取
締
役
。 

一
九
七
九
年
工
学
院
大
学
専
門
学
校
建
築
科
研
究
科
卒
業
、
（
株
）
現
代
文
化
研
究
所
、
㈲
佐
野
建
築
設
計
綜

合
研
究
室
、
株
都
市
計
画
総
合
研
究
所
、
㈱
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
経
て
二
〇
〇
一
年

よ
り
現
職 

主
た
る
仕
事
に
、
日
光
江
戸
村
造
成
・
排
水
設
計
、
下
館
駅
北
口
駅
前
交
通
広
場
設
計
、
直
江
津
駅
北
口
駅
前

交
通
広
場
設
計
、
東
京
本
願
寺
牛
久
浄
苑
土
木
基
本
設
計
、
隅
田
川
（
両
国
橋
上
流
）
左
岸
修
景
設
計
、
神
田

川
修
景
設
計
、
北
越
谷
駅
東
口
駅
前
交
通
広
場
設
計
、
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
設
計
・
監
理
、
越
谷
駅
東
口
駅
前

交
通
広
場
設
計
、
多
賀
大
社
絵
馬
通
り
景
観
設
計
等 

日
本
都
市
計
画
学
会
会
員
、
土
木
学
会
会
員
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
（
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
景
観
デ
ザ
イ
ン
支
援
機
構
事
務
局
長
、
一
般
社
団
法
人
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

理
事 

 

〈
ゲ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
〉
発
言
順 

 

桑
嶋
哲
朗 

昭
和
株
式
会
社 

市
街
地
整
備
室 

冨
岡
仁
計 

㈱
住
軽
日
軽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

営
業
企
画
部
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ(

都
市
環
境
デ
ザ
イ

ン
会
議)

理
事 

工
藤 

勉 

ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
㈱
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ(

都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議)

理
事   

飯
田
と
わ 

Towa G

・Works 

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
（
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
）
会
員 

 

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

主
催
者
〉 

 

井
口
勝
文
（
代
表
） 

 

山
名
清
郷  
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横
須
賀
、
狭
山
市
に
見
る
、
日
本
な
ら
で
は
の
上
出
来
の
歩
行
者
空
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 南

條 

洋
雄 

         

私
、
曽
根
幸
一
１

さ
ん
や
土
田
旭
２

さ
ん
が
東
京
大
学
の
都
市
工
学
科
の
助
手
を
務
め
て
お
ら
れ
た
時
の
教
え
子

で
す
。
西
澤
健
３

さ
ん
と
か
曽
根
さ
ん
と
か
、
亡
く
な
ら
れ
た
南
條
道
昌
４

さ
ん
ら
が
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ(

都
市
環
境
デ
ザ

イ
ン
会
議)

を
設
立
す
る
時
に
真
っ
先
に
呼
び
か
け
を
受
け
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
！
と
最
初
か
ら
メ
ン
バ
ー
に

入
れ
て
い
た
だ
い
た
の
が
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
と
の
接
点
で
す
。
そ
の
後
お
か
げ
さ
ま
で
、
大
勢
の
方
と
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
を
一
つ

の
母
体
と
し
て
活
動
出
来
て
る
大
変
あ
り
が
た
い
経
緯
を
辿
っ
た
と
い
う
南
條
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
付
け
加
え
る
と
七
五
年
に
、
ち
ょ
う
ど
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
直
後
で
す
が
、
す
べ
て
の
公
共

工
事
が
凍
結
に
な
り
、
私
が
担
当
し
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
着
工
見
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
も
う
こ

の
国
に
未
練
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
十
年
過
ご
し
た
も
の
で
す
か
ら
、

一
九
八
五
年
に
帰
っ
て
き
た
と
き
は
完
全
に
ウ
ラ
シ
マ
状
態
で
し
て
、
そ
の
こ
ろ
日
本
は
バ
ブ
ル
に
向
か
っ
て
お

り
ま
し
て
、
そ
れ
に
あ
る
種
便
乗
す
る
形
で
事
務
所
を
立
ち
上
げ
て
、
昨
年
の
五
月
に
三
〇
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
た
と
い
う
身
分
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

■
三
つ
の
経
験
を
元
に
話
し
ま
す
。 

日
本
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
十
年
。 

1

つ
が
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
横
須
賀
。
こ
れ
は
西
暦
二
〇
〇
〇
年
に
竣
工
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
そ
れ
か
ら
ス
カ

イ
テ
ラ
ス
狭
山
。
こ
れ
が
二
〇
一
二
年
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
竣
工
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
こ
の
二
つ
の
経

験
を
元
に
、
前
も
っ
て
問
い
か
け
ら
れ
て
る
こ
と
に
対
し
て
わ
た
し
な
り
の
考
察
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
三
つ
目
の
経
験
が
、
七
五
年
か
ら
八
五
年
ま
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
住
み
、
現
地
の
著
名
な
建
築
家
の
事
務

所
に
所
属
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
中
駆
け
ず
り
回
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
を
し
て
き
た
こ
と
。
一

九
七
五
年
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
ー
に
は
真
っ
先
に
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
時
か
ら
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
を
ず
っ
と
僕
な

り
の
目
で
見
て
き
て
い
る
と
い
う
経
験
を
踏
ま
え
て
語
り
ま
す
。
ほ
か
の
こ
と
は
思
い
切
っ
て
割
愛
し
ま
す
。
本

論
に
入
る
前
に
今
私
が
置
か
れ
て
い
る
仕
事
の
現
状
に
つ
い
て
話
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

                                          

       

 

１ 

曽
根
幸
一
（
そ
ね 

こ
う
い
ち
、
１
９
３
６
‐
）
：
都
市
計
画
家
、
建
築
家
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
曽
根
幸
一
・
環
境
設
計
研

究
所
主
宰
。 

２ 

土
田
旭
（
つ
ち
だ 

あ
き
ら
、
１
９
３
７
‐
）
：
都
市
計
画
家
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
（
株
）
都
市
環
境
研
究
所
設
立
。 

３ 

西
澤
健
（
に
し
ざ
わ 

け
ん
、
１
９
３
６
‐
２
０
０
３
）
：
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
（
株
）
Ｇ
Ｋ
設
計
社
長
。 

４ 

南
條
道
昌
（
な
ん
じ
ょ
う 

み
ち
ま
さ
、
１
９
３
９
‐
２
０
１
０
）
：
都
市
計
画
家
、
都
市
プ
ロ
ヂ
ュ
ー
サ
ー
。
（
株
）
都
市
計
画

設
計
研
究
所
設
立
。 



■
ま
ず
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
、
「
ち
ゃ
ん
と
し
た
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
」
と
い
う
現
実
が
あ
る
。 

 
私
は
ど
う
い
う
身
分
か
と
い
う
と
、
一
貫
し
て
個
人
経
営
の
民
間
の
設
計
事
務
所
、
一
級
建
築
士
事
務
所
で
働
く

建
築
家
と
い
う
立
場
で
す
。
非
常
勤
の
先
生
は
何
度
か
や
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
常
勤
の
教
職
に
は
つ
い
て
お
り

ま
せ
ん
し
、
修
士
も
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
ド
民
間
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

僕
が
話
し
た
い
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
で
あ
え
て
話
し
て
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
現
実
を
抜
き
に
し
て

は
話
が
半
端
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
、
今
も
や
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
今
日
う
ち
の

事
務
所
の
中
堅
、
若
手
も
来
て
ま
す
け
ど
も
、
事
務
所
の
外
の
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
の
若
い
人
た
ち
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら

先
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
る
と
き
に
、
諸
々
の
こ
と
が
現
実
と
し
て
は
逆
の
方
向
へ
向
か

っ
て
行
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。 

要
は
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

発
注
方
式
と
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
が
今
主
流
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
が
実
績
主
義
で
す
か
ら
、
自
己
採
点
す
れ
ば
出

す
前
か
ら
「
外
れ
だ
な
」
っ
て
分
り
ま
す
よ
ね
。 

ち
ょ
っ
と
気
を
許
せ
ば
全
部
入
札
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。
今
日
お
見
せ
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
実
は
一
緒
に
や

っ
て
き
た
仲
間
が
途
中
か
ら
入
札
の
洗
礼
を
受
け
て
飛
ば
さ
れ
た
と
か
い
う
こ
と
も
起
き
て
ま
す
。 

そ
ん
な
中
で
う
ち
の
事
務
所
で
も
抱
え
て
る
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
世
代
交
代
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
僕
ら
の

仲
間
が
ど
ん
ど
ん
亡
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な
年
恰
好
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
割
に
後
に
続
く
次
世
代
の
若
い
人
達

に
な
か
な
か
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
。
僕
ら
が
若
か
っ
た
頃
に
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き
た
そ
の
流
れ
に
ど
う
も
連
続

感
が
持
て
な
い
。
そ
う
い
う
現
実
を
僕
は
感
じ
て
い
る
と
い
う
心
境
で
す
。 

そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
阪
神
淡
路
震
災
の
直
後
も
そ
う
い
う
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
し
、
東
北
の
三
・

一
一
も
そ
う
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
美
観
、
景
観
と
い
っ
た
も
の
と
防
災
と
を
対
立
軸
で
と
ら
え
て
、
ど
っ
ち
が

先
か
み
た
い
な
議
論
が
必
ず
出
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
「
良
い
と
こ
ま
で
行
っ
た
の
に
、
そ
れ
が
下
降
線
を
辿

る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
社
会
的
状
況
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

■
我
々
の
業
界
団
体
は
乱
立
し
て
い
る
。
土
木
と
建
築
は
交
わ
ら
な
い
。 

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
が
あ
っ
て
Ｊ
Ｉ
Ａ
（
日
本
建
築
家
協
会
）
が
あ
っ
て
、
Ｊ
Ｉ
Ａ
都
市
デ
ザ
イ
ン
部
会
が
あ
っ
て
、
そ
れ

に
対
し
て
例
え
ば
篠
原
・
内
藤
グ
ル
ー
プ
の
Ｇ
Ｓ
デ
ザ
イ
ン
会
議
１

と
か
い
ろ
い
ろ
。
そ
れ
か
ら
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
の
ほ
う
も
二
つ
も
三
つ
も
い
ろ
ん
な
団
体
が
乱
立
し
て
る
と
い
っ
た
中
に
、
都
市
計
画
と
建
築
と
か
、
土
木
と

建
築
と
か
線
引
き
が
あ
っ
て
、
市
民
か
ら
見
る
と
答
え
が
一
つ
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
に
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
っ
て
い
う
状
況
が
あ
る
。 

内
藤
廣
の
名
言
で
面
白
い
な
と
思
っ
た
の
が
、
東
大
に
例
え
る
と1

号
館
の
正
面
階
段
が
右
左
分
か
れ
て
て
、
右

が
建
築
、
左
が
土
木
で
す
よ
ね
。
あ
れ
一
度
上
る
と
そ
の
先
絶
対
交
わ
ら
な
い
っ
て
言
う
。
本
当
は
裏
で
つ
な
が

っ
て
る
と
こ
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
内
藤
廣
さ
ん
そ
う
言
っ
て
ま
す
よ
ね
。
明
治
の
時
代
か
ら
右
の
階
段
か
左
の

階
段
か
は
敵
対
っ
て
言
う
か
、
仲
が
悪
い
ん
だ
と
。
都
市
工
学
科
は
全
然
つ
ん
ぼ
桟
敷
の
８
号
館
で
始
ま
っ
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
の
粘
着
剤
に
な
り
ゃ
い
い
ん
で
す
け
ど
、
必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
な
い
。 

 

■
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
都
市
の
新
し
い
成
熟
を
、
楽
観
的
に
期
待
し
て
い
る
。 

一
方
に
お
い
て
地
域
の
活
性
化
と
か
、
い
ろ
い
ろ
少
子
高
齢
化
の
中
で
云
々
っ
て
言
う
ん
で
す
け
ど
、
最
近
東
京

で
仕
事
を
し
て
る
と
ま
す
ま
す
も
っ
て
、
東
京
そ
れ
も
駅
前
中
心
の
集
中
が
加
速
し
て
る
っ
て
現
実
。
こ
ん
な
現

実
の
中
で
今
日
の
頂
い
た
テ
ー
マ
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
に
対
し
て
今
後
の
可
能
性
っ
て
い
う
の
は

最
後
に
言
う
べ
き
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
私
は
楽
観
論
で
す
。
ラ
テ
ン
か
ら
持
ち
帰
っ
た
超
楽
観
論

で
お
り
ま
す
、
大
丈
夫
よ
と
。 
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ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
は
着
実
に
来
て
い
ま
す
。
逆
に
言
う
と
ロ
ー
ト
ル
が
あ
ん
ま
り
頑
張
っ
て
な
い
ほ
う
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

日
本
は
「
追
い
つ
け
、
追
い
つ
け
」
で
来
た
か
ら
、
僕
ら
は
明
ら
か
に
欧
米
志
向
っ
て
言
う
か
、
発
展
途
上
で
い

か
に
あ
る
べ
き
か
っ
て
鍛
え
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
、
そ
の
延
長
線
上
に
は
何
が
し
か
の
陰
り
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、

だ
か
ら
む
し
ろ
違
う
モ
デ
ル
に
こ
れ
か
ら
は
行
く
ん
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
モ
デ
ル
と
は
違
う

新
し
い
成
熟
の
時
期
に
入
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

も
う
一
つ
。
ま
っ
た
く
わ
れ
わ
れ
に
は
想
像
の
つ
か
な
か
っ
た
情
報
化
。
私
は
残
念
な
が
ら
Ｂ
Ｉ
Ｍ
は
動
か
せ
ま

せ
ん
け
ど
も
、
う
ち
の
連
中
は
平
気
で
動
か
す
と
い
う
、
こ
の
差
で
す
ね
。 

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
、
成
熟
型
モ
デ
ル
の
定
着
、
情
報
化
。
今
後
そ
う
い
う
ふ
う
に
世
の
中
は
良
い
方
向
に
行
っ
て

る
と
、
私
は
楽
観
的
に
見
て
い
ま
す
。 

前
置
き
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
話
の
本
論
に
入
り
ま
す
。 

 

■
横
須
賀
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ
で
は
基
礎
調
査
か
ら
実
施
設
計
ま
で
、
全
部
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

二
つ
の
日
本
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
一
つ
目
が
横
須
賀
で
す
。
東
京
か
ら
直
線
で
約
六
十
キ
ロ
。
東
京
湾
に

面
し
た
米
軍
横
須
賀
基
地
の
あ
る
横
須
賀
で
す
ね
。
人
口
は
四
十
万
。 

 

紹
介
す
る
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
は
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
の
す
ぐ
南
側
で
す
（
図
・
１
）
。
横
須
賀
に
は
昔
の
国
鉄
の
引
き
込

み
線
、
操
車
場
が
在
り
ま
し
た
。
そ
の
跡
地
開
発
で
こ
の
街
が
で
き
た
。
事
業
者
は
横
須
賀
市
、
神
奈
川
県
住
宅

供
給
公
社
そ
れ
か
ら
当
時
は
都
市
基
盤
整
備
公
団
と
言
っ
て
い
て
、
今
の
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機
構
。
一
九
九
五
年
大

臣
承
認
で
、
事
業
が
始
ま
っ
た
と
き
は
特
住
総
（
特
定
住
宅
市
街
地
整
備
事
業
）
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
け
ど
途
中

で
制
度
の
名
前
が
変
わ
っ
て
住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
、
再
開
発
の
一
種
で
す
。
面
開
発
で
す
ね
。
そ
し
て
二

〇
〇
〇
年
に
竣
工
し
ま
し
た
（
図
・
２
）
。 

４
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
事
業
規
模
で
す
。
道
路
、
広
場
そ
の
他
諸
々
あ
っ
て
、
ざ
く
っ
と
言
う
と
住
宅
が
賃
貸
、

分
譲
合
わ
せ
て
四
五
九
戸
。
高
齢
者
住
宅
が
健
常
者
の
た
め
の
住
宅
一
五
六
戸
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
養
、

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
と
言
い
ま
す
け
ど
）
五
九
床
、
そ
し
て
市
の
公
共
施
設
で
す
。 

私
は
一
五
年
ほ
ど
こ
の
仕
事
を
や
ら
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
初
に
基
礎
調
査
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
や
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
年
度
を
重
ね
て
都
市
計
画
の
素
案
策
定
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
受
託
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
基
本
計
画
。 

こ
こ
ま
で
は
割
と
順
調
に
連
続
し
て
受
託
で
き
た
の
で
す
が
、
い
よ
い
よ
営
繕
発
注
、
す
な
わ
ち
基
本
設
計
の
発

注
の
段
階
で
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
広
ま
る
と
、
ど
っ
と
十
数
社
の
大
手
の
設
計
事
務
所
の
営
業
が
始
ま
っ
て
仕
事
の

取
り
合
い
に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
。 

結
論
先
に
言
う
と
、
基
本
設
計
は
や
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。
そ
し
て
実
施
設
計
も
や
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
現
場
常
駐
監
理
も
叶
い
ま
し
た
の
で
、
十
五
人
で
始
め
て
二
五
人
く
ら
い
ま
で
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
た
ん

で
す
が
、
ピ
ー
ク
時
は
こ
こ
の
現
場
事
務
所
に
三
年
間
う
ち
の
正
社
員
が
五
、
六
人
常
駐
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
来

て
る
野
呂
も
当
時
常
駐
し
て
お
り
ま
し
た
け
ど
も
、
そ
う
い
う
状
態
で
こ
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

さ
ら
に
景
観
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
も
私
が
や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

こ
こ
に
み
え
て
る
井
上
洋
司
さ
ん
、
吉
田
慎
吾
さ
ん
そ
れ
か
ら
面
出
薫
１

さ
ん
。
み
ん
な
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
の
メ
ン
バ
ー

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
の
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
て
チ
ー
ム
を
作
っ
て
進
め
ま
し
た
。 

厳
密
に
言
う
と
井
上
さ
ん
の
場
合
は
Ｕ
Ｒ
に
ご
紹
介
し
て
、
Ｕ
Ｒ
の
発
注
部
分
と
公
社
の
発
注
部
分
と
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
、
工
夫
が
必
要
で
し
た
が
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
い
ろ
ん
な
契
約
を
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
一
つ
の
チ
ー

ム
に
な
っ
て
出
来
た
と
い
う
案
件
で
す
。 

                                        

       

 

１ 

面
出
薫
（
め
ん
で 

か
お
る
一
九
五
〇
～
）
：
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
プ
ロ
ヂ
ュ
ー
サ
ー
。
（
株
）
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ 

プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ 

ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
代
表
取
締
役
。
市
民
参
加
の
照
明
文
化
研
究
会
・
照
明
探
偵
団
団
長
。 



計
画
の
内
容
で
す
が
、
敷
地
の
南
側
に
沿
っ
て
国
道
十
六
号
線
。
東
か
ら
Ｕ
Ｒ
の
街
区
五
棟
と
県
公
社
の
超
高
層

棟
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
三
十
一
階
建
て
、
低
層
部
分
が
保
健
所
、
市
民
大
学
と
い
っ
た
横
須
賀
市
の
公
共
施
設
で

す
。
敷
地
の
西
の
端
に
一
五
九
戸
の
ケ
ア
付
き
高
齢
者
住
宅
棟
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー

ム
）
五
九
床
。
こ
の
よ
う
な
施
設
が
全
部
二
階
レ
ベ
ル
で
デ
ッ
キ
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
（
図
・
３
）
。 

敷
地
の
北
側
に
横
須
賀
線
が
走
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
北
側
、
横
須
賀
港
に
沿
っ
て
本
町
山
中
線
っ
て
い
う
横
横
道

路
か
ら
の
分
岐
で
横
須
賀
市
内
に
下
り
る
高
速
道
路
が
走
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

                           
 

         

 
（図・1）Ａ：横須賀ウエルシティ、その前を通っているのが国道 16号  Ｂ：米軍基地。昔は空母エンタープライズ（今

はロナルドレーガン）が泊まっていた。Ｃ：ダイエーショッパーズプラザ。 Ｄ：丹下さんが設計したプリンスホテル。こ

の右手(東)に行ったところが横須賀の中心市街地。 E:JR横須賀駅。 
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（図・2）横須賀ウエルシティ。JR横須賀線と国道 16号線に挟まれている。 

 

（図・3）横須賀ウエルシティ整備事業 配置図 

 
 

（図・4）公社街区と UR街区をつなぐ多目

的広場。左手に地上とデッキとをつなぐ貝

殻状の階段が見えている。 

（図・5）国道 16号線沿いの歩道と歩道状公

開空地は一体の空間になるようデザインして

いる。 



■
歩
行
者
空
間
は
、
地
上
の
公
開
空
地
と
２
階
レ
ベ
ル
の
歩
行
者
デ
ッ
キ
で
構
成
し
て
い
る
。 

こ
の
辺
は
通
り
抜
け
の
海
風
が
強
い
の
で
、
風
洞
実
験
で
も
か
な
り
風
害
が
予
測
さ
れ
ま
し
て
、
樹
を
か
た
め
て

植
え
て
防
風
林
的
な
扱
い
を
し
て
ま
す
。 

超
高
層
棟
の
南
側
前
面
に
国
道
十
六
号
線
に
沿
っ
た
二
つ
の
広
場
が
あ
る
ん
で
す
が
、
Ｕ
Ｒ
街
区
の
広
場
と
公
社

街
区
の
広
場
で
す
。
間
に
区
画
の
道
路
が
在
り
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
一
体
の
空
間
に
な
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。
多
目
的
広
場
で
す
（
図
・
４
）
。
井
上
さ
ん
の
力
作
で
す
。
地
下
が
雨
水
貯
留
槽
に
な
っ
て
い
ま
す
。
写

真
は
公
開
空
地
に
な
っ
て
る
と
こ
ろ
の
十
五
年
後
の
状
態
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
今
に
な
る
と
貫
録
が
つ
い
て
き

て
る
と
い
う
か
、
程
よ
く
汚
れ
て
馴
染
ん
で
き
ま
し
た
。 

Ｕ
Ｒ
街
区
の
国
道
十
六
号
線
沿
い
は
歩
道
状
公
開
空
地
で
す
。
歩
道
と
公
開
空
地
が
ひ
と
つ
の
空
間
に
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、
井
上
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
庭
付
き
、
テ
ラ
ス
付
き
住
宅
が
そ
こ
に
面
し
て
い
る
と
い
う
構

造
で
す(

図
・
５)

。 

２
階
の
デ
ッ
キ
レ
ベ
ル
が
す
べ
て
の
施
設
の
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
ま
し
て
、
な
ぜ
か
っ
て
言
い
ま
す

と
、
将
来
は
国
道
十
六
号
線
の
横
断
デ
ッ
キ
（
歩
道
橋
）
と
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
の
橋
上
駅
っ
て
い
う
想
定
が
あ
っ
て
、

そ
こ
か
ら
デ
ッ
キ
が
伸
び
て
き
て
二
階
レ
ベ
ル
が
こ
の
街
の
歩
行
者
の
メ
イ
ン
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で

す
。
広
場
か
ら
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上
げ
て
、
二
階
の
デ
ッ
キ
で
全
部
国
道
十
六
号
線
も
Ｊ
Ｒ
の
線
路
も
ま
た
げ

る
よ
う
に
考
え
て
、
先
行
し
て
こ
こ
を
作
っ
て
る
た
め
に
す
べ
て
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
二
階
に
想
定
さ
れ
て
る
と

い
う
仕
組
み
で
す
。 

 

■
未
完
に
終
わ
っ
た
歩
行
者
デ
ッ
キ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。 

Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
か
ら
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ
を
経
て
逸
見
の
駅
ま
で
二
階
レ
ベ
ル
の
歩
行
者
デ
ッ
キ
で
つ
な
ぐ
計
画
で
し

た
。
そ
の
逸
見
の
駅
で
先
日
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
か
ら
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ
の
方
向
を
眺
め
る
と
、
十
五
年
経
っ
て
何
も

変
っ
て
な
い
で
す
ね
、
旧
市
街
地
が(

図
・
６)

。
こ
の
旧
市
街
地
の
活
性
化
の
第
一
期
事
業
と
し
て
ウ
エ
ル
シ
テ

ィ
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
後
何
も
変
わ
っ
て
な
い
で
す
よ
。
変
わ
っ
て
な
い
の
が
良
い
か

ど
う
か
っ
て
い
う
の
は
何
と
も
言
え
な
い
で
す
け
ど
、
こ
こ
ま
で
続
く
は
ず
だ
っ
た
あ
の
面
開
発
が
あ
れ
っ
き
り

で
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
い
ま
し
た
。
東
街
区
、
中
街
区
が
一
次
事
業
で
、
そ
れ
に
続
く
西
街
区
っ
て
の
が
あ
り
ま
し
て

ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
行
く
計
画
が
在
っ
た
ん
で
す
よ
。
一
次
事
業
の
後
を
受
け
て
い
く
は
ず
だ
っ
た
の
が
、
そ
の

後
経
済
成
長
が
止
ま
っ
て
、
そ
れ
か
ら
少
子
高
齢
化
云
々
の
時
代
に
な
っ
て
、
三
・
一
一
の
東
北
大
震
災
。
結
局

何
に
も
進
ん
で
な
い
で
す
よ
。
駅
の
橋
上
化
な
ん
か
何
処
行
っ
ち
ゃ
っ
た
の
み
た
い
に
な
っ
て
、
今
行
く
と
歩
行

者
動
線
が
全
部
二
階
レ
ベ
ル
に
在
る
っ
て
い
う
の
が
不
思
議
で
し
ょ
う
が
な
い
と
い
う
状
況
が
、
残
念
な
が
ら
起

き
て
ま
す
。
十
五
年
経
っ
て
行
く
ん
で
す
け
ど
も
、
こ
れ
何
だ
っ
た
の
か
な
っ
て
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
、
正

直
な
と
こ
ろ
。 

            

 

（図・6）JR逸見駅のプラットフォーム

からウエルシティ方向を眺める。計画で

はここまで面開発で新しい市街地がつな

がることになっていた。 



■
狭
山
市
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
で
は
実
施
設
計
か
ら
外
れ
て
、
デ
ザ
イ
ン
の
調
整
役
に
ま
わ
っ
た
。 

二
つ
目
の
狭
山
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
西
武
新
宿
線
の
高
田
馬
場
駅
か
ら
所
沢
を
過
ぎ
て
次
の
特
急
が
止
ま
る
狭

山
市
駅
前
の
再
開
発
事
業
。
市
の
人
口
十
五
万
人
。
ホ
ン
ダ
の
工
場
な
ど
が
在
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
狭
山
茶
と
い

う
も
の
も
知
ら
れ
て
ま
す
け
ど
。 

狭
山
市
西
口
市
街
地
整
備
事
業
と
い
う
事
業
名
称
で
最
終
的
に
は
狭
山
市
が

Ｕ
Ｒ
と
協
定
を
結
び
、
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
Ｕ
Ｒ
施
行
で
作
ら
れ
た
街
で
す
（
図
・
７
‐
１
、
２
）
。 

発
注
者
は
従
い
ま
し
て
、
Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機
構
で
す
。
二
〇
〇
四
年
に
都
市
計
画
決
定
に
辿
り
着
い
て
、
翌
年
に

着
工
し
て
、
二
〇
一
〇
年
に
街
開
き
。
こ
の
時
は
第
二
街
区
が
部
分
竣
工
、
そ
の
二
年
後
に
第
一
街
区
が
出
来
て

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
二
〇
一
二
年
っ
て
こ
と
で
す
。
事
業
区
域
面
積
は
三
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
都
市
計
画
道
路
の

整
備
、
そ
れ
に
交
通
広
場
、
市
民
広
場
の
整
備
、
そ
れ
か
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

駐
車
場
、
住
宅
と
い
っ
た
施
設
建
築
物
が
入
っ
て
ま
す
。 

こ
の
頃
Ｕ
Ｒ
が
分
譲
住
宅
を
民
間
と
競
合
し
て
作
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
批
判
が
ピ
ー
ク
の
時
で
し
て
、
住
宅

は
一
旦
ゼ
ロ
に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
か
ろ
う
じ
て
賃
貸
住
宅
で
認
め
て
も
ら
っ
て
事
業
を
進
め
ま
し
た
。
こ

れ
始
め
た
時
は
住
宅
何
百
戸
の
計
画
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
七
十
戸
の
賃
貸
住
宅
を
や
っ
と
Ｕ
Ｒ
が
お
願
い

し
て
作
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
み
た
い
な
感
じ
。
今
行
っ
て
み
ま
す
と
周
り
に
マ
ン
シ
ョ
ン
に
ょ
き
に
ょ
き
出
来
て

ま
す
。
だ
か
ら
住
宅
需
要
は
あ
る
ん
で
す
ね
。 

横
須
賀
と
お
ん
な
じ
よ
う
に
基
礎
調
査
を
や
り
ま
し
た
。
基
本
計
画
の
素
案
作
り
か
ら
、
基
本
計
画
ま
で
。
狭
山

市
の
各
部
局
の
必
要
な
施
設
を
何
に
す
る
か
と
い
う
洗
い
出
し
の
作
業
と
か
、
市
民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね

て
、
何
が
欲
し
い
か
と
か
、
何
を
作
る
べ
き
か
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
、
基
本
計
画
で
全
部
や
っ
た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
作
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
横
須
賀
の
と
き
と
違
っ
て
、
時
代
が
変
わ
っ
て
そ
う
は
問
屋
が
卸
さ
な
い
ぞ
と
い
う
現
実
に

遭
遇
し
ま
し
た
。 

Ｕ
Ｒ
に
呼
ば
れ
ま
し
て
「
基
本
設
計
の
随
意
契
約
は
無
理
だ
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
公
開
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ー
ル

に
な
り
ま
し
て
、
当
然
私
と
し
ま
し
て
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ー
ル
で
一
等
を
取
る
と
い
う
こ
と
で
行
こ
う
と
し
て
た
ら
、

ま
た
Ｕ
Ｒ
の
幹
部
に
呼
ば
れ
ま
し
て
「
無
駄
死
に
す
る
な
」
。
「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
審
査
員
に
す
る
か
ら
そ
う
い

う
形
で
残
っ
た
方
が
確
実
に
最
後
ま
で
関
わ
れ
る
。
君
に
は
残
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
ま
し
た
。 

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ち
ゃ
う
と
負
け
た
ら
終
わ
り
だ
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
コ
ン
ペ
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

か
ら
は
外
れ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
マ
ス
タ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ト
制
度
を
使
っ
て
く
れ
て
、
マ
ス
タ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ト

に
適
任
は
誰
か
と
な
れ
ば
、
入
札
コ
ン
ペ
に
寄
ら
ず
と
も
ゼ
ロ
か
ら
や
っ
て
る
私
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
た
話
、
業
務
報
酬
は
丸
が
二
つ
ほ
ど
減
る
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
の
地
位
に
甘
ん
じ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
結
果
的
に
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
。 

設
計
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
分
割
さ
れ
て
、
こ
の
広
場
は
入
札
で
ど
こ
そ
こ
と
か
、
駅
前
広
場
は
ど
こ
そ
こ
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
落
札
だ
と
か
、
デ
ッ
キ
は
ま
た
入
札
で
誰
と
か
、
ズ
タ
ズ
タ
に
な
っ
て
い
く
も
ん
で
す
か
ら
、
建

築
に
至
っ
て
は
設
計
施
工
で
鴻
池
組
と
か
、
そ
う
な
っ
て
い
く
も
ん
で
す
か
ら
絶
対
に
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
デ
ザ

イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
私
が
作
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
さ

ら
に
総
合
デ
ザ
イ
ン
調
整
会
議
と
い
う
組
織
を
作
っ
て
く
れ
て
、
そ
の
議
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
設
計
者
か

ら
は
外
れ
た
の
で
す
が
、
複
数
の
設
計
者
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
出
て
く
る
の
を
受
け
て
、
ず
っ
と
竣
工
ま

で
デ
ザ
イ
ン
調
整
の
議
長
と
い
う
形
で
設
計
に
関
与
す
る
こ
と
は
出
来
ま
し
た
。
だ
け
ど
事
務
所
の
設
計
の
仕
事

に
は
な
ん
な
か
っ
た
と
い
う
次
第
で
す
。 

従
っ
て
、
デ
ザ
イ
ン
調
整
作
業
の
協
力
事
務
所
と
し
て
誰
を
挙
げ
る
か
に
つ
い
て
は
非
常
に
微
妙
な
ん
で
す
。
戸

田
芳
樹
風
景
計
画
を
挙
げ
る
と
、
戸
田
さ
ん
の
前
に
は
タ
ウ
ン
ス
ケ
ー
プ
の
山
口
さ
ん
が
い
た
と
か
、
戸
田
さ
ん

が
や
っ
た
ら
市
発
注
の
設
計
は
地
元
の
事
務
所
に
入
札
で
持
っ
て
い
か
れ
た
と
か
ね
。
横
須
賀
で
は
い
ろ
い
ろ
歯

を
食
い
し
ば
っ
て
頑
張
っ
て
な
ん
と
か
出
来
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
半
減
し
た
ん
で
す
。 



救
わ
れ
た
の
は
大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
松
井
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
大
変
頑
張
っ
て
く
れ
て
、
僕
を
立
て
て
く
れ

た
こ
と
な
ん
か
も
あ
っ
て
、
大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
チ
ー
ム
と
私
と
ク
リ
マ
の
吉
田
慎
吾
さ
ん
と
が
い
い
形

で
役
割
分
担
出
来
た
の
で
、
調
整
作
業
の
核
と
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

な
か
に
は
「
調
整
会
議
、
な
ん
で
こ
ん
な
め
ん
ど
く
さ
い
こ
と
や
る
の
」
み
た
い
な
迷
惑
顔
の
人
た
ち
も
居
た
り

な
ん
か
し
て
、
設
計
料
激
安
で
取
っ
た
ん
で
「
そ
ん
な
こ
と
や
っ
て
た
ん
じ
ゃ
大
赤
字
だ
」
な
ん
て
平
気
で
言
う

人
も
い
っ
ぱ
い
居
る
中
で
進
ん
で
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

 

         

(図・７‐１)狭山市スカイテラ

ス。Ａ：JR狭山市駅（再開発事

業区域外） Ｂ：商業棟 Ｃ：

住宅棟 Ｄ：駐車場棟 Ｅ：公

共施設 Ｆ：駅前広場 Ｇ：市

民広場 Ｈ：都市計画道路・上

諏訪線 Ｉ：市立図書館（再開

発事業区域外） 

写真は UR編「事業誌」より。 

Ａ  

Ｂ 

Ｅ 

Ｃ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｉ 

Ｈ 

Ｄ 



                                    

■
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
、
歩
行
者
空
間
整
備
が
重
要
な
目
標
だ
っ
た
。 

歩
行
者
優
先
の
都
市
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
こ
の
二
つ
の
物
件
に
つ
い
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
こ

れ
は
っ
き
り
し
て
ま
し
て
、
ま
ず
横
須
賀
で
は
駅
前
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
歩
行
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と

が
目
標
で
し
た
。
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
橋
上
駅
と
か
国
道
十
六
号
線
の
渡
り
と
か
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
そ
う

い
う
整
備
を
す
る
こ
と
が
目
標
に
は
っ
き
り
と
謳
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

狭
山
で
は
三
つ
の
目
標
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
従
前
に
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
駅
前
交
通
広
場
、
そ
の

周
辺
の
自
動
車
交
通
と
歩
行
者
空
間
の
整
備
。
次
に
、
有
名
な
三
大
七
夕
祭
り
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
大
き
な

 

(図・７‐２) 狭山市スカイテラス平面図  図は UR編「事業誌」より。 

 



イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
執
り
行
う
基
盤
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
、

そ
の
た
め
の
広
場
つ
く
り
。
三
つ
目
の
目
標
が
商
店
街
振
興
。
狭
山
市
の
商
店
街
は
見
事
に
衰
退
し
て
お
り
ま
し

て
、
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
し
か
な
い
よ
う
な
状
態
に
対
し
て
な
ん
と
か
し
た
い
と
い
う
、
そ
れ
が
三

つ
目
の
目
標
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

駅
降
り
た
と
こ
ろ
か
ら
一
筋
の
昔
か
ら
の
商
店
街
、
七
夕
通
り
と
も
言
い
ま
す
が
、
ず
っ
と
入
間
川
ま
で
伸
び
て

い
る
ん
で
す
。
昔
は
そ
こ
が
活
気
を
帯
び
た
商
店
街
だ
っ
た
の
で
す
が
、
す
っ
か
り
寂
れ
て
お
り
ま
し
た
。
目
標

で
あ
っ
た
商
店
街
振
興
は
今
で
も
目
標
に
な
っ
て
い
て
、
結
局
実
現
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
後
に
私
触
れ
る

ん
で
す
が
、
当
時
も
計
画
目
標
の
ひ
と
つ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
両
方
と
も
ま
さ
に
面
的
な
都
市
計
画
の
手
法
で
行
わ
れ
た
例
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
が

い
か
に
大
き
い
か
は
実
感
し
ま
し
た
。
と
も
に
十
五
年
か
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
と
て
も
じ

ゃ
な
い
け
ど
、
民
間
だ
と
か
地
元
商
店
街
っ
て
い
っ
た
単
位
で
や
る
の
は
と
て
も
無
理
だ
な
っ
て
い
う
の
は
実
感

し
て
お
り
ま
す
。 

 

■
「
歩
行
者
専
用
」
と
い
う
よ
り
も
、
「
歩
車
分
離
」
が
目
標
だ
っ
た
。 

「
車
を
ま
っ
た
く
通
さ
な
い
歩
行
者
専
用
ゾ
ー
ン
が
実
現
し
ま
し
た
か
？
」
と
言
わ
れ
る
と
、
実
現
し
た
と
も
言

え
ま
す
が
、
か
っ
こ
付
き
な
ん
で
す
ね
。 

横
須
賀
で
は
歩
道
状
公
開
空
地
、
多
目
的
広
場
、
デ
ッ
キ
、
通
り
抜
け
公
開
空
地
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
す
べ
て

当
然
出
来
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
十
分
に
有
効
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
の
議
論
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。 

広
範
な
面
整
備
の
第
一
期
工
事
と
し
て
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ
で
は
全
部
二
階
レ
ベ
ル
で
つ
な
い
じ
ゃ
っ
た
ん
で
す
ね

(

図
・
８)

。
と
こ
ろ
が
十
五
年
経
っ
て
も
そ
の
後
の
事
業
が
続
か
な
い
で
何
も
変
わ
っ
て
な
い
。
そ
の
う
ち
に
な

ん
で
歩
行
者
を
二
階
に
上
げ
る
ん
だ
み
た
い
な
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
時
代
背
景
も

変
わ
っ
て
、
面
開
発
も
後
が
続
き
そ
う
も
な
い
と
い
う
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

              

狭
山
で
も
横
須
賀
で
や
っ
た
よ
う
な
歩
行
者
空
間
は
全
部
出
来
て
ま
す
。
こ
の
二
、
三
年
毎
年
七
夕
祭
り
は
大
変

盛
ん
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
あ
る
意
味
で
は
新
し
い
公
共
空
間
が
「
活
き
て
る
」
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
上

り
坂
の
俗
称
七
夕
通
り
っ
て
の
が
旧
市
街
地
か
ら
駅
ま
で
来
て
た
ん
で
す
。
た
だ
し
駅
は
広
場
も
何
も
な
し
で
、

道
路
の
下
に
公
共
下
水
道
が
眠
っ
て
ま
し
て
、
そ
の
公
共
下
水
道
の
上
が
そ
の
ま
ん
ま
道
路
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
両
側
に
店
が
並
ん
で
路
線
型
の
商
店
街
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
通
り
が
車
が
入
ら
な
い
市
民
広
場
に
な
っ
て
、

七
夕
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
は
こ
こ
で
や
り
ま
す
。
駅
前
に
通
じ
る
都
市
計
画
道
路
を
整
備
し
て
、
自
動
車
は
全

部
そ
っ
ち
を
通
す
と
い
う
こ
と
で
実
現
し
ま
し
た
（
図
・
９
）
。 

 

（図・８）ウエルシティでは２階レベルに歩行

者のメーン動線を設定していた。 

 
（図・９）狭山では駅と旧市街地を結ぶ通りを

廃道にして市民広場(公園)に代えた。 

写真は UR編「事業誌」より。 

 



■
狭
山
市
で
頑
張
っ
た
都
市
計
画
道
路
、
駅
前
広
場
、
商
店
街
振
興
、
そ
し
て
歩
行
者
専
用
の
市
民
広
場
。 

狭
山
市
の
駅
前
広
場
で
す
が
、
駅
が
あ
っ
て
道
路
が
あ
っ
て
、
そ
の
向
こ
う
に
広
場
作
っ
た
ん
で
す
か
ら
こ
れ
は

非
常
に
稀
有
な
例
な
ん
で
す
。
当
た
り
前
に
広
場
が
駅
の
側
に
在
る
の
が
良
い
か
、
道
路
の
向
こ
う
側
に
在
っ
て

も
良
い
か
、
ど
っ
ち
が
良
い
っ
て
い
う
の
は
、
あ
っ
ち
だ
こ
っ
ち
だ
散
々
や
り
ま
し
た
け
ど
、
結
局
都
市
計
画
変

更
し
た
ん
で
す
。
最
初
の
都
市
計
画
で
は
道
路
は
駅
広
を
避
け
て
ぐ
ら
っ
と
曲
が
っ
て
通
っ
て
た
ん
で
す
。
駅
を

出
た
と
こ
ろ
に
す
ぐ
に
駅
広
が
在
っ
て
そ
の
先
に
道
路
が
通
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
の
駅
広
と
道
路
を
逆
転
さ
せ
る

都
市
計
画
変
更
を
や
っ
た
ん
で
す
。 

ど
っ
ち
が
良
い
か
っ
て
い
う
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
デ
ィ
は
初
期
の
段
階
で
散
々
や
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
交

通
の
専
門
家
と
し
て
は
副
委
員
長
に
埼
玉
大
学
の
窪
田
陽
一
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

商
店
街
振
興
で
す
が
、
狭
山
市
に
は
旧
来
の
馬
車
汽
車
が
走
っ
て
い
た
す
ご
い
中
心
商
店
街
が
あ
る
ん
で
す
よ
。

そ
こ
が
本
来
の
旧
市
街
地
な
ん
で
す
よ
。
駅
か
ら
そ
こ
ま
で
を
つ
な
ぐ
の
が
問
題
の
商
店
街
で
す
。
そ
の
商
店
街

が
危
な
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
歩
道
も
な
い
し
歩
く
の
も
危
険
、
事
故
も
多
発
し
て
い
る
。
駅
前
で
も
し
ょ
っ
ち

ゅ
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
タ
ク
シ
ー
に
ひ
っ
か
か
っ
た
と
か
し
て
た
中
で
、
そ
の
交
通
整
備
と
商
店
街
の
振
興
が
再

開
発
の
目
標
で
し
た
（
図
・
１
０
）
。 

あ
わ
よ
く
ば
旧
市
街
に
つ
な
が
る
Ｔ
字
路
の
商
店
街
を
復
活
し
た
い
と
言
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
は
っ
き
り
言
っ

て
私
が
行
っ
た
二
十
年
く
ら
い
前
に
は
も
う
ど
こ
が
商
店
街
で
す
か
っ
て
言
う
く
ら
い
惨
憺
た
る
も
の
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。
そ
れ
を
な
ん
と
か
復
活
し
た
い
と
長
期
計
画
に
謳
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
の
起
爆
剤
と
し
て
ま
ず
駅
前
か

ら
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
商
店
街
振
興
が
目
標
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
こ
は
橋
上
駅
な
ん
で
す
け
ど
も
こ
こ
か
ら
降
り
て
っ
て
、
そ
こ
か
ら
先
が
旧
商
店
街
な
ん
で
す
ね
。 

そ
の
商
店
街
は
み
ん
な
再
開
発
ビ
ル
の
一
階
に
入
店
し
た
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
出
来
た
の
は
面
的
な
ビ
ル
型
の
商

店
街
。
路
線
型
の
商
店
街
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
相
当
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
辺
の
議
論

は
委
員
会
の
委
員
長
が
佐
藤
滋
１

さ
ん
で
、
結
構
そ
の
辺
は
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
「
広
す
ぎ
る
広
場
は
問
題
な
の

で
、
幅
員
八
メ
ー
ト
ル
、
最
大
で
も
十
メ
ー
ト
ル
未
満
に
抑
え
た
対
面
型
の
商
業
施
設
の
通
り
を
作
る
べ
き
だ
」

っ
て
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
言
っ
て
き
た
時
代
も
あ
り
ま
す
が
、
結
果
的
に
は
そ
れ
は
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
ひ
と
つ
の
建
物
の
中
に
収
め
て
し
ま
う
面
開
発
に
な
っ
た
っ
て
こ
と
で
す
。
三
階
建
て
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
こ
の
地
権
者
の
商
店
街
は
み
ん
な
こ
こ
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
先
の
、
旧
市
街
に
つ
な
が
る
商
店
街
は
こ
れ
が

出
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
の
流
れ
が
戻
っ
て
き
て
、
い
ず
れ
活
性
化
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
る
と
い
う
こ
と 

で
す
。
だ
け
ど
三
年
経
っ
て
ま
だ
そ
の
兆
し
は
な
い
で
す
ね
。
で
も
そ
う
い
う
考
え
で
、
と
に
か
く
駅
を
ち
ゃ
ん

と
す
れ
ば
そ
の
ル
ー
ト
を
人
が
歩
い
て
来
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
長
期
計
画

で
も
謳
わ
れ
て
い
て
、
駅
か
ら
そ
の
先
の
旧
市
街
ま
で
つ
な
げ
る
っ
て
い
う
こ
と
が
計
画
の
目
標
で
す
。 

こ
の
開
発
が
出
来
る
ま
で
は
駅
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
旧
市
街
に
通
じ
る
細
い
道
一
本
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。
駅

に
通
じ
る
都
市
計
画
道
路
・
霞
野
線
は
何
十
年
も
前
に
計
画
決
定
さ
れ
た
ま
ま
で
事
業
化
さ
れ
て
な
か
っ
た
ん
で

す
。
霞
野
線
を
再
開
発
事
業
で
開
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
駅
に
つ
な
が
る
す
べ
て
の
車
両
動
線
が
こ
っ
ち
に
振

り
分
け
ら
れ
た
の
で
、
バ
ス
か
ら
タ
ク
シ
ー
か
ら
全
部
通
っ
て
た
細
い
商
店
街
の
道
が
一
切
駅
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
、
そ
れ
が
歩
行
者
専
用
の
市
民
広
場
に
な
っ
た
ん
で
す
。
七
夕
祭
り
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
こ
こ
で
や
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 
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。 



    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

      

■
「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
一
体
的
デ
ザ
イ
ン
」
は 

横
須
賀
で
苦
戦
、
狭
山
市
で
は
大
き
く
前
進
し
た
。 

道
路
の
構
造
と
デ
ザ
イ
ン
の
課
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、
横
須
賀
と
狭
山
で
僕
は
ト
ラ
イ
し
た
ん
で
す
け
ど
、
好
対

照
で
し
た
。
横
須
賀
が
一
九
九
〇
年
代
後
半
、
狭
山
が
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
の
仕
事
で
す
け
ど
、
十
年
違
う
と
こ

ん
な
に
違
う
っ
て
こ
と
を
体
感
し
ま
し
た
。 

横
須
賀
は
ま
っ
た
く
駄
目
で
し
た
。
何
言
っ
て
ん
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
、
国
道
の
歩
道
で
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
井

上
さ
ん
に
頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
け
ど
大
変
だ
っ
た
。
電
線
地
中
化
で
分
電
盤
や
変
圧
器
を
歩
道
上
の
ボ
ッ
ク
ス
に

入
れ
た
り
す
る
ん
で
す
が
、
敷
地
側
で
歩
道
状
公
開
空
地
を
あ
れ
だ
け
盛
大
に
面
開
発
や
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
歩

道
部
分
と
一
体
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
絶
対
だ
め
で
し
た
ね
。
国
道
の
管
理
事
務
所
は
、
車
道
に
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
は
外
せ
な
い
と
言
う
く
ら
い
、
デ
ザ
イ
ン
無
視
の
勢
い
だ
っ
た
で
す
。 

 

あ
る
部
分
か
ら
計
画
敷
地
側
が
公
園
に
な
り
ま
す
で
し
ょ
。
す
る
と
管
理
す
る
役
所
の
担
当
が
国
道
事
務
所
と
市

の
道
路
課
と
市
の
公
園
課
と
三
つ
に
な
っ
て
全
部
が
、
「
境
界
線
が
は
っ
き
り
し
て
な
か
っ
た
ら
、
こ
こ
で
お
ば

あ
さ
ん
倒
れ
た
と
き
、
ど
っ
ち
で
躓
い
た
か
は
っ
き
り
し
な
い
と
困
る
じ
ゃ
な
い
か
」
っ
て
本
当
に
言
わ
れ
て
、

「
ば
か
か
！
？
」
っ
て
い
う
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
時
は
そ
れ
を
だ
ま
し
だ
ま
し
、
「
こ
れ
な
ら
駄
目
か
、
こ

れ
で
も
駄
目
か
、
駄
目
か
」
っ
て
井
上
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
デ
ザ
イ
ン
提
案
し
て
も
ら
っ
て
、
公
園
と
市
道
と
国
道

が
交
わ
る
と
こ
ろ
が
バ
ラ
バ
ラ
で
な
く
て
、
一
体
的
な
空
間
に
な
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
な
ん
と
か
あ
そ
こ
ま

で
持
っ
て
行
っ
た
ん
で
す
。 

そ
れ
が
狭
山
で
は
僕
が
マ
ス
タ
ー
ア
ー
キ
テ
ク
ト
で
「
一
体
的
な
デ
ザ
イ
ン
」
と
最
初
か
ら
言
っ
て
て
、
関
係
者

の
皆
さ
ん
も
「
そ
う
で
す
よ
ね
」
っ
て
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
か
な
り
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
し
ま
し
た
。 

僕
の
二
つ
の
経
験
で
十
年
の
差
は
非
常
に
大
き
い
な
と
実
感
し
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
の
皆
さ
ん
の
貢
献
も
こ
の
間
で
ず
い
ぶ
ん
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
。
こ
の
間
に
そ
う
い
う

世
の
中
に
変
わ
っ
て
行
っ
た
。
横
須
賀
で
苦
労
し
て
調
整
し
た
こ
と
が
、
狭
山
で
十
年
後
に
か
な
り
ス
ム
ー
ズ
に

実
現
し
た
っ
て
い
う
の
は
僕
の
体
験
談
で
す
。
ど
ん
ど
ん
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
結
果
が
出
て
、
そ
れ
は
こ
れ
の
ほ
う

が
良
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
実
績
が
出
て
き
ま
す
か
ら
、
我
々
が
そ
れ
ぞ
れ
頑
張
っ
て
や
っ
て
る
し
、
こ
れ
は

必
ず
良
い
方
向
に
行
く
と
思
い
ま
す
。 

 

■
狭
山
市
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
の
歩
行
者
空
間
で
は
、
複
雑
な
管
理
区
分
を
超
え
る
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
し
た
。 

そ
れ
に
較
べ
る
と
狭
山
の
ほ
う
は
な
ん
ぼ
か
目
標
を
達
成
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
商
店
街
振
興
は
そ
う
と
も
言

え
ま
せ
ん
が
、
交
通
の
問
題
は
解
消
し
ま
し
た
。 

 

 

(図・１０)狭山市駅前広場。再開発の従前（上）と従後

（下）。 写真は UR編「事業誌」より。 

 



以
前
は
駅
か
ら
七
夕
通
り
の
旧
市
街
へ
向
け
て
ず
っ
と
下
り
坂
で
こ
の
道
路
に
す
べ
て
の
バ
ス
と
自
家
用
車
と
タ

ク
シ
ー
が
入
っ
て
来
て
、
こ
れ
し
か
駅
に
行
け
な
か
っ
た
わ
け
。
両
側
に
お
店
が
在
っ
て
、
僕
が
よ
く
行
っ
て
た

お
蕎
麦
屋
さ
ん
が
在
っ
た
り
、
銀
行
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
時
は
す
で
に
小
学
校
は
閉
鎖
し
て
ま
し
た
け
ど
、
あ

る
時
期
は
小
学
校
の
通
学
路
で
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
危
な
い
こ
と
、
す
ご
い
ん
で
す
。
で
も
一
説
に
よ
る
と
あ
の

頃
の
ほ
う
が
事
故
起
き
な
か
っ
た
っ
て
話
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
間
を
子
供
か
ら
お
じ
い
ち

ゃ
ん
か
ら
乳
母
車
と
か
、
う
わ
ー
と
そ
う
い
う
駅
だ
っ
た
。
こ
の
商
店
街
を
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て

い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
駅
前
広
場
か
ら
降
り
て
い
く
歩
行
者
専
用
の
市
民
広
場

に
な
っ
て
る
ん
で
す
ね
。 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
私
が
や
っ
て
、
設
計
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
が
入
札
で
持
っ
て
っ
て
や
っ
た
ん
で
す
が
、
か
ろ

う
じ
て
デ
ザ
イ
ン
会
議
が
あ
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
調
整
は
さ
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
例
え
ば
境
界
線
に
拘
ら
な

い
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
駅
前
広
場
は
道
路
課
が
管
理
す
る
道
路
で
す
よ
ね
、
そ
こ
に
公
園
緑
地
課
が
管
理
す
る
市
民

広
場
と
し
て
の
公
園
が
続
き
ま
す
。
そ
こ
に1
街
区
の
敷
地
と
二
街
区
の
敷
地
が
接
し
ま
す
。
そ
う
い
う
区
画
ラ

イ
ン
に
と
ら
わ
れ
ず
に
如
何
に
一
体
的
に
ま
と
め
る
か
っ
て
い
う
こ
と
を
最
初
か
ら
企
ん
で
全
体
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
作
っ
て
ま
し
た
の
で
、
区
画
ラ
イ
ン
が
表
に
現
わ
れ
な
い
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
境
界
線
も
完
全
に
消
し
た

か
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、
こ
れ
は
さ
す
が
に
残
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
一
般
の
方
か
ら
す
れ
ば
駅
前
広
場
の
ヘ
リ

は
舗
装
の
ラ
イ
ン
で
は
な
く
て
、
芝
生
に
沿
っ
た
石
積
み
の
と
こ
だ
と
思
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
は
ず
で
す(

図
・
１

１)

。
当
然
と
言
え
ば
当
然
な
ん
だ
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
を
み
ん
な
で
調
整
会
議
で
頑
張
っ
て
や
り
ま
し
た
。 

時
期
に
よ
っ
て
調
整
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
、
「
ど
う
し
た
の
」
つ
っ
た
ら
「
入
札
で

他
に
変
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
」
っ
て
い
う
の
が
よ
く
あ
っ
て
。 

う
ち
が
受
け
た
業
務
で
は
模
型
を
作
る
ん
で
す
け
ど
も
、
う
ち
は
敷
地
の
外
側
の
模
型
だ
け
作
る
。
そ
し
て
開
発

区
域
内
は
カ
ッ
タ
ー
で
く
り
抜
く
模
型
を
作
っ
て
、
そ
の
く
り
抜
き
底
の
レ
ベ
ル
を
決
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
社

さ
ん
の
担
当
す
る
敷
地
に
模
型
底
を
マ
イ
ナ
ス
何
セ
ン
チ
に
し
て
下
さ
い
つ
っ
て
模
型
を
作
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
、

調
整
会
議
の
時
に
は
ま
ず
う
ち
の
模
型
を
ど
ん
と
置
く
と
、
真
ん
中
空
っ
ぽ
な
ん
で
す
ね
。
そ
こ
に
そ
れ
ぞ
れ
の

チ
ー
ム
が
作
っ
た
模
型
持
っ
て
き
て
置
い
て
、
あ
ー
だ
こ
ー
だ
っ
て
言
っ
て
た
ん
で
す
。
一
級
建
築
士
事
務
所
、

デ
ザ
イ
ン
事
務
所
た
る
南
條
設
計
室
は
外
側
の
模
型
し
か
作
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
。 

終
盤
で
す
け
ど
も
、
素
材
の
確
認
か
ら
な
に
か
ら
全
部
、
ペ
ー
ブ
の
色
合
わ
せ
と
か
そ
う
い
う
の
も
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
て
い
く
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
都
度
じ
ゃ
あ
せ
め
て
こ
れ
っ
て

い
う
こ
と
で
内
外
で
調
整
し
な
が
ら
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

 

 

（図・１１）狭山市スカイシティでは道路、公園、

敷地の境界線にとらわれない一体的なデザインが実

現出来た。 

駅前広場(道路) 

市民広場(公園) 

１街区敷地 

２街区敷地 



■
狭
山
市
で
は
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト
の
実
現
を
頑
張
っ
た
。
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
な
ど
道
路
に
は
み
出
す
街
の
賑
わ
い

（
道
路
占
用
）
は
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。 

狭
山
市
で
は
歩
行
者
専
用
の
広
場
の
利
用
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
う
ま
く
利
用
さ
れ
て
ま
す
。

バ
ス
が
走
っ
て
い
た
旧
商
店
街
の
坂
道
が
今
の
市
民
広
場
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
七
夕
祭
り
を
や
り
ま
す
。
公

園
敷
地
の
中
の
多
目
的
広
場
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ろ
ん
な
仕
掛
け
を
作
っ
て
ま
す
。
い
ろ
ん
な
ポ
ー
ル
を
立

て
る
た
め
の
穴
と
か
、
電
源
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
も
ち
ろ
ん
仕
込
ん
で
ま
す
。 

市
の
最
大
お
祭
り
イ
ベ
ン
ト
、
七
夕
祭
り
は
八
月
に
や
り
ま
す
（
図
・
１
２
）
。
当
日
は
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

か
ろ
う
じ
て
将
棋
倒
し
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
く
ら
い
に
混
み
合
っ
て
、
駅
舎
か
ら
、
橋
上
駅
か
ら
入
間
川
ま

で
び
っ
し
り
、
何
万
人
と
い
う
人
出
に
な
り
ま
す
。
広
場
の
通
り
は
広
く
て
緩
や
か
な
階
段
状
に
し
て
、
踊
り
場

を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
る
。
そ
れ
に
並
行
し
て
ス
ロ
ー
プ
が
在
っ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。
こ
こ
に
い
ろ
い
ろ
仕
込
ん

で
ま
し
て
、
例
え
ば
Ｌ
Ｅ
Ｄ
二
百
何
十
個
床
に
埋
め
込
ん
だ
「
天
の
川
」
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 

七
夕
祭
り
以
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
使
わ
れ
て
ま
す
（
図
・
１
３
）
。
こ
れ
は
有
難
い
こ
と
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
や
っ
て

く
れ
て
ん
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
頻
繁
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
で
も
駅
前
広
場
の
手
前
で
終
わ
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
よ
。 

                            

 

(図・１２)狭山市最大のイベント「七夕まつり」市民広場の情景。当日は西武線狭山市駅橋上駅から

西口デッキ広場、駅前広場、市民広場の全てが観衆に埋め尽くされ、入間川（花火）河畔までの町内

が超満員となる。 写真は UR編「事業誌」より。 

 

 

 

(図・１３)市民広場では年間を通して様々なイベントがこの

広場で繰り広げられる。構想案ではこうした市民・歩行者系

の空間利用は、駅前の交通広場でも、そして、旧入間川商店

街へと拡散していくことを期待していたが・・・ 

写真は UR編「事業誌」より。 

 

 



僕
が
当
初
か
ら
計
画
し
た
の
は
、
駅
前
広
場
ま
で
連
続
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
よ
。
そ
の
た
め
に
市
民
セ
ン

タ
ー
が
出
来
て
る
し
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ワ
イ
エ
を
全
部
吹
き
抜
け
に
し
て
広
場
を
見
せ
る
よ
う
に
し
て
る
ん

で
す
ね
。
そ
れ
が
い
つ
行
っ
て
も
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
し
か
見
れ
な
い
使
い
方
で
、
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
全
体
と
し
て
は

中
途
半
端
に
終
わ
っ
て
る
の
が
残
念
で
す
。
も
の
は
実
現
し
て
る
ん
で
す
け
ど
も
期
待
し
た
よ
う
に
ま
だ
イ
ベ
ン

ト
を
や
っ
て
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

実
は
私
は
駅
前
広
場
の
中
の
島
を
イ
ベ
ン
ト
の
ス
テ
ー
ジ
に
し
て
る
ん
で
す
（
図
・
１
４
）
。
こ
こ
を
中
心
に
し
て

広
場
全
体
を
歩
行
者
で
溢
れ
る
お
祭
り
の
会
場
に
す
る
計
画
で
す
。
歩
道
と
車
道
を
区
切
る
ボ
ラ
ー
ド
を
鎖
で
つ

な
い
で
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
の
時
に
は
取
り
外
せ
る
よ
う
に
し
て
ま
す
（
図
・
１
５
）
。
広
場
に
タ
ク
シ
ー
と
バ
ス

を
入
れ
な
い
歩
行
者
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト
空
間
に
し
て
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
頻
繁
に
イ
ベ
ン
ト
が
出
来
て
、
デ
ッ
キ

が
ぐ
る
り
と
広
場
を
囲
ん
で
観
客
席
に
な
る
と
い
う
構
造
に
し
て
る
ん
で
す
。 

広
場
の
入
口
を
塞
い
じ
ゃ
っ
て
車
を
中
に
入
れ
な
い
。
広
場
を
全
部
舞
台
に
し
て
、
い
ろ
ん
な
お
祭
り
で
も
な
ん

で
も
、
盆
踊
り
で
も
な
ん
で
も
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
周
り
の
デ
ッ
キ
や
建
物
全
部
、
市
民
ホ
ー
ル
も
一
階
、
二
階
、

三
階
全
部
観
客
席
に
な
っ
て
、
ぐ
る
り
一
周
馬
蹄
形
に
広
場
を
囲
む
。
な
ぜ
馬
蹄
形
か
と
言
う
と
、
駅
を
出
た
時

正
面
の
狭
山
の
連
山
、
入
間
川
の
ほ
う
に
建
物
を
作
ら
な
い
っ
て
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
な
も
の
で
す
か
ら
、
そ
ち
ら

が
大
き
く
空
に
向
か
っ
て
開
い
て
る
ん
で
す
（
図
・
１
６
）
。
そ
う
い
う
一
大
劇
場
空
間
を
作
っ
て
い
て
、
そ
れ
は

最
初
の
七
夕
祭
り
の
時
に
は
見
事
に
実
現
し
た
ん
で
す
け
ど
、
ま
だ
一
度
し
か
実
現
し
て
な
い
の
が
残
念
で
す
。

後
が
続
い
て
い
な
い
。
毎
月
や
っ
て
ほ
し
い
っ
て
僕
は
言
っ
て
る
ん
だ
け
ど
な
か
な
か
そ
れ
は
実
現
し
て
い
な
い
。 

道
路
上
で
日
常
的
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
な
ど
を
や
る
よ
う
に
設
計
し
た
か
っ
て
い
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
は
し
て
い

ま
せ
ん
。
当
時
は
話
題
に
も
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
民
広
場
で
あ
る
と
か
、
多
目
的
広
場
だ
と
か
、
通
路
で
あ

る
と
か
、
歩
道
上
空
地
と
か
が
在
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
時
に
は
そ
れ
を
勝
手
に
使
う
よ
う
に
運
用
し
て
ま
す
の
で
、

市
民
が
そ
う
い
う
歩
行
者
空
間
が
在
れ
ば
良
い
と
思
い
始
め
て
い
る
と
は
感
じ
て
い
ま
す
。 

                      

 

 

 

＊(図・１４)駅前広場の中之島をイベントのス

テージにするよう考えている。 

＊(図・１５)ボラードを

つなぐ鎖は取り外し可

能。歩車道の段差も小さ

くしている。 

＊(図・１６)駅前広場の３方向を囲むスカイテラスと周囲の建物がイベントの

時には全部、観客席になる。 



■
街
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
楽
し
む
日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
、
戻
り
つ
つ
あ
る
。 

昔
は
屋
外
が
盛
ん
に
賑
わ
っ
て
た
け
ど
、
町
に
大
き
な
建
物
が
建
っ
て
車
が
町
を
占
領
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

の
日
本
人
は
、
も
っ
ぱ
ら
屋
内
志
向
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
っ
て
井
口
さ
ん
が
問
い
か
け
て
ま
す
ね
。
横
須
賀
と
狭
山

市
見
て
る
と
確
か
に
最
近
ま
で
は
そ
う
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
、
今
は
ど
ん
ど
ん
外
に
出
て
行
っ
て
る
な
っ
て
い
う

の
が
僕
の
印
象
で
す
。 

ウ
エ
ル
シ
テ
ィ
で
は
商
店
街
の
賑
わ
い
ら
し
い
も
の
は
意
図
し
て
ま
せ
ん
が
、
横
須
賀
の
街
な
か
の
商
店
街
は
屋

外
が
賑
わ
っ
て
ま
す
。
横
須
賀
は
や
っ
ぱ
り
ア
メ
リ
カ
文
化
が
あ
っ
て
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
屋
外
カ
フ
ェ
な
ん

か
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
感
じ
ら
れ
る
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
影
響
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
屋
外
を
ど
ん
ど
ん
ア
ー
ケ
ー
ド
取
っ
払
っ
た
り
し
て
ま
す
ん
で
、
ど
ぶ
板
通
り
か
ら
大
滝
町
抜
け
て
、
あ

の
辺
の
一
連
の
歩
行
者
動
線
は
非
常
に
う
ま
く
行
っ
て
集
客
力
も
観
光
的
に
も
メ
ッ
カ
に
な
っ
て
る
。
東
京
に
い

る
と
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
て
、
い
ろ
い
ろ
メ
デ
ィ
ア
も
報
道
し
ま
す
（
図
・
１
７
）
。 

横
須
賀
の
有
名
な
三
笠
公
園
で
す
け
れ
ど
も
（
図
・
１
８
）
、
私
の
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
っ
て
い
う
の
は
こ
れ
の
左
の
ほ

う
に
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
イ
ベ
ン
ト
や
っ
て
ま
す
し
、
僕
は
日
本
で
も
街
の
屋
外
空
間
が
賑
わ

う
可
能
性
は
あ
る
と
思
っ
て
ま
す
、
変
わ
っ
て
行
く
ぞ
と
。
若
い
人
は
こ
っ
ち
に
つ
い
て
行
く
ぞ
と
言
い
た
い
。 

狭
山
市
で
は
、
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
の
広
場
に
仕
込
ん
だ
仕
掛
け
が
結
構
使
わ
れ
て
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
見
て
る
と
そ
う
い
う
場
所
が
出
来
た
ん
で
古
い
伝
統
的
な

イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
子
供
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト
、
若
い
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
と
か
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
ひ
っ
き
り
な

し
に
や
っ
て
ま
す
。
歩
行
者
の
志
向
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

                 

■
狭
山
市
も
横
須
賀
も
人
口
増
で
、
中
心
市
街
地
は
結
構
元
気
。
特
に
横
須
賀
は
屋
外
空
間
が
元
気
。 

狭
山
市
は
相
当
人
口
が
多
い
し
、
特
急
が
停
ま
る
っ
て
い
う
の
が
強
み
で
し
て
、
特
急
に
座
っ
て
乗
れ
る
っ
て
い

う
の
も
強
み
だ
し
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
は
今
後
も
期
待
出
来
る
よ
う
な
感
じ
は
し
て
ま
す
。
元
々
狭
山
市
の

中
心
市
街
地
は
旧
市
役
所
（
現
中
央
図
書
館
）
を
中
心
と
し
た
一
体
と
狭
山
市
駅
の
東
口
と
西
口
駅
前
地
区
で
し

た
が
、
こ
の
度
西
口
再
開
発
事
業
が
完
成
し
て
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
が
丁
度
そ
れ
ら
の
中
心
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

横
須
賀
の
事
例
か
ら
す
る
と
、
横
須
賀
中
央
駅
出
て
大
滝
町
、
三
笠
ビ
ル
、
ど
ぶ
板
、
汐
入
と
い
う
の
が
中
心
市

街
地
。
そ
の
先
に
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
ま
で
ほ
ん
と
は
あ
る
ん
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
遠
い
の
で
そ
れ
は
置
い
と
い
て
。

 

 

(図・17)横須賀の街

なかには歩行者優先

の街が出来ている。

アメリカ文化の

DNAによるものだ

ろうか？ 

＋(図・18)横須賀三

笠公園ではしょっち

ゅうイベントをやっ

ている。 



横
須
賀
の
中
心
市
街
地
は
僕
か
ら
見
る
と
相
当
優
等
生
の
ほ
う
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
元
気
で
す

よ
実
際
。 

両
市
と
も
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
の
問
題
は
あ
り
ま
す
。
横
須
賀
で
は
シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
、
元
の
ダ
イ
エ

ー
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
狭
山
に
も
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
は
分
り
ま
せ
ん
。
僕
は
心
情
的
に
は
あ
ん
な

も
の
潰
れ
ち
ま
え
と
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
向
こ
う
は
向
こ
う
で
テ
コ
入
れ
す
る
か
ら
善
戦

し
て
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

個
人
的
に
は
街
な
か
に
人
が
戻
っ
て
来
て
欲
し
い
ん
で
す
け
ど
も
。
そ
の
点
、
横
須
賀
の
大
滝
町
は
す
ご
い
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
二
、
三
年
前
の
写
真
な
ん
で
す
け
ど
（
図
・
１
９
）
、
引
き
続
き
私
こ
こ
の
仕
事

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
る
の
で
、
ず
っ
と
関
わ
っ
て
る
ん
で
す
が
、
こ
こ
に
今
行
く
と
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ま

す
。
私
の
関
わ
っ
た
超
高
層
住
宅
の
タ
ワ
ー
が
高
さ
抜
か
れ
ま
し
て
、
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
か
な
、
近
く
に

ザ
・
タ
ワ
ー
っ
て
い
う
の
が
出
来
て
、
さ
ら
に
も
う1

本
超
高
層
が
出
来
て
ん
で
す
ね
。
そ
の
一
本
は
場
所
の
関

係
で
ち
ょ
っ
と
若
干
販
売
苦
戦
し
て
る
よ
う
で
す
け
ど
、
隣
の
隣
の
ど
っ
か
で
ま
た
超
高
層
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。

に
ょ
き
に
ょ
き
出
来
て
お
そ
ら
く
、
間
違
い
な
く
売
れ
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
形
で
街
な
か
に
人
が
戻
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
足
も
と
に
中
央
か
ら
汐
入
に
抜
け
る
ル
ー
ト
の
歩
行
者
空
間
が
健
全
な
ん
で
す
よ
。
大
滝
町
ほ
ん
と
は
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
っ
て
い
う
構
想
が
ず
っ
と
あ
っ
て
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
た
だ
イ
ベ
ン
ト
時

に
は
車
道
を
解
放
し
て
使
っ
て
ま
す
。
ご
案
内
の
ど
ぶ
板
通
り
な
ん
て
の
は
か
な
り
賑
わ
っ
て
る
。
三
笠
ビ
ル
っ

て
ご
存
知
で
す
か
？
こ
れ
も
非
常
に
古
い
。
こ
れ
建
て
替
え
構
想
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
建
て
替
え
ら

れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
路
地
空
間
的
な
賑
わ
い
も
在
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
魅
力
が
混
ざ
っ
て
る
の
が

横
須
賀
風
味
で
あ
る
と
思
い
ま
す
（
図
・
２
０
）
。 

               

■
ブ
ラ
ジ
ル
の
話
し
に
入
り
ま
す
。 

日
本
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
ち
ょ
う
ど
地
球
の
対
極
に
あ
り
ま
す
。
地
球
儀
の
上
に
日
本
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
を
結
ぶ
直
線

を
引
く
と
、
ど
っ
ち
向
き
に
ど
う
引
い
て
も
長
さ
は
同
じ
で
す
。
ど
う
や
っ
て
行
く
ん
で
す
か
っ
て
良
く
聞
か
れ

ま
す
が
、
私
は
三
十
往
復
く
ら
い
し
て
ま
す
け
ど
も
、
半
分
く
ら
い
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
経
由
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

叔
母
が
居
た
っ
て
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
経
由
で
つ
な
ぐ
と
こ
れ
も
直
線
な
ん
で
す
、
一
万
八
、

五
〇
〇
キ
ロ
。
概
ね
二
四
時
間
か
か
る
。 

そ
し
て
時
差
が
十
二
時
間
。
人
口
二
億
人
で
す
、
ど
ん
ど
ん
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
土
が
日
本
の
約
二
十
三
倍

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
首
都
が
ブ
ラ
ジ
リ
ア
。
言
語
が
唯
一
、
南
米
大
陸
で
一
か
国
だ
け
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
す
。

ス
ペ
イ
ン
語
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
に
か
重
宝
し
た
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
私
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
流
暢
な
ん
で
す

 

 

(図・19)横須賀の中心市街地にはタワーマン
ションが増えて、都心居住が進んでいるい
る。 

＊(図・20)横須賀の中心市街地には広い道路

や広場と親密な路地空間が混ざり合った、独

特の魅力がある。 



が
、
世
間
で
は
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。
デ
ー
タ
的
に
は
七
五
％
が
敬
虔
な
カ
ソ
リ
ッ
ク
信
者
と
言
わ
れ
て
ま
す
。

人
種
は
書
き
き
れ
な
い
く
ら
い
、
全
部
入
っ
て
ま
す
。 

都
市
の
風
情
と
し
ま
し
て
は
、
基
本
的
に
は
ラ
テ
ン
の
都
市
で
す
。
要
す
る
に
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
に
そ
っ
く

り
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
。
気
候
は
エ
リ
ア
に
も
よ
り
ま
す
け
ど
熱
帯
、
亜
熱
帯
。 

音
楽
で
言
う
と
サ
ン
バ
、
ボ
サ
ノ
バ
。
カ
ー
ニ
バ
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
と
言
え
ば
ブ
ラ
ジ
ル
だ
と
、
日
本

で
思
わ
れ
て
い
る
。 

私
が
働
い
て
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
は
人
口
一
、
二
〇
〇
万
人
。
周
辺
都
市
を
含
む
グ
レ
ー
ト
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
と
言
わ

れ
る
都
市
圏
は
三
、
〇
〇
〇
万
人
は
優
に
超
え
ま
す
。
そ
れ
が
一
つ
の
町
の
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
。
そ
こ
に
一
九

七
五
年
か
ら
十
年
間
住
ん
だ
経
験
を
踏
ま
え
て
の
話
し
で
す
。 

 

■
ブ
ラ
ジ
ル
の
歩
行
者
空
間
を
語
る
前
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
社
会
と
日
本
の
社
会
、
そ
の
違
い
を
ま
ず
認
識
し
て
お

く
。 

ブ
ラ
ジ
ル
の
屋
外
空
間
を
語
る
の
に
単
純
に
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
比
較
を
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
僕
は
十
年
住
ん
で

て
彼
ら
の
生
活
感
覚
が
あ
る
程
度
解
っ
て
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
こ
れ
だ
け
の
違
い
を
踏
ま
え
て
比
較
し
な
い
と

い
け
な
い
っ
て
こ
と
を
最
初
に
言
い
た
い
で
す
ね
。 

ま
ず
イ
ベ
リ
ア
文
化
と
ア
ジ
ア
文
化
の
違
い
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
経
済
格
差
社
会
と
経
済
平
等
社
会
っ

て
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
で
は
経
済
格
差
っ
て
言
っ
て
る
け
ど
、
何
言
っ
て
ん
で
す
か
、
社
会
主
義
じ
ゃ
な
い
で
す
か
っ
て
い
う
の
が

私
の
印
象
。
南
米
に
居
た
ら
本
当
の
格
差
っ
て
の
は
わ
け
が
違
う
ん
で
す
よ
。
僕
が
働
い
た
設
計
事
務
所
で
う
ち

の
一
番
末
端
の
職
員
は
僕
の
三
十
分
の
一
か
ら
五
十
分
の
一
の
給
料
で
し
た
か
ら
ね
。
そ
う
い
う
の
を
格
差
っ
て

言
う
ん
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
視
野
に
入
れ
な
い
と
、
歩
行
者
空
間
の
利
用
の
さ
れ
方
と
か
自
動
車
社
会

と
歩
行
者
社
会
の
云
々
っ
て
い
う
の
は
語
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
、
そ
れ
を
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

多
民
族
と
単
一
民
族
。
熱
帯
と
春
夏
秋
冬
の
あ
る
温
帯
。
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
と
殆
ん
ど
無
宗
教
の
日
本
の
社
会
。

そ
れ
か
ら
男
女
平
等
と
男
系
社
会
。 

平
等
と
言
わ
れ
て
て
も
日
本
は
男
系
で
す
よ
ね
。
こ
こ
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
会
場
）
だ
っ
て
女
性
一
人
も
居
な
い
も

ん
ね
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
男
女
平
等
っ
て
い
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
行
っ
た
ら
建
築
学
科
で
あ
れ
、
医
学
部
で
あ
れ
、
職

場
で
あ
れ
、
一
〇
〇
％
半
分
は
女
性
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
っ
て
言
っ
た
ら
ば
、
エ
リ
ー
ト
は
大
学
行
か

な
き
ゃ
い
け
な
く
て
大
学
は
金
持
ち
し
か
行
け
な
い
か
ら
、
金
持
ち
の
子
供
の
半
分
は
女
性
だ
か
ら
、
自
動
的
に

エ
リ
ー
ト
の
職
場
の
半
分
は
女
性
に
な
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
僕
の
事
務
所
で
も
半
分
は
女
性
で
し
た
。
格
差
社
会

の
な
せ
る
男
女
平
等
っ
て
い
う
こ
と
。
そ
の
女
性
た
ち
は
日
本
の
よ
う
に
保
育
園
に
子
供
預
け
れ
な
く
て
困
る

云
々
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
に
言
え
ば
金
持
ち
の
女
性
は
建
築
家
、
医
者
。
乳
母
、
女
中

が
つ
い
て
ま
す
か
ら
保
育
園
要
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
く
ら
い
の
格
差
。
そ
う
い
う
の
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
現
実

で
す
。 

 

リ
ー
ダ
ー
社
会
の
ブ
ラ
ジ
ル
と
協
調
社
会
の
日
本
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
人
の
す
ご
い
リ
ー
ダ
ー
が
、
が
ん
が
ん
や
っ

ち
ゃ
っ
て
、
さ
っ
と
決
め
て
、
間
違
っ
た
ら
す
ぐ
リ
ー
ダ
ー
を
変
え
る
っ
て
い
う
社
会
。
日
本
は
協
議
、
協
議
、

協
議
で
も
っ
て
都
市
計
画
道
路
作
っ
て
、
決
定
し
て
か
ら
実
現
す
る
ま
で
三
十
年
、
四
十
年
か
か
る
国
だ
と
い
う

違
い
を
踏
ま
え
て
、
歩
行
者
問
題
を
語
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。 

 

■
ブ
ラ
ジ
ル
の
歩
行
者
空
間
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
広
場
と
パ
サ
ー
ジ
ュ
だ
が
・
・
・ 

ブ
ラ
ジ
ル
の
歩
行
者
の
空
間
っ
て
の
は
基
本
的
に
は
カ
テ
ド
ラ
ル
（
大
聖
堂
）
が
あ
っ
て
、
セ
ー(

大
聖
堂)

広
場

が
あ
っ
て
、
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
へ
と
続
く
。
イ
タ
リ
ア
の
街
と
同
じ
で
す
よ
ね
、
日
曜
日
は
絶
対
安
息
日
で
と
か
。 

ご
存
知
の
通
り
ブ
ラ
ジ
ル
は
亜
熱
帯
で
す
。
み
ん
な
に
不
思
議
が
ら
れ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
僕
十
年
間
生
活
し
て

車
に
冷
房
も
暖
房
も
な
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら
家
に
冷
房
も
暖
房
も
な
か
っ
た
で
す
。
な
ぜ
か
っ
て
言
う
と
直



射
日
光
が
す
ご
い
ん
だ
け
ど
、
木
陰
涼
し
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
い
か
に
木
陰
を
作
る
か
っ
て
い
う
の
が
街
づ
く

り
で
あ
り
、
建
築
で
あ
り
、
ブ
レ
イ
ズ
ソ
レ
イ
ユ
（
日
除
け
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
）
っ
て
い
う
の
は
そ
っ
か
ら
来
る
わ

け
で
、
屋
外
で
、
木
陰
を
つ
く
れ
ば
過
ご
し
や
す
い
。
影
さ
え
作
れ
ば
、
太
陽
光
さ
え
シ
ャ
ッ
ト
す
れ
ば
何
も
要

ら
な
い
っ
て
い
う
の
が
、
特
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
そ
う
な
ん
で
す
。
リ
オ
は
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
け

ど
。 

僕
こ
こ
三
年
ほ
ど
行
っ
て
な
い
ん
で
今
年
行
こ
う
と
思
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
止
め
よ
う
と
思
っ
て
ん
で
す
。
ち
ょ

っ
と
今
よ
ろ
し
く
な
い
状
態
に
な
っ
て
て
、
私
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
危
な
く
な
っ
て
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
略
奪
が
起
こ
る
っ
て
い
う
く
ら
い
。
あ
っ
ち
ゃ
こ
っ
ち
ゃ
で
発
砲
事
件
が
起
き
て
る
っ
て
こ
と

に
な
っ
て
、
歩
行
者
空
間
云
々
な
ど
言
っ
て
ら
れ
な
い
く
ら
い
に
今
状
況
が
悪
化
し
て
ま
す
。
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
非
常
に
心
配
で
す
。 

そ
れ
か
ら
モ
ザ
イ
ク
ポ
ル
ト
ゲ
ー
ザ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
モ
ザ
イ
ク
）
っ
て
の
は
ご
存
知
の
方
は
ご
存
知
、
ラ
テ
ン
の

世
界
全
部
そ
う
で
す
よ
ね
。
大
理
石
の
ブ
リ
ッ
ク
で
道
路
や
広
場
を
ペ
イ
ブ
し
ま
す
。 

 ■
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
人
よ
り
も
自
動
車
が
優
先
さ
れ
る
。 

自
動
車
に
対
す
る
理
解
が
ま
っ
た
く
日
本
で
議
論
す
る
の
と
は
逆
で
、
車
お
よ
び
車
に
乗
っ
て
る
人
っ
て
の
は
偉

い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
日
本
と
は
逆
で
、
人
よ
り
も
車
を
優
先
す
る
っ
て
い
う
の
が
通
っ
ち
ゃ
う
話
な
ん
で
す

よ
ね
。
日
本
だ
っ
た
ら
良
く
見
も
し
な
い
で
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
っ
て
も
車
が
止
ま
る
の
は
当
然
で
す
け
ど
も
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
黒
人
の
労
働
者
階
級
が
交
差
点
に
立
ち
止
ま
っ
て
て
、
僕
な
ん
か
が
車
乗
っ
て
て
日
本
の
癖
で
止

ま
る
と
、
労
働
者
が
「
ど
う
ぞ
お
先
に
」
っ
て
言
う
ん
で
す
。
「
あ
な
た
が
偉
い
ん
だ
か
ら
先
に
行
き
な
さ
い
」

っ
て
僕
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
向
っ
て
言
う
く
ら
い
で
、
下
手
に
止
ま
る
と
後
ろ
か
ら
追
突
さ
れ
る
。
「
な
ん
で
お
前

止
ま
っ
た
」
っ
て
。
「
人
が
居
た
か
ら
だ
」
っ
て
言
っ
た
っ
て
通
用
し
な
い
っ
て
い
う
く
ら
い
の
差
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
不
思
議
な
関
係
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
あ
あ
ゆ
う
空
間
、
道
路
や
広
場
が
作
ら
れ
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

■
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
広
場
と
ス
ト
リ
ー
ト
は
、
現
地
の
実
情
を
踏
ま
え
て
も
っ
と
ま
と
も
に
評
価
す
べ
き
だ
。 

す
ぐ
変
え
ち
ゃ
う
け
ど
す
ぐ
や
る
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、
今
か
ら
示
す
二
つ
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
と
ク
リ
テ
ィ
ー
バ

が
そ
う
い
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
出
来
た
街
で
す
。
ジ
ュ
セ
リ
ー
ノ
・
ク
ビ
チ
ェ
ッ
ク
と
ジ
ャ
イ
メ
・
レ
ー
ネ
ル

っ
て
い
う
二
人
の
政
治
家
が
い
な
け
り
ゃ
あ
ん
な
も
の
は
絶
対
出
来
て
な
い
わ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
一
人
の
決
断
で

あ
れ
だ
け
の
も
の
が
出
来
ち
ゃ
う
と
い
う
の
は
羨
ま
し
い
の
か
、
可
哀
そ
う
な
の
か
。 

ブ
ラ
ジ
リ
ア
は
ま
さ
に
歩
行
者
空
間
の
都
市
で
す
。
高
原
の
都
市
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
都
市
景
観
が
広
が
っ

て
い
る
。
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
の
近
代
都
市
批
判
だ
け
で
見
る
と
見
逃
が
す
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま
す
。 

首
都
で
す
の
で
、
軍
隊
の
儀
式
と
か
が
行
わ
れ
る
広
場
っ
て
い
う
側
面
は
最
初
か
ら
あ
っ
て
、
近
年
民
主
化
し
て

同
じ
広
場
で
昔
は
軍
隊
が
行
列
し
て
た
と
こ
ろ
が
最
近
は
デ
モ
行
進
の
場
所
に
な
っ
て
る
（
図
・
２
１
）
。 

今
の
大
統
領
は
二
代
続
い
た
労
働
党
の
大
統
領
な
ん
で
す
け
ど
（
注
：
二
〇
一
六
年
９
月
ル
セ
フ
大
統
領
が
弾
劾

で
失
職
）
、
今
完
全
に
社
会
不
安
が
起
き
て
い
て
騒
然
と
し
た
状
態
に
な
っ
て
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
中
の
広
場
で

こ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
て
る
。
た
だ
一
言
言
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
こ
れ
皆
さ
ん
が
思
っ
て
る
の
と
違
う
ん
で
す
。

今
の
大
統
領
は
圧
倒
的
な
数
の
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
ん
で
す
よ
。
労
働
者
階
級
に
お
金
ば
ら

撒
い
て
る
ん
で
す
。
労
働
者
階
級
は
一
揆
的
な
こ
と
は
あ
り
得
る
け
れ
ど
、
デ
モ
行
進
と
い
う
知
恵
は
な
い
ん
で

す
よ
ね
。
今
ブ
ラ
ジ
ル
で
起
き
て
る
の
は
す
べ
て
中
流
階
級
の
デ
モ
で
す
。 

な
ぜ
か
っ
て
言
っ
た
ら
ば
、
政
府
は
最
下
層
の
労
働
者
階
級
に
お
金
を
ば
ら
撒
く
た
め
に
税
金
を
重
く
し
て
、
そ

の
う
え
中
流
階
級
の
ほ
う
の
社
会
保
障
と
か
そ
う
い
っ
た
も
の
を
ど
ん
ど
ん
カ
ッ
ト
し
て
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
に

耐
え
ら
れ
な
い
中
流
階
級
が
騒
動
を
起
こ
し
て
る
っ
て
い
う
の
が
実
態
で
す
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
そ
れ
を
伝
え

て
な
い
で
す
。
そ
の
分
最
下
層
は
な
ん
ぼ
か
人
間
ら
し
い
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
る
ん
で
す
よ
。 



国
全
体
の
経
済
と
し
て
は
、
富
め
る
者
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
っ
て
国
を
維
持
し
て
た
と
こ
ろ
が
崩
れ
て
き
ま
す

か
ら
、
非
常
に
お
か
し
な
こ
と
に
な
っ
て
る
っ
て
い
う
、
問
題
の
二
重
構
造
で
す
ね
。 

有
名
な
コ
ス
タ
の
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
ス
ケ
ッ
チ
で
す
ね
（
図
・
２
２
）
。
コ
ン
ペ
の
当
選
案
。
そ
の
中
に
住
居
系
の
歩

行
者
に
つ
い
て
は
ま
さ
に
コ
ル
ビ
ジ
ェ
論
で
（
図
・
２
３
）
、
い
か
に
歩
行
者
を
優
先
す
る
道
路
を
作
る
か
と
い
う

こ
と
が
ま
と
も
に
語
ら
れ
て
る
の
が
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
コ
ス
タ
案
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
あ
ん
ま
り
見
ら
れ

て
な
い
。 

                   

■
リ
オ
の
ス
ト
リ
ー
ト
は
カ
ー
ニ
バ
ル
と
ビ
ー
チ
。 

そ
し
て
モ
ザ
イ
ク
ポ
ル
ト
ゲ
ー
ザ
。 

リ
オ
と
言
え
ば
カ
ー
ニ
バ
ル
で
、
今
カ
ー
ニ
バ
ル
を
や
る
の
は
サ
ン
ボ
ー
ド
ロ
モ
っ
て
い
う
劇
場
な
ん
で
す
よ
。

一
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
な
。
こ
れ
で
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
終
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て
る
ん
で
す
ね
（
図
・
２
４
）
。

僕
が
居
た
頃
は
こ
こ
で
は
な
く
て
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
は
カ
ス
テ
ロ
・
ル
ブ
ラ
ン
コ
と
か
、
一
番

有
名
な
大
目
貫
通
り
で
や
っ
て
て
、
両
側
に
ビ
ル
が
あ
っ
て
、
そ
の
窓
か
ら
み
ん
な
紙
吹
雪
が
舞
っ
て
、
そ
れ
を

や
っ
て
た
。
そ
れ
が
交
通
渋
滞
を
巻
き
起
こ
す
っ
て
い
う
こ
と
で
、
オ
ス
カ
ー
・
ニ
ー
マ
イ
ヤ
ー
に
設
計
さ
せ
て
、

ま
っ
た
く
関
係
な
い
と
こ
ろ
に
作
っ
た
の
が
今
の
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
で
す
（
図
・
２
５
）
。 

こ
れ
見
る
と
何
も
無
い
、
た
だ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
屋
根
な
ん
で
す
ね
。
屋
根
の
下
は
小
学
校
等
に
な
っ
て
る
。

そ
れ
が
当
日
は
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
に
な
る
。
パ
レ
ー
ド
は
つ
つ
が
な
く
行
わ
れ
て
ま
す
け
ど
、
こ
れ
は
要
す
る
に

細
長
い
劇
場
で
や
っ
て
る
よ
う
な
も
ん
で
す
ね
。
カ
ー
ニ
バ
ル
は
四
泊
五
日
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
後
は
な
ん
に
も
や

ん
な
い
。
な
ん
に
も
や
ん
な
い
わ
け
に
も
い
か
な
い
ん
で
、
屋
根
の
下
が
い
ろ
い
ろ
教
育
施
設
等
に
な
る
。 

僕
な
ん
か
は
ひ
ね
く
れ
て
て
「
こ
ん
な
も
ん
す
ぐ
ぶ
っ
壊
せ
」
っ
て
言
っ
て
る
側
で
す
が
、
識
者
は
そ
う
言
っ
て

ま
す
が
、
多
く
の
人
は
そ
う
で
も
な
い
。
社
会
的
意
思
に
は
な
っ
て
ま
せ
ん
。
識
者
が
言
っ
て
る
の
は
、
カ
ー
ニ

バ
ル
っ
て
の
は
街
な
か
で
行
う
も
の
で
あ
る
と
。
ス
ト
リ
ー
ト
で
。
ス
ト
リ
ー
ト
っ
て
い
う
の
は
建
物
に
挟
ま
れ

て
て
、
そ
れ
が
イ
コ
ー
ル
客
席
で
あ
る
と
言
っ
て
ま
す
。
街
の
ス
ト
リ
ー
ト
と
は
何
か
っ
て
い
う
こ
と
を
こ
こ
で

は
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

た
だ
し
リ
オ
っ
子
に
と
っ
て
の
日
常
的
な
歩
行
者
空
間
は
圧
倒
的
に
ビ
ー
チ
で
す
。
都
心
か
ら
海
へ
出
る
と
コ
パ

カ
バ
ー
ナ
、
イ
パ
ネ
マ
等
の
世
界
的
に
知
ら
れ
る
ビ
ー
チ
が
続
き
ま
す
。
有
名
な
「
イ
パ
ネ
マ
の
娘
」
と
い
う
曲

 

 

＋(図・21)デモ行進で埋まっているブラジリアのストリート。 

(図・22)ルチオ・コスタによるブラジリア計画案スケッチ。 

 

＊(図・23)コルビュジェ

論を実践しているブラジ

リアの住宅地。 



は
皆
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
歌
が
書
か
れ
た
と
い
う
店
は
今
で
も
あ
り
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
都
心
か
ら
南
へ
い
っ
た
と
こ
ろ
が
今
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
る
エ
リ
ア
な
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
こ
ま
で
ず
っ
と

ビ
ー
チ
が
つ
な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
砂
浜
沿
い
の
通
り
が
全
部
モ
ザ
イ
ク
ポ
ル
ト
ゲ
ー
ザ
で
ペ
ー
ブ

さ
れ
て
る
わ
け
で
す
（
図
・
２
６
）
。 

リ
オ
の
旧
市
街
地
の
ペ
ー
ブ
は
ほ
と
ん
ど
ブ
ー
レ
マ
ー
ク
ス
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
モ
ザ
イ
ク
ポ
ル
ト
ゲ
ー
ザ
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
全
部
そ
う
で
す
よ
ね
。
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
も
ち
ろ
ん
ほ
と
ん
ど
ど
こ
行
っ
て
も
そ
う
で
す
。

こ
れ
全
部
大
理
石
で
床
に
敷
く
。
基
本
的
に
は
三
色
、
白
と
黒
と
赤
っ
て
い
う
か
茶
。
こ
れ
を
模
様
に
し
て
、
宗

教
画
を
昔
は
書
い
て
ま
し
た
。
そ
れ
を
モ
ダ
ン
パ
タ
ー
ン
に
し
て
、
ブ
ー
レ
マ
ー
ク
ス
は
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
に
ま
で

し
て
い
く
ん
で
す
け
ど
も
。 

ブ
ー
レ
マ
ー
ク
ス
。
も
う
死
ん
じ
ゃ
い
ま
し
た
け
ど
ブ
ラ
ジ
ル
を
代
表
す
る
パ
イ
サ
ー
ジ
ス
ト
（
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
）
で
す
。 

リ
オ
の
街
歩
く
と
こ
の
補
修
や
っ
て
る
の
に
よ
く
出
合
う
ん
で
す
よ
。
年
が
ら
年
中
こ
れ1

個1

個
は
が
し
て
、

積
み
上
げ
て
、
メ
ン
テ
し
て
、
ガ
ス
管
だ
水
道
管
だ
、
や
っ
て
終
わ
る
と
元
の
通
り
並
べ
る
と
い
う
こ
と
を
延
々

と
や
っ
て
る
。
サ
ス
テ
ー
ナ
ブ
ル
で
す
よ
ね
、
こ
れ
は
す
ご
く
優
れ
て
る
な
と
思
う
。 

こ
の
素
材
に
つ
い
て
は
日
本
で
も
考
え
る
べ
き
だ
な
と
思
う
の
は
、
日
本
は
石
張
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
や
っ
て
、
ペ
ー
ブ
や
っ
た
っ
て
、
一
年
も
す
る
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
カ
ッ
タ
ー
で
き
ゅ
ー
と
切
っ
て
ひ
っ
く
り

返
し
て
、
そ
の
あ
と
全
部
黒
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
戻
る
で
し
ょ
。
こ
れ
は
ほ
ん
と
に
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
っ
て
る
の
で
あ
え
て
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                         

 

 

 

＋(図・24)かって街なかで催されていたリオ

のカーニバルは今、サンボードロモという劇

場で催される。これでリオのカーニバルは終

わったと言われている。 

＋(図・25)長さ 1300ｍのカーニバル会場。オスカ・ーニーマイヤー設計。 



                    

■
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
の
歩
行
者
空
間
。 

そ
れ
に
も
最
早
限
界
が
・
・
・
。 

一
九
七
〇
年
に
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
の
十
一
月
十
五
日
通
り
（
「
花
通
り
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
）
と
い
う
道
が

完
全
な
歩
行
者
空
間
に
な
る
ん
で
す
（
図
・
２
７
）
。
こ
れ
は
ジ
ャ
イ
メ
・
レ
ル
メ
ル
が
バ
ー
ク
レ
か
ら
帰
っ
て
真

っ
先
に
や
っ
た
施
策
で
す
よ
ね
。
私
は
そ
れ
に
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
わ
け
で
す
。
後
進
国
に
移
住
し
て
い
っ
た

ら
「
な
ん
で
日
本
よ
り
進
ん
で
ん
だ
」
と
思
っ
た
の
。
な
ぜ
か
っ
て
言
う
と
僕
は
銀
座
の
三
越
の
下
の
マ
ッ
ク
で

き
た
と
き
に
行
列
し
た
口
で
す
よ
、
そ
う
い
う
世
代
。
そ
れ
か
ら
銀
座
の
ホ
コ
天
が
始
ま
っ
た
の
強
烈
に
覚
え
て

る
。
ホ
コ
天
が
始
ま
っ
た
の
が
一
九
七
〇
年
八
月
で
す
。
七
二
年
に
上
田
篤
さ
ん
が
旭
川
の
買
物
公
園
や
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
も
雑
誌
で
み
て
す
ぐ
跳
ん
で
見
に
行
っ
た
も
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
先
進
国
日
本
が
こ
う
い
う
こ
と
や
っ

て
る
と
き
に
、
実
は
七
〇
年
に
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
の
花
通
り
は
出
来
て
た
ん
で
す
ね
。
僕
七
五
年
に
行
っ
た
と
き
に

真
っ
先
に
行
っ
て
写
真
撮
り
ま
く
り
ま
し
た
。
以
来
、
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
と
い
う
町
が
未
だ
に
脚
光
を
浴
び
て
る
所

以
は
そ
こ
に
あ
る
わ
け
で
す
。
僕
は
ず
っ
と
継
続
し
て
見
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
係
し
て
や
っ
た
こ
と
に
公

共
交
通
の
整
備
、
新
し
い
バ
ス
シ
ス
テ
ム
が
在
り
ま
す
け
ど
、
今
日
は
省
略
し
ま
す
（
図
・
２
８
）
。 

そ
れ
か
ら
ル
ア
・
デ
・
ヴ
ィ
ン
チ
エ
ク
ア
ト
ロ
・
オ
ー
ラ
ス
。
二
四
時
間
通
り
っ
て
訳
さ
れ
て
ま
す
け
ど
も
、
ス

ラ
ム
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
で
も
っ
て
要
は
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
を
作
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ
を
ジ
ャ
イ
ム
が
二
四
時
間

店
を
閉
じ
さ
せ
な
い
わ
け
で
す
。
二
四
時
間
ほ
ん
と
に
朝
ま
で
や
っ
て
、
営
業
し
て
ん
で
す
。
両
側
の
入
り
口
に

時
計
が
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
通
り
が
い
っ
ぱ
い
出
来
て
い
る
（
図
・
２
９
）
。 

た
だ
し
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
の
モ
デ
ル
は
人
口
百
万
人
の
都
市
な
ん
で
す
ね
。
も
と
も
と
の
計
画
は
百
万
人
未
満
で
バ

ス
シ
ス
テ
ム
に
し
て
も
非
常
に
う
ま
く
行
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
の
人
口
は
今
百
万
か
ら
二
百
万

人
に
な
り
つ
つ
あ
る
ん
で
す
よ
。 

そ
う
な
る
と
完
全
に
破
た
ん
し
ち
ゃ
っ
て
て
、
そ
の
証
拠
に
第
二
の
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
が
ど
こ
に
も
出
来
な
い
。
ジ

ャ
イ
メ
・
レ
ル
メ
ル
は
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
の
州
知
事
を
八
年
も
務
め
た
の
に
ク
リ
テ
ィ
ー
バ
以
外
の
市
に
は
一
切
こ

れ
が
伝
播
し
な
か
っ
た
の
は
何
を
か
い
わ
ん
や
で
、
非
常
に
無
理
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
日
本
は
バ
ラ
色
で
報
道
し

ま
く
っ
て
ま
す
け
ど
、
だ
い
ぶ
実
情
は
違
う
っ
て
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。 

 

 

 

 

＋(図・26)モザイクポルトゲーザで街中がペーブされている。 



                      

■
今
後
歩
行
者
空
間
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
認
識
さ
れ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
日
本
人
の
自
己
責
任
意
識
の

低
さ
が
・
・
・ 

経
験
を
振
り
返
っ
て
、
現
実
を
踏
ま
え
て
今
後
の
可
能
性
を
語
れ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
僕
の
経
験
を
振
り
返
る

と
ま
さ
に
四
十
年
前
の
旭
川
買
物
公
園
を
見
に
行
っ
た
時
の
衝
撃
、
あ
る
い
は
銀
座
ホ
コ
天
の
衝
撃
か
ら
現
在
ま

で
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
中
心
市
街
地
の
歩
行
者
空
間
整
備
は
、
世
界
的
に
大
き
く
進
ん
で
ま
す
し
、
日
本
で

も
こ
こ
へ
き
て
急
カ
ー
ブ
で
ど
ん
ど
ん
実
現
し
て
き
て
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
れ
が
必
ず
後
押
し
に
な
っ
て
、
い

い
意
味
で
拡
散
し
て
い
く
と
僕
は
思
っ
て
ま
す
。 

一
方
に
お
い
て
、
そ
れ
を
阻
む
要
素
と
し
て
自
己
責
任
論
が
日
本
は
無
さ
す
ぎ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
何
が
起

き
て
も
全
部
お
上
に
訴
え
る
っ
て
い
う
バ
カ
な
体
質
が
ま
と
も
な
歩
行
者
空
間
の
実
現
を
阻
ん
で
い
ま
す
。 

僕
は
横
須
賀
を
や
っ
て
る
と
き
に
何
度
も
行
政
の
手
引
き
が
あ
っ
て
、
米
軍
の
キ
ャ
ン
プ
に
入
れ
て
も
ら
え
た
ん

で
す
よ
。
基
地
に
行
く
と
入
る
前
に
レ
ク
チ
ャ
ー
受
け
る
ん
で
す
よ
。
「
ゲ
ー
ト
か
ら
先
は
ア
メ
リ
カ
で
す
。
法

律
ア
メ
リ
カ
で
す
。
車
に
は
ね
ら
れ
て
も
日
本
の
法
律
で
は
カ
バ
ー
出
来
ま
せ
ん
よ
、
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」

っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
。
中
で
は
至
る
と
こ
ろ
で
工
事
し
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
紐
一
本
張
っ
て
デ
ン
ジ
ャ
ー

っ
て
書
い
て
あ
る
だ
け
で
す
よ
。 

日
本
も
昔
は
そ
う
だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
親
が
「
あ
そ
こ
危
な
い
か
ら
行
っ
ち
ゃ
だ
め
よ
」
と
か
「
手
つ
な

い
で
」
と
か
「
危
険
だ
よ
」
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
。
今
う
ち
の
前
で
工
事
や
っ
て
ん
で
す
け
ど
、
お
じ
さ
ん
が

十
人
く
ら
い
か
な
、
向
こ
う
の
入
り
口
の
Ｔ
字
路
と
こ
っ
ち
と
で
、
僕
ら
行
く
と
ば
ー
っ
と
止
め
て
「
気
を
付
け

て
」
っ
て
。
「
何
を
大
袈
裟
な
こ
と
を
言
っ
て
ん
だ
よ
！
」
っ
て
気
分
悪
い
で
す
よ
。
今
の
日
本
の
工
事
現
場
、

あ
の
異
常
な
の
は
す
べ
て
自
己
責
任
を
求
め
な
い
こ
と
の
結
果
で
、
そ
れ
が
都
市
の
公
共
空
間
を
語
る
と
き
に
ど

う
し
て
も
外
せ
な
い
。
そ
れ
が
あ
る
限
り
、
さ
ら
に
良
い
空
間
を
求
め
て
と
い
う
方
向
が
思
考
停
止
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
現
実
が
在
り
ま
す
ね
。 

(図・27)クリティーバ
の花通り歩行者空間。 

＊(図・28)クリティー
バのバスシステム。 

＊(図・29)クリティー
バの２４時間通りアー
ケード商店街。 

 

 

 



【
質
疑
応
答
】 

 

■
自
己
責
任
回
避
は
世
間
の
常
識
に
な
っ
て
い
る
。
市
民
が
そ
れ
を
求
め
て
い
る
。 

〈
井
口
〉
道
路
の
構
造
と
か
交
通
に
関
す
る
法
律
や
規
則
は
ど
ん
ど
ん
厳
し
く
な
っ
て
、
歩
行
者
が
気
ま
ま
に
歩

け
る
状
況
が
ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
る
。
で
も
法
律
や
規
則
は
市
民
が
反
対
す
れ
ば
緩
め
た
り
無
く
し
た
り
で

き
る
わ
け
で
、
厳
し
く
な
っ
て
る
と
い
う
こ
と
は
市
民
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
る
わ
け
で
、
自
己
責
任
に
さ
れ
た

く
な
い
意
識
と
一
緒
で
、
結
局
は
市
民
が
そ
れ
を
求
め
て
い
る
と
し
か
言
え
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は
最
近
思

っ
て
る
ん
で
す
が
。 

〈
南
條
〉
自
己
責
任
回
避
が
と
に
か
く
す
ご
く
、
す
べ
て
が
そ
こ
に
い
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
、
僕
の
考
え
だ
と
。 

〈
井
口
〉
南
條
さ
ん
に
聞
き
た
い
の
は
、
自
己
責
任
一
つ
に
絞
っ
て
も
い
い
で
す
よ
。
日
本
人
は
今
後
自
己
責
任

を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
と
。
著
書
の
「
ボ
ッ
サ
・
ノ
ー
ヴ
ァ
な
建
築
考
」
に
ブ
ラ
ジ

ル
人
と
の
違
い
が
い
ろ
い
ろ
書
い
て
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
辺
に
も
結
び
付
く
ん
で
す
け
ど
ね
、
自
己

責
任
が
前
提
に
な
っ
て
る
ブ
ラ
ジ
ル
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
違
っ
て
日
本
は
、
自
己
責
任
意
識
の
低
い
人
間
が
使
う
街

と
い
う
こ
と
が
前
提
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
日
本
ら
し
い
街
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
と
い
う
の
が
今
日
の
僕
の
問
い

か
け
な
ん
で
す
よ
。
若
い
人
に
は
、
「
い
や
私
た
ち
自
己
責
任
も
て
ま
す
よ
。
街
の
姿
も
使
い
方
も
こ
れ
か
ら
は

変
わ
り
ま
す
よ
」
と
本
当
に
言
え
ん
の
、
そ
う
で
も
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
、
日
本
に
は
日
本
の
行
き
方
が
在
る
ん

じ
ゃ
な
い
の
、
と
い
う
問
い
か
け
で
す
。 

〈
南
條
〉
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
は
結
構
日
頃
か
ら
酒
飲
む
席
で
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
僕
の
、
今
み
た
い
な
の
聞
い
て
ま

す
か
ら
自
己
責
任
意
識
が
あ
る
は
ず
で
す
け
ど
。 

<

野
呂
〉
自
己
責
任
の
こ
と
は
時
々
考
え
て
ま
す
。
う
ち
の
子
供
が
今
保
育
園
に
通
っ
て
い
て
、
パ
パ
の
友
達
と

酒
を
呑
ん
だ
際
に
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。 

保
育
園
の
先
生
も
責
任
負
い
た
く
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
、
子
ど
も
が
「
保
育
園
で
怪
我
し
た
」
っ
て
と
き
に
は
ひ

た
す
ら
謝
ま
る
ん
で
す
。
子
ど
も
だ
か
ら
、
転
ん
で
怪
我
し
た
と
か
、
友
達
に
つ
つ
か
れ
て
怪
我
し
た
っ
て
い
う

こ
と
で
も
、
別
に
親
と
し
て
は
そ
ん
な
の
は
自
己
責
任
だ
か
ら
「
あ
ぁ
そ
う
」
っ
て
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
け

ど
も
、
先
生
に
ひ
た
す
ら
謝
ら
れ
る
ん
で
す
。
親
か
ら
文
句
が
出
な
い
よ
う
に
先
手
必
勝
と
い
っ
た
感
じ
で
す
よ
。

う
ち
は
区
立
の
保
育
園
に
行
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
も
、
役
所
の
人
た
ち
は
ひ
た
す
ら
事
を
荒
立
て
な
い
よ
う
に
す

る
し
、
だ
れ
も
攻
め
る
気
は
無
い
の
に
過
剰
反
応
す
ぎ
や
し
な
い
か
と
皆
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

〈
南
條
〉
も
っ
と
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
自
己
責
任
論
の
逸
話
を
報
告
す
る
と
ね
、
十
年
く
ら
い
前
井
上
洋
司
さ
ん
も
、

そ
れ
か
ら
土
田
旭
さ
ん
と
か
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
っ
た
と
き
に
、
私
が
す
ご
く
責
め
ら
れ
た
の
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
街
を

歩
い
て
て
、
や
っ
た
ら
み
ん
な
転
ぶ
ん
で
す
よ
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
み
ん
な
コ
ロ
コ
ロ
こ
け
て
ね
、
み
ん
な
ブ
ー

ブ
ー
、
ブ
ー
イ
ン
グ
。
要
す
る
に
日
本
の
道
っ
て
異
常
に
良
く
出
来
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
み
ん
な
そ
れ
に
慣
れ
て

る
。 

白
線
か
ら
横
断
歩
道
か
ら
何
か
ら
、
美
し
い
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
清
潔
で
し
ょ
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
ス
ト
リ
ー
ト
は

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
な
ん
で
す
が
、
ぶ
っ
壊
れ
て
、
穴
だ
ら
け
で
、
で
こ
ぼ
こ
だ
ら
け
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ん
で

す
よ
。
だ
も
ん
で
す
か
ら
日
本
か
ら
行
っ
た
識
者
の
先
生
、
土
田
さ
ん
な
ん
か
み
ん
な
歩
い
て
て
コ
ロ
コ
ロ
、
コ

ロ
コ
ロ
こ
け
る
ん
で
す
よ
。
何
で
そ
れ
が
自
己
責
任
か
と
言
う
と
、
世
界
中
、
中
国
行
っ
た
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
行
っ
た
っ
て
歩
道
っ
て
平
ら
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
注
意
し
て
歩
く
ん
だ
よ
。
だ
け
ど
日
本
は
こ
け
た

ら
す
ぐ
役
所
行
っ
て
訴
え
た
ら
治
療
費
が
出
る
か
ど
う
か
っ
て
そ
っ
ち
の
話
だ
か
ら
、
日
本
人
は
い
つ
の
ま
に
か

歩
き
方
ま
で
も
が
逆
の
意
味
で
い
び
つ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。 

<

井
上>

僕
も
ち
ょ
っ
と
ス
ペ
イ
ン
に
住
ん
で
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ん
て
無
い
ん
で
す

よ
。
美
し
い
景
色
が
続
く
崖
っ
ぷ
ち
を
走
る
ん
だ
け
ど
、
崖
の
上
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
あ
っ
た
ら
景
色
は
台
無
し

で
す
よ
ね
。
そ
れ
が
全
然
な
く
て
石
が
た
だ
三
メ
ー
ト
ル
お
き
く
ら
い
に
置
い
て
あ
る
だ
け
。
白
く
塗
っ
て
あ
る

ん
だ
ね
。
そ
の
間
を
ゆ
う
に
車
が
す
ぽ
ー
ん
と
抜
け
ら
れ
る
。
落
っ
こ
ち
る
ほ
う
が
悪
い
だ
ろ
み
た
い
な
。
そ
れ



が
ご
く
普
通
で
す
か
ら
ね
。
道
も
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
パ
リ
で
も
ど
こ
で
も
す
ご
く
歩
き
に
く
い
で
す
よ
。
歩
道

も
車
道
も
で
こ
ぼ
こ
で
す
し
。
で
も
街
は
美
し
い
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
は
自
己
責
任
っ
て
言
う
よ
り
、
生

活
す
る
態
度
っ
て
い
う
の
が
基
本
的
、
そ
の
う
え
に
成
立
し
て
る
の
で
は
な
い
か
と
、
僕
は
思
い
ま
す
け
ど
ね
。 

 

■
狭
山
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
は
、
日
本
人
が
求
め
る
、
日
本
独
自
の
都
市
空
間
だ
。 

<

井
口>

そ
の
話
の
続
き
に
な
る
ん
で
す
け
ど
も
、
狭
山
の
駅
広
、
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
を
見
ま
し
て
、
都
市
づ
く
り
パ

ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
賞
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
も
取
ら
れ
て
て
、
そ
の
通
り
だ
な
と
、
立
派
な
も
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
、
ほ
ん
と
に
よ
く
出
来
て
る
と
感
心
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
と
関
係
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
、

今
南
條
さ
ん
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
日
本
の
道
路
は
非
常
に
滑
ら
か
に
出
来
て
る
と
。
そ
れ
で
井
上
さ
ん
言
わ
れ
た
よ

う
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
必
ず
あ
る
と
。
車
も
人
も
快
適
に
か
つ
安
全
に
守
ら
れ
て
い
る
と
。
そ
う
い
う
意
味
で
こ

れ
は
完
璧
に
日
本
タ
イ
プ
の
空
間
だ
な
と
僕
思
っ
た
ん
で
す
よ
。 

こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
な
い
だ
ろ
う
し
、
イ
タ
リ
ア
に
も
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
探
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
に
も
な

い
と
思
い
ま
す
。
僕
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ど
っ
か
似
た
よ
う
な
経
験
し
た
か
な
と
考
え
て
み
る
と
、
ベ
ル
リ
ン
の
中

央
駅
（
ハ
ウ
プ
ト
バ
ー
ン
ホ
ッ
フ 

図
・
３
０
）
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
門
の
あ
た
り
に
官
庁
街
が
で
き
ま
し
た

ね
、
あ
そ
こ
に
一
番
近
い
と
こ
ろ
に
駅
が
出
来
て
て
、
そ
の
駅
舎
の
中
。
あ
れ
は
狭
山
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
に
近
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
し
駅
で
す
か
ら
こ
れ
は
建
築
で
す
け
ど
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。
機
能
的
で
清
潔
で
余
計
な

も
の
が
無
く
て
、
人
と
電
車
と
自
動
車
、
水
上
バ
ス
と
も
繋
が
っ
て
る
よ
う
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
見
事
に
効
率
よ

く
快
適
に
、
ま
る
で
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
。 

              

ス
カ
イ
テ
ラ
ス
は
交
通
広
場
が
在
っ
て
バ
ス
も
タ
ク
シ
ー
も
一
般
車
も
う
ま
く
処
理
さ
れ
て
る
。
そ
れ
か
ら
車
道

と
歩
道
の
区
別
も
き
っ
ち
り
出
来
て
る
。
歩
道
は
す
べ
て
フ
ラ
ッ
ト
、
そ
れ
か
ら
す
っ
き
り
と
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

安
全
柵
で
き
っ
ち
り
囲
ま
れ
て
て
、
人
が
ど
こ
ま
で
行
っ
て
い
い
の
か
は
決
ま
っ
て
る
。
人
と
車
が
交
わ
る
こ
と

は
無
い
。
周
り
の
建
物
も
ち
ゃ
ん
と
、
先
ほ
ど
こ
れ
は
舞
台
の
客
席
に
な
る
ん
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
け
ど
も
、
ま

さ
に
そ
ん
な
感
じ
で
作
ら
れ
て
る
。
す
べ
て
完
璧
に
計
画
さ
れ
て
る
な
と
僕
思
う
ん
で
す
よ
。 

僕
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
窮
屈
で
し
ょ
う
が
な
い
ん
で
す
よ
。
動
物
園
で
猿
の
檻
が
完
璧
に
作
ら
れ
て
て
、
自
分
が

猿
に
な
っ
て
る
と
い
う
状
態
で
す
ね
。
管
理
さ
れ
た
都
市
空
間
、
日
本
の
都
市
空
間
っ
て
い
う
の
は
ど
ん
ど
ん
そ

う
な
っ
て
行
っ
て
る
。
そ
れ
が
お
そ
ら
く
最
高
に
完
璧
に
出
来
た
の
が
狭
山
の
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
だ
ろ
う
と
、
僕
思

う
ん
で
す
よ
。
日
本
人
が
求
め
て
い
る
上
質
の
都
市
空
間
の
典
型
。
そ
れ
を
南
條
さ
ん
が
作
ら
れ
た
。 

 

 

＊(図・30)ベルリン中央駅は改札口の無い解
放された都市空間。 



南
條
さ
ん
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
体
験
、
ラ
テ
ン
系
の
体
験
持
た
れ
て
る
し
、
今
の
自
己
責
任
の
話
も
あ
る
。
そ
れ
で
あ

れ
だ
け
の
も
の
を
作
ら
れ
た
。
そ
の
時
に
何
か
自
分
の
中
で
日
本
で
は
こ
う
だ
と
、
こ
こ
で
は
こ
う
だ
と
い
う
そ

う
い
う
何
か
価
値
観
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

も
し
南
條
さ
ん
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
や
ら
れ
た
ら
あ
ん
な
空
間
作
ら
れ
て
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
日
本
だ
っ
た
ら
こ

れ
が
い
い
と
、
こ
れ
が
日
本
だ
と
い
う
よ
う
な
何
か
意
識
的
に
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
て
作
っ
た
の
か
、
無

意
識
だ
っ
た
け
ど
と
に
か
く
良
い
も
の
作
ろ
う
と
や
っ
て
る
う
ち
に
、
い
ろ
ん
な
条
件
が
重
な
っ
て
く
る
と
あ
あ

い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
か
。
そ
れ
を
僕
は
あ
そ
こ
歩
き
な
が
ら
、
南
條
さ
ん
が
こ
れ
や
っ
た

と
い
う
こ
と
は
相
当
悩
ま
れ
た
ん
だ
ろ
か
、
悩
ま
ず
に
こ
れ
や
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
、
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
す
ご
く

気
に
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
。 

<

南
條>

意
外
な
質
問
で
す
け
ど
、
い
い
質
問
し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
ま
と
も
に
お
答
え
出
来

な
い
。
個
人
的
な
心
境
、
生
き
様
に
関
わ
る
よ
う
な
話
だ
か
ら
ね
。
で
も
無
理
し
て
話
し
ま
す
。 

あ
ま
り
に
も
極
端
に
違
う
と
こ
ろ
に
十
年
居
っ
て
で
す
ね
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
何
も
デ
ザ
イ
ン
と
か
計
画
と
か
設

計
と
か
っ
て
こ
と
に
限
ら
ず
、
生
き
方
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
ま
る
っ
き
り
逆
な
も
ん
だ
か
ら
、
そ
っ
ち
の
喜
び

と
か
良
さ
を
知
っ
て
帰
っ
て
き
た
時
、
大
学
の
友
達
な
ん
か
僕
を
ほ
ん
と
に
嫌
な
や
つ
と
思
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

在
り
が
ち
な
こ
と
で
す
よ
ね
。
海
外
に
長
く
居
て
帰
っ
て
来
て
、
向
こ
う
は
良
か
っ
た
、
日
本
は
良
く
な
い
っ
て

話
を
す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
私
も
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
「
分
っ
た
、
分
っ
た
。
な
ん
で
お
前
帰

っ
て
き
た
ん
だ
よ
」
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
話
す
と
長
く
な
る
か
ら
察
し
て
く
だ
さ
い
。 

よ
っ
て
で
す
ね
、
違
い
は
分
か
っ
た
上
で
も
っ
て
、
自
分
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
浦
島
太
郎
状
態
の
中
で
、
女
房
、

子
供
抱
え
て
こ
れ
か
ら
事
務
所
を
日
本
で
や
っ
て
こ
う
と
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
「
ボ
ッ
サ
・
ノ
ー
バ
な
っ
建

築
考
」
に
い
っ
ぱ
い
書
い
て
る
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
く
と
し
て
で
す
ね
、
や
る
と
き
に
如
何
に
意
識
的
に
日
本
流

に
や
る
か
と
い
う
の
は
も
の
す
ご
い
プ
レ
シ
ャ
ー
と
い
う
か
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
と

き
に
元
の
南
條
に
戻
る
と
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
く
前
の
南
條
に
。
そ
う
す
る
と
つ
ま
ら
ね
え
、

理
屈
屋
の
い
か
に
も
東
大
生
ら
し
い
ね
、
そ
う
い
う
僕
で
す
よ
。 

僕
、
向
こ
う
に
行
っ
て
言
わ
れ
た
の
は
「
手
を
後
ろ
に
組
ん
で
議
論
す
る
」
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。
あ
っ
ち

で
は
イ
タ
リ
ア
の
連
中
な
ん
か
は
、
言
葉
下
手
な
ん
だ
け
ど
手
で
議
論
す
る
わ
け
で
し
ょ
。
僕
も
何
時
の
間
に
か

そ
ん
な
話
し
方
が
身
に
つ
い
て
た
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
と
き
に
あ
っ
ち
出
し
た
ら
必
ず
日
本
社
会
に
潰
さ
れ
る
と

思
っ
た
か
ら
、
い
か
に
日
本
に
馴
染
む
よ
う
に
す
る
か
っ
て
い
う
作
業
と
、
そ
の
中
で
な
ん
か
こ
う
目
立
つ
に
は

ブ
ラ
ジ
ル
を
全
部
消
し
去
る
ん
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
そ
う
い
う
出
し
ど
こ
ろ
と
ひ
っ
こ
め
ど
こ
ろ
の
せ
め
ぎ
合
い
み

た
い
に
ず
る
く
や
っ
て
き
て
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
お
っ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
、
も
の
の
見
事
に
見
破
ら
れ
た
な
っ
て

感
じ
が
す
る
。 

だ
け
ど
結
局
ど
っ
ち
ら
か
っ
て
言
う
と
日
本
流
に
ち
ゃ
ん
と
や
る
っ
て
い
う
ほ
う
を
多
分
勝
た
せ
て
や
っ
て
来
た

ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
三
十
年
も
っ
て
る
ん
で
す
よ
、
き
っ
と
。 

特
に
横
須
賀
の
時
は
強
烈
で
し
た
ね
。
あ
れ
だ
け
の
も
の
を
や
ら
せ
て
も
ら
え
る
立
場
に
つ
け
て
も
ら
っ
て
、
な

ん
か
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
や
っ
た
ら
申
し
訳
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
で
続
け
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
僕
を
受
け
入
れ
て
く
れ

た
歴
代
の
部
長
さ
ん
と
か
も
「
あ
ん
た
、
変
わ
っ
て
る
ね
」
っ
て
。
だ
か
ら
僕
の
付
き
合
っ
て
き
た
人
た
ち
み
ん

な
「
ブ
ラ
ジ
ル
帰
り
の
南
條
変
わ
っ
て
る
な
」
、
「
ま
あ
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
っ
て
、
そ
の
程
度
に
は
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
。
し
か
し
や
り
す
ぎ
る
と
「
日
本
の
道
路
交
通
法
忘
れ
た
の
か
」
っ
て
い
う
話
に
な
っ
ち
ゃ
う

と
こ
ろ
は
し
た
た
か
に
豹
変
す
る
っ
て
い
う
ズ
ル
さ
を
や
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
を
突
か
れ
て
る
ん
だ
ろ
な

と
思
い
ま
す
。
左
ハ
ン
ド
ル
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
ん
で
す
け
ど
、
さ
ら
っ
と
右
ハ
ン
ド
ル
に
変
え
ち
ゃ
う
器
用
さ

と
い
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
答
え
に
な
っ
て
な
い
け
ど
、
真
理
を
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
て
る
。 

<

井
口>

本
音
を
語
っ
て
頂
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
聞
い
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
こ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
タ
イ
ト
ル
に
「
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
の
事
例
を
参
考
に
」
と
書
い
て
ま
す
け
ど
、
別
に
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ

ア
が
良
い
と
、
日
本
も
そ
う
し
よ
う
や
と
い
う
意
味
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
も



そ
う
で
す
け
ど
、
そ
れ
と
日
本
が
あ
ま
り
に
も
違
う
。
言
っ
て
み
り
ゃ
生
活
の
価
値
観
が
根
本
的
に
違
う
。
そ
う

い
う
状
態
の
中
で
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
は
参
考
に
な
る
の
か
と
い
う
問
い
か
け
に
も
な
る
ん
で
す
。
今
話
聞
い
て

る
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
参
考
に
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
も
ん
や
っ
て
た
ら
日
本
じ
ゃ
仕
事
で
き
な
い
よ
と
い
う
ふ
う
に
聞

こ
え
る
ん
で
す
よ
。
と
い
う
こ
と
は
日
本
に
は
日
本
の
行
き
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
っ
た
ら
日
本
の

行
き
方
っ
て
の
は
何
だ
。
こ
れ
が
僕
が
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
確
か
め
た
い
と
こ
な
ん
で
す
よ
。 

 

■
整
理
整
頓
す
る
の
が
日
本
の
文
化
。
歩
車
道
を
き
ち
ん
と
分
け
る
「
歩
車
分
離
」
で
良
い
じ
ゃ
な
い
か
。 

<

栗
原>

そ
れ
は
井
口
さ
ん
極
端
で
す
よ
。
こ
の
前
僕
の
時
も
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
井
口
さ
ん
の
考
え
方
は
非
常
に

極
端
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

歩
車
道
を
き
ち
ん
と
分
離
し
て
る
。
白
線
が
あ
っ
て
車
が
走
る
と
こ
ろ
が
き
れ
い
に
分
る
よ
う
に
な
っ
て
る
。
何

が
悪
い
ん
で
す
か
。
そ
れ
が
無
い
方
が
本
当
に
良
い
ん
で
す
か
。 

井
口
さ
ん
は
無
い
方
が
良
い
み
た
い
な
こ
と
を
言
う
し
、
井
上
さ
ん
も
ス
ペ
イ
ン
は
そ
う
だ
っ
た
と
言
う
。 

で
も
そ
れ
が
ほ
ん
と
に
理
想
的
な
形
な
の
か
、
人
と
車
分
け
る
こ
と
が
悪
い
と
は
思
わ
な
い
。 

ど
っ
ち
か
っ
て
言
う
と
き
ち
ん
と
し
て
お
き
た
い
。
整
理
整
頓
も
き
ち
ん
と
し
た
い
の
が
日
本
の
伝
統
的
文
化
だ

か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
す
ご
く
良
い
と
思
う
。 

じ
ゃ
あ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ま
っ
た
く
参
考
に
な
ん
な
い
か
っ
て
言
う
と
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
彼
ら
の
や
り
方
が
あ
っ

て
文
化
が
違
う
か
ら
、
そ
の
中
で
要
素
と
し
て
良
い
も
の
が
在
れ
ば
、
そ
れ
を
日
本
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
入
れ
て

く
れ
ば
い
い
話
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。 

前
回
僕
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
井
口
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア
が
素
晴
ら
し
く
て
、
日
本
が
だ
め
だ
っ
て
喧
嘩
を
売
っ
て

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
今
日
は
喧
嘩
買
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
来
て
る
ん
で
す
よ
。 

<

井
口>

い
い
話
で
す
ね
。
こ
の
話
を
も
う
少
し
進
め
た
い
ん
で
す
け
ど
、
た
だ
し
、
良
い
悪
い
と
い
う
話
じ
ゃ
な

い
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
な
い
と
話
に
な
ら
な
い
。
好
き
か
嫌
い
か
、
ど
っ
ち
が
気
持
ち
い
い
か
の
話
し
な
ん

で
す
。 

僕
は
風
景
の
中
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
安
全
柵
が
無
い
方
が
好
き
。
人
も
車
も
ご
っ
ち
ゃ
の
ほ
う
が
好
き
。
無
い
と

危
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
か
何
だ
と
か
、
そ
れ
に
頼
る
国
民
性
が
良
い
か
悪
い
か
の
話
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
。
空
間
と

し
て
、
モ
ノ
の
存
在
と
し
て
好
き
か
嫌
い
か
。
風
景
と
し
て
ど
っ
ち
が
好
き
か
、
あ
る
い
は
ど
っ
ち
が
美
し
く
感

じ
る
か
と
言
っ
て
も
良
い
、
そ
ん
な
話
し
で
す
。 

僕
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
安
全
柵
が
在
る
と
目
障
り
で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
く
る
ん
で
す
け
ど
、
日
本
人
は
そ
ん
な
こ
と

別
に
気
に
し
て
な
い
よ
、
今
の
狭
山
の
駅
広
、
き
ち
ん
と
整
理
整
頓
さ
れ
て
て
あ
れ
非
常
に
気
分
良
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
、
み
ん
な
あ
れ
で
満
足
で
す
よ
と
い
う
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
を
確
か
め
た
い
ん
で
す
。
も
し
無
い
方
が
良

い
よ
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
の
や
り
方
が
参
考
に
な
る
。
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
参
考
に
な
ら

な
い
。
日
本
に
は
日
本
の
や
り
方
が
在
る
。
そ
う
い
う
話
で
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
も
そ
う
で
す
け
ど
、
あ
る
い
は
途
上
国
と
言
わ
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン

ド
の
街
で
も
日
本
の
街
の
よ
う
に
安
全
柵
や
植
栽
帯
で
仕
切
ら
れ
た
歩
道
は
無
い
で
す
よ
。
仕
切
り
の
な
い
歩
道

を
歩
い
て
い
る
と
日
本
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
自
由
な
解
放
感
が
在
る
。
僕
は
そ
っ
ち
を
歩
く
方
が
気
分
が
良
い
。

日
本
だ
け
が
独
特
の
歩
道
、
歩
行
者
空
間
を
発
展
さ
せ
て
い
る
ん
で
す
。 

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
歩
行
者
空
間
整
備
の
先
駆
け
に
な
る
仕
事
を
や
っ
た
横
浜
の
高
橋

志
保
彦
さ
ん
、
福
岡
の
梅
本
正
紀
さ
ん
た
ち
は
歩
道
と
車
道
の
区
切
り
を
無
く
す
こ
と
に
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

か
け
て
ま
す
よ
ね
。
安
全
柵
を
無
く
し
た
り
段
差
を
無
く
し
た
り
。
そ
の
頃
に
比
べ
る
と
今
は
ベ
ン
チ
も
か
な
り

自
由
に
置
け
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
デ
ザ
イ
ン
も
す
っ
き
り
と
安
定
し
て
き
た
。
し
か
し
歩
車
道
の
一
体
化
は
全

く
後
退
し
て
、
む
し
ろ
歩
車
分
離
が
常
識
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
そ
れ
と
も
こ
れ
は
後
退
と
い
う
よ
り
、
納
ま
る

べ
き
と
こ
ろ
に
納
ま
っ
て
き
た
と
い
う
べ
き
な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 



<
栗
原>

日
本
の
道
路
全
体
で
言
う
と
、
歩
道
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
か
横
断
防
止
柵
が
な
い
と
こ
ろ
の
方
が
多
い
で

す
が
、
都
心
部
と
か
広
幅
員
道
路
と
か
乱
横
断
し
た
ら
非
常
に
危
険
だ
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
道
路
管
理
者
だ
け
じ

ゃ
な
く
て
警
察
の
ほ
う
も
「
こ
れ
は
危
な
い
か
ら
付
け
て
く
れ
」
と
か
っ
て
話
が
出
て
来
ま
す
ね
。 

特
に
駅
広
な
ん
か
は
近
道
し
て
通
り
抜
け
た
が
る
人
が
い
る
と
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
と
か
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
来
て
、

特
に
バ
ス
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
く
る
と
見
通
し
も
悪
く
な
っ
て
危
な
い
っ
て
い
う
ん
で
、
横
断
防
止
柵
を
付
け
ざ

る
を
得
な
い
っ
て
こ
と
に
な
る
。 

日
本
全
体
で
は
歩
道
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
横
断
防
止
柵
も
な
い
道
路
の
方
が
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
多
い
ん
で
す
よ
。
歩

道
は
段
差
あ
る
か
ら
そ
れ
で
車
入
っ
て
こ
な
い
っ
て
前
提
で
作
っ
て
ま
す
か
ら
ね
。
井
口
さ
ん
は
特
に
人
と
車
が

行
き
交
う
中
心
市
街
地
で
安
全
柵
が
多
す
ぎ
る
、
歩
道
の
段
差
も
高
す
ぎ
て
目
障
り
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

そ
れ
も
場
所
に
よ
る
し
、
状
況
に
よ
る
。
状
況
に
よ
っ
て
う
ま
く
使
い
分
け
る
っ
て
い
う
の
が
あ
る
程
度
出
来
て

る
よ
う
に
僕
は
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。 

つ
い
で
に
言
っ
ち
ゃ
う
と
、
日
本
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
よ
う
な
歩
車
共
存
道
路
は
馴
染
ま
な
い
な
と
、
僕
は

思
っ
て
る
。
ど
う
し
て
も
人
は
歩
道
ば
っ
か
り
歩
く
し
、
車
も
結
構
跳
ば
し
て
通
っ
ち
ゃ
う
と
か
ね
。
な
か
な
か

馴
染
め
て
な
い
な
っ
て
い
う
の
が
感
想
で
す
。
日
本
人
に
は
キ
ッ
チ
リ
整
理
し
て
分
け
た
、
安
心
し
て
歩
け
る
道

路
の
方
が
性
に
合
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

 

■
安
全
柵
な
ん
か
に
縛
ら
れ
な
い
自
由
な
都
市
空
間
。
街
は
使
い
方
次
第
で
気
に
入
っ
た
場
所
に
な
る
。
若
い
子

の
感
覚
っ
て
昔
か
ら
そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

<

小
切
山>

人
も
車
も
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
な
感
じ
、
街
な
か
に
安
全
柵
が
な
い
方
が
好
き
か
ど
う
か
っ
て
い
う
井
口
さ

ん
の
問
い
か
け
で
す
け
ど
も
、
僕
も
そ
れ
は
好
き
で
す
。
「
広
場
は
こ
う
使
え
」
み
た
い
な
、
「
み
ん
な
こ
っ
ち

に
行
こ
う
よ
」
み
た
い
な
矢
印
が
ち
ょ
っ
と
窮
屈
に
感
じ
る
な
と
は
正
直
思
っ
て
ま
し
た
。
多
様
性
と
言
え
ば
固

く
な
り
ま
す
け
ど
、
あ
れ
も
出
来
て
こ
れ
も
出
来
て
の
方
が
良
い
の
か
な
っ
て
、
話
を
聞
き
な
が
ら
思
っ
て
ま
し

た
。 

「
全
員
こ
う
や
っ
た
ら
正
解
じ
ゃ
ん
」
み
た
い
な
も
の
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
は
な
ん
と
な
く
思
っ
て
い
て
、

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
る
よ
う
な
街
の
楽
し
さ
も
わ
か
る
し
、
六
本
木
の
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
公
園
に
座
っ
て
ぼ

ー
っ
と
し
て
る
の
だ
っ
て
す
ご
い
気
持
ち
い
い
し
、
そ
う
い
っ
た
多
様
性
を
実
は
僕
ら
若
い
子
っ
て
、
思
っ
て
る

以
上
に
巧
み
に
扱
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
う
ん
で
す
ね
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広
場
の
今
の
最
大
の
テ
ー
マ
が
如
何
に
使
う
か
っ
て
話
、
先
ほ
ど
井
口
さ
ん
も
言
っ
て
た
ん
で
す

け
ど
、
僕
ら
若
い
子
の
感
覚
っ
て
そ
こ
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
っ
て
。
日
本
の
社
会
っ
て
僕
ら
か
ら
し
た
ら

「
十
分
成
熟
し
て
る
じ
ゃ
ん
」
み
た
い
な
。
堅
苦
し
く
て
、
凝
り
固
ま
っ
て
る
け
ど
、
で
も
そ
ん
な
こ
と
気
に
せ

ず
に
自
由
に
使
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
み
た
い
な
感
覚
で
居
る
っ
て
い
う
か
。 

<

井
口>

堅
苦
し
い
と
思
っ
て
ま
す
？ 

今
の
都
市
空
間
。 

<
 

小
切
山>

一
概
に
ぱ
っ
と
は
言
え
な
い
な
と
思
っ
ち
ゃ
う
の
は
、
普
段
は
面
白
く
な
い
な
っ
て
思
っ
て
る
よ
う

な
場
所
で
も
ひ
と
た
び
お
祭
り
と
か
あ
っ
た
ら
そ
れ
だ
け
で
好
き
な
場
所
に
な
る
っ
て
い
う
か
。 

僕
は
初
め
て
長
崎
の
平
和
記
念
公
園
に
行
っ
た
と
き
に
「
す
げ
ー
つ
ま
ん
ね
ー
場
所
だ
な
」
っ
て
正
直
思
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
そ
の
次
行
っ
た
と
き
に
す
ご
い
暑
い
日
で
ち
り
ん
ち
り
ん
ア
イ
ス
が
あ
る
。
売
っ
て
た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
買
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
場
所
が
楽
し
く
思
え
た
。
そ
ん
な
こ
と
言
い
始
め
た
ら
元
も
子
も
な
い
じ
ゃ
ん
み

た
い
な
、
議
論
の
余
地
に
も
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
実
は
若
い
子
の
感
覚
っ
て
い
か
に
使
う
か

に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
。
昔
か
ら
そ
う
だ
っ
て
言
わ
れ
た
ら
そ
う
な
の
か
も
し
ん
な
い
で
す
け
ど
。

話
聞
い
て
て
な
ん
か
そ
れ
を
す
ご
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

<

井
口>

小
切
山
さ
ん
の
話
聞
い
て
る
と
日
本
は
素
晴
ら
し
い
空
間
と
か
、
い
ろ
ん
な
空
間
が
あ
っ
て
使
い
方
次
第

で
結
構
楽
し
い
と
。
日
本
の
町
っ
て
結
構
い
い
じ
ゃ
ん
と
。
使
い
方
次
第
だ
よ
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
聞
こ
え
ま
す

け
ど
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
受
け
取
っ
て
い
い
の
か
し
ら
。 



<
小
切
山>

で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
再
発
見
す
る
よ
う
な
活
動
の
方
が
よ
く
目
に
つ
く
っ
て
い
う
の
は
あ

る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
け
ば
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ど
っ
か
で
「
誰
か
が
パ
ー
テ
ィ
ー
や

っ
て
る
ぜ
」
み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
て
、
こ
こ
の
広
場
で
今
度
な
ん
か
の
イ
ベ
ン
ト
や
る
よ
み
た
い
な
話
と
か

も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
上
が
っ
て
て
。
結
局
そ
う
い
う
流
れ
に
な
っ
て
る
の
か
な
っ
て
い
う
か
、
使
う
側
の
力
量
と
い

う
か
、
そ
う
い
う
部
分
に
か
な
り
委
ね
ら
れ
て
る
社
会
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
っ
て
、
若
い
人
は
敏
感
に
そ
っ
ち

の
ほ
う
を
選
ん
で
、
選
択
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。 

<

工
藤>

私
は
小
切
山
さ
ん
が
言
っ
た
こ
と
は
す
ご
く
共
感
で
き
て
、
確
か
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
か
ね
、
僕
も
そ

う
な
ん
だ
け
ど
、
話
題
が
す
ご
く
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
き
交
っ
て
る
。 

イ
ベ
ン
ト
情
報
と
か
全
部
早
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
や
っ
ぱ
り
今
の
若
い
人
た
ち
、
う
ち
の
娘
も
そ
う
い
う
の
で

結
構
遊
ん
で
ま
す
よ
ね
。
大
人
が
思
う
ほ
ど
に
広
場
が
ど
う
の
こ
う
の
と
か
固
く
考
え
て
な
く
て
、
あ
そ
こ
に
何

が
あ
っ
た
ら
行
く
と
か
、
若
い
人
は
そ
れ
で
結
構
今
楽
し
ん
で
る
。 

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
も
、
モ
ノ
を
作
っ
て
き
た
第
一
世
代
の
方
が
今
も
ず
っ
と
頑
張
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
そ
れ
に
続
く
第

二
世
代
、
第
三
世
代
の
顔
が
見
え
な
い
、
ど
う
な
っ
て
ん
だ
ろ
う
な
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
第
一
世
代
の

方
お
元
気
で
良
い
ん
で
す
け
ど
も
、
も
う
少
し
ち
ょ
っ
と
違
う
意
見
を
、
彼
み
た
い
な
三
十
代
の
新
し
い
意
見
を

足
せ
ば
新
し
い
展
開
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。
小
切
山
さ
ん
堅
苦
し
い
っ
て
言
っ
て
た
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
や
っ
ぱ
り
私
も
ち
ょ
っ
と
そ
れ
感
じ
ま
す
ね
。
良
い
こ
と
言
う
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

■
日
本
の
曖
昧
な
空
間
感
覚
、
そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
テ
ー
マ
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。 

<

井
上>

も
と
も
と
日
本
人
は
縁
側
の
空
間
の
よ
う
に
、
な
ん
と
な
く
空
間
を
分
け
る
っ
て
い
う
技
法
が
実
に
巧
み

な
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
を
伝
統
的
に
は
持
っ
て
た
ん
で
す
。
た
だ
車
社
会
に
入
っ
て
今
ま
だ
過
渡
期
だ
と

僕
は
思
っ
て
い
て
、
長
い
間
に
は
多
分
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
安
全
柵
の
今
出
て
る
よ
う
な
議
論
が
も
う
ち
ょ
っ
と
成

熟
し
て
く
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。 

昔
日
本
は
馬
車
の
時
代
が
無
か
っ
た
で
す
か
ら
、
馬
車
の
時
代
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
車
と
人
の
接
点
の
歴
史
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
だ
い
ぶ
違
う
わ
け
で
す
よ
ね
。
人
が
成
熟
し
て
く
る
っ
て
い
う
の
は
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て

成
熟
す
る
わ
け
で
、
日
本
は
と
り
あ
え
ず
一
回
き
ち
っ
と
分
け
る
っ
て
い
う
の
を
今
は
や
っ
て
る
と
思
う
ん
で
す
。

空
間
感
覚
っ
て
い
う
の
は
ご
存
知
の
よ
う
に
日
本
人
は
巧
み
に
あ
い
ま
い
な
空
間
を
見
事
に
仕
切
り
分
け
る
っ
て

い
う
手
法
、
例
え
ば
言
葉
で
言
う
と
「
結
界
」
み
た
い
な
も
の
を
使
う
の
が
昔
か
ら
得
意
で
す
か
ら
、
人
と
車
の

関
係
も
必
ず
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

多
分
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
の
面
々
は
そ
の
中
の
一
部
分
を
ど
っ
か
の
と
こ
ろ
で
多
分
無
意
識
の
う
ち
に
や
る
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
南
條
さ
ん
の
狭
山
を
僕
見
て
な
い
ん
で
何
と
も
言
え
な
い
ん
で
す
け
ど
、
部
分
的
に
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の

か
な
っ
て
、
つ
ま
り
完
璧
に
こ
う
な
っ
て
る
っ
て
い
う
の
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
南
條
さ
ん
の
持
っ
て
る
あ
い
ま

い
な
日
本
要
素
み
た
い
な
や
つ
が
出
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
っ
て
い
う
気
は
し
ま
す
け
ど
ね
。 

 

■
日
本
は
線
を
極
め
る
文
化
。
美
し
い
安
全
柵
が
あ
り
得
る
か
も
？ 

<

冨
岡>

僕
の
会
社
は
安
全
柵
を
作
っ
て
売
っ
て
る
会
社
な
ん
で
す
が
、
そ
の
中
で
い
ろ
ん
な
プ
ロ
ダ
ク
ト
だ
と
か

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
々
に
こ
と
あ
る
ご
と
に
聞
い
て
る
ん
で
す
が
、
考
え
る
と
き
に
線
で
考
え
る
の
か
面
で
考
え
る

の
か
っ
て
聞
き
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
線
っ
て
言
い
ま
す
。
日
本
の
図
面
の
美
し
さ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
図

面
の
美
し
さ
、
図
面
で
見
る
と
き
ど
っ
ち
が
美
し
い
か
。
僕
日
本
の
図
面
が
一
番
美
し
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

な
ん
で
か
っ
て
言
う
と
線
が
き
れ
い
だ
か
ら
。
と
こ
ろ
が
実
際
で
き
た
も
の
っ
て
面
と
面
の
ぶ
つ
か
り
合
い
な
ん

で
す
よ
ね
。
面
と
面
が
ぶ
つ
か
っ
た
結
果
そ
こ
に
線
が
あ
る
だ
け
な
ん
で
す
。
彼
ら
は
そ
こ
ま
で
考
え
て
図
面
画

い
て
る
か
ら
図
面
は
別
に
き
れ
い
じ
ゃ
な
く
て
も
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
が
き
れ
い
だ
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
？
っ

て
い
う
感
覚
に
見
え
ち
ゃ
う
ん
で
す
。 



安
全
柵
な
ん
て
図
面
の
中
じ
ゃ
線
な
ん
で
す
。
単
純
に
線
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
実
質
空
間
で
は
そ
れ
が
起
き
上

が
っ
て
き
ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
瞬
間
に
日
本
の
風
景
っ
て
な
ん
か
だ
め
に
な
る
な
っ
て
常
々
思
っ
て
て
。
た

だ
日
本
は
線
を
極
め
た
民
族
だ
と
僕
は
思
っ
て
ま
し
て
、
室
町
か
ら
脈
々
と
続
い
て
る
絵
画
の
世
界
で
は
ひ
た
す

ら
線
を
追
い
か
け
て
、
線
を
き
れ
い
に
画
面
の
中
に
描
い
て
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
油
絵
の
具
で
べ
と
っ
と
面
を
ぶ

つ
け
て
い
く
。
そ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
極
め
た
社
会
で
、
日
本
の
線
の
美
し
さ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
々
も
認
め
て
い
る

も
の
で
す
。
そ
の
線
を
極
め
る
こ
と
で
、
安
全
柵
も
新
し
い
何
か
を
日
本
人
作
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
、
す

ご
い
極
論
で
す
け
ど
僕
は
思
っ
て
ま
す
。 

<

井
口>

確
か
に
そ
れ
は
そ
れ
で
す
ご
く
頑
張
っ
た
成
果
が
出
て
ま
す
ね
。
栗
原
さ
ん
の
越
谷
も
そ
う
だ
し
、
南
條

さ
ん
が
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
の
都
市
計
画
道
路
沿
い
で
や
ら
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
た
安
全
柵
は
、
存

在
感
を
出
来
る
だ
け
無
く
そ
う
と
す
る
新
鮮
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
ね
（
図
・
３
１
）
。 

             

■
利
権
化
、
産
業
化
し
て
い
る
日
本
の
公
共
空
間
。
そ
れ
が
風
景
を
壊
し
て
る
こ
と
も
あ
る
。 

<

吉
田>

な
ん
で
檻
の
よ
う
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
だ
ら
け
な
ん
で
す
か
ね
。
フ
ェ
ン
ス
だ
ら
け
に
す
る
こ
と
が
本
当
に

良
い
の
か
僕
も
よ
く
分
ら
な
い
。
な
ん
か
業
界
と
か
国
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
安
全
性
を
売
り
物
に
し
て
ど
ん
ど

ん
金
使
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。 

<

井
口>

そ
れ
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。 

<

吉
田>

日
本
は
す
ご
く
金
あ
る
な
と
思
い
ま
す
。 

<

井
口>

い
や
、
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
だ
よ
ね
。 

<

工
藤>

そ
れ
は
あ
り
ま
す
よ
、
警
察
の
仕
事
で
予
算
が
大
幅
に
減
る
事
は
、
地
方
を
除
き
あ
ま
り
な
い
。
そ
れ
は

す
ご
く
強
い
で
す
。 

<

吉
田>

道
路
の
白
線
も
塗
ら
せ
る
し
、
す
ご
い
量
だ
よ
。 

<

工
藤>

予
算
確
保
っ
て
い
う
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
を
消
化
す
る
た
め
に
業
者
さ
ん
っ
て
い
う
仕
事
。 

<

井
口>

そ
れ
で
潤
う
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
る
み
た
い
で
す
ね
。
命
に
係
わ
る
、
人
の
安
全
の
た
め
と
言
わ
れ

る
と
何
に
も
反
論
出
来
な
い
。
市
民
は
良
く
や
っ
て
く
れ
た
、
む
し
ろ
も
っ
と
や
っ
て
く
れ
と
思
っ
て
る
。
だ
け

ど
そ
れ
が
都
市
の
雰
囲
気
や
風
景
を
駄
目
に
し
て
る
っ
て
と
こ
も
本
当
は
も
う
ち
ょ
っ
と
・
・
・
。 

<

吉
田>

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
そ
れ
か
ら
車
道
の
白
線
。
最
近
自
転
車
道
を
ブ
ル
ー
に
塗
っ
た
り
と
か
ね
。
あ
ん
な
の

一
年
お
き
に
塗
ら
な
き
ゃ
だ
め
だ
か
ら
エ
ン
ド
レ
ス
に
す
ご
く
金
か
か
り
ま
す
よ
。 

<

工
藤>

東
北
の
震
災
の
後
で
白
線
の
工
事
が
い
っ
ぱ
い
出
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
東
京
が
震
災
起
き
た
と
き
に
周

り
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
全
部
車
線
を
塗
り
替
え
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
何
億
っ
て
発
注

し
た
ん
で
す
ね
。
す
ご
い
金
で
す
よ
。 

 

 

＊(図・31)狭山市駅前の都市計画道路上諏
訪線の歩車道境界に設置された安全柵には
ステンレス製のワイヤーが使われている。 



<
吉
田>

昨
日
あ
る
委
員
会
が
あ
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
場
で
す
け
ど
、
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
近
く
で
、
海

を
全
部
閉
め
な
い
と
波
が
立
つ
か
ら
護
岸
を
つ
く
っ
て
閉
め
る
。
そ
れ
が
微
妙
に
段
差
が
あ
り
、
こ
っ
ち
が
高
く

て
こ
っ
ち
が
低
い
、
途
中
ま
で
い
っ
て
ま
た
ち
ょ
っ
と
下
が
っ
て
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
景
色
と
し
て
は

な
る
べ
く
平
ら
な
方
が
き
れ
い
な
の
で
、
こ
っ
ち
を
上
げ
る
こ
と
出
来
な
い
か
と
か
と
い
う
意
見
が
で
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
辺
り
の
条
件
は
き
つ
く
、
護
岸
の
荷
重
が
い
く
ら
に
な
っ
て
い
て
、
ま
た
ま
た
土
地
も
ぎ
り
ぎ
り
で

そ
れ
を
切
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
う
こ
と
で
、
結
局
た
い
し
た
こ
と
が
出
来
な
い
。
「
今
回
、
景
観
の
議
論
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
条
件
を
飲
む
と
何
を
議
論
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
？
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
最

終
的
に
は
、
色
彩
く
ら
い
は
変
更
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
僕
た
ち
の
出
番
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と

で
す
が
、
色
と
か
表
面
的
な
こ
と
だ
け
に
さ
れ
る
の
も
悔
し
い
で
す
ね
。
ほ
ん
と
う
は
景
観
デ
ザ
イ
ン
は
も
う
少

し
構
造
的
な
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
さ
っ
き
言
っ
た
自
己
責
任
と
も
関
わ
っ
て
る
と
思
う
け
ど
、

今
の
と
こ
ろ
突
破
口
が
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
で
す
ね
。 

 

■
国
民
と
か
市
民
の
顔
色
を
窺
う
役
所
。
そ
こ
か
ら
来
る
「
納
得
し
か
ね
る
」
デ
ザ
イ
ン
の
壁
。 

<

山
名>

南
條
さ
ん
に
横
須
賀
と
狭
山
市
の
話
を
し
て
頂
い
て
、
両
方
と
も
ど
っ
ち
か
と
言
う
と
全
体
の
こ
と
を
話

し
て
お
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
部
分
的
な
形
、
空
間
の
話
を
少
し
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す
け
ど
、
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
っ
た
結
果
、
「
私
が
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い
と
思
っ
た
け
れ
ど
も
出
来
な
か
っ
た
」
と
か
、
そ
う
い

う
話
を
お
聞
き
し
た
い
。 

さ
っ
き
も
話
に
出
た
ん
で
す
け
ど
、
役
所
が
入
る
と
南
條
さ
ん
の
思
い
と
合
わ
な
い
部
分
が
非
常
に
増
え
て
く
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
私
は
公
務
員
や
っ
て
ま
し
た
け
ど
も
、
役
所
は
ど
こ
を
見
て
る
か
と
言
う
と
、
国
民
と
か
市

民
の
も
の
の
考
え
方
を
見
て
る
ん
で
す
ね
、
何
か
と
言
う
と
事
故
が
起
き
る
と
お
上
が
悪
い
と
非
難
さ
れ
る
。
例

え
ば
水
辺
を
作
っ
た
と
き
に
柵
を
作
ん
な
い
で
、
子
供
池
に
落
ち
ち
ゃ
い
ま
し
た
と
。
そ
れ
は
柵
を
作
ん
な
か
っ

た
管
理
者
が
悪
い
と
。
そ
う
す
る
と
管
理
者
は
言
わ
れ
る
前
に
柵
を
作
っ
ち
ゃ
う
、
そ
し
て
い
ろ
ん
な
ル
ー
ル
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
ど
う
も
あ
る
。 

成
熟
社
会
で
は
自
己
責
任
が
も
う
少
し
意
識
さ
れ
る
の
か
な
と
い
う
思
い
も
あ
っ
て
、
今
は
そ
こ
を
使
う
人
の
自

己
責
任
は
ほ
と
ん
ど
な
く
て
、
役
所
の
責
任
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
従
っ
て
役
所
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
ち
ゃ
う
ん

で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
非
常
に
苦
労
さ
れ
た
の
か
な
と
思
っ
て
聞
い
て
ま
し
た
。
南
條
さ
ん
の
思
い
が

実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
か
な
か
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
と
い
う
話
が
あ
れ
ば
、
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い

な
と
い
う
の
が
私
の
質
問
な
ん
で
す
け
ど
ね
。 

<

南
條>

い
や
も
う
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
通
り
の
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
そ
れ
満
載
で
す
よ
ね
。
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ

と
は
こ
と
ご
と
く
怒
ら
れ
て
、
特
に
横
須
賀
の
ほ
う
は
そ
う
で
す
け
ど
ね
。 

例
え
ば
照
明
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
面
出
薫
さ
ん
は
、
六
層
吹
き
抜
け
の
ア
ト
リ
ウ
ム
に
天
井
の
照
明
器
具
を

付
け
な
い
っ
て
言
う
ん
で
す
よ
。
い
い
で
す
よ
ね
、
天
井
の
照
明
な
ん
か
使
う
必
要
な
い
ん
だ
か
ら
。
各
フ
ロ
ア

に
は
フ
ロ
ア
照
明
が
あ
る
し
、
そ
れ
の
漏
れ
日
を
ち
ゃ
ん
と
調
節
し
て
全
体
に
必
要
な
明
る
さ
は
確
保
し
て
い
る
。

地
上
十
五
メ
ー
ト
ル
飛
ん
で
る
蚊
や
ハ
エ
に
光
を
与
え
て
や
る
必
要
無
い
わ
け
で
、
フ
ロ
ア
で
新
聞
読
む
わ
け
で

も
な
い
ん
だ
。
だ
け
ど
そ
れ
を
や
ろ
う
と
し
た
と
き
に
「
は
ぁ
？
」
っ
て
言
う
わ
け
で
す
よ
、
役
所
の
営
繕
の
人

は
。
と
に
か
く
天
井
に
は
シ
ー
リ
ン
グ
ラ
イ
ト
が
在
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
て
、
無
か
っ
た
ら
市
民
か
ら
「
何
で

な
い
ん
だ
？
」
っ
て
言
わ
れ
る
。
そ
っ
か
ら
一
歩
も
引
か
な
い
わ
け
で
す
よ
。
そ
ん
な
の
ば
っ
か
し
で
し
た
よ
。 

そ
う
い
う
の
っ
て
僕
楽
し
む
タ
イ
プ
だ
か
ら
、
「
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
・
・
・
」
と
か
何
と
か
言
っ
て
ね
、
「
じ
ゃ
あ

こ
こ
や
ら
せ
て
や
る
な
」
と
か
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
そ
の
割
に
は
と
ん
が
っ
た
部
分
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん

ど
ん
丸
ま
っ
て
、
「
デ
ザ
イ
ン
も
う
一
歩
だ
な
」
と
か
な
ん
と
か
審
査
員
に
言
わ
れ
て
ま
す
け
ど
。
そ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
か
っ
て
言
う
と
僕
に
言
わ
せ
れ
ば
、
「
そ
ん
な
の
織
り
込
み
済
み
で
す
よ
」
と
。
要
す
る
に
引
き
際
っ

て
い
う
か
、
こ
れ
以
上
つ
っ
ぱ
る
と
む
し
ろ
実
現
し
な
い
方
向
に
行
っ
ち
ゃ
う
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
僕
は
引
い
て



る
。
調
整
型
で
や
っ
て
ま
す
か
ら
ね
仕
事
は
。
だ
か
ら
山
名
さ
ん
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う
な
こ
と
は
随
所
に
あ
り

ま
す
。 

ボ
ー
ダ
ー
も
そ
う
、
歩
道
と
公
開
空
地
を
仕
切
る
植
栽
帯
の
ボ
ー
ダ
ー
は
一
切
入
れ
な
い
よ
う
に
ね
、
僕
は
入
れ

な
い
の
は
当
然
だ
と
思
っ
て
る
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
井
上
さ
ん
も
当
然
だ
と
思
っ
て
る
。
と
こ
ろ
が
道
路
を
管

理
す
る
役
所
に
し
て
み
り
ゃ
な
ん
だ
こ
い
つ
っ
て
い
う
わ
け
で
す
。
ボ
ー
ダ
ー
入
れ
る
の
当
た
り
前
だ
っ
て
い
う

わ
け
で
す
。
何
か
あ
っ
た
時
の
管
理
責
任
の
問
題
が
あ
る
と
言
う
ん
で
す
。 

で
も
入
れ
な
か
っ
た
。
ボ
ー
ダ
ー
代
わ
り
に
淡
路
瓦
の
ベ
ー
ブ
メ
ン
ト
に
し
て
、
し
か
も
ギ
ザ
ギ
ザ
に
入
れ
た
ら

「
揃
え
ろ
」
っ
て
怒
ら
れ
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
こ
に
植
え
て
た
地
被
類
が
今
行
く
と
上
を
歩
く
人
が
踏
ん
づ
け
て

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
る
。
私
た
ち
が
意
図
し
た
よ
う
に
歩
道
と
公
開
空
地
が
一
体
に
な
っ
て
、
当
初
よ
り
も
感

じ
良
く
な
っ
て
ま
す
。 

<

野
呂>

南
條
が
多
分
思
っ
て
て
言
わ
な
い
の
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
関
係
で
す
ね
。
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
は
発
注
し
て
る
側
で
、
「
こ
う
い
う
街
を
作
り
た
い
、
だ
か
ら
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
あ
な
た
」
っ
て
言
っ

て
仕
事
を
任
せ
て
く
れ
て
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
役
割
で
い
い
仕
事
を
す
る
。 

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の
授
賞
式
を
見
て
い
て
思
っ
た
ん
だ
け
ど
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
あ
ん
ま
り
目
立
た
な
い
で
す
。

持
て
囃
さ
れ
る
の
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
監
督
で
す
ね
。
だ
け
ど
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
力
が
先
ず
有
っ
て
素
晴
ら

し
い
映
画
が
出
来
る
と
い
う
背
景
は
あ
り
ま
す
。 

僕
も
最
初
に
事
業
主
に
会
っ
て
話
す
の
は
、
良
い
も
の
作
ろ
う
と
し
た
ら
「
僕
ら
に
出
来
る
の
は
五
〇
％
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
残
り
の
五
〇
％
は
作
ら
せ
る
あ
な
た
達
の
力
で
す
。
両
方
が
合
わ
さ
っ
て
初
め
て
百
％
の
良
い
も
の

が
出
来
る
の
で
す
」
っ
て
話
す
ん
で
す
よ
ね
。 

で
す
か
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
志
が
低
い
と
い
く
ら
良
い
提
案
で
も
実
現
し
な
い
事
が
あ
っ
て
、
何
か
消
化
不
良

な
結
果
に
終
わ
る
事
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

 

■
日
本
の
建
築
は
不
動
産
じ
ゃ
な
く
て
動
産
。
そ
れ
が
街
の
形
を
作
っ
て
い
る
。 

<

野
呂>

南
條
が
最
初
に
言
っ
て
い
た
話
で
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
き
ち
ん
と
し
た
階
級
社
会
が
在
る
か
ら
リ
ー
ダ

ー
が
ち
ゃ
ん
と
育
つ
と
思
う
ん
で
す
。
昔
は
日
本
に
も
階
級
社
会
が
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
戦
争
で
建

物
も
階
級
社
会
も
消
失
し
て
し
ま
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
が
育
ち
に
く
い
環
境
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
リ

ー
ダ
ー
が
不
在
だ
と
ど
う
し
て
も
統
制
は
取
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。 

戦
前
は
都
市
だ
と
七
割
く
ら
い
の
住
民
が
借
家
に
住
ん
で
い
て
、
土
地
を
持
っ
て
い
た
の
は
財
閥
と
か
大
金
持
ち

し
か
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
街
は
一
部
の
富
豪
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
た
と
言
っ
て
良
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
で
全
部
焼
か
れ
た
と
き
、
戦
勝
国
が
や
っ
た
の
は
財
閥
解
体
や
権
力
の
分
散
で
す
よ
ね
。
市
民
が
土
地
を
取

得
し
易
く
し
た
の
も
、
出
来
る
だ
け
権
力
が
集
中
し
な
い
様
に
す
る
為
だ
っ
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
す
る
と
権
利
者
が
多
く
な
り
益
々
統
制
は
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
僕
ら
は
何
気
な
く
不
動
産
っ
て
言
う
ん
で
す
け
ど
、
日
本
の
建
物
っ
て
本
当
の
意
味
で
不
動
産
じ
ゃ

な
く
、
動
産
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
海
外
で
は
、
建
物
に
手
を
入
れ
て
同
じ
よ
う
に
建
て
替
え
た
り
、
修
理

し
た
り
し
て
使
っ
て
る
。
日
本
で
は
建
物
は
二
十
年
と
か
三
十
年
し
た
ら
資
産
価
値
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
よ
ね
。
み
ん
な
不
動
産
っ
て
言
っ
て
る
け
ど
ほ
ん
と
は
建
物
は
不
動
産
じ
ゃ
な
く
て
動
産
な
ん
で
す
。
不
動
産

っ
て
い
う
考
え
方
だ
っ
た
ら
み
ん
な
が
そ
れ
を
守
る
っ
て
意
識
が
芽
生
え
る
と
思
う
の
で
す
が
、
動
産
だ
と
何
で

も
あ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
無
意
識
の
精
神
構
造
も
街
の
形
に
影
響
し
て
る
の
か
な
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。 

 ■
南
條
さ
ん
が
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
ラ
テ
ン
感
覚
が
在
る
と
し
た
ら
・
・
・ 

〈
井
口
〉
狭
山
、
横
須
賀
で
も
い
い
で
す
け
ど
、
「
実
は
こ
こ
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
・
・
・
」
み
た
い
に
南
條
さ
ん
の

ラ
テ
ン
感
覚
が
入
っ
て
る
と
こ
ろ
は
あ
る
ん
で
す
か
？ 



<
南
條>

ラ
テ
ン
感
覚
っ
て
い
う
ふ
う
に
僕
は
意
識
し
て
な
い
か
ら
何
と
も
言
え
な
い
ん
だ
け
ど
、
あ
る
と
は
思
い

ま
す
ね
。 

仮
に
機
能
か
情
緒
か
っ
て
い
う
か
、
機
能
と
空
間
性
、
美
的
な
こ
と
を
対
立
的
に
捉
え
て
ど
っ
ち
採
る
か
と
な
る

と
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ほ
う
が
絶
対
に
選
択
の
幅
は
広
い
ん
で
す
よ
。 

日
本
は
あ
ま
り
に
も
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
行
政
の
求
め
る
こ
と
が
機
能
の
ほ
う
で
、
そ
う
す
る
と
答
え

は
見
え
て
ま
す
よ
。
だ
っ
て
機
能
的
に
す
る
か
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
方
に
す
る
か
と
言
え
ば
、
機
能
的
な
方
に
す

る
の
が
正
し
い
の
は
、
そ
り
ゃ
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
聞
い
た
っ
て
、
そ
の
ほ
う
が
良
い
に
決
ま
っ
て
ま
す
よ
。
良
い
に

決
ま
っ
て
る
け
ど
、
そ
れ
だ
け
で
良
い
ん
で
す
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
そ
の
逆
襲
が
あ
る
わ
け
で
し
ょ
。 

だ
か
ら
そ
れ
ず
っ
と
今
で
も
僕
は
戦
い
っ
て
言
う
ほ
ど
偉
そ
う
な
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん
け
ど
、
所
員
が
僕
の
と
こ

に
相
談
に
来
た
時
僕
が
指
導
す
る
の
は
そ
の
へ
ん
で
す
よ
。
「
ほ
ん
と
か
？
」
っ
て
言
っ
て
崩
す
方
向
で
僕
は
仕

事
し
て
ま
す
ね
。
そ
れ
さ
っ
き
言
っ
た
よ
う
に
崩
し
す
ぎ
る
と
制
裁
を
受
け
ち
ゃ
う
か
ら
、
道
路
制
限
速
度
六
十

キ
ロ
で
、
七
五
キ
ロ
く
ら
い
ま
で
は
い
く
け
ど
九
十
、
百
キ
ロ
は
出
さ
な
い
み
た
い
な
ね
、
そ
う
い
う
さ
じ
加
減

で
や
っ
て
る
。 

<

井
上>

南
條
さ
ん
と
横
須
賀
で
一
緒
に
や
っ
て
一
番
象
徴
的
な
の
は
、
自
由
広
場
の
真
ん
中
に
階
段
が
あ
る
ん
で

す
よ
、
あ
の
貝
殻
形
の
階
段
。
あ
れ
は
僕
と
南
條
さ
ん
の
合
作
な
ん
で
す
が
、
そ
の
時
に
ず
い
ぶ
ん
こ
だ
わ
っ
た

の
は
幅
が
ど
う
だ
と
か
い
う
こ
と
。
南
條
さ
ん
は
要
す
る
に
形
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
よ
り
も
そ
っ
ち
側
の
問
題
に

ず
っ
と
拘
っ
て
ま
し
た
ね
。
こ
の
幅
を
ど
う
す
る
と
か
ね
、
階
段
を
上
が
り
き
っ
た
と
こ
の
広
が
り
を
ど
う
す
る

か
と
か
。 

階
段
の
壁
は
最
初
の
案
は
も
っ
と
極
端
に
斜
め
だ
っ
た
ん
で
す
ね
、
貝
殻
の
形
で
ね
。
そ
れ
を
も
う
ち
ょ
っ
と
真

っ
直
ぐ
に
し
な
い
と
施
工
性
の
問
題
が
あ
る
と
か
い
う
話
が
出
て
来
た
。
そ
の
と
き
南
條
さ
ん
の
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン

と
し
て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
っ
て
い
う
の
が
す
ご
く
出
て
、
さ
っ
き
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
け
ど
、
あ
え
て
日
本
感
覚
み

た
い
な
の
で
や
る
。
歩
み
寄
っ
て
施
工
性
に
理
解
を
示
す
。
そ
れ
で
も
出
来
て
み
る
と
割
と
海
の
貝
殻
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
形
っ
て
い
う
の
で
出
来
て
る
。 

ウ
エ
ル
シ
テ
ィ
の
結
構
大
き
な
シ
ン
ボ
ル
で
、
あ
そ
こ
か
ら
上
が
っ
て
街
全
体
が
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
っ
て

い
う
大
事
な
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
る
。
実
際
は
つ
な
が
ん
な
か
っ
た
で
す
け
ど
、
あ
の
時
は
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
あ
の
階
段
の
仕
事
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
ね
。 

<

井
口>

そ
う
言
わ
れ
る
と
僕
も
思
い
当
た
る
こ
と
が
在
り
ま
す
。
僕
の
勝
手
な
解
釈
だ
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
。 

外
国
に
行
く
と
日
本
の
こ
と
が
良
く
見
え
て
く
る
と
、
言
わ
れ
ま
す
よ
ね
。
南
條
さ
ん
は
十
年
間
ブ
ラ
ジ
ル
で
暮

ら
し
て
こ
ら
れ
た
。
あ
る
意
味
で
日
本
人
以
上
に
日
本
人
の
こ
と
が
良
く
見
え
て
い
る
。
だ
か
ら
狭
山
の
ス
カ
イ

シ
テ
ィ
で
は
、
今
日
本
人
が
望
ん
で
い
る
公
共
空
間
、
日
本
で
し
か
あ
り
得
な
い
よ
う
な
完
璧
に
日
本
ら
し
い
駅

前
広
場
を
つ
く
ら
れ
た
。 

栗
原
さ
ん
が
や
ら
れ
た
越
谷
の
駅
前
広
場
も
良
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
完
璧
に
日
本
ら
し
い
公
共
空
間
で
す
が
、
既

存
の
街
並
み
が
残
っ
て
い
る
か
ら
か
、
ス
カ
イ
シ
テ
ィ
ほ
ど
強
い
印
象
は
受
け
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
ス
カ
イ
シ
テ

ィ
で
は
周
り
中
全
て
が
新
築
の
都
市
空
間
だ
か
ら
、
南
條
洋
雄
の
空
間
だ
か
ら
そ
れ
だ
け
印
象
が
強
か
っ
た
ん
で

し
ょ
う
ね
。
南
條
さ
ん
が
明
快
に
日
本
人
が
目
指
す
完
璧
と
言
っ
て
良
い
く
ら
い
に
機
能
的
な
公
共
空
間
を
作
っ

た
の
は
、
十
年
間
の
ラ
テ
ン
生
活
が
そ
う
さ
せ
た
、
と
い
う
見
方
が
出
来
る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
し
て
自
由
広
場
の
七
夕
祭
り
と
イ
ベ
ン
ト
。
こ
れ
は
ま
さ
に
リ
オ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
駅
広
に
ま
で
そ
れ
を
持
ち
込
む
と
い
う
南
條
さ
ん
の
目
論
見
は
今
の
と
こ
ろ
実
現
し
て
な
い
け
ど
、
そ
れ
が

実
現
す
れ
ば
ま
さ
に
紙
吹
雪
が
舞
う
カ
ー
ニ
バ
ル
ス
ト
リ
ー
ト
の
再
現
で
す
よ
ね
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
負
け
な
い
く
ら

い
日
本
人
も
お
祭
り
は
大
好
き
で
、
お
上
の
管
理
も
寛
容
に
な
り
ま
す
。 

完
璧
に
管
理
さ
れ
た
公
共
空
間
と
、
お
祭
り
大
好
き
の
イ
ベ
ン
ト
空
間
の
共
存
。
い
か
に
も
日
本
ら
し
い
都
市
の

公
共
空
間
が
ラ
テ
ン
感
覚
の
南
條
さ
ん
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
解
釈
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？ 



<
南
條>

Ｏ
Ｋ
で
す
。 

 
 ■

道
路
や
広
場
の
生
活
を
楽
し
む
習
慣
は
、
日
本
人
に
は
あ
ま
り
無
い
ん
で
は
な
い
か
。 

<

井
口>

狭
山
ス
カ
イ
シ
テ
ィ
歩
い
て
て
思
っ
た
ん
で
す
が
、
駅
前
広
場
で
す
か
ら
人
と
車
の
通
行
を
出
来
る
だ
け

快
適
に
、
し
か
も
適
切
に
さ
ば
く
こ
と
、
そ
れ
が
当
然
テ
ー
マ
に
な
っ
て
て
非
常
に
良
く
出
来
て
る
。
一
方
、
公

共
用
地
の
使
い
方
と
し
て
見
た
場
合
に
は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
使
い
方
が
あ
っ
た
方
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
見
方
が
あ
り
ま
す
。 

僕
の
こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広
場
に
対
す
る
三
十
の
憲
章
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
フ
ラ

ン
コ
・
マ
ン
ク
ー
ゾ
が
や
っ
た
や
つ
で
す
け
ど
も
、
こ
れ
を
読
む
と
今
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広
場
の
最
大
の
テ
ー
マ
は

「
如
何
に
使
う
か
」
で
す
よ
ね
。
公
共
空
間
を
い
か
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
に
行
く
と
す
ぐ
に
分
る
。
実
に
う
ま
く
使
っ
て
る
な
と
。 

特
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
。
お
茶
を
飲
ん
だ
り
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
食
事
し
た
り
、
そ
う
い
う
店
が
た
く
さ
ん
出
て
楽

し
く
賑
わ
っ
て
る
。
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
で
一
時
間
も
二
時
間
も
座
っ
て
話
し
込
ん
だ
り
、
ゆ
っ
く
り
街
を
眺
め
た

り
し
て
る
。
そ
し
て
街
に
は
た
だ
休
む
た
め
だ
け
の
場
所
が
在
る
。
何
も
し
な
く
て
、
ぽ
け
ー
っ
と
す
る
た
め
の

場
所
。
何
も
し
な
い
で
、
そ
こ
で
癒
さ
れ
る
た
め
に
街
に
来
て
る
。
そ
れ
が
中
心
市
街
地
に
普
通
に
あ
る
。
日
本

の
場
合
は
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
の
と
き
は
賑
わ
う
け
ど
、
普
段
は
何
に
も
使
わ
な
く
て
、
人
と
車
が
忙
し
く
通
っ

て
る
だ
け
。
日
本
で
は
何
故
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
使
い
方
が
出
て
こ
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

<

栗
原>

一
般
の
要
望
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。
日
本
人
は
そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思

う
。
必
要
な
い
か
ら
そ
ん
な
場
所
も
出
来
な
い
。 

<

井
口>

で
し
ょ
う
、
栗
原
さ
ん
、
そ
れ
を
聞
き
た
い
ん
で
す
、
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
と
そ
う
ゆ
う
要
望
が
。
僕
も

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
く
う
ち
に
分
っ
て
来
た
ん
だ
け
ど
、
安
息
日
で
す
よ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
週
末
の
レ
ス
ト
ラ

ン
や
カ
フ
ェ
は
稼
ぎ
時
で
す
か
ら
ね
。
安
息
日
の
文
化
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
毎
週
日
曜
日
、
こ
れ
は
仕
事
を
し
て

は
い
け
な
い
日
。
今
は
店
も
開
い
て
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
り
ま
し
た
け
ど
、
以
前
は
飲
食
店
以
外
は
店
は
全
部
閉

ま
っ
て
た
。
そ
れ
で
も
人
は
街
に
出
て
き
て
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
に
座
っ
た
り
散
歩
し
た
り
す
る
。
僕
ら
そ
の
習
慣
が

な
い
。 

<

宮
沢>

ど
う
か
な
、
本
当
に
日
本
人
は
カ
フ
ェ
で
座
り
た
く
な
い
ん
で
す
か
ね
。
僕
は
そ
う
は
思
え
な
い
け
ど
ね
。 

<

井
口>

い
や
、
し
た
く
な
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
し
よ
う
と
い
う
気
が
な
い
。 

<

宮
沢>

何
故
そ
う
い
う
気
に
な
ら
な
い
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
幼
稚
園
の
頃
か
ら
、
十
人
集

ま
っ
て
み
ん
な
何
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
、
八
人
の
子
が
追
っ
か
け
っ
こ
と
言
い
、
二
人
の
子
が
か
く
れ

ん
ぼ
っ
て
言
っ
た
ら
、
日
本
の
教
育
と
い
う
の
は
二
人
の
子
供
に
対
し
て
「
み
ん
な
が
追
っ
か
け
っ
こ
し
た
い
っ

て
言
う
ん
だ
か
ら
、
あ
な
た
た
ち
も
追
っ
か
け
っ
こ
し
ま
し
ょ
う
ね
」
っ
て
言
っ
て
、
要
す
る
に
全
体
に
従
う
よ

う
な
教
育
な
わ
け
で
す
ね
。
家
庭
で
も
「
何
々
ち
ゃ
ん
が
こ
う
や
っ
て
ん
だ
か
ら
だ
め
じ
ゃ
な
い
」
っ
て
い
う
や

り
方
で
教
え
ら
れ
て
、
そ
れ
で
学
校
卒
業
し
て
就
職
す
る
に
し
て
も
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
就
職
率
が
い
い
か
ら

と
言
う
様
に
、
付
和
雷
同
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
「
み
ん
な
と
は
違
っ
て
も
俺
は
こ
っ
ち
の
道
を
行
く
」
な
ん
て
い
う

教
育
受
け
て
な
い
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
い
う
人
間
が
仮
に
街
な
か
に
座
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
し
て
、
「
俺
こ
ん

な
と
こ
ろ
で
一
人
座
っ
た
ら
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
か
な
」
っ
て
思
っ
て
当
然
だ
と
僕
は
思
う
。 

<

栗
原>

宮
沢
さ
ん
そ
れ
は
僕
違
う
と
思
う
。 

<

宮
沢>

だ
け
ど
外
国
行
く
と
日
本
人
が
座
っ
て
楽
し
ん
で
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
の
を
い
く
ら
も
見
て
る
ん
で

す
が
。 

<

栗
原>

そ
れ
は
観
光
地
で
外
国
に
行
っ
た
か
ら
楽
し
め
る
ん
で
あ
っ
て
、
非
日
常
の
世
界
だ
か
ら
。
日
常
の
中
で

は
自
分
の
家
で
休
ん
で
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
デ
パ
ー
ト
の
屋
上
で
休
ん
で
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
し
、

な
ん
で
道
路
で
休
ま
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
て
思
っ
て
る
の
が
割
と
多
い
の
が
日
本
人
だ
と
僕
は
思
っ
て
る
ん
で

す
。 



<
井
口>

僕
も
そ
ん
な
感
じ
。 

<
栗
原>

昔
は
路
地
で
、
縁
台
出
し
て
将
棋
や
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
た
で
し
ょ
。
路
地
は
ど
う
見
て

も
道
路
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
、
狭
い
け
ど
、
そ
れ
が
そ
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
た
わ
け
で
。
日
本
人
っ
て
外

の
だ
だ
っ
広
い
と
こ
行
っ
ち
ゃ
う
と
落
ち
着
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
、
逆
に
ね
。
空
間
と
し
て
ね
。
そ
う
い

う
の
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
気
も
し
ま
す
よ
ね
。 

<

井
上>

僕
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
に
住
ん
で
た
ん
で
す
け
ど
、
借
り
て
た
ア
パ
ー
ト
の
大
家
が
結
構
い
い
歳
だ

っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
の
人
が
面
白
い
こ
と
を
言
っ
て
ま
し
た
。
「
家
に
居
る
よ
り
も
外
の
広
場
に
居
る
方
が
良

い
」
っ
て
。
確
か
に
マ
ド
リ
ー
ド
の
町
っ
て
街
並
み
は
き
れ
い
で
す
が
、
一
戸
一
戸
の
住
宅
環
境
は
あ
ん
ま
り
良

く
な
い
ん
で
す
。
イ
タ
リ
ア
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
日
当
た
り
の
問
題
と
か
、
風
通
し
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

で
も
町
に
着
飾
っ
て
出
る
っ
て
い
う
の
が
ス
テ
ー
タ
ス
で
も
あ
る
し
、
町
を
楽
し
む
っ
て
い
う
の
も
と
て
も
大
事

な
こ
と
で
す
ね
。
僕
が
住
ん
で
た
と
こ
は
そ
の
日
雨
が
降
っ
て
る
の
か
、
晴
れ
て
る
の
か
、
曇
っ
て
る
の
か
窓
か

ら
顔
を
出
し
て
振
り
仰
い
で
空
を
見
な
い
と
分
か
ん
な
い
く
ら
い
な
ん
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
都
市
住
宅
が
み
ん
な

そ
う
で
、
そ
う
す
る
と
広
場
は
当
然
重
要
に
な
っ
て
き
て
、
好
き
だ
と
か
っ
て
い
う
以
前
に
家
に
い
る
よ
り
も
そ

っ
ち
の
ほ
う
が
気
持
ち
が
良
い
。
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。 

<

吉
田>

一
九
七
〇
何
年
か
に
パ
リ
に
行
っ
て
、
金
も
な
い
し
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
貧
弱
だ
か
ら
暗
く
て
い
た
た

ま
れ
な
く
て
、
休
み
の
と
き
は
よ
く
外
に
行
き
ま
し
た
ね
。
広
場
に
面
し
た
カ
フ
ェ
な
ん
か
に
ず
っ
と
座
っ
て
い

て
も
文
句
は
言
わ
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
座
っ
て
ま
ち
を
見
て
い
る
と
、
あ
の
時
代
は
ス
ト
リ
ー
キ
ン
グ
み
た
い
な
や

つ
が
い
て
、
裸
で
広
場
を
走
っ
て
い
て
い
る
人
も
見
掛
け
ま
し
た
。
街
を
傍
観
し
て
い
る
の
も
面
白
い
で
す
ね
。

そ
こ
に
は
歩
道
の
安
全
柵
と
か
は
な
く
て
、
相
当
自
由
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。 

日
本
は
ま
ち
な
か
よ
り
も
、
空
間
的
に
は
多
分
家
の
方
が
豊
か
で
、
今
は
ど
ん
ど
ん
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、
以
前
は
誰
か
知
り
合
い
が
来
る
と
き
に
は
家
に
呼
ん
で
、
和
室
が
あ
っ
て
障
子
を
開
け
る
と
庭
が
あ

り
、
気
持
ち
良
い
空
間
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
外
部
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
文
化
が
背

景
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。 

自
分
が
住
ん
で
い
る
町
で
公
園
に
行
っ
て
も
そ
う
い
う
気
持
ち
の
良
い
空
間
っ
て
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
で
す

ね
。
町
の
人
た
ち
と
公
園
で
何
か
し
よ
う
と
思
っ
て
利
用
し
ま
す
が
、
ボ
ー
ル
遊
び
は
す
る
な
と
か
、
い
ろ
い
ろ

と
禁
止
看
板
が
多
い
で
す
ね
。
ま
た
周
り
を
全
部
フ
ェ
ン
ス
で
囲
っ
て
い
て
、
楽
し
い
雰
囲
気
に
は
な
れ
な
い
で

す
ね
。
こ
の
前
は
み
ん
な
で
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な
い
公
園
に
行
っ
て
、
内
緒
で
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
炊
い
て
お
茶
を
飲

み
ま
し
た
が
、
ち
ょ
っ
と
後
ろ
め
た
い
感
じ
で
し
た
。
日
本
の
公
共
空
間
は
自
由
度
が
な
い
で
す
ね
。 

そ
れ
と
都
市
の
景
色
が
無
い
っ
て
い
う
か
、
す
ご
く
賑
わ
い
は
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
ず
っ
と
接
し
て
い
た
い
落

ち
着
い
た
景
色
が
無
い
。
も
う
少
し
歴
史
を
大
切
に
し
て
、
せ
め
て
一
世
代
く
ら
い
変
わ
ら
な
い
空
間
が
あ
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
最
近
流
行
り
始
め
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
古
い
も
の
を
う
ま
く
使
い
回
し

て
、
変
わ
ら
な
い
空
間
が
増
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

<

井
口>

懐
か
し
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た
ら
良
い
の
に
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

<

吉
田>

歳
取
る
と
大
体
そ
う
い
う
の
好
き
に
な
る
か
ら
。
一
世
代
く
ら
い
は
変
わ
ら
な
い
空
間
は
在
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
新
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
良
い
の
で
す
が
、
パ
リ
で
も
ラ
・
デ
フ
ァ
ン
ス
や
ク
レ
テ
ィ
ー
ユ
の
よ
う

に
、
パ
リ
の
外
で
は
大
胆
な
実
験
的
な
こ
と
を
や
り
ま
す
よ
ね
。
だ
け
ど
こ
の
カ
フ
ェ
で
サ
ル
ト
ル
と
誰
か
が
議

論
し
て
い
た
と
か
、
パ
リ
の
中
で
は
身
近
に
物
語
が
沢
山
あ
る
。
ま
ち
に
は
そ
う
い
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
日
本
は
経
済
優
先
で
地
形
を
ど
ん
ど
ん
無
く
し
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
平
ら
に
歩
き
や
す
く
す
る
か
ら
、
新
し

く
な
っ
て
し
ま
う
。
も
っ
と
で
こ
ぼ
こ
で
も
ね
、
起
伏
が
あ
っ
て
も
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
、

豊
か
な
景
色
が
沢
山
あ
り
ま
す
よ
ね
。 

   



■
日
本
型
の
成
熟
社
会
っ
て
何
で
す
か
？ 

ヨ
ロ
ー
ッ
パ
と
は
違
う
型
に
な
る
ん
で
す
か
？ 

<
南
條>

成
熟
型
社
会
の
モ
デ
ル
っ
て
い
う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
が
学
ん
で
き
た
、
た
た
き
上
げ
て
き
た
も
の
の
延
長

線
上
に
あ
る
と
考
え
る
と
、
僕
そ
れ
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。 

こ
れ
だ
け
の
高
齢
化
社
会
が
始
ま
っ
て
る
し
、
自
動
車
社
会
そ
の
も
の
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
っ
て
い
う
議
論
し

た
と
き
に
は
根
底
か
ら
変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
。
だ
か
ら
そ
れ
ぐ
ら
い
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
考
え
て
い
く
と
、
な

ん
か
僕
ら
の
予
期
し
な
い
抜
け
道
が
こ
の
先
待
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
が
す
る
。 

例
え
ば
今
日
三
・
一
一
で
五
年
前
の
今
頃
歩
い
て
ま
し
た
よ
ね
、
帰
宅
難
民
で
。
あ
の
時
の
あ
の
秩
序
、
世
界
じ

ゃ
脅
威
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
っ
て
み
ん
な
が
も
の
す
ご
い
自
己
責
任
果
た
し
た
わ
け
で
す
よ
。
略
奪
に
走
ら

ず
に
。
だ
か
ら
な
ん
か
違
う
モ
デ
ル
で
、
僕
に
は
言
い
切
れ
な
い
け
ど
、
た
だ
の
考
え
方
の
違
い
だ
よ
じ
ゃ
な
く

て
、
全
く
違
う
軸
で
も
っ
て
突
破
口
が
出
て
く
る
気
が
す
る
。
そ
の
と
き
に
は
略
奪
も
せ
ず
に
粛
々
と
家
ま
で
帰

っ
て
行
っ
た
日
本
人
が
、
僕
は
九
時
間
歩
い
た
ん
で
す
け
ど
も
、
あ
あ
い
う
の
は
必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
る
。 

そ
の
と
き
我
々
が
譲
る
部
分
が
あ
っ
て
い
い
と
思
う
の
は
、
こ
の
間
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。 

新
幹
線
に
乗
っ
て
ま
し
て
、
ひ
か
り
で
移
動
し
て
た
ら
半
分
く
ら
い
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
行
儀
の
悪
い
、
み
ん
な
行
儀

悪
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
ん
な
の
が
居
た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
ど
っ
か
の
停
車
駅
で
五
分
停
車
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

ホ
ー
ム
に
出
て
っ
て
自
動
販
売
機
に
買
い
に
行
っ
て
、
結
局
一
人
乗
り
遅
れ
た
。
そ
し
た
ら
そ
こ
で
争
い
が
起
こ

っ
た
。
そ
の
争
い
が
原
因
で
新
幹
線
止
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
。 

ど
う
い
う
争
う
か
と
言
う
と
、
人
一
人
置
い
て
発
車
す
る
と
は
何
事
か
と
い
う
論
理
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
ド
ア

に
な
ん
か
も
の
挟
ん
で
電
車
止
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
。
外
は
外
で
も
っ
て
、
置
い
て
か
れ
る
方
は
死
に
物
狂
い
で
言
葉

も
通
じ
な
い
の
に
や
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
我
々
に
し
て
み
る
と
あ
の
バ
カ
置
い
て
け
っ
て
話
で
す
よ
ね
、
迷
惑
千

万
。
最
近
の
朝
の
便
な
ん
か
二
、
三
分
に1

本
の
ぞ
み
走
っ
て
る
で
し
ょ
。
あ
れ
を
是
と
す
る
な
ら
ば
、
絶
対
服

従
、
お
上
の
言
う
と
お
り
っ
て
い
う
の
は
是
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
な
い
社
会
か
ら
来
る
と
、
置
い
て
っ
ち

ゃ
可
哀
そ
う
で
し
ょ
っ
て
い
う
理
屈
は
あ
る
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
見
て
て
く
だ
さ
い
、
楽
し
み
で
す
よ
。
開
会
式
一
時
間
平
気
で
遅
れ
ま
す
よ
。
遅
れ
た
っ
て
い
い

じ
ゃ
ん
待
て
ば
っ
て
（
実
際
は
五
分
遅
れ
で
ほ
ぼ
正
確
に
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
井
口
注
）
。
日
本
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
秒
単
位
で
全
部
や
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
国
際
会
議
行
く
け
ど
で
す
ね
、
い
つ
も
時
間
前
に
行
く
こ
と
の
あ
ほ

ら
し
さ
っ
て
言
っ
た
ら
な
い
。
延
々
と
待
た
さ
れ
ま
す
か
ら
ね
。
六
時
か
ら
講
演
会
っ
て
言
っ
て
ん
の
に
、
七
時
、

八
時
に
な
っ
た
っ
て
始
ま
ん
な
い
っ
て
の
は
ざ
ら
で
す
か
ら
。
そ
れ
は
良
い
か
悪
い
か
言
え
ば
、
悪
い
で
す
よ
ね
、

日
本
か
ら
す
れ
ば
悪
い
で
す
。
日
本
の
秩
序
は
そ
れ
だ
っ
た
ら
崩
壊
し
ま
す
よ
。
で
も
彼
ら
の
ほ
う
は
そ
れ
で
成

り
立
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
の
を
受
け
入
れ
る
寛
容
さ
は
、
日
本
人
も
少
し
譲
っ
た
方
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。 

<

井
口>

話
聞
い
て
る
と
ね
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
成
熟
社
会
な
の
か
ど
う
か
っ
て
の
は
ち
ょ
っ
と
僕
も
よ
く
分
ら
な
い
と

こ
あ
り
ま
す
け
ど
、 

<

南
條>

い
や
い
や
発
展
途
上
で
す
よ
、
遅
れ
て
ま
す
よ
。 

<

井
口>

途
上
国
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
南
條
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
日
本
も
成
熟
社
会
に
な
る
ん
だ
か
ら
楽
観
的
に
見

る
べ
き
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
話
し
と
の
関
係
は
・
・
。 

<

南
條>

僕
は
日
本
は
発
展
途
上
国
型
の
精
鋭
っ
て
い
う
か
、
す
ご
く
高
性
能
に
先
進
工
業
国
に
辿
り
着
い
た
国
だ

と
い
う
認
識
で
す
。
そ
れ
を
も
っ
と
先
へ
進
め
る
っ
て
い
う
の
は
多
分
無
理
で
、
全
然
違
う
モ
デ
ル
に
行
く
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
っ
て
僕
は
思
っ
て
る
。 

<

井
口>

そ
の
モ
デ
ル
を
成
熟
社
会
と
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？ 

そ
れ
と
も
ま
た
別
？ 

僕
は
成
熟
社
会
と
言
わ
れ
た
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
思
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
れ
は
ど
う
思
い
ま
す
？
栗
原

さ
ん
も
そ
う
。
僕
は
成
熟
社
会
に
日
本
も
な
る
よ
と
言
わ
れ
た
ら
、
じ
ゃ
あ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
に
な
っ
て
い
く
こ
と

じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は
短
絡
的
に
思
う
ん
で
す
け
ど
。 



<
南
條>

い
や
、
な
い
し
は
江
戸
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ね
。
江
戸
、
室
町
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。
や
っ
ぱ
り
社

会
の
い
ろ
ん
な
も
の
が
よ
く
分
ら
な
い
け
ど
不
勉
強
で
、
な
ん
と
な
く
そ
の
頃
は
今
よ
り
は
人
間
っ
ぽ
い
日
本
が

あ
っ
た
よ
う
に
言
わ
れ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

<

井
口>

南
條
さ
ん
が
江
戸
型
と
言
わ
れ
る
の
と
、
僕
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
と
言
っ
て
る
の
は
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。

産
業
革
命
以
前
の
人
間
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
、
自
然
と
の
一
体
感
、
そ
ん
な
価
値
を
ま
だ
忘
れ

ず
に
守
っ
て
行
こ
う
、
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
。 

<

南
條>

じ
ゃ
あ
一
緒
の
意
味
で
。
そ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
っ
て
言
う
と
食
っ
て
か
か
っ
て
取
ら
れ
る
の
は
嫌
だ
け

ど
。 

<

井
口>

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
と
言
わ
な
く
て
も
良
い
で
す
け
ど
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
あ
な
た
達
に
と
っ
て
成
熟
社
会
と
は
な

ん
で
す
か
と
い
う
話
で
す
。 

<

栗
原>

江
戸
が
と
か
、
室
町
だ
っ
て
、
成
熟
社
会
の
例
に
出
す
の
は
僕
は
よ
く
分
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ
で
成
熟
っ

て
言
っ
て
も
み
ん
な
同
じ
形
を
し
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
も
と
も
と
文
化
も
違
う
、
気
候
風
土
も
違
う
と
な
っ
て

く
れ
ば
、
成
熟
の
仕
方
が
違
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
み
か
ん
が
熟
し
た
の
と
、
イ
チ
ゴ
が
熟
し
た
の
で
味
が
違
う

の
と
同
じ
で
す
よ
。
で
も
ど
れ
も
熟
し
て
美
味
し
く
食
べ
れ
る
ね
っ
て
と
こ
は
一
緒
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

 

■
成
熟
社
会
？ 

全
く
先
が
読
め
な
い
、
ま
っ
た
く
違
う
社
会
が
現
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
楽
観
論
。 

<

南
條>

異
議
あ
り
。
成
熟
社
会
が
ど
う
と
か
、
何
か
っ
て
い
う
話
、
僕
は
読
め
な
い
。
生
意
気
に
言
え
ば
皆
さ
ん

も
読
め
な
い
に
違
い
な
い
。
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
か
新
し
い
社
会
構
造
と
か
、
決
し
て
決
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
後
追
い
で
は
な
い
、
さ
れ
ど
室
町
に
戻
る
ん
で
も
な
い
っ
て
い
う
も
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
と
い
う

楽
観
論
を
僕
は
言
っ
て
る
。
要
す
る
に
今
の
一
連
の
会
話
全
部
、
僕
多
分
駄
目
な
ん
で
す
よ
。
多
分
そ
の
枠
を
外

れ
た
話
な
ん
で
す
よ
。 

僕
が
一
番
そ
れ
を
感
じ
る
の
は
、
皆
さ
ん
ど
う
で
す
か
ね
、
昔
と
違
っ
て
若
い
連
中
に
「
お
い
、
ち
ょ
っ
と
今
日

飲
み
に
行
こ
う
」
っ
て
言
っ
て
、
「
い
い
ね
、
い
い
ね
」
で
全
員
つ
い
て
来
ま
せ
ん
よ
。
僕
ら
か
ら
す
る
と
あ
り

得
な
い
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
っ
て
昔
だ
っ
た
ら
部
長
が
当
然
お
ご
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
、
「
や
っ
た
」
っ
て

全
員
つ
い
て
く
る
で
し
ょ
。
ラ
ッ
キ
ー
で
下
手
す
り
ゃ
次
の
日
休
む
く
ら
い
で
す
よ
ね
、
朝
ま
で
や
っ
て
っ
て
。

そ
う
い
う
習
慣
が
今
全
く
な
く
な
っ
て
る
。
さ
っ
き
安
息
日
で
広
場
が
ど
う
と
か
、
大
き
い
空
間
が
ど
う
で
狭
い

空
間
が
ど
う
と
か
、
宮
沢
さ
ん
失
礼
な
が
ら
子
供
が
八
人
と
二
人
で
ど
う
な
る
っ
て
そ
れ
す
ら
も
が
、
そ
れ
全
部

ひ
っ
く
る
め
て
明
ら
か
に
僕
の
息
子
見
て
て
、
僕
の
孫
見
て
て
ね
、
全
く
現
実
感
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
る
。

と
な
る
と
僕
ら
が
言
っ
て
い
る
日
本
人
の
と
か
、
こ
れ
ま
で
の
っ
て
い
う
の
は
多
分
違
う
ん
で
す
よ
。 

も
う
一
つ
だ
け
例
を
出
し
ま
す
け
ど
、
若
い
世
代
だ
け
で
な
く
僕
の
世
代
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
よ
。
今

年
六
九
歳
で
す
け
ど
ね
、
み
な
さ
ん
い
よ
い
よ
完
全
リ
タ
イ
ア
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
仕
事
は
本
当
に
何
も
無

い
。
顧
問
し
て
る
の
も
居
な
い
。
何
で
週
三
回
の
顧
問
辞
め
た
の
？
っ
て
言
っ
た
ら
、
み
ん
な
に
迷
惑
が
ら
れ
て

週
三
日
出
て
く
の
は
耐
え
ら
れ
な
く
て
辞
め
た
っ
て
言
う
、
そ
ん
な
連
中
が
大
量
に
居
る
わ
け
で
す
よ
、
連
中
は

何
す
る
と
思
い
ま
す
？
ゴ
ル
フ
な
ん
か
行
か
な
い
で
す
よ
、
い
ま
ど
き
。
何
か
す
げ
ー
こ
と
が
起
き
て
ま
す
よ
。

僕
ら
な
ん
か
は
昔
買
え
な
か
っ
た
か
ら
っ
て
、
下
手
な
歌
を
楽
器
に
金
か
け
て
解
決
す
る
の
か
な
ん
て
勢
い
で
音

楽
や
っ
て
る
の
が
い
っ
ぱ
い
居
る
。
東
京
中
の
ス
タ
ジ
オ
が
足
ん
な
く
な
り
ま
す
よ
。
そ
れ
か
ら
カ
メ
ラ
に
狂
っ

た
り
し
て
。
ニ
コ
ン
の
カ
メ
ラ
の
高
級
機
種
が
、
在
庫
が
ど
ん
ど
ん
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。 

多
分
そ
の
状
態
は
今
一
連
の
人
た
ち
が
発
言
し
た
ト
レ
ン
ド
に
は
な
い
ト
レ
ン
ド
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
若
い
人
た

ち
も
、
例
え
が
ち
ょ
っ
と
古
く
な
る
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
よ
さ
こ
い
な
ん
て
の
が
全
国
の
町
づ
く
り
で
す
ご
い
こ

と
に
な
っ
て
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
う
ち
の
事
務
所
な
ん
か
で
も
フ
ッ
ト
サ
ル
。
僕
ら
の
世
代
は
み
ん
な
野
球
じ

ゃ
な
い
、
ほ
と
ん
ど
。
そ
れ
が
今
は
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
で
戦
っ
て
く
る
わ
け
で
す
よ
。
何
勝
何
敗
っ
て
。
多
分

こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
ん
だ
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
そ
れ
に
見
合
っ
た
町
の
し
つ
ら
え
と
か
広
場
と

か
に
な
る
。 



僕
ら
赤
提
灯
居
酒
屋
世
代
な
ん
だ
よ
ね
、
そ
う
い
う
の
が
減
っ
て
悲
し
い
、
悲
し
い
っ
て
言
っ
て
ん
だ
け
ど
、
今

の
人
た
ち
は
女
性
も
半
分
以
上
お
酒
飲
ん
で
、
女
の
子
の
ト
ラ
が
そ
こ
ら
中
で
げ
ー
げ
ー
や
っ
て
る
。
大
き
な
流

れ
で
言
え
ば
赤
提
灯
居
酒
屋
は
必
ず
し
も
歓
迎
さ
れ
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
そ
の
代
わ
り
に
違

う
も
の
が
き
っ
と
あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
若
い
の
が
来
て
る
か
ら
彼
ら
に
言
わ
せ
た
ほ
う
が
い
い
け
ど
も
。 

 

■
未
来
の
こ
と
は
分
ら
な
い
。
で
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
分
っ
て
る
。 

<

野
呂>

未
来
は
誰
に
も
分
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
二
〇
一
一
年
に
Ｕ
Ｉ
Ａ
（
世
界
建
築
会
議
）
大
会
が
東
京
で

行
わ
れ
た
時
に
若
手
の
建
築
家
が
集
ま
る
会
が
あ
っ
て
、
「
十
年
後
の
建
築
と
は
」
っ
て
テ
ー
マ
で
し
た
。
そ
の

時
、
パ
ネ
ラ
ー
の
一
人
が
「
僕
は
十
年
後
の
こ
と
は
分
り
ま
せ
ん
」
と
キ
ッ
パ
リ
言
っ
た
ん
で
す
ね
。
僕
は
そ
れ

を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
け
ど
何
か
ス
ッ
キ
リ
し
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。
だ
っ
て
十
年
前
、
世
界
が
こ
う
な
っ
て

い
る
と
は
誰
も
予
測
出
来
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
思
い
描
い
た
社
会
の
様
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
思
う
ん
で

す
ね
。
僕
の
十
年
後
も
建
築
に
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
け
ど
、
南
條
が
や
っ
て
来
た
仕
事
と
は
別
の
仕
事
の
や
り

方
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
楽
観
視
す
る
の
か
、
悲
観
視
す
る
の
か
っ
て
い
う
の
は
、
個
々
の
考
え

で
決
ま
る
と
は
思
う
ん
で
す
。
僕
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
楽
観
論
者
で
、
南
條
と
働
い
て
る
か
ら
そ
う
な
の
か
も

し
れ
な
い
で
す
。 

例
え
ば
日
本
の
人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
経
済
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
っ
て
、
高
齢
者
が
ど
ん
ど
ん
多
く
な
っ
て
、

四
人
に
一
人
が
後
期
高
齢
者
の
時
代
も
来
る
わ
け
で
す
よ
。
で
も
世
界
的
に
見
る
と
人
口
は
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け

て
い
て
、
二
次
曲
線
く
ら
い
の
勢
い
で
増
え
て
、
何
十
年
か
後
に
百
億
を
超
え
ち
ゃ
う
み
た
い
な
統
計
が
出
て
い

る
。
そ
う
す
る
と
恐
ら
く
日
本
も
外
国
か
ら
移
民
を
受
け
入
れ
な
い
と
社
会
が
成
り
立
た
な
い
時
代
が
来
る
ん
で

す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
イ
ン
フ
ラ
か
ら
何
か
ら
社
会
構
造
を
変
え
な
い
と
い
け
な
い
っ
て
時
代
が
来
る
。
そ
こ
に

な
ん
か
面
白
い
未
来
が
あ
り
そ
う
だ
ね
っ
て
思
う
か
、
逆
に
未
来
は
暗
い
ね
っ
て
思
う
か
、
ど
う
か
っ
て
話
だ
と

思
い
ま
す
。 

<

冨
岡>

私
四
十
八
歳
で
す
。
二
年
程
前
で
す
が
三
十
歳
代
中
頃
の
建
築
家
か
ら
聞
い
た
話
が
ち
ょ
っ
と
衝
撃
で
し

た
。
そ
れ
な
り
に
日
本
で
有
名
な
賞
を
取
っ
て
る
よ
う
な
優
秀
な
方
で
す
。
「
も
う
我
々
の
時
代
は
で
か
い
建
築

物
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
な
い
」
と
は
っ
き
り
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
。
な
ん
で
か
っ
て
言
う
と
先
人
た
ち
が
全
部

や
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。 

こ
の
話
で
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
お
そ
ら
く
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
入
っ
て
き
て
る
の
か
な
と
。
要
は
今

あ
る
社
会
が
あ
る
意
味
与
え
ら
れ
て
て
、
そ
の
与
え
ら
れ
て
る
中
で
成
熟
っ
て
も
の
を
考
え
て
く
世
代
に
入
っ
て

来
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
感
じ
て
ま
す
。
新
し
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
作
る
可
能
性
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
か
い
ろ

ん
な
も
の
に
対
す
る
憧
れ
、
そ
う
い
う
可
能
性
と
憧
れ
を
持
っ
て
ど
ん
ど
ん
進
ま
れ
た
方
を
私
は
ず
っ
と
こ
う
下

か
ら
見
上
げ
て
き
た
世
代
で
す
の
で
、
「
あ
の
方
々
の
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
な
」
と
常
々
思
っ
て
ま
す
。
た
だ
今
の

日
本
見
る
と
、
こ
れ
以
上
ど
こ
を
何
す
る
の
っ
て
い
う
の
は
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
今
の
話
、
ま
さ

し
く
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
行
っ
て
、
新
し
い
価
値
を
そ
の
空
間
の
中
で
う
ま
い
こ
と
変
え
な
が
ら
使
っ
て
行

く
っ
て
い
う
ふ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
が
し
て
ま
す
。 

た
だ
し
日
本
の
国
民
っ
て
五
年
前
の
三
・
一
一
で
も
分
る
よ
う
に
今
ま
で
の
も
の
が
無
く
な
っ
ち
ゃ
う
瞬
間
が
あ

る
ん
で
す
。
明
治
維
新
も
そ
う
で
し
た
け
ど
、
ど
っ
か
で
完
全
に
リ
セ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
っ
て
い
う
の
が
南
條
さ

ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
次
の
全
然
分
ら
な
い
世
界
に
突
入
す
る
何
か
か
な
っ
て
思
っ
て
ま
す
。
そ
れ
は
本
当
に
分

ら
な
い
で
す
、
何
時
来
る
か
も
分
ら
な
い
。
自
然
な
驚
異
で
来
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
し
、
ア
メ
リ
カ
と
か
な
ん

だ
か
良
く
分
ら
な
い
も
の
が
来
て
、
変
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
他
力
的
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
た
だ
そ

れ
に
耐
え
ら
れ
る
、
対
応
で
き
る
民
族
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。 

<

野
呂>

絶
対
変
わ
る
と
思
い
ま
す
よ
僕
。
ど
う
変
わ
る
か
は
分
り
ま
せ
ん
、
で
も
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
は

在
っ
て
、
例
え
ば
高
齢
者
が
増
え
て
く
と
何
が
変
わ
っ
て
く
か
っ
て
い
う
と
食
料
の
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
下
が
っ
て

く
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
食
べ
る
量
が
少
な
く
な
っ
て
く
る
か
ら
、
日
本
で
は
産
業
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
一
番
底
辺
が



だ
ん
だ
ん
衰
退
し
て
く
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
二
次
、
三
次
と
ど
ん
ど
ん
上
の
ほ
う
も
衰
退
し
て
き
て
、
そ

う
す
る
と
な
ん
か
変
え
な
い
と
世
の
中
回
っ
て
か
な
い
時
期
が
い
ず
れ
来
る
っ
て
い
う
の
は
み
ん
な
気
付
い
て
い

る
は
ず
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
か
ら
何
か
ら
全
部
。
ど
う
変
わ
る
か
は
分
ら
な
い
け
ど
、
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
っ
て

い
う
の
は
分
っ
て
る
は
ず
で
す
。 

 

■
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
を
入
れ
替
え
る
く
ら
い
の
リ
セ
ッ
ト
を
、
南
條
は
楽
観
し
て
い
る
。 

<

南
條>

今
日
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
話
で
締
め
く
く
ら
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
は
真
逆
な
ん
で
す
よ
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
夏
は
寒
い
ん
で
す
よ
、
夜
中
は
朝
な
ん
で
す
よ
、
物
事
は

何
で
も
そ
れ
く
ら
い
多
面
的
に
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
い
た
い
ん
で
す
。
今
日
の
話
の
中
で
広
場
論
と
か
交

通
施
設
論
と
か
い
ろ
ん
な
の
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
稼
働
率
と
か
そ
う
い
う
の
が
我
々
日
本
の
ル
ー
ル
で
は

高
め
る
こ
と
が
目
的
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
広
場
作
っ
て
利
用
す
る
人
が
少
な
か
っ
た
ら
そ
の
デ
ザ
イ
ン
は
失

敗
で
、
も
う
二
度
と
声
か
け
て
も
ら
え
な
い
。
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
逆
な
ん
で
す
よ
。
日
本
み
た
い
に
座
れ
る
ベ

ン
チ
も
無
い
く
ら
い
に
人
が
沢
山
来
て
た
り
と
か
、
歩
く
の
に
人
に
ぶ
つ
か
る
よ
う
な
広
場
っ
て
い
う
の
は
最
低

の
広
場
で
あ
っ
て
、
広
場
こ
そ
は
ガ
ラ
ガ
ラ
で
あ
っ
て
欲
し
い
っ
て
発
想
が
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
発
想
の

転
換
、
今
ま
で
や
っ
て
来
た
我
々
世
代
の
路
線
で
物
事
の
良
し
悪
し
を
考
え
る
の
を
ど
う
変
え
る
か
っ
て
い
う
の

を
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
僕
は
ず
い
ぶ
ん
慣
ら
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。 

最
後
に
こ
れ
は
み
な
さ
ん
の
勇
気
づ
け
の
僕
の
根
拠
な
ん
で
す
が
、
八
十
年
代
、
僕
が
帰
っ
て
く
る
数
年
前
に
ブ

ラ
ジ
ル
で
こ
う
い
う
テ
レ
ビ
の
爆
笑
コ
メ
デ
ィ
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ん
で
す
ね
。 

当
時
ブ
ラ
ジ
ル
で
何
が
起
き
て
た
か
っ
て
言
う
と
、
日
本
が
世
界
で
一
番
豊
か
だ
っ
た
と
き
で
す
よ
。
世
界
中
の

企
業
が
ト
ヨ
タ
を
学
び
、
ホ
ン
ダ
を
学
び
で
、
日
本
は
貿
易
黒
字
で
責
め
ら
れ
て
苦
し
み
ま
く
っ
て
た
。
世
界
中

か
ら
儲
け
過
ぎ
だ
と
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
て
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
そ
の
時
に
年
間
イ
ン
フ
レ
六
、
〇
〇
〇
％
に
近
づ
い

て
、
僕
の
居
た
十
年
間
で
物
価
は1

億
分
の1

に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
解
り
ま
す
？
千
円
を
一
円
に
す
る
デ
ノ
ミ

を
八
年
間
で
三
回
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
千
の
三
乗
は
い
く
つ
で
す
か
？
一
億
で
す
よ
。
経
済
は
世
界
最
低
で
し
た
。

そ
の
と
き
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ジ
ョ
ー
ク
が
あ
る
ん
で
す
。 

「
日
本
の
政
府
の
総
理
大
臣
以
下
全
員
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
統
領
以
下
全
員
と
を
取
り
変
え
よ
う
」
、
そ
う
す
る
と

「
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
問
題
は
一
気
に
解
決
す
る
」
と
。
解
り
ま
す
？
こ
の
意
味
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
閣
僚
を
日
本
に

持
っ
て
く
る
と
、
景
気
減
速
し
て
貿
易
黒
字
で
苦
し
ん
で
る
日
本
は
救
え
る
、
一
気
に
変
わ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
レ

と
大
赤
字
で
ガ
タ
ガ
タ
の
ブ
ラ
ジ
ル
は
日
本
の
優
秀
な
政
治
家
（
っ
て
俺
言
い
た
く
な
い
け
ど
）
が
来
て
立
て
直

し
て
く
れ
る
。 

こ
と
ほ
ど
左
様
に
違
う
文
化
、
僕
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
や
っ
て
る
と
こ
ろ
に
、
今
ま
で
の
物
差
し
で
測
れ
な
い
、

稼
働
率
は
低
い
方
が
い
い
と
い
っ
た
類
の
概
念
が
入
っ
て
、
日
本
は
多
分
、
そ
う
い
う
文
化
を
も
っ
と
も
っ
と
持

ち
合
わ
せ
て
く
る
と
い
い
だ
ろ
う
っ
て
い
う
の
が
僕
の
楽
観
論
。 

  

＊
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
４
、
２
０
１
５
年
度
、

お
よ
び
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
５
年
度
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し

た
。
掲
載
写
真
は
特
記
無
き
限
り
＊
印
は
井
口
提
供
、
＋
は
関
係
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
借
用
、
そ
れ
以

外
は
す
べ
て
南
條
洋
雄
氏
提
供
。 

＊
会
場
は
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
㈱
会
議
室
（
東
京
有
楽
町
）
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

     



                

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
加
者
■
（
敬
称
略
） 

 

南
條
洋
雄 

 

㈱
南
條
設
計
室
所
長
。
一
九
四
七
年
東
京
都
生
ま
れ
。
建
築
家
。
東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科
卒
業
。

㈱
Ｒ
Ｉ
Ａ
建
築
綜
合
研
究
所
、
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
のar

q
uite

t
o J

oa
qui

m
 Gued

e
s e 

associados

お
よ
びCroce, Aflalo & Gasperini Arqu

ite
t
os

を
経
て
一
九
八
五
年
南
條
設
計
室

設
立
、
現
在
に
至
る
。
東
京
都
立
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
（
一
九
九
九
年
～
〇
一
年
）
、(

社)

日
本
建
築

家
協
会
理
事(

一
九
九
九
年
～
〇
一
年)

、(

株)

建
築
家
会
館
代
表
取
締
役(

二
〇
〇
二
年
～
一
〇
年)

、
小

田
原
市
景
観
評
価
員
、(

公
社)

日
本
建
築
家
協
会
関
東
甲
信
越
支
部
渋
谷
地
域
会
代
表
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ(

都

市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議)

会
員
、
日
本
建
築
学
会
会
員 

主
た
る
仕
事
に
、
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
横
須
賀
、
幕
張
ベ
イ
タ
ウ
ン
・
パ
テ
ィ
オ
ス
、
飯
田
市
ト
ッ
プ
ヒ
ル
ズ
本
町
、 

ス
カ
イ
テ
ラ
ス
狭
山
。
著
書
に
「
ボ
ッ
サ
・
ノ
ー
ヴ
ァ
な
建
築
考
」
な
ど 

 〈
ゲ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
〉
発
言
順 

 

野
呂 

信
哉
：
㈱
南
條
設
計
室
取
締
役
副
所
長 

井
上 

洋
司
：
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
、
（
株
）
背
景
計
画
研
究
所
代
表
取
締
役
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
理
事 

栗
原 

裕 

：
㈲
ユ
ー
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員 

小
切
山
孝
治
：
㈱
南
條
設
計
室 

工
藤 

勉 

：
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
㈱
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
理
事 

冨
岡
仁
計 

：
㈱
住
軽
日
軽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

営
業
企
画
部
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
理
事 

吉
田 

慎
悟
：
色
彩
計
画
家 

カ
ラ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

・
ク
リ
マ
代
表
取
締
役
、 

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員 

宮
沢 

功 

：
㈱
ワ
イ
ピ
ー
デ
ザ
イ
ン
（
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
）
代
表
取
締
役
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員 

 

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

主
催
者
〉 

 

井
口
勝
文
（
代
表
） 

 

山
名
清
郷 
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 
職
住
近
接
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
、
今
こ
そ
本
気
で
取
り
組
も
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

中
野 

恒
明 

  

今
日
お
話
す
る
内
容
を
言
い
ま
す
と
、 

一
つ
は
井
口
さ
ん
か
ら
ぜ
ひ
話
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
、
私
が
永
ら
く
関
わ
っ
て
き
た
新
宿
モ
ア
の
話
、
特
に

運
営
の
話
と
い
う
宿
題
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
が
仕
掛
け
人
を
し
て
、
も
う
三
十
年
近
く
に
な
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
日
本
で
初
の
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
公
道
上
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
実
施
し
た
事
例

と
し
て
一
時
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
そ
の
張
本
人
で
、
そ
の
立
場
か
ら
経
緯
と
現
状
を
お
話
し
し
ま
す
。 

二
つ
目
は
私
の
実
践
し
て
き
た
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
と
り
わ
け
歩
行
者
空
間
の
仕
事
に
つ
い
て
。
私
の
こ
の
界

の
原
点
は
槇
文
彦
さ
ん
の
事
務
所
で
担
当
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
し
、
そ
の
後
ア
プ
ル
で
も
結
構
歩
行
者
空
間

に
つ
い
て
は
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。 

三
つ
目
が
日
本
の
中
心
市
街
地
、
歩
行
者
空
間
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
話
。
基
本
的
に
は
絶
滅
寸
前
と

言
っ
て
い
い
と
は
思
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
う
言
い
つ
つ
、
そ
の
中
で
実
は
し
た
た
か
に
生
き
て
い
る
の
が
日

本
の
歩
行
者
空
間
だ
と
い
う
逆
説
的
な
こ
と
も
少
し
お
話
し
し
ま
す
。 

ア
メ
リ
カ
は
歩
行
者
モ
ー
ル
の
範
疇
の
事
例
が
二
二
〇
箇
所
近
く
存
在
し
ま
し
た
。
私
の
ほ
う
で
そ
の
リ
ス
ト
を

作
成
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
の
が
そ
の
う
ち
二
十
弱
程
度
し
か
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
全
滅
寸
前
状

態
で
す
。
ほ
ぼ
毎
年
ど
こ
か
が
消
え
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
歩
行
者
空
間
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
隆
盛
。
こ
れ
は
も
う
す
で
に
み
な
さ
ん
お
話
さ
れ
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
。 

そ
う
い
う
中
で
日
本
の
歩
行
者
空
間
の
状
況
と
見
通
し
、
今
流
行
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ

運
動
に
つ
い
て
言
及
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
新
宿
モ
ア
、
車
を
止
め
て
歩
行
者
の
道
に
は
し
た
け
れ
ど
、
浮
浪
者
、
不
法
駐
車
、
不
法
駐
輪
に
悩
ま
さ
れ
た
。 

新
宿
駅
の
東
口
広
場
に
出
て
北
側
、
新
宿
大
通
り
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
の
新
宿
モ
ア
街(

図
・
１)

、
そ
の
歩
行
者
空
間

整
備
に
ひ
ょ
ん
な
こ
と
で
関
わ
り
、
も
う
三
十
年
近
く
経
っ
て
い
ま
す
。
私
の
前
に
武
蔵
美
の
学
生
さ
ん
た
ち
が

自
主
ゼ
ミ
み
た
い
な
こ
と
で
歩
行
者
空
間
を
提
案
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
留
学
帰
り
の
建
築
家
三
沢

浩
さ
ん
が
お
付
き
合
い
さ
れ
て
基
本
設
計
が
終
わ
っ
た
は
ず
だ
っ
た
。
そ
こ
で
商
店
街
の
方
と
三
沢
さ
ん
と
で
い

ろ
い
ろ
意
見
の
食
い
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
代
わ
る
人
を
と
い
う
こ
と
で
、
私
に
声
が
か
か
っ
た
よ
う
で
す
。

何
人
か
の
建
築
家
を
招
聘
し
て
首
実
検
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
私
が
一
番
ぴ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
選

ば
れ
ま
し
た
。 

新
宿
モ
ア
街
は
戦
後
成
立
し
た
商
店
街
振
興
組
合
法
の
第
一
号
の
商
店
街
で
す
。
十
三
の
通
り
で
一
つ
の
商
店
街

の
連
合
体
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
バ
ラ
の
通
り
に
分
か
れ
た
団
体
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
な
り
の
方
が
商

店
街
に
居
ま
し
て
そ
れ
を
一
つ
の
振
興
組
合
に
し
て
、
共
同
事
業
を
行
っ
て
来
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。 

新
宿
は
歌
舞
伎
町
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
風
俗
街
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、
売
上
が
一
時
期
落
ち
る
ん
で

す
ね
。
そ
れ
で
新
宿
を
守
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
あ
の
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
か
な
り
積



極
的
に
歩
行
者
空
間
化
さ
れ
て
る
の
を
見
た
地
元
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
街
を
作
り
た
い
と

い
う
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
入
っ
た
ん
で
す
ね
。 

そ
こ
に
専
門
家
と
し
て
誰
か
、
と
い
う
こ
と
で
三
沢
浩
さ
ん
に
依
頼
し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ア
メ
リ
カ
の
ス

タ
イ
ル
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
提
案
を
さ
れ
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
を
か
な
り
多
め
に
盛
り
込
み
、

水
路
も
計
画
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
反
発
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

私
も
三
沢
さ
ん
が
設
計
し
て
い
る
と
知
ら
ず
に
、「
新
宿
の
街
に
こ
ん
な
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
、
ご
ち
ゃ
ご

ち
ゃ
入
れ
て
邪
魔
じ
ゃ
な
い
の
？
」
っ
て
言
い
ま
し
た
。
私
は
実
は
学
生
の
頃
か
ら
新
宿
大
好
き
人
間
だ
っ
た
ん

で
、
健
全
な
新
宿
で
す
け
ど
ね(
笑)

。
ト
ッ
プ
ス
っ
て
い
う
喫
茶
店
が
あ
っ
て
そ
こ
に
よ
く
行
き
ま
し
た
ね
。
そ

こ
の
中
庭
に
あ
る
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
木
が
気
に
入
っ
て
い
た
ん
で
、「
や
っ
ぱ
り
新
宿
に
必
要
な
の
は
人
工
物
で
は

な
く
て
、
自
然
で
は
な
い
か
」、
だ
か
ら
「
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
を
全
部
削
っ
て
、
樹
木
に
お
金
を
回
し
ま

し
ょ
う
」
と
提
案
し
ま
し
た
。 

私
な
り
に
は
フ
ス
ゲ
ン
ゲ
ル
ツ
ォ
ー
ネ
（（
ド
イ
ツ
語
・Fußgängerzone

-

歩
行
者
区
域
）
の
日
本
版
、
す
な
わ
ち

日
本
初
の
面
的
な
歩
行
者
区
域
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
地
元
商
店
街
の
方
々
と
協
働
し
て
実
現
に
奔
走
し
ま
し
た
。

フ
ス
ゲ
ン
ゲ
ル
ツ
ォ
ー
ネ
と
い
う
言
葉
を
、
私
に
教
え
て
く
れ
た
の
が
現
在
、
早
稲
田
大
学
の
教
授
を
さ
れ
て
い

る
卯
月
盛
夫
さ
ん
な
ん
で
す
。
私
が
槇
事
務
所
時
代
に
民
間
の
セ
ミ
ナ
ー
機
関
・
地
域
科
学
研
究
会
主
催
の
歩
行

者
空
間
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
ツ
ア
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ド
イ
ツ
に
留
学
さ
れ
て

い
た
彼
が
現
地
通
訳
と
し
て
加
わ
り
、
そ
の
言
葉
を
翻
訳
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

新
宿
の
十
数
本
の
通
り
の
交
通
規
制
を
一
本
化
し
て
、
午
前
中
は
車
を
入
れ
る
が
、
午
後
は
全
て
歩
行
者
中
心
の

街
に
し
よ
う
、
足
下
の
路
面
は
石
畳
に
、
な
る
べ
く
石
は
厚
く
し
よ
う
と
提
案
し
ま
し
た
。
当
初
計
画
で
は
厚
さ

二
セ
ン
チ
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
五
セ
ン
チ
、
六
セ
ン
チ
の
石
を
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

第
一
期
区
域
は
歩
車
道
の
区
分
を
無
く
し
、
全
て
道
路
交
通
法
上
の
車
道
に
し
て
、
自
動
車
進
入
の
時
間
規
制
を

か
け
て
、
こ
こ
に
木
を
植
え
た
。
古
い
照
明
も
ま
だ
使
え
る
と
い
う
こ
と
で
残
し
た
ん
で
す
ね
。
何
を
や
っ
た
の

っ
て
言
わ
れ
た
ら
、
ま
あ
そ
れ
だ
け
で
す
。 

第
二
期
区
域
は
幅
員
二
二
メ
ー
ト
ル
の
道
路
な
ん
で
す
が
、
車
を
止
め
た
は
良
い
ん
だ
け
ど
、
浮
浪
者
と
不
法
駐

車
、
不
法
駐
輪
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
警
察
と
は
い
ろ
い
ろ
と
経
緯
が
あ
っ
て
、
取
り
締

ま
り
し
て
く
れ
な
い
、
ま
さ
に
無
法
地
帯
状
態
と
な
ま
し
た
。 

             

 

 
（図・１）歩行者空間となった新宿モア街。 



■
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
社
会
実
験
で
不
法
駐
車
も
不
法
駐
輪
も
追
い
出
し
た
。
そ
し
て
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
恒
久
実
施
の
第
一
号
へ
。 

対
応
策
と
し
て
考
え
た
の
が
、
そ
の
頃
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ(

都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議)

で
Ｕ
Ｄ
Ｃ
１

か
ら
道
路
活
用
事
例
調

査
と
い
う
研
究
費
を
い
た
だ
い
て
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員
で
手
分
け
し
て
全
国
調
査
を
し
た
ま
し
。
そ
の
と
き
に
博
多

で
駐
輪
対
策
と
し
て
逆
に
合
法
的
に
自
転
車
を
留
め
さ
せ
て
い
る
と
か
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
事
例
も
挙
が
っ
て

き
た
。
私
は
当
時
、
事
業
委
員
長
で
と
り
ま
と
め
役
と
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
知
る
機
会
が
在
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
新
宿
で
「
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
よ
、
社
会
実
験
で
」
っ
て
言
い
だ
し
た
の
が
、

今
か
ら
も
う
十
年
前
（
２
０
０
７
年
）
で
す
ね
。
そ
れ
を
や
っ
た
ら
う
ま
く
行
っ
た
。
こ
の
営
業
時
間
中
は
不
法

駐
車
も
駐
輪
も
消
え
ま
し
た
。
午
前
に
駐
車
し
て
て
も
午
後
営
業
す
る
た
め
に
は
当
然
全
部
追
い
出
し
ま
す
か
ら
。

そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
ん
で
す
。 

三
六
五
日
、
毎
日
、
午
後
は
道
路
占
用
し
て
オ
ー
プ
カ
フ
ェ
の
社
会
実
験
。
そ
れ
を
七
年
間
、
毎
年
更
新
し
て
続
け
ま
し

た
。
石
畳
に
加
え
、
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
木
を
沢
山
植
え
た
こ
と
で
、
こ
の
雰
囲
気
が
な
か
な
か
い
い
と
、
そ
れ
が
成

功
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

途
中
段
階
で
ネ
ル
シ
ス
と
い
う
雑
誌
で
「
実
に
う
ま
く
行
っ
て
る
」
と
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た 

(

図
・
２)

。
臭
い
、

汚
い
、
危
険
の
３
Ｋ
の
イ
メ
ー
ジ
が
い
ま
だ
残
る
新
宿
駅
東
口
が
素
敵
に
な
っ
た
と
。
こ
れ
は
大
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
が
仕
掛
け
て
石
畳
に
し
た
の
が
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

         

そ
れ
を
七
年
間
続
け
た
と
こ
ろ
で
、
警
察
か
ら
「
い
つ
ま
で
社
会
実
験
や
る
ん
だ
」
、「
そ
ろ
そ
ろ
止
め
ろ
」
と
い

う
圧
力
が
か
か
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。
地
元
の
商
店
街
の
方
々
が
新
宿
区
長
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を

恒
久
実
施
す
る
方
法
を
考
え
て
欲
し
い
と
調
査
を
委
託
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
を
Ｕ
Ｄ
Ｃ
さ
ん
で
受
け
て
い
た

だ
い
て
、
私
ど
も
が
協
力
す
る
形
で
、
二
年
間
か
け
て
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
論
は
区
で
条
令
制
定
す
る
こ
と

を
提
案
し
、
そ
の
検
討
中
に
、
運
よ
く
国
の
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
で
公
道
上
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が

認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
は
伏
線
が
あ
っ
て
、
景
観
法
を
作
っ
た
十
数
年
前
、
運
用
の
中
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
い

う
文
言
が
入
っ
て
る
。
私
も
国
交
省
の
そ
れ
な
り
の
立
場
の
方
に
、「
景
観
法
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
う
た
っ
て
い

る
け
ど
、
実
体
は
警
察
署
が
『
う
ん
』
と
言
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
の
」
と
噛
み
つ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
い
ろ
ん
な
経

緯
が
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
改
正
で
２
０
１
２
年
、
新
宿
が
恒
久
実
施
の
第
一
号
に
な

っ
た
ん
で
す
。 

私
そ
の
こ
と
を
全
然
知
ら
な
く
て
、
日
軽
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
申
し
込
み
が
あ
っ
て
初
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（図・２）新宿東口モア街のオ
ープンカフェ 報誌「ネルシ
ス」 vol.8 2007 



め
て
知
っ
た
訳
で
す (

笑)
 
(

図
・
３)

。 

                     

■
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
事
業
は
赤
字
。 

裏
を
言
い
ま
す
と
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
事
業
自
体
は
赤
字
、
何
で
か
と
い
う
と
、
二
店
舗
作
っ
て
そ
こ
に
人
が
張
り

付
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
赤
字
を
補
填
す
る
の
が
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
す
。
こ
こ
は
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
と

し
て
商
店
街
振
興
組
合
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
半
官
半
民
と
同
じ
扱
い
で
、
環
境
浄
化
と
か
、
公
共
空
間
整
備

の
主
体
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
エ
リ
マ
ネ
の
一
環
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
は
地
元
に
仕
掛
け
人
の
方
が
居
ま
し
て
、
赤
字
続
き
で
は
し
ゃ
あ
な
い
か
ら
イ
ベ
ン
ト
開
催
し
、

そ
の
日
は
カ
フ
ェ
に
は
休
店
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
営
業
補
償
し
、
そ
れ
で
カ
フ
ェ
を
黒
字
に
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
場
所
が
良
い
か
ら
イ
ベ
ン
ト
が
継
続
で
き
る
。
そ
れ
が
七
年
間
。
今
も
そ
れ
を
続
け
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
事
業
者
は
公
募
制
で
、
原
則
二
年
に
一
回
は
テ
ナ
ン
ト
入
れ
替
え
ま
す
。
う
ま
く
行
か
な
い
と
こ
ろ
は
当

然
撤
退
す
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
の
繰
り
返
し
で
す
。 

カ
フ
ェ
の
営
業
は
三
時
か
ら
で
す
が
、
実
質
お
昼
の
十
二
時
頃
か
ら
車
を
止
め
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
カ

フ
ェ
と
い
う
の
は
浮
浪
者
、
不
法
駐
輪
、
不
法
駐
車
を
追
い
出
す
た
め
の
名
目
な
ん
で
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
行
っ

て
る
。 

よ
う
や
く
二
年
前
か
ら
カ
フ
ェ
事
業
者
は
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
か
っ
て
い
う
と
以
前
は
単
独
の
コ
ー
ヒ

ー
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ
た
が
、
何
年
か
前
か
ら
ク
レ
ー
プ
屋
さ
ん
に
な
り
、
路
上
販
売
の
割
合
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
が
増

え
た
こ
と
、
だ
か
ら
売
上
が
伸
び
て
、
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。 

事
業
の
仕
組
み
を
話
し
ま
す
と
、
新
宿
区
が
商
店
街
に
道
路
を
貸
し
出
し
て
商
店
街
は
占
用
使
用
料
を
区
に
払

 

（図・３）２０１２年 NIKKEI CONSTRUCTIONで紹介された新宿モア街路上のオープンカフェ。 



っ
て
い
ま
す
。
カ
フ
ェ
事
業
者
は
商
店
街
に
道
路
と
厨
房
施
設
の
使
用
料
を
払
う
と
い
う
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。

商
店
街
に
は
そ
の
差
額
が
収
益
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
プ
ラ
ス
、
イ
ベ
ン
ト
収
入
で
す
ね
、
エ
リ
マ
ネ
の
運
営
は
そ

れ
で
回
っ
て
い
ま
す
。 

（
質
問:

井
口 
そ
の
沿
道
に
喫
茶
店
在
る
で
し
ょ
う
、
結
構
良
い
感
じ
の
や
つ
が
。
中
野
さ
ん
も
さ
っ
き
学
生
時

代
良
く
行
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
た
。
な
ん
で
そ
の
喫
茶
店
に
や
ら
さ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？ 

そ
の
喫
茶
店
が
や

れ
ば
売
り
場
が
広
が
っ
て
、
プ
ラ
ス
に
な
る
に
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
フ
ェ
っ
て
い

う
の
は
み
ん
な
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
ぜ
、
そ
れ
を
や
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？
） 

私
も
沿
道
か
ら
出
る
の
を
期
待
し
ま
し
た
よ
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
。
公
募
し
た
が
応
募
が
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
、

喫
茶
店
は
軒
並
み
赤
字
で
、
実
態
は
不
動
産
事
業
で
稼
ぐ
。 

新
宿
で
、
あ
の
場
所
で
、
カ
フ
ェ
が
赤
字
な
ん
だ
か
ら
全
国
何
処
で
や
っ
て
も
儲
か
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
っ
て
言

い
た
く
な
る
。
横
浜
の
日
本
大
通
り
だ
っ
て
当
初
七
店
舗
く
ら
い
出
し
ま
し
た
が
、
今
二
店
舗
く
ら
い
し
か
な
い
。

み
な
と
み
ら
い
２
１
で
も
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
出
店
の
店
舗
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
実
体
と
し
て
は

床
賃
料
、
場
所
代
ゼ
ロ
に
近
い
で
す
が
、
そ
れ
で
も
営
業
継
続
断
念
っ
て
い
う
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
儲
か
ん
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。 

 

■
七
〇
年
代
に
槇
事
務
所
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
歩
行
者
空
間
と
の
係
わ
り
が
、
今
も
続
い
て
い
る
。 

一
九
七
四
年
当
時
、
槇
総
合
計
画
事
務
所
で
私
が
横
浜
の
金
沢
・
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
の
仕
事
に
関
わ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ク
受
け
た
の
は
、
大
学
で
習
っ
た
都
市
計
画
と
槇
さ
ん
が
や
ろ
う
と
し
て
る
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン

と
い
う
の
は
か
な
り
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
し
た
。
槇
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
に
長
く
い
ら
し
た
時
に
チ
ー
ム
・
テ
ン
１

の
メ
ン

バ
ー
の
方
々
と
繋
が
り
が
あ
っ
て
、
チ
ー
ム
・
テ
ン
世
代
で
す
か
ら
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
ア
テ
ネ
憲
章
を
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
批
判
す
る
勢
力
の
世
代
な
ん
で
す
よ
。
そ
の
意
味
で
は
あ
の
頃
の
住
宅
公
団
の
団
地
開
発
と
は
ぜ

ん
ぜ
ん
違
う
発
想
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
そ
こ
に
一
種
の
歩
車
共
存
道
路
＝
ボ
ン
エ
ル
フ
を
提
案
さ
れ
て
い
た
。
そ

こ
は
低
層
高
密
の
集
合
住
宅
地
で
路
地
・
小
路
の
あ
る
小
さ
な
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
、
当
時
わ
が
国
の
主
流
と
な
っ

て
い
た
ス
ー
パ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
を
否
定
す
る
デ
ザ
イ
ン
提
案
。
そ
し
て
歩
行
者
専
用
道
路
に
対
し
て
歩
車
共
存
と
い

う
、
画
期
的
な
も
の
を
作
ろ
う
と
し
た
。
で
も
こ
の
道
路
提
案
は
見
事
に
失
敗
し
、
通
常
の
歩
行
者
専
用
道
路
と

通
常
の
道
路
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
の
最
初
の
仕
事
で
す
。
二
二
歳
の
時
に
横
浜
市
の
道
路
局
に
一
人
で
乗

り
込
ん
で
、
市
か
ら
「
駄
目
」
っ
て
言
わ
れ
る
仕
事
を
担
当
し
た
ん
で
す
、
そ
の
意
味
で
は
道
路
法
や
道
路
交
通

法
に
恨
み
が
あ
り
ま
し
て(

笑)
(

図
・
４)

。 

こ
の
頃
ミ
ニ
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
試
行
と
い
う
、
後
に
雑
誌
「
都
市
住
宅
」
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
路
地
を
き
ち
ん
と
残
し
て
い
こ
う
と
い
う
、
ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ズ
的
な
発
想
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
と
記
憶
し
て
い
る
ん
で
す
よ
ね(

図
・
５)

。
そ
の
後
槇
さ
ん
は
「
見
え
が
く
れ
す
る
都
市
」
の
本
を
執
筆
さ
れ

ま
す
。
ま
た
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
言
わ
れ
る
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
は
そ
も
そ
も
第
一
種
住
居
専
用
地
域
の

土
地
に
、
店
舗
併
用
の
集
合
住
宅
を
計
画
さ
れ
、
特
例
許
可
で
商
住
複
合
の
ま
ち
を
実
現
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で

す
ね
。 

そ
う
い
う
意
味
で
槇
さ
ん
は
近
代
都
市
計
画
の
ア
テ
ネ
憲
章
に
対
す
る
批
判
的
な
こ
と
を
い
ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
、
試
し
て
き
た
人
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
私
も
学
生
時
代
に
ジ
ェ
イ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ

 
 
                           

１ 

チ
ー
ム
・
テ
ンT

ea
m X 

： 

一
九
五
六
年
の
第
一
〇
回
近
代
建
築
国
際
会
議
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
に
お
い
て
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
を
代

表
と
す
る
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｍ
を
解
体
さ
せ
た
と
さ
れ
る
当
時
若
手
の
建
築
家
グ
ル
ー
プ
。
主
な
メ
ン
バ
ー
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ミ
ッ
ソ
ン

夫
妻
、
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｊ
・
バ
ー
ケ
マ
、
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ャ
ン
カ
ル
ロ
・
デ
・
カ
ル
ロ
な
ど
が
い
る
。 



ブ
ズ
的
な
発
想
の
人
間
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
伊
藤
滋
さ
ん
が
「
君
、
槇
さ
ん
と
こ
ろ
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
ね
」

と
言
っ
て
、
槇
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
が
僕
の
運
命
の
大
き
な
転
換
点
で
す
ね
。 

             

後
に
槇
さ
ん
に
頼
ま
れ
て
、
雑
誌
「
都
市
住
宅
」
の
編
集
協
力
を
、
陣
内
秀
信
さ
ん
と
六
鹿
正
治
さ
ん
と
私
と
故

北
沢
猛
く
ん
と
四
人
で
編
集
委
員
会
を
作
っ
て
い
ろ
い
ろ
企
画
を
し
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
一
年
か
ら
二

年
く
ら
い
や
り
ま
し
た
か
ね
。
そ
れ
が
縁
で
、
宮
脇
壇
さ
ん
と
か
い
ろ
ん
な
方
と
の
接
点
が
出
来
た
の
も
今
思
え

ば
大
き
な
財
産
と
も
な
り
ま
し
た
ね
。 

槇
事
務
所
の
最
初
の
年
に
「STREETS FOR PEOPLE

」(

図
・
６)

と
い
うOE

CD

が
一
九
七
四
年
に
作
っ
た
本
に
接

し
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
は
当
時
の
世
界
各
国
の
歩
行
者
空
間
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
て
い
る
。
翌
年
に

そ
れ
を
翻
訳
し
て
岡
並
木
さ
ん
た
ち
が
パ
ル
コ
出
版
の
本
「
楽
し
く
歩
け
る
街
」(

図
・
７)

を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
一
九
七
六
年
に
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
都
市
の
大
半
を
三
ヶ
月
か
け
て
回
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
が
私
の

歩
行
者
空
間
の
原
点
で
す
。 

帰
っ
て
す
ぐ
、
横
浜
の
イ
セ
ザ
キ･

モ
ー
ル
が
完
成
し
た
の
を
機
に
地
域
科
学
研
究
会
の
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
」

(

図
・
８)

の
本
を
作
る
こ
と
に
な
り
、
岡
並
木
さ
ん
、
高
橋
志
保
彦
さ
ん
が
コ
ア
に
な
っ
て
そ
れ
に
横
浜
市
の
若
竹

馨
さ
ん
、
竹
中
工
務
店
の
横
田
武
美
さ
ん
、
そ
の
編
集
協
力
で
私
が
全
国
を
回
る
。
呉
と
か
旭
川
、
札
幌
、
酒
田

な
ど
。
酒
田
は
ち
ょ
う
ど
大
火
の
後
で
、
区
画
整
理
と
再
開
発
に
あ
わ
せ
歩
行
者
空
間
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

を
造
る
と
い
う
あ
る
意
味
で
は
理
想
的
な
都
市
計
画
を
実
践
す
る
。
そ
こ
の
現
場
も
見
て
き
て
い
ま
す
。
私
が
編

集
協
力
者
と
し
て
国
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
リ
ス
ト
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
槇
事
務
所
に
居
た
と
き
で

す
。 

「FOR PEDESTRIANS ONLY,1977

」(

図
・
９)

、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
解
説
本
で
、
全

米
の
あ
の
当
時
の
一
九
八
〇
年
代
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
リ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇

年
代
に
か
け
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
華
々
し
く
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
が
ア
メ
リ
カ
で
す
。 

私
の
歩
行
者
空
間
行
脚
の
履
歴
を
言
い
ま
す
と
、
前
掲
の
よ
う
に
七
六
年
に
「STR

EE
TS 

FO
R 
PEOPLE

」
を
ベ
ー

ス
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
三
ヶ
月
行
脚
し
ま
し
た
。
あ
の
当
時
は
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
の
原
因
と
さ
れ
た
の
が
ア
テ

ネ
憲
章
の
近
代
都
市
計
画
、
つ
ま
り
働
く
と
こ
ろ
と
住
む
と
こ
ろ
の
分
離
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ
た
め
の
交
通
と
い
う

考
え
方
が
近
代
都
市
計
画
の
主
流
だ
っ
た
訳
で
す
が
、
そ
れ
が
基
本
的
に
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
に
つ
な
が
る
。

そ
れ
は
、
当
時
の
チ
ー
ム･

テ
ン
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
も
は
っ
き
り
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
歩
行
者
空
間
整
備
に

 

 

（図・４）横浜・金沢シーサイドタウン並木一丁
目低層住宅地マスタープランで歩車共存道路を提
案した。 

 

（図・５）ミニアーバンデザインの試行－雑誌・都市
住宅 1975年 9月号。東京都 23区の高密住宅地の環境
改善調査では路地の魅力を提言した。 

 



つ
な
が
る
と
私
は
解
釈
し
て
い
ま
す
。 

八
十
年
に
地
域
科
学
研
究
会
主
催
の
欧
州
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
視
察
ツ
ア
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
、
八
二

年
に
ア
メ
リ
カ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
ツ
ア
ー
を
高
橋
志
保
彦
さ
ん
が
団
長
で
、
僕
は
補
佐
役
で
、
一
緒
に
回
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
二
年
後
に
ア
プ
ル
を
作
っ
て
独
立
、
そ
こ
で
土
木
学
会
の
景
観
グ
ル
ー
プ
と
の
出
会
い
で
、「
街

路
の
景
観
設
計
」
と
い
う
本
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
縁
で
実
は
門
司
港
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
新
宿
は
ま
た
別

の
ル
ー
ト
で
す
が
。
以
降
、
地
域
科
学
研
究
会
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
海
外
視
察
団
の
団
長
を
頼
ま
れ
て
、
結
構
視
察
旅
行

を
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
Ｕ
Ｄ
Ｃ
さ
ん
と
は
二
回
視
察
旅
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
視
察
コ
ー
ス
は
私
が
作

り
ま
す
か
ら
、
以
前
行
っ
た
町
を
再
訪
し
て
経
過
を
確
か
め
る
。
大
学
の
教
員
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
単
独
で
そ
れ

を
繰
り
返
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

で
す
か
ら
私
の
原
点
は
四
十
年
前
の
出
版
「
楽
し
く
歩
け
る
街
」
に
在
る
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
知
れ
な
い
。 

                  

■
自
分
の
住
む
入
船
西
団
地
管
理
組
合
で
や
り
遂
げ
た
、
ボ
ン
エ
ル
フ
道
路
。 

モ
ア
街
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
関
わ
っ
た
の
が
、
私
の
住
ん
で
い
た
浦
安
市
の
入
船
西
団
地
で
歩
車
共
存
道
路
を
作
っ

た
こ
と
、
僕
が
管
理
組
合
に
提
案
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
管
理
組
会
の
理
事
会
が
「
交
通
事
故
が
多

い
、
不
法
駐
車
が
多
い
か
ら
こ
の
道
を
完
全
に
自
動
車
止
め
よ
う
、
歩
行
者
専
用
道
路
に
し
よ
う
」
と
い
う
提
案

だ
っ
た
ん
で
す
。
私
は
そ
れ
に
異
を
唱
え
た
。「
も
う
時
代
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、
歩
車
共
存
だ
」
と
。
だ
け
ど

み
な
、
聞
く
耳
持
た
な
い
。
だ
け
ど
理
事
長
さ
ん
が
「
中
野
さ
ん
が
言
っ
て
る
の
、
説
明
し
て
よ
」
と
い
う
こ
と

で
理
事
会
で
説
明
し
、
こ
れ
を
自
分
た
ち
で
交
通
実
験
す
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。 

こ
れ
が
地
元
の
新
聞
に
出
て
、
な
ん
と
警
察
か
ら
呼
び
出
し
を
く
ら
っ
て
、
責
任
者
出
て
こ
い
と
。
そ
れ
で
私1

人
で
行
き
ま
し
た
ね
。
若
い
三
十
代
で
し
た
が
、
そ
こ
で
そ
れ
ま
で
起
き
て
い
た
団
地
内
道
路
で
の
事
故
や
子
供

た
ち
の
危
険
性
を
訴
え
る
ん
で
す
が
、
結
果
は
県
警
の
交
通
課
長
さ
ん
か
ら
「
道
路
交
通
法
の
危
険
行
為
だ
か
ら

即
刻
止
め
ろ
」
と
い
う
要
請
。
し
か
し
所
轄
の
警
察
署
の
課
長
さ
ん
が
、
「
現
状
は
危
険
な
状
態
な
ん
だ
」「
中
野

 

 

  

（図・６）「STREETS FOR PEOPLE」 

（図・７）「楽しく歩ける街」 

（図・８）「ショッピングモール」 （図・９）「FOR PEDESTRIANS 
ONLY,1977」 



さ
ん
た
ち
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
。
ど
う
に
か
、
可
能
な
方
法
は
な
い
か
？
」
と
い
う
応
援

も
あ
り
、
翌
週
再
度
協
議
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
交
通
課
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
の
が
「
道
路
交
通
法
の
枠
で
や

る
限
り
は
無
理
だ
、
道
路
交
通
法
告
示
を
解
除
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
手
続
き
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
解
除

し
た
ん
で
す
。 

そ
の
道
路
は
公
道
で
は
な
く
て
民
地(

団
地
内
通
路)

だ
っ
た
ん
で
す
。
団
地
内
通
路
だ
っ
た
か
ら
解
除
出
来
た
。

団
地
の
入
り
口
（
民
地
の
入
り
口
）
に
門
を
作
っ
て
、
こ
こ
は
私
有
地
だ
か
ら
関
係
者
以
外
は
入
ら
な
い
で
よ
、

と
い
う
サ
イ
ン
を
設
置
す
る
。
ボ
ン
エ
ル
フ
マ
ー
ク
を
置
い
て
、
そ
れ
で
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
工

事
会
社
に
頼
ん
で
、
交
通
標
識
、
駐
車
禁
止
と
か
そ
う
い
う
の
は
全
て
撤
去
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
警
察
署

に
返
却
し
に
行
き
ま
し
た
。
消
防
署
も
協
力
し
て
く
れ
て
、
は
し
ご
車
も
走
ら
せ
て
、
安
全
確
認
実
験
も
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
建
築
基
準
法
第
八
十
六
条
に
違
反
し
な
い
か
も
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
験
に
は
様
々
な
方
々

の
支
援
も
あ
り
、
実
験
は
十
か
月
継
続
し
、
そ
の
後
管
理
組
合
総
会
で
恒
久
実
施
が
承
認
さ
れ
、
実
現
し
三
十
年

近
く
経
過
し
て
い
ま
す
。(

図
・
１
０) 

                 

■
門
司
港
レ
ト
ロ
。
駅
前
広
場
は
た
だ
の
民
地
だ
っ
た
か
ら
何
で
も
出
来
た
。 

北
九
州
市
の
門
司
港
で
も
歩
行
者
の
た
め
の
空
間
づ
く
り
を
メ
イ
ン
に
し
よ
う
と
提
案
し
ま
し
た(

図
・
１
１)

。 

そ
の
中
の
駅
前
広
場
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
さ
ん
の
用
地
で
、
道
路
交
通
法
が
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
可
能
な
広
場
に
し
て
い
ま
す (

図
・
１
２)

。 

以
前
は
車
が
入
っ
て
ま
し
た
が
、
大
正
二
年
、
道
路
交
通
法
以
前
に
出
来
た
駅
前
広
場
で
、
道
路
区
域
も
指
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
何
を
す
る
に
も
道
路
管
理
者
の
許
可
も
警
察
の
許
可
も
要
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
こ
で

正
規
の
交
通
広
場
を
新
た
に
脇
に
作
り
、
こ
こ
は
歩
行
者
広
場
に
し
た
。
駅
長
さ
ん
の
許
可
で
何
で
も
出
来
ま
す
。

営
業
行
為
も
出
来
ま
す
。
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
も
出
来
ま
す
。
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。 

  

 

 
（図・１０）浦安市入船西団地で実現したボンエルフ（歩車共存道路）。 



■
こ
う
や
れ
ば
、
日
本
で
も
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
出
来
る
。 

門
司
港
船
溜
ま
り
の
事
例
。 

門
司
港
の
船
溜
ま
り
に
行
く
と
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
や
っ
て
る
よ
う
に
見
え
る
で
し
ょ
う(

図
・
１
３)

。
水
際
に
人

の
気
配
を
定
着
さ
せ
た
い
、
そ
の
た
め
に
何
を
や
っ
た
か
と
い
う
と
、
こ
こ
は
市
港
湾
局
管
理
の
物
揚
場
で
す
の

で
、
港
湾
環
境
整
備
の
一
環
で
ベ
ン
チ
と
テ
ー
ブ
ル
を
休
憩
施
設
と
し
て
設
置
し
、
そ
こ
に
パ
ラ
ソ
ル
は
観
光
協

会
が
毎
朝
立
て
、
夕
方
外
し
て
い
る
。
お
客
さ
ん
は
お
弁
当
持
っ
て
き
た
り
、
周
囲
の
お
店
で
買
っ
て
来
て
座
っ

て
食
べ
、
休
憩
す
る
。
こ
れ
だ
け
で
す
。
カ
フ
ェ
の
営
業
じ
ゃ
な
く
て
、
タ
ダ
で
座
っ
て
良
い
よ
と
い
う
ス
タ
イ

ル
、
だ
い
た
い
ア
メ
リ
カ
で
主
流
で
居
場
所
づ
く
り(

プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ)

の
手
法
と
し
て
定
着
し
て
い
る
ス

タ
イ
ル
に
近
い
で
す
ね
。
こ
れ
を
二
五
年
前
か
ら
実
現
し
て
い
ま
す
。 

                               

 

 

 

上右（図・１１）門司港レトロ地区平面図。 
上左（図・１２）JR駅前広場は道路交通法の適用されない民地だ
から様々なイベントを開催できる。 
下左（図・１３）市港湾局管理の物揚場にはタダで座って良いベン
チとテーブルを設置してオープンカフェを実現している。 



■
こ
う
や
れ
ば
、
日
本
で
も
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
出
来
る
。 

新
潟
駅
前
広
場
の
事
例
。 

新
潟
駅
の
駅
前
広
場
で
も
似
た
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
実
現
し
ま
し
た
。
駅
舎
駅
前
広
場
の
コ
ン
ペ
が
あ
り
、
建
築

家
の
堀
越
英
嗣
さ
ん
や
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
佐
々
木
葉
二
さ
ん
た
ち
と
の
コ
ラ
ボ
で
当
選
し
ま
し

た
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
広
場
内
で
カ
フ
ェ
と
か
営
業
行
為
出
来
る
よ
う
に
と
提
案
し
、
実
現
し
ま
し

た 
(

図
・
１
４)

。
区
画
整
理
で
駅
前
広
場
も
付
け
替
え
し
、
そ
の
と
き
に
中
央
の
歩
行
者
広
場
部
分
は
市
の
用
地

に
し
、
そ
の
脇
の
交
通
広
場
部
分
を
Ｊ
Ｒ
の
用
地
に
換
地
し
て
い
ま
す
。
地
方
都
市
で
は
駅
前
広
場
内
に
駐
車
場

が
あ
り
、
駐
車
場
収
入
が
入
る
。
そ
の
部
分
は
Ｊ
Ｒ
、
真
ん
中
の
自
由
に
イ
ベ
ン
ト
で
き
る
場
所
は
市
用
地
に
し

ま
し
た
。
本
来
は
都
市
計
画
広
場
で
、
道
路
交
通
法
の
適
用
を
受
け
ま
す
が
、
新
潟
市
広
場
条
例
を
制
定
し
て
い

た
だ
き
警
察
権
限
を
外
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
警
察
の
許
可
な
し
に
自
由
に
使
え
ま
す
。 

こ
れ
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
過
程
で
、
市
民
の
方
々
か
ら
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
意
見

が
出
た
こ
と
を
可
能
す
る
仕
組
み
を
行
政
担
当
者
の
努
力
で
実
現
し
ま
し
た
。 

地
方
都
市
で
す
か
ら
常
に
人
の
気
配
が
欲
し
い
ん
で
、
何
も
イ
ベ
ン
ト
が
無
い
と
き
は
ケ
イ
タ
リ
ン
グ
カ
ー
が
来

て
く
れ
て
い
ま
す
。
日
本
初
だ
と
思
い
ま
す
が
、
自
由
に
市
民
が
使
え
る
広
場
の
実
現
例
で
す
。 

                          

 

 

 

 

（図・１４）新潟駅前広場では市の条例
によって道路交通法の適用を実質的に
除外している。 



■
那
覇
市
国
際
通
り
の
歩
行
者
空
間
整
備
、
週
末
は
歩
行
者
専
用
に
。 

那
覇
国
際
通
り
の
街
路
整
備
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
始
ま
り
は
、
照
明
デ
ザ
イ
ン
の
面
出
薫
さ
ん
か
ら
コ
ン
ペ
の
声

が
か
か
り
、
地
元
設
計
事
務
所
も
含
め
た
三
社
Ｊ
Ｖ
で
応
募
、
当
選
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
初
年
度
は

街
路
デ
ザ
イ
ン
の
基
本
計
画
づ
く
り
、
国
際
通
り
は
自
動
車
交
通
量
も
多
い
の
は
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
過
程
で
地
元
商
店
街
の
役
員
さ
ん
宅
で
話
を
し
て
い
る
と
、
そ
の
方
の
お
母
さ
ん
が
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
で
こ
こ

に
住
め
な
く
な
っ
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
直
後
に
、「
そ
れ
じ
ゃ
車
止
め
ま
し
ょ
う
よ
」
っ

て
通
り
の
歩
行
者
空
間
実
験
を
提
案
し
た
こ
と
が
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
現
の
き
っ
か
け
で
す
。 

コ
ン
ペ
は
地
元
商
店
街
が
主
催
し
、
地
元
主
導
で
街
路
の
表
層
の
環
境
整
備
、
そ
れ
に
県
が
電
線
の
地
中
化
工
事

な
ど
の
基
盤
整
備
と
い
う
役
割
分
担
で
し
た
が
、
計
画
を
検
討
す
る
過
程
で
事
業
費
を
試
算
し
て
み
た
ら
ぜ
ん
ぜ

ん
金
が
足
り
な
い
。
そ
こ
で
国
交
省
の
方
に
相
談
し
、
都
市
局
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業
の
支
援
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
今
度
は
県
事
業
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち
は
設
計
か
ら
外
さ
れ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す(

笑)

。 

そ
れ
以
降
は
商
店
街
の
顧
問
み
た
い
な
形
で
お
付
き
合
い
し
た
の
と
、
地
元
の
コ
ン
サ
ル
の
下
請
け
で
お
手
伝
い

し
ま
し
た
。
最
終
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
地
元
の
琉
球
大
学
の
先
生
に
お
願
い
し
て
、
舗
装
デ
ザ
イ
ン
と
か
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
お
任
せ
し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
私
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
で
す
ね
。
四
年
近
く
の
間
に
何
度
も
車
を
止
め
、
公
共
交
通
の
バ
ス
の
み
走

行
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
社
会
実
験
を
繰
り
返
し
、
そ
の
検
証
結
果
を
受
け
て
、
現
在
は
週
末
の
み
の
実

現
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
・
１
５
）
。 

                     

 

 

（図・１５）那覇市国際通
りシンボル道路。週末は車
を止めて歩行者天国にな
る。 



■
日
本
の
地
方
の
中
小
都
市
の
商
店
街
は
寂
れ
て
い
る
。
原
因
は
都
市
計
画
の
失
敗
？
。 

日
本
の
地
方
の
中
心
市
街
地
の
実
情
を
報
告
し
ま
す
。
私
の
郷
里
は
山
口
県
の
宇
部
市
で
、
元
祖
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
の
街
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
九
七
〇
年
ま
で
、
私
の
高
校
時
代
ま
で
は
こ
こ
の
商
店
街
は
実
に
元
気
だ

っ
た
。
そ
れ
が
二
十
年
の
間
に
空
洞
化
し
、
本
当
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
な
っ
た
。
あ
る
有
名
な
中
心
市
街
地
問

題
に
詳
し
い
方
が
あ
そ
こ
に
行
か
れ
て
、「
こ
ん
な
ひ
ど
い
町
は
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
言
い
わ
れ
た
く
ら
い
の
寂

れ
方
で
す
。
あ
ん
な
元
気
な
町
が
な
ぜ
こ
ん
な
状
態
に
な
っ
た
ん
だ
、
と
い
う
の
を
訴
え
か
け
た
い
。
や
は
り
原

因
は
戦
後
の
都
市
計
画
の
失
敗
じ
ゃ
な
い
の
っ
て
言
い
た
く
な
る
ん
で
す
。 

 

■
日
本
の
中
心
市
街
地
は
衰
退
し
た
。
で
も
し
た
た
か
に
生
き
延
び
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
在
る
。 

学
生
時
代
に
体
験
し
た
旭
川
の
平
和
通
り
買
物
公
園
で
す
。
上
田
篤
さ
ん
の
提
案
で
一
九
六
〇
年
代
に
買
物
公
園

の
交
通
実
験
を
経
て
実
現
し
ま
し
た
。
鳴
海
先
生
が
関
わ
ら
れ
た
と
い
う
の
は
後
で
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
は

全
面
改
造
さ
れ
て
ま
す(

図
・
１
６)

。
し
か
し
、
か
っ
て
の
賑
わ
い
は
明
ら
か
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
室
の
学

生
に
た
ま
た
ま
旭
川
出
身
者
が
い
ま
し
た
の
で
、
買
物
公
園
の
経
緯
を
研
究
さ
せ
た
ん
で
す
が
、
中
心
市
街
の
居

住
人
口
は
昭
和
四
十
五
年
の
概
ね
三
分
の
一
に
な
っ
て
い
ま
す(

図
・
１
７)

。 

私
は
、
日
本
の
地
方
都
市
の
中
心
商
店
街
が
衰
退
し
た
の
は
中
心
部
か
ら
人
が
居
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
思
っ
て
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
と
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
で
大
騒
ぎ
し
た

の
は
、
だ
い
た
い
中
心
市
街
地
の
住
民
が
半
分
近
く
に
な
っ
た
時
だ
っ
て
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
半

分
か
ら
盛
り
返
し
て
、
よ
う
や
く
昔
の
水
準
に
な
っ
た
し
、
今
そ
れ
以
上
に
住
宅
を
町
の
中
に
作
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
で
す
か
ら
完
全
な
職
住
近
接
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
は
半
分
に
な
っ
た
と
き
に
大
騒
ぎ
し
た
は
ず
な
の
が
、
根
本
的
な
と
こ
ろ
は
全
く
方
針
転
換
が
さ
れ
て
い
な

い
。
完
全
に
買
物
客
つ
ま
り
歩
行
者
交
通
量
も
減
っ
て
い
ま
す
。
旭
川
の
資
料
を
見
る
限
り
は
居
住
人
口
と
商
店

街
の
売
上
は
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
が
良
く
分
り
ま
す(

図
・
１
８)

。 

                 

 

 

 

（図・１６）リニューアルさ
れた旭川買物公園。 

（図・１７）旭川市中心市街
地の居住人口は今、昭和４５
年の概ね３分の１になってい
る。 

（図・１８）旭川平和通商店
街の小売販売額・シェアは居
住人口にリンクしているこ
とが分る。 

 



昭
和
の
後
期
か
ら
平
成
に
か
け
て
中
心
市
街
地
活
性
化
の
議
論
が
あ
っ
て
、
再
開
発
を
し
て
駐
車
場
を
積
極
的
に

作
ろ
う
と
い
う
話
が
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
私
の
田
舎
も
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
商
店
街
近
代
化
プ

ラ
ン
を
進
め
て
き
た
時
代
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
否
定
さ
れ
て
た
方
式
だ
っ
た
。
実
際
旭
川

も
、
駅
前
は
栄
え
て
い
ま
す
が
駅
か
ら
遠
く
に
行
く
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
お
店
も
結
構
目
に
つ
き
ま
す
し
、
空
き
地

が
増
え
、
そ
こ
は
青
空
駐
車
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
大
火
復
興
の
理
想
の
都
市
計
画
モ
デ
ル
と
し
て
作
っ

た
酒
田
も
厳
し
い
状
況
で
す
ね
。 

計
画
的
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
作
っ
た
と
こ
ろ
で
も
必
ず
し
も
う
ま
く
行
っ
て
な
い
訳
で
す
、
一
方
で
、
自

然
発
生
的
な
地
元
が
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
ね
。
し
た
た
か
に
歩
行
者
空
間
が
生
き
延
び
て
い
る
と

言
え
ま
す
ね
。 

日
本
で
本
格
的
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
っ
て
い
ま
す(

図
・
１
９)

。
東
京
銀
座
の
ホ
コ

天
が
一
九
六
八
年
で
す(

図
・
２
０)

。
七
〇
年
頃
っ
て
い
う
の
は
ま
さ
に
世
界
的
な
流
れ
で
歩
行
者
空
間
が
注
目
さ

れ
始
め
た
時
代
で
す
ね
。 

そ
ん
な
中
で
私
も
新
宿
の
他
に
幾
つ
か
の
商
店
街
に
関
わ
り
、
川
崎
大
師
参
道
仲
見
世
も
車
が
入
ら
な
い
よ
う
に

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。(

図
・
２
１)

。
柴
又
帝
釈
天
参
道
も
同
様
で
す(

図
・
２
２)

。 

東
京
の
吉
祥
寺
駅
前
界
隈
も
正
に
そ
う
で
し
ょ
う
。
こ
の
サ
ン
ロ
ー
ド
は
昔
バ
ス
通
り
だ
っ
た
ん
で
す
。
吉
祥
寺

は
日
本
で
の
面
的
な
歩
行
者
空
間
の
モ
デ
ル
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か(

図
・
２
３)

。 

下
北
沢
も
そ
う
で
す
ね(

図
・
２
４)

。
し
か
し
こ
こ
は
現
在
、
小
田
急
線
の
地
下
化
に
関
連
し
て
都
市
計
画
道
路
と

駅
前
広
場
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
街
が
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
も
無
い
訳
で
は
な
い 

                     

  

 
 

 

（図・２０）銀座の歩行者天国（１９６８～） （図１９）イセザキモール（１９７８） 

（図・２２）柴又帝釈天参道     （図・２１）川崎大師参道仲見世 

（図・２４）下北沢           （図・２３）吉祥寺 

 



■
ア
メ
リ
カ
の
中
心
市
街
地
、
歩
行
者
モ
ー
ル
は
全
滅
状
態
。 

実
は
一
九
六
四
年
に
名
作
と
う
た
わ
れ
た
フ
レ
ズ
ノ
の
フ
ル
ト
ン
モ
ー
ル(

図
・
２
５)

が
廃
止
さ
れ
る
と
い
う
話
が

進
行
中
で
、
今
年
中
に
車
の
進
入
を
復
活
さ
せ
た
一
般
道
路
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
の
現
地
を
見
て
き
ま
し
た
。

当
時
は
鳴
り
物
入
り
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
が
一
昨
年
行
っ
た
と
き
沿
道
商
店
の
廃
屋
状
態
に
な
っ

た
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
人
通
り
が
無
く
な
っ
て
、
浮
浪
者
が
溜
ま
る
。
ま
さ
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
で
す
。 

ま
た
ニ
ュ
ー
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ャ
プ
テ
ン
ズ
ウ
ォ
ー
ク(

図
・
２
６
、
こ
れ
も
廃
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
全
く
普
通
の

道
に
な
り
ま
し
た
。
か
っ
て
は
素
晴
ら
し
い
公
園
的
な
緑
豊
か
な
モ
ー
ル
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
も
消
滅
し
て

し
ま
っ
た
。
詰
ま
る
こ
ろ
、
こ
う
い
う
素
晴
ら
し
い
道
を
作
っ
て
も
人
は
来
な
か
っ
た
、
い
や
最
初
は
来
た
が
、

段
々
来
な
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
道
空
間
だ
け
で
は
駄
目
、
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
。
結
局
中
心

市
街
地
は
郊
外
の
住
宅
地
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
負
け
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
１

に
関
し
て
も
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
の
一
九
六
七
年
に
完
成
し
た
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ハ
ル
プ
リ
ン
設

計
の
名
作
と
言
わ
れ
た
ニ
コ
レ
ッ
ト
モ
ー
ル(

図
・
２
７)

も
現
在
大
改
造
の
工
事
が
進
行
中
で
す
。
こ
れ
は
改
造
コ

ン
ペ
を
経
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン
の
設
計
者
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
コ
ー
ナ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ズ
の
設
計
案
が

採
用
さ
れ
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
形
式
は
継
続
す
る
と
の
こ
と
、
一
安
心
で
す
。 

し
か
し
一
九
七
〇
年
代
に
実
現
し
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
チ
ェ
ス
ナ
ッ
ト
通
り(

図
・
２
８)

、
そ
し
て
シ
カ
ゴ
の

ス
テ
イ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
モ
ー
ル(

図
・
２
９)

の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
も
廃
止
さ
れ
て
普
通
の
道
に
な
り
ま
し
た
。 

一
方
で
デ
ン
バ
ー 

(

図
・
３
０)

は
実
に
元
気
で
す
。
後
発
の
部
類
に
入
る
一
九
八
二
年
に
作
ら
れ
た
一
六
番
街
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
す
が
、
二
〇
〇
二
年
に
延
伸
さ
れ
、
こ
こ
は
無
料
バ
ス
が
走
り
、
ゆ
っ
た
り
と
広
い
分
離

帯
が
設
け
ら
れ
、
道
路
に
は
全
く
段
差
が
あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ス
し
か
走
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
自
由
に
道
路
を
渡
っ

て
行
き
来
出
来
ま
す
。
こ
の
町
は
夜
で
も
人
が
居
る
ん
で
す
よ
。 

そ
の
違
い
の
要
因
は
何
か
、
と
い
う
の
が
根
本
的
な
都
市
計
画
に
関
わ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。 

                
 
                           

１ 

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
：
中
心
市
街
地
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
、
バ
ス
や
路
面
電
車
な
ど
公
共
交
通
（
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
だ
け

を
通
行
さ
せ
、
一
般
車
の
通
行
を
規
制
し
て
歩
行
者
優
先
の
空
間
（
モ
ー
ル
）
と
し
て
整
備
し
た
道
路
。
歩
車
道
の
区
分
の
あ
る
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
も
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
歩
車
道
の
区
分
の
全
く
無
い
も
の
が
多
い
。 

（図・２６）廃止されたニューロンドンのキャプテン
ズウォーク。 

 

 

（図・２５）廃止されることとなったフレズノのフ
ルトンモール。 



                      

■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
は
、
歩
行
者
優
先
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
全
盛
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歩
行
者
空
間
の
話
に
転
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。
パ
リ
や
ウ
ィ
ー
ン
、
そ
の
他
ど
こ
の
街
に
行
っ
て
も

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
成
立
し
て
い
ま
す
（
図
・
３
１
）
。 

実
際
カ
フ
ェ
を
支
え
る
の
は
地
元
の
人
た
ち
で
す
。
私
は
海
外
都
市
に
行
く
た
び
に
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
客
層

は
ど
ん
な
の
か
な
と
観
察
し
て
来
ま
し
た
が
、
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
は
や
っ
ぱ
り
地
元
の
方
々
で
す
よ
。
プ

ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
が
観
光
客
で
す
ね
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
は
歩
行
者
ゾ
ー
ン
と
言
っ
て
ど
こ
も
面
的
な
広
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
が
数
千
人
の
町

で
も
数
十
万
人
の
大
都
市
で
も
歩
行
者
空
間
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
日
本
と
何
が
違
う
か
と
い
う
と
一
九
七
〇
年
代

か
ら
近
代
都
市
計
画
の
ア
テ
ネ
憲
章
に
依
拠
し
た
都
市
計
画
を
否
定
し
て
、
新
ア
テ
ネ
憲
章
の
方
向
に
切
り
替
え

て
い
る
ん
で
す
。
一
九
九
八
年
に
新
ア
テ
ネ
憲
章
は
採
択
さ
れ
ま
す
が
、
基
本
的
な
骨
格
は
一
九
七
〇
年
代
の
見

直
し
か
ら
で
す
ね
。 

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
か
つ
て
車
に
占
拠
さ
れ
て
い
た
広
場
が
、
露
店
や
カ
フ
ェ
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
港
町

の
ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ン(

図
・
３
２)

。
昔
、
車
の
道
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
歩
行
者
空
間
化
さ
れ
、
大
成
功
し
て
い
ま
す
。

下
が
店
舗
で
上
層
階
は
住
居
で
す
。
今
人
気
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
住
宅
で
す
。
か
っ
て
は
港
か
ら
船
が
無
く

な
っ
て
た
ん
で
す
が
、
今
は
多
く
の
船
が
係
留
さ
れ
て
ま
す
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
は
歩
行
者
空
間
の
街
が
続
い
て

い
ま
す
。
市
庁
舎
前
広
場
も
全
て
歩
行
者
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
す(

図
・
３
３
、
３
４
、
３
５)

。 

 

 

 

 

 

（図・２７）名作と言われたニコレット
モール。現在改装中。 

（図・２８）廃止されたフィラデルフィアの
チェスナット通り。 

（図・３０）デンバー・１６番街トランジット
モール１は好調。 

（図・２９）廃止されたシカゴのステ
イトストリートモール。 



                                       

 

  

 

（図・３１）パリ、シャンゼリゼ通りのオープンカフェ。 

 
コペンハーゲンのオープンカ
フェ風景。 
上右（図・３２）ニューハウン。 
上左（図・３３）市庁舎広場。 
下左（図・３４）ストロイエ。  

 

（図・３５）コペンハーゲン中心市街の歩行者区域の拡大経緯 



そ
し
て
、
エ
ッ
セ
ン
、
ケ
ル
ン
、
ブ
レ
ー
メ
ン
。
エ
ッ
セ
ン
の
リ
ン
ベ
ッ
カ
ー
通
り
が
一
九
三
八
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
初
め
て
実
現
し
た
歩
行
者
空
間
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
九
三
〇
年
代
で
す
が
、
日
本
も

ほ
ぼ
同
じ
年
代
か
そ
の
前
に
、
横
浜
の
伊
勢
佐
木
町
や
門
司
港
の
栄
町
商
店
街
で
、
車
馬
を
進
入
禁
止
に
し
た
と

い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

実
際
、
エ
ッ
セ
ン
の
歩
行
者
空
間
も
面
的
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す(

図
・
３
６)

。
エ
ッ
セ
ン
の
一
九
七
八
年
と
今

の
写
真
を
比
べ
る
と
、
今
は
ほ
ん
と
に
元
気
な
町
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

            

ケ
ル
ン
の
ホ
ー
エ
通
り(

図
・
３
７)

も
同
様
で
す
。
こ
れ
ら
の
歩
行
者
空
間
は
実
際
ど
う
運
用
し
て
い
る
か
っ
て
い

う
と
す
べ
て
時
間
規
制
な
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
み
ん
な
そ
う
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
完
全
な
歩
行
者
専
用
道

路
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
出
来
た
再
開
発
の
市
街
地
ラ
イ
ン
バ
ー
ン
１

だ
け
で
す
（
図
・
３
８
）
。

そ
れ
は
完
全
な
二
四
時
間
車
を
入
れ
な
い
街
で
す
。
そ
の
代
わ
り
裏
に
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
歩
行
者
専
用
ゾ
ー
ン
は
基
本
的
に
時
間
規
制
で
す
。 

ケ
ル
ン
の
街
な
か
の
集
合
住
宅
の
様
子
を
見
ま
す
と
、
外
側
は
商
店
街
で
す
が
、
内
側
は
住
宅
街
で
落
ち
つ
い
た

感
じ
の
庭
が
あ
り
ま
す(

図
・
３
９)

。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
行
っ
て
も
歩
行
者
の
街
で
、
カ
フ
ェ
が
家
族
連
れ
と
か
観
光
客

と
か
で
賑
わ
っ
て
る
の
が
当
た
り
前
の
風
景
で
す
ね
。 

シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
が
二
〇
〇
〇
年
に
行
っ
た
時
と
二
〇
一
五
年
に
行
っ
た
時
と
で
、
雰
囲
気
が
大
き
く
変
わ
っ

て
ま
し
た
。
何
が
違
う
か
と
い
う
と
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
す
。
カ
フ
ェ
の
数
が
確
実
に
増
え
て
ま
す(

図
・
４
０)

。 

調
べ
て
み
る
と
、
沿
道
の
お
店
が
明
ら
か
に
物
販
か
ら
飲
食
に
変
わ
っ
て
る
ん
で
す
。
特
に
大
型
店
舗
が
ワ
ン
ス

パ
ン
だ
け
用
途
を
変
え
て
飲
食
店
に
し
て
、
小
さ
な
店
を
入
れ
て
ま
す
。
大
き
な
店
じ
ゃ
な
く
て
、
小
さ
な
店
。

こ
れ
実
は
ヤ
ン
ゲ
ー
ル
の
理
論
に
も
つ
な
が
り
ま
す
ね
。
小
さ
い
も
の
が
、
い
ろ
ん
な
多
様
な
も
の
が
あ
っ
た
ほ

う
が
良
い
っ
て
い
う
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
、
そ
こ
は
推
測
し
ま
し
た
。 

シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
行
く
と
中
心
市
街
地
は
ほ
ぼ
面
的
な
広
が
り
の
歩
行
者
空
間
で
す
。
そ
し
て
全
て
車
が
入

る
時
間
規
制
の
道
で
だ
い
た
い
十
一
時
ま
で
車
が
入
り
ま
す
。
で
な
い
と
住
ん
で
る
人
た
ち
は
生
活
出
来
な
い
し

店
も
営
業
出
来
な
い
で
し
ょ
。
許
可
車
両
は
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
か
ざ
す
と
入
れ
ま
す
。
身
障
者
の
車
と
か
ど
う
し
て

も
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
車
は
特
定
車
両
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
                           

１ 

オ
ラ
ン
ダ
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
中
心
地
に
あ
る
第
二
次
大
戦
の
復
興
計
画
で
一
九
五
三
年
に
実
現
し
た
商
住
複
合
再
開
発
地
区
、

計
画
か
ら
設
計
を
前
掲
の
Ｊ
・
バ
ー
ケ
マ
が
主
導
し
て
い
る
。 

 

 

（図・３６）エッセン、リンベッカー
通りと１９７０年代の歩行者区域。 



                     

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ビ
と
い
う
町(

図
・
４
１)

。
か
つ
て
は
車
社
会
だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
こ
う
で
す
よ
と
自
慢
し
て

い
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
に
い
つ
で
も
子
供
達
が
居
る
。
子
供
達
が
い
っ
ぱ
い
居
る
ん
で
す
。
日
本
の
地
方
都
市

や
ア
メ
リ
カ
は
ほ
と
ん
ど
の
町
が
郊
外
居
住
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
、
街
な
か
に
は
子
供
た
ち
の

姿
を
見
か
け
ま
せ
ん
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
ラ
イ
ン
バ
ー
ン
も
ほ
ん
と
に
生
き
生
き
し
て
い
ま
す
し
、
子
供
達
が
遊

ん
で
い
ま
す
ね
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
フ
ァ
ロ(

図
・
４
２)

っ
て
い
う
町
も
車
を
止
め
て
道
い
っ
ぱ
い
に
カ
フ
ェ
や
レ
ス

ト
ラ
ン
が
並
ん
で
る
。「
す
げ
え
な
あ
」
っ
て
思
っ
て
た
ら
、
イ
ギ
リ
ス
も
そ
う
な
ん
で
す
よ
。
ブ
ラ
イ
ト
ン(

図
・

４
３)

の
中
心
市
街
地
、
観
光
地
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ブ
ラ
イ
ト
ン
っ
て
、
そ
れ
が
歩
行
者
天
国
や
っ
て
る
ん
で
す

よ
。 

          

 

 

  

 

 
 

 

 

(図・38)ロッテルダム ラインバーン 

 

(図・40)シュツットゥガルトのオープンカフェ。 

 

(図・39)ケルンの街なかの集合住宅。 

 

(図・37)ケルン ホーエ通り。 

(図・41)フランス アルビ 

 

(図・42)ポルトガル ファロ 

 

(図・43)イギリス ブライトン 

 



■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
自
動
車
を
規
制
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、
独
善
的
見
解
と
言
っ
て
ま
す
が
、
欧
州
都
市
の
歩
行
者
空
間
は
職
住
近
接
社
会
の
復
活

だ
と
僕
は
見
て
る
ん
で
す
。
都
市
計
画
を
用
途
分
離
か
ら
複
合
に
戻
し
た
ん
で
す
。 

も
う
一
つ
は
女
性
の
社
会
進
出
、
こ
れ
が
大
き
い
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
で
聞

い
た
こ
と
で
す
が
、
冬
の
長
い
北
欧
で
は
か
つ
て
は
屋
外
飲
食
の
習
慣
は
無
か
っ
た
そ
う
で
す
。
元
来
は
地
中
海

沿
い
の
文
化
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
歩
行
者
空
間
の
拡
大
と
と
も
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
定
着
し
た
。
加
え

て
そ
の
話
で
す
ね
。
専
業
主
婦
じ
ゃ
な
く
て
共
稼
ぎ
、
そ
の
た
め
都
心
居
住
が
多
い
。
そ
の
人
た
ち
が
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
を
日
常
使
う
ん
で
す
。
一
九
七
〇
年
代
に
歩
行
者
空
間
化
が
始
ま
っ
た
頃
は
、
女
性
の
社
会
進
出
率
は
二

〇
何
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
説
が
あ
る
ん
で
す
。
今
は
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
か
ら
九
〇
パ

ー
セ
ン
ト
近
く
で
す
。
共
稼
ぎ
世
帯
は
街
な
か
居
住
を
好
む
と
い
う
こ
と
、
子
育
て
も
そ
こ
で
す
る
。
そ
う
す
る

と
自
分
た
ち
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
歩
行
者
空
間
化
を
選
択
す
る
。
老
人
、
成
人
そ
し
て
子
供
た
ち
の
た
め

の
環
境
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
的
に
自
動
車
を
バ
ツ
に
し
て
歩
行
者
空
間
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら

商
店
街
の
活
性
化
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
自
ら
の
生
活
環
境
を
作
り
出
す
た
め
に
、
車
を
否
定

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
単
純
に
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
時
間
規
制
で
す
か
ら
、
そ
の
ル
ー
ル
を
育

て
て
来
た
だ
け
で
す
。 

 

■
無
料
の
可
動
椅
子
で
空
間
を
作
る
。
歩
行
者
空
間
活
性
化
、
ア
メ
リ
カ
の
手
法
。 

現
在
の
ア
メ
リ
カ
の
話
で
す
け
ど
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
何
年
か
前
に

歩
行
者
天
国
の
社
会
実
験
を
や
り
ま
し
た(

図
・
４
４)

。
そ
こ
で
は
椅
子
を
市
民
が
自
由
に
動
か
し
て
、
自
分
の
居

場
所
を
つ
く
る
。
今
工
事
中
で
す
が
今
年
完
成
す
る
予
定
で
す
。
二
年
前
工
事
に
着
手
し
た
と
き
、
看
板
に
「
二

〇
一
六
年
五
月
一
五
日
に
完
成
」
と
書
い
て
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
今
年
に
な
っ
た
ら
工
事
が
伸
び
て
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ブ
に
完
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
八
月
に
行
く
ん
で
す
け
ど
完
成
し
た
姿
を
見
る
の
は
無
理
そ
う
で
す
。 

デ
ザ
イ
ン
は
ス
ノ
ヘ
ッ
ド
と
い
う
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
建
築
家
で
、
何
や
っ
て
る
か
っ
て
い
う
と
舗
装
パ
タ
ー
ン
変
え

た
だ
け
で
す
。
そ
れ
に
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
の
椅
子
、
こ
れ
だ
け
で
す
。
そ
の
他
は
可
動
椅
子
が
自
由
に

使
え
る
。
そ
れ
が
今
ア
メ
リ
カ
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ー
ク
で
定
着
し
た
ス
タ
イ
ル
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
ワ
イ
ト

の
理
論
に
基
づ
い
て
可
動
椅
子
で
空
間
を
作
る
と
い
う
プ
レ
イ
ス
メ
イ
キ
ン
グ
の
手
法
、
そ
れ
が
今
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
流
行
っ
て
い
ま
す
。 

 ■
地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
復
活
は
多
難
。
ア
メ
リ
カ
型
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
は
可
能
性
が
・
・
・ 

ア
メ
リ
カ
は
二
極
化
し
て
い
ま
す
。
都
心
居
住
は
ボ
ス
ト
ン
、
デ
ン
バ
ー
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
。
そ
れ
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
居
住
都
市
で
す
。
そ
の
他
の
都
市
は
衰
退
、
廃
止
、
失
敗
で
は
な
い
か
と
僕
は
思

っ
て
ま
す
。 

日
本
は
か
つ
て
職
住
近
接
だ
っ
た
。
た
だ
東
京
は
依
然
と
し
て
居
住
都
市
だ
と
思
い
ま
す
。
新
宿
、
銀
座
に
僕
は

付
き
合
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
新
宿
の
大
店
は
み
ん
な
四
谷
第
五
小
学
校
の
同
窓
な
ん
で
す
よ
ね
。
実
は
銀
座
も
初

代
が
み
ん
な
泰
明
小
学
校
の
同
窓
な
ん
で
す
。
今
二
代
目
は
み
ん
な
、
世
田
谷
、
杉
並
、
大
田
区
だ
そ
う
で
す
。

わ
か
り
ま
す
で
し
ょ
う
、
東
京
は
こ
れ
だ
け
変
わ
っ
た
ん
で
す
。
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
東
京
は
居
住
都
市
だ
と
思
い

ま
す
。
地
方
都
市
は
ほ
ぼ
職
住
分
離
型
に
な
っ
て
、
車
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
っ
て
僕
は
言
い
た
い
で
す
。 

東
京
は
下
北
沢
、
吉
祥
寺
、
戸
越
銀
座
、
十
条
銀
座
と
か
砂
町
銀
座
と
か
、
な
ん
と
か
銀
座
っ
て
い
う
の
は
、
し

た
た
か
に
車
止
め
て
ま
す
。
柴
又
も
そ
う
で
す
。
今
も
歩
行
者
空
間
は
し
た
た
か
に
生
き
伸
び
て
い
る
ん
で
す
。 



オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
定
着
す
る
か
ど
う
か
は
新
宿
で
す
ら
経
営
的
に
厳
し
い
か
ら
日
本
中
ど
こ
で
や
っ
て
も
厳
し

い
と
思
い
ま
す
ね
。
だ
け
ど
ア
メ
リ
カ
型
は
無
料
で
座
れ
る
ん
で
す
。
無
料
で
座
ら
せ
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
で
座
ら

せ
る
と
か
、
そ
し
て
観
光
協
会
な
り
そ
う
い
う
の
が
う
ま
く
演
出
し
て
人
の
気
配
を
演
出
す
れ
ば
、
僕
は
成
功
す

る
と
思
い
ま
す
。 

                 

【
質
疑
応
答
】 

 

■
人
が
住
ま
な
く
な
る
と
通
り
は
廃
れ
る
。 

<

井
口>

ア
メ
リ
カ
の
中
心
市
街
地
が
そ
れ
だ
け
駄
目
に
な
っ
て
い
る
と
は
僕
知
ら
な
か
っ
た
な
あ
。 

<

中
野>

私
の
娘
が
カ
ン
ザ
ス
に
い
た
ん
で
、
地
方
の
小
さ
い
町
も
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と
車
社
会
で
、
車
が

無
い
と
生
活
で
き
な
い
、
通
勤
は
車
で
片
道
一
〇
〇
㎞
走
る
の
も
平
気
で
、
買
物
は
シ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、

街
の
中
心
部
が
必
要
な
い
生
活
の
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
ま
だ
日
本
よ
り
マ
シ
か
も
し
れ
な
い
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
っ
て
い
う
よ
う
な
悲
惨
な
状
態
は
・
・
ま
あ
場
所
に
よ
り
け
り
で
す
け
ど
ね
。
フ
レ
ズ
ノ
は
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
ね
。 

<

井
口>

元
々
シ
カ
ゴ
の
中
心
地
な
ん
か
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
に
廃
墟
み
た
い
に
な
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

今
で
も
た
ぶ
ん
そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。 

<

中
野>

い
や
、
シ
カ
ゴ
は
す
ご
く
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
建
設
当
時(

一
九
六
九
年)

世
界
第
二
位
の
高
さ
だ
っ

た
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
コ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
っ
て
オ
フ
ィ
ス
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
住
宅
が
入
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
意
外

と
し
た
た
か
に
シ
カ
ゴ
は
ま
だ
居
住
が
残
っ
て
い
ま
す
ね
。
街
区
に
よ
っ
て
は
そ
っ
く
り
駐
車
場
に
な
っ
た
り
も

し
て
い
ま
す
か
ら
、
場
所
に
よ
っ
て
は
空
き
地
だ
ら
け
で
す
。
高
層
化
し
て
一
体
化
し
た
分
だ
け
空
き
地
が
増
え

る
。
そ
れ
は
当
然
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。 

<

井
口>

シ
カ
ゴ
は
街
そ
の
も
の
が
魅
力
的
で
は
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、
い
く
ら
廃
墟
に
な
っ
て
も
。 

<

中
野>

古
い
建
物
を
積
極
的
に
保
存
し
、
今
シ
カ
ゴ
川
沿
い
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
し
て
、
集
合
住
宅
も
メ
ッ

 

 

（図・４４）ニューヨーク、ブロードウエイ。プレイスメーキングの社
会実験中 2014年（上）。歩行者空間工事は２０１６年中に完成予定（下）。 

 



キ
リ
増
え
ま
し
た
。
川
沿
い
が
積
極
的
に
整
備
さ
れ
て
ま
す
。
マ
リ
ナ
シ
テ
ィ
の
周
り
は
住
宅
が
結
構
増
え
て
健

全
な
町
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ニ
コ
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
有
名
な
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
へ
は
何
度
か
行
っ
て
ま
す
が
、
行
く
度
に
な
ん
か
ね
、
寂
れ
て
ん

な
あ
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
調
べ
て
み
た
ら
国
際
コ
ン
ペ
や
っ
て
今
大
改
造
し
て
る
ん
で
す
よ
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
コ
ナ
ー
と
い
う
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ン
を
設
計
し
た
チ
ー
ム
が
一
等
と
っ
て
、
今
改
造
し

て
い
る
ん
で
す
。
う
ま
く
行
く
の
か
な
あ
？
っ
て
思
っ
て
ま
す
。
新
し
く
な
っ
た
ら
最
初
は
当
然
人
は
来
ま
す
が
、

ど
う
か
な
あ
、
微
妙
だ
な
あ
っ
て
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

住
宅
は
増
え
て
い
ま
す
け
ど
、
や
っ
ば
り
ゾ
ー
ニ
ン
グ
で
っ
て
い
う
か
、
用
途
で
分
離
し
て
い
る
。
だ
か
ら
町
の

中
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
は
完
全
に
オ
フ
ィ
ス
街
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。 

 

■
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
歩
行
者
空
間
に
は
、
中
間
的
な
装
置
が
必
要
。 

<

井
口>

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
魅
力
が
な
か
っ
た
、
駄
目
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
か
な
あ
。
ニ
コ
レ
ッ

ト
モ
ー
ル
も
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
は
出
て
い
な
か
っ
た
で
す
か
ね
。 

<

中
野>

在
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
流
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
印
象
で
し
た
ね
。 

<

井
口>

僕
ら
が
商
店
街
の
仕
事
を
す
る
と
き
片
側
商
店
街
は
駄
目
な
ん
だ
、
賑
わ
い
が
保
て
な
い
と
い
う
の
が
常

識
で
し
た
。
伊
勢
佐
木
モ
ー
ル
が
ぎ
り
ぎ
り
で
、
十
四
メ
ー
ト
ル
の
幅
、
か
ろ
う
じ
て
両
側
商
店
街
が
保
て
る
限

度
だ
と
言
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
。 

<

中
野>

ニ
コ
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
だ
と
完
全
に
片
側
商
店
街
で
す
よ
ね
。
幅
員
が
八
十
フ
ィ
ー
ト
約
二
四
メ
ー
ト
ル
で

し
た
っ
け
。
フ
レ
ズ
ノ
や
デ
ン
バ
ー
と
も
同
じ
で
す
ね
。 

<

井
口>

広
い
道
路
だ
と
よ
っ
ぽ
ど
商
店
街
が
魅
力
的
で
片
側
で
や
っ
て
行
け
る
と
こ
じ
ゃ
な
い
と
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ
ー
ル
に
し
て
も
商
店
街
は
う
ま
く
行
か
い
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

<

中
野>

い
や
、
デ
ン
バ
ー
は
す
ご
く
賑
わ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
う
ま
く
行
く
か
ど
う
か
っ
て
の
は
空
間
の

ス
ケ
ー
ル
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
こ
に
椅
子
と
か
ベ
ン
チ
な
ど
の
中
間
的
な
装
置
を
ど
う
入
れ
る
か
が
大
事
で
、

入
れ
て
う
ま
く
行
っ
て
る
の
が
デ
ン
バ
ー
だ
と
私
は
見
て
い
る
ん
で
す
。 

<

井
口>

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
広
い
歩
道
で
片
側
商
店
街
で
賑
わ
っ
て
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

言
え
ば
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
で
す
よ
ね
。
あ
れ
は
な
ん
で
保
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

<

中
野>

だ
と
思
い
ま
す
。 

<

井
口>

広
幅
員
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
だ
と
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
が
な
い
と
人
の
賑
わ
い
と
い
う
点
で
は
保
た
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
だ
け
ど
。 

<

中
野>

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
っ
て
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
一
般
的
な
パ
タ
ー
ン
で
、
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
も
そ
う
で
す
し
、
路
面
電
車
を
走
ら
せ
て
ま
す
よ
ね
。
都
市
の
格
に
よ
っ
て
は
広
く
て
も
成
立
す
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
ね
。 

東
京
の
銀
座
通
り
だ
っ
て
、
あ
れ
は
車
を
止
め
た
ら
止
め
た
な
り
に
う
ま
く
行
く
と
思
う
ん
で
す
、
中
間
的
な
装

置
を
う
ま
く
入
れ
れ
ば
。
し
か
し
あ
の
週
末
の
ホ
コ
天
は
寂
し
く
て
し
ゃ
あ
な
い
な
あ
っ
て
思
っ
て
ま
し
た
。
あ

ん
な
仮
の
状
態
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
、「
よ
う
あ
れ
で
ホ
コ
天
だ
っ
て
自
慢
し
て
い
る
ね
」
っ
て
。
ま
あ
こ
こ
は

国
道
だ
か
ら
ね
え
っ
と
み
ん
な
諦
め
て
い
ま
す
が
。 

 

■
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
総
合
的
に
考
え
た
都
市
計
画
、
交
通
計
画
が
、
な
ぜ
日
本
で
は
作
れ
な
い
の
か
？ 

<

井
口>

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
や
面
的
な
歩
行
者
ゾ
ー
ン
の
整
備
と
い
う
の
は
都
市
全
体
の
交
通



計
画
抜
き
に
は
成
立
し
な
い
で
す
よ
ね
。 

と
こ
ろ
が
我
々
が
こ
の
四
十
年
間
や
っ
て
き
た
歩
行
者
空
間
整
備
と
い
う
の
は
、
ま
と
も
に
交
通
計
画
を
や
っ
て

な
い
。
自
分
の
経
験
を
反
省
し
な
が
ら
言
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
都
市
全
体
の
体
系
的
な
交
通
計
画
を
や
っ
て
な

い
。
だ
か
ら
商
店
街
の
駐
車
場
を
ど
う
す
る
と
か
、
進
入
禁
止
に
出
来
る
か
ど
う
か
、
一
車
線
く
ら
い
は
車
道
を

削
っ
て
歩
道
を
拡
げ
れ
る
か
ど
う
か
、
警
察
が
あ
あ
言
う
こ
う
言
う
と
い
っ
た
、
限
ら
れ
た
場
所
や
通
り
の
話
で

終
わ
っ
て
い
る
。 

都
市
全
体
と
し
て
、
中
心
市
街
地
全
体
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
公
共
交
通
を
入
れ
て
、
ど
こ
に
ど
う
公
共
駐
車
場

を
配
置
し
て
、
歩
行
者
空
間
を
ど
う
作
る
と
い
う
よ
う
な
交
通
体
系
の
計
画
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
や
っ
て
る
わ
け

で
す
よ
ね
。
や
っ
て
る
か
ら
面
的
な
歩
行
者
ゾ
ー
ン
が
出
来
て
る
わ
け
で
す
よ
。 

日
本
で
な
ぜ
そ
れ
を
や
ら
な
か
っ
た
の
か
。
や
る
と
し
た
ら
日
本
の
役
所
に
し
ろ
あ
る
い
は
国
も
そ
う
な
ん
で
す

け
ど
も
、
交
通
計
画
を
や
る
の
は
ど
の
部
署
が
や
る
の
か
、
そ
れ
が
分
ら
な
か
っ
た
し
、
今
も
分
ら
な
い
。
自
治

体
に
は
交
通
計
画
の
部
署
が
無
い
。
一
体
ど
こ
で
、
誰
が
、
日
本
だ
っ
た
ら
や
る
べ
き
な
ん
で
す
か
ね
。 

<

中
野>

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
ア
メ
リ
カ
も
そ
う
な
ん
で
す
が
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
通
説
概
念
は
何
か
っ
て
い
う
と
、

全
て
統
合
し
て
い
る
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
ろ
う
が
、
商
店
街
の
活
性
化
策
で

あ
ろ
う
が
、
交
通
で
あ
ろ
う
が
、
誰
か
が
統
合
し
た
形
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
ま
た
は
チ
ー
ム
で
や
っ
て

る
ん
で
す
。
僕
は
本
来
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
は
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
日
本
の
中
心
市
街
地
の
対
策
と
い
う
の
は
、
今
は
中
心
市
街
地
活
性
化
法
を
作
っ
て
統
合
し
よ
う
と
い

う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
七
十
年
代
、
八
十
年
代
当
時
、
商
店
街
の
活
性
化
は
経
済
産
業
省(

当
時
の
通
産
省)

の
商
店
街
の
活
性
化
策
な
ん
で
す
よ
。
商
店
街
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
共
同
出
資
事
業
で
み
ま
し
ょ
う
と
か
、
都

市
計
画
は
都
市
計
画
で
見
ま
し
ょ
う
と
い
う
形
で
や
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
テ
ン
で
バ
ラ
バ
ラ
な
ん
で
す
ね
。 

も
う1

つ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
成
功
し
た
町
は
居
住
機
能
と
い
う
も
の
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
こ
と

で
、
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
都
市
計
画
の
見
直
し
を
し
て
い
る
と
私
は
認
識
し
て
い
る
ん
で

す
よ
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
場
合
は
、
都
市
計
画
は
都
市
計
画
で
用
途
分
離
、
む
し
ろ
郊
外
開
発
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
わ
け
で
す
。
区
画
整
理
も
含
め
て
、
官
民
一
体
で
郊
外
開
発
を
進
め
た
。 

町
の
中
は
商
店
街
対
策
だ
け
し
か
や
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
そ
の
テ
ン
で
バ
ラ
バ
ラ
の
政
策
が
田
舎
の
都
市
を

駄
目
に
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
た
だ
一
部
の
都
市
は
、
ま
だ
頑
張
っ
て
い
る
。
古
い
城
下
町
だ
っ
た
と
こ
ろ
と

か
そ
う
い
う
の
は
、
ま
だ
ま
だ
生
活
空
間
が
町
の
中
に
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
な
り
に
維
持
さ
れ
て
い
る
と
み
て
い

る
、
い
く
つ
か
の
町
は
ね
。
だ
け
ど
ほ
と
ん
ど
の
町
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
よ
。
特
に
僕
の
田
舎
な
ん
て
最
悪
な
ん
で

す
。 

<

井
口>

日
本
の
都
市
計
画
が
ま
と
も
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
は
全
く
同
感
で
す
が
、
そ
れ
を
ち
ょ
っ
と
置
い
と
い

て
、
ぎ
ゅ
っ
と
交
通
計
画
に
絞
っ
て
、
そ
れ
も
中
心
市
街
地
の
交
通
計
画
に
絞
っ
て
訊
ね
ま
す
が
、
そ
れ
を
ま
と

も
に
や
ろ
う
よ
と
し
た
自
治
体
は
無
い
ん
で
す
か
ね
。
た
と
え
ば
横
浜
市
も
や
っ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は

思
う
ん
で
す
よ
。
高
橋
志
保
彦
さ
ん
と
話
し
て
も
、
や
っ
て
な
い
と
い
う
話
な
ん
で
す
よ
。
僕
も
そ
の
渦
中
に
居

た
ん
だ
か
ら
人
の
所
為
に
ば
か
り
は
出
来
な
い
ん
だ
け
ど
、
今
か
ら
考
え
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
間
の
抜
け

た
話
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

 

■
交
通
政
策
が
無
い
所
に
交
通
計
画
は
在
り
得
な
い
。
さ
ら
に
行
政
と
警
察
が
別
々
で
、
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
な
い
。 

<

中
野>

僕
は
交
通
計
画
と
い
う
よ
り
交
通
政
策
だ
と
言
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
要
は
車
を
入
れ
る
の
か
入
れ
な
い
の

か
、
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
入
れ
な
い
た
め
に
は
ど
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
ね
。 



み
ん
な
車
を
使
う
の
を
止
そ
う
よ
と
す
れ
ば
自
動
車
交
通
量
は
減
る
わ
け
で
す
よ
。
用
途
分
離
し
て
住
み
分
け
し

よ
う
と
す
れ
ば
増
え
る
ん
で
す
よ
。
交
通
量
が
あ
る
か
ら
外
周
道
路
を
作
ら
な
い
と
車
を
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
よ
と

い
う
論
理
で
、
み
ん
な
失
敗
し
て
き
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
ベ
ル
ギ
ー
の

ブ
ル
ー
ジ
ュ
っ
て
い
う
町
な
ん
か
は
、
環
状
道
路
無
し
で
車
を
止
め
て
い
る
。
八
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
狭
い
道
を

一
方
通
行
に
し
て
、
そ
れ
で
あ
る
程
度
交
通
を
さ
ば
く
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
。
既
存
の

道
路
網
の
中
で
ど
こ
を
走
ら
せ
る
か
と
い
う
こ
と
ま
で
町
全
体
の
交
通
体
系
と
し
て
考
え
る
か
ら
、
車
を
止
め
ら

れ
て
い
る
。
僕
は
そ
れ
を
見
る
と
交
通
計
画
と
い
う
の
は
む
し
ろ
政
策
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

<

井
口>

と
な
る
と
、
ま
と
も
な
都
市
計
画
も
な
い
、
政
策
も
な
い
ん
だ
か
ら
交
通
計
画
な
ん
か
あ
る
は
ず
も
な
い

じ
ゃ
な
い
か
。
こ
う
言
っ
て
い
い
？ 

<

中
野>

そ
う
言
っ
て
い
い
で
す
。
も
う
一
つ
コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
た
い
ん
で
す
け
ど
、
僕
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
団

の
団
長
で
行
っ
て
感
じ
る
の
は
、
警
察
の
権
限
。
日
本
だ
と
警
察
と
行
政
、
別
々
で
し
ょ
？ 

そ
こ
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
う
ま
く
行
っ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、
あ
ち
ら
は
交
通
規
制
は
市
の
権
限
な
ん
で
す
。
だ

か
ら
行
政
で
出
来
る
ん
で
す
。 

<

井
口>

そ
う
で
す
、
交
通
規
制
の
ト
ッ
プ
は
市
長
で
す
か
ら
ね
。 

<

中
野>

そ
う
で
す
、
市
長
が
出
来
る
ん
で
す
。
日
本
で
は
出
来
な
い
で
す
よ
。 

<

井
口>

は
い
、
出
来
な
い
で
す
。 

<

中
野>

全
部
警
察
庁
が
実
質
的
な
規
制
の
権
限
を
握
っ
て
る
。
だ
か
ら
道
路
交
通
法
を
外
さ
な
い
と
出
来
な
い
わ

け
で
す
。
そ
れ
を
言
い
た
い
で
す
ね
。 

<

井
口>

は
い
。
で
は
日
本
で
は
都
市
計
画
と
し
て
の
交
通
体
系
を
作
る
の
は
無
理
な
ん
で
す
か
ね
。
ど
う
で
し
ょ

う
、
山
名
さ
ん
、
僕
も
ま
っ
た
く
そ
う
思
う
ん
で
す
よ(

笑)

。
国
と
し
て
も
そ
う
な
の
か
な
。 

 

■
交
通
計
画
が
無
く
、
道
路
計
画
が
あ
る
だ
け
。
声
を
上
げ
る
市
民
も
街
な
か
か
ら
居
な
く
な
っ
て
い
る
。 

<

山
名>

日
本
の
場
合
そ
う
い
う
訓
練
を
ぜ
ん
ぜ
ん
さ
れ
て
な
い
で
す
よ
ね
。
小
さ
い
都
市
行
く
と
交
通
計
画
と
い

う
言
葉
が
あ
っ
て
も
実
体
は
何
も
な
い
。
要
す
る
に
道
路
計
画
は
あ
る
、
だ
け
ど
交
通
計
画
は
無
い
。 

道
路
を
ど
ん
な
ふ
う
に
ど
う
使
お
う
か
と
い
う
こ
と
に
は
ぜ
ん
ぜ
ん
関
心
が
無
く
っ
て
、
道
路
作
っ
て
自
動
車
を

走
ら
せ
る
こ
と
だ
け
に
関
心
が
あ
る
。
日
本
で
は
歩
行
者
な
ん
か
ほ
と
ん
ど
考
え
て
な
い
よ
ね
。
自
動
車
を
ど
う

流
す
か
ば
っ
か
し
考
え
て
、
今
で
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
交
通
計
画
と
い
う
と
道
路
計
画
の
こ
と
っ
て
考
え
ま
す
か

ら
ね
。 

<

井
口>

変
わ
る
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
か
ね
、
芽
生
え
み
た
い
な
も
の
。
や
っ
ぱ
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
な
あ
、

み
た
い
な
も
の
は
何
か
見
え
ま
す
か
。 

<

山
名>

こ
の
間
も
言
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
そ
こ
は
市
民
の
方
が
な
ん
と
か
し
て
く
れ
と
い
う
話
が
上
が
っ
て
く

れ
ば
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
声
が
上
が
っ
て
く
る
の
が
少
な
い
で
す
よ
。 

<

中
野>

上
が
る
兆
し
も
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。 

<

山
名>

住
ん
で
る
人
が
居
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
声
を
上
げ
る
人
が
居
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
だ
か

ら
相
当
難
し
く
な
い
で
す
か
。 

 

■
交
通
計
画
を
策
定
す
る
部
署
は
無
い
し
、
縦
割
り
社
会
で
そ
れ
を
つ
く
る
の
は
無
理
。 

<

中
野>

そ
う
い
う
中
で
、
那
覇
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
地
元
の
商
店
街
の
人
た
ち
が
み
ん
な
職
住
近
接
な
ん
で
す

よ
。
生
活
環
境
を
守
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
車
止
め
よ
う
と
言
い
だ
し
た
ん
で
す
ね
。
あ
の
時
や
っ
ぱ
り
警
察
は
、



代
替
道
路
に
な
る
都
市
計
画
道
路
が
出
来
て
い
な
い
か
ら
ダ
メ
、
道
路
を
作
ら
な
い
と
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
社
会
実
験
と
い
う
形
で
車
止
め
た
ら
渋
滞
が
全
く
無
か
っ
た
。
な
ぜ
か
っ
て
い
う
と
、
車
止

め
る
か
ら
そ
の
日
は
み
ん
な
車
を
使
わ
な
か
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
。
週
末
に
な
る
と
車
使
わ
な
い
で
バ
ス
を
使

う
と
い
う
ふ
う
に
切
り
替
え
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
端
的
な
例
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
や
ろ
う
と
思
え
ば
出
来
る
。
と
、
僕
は
言
っ
て
社
会
実
験
を
仕
掛
け
た
り
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
き
た
ん
で
す
。 

<

井
口>

い
い
話
で
す
ね
。
け
ど
、
そ
の
や
り
方
で
一
本
の
道
で
あ
れ
ば
出
来
ま
す
よ
。
で
も
・
・
・ 

<

中
野>

そ
う
で
す
ね
。
面
は
ち
ょ
っ
と
ね
。
た
だ
、
一
本
か
ら
だ
ん
だ
ん
広
げ
て
い
く
の
が
、
常
道
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
ス
ト
ロ
イ
エ
も
そ
う
だ
っ
た
、
一
本
の
道
か
ら
広
げ
て
い
っ
て
面
に
な
っ
た
。 

<

山
名>

那
覇
は
そ
も
そ
も
道
路
が
無
い
で
す
ね
。
五
八
号
が
あ
っ
て
、
三
三
〇
号
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ

で
中
に1

本
県
道
、
国
際
通
り
が
あ
っ
て
、
ま
あ
、
横
に
あ
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
。 

<

中
野>

三
三
〇
号
渋
滞
し
て
ま
せ
ん
よ
ね
。 

<

山
名>

五
八
号
は
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
で
す
よ
ね
。 

<

中
野>

そ
う
で
す
ね
。 

<

山
名>

そ
れ
で
、
モ
ノ
レ
ー
ル
が
入
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
、
な
ん
と
か
し
た
い
っ
て
。 

そ
の
時
に
、
モ
ノ
レ
ー
ル
も
国
際
通
り
の
地
下
に
入
れ
よ
う
と
い
う
話
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
止
め
た
ん
で
す
よ
。

そ
の
時
に
下
に
入
れ
な
い
ん
だ
っ
た
ら
国
際
通
り
ど
う
す
る
か
っ
て
い
う
こ
と
を
や
っ
た
方
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
っ
て
県
の
人
に
は
よ
く
言
っ
て
た
ん
で
す
よ
。
今
で
も
大
変
で
す
よ
、
バ
ス
の
台
数
が
す
ご
く
多
い
ん
で
す
か

ら
。 

<

中
野>

バ
ス
が
ほ
と
ん
ど
空
で
、
四
社
入
っ
て
い
る
が
み
ん
な
空
な
ん
で
す
。
排
気
ガ
ス
を
撒
き
散
ら
し
て
い
る

だ
け
の
通
り
に
な
っ
て
い
て
、
実
に
ガ
ス
臭
い
ん
で
す
よ
。 

<

山
名>

バ
ス
に
は
市
は
手
が
出
ま
せ
ん
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
運
輸
局
に
な
る
。
な
か
な
か
難
し
い
。 

<

中
野>

そ
う
い
う
意
味
で
交
通
を
統
合
す
る
部
署
は
な
い
ん
で
す
よ
。 

<

井
口>

運
輸
、
通
産
、
国
交
省
、
警
察
、
そ
れ
ぞ
れ
が
・
・
・
。 

<

山
名>

市
役
所
は
そ
う
い
う
部
署
を
き
ち
っ
と
作
る
の
は
無
理
な
ん
で
す
。
規
模
が
大
き
い
と
こ
ろ
は
い
い
で
す

よ
、
政
令
都
市
、
百
万
人
都
市
は
い
い
で
す
け
ど
も
、
小
さ
い
都
市
と
な
る
と
、
た
と
え
ば
交
通
の
専
門
家
っ
て

実
際
は
あ
り
得
な
い
ん
で
す
。
そ
こ
は
や
っ
ぱ
り
首
長
さ
ん
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
っ
か
り
と
仕
切
っ
て
い
く
つ

も
り
じ
ゃ
な
い
と
動
か
な
い
。
だ
か
ら
、
首
長
さ
ん
が
そ
の
辺
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
な
か
な
か
出
来
な
い
。 

門
司
港
な
ん
か
は
そ
う
い
う
面
で
は
う
ま
く
行
っ
た
ん
で
す
ね
。
那
覇
で
は
市
長
さ
ん
が
自
ら
自
分
で
全
部
絵
を

描
い
て
や
っ
た
。
そ
れ
で
そ
こ
に
関
係
部
署
の
人
が
み
ん
な
入
っ
て
く
る
。
そ
の
ぐ
ら
い
の
仕
組
み
に
し
な
い
と

な
か
な
か
出
来
な
い
。
自
分
も
そ
の
中
に
居
て
て
言
う
の
も
お
か
し
い
で
す
が
、
今
ま
で
縦
割
り
社
会
だ
っ
た
で

す
か
ら
、
道
路
は
建
設
省
が
い
て
、
県
が
い
て
、
市
町
村
の
道
路
担
当
。
だ
か
ら
道
路
の
こ
と
以
外
は
考
え
な
く

て
い
い
ん
で
す
。
運
輸
行
政
は
運
輸
局
が
や
っ
て
い
る
し
、
警
察
は
警
察
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
と
。
だ
か
ら
そ
う
面
で

は
今
ま
で
横
に
頭
を
使
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
急
に
頭
を
使
え
っ
て
言
わ
れ
て
非
常
に
困
っ
て
い

る
の
が
今
だ
と
い
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
こ
は
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
や
ら
な
い
と
な
か
な
か
難
し
い
か

な
と
い
う
気
が
し
ま
す
け
ど
。 

 

■
部
分
か
ら
始
め
て
何
時
の
間
に
か
面
的
に
広
が
っ
て
る
、
そ
ん
な
場
当
た
り
的
な
進
め
方
が
日
本
に
は
合
っ
て
る

の
で
は
な
い
か
。 

<

井
口>

そ
う
す
る
と
日
本
で
は
、
一
気
に
面
的
な
歩
行
者
空
間
を
目
指
す
こ
と
は
無
理
で
、
中
野
さ
ん
言
わ
れ
る



よ
う
に
ど
こ
か
出
来
そ
う
な
歩
行
者
道
路
か
ら
ま
ず
実
現
す
る
。
ま
ず
こ
れ
を
や
っ
て
、
そ
れ
を
関
連
す
る
と
こ

ろ
に
じ
わ
じ
わ
と
広
げ
て
い
く
。
で
、
い
つ
の
ま
に
か
結
構
面
的
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
や

り
方
か
な
。
そ
の
可
能
性
は
あ
る
ね
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
？ 

<

中
野>

商
店
街
な
ん
か
、
下
北
沢
な
ん
か
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
バ
ラ
バ
ラ
だ
け
ど
商
店
街
が
自
然
発
生
的

に
時
間
規
制
で
車
を
止
め
て
、
結
果
的
に
あ
る
時
間
帯
は
面
的
な
規
制
が
か
か
っ
て
い
る
。
日
本
型
の
い
い
加
減

の
中
で
や
っ
て
い
く
と
い
う
か
、
全
体
の
ポ
リ
シ
ー
を
持
た
ず
に
。
私
は
日
本
型
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
は
そ
う
い

う
形
で
良
い
の
か
な
っ
て
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。 

町
の
中
心
部
の
車
を
な
る
べ
く
排
除
し
て
暮
ら
し
や
す
い
歩
き
や
す
い
街
を
作
る
っ
て
い
う
大
き
な
目
標
さ
え
掲

げ
て
お
け
ば
、
場
当
た
り
的
と
言
わ
れ
よ
う
が
、
当
初
は
部
分
的
な
規
制
で
も
だ
ん
だ
ん
そ
れ
を
滲
み
出
さ
せ
て

広
げ
て
い
け
ば
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
面
的
に
広
が
っ
た
歩
行
者
の
街
が
出
来
る
。
そ
う
い
う
タ
イ
プ
が
日
本
に
向

い
て
い
る
の
か
な
あ
と
私
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
ね
。 

 

■
歩
行
者
専
用
道
路
の
規
制
は
、
あ
る
程
度
緩
や
か
に
運
用
し
な
い
と
う
ま
く
成
り
立
た
な
い
。 

<

井
口>

歩
行
者
専
用
の
空
間
を
面
的
に
作
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
と
き
に
、
さ
っ
き
の
話
に
も
出
て
い
ま
し
た
け
ど
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歩
行
者
専
用
道
路
っ
て
い
う
の
は
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
い
い
加
減
で
、
ま
ず
時
間
規
制
で
あ
る
こ
と
、

だ
か
ら
時
間
外
は
ど
ん
ど
ん
車
が
入
れ
る
。
そ
れ
か
ら
場
所
に
よ
っ
て
は
、
荷
さ
ば
き
の
車
は
い
つ
で
も
入
れ
る

よ
う
だ
し
、
住
ん
で
る
人
や
会
社
な
ど
の
許
可
車
は
も
ち
ろ
ん
入
れ
る
。
タ
ク
シ
ー
は
も
ち
ろ
ん
入
れ
る
。
そ
ん

な
の
で
歩
行
者
専
用
っ
て
言
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
標
識
は
確
か
に
歩
行
者
ゾ
ー
ン (Zona Pedona

le)

と
出
て
る

か
ら
自
動
車
は
通
れ
な
い
ん
だ
け
ど
標
識
の
下
に
「
た
だ
し
こ
れ
こ
れ
を
除
く
」、
こ
れ
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ

こ
見
て
な
い
と
、
全
く
車
入
れ
な
い
し
使
え
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
。
で
も
実
は
結
構
入
っ
て
行
け
る
。
融
通
無

碍
に
や
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
緩
さ
が
あ
る
中
で
歩
行
者
空
間
、
あ
る
い
は
歩
行
者
専
用
道
路
と
い
う
の
を
運
用

し
て
い
け
ば
、
僕
は
日
本
で
も
結
構
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
日
本
で
は
歩
行
者
専
用
と
言
っ
た
と
た

ん
に
、
警
察
は
か
ち
ん
と
く
る
わ
、
営
業
車
も
な
か
な
か
入
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
非
常
に
窮
屈
に
考
え

ち
ゃ
う
。
そ
の
辺
が
一
つ
の
ガ
ン
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
る
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
で
す
か
？ 

<

中
野>

そ
れ
は
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
海
外
の
ほ
う
か
ら
す
る
と
日
本
の
道
路
は
狭
い
け
ど
、
イ
タ
リ
ア
な
ん
て

道
路
の
狭
い
典
型
的
な
街
で
す
か
ら
、
あ
る
程
度
い
い
加
減
に
し
と
か
な
い
と
う
ま
く
成
り
立
た
な
い
気
が
し
ま

す
ね
、
そ
こ
が
開
拓
都
市
の
ア
メ
リ
カ
と
は
全
然
違
う
ん
で
す
よ
ね
。 

<

井
口>

イ
タ
リ
ア
に
世
界
遺
産
都
市
の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
と
い
う
町
が
あ
り
ま
す
ね
。
市
壁
で
囲
ま
れ
た
町
で
す
け
ど
、

四
か
所
の
入
り
口
に
Ｚ
Ｔ
Ｌ(

自
動
車
通
行
規
制
地
区 Zona Traffic

o L
imitato)

の
標
識
が
在
り
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
車
は
そ
こ
か
ら
先
へ
は
入
れ
ま
せ
ん
。
で
も
街
に
入
っ
て
み
る
と
歩
行
者
専
用
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
結

構
車
が
通
っ
て
る
。
居
住
者
な
ど
の
指
定
車
、
許
可
車
、
商
用
車
は
何
時
で
も
入
れ
る
。
入
っ
て
も
車
は
ガ
ン
ガ

ン
通
れ
な
い
。
道
路
の
構
造
そ
の
も
の
が
そ
う
な
っ
ち
ゃ
っ
て
る
。
そ
れ
で
街
中
が
歩
行
者
優
先
の
町
に
な
っ
ち

ゃ
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
（
図
・
４
５
）
。 

<

中
野>

あ
そ
こ
は
建
前
上
は
Ｚ
Ｔ
Ｌ
が
入
っ
て
ま
す
ね
。 

<

井
口>

市
壁
の
中
は
全
域
Ｚ
Ｔ
Ｌ
で
す
よ
。
で
も
規
制
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
緩
い
。
ウ
ル
ビ
ー
ノ
は
ち
ょ
っ
と
極
端

で
す
け
ど
、
そ
れ
ぐ
ら
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
言
う
Ｚ
Ｔ
Ｌ
の
規
制
は
柔
軟
で
緩
や
か
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
背

景
に
は
絶
対
的
な
歩
行
者
優
先
と
自
己
責
任
の
社
会
通
念
が
あ
る
か
ら
出
来
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。
強
者
で
あ

る
自
動
車
は
ど
ん
な
場
合
で
も
弱
者
で
あ
る
歩
行
者
に
道
を
譲
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
自

分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
と
い
う
常
識
。 



               

■
道
路
交
通
法
の
限
界
は
見
え
て
い
る
。
法
律
を
変
え
な
い
限
り
現
状
は
変
わ
ら
な
い
。
で
も
市
民
は
そ
の
こ
と
に

無
関
心
。 

<

宮
沢>

警
察
が
今
、
井
口
さ
ん
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
曖
昧
な
状
態
を
許
し
て
く
れ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
安
全
に

す
る
た
め
に
は
人
と
車
を
は
っ
き
り
と
分
離
し
な
い
と
駄
目
だ
と
い
う
考
え
方
で
や
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

行
政
の
道
路
と
い
う
も
の
の
考
え
方
、
安
全
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
、
社
会
全
体
と
し
て
利
用
者
の
自
己
責
任
と

い
う
も
の
も
海
外
と
日
本
は
も
の
す
ご
く
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
の
概
念
が
変
わ
ら
な
い
と
、

行
政
側
の
話
は
う
ま
く
い
か
な
の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
の
で
す
け
ど
。 

<

中
野>

法
体
系
の
違
い
が
大
き
い
。
日
本
の
場
合
は
全
国
一
律
の
道
路
交
通
法
と
い
う
も
の
に
縛
ら
れ
て
、
生
活

道
路
で
あ
ろ
う
が
幹
線
道
路
で
あ
ろ
う
が
、
基
本
的
に
同
じ
考
え
方
な
ん
で
す
よ
。 

僕
は
浦
安
の
ボ
ン
エ
ル
フ
や
っ
て
る
と
き
は
っ
き
り
交
通
課
長
、
本
庁
か
ら
出
向
さ
れ
て
る
方
か
ら
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
要
は
円
滑
な
交
通
を
妨
げ
る
行
為
は
道
路
交
通
法
で
全
て
禁
止
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
も
う
当
た
り
前
な

ん
で
す
。
だ
け
ど
、
西
洋
の
場
合
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ボ
ン
エ
ル
フ
で
ボ
ン
エ
ル
フ
法
っ
て
出
来
ま
し
た
よ
ね
。
ド
イ

ツ
も
同
じ
よ
う
な
法
律
が
出
来
て
、
幹
線
道
路
で
囲
ま
れ
た
区
域
の
生
活
道
路
領
域
は
別
の
法
体
系
で
、
む
し
ろ

歩
行
者
優
先
と
い
う
概
念
で
行
く
よ
う
に
は
っ
き
り
差
別
化
し
て
い
る
。
そ
れ
が
僕
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
の
歩
行

者
空
間
を
か
な
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
日
本
に
は
無
い
か
ら
、
人
と
車
を
は
っ
き
り
と
分
け
て

安
全
を
守
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。 

<

宮
沢>

日
本
で
は
そ
れ
が
な
ぜ
出
来
な
い
ん
で
す
か
。 

<

中
野>

議
員
さ
ん
が
動
か
な
い
ん
で
す
よ
。 

<

宮
沢>

富
山
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
や
っ
て
た
と
き
に
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
す
る
と
か
、
い
ろ
ん
な
提
案
を
し

て
い
る
ん
で
す
が
、
安
全
性
と
い
う
と
こ
ろ
で
全
部
駄
目
な
ん
で
す
よ
ね
。
モ
ー
ル
の
と
こ
ろ
は
ト
ラ
ム
が
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
て
走
れ
ば
良
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
こ
は
何
キ
ロ
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
か

決
ま
っ
て
て
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
だ
と
人
は
絶
対
モ
ー
ル
の
中
に
は
入
れ
な
い
。
全
部
歩
行
者
用
の
舗
装
に
な
っ
て

い
る
の
に
わ
ざ
わ
ざ
横
断
歩
道
を
作
っ
て
そ
こ
を
渡
ら
せ
る
。
な
ぜ
も
っ
と
開
放
的
で
自
由
な
道
路
に
出
来
な
い

の
か
っ
て
い
う
の
が
僕
は
分
か
ら
な
い
。 

 

 

＊（図・45） 
世界遺産都市、
イタリアのウル
ビーノの中心市
街地は全域自動
車通行規制地
区。車の出入り
は４か所に限ら
れて、通行には
厳しい制限が付
いているが・・・ 



<
中
野>

日
本
が
遅
れ
て
る
の
は
、
よ
う
や
く
数
年
前
に
ゾ
ー
ン
３
０(

制
限
速
度
３
０
キ
ロ
の<

道
路
で
は
な
く>

区
域)
と
い
う
の
を
生
活
領
域
に
は
適
用
す
る
と
い
う
ふ
う
に
は
な
っ
た
ん
で
す
。
道
路
交
通
法
を
改
正
し
て
面
的

な
規
制
に
。
と
こ
ろ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ゾ
ー
ン
１
５
と
か
２
０
と
か
道
路
に
よ
っ
て
選
択
出
来
る
ん
で
す
。
そ
れ

プ
ラ
ス
歩
行
者
専
用
と
い
う
と
き
に
はZTL

の
よ
う
な
区
域
の
設
定
が
出
来
る
ん
で
す
よ
。 

で
す
か
ら
玉
ね
ぎ
理
論
的
に
、
外
周
道
路
が
あ
れ
ば
そ
の
内
側
は
ゾ
ー
ン
を
幾
つ
と
い
う
設
定
を
し
て
生
活
領
域

に
は
ゾ
ー
ン
１
５
を
適
用
し
て
い
る
。
な
お
か
つ
、
商
店
街
の
領
域
は
や
は
り
通
行
量
が
多
い
で
す
か
ら
、
そ
こ

は
車
止
め
ま
し
ょ
う
と
い
う
、
日
本
で
言
う
歩
行
者
専
用
道
路
に
し
て
時
間
規
制
と
か
、
車
種
規
制
と
か
し
て
る
。

だ
か
ら
段
階
的
に
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
て
、
そ
こ
が
実
に
う
ま
く
回
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で

す
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
法
律
の
問
題
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
う
い
う
意
識
を
日
本
人
が
ま
だ
持
っ
て
い

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。
私
は
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
も
、
聞
い
て
も
ら
え
な
い
ん
で
す
よ
。 

<

井
口>

宮
沢
さ
ん
の
質
問
は
「
な
ぜ
出
来
な
い
ん
で
す
か
？
」、
っ
て
ん
で
す
け
ど
そ
れ
は
・
・
・ 

<

中
野>

だ
か
ら
そ
う
い
う
法
律
が
無
い
か
ら
。 

<

井
口>

と
い
う
の
は
、
市
民
が
求
め
て
な
い
と
。 

<

中
野>

市
民
が
求
め
て
な
い
と
い
う
こ
と
。 

 

■
ま
ず
は
市
民
運
動
。
そ
こ
か
ら
条
例
化
、
警
察
突
破
の
道
筋
が
見
え
て
く
る
は
ず
。 

<

宮
沢>

こ
う
い
う
話
に
な
る
と
、
行
政
の
仕
組
み
が
と
か
、
縦
割
り
が
と
い
う
話
が
必
ず
出
る
ん
で
す
よ
。
で
も

そ
れ
が
な
ぜ
直
ら
な
い
の
か
が
、
僕
分
か
ら
な
い
で
す
。 

<

中
野>

生
活
道
路
法
を
作
れ
っ
て
提
唱
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
新
た
な
生
活
道
路
法
の
条
文
で
も
作

ろ
う
か
な
っ
て
い
う
の
を
今
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（Social Networking Servi

ce

）
の
仲
間
と
画
策
し
よ
う
と
い
う
議
論
を

し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
。 

<

井
口>

今
の
宮
沢
さ
ん
の
質
問
、
そ
ん
な
の
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
よ
と
市
民
が
い
う
と
き
は
、
国
の
そ
の
部
署
と

し
て
は
ど
こ
に
な
る
ん
で
す
か
？ 

さ
っ
き
の
話
し
だ
と
な
ん
だ
か
ん
だ
と
言
っ
て
分
か
れ
ち
ゃ
っ
て
て
分
ら
な

い
で
す
け
ど
。 

<

山
名>

言
い
出
し
っ
ぺ
は
そ
の
事
業
を
や
っ
て
る
と
こ
ろ
が
言
い
出
し
っ
ぺ
。
そ
こ
に
た
と
え
ば
、
中
野
さ
ん
み

た
い
な
専
門
家
が
い
て
、
そ
こ
が
警
察
を
突
破
出
来
る
だ
け
の
力
が
あ
れ
ば
良
い
ん
で
す
け
ど
、
た
と
え
ば
警
察

に
行
く
と
、
だ
い
た
い
門
前
払
い
。「
そ
ん
な
の
駄
目
よ
」
っ
て
、
そ
こ
で
み
ん
な
諦
め
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、

そ
こ
を
突
破
す
る
こ
と
を
や
っ
て
い
け
ば
、
法
と
か
い
う
話
が
出
て
く
る
。
な
か
な
か
な
突
破
出
来
て
い
な
い
。

そ
れ
は
も
う
、
我
々
現
場
に
お
っ
て
、
警
察
に
ノ
ー
と
言
わ
れ
る
と
な
か
な
か
突
破
出
来
な
い
。
話
を
聞
い
て
く

れ
な
い
ん
で
す
。 

<

井
口>

中
野
さ
ん
の
話
に
も
出
て
ま
し
た
け
ど
、
僕
ら
仕
事
す
る
と
き
は
、
も
ち
ろ
ん
警
察
に
は
行
く
わ
、
道
路

に
は
行
く
わ
、
消
防
に
は
行
く
わ
で
、
結
局
僕
ら
が
回
り
回
っ
て
、
全
体
を
ま
と
め
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
け
ど
、

宮
沢
さ
ん
お
っ
し
ゃ
っ
た
日
本
で
交
通
規
制
な
り
な
ん
な
り
を
ト
ー
タ
ル
に
何
か
や
ろ
う
と
、
た
と
え
ば
ゾ
ー
ン

規
制
と
か
や
ろ
う
と
す
れ
ば
や
っ
ぱ
り
、
中
野
さ
ん
み
た
い
な
人
が
い
て
、
関
係
部
署
を
回
り
回
っ
て
や
る
し
か

な
い
っ
て
い
う
こ
と
で
す
ね
。
要
す
る
に
そ
ん
な
ト
ー
タ
ル
な
話
を
受
け
る
部
署
が
無
い
わ
け
だ
か
ら
。 

<

中
野>

私
が
や
っ
て
き
た
経
験
か
ら
す
る
と
、
警
察
の
方
が
一
番
弱
い
の
は
地
元
な
ん
で
す
よ
。
地
元
市
民
、
ま

た
は
商
店
街
と
か
。 

行
政
に
対
し
て
は
警
察
は
高
圧
的
に
出
る
ん
で
す
よ
。
警
察
に
一
番
強
い
の
は
地
元
だ
と
見
て
い
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
そ
こ
を
う
ま
く
シ
ン
パ
を
地
元
に
作
っ
て
、
地
元
の
方
に
積
極
的
に
動
い
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
で
成
功
す



る
と
私
は
見
て
る
か
ら
、
黒
子
に
徹
す
る
わ
け
で
す
よ
。
地
元
が
動
い
て
く
れ
な
い
と
動
け
な
い
で
す
よ
。 

<

井
口>
手
順
と
し
て
は
ま
ず
条
令
化
と
い
う
こ
と
で
す
か
？ 

<

中
野>
や
っ
ぱ
り
市
民
運
動
。
い
き
な
り
警
察
に
行
っ
た
ら
さ
っ
き
言
わ
れ
た
と
お
り
ノ
ー
な
ん
で
、
そ
れ
は
絶

対
駄
目
で
す
。
警
察
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
現
場
の
人
は
ゾ
ー
ン
３
０
じ
ゃ
甘
い
っ
て
い
う
の
を
知
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
。
海
外
は
、
ゾ
ー
ン
１
５
で
や
っ
て
る
の
を
知
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
、
自
分
た
ち
は
法

律
の
下
で
し
か
動
け
な
い
ん
だ
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
方
公
務
員
も
国
家
公
務
員
も
、
警
察
の
方
も
言
う
ん
で

す
よ
。
そ
れ
で
逃
げ
ち
ゃ
う
よ
。 

そ
れ
で
、
新
潟
で
は
道
路
交
通
法
を
外
し
ま
し
ょ
う
、
な
ん
て
バ
カ
な
話
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
よ
、
良
い

こ
と
や
っ
て
る
の
に
。
道
交
法
変
え
れ
ば
良
い
じ
ゃ
な
い
っ
て
言
い
た
い
け
ど
、
だ
れ
も
動
い
て
く
れ
な
い
。
み

ん
な
動
い
た
ん
だ
け
ど
疲
れ
果
て
た
。 

<

宮
沢>

そ
う
す
る
と
、
中
野
さ
ん
の
よ
う
な
専
門
家
が
一
生
懸
命
言
っ
て
も
、
警
察
あ
る
い
は
行
政
は
な
か
な
か

横
断
的
に
考
え
て
く
れ
な
い
と
し
た
ら
、
自
分
た
ち
が
こ
う
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
地
元
の
人
た
ち
と
話
を
し
て
、

地
元
の
声
と
し
て
上
が
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

<

中
野>

そ
れ
と
、
政
治
の
体
質
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
イ
ギ
リ
ス
な
ん
か
は
み
ん
な
議
員
立
法
で
作
っ
ち
ゃ
う
ん
で

す
よ
、
議
員
さ
ん
が
、
発
議
し
て
、
そ
れ
で
議
員
同
士
で
、
専
門
家
を
雇
っ
て
法
律
を
作
る
。
市
民
の
た
め
の
政

策
は
議
員
が
中
心
に
な
っ
て
、
ま
と
め
て
い
る
ん
で
す
よ
、
国
で
は
な
い
。
だ
か
ら
ド
イ
ツ
だ
っ
て
イ
タ
リ
ア
だ

っ
て
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
も
そ
う
い
う
体
質
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
無

理
で
す
か
ね
え
・
・
・
。 

 

■
日
本
人
は
街
の
屋
外
の
生
活
を
楽
し
む
民
族
な
の
か
？  

<

宮
沢>

公
共
空
間
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
な
る
日
本
の
特
殊
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。
商
店
街
が1

本
の
道
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
る
と
い
う
の
は
、
結
果
と
し
て
繁
盛

し
て
く
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん
そ
う
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
の
商
店
街
を
見
て
も
、
面
の
商
店

街
は
す
ご
く
繁
盛
す
る
。
横
道
に
面
的
に
つ
な
が
っ
て
る
。
で
も
こ
れ
は
商
店
街
と
し
て
繁
盛
し
て
い
る
わ
け
で

あ
っ
て
、
公
共
空
間
が
街
使
い
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。 

お
店
が
増
え
て
っ
て
、
人
が
そ
っ
ち
の
方
向
へ
も
歩
い
て
来
て
街
が
広
が
る
と
い
う
状
況
は
あ
る
ん
で
す
が
、
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
だ
と
か
、
道
路
で
人
の
動
く
の
を
見
て
楽
し
む
と
か
、
そ
う
い
う
感
じ
で
広
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
ど
う
も
日
本
人
と
い
う
の
は
公
共
空
間
を
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い

う
の
が
本
当
に
あ
る
の
か
な
あ
っ
？
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

海
外
に
行
っ
て
見
て
お
も
し
ろ
い
の
は
、
お
店
の
前
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
出
て
ま
す
ね
、
そ
う
す
る
と
外
側
か

ら
埋
ま
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
ね
。
中
に
な
か
な
か
人
が
入
ら
な
い
。
中
は
ガ
ラ
ガ
ラ
空
い
て
る
ん
だ
け
ど
外
か
ら

埋
ま
っ
て
い
く
。
日
本
だ
と
ま
ず
中
か
ら
埋
ま
っ
て
行
き
ま
す
よ
ね
。
日
本
人
っ
て
外
で
物
を
食
べ
た
り
と
か
す

る
状
況
を
楽
し
め
な
い
の
か
、
楽
し
め
る
よ
う
な
空
間
に
な
っ
て
な
い
か
ら
そ
う
な
る
の
か
、
そ
こ
は
よ
く
分
か

ら
な
い
で
す
け
ど
、
店
の
つ
く
り
と
か
仕
組
み
の
問
題
、
そ
れ
と
民
族
性
、
あ
る
い
は
気
候
、
夏
な
ん
か
も
の
す

ご
く
暑
く
な
っ
て
湿
度
が
高
く
な
っ
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
外
よ
り
も
中
に
入
っ
て
涼
し
い
方
が
い
い
よ
と
か
そ

う
い
う
問
題
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。 

公
共
空
間
を
使
う
価
値
観
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
で
は
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。
日
本
で
は
行
政
側
が

見
て
る
公
共
空
間
と
い
う
も
の
の
価
値
と
、
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
が
見
て
る
公
共
空
間
の
価
値
、
そ
こ
に
ギ
ャ

ッ
プ
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。 



そ
う
い
う
民
族
性
や
気
候
、
仕
組
み
の
問
題
や
何
か
も
含
め
て
、
な
お
か
つ
日
本
で
の
公
共
空
間
活
用
の
手
法
と

い
う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
で
学
ぶ
こ
と
が
多
い
の
か
ど
う
か
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
ち
ょ
っ
と
聞
か
せ
て
も
ら
い

た
い
で
す
け
ど
。 

<

中
野>

公
共
空
間
は
お
上
の
物
だ
と
い
う
の
か
、
自
分
た
ち
の
物
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
発
想
が
、
い
つ
の
間

に
か
日
本
人
は
お
上
の
物
っ
て
い
う
こ
と
で
、
も
う
自
分
の
意
識
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
車
が
通

る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
よ
。
私
た
ち
が
小
さ
い
頃
は
道
路
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
す
る
と
か
、
し
て
た
ん
で
す

ね
、
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
、
そ
ん
な
の
や
っ
ち
ゃ
駄
目
よ
っ
て
、
親
が
叱
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
そ
れ
経
験

し
て
ま
す
よ
、
一
九
五
〇
年
代
生
ま
れ
で
す
か
ら
。 

六
十
年
代
、
七
十
年
代
で
そ
う
変
わ
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
が
違
う
ん
で
し
ょ
う
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
街

は
車
の
通
行
を
止
め
て
る
か
ら
、
街
の
道
路
や
広
場
は
自
分
た
ち
の
庭
だ
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
た
、
復
活
し
た

ん
だ
と
思
う
。 

民
族
性
の
話
が
出
ま
し
た
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
視
察
し
た
と
き
に
あ
の
方
た
ち
が
言
っ
て
ま
し
た
。
前
に
も
解
説

し
た
よ
う
に
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
い
う
習
慣
は
私
た
ち
に
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
と
。
あ
れ
は
地
中
海
沿

い
の
あ
る
特
定
の
地
方
の
文
化
だ
と
。
だ
け
ど
自
分
た
ち
は
車
を
排
除
し
た
と
き
に
、
空
い
た
空
間
を
何
に
ど
う

使
お
う
か
と
考
え
た
と
き
に
そ
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
て
、
そ
れ
に
飛
び
つ
い
た
ら
大
流
行
し
た
。
今
や
冬
も
プ

ロ
パ
ン
の
ス
ト
ー
ブ
で
カ
フ
ェ
や
っ
て
ん
で
す
よ
、
あ
の
人
た
ち
は
。
そ
れ
く
ら
い
変
わ
っ
た
っ
て
言
っ
て
ま
す
。

だ
か
ら
日
本
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
れ
ば
、
復
活
出
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
考
え
を
抱
い
て
ま
す
ね
。

と
い
う
の
は
私
は
エ
ア
コ
ン
嫌
い
な
ん
で
、
な
る
べ
く
な
ら
外
に
出
て
夕
涼
み
し
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。 

<

井
口>

そ
こ
を
も
っ
と
、
聞
き
た
い
ん
で
す
け
ど
。
僕
は
日
本
人
は
外
が
嫌
い
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
た
い
。

そ
う
言
う
と
、
い
や
昔
は
こ
う
だ
っ
た
、
あ
あ
だ
っ
た
み
た
い
な
話
に
な
る
ん
だ
け
ど
。 

<

中
野>

だ
っ
て
、
夕
涼
み
し
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

<

井
口>

い
や
、
そ
う
い
う
昔
の
話
に
な
る
と
ね
、
消
え
ち
ゃ
う
わ
け
、
そ
の
話
が
。 

今
、
空
調
が
出
て
き
て
、
そ
れ
で
室
内
が
す
ご
い
豪
華
な
も
の
に
な
っ
て
、
み
ん
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

ア
ト
リ
ウ
ム
に
行
く
わ
け
で
す
よ
。
街
中
だ
と
百
貨
店
に
入
っ
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
よ
。
大
開
発
や
る
と
室
内
の
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
を
作
っ
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
よ
。
フ
ー
ド
コ
ー
ト
は
満
席
で
賑
わ
っ
て
る
け
ど
、
外
は
人
影
も
ま
ば
ら
。

大
阪
も
大
阪
駅
の
北
に
新
開
発
の
大
き
な
街
を
作
っ
て
、
立
派
な
屋
外
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
も
あ
る
し
、
駅
前
広
場

も
出
来
て
る
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
立
派
で
眺
め
る
分
に
は
極
め
て
よ
ろ
し
い
ん
だ
け
ど
、
誰
も
歩
い
て
な
い
。
中

に
大
き
な
ア
ト
リ
ウ
ム
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
中
を
歩
い
て
い
る
。
そ
れ
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
人
に
言
う
と
、「
い

や
い
や
、
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
広
場
で
楽
し
ん
で
ま
す
よ
」
っ
て
言
う
ん
で
、「
え
、
ど
こ
で
す
か
？
」
っ
て
聞
く
と
、

中
の
ア
ト
リ
ウ
ム
の
こ
と
な
ん
で
す(

笑)

。
結
局
、
そ
れ
ぐ
ら
い
日
本
人
は
室
内
人
間
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。 

<

中
野>

そ
う
で
す
ね
。 

<

井
口>

も
う
取
り
返
し
つ
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
の
人
た
ち
は
も
う
そ
れ
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
生
活
し

て
る
。
僕
ら
は
昔
を
知
っ
て
る
か
ら
「
や
っ
ぱ
り
外
歩
く
の
が
気
持
ち
い
い
」
、「
俺
は
空
調
嫌
い
だ
か
ら
」
な
ん

て
中
野
さ
ん
み
た
い
に
平
気
で
言
え
る
わ
け
で
す
よ
。
で
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
連
中
ば
っ
か
り
に
な
っ
て
る
わ
け
で

す
よ
、
ほ
ん
と
に
日
本
人
っ
て(

笑)

。
屋
外
の
都
市
空
間
と
い
う
の
は
在
っ
て
も
眺
め
る
だ
け
で
使
わ
な
い(

笑)

。 

<

中
野>

そ
う
で
す
か(

笑)

。 

<

井
口>

屋
外
の
都
市
空
間
と
い
う
の
は
日
本
に
、
こ
れ
か
ら
復
活
出
来
る
ん
で
す
か
？ 

そ
れ
を
市
民
が
求
め
て

る
か
ど
う
か
、
そ
れ
が
歩
行
者
空
間
が
広
が
る
か
ど
う
か
の
決
め
手
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

 



■
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
日
本
で
も
歓
迎
さ
れ
る
は
ず
だ
。
良
い
場
所
に
無
料
の
椅
子
を
並
べ
れ
ば
人
は
座
る
。 

<

中
野>
新
宿
は
結
構
み
ん
な
歩
い
て
く
れ
て
ま
す
よ
。
ケ
ヤ
キ
並
木
で
木
陰
を
作
っ
て
そ
れ
な
り
の
環
境
作
っ
た

の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
で
み
ん
な
快
適
に
歩
い
て
く
れ
て
、
カ
フ
ェ
も
ま
あ
、
儲
か
ん
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

そ
こ
そ
こ
座
っ
て
く
れ
た
り
し
て
る
し
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
場
を
作
れ
ば
使
っ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す

ね
。
暑
か
っ
た
ら
パ
ラ
ソ
ル
作
っ
て
、
扇
風
機
回
せ
ば
良
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ま
た
は
ウ
チ
ワ
で
も
配
っ
て
。 

<

桑
嶋>

今
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
話
な
ん
で
す
け
ど
、
商
店
街
中
心
の
街
で
街
づ
く
り
の
話
を
し
た
と
き
に
、
最

近
よ
く
話
題
に
あ
が
る
プ
レ
イ
ス
・
メ
ー
キ
ン
グ
の
話
に
な
っ
た
ん
で
す
。 

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
街
の
管
理
を
し
て
、
賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
い
う
話
の
中
で
は
、
店
先
と
公
共
空
間
を
一
体
に
考
え
、
道
路
側
も
占
用
し
て
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
出
す
と

か
、
話
と
し
て
は
結
構
い
ろ
い
ろ
な
話
が
出
て
い
ま
す
。 

中
野
さ
ん
の
話
の
中
で
、
新
宿
モ
ア
街
で
も
実
際
に
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
事
業
と
し
て
は
赤
字
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
が
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
て
い
く
中
、
事
業
性
を
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
の

が
課
題
と
し
て
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
い
く
と
、
日
本
人
は
屋
外
嫌
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
確
信

は
持
て
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
出
来
る
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト

し
た
と
き
に
事
業
性
の
と
こ
ろ
が
う
ま
く
行
か
な
い
と
、
結
局
、
成
立
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
ん
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
補
完
す
る
と
い
う
話
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事
業
性
を
ど
う
い
う
形
で
、
ど
う
い
う
工
夫
を
し
て
い
く

と
少
し
は
う
ま
く
回
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
後
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
話
を

展
開
し
て
い
く
う
え
で
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

<

中
野>

ア
メ
リ
カ
型
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
日
本
で
は
可
能
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
い

う
の
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ(Business Im

provement District)

が
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
装
置
を
置
い
て
ま
っ
た
く

無
料
の
空
間
を
街
な
か
に
作
る
ん
で
す
。
Ｂ
Ｉ
Ｄ
は
法
律
で
一
定
の
地
域
か
ら
賦
課
金
を
徴
収
出
来
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
が
徴
収
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｄ
に
渡
し
ま
す
。
そ
れ
で
街
の
運
営
を
ま
か
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

新
宿
の
場
合
も
、
モ
ア
街
の
舗
装
と
か
そ
う
い
う
の
は
一
部
補
助
金
を
も
ら
っ
て
る
け
ど
、
基
本
は
地
元
の
負
担

金
で
す
。
例
え
ば
道
路
舗
装
の
仕
上
げ
の
敷
石
に
は
補
助
金
が
付
い
て
い
な
い
ん
で
す
。
全
体
工
事
費
の
だ
い
た

い
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
が
基
盤
工
事
で
、
そ
れ
は
新
宿
区
が
出
し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
が
表
面
の
仕
上
げ

の
石
畳
は
全
て
商
店
街
の
負
担
で
す
。
十
年
間
無
利
子
の
借
入
を
し
て
い
ま
す
。
一
軒
一
軒
の
分
担
金
の
計
算
を

全
部
私
が
や
っ
た
ん
で
す
、
今
で
い
う
エ
ク
セ
ル
、
昔
の
マ
ル
チ
プ
ラ
ン
と
い
う
や
つ
で
。
間
口
と
床
面
積
の
方

程
式
を
作
っ
て
、
ど
う
い
う
原
則
で
そ
の
十
億
円
の
費
用
負
担
を
し
ま
し
ょ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
、
そ

の
借
入
金
を
返
し
て
し
ま
っ
た
あ
と
も
続
け
て
徴
収
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。 

そ
れ
に
よ
っ
て
再
改
修
の
費
用
と
か
清
掃
費
用
と
か
、
商
店
街
の
環
境
整
備
と
か
も
や
り
ま
し
ょ
う
っ
て
、
み
ん

な
が
負
担
し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
と
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
が
う
ま
く
リ
ン
ク
す
る
と
い
う
形
を
取
っ
て

い
る
ん
で
、
Ｂ
Ｉ
Ｄ
的
な
仕
組
み
は
も
う
以
前
か
ら
日
本
で
も
出
来
あ
が
っ
て
る
。
当
然
、
各
店
舗
も
組
合
費
出

し
て
い
る
で
し
ょ
。
そ
れ
で
専
従
職
員
を
雇
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
ま
さ
に
、
ア
メ
リ
カ
と
か
海
外
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
を

新
宿
と
か
、
日
本
で
は
前
か
ら
や
っ
て
る
よ
、
と
言
っ
て
る
ん
で
す
。 

門
司
港
の
場
合
も
最
初
か
ら
仕
掛
け
た
の
は
、
そ
う
い
う
運
営
団
体
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
三
十
年
も
前

に
北
九
州
市
さ
ん
は
偉
い
こ
と
に
門
司
港
レ
ト
ロ
倶
楽
部
と
い
う
団
体
を
作
っ
た
ん
で
す
。
当
然
市
が
職
員
を
派

遣
し
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。
市
の
職
員
を
観
光
の
ほ
う
の
予
算
を
使
っ
て
配
置
し
て
い
て
、
そ
こ
に
地
元
企
業

の
人
た
ち
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
運
営
組
織
が
あ
っ
て
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
中
で
観
光
協
会
が
パ
ラ
ソ
ル
出
す
と
か
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
で
観
光
客
が
着
実
に



増
え
て
来
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
市
の
税
収
が
増
え
て
る
か
ら
、
じ
ゃ
あ
人
を
配
置
し
て
も
良
い
っ
て
い
う
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。 

新
潟
の
場
合
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
エ
キ
ナ
ン
会
と
い
う
団
体
が
運
営
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
活
躍
し

た
市
民
が
運
営
に
参
加
し
て
く
れ
て
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
仕
組
み
を
私
は
常
に
作
っ
て
き
た
積
り
な
ん
で
、
だ

か
ら
続
い
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。
海
外
の
事
例
調
べ
て
い
く
と
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
っ
て
言
っ
て
る

の
が
本
当
に
動
い
て
い
ま
す
よ
。
日
本
は
ま
だ
か
け
声
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
な
ん
と
か
協
議
会
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
誰
も
動
か
な
い
と
い
う
実
体
が
。 

最
近
の
若
い
人
は
み
ん
な
外
が
好
き
で
す
よ
。
い
ろ
ん
な
お
店
見
て
い
る
と
外
か
ら
埋
ま
り
ま
す
よ
、
若
い
人
ば

っ
か
り
で
す
よ
。
だ
か
ら
タ
ダ
で
座
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
座
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
若
い
人
た
ち
は
。 

 

■
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
相
応
し
い
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
が
さ
れ
て
な
い
と
、
カ
フ
ェ
や
っ
て
も
定
着
し
な
い
。 

<

桑
嶋>

今
の
お
話
か
ら
す
る
と
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
期
待
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
良
い
で

す
か
。
僕
ら
は
地
元
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
行
政
頼
み
で
は
な
く
、
地
元
が
ち
ゃ
ん
と
自
立
し
な
き
ゃ
い
け
な
い

っ
て
言
っ
て
い
ま
す
。
行
政
側
の
考
え
も
そ
う
い
う
方
向
性
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
ど
う
し
て
も
補
助
金
頼
り

の
部
分
が
必
要
だ
っ
た
り
、
大
阪
の
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
の
話
も
そ
う
で
す
が
、
さ
っ
き
の
Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
話
の
よ
う
に
、

企
業
が
頑
張
っ
て
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ(

企
業
の
社
会
的
責
任)

だ
っ
た
り
、
取
り
組
み
実
績
が
企
業
の
価
値
を
高
め
て
く

れ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
り
、
企
業
側
に
そ
う
い
う
目
的
が
あ
る
か
ら
出
来
る
。
そ
う
い
う
企
業
の
関
わ
り
が
無

い
と
や
っ
ぱ
経
営
的
に
は
難
し
い
の
か
な
あ
、
と
い
う
の
が
実
体
か
な
と
い
う
気
が
し
て
る
ん
で
す
け
ど
。 

<

中
野>

ま
あ
そ
れ
は
実
体
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
運
営
組
織
が
な
い
と
こ
ろ
は
長
続
き
し
な
い
っ
て
い
う
の
が
私

の
持
論
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
が
途
切
れ
た
と
こ
ろ
で
町
が
衰
退
し
て
い
く
っ
て
い
う
か
、
そ
の
活
動
は
停

止
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

<

井
口>

今
、
桑
嶋
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
だ
け
じ
ゃ
な
ん
い
だ
け
ど
、
屋
外
に
椅
子
を
並

べ
る
、
そ
れ
も
タ
ダ
で
使
え
る
椅
子
を
並
べ
て
も
良
い
じ
ゃ
な
い
か
。
要
す
る
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
人
の
気
配

が
た
く
さ
ん
出
来
て
く
る
こ
と
が
大
事
だ
。
け
ど
そ
れ
本
当
に
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
の
か
、
と
い
う
話
で
す
よ

ね
？
も
し
経
営
的
に
儲
か
る
ん
で
あ
れ
ば
、
あ
ん
た
や
っ
て
よ
、
と
言
え
ば
や
っ
て
く
れ
る
、
沿
道
の
店
が
。
で

も
さ
っ
き
の
話
だ
と
新
宿
モ
ア
で
は
「
私
お
断
り
で
す
」
と
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
た(

笑)

。
そ
れ
だ
っ
た
ら
、
タ
ダ
で

並
べ
と
い
た
ら
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
座
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
し
、
た
だ
座
っ
て
く
れ
る
だ
け
で
も
良
い
よ
と
、
そ
ん

な
話
に
な
り
ま
す
ね
。 

た
と
え
ば
新
宿
副
都
心
の
超
高
層
の
と
こ
ろ
で
、
公
開
公
地
の
広
場
が
み
ん
な
寂
し
く
て
駄
目
だ
っ
て
言
う
ん
だ

け
ど
、
一
つ
だ
け
三
井
の
超
高
層
の
下
だ
け
が
最
初
か
ら
賑
わ
っ
て
い
て
、
す
ご
く
人
気
が
あ
っ
た
。
あ
れ
が
ま

さ
に
こ
れ
で
す
よ
ね
。
タ
ダ
の
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
が
置
い
て
あ
っ
て
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
み
ん
な
勝
手
に
座
っ
て
る
。

あ
れ
出
来
た
の
は
も
う
三
十
年
以
上
前
で
す
よ
ね
。
あ
ん
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
そ
の
後
ち
っ
と

も
進
ま
な
い
。
新
宿
副
都
心
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
ら
し
い
も
の
が
在
る
の
は
今
で
も
あ
そ
こ
だ
け
で
す
よ
。 

<

中
野>

あ
の
三
井
ビ
ル
の
場
合
は
、
最
初
か
ら
工
夫
し
て
い
る
。
都
市
計
画
法
の
特
定
街
区
を
適
用
し
て
容
積
や

斜
線
緩
和
を
受
け
る
訳
で
す
が
、
そ
の
た
め
の
法
で
認
定
す
る
公
開
空
地
の
設
置
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
営
業
行
為
な
ど
は
タ
ブ
ー
で
す
。
そ
れ
を
三
井
ビ
ル
の
５
５
広
場
は
ク
リ
ア
し
て
あ
の
よ
う
な
形
の
広
場
を

実
現
し
た
。
一
般
的
に
日
本
の
法
律
で
は
総
合
設
計
制
度
と
か
特
定
街
区
と
か
公
開
空
地
認
定
し
た
と
こ
ろ
で
は

一
切
営
業
行
為
的
な
こ
と
ま
た
は
通
行
を
阻
害
す
る
行
為
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
横
浜
市
は
国

の
総
合
設
計
の
前
に
市
の
条
令
に
基
づ
く
市
街
地
環
境
設
計
制
度
を
作
っ
た
で
し
ょ
う
。
実
は
そ
れ
と
同
じ
問
題



が
発
生
し
、
今
か
ら
二
年
前
に
条
例
改
正
で
市
街
地
環
境
制
度
の
公
開
空
地
内
で
は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
の
営

業
行
為
を
可
能
に
し
た
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
が
良
く
な
い
と
こ
ろ
は
、
カ
フ
ェ
や
っ

て
も
定
着
し
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
が
一
番
の
問
題
で
す
。
そ
の
点
、
丸
の
内
で
は
総
合
設
計
制
度
の
公
開
空
地

認
定
以
外
の
広
場
を
別
に
設
け
る
と
い
う
う
ま
い
仕
掛
け
を
作
っ
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
は
最
初
か
ら
仕
掛
け
人
が

い
る
ん
で
す
よ
。 

 

■
道
路
を
自
由
に
使
お
う
と
い
う
地
元
の
発
想
が
あ
れ
ば
、
や
り
よ
う
は
出
て
く
る
。 

<

井
口>

栗
原
さ
ん
は
こ
の
前
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
広
場
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
か
店
出
す
と
か
す
る
こ
と
は
考
え

な
か
っ
た
と
言
っ
て
ま
す
ね
。 

<

栗
原>

ま
ず
、
僕
が
や
っ
て
る
の
は
、
基
本
的
に
市
街
地
再
開
発
事
業
が
多
い
の
で
、
都
市
計
画
決
定
し
た
駅
前

交
通
広
場
な
ん
で
す
。
そ
こ
で
は
ま
ず
道
路
管
理
者
が
は
っ
き
り
し
た
要
求
を
し
て
く
る
。
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、

歩
行
者
、
バ
ス
を
待
っ
て
る
人
、
降
り
た
人
、
車
と
か
人
の
い
わ
ゆ
る
交
通
、
流
れ
を
さ
ば
く
と
い
う
の
が
ま
ず

第
一
目
的
で
す
。
井
口
さ
ん
は
広
場
で
あ
れ
ば
何
で
も
自
由
に
使
え
ば
良
い
っ
て
言
う
け
れ
ど
、
実
体
を
見
れ
ば
、

移
動
し
て
き
て
駅
を
使
う
人
が
、
お
店
前
に
人
が
い
っ
ぱ
い
で
歩
き
に
く
い
と
か
っ
て
い
う
問
題
も
あ
る
の
で
、

ま
ず
円
滑
な
交
通
機
能
が
あ
る
の
が
前
提
だ
と
僕
は
思
う
ん
で
す
。
そ
の
と
き
に
、
い
ろ
い
ろ
お
金
の
問
題
も
あ

る
し
、
極
力
機
能
を
満
足
し
て
一
番
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
っ
て
い
う
の
が
要
求
さ
れ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
も
、
地
元
で
「
や
ろ
う
」
と
い
う
意
識
が
高
ま
れ
ば
ま
た
別
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
あ
ん
ま
り
そ
ん
な

声
は
出
な
い
で
す
よ
。
新
杉
田
の
再
開
発
で
公
園
を
設
計
し
た
時
は
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
よ
う
な
水
盤
ま
で
作
っ
て
、

こ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
や
れ
る
様
に
し
た
の
に
、
一
回
も
や
っ
て
く
れ
な
い
と
か
。 

そ
う
い
う
こ
と
を
要
望
し
て
く
る
行
政
が
少
な
い
ん
で
す
。
唯
一
、
長
津
田
駅
北
口
の
駅
前
広
場
は
た
ま
た
ま
市

に
引
き
渡
す
前
に
、
車
が
入
っ
て
い
な
い
広
場
の
中
で
完
成
記
念
の
祝
賀
会
や
っ
て
近
所
の
酒
屋
と
か
が
店
を
出

し
て
、
広
場
を
一
般
の
人
に
開
放
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
結
構
良
か
っ
た
ね
っ
て
な
っ
て
、
バ
ス
レ
ー
ン
が
一
つ

将
来
出
来
る
予
備
の
部
分
が
あ
っ
て
人
の
通
行
に
邪
魔
に
な
ん
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
、
そ
こ
を
使
っ
て
毎
年

夏
に
は
定
期
的
に
や
ろ
う
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
去
年
も
や
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
。
そ
う
い
う
の
が
ど
ん
ど
ん
定

着
し
て
く
れ
ば
、
そ
う
い
う
使
い
方
っ
て
の
は
出
て
く
る
ん
で
す
ね
。
横
浜
市
の
土
木
事
務
所
は
有
料
で
ビ
ー
ル

等
を
売
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
そ
こ
に
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
道
路
占
用
を
認
め
て
い
る
。
地
元
が
う
ま
く
乗
っ
て
き
て

動
け
れ
ば
、
結
構
や
り
よ
う
は
出
て
く
る
。 

<

井
口>

や
っ
ぱ
り
地
元
で
す
ね
。 

<

栗
原>

地
元
も
行
政
も
や
る
気
が
な
い
の
に
、
僕
ら
が
い
く
ら
言
っ
て
も
全
然
駄
目
で
す
ね
。 

 

■
自
己
責
任
意
識
の
薄
さ
が
、
歩
行
者
優
先
の
道
路
を
難
し
く
し
て
い
る
。 

<

南
條>

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
都
市
の
中
に
良
い
空
間
が
出
来
な
い
。
そ
れ
が
な
ん
で
叶
わ
な
い
の
か
っ
て
考
え
る

と
、
僕
は
そ
の
遠
因
の
元
は
、
自
己
責
任
の
話
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。 

僕
は
建
築
系
な
の
で
、
建
築
基
準
法
上
の
頭
に
く
る
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る
。
ど
ん
ど
ん
悪
い
ほ
う
に
悪
い
ほ
う
に

法
改
正
が
、
建
築
基
準
法
も
そ
う
で
す
け
ど
、
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
、
姉
歯
事
件
の
例
を
筆
頭
に
。
そ
れ

は
な
ぜ
か
っ
て
い
う
と
、
何
か
こ
と
が
あ
れ
ば
、
必
ず
次
の
日
の
メ
デ
ィ
ア
は
国
土
交
通
省
の
担
当
官
と
こ
に
マ

イ
ク
突
き
つ
け
て
、
基
準
法
が
不
備
で
は
な
い
か
と
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
。
私
に
し
て
み
れ
ば
そ
れ
は
単
な

る
自
己
責
任
な
の
に
。
だ
か
ら
こ
な
い
だ
ア
メ
リ
カ
の
動
物
園
で
、
ゴ
リ
ラ
を
囲
む
柵
を
す
り
抜
け
て
内
側
の
堀

に
子
ど
も
が
落
ち
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
僕
の
想
像
で
は
あ
れ
が
日
本
だ
っ
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
じ



ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
よ
。
な
ん
で
あ
の
子
ど
も
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
徹
底
的
に

柵
の
設
計
上
、
施
工
上
、
運
用
上
の
責
任
探
し
、
犯
人
捜
し
で
。
そ
れ
が
お
役
所
の
ほ
う
に
全
部
行
く
。
従
っ
て

お
役
所
の
ほ
う
は
堪
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
二
度
と
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
柵

は
大
き
く
な
る
、
動
物
は
遠
く
な
る
。
日
本
の
場
合
は
そ
ん
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
よ
。
ア
メ
リ

カ
も
そ
う
な
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
は
分
か
ら
ず
に
僕
は
言
っ
て
る
ん
で
す
け
ど(

注
：
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す)

、
私
は
あ
れ
を
見
て
い
て
、
申
し
訳
な
い
け
ど
、
か
わ
い
そ
う
だ
け
ど
、
親
の
責
任
だ
と
思
う
ん
で
す

よ
ね
。
な
ん
で
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
子
ど
も
が
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
か
。
何
か
あ
る
と
法
律
だ
と
か
お
役
所
に
責
任

を
求
め
る
と
い
う
の
が
日
本
の
発
想
で
す
が
、
僕
に
言
わ
せ
た
ら
こ
れ
は
お
か
し
い
で
す
よ
。 

 

そ
う
い
う
こ
と
の
積
み
上
げ
が
あ
っ
て
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
良
い
空
間
に
し
よ
う
と
い
う
声
が
邪
魔
な
法
律
の

改
正
や
撤
廃
に
届
か
な
い
。
原
因
は
そ
こ
に
あ
る
と
僕
は
思
う
ん
で
す
ね
。 

何
か
起
き
た
ら
子
供
を
見
て
な
か
っ
た
自
分
を
責
め
る
親
よ
り
も
、「
う
ち
の
子
ど
も
が
怪
我
し
た
、
ど
う
し
て
く

れ
る
」
と
他
を
責
め
る
親
の
ほ
う
が
多
い
の
は
残
念
な
が
ら
現
実
。
全
て
の
ケ
ー
ス
に
そ
う
い
う
こ
と
が
起
き
る

と
い
う
の
は
絶
望
的
で
す
ね
。
だ
か
ら
私
は
中
野
さ
ん
の
立
場
、
す
ば
ら
し
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

<

中
野>

入
船
西
団
地
で
や
っ
た
ボ
ン
エ
ル
フ
道
路
、
ま
さ
に
こ
れ
な
ん
か
は
自
己
責
任
意
識
の
あ
る
な
し
が
問
題

の
要
で
し
た
ね
。
我
が
家
に
近
所
の
お
ば
さ
ん
、
奥
さ
ん
、
み
ん
な
押
し
か
け
て
き
て
、
大
反
対
な
ん
で
す
よ
。 

〈
南
條
〉「
何
か
起
き
た
ら
ど
う
す
る
？
」
と
言
わ
れ
る
で
し
ょ
。 

〈
中
野
〉
そ
う
。
み
ん
な
。 

〈
南
條
〉
あ
ん
た
責
任
取
れ
る
の
か
、
っ
て
。 

<

中
野>

「
我
が
家
は
ま
だ
乳
飲
み
子
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
話
は
無
理
で
、
こ
っ
ち
か
ら
行
き
ま
す
よ
」
と
ど
な

た
か
の
お
家
に
行
っ
て
、
二
十
人
ぐ
ら
い
車
座
で
説
明
し
、
一
人
一
人
説
得
し
て
回
っ
た
ん
で
す
よ
。
絶
対
安
全

だ
と
言
う
と
同
時
に
、
駄
目
だ
っ
た
ら
元
に
戻
す
か
ら
実
験
だ
け
は
や
ら
せ
て
く
れ
と
。
そ
れ
と
、
事
故
が
い
く

つ
か
起
き
た
こ
と
を
皆
さ
ん
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
。
自
分
も
九
死
に
一
生
を
得
て
い
る
し
、
う
ち
の
子

ど
も
も
車
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
を
み
ん
な
近
所
で
見
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
一
つ
一
つ
説
明
し
て
、
じ
ゃ
あ
、

実
験
は
と
い
う
こ
と
で
認
め
て
く
れ
て
、
実
験
始
め
た
ら
良
い
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
高
い
評
価
で
、
管
理
組
合

の
総
会
で
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
賛
成
し
て
く
れ
て
実
現
さ
せ
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
過
去
に
や
っ
て

る
ん
で
、
説
明
の
仕
方
で
人
は
変
わ
る
と
僕
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
最
た
る
も
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

<

井
口>

こ
れ
は
す
ご
い
話
で
す
よ
ね
。 

<

中
野>

自
己
責
任
を
自
覚
し
な
い
と
、
安
全
を
守
っ
て
く
れ
る
は
ず
の
道
路
交
通
法
を
外
せ
な
い
、
外
さ
な
い
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
は
出
来
な
い
と
い
う
、
こ
れ
が
そ
の
実
体
で
す(

図
・
４
６)

。 

          

 

 

 

（図・46）管理組合総会で９６％の賛
成を得て実現した浦安西入船団地のボ
ンエルフ道路。 



■
地
元
か
ら
発
意
し
て
地
元
が
動
か
し
た
町
づ
く
り
は
良
い
町
に
な
る
。
そ
こ
は
期
待
出
来
る
。 

〈
南
條
〉
発
注
者
に
対
し
て
、
あ
る
程
度
の
こ
と
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
僕
は
や
る
ん
で
す
け
ど
、

基
本
的
に
は
あ
ん
ま
り
揉
め
る
な
よ
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
事
務
所
と
し
て
は
要
す
る
に
遵
法
で
、
い
か

に
早
く
許
認
可
を
降
ろ
し
て
も
ら
っ
て
ゴ
ー
ル
す
る
か
っ
て
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
側
面
が
あ
る
わ
け
で
す
よ
。 

主
義
主
張
を
ど
ん
ど
ん
述
べ
て
、
そ
れ
で
向
こ
う
の
課
長
と
揉
め
て
一
ヶ
月
で
済
ま
す
と
こ
ろ
が
三
ヶ
月
か
か
っ

ち
ゃ
っ
た
っ
て
い
う
こ
と
は
現
実
の
話
し
そ
う
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
は
す
ご
く
多
い
と
思
う
。

実
は
そ
の
論
理
で
回
っ
て
る
町
作
り
の
ほ
う
が
世
の
中
で
は
圧
倒
的
に
多
い
は
ず
な
ん
で
す
。 

そ
う
い
う
中
で
中
野
さ
ん
が
各
地
で
、「
本
当
は
こ
う
し
た
か
っ
た
ん
だ
よ
な
」
と
い
う
の
を
実
現
し
て
頂
く
っ
て

い
う
こ
と
は
も
の
す
ご
く
大
切
で
、
そ
れ
が
回
り
回
っ
て
私
た
ち
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
こ
と
に
も
な
る
ん
で
す
。

発
注
者
か
ら
「
も
う
い
い
加
減
に
し
ろ
」
、「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
引
き
時
だ
」
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
。。
そ
う
い
う
時

に
相
手
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
見
て
、
中
野
さ
ん
の
成
功
事
例
と
か
、
僕
も
多
少
持
っ
て
い
る
海
外
の
事
例
な
ん
か
出

し
て
、
な
ん
で
こ
れ
が
駄
目
な
ん
だ
っ
て
や
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
れ
が
二
十
年
前
だ
っ
た
ら
、
だ
い
た
い
「
ア
ホ

か
」
っ
て
言
わ
れ
て
た
の
が
、
十
五
年
前
で
少
し
変
わ
っ
て
、
狭
山
の
時
は
か
な
り
や
り
た
い
こ
と
が
出
来
た
。

横
須
賀
の
二
〇
〇
〇
年
竣
工
の
あ
そ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
ア
ホ
扱
い
で
し
た
よ
ね
。
と
こ
ろ
が
狭
山
の
と
き
は
そ
っ

か
ら
十
年
経
つ
と
だ
い
ぶ
話
が
通
り
始
め
た
、
役
人
側
に
も
だ
い
ぶ
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
変
わ
っ
て
き
た
。 

僕
は
感
情
論
者
で
す
か
ら
感
覚
的
な
話
し
に
な
り
ま
す
け
ど
、
次
の
世
代
が
今
の
ス
ト
ッ
ク
を
ベ
ー
ス
に
さ
ら
に

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
首
に
な
ら
な
い
直
前
ま
で
は
頑
張
る
と
い
う
こ
と
を
、
続
け
る
し
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

(

笑)

、
そ
う
す
る
と
必
ず
な
ん
と
か
突
破
で
き
る
だ
ろ
う
と
僕
は
思
っ
て
る
。
基
本
的
に
は
楽
観
論
。
中
野
さ
ん

は
ど
う
な
の
か
な
あ
っ
て
思
っ
て
た
ら
、
結
局
あ
る
種
、
楽
観
論
で
進
め
ら
れ
て
ま
せ
ん
？ 

僕
に
は
そ
う
見
え

た
ん
だ
け
ど
。
ま
あ
、
日
本
の
町
も
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
よ
っ
て
い
う
こ
と
で
し
ょ
。
だ
か
ら
僕
は
そ
れ
で
す

ご
く
今
日
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

<

中
野>

計
画
的
に
行
政
指
導
で
や
っ
た
場
合
の
町
づ
く
り
は
、
僕
は
ほ
と
ん
ど
駄
目
だ
と
思
っ
て
い
る
。
だ
け
ど

地
元
か
ら
発
意
し
て
地
元
が
動
か
し
た
町
づ
く
り
と
い
う
の
は
、
逆
に
育
て
て
い
く
ほ
う
が
良
い
町
に
な
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
、
そ
ん
な
理
解
し
て
い
ま
す
。
た
だ
あ
く
ま
で
も
東
京
と
か
、
人
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た

ら
十
分
可
能
で
、
自
由
が
丘
と
か
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
は
ま
だ
ま
だ
歩
行
者
空
間
は
栄
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
僕
は
思

っ
て
る
。 

だ
け
ど
地
方
都
市
は
難
し
い
。
再
生
し
な
い
と
い
け
な
い
な
と
、
そ
れ
は
こ
の
歳
に
な
る
と
ほ
ん
と
に
感
じ
る
こ

と
で
す
。
そ
こ
は
も
う
一
回
、
都
市
計
画
の
専
門
家
は
、
今
ま
で
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
と
、
私
も
含
め
て
。
そ

れ
は
や
っ
ぱ
り
自
己
反
省
し
て
、
次
の
世
代
に
ど
う
や
っ
て
今
の
町
の
再
生
を
委
ね
て
い
く
の
か
っ
て
い
う
道
筋

を
何
か
残
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
僕
は
自
分
の
こ
の
四
十
年
間
を
総

括
し
た
の
を
書
き
物
に
し
て
次
の
世
代
に
残
そ
う
か
な
っ
て
、
今
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。 

そ
れ
と
同
時
に
応
援
団
を
育
て
た
い
。
門
司
港
の
仕
事
は
最
初
、
三
年
契
約
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
最
初
に
こ
の
駅

前
広
場
提
案
し
た
と
き
に
「
こ
れ
時
間
か
け
て
作
ろ
う
よ
」
と
言
っ
た
ら
、
市
の
担
当
係
長
の
方
が
完
成
祝
賀
会

を
本
当
に
三
年
後
に
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
地
元
の
運
営
組
織
が
で
き
た
。
係
長
が
「
じ
ゃ
あ
、
そ
う
し

ま
し
ょ
う
」
て
こ
と
で
、
わ
ざ
わ
ざ
発
注
を
伸
ば
し
て
、
そ
の
間
に
地
元
を
仕
掛
け
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ

で
最
初
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
日
の
演
奏
会
や
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
の
実
演
、
そ
し
て
こ
の
ビ
ア
ガ

ー
デ
ン
な
ん
で
す
。
隣
に
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
が
あ
っ
た
か
ら
そ
こ
か
ら
お
い
し
い
ビ
ー
ル
を
直
送
し
て
も
ら
っ
て
、

こ
れ
が
大
当
た
り
し
た
ん
で
す
。 

そ
れ
で
地
元
運
営
組
織
が
出
来
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
今
の
門
司
港
レ
ト
ロ
倶
楽
部
の
母
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ



う
い
う
仕
掛
け
を
地
元
の
人
と
専
門
家
が
両
輪
で
や
っ
て
い
く
の
が
必
要
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
て
、
こ
う
い

う
古
い
例
を
持
ち
出
し
て
い
る
ん
で
す
。 

 

■
門
司
港
レ
ト
ロ
は
新
し
い
中
心
市
街
地
の
見
本
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

<

井
口>

門
司
港
レ
ト
ロ
は
、
ほ
ん
と
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
門
司
港
そ
の
も
の
は
そ
ん

な
に
古
い
町
じ
ゃ
な
い
。
明
治
以
降
の
町
で
す
け
ど
。 

<

中
野>

明
治
二
二
年
か
ら
で
す
ね
。 

<

井
口>

商
店
街
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
こ
こ
は
商
店
街
じ
ゃ
な
い
わ

け
で
す
よ
ね
。 

<

中
野>

そ
う
で
す
。
臨
港
地
区
で
す
か
ら
何
も
出
来
な
い
。 

<

井
口>

何
も
出
来
な
い
と
こ
ろ
。
そ
れ
が
町
の
中
心
に
な
っ
た
。
門
司
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
り
ま
し
た
。 

<

中
野>

門
司
港
は
も
と
も
と
港
湾
都
市
と
し
て
計
画
さ
れ
て
出
来
た
町
で
し
た
。
駅
も
旧
国
鉄
、
九
州
管
区
鉄
道

管
理
局
が
在
っ
て
九
州
鉄
道
の
起
点
だ
っ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
非
常
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
場
所
で
、

そ
こ
に
そ
う
い
う
建
物
、
木
造
の
駅
舎
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
の
が
幸
運
で
す
よ
ね
。 

<

井
口>

門
司
港
の
駅
舎
は
い
わ
ば
城
下
町
の
お
城
み
た
い
な
も
ん
で
、
そ
う
い
う
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
要
素
は
持
っ

て
い
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
ん
で
す
が
、
中
心
市
街
地
の
話
に
な
る
と
通
産
省
与
か
り
の

話
に
な
っ
て
、
商
店
街
が
寂
れ
て
い
る
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
だ
、
要
す
る
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

話
に
な
る
。
中
心
市
街
地
＝
商
店
街
み
た
い
な
話
に
な
り
が
ち
な
ん
で
す
け
ど
も
、
門
司
港
の
場
合
は
そ
う
で
は

な
い
。 

百
数
十
年
の
歴
史
で
は
あ
り
ま
す
け
ど
門
司
の
町
の
歴
史
的
中
心
市
街
地
と
し
て
生
き
て
い
る
。
大
正
三
年
に
建

て
ら
れ
た
木
造
の
門
司
港
駅
舎(

重
要
文
化
財)

と
旧
船
溜
ま
り
を
中
心
に
し
て
、
旧
大
阪
商
船
や
旧
門
司
三
井
倶

楽
部
、
旧
門
司
港
税
関
な
ど
が
並
ん
で
い
て
、
か
っ
て
の
大
陸
へ
の
玄
関
で
あ
っ
た
門
司
の
中
心
市
街
地
が
今
は

楽
し
い
歩
行
者
の
街
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
川
記
章
さ
ん
が
設
計
し
た
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
も
建
っ
て
る
し
、

関
門
橋
を
眺
め
る
景
勝
の
地
で
も
あ
る
。
商
店
街
や
繁
華
街
で
は
な
い
け
ど
も
、
存
在
そ
の
も
の
が
門
司
の
町
の

シ
ン
ボ
ル
、
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
＝
中
心
商
店
街
と
い
う
固
定
観
念
を
外
す
と
、
文
化
と
し
て

の
中
心
市
街
地
の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

中
野
さ
ん
か
ら
見
て
商
店
街
と
い
う
の
は
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
ど
れ
ぐ
ら
い
重
要
な
の
か
、
ど
う
い
う
位
置

づ
け
な
の
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
か
？
こ
れ
は
、
日
本
の
中
心
市
街
地
と
は
何
だ
と
い
う
話
な
ん

で
す
け
ど
、
さ
っ
き
話
に
出
て
ま
し
た
け
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
と
い
う
の
は
も
ち
ろ
ん
商
業
施
設
も

あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。 

日
本
で
は
日
曜
日
は
商
店
街
の
稼
ぎ
時
で
す
け
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
日
曜
日
、
店
は
休
み
な
ん
で
す
よ
ね
、
安
息

日
で
す
か
ら
。
そ
れ
で
も
歩
行
者
優
先
の
町
に
し
て
い
る
。
歩
行
者
優
先
は
商
店
街
の
た
め
に
や
っ
て
る
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
歩
行
者
専
用
に
一
番
反
対
す
る
の
は
商
店
で
す
。
日
曜
日
休
み
で
も
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
を

押
し
切
っ
て
や
る
の
は
、
先
ほ
ど
話
が
出
ま
し
た
よ
う
に
生
活
空
間
と
し
て
や
る
か
ら
で
し
ょ
。
あ
る
い
は
中
心

市
街
地
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
だ
か
ら
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
だ
か
ら
や
る
。
見
て
い
る
と
、
街
に
車
入
っ
て
き
た

り
す
る
と
市
民
が
怒
っ
て
い
る
。
「
お
っ
、
車
入
っ
た
ら
子
ど
も
危
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」
っ
て
、「
何
考
え
て
る
ん

だ
」
っ
て
い
う
怒
り
方
を
し
て
る
わ
け
で
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
は
そ
う
い
う
街
な
わ
け
ね
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
中
心
市
街
地
と
い
う
と
商
店
街
に
な



っ
ち
ゃ
う
。
ア
ー
ケ
ー
ド
架
け
た
り
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル
に
し
た
り
し
た
け
ど
商
店
街
が
寂
れ
る
と
そ
れ
で
お
終
い
。 

 

■
人
が
住
ん
で
い
る
商
店
街
を
再
構
築
す
れ
ば
、
職
住
近
接
の
中
心
市
街
地
が
甦
る
。 

<

中
野>

私
は
か
つ
て
は
中
心
商
店
街
は
生
活
空
間
だ
っ
た
と
い
う
経
験
を
持
っ
て
ま
す
か
ら
、
は
っ
き
り
言
い
た

い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
分
離
さ
せ
た
の
は
誰
か
っ
て
い
う
こ
と
で
す
よ
。
働
く
と
こ
ろ
と
住
む
と
こ
ろ
を
分
離
す

る
の
が
理
想
の
町
だ
と
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
日
本
人
を
洗
脳
し
て
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
ん
で
す
。
新
都
市
計
画

法
が
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
年
）
に
施
行
さ
れ
て
、
そ
の
中
身
を
調
べ
る
と
一
九
四
七
年
、
日
本
の
二
昔
前
（
二

十
年
前
）
の
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
計
画
法
を
翻
訳
し
て
ア
テ
ネ
憲
章
そ
の
ま
ま
に
日
本
の
都
市
計
画
の
主
流
に
据
え

た
ん
で
す
よ
。 

そ
れ
を
元
に
私
の
田
舎
の
商
店
主
は
み
ん
な
街
を
出
て
郊
外
に
住
宅
を
構
え
て
、
車
で
通
勤
す
る
。
商
店
街
は
商

店
街
で
全
蓋
式
の
ア
ー
ケ
ー
ド
作
っ
て
活
性
化
や
っ
て
い
こ
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
を
み
ん
な
邁
進
し
て
い
っ
た

ん
で
す
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
お
か
げ
で
、
商
店
二
階
の
住
居
空
間
は
住
め
な
く
な
っ
て
倉
庫
に
転
用
さ
れ
る
。
そ
れ

も
商
店
と
住
宅
の
分
離
に
一
役
買
う
。
そ
の
後
商
店
街
が
寂
れ
て
き
た
と
き
に
み
ん
な
一
丸
と
な
っ
て
、
何
す
れ

ば
お
客
さ
ん
来
る
か
と
。
大
き
な
駐
車
場
を
作
っ
た
け
ど
、
結
局
駄
目
だ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
と
か
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
が
一
九
五
〇
年
代
、
六
十
年
代
に
も
う
経
験
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
な
ん
で
そ
れ
を
我
々
の
先
輩
た
ち
は
教

え
て
く
れ
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
は
封
印
し
た
の
か
、
っ
て
い
う
の
を
僕
は
問
題
提
起
し
た
い
。
そ
れ
を
今
書
き

物
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
真
の
専
門
家
と
い
う
の
が
居
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
意
味

で
本
当
の
都
市
計
画
の
専
門
家
が
。 

こ
れ
か
ら
も
う
一
回
街
を
再
生
す
る
に
は
、
僕
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
も
の
、
住
宅
と
い
う
も
の
を
も
う
一
度

考
え
直
し
て
、
商
店
街
を
再
構
築
す
る
、
ま
た
は
新
た
に
作
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

や
っ
ぱ
り
次
の
世
代
は
、
街
に
戻
っ
て
欲
し
い
。
私
は
も
う
棺
桶
入
っ
ち
ゃ
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
次
の
世
代

は
そ
こ
の
町
で
生
き
て
行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
も
う
一
回
、
再
生
す
る
に
は
何
が
必
要
か
考
え
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
そ
の
と
き
私
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
よ
う
な
、
職
住
近
接
型
の
町
と
い
う
の
を
新
た
に
再
生
し

て
い
く
と
信
じ
た
い
ん
で
す
。
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
、
み
な
さ
ん
。
逆
に
問
題
提
起
し
た
い
ん
で
す
。 

 

■
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
行
き
わ
た
っ
た
地
方
都
市
の
商
店
街
は
、
再
構
築
不
可
能
で
は
な
い
か
？ 

<

井
口>

僕
の
田
舎
町
は
歯
抜
け
状
態
で
し
て
、
商
店
街
は
壊
滅
ど
こ
ろ
か
消
滅
で
。 

<

中
野>

な
い
で
す
よ
ね
、
ほ
と
ん
ど
消
滅
で
す
よ
ね
。 

<

井
口>

空
き
地
だ
ら
け
で
す
。
だ
か
ら
人
も
あ
ん
ま
り
住
ん
で
な
い
で
す
。
別
の
味
方
す
る
と
、
な
か
な
か
良
い

雰
囲
気
な
ん
で
す
よ
、「
あ
あ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
昔
は
ち
ゃ
ん
と
神
社
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
」
と
か
、
お
屋
敷
の
大

き
な
楠
の
木
が
通
り
か
ら
見
え
た
り
と
か
。
そ
う
い
う
目
で
見
る
と
良
い
雰
囲
気
な
ん
で
す
よ
。
で
も
商
店
街
は

ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す
。 

そ
う
す
る
と
、
中
心
市
街
地
は
商
店
街
だ
と
い
う
の
を
も
う
止
め
た
ほ
う
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
買
い
物

は
み
ん
な
車
持
っ
て
て
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
店

は
も
う
成
り
立
た
な
い
。
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
る
商
店
が
残
っ
て
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
や
っ
て

く
れ
た
ら
非
常
に
あ
り
が
た
い
ん
だ
け
ど
、
商
店
街
な
ん
か
は
も
う
ど
う
で
も
い
い
。
か
っ
て
の
商
店
街
の
振
興

と
い
う
の
は
中
心
市
街
地
の
問
題
か
ら
外
し
た
ほ
う
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う
ん
で
す
が
、
ど
う
で
す
か
？ 

<

中
野>

い
や
、
全
く
同
感
で
す
。
だ
け
ど
、
中
心
部
っ
て
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
そ
れ
な
り
の
ス
ト
ッ
ク
も
あ
る
し
、

や
っ
ぱ
り
住
み
た
い
と
い
う
環
境
が
再
構
築
さ
え
で
き
れ
ば
、
戻
っ
て
く
る
と
僕
は
思
い
た
い
で
す
。
実
際
、
一



九
五
〇
～
六
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
廃
れ
た
状
態
と
い
う
の
を
文
献
で
見
て
ま
す
し
、
一
九
七
〇
年
代
の
再
生

途
上
の
ま
ち
を
見
て
き
て
感
じ
た
の
は
、
当
時
は
日
本
の
中
心
市
街
地
の
ほ
う
が
は
る
か
に
元
気
良
か
っ
た
ん
で

す
。
そ
う
い
う
実
体
が
ま
だ
頭
の
中
に
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
再
生
で
き
る
街
は
日
本
に
ま
だ
た
く
さ
ん 

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
正
直
私
の
田
舎
は
無
理
か
な
、
半
ば
諦
め
モ
ー
ド
で
す
。 

<

南
條>

人
口
ど
れ
ぐ
ら
い
で
す
か
？ 

<

中
野>

十
七
万
人
で
す
。
合
併
前
は
十
七
万
、
合
併
し
て
も
十
七
万
、
若
干
減
っ
て
る
。 

<

千
葉>

そ
の
町
は
連
鎖
的
に
再
開
事
業
を
い
く
つ
か
や
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
失
敗
し
て
い
る
ん

で
す
か
？ 

<

中
野>

街
な
か
再
生
の
区
画
整
理
も
や
り
ま
し
た
よ
。
そ
の
事
業
に
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
の
諸
先
輩
た
ち
も
参
画
さ
れ
て
い

た
。 

<

千
葉>

頑
張
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
設
計
さ
れ
た
方
が
言
っ
て
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
住
宅
取
り
戻
さ
な
き
ゃ

中
心
市
街
地
の
再
生
な
ん
か
始
ま
ら
な
い
っ
て
い
う
ん
で
。
住
宅
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
と
思
う
け

ど
、
な
ぜ
失
敗
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
街
路
を
広
げ
過
ぎ
た
と
か
、
雰
囲
気
の
あ
る
路
地
を
消
し

た
と
か
。 

<

中
野>

住
宅
は
作
っ
た
も
の
の
、
未
だ
町
は
出
来
て
い
な
い
で
す
。
区
画
整
理
し
て
道
は
広
が
っ
て
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
街
の
空
き
家
が
消
滅
し
、
大
き
な
青
空
駐
車
場
が
残
っ
た
ま
ま
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
道
路
を

作
ら
ず
に
町
家
の
再
生
か
ら
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
人
を
戻
し
た
ん
で
す
。
日
本
と
は
全
く
手
法
が
違
う
ん

で
す
。 

<

南
條>

人
戻
っ
て
な
い
ん
で
す
か
、
そ
こ
は
。 

<

中
野>

戻
っ
て
な
い
で
す
。
公
営
住
宅
に
は
住
ん
で
る
人
は
い
ま
す
、
家
賃
が
安
い
か
ら
。
政
府
が
補
助
し
て
ん

だ
か
ら
。
だ
け
ど
商
店
街
は
出
来
て
な
い
。
そ
れ
と
特
定
の
区
域
に
区
画
整
理
や
再
開
発
の
多
額
の
事
業
費
を
要

し
た
結
果
、
連
鎖
す
る
前
に
息
切
れ
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。
費
用
対
効
果
に
疑
問
を
抱
く
市
民

も
多
く
、
新
市
長
さ
ん
の
誕
生
も
あ
り
、
継
続
断
念
、
実
質
そ
の
事
業
は
単
発
に
終
わ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
行
く
と
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
の
な
か
に
、
突
如
二
〇
世
紀
の
団
地
と
大
き
な
駐
車
場
が
出
現
し
た
と
い
う
違
和
感

も
あ
り
ま
す
ね
。 

現
在
は
、
全
く
別
の
手
法
で
空
地
に
芝
生
広
場
を
つ
く
っ
て
、
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
交
流
施
設
が
造
ら
れ
、

活
性
化
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。 

 

■
中
心
市
街
地
に
戻
っ
て
住
み
た
い
人
は
、
多
い
は
ず
だ
。 

<

南
條>

門
司
港
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
は
多
分
、
住
宅
は
少
し
ず
つ
で
も
増
え
て
い
っ
て
ま
す
よ
ね
？ 

<

中
野>

増
え
て
ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
が
ほ
と
ん
ど
が
即
日
完
売
の
よ
う
で
す
。 

<

南
條>

住
宅
都
市
を
復
活
す
る
こ
と
。
人
が
住
む
こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
よ
。
次
に
や
る
べ
き
は
、
ま
ず
県
立
高

校
を
元
に
戻
す
こ
と
。
市
民
病
院
も
全
部
元
に
戻
す
こ
と
。
人
口
減
る
一
方
な
ん
だ
か
ら
、
大
き
く
す
る
必
要
な

か
っ
た
わ
け
で
す
。
み
ん
な
郊
外
持
っ
て
い
っ
ち
ゃ
っ
た
。 

<

井
口>

商
工
会
議
所
ま
で
外
に
出
て
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
中
心
商
店
街
の
振
興
を
進
め
る
は
ず
の
商
工
会
議
所
が
率

先
し
て
中
心
市
街
地
を
出
て
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。 

<

南
條>

論
外
で
す
け
ど
市
役
所
も
、
と
に
か
く
全
部
。 

私
は
飯
田
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
関
係
で
話
し
ま
す
け
ど
、
飯
田
は
一
応
成
功
例
と
は
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
そ
こ

は
、
着
実
に
人
が
戻
っ
て
き
て
い
る
。
私
が
や
っ
た
の
は
、
本
町
通
り
と
銀
座
通
り
の
交
差
点
の
再
開
発
で
す
。



本
町
通
り
と
銀
座
通
り
と
言
え
ば
、
か
つ
て
の
町
を
支
え
た
人
た
ち
が
住
ん
で
て
店
出
し
て
た
と
こ
で
す
。
み
ん

な
裕
福
で
、
ど
ん
ど
ん
丘
の
下
の
郊
外
地
へ
出
て
行
っ
て
御
殿
建
て
た
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
錦
鯉
飼
っ
て
、
子
ど

も
育
て
て
、
車
が
ん
が
ん
や
っ
て
、
そ
し
て
歳
取
っ
た
今
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
た
い
っ
て
言
っ
て
、
み
ん
な
都

心
に
戻
っ
て
き
て
い
る
。
明
ら
か
に
違
う
風
が
起
き
て
い
る
。 

<

中
野>

僕
も
地
方
の
町
で
講
演
会
で
話
し
て
る
と
、
そ
の
こ
と
を
感
じ
ま
す
よ
。
地
元
の
裕
福
な
方
は
い
っ
た
ん

郊
外
に
出
た
ん
だ
け
ど
、
も
う
町
に
戻
ろ
う
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
戻
る
か
っ
て
い
う
と
、
仲
間
と
か
会
い
た
い
ん

で
す
、
年
取
っ
て
く
る
と
。 

<

南
條>

全
く
そ
の
通
り
。
そ
れ
か
ら
お
酒
の
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。 

<

中
野>

そ
う
な
ん
で
す
。
昔
の
仲
間
の
雰
囲
気
を
も
う1

回
取
り
戻
し
た
い
ん
で
す
。 

<

南
條>

運
転
代
行
で
郊
外
の
家
に
帰
る
な
ん
て(

笑)

、
豊
か
な
生
活
と
は
ほ
ど
遠
い
で
す
よ
ね
。 

<

山
名>

な
ん
だ
け
ど
、
実
際
戻
ろ
う
と
し
た
ら
実
は
お
店
も
な
い
し
、
病
院
も
な
い
し
、
学
校
も
な
い
。 

<

中
野>

買
い
物
難
民
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
も
あ
え
て
戻
ろ
う
と
す
る
の
は
友
達
と
か
仲
間
が
居
る
か
ら
と
い
う
こ

と
で
戻
る
。
私
な
り
に
イ
ギ
リ
ス
の
街
の
再
生
の
歴
史
を
調
べ
て
分
っ
た
ん
だ
け
ど
、
商
店
街
再
生
に
何
を
や
っ

た
か
っ
て
い
う
と
、
あ
ん
た
た
ち
が
戻
る
ん
な
ら
支
援
す
る
よ
と
言
っ
て
、
住
宅
と
商
業
を
セ
ッ
ト
で
改
修
し
た

ん
で
す
よ
、
道
路
も
ね
。
全
て
セ
ッ
ト
で
や
っ
て
る
の
を
見
る
と
、
な
ん
で
日
本
こ
ん
な
こ
と
や
ら
な
か
っ
た
の

か
な
あ
っ
て
す
ご
く
感
じ
ま
す
よ
。
せ
っ
せ
せ
っ
せ
と
郊
外
郊
外
っ
て
追
い
出
し
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
区
画
整

理
や
っ
て
。 

<

山
名>

大
学
は
出
す
わ
、
病
院
は
出
す
わ
っ
て
、
行
政
が
指
導
し
た
ん
で
す
ね
。
で
も
あ
れ
は
ほ
ん
と
に
誰
も
反

省
し
て
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
あ
る
町
行
っ
た
ら
、
市
役
所
を
こ
っ
ち
戻
せ
っ
て
言
う
ん
だ
け
ど
戻
す
場
所
が
今
度

は
無
い
ん
で
す
よ
ね
。 

<

中
野>

そ
う
考
え
る
と
、
市
役
所
機
能
を
町
な
か
に
戻
し
た
り
、
連
鎖
型
の
再
開
発
で
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
長
岡
の
森
市
長
さ
ん
な
ん
か
は
偉
い
で
す
ね
。 

<

山
名>

私
は
や
っ
ぱ
り
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
い
ろ
ん
な
都
市
機
能
を
町
の
中
心
部
に

集
め
ま
し
ょ
う
っ
て
言
う
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
話
。
ど
う
や
っ
て
集
め
る
か
は
知
り
ま
せ
ん
け
ど
、
集
め
る
と

い
う
の
は
一
つ
の
方
向
と
し
て
は
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
も
う
ち
ょ
っ
と
新
し
い
、
住
居
も
移

し
、
病
院
と
か
学
校
と
か
、
な
ん
と
か
施
設
も
集
め
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
案
外
そ
う
い
う
と
こ
ろ

で
中
心
の
拠
点
が
出
来
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
や
ら
な
い
と
今
の
ま
ま
で
拠
点
と
い
う
の
は
無
理
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
い
う
機
能
を
集
め
て
き
て
そ
こ
を
拠
点
に
す
る
と
い
う
話
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。 

今
回
東
北
の
津
波
で
も
高
台
移
転
住
宅
地
を
作
り
ま
し
た
で
す
ね
。
で
も
あ
ん
ま
り
出
来
て
な
い
。
本
当
は
津
波

で
更
地
だ
け
な
ん
だ
か
ら
、
集
中
的
に
機
能
を
集
め
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
を
作
れ
ば
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思

う
ん
で
す
が
、
津
波
の
と
こ
ろ
は
み
な
さ
ん
元
に
戻
す
の
に
一
生
懸
命
で
、
そ
ん
な
こ
と
考
え
て
い
る
人
は
あ
ん

ま
り
居
な
い
。
せ
っ
か
く
の
機
会
が
生
き
て
な
い
ん
で
、
本
当
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と
し
た
な
あ
っ
て
思
い
ま
す

ね
。
日
本
の
場
合
、
そ
う
言
っ
て
も
な
か
な
か
実
現
す
る
と
こ
ろ
が
難
し
い
ん
か
な
あ
っ
て
、
責
任
は
ど
こ
に
あ

る
か
よ
く
分
り
ま
せ
ん
ね
。 

 

■
職
住
近
接
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
、
都
市
計
画
の
根
本
的
な
見
直
し
を
し
な
い
限
り
、
中
心
市
街
地
は
再
生
し

な
い
。 

<

南
條>

中
心
商
店
街
が
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
と
に
か
く
悪
者
に
し
て
か
っ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

そ
う
っ
て
い
う
の
は
た
ぶ
ん
限
界
が
あ
っ
て
、
何
か1

つ
の
割
り
切
り
が
あ
っ
て
も
良
い
な
っ
て
思
う
ん
だ
け
ど
。



ネ
ッ
ト
化
が
進
ん
で
別
に
ど
こ
に
居
た
っ
て
仕
事
も
買
い
物
も
出
来
る
世
の
中
に
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ

の
辺
は
た
ぶ
ん
少
し
風
穴
開
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
い
う
期
待
感
を
持
っ
て
い
る
の
と
、
十
七
万
人
居
て
元

気
が
無
い
っ
て
聞
い
て
あ
き
れ
る
ん
で
す
よ
。
イ
タ
リ
ア
の
セ
リ
エ
Ａ
の
チ
ー
ム
を
見
て
る
と
あ
れ
だ
け
熱
狂
的

で
、
何
億
円
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
抱
え
て
ス
タ
ジ
ア
ム
も
あ
っ
て
、
一
部
、
二
部
、
三
部
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
る
。

あ
の
チ
ー
ム
を
抱
え
て
る
町
っ
て
人
口
一
桁
万
人
が
多
い
ん
で
す
。
イ
タ
リ
ア
で
は
一
〇
万
人
超
え
た
ら
大
都
市

な
ん
で
す
よ
。
し
か
も
あ
れ
だ
け
の
若
い
人
た
ち
が
自
分
の
町
か
ら
出
な
い
で
し
ょ
う
？ 

自
分
の
町
の
チ
ー
ム

を
応
援
し
て
い
る
で
し
ょ
う
？ 

そ
れ
は
な
ぜ
か
っ
て
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
出
て
か
な
く
て
も
良
い
、
働
い
て
住

め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
日
本
の
場
合
は
大
都
市
行
か
な
い
と
話
に
な
ら
ん
っ
て
い
う
こ
と
で
、
東
京
へ

出
て
き
た
者
が
い
っ
ぱ
い
居
る(

笑)
。 

<

井
口>

僕
も
そ
う
で
す(

笑)

。 

<

中
野>

あ
っ
ち
は
小
さ
い
町
ほ
ど
居
心
地
が
良
い
ん
で
す
よ
ね
。 

<

南
條>

そ
う
な
ん
で
す
。
大
き
い
か
小
さ
い
か
の
判
断
は
、
も
う
一
桁
万
で
十
分
な
ん
で
す
よ
。
八
万
、
十
万
あ

れ
ば
立
派
な
も
ん
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
百
万
い
か
な
き
ゃ
話
に
な
ら
ん
と
い
う
政
策
に
な
っ
て
い
る
ん

で
す
。
そ
こ
を
、
ま
、
し
ょ
う
が
な
い
ね
。
ぼ
や
き
に
な
っ
ち
ゃ
う
。(

笑) 

<

山
名>

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
し
て
車
で
走
っ
て
い
く
と
町
が
出
て
く
る
ん
で
す
。「
大
き
い
な
あ
」
と
思
っ
た
ら
、
せ

い
ぜ
い
人
口
十
万
と
か
。
町
の
住
み
方
が
違
う
ん
で
す
よ
ね
。 

中
心
市
街
地
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
も
そ
れ
と
セ
ッ
ト
じ
ゃ
な
い
と
、
今
み
た
い
に
ダ
ラ
ー
ッ
と
し
た
や
つ
だ

と
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
中
野
さ
ん
が
言
い
ま
し
た
け
ど
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
話
を

進
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
ね
、
従
来
の
都
市
計
画
法
じ
ゃ
な
く
っ
て
。
都
市
再
生
特
別
措
置
法
で
や
ろ
う
と
い
う
の

も
今
ま
で
の
都
市
計
画
の
精
神
が
残
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
や
る
ん
だ
っ
た
ら
本
当
は
都
市
計
画
改
正
し

て
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
職
住
近
接
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や
る
っ
て
い
う
こ
と
を
き
ち
っ
と
法
律
的
に
や
っ
た
ほ
う
が

良
い
。
役
人
は
法
律
つ
く
る
の
が
う
ま
い
ん
で
す
が
、
結
果
的
に
は
根
本
を
変
え
ず
に
都
市
再
生
特
別
措
置
法
で

逃
げ
ち
ゃ
う
と
か
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
当
は
そ
う
い
う
根
本
的
な
こ
と
や
っ
て
初
め
て
ち
ゃ
ん
と
し
た
中
心
市

街
地
の
話
が
出
来
る
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。 

も
う1

つ
、
中
心
市
街
地
に
も
い
ろ
ん
な
大
き
さ
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
都
市
規
模
と
か
都
市
の
構
造
と
か
、

そ
う
い
う
条
件
が
あ
っ
て
、
ど
こ
で
も
こ
こ
で
も
出
来
る
話
じ
ゃ
な
い
。
あ
る
程
度
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
出
来
る
、

こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
出
来
な
い
、
と
い
う
の
は
あ
る
。
そ
れ
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
は
、
ど
う
い
う
形
で
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
け
ば
良
い
か
、
そ
れ
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
や
っ
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
、
日
本
の
場
合
は

小
さ
な
と
こ
ろ
も
大
き
な
と
こ
ろ
も
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
み
ん
な
同
じ
こ
と
を
や
ろ
う
と
す
る
か
ら
、
そ
も
そ
も

無
理
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
思
う
ん
で
す
。「
町
に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
と
い
う
の
は
少
し
ず
つ
違
う
ん
だ
よ
」
っ
て
い

う
提
案
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
が
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
責
任
も
あ
る
ん
で
す
が
、
み
な
さ
ん
同
じ
も
の

を
、
た
と
え
ば
東
京
の
や
つ
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
行
っ
ち
ゃ
う
。
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
気
が
し
ま
す
ね
。
そ
こ
ら
辺
を
少
し
整
理
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
提
案
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
お
も
し
ろ
く
な
る

の
に
な
あ
っ
て
思
う
ん
で
す
よ
ね
。 

 

■
人
が
住
ん
で
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
が
見
え
る
町
。
今
は
都
市
計
画
の
本
質
的
な
議
論
を
す
る
べ
き
時
。 

<

中
野>

私
は
思
う
に
、
都
市
計
画
の
学
者
の
方
々
、
専
門
家
の
方
々
、
東
京
志
向
と
い
う
か
、
東
京
を
基
準
に
物

事
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
こ
の
半
世
紀
の
間
日
本
全
国
を
仕
切
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
つ
い
こ
の

前
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
の
あ
る
先
生
が
「
地
方
の
商
店
街
は
全
然
努
力
し
て
い
な
い
。
大
型
店
舗
は
常
に
販
売
戦
略
を
立
て



て
努
力
し
て
い
る
の
に
対
し
て
商
店
街
は
バ
ラ
バ
ラ
で
何
も
や
っ
て
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
堂
々
と
言
っ
て
ん
だ

け
ど
、
そ
う
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
ん
で
す
。 

私
は
田
舎
の
こ
と
を
知
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
七
十
年
代
、
八
十
年
代
に
は
も
の
す
ご
く
努
力
し
て
、
商
店
街
を
再

活
性
化
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
真
剣
に
議
論
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
結
局
行
政
が
本
質
的
な
都
市
の
政

策
を
立
て
な
か
っ
た
し
、
何
も
動
か
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
力
尽
き
ち
ゃ
っ
た
っ
て
い
う
人
た
ち
を
た
く

さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
。
今
は
若
い
人
が
中
心
に
な
っ
て
も
う1

回
ネ
ジ
巻
く
時
代
で
、
今
何
を
す
べ
き
な
の
か
、

も
っ
と
本
質
的
な
議
論
を
す
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
に
よ
っ
て
は
都
市
計
画
の
線
引
き
を
全
部
白
紙
に

し
ち
ゃ
う
と
か
、
そ
ん
な
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
ま
で
、
あ
る
自
治
体
で
は
選
ん
で
も
い
い
よ
う
な
気
は
し

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
都
市
計
画
も
根
本
的
な
見
直
し
を
し
な
い
と
中
心
市
街
地
は
再
生
出
来
な
い
と
い
う

気
は
し
て
い
ま
す
。 

私
な
り
に
海
外
を
見
れ
ば
、「
あ
あ
日
本
と
違
う
な
」
と
思
う
と
同
時
に
日
本
が
見
え
て
く
る
と
い
う
の
を
ず
っ
と

体
験
し
て
き
た
。
一
応
今
年
で
海
外
旅
行
は
止
め
て
、
こ
れ
か
ら
は
国
内
を
回
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
再
生

出
来
る
町
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
今
人
口
三
万
人
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
と
付
き
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
絶
対
再
生

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

■
中
心
市
街
地
が
在
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
「
都
市
」
と
言
え
る
。
町
に
は
中
心
が
要
る
。 

<

井
口>

い
ろ
い
ろ
断
片
的
に
お
聞
き
し
た
け
ど
、
中
心
市
街
地
に
つ
い
て
改
め
て
お
聞
き
し
ま
す
。
日
本
の
中
心

市
街
地
と
は
何
だ
。
ど
う
い
う
も
の
を
日
本
の
中
心
市
街
地
と
考
え
た
ら
良
い
ん
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
日
本
の
中

心
市
街
地
は
も
う
無
く
な
っ
て
手
遅
れ
だ
よ
、
最
早
必
要
な
い
と
い
う
の
か
。
で
も
そ
れ
に
代
わ
る
新
し
い
形
の

中
心
市
街
地
は
ま
だ
在
り
得
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
。
そ
の
辺
の
話
、
最
後
に
具
体
的
に
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
。 

<

中
野>

ま
あ
一
言
し
か
言
え
な
い
で
す
ね
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
。
も
う
駄
目
っ
て
い
う
の
も
、
さ
っ
き
言

い
ま
し
た
。
だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
ま
だ
日
本
国
内
見
て
る
と
小
さ
な
町
で
歴
史
が
あ
っ
て
、
神
社
、
仏
閣
ま
だ
残
っ

て
る
町
が
た
く
さ
ん
在
る
ん
で
す
よ
。
ま
あ
お
城
が
あ
れ
ば
最
高
で
す
。
城
下
町
は
十
分
再
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
し
、
宿
場
町
も
あ
る
し
。 

<

井
口>

城
下
町
、
あ
る
い
は
門
前
町
、
宿
場
町
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
そ
の
歴
史
的
な
部
分
が
中
心
に
成
り
得
る
？ 

<

中
野>

は
い
、
成
り
得
る
と
思
い
ま
す
。
戦
災
を
受
け
て
い
な
い
町
は
、
成
り
得
る
と
。 

<

井
口>

そ
れ
は
、
商
店
街
と
関
係
な
し
に
？ 

<

中
野>

関
係
な
し
に
。
私
は
商
店
街
は
無
く
な
っ
て
も
良
い
と
思
う
ん
で
す
。
も
う
ネ
ッ
ト
社
会
だ
か
ら
、
極
論

言
え
ば
コ
ン
ビ
ニ
と
住
居
が
あ
れ
ば
町
は
成
立
す
る
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。 

だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
じ
ゃ
あ
い
け
な
い
っ
て
い
う
の
は
み
ん
な
分
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
専
門
の
店
が
欲

し
い
ん
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
は
対
面
商
売
と
い
う
か
、
人
間
関
係
が
感
じ
ら
れ
る
店
が
復
活
す
る
よ
う
な
気
が
し

て
い
る
ん
で
す
。
東
京
・
柴
又
の
地
元
と
ず
っ
と
関
わ
っ
て
き
て
感
じ
て
る
の
は
、「
あ
、
こ
れ
こ
そ
昔
の
商
店
街

で
、
人
間
関
係
で
成
り
立
っ
て
る
商
店
街
だ
な
」
っ
て
い
う
の
感
じ
る
ん
で
す
。
多
少
値
段
が
高
く
た
っ
て
、
信

頼
で
き
る
店
で
買
う
わ
け
で
す
よ
。 

<

井
口>

僕
の
田
舎
の
町
な
ん
か
行
っ
た
ら
、
三
軒
に
一
軒
は
百
年
の
老
舗
で
す
。
寂
れ
た
町
だ
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ェ
ー
ン
の
店
な
ん
か
見
向
き
も
し
な
い
。
人
通
り
の
な
い
商
店
街
で
昔
の
ま
ん
ま
爺
さ
ん
、
婆
さ
ん
が
店
の
奥

に
座
っ
て
ま
す
よ
。
そ
う
い
う
の
は
中
心
市
街
地
で
非
常
に
貴
重
な
ん
で
す
け
ど
、
あ
あ
、
こ
れ
後
何
年
持
つ
か

な
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
蝋
燭
の
火
み
た
い
に
中
心
市
街
地
が
消
え
て
行
っ
て
ま
す
ね
。 

商
店
街
が
在
れ
ば
在
る
に
こ
し
た
こ
と
な
い
け
ど
、
あ
る
い
は
新
し
い
魅
力
の
あ
る
店
が
出
て
新
し
い
形
の
商
店



街
が
出
来
れ
ば
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
な
い
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
ば
っ
か
り
期
待
し
て
る
と
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
社
会
で
は
と
て
も
じ
ゃ
な
い
け
ど
中
心
市
街
地
は
成
立
し
な
い
。
だ
か
ら
中
心
市
街
地
＝
商

店
街
じ
ゃ
な
い
よ
、
商
店
街
に
頼
ら
な
い
中
心
市
街
地
の
可
能
性
は
な
い
ん
だ
ろ
う
か
？
と
考
え
て
る
ん
で
す
け

ど
。 

<

中
野>

そ
れ
は
あ
る
見
方
か
ら
す
る
と
、
事
実
で
す
ね
。 

<

井
口>

何
か
手
が
か
り
が
な
い
だ
ろ
う
か
？
中
野
さ
ん
言
わ
れ
た
け
ど
、
う
ち
の
中
心
市
街
地
何
と
か
し
て
く
だ

さ
い
と
相
談
受
け
た
時
、
完
全
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
だ
し
、
歯
抜
け
だ
し
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
こ
で
、
さ
て
こ

の
町
の
中
心
市
街
地
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
と
考
え
て
何
か
答
え
が
出
せ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、
蓑
原
敬
さ
ん
は
「
都
市
は
要
る
」
と
仰
る
け
ど
、
そ
れ
に
加
え
て
僕
は
「
都
市
に
は
中
心
市
街
地
が
要
る
。

中
心
市
街
地
の
無
い
市
街
地
は
都
市
で
は
な
い
」
と
言
い
た
い
ん
で
す
け
ど
、
中
野
さ
ん
は
ど
う
考
え
ら
れ
ま
す

か
？
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
町
に
は
広
場
と
か
教
会
、
市
役
所
、
商
店
街
が
固
ま
っ
て
て
、
人
も
住
ん
で
て
、
明
確
に
中

心
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
逆
に
言
う
と
、
中
心
の
無
い
集
落
は
都
市
で
は
な
い
と
も
言
え
ま
す
。

そ
う
す
る
と
中
心
市
街
地
が
消
滅
し
て
い
る
日
本
の
多
く
の
都
市
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
は
す
で
に
都
市
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
を
持
ち
出
す
ま
で
も
無
く
、
日
本
で
も
以
前
は
中
心
市
街
地
が
し
っ

か
り
在
っ
て
、
そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。
村
に
も
村
の
中
心
が
在
っ
て
そ
れ

は
、
神
社
や
集
会
所
だ
っ
た
り
、
お
寺
だ
っ
た
り
、
村
役
場
や
農
協
や
精
米
所
の
あ
る
辺
り
だ
っ
た
り
し
た
わ
け

で
す
よ
。
用
途
区
分
の
都
市
計
画
と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
所
為
で
、
今
は
そ
ん
な
の
が
全
部
消
え
て
し
ま
っ

て
る
。
我
々
は
都
市
に
し
っ
か
り
し
た
中
心
を
再
構
築
す
る
覚
悟
が
、
そ
う
い
う
都
市
計
画
が
要
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
で
い
る
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、
ネ
ッ
ト
で

つ
な
が
る
だ
け
で
物
理
的
な
中
心
市
街
地
は
必
要
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

〈
中
野
〉
私
は
町
に
は
必
ず
市
民
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
中
心
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
い
か
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
み
、
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
や
は
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ン
タ

ク
ト
と
い
う
か
、
そ
の
よ
う
な
温
も
り
の
あ
る
空
間
そ
し
て
関
係
こ
そ
不
可
欠
な
ん
で
す
。・
そ
れ
を
失
っ
た
町
の

市
民
は
不
幸
で
、
そ
れ
を
再
生
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
実
に
幸
せ
な
光
景
が
あ
る
。
そ
れ
を
こ
の
四
十
年
近
く
各
地

を
旅
し
て
、
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
関
わ
っ
て
、
そ
れ
を
確
信
し
て
き
た
か
ら
、
そ
れ
を
言
い
た
い
ん
で
す
。 

 

■
市
民
の
思
い
が
重
な
る
地
域
固
有
の
文
化
・
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
テ
ィ
の
拠
り
ど
こ
ろ
が
、
そ
の
町
の
中
心
市
街
地

で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
町
を
復
活
し
た
い
も
の
で
す
。 

〈
井
口
〉
僕
は
中
野
さ
ん
が
や
ら
れ
た
門
司
港
レ
ト
ロ
な
ん
か
は
一
つ
の
答
え
だ
と
思
う
ん
で
す
。
非
常
に
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
な
、
門
司
港
の
一
つ
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
。
そ
う
い
う
可
能
性
が
他
の
た
い
し
た
こ
と
の

な
い
町
で
も
有
り
う
る
か
っ
て
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
中
野
さ
ん
の
話
聞
い
て
る
と
、
多
分
中
野
さ
ん
の
原
体
験

で
あ
る
親
密
な
中
心
商
店
街
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
抜
け
出
せ
て
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
れ
が
復
活
出
来
れ
ば
そ
れ

に
越
し
た
こ
と
は
無
い
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
は
現
実
と
し
て
は
不
可
能
な
こ
と
も
ま
た
分
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
。 

そ
れ
じ
ゃ
あ
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
？
ま
ず
人
が
住
む
街
に
し
な
け
れ
ば
中
心
市
街
地
の
存
在
理
由
す
ら
な
い
。

そ
れ
は
分
り
ま
す
。
再
び
人
が
帰
っ
て
く
る
政
策
を
と
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
が
成
功
し
た
と
し
て
、
そ
の
時
の
街

の
中
心
と
は
ど
ん
な
街
な
の
か
。
あ
る
い
は
逆
に
、
ど
ん
な
中
心
が
在
れ
ば
人
は
街
に
帰
っ
て
来
る
の
か
？
も
し

か
し
た
ら
新
し
い
所
に
新
し
い
中
心
を
作
る
べ
き
な
の
か
？
そ
の
時
何
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
に
な
れ
る
の

か
？
中
野
さ
ん
の
経
験
か
ら
も
う
一
つ
突
っ
込
ん
だ
話
し
が
聞
き
た
い
ん
で
す
け
ど
。 

<

中
野>

一
概
に
中
心
市
街
地
と
言
っ
て
も
、
井
口
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
、
ま
た
は
私
の
田
舎
の
よ
う
な
、
本
当
に



ダ
メ
に
な
っ
た
ま
ち
と
、
ま
だ
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
街
の
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
後
者
は
歴
史

的
市
街
に
ま
だ
そ
れ
を
復
活
さ
せ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
残
っ
て
い
る
訳
で
、
欧
州
都
市
の
よ
う
な
再
生
手
法
で
十

分
そ
の
余
地
は
あ
り
ま
す
。
問
題
は
前
者
の
タ
イ
プ
で
す
が
、
市
民
が
少
し
ず
つ
で
も
ま
ち
に
戻
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
時
間
は
か
か
る
が
再
生
の
余
地
も
な
い
訳
で
は
な
い
。 

私
な
り
に
は
中
心
市
街
地
は
こ
れ
か
ら
復
活
す
る
、
ま
た
そ
れ
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
い
た
い
。
、

一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
の
欧
州
の
地
方
の
ま
ち
の
中
心
市
街
は
寂
れ
、
そ
れ
を
数
十
年
か
け
て
完
全
に
再
生

し
て
来
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
多
く
の
都
市
が
日
本
と
同
じ
よ
う
に
も
が
い
て
い
る
状
態
で
す
が
、
一
部
の
都
市
で

は
欧
州
と
同
じ
よ
う
に
復
活
を
遂
げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
こ
そ
が
「
ポ
ス
ト
近
代
都
市
計
画

＝
都
市
デ
ザ
イ
ン
」
つ
ま
り
、
人
々
の
感
性
に
訴
え
る
ま
ち
の
魅
力
を
再
構
築
す
る
こ
と
だ
と
固
く
信
じ
て
い
ま

す
。 

そ
し
て
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
は
も
は
や
二
十
一
世
紀
の
環
境
の
時
代
の
中
で
、
農
村
地
帯
で
は
必
需
品

だ
け
ど
、
都
市
部
で
は
も
は
や
時
代
遅
れ
の
過
去
の
遺
物
と
な
る
。
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
、
そ
し
て
歩
く
こ

と
、
こ
れ
が
復
活
す
る
。
ま
た
買
物
も
大
量
生
産
品
の
物
販
商
売
は
ネ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
の
運
搬
で
事
足
り
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
地
産
地
消
の
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
商
品
は
、
対
面
商
売
に
近
い
形
が
あ
ら
た
め
て
再
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
飲
食
の
世
界
で
、
シ
ェ
フ
や
板
前
さ
ん
の
居
る
美
味
し
い
食
事
の
お
店
、

そ
し
て
じ
っ
く
り
話
を
聞
い
て
く
れ
る
マ
マ
さ
ん
や
主
人
の
い
る
飲
み
屋
さ
ん
、
こ
れ
も
対
面
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
通
い
続
け
る
。
そ
こ
に
は
当
然
、
美
味
し
い
お
酒
も
つ
き
も
の
で
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
派
に

は
そ
の
よ
う
な
喜
び
は
享
受
し
え
な
い
。
そ
れ
が
可
能
な
人
は
都
心
居
住
派
な
の
で
す
。 

つ
い
で
に
言
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
民
の
た
め
の
行
政
は
、
対
面
型
が
当
た
り
前
、
ま
ち
づ
く
り
の
世
界
で

市
民
参
加
が
進
ん
で
い
る
ま
ち
ほ
ど
元
気
な
の
で
す
。
人
が
い
る
か
ら
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
が
展
開
す
る
。
つ
ま

り
市
民
が
郊
外
に
出
た
か
ら
、
行
政
機
関
も
外
に
出
た
。
医
療
機
関
も
学
校
も
そ
れ
に
追
随
し
た
。
そ
れ
が
逆
に

な
れ
ば
、
再
び
ま
ち
は
元
気
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
期
待
し
た
い
で
す
ね
。 

そ
の
時
、
そ
の
中
心
は
歴
史
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
古
い
に
越
し
た
こ
と
は
無
い
け
れ
ど
、
物
理
的
な
時
間
の
概

念
で
は
な
く
、
市
民
の
思
い
が
重
な
る
と
い
う
、
何
か
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
、

そ
の
歴
史
的
時
間
の
蓄
積
と
、
地
域
固
有
の
文
化
と
言
う
べ
き
か
、
そ
の
拠
り
ど
こ
ろ
に
な
る
と
こ
ろ
が
、
そ
の

中
心
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。 

お
そ
ら
く
、
二
十
世
紀
後
期
に
急
速
に
拡
大
し
た
郊
外
部
、
す
な
わ
ち
生
産
性
を
有
し
な
い
住
宅
特
化
の
区
域
は

次
第
に
棄
て
ら
れ
て
消
滅
し
て
い
く
。
そ
れ
を
い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る
車
の
自
動
運
転
装
置
で
ど
こ
ま
で
救
済
で

き
る
か
は
不
明
で
す
が
、
必
ず
人
々
は
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
の
場
所
を
求
め
て
、
ま
ち
に
戻
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
郊
外
部
で
も
由
緒
あ
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
聖
地
と
し
て
生
き
残
り
、
ま
た

農
村
部
と
同
様
の
生
産
能
力
を
備
え
た
自
立
型
の
郊
外
は
残
り
う
る
。 

一
般
論
と
し
て
考
え
れ
ば
、
二
十
一
世
紀
の
成
熟
社
会
の
も
と
で
は
、
中
心
市
街
地
に
は
人
が
戻
る
、
そ
し
て
市

民
の
豊
か
な
生
活
の
た
め
に
、
歩
行
者
空
間
へ
の
希
求
は
確
実
に
進
展
す
る
は
ず
で
す
。 

し
か
し
、
そ
れ
に
は
わ
が
国
の
政
治
経
済
の
仕
組
み
が
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
点
も
加
わ
り
ま
す
の
で
、
結
局

は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
考
え
ま
し
ょ
う
よ
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
答
え
に
な
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
私
の
一
方
的
な
妄
想
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。 

<

井
口>

最
後
が
希
望
的
な
展
望
だ
け
で
終
わ
ら
ず
に
、
中
野
さ
ん
を
し
て
「
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
、
妄
想
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。」
と
言
わ
せ
る
現
実
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
先
輩
の
残
し
た
課
題
に
そ
れ
な
り
に
真
剣
に

取
り
組
ん
だ
は
ず
で
す
が
、
こ
の
歳
に
な
る
と
や
り
残
し
た
こ
と
、
し
ま
っ
た
な
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り



ま
す
。
今
日
は
自
分
の
至
ら
な
さ
を
改
め
て
反
省
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
は
私
た
ち
が
至
ら
な
か
っ
た

課
題
を
た
く
さ
ん
残
し
ま
し
た
。
ど
う
か
そ
れ
を
直
視
し
て
、
中
心
市
街
地
の
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で

欲
し
い
と
、
願
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
、
今
と
な
っ
て
は
。 

 

＊
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
四
、
二
〇
一
五
年
度
、

お
よ
び
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
五
年
度
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

掲
載
写
真
は
＊
印(
井
口
提
供)

以
外
す
べ
て
中
野
恒
明
氏
提
供
。 

＊
会
場
は
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
㈱
会
議
室
（
東
京
有
楽
町
）
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                    

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
加
者
■
（
敬
称
略
） 

 

中
野 

恒
明 

一
九
五
一
年
山
口
県
宇
部
市
出
身
。
都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
東
京
大
学
卒
業
。
㈱
槇
総
合
計
画
事
務
所
を
経
て
、

一
九
八
四
年
㈱
ア
プ
ル
総
合
計
画
事
務
所
設
立 

芝
浦
工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授 

、
ア
プ
ル
総
合
計
画
事
務
所
所
長
、
日
本
都
市

計
画
学
会
・
日
本
建
築
学
会
・
土
木
学
会
、
日
本
都
市
計
画
家
協
会
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
（
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
）

会
員 

主
な
仕
事
に
、・
北
九
州
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
、
皇
居
周
辺
道
路
・
緑
地
の
景
観
設
計
、
宍
道
湖

美
術
館
前
護
岸
設
計(

岸
公
園)

、
新
宿
駅
前
商
店
街
（
モ
ア
街
）
環
境
整
備
、
横
浜
山
下
町
地
区
建
築
物
設
計

お
よ
び
都
市
デ
ザ
イ
ン
調
整
、
新
潟
駅
南
口
広
場
お
よ
び
周
辺
街
路
設
計
、
葛
飾
柴
又
帝
釈
天
参
道
の
ま
ち
な

 

 



み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、・
東
御
市
市
庁
舎
周
辺
再
生
構
想
・
庁
舎
改
修
・
新
図
書
館
・
中
央
公
民
館
等
改
修
設
計
。 

著
書
に
「
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
の
す
す
め
」。
共
著
に
、「
街
路
の
景
観
設
計
」「
港
の
景
観
設
計
」「
ま
ち
づ
く

り
が
わ
か
る
本-

浦
安
の
ま
ち
を
読
む
」
「
日
本
の
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
１
～
３
」
（
編
集
責
任
者
）
ほ
か 

 

〈
ゲ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
〉
発
言
順 

 

宮
沢 

功 
 

㈱
ワ
イ
ピ
ー
デ
ザ
イ
ン
（
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
）
代
表
取
締
役
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員 

桑
嶋 

哲
朗 

昭
和
㈱
市
街
地
整
備
室 

南
條 

洋
雄 

㈱
南
條
設
計
室
所
長 

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員 

 

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 
主
催
者
〉 

 

井
口
勝
文
（
代
表
） 

山
名
清
郷  

栗
原 

裕 

 

本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
誠
意
と
熱
意
を
も
っ
て
支
え
て
頂
い
た
山
名
清
郷
さ
ん
は
二
〇
一
六
年
十
月
一
九
日
に

急
死
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 

本
稿
の
ご
発
言
は
編
集
者(

井
口)

の
責
任
に
お
い
て
、
山
名
さ
ん
未
校
正
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 



⑦ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 
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「
金
儲
け
」
で
考
え
る
と
楽
し
い
街
は
出
来
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
人
」
で
す 

 

服
部 

圭
郎 

 

〈
主
催
者
〉
今
回
は
以
下
の
２
つ
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
語
っ
て
頂
き
ま
す
。 

①
商
店
街
で
活
動
さ
れ
た
経
験
か
ら
見
え
て
く
る
中
心
市
街
地
の
可
能
性
。 

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
日
本
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
違
い
。
そ
こ
か
ら

来
る
都
市
の
屋
外
空
間
の
使
い
方
の
違
い
。
そ
こ
を
ど
う
考
え
る
か
。
そ
こ
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

の
歩
行
者
空
間
、
中
心
市
街
地
を
ど
う
考
え
る
か
。 

        

■
都
市
を
魅
力
的
に
す
る
の
は
、
人
の
魅
力
で
あ
る
。 

<

服
部>

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
設
問
の
う
ち
で
僕
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
中
心
市
街
地
を
捉
え
て
い
る
の
か
、
日
本
の
中

心
市
街
地
が
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
っ
て
い
う
の
は
、
比
較
的
す
ぐ
答
え
ら
れ
ま
す
。 

も
う
一
つ
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
豊
か
さ
か
ら
学
べ
る
も
の
っ
て
い
う
設
問
の
答
え
と
し
て
は
、
い
く
つ
か
キ
ー
ワ

ー
ド
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
す
ご
く
重
要
な
の
が
人
を
大
切
に
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
ね
。 

ち
ょ
っ
と
話
が
そ
れ
る
の
で
す
け
ど
、
「
都
市
の
魅
力
を
構
成
す
る
要
素
と
は
？
」
っ
て
い
う
こ
と
で
私
、
十
一

人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
１

、
い
ま
ま
さ
に
井
口
さ
ん
が
や
ら
れ
て
る
い
よ
う
な
こ
と
を
自
分
で
や
っ
て
み
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

日
本
人
で
は
面
出
薫
さ
ん
、
隈
健
吾
さ
ん
、
三
浦
展
さ
ん
、
大
月
敏
雄
さ
ん
、
林
康
義
さ
ん
、
陣
内
秀
信
さ
ん
で

す
ね
。
外
国
人
で
は
カ
ラ
ラ
ン
ポ
・
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
ん
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
交
通
計
画
の
先
生
で
す
。

あ
と
マ
シ
ュ
ー
・
カ
ル
モ
ナ
さ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
い
ろ
い
ろ
本
を
書
か
れ
て
い
る
若
い
論

客
で
す
。
そ
れ
か
ら
ド
イ
ツ
は
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
工
科
大
学
名
誉
教
授
で
エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
科
学
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
を
務
め
た
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ー
バ
ー
ツ
さ
ん
。
あ
と
私
の
最
も
敬
愛
し
て
い
る
都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
ジ

ャ
イ
メ
・
レ
ル
ネ
ル
さ
ん
。
ブ
ラ
ジ
ル
ま
で
聞
き
に
行
っ
た
の
で
す
け
ど
、
あ
と
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
ヤ
ン
・
ゲ

ー
ル
さ
ん
。
皆
さ
ん
、
な
か
な
か
含
蓄
の
あ
る
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

彼
ら
に
都
市
の
魅
力
っ
て
な
ん
で
す
か
っ
て
そ
の
ま
ま
聞
い
た
の
で
す
。
そ
の
答
え
で
す
が
、
あ
ん
ま
り
日
本
人

と
外
国
人
の
違
い
が
無
く
て
、
み
ん
な
、
特
に
ヤ
ン
・
ゲ
ー
ル
さ
ん
、
ジ
ャ
イ
メ
・
レ
ル
メ
ル
さ
ん
、
と
か
ト
ー

マ
ス
・
ジ
ー
バ
ー
ツ
さ
ん
が
強
調
し
ま
し
た
が
「
人
」
。
人
が
都
市
の
魅
力
を
作
る
最
大
の
要
素
で
あ
る
、
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ツ
で
あ
る
み
た
い
な
こ
と
を
ほ
ぼ
異
口
同
音
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

  
 
                           

１ 

都
市
の
魅
力
を 

構
成
す
る
要
素
と
は
？ 

「
東
京
１
０
㎞
～
２
０
㎞
圏
、
そ
の
魅
力
。 

“
生
き
続
け
ら
れ
る
ま
ち
”
と
は
？ 

第
２
８
回
ハ
イ
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー 

２
０
１
４
年
度
研
究
報
告 

主
催
：
公
益
財
団
法
人
ハ
イ
ラ
イ
フ
研
究
所 
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■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
豊
か
さ
か
ら
学
ぶ
も
の
。
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
デ
ザ
イ
ン
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て

市
民
参
加
。 

<

服
部>
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
豊
か
さ
か
ら
何
が
学
べ
る
の
か
っ
て
い
う
の
は
、
人
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
。
日
本
と

比
べ
た
場
合
、
人
を
優
先
に
町
、
空
間
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
よ
ね
。
そ
の
差
が
大
き
い

な
と
確
信
的
に
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
力
み
た
い
な
の
を
非
常
に
信
じ
て
い

る
な
と
思
い
ま
す
ね
。 

都
市
デ
ザ
イ
ン
で
町
を
良
く
し
て
い
る
事
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
か
ハ
ン
ブ
ル
グ
と
か
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
な
ん
か
典
型
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
影
響
を
受
け
て
い
る
マ
ド
リ
ッ
ド
だ
と
か
ロ
ン

ド
ン
と
か
も
そ
う
で
す
ね
。 

Ｅ
Ｕ
で
都
市
間
競
争
が
激
し
く
な
っ
た
中
、
ど
こ
に
力
を
入
れ
る
か
っ
て
こ
と
で
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
で
都
市
空
間

を
良
く
す
る
こ
と
の
重
要
さ
、
企
業
や
人
を
誘
致
す
る
と
な
る
と
、
特
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
を

集
め
る
に
は
そ
れ
が
重
要
だ
っ
て
こ
と
を
議
論
し
な
い
で
も
理
解
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、
そ
ん
な
デ
ザ
イ
ン
を

し
て
も
関
係
な
い
だ
ろ
う
、
み
た
い
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
人
が
ま
だ
い
る
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
そ
こ
が
大
き

な
違
い
か
な
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
圧
倒
的
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
民
主
主
義
的
。
民
主
主
義
っ
て
言
い
方
、
な
ん
か
嫌
で
す
け
ど
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
で
す
よ
ね
。
市
民
参
加
っ
て
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
市
民
参
加
っ
て
行
政
側
の
言
葉
で
、

市
民
が
ほ
ん
と
に
参
加
し
て
る
と
こ
ろ
は
市
民
参
加
な
ん
わ
ざ
わ
ざ
言
わ
な
い
と
は
思
い
ま
す
。 

 ■
郡
上
八
端
で
は
こ
れ
ら
の
三
つ
が
う
ま
く
行
っ
て
い
る
。 

<

服
部>

日
本
で
ど
こ
が
う
ま
く
行
っ
て
い
る
の
か
な
っ
て
い
う
と
、
郡
上
八
幡(
図
・
１)

は
す
ご
く
う
ま
く
行
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
な
ん
で
こ
ん
な
に
都
市
デ
ザ
イ
ン
が
う
ま
く
行
っ
て
る
の
か
、
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま

す
。
あ
そ
こ
は
国
道
が
中
心
市
街
地
を
貫
通
す
る
の
を
阻
止
し
て
、
非
常
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
町
並
み
を

維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
な
ん
で
、
上
手
く
い
っ
た
の
か
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
こ
れ
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
武
藤
隆
晴
さ
ん
と
い
う
都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
行
政
職
員
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
人
は
郡
上
八
幡
の
町
役
場
で
ず
ー
っ
と
町
づ
く
り
の
部
署
に
い
ら
っ
し

ゃ
っ
て
、
郡
上
八
幡
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
地
道
に
推
進
さ
せ
て
き
た
。 

そ
し
て
市
民
参
加
っ
て
い
う
か
、
み
ん
な
が
都
市
計
画
に
参
加
す
る
。
住
民
達
は
、
ほ
と
ん
ど
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
じ

ゃ
な
い
ん
で
す
。
町
の
役
人
さ
ん
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
要
す
る
に
味
噌
屋
さ
ん
と
か
、
仏

壇
屋
さ
ん
と
か
、
商
店
主
と
か
み
ん
な
自
分
が
社
長
の
人
た
ち
が
町
民
を
構
成
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
人
た
ち

が
積
極
的
に
自
分
た
ち
の
町
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
頑
張
っ
た
。 

僕
は
だ
か
ら
郡
上
八
幡
っ
て
イ
タ
リ
ア
の
シ
ェ
ー
ナ
み
た
い
な
と
こ
ろ
だ
な
と
す
ご
く
思
っ
て
い
て
。
シ
ェ
ー
ナ

と
共
通
項
が
多
く
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
シ
ェ
ー
ナ
だ
っ
て
す
ご
い
伝
統
的
な
お
祭
り
を
ず
ー
っ
と
維
持
し
て
き

ま
し
た
よ
ね
。
郡
上
八
幡
も
郡
上
踊
り
が
あ
っ
て
毎
年
や
り
な
が
ら
ず
ー
っ
と
維
持
し
て
き
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
行
政
の
変
な
道
路
整
備
と
か
道
路
開
発
を
う
ま
く
阻
止
出
来
れ
ば
、
非
常
に
美
し
い

町
並
み
を
現
代
の
日
本
に
お
い
て
も
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

も
ち
ろ
ん
い
ま
人
口
減
少
が
起
き
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
課
題
が
出
て
い
ま
す
け
ど
、
空
き
家
対
策
の
ア
プ
ロ

ー
チ
な
ん
か
も
、
非
常
に
頭
を
使
っ
た
工
夫
の
あ
る
制
度
を
作
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
言
え
ば
空
き
家
の
ラ
ン

ド
バ
ン
ク
み
た
い
な
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
て
、
空
き
家
が
あ
っ
た
ら
改
修
し
て
そ
れ
を
貸
す
み
た
い
な
形
で
今
結

構
う
ま
く
回
さ
せ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
そ
の
こ
と
は
勉
強
中
な
の
で
、
ど
う
い
う
点
で
う
ま
く
行
っ
て
い
る
か

っ
て
今
お
話
で
き
な
い
ん
で
す
け
ど
、
な
ん
か
結
果
的
に
は
非
常
に
う
ま
く
行
っ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。 

   



                                           

 

 

 

＊(図・１)郡上八幡にはヒューマンス
ケールの美しい街並みが残っている。
写真左下 3枚はインターネット HPよ
り借用。  

 
 



■
自
由
ヶ
丘
が
楽
し
い
。 

<
服
部>

地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
的
な
と
こ
は
東
京
で
は
ど
こ
に
あ
る
か
っ
て
言
わ
れ
た
ら
、
そ
う
い
う
も
の
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
。
東
京
の
商
店
街
と
か
に
は
、
ほ
ぼ
地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
ぐ
ら
い
の
集
積
と
に
ぎ

わ
い
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
東
京
で
例
え
ば
、
そ
う
い
う
町
、
ど
こ
が
好
き
で
す
か
、

好
き
な
町
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
た
だ
け
ま
す
？ 

<

吉
村>

築
地
と
、
日
本
橋
。 

<

井
上>

桜
新
町
。
桜
新
町
あ
た
り
の
ほ
か
良
く
行
く
の
が
自
由
が
丘
。
小
さ
い
お
店
が
た
く
さ
ん
在
っ
て
車
が
通

ら
な
く
て
、
の
ん
び
り
歩
け
る
と
こ
ろ
も
在
る
。 

<

服
部>

自
由
が
丘
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
出
来
て
い
る
街
な
の
で
す
。
自
由
が
丘
は
ち
ょ
っ

と
お
し
ゃ
れ
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
り
し
て
い
て
結
構
、
企
業
と
か
が
入
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
自
由
が
丘
の
あ
あ
い
う
お
し
ゃ
れ
で
い
い
感
じ
は
、
結
論
づ
け
る
の
は
乱
暴
で
す
け
ど
、

あ
れ
は
企
業
が
入
っ
て
な
い
か
ら
出
来
て
い
る
。
自
由
が
丘
っ
て
い
う
の
は
東
急
の
東
横
線
と
大
井
町
線
の
結
節

点
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
東
急
な
ん
か
喉
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
な
ん
と
か
し
た
い
、
と
い
う
ふ
う
に
思
え
る
と

こ
ろ
で
す
け
ど
、
あ
そ
こ
は
東
急
が
あ
ま
り
影
響
力
が
な
い
の
で
逆
に
う
ま
く
い
っ
て
い
る
街
で
す
（
図
・
２
）
。 

あ
そ
こ
、
大
き
な
地
主
さ
ん
が
二
軒
い
て
、
そ
れ
ら
が
あ
そ
こ
を
し
っ
か
り
と
つ
く
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
基
本
的

に
は
相
当
民
主
主
義
的
な
町
づ
く
り
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
商
店
街
の
中
で
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
が
、
商
店
街
の
中

で
は
多
少
組
織
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
企
業
が
バ
ン
ッ
て
作
ら
な
い
で
、
地

元
の
人
た
ち
が
、
そ
れ
も
地
主
の
人
た
ち
が
段
階
的
に
町
づ
く
り
を
し
て
き
た
。 

自
由
が
丘
で
有
名
な
の
は
、
九
品
仏
川
緑
道
１

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
公
共
空
間
っ
て
い
う
の
は
座
れ
な
い
。

座
る
っ
て
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
な
い
で
つ
く
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
外
国
人
な
ん
か
も
指
摘
し
て
い
て
、

日
本
の
公
共
空
間
は
全
然
座
る
と
こ
ろ
が
な
い
っ
て
い
う
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
指
摘

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
そ
の
記
事
で
、
そ
う
い
う
中
で
自
由
が
丘
は
ベ
ン
チ
で
座
れ
る
空

間
が
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。 

九
品
仏
緑
道
は
違
法
駐
輪
が
ず
っ
と
さ
れ
て
い
た
場
所
だ
っ
た
の
だ
け
ど
、
商
店
街
の
人
た
ち
が
違
法
駐
輪
を
阻

止
す
る
た
め
に
ベ
ン
チ
を
並
べ
る
ん
で
す
。
公
共
空
間
な
ん
だ
け
ど
勝
手
に
ベ
ン
チ
を
置
い
ち
ゃ
っ
た
。
ベ
ン
チ

を
置
く
こ
と
で
違
法
駐
輪
を
阻
止
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
人
々
は
そ
こ
で
座
る
よ
う
に
な
る
。
ベ
ン
チ
も
今
は
お

し
ゃ
れ
で
す
け
ど
、
最
初
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ベ
ン
チ
を
集
め
た
ら
し
い
ん
で
す
。
お
金
が
あ
ん
ま
り
な
く
て
。 

目
黒
区
は
、
公
共
空
間
に
勝
手
に
も
の
を
置
く
な
と
い
う
こ
と
で
文
句
を
言
う
ん
で
す
け
ど
、
文
句
を
言
い
つ
つ
、

さ
す
が
に
目
黒
区
さ
ん
も
、
こ
れ
は
な
か
な
か
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ベ
ン
チ
を
置
く
の
を
認
め
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
全
部
ベ
ン
チ
を
目
黒
区
に
寄
付
し
て
く
れ
た
ら
、
目
黒
区
が
管
理
し
ま
す
よ
っ
て
提
案
を
し
て
、
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。
結
果
、
こ
の
公
共
空
間
は
非
常
に
う
ま
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
面
白
い
で
す
よ
ね
。
こ
う
や

っ
て
自
由
が
丘
の
ち
ょ
っ
と
特
別
な
街
並
み
み
た
い
な
の
が
出
来
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
成
功
の
要
因
と
し

て
は
、
街
の
人
た
ち
が
自
発
的
に
や
っ
た
っ
て
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

  
 
                           

１ 

九
品
仏
川
（
く
ほ
ん
ぶ
つ
が
わ
）
緑
道
：
東
横
線
自
由
が
丘
駅
の
駅
前
広
場
か
ら
、
南
へ
進
ん
で
踏
切
を
渡
る
と
、
東
西
に
延

び
る
緑
道
が
あ
る
。
昭
和
四
九
年
に
九
品
仏
川
に
ふ
た
が
け
し
て
で
き
た
、
長
さ
約
九
二
一
・
四
メ
ー
ト
ル
（
目
黒
区
管
理
分
）

の
九
品
仏
川
緑
道
で
あ
る
。
か
つ
て
九
品
仏
川
は
、
「
お
め
ん
か
ぶ
り
」
の
行
事
で
知
ら
れ
る
世
田
谷
区
の
浄
真
寺
の
裏
を
通
り
、

目
黒
区
と
世
田
谷
区
の
区
境
を
流
れ
て
、
大
井
町
線
緑
が
丘
駅
付
近
で
呑
川
に
合
流
し
て
い
た
。
川
の
流
れ
が
、
区
境
に
沿
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
緑
道
の
管
理
も
、
自
由
が
丘
一
丁
目
五
番
か
ら
東
が
目
黒
区
、
西
が
世
田
谷
区
と
な
っ
て
い
る
。
（
目
黒
区
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
。2

0
16
.0
9.
15

参
照
） 

「
緑
道
」
は
公
園
法
に
基
づ
く
歩
行
者
専
用
の
公
園
。
九
品
仏
川
緑
道
は
自
動

車
が
通
る
道
路
に
沿
っ
て
中
央
分
離
帯
状
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
（
井
口 

注
） 



              

も
う
一
点
、
面
白
い
こ
と
は
、
こ
の
緑
道
沿
い
に
は
、
景
観
的
な
規
制
が
な
い
ん
で
す
。
景
観
の
規
制
が
な
い
け

れ
ど
も
、
緑
道
に
木
と
か
を
植
え
た
り
す
る
と
必
然
的
に
沿
道
の
店
の
二
階
が
大
き
な
窓
で
緑
道
を
見
え
る
よ
う

に
し
始
め
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
大
き
な
ガ
ラ
ス
の
建
物
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
、
全
然
規
制
し
て
い
な
い
の

に
、
お
し
ゃ
れ
な
町
並
み
が
出
来
て
し
ま
う
。
こ
こ
は
元
は
ど
ぶ
川
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ
の
川
沿
い
っ
て
い
う
の

は
あ
ん
ま
り
商
店
と
か
出
た
が
ら
な
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
今
で
は
む
し
ろ
店
舗
側
も
立
地
し
た
い
よ

う
な
と
こ
ろ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。 

自
由
が
丘
が
面
白
い
、
ち
ょ
っ
と
違
い
が
あ
る
な
っ
て
い
う
の
は
、
企
業
の
ロ
ジ
ッ
ク
じ
ゃ
な
く
て
、
地
元
の
人

た
ち
が
基
本
的
に
、
カ
ッ
コ
付
き
の
民
主
主
義
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
自
ら
判
断
し
て
町
を
作
っ
て
き
た
。
だ

か
ら
自
由
が
丘
や
、
郡
上
八
幡
も
そ
う
ら
し
い
の
で
す
が
、
地
元
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
こ
れ
か
ら
の
町
の
方
向

性
と
か
検
討
す
る
と
き
に
、
他
の
都
市
で
は
こ
ん
な
の
が
い
ま
お
し
ゃ
れ
で
す
よ
と
か
、
流
行
っ
て
ま
す
よ
っ
て

言
う
と
、
「
な
ん
で
そ
ん
な
他
の
町
の
話
し
を
聞
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
」
と
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け

自
分
た
ち
で
何
か
新
し
い
も
の
を
作
っ
て
や
ろ
う
っ
て
い
う
自
覚
が
あ
っ
て
、
実
際
、
自
由
が
丘
で
は
、
そ
の
よ

う
な
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

自
由
が
丘
だ
と
井
上
さ
ん
、
何
が
有
名
で
す
か
。 

<

井
上>

自
由
学
園
。 

<

服
部>

あ
、
自
由
学
園
ね
。
そ
う
で
す
ね
、
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
で
有
名
で
す
け
ど
、
も
う
ち
ょ
っ
と
な
ん
か
、
自
由

が
丘
行
っ
て
、
こ
れ
は
買
い
た
い
な
と
か
食
べ
た
い
な
と
か
い
う
も
の
は
。 

<

田
邉>

ス
イ
ー
ツ
。 

<

服
部>

そ
う
で
す
ね
。
自
由
が
丘
は
、
本
当
に
ス
イ
ー
ツ
が
す
ご
い
。
た
と
え
ば
モ
ン
ブ
ラ
ン
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
っ

て
ど
こ
が
発
祥
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。 

<

井
上>

日
本
。
自
由
が
丘
が
発
祥
。 

<

服
部>

そ
う
そ
う
。
自
由
が
丘
が
発
祥
な
ん
で
す
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
て
い
う
と
名
前
か
ら
フ
ラ
ン
ス
っ
ぽ
い
け
ど
、

実
は
自
由
が
丘
発
祥
で
す
。
自
由
が
丘
は
ス
イ
ー
ツ
が
す
ご
い
で
す
よ
。
ほ
か
に
も
亀
屋
万
年
堂
の
西
洋
ど
ら
や

き
と
か
ダ
ロ
ワ
イ
ヨ
。
ダ
ロ
ワ
イ
ヨ
は
日
本
で
初
め
て
マ
カ
ロ
ン
を
売
っ
た
と
こ
で
す
。
ダ
ロ
ワ
イ
ヨ
さ
ん
は
フ

ラ
ン
ス
に
本
家
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
不
二
家
さ
ん
が
引
っ
張
っ
て
き
て
。
あ
と
辻
口
博
啓
さ
ん
の
モ
ン
サ
ン

ク
レ
ー
ル
が
来
て
、
ほ
ん
と
集
積
し
て
い
る
。 

 
 

ス
イ
ー
ツ
フ
ォ
レ
ス
ト
っ
て
い
う
ス
イ
ー
ツ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
あ
っ
て
、
僕
も
調
べ
る
ま
で
は
、
森
永
さ
ん
と

か
明
治
製
菓
さ
ん
と
か
不
二
家
さ
ん
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
出
資
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
思
っ
て

い
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
も
地
元
の
商
店
街
が
発
案
で
、
地
元
の
建
築
家
が
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
て
作
っ
た

 

 

 

(図・２)自由が丘は住民がつくった町。 



ん
で
す
。
こ
の
例
か
ら
も
分
か
る
け
ど
、
な
ん
で
自
由
が
丘
が
面
白
い
の
か
っ
て
い
う
と
、
地
元
の
人
た
ち
が
作

り
あ
げ
て
き
た
か
ら
っ
て
い
う
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

■
自
由
が
丘
、
吉
祥
寺
、
下
北
沢
。
楽
し
い
街
は
何
処
も
地
元
の
商
店
の
人
が
つ
く
っ
て
い
る
。 

<

服
部>

逆
に
言
う
と
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
言
い
に
く
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
け
ど
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
か
が
作
っ

た
町
で
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
魅
力
が
永
続
的
な
町
を
作
っ
た
こ
と
は
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
。 

二
子
玉
川
と
か
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
初
は
広
告
と
か
で
や
れ
ま
す
け
ど
、
そ
の
魅
力
を
維
持
す
る
シ
ス

テ
ム
が
な
い
。
と
い
う
の
も
、
最
初
の
企
画
し
た
段
階
で
は
。
こ
れ
は
い
い
ぞ
っ
て
い
う
の
は
皆
さ
ん
頭
が
良
い

で
す
か
ら
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
あ
と
時
代
が
変
遷
し
て
、
そ
こ
を
利
用
す
る
人
々
も
変
遷

し
て
い
く
中
で
、
そ
の
変
化
に
う
ま
く
対
応
す
る
っ
て
い
う
の
は
、
企
業
的
な
組
織
だ
と
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。 

そ
う
い
う
意
味
で
自
由
が
丘
以
外
に
も
楽
し
い
街
。
吉
祥
寺
も
そ
う
で
す
ね
。
吉
祥
寺
は
北
側
の
土
地
を
お
寺
が

持
っ
て
い
る
か
ら
、
あ
る
意
味
で
市
場
経
済
じ
ゃ
な
く
て
動
い
て
い
る
。
お
寺
は
地
元
で
す
か
ら
、
だ
か
ら
あ
そ

こ
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
横
丁
が
あ
る
よ
う
な
空
間
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
消
費
者
に
と
っ
て
は
魅
力
。

変
化
に
対
応
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
新
陳
代
謝
が
出
来
ま
す
か
ら
。 

同
じ
文
脈
で
、
下
北
沢
（
図
・
３
）
み
た
い
な
の
が
東
京
な
ん
か
で
面
白
い
。
下
北
沢
は
こ
の
頃
カ
レ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
有
名
で
す
。
下
北
沢
の
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
っ
て
三
・
四
年
前
で
し
ょ
、
始
ま
っ
た
の
。
あ
そ
こ
ま
で
よ

く
う
ま
く
行
っ
た
な
と
思
い
ま
す
け
ど
。
下
北
沢
は
や
っ
ぱ
圧
倒
的
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
な
ん
で
す
。
下
北
音
楽
祭

は
け
っ
こ
う
昔
か
ら
や
っ
て
ま
す
け
ど
、
都
市
計
画
道
路
の
建
設
に
反
対
す
る
セ
ー
ブ
・
ザ
・
シ
モ
キ
タ
ザ
ワ
の

イ
ベ
ン
ト
と
か
、
東
北
の
漁
業
復
興
を
支
援
す
る
イ
カ
祭
り
と
か
、
こ
こ
ら
へ
ん
十
年
ぐ
ら
い
で
す
よ
ね
、
下
北

沢
を
盛
り
上
げ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
の
。
こ
れ
全
部
、
地
元
の
商
店
の
人
と
か
が
始
め
て
い
る
。

あ
そ
こ
は
大
き
く
四
つ
ぐ
ら
い
の
商
店
街
が
あ
る
か
ら
、
お
互
い
が
競
っ
て
何
か
面
白
い
町
を
作
ろ
う
み
た
い
な

形
で
、
あ
る
意
味
で
ギ
ル
ド
の
集
ま
り
の
よ
う
な
、
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
特
に
イ
タ
リ
ア
と
か
だ
と
こ
う
い
う
感
じ
で
街
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
や
ら
れ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
け
ど
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
、
日
本
で
も
適
用
さ
れ
る
と
う
ま
く
行
く
。 

            

■
石い

徹と

白し
ろ

で
考
え
る
。
町
づ
く
り
で
金
儲
け
を
考
え
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
。 

<

服
部>

岐
阜
県
奥
美
濃
に
石
徹
白
１

っ
て
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
は
面
白
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
石

徹
白
は
水
力
発
電
を
自
分
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
集
落
な
ん
で
す
け
ど
、
人
口
が
昔
は

千
人
ぐ
ら
い
居
た
ん
だ
け
ど
い
ま
は
二
七
〇
人
。
自
分
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
す
る
た
め
に
、
二
七
〇
人
の

 
 
                           

１ 

石
徹
白
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

i
to
s
hi
ro
.n
et
/
 

２
０
１
６
・
１
０
．
２
２ 

 

 

(図・３)下北沢はちょっとした都市国家、
ギルドのようなコミュニティだ。 



人
た
ち
が
農
協
作
っ
て
、
百
世
帯
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
け
ど
、
水
力
発
電
作
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
二
億
四
、
〇
〇

〇
万
円
か
か
る
水
力
発
電
な
ん
だ
け
ど
、
補
助
金
と
か
が
今
出
ま
す
か
ら
、
六
、
〇
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
を
地
元
で

用
意
し
て
つ
く
っ
ち
ゃ
っ
た
。
百
世
帯
だ
か
ら
一
世
帯
六
〇
万
円
負
担
し
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
そ
う
や
っ
て
小
水
力

発
電
を
作
っ
て
し
ま
う
。 

こ
こ
に
ｉ
タ
ー
ン
し
た
人
に
取
材
し
た
ん
で
す
け
ど
、
東
大
の
都
市
工
の
修
士
出
て
い
て
、
北
山
総
研
で
働
い
て

て
、
そ
の
あ
と
外
資
の
コ
ン
サ
ル
で
働
い
て
い
た
っ
て
い
う
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
エ
リ
ー
ト
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
仕

事
や
め
ち
ゃ
っ
て
、
こ
こ
面
白
そ
う
だ
っ
て
、
こ
こ
に
住
み
着
い
て
、
最
初
は
小
水
力
発
電
に
惹
か
れ
て
行
っ
た

み
た
い
な
。
そ
の
人
に
い
ろ
い
ろ
と
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
こ
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
仕
事
が
な
い
か
ら
、
仕
事

を
作
れ
な
い
人
以
外
は
住
め
な
い
み
た
い
な
こ
と
言
っ
た
ん
で
す
ね
。
僕
は
、
そ
の
発
言
に
す
ご
く
感
銘
受
け
た

ん
で
す
け
ど
、
あ
と
も
う
一
つ
い
い
こ
と
を
言
っ
て
い
て
そ
れ
は
、
み
ん
な
で
協
働
し
て
何
か
を
出
来
な
い
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
衰
退
し
て
い
く
と
。 

こ
こ
の
村
は
、
村
っ
て
い
う
か
集
落
で
す
け
ど
、
二
七
〇
人
ぐ
ら
い
で
す
け
れ
ど
も
、
水
力
発
電
と
か
作
っ
た
り

し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
行
け
る
と
思
う
ん
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
非
常
に
小
さ
い
で
す
け
ど
、
仕
事
を
作

れ
る
能
力
さ
え
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
の
は
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
こ
は
、
集
落
レ
ベ
ル
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
や
っ
て
い
け
る
し
、
郡
上
八
幡
な
ん
か
は

ま
さ
に
町
レ
ベ
ル
で
そ
う
い
う
こ
と
が
出
来
て
い
る
し
、
東
京
の
面
白
い
町
っ
て
い
う
の
も
、
自
由
が
丘
と
か
下

北
沢
が
な
ん
で
面
白
い
の
か
っ
て
見
て
く
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
自
分
た
ち
で
ど
う
に
か
や
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
が
仕
事
だ
か
ら
や
る
と
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
仕
事
と
違
う
よ
う
な
取
り
組
み
で
町
を
良
く
し
よ

う
と
思
う
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
協
働
出
来
る
と
う
ま
く
行
く
、
と
思
う
ん
で
す
。 

そ
れ
が
ど
こ
の
町
で
も
な
か
な
か
う
ま
く
行
け
て
な
い
の
は
、
企
業
の
ロ
ジ
ッ
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ
に
ず
れ
が
あ

る
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。 

町
づ
く
り
み
た
い
な
の
に
企
業
が
参
画
し
て
い
る
の
は
、
要
す
る
に
町
づ
く
り
で
金
儲
け
し
よ
う
と
し
て
る
わ
け

で
す
。
町
づ
く
り
で
金
儲
け
を
し
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
で
面
白
い
町
が
出
来
る
わ
け
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
は
ど
う

し
て
か
っ
て
い
う
と
、
金
儲
け
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
利
用
者
を
み
ん
な
消
費
者
と
し
て
見
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
街
な
か
で
は
消
費
の
楽
し
さ
っ
て
い
う
の
は
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。 

 ■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
の
実
践
教
育
。
商
店
街
の
カ
フ
ェ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
、
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
ド
ル
。 

<

服
部>

私
は
経
済
学
部
で
教
え
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
都
市
計
画
修
士
の
出
身
で
、
専
攻
は

都
市
デ
ザ
イ
ン
。
だ
か
ら
都
市
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
つ
も
り
で
ア
メ
リ
カ
に
ま
で
留
学
し
た
ん
で
す
。
そ
の
後
い

ろ
い
ろ
変
転
し
て
し
ま
い
ま
し
て
、
今
、
経
済
学
部
に
居
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
基

本
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
か
町
づ
く
り
み
た
い
な
の
に
関
心
が
常
に
あ
っ
て
、
今
も
そ
う
い
う
の
に
コ
ミ
ッ
ト
し

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
で
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
っ
て
い
う
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
全
然
空
間
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
ち
ょ
っ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
そ
の
も
の
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
い

る
。 

じ
ゃ
あ
何
を
や
る
か
っ
て
い
う
と
、
た
と
え
ば
商
店
街
。
中
心
市
街
地
と
は
ち
ょ
っ
と
ず
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

け
ど
、
商
店
街
と
は
な
ん
ぞ
や
み
た
い
な
の
を
突
き
詰
め
て
、
そ
う
い
う
も
の
の
付
加
価
値
を
少
し
作
り
上
げ
よ

う
か
な
と
思
っ
て
活
動
し
て
、
や
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
カ
フ
ェ
。 

商
店
街
に
入
る
と
空
き
店
舗
が
あ
っ
た
ら
カ
フ
ェ
を
や
ら
せ
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
一
日
四
、
〇
〇
〇
円
ぐ
ら
い

で
貸
し
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
一
日
四
、
〇
〇
〇
円
っ
て
い
う
の
は
大
学
割
引
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
け

ど
、
東
京
の
白
金
高
輪
で
四
、
〇
〇
〇
円
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
出
来
て
し
ま
う
。
町
の
魅
力
と
い
っ
て
も
、

本
当
、
た
い
し
た
も
の
で
は
な
い
で
す
が
、
で
も
そ
う
い
う
の
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
商
店
街
で
は
出
来
る

(

図
・
４)

。 



                   

普
通
我
々
は
消
費
者
と
し
て
世
の
中
を
見
る
の
が
得
意
な
ん
で
す
ね
。
で
も
消
費
者
の
よ
う
に
世
の
中
を
見
て
た

ら
、
街
を
見
て
た
ら
、
街
は
全
然
面
白
く
な
ら
な
い
。
み
ん
な
消
費
者
で
、
街
を
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
の
イ
ケ
メ
ン
を
評

価
す
る
よ
う
な
形
で
、
彼
は
格
好
い
い
け
ど
、
あ
の
彼
は
格
好
悪
い
み
た
い
な
ね
、
そ
ん
な
形
で
街
を
評
価
し
て

い
て
も
、
街
は
全
然
面
白
く
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。 

も
っ
と
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と
い
う
か
、
距
離
を
置
い
て
好
き
嫌
い
と
か
評
価
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
つ
け
る
の
で
は
な
く

て
、
実
際
に
人
間
関
係
と
向
き
合
っ
て
付
き
合
う
と
か
、
そ
れ
ぐ
ら
い
の
レ
ベ
ル
ま
で
コ
ミ
ッ
ト
し
た
ほ
う
が
ず

っ
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
人
間
関
係
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
街
な
ん
か
も
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
と

思
い
ま
す
ね
。
何
か
自
分
た
ち
の
価
値
を
街
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
発
現
す
る
み
た
い
な
形
で
、
町
に
直
接

コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
な
人
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
と
、
街
は
ち
ょ
っ
と
面
白
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。 

我
々
の
カ
フ
ェ
ど
れ
く
ら
い
街
を
面
白
く
し
た
か
っ
て
い
う
と
大
し
て
面
白
く
し
て
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

意
図
し
て
い
る
こ
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
商
店
街
は
少
な
く
と
も
そ
う
い
う
経
験
を
す
る
機
会
は
提
供
し
て

く
れ
て
い
る
。 

こ
う
い
う
機
会
を
、
中
心
市
街
地
と
い
う
か
、
商
店
街
は
提
供
し
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
イ
オ
ン
は
や
ら
せ
て
く

れ
な
い
で
す
よ
。
ダ
イ
エ
ー
も
や
ら
せ
て
く
れ
な
い
で
し
ょ
う
し
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
も
や
ら
せ
て
く
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
企
業
の
人
た
ち
は
消
費
者
だ
け
、
消
費
者
と
し
て
し
か
我
々
を
見
て
く
れ
て
い
ま
せ
ん

し
、
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
て
く
れ
な
い
。
し
か
し
、
街
は
消
費
の
場
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
本
来
的
に
は
我
々
も
街
の
価

値
を
作
る
構
成
員
だ
と
思
っ
て
く
れ
て
い
い
訳
で
す
。
大
学
の
教
育
的
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
一
応
僕
も
大
学
教

員
な
ん
で
、
そ
う
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
体
験
と
し
て
カ
フ
ェ
を
や
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

あ
と
、
今
は
ユ
ル
キ
ャ
ラ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
学
生
が
街
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
作
り
た
い
っ
て
い
う
か
ら
、
作

っ
て
み
た
ん
で
す
。
商
店
街
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
コ
ン
テ
ス
ト
を
や
っ
て
、
基
本
的
に
地
元
の
小
学
校
の
小
学

生
に
応
募
を
募
っ
た
の
で
、
小
学
生
の
作
品
が
多
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
最
終
的
に
は
小
学
生
の
お
母
さ
ん
の
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
三
年
前
に
作
っ
て
、
そ
れ
か
ら
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
ゆ
る
キ

ャ
ラ
を
作
る
と
、
な
か
な
か
い
ろ
い
ろ
展
開
が
出
来
て
、
ど
ら
焼
き
も
商
店
街
の
お
菓
子
屋
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら

 

 

(図・４)東京白金高輪の商店街の空き店舗でカフェをやらせて
もらう。そうすることで直接町にコミットすることを学ぶ。 



っ
て
い
ま
す
。
近
く
の
菓
子
屋
さ
ん
に
作
っ
て
く
だ
さ
い
よ
っ
て
、
学
生
が
企
画
書
を
持
っ
て
行
っ
た
ら
「
い
い

よ
」
っ
て
言
っ
て
、
今
、
作
っ
て
く
れ
て
ま
す
。 

最
初
は
商
店
街
の
た
め
に
作
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
商
店
街
の
人
が
意
匠
権
み
た
い
な
問
題
が
あ
る
か
ら
、
ゆ
る
キ

ャ
ラ
は
嫌
だ
と
言
わ
れ
て
困
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
の
を
放
棄
し
て
も
ら
う
っ
て
い
う
こ
と

を
条
件
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
商
店
街
が
管
理
し
た
く
な
い
っ
て
言
う
ん
で
、
今
は
僕
が
商
標

登
録
し
て
い
ま
す
。
く
ま
モ
ン
と
同
じ
で
使
い
た
い
人
は
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
欲
し
い
の
で
す
が
、
あ
ま
り
使
っ
て

も
ら
え
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
中
、
ど
ら
焼
き
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。
白
金
高
輪
の
商
店

街
の
銀
扇
さ
ん
っ
て
い
う
和
菓
子
屋
さ
ん
で
買
え
ま
す(

図
・
５)

。 

カ
フ
ェ
や
っ
た
り
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
作
っ
た
り
し
て
悪
乗
り
し
は
じ
め
る
と
ち
ょ
っ
と
街
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
う
い
う
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
な
、
勝
手
連
的
に
街
を
楽
し
も
う
と
い
う
よ
う
な
動
き
が
実
際
、
あ
ち
こ
ち
で
起
き

た
り
し
て
い
る
の
が
、
自
由
が
丘
と
か
下
北
沢
と
か
、
吉
祥
寺
と
か
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
面
白
い
の
は
東
京
な

ん
か
で
は
北
千
住
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
橋
と
か
だ
と
ち
ょ
っ
と
ス
ノ
ッ
ブ
で
違
う
と
思
い
ま
す
が
、
麻
布
十
番

な
ん
か
も
面
白
い
で
す
よ
ね
。 

あ
と
、
ち
ょ
っ
と
図
に
乗
り
過
ぎ
て
、
僕
は
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
ド
ル
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ち
ゃ
い
ま
し
た(

図
・
６)

。

白
金
の
魚
籃
坂
の
商
店
街
は
タ
ニ
マ
チ
と
し
て
は
頼
り
な
い
の
で
、
下
北
沢
と
門
前
仲
町
も
地
元
に
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
う
い
う
形
で
街
に
関
わ
っ
た
り
す
る
意
識
を
持
ち
始
め
る
と
、
街
は
必
然
的
に
面
白
く
な
る
か
な
と

思
い
ま
す
。 

イ
タ
リ
ア
の
シ
ェ
ー
ナ
な
ん
か
は
似
た
よ
う
な
、
僕
は
た
ま
た
ま
シ
ェ
ー
ナ
に
行
っ
て
そ
う
い
う
ふ
う
に
感
じ
た

ん
で
す
け
ど
、
ド
イ
ツ
な
ん
か
の
街
で
も
そ
う
で
す
よ
ね
、
自
分
た
ち
が
や
る
、
み
た
い
な
形
で
参
画
す
る
。
郊

外
が
あ
ん
ま
り
面
白
く
な
ら
な
い
の
は
、
郊
外
に
住
む
人
た
ち
は
皆
さ
ん
住
宅
の
条
件
と
か
、
町
並
み
の
条
件
と

か
、
鉄
道
へ
の
近
接
性
と
か
、
そ
う
い
う
自
分
に
と
っ
て
の
利
便
性
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
街
を
選
ん
じ
ゃ
う
か
ら

ね
。
自
分
が
街
か
ら
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
ば
か
り
を
意
識
し
て
、
逆
に
何
か
を
街
に
還
元
し
て
や
ろ
う
と
い
っ
た
意

識
が
な
い
人
た
ち
ば
か
り
が
住
む
と
、
な
か
な
か
面
白
い
街
が
出
来
な
い
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。 

                 

■
要
は
人
で
あ
る
。
そ
の
気
に
な
り
さ
え
す
れ
ば
、
中
心
市
街
地
は
生
き
残
る
。 

<

服
部>

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
中
心
市
街
地
が
消
え
る
か
ど
う
か
っ
て
い
う
の
は
、
人
が
ど
う
や
っ

て
そ
の
街
に
コ
ミ
ッ
ト
出
来
る
か
と
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
さ
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
(図・５)ゆるキャラ商品。白金高輪の「銀扇」
さんがどら焼きに使ってくれました。 

(図・６)ローカルアイドルもプロデュースしている。
こういうことを通じて町を面白くすることを学ぶ。 

 



二
七
〇
人
の
石
徹
白
は
全
然
消
滅
し
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。
実
際
石
徹
白
っ
て
移
住
し
て
き
た
人
の
割
合
が
一
割

で
す
。
一
割
っ
て
言
っ
て
も
二
七
〇
人
の
一
割
だ
か
ら
三
十
人
弱
な
ん
で
す
け
ど
。 

こ
れ
は
統
計
の
数
字
だ
け
で
見
た
ら
す
さ
ま
じ
い
で
す
よ
。
増
田
寛
也
元
総
務
大
臣
だ
っ
た
ら
「
こ
こ
消
滅
」
み

た
い
に
即
決
で
判
断
す
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
、
中
に
入
っ
て
集
落
の
動
き
と
か
見
る
と
全
然
消
滅
し

そ
う
に
な
い
。
少
な
く
と
も
雇
用
を
求
め
て
な
く
、
新
し
く
仕
事
を
作
ろ
う
と
思
う
人
が
入
っ
て
く
れ
ば
、
僕
は

そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
全
然
生
き
残
る
と
思
い
ま
す
し
、
言
い
方
悪
い
で
す
け
ど
、
逆
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
な
感

じ
で
、
雇
用
に
頼
っ
て
生
活
す
る
み
た
い
な
受
動
的
な
人
ば
か
り
の
町
っ
て
い
う
の
は
衰
退
す
る
。 

だ
か
ら
僕
は
中
心
市
街
地
が
う
ま
く
行
く
、
う
ま
く
行
か
な
い
っ
て
い
う
ふ
う
に
は
思
わ
な
い
。
郡
上
八
幡
な
ん

か
は
一
万
も
人
口
が
居
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
そ
こ
は
全
然
、
生
き
残
る
と
思
い
ま
す
ね
。
百
年
後
も
二
百
年

後
も
。 

と
い
う
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
の
課
題
は
街
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
「
人
」
が
住
ん
で
居
る
か
ど
う
か
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
中
心
市
街
地
は
商
店
街
か
？
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
？ 

<

井
口>

今
お
話
聞
い
て
い
る
中
で
二
つ
、
も
う
一
歩
突
っ
込
ん
で
お
聞
き
し
ま
す
。 

ま
ず
、
服
部
さ
ん
自
身
が
定
義
す
る
中
心
市
街
地
と
は
何
か
。
ど
う
い
う
と
こ
ろ
を
中
心
市
街
地
と
言
っ
て
る
の

か
。
お
話
聞
い
て
る
と
、
石
徹
白
の
話
は
別
に
し
て
、
中
心
市
街
地
は
商
店
街
だ
と
い
う
よ
う
に
聞
こ
え
る
ん
だ

け
ど
、
商
店
街
だ
け
だ
っ
た
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
だ
っ
て
、
も
の
売
っ
て
る
、
人
集
ま
っ
て
る
、
そ
う
い

う
場
所
な
ん
で
、
商
店
街
は
無
く
て
も
済
む
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
服
部
さ
ん
は
日
本
の
中
心
市
街
地
は
商
店
街

だ
と
言
わ
れ
る
、
た
ぶ
ん
今
ま
で
我
々
の
認
識
は
ず
っ
と
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
で
い
い
ん

で
す
か
、
と
い
う
の
が
一
番
目
の
質
問
。 

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
い
ま
事
例
を
い
く
つ
か
出
し
て
頂
き
ま
し
た
け
ど
も
、
服
部
さ
ん
は
要
す
る
に
世
の
中
を
変

え
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
、
も
っ
と
こ
う
し
ま
し
ょ
う
よ
と
、
中
心
市
街
地
は
元
気
に
な
れ
る
ん
で
す
よ
と
い
う

立
場
の
人
だ
か
ら
、
い
ま
の
よ
う
な
事
例
出
て
く
る
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
は
ね
、
日
本
の
中
で
い
う
と
数
パ
ー
セ
ン

ト
の
事
例
な
ん
で
す
よ
。
九
十
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
中
心
市
街
地
で
は
そ
ん
な
人
た
ち
ひ
と
り
も
居
な
い
。
ど
ん
ど

ん
消
え
て
行
っ
て
る
。
そ
れ
は
、
服
部
さ
ん
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
や
る
気
が
な
い
か
ら
。
や
る
気
が
な
い
人
ば
っ

か
り
な
ん
で
す
。
な
ん
で
や
る
気
が
な
い
か
っ
て
い
う
と
、
先
ほ
ど
た
と
え
ば
郡
上
八
幡
は
イ
タ
リ
ア
の
シ
ェ
ー

ナ
み
た
い
な
と
こ
で
す
よ
ね
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
ど
も
、
僕
も
郡
上
八
幡
大
好
き
で
何
度
も
行
っ
て
ま
す
け

ど
も
、
た
し
か
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
な
ん
で
す
よ
。
す
ば
ら
し
い
ん
で
す
よ
。
あ
れ
は
商
店
街
だ
け
じ
ゃ
な
い
し
、

あ
れ
は
ま
さ
に
中
心
市
街
地
で
す
よ
、
イ
タ
リ
ア
語
で
言
え
ば
チ
ェ
ン
ト
ロ
。
あ
あ
い
う
の
が
ね
、
イ
タ
リ
ア
で

は
普
通
な
ん
で
す
よ
、
み
ー
ん
な
そ
う
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
チ
ェ
ン
ト
ロ
に
住
ん
で
る
人
も
住
ん
で
な
い
人
も
、

チ
ェ
ン
ト
ロ
に
求
め
て
る
も
の
は
、
ド
イ
ツ
も
一
緒
で
す
け
ど
も
、
商
売
す
る
と
か
雇
用
機
会
だ
と
か
、
そ
ん
な

こ
と
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
よ
、
だ
け
ど
本
当
に
求
め
て
い
る
も
の
は
そ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
く
て
ま
さ
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
で
は
普
通
で
当
た
り
前
な
ん
で
す
。 

服
部
さ
ん
が
い
ま
言
わ
れ
た
事
例
、
こ
う
す
れ
ば
良
い
と
い
う
の
は
ね
、
あ
え
て
言
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ぐ
ら

い
日
本
じ
ゃ
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
わ
け
で
す
よ
。
当
た
り
前
じ
ゃ
な
い
事
例
は
貴
重
で
す
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が

普
通
に
日
本
で
出
来
る
と
思
い
ま
す
か
、
と
い
う
の
が
二
番
目
の
質
問
で
す
。 

僕
は
五
十
年
間
中
心
市
街
地
に
関
わ
っ
て
来
て
も
う
力
尽
き
て
る
わ
け
。
も
う
だ
め
だ
と
。
日
本
は
も
っ
と
別
の

方
向
に
行
っ
て
る
と
。
そ
っ
ち
に
目
を
向
け
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
立
場
な
ん
で
す
僕
は
。 

今
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
た
ら
お
れ
立
場
な
い
よ
、
そ
れ
を
一
生
懸
命
や
ろ
う
と
言
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
と
言
わ
れ

て
し
ま
い
そ
う
だ
け
ど
、
だ
か
ら
こ
そ
ど
う
し
て
も
お
尋
ね
し
た
い
。 

<

服
部>

ご
め
ん
な
さ
い
、
別
の
方
向
っ
て
ど
ん
な
方
向
で
す
か
。 

 



                  

■
も
は
や
日
本
の
中
心
市
街
地
は
消
滅
し
て
る
。
そ
こ
で
何
が
出
来
る
の
か
？ 

<

井
口>

別
の
方
向
は
ね
、
は
っ
き
り
言
っ
て
、
今
ま
で
の
中
心
市
街
地
は
も
う
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
に

と
っ
て
中
心
市
街
地
は
商
店
街
だ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
だ
っ
た
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ロ

ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
、
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
。
そ
こ
が
今
は
中
心
市
街
地
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。 

も
し
日
本
で
今
ま
で
の
中
心
市
街
地
を
活
か
そ
う
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
も
ご
く
普
通
の
町
で
や
る
と
し
た
ら
、
た

と
え
ば
僕
が
生
ま
れ
育
っ
た
田
舎
町
、
朝
倉
市
と
い
う
福
岡
県
の
小
さ
な
町
で
す
。
商
店
街
は
壊
滅
状
態
で
す

(

図
・
７)

。
歯
抜
け
状
態
。
ま
わ
り
中
駐
車
場
だ
ら
け
。
駐
車
場
と
い
う
よ
り
も
た
だ
の
空
き
地
で
す
ね
。
店
舗

は
い
ま
で
も
少
し
残
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
三
軒
に
一
軒
ぐ
ら
い
は
み
ん
な
百
年
以
上
の
老
舗
で
す
よ
。
そ
ん
な
と

こ
だ
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
店
な
ん
か
全
然
出
て
こ
な
い
。
新
し
い
資
本
も
入
っ
て
こ
な
い
。
だ
か
ら
古

い
店
ば
っ
か
り
で
す
。
百
年
の
店
っ
て
の
は
ザ
ラ
。
そ
う
や
っ
て
歯
抜
け
状
態
に
な
っ
て
く
る
と
、
実
は
裏
の
ほ

う
に
在
っ
た
お
寺
が
通
り
か
ら
見
え
て
く
る
と
か
、
ち
ゃ
ん
と
住
ん
で
た
人
の
お
屋
敷
が
見
え
る
と
か
、
空
き
地

に
な
っ
て
す
ご
く
風
通
し
が
よ
く
な
っ
た
ね
と
か
、
こ
ん
な
と
こ
に
鳥
居
が
あ
っ
た
ん
だ
と
か
、
意
外
と
公
園
も

近
か
っ
た
ん
だ
と
か
、
要
す
る
に
そ
う
い
う
雰
囲
気
に
な
っ
て
る
。
市
も
ほ
っ
と
く
わ
け
い
か
な
い
か
ら
、
ち
ょ

っ
と
は
小
奇
麗
に
手
を
入
れ
て
る
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
こ
を
中
心
市
街
地
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
り
得
る
な
と

僕
は
思
う
ん
で
す
。 

別
に
人
は
来
な
い
で
す
よ
そ
ん
な
と
こ
。
来
な
い
け
ど
も
、
イ
タ
リ
ア
の
中
心
市
街
地
っ
て
の
は
そ
ん
な
と
こ
で

す
か
ら
。
人
来
な
い
と
こ
い
っ
ぱ
い
在
る
し
、
逆
に
そ
ん
な
と
こ
が
在
る
こ
と
が
大
事
な
の
、
街
な
か
で
ほ
っ
と

す
る
場
所
に
な
る
ん
で
す
ね
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
で
す
よ
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
意
味
で
の
中
心
市
街
地
、
そ

う
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
な
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
が
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
。
商
業
の
核

と
し
て
の
中
心
市
街
地
は
も
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
だ
、
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
と
思
う
ん
で
す
。 

僕
の
話
は
別
に
し
て
、
服
部
さ
ん
か
ら
見
て
中
心
市
街
地
と
は
何
で
す
か
と
い
う
こ
と
と
、
お
っ
し
ゃ
る
事
例
は

特
殊
例
で
し
ょ
う
と
、
一
般
に
呼
び
か
け
る
事
例
と
し
て
は
良
い
け
ど
も
、
そ
れ
の
手
応
え
は
あ
る
で
し
ょ
う
か

と
、
い
う
話
に
戻
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

 

＊（図・７)福岡県朝倉市の商店街にかっての賑わいは無く
人家もまばら。半分はアーケードを撤去して道路整備した
が、人が戻る気配はない。 



答
え
て
頂
く
前
に
、
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、
挙
げ
ら
れ
た
事
例
は
首
都
圏
、
そ
れ
も
東
京
近
郊
に
な
る
ん
だ

け
ど
、
今
回
の
こ
の
テ
ー
マ
は
蓑
原
敬
さ
ん
に
「
気
を
つ
け
ろ
よ
」
と
言
わ
れ
て
、
い
や
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す

と
言
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
大
都
市
は
対
象
に
し
て
な
い
ん
で
す
よ
、
少
な
く
と
も
百
万
都
市
の
中
心
市
街
地
は
対

象
に
し
て
な
い
。 

数
万
人
か
ら
数
十
万
人
の
町
の
中
心
市
街
地
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
東
京
の
近
郊
の
下
北
沢
と
か
な
ん
と
か

の
繁
華
街
、
そ
れ
は
必
ず
参
考
に
な
る
し
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
れ
は
お
勉
強
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、

た
だ
商
圏
人
口
、
消
費
者
の
数
が
全
然
違
う
わ
け
で
す
。
首
都
圏
に
在
る
小
さ
な
町
と
、
そ
れ
以
外
の
人
口
数
万

人
か
ら
数
十
万
人
の
町
の
消
費
者
の
数
っ
て
の
は
全
然
違
う
わ
け
な
ん
だ
か
ら
、
首
都
圏
で
成
り
立
つ
こ
と
が
そ

う
い
う
町
で
成
り
立
つ
か
と
い
う
と
そ
れ
は
ま
た
別
の
話
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
だ
か
ら
そ
の
へ
ん
も
ポ
イ
ン
ト
に
入

れ
て
、
中
心
市
街
地
と
は
何
で
す
か
？
行
け
ま
す
か
？
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■
中
心
は
時
代
に
よ
っ
て
シ
フ
ト
す
る
。
中
心
市
街
地
も
ま
た
然
り
。 

<

服
部>

難
し
い
で
す
ね
、
僕
二
十
年
ぐ
ら
い
前
埼
玉
県
の
あ
る
自
治
体
の
土
地
利
用
計
画
の
仕
事
を
や
っ
た
と
き

に
、
生
活
の
中
心
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
。
駅
前
と
か
の
商
店
街
は
あ
っ

た
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
は
商
業
や
生
活
の
中
心
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
と
、
む
し
ろ
中
心
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
っ
ち
の
ほ
う
に
人
も
住
ん
で
い
る
し
。
役
所
と
し
て
は
駅
前
の
辺
り
み
た
い
な
こ
と
を
中
心

市
街
地
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
そ
れ
は
駅
前
の
そ
う
い
う
土
地
を
持
っ
て
い
る
商
店
主
向
け
の
考
え
方

で
あ
っ
て
、
計
画
論
的
に
は
そ
こ
が
中
心
で
あ
る
必
要
は
実
は
全
然
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
け
っ
こ
う

考
え
た
と
い
う
か
悩
ん
だ
と
こ
ろ
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
井
口
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
非
常
に
よ
く
分
り
ま
す
。 

中
心
市
街
地
と
い
う
か
中
心
っ
て
い
う
の
は
け
っ
こ
う
時
代
に
よ
っ
て
シ
フ
ト
す
る
し
、
そ
れ
が
イ
オ
ン
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
も
、
あ
る
意
味
し
ょ
う
が
な
い
な
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

た
だ
し
、
い
ま
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
か
は
基
本
的
に
自
動
車
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま

す
か
ら
、
高
齢
化
し
た
り
す
る
と
、
ア
ク
セ
ス
っ
て
い
う
点
で
は
決
し
て
便
利
で
は
な
い
。
あ
あ
い
う
の
は
郊
外

で
町
の
フ
リ
ン
ジ
の
ほ
う
に
立
地
し
て
い
て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ
こ
が
中

心
に
な
っ
て
み
ん
な
が
自
動
車
で
行
き
始
め
る
と
、
な
か
な
か
難
し
い
課
題
は
あ
る
な
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど

人
々
、
結
局
駅
前
な
ん
か
よ
り
今
は
は
る
か
に
そ
っ
ち
に
行
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
町
で
中

心
は
ど
こ
に
置
く
か
っ
て
い
う
の
は
す
ご
く
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。 

結
果
論
と
し
て
中
心
市
街
地
と
し
て
機
能
し
て
い
た
ら
そ
れ
は
中
心
市
街
地
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
昔
、
中
心
市

街
地
だ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
今
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
い
ま
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
歯
抜
け
状
態
に
な
っ
て
ま
で

中
心
性
を
維
持
す
る
必
要
性
と
い
う
の
は
僕
は
感
じ
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
僕
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
実
は
現
実
主

義
的
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。 

<

井
口>

服
部
さ
ん
の
現
実
認
識
で
す
ね
。
良
く
解
り
ま
し
た
。 

中
心
は
シ
フ
ト
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
け
ど
も
、
江
戸
時
代
の
町
人
町
の
通
り
が
、
近
代
の
商
店
街
に
な
っ
て

ア
ー
ケ
ー
ド
が
か
か
っ
て
と
い
う
の
が
大
多
数
の
町
の
商
店
街
で
す
よ
ね
。
城
下
町
と
か
門
前
町
の
参
道
、
宿
場

町
。
そ
し
て
鉄
道
が
通
っ
て
駅
前
に
も
新
し
い
商
店
街
が
出
来
た
。 

<

服
部>

た
と
え
ば
長
野
な
ん
か
で
す
と
、
長
野
は
善
光
寺
の
と
こ
ろ
に
商
業
集
積
が
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
権
堂
ま

で
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
も
で
き
て
、
さ
ら
に
駅
が
出
来
た
後
は
そ
の
駅
前
み
た
い
に
、
商
業
地
が
三
つ
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
じ
ゃ
あ
ど
こ
が
長
野
の
中
心
市
街
地
か
っ
て
言
わ
れ
る
と
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。 

<

井
口>

僕
の
子
供
の
頃
思
う
と
ね
、
商
店
街
に
は
映
画
館
が
付
き
物
で
そ
れ
を
た
ど
っ
て
い
く
と
神
社
が
あ
っ
た

り
し
て
、
特
に
戦
後
で
す
け
ど
、
鉄
道
の
駅
前
が
新
し
い
商
業
中
心
に
な
っ
た
り
し
て
大
賑
わ
い
だ
っ
た
。
そ
の

後
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
が
来
て
、
商
店
街
再
開
発
、
駅
前
再
開
発
な
ん
て
い
う
の
を
四
・
五
十
年
前
か

ら
随
分
や
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
古
い
商
店
街
と
駅
前
の
商
店
街
が
綱
引
き
し
て
、
両
方
と
も
再
開
発
で
な
ん

と
か
し
よ
う
と
か
、
そ
ん
な
話
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
結
局
昔
の
商
店
街
の
賑
わ
い
が
復
活
す
る
こ
と
は
無
か
っ



た
。
そ
れ
で
も
何
と
か
町
の
歴
史
を
引
き
継
い
で
頑
張
っ
て
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
と
言
わ
れ
る
と
こ
も
在
り

ま
す
け
ど
頑
張
っ
て
る
。
諦
め
る
に
諦
め
き
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
商
店
主
だ
け
で
な
く
一
般
市
民
の
心
の
底
に

在
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

■
守
り
た
い
も
の
が
在
る
と
こ
ろ
が
中
心
市
街
地
。 

<

服
部>

い
ま
の
話
を
聞
い
て
い
て
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
住
ん
で
る
人
た
ち
が
守
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
中
心
市

街
地
だ
と
思
い
ま
す
。
守
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
ら
も
う
そ
こ
は
中
心
と
い
う
市
街
地
じ
ゃ
な
い
と
思

い
ま
す
よ
。 

郡
上
八
幡
は
人
々
が
す
ご
く
守
ろ
う
と
し
て
い
る
、
道
路
が
貫
通
す
る
の
を
阻
止
し
て
。
下
北
沢
で
も
あ
れ
だ
け

道
路
の
反
対
運
動
が
起
き
て
い
る
の
は
、
あ
れ
は
道
路
や
っ
た
ら
壊
れ
ち
ゃ
う
、
道
路
か
ら
ま
ち
を
守
ろ
う
と
す

る
か
ら
、
中
心
市
街
地
だ
と
思
う
ん
で
す
。 

ド
イ
ツ
は
、
特
に
旧
東
ド
イ
ツ
は
人
口
が
す
ご
い
勢
い
で
縮
小
し
て
い
て
、
撤
去
事
業
と
か
を
や
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
僕
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
本
書
い
た
ん
で
す
よ
。
『
縮
小
時
代
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
』
っ

て
い
う
本
。 

と
に
か
く
、
撤
去
事
業
を
す
ご
く
や
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
興
味
を
持
っ
て
調
べ
た
ん
で
す
け
ど
、
何
が
ポ
イ
ン
ト

か
っ
て
い
う
と
撤
去
っ
て
い
う
の
は
、
何
を
撤
去
す
る
か
っ
て
い
う
の
が
重
要
じ
ゃ
な
く
て
、
大
事
な
の
は
何
を

撤
去
し
な
い
か
な
ん
で
す
よ
ね
。
撤
去
し
な
い
も
の
を
守
る
た
め
に
撤
去
す
る
っ
て
い
う
形
で
、
乱
暴
な
言
い
方

す
る
と
、
が
ん
が
あ
っ
て
、
が
ん
の
と
こ
ろ
を
切
る
の
は
残
り
の
細
胞
を
守
る
た
め
み
た
い
な
。
こ
こ
を
守
る
た

め
に
は
歯
抜
け
に
な
っ
て
縮
小
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
放
っ
て
お
く
と
中
心
市
街
地
が
だ
め
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
だ
か

ら
、
こ
の
中
心
市
街
地
っ
て
い
う
か
中
心
を
守
る
と
か
、
中
心
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
町
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
は
守
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
こ
ろ
、
け
っ
こ
う
そ
れ
は
中
心
市
街
地

の
場
合
が
多
い
ん
で
す
け
ど
、
歴
史
的
な
場
所
だ
っ
た
り
も
し
ま
す
け
ど
、
そ
こ
を
守
る
た
め
に
が
ん
を
撤
去
す

る
と
。
撤
去
す
れ
ば
こ
こ
は
守
れ
る
、
何
も
し
な
い
と
だ
ら
だ
ら
っ
て
縮
小
し
て
い
き
、
都
市
じ
ゃ
な
く
な
る
だ

ろ
う
み
た
い
な
。
ド
イ
ツ
人
は
相
当
ス
ト
イ
ッ
ク
だ
か
ら
、
多
分
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ち
ゃ
っ
て
、
計
画
論
的

に
考
え
る
の
が
好
き
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。 

そ
う
い
う
意
味
で
は
中
心
市
街
地
で
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
も
う
守
る
必
要
な
い
っ
て
い
う
よ
う
な
と

こ
ろ
は
中
心
市
街
地
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
僕
の
埼
玉
の
駅
前
の
例
は
二
十
年
ぐ
ら
い
前
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま

す
け
ど
、
そ
の
時
に
駅
前
が
大
切
だ
と
か
言
っ
た
っ
て
駅
前
に
は
人
が
来
な
い
し
、
あ
ま
り
大
し
て
魅
力
的
な
も

の
も
売
っ
て
な
い
し
で
、
特
に
守
り
た
い
よ
う
な
も
の
は
無
い
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
人
々
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
し
、
そ
こ
は
中
心
と
は
違
う
か
な
と
い
う
ふ
う
に
、
今
、
井
口
さ
ん
と
や
り
と
り
を
し
て
い
て
考
え
ま
し

た
。 

<

井
口>

日
本
で
は
城
下
町
は
み
ん
な
お
城
を
大
切
だ
と
思
っ
て
る
し
、
少
な
く
と
も
お
城
は
守
ろ
う
と
思
っ
て
る
。

城
下
町
で
も
町
人
町
、
商
店
街
を
ど
う
か
っ
て
の
は
ち
ょ
っ
と
あ
や
し
く
な
っ
て
き
て
る
。 

 

■
す
っ
か
り
硬
直
し
て
し
ま
っ
た
社
会
が
、
硬
直
し
た
街
を
つ
く
っ
て
い
る
。 

<

井
口>

そ
う
す
る
と
、
街
を
守
ろ
う
、
中
心
を
守
ろ
う
と
い
う
町
は
、
あ
る
ん
で
す
か
ね
。
僕
は
無
い
と
思
う
ん

だ
け
ど
。
そ
れ
は
先
ほ
ど
挙
げ
ら
れ
た
よ
う
な
少
し
の
例
は
在
り
ま
す
よ
。
僕
が
テ
ー
マ
に
し
て
る
の
は
大
多
数

の
普
通
の
町
の
話
で
す
よ
。 

<

服
部>

た
ぶ
ん
十
五
年
前
だ
っ
た
ら
富
山
な
ん
か
全
然
だ
め
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。
富
山
市
は
県
庁
所
在
地

で
一
番
人
口
密
度
が
低
く
て
、
合
併
し
ち
ゃ
っ
た
っ
て
い
う
の
も
あ
る
け
ど
、
合
併
す
る
前
か
ら
相
当
低
い
で
す

よ
。
県
庁
所
在
都
市
で
は
、
最
も
郊
外
化
が
進
ん
で
い
て
、
商
店
街
も
駅
前
も
パ
ッ
と
し
な
い
し
、
中
心
部
の
総

曲
輪
、
あ
そ
こ
も
な
ん
か
そ
ん
な
パ
ッ
と
し
て
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
で
も
二
〇
〇
五
年
か
ら
で
す
ね
、
森
雅
司

市
長
に
な
っ
て
か
ら
ず
い
ぶ
ん
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
作
っ
た
り
と
か
、
路
面
電
車
の
ネ



ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ん
か
も
良
く
し
た
り
し
て
ね
。
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
み
た
い
な
広
場
、
あ
の
広
場
は
す
ご
い
な
と
思

い
ま
す
け
ど(

図
・
８)

。
日
本
は
よ
く
広
場
が
な
い
、
日
本
の
都
市
は
広
場
が
な
い
ん
だ
と
か
、
広
場
の
楽
し
み

方
を
日
本
人
は
知
ら
な
い
ん
だ
っ
て
言
う
け
ど
、
出
来
た
ら
す
ご
く
楽
し
ん
で
使
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

僕
は
、
あ
の
広
場
は
公
共
性
が
あ
る
な
と
思
い
ま
す
け
ど
。
だ
か
ら
な
ん
か
作
っ
た
り
す
る
と
日
本
人
は
使
い
ま

す
よ
。
僕
は
、
日
本
人
は
賢
い
と
こ
ろ
は
賢
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
そ
う
い
う
機
会
が
余
り
無

い
。
そ
れ
は
あ
ま
り
人
を
大
切
に
し
て
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
人
を
大
切
に
す
れ
ば
街
は

変
わ
り
ま
す
よ
、
富
山
市
は
や
っ
ぱ
相
当
人
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

 

僕
富
山
市
を
結
構
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
て
、
こ
の
あ
い
だ
も
久
し
ぶ
り
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
市
役
所
の
職
員
が

他
と
全
然
違
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
僕
も
思
わ
ず
言
っ
た
ん
で
す
ね
、
い
ろ
い
ろ
新
し
い
ア
イ
デ
ア
出
す
し
、
面

白
い
こ
と
や
る
し
、
な
ん
で
富
山
市
は
こ
う
い
う
こ
と
が
出
来
る
ん
で
し
ょ
う
か
ね
っ
て
、
市
役
所
の
職
員
に
聞

い
た
ん
で
す
。
す
る
と
、
市
長
が
ど
ん
ど
ん
や
れ
と
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
や
れ
っ
て
言
う
か
ら
、
と
回
答
し
た
ん

で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
公
務
員
は
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
失
敗
を
恐
れ
る
で
し
ょ
。
失
敗
を
恐
れ
る
っ
て
い
う
の
は
、

部
下
が
な
ん
か
や
っ
て
失
敗
す
る
と
自
分
、
上
司
が
責
任
と
ら
さ
れ
る
か
ら
で
す
よ
。
だ
か
ら
な
ん
で
も
適
当
に

や
っ
と
い
て
、
商
業
開
発
も
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
と
ん
か
つ
屋
は
和
幸
で
ね
、
蕎
麦
は
そ
じ
坊
に
な
っ
ち
ゃ
う
わ

け
で
す
。 

               <

井
口>

東
京
の
と
ん
か
つ
ね
、
小
さ
な
こ
だ
わ
り
の
店
が
た
く
さ
ん
あ
る
、
チ
ェ
ー
ン
店
な
ん
か
出
し
て
な
い
、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
美
味
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
和
幸
な
ん
か
と
比
較
に
な
ら
な
い
け
ど
も
、
関
西
に
い
る
と
ね
、

和
幸
が
一
番
美
味
し
い
ん
で
す
よ
。 

<

服
部>

え
ー
っ
そ
う
な
ん
で
す
か
。
意
外
だ
な
あ
。 

<

井
口>

と
ん
か
つ
が
美
味
し
い
の
は
東
京
。
だ
か
ら
和
幸
は
美
味
し
い
。 

<

服
部>

あ
あ
そ
う
な
ん
で
す
か
。 

<

井
口>

関
西
は
と
ん
か
つ
文
化
が
な
い
ん
で
す
。
牛
肉
は
関
西
が
美
味
し
い
け
ど
。 

<

服
部>

エ
リ
ッ
ク
・
ク
ラ
プ
ト
ン
が
あ
ん
な
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
、
あ
ん
な
に
じ
じ
い
に
な
っ
て
も
日
本
に
来
て
く

れ
る
の
は
と
ん
か
つ
が
大
好
き
で
、
と
ん
か
つ
と
あ
と
彼
女
も
い
ま
す
け
ど
、
主
に
と
ん
か
つ
に
引
き
寄
せ
ら
れ

て
来
る
ん
で
す
よ
ね
。 

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
人
た
ち
は
エ
リ
ー
ト
だ
か
ら
和
幸
よ
り
う
ま
い
と
ん
か
つ
屋
な
ん
て
い
っ
ぱ
い
知
っ
て
る
ん
で

す
。
だ
け
ど
結
果
的
に
和
幸
を
入
れ
ち
ゃ
う
で
し
ょ
。
全
部
和
幸
か
さ
ぼ
て
ん
か
の
二
パ
タ
ー
ン
。
こ
の
世
に
二

軒
し
か
と
ん
か
つ
屋
な
い
の
か
っ
て
感
じ
で
す
よ
ね
。
み
ん
な
悪
く
な
い
ん
だ
け
ど
個
性
何
も
な
い
で
し
ょ
。 

 

＊(図・８)富山市のグランドプラザ。日本でも広
場を作ればそれを使う。日本人も広場の使い方を
知っている、楽しんでいる。 



ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
は
、
僕
は
大
好
き
で
す
け
ど
、
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
が
博
多
の
キ
ャ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
で

う
ま
く
い
っ
た
ら
み
ん
な
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
で
し
ょ
。
福
岡
地
所
さ
ん
が
手
が
け
て
い
る
け
ど
、
最
初
は
な

ん
か
す
ご
い
ユ
ニ
ー
ク
で
、
い
い
名
所
が
福
岡
に
で
き
た
な
と
思
っ
た
ら
、
大
分
で
も
北
九
州
で
も
、
川
崎
で
も

ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
六
本
木
ヒ
ル
ズ
も
そ
う
だ
し
、
難
波
の
ビ
ル
も
な
ん
で
も
ジ
ャ
ン
・

ジ
ャ
ー
デ
ィ
。
一
回
成
功
す
る
と
全
部
ま
ね
す
る
け
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
か
を
作
ろ
う
み
た
い
な
覚
悟
が
無

い
人
た
ち
が
町
を
い
じ
く
っ
て
い
る
と
い
う
証
明
で
す
よ
ね
。
最
初
の
キ
ャ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
は
評
価
で
き
ま
す
け

ど
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
や
っ
て
い
て
面
白
い
も
の
が
出
来
る
と
考
え
る
方
が
間
違
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
面
白

い
も
の
が
出
来
る
と
思
っ
た
ら
相
当
楽
観
的
で
す
よ
。
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
人
々
に
町
を
守

ろ
う
と
か
言
っ
て
も
、
盛
り
上
げ
方
が
下
手
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。
一
方
で
、
こ
こ
ま
で
だ
め

に
な
る
と
ど
う
に
か
し
よ
う
み
た
い
な
危
機
意
識
を
共
有
し
始
め
ま
す
よ
。 

東
ド
イ
ツ
の
縮
小
し
て
い
る
都
市
だ
っ
て
う
ま
く
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
う
ま
く
行
っ
て
な
い
と
こ
ろ
と
す
ご
い

温
度
差
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
チ
な
ん
か
は
う
ま
く
行
っ
て
い
て
、
再
統
一
後
に
人
口
減
少
し
ま
し
た
け
ど
、

い
ま
は
人
口
が
復
活
し
て
、
九
十
年
の
再
統
一
時
ぐ
ら
い
の
人
口
ま
で
復
活
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
何

を
し
た
か
と
い
う
と
、
ボ
ロ
家
の
空
き
家
を
埋
め
る
た
め
に
タ
ダ
で
貸
す
ん
で
す
。
三
年
間
と
か
期
限
を
決
め
ま

す
け
ど
、
タ
ダ
で
入
っ
て
も
ら
う
。
す
ご
い
ボ
ロ
屋
で
す
よ
。
だ
か
ら
修
理
し
な
い
と
住
め
な
い
け
ど
、
で
も
タ

ダ
だ
か
ら
っ
て
入
っ
て
修
理
す
る
で
し
ょ
。
三
年
間
経
っ
た
時
は
良
く
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。 

大
家
に
タ
ダ
で
貸
せ
っ
て
い
う
の
は
、
補
助
金
み
た
い
な
の
少
し
は
出
て
い
ま
す
け
ど
、
な
か
な
か
難
し
い
。
そ

う
だ
け
ど
、
タ
ダ
で
住
ま
わ
せ
て
や
る
よ
っ
て
言
っ
た
ら
、
人
は
来
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
日
本
の
中
心
市
街

地
は
本
当
に
誰
も
住
ま
な
く
な
っ
て
い
る
け
ど
、
こ
こ
ど
う
に
か
し
た
い
っ
て
言
う
ん
だ
っ
た
ら
、
タ
ダ
で
来
な

さ
い
よ
と
か
ね
、
そ
ん
な
こ
と
も
考
え
て
良
い
時
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。 

郡
上
八
幡
だ
っ
て
空
き
家
を
二
万
円
で
借
り
て
改
修
し
て
六
万
円
で
貸
す
み
た
い
な
こ
と
を
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
普
通
の
自
治
体
が
や
る
の
は
こ
う
い
う
空
き
家
が
あ
り
ま
す
よ
っ
て
い
う
情
報
で
「
マ
ッ
チ
・
メ
イ
キ

ン
グ
」
み
た
い
な
こ
と
は
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
あ
る
け
ど
、
そ
こ
で
金
か
け
て
投
資
し
て
修
繕
し
て
、
そ
の
か
わ

り
二
万
円
で
借
り
た
の
を
六
万
円
で
貸
す
み
た
い
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
化
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
は
や
っ
て
な

い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
だ
け
ど
、
そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
努
力
が
あ
る
か
な
い
か
で
空
き
家
問
題
も
、
解
消
ま

で
は
い
か
な
い
け
ど
随
分
改
善
出
来
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
を
や
る
か
や
ら
な
い
か
だ
け
ど
、
い

ろ
い
ろ
そ
う
い
う
こ
と
や
り
に
く
い
で
す
よ
ね
、
今
の
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
で
は
。 

<

井
口>

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
そ
っ
ち
の
ほ
う
向
い
て
な
い
で
す
か
ら
ね
。 

<

服
部>

だ
か
ら
そ
れ
は
儲
け
と
か
、
失
敗
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
で
す
よ
。
僕
み
た
い
な
こ
と
や
る
先
生
、
誰
も
居

な
い
で
す
よ
。
こ
ん
な
こ
と
や
っ
た
ら
ま
ず
誤
解
さ
れ
る
で
し
ょ
。
ロ
ー
カ
ル
ア
イ
ド
ル
を
つ
く
っ
た
り
し
た
ら
、

服
部
は
ス
ケ
ベ
だ
と
か
ね
、
セ
ク
ハ
ラ
や
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
疑
わ
れ
ま
す
し
、
僕
の
風
貌
だ
と
特
に
ち

ょ
っ
と
思
わ
れ
た
り
し
ま
す
け
ど
。 

Ｃ
Ｄ
も
ね
、
僕
ち
ゃ
ん
と
プ
ロ
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
、
Ｃ
Ｄ
焼
い
て
だ
い
た

い
四
十
万
円
ぐ
ら
い
は
か
か
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
全
然
後
悔
し
て
な
い
ん
で
す
け
ど
。
女
房
に
は
内
緒
で
す
よ
。

「
何
に
使
っ
た
の
？
」
「
若
い
女
に
使
っ
た
」
。
本
当
に
聞
こ
え
悪
い
。
こ
れ
は
実
は
下
北
沢
が
下
北
音
頭
っ
て

い
う
の
を
募
集
し
て
い
て
、
そ
の
賞
金
が
五
十
万
円
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
Ｃ
Ｄ
の
中
に
下
北
音
頭
も
入
っ
て
い
る

ん
で
す
け
ど
、
僕
は
そ
の
と
き
は
五
十
万
円
取
れ
る
だ
ろ
う
っ
て
思
い
込
ん
で
い
て
Ｃ
Ｄ
代
は
回
収
出
来
る
と
思

っ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
が
回
収
出
来
な
か
っ
た
だ
け
な
ん
で
す
け
ど
ね
。 

自
分
で
判
断
し
た
か
ら
出
来
る
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
ら
絶
対
無
理
で
し
ょ
。
こ
う
い
う
企

画
で
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
よ
っ
て
上
司
に
言
っ
た
ら
怒
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
怒
ら
れ
る
ど
こ
ろ
か
ボ
ー
ナ
ス
も
減
ら

さ
れ
ま
す
よ
、
企
画
を
出
し
た
時
点
で
。
今
の
社
会
全
体
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
ご
く
が
ん
じ
が
ら
め
に
な

っ
て
い
る
っ
て
い
う
と
こ
ろ
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
原
因
か
な
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。 

 



■
市
民
参
加
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
の
ブ
ー
ム
が
進
行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

<
服
部>

僕
、
今
「
都
市
の
針
治
療
」
１

っ
て
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
っ
て
い
て
、
世
界
中
の
事
例
を
集
め
て
作

っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、
日
本
は
け
っ
こ
う
事
例
は
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
針
治
療
だ
か
ら
、
お
金
あ
ま
り
な
い
け

れ
ど
も
知
恵
を
使
う
み
た
い
な
事
例
が
。 

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
い
る
と
、
た
と
え
ば
二
〇
一
四
年
土
木
学
会
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
け
た
福
岡
の
警
固
公
園
。
柴
田

久
２

さ
ん
た
ち
の
作
品
で
す
ね(

図
・
９)

。
こ
の
警
固
公
園
な
ん
て
よ
う
出
来
た
な
と
思
い
ま
す
ね
。
前
と
比
べ
る

と
、
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
全
然
違
う
で
し
ょ
。
こ
う
い
う
の
が
出
来
始
め
て
い
る
か
ら
、
大
き
な
中
心
市
街
地
っ

て
い
う
と
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
こ
う
い
う
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
空
間
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
よ
ね
。
日
本
で
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
広
場
、
も
う
設
計
出
来
る
じ
ゃ
な
い
っ
て
ね
。 

                   <

井
口>

こ
の
前
、
第
三
回
だ
っ
た
か
な
、
千
葉
さ
ん
も
一
緒
に
福
岡
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
っ
て
、
こ
の
辺
の
話
を

聞
い
た
ん
で
す
け
ど
、
福
岡
は
少
な
く
と
も
八
十
年
代
の
初
め
か
ら
歩
行
者
空
間
や
っ
て
ま
す
か
ら
ね
、
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
ん
で
す
よ
こ
う
い
う
の
が
出
来
る
。 

<

服
部>

そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
こ
れ
な
ん
か
だ
と
人
の
動
き
を
バ
ー
ッ
て
調
査
し
た
あ
と
こ
う
い
う
の
作

っ
て
い
ま
す
か
ら
。
だ
か
ら
ほ
ん
と
に
人
を
中
心
に
し
た
空
間
で
す
よ
。
意
匠
と
か
が
先
に
あ
っ
た
り
と
か
、
そ

う
い
う
デ
ザ
イ
ン
の
押
し
付
け
で
は
な
い
の
で
、
人
が
安
心
し
て
使
え
る
。 

前
は
痴
漢
や
ら
、
ち
っ
ち
ゃ
い
犯
罪
と
か
結
構
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
の
を
防
ぐ
よ
う
な
形
で
、
よ
う

考
え
、
す
ご
く
調
査
し
て
、
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
こ
う
い
う
の
を
一
つ
二
つ
作
っ
て
広
げ
て
い
く
と
、
大

き
な
話
で
は
解
決
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
街
の
見
方
も
変
わ
っ
て
い
っ
た
た
り
と
か
、
新
し
い
街
の
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治
療
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都
市
の
病
を 

根
本
的
に
治
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
効
果
的
に
鍼
療
法
の
よ
う
に
治

す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う 

考
え
方
で
、
そ
れ
に
相
応
し
い
世
界
中
の
都
市
の
針
治
療
の
事
例
を
九
五
例
紹
介
し
て
い
る
。

２
０
１
６
・
０
９
・
１
６
現
在
。 

２ 

柴
田
久
：
福
岡
大
学
工
学
部
社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
教
授
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
研
究
室 

 

 

＊(図・９)福岡市警固公園はデモクラティックな都市空間だ。写
真は Google Earthより借用。 

http://www.hilife.or.jp/cities/
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楽
し
み
方
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
ダ
ン
ス
や
っ
た
り
し
て
、
本
当
に
公
共
的
な
空
間
と
し
て
活
用
し

始
め
て
ま
す
よ
若
い
人
が
。
お
年
寄
り
も
活
用
出
来
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
ね
。 

<

井
口>
福
岡
は
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
特
定
の
市
長
さ
ん
、
あ
る
い
は
知
事
が
リ
ー
ド
し
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
や
っ

ぱ
り
市
民
の
力
で
す
ね
。 

<

服
部>

「
都
市
の
針
治
療
」
に
は
今
日
紹
介
し
た
事
例
が
け
っ
こ
う
書
か
れ
て
い
ま
す
。
警
固
公
園
だ
け
で
な
く

て
、
富
山
の
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
も
そ
う
で
す
。
白
金
台
の
ど
ん
ぐ
り
児
童
遊
園
な
ん
か
も
、
こ
れ
は
た
だ
の
児
童

公
園
な
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
も
す
ご
く
良
い
で
す
よ
。
こ
う
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
意
識
を
こ
の
公
園
は
育
て
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
ま
と
も
な
公
共
空
間
と
言
え
る
も
の
が
そ
ん
な
に
無
か
っ
た
の
が
、
だ
ん
だ

ん
増
え
て
き
た
り
す
る
と
、
な
ん
か
期
待
出
来
ま
す
よ
ね
。
公
園
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
い
ろ
ん
な
祭
り
な
ん
か
も
ま

さ
に
そ
う
で
す
。
下
北
沢
の
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ん
か
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
形

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
う
ま
く
作
ら
れ
る
っ
て
い
う
か
、
い
ま
再
定
義
っ
て
い
う
か
再
編
集
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ナ
ー
み
た
い
な
そ
う
い
う
職
種
が
け
っ
こ
う
脚
光
浴
び
て
い
る

っ
て
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
ニ
ー
ズ
も
出
始
め
て
い
る
か
ら
か
な
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。
大
阪
の
泉
英
明
さ
ん
も

す
ご
い
面
白
い
こ
と
や
っ
て
い
ま
す
。
あ
れ
で
随
分
大
阪
の
町
と
か
も
よ
く
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
こ
の

間
、
水
都
大
阪
で
都
市
計
画
学
会
賞
と
ら
れ
ま
し
た
し
ね
。 

 

■
地
方
自
治
体
に
、
は
た
し
て
町
を
守
る
力
が
あ
る
の
か
？ 

<

井
口
富
山
の
森
市
長
の
や
る
気
の
話
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
今
回
最
後
が
富
山
市
で
や
る
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
も
あ
っ
て
最
後
を
富
山
市
に
し
て
る
ん
で
す
け
ど
も
、
市
長
な
り
、
郡
上
八
幡
の
場
合
は
あ
そ
こ

の
役
所
の
担
当
と
か
ね
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
独
自
の
展
開
が
出
て
き
て
る
ん
で
す
け
ど
、
山
名
さ
ん
に
お
聞

き
し
た
い
ん
だ
け
ど
、
地
方
の
自
治
体
に
そ
う
い
う
こ
と
ど
れ
く
ら
い
期
待
出
来
る
か
な
？
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

山
名
さ
ん
国
土
交
通
省
の
都
市
局
に
長
い
こ
と
い
ら
れ
て
経
験
が
お
あ
り
な
ん
で
す
け
ど
も
、
山
名
さ
ん
か
ら
見

ら
れ
て
ど
う
で
す
か
、
期
待
し
て
い
い
も
ん
で
す
か
ね
。 

<

山
名>

い
や
、
結
論
か
ら
言
う
と
、
ほ
と
ん
ど
期
待
す
る
の
難
し
い
か
な
。
知
事
、
市
町
村
長
な
ど
、
首
長
さ
ん

の
選
挙
が
四
年
ご
と
に
あ
っ
て
そ
こ
で
住
民
か
ら
評
価
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
町
づ
く
り
な
ん
て
の
や
っ
て
た
ら

必
ず
落
ち
ま
す
ね
。
そ
こ
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
首
長
さ
ん
っ
て
い
う
の
は
数
が
少
な
い
。
富
山
の
市
長
さ
ん
は
そ

う
い
う
数
少
な
い
う
ち
の
一
人
だ
と
思
う
。
あ
ん
だ
け
言
っ
て
あ
あ
い
う
こ
と
を
や
っ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
再
選
さ

れ
る
。
普
通
の
首
長
さ
ん
は
し
が
ら
み
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
ど
こ
か
か
ら
反
対
が
起
こ
っ
て
、
要
す

る
に
足
を
引
っ
張
る
人
が
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、
再
選
さ
れ
な
い
。
再
選
さ
れ
な
い
と
な
る
と
任
期
は
四
年
間
で

す
か
ら
、
も
う
ち
ょ
っ
と
任
期
長
く
し
た
ら
町
づ
く
り
は
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

四
年
間
と
い
う
と
町
づ
く
り
は
ほ
と
ん
ど
出
来
な
い
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ち
ゃ
う
と
い
ま
の
民
主
主
義

の
中
で
町
づ
く
り
を
や
っ
て
い
く
っ
て
い
う
の
は
首
長
さ
ん
で
は
無
理
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
首
長
さ
ん
を
支
え
る
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
、
住
民
の
方
が
そ
れ
を
支
え
る
だ
け
の
度
量
が
あ
る
と
こ
ろ
し
か
う
ま
く
行
か
な
い
。
こ

う
言
う
と
日
本
は
ほ
と
ん
ど
全
滅
だ
ろ
う
と
、
私
は
そ
う
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
、
経
験
か
ら
し
て
。
合
っ
て
る
か

ど
う
か
は
分
ん
な
い
で
す
よ
、
私
は
そ
ん
な
感
じ
し
ま
す
。 

<

井
口>

歯
に
衣
着
せ
ず
に
率
直
に
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
け
ど
も
、
僕
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
感
じ
な
ん
で
す
。
だ
か
ら

最
後
に
富
山
を
選
ん
だ
の
は
今
時
の
町
づ
く
り
の
手
本
だ
と
思
っ
て
選
ん
だ
ん
だ
け
ど
、
話
が
成
功
体
験
ば
か
り

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
問
題
の
本
質
見
失
う
な
と
、
実
は
ち
ょ
っ
と
心
配
し
て
る
ん
で
す
け
ど
。 

 

■
市
民
に
町
を
守
る
意
識
は
あ
る
の
か
？ 

た
と
え
ば
大
阪
の
中
心
市
街
地
「
船
場
」
は
誰
が
守
る
の
か
？ 

<

井
口>

山
名
さ
ん
、
や
っ
ぱ
り
市
民
の
力
が
一
番
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
ち
ゃ
ん
と
生
き
て
る
か
、
期
待
出
来
る
か
、
僕
は
期
待
出
来
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
ま
す
ま
す
無
く
な
っ
て
行

っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
だ
か
ら
頑
張
っ
て
る
と
こ
ろ
が
目
立
つ
だ
け
で
あ
っ
て
、
と
思
う
ん
だ
け
ど
。 



日
常
生
活
で
皆
さ
ん
ど
う
で
す
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
っ
て
意
識
し
ま
す
か
、
隣
近
所
と
、
あ
る
い
は
自
分
の
町

を
ど
う
し
た
い
と
か
。 

<

山
室>
私
は
、
大
阪
府
の
北
摂
地
区
（
吹
田
市
）
に
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
の
住
民
は
大
阪
の
都
心
部
で
は
な
い

の
に
意
外
に
も
移
住
者
の
方
が
非
常
に
多
い
地
域
で
す
。
大
き
な
企
業
の
社
宅
な
ど
も
沢
山
あ
っ
て
関
西
の
人
だ

け
で
な
く
関
東
の
人
も
多
く
居
住
し
て
い
ま
す
。
移
住
者
の
中
に
は
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
住
民
よ
り
も
地
域
活
動

の
経
験
者
も
多
く
て
、
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
方
が
旧
住
民
に
交
じ
っ
て
集
ま
る
と
以
前
に
は
な
か
っ
た

清
掃
活
動
を
始
め
た
り
し
ま
す
。
新
住
民
と
地
元
の
人
と
両
者
の
血
が
混
ざ
り
あ
っ
て
活
動
が
出
来
て
い
る
地
域

の
動
き
は
元
気
あ
る
な
！
と
感
じ
ま
す
。 

私
は
、
大
阪
の
船
場
の
方
で
も
そ
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
千
葉
さ
ん

と
活
動
さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
が
、
福
岡
県
出
身
の
私
を
含
め
、
も
と
も
と
は
大
阪
、
船
場
じ
ゃ
な
い
人
た
ち
が
メ

ン
バ
ー
に
い
て
、
船
場
に
可
能
性
を
見
出
し
頑
張
っ
て
る
人
た
ち
を
そ
の
人
た
ち
が
支
え
て
い
る
よ
う
な
場
所
で

す
。
結
構
そ
の
よ
う
な
場
所
に
、
や
れ
る
人
は
集
ま
り
活
動
し
て
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

<

千
葉>

船
場
は
大
阪
市
内
の
ど
真
ん
中
の
一
番
古
い
町
な
ん
で
、
今
日
議
論
さ
れ
る
話
の
対
象
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
も
、
中
心
市
街
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
ひ
と
つ
の
事
例
に
は
な
る
と
思
い
ま
す
。 

船
場
は
そ
こ
に
住
む
人
が
余
り
居
ら
ん
の
で
す
よ
。
エ
リ
ア
は
二
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
。
大
阪
は
キ
タ
と
ミ

ナ
ミ
、
二
つ
の
都
心
が
在
る
と
言
い
ま
す
が
船
場
は
そ
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
あ
る
空
洞
化
し
た
歴
史
的
な
都
心
と

い
え
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。
こ
こ
は
昼
間
の
人
口
が
二
十
五
万
人
か
三
十
万
人
ぐ
ら
い
居
る
ん
で
す
け
ど
も
、

夜
は
三
千
人
ぐ
ら
い
し
か
居
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
い
ま
や
っ
と
一
万
二
、
三
千
人
に
増
え
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
バ
ン
バ
ン
建
っ
て
、
い
ま
三
十
棟
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
か
ね
、
そ
れ
で
人
口
が
増
え
た
ん

で
す
ね
。
か
っ
て
は
ピ
ー
ク
時
で
六
万
人
住
ん
で
た
町
な
ん
で
す
ね
。
そ
ん
な
状
況
な
ん
で
す
け
ど
、
今
私
は
そ

の
船
場
で
、
言
っ
て
み
れ
ば
中
心
市
街
地
、
チ
ェ
ン
ト
ロ
な
ん
で
す
け
ど
、
町
づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
て
ま
す
。 

こ
こ
は
住
ん
で
る
人
が
少
な
い
の
で
住
ん
で
る
人
が
町
を
ど
う
こ
う
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
く
て
、
い

ま
ま
ち
づ
く
り
や
っ
て
る
連
中
は
、
そ
こ
で
働
い
て
る
人
、
そ
こ
が
好
き
で
遊
び
に
来
る
人
、
そ
う
い
う
メ
ン
バ

ー
が
こ
の
街
な
ん
と
か
し
よ
う
や
な
い
か
、
も
う
ち
ょ
っ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
に
し
た
い
な
あ
、
と
い
う
活
動
を
や

っ
て
ま
す
。
こ
こ
に
は
歴
史
的
な
資
源
が
い
っ
ぱ
い
眠
っ
て
る
ん
で
ね
、
こ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
な
い
と
。
だ

か
ら
一
般
的
な
中
心
市
街
地
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
か
も
し
れ
な
い
け
ど
も
、
商
店
街
な
ん
か
は
住
む
人
も
居
な
く

な
っ
て
る
わ
け
だ
か
ら
、
共
通
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
よ
ね
。 

先
ほ
ど
服
部
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
住
む
人
が
好
き
で
こ
こ
を
守
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
町
の
中
心
だ
と
言
わ

れ
た
け
ど
、
船
場
の
場
合
は
住
む
人
じ
ゃ
な
く
て
、
働
い
て
る
人
。
特
に
船
場
が
好
き
で
遊
び
に
来
て
る
人
、
そ

う
い
う
人
た
ち
が
頑
張
っ
て
る
ん
で
す
ね
。 

<

井
口>

大
阪
と
し
て
は
ま
さ
に
あ
そ
こ
が
中
心
な
ん
だ
か
ら
、
船
場
は
大
事
な
と
こ
で
す
よ
ね
。 

<

千
葉>

そ
う
で
す
ね
。
で
も
歴
史
的
な
中
心
な
ん
だ
け
ど
も
、
今
は
中
心
と
い
っ
た
ら
、
キ
タ
の
梅
田
が
中
心
だ

と
か
、
遊
び
に
行
く
ん
な
ら
ミ
ナ
ミ
の
難
波
じ
ゃ
な
い
か
と
か
ね
、
だ
か
ら
人
に
よ
っ
て
、
目
的
に
よ
っ
て
中
心

は
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う
で
す
よ
ね
。
そ
の
方
が
多
様
性
が
あ
っ
て
都
市
と
し
て
は
楽
し
い
。 

<

井
口>

し
か
も
大
阪
市
が
湾
岸
開
発
を
や
っ
た
り
梅
田
の
駅
北
を
や
っ
た
り
、
中
心
か
ら
離
れ
た
と
こ
ば
っ
か
り

や
っ
て
真
ん
中
を
空
洞
化
し
て
い
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

<

千
葉>

こ
れ
ま
で
行
政
は
都
心
に
人
を
住
ま
わ
せ
よ
う
っ
て
気
は
全
然
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
う
い
う
政
策
を
と
ら

な
か
っ
た
。
業
務
地
区
と
し
て
の
機
能
を
優
先
し
単
一
化
し
ち
ゃ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
時
代
が
変
わ
る
と
空
洞
化

し
慌
て
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
行
政
は
そ
れ
を
ど
う
変
え
て
行
っ
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
の
役
割
の
一
端

を
い
ま
、
地
域
の
働
く
人
、
訪
ね
て
く
る
人
た
ち
が
担
っ
て
、
ま
ち
を
変
え
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
人
の
住
ん
で
い
な
い
中
心
市
街
地
と
い
う
の
は
お
か
し
く
な
る
。
例
え
ば
船
場
で
は

「
船
場
こ
と
ば
」
を
残
そ
う
と
運
動
す
る
人
た
ち
が
い
ま
す
が
、
住
む
人
が
い
な
く
な
る
と
生
活
文
化
が
一
緒
に

消
え
て
い
く
ん
で
す
。
都
市
の
文
化
の
問
題
で
も
あ
る
。 

 



■
東
京
一
極
集
中
が
、
日
本
中
の
中
心
市
街
地
を
ダ
メ
に
し
て
い
る
。 

<
服
部>

大
阪
だ
と
御
堂
筋
や
北
梅
田
で
勝
負
し
た
い
っ
て
い
う
の
は
、
国
の
役
人
の
人
た
ち
が
出
資
を
決
め
て
、

東
京
ば
っ
か
り
に
集
中
す
る
の
と
同
じ
で
す
よ
ね
。
競
馬
で
言
え
ば
東
京
は
一
番
外
れ
が
無
い
み
た
い
な
、
一
番

よ
さ
そ
う
な
も
の
に
お
金
を
投
資
し
ち
ゃ
う
よ
う
な
も
ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

お
金
か
け
る
ん
だ
っ
た
ら
一
番
無
難
で
、
野
球
だ
っ
た
ら
エ
ー
ス
ば
っ
か
り
に
連
投
さ
せ
る
み
た
い
な
ね
、
大
谷

ば
っ
か
り
に
投
げ
さ
せ
る
よ
う
な
も
ん
で
す
ね
。 

<

栗
原>

一
昔
前
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
で
す
よ
。 

<

服
部>

そ
う
、
長
嶋
さ
ん
の
と
き
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
ば
っ
か
や
っ
て
い
る
か
ら
、

全
然
多
様
性
と
か
出
来
な
い
。
確
か
に
東
京
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
野
球
チ
ー
ム
の
イ
チ
ロ
ー
と
か
王
選
手
み
た

い
な
存
在
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
ね
、
四
番
打
者
み
た
い
な
。
四
番
打
者
ば
っ
か
り
を
強
く
し
て
四
番
打
者

ば
か
り
に
給
料
あ
げ
た
り
し
た
ら
チ
ー
ム
と
し
て
は
弱
く
な
っ
て
い
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
日
本
は
た
ぶ
ん
、
あ

ん
ま
り
比
喩
と
し
て
い
い
か
わ
か
ん
な
い
で
す
け
ど
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
と
し
て
一
番
打
て
る
や
つ
に
ば
っ
か
り
給

料
あ
げ
た
り
、
プ
レ
ー
を
や
ら
せ
た
り
す
る
よ
う
な
、
変
な
感
じ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
国

土
レ
ベ
ル
だ
と
東
京
だ
し
、
大
阪
行
く
と
御
堂
筋
、
北
梅
田
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
、
エ
ー
ス
で
勝
負
っ
て
。 

船
場
と
か
他
だ
っ
て
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
国
土
レ
ベ
ル
で
言
っ
た
ら
こ
ん
な
東
京
ば
っ
か
り

に
投
資
し
て
何
や
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
、
本
当
思
う
ん
で
す
け
ど
。
日
本
な
ん
て
国
土
こ
れ
だ
け
南
北
に
長
く
て
、

す
ご
い
い
ろ
ん
な
個
性
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
多
様
な
国
土
像
っ
て
作
る
こ
と
が
出
来
る
の
に
、
な
ん
で
も
東
京
で

し
ょ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
て
東
京
で
。
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
す
る
ん
で
、
す
ご
い
大
変
な
こ
と
ば
っ
か
り
起

き
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
大
阪
の
夢
の
島
に
ザ
ハ
の
国
立
競
技
場
、
ポ
ツ
ン
て
や
っ
た
ら
お
し
ゃ
れ
で
す
よ
。

夢
の
島
に
カ
ブ
ト
ガ
ニ
浮
か
ん
で
い
て
、
良
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
れ
を
東
京
で
や
ろ
う
と
し
て
、
し
か
も
東

京
な
ん
て
こ
ん
な
世
界
に
冠
た
る
大
都
市
な
の
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
か
わ
け
分
ん
な
い
こ
と
言
っ

て
、
山
の
手
線
の
中
に
ザ
ハ
の
あ
れ
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
み
ん
な
怒
っ
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
よ
。
だ
け
ど
あ
れ

東
京
だ
っ
て
東
京
湾
に
作
れ
ば
全
然
よ
か
っ
た
け
ど
、
大
阪
の
夢
の
島
な
ん
て
絶
好
で
し
ょ
、
福
岡
だ
っ
て
人
工

島
に
ザ
ハ
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
素
晴
ら
し
い
で
す
よ
。
こ
れ
だ
け
で
観
光
客
来
る
で
し
ょ
。 

こ
れ
、
僕
言
う
と
結
構
み
ん
な
に
叩
か
れ
る
の
で
す
が
、
あ
れ
は
シ
ド
ニ
ー
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
み
た
い
な
も
ん
で

す
よ
、
全
然
規
模
が
は
る
か
に
で
か
く
て
ね
。
あ
れ
を
日
本
が
持
て
た
可
能
性
を
考
え
る
と
す
ご
い
惜
し
い
こ
と

し
ま
し
た
よ
ね
。
あ
れ
東
京
で
や
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
間
違
い
で
し
ょ
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
っ
て
言
っ
て
山
の
手

線
の
中
に
し
た
の
も
間
違
い
で
、
二
回
間
違
い
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
「
な
ん
で
も
東
京
」
み
た

い
な
発
想
で
や
る
か
ら
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
大
阪
な
ん
か
だ
っ
た
ら
楽
し
か
っ
た
と
思

い
ま
す
よ
。
夢
の
島
で
ね
。
夢
の
島
、
あ
れ
何
か
使
い
道
あ
る
ん
で
す
か
、
あ
ん
ま
り
無
さ
そ
う
で
す
よ
ね
。
あ

そ
こ
で
、
良
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
す
ば
ら
し
い
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
っ
た
と
思
う
け
ど
、 

<

井
口>

い
や
い
や
そ
れ
は
多
分
栗
原
さ
ん
も
同
感
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
は
も
う
ば
か
ば
か
し
く
て
話
す
気
に

な
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
。 

<

服
部>

こ
れ
で
ど
う
な
る
ん
で
す
か
っ
て
感
じ
で
す
よ
ね
ほ
ん
と
に
。 

<

井
口>

あ
れ
は
も
う
、
愚
痴
に
し
か
な
ら
な
い
か
ら
あ
と
で
飲
み
な
が
ら
話
し
ま
し
ょ
う(

笑)

。 

 

■
そ
も
そ
も
人
間
関
係
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
弱
く
な
っ
て
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
中
心
市
街
地
の
話
ど
こ
ろ
で
は

な
い
。 

<

山
名>

先
ほ
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
話
に
戻
る
ん
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
問
題
っ
て
人
が
住
ん
で
な
い

っ
て
こ
と
が
一
番
の
問
題
で
す
よ
ね
。
日
本
の
商
店
街
と
か
都
心
っ
て
い
う
の
が
だ
ん
だ
ん
住
む
人
が
居
な
く
な

っ
ち
ゃ
っ
た
の
が
街
を
面
白
く
な
く
す
る
け
っ
こ
う
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
る
。
昔
は
地
域
の
人
が
み
な
さ
ん
街

の
中
へ
買
い
物
に
来
て
そ
こ
に
商
店
街
が
出
来
て
、
そ
の
商
店
街
に
い
ろ
ん
な
施
設
が
病
院
と
か
市
役
所
と
か
み

ん
な
立
ち
上
が
っ
て
そ
れ
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
も
、
だ
ん
だ
ん
人
が
住
ま
な
く
な
る
。
商
店



街
も
ほ
と
ん
ど
い
ま
人
が
住
ん
で
な
い
で
す
よ
ね
、
皆
さ
ん
外
に
住
宅
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
を
担
う
人
っ
て
な
か
な
か
居
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。 

先
ほ
ど
の
郡
上
八
幡
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
住
ん
で
る
人
が
居
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
日
本
の
大
多
数
の
中

心
市
街
地
に
は
街
を
担
う
人
が
居
な
く
な
っ
て
る
。
行
政
も
す
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
っ
て
言
う
ん
で
す
け
ど
、
東

京
な
ん
か
も
昼
間
は
人
が
多
い
で
す
け
ど
夜
は
ほ
と
ん
ど
居
な
い
、
最
近
ち
ょ
っ
と
増
え
て
き
ま
し
た
け
ど
も
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
担
う
人
間
が
居
な
い
と
街
を
楽
し
く
す
る
と
言
っ
て
も
、
な
か
な
か
難

し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
の
辺
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
ま
す
か
？ 

<

服
部>

人
が
住
ん
で
な
い
と
こ
ろ
は
失
礼
な
言
い
方
に
な
り
ま
す
け
ど
悲
惨
っ
て
感
じ
で
す
よ
ね
。
う
ま
く
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
担
う
人
た
ち
が
居
る
っ
て
こ
と
で
す
し
。
た
だ
し
石
徹
白
の
事
例
な
ん
か
も

そ
う
で
す
け
ど
、
人
が
居
な
く
な
っ
て
も
新
し
く
入
っ
て
く
る
人
た
ち
が
居
る
と
こ
ろ
は
う
ま
く
行
っ
た
り
す
る

し
、
い
ち
早
く
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
目
を
付
け
た
徳
島
県
の
神
山
町
み
た
い
な
と
こ
ろ
も
そ
う
い
う
可
能
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
別
に
今
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
担
わ
な
く
て
も
、
新
し
く
ど
こ
か
か
ら

呼
ぶ
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。 

あ
と
ち
ょ
っ
と
、
僕
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
も
う
ち
ょ
っ
と
広
義
で
言
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
町
の
話
と
か
と

は
離
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
日
本
人
は
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
る
程
度
属

し
て
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
、
強
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
他
の
国
と
く
ら
べ
て
も
強
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。

た
だ
そ
れ
は
昔
は
会
社
だ
っ
た
。
会
社
と
か
そ
う
い
う
組
織
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
性
が
す
ご
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
日
本
の
企
業
の
会
社
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
さ
っ
て
い
っ
た
ら
、
欧
米
の
比
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
。
だ
っ
て
欧

米
な
ん
て
社
内
旅
行
と
か
無
い
で
す
よ
。
普
通
の
会
社
で
社
内
旅
行
と
か
ね
、
温
泉
と
か
行
っ
ち
ゃ
う
わ
け
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
あ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
結
束
と
か
紐
帯
っ
て
い
う
の
が
日
本
の
企
業
の
強
さ
の
源
泉
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ぐ
ら
い
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
力
を
秘
め
て
い
る
。 

そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
ち
こ
ち
で
い
ま
崩
壊
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
崩
壊
っ
て
い
う
か
脆
弱
化
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
の
は
結
構
地
域
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
日
本
全
体
の
問
題
と
し
て
あ
る
か
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
。

だ
か
ら
単
に
山
名
さ
ん
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
住
ん
で
い
な
い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
も
そ
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
ち
こ
ち
で
弱
く
な
っ
て
い
る
。
僕
の
ゼ
ミ
だ
っ
て
す
ご
い
弱
い
で
す
よ
、
ゼ
ミ
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
す
け
ど
、
昔
に
比
べ
た
ら
は
る
か
に
衰
弱
し
て
い
ま
す
よ
ね
。 

<

井
口>

要
す
る
に
人
間
関
係
を
求
め
て
な
い
っ
て
い
う
こ
と
で
す
か
。 

<

服
部>

人
間
関
係
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら
弱
く
な
っ
て
い
て
、
だ
か
ら
中
心
市
街
地
ど
こ
ろ
の
問
題
じ
ゃ
な
く
て

(

笑)

、
あ
ち
こ
ち
で
問
題
が
あ
る
。
僕
は
、
そ
れ
ぐ
ら
い
問
題
は
深
刻
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
け
ど
。
た
だ
そ

う
い
う
中
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
ろ
う
と
い
う
か
ね
、
そ
う
い
う
も
の
を
求
め
て
い
た
り
と
か
。
一
プ
ラ
ス
一

が
三
に
な
る
よ
う
な
世
界
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
み
ん
な
個
の
ほ
う
が
良
い
っ
て
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、
要

す
る
に
良
い
協
働
を
す
る
と
よ
り
強
く
な
る
み
た
い
な
そ
う
い
う
考
え
方
が
皆
さ
ん
ま
た
共
有
出
来
る
よ
う
に
な

る
と
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
る
か
な
と
は
思
い
ま
す
。 

 

■
分
譲
の
集
合
住
宅
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
や
す
い
が
・
・
・ 

<

井
口>

栗
原
さ
ん
さ
、
越
谷
で
話
聞
い
た
け
ど
、
駅
前
に
マ
ン
シ
ョ
ン
出
来
て
、
あ
れ
何
戸
ぐ
ら
い
入
っ
て
る
？ 

<

栗
原>

四
二
〇
戸
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。 

<

井
口>

そ
う
す
る
と
千
人
超
え
る
ぐ
ら
い
入
っ
て
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
栗
原
さ
ん
は
人
が
住
ん
で
な
い
と
こ
ろ
は

中
心
市
街
地
じ
ゃ
な
い
と
言
わ
れ
る
。
栗
原
さ
ん
が
や
っ
た
再
開
発
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
そ
こ
の
駅
前
広

場
を
設
計
し
て
る
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
は
一
つ
の
ミ
ニ
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
で
人
も
住
ん
で
る
。
こ
れ
は
新
し

い
中
心
市
街
地
の
一
つ
の
形
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
お
話
だ
っ
た
で
す
よ
ね
。 



僕
は
そ
こ
ま
で
言
っ
て
い
い
の
？
、
と
い
う
話
を
こ
の
間
し
た
ん
だ
け
ど
、
人
間
関
係
っ
て
い
う
か
人
の
つ
な
が

り
が
、
確
か
に
人
住
ん
で
る
け
ど
、
あ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
の
人
っ
て
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
と
違
う
の
、
あ
れ
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
言
え
る
の
か
な
。 

<

栗
原>

意
外
と
団
地
と
か
マ
ン
シ
ョ
ン
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
出
来
や
す
い
ん
で
す
よ
。
特
に
分
譲
は
う
ま
い
こ

と
出
来
て
て
、
管
理
組
合
が
あ
っ
て
基
本
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
作
り
や
す
い
。
僕
が
前
に
居
た
団
地
が
公
団

の
中
層
三
十
四
棟
、
五
九
八
戸
で
一
管
理
組
合
だ
っ
た
ん
で
す
。
も
う
一
つ
分
譲
の
別
の
管
理
組
合
が
あ
っ
て
賃

貸
が
あ
っ
て
一
、
四
五
〇
戸
で
一
個
の
自
治
会
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
僕
、
管
理
組
合
の
役
員
、
自
治
会
の
事
務

局
長
や
り
ま
し
た
け
ど
、
意
外
と
集
合
住
宅
っ
て
の
は
戸
建
て
の
町
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
作
り
や
す
い
ん

で
す
。
神
社
も
無
い
け
ど
祭
り
を
や
っ
て
神
輿
を
好
き
な
人
が
手
作
り
で
作
っ
た
り
と
か
ね
、
そ
れ
か
ら
月
に
一

回
日
曜
日
は
み
ん
な
で
午
前
中
草
取
り
し
た
り
掃
除
し
た
り
と
か
、
結
構
そ
う
い
う
の
で
集
合
住
宅
っ
て
非
常
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
や
す
い
仕
組
み
に
な
っ
て
る
ん
で
す
。
共
同
で
所
有
し
て
る
持
ち
分
が
あ
る
ん
で
、
あ
と

は
知
ら
な
い
よ
っ
て
、
お
金
だ
け
払
え
ば
い
い
よ
っ
て
い
う
ふ
う
に
い
か
な
い
こ
と
で
、
逆
に
救
わ
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
っ
て
ま
す
。 

<

井
口>

そ
れ
は
あ
り
ま
す
ね
。
管
理
を
ま
る
ご
と
管
理
会
社
に
委
託
す
る
と
他
人
ご
と
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
そ
ん
な

と
こ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
弱
く
な
り
ま
す
け
ど
ね
。
自
分
た
ち
で
責
任
持
っ
て
る
組
合
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
出

来
て
ま
す
よ
ね
。 

<

服
部>

自
分
を
守
る
た
め
に
は
隣
と
協
力
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
だ
か
ら
商
店
街
の
と
こ
ろ
で
も
言
っ
た
よ
う

に
、
個
店
の
オ
ー
ナ
ー
が
街
に
居
る
ほ
う
が
う
ま
く
行
く
っ
て
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
自
己
責
任
的
な
立
場
で
関

与
し
て
い
く
か
ら
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。
自
分
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
ら
、
街
を
楽
し
く
し
て
良
い
テ
ナ
ン
ト
に
入
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
よ
。 

 

■
根
源
的
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
人
と
協
働
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
。 

<

荻
田>

私
、
五
月
末
ま
で
神
戸
エ
リ
ア
を
営
業
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
神
戸
は
二
十
年
前
に
震
災
が
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
地
域
の
方
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
が
す
ご
く
強
い
で
す
。
ま
た
地
域
に
関
わ
る
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一
例
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
神
戸
市
役
所
の
す
ぐ
横
に
隣

接
し
た
大
き
な
公
園
（
東
遊
園
地
）
、
そ
こ
の
賑
わ
い
を
活
性
化
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
街
と
海
の
中
間
部

に
在
っ
て
、
全
然
人
が
来
な
い
場
所
、
そ
こ
に
出
来
る
だ
け
た
く
さ
ん
人
に
来
て
も
ら
い
、
長
く
滞
在
し
て
も
ら

う
仕
掛
け
づ
く
り
と
し
て
屋
外
図
書
館
や
、
卓
球
台
を
置
い
て
み
た
り
、
そ
ん
な
の
を
地
域
の
方
た
ち
も
参
加
さ

れ
て
行
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災
が
あ
り
、
悲
し
い
出
来
事
を
経
験
さ
れ
神
戸
の
人
た
ち
は
と
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
日
本
は
い
つ
ど
こ
で
地
震

が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
国
で
す
、
そ
ん
な
日
本
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
識
が
低
く
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
が
下
が
っ
て
き
て
る
っ
て
、
こ
れ
な
ん
で
や
ろ
う
。 

<

井
口>

服
部
さ
ん
、
そ
れ
を
私
に
聞
か
れ
て
も
み
た
い
な(

笑)

。 

<

服
部>

い
や
い
や
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
消
費
主
義
み
た
い
な
考
え
方
が
相
当
蔓
延
し
て
き
た
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

家
族
で
さ
え
、
そ
う
い
う
形
で
見
ち
ゃ
う
と
こ
ろ
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
根
源
的
な
そ
う

い
う
単
位
で
さ
え
、
あ
る
程
度
自
分
の
都
合
と
い
う
か
そ
う
い
う
の
を
優
先
す
る
。
な
ん
で
も
消
費
者
的
な
形
で
、

人
間
関
係
で
さ
え
見
て
し
ま
っ
た
り
と
か
、
そ
う
い
う
の
っ
て
の
は
世
界
的
な
傾
向
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。 

<

荻
田>

自
分
事
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
東
京
の
街
と
か
も
、
自
分
の
も
の
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
る
の
、

結
構
皆
さ
ん
無
関
心
に
な
っ
て
る
と
思
い
ま
す
ね
。 

<

服
部>

そ
う
で
す
ね
、
そ
れ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
公
共
的
な
考
え
方
み
た
い
な
の
が
す
ご
く
退
行
し

て
い
る
っ
て
い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。 



今
の
話
を
聞
い
て
い
て
思
い
出
し
た
の
は
ル
ワ
ン
ダ
の
話
で
す
。
ル
ワ
ン
ダ
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
す
ご
い
ん
で

す
よ
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
ウ
ム
ガ
ン
ダ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
て
、
学
校
な
ん
か
み
ん
な
で
作
っ
ち
ゃ
う
。

な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
出
来
る
か
っ
て
い
う
と
、
お
互
い
殺
し
合
っ
た
か
ら
ね
、
ル
ワ
ン
ダ
は
。
こ
ん
な
悲
劇
は
体

験
し
た
く
は
な
い
で
す
け
ど
、
こ
こ
ま
で
や
っ
ち
ゃ
う
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
い
ま
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
災
害
も
そ
う

で
す
け
ど
、
こ
り
ゃ
あ
か
ん
な
と
、
あ
る
程
度
行
き
着
く
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
重
要
だ
っ
て
い
う
の
が
す
ご
く

良
く
解
る
。 

水
俣
の
も
や
い
活
動
な
ん
か
も
水
俣
病
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
二
つ
に
分
断
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。
あ
そ
こ
の
水
俣
の

ゴ
ミ
の
分
別
と
か
は
す
さ
ま
じ
い
で
す
よ
ね
。
二
十
八
分
類
、
今
二
十
一
に
な
り
ま
し
た
け
ど
、
あ
ん
な
分
別
出

来
る
っ
て
い
う
の
は
水
俣
病
と
い
う
共
通
体
験
が
あ
る
か
ら
。
環
境
に
対
し
て
す
ご
い
高
い
意
識
を
共
有
出
来
る
。

今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
神
戸
が
強
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
ま
で
経
験
し
な
く
て
本
当
は
自
覚
し
た
い
と
思
う

ん
で
す
け
ど
。
根
源
的
に
生
き
て
い
く
た
め
に
は
そ
う
い
う
、
人
と
協
働
す
る
っ
て
い
う
こ
と
は
極
め
て
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

■
近
隣
の
人
が
集
ま
る
と
こ
が
中
心
市
街
地
。
で
も
そ
ん
な
中
心
市
街
地
は
、
ほ
ぼ
全
滅
・
・
・ 

<

栗
原>

中
心
市
街
地
っ
て
い
ろ
い
ろ
皆
さ
ん
定
義
違
う
ん
だ
け
ど
、
遠
く
か
ら
遊
び
に
行
く
と
こ
は
僕
は
中
心
市

街
地
じ
ゃ
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
買
い
物
に
行
く
で
も
。
や
っ
ぱ
り
地
場
で
近
隣
の
人
が
集
ま
る
と
こ
が
中
心

地
。
全
部
が
徒
歩
じ
ゃ
な
く
て
バ
ス
に
乗
っ
て
来
る
と
こ
あ
る
か
も
し
ん
な
い
け
ど
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
に
あ
そ
こ

に
遊
び
に
行
こ
う
、
買
い
物
に
行
こ
う
っ
て
い
う
と
こ
は
、
そ
れ
は
商
業
集
積
地
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
中

心
市
街
地
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
の
か
な
と
い
う
の
が
僕
の
考
え
。
生
活
が
あ
る
と
こ
ろ
が
中
心
市
街
地
だ
と
思
う

ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
自
由
が
丘
な
ん
て
あ
る
意
味
じ
ゃ
生
活
あ
る
ん
だ
よ
ね
、
遠
く
か
ら
も
来
る
け

ど
ね
。 

<

服
部>

こ
の
頃
ね
、
自
由
ヶ
丘
に
な
ぜ
か
観
光
客
が
来
ち
ゃ
っ
て
。
で
も
基
本
的
に
は
地
場
の
街
な
ん
で
す
よ
。

面
白
い
の
は
東
京
っ
て
観
光
地
が
な
い
で
す
か
ら
、
ど
こ
行
っ
て
い
い
か
分
ん
な
い
の
で
、
自
由
が
丘
の
よ
う
な

街
に
ま
で
来
て
し
ま
う
。 

<

栗
原>

浅
草
は
観
光
地
で
す
よ
ね
。 

<

井
口>

俺
の
浅
草
抜
か
す
な
よ
っ
て
ね(

笑)

。 

<

服
部>

浅
草
は
観
光
地
で
す
ね
。
で
も
若
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
か
、
若
い
ド
イ
ツ
人
と
か
は
浅
草
じ
ゃ
な
い

ん
で
す
よ
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
が
。
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
っ
て
い
う
か
、
き
ゃ
り
ー
ぱ
み
ゅ
ぱ
み
ゅ
な
ん
で
す
よ
。

そ
う
い
う
東
京
見
た
い
ん
だ
け
ど
、
街
歩
い
て
も
き
ゃ
り
ー
ぱ
み
ゅ
ぱ
み
ゅ
居
な
い
し
、
ど
こ
行
っ
て
い
い
か
分

ん
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
の
が
い
ま
下
北
沢
に
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
来
て
い
ま
す
よ
。
吉
祥
寺
と
か
も
来
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。 

下
北
沢
で
行
き
つ
け
の
バ
ー
み
た
い
な
と
こ
ろ
あ
り
ま
す
け
ど
、
そ
こ
に
は
結
構
来
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
お
店
は

マ
マ
さ
ん
っ
て
い
う
か
オ
ー
ナ
ー
は
日
本
人
だ
け
ど
、
旦
那
さ
ん
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
娘
さ
ん
は
英
語
が
ペ
ラ
ペ
ラ

だ
か
ら
っ
て
い
う
の
が
行
き
や
す
い
っ
て
い
う
の
も
あ
る
け
ど
、
い
ま
ネ
ッ
ト
で
ね
、
「
お
す
す
め 

下
北
沢
」

と
か
「
お
す
す
め 

東
京 

バ
ー
」
と
か
検
索
す
る
と
、
そ
う
い
う
店
が
出
て
き
て
、
そ
れ
見
て
来
る
ん
で
す
よ
ね
。

ア
パ
ー
ト
か
な
ん
か
を
一
ヶ
月
ぐ
ら
い
借
り
て
、
東
京
に
居
て
も
ど
こ
行
っ
て
い
い
か
分
ん
な
い
。
浅
草
も
そ
の

う
ち1

回
ぐ
ら
い
行
く
と
思
う
け
ど
、
彼
ら
は
も
う
ち
ょ
っ
と
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
み
た
い
な
も
の
を
期
待
し
て
い
る

の
で
、
お
そ
ら
く
六
本
木
は
ま
だ
行
く
に
は
ち
ょ
っ
と
若
い
ん
で
す
よ
。
彼
ら
が
下
北
と
か
自
由
が
丘
に
来
ち
ゃ

う
ん
で
す
。
そ
し
て
、
ケ
ー
キ
屋
で
並
ぶ
の
ね
、
辻
口
さ
ん
の
ケ
ー
キ
屋
。 

<

井
口>

中
心
市
街
地
の
定
義
で
ね
、
栗
原
さ
ん
言
わ
れ
た
、
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
た
ち
の
中
心
が
中
心
市
街
地
だ

ろ
う
と
言
う
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
僕
も
そ
う
思
う
ん
で
す
よ
。 



僕
が
一
年
の
う
ち
数
か
月
住
む
こ
と
に
し
て
い
る
イ
タ
リ
ア
の
メ
ル
カ
テ
ッ
ロ
と
い
う
山
奥
の
町
１

、
一
、
四
〇

〇
人
し
か
人
住
ん
で
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
こ
に
い
ま
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
か
ア
メ
リ
カ
人
と
か
が
長
期
滞
在
で
来

る
ん
で
す
よ
。
ア
メ
リ
カ
の
音
楽
学
校
の
学
生
が
一
ヶ
月
間
夏
の
合
宿
で
来
る
ん
で
す
よ
。
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
来
る
ん
だ
と
聞
く
と
ね
、
ト
ス
カ
ー
ナ
と
か
だ
と
、
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
は
全
部
観
光
地
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
る
。

イ
タ
リ
ア
人
の
本
物
の
生
活
が
分
ん
な
い
と
言
う
ん
で
す
。
こ
こ
に
来
る
と
観
光
客
が
全
然
居
な
い
。
だ
か
ら
イ

タ
リ
ア
人
の
生
活
が
ナ
マ
で
見
れ
る
、
経
験
で
き
る
。
町
の
魅
力
が
だ
ん
だ
ん
そ
っ
ち
に
移
っ
て
行
っ
て
る
ん
で

す
ね
。
そ
れ
で
こ
れ
は
ま
た
皮
肉
な
話
だ
け
ど
、
イ
タ
リ
ア
観
光
協
会
と
い
う
と
こ
ろ
が
ね
、
そ
う
い
う
町
を
三

百
ほ
ど
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
出
し
て
る
ん
で
す
よ(

笑)

。
な
ん
か
矛
盾
し
た
話
な
ん
だ
け
ど
。 

だ
か
ら
町
の
魅
力
っ
て
い
う
の
は
栗
原
さ
ん
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
る
人
た
ち
が
作
っ
て
る
中
心
の

魅
力
、
そ
れ
が
中
心
市
街
地
だ
っ
て
い
う
の
は
僕
も
ま
っ
た
く
そ
う
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
日

本
は
全
滅
。
だ
か
ら
見
切
り
を
つ
け
て
、
別
の
見
方
を
し
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は
投
げ
か
け
て
る

ん
で
す
。 

<

服
部>

な
ん
か
ね
、
全
滅
っ
て
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
、 

<

千
葉>

や
や
挑
発
的
で
す
よ(

笑)

。 

住
む
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
そ
れ
は
そ
れ
で
問
題

な
の
で
は
な
い
か
、
住
む
人
で
も
土
地
の
人
も
い
れ
ば
、
よ
そ
か
ら
の
新
し
い
移
住
者
も
混
じ
り
、
働
き
に
来
る

の
も
い
れ
ば
学
生
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
混
在
を
許
容
す
る
の
が
中
心
市
街
だ
と
思
う
の
だ
け
ど
。 

 

■
中
心
市
街
地
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
に
な
る
イ
タ
リ
ア
。 

<

井
口>

僕
が
住
ん
で
る
と
こ
ろ
は
大
阪
府
豊
中
市
、
区
画
整
理
で
出
来
て
四
十
年
ち
ょ
っ
と
経
っ
た
新
し
い
街
で

す
。
僕
は
区
画
整
理
が
出
来
て
す
ぐ
の
と
き
に
そ
こ
行
っ
た
ん
で
、
ま
だ
舗
装
さ
れ
て
な
い
道
が
あ
る
ぐ
ら
い
の

と
こ
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
不
安
な
と
こ
だ
と
自
治
会
が
出
来
る
ん
で
す
ね
。
僕
も
自
治
会
入
っ
て
一
生
懸
命
み
ん

な
で
町
づ
く
り
の
活
動
し
た
ん
で
す
よ
。
道
路
の
こ
と
と
か
、
集
会
所
を
作
る
と
か
、
お
祭
り
始
め
た
り
運
動
会

始
め
た
り
、
自
治
会
が
元
気
良
か
っ
た
。
そ
れ
で
あ
る
程
度
ち
ゃ
ん
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
も
う

ど
ん
ど
ん
自
治
会
員
が
抜
け
ち
ゃ
っ
て
新
し
い
住
人
は
参
加
し
な
い
。
今
だ
に
創
設
当
時
の
何
人
か
が
役
員
や
っ

て
、
か
ろ
う
じ
て
維
持
し
て
る
。
そ
う
い
う
状
態
で
す
。 

僕
も
関
西
に
住
ん
で
ま
す
か
ら
阪
神
淡
路
の
震
災
経
験
あ
り
ま
す
け
ど
も
、
日
本
人
は
災
害
が
起
き
た
と
き
は
バ

ッ
と
団
結
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
バ
ッ
と
強
く
な
る
。
大
き
な
混
乱
も
無
い
。
だ
か
ら
ど

っ
か
に
ず
ー
っ
と
根
っ
こ
に
日
本
人
は
そ
う
い
う
も
の
を
持
っ
て
る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
ね
。
普
段
の
付
き

合
い
は
無
い
け
ど
何
処
か
で
信
頼
し
て
頼
り
合
っ
て
る
と
い
う
か
。
だ
か
ら
僕
は
日
本
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識

が
消
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
日
常
生
活
で
特
に
問
題
が
な
い
と
き
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ん
か
要
ら

な
い
わ
け
で
す
よ
。 

と
こ
ろ
が
僕
が
行
っ
て
る
イ
タ
リ
ア
の
メ
ル
カ
テ
ル
ロ
は
延
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
元
気
で
す
よ
。
な
ぜ
か
っ
て

い
う
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
で
る
ん
で
す
よ
。
人
間
関
係
を
楽
し
ん
で
る
。
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
た
く

さ
ん
在
る
。
町
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
在
る
。
何
時
行
っ
て
も
広
場
や
バ
ー
ル
に
は
誰
か
が
居
て
、
他
愛
も
無
い
話
を

し
た
り
挨
拶
し
合
っ
た
り
、
仕
事
の
打
ち
合
わ
せ
し
た
り
、
話
し
声
が
絶
え
な
い
で
す
よ
、
中
心
市
街
地
は
。
そ

し
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
っ
て
る
。
す
ご
い
ん
で
す
ね
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
や
り
と
り
が
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が

広
が
る
と
、
い
つ
も
広
場
に
出
て
来
て
顔
合
わ
し
て
な
ん
だ
か
ん
だ
と
い
う
楽
し
み
が
無
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
は
話
の
種
が
増
え
た
だ
け
で
、
依
然
と
し
て
そ
の
仲
間
の
付
き
合
い
が
あ
る
ん
で

す
よ(

図
・
１
０)

。 

 
 
                           

１ 

「
メ
ル
カ
テ
ッ
ロ
の
暮
ら
し
」
井
口
勝
文 

京
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造
形
芸
術
大
学
出
版
局
藝
術
学
舎 

２
０
１
６
年 



ド
イ
ツ
の
ケ
ル
ン
で
も
同
じ
よ
う
な
経
験
し
た
ん
だ
け
ど
、
夕
方
の
立
ち
飲
み
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
の
周
り
は
凄
い
こ

と
に
な
っ
て
ま
す
よ
。
み
ん
な
ビ
ー
ル
片
手
に
持
っ
て
、
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
ワ
イ
ワ
イ
騒
い
で

る(

図
・
１
１)

。
だ
か
ら
ち
ょ
っ
と
違
う
な
と
僕
思
う
ん
で
す
よ
、
人
間
が
。
我
々
日
本
人
と
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
違
う
。 

                  

■
日
本
に
は
日
本
独
自
の
街
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
は
参
考
に
な
る
の
か
？ 

<

井
口>

僕
は
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
を
参
考
に
、(

日
本
の)

歩
行
者
空
間
に
よ
る
中
心
市

街
地
の
構
成
」
を
考
え
る
と
言
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
考
え
れ
ば
考
え
る
だ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
は
違
う
な
と

思
え
て
く
る
。
日
本
は
日
本
独
自
の
も
の
を
考
え
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
日
本
は
日
本
独
自
の
都
市
を

作
っ
て
き
て
る
、
そ
っ
ち
に
目
を
向
け
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
て
く
る
。
そ
う
な
る
と
五
人
の

外
国
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
て
い
る
「
都
市
の
針
治
療
」
と
か
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
学
ぶ
『
豊
か
な
都
市
』
の

つ
く
り
方
」
１

を
出
さ
れ
て
い
る
服
部
さ
ん
の
真
意
を
ぜ
ひ
と
も
確
か
め
た
い
、
と
言
う
の
が
今
日
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
核
心
な
ん
で
す
け
ど
。 

<

服
部>

基
本
的
に
は
そ
ん
な
に
違
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と(

笑)  

あ
ん
ま
り
違
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
い
う
の
は
す
ご
く
思
っ
て
い
て
、
お
そ
ら
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ズ
レ

で
す
よ
。
例
え
ば
公
共
的
な
広
場
が
無
い
っ
て
い
う
の
が
日
本
の
都
市
と
欧
米
の
都
市
の
違
い
み
た
い
に
言
わ
れ

ま
す
け
ど
、
実
際
広
場
作
る
と
福
岡
の
警
固
公
園
も
そ
う
で
す
け
ど
、
富
山
の
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
だ
っ
て
す
ご
く

う
ま
く
使
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
広
場
の
使
い
方
が
分
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
広
場
が
在
れ
ば
う
ま

く
使
う
。
あ
ま
り
良
い
公
共
空
間
じ
ゃ
な
い
と
使
わ
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
公
共
空
間
を
作
れ
ば

う
ま
く
使
わ
れ
る
。
ひ
ど
い
公
共
空
間
だ
っ
た
ら
欧
米
で
も
使
わ
れ
ま
せ
ん
か
ら
。
だ
か
ら
そ
こ
ら
へ
ん
は
相
当

似
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。 

僕
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
ク
リ
チ
バ
の
研
究
を
今
で
も
や
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
今
の
ク
リ
チ
バ
を
作
っ
て
い
る
の
は
ほ
と

ん
ど
半
分
ぐ
ら
い
日
本
人
で
す
よ
。
ク
リ
チ
バ
の
公
園
、
動
物
園
や
植
物
園
と
か
あ
そ
こ
ら
へ
ん
の
公
園
を
百
個
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＊(図・１０)イタリア、メルカテッロのガリバルディ広場。
広場に行けば誰かに会えて、挨拶したりお喋りしたりして時
間が潰せる。 

 
＊(図・１１)ドイツのケルンの広場。仕事を終えて賑やかに
食前酒のビールを酌み交わす市民たち。 

http://www.hilife.or.jp/yutakanatoshi/yutakanatoshi
http://www.hilife.or.jp/yutakanatoshi/yutakanatoshi


以
上
作
っ
た
の
は
大
阪
府
立
大
学
の
大
学
院
出
て
い
る
日
本
人
で
す
よ
。
中
村
ひ
と
し
さ
ん
。
い
ま
は
ブ
ラ
ジ
ル

に
帰
化
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
け
ど
。 

あ
そ
こ
の
バ
ス
交
通
シ
ス
テ
ム
、
み
ん
な
が
す
ば
ら
し
い
っ
て
言
っ
て
い
る
、
作
っ
た
の
は
日
系
二
世
で
す
け
ど

日
本
人
の
血
を
引
い
て
い
る
。
あ
ま
り
日
本
語
し
ゃ
べ
れ
な
い
で
す
け
ど
も
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
人

か
も
し
れ
な
い
。
カ
シ
オ
・
タ
ニ
グ
チ
さ
ん
の
こ
と
で
す
が
。
僕
は
そ
う
い
う
意
味
で
能
力
的
に
も
日
本
人
が
そ

う
い
う
の
は
作
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
ク
リ
チ
バ
の
公
園
で
は
日
本
庭
園
の
ア
イ
デ
ア
を
す
ご
く
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
ウ
ル
グ
ア
イ
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
系
の
雑
誌
が
こ
の
公
園
の
設
計
を
し
た
中
村
ひ
と
し
さ
ん
の
特
集

し
た
と
き
は
、
日
本
的
な
香
り
が
と
て
も
す
る
と
紹
介
し
て
ま
す
。
ク
リ
チ
バ
の
街
や
公
園
は
世
界
中
の
人
が
結

構
好
き
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
そ
れ
っ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
も
日
本
的
な
香
り
が
好
き
な
の
か
っ
て
僕
も
解
釈
し
た

り
し
て
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
井
口
さ
ん
の
「
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
違
う
」
と
い
う
の
と
は
、
異
な
る
意
見
を

持
っ
て
い
ま
す
。
、 

ク
リ
チ
バ
の
市
長
が
日
本
の
都
市
を
見
て
「
印
象
は
何
で
す
か
？
」
っ
て
聞
く
と
、
「
車
が
赤
絨
毯
を
走
っ
て
い

る
」
と
回
答
す
る
。
「
な
ん
だ
こ
の
車
優
先
の
都
市
は
」
っ
て
。
車
優
先
の
町
づ
く
り
を
し
た
の
は
そ
う
い
う
の

を
や
っ
ち
ゃ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
車
優
先
の
町
づ
く
り
じ
ゃ
な
く
て
人
間
中
心
の
町
づ
く
り
を
や
ろ
う
と
思
え

ば
日
本
人
に
も
出
来
る
。
今
ま
で
だ
っ
て
や
っ
て
き
て
い
た
し
、
そ
う
い
う
事
例
も
あ
る
。
や
れ
ば
出
来
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
ね
。
制
度
的
な
問
題
で
す
よ
、
人
が
楽
し
く
な
い
よ
う
な
車
優
先
の
町
づ
く
り
を
行
政

が
や
っ
て
き
て
、
中
心
市
街
地
壊
し
て
。
今
、
下
北
沢
に
だ
っ
て
行
政
は
二
六
メ
ー
タ
ー
道
路
作
ろ
う
と
思
っ
て

い
て
、
地
元
が
あ
れ
だ
け
反
対
し
て
い
て
、
区
長
も
反
対
し
て
い
る
の
に
、
あ
れ
だ
け
頑
張
っ
ち
ゃ
っ
て
つ
く
ろ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
。 

こ
ん
な
こ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
起
き
な
い
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
低
所
得
者
が
住
ん
で
る
と
こ
ろ
で
は
起
き
得

ま
す
け
ど
。
一
九
七
〇
年
代
だ
っ
た
ら
こ
れ
は
世
界
的
に
や
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
け
ど
、
こ
う
い
う
こ
と

を
や
っ
て
良
い
都
市
を
作
ろ
う
っ
て
い
う
の
は
間
違
っ
て
い
て
、
本
来
の
都
市
計
画
は
そ
ん
な
大
き
な
道
路
を
つ

く
る
と
い
う
も
の
じ
ゃ
あ
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
日
本
の
行
政
に
は
良
い
都
市
を
作
ろ
う
っ
て
意
志
が
な
い
。

壊
そ
う
と
し
て
い
る
で
し
ょ
。
お
そ
ら
く
、
こ
こ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
最
も
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

行
政
が
人
を
見
な
い
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
だ
け
で
は
な
く
、
全
般
的
に
言
え
る
こ
と
で

す
よ
ね
。 

 

■
日
本
は
民
主
主
義
の
国
で
は
な
い
？ 

<

井
口>

中
心
市
街
地
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
歩
行
者
優
先
の
歩
車
共
存
、
日
本
は
車
優
先
の
歩
車
分
離
。
歩
行
者
空

間
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
屋
外
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
、
日
本
は
室
内
の
喫
茶
店
や
ア
ト
リ
ウ
ム
空
間
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
そ
の
中
心
市
街
地
、
日
本
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
チ
ェ
ー
ン
店
。
全
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
真

反
対
向
い
て
ま
す
よ
。  

<

服
部>

そ
れ
は
行
政
が
お
か
し
い
ん
で
あ
っ
て
、 

<

井
口>

い
や
い
や
、
そ
れ
は
僕
、
違
う
と
思
う
ん
で
す
。
日
本
は
民
主
主
義
社
会
で
す
よ
。
み
ん
な
が
嫌
だ
と
言

え
ば
出
来
な
い
。
そ
ん
な
道
路
は
要
ら
な
い
と
言
え
ば
い
い
。
で
も
み
ん
な
思
っ
て
な
い
、
拍
手
し
て
あ
ー
出
来

た
出
来
た
っ
て
、
み
ん
な
そ
の
方
が
良
い
と
思
っ
て
る
ん
で
す
よ
。 

<

服
部>

た
ぶ
ん
そ
こ
が
前
提
と
し
て
の
違
い
で
あ
っ
て
、
僕
は
日
本
は
民
主
主
義
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本

は
民
意
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
で
す
よ
。 

<

井
口>

じ
ゃ
反
映
し
よ
う
と
思
っ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
す
る
必
要
が
な
い
。
今
の
や
り
方
で
満
足
な
ん

で
す
よ
。 



<
服
部>

人
々
が
思
っ
て
な
い
可
能
性
は
あ
る
。
だ
け
ど
日
本
は
世
界
的
に
見
た
っ
て
民
主
主
義
ラ
ン
キ
ン
グ
１

な

ん
て
す
ご
い
低
い
で
す
よ
、
２
０
番
と
か
３
０
番
と
か
そ
う
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
欧
米
的
な
観
点
か
ら

見
る
と
、
民
主
主
義
の
国
だ
と
思
わ
れ
て
い
な
い
。
民
主
主
義
が
分
っ
て
な
い
っ
て
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
歴
史
的
に
、
民
主
主
義
で
や
ら
な
い
と
と
ん
で
も
な
い
目
に
遭
う
ぞ
っ
て
い
う
経
験
が
薄
い
。 

<

井
口>

ま
ず
民
主
主
義
が
分
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
あ
と
何
十
年
か
か
っ
た
ら
分
り
ま
す
か
ね
。
山
名
さ
ん
分
り

ま
す
か
ね
日
本
人
に
民
主
主
義
が
。
と
言
う
よ
り
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
違
っ
て
も
、
日
本
に
は
日
本
流
の
民
主
主

義
が
成
立
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
「
取
り
敢
え
ず
満
足
な
限
り
あ
と
は
お
上
任
せ
」
と
い
う
民
主
主
義
が
。 

<

山
名>

私
は
衆
愚
主
義
だ
と
思
っ
て
ま
す
日
本
の
場
合
は(

笑)

。
要
す
る
に
劇
場
型
、
皆
さ
ん
が
良
い
と
言
う
こ

と
し
か
や
ら
な
い
っ
て
い
う
世
界
で
す
。
今
も
相
変
わ
ら
ず
そ
う
で
す
。
こ
う
い
う
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
っ
て
い

う
提
案
が
政
治
家
か
ら
出
て
こ
な
く
っ
て
、
皆
さ
ん
が
欲
し
い
も
の
を
与
え
ま
し
ょ
う
、
皆
さ
ん
の
お
好
き
な
も

の
を
作
り
ま
す
と
、
そ
れ
が
選
挙
で
選
ば
れ
る
人
の
条
件
。
こ
れ
は
普
通
の
民
主
主
義
と
言
え
る
の
か
僕
良
く
分

ん
な
い
と
こ
で
す
ね
。 

<

服
部>

原
発
な
ん
か
だ
っ
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
か
ね
、
僕
は
死
ん
じ
ゃ
う
か
ら
ど
う
で
も
い
い
よ
、
み
た
い
な

こ
と
を
、
平
気
で
テ
レ
ビ
番
組
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
か
で
言
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
テ
レ
ビ
番
組
で
平
気
で

そ
う
答
え
る
よ
う
な
人
た
ち
が
居
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
い
う
中
で
、
郡
上
八
幡
の
よ
う
に
良
い
町
を
作
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
少
し
で
も
在
る
だ
け
で
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
け
ど
、
こ
ん
な
状
況
下
で
。 

<

井
口>

な
る
ほ
ど
、
そ
う
く
る
か(

笑)

。 

<

服
部>

自
由
が
丘
だ
っ
て
ほ
ん
と
ち
ょ
っ
と
こ
じ
ゃ
れ
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
僕
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
合
わ
な
い
ん
で

す
け
ど
、
す
ご
い
面
白
い
街
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
の
も
出
来
ま
す
か
ら
、
日
本
人
が
出
来
な
い
わ
け
で
は
な
い

と
思
う
ん
で
す
。 

<

山
名>

残
念
な
が
ら
そ
う
い
う
の
は
日
本
の
場
合
は
レ
ア
ケ
ー
ス
で
、
そ
れ
が
も
っ
と
広
が
っ
て
く
れ
ば
良
い
ん

で
す
け
ど
や
っ
ぱ
り
非
常
に
数
少
な
い
レ
ア
な
ケ
ー
ス
し
か
な
い
の
が
残
念
だ
な
っ
て
思
い
ま
す
。 

<

服
部>

確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
通
り
な
ん
で
す
け
ど
、
一
つ
も
な
か
っ
た
ら
絶
望
的
な
気
分
な
ん
で
、
確
か
に
井
口

さ
ん
の
言
う
よ
う
に
も
う
駄
目
だ
と
言
っ
ち
ゃ
い
ま
す
け
ど
、
だ
け
ど
ゼ
ロ
じ
ゃ
な
く
て
少
し
う
ま
く
行
っ
て
い

た
ら
、
出
来
な
い
こ
と
は
日
本
人
が
理
由
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
日
本
人
を
理
由
に
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。 

<

井
口>

じ
ゃ
、
何
を
理
由
に
し
ま
す
？ 

僕
は
企
業
で
仕
事
し
て
き
ま
し
た
、
商
業
主
義
で
す
よ
。
企
業
だ
け
で

な
く
今
の
世
の
中
は
商
業
主
義
で
す
よ
。
商
業
主
義
っ
て
何
か
っ
て
い
う
と
、
み
ん
な
が
望
む
も
の
を
作
ら
な
い

と
ね
、
望
ま
な
い
も
の
を
作
っ
た
ら
失
敗
す
る
ん
で
す
よ
。
結
局
ね
、
み
ん
な
が
望
む
も
の
を
、
一
番
望
む
も
の

を
作
っ
て
行
く
ん
で
す
。
そ
れ
が
世
の
中
の
流
れ
に
な
る
ん
で
す
。
い
ま
の
街
も
み
ん
な
そ
う
で
す
よ
。
大
阪
の

隅
々
ま
で
和
幸
の
と
ん
か
つ
が
来
る
の
は
ね
、
や
っ
ぱ
り
和
幸
美
味
し
い
と
思
っ
て
み
ん
な
行
く
か
ら
来
る
ん
で

す
よ
。 

 

■
新
し
い
方
向
を
示
す
の
が
プ
ロ
の
仕
事
。
人
生
の
本
当
の
豊
か
さ
は
世
界
中
共
通
し
て
い
る
。 

<

栗
原>

そ
れ
ち
ょ
っ
と
ね
。
み
ん
な
が
望
む
も
の
が
正
し
い
っ
た
ら
住
民
に
聞
い
て
そ
の
通
り
作
れ
ば
良
い
町
が

出
来
る
の
か
に
な
っ
ち
ゃ
う
わ
け
で
し
ょ
。
で
も
実
は
、
望
ん
で
る
け
ど
他
を
知
ら
な
い
か
ら
今
は
こ
れ
を
望
ん

で
る
っ
て
の
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
、
知
ら
な
い
も
の
を
見
せ
た
ら
、
あ
あ
望
ん
だ
も
の
よ

り
こ
っ
ち
が
良
か
っ
た
っ
て
こ
と
あ
る
ん
で
、
決
め
つ
け
ち
ゃ
う
の
は
す
ご
く
危
険
で
す
よ
。 

<

井
口>

結
局
そ
こ
に
な
る
わ
け
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
我
々
の
務
め
は
も
っ
と
良
い
も
の
が
在
り
ま
す
よ
、
本
来
こ
う
い

う
生
き
方
す
る
べ
き
で
す
よ
、
と
い
う
の
を
見
せ
て
あ
げ
る
の
が
プ
ロ
の
務
め
か
。 

 
 
                           

１ 

イ
ギ
リ
ス
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌
傘
下
の
研
究
所
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
が
世
界
一
六
七
ヶ
国
を
対

象
に
二
年
お
き
に
発
表
し
て
い
る
民
主
主
義
指
数
（D

e
m

o
c
ra

c
y
 In

d
e

x

）
に
基
づ
く
ラ
ン
キ
ン
グ
。
２
０
１
５
年
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B3%E3%83%8E%E3%83%9F%E3%82%B9%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%82%B3%E3%83%8E%E3%83%9F%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%BB%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%86%E3%83%AA%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%83%A6%E3%83%8B%E3%83%83%E3%83%88


<
服
部>

一
つ
は
そ
れ
あ
り
ま
す
よ
ね
。
洋
菓
子
、
最
初
日
本
人
み
ん
な
不
味
い
と
思
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
。
多

く
の
人
が
、
な
ん
だ
こ
の
バ
タ
臭
い
の
は
っ
て
食
べ
な
か
っ
た
。
僕
チ
ベ
ッ
ト
行
っ
て
、
バ
タ
ー
茶
飲
ん
だ
ら
そ

の
あ
ま
り
の
ま
ず
さ
に
驚
き
ま
し
た
け
ど
、
あ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
な
ん
だ
こ
の
不
味
い
も
の
は

み
た
い
な
。
だ
け
ど
だ
ん
だ
ん
好
き
に
な
っ
て
き
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
徐
々
に
変

わ
る
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
な
気
は
し
ま
す
け
ど
ね
。 

<

井
口>

そ
う
す
る
と
結
論
は
ね
、
プ
ロ
は
諦
め
ず
に
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
る
よ
う
な

良
い
も
の
を
見
せ
続
け
て
、
一
般
大
衆
を
洗
脳
、
洗
脳
じ
ゃ
な
い(

笑)

、
も
っ
と
良
い
も
の
に
目
を
向
け
さ
せ
な

い
と
い
け
な
い
と
、
そ
れ
が
プ
ロ
の
務
め
で
諦
め
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
ね
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
服
部
さ
ん
ま
さ
に
そ
れ
を
や
っ
て
頂
い
て
る
わ
け
で
す
よ
。 

<

服
部>

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
る
と
ハ
ッ
ピ
ー
、
す
ご
い
豊
か
に
な
る
っ
て
い
う
の
は
、
結
構
僕
も
、
僕
の
場
合
は

若
干
な
ん
ち
ゃ
っ
て
的
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
形
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
る
っ
て
い
う
の
は
す
ご
く
自
分
の
人

生
を
豊
か
に
し
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
る
と
、
都
市
で
生
き
て
い
る
有
り
難
さ
っ
て

い
う
か
、
価
値
を
体
感
出
来
ま
す
か
ら
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
入
っ
て
る
こ
と
の
豊
か
さ
み
た
い
な
も
の
。
自

分
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
人
生
豊
か
に
な
り
ま
し
た
し
、
も
の
の
見
方
も
変
わ
る
し
、
そ
れ
は
す
ご
い
有
り
難
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
そ
う
い
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
ん
だ
っ
た
ら
ど
ん
ど
ん
入
り
込
む
べ
き
か
な
と
い
う

ふ
う
に
は
思
い
ま
す
け
ど
ね
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
日
本
人
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
ア
メ
リ
カ
人
も
同
じ
、
み
ん
な
一

緒
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

＊
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
四
、
二
〇
一
五
年
度
、

お
よ
び
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
五
年
度
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

掲
載
写
真
は
特
記
無
き
限
り
＊
印
は
井
口
提
供
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
服
部
圭
郎
氏
提
供
。 

＊
会
場
は
ヨ
シ
モ
ト
ポ
ー
ル
（
株
）
会
議
室
（
東
京
有
楽
町
）
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                   

 

 



■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
加
者
■
（
敬
称
略
） 

 

服
部
圭
郎
（
は
っ
と
り
・
け
い
ろ
う
） 

一
九
六
三
年
に
東
京
都
で
生
ま
れ
る
。
東
京
そ
し
て
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
郊
外
サ
ウ
ス
パ
サ
デ
ナ
市
で
育
つ
。

東
京
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
を
卒
業
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
部
で
修
士
号
を
取
得 

㈱
三
菱
総
合
研
究
所
を
経
て
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
明
治
学
院
大
学
経
済
学
部
で
教
鞭
を
執
る
。
二
〇
〇
九
年
四
月

か
ら
二
〇
一
〇
年
三
月
に
か
け
て
ド
イ
ツ
の
ド
ル
ト
ム
ン
ト
工
科
大
学
客
員
教
授
。
現
在
、
明
治
学
院
大
学
経
済

学
部
教
授
。
博
士
（
総
合
政
策
学
）
、
技
術
士
（
都
市
・
地
方
計
画
）
。
専
門
は
都
市
計
画
、
地
域
研
究
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
。
主
な
著
書
に
『
若
者
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
）
、
『
道
路
整
備

事
業
の
大
罪
』
（
洋
泉
社
、
二
〇
〇
九
）
、
『
衰
退
を
克
服
し
た
ア
メ
リ
カ
中
小
都
市
の
ま
ち
づ
く
り
』
（
学
芸

出
版
社
、
二
〇
〇
七
）
、
『
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
知
恵
』
（
鹿
島
出
版
会
、
二
〇
〇
六
）
、

『
人
間
都
市
ク
リ
チ
バ
』
（
学
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
四
）
。
共
著
に
『
下
流
同
盟
』
（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇

六
）
、
『
脱
フ
ァ
ス
ト
風
土
宣
言
』
（
洋
泉
社
、
二
〇
〇
六
）
、
『
都
市
計
画
国
際
用
語
辞
典
』
（
丸
善
、
二
〇

〇
三
）
な
ど
。
訳
書
に
『
世
界
が
賞
賛
し
た
日
本
の
町
の
秘
密
』
（
洋
泉
社
、
二
〇
一
一
）
。
共
訳
書
に
『
都
市

の
鍼
治
療
』
（
丸
善
、
二
〇
〇
五
）
、
『
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
魅
力
的
に
す
る
』
（
学
芸
出
版
社
、
二
〇
〇

五
） 

 

〈
ゲ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
〉
発
言
順 

 

吉
村 

飛
実
：
㈱
コ
ト
ブ
キ 

都
市
環
境
開
発
室 

 

井
上 

弘
子
：
㈱
コ
ト
ラ
ボ
（
コ
ト
ブ
キ
系
列
企
画
会
社
） 

山
室 

浩
一
：
㈱
コ
ト
ブ
キ 

関
西
支
店 

関
西
都
市
環
境
開
発
室
課
長
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員 

荻
田  

太
郎
：
㈱
コ
ト
ブ
キ
関
西
都
市
環
境
開
発
室
長 

 

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

主
催
者
〉 

 

井
口
勝
文
（
代
表
） 

千
葉
桂
司 

山
名
清
郷  

栗
原 

裕 

 



⑧ 
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

世
の
中
は
大
転
換
す
る 

蓑
原 

敬 

   

〈蓑
原
〉得
難
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
一
歩
で
も
前
に

進
ん
だ
議
論
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
僕
が
出
だ
し
に
長
々
と
話
す
時
間
を
端
よ
る
た
め

に
メ
モ
を
送
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
井
口
さ
ん
が
あ
け
す
け
な
批
判
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
流
れ
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【蓑
原
さ
ん
よ
り
送
ら
れ
た
メ
モ
に
応
え
る
】 

 

■
都
市
の
公
共
空
間 

― 

管
理
の
問
題
に
目
を
奪
わ
れ
て
問
題
の
本
質
を
逸
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。 

〈蓑
原
〉公
共
空
間
と
は
、
私
個
人
（私
的
共
同
体
で
は
な
い
）に
よ
っ
て
専
用
的
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
、
様
々
な
形
、
規
模
の
空
間
の
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
一
般
化
し
た
観
点
、
特
に
空
間
施
設
の
管

理
的
な
観
点
か
ら
の
議
論
は
、
都
市
の
成
立
の
歴
史
的
軌
跡
や
都
市
の
賑
わ
い
の
本
質
に
関
わ
る
都
市
の
「公

共
空
間
」の
議
論
を
希
釈
し
て
し
ま
い
、
問
題
の
本
質
を
見
え
な
く
し
て
し
ま
う
。 

〈井
口
〉管
理
が
賑
わ
い
の
本
質
（後
述
）を
阻
害
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
管
理
の
在
り
様
が
賑
わ
い
の
本
質

を
封
殺
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
か
け
を
今
ま
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
そ

の
前
に
、
「賑
わ
い
の
本
質
と
は
何
か
？
」「そ
れ
を
本
当
に
市
民
は
望
ん
で
い
る
の
か
？
」そ
の
こ
と
を
知
る
こ

と
が
先
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
に
、
管
理
が
そ
れ
を
阻
害
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
今
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、

そ
れ
を
考
え
よ
う
と
い
う
見
解
で
す
。 

賑
わ
い
の
本
質
が
得
ら
れ
る
場
所
が
中
心
市
街
地
だ
と
私
は
定
義
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
日
本
人
が
望
ん
で
い
る

賑
わ
い
の
本
質
と
は
何
か
？ 

商
業
の
賑
わ
い
だ
け
な
の
か
？ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ふ
れ
あ
い
、
文
化
的
な
環
境
、

安
息
の
場
、
そ
の
よ
う
な
も
の
も
「賑
わ
い
の
本
質
」に
含
ま
れ
る
の
か
？ 

商
業
の
賑
わ
い
だ
け
な
ら
、
郊
外

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・セ
ン
タ
ー
や
企
業
の
商
業
施
設
で
満
た
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
商
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
文
化
、
安
息

を
含
む
賑
わ
い
の
場
を
我
々
が
本
当
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
中
心
市
街
地
を
、
そ
し
て
公

共
空
間
を(

再)

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
第
一
議

的
な
課
題
。
そ
の
後
に
、
管
理
の
在
り
様
が
問
題
に
な
る
、
あ
る
い
は
問
題
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
見
解
で
す
。 

 

■
都
市
の
公
共
空
間
と
は
ど
こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
？ 

〈
蓑
原
〉今
、
井
口
さ
ん
や
関
与
し
た
皆
さ
ん
が
都
市
の
「公
共
空
間
」と
し
て
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
都
市
空

間
の
中
で
、
特
定
の
性
質
や
役
割
を
も
っ
た
広
場
や
街
路
、
私
的
公
開
空
地
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
特
定
性
自
体

が
深
く
考
え
る
べ
き
課
題
だ
と
思
う
。 

〈井
口
〉都
市
の
公
共
空
間
を
私
は
以
下
の
Ａ
～
Ｅ
の
よ
う
に
特
定
し
て
い
ま
す
。 

Ａ
：道
路
法
に
基
づ
く
道
路(

駅
広
を
含
む)

、
公
園
、
公
開
空
地
、
通
路(

公
開
さ
れ
た
敷
地
内
通
路)

。
屋
根

の
架
か
ら
な
い
屋
外
空
間
で
あ
る
こ
と
が
原
則
だ
が
、
日
除
け
な
ど
の
テ
ン
ト
や
パ
ラ
ソ
ル
が
架
か
っ
て
い
て
も



こ
れ
に
含
み
ま
す
。 

Ｂ
：ア
ー
ケ
ー
ド
の
架
か
っ
た
道
路
、
大
屋
根
が
架
か
っ
て
い
る
が
内
外
を
仕
切
る
壁
は
無
い
空
間
。 

Ｃ
：地
下
街
。 

Ｄ
：建
築
の
中
の
ア
ト
リ
ウ
ム
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
。 

Ｅ
：ひ
と
こ
ろ
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
建
て
ら
れ
た
巨
大
な
多
目
的
ド
ー
ム
（東
京
ド
ー
ム
、
出
雲
ド
ー
ム
な
ど
）
。 

今
回
の
中
心
市
街
地
の
課
題
と
し
て
対
象
に
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
な
か
の
Ａ
と
Ｂ
だ
け
で
す
。
そ
れ
以
外
は
私

が
今
回
想
定
す
る
中
心
市
街
地
の
公
共
空
間
に
合
致
し
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
す
。 

Ａ
と
Ｂ
の
存
在
意
義
、
市
民
が
そ
れ
を
本
当
に
望
ん
で
い
る
か
ど
う
か
、
を
確
か
め
る
の
も
今
回
の
テ
ー
マ
で
す
。

中
心
市
街
地
を
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
に
ま
で
拡
大
し
て
考
え
る
こ
と
も
否
定
は
し
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
私
が
想
定
す
る

中
心
市
街
地
と
は
全
く
異
な
る
都
市
空
間
に
な
る
で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
現
実
は
そ
う
な
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

〈蓑
原
〉都
市
の
公
共
空
間
は
そ
の
名
の
通
り
「公
共
的
」な
要
請
が
高
い
の
で
、
ア
ー
ケ
ー
ド
街
、
歩
行
者
天
国
、

ま
ち
な
か
広
場
、
公
開
空
地
の
整
備
な
ど
様
ざ
ま
な
事
業
、
誘
導
、
規
制
手
法
を
通
じ
て
現
実
に
即
し
て
実
現

し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
形
態
に
応
じ
な
が
ら
も
、
社
会
経
済
的
、
政
治
的
、
行
政
的
な

事
情
に
従
い
な
が
ら
、
そ
の
要
請
に
応
え
て
、
一
定
の
応
答
を
し
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。 

〈井
口
〉そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
要
請
、
要
望
に
応
え
て
と
付
け
加
え
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
本
当
に
良
か
っ
た
の
か
？
こ
の
ま
ま
続
け
て
良
い
の
か
？
と
い
う
の
が
今
回
の
問
い
か
け
で
す
。 

 

■
公
共
空
間
の
使
い
方
と
管
理
の
ま
ず
さ
は
、
日
本
の
近
代
都
市
計
画
の
稚
拙
さ
に
由
来
し
て
い
る
。 

〈蓑
原
〉現
在
の
日
本
で
は
、
縦
社
会
の
中
で
、
施
設
管
理
者
（道
路
、
公
園
管
理
者
）と
施
設
利
用
行
動
管
理
者

（警
察
）の
力
が
圧
倒
的
に
強
く
、
そ
の
管
理
者
の
管
理
上
の
都
合
に
よ
っ
て
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
や
空
間
上
の
行

動
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
管
理
の
現
在
の
態
様
は
、
日
本
の
行
政
構
造
の
中
で
、
極
度
に
中
央
集
権
的
で

あ
る
。
し
か
も
、
都
市
民
の
生
活
を
ト
ー
タ
ル
に
考
え
て
世
界
標
準
の
都
市
計
画
を
考
え
、
実
行
し
よ
う
と
す

る
制
度
も
中
央
組
織
も
な
い
。
だ
か
ら
僕
は
日
本
の
近
代
都
市
計
画
は
世
界
標
準
に
達
し
て
い
な
い
と
断
定
し

て
い
る
。 

〈井
口
〉本
音
は
同
感
で
す
が
、
「日
本
は
日
本
の
や
り
方
で
や
る
し
か
な
い
」と
い
う
諦
め
の
方
が
最
近
強
く
な

っ
て
、
「日
本
流
の
都
市
空
間
が
あ
っ
て
良
い
か
も
？
」と
い
う
の
が
今
回
の
問
い
か
け
で
す
。 

「
も
の
足
り
な
い
な
」と
思
う
公
共
空
間
の
在
り
方
、
使
い
方
も
、
結
局
は
日
本
人
が
そ
れ
を
求
め
て
い
る
か
ら

そ
う
な
る
の
だ
と
思
う
と
こ
ろ
が
結
構
あ
る
か
ら
で
す
。
今
回
参
考
に
し
て
い
る
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
の
歩
行
者

空
間
を
観
察
し
て
い
る
と
、
彼
ら
は
日
本
人
と
は
異
な
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
異
な
る
人
生
の
価
値
観
で
生
き

て
い
る
と
思
え
て
く
る
ん
で
す
。 

 

■
都
市
の
公
共
空
間
の
担
い
手
は
だ
れ
か
。
現
実
的
な
基
盤
に
立
っ
て
評
価
し
、
考
え
る
の
が
専
門
家
の
仕
事
。 

〈蓑
原
〉都
市
の
「公
共
空
間
」の
担
い
手
は
、
歴
史
的
に
は
多
数
の
家
業
型
の
商
店
主
、
職
人
な
ど
だ
っ
た
が
、

今
や
そ
れ
が
全
く
変
質
し
、
大
規
模
な
商
業
経
営
者
や
不
動
産
投
資
家
の
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
に
負
う
と
こ
ろ
が

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
現
象
は
東
京
な
ど
一
部
の
大
都
市
に
限
ら
れ
た
も
の
だ
。 

全
く
異
な
っ
た
動
機
付
け
と
企
て
の
意
思
で
行
な
わ
れ
て
い
る
（大
都
市
に
お
け
る
）
こ
の
よ
う
な
現
象
を
、

「
協
議
型
ま
ち
づ
く
り
」と
い
う
一
つ
の
名
で
呼
ん
で
、
す
べ
て
を
同
じ
土
俵
で
語
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
、
僕
は
与

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 



〈井
口
〉一
部
の
大
都
市
の
中
心
市
街
地
は
今
回
問
題
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
数
十
万
人
以
下
の
地
方
都
市
の
中

心
市
街
地
の
課
題
と
し
て
議
論
し
て
い
ま
す
。
毎
回
そ
う
確
認
し
て
や
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
大
都
市
の

事
例
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
は
反
省
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
今
回
富
山
市
で
や
る
意
義
は
大
き
い
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
「賑
わ
い
の
本
質
は
何
か
？
」
の
課
題
に
つ
い
て
は
大
都
市
に
も
地

方
の
中
小
都
市
に
も
共
通
す
る
普
遍
的
な
テ
ー
マ
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

〈蓑
原
〉し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
公
的
、
私
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
イ
ブ
の
有
り
様
を
、
日
本
的
な
特
性
と
し
て
冷
静
に

評
価
し
た
上
で
、
そ
の
現
実
的
な
基
盤
の
上
に
立
っ
て
処
方
を
書
く
こ
と
が
私
た
ち
専
門
家
の
役
割
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。 

〈井
口
大
都
市
に
限
ら
ず
日
本
中
が
大
資
本
の
論
理
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
商
業
主
義
一
辺
倒
だ
と
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
が
東
京
一
極
集
中
、
地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
崩
壊
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
、
過
疎
村

の
進
行
で
す
。
国
は
１
９
６
２
年
の
全
国
総
合
開
発
計
画
以
来
こ
の
傾
向
に
は
一
貫
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し
き
ま

し
た
が
、
実
際
に
は
そ
の
反
対
方
向
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。 

今
や
東
京
を
頂
点
と
す
る
富
士
山
型
の
構
造
が
日
本
の
形
で
あ
っ
て
、
日
本
の
強
さ
の
原
点
で
あ
る
と
考
え
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
、
便
利
、
快
適
が
最
優
先
の
生
活
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
は
そ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

そ
し
て
人
の
住
ま
な
い
中
心
市
街
地
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
の
進
出
が
日
本

中
で
進
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
そ
の
こ
と
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、
都
市
の
中
心
市
街

地
、
公
共
空
間
に
我
々
は
何
が
出
来
る
か
、
何
が
期
待
出
来
る
か
を
問
う
つ
も
り
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
出
来

る
こ
と
の
限
界
が
見
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

我
々
日
本
人
が
望
ん
で
い
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
人
生
の
価
値
観
は
何
か
、
私
た
ち
専
門
家
は
そ
れ
を
現
実
的

に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時
に
そ
の
先
の
、
本
質
的
な
価
値
を
提
案
す
る
責
任
も
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
単
純
に
諦
め
て
は
な
ら
な
い
！
と
お
叱
り
を
受
け
た
気
が
し
ま
す
。 

 

■
中
央
集
権
的
な
国
家
総
動
員
体
制
と
戦
後
の
経
済
最
優
先
が
、
今
の
日
本
を
つ
く
っ
た
。 

〈蓑
原
〉西
欧
の
よ
う
に
古
代
か
ら
都
市
国
家
が
発
達
し
、
中
世
に
お
い
て
も
都
市
の
自
治
権
が
存
在
し
た
歴

史
と
伝
統
を
も
ち
、
そ
れ
が
近
代
的
な
政
治
構
造
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
は
日
本
は
決
定
的
に
違
う
。

西
欧
で
は
、
他
民
族
、
多
地
域
と
の
血
生
臭
い
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
生
き
残
る
た
め
に
、
都
市
は
、
都
市
と
し
て

の
共
同
体
を
基
盤
と
し
て
、
自
律
性
を
持
っ
た
社
会
構
造
の
上
に
統
治
集
団
が
存
続
し
て
き
た
歴
史
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
、
統
治
集
団
と
都
市
民
、
場
合
に
よ
っ
て
は
周
辺
部
の
農
村
を
含
め
た
地
域
社
会
集
団
と
が
政
治
的

一
体
性
を
持
っ
て
発
展
し
て
き
た
歴
史
が
あ
っ
た
。
日
本
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
経
路
と
は
全
く
異
な
る

道
を
辿
っ
て
き
て
い
る
。 

明
治
以
前
の
幕
藩
体
制
下
で
は
、
武
士
を
中
心
と
し
た
統
治
集
団
の
拠
点
で
あ
る
城
と
侍
屋
敷
を
中
心
に
城

下
町
が
構
成
さ
れ
、
都
市
は
、
あ
く
ま
で
統
治
集
団
の
サ
ー
ビ
ス
の
場
に
し
か
過
ぎ
な
い
周
縁
部
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
周
縁
部
の
統
治
は
極
め
て
表
層
的
で
、
周
縁
部
の
空
間
の
管
理
は
、
都
市
民
の
自
治
的
な
管
理

に
委
ね
ら
れ
、
治
安
な
ど
も
岡

お
か
っ

引ぴ
き

き
な
ど
に
よ
る
間
接
的
な
支
配
に
委
任
さ
れ
て
い
た
。 

明
治
政
府
は
、
西
欧
列
強
の
支
配
を
逃
れ
る
た
め
に
、
天
皇
制
の
下
に
、
極
め
て
強
力
な
中
央
主
権
国
家
、
軍

事
国
家
を
創
り
上
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
分
散
型
の
統
治
構
造
を
変
え
、
内
務
省
が
地
方
を
支
配
し
、
県
知

事
も
任
命
制
と
し
、
自
治
的
な
活
動
は
機
関
委
任
事
務
の
形
を
と
っ
た
。 



西
欧
に
倣
っ
て
、
植
民
地
を
広
げ
る
帝
国
主
義
国
家
と
し
て
の
国
家
経
営
を
進
め
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
は
さ

ら
に
外
地
へ
の
植
民
地
展
開
を
拡
大
し
、
内
政
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
軍
事
的
な
国
家
と
な
り
、
都
市
の
近
代
化

は
大
き
く
遅
れ
た
。
結
果
と
し
て
１
５
年
戦
争
に
突
入
し
、
敗
北
し
、
国
土
、
特
に
都
市
は
壊
滅
的
に
破
壊
さ
れ

た
。 

し
か
し
冷
戦
時
代
が
始
ま
る
と
い
う
世
界
情
勢
に
恵
ま
れ
、
日
本
は
、
中
央
集
権
的
な
国
家
総
動
員
体
制
を

温
存
し
た
ま
ま
、
近
代
国
家
と
し
て
の
国
家
発
展
を
計
画
し
、
実
現
す
る
と
い
う
過
程
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
間
、
日
本
の
都
市
は
、
自
律
的
に
自
ら
の
地
域
を
総
合
的
に
考
え
て
形
成
管
理
す
る
と
い
う
意
志
を
育
て

上
げ
る
機
会
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
経
済
成
長
を
最
優
先
に
す
る
政
策
の
も
と
、
経
済
優
先
の
交
通
通
信
体
系
を
築
く
こ
と
に
総
力
を
あ

げ
、
市
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
持
続
的
な
都
市
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
に
は
成
功
し
て
い
な
い
。
自
動
車
利
用
を

野
放
し
に
し
た
結
果
、
都
市
は
拡
散
し
、
他
方
、
都
市
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
累
積
に
は
意
を
注
が
な
か
っ
た
の
で
、

局
所
的
な
超
過
密
開
発
を
許
容
す
る
乱
雑
な
都
市
風
景
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

日
本
の
歴
史
的
な
都
市
が
持
っ
て
い
た
、
そ
し
て
西
欧
で
は
未
だ
に
そ
れ
を
維
持
で
き
て
い
る
、
都
市
の
公
共
空

間
が
失
わ
れ
、
そ
の
代
償
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
郊
外
の
大
規
模
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
の
、
似
て
非
な
る

公
共
空
間
に
市
民
が
囲
い
込
ま
れ
る
の
を
放
置
し
、
む
し
ろ
歓
迎
し
て
い
る
。
都
市
の
公
共
空
間
の
形
成
維
持

と
活
力
の
源
泉
だ
っ
た
家
業
型
の
商
店
街
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
し
、
街
の
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
流
れ
を
現
実
的
に
阻
止
す
る
力
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

 

■
都
市
の
公
共
空
間
に
は
、
基
本
的
な
反
省
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

〈蓑
原
〉高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
社
会
経
済
が
成
熟
の
段
階
に
入
る
と
中
央
集
権
的
な
体
制
で
は
地
域
社
会

が
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
く
る
の
は
世
界
的
な
一
般
則
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
構
造
を
受
け
止

め
て
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
、
地
方
分
権
の
方
向
性
が
見
え
始
め
、
法
制
度
上
も
分
権
化
の
方
向
に
動
き
始

め
た
が
、
日
本
だ
け
は
、
革
新
勢
力
の
自
滅
に
よ
っ
て
、
保
守
集
権
的
な
構
造
が
強
固
に
生
き
残
り
、
最
近
で
は
、

反
動
的
な
流
れ
が
強
く
、
分
権
化
の
流
れ
は
全
く
停
頓
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

一
九
七
〇
年
代
の
初
頭
に
革
新
自
治
体
が
簇
生
し
て
、
自
治
的
な
都
市
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
央
集
権
体
制
に

抗
し
て
、
縦
割
り
の
都
市
計
画
行
政
を
超
え
た
実
験
的
な
試
み
が
な
さ
れ
る
。 

典
型
的
な
成
果
は
旭
川
市
が
開
設
し
た
買
い
物
公
園
で
、
そ
の
一
九
七
二
と
い
う
時
点
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ク
リ

テ
ィ
バ
に
並
ぶ
先
行
事
例
で
あ
る
。
横
浜
の
馬
車
道
や
伊
勢
佐
木
モ
ー
ル
が
こ
れ
に
続
く
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
地
方
自
治
体
主
導
の
力
が
弱
ま
る
に
連
れ
、
都
市
の
「公
共
空
間
」を
め
ぐ
る
都
市
民
の
需
要
を
満
た
す
べ

き
行
動
が
と
り
難
く
な
る
。 

結
果
と
し
て
、
数
多
く
の
社
会
実
験
と
称
す
る
ガ
ス
抜
き
を
行
い
な
が
ら
も
、
制
度
的
に
都
市
の
「公
共
空
間
」

を
形
成
し
維
持
す
る
社
会
的
な
仕
組
み
が
で
き
て
い
な
い
。 

東
京
で
も
行
政
と
は
遠
い
形
で
は
あ
る
が
、
銀
座
や
代
官
山
で
は
市
民
自
治
的
な
力
で
街
の
魅
力
が
維
持
再

生
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
行
政
と
は
無
縁
で
も
下
北
沢
、
人
形
町
、
戸
越
銀
座
、
砂
町
銀
座
な
ど
の

魅
力
的
な
場
所
も
残
さ
れ
て
は
い
る
が
。 

最
近
で
は
特
区
制
度
と
い
う
名
で
、
規
制
緩
和
と
い
う
名
の
行
政
介
入
の
強
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

歩
行
者
天
国
や
、
ま
ち
な
か
広
場
の
形
成
と
維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
主
体
的
な
都
市
が
結
集
し
て
、
そ
の
成
果

を
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。 

都
市
の
公
共
空
間
を
生
か
し
て
き
た
街
の
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、
担
い
手
の
あ
り
方
、
公
共



空
間
の
姿
や
運
営
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
反
省
な
し
に
は
対
応
で
き
な
い
段
階
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
に
都
市
政
策
を
転
換
し
て
い
る
。
日
本
は
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
？ 

〈蓑
原
〉欧
米
で
は
、
自
治
的
な
歴
史
、
伝
統
に
支
え
ら
れ
て
、
都
市
空
間
の
形
も
そ
の
担
い
手
も
日
本
よ
り
は

は
る
か
に
強
固
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
自
動
車
の
一
般
的
な
利
用
の
拡
大
に
対
応
し
て
、
都
市
の
公
共
空

間
を
再
編
成
す
る
の
は
至
難
の
技
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
都
市
の
公
共
空
間
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
都
市
単
位
で
の
包
括
的
な
交
通
政
策
、
都
市
計
画
政
策
が
と
ら
れ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
が
最
も
先
進

的
な
国
だ
と
い
う
の
が
ピ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
お
墨
付
き
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
で
は
、
都
市
の
公
共
空
間
を

取
り
戻
す
た
め
に
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、
自
動
車
利
用
、
自
動
車
駐
車
、
荷
捌
き
規
制
、
自
転
車
の
利

用
な
ど
を
一
体
と
し
て
考
え
、
実
施
に
移
し
て
し
て
い
る
。
難
航
し
つ
つ
も
、
大
型
店
や
モ
ー
ル
の
規
制
も
強
い
。

最
近
で
は
南
米
に
も
、
公
共
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
軸
と
す
る
包
括
的
な
都
市
空
間
形
成
が
行
わ
れ
る
例
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

生
活
を
自
動
車
利
用
に
全
面
的
に
依
存
し
て
い
る
北
米
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
都
市
計
画
に
成
功
し
て
い
る

例
は
少
な
い
が
、
シ
ア
ト
ル
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
、
ボ
ス
ト
ン
な
ど
の
例
外
的
な
実
例
も
あ
る
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
都
市
計
画
思
想
と
し
て
は
ニ
ュ
ー
ア
ー
バ
ニ
ズ
ム
思
想
が
圧
倒
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
持
っ

て
お
り
、
都
市
的
な
規
模
で
は
な
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ
ー
ス
で
の
実
現
例
も
少
な
く
な
い
。 

都
市
の
公
共
空
間
の
維
持
と
再
生
に
は
、
交
通
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
住
宅
政
策
を
含
め
た
都
市
計
画
全
体
の

総
合
的
な
運
営
が
不
可
欠
で
あ
る
。
世
界
標
準
の
都
市
計
画
は
明
ら
か
に
そ
の
方
向
を
目
指
し
て
い
る
。 

そ
し
て
長
期
趨
勢
と
し
て
は
明
ら
か
に
小
さ
な
国
家
、
大
き
な
社
会
へ
の
転
換
の
過
程
に
あ
る
地
球
社
会
の
中

で
、
官
主
導
の
都
市
計
画
の
限
界
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

〈井
口
〉今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
日
本
の
在
り
方
に
対
す
る
基
本
的
な
自
覚
、
反
省
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
蓑
原
さ
ん
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
現
状
認
識
を
共
有
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
議
論
は
こ
こ
を
出
発
点
と
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
こ
を
確
か
め
合
う
場
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。 

基
本
的
な
反
省
を
踏
ま
え
た
う
え
で
我
々
も
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
に
シ
フ
ト
す
べ
き
な
の
か
、
我
々
に
は
我
々

の
方
向
が
在
る
の
か
、
そ
こ
を
議
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
は
都
市
計
画
、
国
土
計
画
の
基
本
的
な
方
向
に
関
す
る
我
々
の
覚
悟
の
問
題
で
す
。
良
く
言
わ
れ
る
よ

う
な
、
「ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
良
い
所
は
取
り
入
れ
な
が
ら
・・
・」と
い
う
半
端
な
議
論
は
避
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
間
に
は
基
本
的
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。 

 

■
経
済
構
造
が
変
わ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

〈蓑
原
〉都
市
の
公
共
空
間
を
支
え
て
き
た
家
業
型
の
経
営
体
系
が
影
を
潜
め
、
企
業
型
の
経
営
体
系
が
前
面

に
出
て
き
た
日
本
の
現
下
の
経
済
構
造
の
中
で
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
経
営
体
系
を
前
提
と
し
続
け
る
こ
と

が
は
た
し
て
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。 

西
欧
社
会
で
は
「家
業
」に
代
わ
る
「個
業
」、
「生
業
」、
企
業
と
と
も
に
都
市
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
た
慈
善
事
業
の
展
開
系
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
、
利
潤
追
求
が
目
的
で
は
な
い
「
仕
業
」な
ど
の
新
し
い
経
営
体

系
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

日
本
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
こ
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

井
口
さ
ん
は
じ
め
、
今
回
の
調
査
研
究
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
処
方
を
用
意
し
よ



う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
議
論
を
深
め
る
上
で
、
上
述
の
よ
う
な
僕
の
見
方
は
共
通
の
認
識
枠
た
り

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
始
め
る
前
に
、
井
口
が
テ
ー
マ
を
確
認
し
ま
す
】 

                                   

  

 

中心市街地

はどうあるべきか？

中心市街地の

歩行者空間

はどうあるべきか？

今、
中心市街地
とは何か？

 （図・４）中心市街地をめぐる問題の所在 

＊（図・２） ミュンヘン マーケット広場の歩行者専用ゾーン 

＊（図・３） 富山市のグランドプラザ 

＊（図・1）ミラノ ブレラ地区の歩行者専用ゾーン 



■
日
本
人
に
と
っ
て
、
中
心
市
街
地
の
「
賑
わ
い
」
と
は
何
か
？ 

〈
井
口
〉
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
テ
ー
マ
は
、「
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
の
事
例
を
参
考
に
日
本
を
考
え
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
話
の
ポ
イ
ン
ト
を
ス
ラ
イ
ド
三
枚
で
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

私
が
考
え
る
対
象
に
し
て
い
る
の
は
都
市
の
外
部
空
間
。
道
路
、
広
場
な
ど
の
公
共
空
間
の
使
い
方
で
す
。

日
本
に
も
公
共
空
間
は
立
派
な
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
ど
、
使
い
方
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
は
違

う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

イ
タ
リ
ア
は
ミ
ラ
ノ
で
す(
図
・
１)

。 

ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
す(
図
・
２)

。 

屋
外
空
間
に
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
が
あ
る
、
ビ
ア
ホ
ー
ル
が
あ
る
、
市
場
が
立
つ
。
そ
う
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
は
地
中
海
が
発
祥
の
地
で
、
ア
ル
プ
ス
の
北
側
の
国
で
は
も
と
は
あ
ん
ま
り
や
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
が
、
街
な
か
か
ら
自
動
車
を
追
い
出
し
て
道
路
や
広
場
を
歩
行
者
空
間
に
し
て
い
く
と
、「
や
っ
ぱ
り

こ
れ
は
地
中
海
式
に
使
う
の
が
い
い
ぜ
」
と
い
う
こ
と
で
盛
ん
に
使
い
始
め
た
ん
で
す
ね
。 

も
と
も
と
は
こ
ん
な
に
は
使
っ
て
な
か
っ
た
。
特
に
北
の
ほ
う
に
行
く
と
、
そ
う
は
使
っ
て
い
な
か
っ
た

ん
で
す
け
ど
、
今
は
ど
の
街
で
も
こ
う
い
う
状
態
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市

の
公
共
空
間
で
す
。 

富
山
の
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
で
す(

図
・
３)

。 

い
ま
日
本
中
で
話
題
に
し
て
い
る
広
場
で
す
。
こ
う
い
う
広
場
を
自
分
の
街
で
も
つ
く
り
た
い
と
、
毎
日

見
学
者
が
来
て
い
ま
す
。
で
も
よ
く
見
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広
場
と
は
だ
い
ぶ
違
い
ま
す
。
今
日
は
そ
の

話
に
な
り
ま
す
。 

中
心
市
街
地
と
い
う
の
は
「
賑
わ
い
」
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
一
応
定
義
し
ま
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
富
山
で
も
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
ど
、
賑
わ
い
の
質
と
い
う
も
の

は
や
っ
ぱ
り
違
い
ま
す
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
で
は
「
賑
わ
い
」
の
と
ら
え
方
が
違
う
の
か
も
し
れ
な

い
。 

す
る
と
そ
の
賑
わ
い
と
は
何
だ
？ 

と
い
う
こ
と
が
今
日
の
話
の
中
心
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

■
中
心
市
街
地
を
め
ぐ
る
問
題
の
所
在
。 

〈
井
口
〉
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
議
論
は
単
純
に
言
う
と
三
つ
に
絞
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
三
つ
巴
に
重
な
り

合
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
「
中
心
市
街
地
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
」。
次
は
中
心
市
街
地
の
「
歩
行
者
空
間
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
？
」。
そ
し
て
こ
れ
を
考
え
る
と
き
そ
も
そ
も
「
中
心
市
街
地
と
は
何
か
？
」
と
い
う
の

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
の
三
つ
で
す(

図
・
４)

。 

中
心
市
街
地
の
あ
り
方
と
い
う
の
は
、
時
間
を
経
て
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
三
〇
年
前
、
二

〇
年
前
と
今
は
違
い
ま
す
、
も
ち
ろ
ん
五
〇
年
前
と
は
大
き
く
違
う
。 

こ
こ
で
断
っ
て
お
き
ま
す
が
、
今
中
心
市
街
地
と
は
何
か
と
い
う
、
「
今
」
の
話
で
す
。
昔
こ
う
だ
っ
た
、

良
か
っ
た
、
本
当
は
み
ん
な
そ
こ
に
戻
り
た
が
っ
て
る
は
ず
だ
、
と
い
う
類
の
楽
観
的
、
希
望
的
な
話
じ

ゃ
な
く
て
、
今
、
中
心
市
街
地
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？ 

ど
う
あ
る
べ
き
か
？ 

そ
こ
で
の
歩
行
者

空
間
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？ 

と
い
う
現
実
的
な
話
を
、
今
日
は
展
開
し
ま
す
。 

同
じ
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
考
え
て
み
ま
す
と
、
中
心
市
街
地
と
は
何
か
？ 

と
い
う
問
題
提
起
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
分
か
り
き
っ
て
い
る
か
ら
。
中
心
市
街
地
と
は
歴
史
の
都
心
で
あ
り
、
文
化
の
中
心
で

あ
り
、
商
業
の
中
心
で
あ
る
と
み
ん
な
が
思
っ
て
い
る
し
、
そ
れ
が
実
際
に
存
在
し
て
い
ま
す
か
ら
。 



つ
ま
り
、
そ
の
都
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
い
ろ
ん
な
意
味
で
の
中
心
、
へ
そ
で
す
ね
。
「
こ
れ
が
な
か

っ
た
ら
都
市
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
い
う
中
心
的
存
在
が
実
際
に
あ
る
。
そ
れ
が
中
心
市
街
地
。 

富
山
だ
っ
た
ら
、
城
下
町
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
あ
る
わ
け
で
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
意
味
で
の

歴
史
の
都
心
と
い
う
も
の
が
あ
る
ん
で
す
。
は
っ
き
り
し
て
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
中
心
市
街
地
と
は
何
か
？ 

と
い
う
問
題
提
起
は
な
い
。 

そ
う
す
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
中
心
市
街
地
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
こ
で
の
歩
行
者
空
間
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
と
い
う
二
つ
の
課
題
に
な
り
ま
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
戦
後
に
高
度
経
済
成
長
し
ま
し
た
。
特
に
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
戦

後
の
復
興
を
経
て
高
度
経
済
成
長
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
ど
ん
ど
ん
自
動
車
も
走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、

都
心
に
ど
ん
ど
ん
新
し
い
建
物
を
建
て
た
り
し
ま
し
た
。
郊
外
へ
の
市
街
地
の
ス
プ
ロ
ー
ル
も
進
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
な
っ
て
方
向
転
換
し
て
、
自
動
車
の
進
入
を
規
制

し
、
街
並
み
を
保
存
し
て
職
住
近
接
を
進
め
、
歩
車
共
存
、
歩
行
者
空
間
を
面
的
に
整
備
し
ま
し
た
。
今

や
中
心
市
街
地
は
写
真
で
見
た
よ
う
に
親
密
で
賑
わ
い
の
あ
る
街
、
市
民
の
生
活
と
文
化
の
中
心
的
存
在

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
に
は
自
動
車
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
今

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
は
ま
っ
た
く
様
変
わ
り
で
す
。
都
市
政
策
を
方
向
転
換
し
て
そ
う
い
う
こ

と
に
し
た
ん
で
す
。 

一
方
日
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
中
心
市
街
地
と
は
何
か
？
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
今
で
も
我
々
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
で
す
。
そ
れ
が
は
っ
き
り
し
な
い
で
他
の
二
つ
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
わ
け

で
す
。 

改
め
て
考
え
て
み
ま
す
と
、
日
本
で
は
中
心
市
街
地
イ
ク
オ
ー
ル
商
業
の
中
心
、
す
な
は
ち
商
店
街
じ
ゃ

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
ん
な
歩
行
者
モ
ー
ル
も
や
っ
て
き
ま
し
た
け
ど
、
全
て
商
業
モ
ー
ル
だ
っ

た
。
商
店
街
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
そ
し
て
商
店
街
に
だ
ん
だ
ん
人
が
来
な
く
な
っ
て
寂
れ
て
く
る
と
、
そ

れ
は
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
セ
ッ
ト
の
話
で
す
か
ら
、
商
業
の
中
心
は
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
移
っ
ち
ゃ
っ
た
。
つ
ま
り
中
心
市
街
地
が
商
店
街
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
移
っ
て
何
の
不
思
議
も
な
い
。 

さ
ら
に
最
近
は
、
駅
の
再
開
発
、
あ
る
い
は
駅
ナ
カ
と
い
う
も
の
が
盛
ん
に
作
ら
れ
て
ま
す
。
そ
こ
が
町

の
中
心
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
中
心
市
街
地
は
そ
っ
ち
へ
も
移
っ
て
い
っ
て
る
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
中
心
市
街
地
の
存
在
価
値
と
し
て
は
生
活
（
住
ま
い
）
と
文
化
が
非
常
に
重
要
な
位
置

に
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
日
本
で
は
あ
ん
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
商
店
街
と
い
う
こ
と
し
か
意

識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
良
い
。
今
で
も
、
生
活
（
住
ま
い
）
と
文
化
の
存
在
が
中
心
市
街
地
を

支
え
て
る
と
い
う
意
識
は
非
常
に
薄
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

■
自
動
車
社
会(

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン)

は
こ
れ
か
ら
も
続
く
の
か
？ 

〈
井
口
〉
一
方
で
、
中
心
市
街
地
の
歩
行
者
空
間
は
ど
う
か
？ 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
歩
行
者
空
間
を
面
的
に
整
備
し
ま
し
た
け
ど
も
、
そ
こ
で
一
番
大
事
な
こ
と
は
歩
車
共
存

な
ん
で
す
。
人
と
車
が
同
じ
道
路
で
共
存
す
る
。
そ
の
た
め
に
自
動
車
の
通
行
を
厳
し
く
規
制
す
る
、
と

い
う
こ
と
で
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
歩
車
共
存
で
歩
行
者
専
用
、
歩
行
者
優
先
の
街
を
作
っ
て
い
る
背
景
に
は
中
心
市
街
地
で



は
で
き
る
だ
け
自
動
車
を
使
い
に
く
く
し
よ
う
と
い
う
思
想
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
環
境
問
題
と
も
セ
ッ

ト
な
ん
で
す
け
ど
も
、
自
動
車
依
存
の
都
心
部
と
い
う
の
を
止
め
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
わ
け
で
す
ね
。 

日
本
の
場
合
は
そ
こ
は
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
自
動
車
社
会
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
社
会
的
合

意
が
強
い
。
従
っ
て
歩
行
者
空
間
を
整
備
し
て
も
歩
車
分
離
、
つ
ま
り
自
動
車
は
で
き
る
だ
け
動
き
や
す

く
、
そ
し
て
人
は
安
全
に
。
そ
う
な
る
と
歩
車
分
離
に
な
る
ん
で
す
。 

面
的
に
歩
行
者
空
間
を
整
備
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
線
的
に
局
所
的
に
人
が
安
全
に
歩
け
る
場
所
や
歩
道

を
作
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
動
車
は
安
心
し
て
街
な
か
を
走
れ
る
よ
う
に
車
線
を
確
保
す

る
。
そ
う
い
う
も
の
を
日
本
は
や
っ
て
き
て
い
る
。 

富
山
な
ん
か
は
日
本
の
中
で
は
か
な
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
に
近
い
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
れ
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
比
べ
る
と
、
や
は
り
こ
う
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。 

と
い
う
の
が
今
の
日
本
の
現
状
で
あ
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
良
い
悪
い
の
問
題
で
は
な
く
て
、
こ

れ
が
日
本
人
が
選
ん
だ
生
き
方
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
背
景
が
あ
る
。
だ
か
ら
そ
れ
を
ち
ゃ

ん
と
押
さ
え
て
い
か
な
い
と
議
論
は
で
き
ま
せ
ん
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

よ
く
間
違
え
ら
れ
る
の
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
良
く
て
日
本
は
遅
れ
て
る
、
み
た
い
な
取
り
方
は
し
て

欲
し
く
な
い
ん
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
こ
う
で
日
本
は
今
こ
う
な
ん
だ
、
こ
う
い
う
状
況
で
日
本
は
ど
う

や
っ
て
い
こ
う
か
と
、
進
む
べ
き
方
向
を
考
え
る
の
で
す
。 

 

■
我
々
は
「
日
本
の
」
中
心
市
街
地
を
つ
く
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

〈
井
口
〉
も
し
か
し
た
ら
こ
う
い
う
中
心
市
街
地
の
可
能
性
が
あ
る
か
な
と
い
う
私
の
思
い
を
最
後
に
提

案
し
て
お
き
ま
す
。
今
日
の
一
つ
の
話
の
種
、
話
の
中
心
で
な
く
話
の
脇
に
置
い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。 

商
業
を
中
心
に
し
た
商
店
街
と
し
て
の
街
な
か
の
中
心
市
街
地
は
も
う
駄
目
。
そ
れ
は
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
街
な
か
の
コ
ン
ビ
ニ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
一
方
図
書
館
な
ど
の
文
化
施
設
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
が
駅
前
、
駅
ナ
カ
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
や
っ
て
中
心
市
街
地
は
今
も
拡
散
し
続
け
て

い
る
。 

じ
ゃ
あ
日
本
の
街
な
か
は
ど
う
な
る
の
か
、
中
心
市
街
地
は
無
く
な
る
の
か
、
そ
れ
で
い
い
の
か
。 

街
な
か
に
は
別
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
生
活
と
文
化
、
こ
れ
は
住
宅
も
含
め
ま
す
け

ど
も
、
そ
う
い
う
も
の
が
本
来
は
中
心
市
街
地
に
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
中
心
市
街
地
と
そ
の
周
辺
に
は
多

く
の
人
が
住
ん
で
い
て
、
生
活
の
文
化
が
在
っ
て
、
そ
れ
が
街
を
支
え
て
い
た
は
ず
で
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
む
し
ろ
そ
っ
ち
が
核
な
ん
で
す
ね
。
と
い
う
の
は
日
曜
日
は
店
が
閉
ま
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
。
だ
か
ら
、
商
業
が
賑
わ
い
の
中
心
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
ん
で
す
。
た
だ
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と

か
カ
フ
ェ
と
か
飲
食
店
は
開
き
ま
す
。
だ
か
ら
み
ん
な
、
そ
こ
に
行
く
ん
で
す
け
ど
も
、
物
販
店
は
閉
ま

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。 

日
本
も
そ
っ
ち
の
ほ
う
へ
シ
フ
ト
し
た
ほ
う
が
良
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
っ
ち
の
可
能
性
は
や
ろ
う
と
思

え
ば
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。 

商
業
の
賑
わ
い
を
楽
し
み
た
か
っ
た
ら
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
従
来
の

商
店
街
を
中
心
に
し
た
中
心
市
街
地
と
言
わ
れ
て
た
と
こ
ろ
は
、
生
活
と
文
化
を
中
心
と
す
る
街
と
し
て

見
直
す
。
も
ち
ろ
ん
人
が
住
む
街
に
す
る
ん
で
す
。
人
が
住
ん
で
い
る
と
こ
れ
は
そ
れ
な
り
の
地
域
の
商

業
と
い
う
の
が
存
在
で
き
る
ん
で
す
、
必
要
に
な
る
ん
で
す
。
今
の
商
店
街
の
中
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

商
店
主
さ
ん
、
そ
う
い
う
人
た
ち
も
こ
れ
に
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 



規
模
は
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
、
全
国
展
開
す
る
よ
う
な
店
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
本
当
に
生
活
に
根

ざ
し
た
身
近
な
商
業
と
い
う
の
は
、
当
然
立
地
す
る
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
形
を
変
え
て
大
事
な

場
所
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
飲
食
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る
。
あ
っ
た
ほ
う
が
楽
し

い
。
あ
る
い
は
介
護
施
設
や
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
公
共
施
設
も
要
る
。
そ
う
い
う
サ
ー
ビ

ス
業
も
含
め
た
新
し
い
形
の
地
域
商
業
と
い
う
も
の
が
あ
り
う
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
蓑
原
さ

ん
の
言
わ
れ
る
「
個
業
」、「
仕
業
」、
第
六
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
服
部
さ
ん
が
語
ら
れ
た
「
街
に
コ
ミ
ッ

ト
す
る
」
場
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
神
社
や
町
の
文
化
施
設
、
古
く
か
ら
の
歴
史
の
名
残
り
み
た
い
な
も

の
は
元
々
中
心
市
街
地
や
そ
の
周
辺
に
集
積
し
て
い
ま
し
た
。 

歴
史
の
都
心
、
生
活
文
化
の
中
心
で
あ
り
、
歩
行
者
空
間
を
面
的
に
整
備
し
た
公
園
の
よ
う
な
歩
行
者
の

街
に
す
る
。「
結
局
な
ん
や
、
お
ま
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
が
や
っ
ぱ
り
良
い
と
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ん
で
す
、「
や
っ
ぱ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
が
良
い
ね
」
と
僕
は
言
い

ま
す
。
で
も
こ
れ
は
元
々
の
日
本
の
街
な
か
の
姿
で
も
あ
る
ん
で
す
。
こ
う
い
う
可
能
性
が
日
本
に
も
ま

だ
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？ 

た
だ
し
、
問
題
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
そ
う
い
う
生
活
を
望
ん
で
い
る
か
ど
う
か
？ 

 

我
々
は
本
当
に
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
か
？ 

現
在
の
日
本
の
、
若
い
人
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
る

に
つ
け
て
、「
望
ん
で
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
僕
は
思
い
ま
す
。 

だ
か
ら
、
今
僕
が
言
っ
た
よ
う
な
中
心
市
街
地
を
つ
く
る
可
能
性
は
か
な
り
低
い
。 

富
山
市
は
日
本
で
も
数
少
な
い
、
中
心
市
街
地
が
非
常
に
良
く
整
え
ら
れ
て
い
る
街
で
す
。
ま
た
、
さ
ら

に
整
え
よ
う
と
し
て
い
る
街
で
す
。
街
を
歩
き
な
が
ら
、
今
日
の
テ
ー
マ
に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
街
だ
っ
た

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
も
う
、
日
本
人
が
望
む
中
心
市
街
地
の
最
も
よ
く
出

来
た
姿
じ
ゃ
な
い
の
？ 

こ
れ
以
上
の
こ
と
が
何
か
で
き
る
ん
だ
ろ
う
か
？ 
 

そ
こ
で
も
う
一
度
考
え
る
の
で
す
が
、
最
初
に
写
真
で
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
け
ど
も
、
イ
タ
リ
ア
、
ド

イ
ツ
の
街
の
賑
わ
い
と
、
冨
山
の
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
と
は
ど
こ
か
違
い
ま
す
ね
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
較
べ
る
と
親
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
賑
わ
い
が
も
う
ひ
と
つ
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
公
共
空

間
が
良
く
使
わ
れ
て
い
て
街
が
楽
し
い
と
は
、
富
山
で
あ
っ
て
も
言
え
な
い
。
我
々
が
満
足
す
る
街
の
賑

わ
い
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
と
言
い
切
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
富
山
市
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
自
慢
で
き
る
私

た
ち
の
街
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
か
し
た
ら
実
は
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
日
本
の
中
心
市
街
地
を
つ
く
る
可

能
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
今
日
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

 

■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
四
つ
の
問
い
か
け
。 

〈
井
口
〉
今
日
の
問
い
か
け
を
四
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

一
番
目
に
、
我
々
は
中
心
市
街
地
を
本
当
に
必
要
と
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
中
心
市
街
地
を
日
本
人
は
知
ら
な
い
、
と
い
う
か
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
か
ら
今
や

そ
う
い
う
の
が
良
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
し
、
求
め
て
も
い
な
い
。
旅
行
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
に
行
く
と

「
あ
あ
良
い
ね
ぇ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
良
い
ね
ぇ
」
っ
て
帰
っ
て
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
日
本
に
帰
る
と
あ
れ

は
別
世
界
の
こ
と
だ
と
考
え
て
忘
れ
て
し
ま
う
。
私
た
ち
は
中
心
市
街
地
を
絶
対
必
要
と
、
本
当
に
思
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

二
番
目
、
必
要
だ
と
し
た
場
合
、
中
心
市
街
地
イ
ク
オ
ー
ル
商
業
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
駅
前
で
十
分
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

必
ず
し
も
今
ま
で
の
よ
う
な
中
心
商
店
街
で
あ
る
必



要
は
無
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
駅
前
が
日
本
の
こ
れ
か
ら
の
中
心
市

街
地
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

三
番
目
、
都
市
の
屋
外
空
間
の
楽
し
み
を
日
本
人
は
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
や
求
め
て
い
な
い
。
そ
れ
よ

り
も
き
っ
ち
り
空
調
さ
れ
て
、
雨
も
降
ら
な
い
、
風
も
吹
か
な
い
、
そ
う
い
う
場
所
で
ゆ
っ
く
り
す
る
、

安
全
に
す
ご
す
。
そ
っ
ち
を
日
本
人
は
求
め
て
い
る
ん
で
あ
っ
て
、
屋
外
の
公
共
空
間
と
い
う
の
は
眺
め

て
、
風
景
が
良
け
れ
ば
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
庭
園
文
化
に
通
じ
る
必
然
性
が
あ
る
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
公
共
空
間
を
い
か
に
使
う
か
と
い
う
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え
て
い
る
し
、
楽
し
ん
で
い
ま

す
け
ど
、
日
本
人
は
使
う
こ
と
は
あ
ん
ま
り
考
え
な
い
。
街
な
か
の
屋
外
の
生
活
は
、
年
に
一
回
の
お
祭

り
で
は
盛
り
上
が
る
け
ど
、
普
段
は
そ
れ
ほ
ど
好
き
で
も
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

四
番
目
、
中
心
市
街
地
を
何
処
で
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
の
か
？ 

我
々
が
本
当
に
中
心
市
街
地
を
必
要
と
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
に
は
日
本
の
中
心
市
街
地
が
あ
り
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
空
間
が
あ
る

は
ず
で
す
。
そ
れ
を
我
々
は
何
処
に
ど
の
よ
う
に
つ
く
る
ん
だ
ろ
う
か
？ 

と
い
う
問
い
に
最
後
は
絞
ら

れ
ま
す
。 

最
初
に
私
か
ら
蓑
原
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
蓑
原
さ
ん
は
み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
ず
っ
と
中
心
市

街
地
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
が
ど
ん
ど
ん
消
え
て
い
く
、
弱
く
な
っ
て
い
く
の
に
常

に
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
必
要
な
ん
だ
よ
」
と
言
い
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
最
近
書
か
れ
て
る
こ
と
な
ん
か
読
む
と
、「
あ
れ
、
蓑
原
さ
ん
も
と
う
と
う
諦
め
始
め
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
？
」
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
蓑
原
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

今
で
も
し
っ

か
り
と
、
中
心
市
街
地
の
復
活
を
考
え
ら
れ
て
ま
す
で
し
ょ
う
か
？ 

                    

 

蓑原さんへの問いかけ 

 

１・ヨーロッパ型の中心市街地を、 

日本人は知らない。だから求めていないのでは？ 

 

２・中心市街地＝商業であれば、 

   それはショッピングセンターとコンビニで十分では？ 

 

３・歩車共存の街、屋外空間の楽しみを、 

日本人は忘れている。もはや求めていないのでは？ 

   

４・日本に中心市街地は生き残れるか？ 残すべきか？ 

   日本には「日本型の中心市街地、日本型の公共空間」

がありうるだろうか？ 



【
こ
こ
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
、
本
番
で
す
】 

 
■
蓑
原
敬
は
三
〇
年
近
く
、
富
山
に
関
わ
っ
て
き
た
。 

〈
蓑
原
〉
会
場
に
は
せ
っ
か
く
座
っ
て
お
ら
れ
る
地
元
の
方
が
大
勢
お
ら
れ
る
の
で
、
本
題
に
入
る
前
に

私
と
富
山
と
の
関
わ
り
の
話
し
を
少
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
番
最
初
に
私
が
富
山
に
伺
っ
た
の
は
、
昭
和
の
終
わ
り
頃
、
今
来
て
お
ら
れ
ま
す
け
ど
、
県
庁
の
川
崎

政
善
さ
ん
（
当
時
、
土
木
部
建
築
課
所
属
）
と
い
う
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
、
富
山
の
駅
前
の
景
観
会

議
を
開
い
た
時
で
し
た
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
富
山
と
か
金
沢
は
日
本
の

中
で
も
っ
と
も
先
進
的
な
、
近
代
的
な
都
市
計
画
を
や
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
当
時
の
建
設

省
で
す
け
ど
、
今
の
国
土
交
通
省
全
体
の
仕
組
み
の
中
で
も
優
等
生
と
し
て
や
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
と
き
に
駅
前
の
再
開
発
事
業
で
二
つ
の
再
開
発
ビ
ル
が
で
き
る
、
駅
広
も
整
備
し
、
そ
の
向
こ
う
側

に
、
ち
ゃ
ん
と
駅
前
の
景
観
を
整
備
す
る
ん
だ
と
い
う
計
画
を
高
山
英
華
、
井
上
孝
両
委
員
会
を
設
け
て

作
っ
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
再
開
発
事
業
の
計
画
で
出
て
き
た
絵
を
見
て
当
時
の
中
沖
知
事
が
、「
こ
り
ゃ

話
が
違
う
じ
ゃ
な
い
か
」、
「
前
の
高
山
、
井
上
両
委
員
会
で
や
っ
た
議
論
と
、
ち
ゃ
ん
と
整
合
し
て
な
い

じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
知
事
の
決
済
が
降
り
な
い
。
そ
こ
で
県
庁
の
川
崎
さ
ん
が
対
応
し
、「
じ

ゃ
あ
、
景
観
会
議
と
い
う
の
を
作
っ
て
、
知
事
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ど

う
調
整
し
た
ら
良
い
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
考
え
直
す
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
私
に
声
が
か
か
っ
た
。

そ
れ
が
私
の
富
山
に
対
す
る
最
初
の
関
わ
り
な
ん
で
す
。
そ
の
後
も
実
に
長
い
間
い
ろ
い
ろ
か
か
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
一
番
の
勉
強
は
、
富
山
の
中
心
市
街
地
を
勉
強
し
て
い
て
、
や

っ
ぱ
り
中
心
市
街
地
は
放
っ
と
く
と
無
く
な
る
と
確
信
し
た
こ
と
で
す
。
僕
は
以
前
、
茨
城
県
で
都
市
計

画
課
長
を
し
て
い
て
、
水
戸
の
中
心
市
街
地
の
人
に
向
か
っ
て
、
貴
方
が
た
は
、
お
握
り
で
す
か
、
砂
粒

で
す
か
、
団
結
し
て
街
の
再
生
を
し
な
い
と
街
は
時
代
の
風
の
中
で
無
く
な
り
ま
す
よ
と
警
告
し
た
こ
と

が
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
の
始
め
に
既
に
ア
メ
リ
カ
で
は
街
が
砂
粒
の
如
く
消
え
去
っ
て
い
く
の
を
目
撃

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
富
山
で
の
経
験
を
何
人
か
の
人
と
一
緒
に
本
に
し
ま
し
た
。」「
街
は
要
る
！
」
１

と

い
う
本
を
富
山
の
中
心
市
街
地
を
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
書
い
て
い
ま
す
け
ど
も
、
日
本
の
中
で

中
心
市
街
地
が
な
く
な
る
よ
、
と
い
う
こ
と
を
富
山
で
実
感
し
ま
し
た
。 

 

■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
は
市
民
社
会
の
拠
点
で
あ
る
。 

〈
蓑
原
〉
今
、
井
口
さ
ん
が
言
っ
て
る
み
た
い
に
、
も
し
都
市
と
い
う
も
の
を
商
業
の
問
題
だ
と
し
た
ら
、

実
は
日
本
の
商
業
と
い
う
の
は
砂
粒
の
ご
と
く
風
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
町
に
集
ま
っ
て
、
ま
た
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
砂
粒
の
ご
と
く
消
え
去
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
放
っ
と
く
と
そ
う
な
る
ん
で
す
。 

な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
違
っ
た
か
と
い
う
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
商
業
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
市
民
が
ま
と

ま
っ
た
握
り
飯
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
中
に
商
業
活
動
も
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ペ
ー
ス
に
は
、

先
ほ
ど
は
井
口
さ
ん
の
話
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
市
民
が
地
域
の
権
力
者
と
一
体
と
な
っ
た

自
治
意
識
が
あ
る
と
い
う
政
治
構
造
の
歴
史
的
な
差
異
が
あ
る
。
現
代
に
も
続
く
基
本
的
な
考
え
方
の
根

底
に
、
城
壁
で
囲
ま
れ
た
都
市
の
中
に
市
民
が
権
力
者
と
一
緒
に
な
っ
て
住
ん
で
い
る
、
自
治
を
持
っ
て
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「街
は
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市
街
地
活
性
化
と
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」（河
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と
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著
）学
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い
る
と
い
う
歴
史
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
染
み
付
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
町
が
周
辺
の
農
村
部
も
含
め
て
、
生

活
と
自
治
の
拠
点
と
し
て
の
都
市
と
し
て
機
能
し
て
き
た
と
い
う
、
こ
の
歴
史
が
今
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴

史
も
支
え
て
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
今
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
も
う
一
度
一
生
懸

命
戻
し
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
言
え
る
わ
け
で
、
そ

う
い
う
歴
史
的
な
背
景
が
あ
る
わ
け
で
す
。 

 

■
富
山
、
金
沢
は
拠
点
を
活
か
す
よ
う
に
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
敷
い
て
い
る
。 

〈
蓑
原
〉
と
こ
ろ
が
日
本
に
は
そ
う
い
う
歴
史
が
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
富
山
で
本
当
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ

の
現
実
を
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
街
が
刻
々
と
無
く
な
っ
ち
ゃ
う
な
、
と
い
う
こ
と
が
分
っ
て
来
る
。 

富
山
で
そ
う
い
う
こ
と
を
見
な
が
ら
、
日
本
中
の
街
の
拡
散
を
市
街
化
区
域
の
線
引
き
で
制
限
せ
よ
っ
て
、

抑
え
さ
え
て
た
ん
だ
け
ど
も
抑
え
き
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
日
本
中
の
街
で
ど
ん
ど
ん
拡
散
が
進
ん
じ

ゃ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
敷
く
こ
と
で
な
ん
と
か
街
の
雰
囲
気
が
残
る
よ

う
な
、
拠
点
を
生
か
す
よ
う
な
方
向
で
、
そ
れ
を
公
共
輸
送
機
関
で
結
び
つ
け
る
よ
う
な
考
え
方
で
い
く

べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
議
論
を
今
更
に
な
っ
て
国
で
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
都
市
計
画
新
法
の

線
引
き
制
度
の
目
標
は
そ
れ
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
ま
さ
に
着
々
と
富
山
は
そ
う
い
う

方
向
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
て
、
非
常
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
だ
か
ら
、
線
引
き
制
度
の
成
果

が
上
が
ら
ず
、
住
宅
の
拡
散
、
そ
れ
に
伴
う
都
市
機
能
の
拡
散
を
防
げ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
富
山
の

中
心
市
街
地
、
金
沢
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
も
、
中
心
市
街
地
が
今
も
そ
れ
な
り
に
残
っ
て
ち
ゃ
ん
と
機

能
し
て
い
る
。 

 

■
日
本
の
中
心
市
街
地
は
歴
史
的
に
存
在
の
必
然
性
を
持
っ
て
い
な
い
。 

〈
蓑
原
〉
実
は
、
多
く
の
県
庁
所
在
地
で
す
ら
中
心
市
街
地
は
ほ
と
ん
ど
生
き
残
っ
て
い
な
い
ん
で
す
。

な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
基
本
的
に
歴
史
の
構
造
的
な
違
い
が
あ
る
わ
け
で
す
。
歴
史
の
話
を
す
る
と
、
は
る

か
昔
の
話
は
今
と
は
関
係
な
い
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
実
は
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
我
々
は
本

当
に
歴
史
を
背
負
っ
て
生
き
て
き
て
、
歴
史
の
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
動
い
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
歴
史
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
っ
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
考
え
て
み
る
と
、
さ
っ
き
の
井
口
さ
ん

の
話
で
は
な
い
け
ど
も
、
日
本
人
が
持
っ
て
る
都
市
に
関
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
同

じ
か
、
と
い
う
と
、
こ
れ
は
決
定
的
に
違
う
ん
で
す
。 

何
が
違
う
か
と
い
う
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
地
中
海
文
明
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
か
ら

都
市
と
い
う
も
の
が
自
治
都
市
で
あ
っ
た
。
城
壁
が
あ
っ
て
自
治
都
市
で
あ
る
。
自
治
都
市
の
真
ん
中
に

は
ア
ゴ
ラ
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ス
ト
ア
と
い
う
市
場
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
う
い

う
も
の
の
中
で
人
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
が
、
都
市
生
活
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
築
い
て
い
く
基
本
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
住
ん
で
、
そ
の
都
市
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
共
同
体
が
発
生
し
て
い
る
か

ら
、
都
市
と
い
う
も
の
が
現
代
に
お
い
て
も
未
だ
に
強
く
生
き
残
り
う
る
ん
だ
け
ど
、
じ
ゃ
あ
日
本
の
歴

史
は
そ
う
だ
っ
た
か
っ
て
い
う
と
実
は
そ
う
で
も
な
ん
で
も
な
い
。 

 

■
日
本
の
近
代
都
市
計
画
は
よ
う
や
く
、
戦
後
一
九
四
五
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。 

〈
蓑
原
〉
明
治
か
ら
今
年
で
一
四
八
年
で
す
。
明
治
以
前
は
完
全
に
武
士
社
会
で
あ
っ
て
、
お
城
が
あ
っ

て
、
周
辺
に
武
家
屋
敷
が
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
街
は
武
士
社
会
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
用
途
、
サ
ー
ビ
ス
地



域
で
し
か
な
い
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い
て
、
権
力
者
と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
地
域
を
守
る
と
か
、
住
民

の
自
治
意
識
で
地
域
を
繁
栄
さ
せ
る
と
い
う
構
造
に
は
な
っ
て
な
い
わ
け
で
す
。 

明
治
に
な
っ
た
と
き
に
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
当
時
の
帝
国
主
義
の
世
界
の
中
で
植
民
地
に
な
ら
ず

に
生
き
残
る
た
め
に
、
富
国
強
兵
し
か
道
が
な
く
、
そ
れ
を
集
権
的
な
国
家
に
し
て
一
挙
に
実
現
す
る
よ

り
ほ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
点
は
評
価
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
明
治
以
前
に
は
、
日
本
全

国
で
見
れ
ば
、
緩
い
中
央
集
権
的
な
政
治
構
造
し
か
持
ち
得
て
い
な
か
っ
た
が
故
に
、
そ
れ
な
り
の
地
域

の
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
ー
を
持
ち
え
た
し
、
緩
い
統
治
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
が
故
に
、
身
分
制
の
中
で
は

あ
っ
た
け
れ
ど
も
近
隣
地
域
の
レ
ベ
ル
で
は
そ
れ
な
り
の
自
治
能
力
を
持
っ
た
社
会
構
造
だ
っ
た
。
帝
国

主
義
的
侵
略
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
一
生
懸
命
に
新
し
い
近
代
技
術
を
取
り
入
れ
て
、
外
国
と
戦
う
た
め

に
は
本
当
に
「
一
億
一
心
」
と
い
う
形
で
、
総
力
戦
を
戦
わ
ざ
る
を
え
ず
、
地
域
の
自
治
な
ど
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
。
最
近
ま
た
一
億
何
と
か
と
い
う
言
葉
が
飛
び
出
し
て
き
て
、
私
な
ん
か
は
本
当
に
暗
然
と
し

て
い
ま
す
。
現
代
の
世
界
的
な
時
代
背
景
と
日
本
の
立
ち
位
置
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、

近
過
去
の
歴
史
も
忘
れ
て
い
る
知
的
な
退
廃
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
は
「
一
億
一
心
」

と
い
う
形
で
外
国
と
戦
わ
な
い
と
植
民
地
化
さ
れ
ち
ゃ
う
と
い
う
時
代
背
景
だ
っ
た
。
も
う
自
治
も
ヘ
チ

マ
も
な
い
、
都
市
も
ヘ
チ
マ
も
な
い
、
天
皇
の
赤
子
と
し
て
、
兵
隊
と
し
て
戦
う
、
国
民
と
し
て
産
業
育

成
、
富
国
強
兵
に
臨
む
と
い
う
こ
と
が
、
我
々
の
使
命
だ
っ
た
。
町
づ
く
り
と
か
都
市
計
画
と
か
い
う
の

は
、
傍
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
れ
が
ず
う
っ
と
一
九
四
五
年
に
戦
争
が
終
わ
る
ま
で
、
続
い
て
る
。

実
際
に
は
一
九
一
九
年
に
都
市
計
画
法.

市
街
地
建
築
物
法
が
で
き
る
と
か
、
道
路
を
作
っ
た
り
区
画
整
理

を
や
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
始
め
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際
に
近
代
的
な
都
市
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
の

は
戦
後
の
話
な
ん
で
す
。 

戦
後
じ
ゃ
あ
ど
う
し
た
か
と
い
う
と
、
そ
の
時
我
々
に
と
っ
て
初
め
て
本
当
の
意
味
で
の
近
代
と
い
う
も

の
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
つ
く
る
か
、
そ
し
て
近
代
を
支
え
て
い
る
人
間
と
い
う
も
の
を
、
都
市
の
中
で
ど

う
作
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
っ
て
き
た
ん
で
す
。
従
っ
て
日
本
の
近
代
化
と
い
う
の
は
本
当
の
意
味

で
始
ま
る
の
は
実
は
一
九
四
五
年
な
ん
で
す
。 

今
時
ま
た
非
常
に
保
守
反
動
的
な
話
が
あ
っ
て
、
昔
と
繋
げ
る
こ
と
が
良
い
の
だ
と
、「
ア
メ
リ
カ
が
押
し

つ
け
た
憲
法
だ
か
ら
け
し
か
ら
ん
」
と
か
、
そ
の
よ
う
な
話
が
出
て
い
ま
す
が
、
私
な
ん
か
の
育
ち
か
ら

い
く
と
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
ほ
ん
と
に
抜
け
る
よ
う
に
青
か
っ
た
空
の
解
放
感
と
い
う
の
は
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
が
初
め
て
近
代
国
家
と
し
て
民
主
主
義
国
家
と
し
て
成
立
し
始
め
た

わ
け
で
、
私
は
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
都
市
計
画
が
始
ま
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
下
に
お
け
る
、
抑
圧
を
受
け
な
が
ら
も
近
代
化
に
向
け
て
戦
っ
た
思
想
の
歴
史
と
か
、
市
区
改

正
条
例
や
一
九
一
九
年
の
都
市
計
画
法
、
市
街
地
建
築
物
法
な
ど
の
近
代
化
に
対
す
る
諸
先
輩
の
苦
闘
を

知
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
都
市
計
画
の
本
質
が
近
代
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ

以
前
の
都
市
計
画
は
、
僕
に
と
っ
て
は
前
史
に
し
か
過
ぎ
な
い
。 

 

■
日
本
の
近
代
都
市
計
画
の
ス
タ
ー
ト
は
、
基
本
的
に
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
型
だ
っ
た
。 

〈
蓑
原
〉
と
こ
ろ
が
そ
の
当
時
、
一
九
四
〇
年
代
。
五
〇
年
代
の
都
市
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
近
代
主

義
的
の
基
本
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の
は
残
念
な
が
ら
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
典
型
的
な
絵
を
示
し
て
い

る
よ
う
な
形
で
、
公
園
の
中
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
ポ
コ
ポ
コ
建
っ
て
る
よ
う
な
形
だ
っ
た
。
そ
れ
で
都

市
が
で
き
る
、
そ
れ
が
都
市
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
社
会
主
義
国
で
は
、
そ
の
よ
う
な
形
で
都



市
を
作
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。 

こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
か
日
本
の
過
去
の
歴
史
が
つ
く
っ
て
き
た
都
市
の
優
し
さ
と
か
楽
し
さ
と
か
そ
う

い
う
も
の
か
と
は
全
く
無
縁
で
、
た
だ
機
能
的
な
、
環
境
的
に
は
快
適
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
楽
し
く
も

な
ん
と
も
な
い
よ
う
な
空
間
を
つ
く
る
こ
と
が
当
時
は
ま
っ
た
く
正
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
て
、
我
々

も
公
園
の
中
に
高
層
と
か
超
高
層
の
建
物
を
つ
く
っ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
ベ
ス
ト
だ
と
信
じ
て
い
た
。

そ
れ
に
向
か
っ
て
ど
う
や
っ
て
近
づ
く
か
と
い
う
こ
と
を
し
て
き
た
。
そ
う
い
う
歴
史
の
中
で
、
我
々
の

近
代
都
市
計
画
が
始
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

で
す
か
ら
、
我
々
が
家
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
本
格
的
に
集
合
的
に
作
り
だ
し
た
の
は
郊
外
や
農
地
山
林
の

中
で
あ
り
、「
都
市
」
で
は
な
い
稠
密
な
住
宅
地
を
作
っ
て
、
そ
れ
が
都
市
の
一
部
だ
と
信
じ
て
き
た
。
町

の
中
に
ど
う
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
ど
う
住
む
か
と
い
う
よ
う
な
実
験
も
ち
ゃ
ん
と
ま
と
も
に
や
ら
な

い
ま
ま
、
今
ま
で
来
ち
ゃ
っ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
や
ら
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
く
て
、
関
東

大
震
災
が
起
き
た
後
、
同
潤
会
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
二
〇
〇
〇
戸
ほ
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
日
本
型
の
生
活
に
接
ぎ
木
し
た
不
燃
型
の
ア
パ
ー
ト
を
東
京
で
い
く
つ
か
実
験
と
し
て
つ
く
り

ま
し
た
け
ど
も
、
今
見
事
に
ほ
と
ん
ど
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
そ
う
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
都
市
イ
メ

ー
ジ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
な
い
。 

結
果
と
し
て
今
我
々
の
中
に
残
っ
て
い
る
の
は
何
か
と
言
え
ば
、
長
い
長
い
間
、
お
そ
ら
く
室
町
時
代
か

ら
つ
く
り
上
げ
て
き
た
、
城
を
中
心
と
し
た
、
農
家
的
な
戸
建
て
の
家
屋
敷
の
集
合
と
馬
車
を
使
わ
な
か

っ
た
故
に
極
度
に
狭
い
未
舗
装
の
路
地
網
で
で
き
た
市
街
地
と
火
災
や
災
害
に
弱
い
木
造
低
層
密
集
市
街

地
し
か
引
き
継
い
で
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
で
き
た
街
は
、
当
時
の
世
界
的
な
水
準
か
ら
言
っ

て
も
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
側
面
で
は
高
い
水
準
の
衛
生
的
な
街
で
あ
り
、
の
れ
ん
や
幟
で
表
層
を
覆
っ
て
賑

わ
い
を
演
出
し
、
路
上
の
物
売
り
や
棒
手
振
り
の
往
来
な
ど
で
、
都
市
と
し
て
の
賑
わ
い
と
楽
し
さ
を
持

て
た
街
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
日
本
の
伝
統
的
な
街
の
空
間
の
記
憶
と
、
そ
れ
か
ら
我
々
が
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
学
ん
だ
、
近
代
的
な
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
型
の
空
間
。
そ
の
二
つ
が
一
緒
に
混
ざ
っ
て
今
に

来
て
い
る
か
ら
、
そ
の
帰
結
が
井
口
さ
ん
が
今
説
明
さ
れ
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

               

 

（図・５）歌川広重「名所江戸百景・駿河町（上）とル・コルビ

ュジェの輝く都市＊（下）。 

 



■
日
本
の
都
市
は
完
全
に
、
拡
散
型
に
な
っ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
は
壊
滅
し
つ
つ
あ
る
。 

〈
蓑
原
〉
結
果
と
し
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
市
民
の
支
持
を
受
け
て
ま
と
も
な
都
市
計
画
が

や
れ
て
い
な
い
ほ
と
ん
ど
の
都
市
は
完
全
に
拡
散
型
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

も
う
駅
と
郊
外
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
さ
え
あ
れ
ば
良
い
と
思
え
る
状
況
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い

る
。
実
は
県
庁
所
在
地
で
も
中
心
市
街
地
の
ほ
と
ん
ど
が
壊
滅
的
に
無
く
な
っ
て
る
と
言
っ
て
い
い
ぐ
ら

い
で
、
茨
城
で
も
そ
う
だ
し
、
そ
れ
か
ら
栃
木
も
そ
う
だ
し
、
岐
阜
な
ん
か
も
そ
う
だ
し
、
中
心
市
街
地

と
言
え
る
よ
う
な
街
が
残
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
中
で
、
富
山
と

金
沢
は
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
本
当
に
頑
張
っ
て
の
り
き
れ
る
か
ど
う
か
は
今
非
常
に
難

し
い
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
人
口
の
高
齢
化
、
減
少
問
題
が
現
実
的
な

課
題
と
な
り
、
そ
の
上
に
地
球
環
境
問
題
が
迫
っ
て
き
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
や

っ
て
い
く
か
と
い
う
も
う
一
段
新
し
い
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

■
し
か
し
僕
（
蓑
原
）
は
諦
め
て
は
い
な
い
。「
都
市
の
楽
し
さ
」
の
記
憶
は
簡
単
に
は
消
え
な
い
。 

〈
蓑
原
〉
そ
の
中
で
、
最
初
に
全
体
の
質
問
の
答
え
み
た
い
な
こ
と
を
先
に
言
っ
ち
ゃ
う
と
、
僕
は
諦
め

て
は
い
な
い
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
都
市
の
楽
し
さ
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
あ
っ
て
、
そ
の
都
市
の
楽

し
さ
と
い
う
体
験
を
し
て
き
て
る
人
に
と
っ
て
絶
対
に
都
市
と
い
う
の
は
欲
し
い
と
思
う
。
そ
れ
は
我
々

の
場
合
に
は
戦
前
か
ら
戦
後
の
あ
る
時
期
ま
で
か
け
た
、
本
当
に
そ
の
街
の
中
で
育
ち
、
暮
ら
し
て
き
た

楽
し
さ
と
い
う
も
の
が
あ
る
。 

都
市
と
い
う
も
の
の
あ
り
方
そ
の
も
の
の
問
題
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
問
題
、
日
本
型
の
都
市
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
型
の
都
市
と
い
う
の
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
ど
ち
ら
に
も
「
都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
と
い
う
の
が

あ
る
ん
で
す
、
日
本
だ
ろ
う
と
何
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
が
、
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
今
言
っ
て
る
わ
け
な
ん

で
す
。 

 

■
ど
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
手
に
入
れ
る
の
か
？ 

我
々
は
そ
の
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
の
か
？ 

〈
蓑
原
〉
都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
の
が
ど
う
し
て
も
欲
し
い
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
実
は

建
設
省
（
今
の
国
土
交
通
省
）
に
二
五
年
い
て
都
市
計
画
も
や
り
住
宅
政
策
も
や
っ
て
き
て
、
結
果
と
し

て
日
本
の
戦
後
の
近
代
化
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
か
な
り
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
、
そ
れ
な
り
の
成
果
も
あ
げ

た
と
思
っ
て
い
る
。
開
発
途
上
国
と
し
て
は
う
ま
く
や
っ
た
。
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
五
〇
〇
ド
ル
、
七

〇
〇
ド
ル
の
頃
か
ら
始
ま
っ
て
、
今
世
界
に
冠
た
る
先
進
国
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
課
程
で
そ
れ
な
り
の

近
代
化
を
う
ま
く
や
っ
て
き
た
と
私
は
思
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
成
果
を
否
定
す
る
つ

も
り
は
全
く
な
い
ん
で
す
が
、
そ
の
と
き
何
が
問
題
か
と
い
う
と
、
じ
ゃ
あ
、
我
々
が
そ
う
い
う
形
で
の

イ
ン
フ
ラ
を
手
に
入
れ
て
、
豊
か
な
都
市
的
な
環
境
を
持
っ
た
と
き
に
、
今
我
々
が
ど
う
い
う
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
実
現
し
た
か
と
振
り
返
っ
た
と
き
、
残
念
な
が
ら
大
部
分
の
人
は
都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

求
め
な
い
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
問
題
な
ん
で
す
。 

 

■
拡
散
型
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
へ
、
日
本
は
そ
っ
ち
へ
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

<

蓑
原>

現
在
の
都
市
が
、
駅
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
れ
ば
十
分
だ
、
車
社
会
が
あ
れ

ば
十
分
だ
、
こ
う
い
う
よ
う
な
形
に
な
っ
て
る
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
私
が
本
来
的
な
都
市
の
楽

し
さ
を
決
し
て
諦
め
て
な
い
理
由
は
少
な
く
と
も
二
つ
あ
っ
て
、
一
つ
は
ま
ず
高
齢
化
社
会
の
現
実
で
す
。 



今
私
は
十
津
川
村
と
い
う
奈
良
県
最
南
端
の
村
（
人
口
三
三
〇
〇
人
余
）
に
行
っ
て
ま
す
。
高
齢
化
率
が

四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
富
山
な
ら
そ
の
レ
ベ
ル
に
近
づ
く
の
に
後
二
十
年
か
か

り
ま
す
。
で
も
そ
う
い
う
高
齢
化
社
会
に
な
っ
た
と
き
に
、
車
に
依
存
し
た
拡
散
型
で
ど
う
や
っ
て
住
む

の
よ
と
い
う
現
実
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今
頃
に
な
っ
て
慌
て
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
な
ん
て
国
も
言

い
出
し
て
る
け
ど
、
本
当
に
街
を
限
ら
れ
た
範
囲
に
囲
い
込
め
る
か
と
い
う
と
、
一
九
六
八
年
の
新
都
市

計
画
法
で
定
め
た
市
街
化
区
域
の
線
引
き
の
時
と
同
じ
で
、
あ
の
と
き
そ
う
い
う
有
効
な
手
段
も
与
え
れ

な
か
っ
た
し
、
何
も
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
、
今
さ
ら
、
十
分
な
合
意
形
成
も
実
現
手
段
も
な
し
に
そ

う
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
市
街
化
区
域
の
線
引
き
と
い
う
の
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
作
る

た
め
の
制
度
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
失
敗
し
て
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

手
段
と
い
う
の
は
も
の
す
ご
い
強
力
な
権
力
を
持
っ
て
、
も
の
す
ご
い
大
き
な
公
共
投
資
で
も
や
ら
な
い

限
り
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
本
当
に
そ
う
い
う
方
向
に
持
っ
て
い
け
る
か
、
ま
と
も
に
考
え
れ
ば
不
可
能

で
す
。 

持
っ
て
い
け
な
い
と
す
る
と
、
今
の
高
齢
化
社
会
の
中
で
都
市
的
な
楽
し
さ
と
い
う
も
の
を
ど
う
い
う
場

所
で
、
ど
う
や
っ
て
暮
ら
し
の
中
で
実
現
で
き
る
か
と
い
う
と
、
駅
前
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
型
、
コ

ン
ビ
ニ
型
の
都
市
で
は
駄
目
だ
と
私
は
は
っ
き
り
言
え
る
。
や
っ
ぱ
り
歩
行
者
を
軸
と
し
て
も
う
一
度
考

え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
富
山
と
か
金
沢
と
い
う
と
こ
ろ
は
、

実
は
と
っ
て
も
先
進
的
な
ん
で
す
。
富
山
、
金
沢
が
や
っ
て
る
よ
う
に
、
都
市
は
集
中
的
に
（
コ
ン
パ
ク

ト
に
）
整
備
し
た
ほ
う
が
良
い
。 

そ
の
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
と
言
っ
て
る
け
ど
、
実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
と
言
う
の
で
は
な
く
て
、
近
代
と

い
う
も
の
が
要
求
し
た
あ
る
種
の
楽
し
さ
、
豊
か
さ
、
優
し
さ
の
中
で
、
な
お
か
つ
高
齢
化
社
会
の
人
口

構
造
の
街
に
沿
う
こ
と
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
ど
う
し
た
っ
て
歩
行
者
を
軸

と
す
る
街
を
目
指
す
政
策
を
、
も
う
一
度
立
て
直
さ
な
き
ゃ
駄
目
だ
ろ
う
と
僕
は
言
っ
て
る
ん
で
す
ね
。 

 

■
企
業
の
町
か
ら
家
業
の
町
へ
。
富
山
市
は
そ
れ
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

〈
蓑
原
〉
そ
れ
か
ら
も
う1

つ
の
理
由
は
、
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
か
っ
て
い
う
非
常
に

大
き
な
分
岐
点
に
つ
い
て
の
反
省
と
展
望
で
す
。
こ
の
こ
と
は
日
本
の
中
で
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
い
な

い
で
す
。
私
は
前
か
ら
そ
の
こ
と
を
議
論
し
て
ま
す
が
、
富
山
は
そ
れ
に
つ
い
て
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
私
た
ち
が
魅
力
を
感
じ
て
い
る
近
過
去
に
形
成
さ
れ
て
き
た
街
を

支
え
て
い
る
の
は
企
業
で
は
な
い
、
昔
か
ら
の
家
業
型
の
人
た
ち
が
多
数
の
お
店
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
街
は
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

と
こ
ろ
が
家
業
と
い
う
の
が
ど
ん
ど
ん
廃
れ
て
い
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
新
し
く
そ
う
い
う
家
業

型
に
参
入
す
る
、
あ
る
い
は
新
し
く
家
業
型
を
引
き
継
ご
う
と
思
う
若
い
人
が
現
れ
て
く
る
よ
う
な
、
そ

う
い
う
方
向
に
世
の
中
を
リ
ー
ド
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
富
山
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
そ
う
い
う
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
が
育
ち
ま
し
た
。 

た
く
さ
ん
と
言
っ
て
も
確
か
二
十
い
く
つ
か
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い

と
い
う
の
が
現
実
で
、
自
分
で
家
業
型
の
商
売
を
し
よ
う
と
す
る
人
が
な
か
な
か
育
っ
て
こ
な
い
社
会
環

境
に
今
は
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
街
は
成
り
立
た
な
い
。 

 



■
家
業
に
代
わ
る
、
個
業
、
仕
業
の
時
代
が
来
る
。
そ
こ
に
期
待
し
て
い
る
。 

〈
蓑
原
〉
今
の
お
母
さ
ん
方
は
自
分
の
子
ど
も
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
安
逸
な
生
涯
を
送
っ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
い
て
、
お
店
を
や
っ
た
り
と
か
、
い
ろ
ん
な
形
で
職
人
を
や
っ
た
り
し
て
リ
ス
キ
ー
な
個
人

ビ
ジ
ネ
ス
を
や
り
始
め
る
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
は
誰
も
賛
成
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
社
会
的
な
空
気

を
作
っ
ち
ゃ
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
と
の
基
本
的
な
差
が
そ
こ
に
あ
る
と
僕
は
思
っ
て
い
る
。 

残
念
な
が
ら
と
い
う
か
幸
い
な
が
ら
と
い
う
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ま
だ
日
本
と
は
全
く
違
っ
た
階
層
社
会

だ
と
僕
は
見
て
い
ま
す
。
あ
る
種
の
社
会
的
な
階
層
制
度
と
い
う
も
の
を
み
ん
な
が
お
互
い
認
め
合
い
な

が
ら
お
互
い
に
楽
し
く
暮
ら
す
と
い
う
社
会
を
作
っ
て
き
て
い
る
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
お
店
の
担

い
手
と
い
う
も
の
が
そ
れ
な
り
に
出
て
き
て
い
る
。 

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
店
を
継
ぐ
若
者
が
少
な
い
も
ん
だ
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
型
の
や
つ
が
ど
ん
ど
ん
出

て
く
る
と
か
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
は
ず
な
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
れ
に
し

て
も
日
本
と
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
の
社
会
的
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
全
然
違
う
。
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

社
会
の
方
向
に
は
向
か
っ
て
い
な
い
か
ら
、
な
お
さ
ら
そ
こ
は
非
常
に
難
し
い
ん
で
す
が
、
今
の
ま
ま
み

ん
な
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
安
逸
な
生
活
を
送
れ
る
社
会
が
続
く
か
と
言
う
と
、
そ
れ
も
難
し
い
。 

こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
ん
で
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
が
進
ん
で
ど
う
い
う
こ
と

が
起
き
る
か
と
い
う
と
、
通
常
の
形
で
の
大
き
な
組
織
が
抱
え
こ
む
雇
用
の
数
と
い
う
の
は
決
定
的
に
限

界
が
あ
る
。
こ
れ
は
も
う
か
な
り
前
か
ら
そ
う
い
う
リ
ス
ク
を
予
告
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
そ
れ
が
現
実

に
な
っ
て
ま
す
。 

た
と
え
ば
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
一
人
当
た
り
い
く
ら
っ
て
、
生
ま
れ
た
人
全
部
に
所
得
を
最
初
か
ら
分

配
す
る
と
い
う
社
会
実
験
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
本
当
に
働
き
た
い
人
は
ど
ん
ど
ん
働
い
て

お
金
を
儲
け
れ
ば
良
い
と
い
う
よ
う
な
構
造
を
作
ろ
う
と
し
て
ま
す
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
の
思
想

で
す
ね
。 

そ
う
い
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
ぐ
ら
い
に
政
府
と
か
大
企
業
と
か
、
大
き
な
組
織
が
抱
え
る
正
規
雇
用
は

今
の
成
人
労
働
力
の
お
そ
ら
く
三
分
の
一
も
必
要
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
無
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
後

は
全
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
か
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
に
や
ら
れ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
実
際
に
そ
う
い
う
構
造
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
み
た
い
な
話
が
出
て
く
る

わ
け
で
す
。 

働
き
手
の
問
題
か
ら
考
え
た
っ
て
、
雇
用
構
造
は
今
の
ま
ま
で
は
済
ま
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

あ
間
違
い
な
く
、
私
が
「
個
業
」
と
言
っ
て
る
、
今
ま
で
の
家
業
と
は
違
っ
て
も
う
少
し
合
理
的
な
考
え

方
で
、
今
ま
で
の
問
屋
制
度
み
た
い
な
形
に
は
従
属
し
て
い
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ
て
く
れ
る
人
が
出
て

き
て
欲
し
い
。 

最
近
特
に
考
え
て
い
る
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
。
こ
れ
は
日
本
で
は
適
当
な
名
前
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
勝
手
に

仕
事
の
仕
と
い
う
「
仕
業
」
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。
企
業
と
か
個
業
と
か
は
基
本
的
に
金
儲

け
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
金
儲
け
を
し
て
資
本
蓄
積
を
し
て
、
自
分
の
ビ
ジ
ネ

ス
を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
生
き
が
い
を
感
じ
て
る
人
た
ち
な
ん
で
す
け
ど
も
仕
業
は
そ
う
で
は

な
い
。
ア
メ
リ
カ
と
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
部
分
の
人
た
ち
は
そ
う
で
な
く
て
、
自
分
た
ち
の
生
活
の
再
生

産
さ
え
で
き
れ
ば
、
そ
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
に
暮
ら
せ
れ
ば
そ
れ
で
良
い
ん
だ
、
と
い
う
の
が
仕
業
。
そ
れ
が

実
は
都
市
文
化
の
豊
か
さ
を
支
え
て
い
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
形
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
、
ア
メ
リ
カ

型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
見
方
を
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
慈
善
と
い
う
伝
統
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
自
分



の
需
要
を
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
拡
大
基
調
で
志
向
す
る
の
で
は
な
い
生
き
方
、
僕
が
仕
業
と
名
付
け
て
る

よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
、
都
市
生
活
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
も
ま
た
今
の
よ
う
な
雇
用

構
造
の
展
開
か
ら
い
く
と
、
遠
か
ら
ず
そ
う
い
う
よ
う
な
仕
業
み
た
い
な
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
の
人
間

が
増
え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
ま
す
。 

も
う
一
つ
は
高
齢
化
社
会
が
始
ま
っ
て
る
こ
と
。 

私
は
八
三
歳
で
す
。
私
は
八
三
歳
ま
で
生
き
る
と
は
思
っ
て
な
く
て
、
役
所
を
辞
め
る
と
き
に
描
い
た
見

込
み
で
は
二
〇
〇
〇
年
ま
で
し
か
生
き
て
な
い
と
思
っ
て
た
ん
で
す
。
け
ど
、
生
き
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
。

生
き
ち
ゃ
っ
て
こ
う
や
っ
て
元
気
に
動
け
る
わ
け
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
形
の
仕
事
で
は
な
い
、
一
種
の
楽
し
み
と
し
て
生
き
甲
斐
の
仕
事
と
し
て
や
る
よ
う
な

仕
事
が
必
要
だ
し
増
え
て
き
て
も
い
る
。 

実
際
に
は
今
地
方
に
Ｕ
タ
ー
ン
な
ん
か
で
帰
っ
て
る
人
た
ち
の
仕
事
の
仕
方
を
見
て
い
る
と
、
個
業
と
か

仕
業
型
の
小
さ
な
仕
事
を
何
件
か
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
束
で
田
舎
暮
ら
し
を
し
て
る
人
が
結
構
増

え
て
い
て
、
私
は
そ
う
い
う
人
た
ち
が
日
本
で
も
多
く
な
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、

決
し
て
見
通
し
が
暗
い
と
は
思
っ
て
な
い
ん
で
す
。
し
か
し
現
時
点
で
見
る
と
明
ら
か
に
都
市
は
拡
散
型

に
な
り
、
モ
ー
ル
型
に
な
り
、
駅
前
集
中
型
に
な
っ
て
い
る
ん
で
、
な
ん
と
か
富
山
の
よ
う
な
努
力
を
、

金
沢
の
よ
う
な
努
力
を
、
続
け
て
も
ら
い
た
い
な
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
上
で
、
後
は
少
し
議
論

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
質
疑
応
答
】 

                 

■
日
本
人
は
自
然
に
親
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

〈
井
口
〉
最
初
に
み
な
さ
ん
に
身
近
な
話
で
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す
が
、
街
に
出
て
外
で
楽
し
む
、
公
共

空
間
で
楽
し
む
、
自
然
を
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
、
日
本
人
は
本
当
に
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
と

 

 

(図・６)日本人の DNAは何処を目指しているのか？ 



い
う
こ
と
で
す
。
我
々
は
「
都
市
に
自
然
を
」
と
良
く
言
う
ん
で
す
け
ど
も
、
本
当
に
自
然
が
好
き
な
ん

だ
ろ
う
か
？ 

と
い
う
こ
と
で
す
。 

都
市
を
楽
し
む
と
き
に
、
映
画
館
の
中
と
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
中
、
あ
る
い
は
店
や
レ
ス
ト

ラ
ン
の
中
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
楽
し
む
と
い
う
の
は
分
か
り
ま
す
け
ど
も
、
そ
れ
だ
け
だ
と
、
ど
う
も

都
市
の
楽
し
さ
、
魅
力
と
い
う
の
が
表
に
出
て
こ
な
い
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
人
間
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

が
外
部
空
間
、
外
部
空
間
と
な
る
と
都
市
の
公
共
空
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
現
わ
れ
て
、
人
が
外
に
出
て
き
て
楽
し
ん
で
る
な
、
と
い
う
の
を
見
る
と
、
本
当
に
街
が
楽
し

い
な
、
と
思
う
。 

た
と
え
ば
日
本
だ
と
祭
り
の
時
が
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
視
察
旅
行
な
ん
か
に
行
く
と

良
く
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
の
は
毎
日
お
祭
り
や
っ
て
る
み
た
い
だ
」
と
言
い
ま
す
け
ど
、
そ
こ
ま
で
じ

ゃ
な
い
と
し
て
も
、
確
か
に
そ
う
い
う
雰
囲
気
の
場
所
が
よ
く
あ
る
わ
け
で
す
ね
、
い
つ
行
っ
て
も
、
さ

っ
き
の
写
真(

図
・
１
、
２)

の
よ
う
な
光
景
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
背
景
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
日
本
人
よ

り
も
は
る
か
に
屋
外
を
愛
し
て
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。 

街
の
中
に
あ
っ
て
も
日
が
照
っ
て
る
、
風
が
吹
く
、
あ
る
い
は
今
日
は
寒
い
ね
と
い
う
、
そ
う
い
う
屋
外

の
自
然
に
触
れ
る
こ
と
を
非
常
に
楽
し
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
屋
外
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

日
本
は
雨
が
多
い
か
ら
無
理
だ
ね
、
と
か
な
ん
と
か
言
い
ま
す
け
ど
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
も
ち
ろ
ん
雨
降

り
ま
す
。
雨
が
降
る
と
き
に
は
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
、
閉
め
て
ま
す
。
寒
い
と
き
は
、
日
本
よ

り
は
る
か
に
寒
く
て
も
外
に
座
っ
て
る
人
が
い
ま
す
が
、
寒
い
と
き
は
や
っ
ぱ
り
閑
散
と
し
て
ま
す
。
そ

ん
な
状
態
で
も
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
は
街
に
欠
か
せ
な
い
存
在
な
ん
で
す
。 

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
に
人
が
い
っ
ぱ
い
で
賑
わ
っ
て
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
天
気
が
良
く
て
、
気
候
も
良
い
と
き

な
ん
で
す
ね
。
連
中
は
「
あ
あ
、
良
い
気
候
に
な
っ
た
、
外
で
楽
し
め
る
」
っ
て
、
待
ち
か
ね
た
よ
う
に

喜
ん
で
出
て
く
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
日
本
は
気
候
風
土
が
違
う
か
ら
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
い
か
な
い
と

い
う
の
は
、
僕
は
「
そ
れ
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
」
と
思
う
。「
日
本
人
は
、
屋
外
が
嫌
な
ん
だ
」
と
言
い
た
く

な
る
。 

外
で
お
茶
を
飲
む
と
か
い
う
の
は
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
、
は
し
た
な
い
と
、
僕
ら
の
子
供
の
頃
は
そ
う
い

う
の
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
ど
、
今
も
そ
う
い
う
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
っ
て
、
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
は
日
本
人
に
合
っ

て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
空
調
さ
れ
て
て
、
完
全
に
安
全
で
、
雨
が
降
っ
て
も
、
い
つ
行
っ
て
も
大
丈
夫
。

そ
こ
だ
と
商
売
も
い
つ
も
や
れ
る
か
ら
経
営
が
安
定
す
る
。
社
会
の
仕
組
み
そ
の
も
の
が
そ
う
い
う
ふ
う

に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
る
。 

だ
か
ら
日
本
で
は
街
な
か
の
公
共
空
間
が
楽
し
い
ね
、
と
い
う
使
い
方
は
、
ち
ょ
っ
と
無
理
な
ん
じ
ゃ
な

い
か
。
そ
う
す
る
と
、
先
ほ
ど
蓑
原
さ
ん
が
言
わ
れ
た
都
市
が
楽
し
い
と
い
う
雰
囲
気
が
、
日
本
じ
ゃ
で

き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

年
寄
り
は
家
に
引
き
こ
も
っ
て
、
あ
る
い
は
文
化
教
室
に
行
っ
て
、

碁
会
所
に
行
っ
て
、
街
は
歩
か
ず
に
そ
の
ま
ま
帰
っ
ち
ゃ
う
。
自
然
に
触
れ
た
か
っ
た
ら
公
園
を
散
歩
し

た
り
ゴ
ル
フ
に
行
け
ば
い
い
。
街
を
楽
し
も
う
と
は
考
え
な
い
。 

そ
う
い
う
生
活
が
日
本
人
の
生
活
に
な
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
い
う
身
近
な
話
で
ど
う
考
え
ら
れ

ま
す
か
？ 

 

■
日
本
人
ほ
ど
都
市
に
自
然
を
持
ち
込
ん
で
い
る
民
族
は
い
な
い
。 

〈
蓑
原
〉
僕
は
全
く
反
対
で
す
ね(

笑)

。 



自
己
宣
伝
で
申
し
訳
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
今
本
屋
の
店
頭
に
「
ま
ち
づ
く
り
の
哲
学
」
１

と
い
う
本
が
出

て
て
、
こ
れ
は
私
と
宮
台
真
司
っ
て
社
会
学
者
が
対
談
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
、
僕
と
宮
台
は
、
自

分
た
ち
が
ど
う
い
う
生
い
立
ち
を
し
て
き
た
か
、
ど
う
い
う
形
で
戦
争
に
関
わ
っ
た
か
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
ど
う
い
う
経
験
を
し
て
、
ど
う
い
う
自
然
と
の
触
れ
あ
い
を
持
ち
、
ど
う
い
う
都
市
と
の
触
れ
あ
い
を

持
っ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
を
語
り
な
が
ら
、
都
市
と
い
う
も
の
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
そ
の
中
で
ど
う

や
っ
た
ら
幸
せ
が
掴
め
る
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
て
い
る
わ
け
で
す
。 

歴
史
的
に
見
る
と
、
日
本
人
ぐ
ら
い
都
市
の
中
で
自
然
を
持
ち
込
ん
で
い
る
民
族
は
い
な
い
し
、
こ
ん
な

に
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た
都
市
を
形
成
し
て
き
た
民
族
は
い
な
い
。
そ
れ
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

外
国
人
が
た
く
さ
ん
来
て
異
口
同
音
に
そ
う
書
い
て
ま
す
ね
。 

渡
辺
京
二
が
書
い
た
有
名
な
「
逝
き
し
世
の
面
影
」
と
い
う
本
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
日
本
人
が
当
時
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
間
が
考
え
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
、
し
か
も
、
こ
れ
は
上
田
篤
さ
ん

も
話
し
て
い
る
け
ど
、
日
本
人
は
大
自
然
と
い
う
も
の
、
原
野
的
な
、
山
的
な
自
然
、
神
様
が
い
る
と
感

じ
て
い
る
場
。
そ
れ
か
ら
中
自
然
と
い
う
田
園
的
な
あ
る
い
は
里
山
と
い
う
も
の
、
あ
る
い
は
小
自
然
と

言
っ
て
、
自
分
の
う
ち
の
庭
が
あ
り
、
な
お
か
つ
さ
ら
に
床
の
間
に
は
ち
ゃ
ん
と
木
を
切
っ
て
、
草
花
を

植
え
る
と
い
う
場
ま
で
設
け
て
、
日
本
人
は
そ
う
い
う
形
で
都
市
と
自
然
と
を
一
体
化
し
た
。 

そ
の
う
え
で
都
市
の
生
活
が
楽
し
く
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
加
藤
秀
俊
さ
ん

が
書
い
て
い
た
け
ど
、
あ
る
一
時
期
、
東
京
の
人
口
当
た
り
の
喫
茶
店
の
数
と
江
戸
の
人
口
当
た
り
の
茶

店
の
数
と
を
見
た
ら
、
江
戸
の
茶
店
の
数
の
ほ
う
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。
江
戸
の
町
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
暮
ら
し
方
を
し
て
い
た
か
と
い
う
と
、
町
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
仕
掛
け
が
あ

っ
て
、
そ
の
仕
掛
け
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
仕
掛
け
は
、
必
ず
し
も
永
続
的
な
お
店
の
連
続
で
は

な
く
て
、
大
道
芸
人
だ
っ
た
り
、
棒ぼ

手
振

て

ふ

り

と
い
う
行
商
人
だ
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
形
を
取
り
な
が
ら
都
市

の
賑
わ
い
を
作
り
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
生
か
し
て
き
た
。
こ
う
い
う
こ
と
を
き
ち
っ
と
議
論
し
た
上
で
、

我
々
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
本
当
に
そ
う
い
う
の
を
持
っ
て
い
た
の
か
？
今
は
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？ 
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

■
自
然
を
愛
す
る
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
果
た
し
て
今
も
健
在
だ
ろ
う
か
？ 

〈
蓑
原
〉
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
中
に
居
る
と
あ
そ
こ
は
確
か
に
安
全
で
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
非

常
に
便
利
だ
か
ら
連
れ
て
行
き
た
く
な
る
。
で
も
そ
れ
は
都
市
計
画
が
悪
い
ん
で
あ
っ
て
、
都
市
の
中
に

子
ど
も
を
連
れ
て
来
れ
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
ら
そ
う
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
本
当
に
良

い
の
か
？ 

そ
う
で
は
な
い
、
や
っ
ぱ
り
不
満
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？ 

 

た
だ
、
私
な
ん
か
は
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
ど
う
な
の
か
っ
て
い
う
の
か
良
く
分
か
ら
な
い
。 

我
々
の
世
代
は
明
ら
か
に
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
た
と
え
ば
東
浩
紀
と
か
、
大
山
顕
と
か

い
う
人
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
つ
い
て
書
い
て
ま
す
け
ど
２

、
彼
ら
は
手
放
し
で
そ
れ
を
礼
賛
し
て
て
、

日
本
と
同
じ
も
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
あ
る
、
ド
バ
イ
も
あ
る
、
非
常
に
良
い
こ
と
だ
と
考
え
る
訳
で

                             

１  

「ま
ち
づ
く
り
の
哲
学
」蓑
原
敬
、
宮
台
真
司
共
著 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房 

２
０
１
６
年
。 

２
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
か
ら
考
え
る 

ユ
ー
ト
ピ
ア
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
・
未
来
都
市
」
東
浩
紀
、
大
山
顕
、
幻
冬
舎
２

０
１
６
年 

 



す
。
そ
れ
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
て
、
非
常
に
楽
し
く
て
、
そ
れ
は
普
遍
的
に
あ
る
種
の
快
適

性
を
与
え
て
く
れ
る
、
こ
ん
な
に
良
い
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
ふ
う
に
書
い
て
あ
る
。 

本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
？
と
僕
ら
に
は
疑
問
が
あ
る
の
だ
け
ど
、
そ
う
思
っ
て
る
人
た
ち
が
明
ら
か

に
増
え
て
る
こ
と
も
確
か
な
ん
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
展
開
と
し
て
は
、
彼
ら
が
言
う
通
り
で
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
少
な
く
と
も

私
た
ち
は
私
た
ち
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
っ
て
い
う
の
も
の
を
も
う
一
度
し
っ
か
り
と
振
り
返
っ
た
上
で
、
西
洋
的
な

都
市
空
間
で
は
な
い
、
ど
れ
だ
け
の
差
異
が
あ
る
、
ど
の
よ
う
な
都
市
環
境
を
こ
れ
か
ら
我
々
は
エ
ン
ジ

ョ
イ
す
る
の
か
、
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

                 

■
日
本
人
は
ど
の
よ
う
な
「
都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
求
め
て
い
る
の
か
？ 

〈
蓑
原
〉
我
々
は
近
代
人
と
し
て
明
治
以
降
、
少
な
く
と
も
憲
法
を
持
ち
、
そ
れ
か
ら
戦
後
の
憲
法
に
よ

っ
て
主
権
者
た
る
国
民
と
し
て
自
主
的
な
社
会
を
ど
う
作
る
か
、
一
人
の
人
間
と
し
て
考
え
る
事
を
要
請

さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
都
市
を
作
れ
ば
良
い
か
を
考
え
る
時
に
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
を
作
っ
て
い
く

上
で
、
あ
る
い
は
我
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
築
い
て
い
く
う
え
で
、
我
々
は
そ
の
都
市
に
期
待
し
て
い

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
原
点
に
戻
っ
て
、
ど
う
い
う
都
市
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
我
々
は
求
め
て
い
る
の

か
な
と
、
本
当
に
考
え
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

非
常
に
お
お
ざ
っ
ぱ
に
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
た
と
え
ば
人
が
集
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
け
考
え
て
み
て
も
、

な
ん
で
こ
れ
が
お
も
し
ろ
い
か
？
集
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
れ
を
見
て
る
人
が
居
る
。

ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
か
ら
闘
技
場
が
あ
る
、
ア
リ
ー
ナ
で
す
。
そ
れ
か
ら
屋
外
劇
場
が
あ
る
、
シ
ア
タ
ー
が

あ
る
。
ア
ゴ
ラ
と
か
ス
ト
ア
、
ア
ゴ
ラ
と
い
う
場
所
は
政
治
的
に
討
論
す
る
場
み
た
い
な
、
そ
う
い
う
場

で
あ
る
し
、
ス
ト
ア
と
い
う
の
は
市
場
が
立
つ
、
こ
う
い
う
の
が
ギ
リ
シ
ャ
の
土
地
に
存
在
し
て
、
そ
れ

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
わ
っ
た
。 

で
は
、
日
本
は
そ
う
い
う
の
は
ど
う
い
う
形
で
持
っ
た
だ
ろ
う
か
？ 

 

 

(図・７)山形県砂越銀座(上)と大阪府ららぽーと EXPOCITYのフー

ドコート＊(下)。 



た
と
え
ば
屋
外
劇
場
は
無
か
っ
た
け
れ
ど
、
橋
の
た
も
と
に
芝
居
小
屋
と
い
う
の
が
か
か
っ
て
非
常
に
優

れ
た
演
劇
文
化
を
育
て
て
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ス
ト
ア
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
市
場
み
た
い

な
も
の
を
持
っ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
に
は
サ
ー
カ
ス
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
も
日
本
で
は
大

道
芸
人
み
た
い
な
形
で
存
在
し
て
い
た
。 

我
々
は
都
市
の
中
で
何
を
し
て
き
た
か
？ 

と
考
え
る
と
、
ま
ず
物
を
見
る
と
い
う
の
は
欲
し
い
な
と
。

そ
れ
か
ら
、
物
を
買
っ
て
楽
し
む
、
食
べ
て
楽
し
む
。
特
に
食
べ
る
っ
て
非
常
に
大
事
で
、
一
緒
に
食
べ

る
こ
と
が
自
治
の
根
源
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の
標
準
的
な
考
え
方
で
す
。
だ
か
ら
、
今

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
語
る
と
き
、
英
語
の
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
リ
テ
ィ
（
宴
会conviviality

）
と
い
う
言

葉
を
盛
ん
に
使
う
ん
で
す
け
ど
も
、
イ
タ
リ
ア
語
の
コ
ン
ヴ
ィ
ー
ヴ
ィ
オ
（con

vivio

）
と
い
う
概
念
は
、

共
に
食
べ
る
と
い
う
、
一
緒
に
食
べ
る
仲
だ
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
非
常
に
大
事
な
ん
で
す
。
そ
う

い
う
共
に
食
べ
る
場
所
と
い
う
の
が
、
さ
っ
き
の
井
口
さ
ん
の
写
真
の
中
で
も
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た

よ
ね
。
ま
さ
に
コ
ン
ヴ
ィ
ー
ヴ
ィ
オ
す
る
よ
う
な
場
所
、
そ
う
い
う
の
は
我
々
は
持
っ
て
な
か
っ
た
の
か
？

と
い
う
と
、
持
っ
て
た
ん
で
す
。 

さ
っ
き
も
言
っ
た
よ
う
に
、
茶
店
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
通
り
と
い
う
の
は
そ
の
よ
う
な
場
所
だ
っ

た
。
屋
台
が
あ
っ
て
、
屋
台
そ
ば
が
食
え
た
。
屋
台
の
寿
司
だ
っ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
う
い
う
時

に
「
語
る
場
所
」
っ
て
い
う
の
が
、
ど
う
し
た
っ
て
欲
し
い
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
は
そ
れ
が
市
場
だ
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
カ
フ
ェ
。
特
に
一
七
世
紀
以
降
、
カ
フ
ェ
は

今
の
都
市
文
化
に
つ
な
が
っ
て
く
る
非
常
に
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
き
て
い
る
し
、
そ
の
カ
フ
ェ
で
い
ろ

い
ろ
な
政
治
的
な
討
論
と
か
芸
術
的
な
討
論
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
近
代
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
の
花
が

カ
フ
ェ
を
媒
体
と
し
な
が
ら
開
い
て
く
る
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
。 

じ
ゃ
あ
そ
う
い
う
こ
と
が
日
本
に
は
無
か
っ
た
か
？ 

実
は
日
本
で
も
隠
れ
た
場
所
だ
け
ど
お
茶
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
。
茶
店
で
は
な
く
て
、
お
茶
屋
さ
ん
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
で
こ
っ
そ
り
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
語
っ
た
。
今
で
も
、
大
事
な
こ
と
は
料
亭
で
語

ら
れ
る
と
い
う
ん
だ
か
ら
、
本
当
に
そ
う
い
う
文
化
は
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
た
。 

当
然
な
が
ら
物
の
売
り
買
い
と
し
て
の
市
。 

そ
れ
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
で
大
事
な
の
は
、
こ
れ
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
、
僕
は
イ
タ
リ
ア
で
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
セ
ン
ツ
ァ
・
フ
ァ
ー
ル
・
ニ
エ
ン
テ
（senz

a far n
ie
nte

）。
「
何
も
し
な

い
楽
し
さ
」
っ
て
い
う
、
こ
れ
こ
そ
が
イ
タ
リ
ア
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
過
ご
し
方
で
、
ぼ
お
っ
と

し
て
そ
こ
に
い
て
、
そ
こ
に
人
が
来
て
、「
あ
あ
、
格
好
良
い
お
姉
ち
ゃ
ん
が
歩
い
て
い
る
な
あ
」
と
か
、

「
格
好
良
い
姿
を
し
た
人
が
い
る
な
あ
」
と
か
、
そ
う
い
う
の
を
見
て
い
る
楽
し
さ
と
い
う
の
は
、
大
事

な
都
市
の
楽
し
さ
の1

つ
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
の
も
あ
る
わ
け
で
す
。 

そ
れ
か
ら
当
然
散
歩
を
す
る
。
散
歩
す
る
と
い
う
概
念
は
、
十
七
世
紀
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
社
会
の
中
に
出
て
き
て
い
て
、
こ
れ
が
特
に
そ
の
「
何
も
し
な
い
楽
し
さ
」
と
い
う
概
念
で
、
散

歩
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
フ
ラ
ヌ
ー
ル
（flàneur

散
歩
人
） 

、
ふ
ら
ふ
ら
歩
く
と
い
う
の
は
本
当
に
大

事
な
都
市
的
な
価
値
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

そ
う
い
う
こ
と
を
、
一
つ
一
つ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
眺
め
た
中
で
、
我
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
中
で
ほ
ん
と
に
ど
れ
が
大
切
な
も
の
で
ど
れ
が
大
切
で
な
い
か
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
経
営
者
は
そ
の
こ
と
を
一
生
懸
命
考
え
て
い
て
、
楽
し
い
こ
と
の
大
部
分
を

す
で
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
中
に
実
現
し
ち
ゃ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ



ン
タ
ー
に
み
ん
な
が
行
く
っ
て
の
は
や
む
を
得
な
い
。
た
だ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
中
に
都
市
の

文
化
ら
し
い
も
の
は
あ
る
け
ど
私
は
残
念
な
が
ら
あ
れ
は
文
化
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
あ
れ
は
掘
っ

立
て
小
屋
だ
と
し
か
思
え
な
い
。 

都
市
と
い
う
の
は
、
公
共
空
間
を
き
ち
っ
と
公
共
で
つ
く
っ
た
う
え
で
、
建
物
を
建
築
と
し
て
歴
史
的
に

積
み
上
げ
て
、
そ
の
歴
史
の
中
に
お
祭
り
が
あ
り
、
生
活
が
あ
り
、
自
分
の
生
活
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
初
め
て
、
都
市
と
し
て
大
事
に
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
思
っ
て
い
て
、
私
は
そ
こ
に
戻
ら
な

い
限
り
は
都
市
の
文
化
は
も
う
駄
目
だ
と
い
う
ふ
う
に
今
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

 

■
都
市
の
公
共
空
間
を
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
、
今
の
日
本
人
に
期
待
出
来
ま
す
か
？ 

〈
井
口
〉
半
分
答
え
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。 

そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
話
は
、
僕
は
ま
っ
た
く
納
得
で
き
る
。
で
も
話
が
そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
非

常
に
多
く
て
、
も
う
一
歩
突
っ
込
ん
で
議
論
し
た
い
ん
で
す
。
蓑
原
さ
ん
は
東
浩
紀
と
か
、
大
山
顕
さ
ん

の
発
言
に
対
し
て
、
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か
は
「
私
は
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と

言
っ
て
、
そ
れ
に
触
れ
ら
れ
た
け
ど
ど
う
考
え
て
る
か
お
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
今
ど
う
な
っ
て

い
る
か
、
若
い
世
代
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
一
番
僕
ら
が
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。 

今
蓑
原
さ
ん
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
中
心
市
街
地
の
「
に
ぎ
わ
い
」
を
考
え
る
際
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
こ
ろ
で
、
食
べ
る
、
語
る
、
何
も
し
な
い
、
買
物
す
る
、
散
歩
す
る
、
こ
の
五
つ
は
都
市
に
求
め
ら

れ
る
大
事
な
も
の
、
都
市
の
楽
し
み
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
公
共
空
間
で
や
ら
れ
る
ん
で
す
よ
。
そ
こ

が
都
市
の
魅
力
で
す
。 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
無
い
の
は
文
化
が
無
い
よ
、
こ
の
四
つ
は
あ
る
け
ど
文
化
は
無
い
よ
と
、
お

っ
し
ゃ
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
自
然
が
無
い
。
モ
ー
ル
に
緑
の
木
は
置
い
て
る
し
、
そ
れ
ら
し
い
自
然
は
あ
り
ま

す
け
ど
も
、
全
部
管
理
さ
れ
た
自
然
で
す
か
ら
僕
は
そ
れ
は
自
然
と
は
思
え
な
い
。
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街

に
も
自
然
は
な
い
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
で
は
、
ド
イ
ツ
な
ん
か
に
行
く
と
緑
が
少
し
出
て
き
ま
す
け
れ
ど
、
イ
タ
リ
ア
の
都

市
の
中
に
緑
は
少
な
い
で
す
。
し
か
し
、
空
が
あ
っ
て
太
陽
が
あ
っ
て
風
が
吹
い
て
雨
が
降
る
。
本
当
の

自
然
、
管
理
さ
れ
て
い
な
い
自
然
が
あ
る
。
そ
れ
を
楽
し
ん
で
る
。
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地

の
自
然
で
す
。
大
通
り
に
は
無
剪
定
の
街
路
樹
が
大
き
く
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
。
そ
し
て
市
街
地
の
す
ぐ

外
に
は
手
つ
か
ず
の
緑
の
田
園
が
広
が
っ
て
い
る
。 

食
べ
る
、
語
る
、
何
も
し
な
い
、
散
歩
。
そ
れ
か
ら
文
化
と
自
然
。
そ
れ
を
楽
し
む
た
め
に
中
心
市
街
地

に
行
く
。
そ
れ
を
屋
外
で
楽
し
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
の
「
に
ぎ
わ
い
」
で
す
。
と
い

う
こ
と
が
、
今
の
日
本
の
若
い
人
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
に
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
か
？ 

僕
は
期
待
で
き
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
思
っ
て
る
ん
で
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
「
に
ぎ
わ
い
」
と
は
、
商
業
と
人
混
み
、
こ

の
二
つ
じ
ゃ
な
い
か
、
屋
外
の
自
然
は
求
め
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
若
い

世
代
の
山
下
さ
ん
に
口
火
を
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

 

■
富
山
市
で
は
、
明
ら
か
に
都
市
の
公
共
空
間
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。 

〈
山
下
〉
私
は
、
大
い
に
期
待
で
き
る
と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
私
の
周
り
に
い
る
三
十
代
の
方
た
ち
は

そ
う
い
う
こ
と
が
非
常
に
好
き
な
方
た
ち
で
す
し
、
そ
う
い
っ
た
楽
し
み
方
を
今
の
日
本
で
は
で
き
な
い



こ
と
が
多
い
の
で
、
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
努
力
を
続
け
て
い
る
人
が
多
い
で
す
。
今
、
お
聞
き
し

て
い
て
思
い
ま
し
た
の
は
、
少
な
く
と
も
富
山
の
人
は
、
私
は
富
山
に
十
五
年
住
ん
で
、
七
年
間
グ
ラ
ン

ド
プ
ラ
ザ
と
い
う
広
場
の
ス
タ
ッ
フ
を
し
て
た
の
で
す
が
、
今
こ
ち
ら
の
図
書
館
の
ロ
ビ
ー
空
間
に
も
椅

子
が
あ
っ
て
、
道
路
に
面
し
た
屋
外
空
間
に
ベ
ン
チ
が
あ
る
状
態
で
す
が
、
そ
こ
に
高
校
生
二
人
が
お
弁

当
を
食
べ
て
い
ま
し
た
し
、
別
の
二
人
は
何
も
せ
ず
、
通
り
を
歩
く
人
、
セ
ン
ト
ラ
ム(

Ｌ
Ｒ
Ｖ 

低
床
式

路
面
電
車)

を
眺
め
て
い
る
状
態
を
見
て
、
富
山
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る
人
た
ち
が
非
常
に

増
え
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
富
山
駅
の
上
に
も
広
場
的
空
間
が
あ
っ
て
、
広
場
を
眺
め
れ
る
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
そ
こ
で
外
国
人
の
方
と
普
通
に
相
席
で
き
る
高
校
生
の
男
の
子
た
ち
が
い
た
ん

で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
以
前
の
富
山
の
高
校
生
で
は
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
思
う
ん

で
す
け
ど(

笑)

。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
文
化
と
い
う
の
は
始
ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
私
は
非
常
に
希
望
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
は
私
は
ほ
と
ん
ど
行
か
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
あ
そ
こ
に
一
番
な
い
も
の
は

風
で
す
ね
。
私
は
風
に
当
た
る
の
も
都
市
の
中
で
の
楽
し
み
の1

つ
で
す
。
都
市
は
人
が
寄
り
添
い
集
ま

っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
人
も
自
然
の
一
部
で
す
の
で
、
自
分
も
自
然
の
一

部
な
ん
だ
と
感
じ
る
た
め
に
は
風
に
当
た
る
と
い
う
行
為
が
と
て
も
身
近
で
大
切
な
の
か
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。
心
地
よ
い
風
に
当
た
れ
る
空
間
と
い
う
の
も
、
街
の
中
に
は
必
要
で
、
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な

都
市
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
フ
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
楽
し
む
場
所
な
の
か
な
あ
と
思
い
な
が

ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

                

■
日
本
人
も
外
で
遊
べ
る
。 

グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。 

〈
京
田
〉
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
が
で
き
る
前
、
十
年
ぐ
ら
い
前
の
富
山
と
今
を
比
べ
る
と
街
な
か
を
楽
し
む

人
た
ち
が
、
若
者
も
中
高
年
も
含
め
て
、
ず
い
ぶ
ん
増
え
た
と
思
い
ま
す
。
さ
っ
き
飲
食
の
話
も
出
ま
し

た
が
、
一
緒
に
飯
を
食
う
、
飲
み
食
い
す
る
の
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
建
物
の
中
で
や
る
の
と

外
で
や
る
の
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
と
い
う
の
が
実
感
と
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

 

＊(図・７)富山市中心市街地の歩行者空間は日本の先進モデ

ルーグランドプラザ(上)、LRV(ライト・レイル・ヴィークル、セント

ラムと呼ばれている)が走る大手モール。 



グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
で
は
定
期
的
に
第
二
木
曜
日
に
カ
ジ
ュ
ア
ル
ワ
イ
ン
会
と
い
う
の
を
や
る
ん
で
す
。
誰

で
も
ど
う
ぞ
と
い
う
ワ
イ
ン
会
を
や
っ
て
る
ん
で
す
。
予
約
も
何
も
な
し
で
、
そ
こ
に
や
っ
て
き
て
三
千

円
払
え
ば
ワ
イ
ン
が
飲
め
る
ん
で
す
。
一
年
中
、
雪
が
降
ろ
う
が
何
が
あ
ろ
う
が
、
無
茶
苦
茶
寒
い
と
き

で
も
や
っ
て
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
結
構
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
る
。
そ
こ
で
は
始
め
て
来
た
人
が

み
ん
な
パ
ッ
と
友
達
に
な
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
普
通
の
お
店
に
行
っ
て
ワ
イ
ン
飲
ん
で
て
、
な
か
な
か
隣

の
テ
ー
ブ
ル
に
声
は
か
け
な
い
で
す
。
で
も
外
だ
と
、
そ
れ
が
自
然
に
、
「
何
を
し
て
る
方
で
す
か
、
ど
ん

な
仕
事
で
す
か
？ 

あ
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
」
と
い
う
話
が
で
き
て
る
ん
で
す
ね
。
富
山
ぐ
ら
い
の
人

口
規
模
だ
と
そ
う
や
っ
て
話
し
て
る
と
、「
あ
あ
、
誰
々
と
友
達
」
み
た
い
な
話
に
も
な
っ
て
、
そ
こ
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
た
り
し
て
す
ご
く
い
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
ま
す
。 

グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
の
土
地
は
誰
の
も
の
か
と
い
う
話
し
も
大
事
で
す
。
私
そ
れ
で
感
じ
て
い
る
の
は
、
広

場
を
誰
か
が
所
有
し
て
て
、
誰
が
管
理
し
て
る
か
っ
て
い
う
の
が
見
え
る
う
ち
は
市
民
の
も
の
に
は
な
ら

な
い
と
思
っ
て
ま
し
て
、
そ
れ
を
な
る
べ
く
隠
す
の
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
ま
す
。 

マ
ン
ガ
で
い
う
と
ド
ラ
え
も
ん
の
の
び
太
く
ん
と
か
ジ
ャ
イ
ア
ン
が
空
き
地
で
野
球
し
て
遊
ん
で
い
る
。

あ
の
空
き
地
は
た
ぶ
ん
個
人
の
誰
か
が
持
っ
て
る
ん
で
し
ょ
う
が
、
誰
が
持
っ
て
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、

み
ん
な
で
空
き
地
で
遊
ぶ
っ
て
い
う
、
あ
あ
い
う
の
が
昭
和
の
時
代
に
は
普
通
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。

そ
れ
が
今
は
行
政
が
作
っ
た
ら
、「
は
い
、
こ
こ
は
公
園
で
す
」「
こ
こ
は
広
場
で
す
」「
こ
こ
は
何
々
で
す
」

「
だ
か
ら
こ
う
や
っ
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
う
や
っ
て
遊
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
や
る
と
、
み
ん
な
使
う

気
に
な
れ
な
い
。
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
は
作
っ
た
と
き
に
、
元
々
は
道
路
で
し
た
け
ど
そ
れ
は
廃
止
し
て
、

あ
え
て
公
園
と
か
広
場
と
か
の
指
定
を
ま
っ
た
く
何
も
か
け
ず
に
、
よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
作
っ
た
ん

で
す
。
実
際
は
富
山
市
の
土
地
と
両
側
の
再
開
発
の
共
有
地
の
一
部
で
、
公
開
空
地
で
も
何
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
管
理
者
、
富
山
市
何
々
課
と
か
看
板
も
一
切
出
さ
ず
に
、
禁
止
事
項
も
一
切
書
か
な
い
と
い
う
方

針
で
始
め
ま
し
た
。
始
め
た
と
き
も
管
理
じ
ゃ
な
く
て
、
運
営
す
る
ん
だ
よ
と
い
う
話
な
ん
で
す
。
決
し

て
、
管
理
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
何
を
や
っ
て
も
良
い
。
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
何
や
っ
て

も
口
は
出
さ
な
い
。
使
う
人
の
自
由
に
さ
せ
よ
う
、
と
い
う
話
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
や
っ

ぱ
り
使
う
方
が
増
え
て
き
た
と
思
っ
て
ま
す
。
途
中
か
ら
、
運
営
も
お
こ
が
ま
し
い
と
思
っ
て
、「
こ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
あ
り
ま
す
か
ら
来
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
運
営
も
な
る
べ
く
引
っ
込
め
て
、
市
民
の
人
た
ち
が
自

由
に
「
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
」
と
言
っ
た
時
に
、
基
本
的
に
は
ノ
ー
と
言
わ
な
い
。
み
ん
な
「
は
い

ど
う
ぞ
、
は
い
、
ど
う
ぞ
」
と
言
っ
て
や
ら
せ
あ
げ
る
、
と
い
う
こ
と
で
今
に
至
っ
て
ま
す
。
そ
こ
が
こ

れ
ま
で
の
行
政
が
作
っ
て
き
た
公
園
と
か
広
場
と
か
と
い
う
も
の
と
の
違
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

そ
う
い
う
こ
と
が
他
で
も
ち
ゃ
ん
と
で
き
れ
ば
良
い
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
ま
だ
、
蓑
原
先
生
の
言
わ
れ

た
よ
う
に
非
常
に
管
理
者
の
規
制
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
良
く
出
て
く
る
札
幌
の
例
で
す
け
ど
、
あ
の

北
三
条
広
場
は
も
と
も
と
は
道
路
で
す
。
そ
の
上
に
札
幌
市
は
広
場
と
し
て
の
兼
用
工
作
物
の
指
定
を
か

け
て
、
地
面
か
ら
下
は
道
路
の
ま
ま
で
表
面
だ
け
は
広
場
と
い
う
、
非
常
に
複
雑
な
兼
用
工
作
物
を
か
け

て
警
察
の
い
ろ
ん
な
規
制
を
無
く
そ
う
と
し
た
ん
で
す
。
そ
う
や
っ
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
国

交
省
に
問
い
合
わ
せ
す
る
と
、
い
や
、
あ
れ
は
や
っ
ぱ
り
札
幌
が
勝
手
に
や
っ
て
い
る
こ
と
で
、
う
ち
が

認
め
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
と
言
っ
て
る
ん
で
す(

笑) 

富
山
で
も
実
は
、
総
曲
輪
西
地
区
の
再
開
発
が
こ
の
前
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
も
小
さ
な
広
場

み
た
い
な
も
の
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
道
路
を
廃
止
し
よ
う
か
と
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
あ
え
て
道
路



を
残
し
て
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
っ
て
、
道
路
を
残
し
て
、
札
幌
北
三
条
広
場
を

参
考
に
同
じ
よ
う
に
や
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
国
交
省
の
北
陸
地
方
整
備
局
は
駄
目
で
し
た(

笑)

。 
そ
ん
な
こ
と
を
や
り
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
進
め
て
い
く
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
思
っ
て
ま
す
が
、
簡
単
な
の
は

道
路
も
何
も
外
し
て
し
ま
う
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
、
今
は
過
渡
期
か
な
と
い
う
感
じ
は
し
ま
す
。

そ
う
と
は
言
え
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
使
う
人
た
ち
は
増
え
て
き
て
い
る
ん
で
、
私
も
決
し
て
将
来
は
暗

く
な
く
て
、
変
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
そ
れ
で
も
街
な
か
に
椅
子
や
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
て
い
る
場
所
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
市
民
が
そ
れ
を

望
ん
で
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

〈
井
口
〉
街
で
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
る
女
性
グ
ル
ー
プ
は
良
く
見
る
け
ど
、
男
性
グ
ル
ー
プ
を
見
る

こ
と
は
あ
ま
り
無
い
。
男
性
に
比
べ
て
女
性
は
日
本
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
感
性
に
近
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
カ
ッ
プ
ル
社
会
で
す
ね
。
だ
か
ら
男
と
女
が
よ
く
一
緒
に
行
動
し
て
ま
す
か

ら
、
多
分
男
の
感
性
と
女
の
感
性
が
近
い
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
さ
っ
き
山
下
さ
ん
が
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
な
楽
し
み
の
感
覚
を
男
も
女
も
同
じ
よ
う
に
持
っ
て
る
と
僕
は
思
う
ん
で
す
。 

京
田
さ
ん
に
お
聞
き
し
て
良
い
の
か
ど
う
か
、
富
山
を
歩
い
て
る
と
公
共
空
間
が
も
の
す
ご
く
整
備
さ
れ

て
、
空
間
も
豊
か
で
す
。
お
城
に
通
じ
る
文
化
ゾ
ー
ン
の
大
手
モ
ー
ル
と
駅
の
北
側
の
富
山
ブ
ー
ル
バ
ー

ル
、
素
晴
ら
し
い
歩
行
者
空
間
が
出
来
て
る
。
そ
れ
な
の
に
な
ん
で
こ
ん
な
に
座
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
ん

だ
。
確
か
に
ペ
ン
チ
は
よ
そ
の
町
に
比
べ
る
と
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
し
て
も
、
も
っ

と
い
っ
ぱ
い
ベ
ン
チ
が
あ
っ
て
も
良
い
は
ず
。
あ
る
い
は
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
な
ん
か
バ
ン
バ
ン
出
て
も
良
い

は
ず
。
そ
う
す
る
と
あ
そ
こ
に
い
っ
ぱ
い
人
が
出
て
く
る
。
街
が
断
然
楽
し
く
な
る
。
な
ん
で
無
い
の
か
？ 

そ
れ
は
人
が
求
め
て
な
い
か
ら
だ
と
、
僕
は
思
う
ん
で
す
。 

そ
れ
は
行
政
が
悪
い
か
ら
だ
と
か
、
警
察
が
悪
い
と
か
言
い
ま
す
け
ど
、
行
政
も
警
察
も
企
業
も
、
み
ん

な
が
求
め
て
る
も
の
を
作
る
ん
で
す
よ
。
資
本
主
義
社
会
は
み
ん
な
が
欲
し
が
っ
て
る
も
の
を
作
る
ん
で

す
。
だ
か
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
で
き
て
る
ん
で
す
よ
。
み
ん
な
が
望
ん
で
る
も
の
が
街
に
で
き

て
い
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
富
山
で
あ
れ
だ
け
立
派
な
公
共
空
間
が
あ
る
の
に
、
ベ
ン
チ
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
ゆ
っ
く
り
座
れ
る
ベ
ン
チ
が
な
い
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
？
そ
れ
は
誰
か
が
悪

い
か
ら
じ
ゃ
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
日
本
人
は
外
が
嫌
い
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
？ 

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

〈
京
田
〉
そ
う
で
す
ね
、
た
と
え
ば
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
に
限
っ
て
言
う
と
、
ベ
ン
チ
が
少
な
い
と
は
決
し

て
思
わ
な
い
で
す
。 

〈
井
口
〉
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
に
は
た
く
さ
ん
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
が
置
い
て
あ
っ
て
良
く
使
わ
れ
て
ま
す
ね
。

そ
れ
な
の
に
屋
外
の
気
持
ち
の
良
い
公
共
空
間
は
良
く
使
わ
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で

し
ょ
う
か
？ 

〈
京
田
〉
行
政
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
道
路
は
人
が
座
る
べ
き
、

あ
る
い
は
立
ち
止
ま
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
っ
て
い
う
交
通
管
理
者
（
警
察
）
の
意
向
が
強
い
で
す
ね
。 

グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
は
私
も
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
き
て
、
賑
わ
い
を
作
り

た
い
と
い
う
と
、
交
通
管
理
者
の
方
た
ち
は
、
人
が
集
ま
る
か
ら
犯
罪
が
起
き
る
ん
だ
、
人
は
み
ん
な
家

の
中
で
じ
っ
と
し
て
た
ほ
う
が
良
い
と
、
ま
じ
め
で
言
い
ま
す
か
ら(

笑)

。
そ
う
い
う
風
土
が
い
ま
だ
に

一
部
あ
る
の
は
確
か
で
す
。 

さ
ら
に
、
道
路
上
の
ベ
ン
チ
は
「
ぶ
つ
か
っ
て
怪
我
な
ど
し
た
場
合
、
怪
我
を
し
た
人
が
道
路
管
理
者
や



ベ
ン
チ
設
置
者
を
訴
え
る
」
こ
と
を
危
惧
し
て
、
富
山
で
は
む
し
ろ
以
前
よ
り
設
置
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
一
律
で
は
な
く
、
都
市
に
よ
っ
て
考
え
方
が
違
う
と
は
思
い
ま
す

け
ど
。 

 

■
公
共
空
間
で
営
業
す
る
店
が
育
ち
、
く
つ
ろ
ぐ
人
が
増
え
れ
ば
、
街
は
も
っ
と
楽
し
く
な
る
。 

〈
井
口
〉
歩
道
や
公
開
空
地
な
ど
の
屋
外
に
ベ
ン
チ
や
椅
子
を
置
く
こ
と
を
市
民
が
望
ん
で
い
る
か
？ 

特
に
屋
外
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
あ
れ
ば
、
市
民
は
進
ん
で
そ
れ
を
利
用
す
る
か
？ 

ど
う
考
え
ら
れ
ま
す

か
。
要
望
が
無
い
か
ら
ベ
ン
チ
も
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
も
出
来
な
い
し
、
必
要
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
の
経
験
を
も
と
に
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
で
も
、
周
り
に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
と
か
食
堂
が
在
る
の
に
広
場
と
の
一
体
感
が
あ
ま
り

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
広
場
の
中
や
店
の
前
に
営
業
ス
ペ
ー
ス
を
大
き
く
張
り
だ
せ
ば
も
っ
と
楽
し
く
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
何
故
そ
れ
を
し
な
い
の
で
す
か
？ 

そ
う
い
う
需
要
が
無
い
、
市
民
が
そ
れ
を
そ
れ
ほ
ど

望
ん
で
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

<

京
田>

グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
は
富
山
市
の
所
有
地
と
再
開
発
の
敷
地
の
一
部(

民
地)

で
成
り
立
っ
て
い
ま
し

て
、
そ
の
維
持
管
理
や
活
用
は
富
山
市
が
優
先
的
に
一
括
し
て
行
う
協
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

今
店
の
前
に
出
し
て
る
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
椅
子
は
、
富
山
市
が
Ｏ
Ｋ
し
て
プ
ラ
ザ
の
中
に
ス
タ
バ
が
椅
子

を
置
い
て
い
る
ス
キ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

で
、
も
っ
と
張
り
出
し
た
ら
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
ス
タ
バ
と
し
て
は
今
の
状
態
で
十
分
だ
と
考
え
て
い

る
よ
う
で
す
。 

「
ス
タ
バ
椅
子
」
の
他
に
、
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
側
で
用
意
し
た
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
ス

タ
バ
の
お
客
さ
ん
は
ど
ち
ら
で
も
自
由
に
使
え
る
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
な
い
時
に
は
十
分
余
裕
が
あ
っ
て
座

れ
る
の
で
こ
れ
以
上
椅
子
を
増
や
す
必
要
を
感
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
の
通
路
部
分
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
全
面
を
会
場
と
し
て
有
料
で
貸
し
ま

す
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
以
外
が
椅
子
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
ス
タ
バ
と
し
て
は
現
状
の
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
で
十
分
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

ス
タ
バ
の
向
か
い
側
に
あ
る
飲
食
店
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
で
き
る
営
業
を
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
店
外
に
席
を
つ
く
っ

て
お
客
さ
ん
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
営
業
形
態
は
元
々
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
保
険
所
の
許
可
も
要
る
し
そ
こ
ま
で
営

業
を
拡
げ
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

お
店
側
も
、
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
側
も
、
現
在
の
状
況
で
丁
度
良
い
と
考
え
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

〈
山
下
〉
ス
タ
バ
や
飲
食
店
の
現
状
は
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
の
平
日
の
通
行
量
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
結

果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
周
辺
店
舗
で
は
平
日
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
ミ
ニ
ビ
ー
ル
付
き
メ
ニ
ュ
ー
が
出
て
き
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
楽
し
む
文
化
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
周
辺
店
舗
に
新
し
く
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
が
で
き
た
り
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
や
す
い
よ
う
に
模
様
替
え
し
た
店
舗
が
増
え
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
開
業
に
よ
っ
て
富
山
に
そ
う
い
う
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
の

を
感
じ
ま
す
。 

一
方
お
店
の
側
で
は
広
場
が
あ
る
こ
と
で
来
街
者
と
の
つ
な
が
り
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
ス
タ
ッ
フ
が
自
主
的
に
広
場
の
清
掃
を
し
た
り
、
グ
ラ
ン
ド
パ
ー

キ
ン
グ
（駐
車
場
）の
ス
タ
ッ
フ
が
買
い
物
カ
ー
ト
を
百
貨
店
に
戻
さ
れ
た
り
さ
れ
て
い
ま
す
。 



こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
今
「
ま
ち
な
か
広
場
」
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
が
あ
り
ま
す
が
、
事
業
化

す
る
前
に
こ
の
エ
リ
ア
に
何
を
望
む
か
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
て
い
た
ら
「
ま
ち
な
か
広
場
」
と
い
う
答

え
は
出
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
。
そ
れ
は
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
知
ら
な
い
暮
ら
し
ぶ
り

を
市
民
は
選
べ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
富
山
の
皆
さ
ま
は
十
数
年
前
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
ま
ち
づ
く

り
を
勉
強
さ
れ
て
、
公
共
交
通
や
公
共
広
場
が
自
分
た
ち
の
生
活
に
も
た
ら
す
重
要
性
を
肌
感
覚
で
感
じ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

二
〇
〇
七
年
か
ら
九
年
間
、
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
で
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
の
過
ご
し
方
を
会
得
し
て
い
る

富
山
の
方
々
は
今
は
す
っ
か
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
フ
の
達
人
で
す
。
で
も
、
こ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
ま
ち
全

体
で
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
と
広
場
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
接
し
て
い
る
建
築
や
敷
地
ご
と
に
法
令
等

が
分
け
隔
て
ら
れ
て
い
る
今
の
状
態
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な

考
え
方
が
、
急
速
に
拡
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

                

■
街
な
か
で
育
つ
子
供
を
増
や
す
こ
と
か
ら
、
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

〈
京
田
〉
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
を
作
っ
た
と
き
も
、
富
山
の
人
た
ち
は
本
当
に
あ
そ
こ
で
座
っ
て
く
れ
る
ん

だ
ろ
う
か
と
、
ず
う
っ
と
そ
れ
は
悩
み
で
し
た
。
富
山
は
女
性
の
就
業
率
が
非
常
に
高
く
て
、
い
わ
ゆ
る

共
働
き
、
大
人
に
な
れ
ば
全
員
ど
っ
か
で
働
い
て
い
る
と
い
う
の
が
当
た
り
前
な
ん
で
、
平
日
の
日
中
に

あ
そ
こ
で
座
っ
て
た
ら
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
る (

笑)

。
だ
か
ら
あ
ん
な
と
こ
で

座
っ
て
も
お
茶
な
ん
か
飲
ま
な
い
よ
、
と
言
っ
て
た
ん
で
す
。 

山
下
さ
ん
な
ん
か
が
最
初
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
ま
ず
は
あ
そ
こ
に
座
っ
て
、
お
茶
を
飲

ん
で
見
せ
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、「
あ
、
こ
こ
で
お
茶
を
飲
ん
で
も
良
い
ん

だ
」
と
「
こ
こ
で
新
聞
読
ん
で
て
良
い
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
広
ま
っ
て
き
て
、
今
は
あ
そ
こ

で
も
い
ろ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
か
ら
い
う
と
、
日
本
人
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
街
な

か
の
楽
し
み
方
を
知
ら
な
い
っ
て
い
う
か
忘
れ
て
る
。
か
つ
て
は
知
っ
て
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
あ
る

と
き
か
ら
忘
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。 

 

＊(図-８)富山市グランドプラザでくつろぐ市民。左奥にスターバ

ックスが見えている。 



我
々
は
Ｇ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
、
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
を
中
心
に
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く

り
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
い
ろ
ん
な
活
動
を
し
て
て
、
上
は
七
〇
代
、
下
は
二
十
代
の
幅
広
い

年
代
の
人
た
ち
が
い
る
ん
で
す
が
、
若
い
人
た
ち
で
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
る
人
っ
て
、
み
ん

な
子
供
の
頃
街
な
か
で
育
っ
て
い
る
ん
で
す
。 

子
供
の
頃
街
な
か
で
育
っ
て
、
あ
あ
し
た
、
こ
う
し
た
。
ど
っ
か
で
ち
ょ
っ
と
悪
さ
も
し
た
っ
て
人
た
ち

は
街
な
か
で
な
ん
か
や
ろ
う
、
も
っ
と
元
気
に
し
た
い
、
と
い
う
思
い
が
非
常
に
強
い
。
そ
う
い
う
人
た

ち
が
一
時
期
減
っ
た
こ
と
が
問
題
で
す
。 

何
故
減
っ
た
か
と
い
う
と
、
今
日
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て
、

親
か
ら
す
れ
ば
安
全
で
、
そ
こ
へ
連
れ
て
け
ば
一
日
映
画
見
た
り
ご
飯
食
べ
た
り
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
こ
へ
子
供
た
ち
を
連
れ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
町
中
の
楽
し
み
を
忘
れ
た
子
供
た
ち
が
増
え
て
そ
れ
が

今
、
二
十
代
、
三
十
代
に
な
っ
て
き
た
所
為
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。 

子
供
の
頃
か
ら
町
中
で
多
少
の
危
険
と
か
多
少
の
怖
さ
も
含
め
て
、
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
み
た
い
に
計
画
的
に
作
ら
れ
て
し
ま
っ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
な
偽
物
の
街
じ
ゃ
な
く
て
、

本
当
の
中
心
市
街
地
で
子
ど
も
の
時
か
ら
育
っ
た
人
た
ち
を
増
や
さ
な
い
と
、
井
口
さ
ん
が
言
わ
れ
る
よ

う
な
楽
し
い
中
心
市
街
地
と
い
う
の
が
生
ま
れ
て
こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
忘
れ
か
け
た
も
の
を
も
う

一
回
取
り
戻
す
の
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 

■
人
間
の
感
受
性
は
そ
ん
な
に
弱
い
も
の
で
は
な
い
。
今
の
管
理
型
の
都
市
空
間
に
満
足
す
る
ほ
ど
、
日
本

人
は
無
気
力
で
は
な
い
は
ず
だ
。 

〈
井
口
〉
「
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
が
世
の
中
を
変
え
て
、
失
っ
た
良
さ
を
取
り
戻
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」

と
学
生
が
言
う
ん
で
す
が
、
私
は
こ
ん
な
返
事
を
し
て
挑
発
し
て
い
ま
す
。「
い
や
、
君
た
ち
に
は
無
理
だ
」

と
。「
僕
た
ち
は
そ
う
い
う
街
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
る
。
で
も
君
ら
が
生
ま
れ
た
と
き
に
は
も
う
そ
ん
な
街

は
無
く
て
、
み
ん
な
今
の
管
理
さ
れ
た
囲
わ
れ
た
街
に
な
っ
て
る
か
ら
、
君
た
ち
は
昔
の
自
由
な
街
の
楽

し
さ
を
知
ら
な
い
。
だ
か
ら
君
た
ち
に
は
無
理
だ
よ
。
も
う
今
の
街
で
ど
う
暮
す
か
考
え
て
い
く
し
か
な

い
」
と
い
う
ふ
う
に
僕
は
け
し
か
け
る
ん
で
す
。
ま
ん
ざ
ら
本
心
で
な
い
わ
け
で
も
な
い
と
こ
ろ
が
悔
し

い
ん
で
す
け
ど
。 

〈
蓑
原
〉
い
や
、
そ
こ
は
難
し
く
て
。
僕
ら
だ
っ
て
そ
う
い
う
意
味
で
言
う
と
、
日
本
型
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
的
経

験
の
他
は
知
ら
な
い
か
ら
彼
ら
と
同
じ
で
す
よ
。
だ
け
ど
、
僕
た
ち
は
外
国
に
つ
い
て
の
関
心
が
非
常
に

強
く
て
、
外
国
を
一
生
懸
命
見
に
行
っ
た
り
、
そ
こ
で
過
ご
し
た
り
し
ま
し
た
よ
ね
。 

と
こ
ろ
が
今
の
若
い
人
っ
て
外
国
に
行
き
た
が
ら
な
い
ん
で
す
。
自
分
の
経
験
を
超
え
た
こ
と
に
向
か
っ

て
の
足
の
踏
み
出
し
方
が
非
常
に
弱
く
な
っ
て
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
変
わ
る
の
に
は
か
な
り
時
間
が
か

か
る
と
は
思
う
ん
で
す
け
ど
も
、
僕
は
日
本
人
が
管
理
さ
れ
た
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
、
じ
っ
と
し
て
そ

の
ま
ま
で
満
足
で
き
る
よ
う
な
活
力
の
無
い
民
族
だ
と
は
思
っ
て
な
い
。 

お
そ
ら
く
そ
う
い
う
こ
と
に
対
し
て
不
満
が
出
て
く
る
と
変
わ
る
で
し
ょ
う
ね
。
変
わ
る
と
管
理
型
の
モ

ー
ル
で
は
な
い
、
別
の
仕
組
み
に
な
っ
て
く
る
し
、
そ
う
い
う
仕
組
み
の
中
で
、
街
と
い
う
の
を
も
う
一

度
ど
う
や
っ
て
再
生
で
き
る
の
か
、
特
に
担
い
手
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
か
、
そ
う
い
う
話
に
な

っ
て
く
る
の
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。 

〈
井
口
〉
こ
ん
な
不
健
康
な
空
間
が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
言
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
、
そ

ん
な
に
支
持
さ
れ
続
け
る
は
ず
が
な
い
と
・
・
・ 



〈
蓑
原
〉
で
も
思
う
の
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
、
東
浩
紀
と
大
山
顕
な
ん
が
言
う
、
植
物
と
い
う
の
は
ま
っ

た
く
人
造
の
や
つ
で
良
い
。
木
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
要
る
ん
で
す
か
？(

笑) 
そ
う
い
う 

感
覚
を
持
っ
て
る
人
が
や
っ
ぱ
り
居
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
呆
れ
ち
ゃ
う
ん
だ
け
ど
、

で
も
そ
れ
は
ど
っ
か
で
破
綻
す
る
だ
ろ
う
と
僕
は
思
っ
て
ま
し
て
、
あ
ん
ま
り
悲
観
し
て
い
な
い
ん
で
す

ね
。
人
間
の
感
受
性
っ
て
そ
ん
な
に
弱
い
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
る
か
ら
。 

 

■
日
本
人
は
、
好
き
で
喜
ん
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
・
・
・ 

〈
井
口
〉
金
沢
あ
た
り
か
ら
見
て
ど
う
で
す
か
？ 

金
沢
は
ず
い
ぶ
ん
屋
外
空
間
が
豊
か
で
、
街
な
か
で
人

が
よ
く
動
い
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

〈
木
谷
〉
金
沢
で
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
た
く
さ
ん
の
人
が
行
き
ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
は

想
定
内
の
物
を
求
め
て
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
想
定
し
た
以
上
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
は
な
い
け

れ
ど
、
ま
ず
は
期
待
通
り
の
範
囲
で
目
的
を
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
先
ほ
ど
話
に
出
た
、

空
い
た
時
間
を
何
と
な
く
過
ご
す
た
め
の
場
所
と
し
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
選
ぶ
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
何
か
の
買
い
物
が
あ
っ
て
、
つ
い
で
に
子
ど
も
を
楽
し
ま
せ
て
と
い
う
と
き
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
安
全
で
、
簡
単
な
選
択
肢
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
人
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
好
き
で
、
積
極
的
に
そ
こ
に
楽
し
み
を
求
め
て
行
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
そ
う
で
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
の
情
操
教
育
な
ど
、
も
う
一
段
階

上
を
期
待
す
る
と
き
は
、
別
の
場
所
が
選
択
さ
れ
、
先
ほ
ど
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
自
然
と
か
風
の
あ
る
、

本
物
の
空
間
を
意
識
す
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

残
念
な
が
ら
今
の
中
心
商
店
街
は
、
僕
た
ち
が
小
さ
か
っ
た
頃
の
、
た
ま
に
し
か
行
け
な
い
ハ
レ
の
場
所

だ
と
い
う
、
あ
の
期
待
感
の
再
現
は
正
直
無
理
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
一
〇
〇
点
満
点
の
う
ち
常
に
六
十
点
を
求
め
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
い
る
人
た

ち
の
中
に
は
、
決
し
て
赤
点
取
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
何
か
つ
ま
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
層
が
居
て
、

そ
の
人
達
に
、
中
心
市
街
地
に
行
け
ば
六
〇
点
を
下
回
る
か
も
し
れ
な
い
が
八
〇
点
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
、
中
心
市
街
地
を
、
そ
う
思
っ
て
足
を
向
け
て
も
ら
え
る
場
所
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
中
心
商
店
街
は
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
に
関
わ
ら
ず
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
は
な
い
未
知

の
要
素
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
、
た
ま
に
は
八
〇
点
を
取
り
に
中
心
市
街
地
に
出
か
け
よ
う
か
と
期
待
を

さ
せ
る
、
そ
の
た
め
の
き
っ
か
け
と
動
機
を
ど
れ
だ
け
つ
く
れ
る
か
が
、
私
た
ち
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
際
に
意
識
す
べ
き
こ
と
な
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

■
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
負
け
な
い
中
心
市
街
地
は
、
ま
ず
は
安
全
な
歩
行
者
空
間
。 

〈
井
口
〉
そ
う
い
う
と
き
の
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
っ
て
い
う
の
は
何
で
す
か
？ 

〈
木
谷
〉
こ
れ
ま
で
、
再
開
発
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
街
な
か
の
点
的
な
整
備
に
つ
い
て
は
行
政
も
一
緒
に

な
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
面
的
な
整
備
は
考
え
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、「
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
将
来
的
に
こ
ん
な
中
心
商
店
街
に
し
た
い
と
い
う
青
写
真
が
見
え
な
い
」
と
い
う
話
が
出
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
、
中
心
商
店
街
の
人
た
ち
と
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
こ
う
と
い
ろ
い
ろ
な
議
論
を
し
ま

し
た
。
普
通
、
中
心
商
店
街
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
と
何
を
売
る
と
か
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
何
か
な
ど
が
話
題

の
柱
に
な
る
の
で
す
が
、
今
回
は
空
間
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
意
識
し
ま
し
た
。
金
沢
の
街
な
か
は
、
城



下
町
の
中
心
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
観
光
客
も
多
く
、
買
い
物
客
だ
け
を
考
え
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
そ

の
た
め
、
中
心
商
店
街
は
ど
ん
な
目
的
の
方
に
も
楽
し
め
る
空
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
売
れ
る
か
ど
う

か
は
個
々
の
お
店
の
努
力
と
割
り
切
り
ま
し
た
。
現
状
の
空
間
を
見
る
と
、
駐
車
場
が
ど
ん
ど
ん
出
来
て

き
て
車
が
細
街
路
に
ま
で
入
り
込
み
、
人
と
車
が
輻
輳
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
目
的
の
人
に
対
し
て
も
自

信
を
持
っ
て
こ
こ
に
来
て
く
だ
さ
い
と
言
う
に
は
、
先
ず
は
、
安
全
で
安
心
な
空
間
の
提
供
が
最
低
限
必

要
だ
と
考
え
、「
賑
わ
い
コ
ア
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
決
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
通
り
は
、
営
業
時
間

帯
の
歩
行
者
専
用
化
と
、
沿
道
に
は
店
舗
や
公
園
な
ど
の
街
を
楽
し
め
る
施
設
が
連
担
し
て
い
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
な
る
地
元
関
係
者
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
通
り
を
設
定

し
、
こ
れ
ら
の
通
り
が
集
ま
っ
て
面
的
に
広
が
る
街
を
形
成
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
大
通
り
の
商

店
街
と
背
後
の
細
街
路
沿
い
の
商
店
街
を
一
体
化
さ
せ
、
全
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
歩
行
者
専
用
空
間
を

形
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

無
い
物
ね
だ
り
は
で
き
な
い
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
核
と
な
る
大
き
な
広
場
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

安
全
な
通
り
と
沿
道
の
建
物
内
空
間
を
含
め
て1
つ
の
広
場
的
な
空
間
に
な
ら
な
い
か
と
い
う
も
の
で
す
。 

商
店
主
に
と
っ
て
、
通
り
の
設
定
に
は
荷
捌
き
な
ど
様
々
な
マ
イ
ナ
ス
要
素
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
た
ず

ら
に
設
定
を
広
げ
ず
に
進
め
ま
し
た
。
こ
の
空
間
に
入
っ
た
ら
も
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
中
に
い

る
よ
う
に
、
子
ど
も
の
手
を
離
し
て
も
安
心
だ
よ
と
い
う
、
そ
う
い
っ
た
空
間
を
作
る
た
め
に
通
り
を
介

し
た
範
囲
を
セ
ッ
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

現
在
の
地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
で
は
、
駐
車
場
を
ど
こ
に
配
置
す
べ
き
な
の
か
が
す
ご
く
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
人
と
車
の
輻
輳
を
解
消
す
る
に
は
、
少
な
く
と
も
駐
車
場
を
歩
行
者
空
間
の
外
に
出
す

必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
内
側
と
外
側
の
境
界
が
あ
い
ま
い
で
具
体
の
議
論
も
で
き
な
い
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
の
通
り
を
介
し
た
空
間
設
定
は
、
こ
の
境
界
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
議
論
を
進
め
る

際
の
一
つ
の
モ
デ
ル
に
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
先
ど
う
進
め
て
行
く
か
が
、
金
沢
の
中
心
商

業
地
を
再
整
備
す
る
上
で
重
要
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
勝
る
中
心
市
街
地
の
魅
力
は
、
猥
雑
さ
、
混
沌
・
・
・ 

〈
京
田
〉
今
木
谷
さ
ん
の
言
っ
た
こ
と
で1

つ
だ
け
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
ま
だ
現
職
の
金
沢
市

役
所
の
部
長
さ
ん
だ
か
ら
、
な
ん
か
言
い
づ
ら
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
俺
も
う
卒
業
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
は(

笑)

、
安
全
安
心
と
本
当
に
そ
う
思
っ
て
る
の
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
。
確
か
に
安
全
で
安
心
な
と
こ
ろ
は
良
い
と
、
い
ろ
ん
な
役
所
の
計
画
書
に
も
、
み
ん
な
安
全

と
か
安
心
と
か
書
き
ま
す
け
ど
、
結
局
街
な
か
で
完
璧
な
安
全
安
心
っ
て
や
っ
ぱ
り
求
め
ら
れ
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
み
た
い
に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、
警
備
員
が
い
つ
も
見
て
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
で

見
ら
れ
て
て
、
そ
こ
に
い
る
と
き
の
安
全
安
心
と
街
な
か
の
安
全
安
心
と
は
全
然
違
う
も
の
だ
か
ら
、
街

な
か
に
来
ま
し
ょ
う
、
街
な
か
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
っ
て
言
っ
た
と
き
に
は
、
や
っ
ぱ
り
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
自
分
は
自
分
で
守
る
、
自
己
防
衛
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
含

め
て
じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。
現
職
の
部
長
さ
ん
は
な
か
な
か
言
い
づ
ら
い
け

ど(

笑)

。 

〈
木
谷
〉
中
心
商
店
街
は
、
本
来
な
ら
数
多
く
の
商
店
が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
歩
い
て
も
ら
わ
な

い
と
い
け
な
い
所
な
の
に
、
最
近
は
お
店
が
な
く
な
り
平
面
駐
車
場
だ
け
が
増
え
て
虫
食
い
状
態
に
な
っ



て
い
る
、
こ
れ
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
の
が
考
え
の
発
端
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

に
お
け
る
安
全
安
心
は
、
人
と
車
の
輻
輳
と
い
う
物
理
的
な
危
険
を
な
く
す
と
い
う
最
低
限
必
要
な
安
全

安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、
地
元
の
方
々
と
の
協
議
で
も
共
有
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
議
論
の
中
で
も
出
ま
し
た
が
、
個
人
的
に
は
、
街
中
の
魅
力
に
は
、「
猥
雑
」
と
か
、「
混
沌
」
と
言

う
言
葉
に
つ
な
が
る
い
い
意
味
で
怪
し
い
空
間
が
不
可
欠
で
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
全
て

方
程
式
で
解
け
る
よ
う
な
空
間
で
は
駄
目
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

■
中
心
市
街
地
の
存
在
感
は
、
商
店
街
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

〈
井
口
〉
木
谷
さ
ん
、
今
の
お
話
で
金
沢
の
町
の
に
ぎ
わ
い
っ
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
ど
も
、
人
が
た

く
さ
ん
や
っ
て
来
て
商
店
街
を
歩
く
、
そ
れ
だ
け
で
楽
し
い
ん
で
す
か
？ 

公
園
も
と
か
猥
雑
な
空
間
と

か
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
け
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
メ
イ
ン
は
商
店
街
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
る
よ
う
に
思
う
ん
だ
け

ど
、
商
店
街
に
人
を
集
め
れ
ば
、
中
心
市
街
地
は
楽
し
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
？ 

子
ど
も
が
安
全

に
、
自
由
に
歩
け
る
商
店
街
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？ 

そ
れ
だ
け
だ
と
、
本
当
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
勝
て
る
か
な
あ
、
と
僕
思
う
ん
で
す
け
ど
。 

〈
木
谷
〉
足
を
運
ん
で
も
ら
う
一
つ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
い
う
点
と
、
街
に
動
き
を
つ
け
る
た
め
に
商

店
街
は
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
金
沢
の
中
心
市
街
地
に
は
既
に
お
城
や
公
園
な
ど
の
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
や
様
々
な
文
化
的
要
素
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
魅
力
を
引
き
出
し
活
用
す
る
た
め
の
仕
掛

け
と
し
て
中
心
商
店
街
の
空
間
づ
く
り
は
外
せ
な
い
要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
あ
く
ま
で

金
沢
市
の
場
合
と
言
う
こ
と
で
、
一
般
的
に
は
中
心
商
店
街
だ
け
で
勝
負
で
き
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

                

■
買
い
物
す
る
時
の
、
店
先
の
楽
し
さ
は
何
処
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？ 

〈
木
谷
〉
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
商
業
は
非
常
に
大
き
な
要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
中
心

商
業
地
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
空
間
づ
く
り
に
特
化
し
て
「
売
る
」
こ
と
は
商
店
主
の
努
力
と
工
夫
に
任
せ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

 

(図・９)金沢市の中心市街地にはお城(下)や公園などのオープ

ンスペースや文化施設があるが、街に動きのある活気をつくるに

は商店街(上)が欠かせない。 



と
は
し
つ
つ
も
、
ど
う
も
商
売
自
体
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
お
り
、
不
安
も
感
じ
て
い
ま
す
。
商
店
主
が

売
る
こ
と
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
当
然
で
す
が
そ
れ
に
偏
り
過
ぎ
て
い
る
気
が
し
て
い
て
、
店
員
さ
ん
と

の
楽
し
い
や
り
と
り
や
、
商
店
街
を
引
っ
張
る
店
主
の
遊
び
心
な
ど
が
あ
っ
て
こ
そ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
は
な
い
付
加
価
値
が
生
ま
れ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
定
量
的
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
商
業
の
仕
方
自
体
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
と
感
じ
て
い
て
、
こ
の
傾
向
は
受
け
入
れ
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
お
分
か
り
に
な
る

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
教
え
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

〈
蓑
原
〉
そ
れ
は
単
純
な
ん
で
す
よ
。
売
っ
て
る
人
と
買
っ
て
る
人
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
が
も
う
無
い
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
商
業
が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん

吸
収
さ
れ
て
、
要
す
る
に
家
業
型
の
商
業
が
無
く
な
っ
ち
ゃ
え
ば
必
然
的
に
そ
う
な
り
ま
す
よ
。
だ
か
ら

そ
れ
は
さ
っ
き
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
商
業
が
家
業
型
か
ら
企
業
型
に
転
換
す
る
過
程
の
中
で
必
然
的
に

起
こ
っ
て
く
る
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
金
儲
け
は
そ
こ
そ
こ
に
し
て
楽
し
く
や
ろ
う
よ
と
い
う
企
業
の
オ
ー

ナ
ー
が
い
る
か
っ
て
言
っ
た
ら
、
い
な
い
わ
け
で
す
。
企
業
型
で
や
っ
て
る
限
り
は
無
理
な
ん
で
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
商
業
は
そ
う
い
う
企
業
型
に
な
っ
て
な
い
と
こ
ろ
が
強
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
ね
。 

 

■
「
絶
対
安
全
」
を
求
め
る
愚
か
さ
も
、
知
っ
て
お
き
た
い
。 

〈
蓑
原
〉
金
沢
に
つ
い
て
言
う
と
、
山
出
保
市
長
さ
ん
が
い
た
か
ら
、
た
と
え
ば
主
計

か

ず

え

町ま
ち

の
整
備
な
ん
て

い
う
の
は
電
柱
を
撤
去
し
た
り
道
を
広
げ
た
り
し
て
、
近
代
主
義
的
な
都
市
整
備
は
全
く
や
っ
て
な
い
わ

け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
金
沢
の
文
化
程
度
は
相
当
高
い
と
思
う
ん
だ
け
ど
。 

「
ま
ち
づ
く
り
の
哲
学
」
の
序
文
を
書
い
て
く
れ
た
野
口
浩
平
さ
ん
は
、
代
官
山
の
町
作
り
を
一
生
懸
命

や
っ
て
る
人
で
、
そ
の
人
が
「
都
市
計
画
の
専
門
家
は
信
用
し
な
い
」
と
言
っ
て
る
。
だ
か
ら
代
官
山
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
し
た
と
き
に
専
門
家
は
誰
も
呼
ば
な
か
っ
た
ん
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
路
地
を
研

究
し
よ
う
と
す
る
と
路
地
の
専
門
家
と
い
う
先
生
が
非
常
に
魅
力
の
あ
る
路
地
の
写
真
を
見
せ
て
、
だ
け

ど
ぶ
つ
か
っ
て
危
な
い
よ
う
な
電
柱
が
残
っ
ち
ゃ
っ
て
る
、
も
う
ち
ょ
っ
と
車
走
り
や
す
く
す
る
た
め
に

ち
ょ
っ
と
道
を
広
げ
よ
う
と
か
言
う
。
そ
う
す
る
と
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
路
地
で
無
く
な
っ
ち
ゃ
う
ん
だ

け
ど
も
、
そ
れ
で
彼
は
不
思
議
に
思
っ
て
「
路
地
っ
て
何
で
す
か
？
」
っ
て
聞
い
た
ら
、「
路
地
な
ん
て
い

う
の
は
君
、
分
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
そ
ん
な
質
問
は
意
味
が
な
い
」
っ
て
、
却
下
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
。
そ
れ

で
彼
は
も
う
専
門
家
の
い
う
こ
と
を
聞
く
の
を
止
め
た
っ
て
言
っ
て
た
ん
で
す
。 

金
沢
の
木
谷
さ
ん
の
問
題
に
出
て
き
た
よ
う
に
、
安
全
安
心
っ
て
い
う
の
は
一
体
何
な
ん
だ
ろ
う
？ 

と
い

う
こ
と
で
す
。 

今
度
の
東
北
の
震
災
復
興
の
話
し
の
時
に
も
そ
ん
な
話
し
が
出
た
ん
だ
け
ど
、
絶
対
安
全
安
心
な
ん
か
な

い
ん
で
す
よ
。
防
災
な
ん
て
嘘
だ
よ
っ
て
、
減
災
っ
て
い
う
考
え
方
で
、
ど
う
や
っ
て
現
実
的
に
災
害
を

減
ら
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
っ
て
い
う
ふ
う
に
考
え
る
ん
だ
け
ど
、
実
は
制
度
的
に
は
土
木
事
業
を
や
り

た
い
た
め
に
と
か
、
岸
壁
を
作
り
た
い
た
め
に
と
か
で
防
災
な
ん
て
い
う
考
え
方
を
押
し
つ
け
よ
う
と
す

る
人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
ち
ゃ
っ
て
る
。 

東
北
の
整
備
が
進
ま
な
い
の
は
、
現
実
的
な
立
場
に
立
っ
て
、
今
あ
る
人
た
ち
の
価
値
観
を
大
事
に
し
な

が
ら
ど
う
や
っ
て
方
向
を
定
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
の
判
断
、
大
人
の
判
断
が
な
い
か
ら
進
ま
な
い
。

相
変
わ
ら
ず
、
ま
だ
お
金
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
こ
れ
か
ら
も
人
口
が
た
く
さ
ん
増
え
て
い
く
よ
う
な
東
京



の
知
識
で
事
業
を
や
ろ
う
と
す
る
か
ら
お
か
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
。 

金
沢
は
た
と
え
ば
武
家
屋
敷
が
並
ぶ
長
町
で
道
路
を
広
げ
た
ら
、
全
然
意
味
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ

ね
。
そ
う
い
う
こ
と
は
や
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
期
待
し
て
い
る
ん
で
す
け
ど(

笑)

。 

 

■
日
本
人
は
未
来
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
る
こ
と
に
前
向
き
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
っ
て
い
る
。 

〈
井
口
〉
金
沢
な
ん
か
、
今
商
店
街
と
お
し
ゃ
い
ま
し
た
け
ど
、
そ
の
他
に
魅
力
的
な
空
間
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
公
園
も
あ
る
し
県
庁
の
広
場
も
あ
る
し
、
歩
く
だ
け
で
非
常
に
す
ば
ら
し
い
空

間
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
こ
で
蓑
原
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す
が
、
僕
ら
は
空
間
を
作
っ
て
い
く
、

整
備
し
て
い
く
っ
て
い
う
の
が
僕
ら
の
仕
事
な
ん
だ
け
ど
、
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
言
っ
て
い
い
の
か
、
日

本
人
は
本
当
に
そ
れ
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
の
か
な
あ
？ 

と
考
え
て
し
ま
う
ん
で
す
。
別
に
た
く
さ
ん
人
が

来
て
く
れ
る
必
要
は
な
い
ん
で
す
よ
。
公
園
に
人
が
い
っ
ぱ
い
居
る
必
要
な
い
ん
で
す
が
、
そ
ん
な
空
間

が
在
る
こ
と
を
日
本
人
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
、
魅
力
的
な
街
だ
と
思
う
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

〈
蓑
原
〉
僕
は
こ
う
考
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。
我
々
は
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
我
々
は
同
時
に
未
来
に
向
か
っ
て
何
か
を
企
て
、
未
来
の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
作
る
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
オ
ー
プ
ン
な
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
両
方
が
ど
う
し
た
っ
て
我
々
の
中
に
矛

盾
と
し
て
あ
っ
て
、
そ
れ
を
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
そ
れ
を
一
番

う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
生
き
て
る
ん
だ
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
が
今
日
本
は

非
常
に
お
か
し
く
な
っ
て
て
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
忘
れ
ち
ゃ
っ
て
折
角
あ
っ
た
い
い
も
の
を
壊
し
て
い
る
だ
け
の

話
な
ん
だ
け
ど
も
、
今
の
若
い
人
た
ち
と
我
々
と
で
は
、
物
の
作
り
方
も
考
え
方
も
変
わ
っ
て
き
て
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
私
は
過
去
だ
け
に
引
き
ず
ら
れ
る
ん
で
は
な
い
、
未
来
に
向
か
っ
て
の
企
て
の
中
で
、

我
々
は
日
本
人
と
し
て
は
ど
う
な
の
か
、
ど
こ
ま
で
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
言
え
る
の
か
を
考
え
る

べ
き
で
、
僕
は
今
の
井
口
さ
ん
の
問
い
か
け
は
あ
ま
り
意
味
が
無
い
と
思
っ
て
ま
す
。 

 

■
自
分
が
良
い
と
思
う
こ
と
を
、
提
案
し
て
や
っ
て
み
な
い
と
、
可
能
性
は
広
が
ら
な
い
。 

〈
蓑
原
〉
ち
ょ
っ
と
自
慢
話
含
め
て
話
し
す
る
ん
で
す
け
ど
も
、
私
は
建
設
省
で
公
営
住
宅
を
一
生
懸
命

建
て
て
い
た
。
そ
の
時
は
標
準
型
の
マ
ッ
チ
箱
み
た
い
な
や
つ
を
ボ
コ
ボ
コ
ボ
コ
ボ
コ
建
て
て
い
た
。
そ

れ
が
地
方
で
望
ま
れ
て
い
た
住
宅
な
ん
で
す
、
近
代
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
。
当
時
の
建
設
省
は
地
方
に

標
準
型
の
耐
火
構
造
の
ア
パ
ー
ト
の
戸
数
を
増
や
す
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
僕
は
そ
ん

な
時
代
は
ま
も
な
く
終
わ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
公
共
住
宅
で
あ
る
と
い
え
ど
も
、
本
当
に
き
ち
っ

と
歴
史
的
な
評
価
に
耐
え
う
る
物
を
つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
マ
ッ
チ
箱
を
並
べ
る
よ
う
な
話
で
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
う
い
う
こ
と
を
仲
間
と
一
緒
に
勉
強
し
て
、
茨
城
県
の
住
宅
課
長
に
な
っ
た
と
き
、

屋
根
に
瓦
を
乗
せ
て
、
表
三
階
、
裏
二
階
で
、
密
度
か
ら
行
く
と
四
階
建
て
の
並
行
配
置
と
同
じ
ぐ
ら
い

の
密
度
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
住
宅
を
作
っ
た
ら
、
非
常
に
評
判
が
良
く
っ
て
、
そ
の
後
そ
れ
が
各
地
に
出

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
言
う
の
っ
て
や
っ
て
み
な
き
ゃ
分
か
ら
な
い
ん
で
す
。
や
っ
ぱ
り
実
験
、

実
体
験
だ
と
思
う
ん
で
す
。 

今
や
っ
て
る
の
は
幕
張
ベ
イ
タ
ウ
ン
っ
て
言
う
実
験
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
と
か
な
り
似
て
い
る
ん
で
す
。

結
果
的
に
似
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
我
々
が
い
ろ
い
ろ
議
論
し
て
い
く
と
、
や
っ
ぱ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
み

た
い
な
あ
あ
い
う
形
の
ほ
う
が
良
い
町
に
な
る
よ
な
、
良
い
住
宅
地
に
な
る
よ
な
あ
っ
て
、
実
際
や
っ
て

み
る
と
、
け
っ
こ
う
売
れ
る
。
中
古
価
格
も
あ
ま
り
下
が
ら
な
い
。
売
れ
る
ん
だ
け
ど
儲
か
ら
な
い
で
す
。



だ
か
ら
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
せ
っ
か
く
売
れ
て
良
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
儲
か
り
た
い

た
め
に
そ
の
空
間
を
壊
す
よ
う
な
高
層
で
密
度
の
高
い
物
を
建
て
た
が
る
。
そ
れ
に
対
し
て
我
々
が
一
生

懸
命
戦
い
な
が
ら
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
な
い
よ
う
に
し
て
も
、
な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
戦
い
で
は
あ

っ
た
。 

こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、
何
ら
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
出
し
て
、
提
案
を
し
て
、
本
当
に
そ
れ
が
利
用
者
に
気

に
入
ら
れ
、
市
民
の
支
持
が
得
ら
れ
て
、
中
古
価
格
が
下
が
り
に
く
い
よ
う
な
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
商
品

で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
テ
ス
ト
を
し
な
い
で
、
即
断
し
な
い
ほ
う
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分

が
や
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
う
こ
と
を
提
案
し
て
や
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
と
、
我
々
の
そ
う

い
う
都
市
的
な
生
活
の
体
験
は
あ
ま
り
に
も
狭
い
か
ら
、
も
っ
と
都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
広
げ
る
空

間
を
作
る
べ
き
だ
と
思
う
。 

富
山
で
も
街
な
か
の
建
物
の
建
て
方
を
変
え
た
ら
ど
う
で
す
か
と
提
案
し
た
ん
だ
け
ど
、
残
念
な
が
ら
Ｌ

Ｒ
Ｔ
が
始
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
、
そ
っ
ち
の
ほ
う
に
シ
フ
ト
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
富
山
で
も
ぜ
ひ
そ
う
い

う
モ
デ
ル
を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
し
て
ね
。
交
通
に
つ
い
て
は
富
山
は
非
常
に
先
進
的

な
形
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
話
題
に
な
る
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
か
ら
、
今
度
は
ぜ
ひ
、
住
宅
に

つ
い
て
も
そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
住
ま
い
を
作
る
と
言
う
こ
と
は
必
然
的
に
住
ま
い
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
入
れ
る
か
と
い
う
議
論
を
し
な
い
と
意
味
が
な
く
な
る
。
そ
れ
を
や
り

出
す
と
だ
ん
だ
ん
町
と
し
て
の
豊
か
さ
が
増
え
て
く
る
。
ぜ
ひ
富
山
と
金
沢
で
実
験
を
や
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
芽
生
え
。
二
十
代
の
約
七
割
が
、
街
な
か
に
住
み
替
え
た
い
と
言
っ
て
い
る
。 

〈
埒
〉
ち
ょ
う
ど
い
い
話
に
な
っ
た
の
で
、
少
し
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
っ
て
い
て
、
北
陸
に
住
み
た
い
か
ど
う
か
い
う
こ
と
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。 

北
陸
で
住
み
替
え
た
い
人
と
、
北
陸
以
外
か
ら
北
陸
の
都
市
に
住
み
替
え
た
い
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

し
た
ん
で
す
け
ど
１

、
各
年
代
に
お
い
て
半
数
以
上
が
街
な
か
に
住
み
替
え
た
い
と
い
う
答
え
で
し
た
。
非

常
に
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
特
に
多
い
の
は
二
十
代
と
六
十
代
が
七
割
近
く
と
多
い
で
す
。 

六
十
代
は
た
ぶ
ん
北
陸
は
除
雪
が
大
変
な
の
で
、
郊
外
に
住
む
よ
り
は
街
な
か
の
融
雪
が
効
い
た
と
こ
ろ

に
住
み
た
い
、
公
共
交
通
の
便
の
良
い
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
、
病
院
に
近
い
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
と
い
う

こ
と
は
あ
る
ん
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
二
十
代
の
方
か
ら
そ
の
よ
う
に
高
い
回
答
を
得
た
こ
と
が
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。 

二
つ
目
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、
二
十
代
の
約
七
割
く
ら
い
が
街
な
か
に
住
み
替
え
た
い
と
言
っ
て
い

る
ん
で
す
。
東
京
と
か
で
は
な
か
な
か
街
な
か
に
住
む
こ
と
は
大
変
か
と
思
い
ま
す
が
、
富
山
や
金
沢
の

よ
う
な
小
都
市
で
は
街
な
か
に
は
ご
ま
塩
状
の
空
き
地
や
青
空
駐
車
場
み
た
い
の
が
い
っ
ぱ
い
残
っ
て
い

て
、
そ
こ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
街
な
か
の
居
住
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
北
陸
で
は
ま
ず
街
な

か
に
住
ん
で
も
ら
っ
て
、
街
な
か
に
あ
る
広
場
と
か
空
間
と
か
レ
ス
ト
ラ
ン
と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を

享
受
し
て
も
ら
う
ほ
う
が
絶
対
楽
し
い
わ
け
で
す
。
街
な
か
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
む
た
め
に
は
、

街
な
か
居
住
を
勧
め
る
こ
と
が
今
井
口
さ
ん
お
っ
し
ゃ
っ
て
る
こ
と
に
、
繋
が
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か

                             

１ 

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
は
全
国
で
は
な
く
、
北
陸
７
０
０
、
北
陸
以
外
１
０
０
の
計
８
０
０
サ
ン
プ
ル
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
。 



と
私
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ぜ
ひ
そ
れ
を
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。 

〈
井
口
〉
い
い
で
す
ね
、
本
当
に
住
ん
で
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。 

〈
埒
〉
可
能
性
は
あ
る
ん
で
す
。
で
も
、
街
な
か
は
物
件
が
無
い
。
中
古
物
件
の
流
通
が
な
い
と
か
、
ま

と
ま
っ
て
る
土
地
が
な
い
と
か
い
ろ
ん
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
て
。
そ
れ
に
家
賃
が
ど
う
し
て
も
高
く
な
る

の
で
、
住
み
に
く
い
と
い
う
の
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
こ
に
て
こ
入
れ
す
れ
ば
街
な
か
を
よ
く
知
る
、
街
な

か
の
楽
し
み
を
享
受
で
き
る
人
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
も
若
い
人
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
こ

と
は
、
日
本
が
立
ち
直
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
か
な
と
思
う
ぐ
ら
い
で
す
。 

〈
井
口
〉
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
中
心
市
街
地
の
経
済
的
な
仕
組
み
、
ど
う
し
て
も
地
価
が
昔
の
名
残
り
で
高

く
設
定
さ
れ
て
い
る
、
だ
か
ら
な
か
な
か
う
ま
く
利
用
で
き
な
い
っ
て
い
う
、
こ
れ
は
中
心
市
街
地
の
重

要
な
課
題
で
す
け
れ
ど
も
、
今
日
は
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
置
い
と
い
て
、
歩
行
者
空
間
の
方
に
話
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

■
こ
れ
以
上
日
本
で
屋
外
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
す
る
の
は
、
無
意
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か 

？  

〈
井
口
〉
屋
外
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
僕
た
ち
が
何
十
年
も
前
か
ら
提
案
し
て
い
る
し
、
社

会
実
験
も
方
々
で
や
っ
て
来
て
ま
す
。
で
も
広
が
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
は
外
で
遊
ぶ
こ
と
を
本
当
に
望
ん

で
い
る
か
ど
う
か
、
確
信
が
持
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
見
て
る
と
街
の
屋
外
空
間
が
良
く

使
わ
れ
て
て
楽
し
い
。
そ
れ
は
み
ん
な
が
外
で
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い
る
か
ら
成
り
立
っ

て
い
る
ん
で
す
。
日
本
人
が
同
じ
よ
う
な
楽
し
み
方
を
望
ん
で
い
る
ん
だ
っ
た
ら
、
す
で
に
日
本
も
そ
ん

な
街
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
そ
う
は
な
っ
て
な
い
。
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
は
町
の
通
り
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
が
、
普
段
は
室
内
で
楽
し
ん
で
ま
す
。
そ
し
て
屋
根
の
架
か
っ
た
空
間
は
ど
ん
ど
ん
豪
華

で
楽
し
い
仕
組
み
が
出
来
て
進
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
が
好
き
で
も
な
い
も
の
を
提
案
し
続
け
る
の
は

余
計
な
お
世
話
だ
し
、
こ
れ
で
街
が
楽
し
く
な
る
と
い
う
の
も
単
純
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ぶ
れ
で
は
な
か
ろ

う
か
、
そ
う
思
う
ん
で
す
が
ど
う
考
え
ら
れ
ま
す
か
？  

〈
蓑
原
〉
今
の
に
対
し
て
答
え
を1

つ
持
っ
て
て
ね
。
結
局
や
っ
て
み
な
き
ゃ
分
か
ん
な
い
よ
と
い
う
答

え
し
か
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
ぜ
ひ
実
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
と
い
う
の
は
、
富
山
に
は
「
皆

み
ゃ
あ

楽
者

ら
く
も
ん

」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
富
山
の
建
築
家
の
稲
葉
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
話
し
な
ん
だ
け
ど
、
皆

み
ゃ
あ

楽
者

ら
く
も
ん

と
い
う
の
は
、
自
分
の
仕
事
以
外
の
道
楽
が
た
く
さ
ん
あ
る
奴
。
井
口
さ
ん
が
言
う
好
き
な
道
を
ブ

ラ
ブ
ラ
、
そ
の
辺
に
座
っ
た
り
、
歩
い
た
り
し
て
い
る
よ
う
な
奴
も
含
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
ん
な

奴
ら
は
お
か
し
い
ん
だ
と
い
う
、
そ
う
い
う
文
化
が
富
山
に
は
あ
る
。
だ
か
ら
外
食
な
ん
か
流
行
ら
な
い

し
、
都
市
的
な
華
や
か
さ
が
富
山
に
は
な
い
ん
だ
っ
て
説
明
し
て
く
れ
た
。 

金
沢
は
皆

み
ゃ
あ

楽
者

ら
く
も
ん

だ
ら
け
の
都
市
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
あ
あ
い
う
文
化
が
育
っ
て
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ

か
ら
富
山
に
も
皆

み
ゃ
あ

楽
者

ら
く
も
ん

が
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
増
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
富
山
の
人
っ
て
ま
じ
め
で
働
き

も
ん
だ
か
ら
、
金
沢
の
人
み
た
い
に
芸
妓
さ
ん
上
げ
て
唄
う
た
う
と
か
、
そ
う
い
う
の
は
駄
目
だ
っ
て
い

う
文
化
み
た
い
だ
け
ど
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
都
市
は
発
展
し
ま
せ
ん
よ
っ
て
い
う
の
が
稲
葉
さ
ん
と
の
最
初
の



議
論
だ
っ
た
ん
で
す
。 

だ
け
ど
、
僕
は
、
い
や
で
も
都
市
と
い
う
の
は
皆

み
ゃ
あ

楽
者

ら
く
も
ん

に
な
っ
て
く
る
。
皆

み
ゃ
あ

楽
者

ら
く
も
ん

こ
そ
が
都
市
を
こ
れ
か

ら
引
っ
張
っ
て
い
く
し
、
富
山
も
こ
れ
だ
け
豊
か
に
な
れ
ば
、
皆

み
ゃ
あ

楽
者

ら
く
も
ん

が
や
っ
ぱ
り
増
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

私
は
期
待
し
て
い
ま
す
。 

              

■
日
本
人
は
公
共
空
間
の
使
い
方
に
無
関
心
で
、
上
手
く
な
い
。 

〈
山
名
〉
公
共
空
間
、
い
ろ
ん
な
公
共
施
設
の
整
備
を
や
る
ん
で
す
が
、
私
の
経
験
か
ら
言
う
と
作
る
と

き
は
非
常
に
一
生
懸
命
作
る
ん
で
す
。
今
も
そ
う
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
作
る
こ
と
に
一
生
懸
命
力
を

使
っ
て
、
そ
の
後
使
う
と
こ
ろ
で
非
常
に
手
が
抜
け
る
。
と
い
う
か
、
作
っ
た
ら
も
う
そ
れ
で
終
わ
り
、

使
う
ほ
う
に
注
意
が
い
か
な
い
。
従
っ
て
、
先
ほ
ど
の
安
全
安
心
も
関
係
が
あ
る
ん
で
す
が
、
作
っ
た
人

が
管
理
者
に
な
り
ま
す
と
、
で
き
る
だ
け
使
っ
て
欲
し
い
ん
で
は
な
い
で
す
ね
。
で
き
る
だ
け
安
全
に
、

事
件
を
起
こ
し
て
欲
し
く
な
い
。
従
っ
て
、
何
と
か
は
し
ち
ゃ
い
け
な
い
、
何
と
か
は
し
ち
ゃ
い
け
な
い
、

そ
の
話
ば
っ
か
り
な
ん
で
す
。
市
民
か
ら
も
そ
う
い
う
要
求
が
あ
る
み
た
い
で
、
何
か
事
件
が
あ
る
と
管

理
者
が
ど
う
、
と
か
言
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
し
た
ら
管
理
者
は
「
あ
れ
い
け
な
い
、
こ
れ
い
け
な
い
」
と

な
っ
て
し
ま
う
。 

も
う1

つ
は
そ
れ
を
作
っ
て
そ
れ
を
ど
う
使
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
の
方
が
も
う
ち
ょ
っ
と
使
い
方

に
感
心
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
働
き
か
け
れ
ば
使
い
方
が
変
わ
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
な
い
か
ら
、
折
角
作
っ
た
の
に
あ
ま
り
う
ま
く
使
わ
れ
て
い
な
い
。
全
国
的
に
見
て
ま
す
と
非
常

に
立
派
な
施
設
が
で
き
て
い
る
ん
で
す
け
ど
も
、
あ
ん
ま
り
う
ま
く
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
は
や
っ
ぱ

り
、
折
角
こ
う
い
う
場
を
作
っ
た
ん
で
す
か
ら
、
使
う
こ
と
に
も
う
少
し
注
意
を
払
え
ば
、
も
う
少
し
公

共
空
間
を
う
ま
く
使
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
は
し
ま
す
。 

そ
れ
と
、
非
情
に
一
般
的
な
話
し
に
な
り
ま
す
け
ど
、
自
分
の
経
験
に
近
い
ん
で
す
け
ど
、
我
々
日
本
人

が
街
の
中
で
動
く
と
き
に
な
か
な
か
人
と
交
流
し
な
い
で
す
ね
。
集
ま
っ
て
も
、
た
と
え
ば
広
場
が
あ
っ

て
集
ま
っ
て
も
互
い
に
し
ゃ
べ
る
っ
て
こ
と
は
な
か
な
か
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
そ
う
い
う
の
が
な
い
と
空

 
(図・１０)金沢市ひがし茶屋町の街並み。 



間
が
楽
し
く
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
行
っ
て
も
、
ま
あ
子
ど
も
と
は
し
ゃ
べ
る
け
れ
ど
だ
い
た
い
黙
っ
て

て
、
用
事
が
終
わ
っ
た
ら
帰
っ
て
し
ま
う
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
か
他
の
と
こ
ろ
は
も
っ
と
気
楽
に
話
し
て
る
よ
う
だ
し
、
日
本
で
も
田
舎
に
行
く
と
電
車

に
乗
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
全
然
知
ら
な
い
の
に
声
を
か
け
て
く
る
ん
で
す
。
だ
け
ど
、
都
会
に
な
る
と
な

か
な
か
そ
う
い
う
機
会
が
少
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
我
々
は
公
共
空
間
の
使
い
方
が
上
手
く
な
い
し
、
上

手
く
い
か
な
い
原
因
に
な
っ
て
ん
の
か
な
あ
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
。 

 

■
公
共
空
間
の
都
市
的
価
値
を
、
日
本
は
ま
だ
認
め
て
い
な
い
。 

〈
蓑
原
〉
公
共
空
間
と
い
う
言
葉
が
気
に
な
る
ん
で
す
よ
。
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
カ
フ
ェ
だ
っ
て
公

共
空
間
だ
と
。
要
す
る
に
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
日
本
で
も
一
九
七
〇
年
代
に

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
、
革
新
自
治
体
が
あ
っ
た
頃
だ
か
ら
、
こ
の
前
の
高
橋
志
保
彦
さ
ん
の
馬
車
道

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
そ
れ
か
ら
鳴
海
さ
ん
が
旭
川
で
一
九
七
三
年
に
や
っ
た
買
い
物
公
園
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
で
分
る
よ
う
に
、
道
路
を
解
放
す
る
と
い
う
の
は
当
時
す
で
に
そ
う
い
う
意
識
が
あ
っ
て
始
め
た
と
こ

ろ
が
あ
る
ん
で
す
。
で
も
結
果
的
に
は
道
路
管
理
者
と
交
通
警
察
が
そ
れ
を
潰
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
ん

な
動
き
の
ガ
ス
抜
き
す
る
た
め
に
社
会
実
験
と
か
な
ん
と
か
言
い
な
が
ら
、
延
々
と
し
て
今
に
至
る
ま
で
、

道
路
を
そ
う
い
う
空
間
的
に
使
え
な
く
し
て
る
。
だ
か
ら
札
幌
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
道
路
を
止
め
て
公
園

に
し
て
、
公
園
で
や
っ
と
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
み
た
い
な
話
で
し
ょ
う
。
で
も
こ
れ
も
お
か
し
い
ん

で
す
。
公
園
だ
っ
て
管
理
規
定
が
あ
っ
て
結
構
う
る
さ
い
か
ら
。 

そ
う
い
う
意
味
で
言
う
と
、
管
理
の
問
題
と
い
う
の
が
圧
倒
的
に
あ
っ
て
、
日
本
の
場
合
は
残
念
な
が
ら

公
共
側
の
道
路
と
か
河
川
と
か
管
理
を
す
る
側
が
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
都
市
的
な
価
値
を
認
め
る

よ
う
な
文
化
程
度
に
な
っ
て
な
い
ん
で
す
。
あ
く
ま
で
事
業
を
推
進
す
る
と
い
う
か
、
管
理
を
き
ち
っ
と

す
る
こ
と
に
拘
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
同
じ
問
題
が
起
こ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
七
〇
年
代
に

一
つ
の
峠
を
越
え
て
、
今
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ど
こ
で
も
そ
う
い
う
問
題
を
超
え
ま
し
た
よ
ね
。
だ
か
ら
日

本
も
超
え
ざ
る
を
得
な
い
し
、
僕
は
超
え
る
と
思
う
。 

 

■
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
都
市
政
策
を
転
換
し
た
一
九
七
〇
年
代
に
、
日
本
は
何
を
考
え
て
い
た
の
か
？ 

〈
井
口
〉
こ
れ
、
ぜ
ひ
蓑
原
さ
ん
に
お
聞
き
し
よ
う
と
思
っ
て
今
日
は
来
た
ん
で
す
が
、
蓑
原
さ
ん
が
ま

だ
建
設
省
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
頃
、
七
〇
年
代
の
初
め
の
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
そ
の
前
か
ら
、
六
〇
年
代

の
終
わ
り
か
ら
「
こ
れ
は
い
か
ん
」
と
都
市
政
策
を
方
向
転
換
し
よ
う
と
し
て
き
て
、
七
〇
年
代
か
ら
そ

れ
を
始
め
て
、
八
〇
年
に
な
る
と
完
全
に
そ
れ
は
軌
道
に
乗
り
ま
し
た
よ
ね
。
そ
の
一
つ
の
き
っ
か
け
は

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
一
九
七
二
年
に
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
が
発
表
し
た
「
成
長
の
限
界
」

な
ん
か
も
あ
っ
て
、「
や
っ
ぱ
り
こ
う
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
同
じ
経
験
を
日

本
は
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
完
全
に
方
向
転
換
し
た
の
に
日
本
は
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
で
「
や
っ
ぱ
り
こ
れ
は
い
か
ん
ぞ
」
と
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
り
ま
し
た
よ
ね
、
で
も
方
向
転
換
し

な
か
っ
た
。 

僕
も
都
市
開
発
の
仕
事
し
て
ま
し
た
か
ら
、
い
ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
、
商
店
街
の
仕

事
も
、
も
う
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
と
違
う
か
ら
歩
行
者
中
心
に
し
よ
う
と
か
、
自
動
車
社
会
で
な
く
し
よ

う
と
か
、
そ
ん
な
話
を
あ
の
時
は
し
ま
し
た
。
五
年
ぐ
ら
い
は
や
っ
て
た
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を

全
部
技
術
的
に
解
決
し
ち
ゃ
っ
た
。
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
と
お
か
し
い
ん
で
す
け
ど
も
、
日
本
は
排
ガ
ス



規
制
と
な
ん
と
か
、
世
界
一
厳
し
い
規
制
を
や
っ
て
、
技
術
的
に
ば
っ
と
抜
け
ち
ゃ
っ
た
。
逆
に
そ
れ
を

バ
ネ
に
し
て
経
済
成
長
し
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
僕
は
あ
そ
こ
で
日
本
は
一
気
に
工
業
先
進

国
の
ト
ッ
プ
と
い
う
か
、
経
済
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
抜
い
ち
ゃ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
の

ま
ん
ま
成
長
路
線
を
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
全
然
別
の
方
向
に
行
っ
て
る
。
僕
は
あ
の
時
が
チ

ャ
ン
ス
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
、
あ
の
五
年
間
ぐ
ら
い
が
国
の
方
向
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。
都
市

計
画
法
も
あ
の
頃
変
わ
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。
あ
の
と
き
に
建
設
省
の
中
で
日
本
も
方
向
転
換
す
る
べ
き
だ

と
、
そ
う
い
う
話
は
内
部
で
無
か
っ
た
ん
で
す
か
ね
？ 

僕
は
日
本
が
な
ぜ
あ
の
時
変
わ
れ
な
か
っ
た
か
と
、
僕
は
企
業
の
中
に
い
ま
し
た
ん
で
、
よ
く
分
か
る
ん

で
す
。
そ
ん
な
簡
単
な
話
じ
ゃ
な
く
て
、
経
済
成
長
の
勢
い
が
つ
い
て
い
た
し
、
そ
う
い
う
簡
単
な
も
ん

じ
ゃ
な
い
け
ど
も
、
建
設
省
で
は
ど
う
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か
と
思
う
ん
で
す
が
。 

〈
蓑
原
〉
率
直
に
言
い
ま
す
と
、
中
央
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
中
央
の
補
助
金
行
政
で
中
央
の
権
力
構
造
が

成
り
立
っ
て
い
て
、
政
治
も
そ
れ
と
一
体
と
し
て
動
い
て
い
る
よ
う
な
段
階
の
中
で
は
、
今
話
し
て
る
よ

う
な
自
治
型
、
生
活
優
先
型
の
方
向
に
切
り
替
え
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
結
果
的
に
は
、
環
境
問
題
に

つ
い
て
言
え
ば
京
都
議
定
書
を
や
っ
た
頃
ま
で
は
日
本
は
そ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
先
進
国
と
し
て
ビ

ヘ
イ
ブ
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
残
念
な
が
ら
そ
の
後
、
大
幅
に
後
退
し
て
行
っ
ち
ゃ
っ
た
。

と
い
う
の
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
技
術
革
新
の
成
果
が
上
が
っ
て
、
差
し
当
た
っ
て
の
心
配
が
な
く
な

っ
た
。
あ
の
当
時
、
ち
ょ
う
ど
僕
ら
が
建
築
基
準
法
の
改
正
を
や
っ
て
い
た
頃
、
一
九
七
〇
年
の
手
前
ぐ

ら
い
に
は
、
公
害
立
法
が
出
て
き
て
、
橋
本
さ
ん
っ
て
い
う
立
派
な
厚
生
省
の
課
長
が
い
て
、
公
害
立
法

に
つ
い
て
非
常
に
前
向
き
の
行
動
を
取
っ
た
が
た
め
に
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
公
害
問
題
と
い
う
も
の
が

全
体
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
よ
う
な
キ
ッ
ク
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
お
っ
し
ゃ
る
通

り
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
だ
け
ど
、
僕
は
も
し
、
本
当
に
日
本
の
そ
う
い
う
行
政
制
度
が
も
っ
と
自
治
型
に

変
わ
っ
て
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
生
活
の
楽
し
さ
と
か
、
生
活
の
優
し
さ
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
ベ
ー
ス
に

し
て
自
治
体
が
都
市
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
構
造
に
な
っ
て
た
ら
、
残
念
な
が
ら
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
け

ど
、
私
は
変
っ
て
た
と
思
う
。 

 

■
日
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
違
う
、
中
央
集
権
路
線
を
今
も
走
っ
て
い
る
け
ど
・
・
・ 

〈
蓑
原
〉
だ
け
ど
今
は
残
念
な
が
ら
逆
流
し
て
い
て
、
そ
う
い
う
価
値
観
は
な
い
し
、
中
央
集
権
型
に
近

く
な
っ
て
る
し
、
盛
ん
に
い
ろ
ん
な
制
度
が
出
て
く
る
ん
だ
け
ど
、
特
区
な
ん
て
い
う
制
度
だ
っ
て
、
な

ん
の
こ
と
は
な
い
、
行
政
的
な
縛
り
を
か
け
て
る
も
ん
だ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
行
政
強
化
み
た
い

な
特
区
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
て
、
な
ん
の
た
め
に
特
区
を
や
っ
て
ん
の
か
分
か
ん
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
て
ね
、
今
は
残
念
な
が
ら
自
治
型
の
方
向
に
動
い
て
な
い
か
ら
、
今
の
話
し
の
よ
う
に
生
活
を

大
事
に
し
て
や
り
直
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
一
番
自
治
型
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
場
合
で
も
、
基
本
的

に
は
ア
メ
リ
カ
も
連
邦
政
府
で
は
な
く
州
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
り
、
か
つ
州
が
チ
ャ
ー
タ
ー
を
出
し
て

市
に
い
ろ
ん
な
権
限
を
渡
し
て
い
る
か
ら
、
そ
う
い
う
権
限
を
持
っ
た
市
が
政
治
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
得
れ

ば
新
し
い
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
け
ど
も
、
今
日
本
で
は
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る

か
ら
非
常
に
難
し
い
で
す
。 

地
域
主
権
と
い
う
こ
と
が
再
度
言
い
出
さ
れ
て
、
地
方
自
治
が
本
当
に
伸
び
て
く
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
、

八
〇
年
代
の
か
つ
て
の
横
浜
市
と
か
旭
川
市
み
た
い
に
市
が
そ
う
い
う
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
や
れ
ば
、
地
方



の
動
き
が
出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
僕
は
期
待
し
た
ん
だ
け
ど
、
残
念
な
が
ら
今
は
逆
行
し
て
て
、
地

方
分
権
の
方
向
へ
の
力
が
弱
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
る
。
非
常
に
難
し
い
で
す
よ
。
で
も
僕
は
こ
れ
は
そ
ん
な

に
長
く
は
も
た
な
い
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
こ
れ
だ
け
の
発
展
の
実
績
が
あ
っ
て
で
こ
れ
だ
け
の
豊
か

な
国
家
が
地
方
自
治
型
に
な
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。
や
っ
ぱ
り
時
間
か
け
て
そ
っ
ち
の
ほ
う
に
持
っ
て
い

け
ば
、
地
域
主
権
に
行
く
と
思
っ
て
い
る
。
長
期
的
に
見
る
と
そ
う
い
う
枠
組
み
の
長
期
的
な
変
化
と
い

う
の
を
ど
う
し
て
も
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
僕
は
必
然
的
に
経
済
構
造
の
転
換
の
中
で
、
そ
う
な
っ

て
い
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ん
ま
り
悲
観
は
し
て
い
な
い
で
す
。 

 

■
日
本
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
み
た
い
に
、
公
共
空
間
を
使
い
こ
な
す
街
が
つ
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？ 

〈
井
口
〉
僕
ら
は
こ
れ
か
ら
も
都
市
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
く
ん
で
す
け
ど
、
相
変
わ
ら
ず
諦
め
ず
に

街
を
楽
し
く
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
を
し
て
、
な
ん
と
か
作
っ
て
み
せ
る
、
そ
う
い
う
挑
戦
を
や

る
し
か
な
い
よ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
か
？
確
か
に
そ
う
で
し
ょ
う
け
ど
、
み
ん
な
が
望
ん
で
も

な
い
も
の
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
こ
ん
な
だ
っ
た
か
ら
日
本
で
も
そ
う
し
よ
う
よ
、
と
言
っ
て
る
み
た
い
に

も
思
う
ん
で
す
よ
。
蓑
原
さ
ん
に
「
諦
め
ち
ゃ
い
け
な
い
」
っ
て
怒
ら
れ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
こ
れ
っ
て

本
当
に
意
味
の
あ
る
提
案
な
ん
で
し
ょ
う
か
。 

〈
千
葉
〉
日
本
人
が
求
め
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
う
い
う
場
所
が
ま
だ
用
意
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
井
口
さ
ん
に
言
わ
せ
れ
ば
そ
れ
は
も
う
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
蓑
原
さ
ん
は
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
忘
れ
ら
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
も

あ
っ
た
し
、
我
々
が
理
想
と
す
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
理
想
に
幾
分
は
近
づ
け
て
い
る
け
ど
も
、
そ
う
い

う
実
際
の
も
の
が
ま
だ
作
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
日
本
人
が
そ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
気
が
付
い

て
い
な
い
、
本
気
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。 

作
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
作
る
と
き
の
バ
リ
ア
が
高
い
か
ら
今
も
っ
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
稀
だ
と
思
う
ん

で
す
。
で
す
か
ら
そ
の
バ
リ
ア
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
取
っ
払
う
か
、
ど
こ
か
ら
突
破
し
て
い
っ
た
ら

良
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
最
後
に
ズ
バ
リ
と
蓑
原
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い
ん
で
す
け
ど
。
中
心
市
街
地

と
い
う
街
な
か
に
市
民
が
使
い
こ
な
せ
る
公
共
空
間
を
作
る
た
め
に
、
た
と
え
ば
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
ス

ト
リ
ー
ト
を
ど
う
や
れ
ば
日
本
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
町
の
魅
力
を
も
っ
と
深
め
る
こ
と
が

可
能
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
す
る
の
と
、
そ
れ
か
ら
も
う1

つ
、
そ
れ
が
で
き
る
と
す
れ
ば
日

本
で
は
ど
こ
の
都
市
が
一
番
近
い
と
こ
ろ
に
い
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
富
山
な
の
か
金
沢
な

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ズ
バ
リ
と
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
公
共
空
間
を
使
い
こ
な
す
・
・
・
地
方
分
権
す
れ
ば
そ
う
な
る
。 

〈
蓑
原
〉
僕
は
非
常
に
単
純
だ
と
思
っ
て
ま
す
。
前
か
ら
そ
う
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
、
要
す
る
に
地

方
分
権
し
て
い
な
い
か
ら
で
き
な
い
ん
で
す
よ
。
中
央
集
権
の
ま
ま
い
っ
た
ら
、
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
地

方
の
市
民
が
国
と
戦
え
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
る
い
は
県
と
か
国
と
戦
え
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

相
手
が
公
選
の
市
長
さ
ん
な
ら
戦
え
る
け
ど
、
警
察
庁
長
官
や
国
土
交
通
大
臣
で
は
、
戦
い
よ
う
が
な
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
言
う
と
、
道
路
の
使
い
方
と
か
公
園
の
使
い
方
、
そ
ん
な
も
の
市
で
決
め
ら
れ
る
よ
う

に
し
な
き
ゃ
お
か
し
い
で
す
よ
。
そ
れ
を
国
と
か
県
が
い
ち
い
ち
指
図
し
て
、
今
さ
っ
き
作
る
と
き
に
は

熱
心
だ
け
ど
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
け
ど
、
そ
れ
は
当
た
り
前
な
ん
で
す
よ
。
補
助
事
業
を
や
り
、
紐
付
き
で

く
る
か
ら
、
一
生
懸
命
そ
れ
だ
け
も
ら
っ
て
こ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
使
っ
ち
ゃ
っ
た
後
は
、
今
度
は



市
民
の
物
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
管
理
す
る
、
管
理
型
で
押
さ
え
込
ま
れ
ち
ゃ
う
、
そ
う
な

っ
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
。 

だ
け
ど
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
本
当
に
分
権
化
が
始
ま
れ
ば
そ
ん
な
に
暗
い
未
来
で
は
な
い
。
日
本
人
は
非

常
に
賢
い
民
族
だ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
民
族
だ
か
ら
、
分
権
化
し
て
地
方
で
そ
う
い
う
こ
と
を
判
断

し
て
、
現
場
で
具
体
的
に
動
け
ば
、
動
く
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
僕
は
思
っ
て
る
。
実
は
そ
の
辺
が
さ
っ

き
の
井
口
さ
ん
の
グ
チ
に
も
繋
が
る
ん
だ
け
ど
、
い
い
歳
し
て
能
天
気
な
や
つ
だ
な
あ
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
け
ど
も
、
僕
は
実
は
こ
の
十
年
ぐ
ら
い
が
一
番
元
気
が
良
い
で
す
。 

な
ぜ
か
と
言
う
と
、
一
九
八
五
年
に
役
所
を
辞
め
ま
し
た
。
役
所
を
辞
め
た
と
き
に
は
、
ま
だ
、
そ
れ
こ

そ
民
活
が
始
ま
っ
た
ぐ
ら
い
だ
っ
た
け
ど
、
役
所
の
体
質
は
全
く
中
央
集
権
型
で
、
か
つ
一
九
五
〇
年
、

六
〇
年
代
ぐ
ら
い
の
意
識
で
固
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
る
構
造
だ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
、
こ
れ
は
も
う
役
所
か
ら
離

れ
ち
ゃ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
て
辞
め
た
わ
け
で
す
よ
ね
。
そ
れ
か
ら
後
は
一
生
懸
命
、
制
度
的
に
は

ど
う
い
う
ふ
う
に
直
す
べ
き
か
、
そ
う
い
う
こ
と
ば
っ
か
り
や
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
な
か
な
か
動
か
な
い
。 

民
主
党
が
政
権
を
取
っ
て
、
民
主
党
に
呼
ば
れ
た
五
十
嵐
敬
喜
と
い
う
都
市
計
画
の
弁
護
士
さ
ん
が
い
て
、

都
市
計
画
法
を
変
え
る
と
い
う
か
ら
僕
も
そ
の
気
に
な
っ
て
一
生
懸
命
こ
う
し
た
ら
良
い
な
と
い
う
提
案

を
入
れ
た
本
を
書
い
た
。
だ
け
ど
そ
の
流
れ
が
潰
れ
て
逆
行
し
ち
ゃ
っ
て
、
む
し
ろ
今
は
集
権
型
の
話
が

進
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
れ
で
は
い
く
ら
頑
張
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
本
当
に
身
を
張
っ
て
国
と
戦
う
ぐ
ら

い
の
気
力
が
無
い
と
駄
目
で
す
、
今
の
と
こ
ろ
は
。
し
か
し
、
元
気
が
出
て
く
る
実
体
験
が
幾
つ
か
あ
る
。 

 

■
銀
座
の
町
内
会
は
国
と
闘
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
自
治
的
の
力
を
信
じ
て
い
る
。 

〈
蓑
原
〉
た
と
え
ば
銀
座
で
や
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
銀
座
の
街
な
か
の
人
が
区
の
力
を
借
り
な
が
ら

都
と
国
と
戦
っ
て
る
か
ら
、
銀
座
の
レ
ベ
ル
が
保
た
れ
て
い
る
ん
で
す
。
国
と
か
都
は
銀
座
の
今
の
人
た

ち
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
銀
座
を
守
ろ
う
と
は
し
て
い
な
い
ん
で
す
。
ど
ん
ど
ん
高
層
化
し
て
、
ぼ
ん
ぼ

ん
大
規
模
な
開
発
を
進
め
た
方
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
だ
け
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
森
ビ
ル
が
出
て
き
て
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
超
高
層
ビ
ル
を
提
案
し
て
き
た
と
き
、
銀
座
の
人
が
結
束
し
て
そ
れ
に
反
対
し
た
。
銀

座
の
人
た
ち
が
、
そ
う
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
中
央
区
が
そ
れ
を
支
援
し
て
な
ん
と
か
や
っ
て
い
る
か
ら
、

結
果
と
し
て
今
の
銀
座
の
雰
囲
気
が
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
そ
う
い
う
バ
リ

ア
を
超
え
る
た
め
に
は
自
分
た
ち
で
自
治
的
な
力
と
方
向
に
向
か
っ
て
動
く
や
り
か
た
が
あ
る
と
私
は
信

じ
て
い
る
し
、
そ
れ
が
実
現
し
て
い
る
。 

 

■
世
界
を
眺
め
て
日
本
を
相
対
化
し
て
考
え
る
、
第
三
世
代
の
登
場
に
私
は
期
待
し
て
い
る
。 

〈
蓑
原
〉
そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
っ
て
、
先
行
き
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
ん
で
す
け
ど
も
、
な
ん
で
私
が

能
天
気
か
と
言
い
ま
す
と
、
役
所
辞
め
て
か
ら
、
私
は
組
織
と
離
れ
た
形
で
動
い
て
い
る
か
ら
、
そ
の
時

代
、
時
代
の
最
先
端
の
都
市
計
画
の
専
門
家
達
と
付
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
今
第

三
世
代
ま
で
と
付
き
合
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

第
一
世
代
の
人
た
ち
は
、
や
っ
ぱ
り
非
常
に
優
秀
な
方
た
ち
で
、
都
市
計
画
学
会
と
か
建
築
学
会
の
会
長

さ
ん
な
ん
か
を
勤
め
た
り
し
て
い
る
人
た
ち
が
み
ん
な
第
一
世
代
。
ア
ラ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
ス
１

と
い
う
サ

                             

１ 
A
ll
an
 B
. 
Ja
co
bs

：196
7

～7
5

年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
都
市
計
画
局
局
長
。
著
書
に
「サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
都
市
計
画
局
長
の

闘
い
」（学
芸
出
版
社
・１
９
９
８
年
）
。 



ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
都
市
計
画
を
八
年
間
で
変
え
た
男
の
本
を
翻
訳
し
て
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
勉
強
し
た

結
果
、
彼
ら
と
実
践
的
な
都
市
計
画
を
勉
強
し
ま
し
そ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
本
を
書
き
ま
し
た
。

だ
け
ど
彼
ら
は
や
っ
ぱ
り
枠
組
み
の
中
で
議
論
し
よ
う
と
し
て
い
て
、
枠
組
み
を
壊
そ
う
、
枠
組
み
を
出

よ
う
と
は
な
か
な
か
し
な
い
。 

第
二
世
代
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
勉
強
し
た
と
き
に
は
、
ト
マ
ス
・
ジ
ー
バ
ー
ツ
１

と
い
う
、
Ｉ
Ｂ
Ａ

エ
ム
シ
ャ
ー
パ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
も
主
導
し
て
い
る
、
ド
イ
ツ
の
非
常
に
先
が
見
え
る
都
市
計

画
家
が
い
て
、
優
れ
た
本
を
書
い
て
い
た
。
今
ま
で
の
都
市
と
田
園
の
優
れ
た
環
境
が
今
都
市
が
拡
散
過

程
に
入
っ
ち
ゃ
っ
て
、
壊
滅
的
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
も
発
展
と
は
逆
方
向
の
都
市
の
縮
退
の
過
程

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
羽
目
に
な
っ
て
い
る
の
に
そ
れ
に
真
正
面
か
ら
対
応
し
て
い
な
い
。
そ
れ
を
な
ん

と
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
た
彼
の
本
を
翻
訳
し
て
仲
間
を
作
っ
た
け
ど
、

こ
の
人
達
も
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
都
市
の
状
況
を
非
常
に
深
刻
な
矛
盾
だ
と
考
え
て
戦
っ
て
は
く
れ
て

い
な
い
。
現
役
で
仕
事
を
続
け
る
以
上
あ
か
ら
さ
ま
に
戦
う
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
こ
と
は
身
に
し
み
て

わ
か
っ
て
は
い
ま
す
が
。 

と
こ
ろ
が
第
三
世
代
、
だ
い
た
い
三
十
代
の
終
わ
り
か
ら
四
十
代
の
始
め
の
人
た
ち
と
、
お
と
と
し
（
二

〇
一
四
年
）
本
を
出
し
ま
し
た
２

。
そ
の
人
た
ち
の
行
動
を
見
て
る
と
、
僕
の
行
動
と
か
な
り
近
い
ん
で
す
。 

僕
ら
の
頃
は
戦
争
中
に
ず
う
っ
と
軍
国
主
義
的
な
訓
練
を
受
け
て
、
一
九
四
五
年
の
八
月
一
五
日
、
一
日

に
し
て
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
た(

笑)

。
今
ま
で
使
っ
て
た
教
科
書
に
墨
を
入
れ
て
、
一
日
に
し
て
教
育
を
し
直

さ
れ
た
っ
て
い
う
経
験
が
あ
る
。
で
す
か
ら
我
々
は
基
本
的
に
社
会
は
変
わ
る
と
、
今
大
多
数
の
人
が
正

し
い
と
思
っ
て
る
こ
と
が
正
し
い
と
思
え
な
く
な
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
、
と
い
う
認
識
の
元
に
行
動

し
て
き
た
。
一
九
四
五
年
以
降
は
新
し
い
社
会
の
中
で
、
我
々
は
未
来
に
向
か
っ
て
「
何
か
が
で
き
る
」

と
思
っ
て
来
た
わ
け
で
す
。
常
に
現
実
と
未
来
と
の
二
重
構
造
で
物
を
見
て
い
る
と
い
う
か
、
今
は
変
わ

る
、
未
来
の
体
質
は
今
の
我
々
の
感
覚
か
ら
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
、
大
多
数
の
人
が
言
っ
て
る
こ
と
は

必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
と
、
常
に
二
重
構
造
で
物
を
見
る
意
欲
を
持
っ
て
育
っ
て
き
た
世
代
な

ん
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
第
三
世
代
、
今
の
若
い
人
た
ち
の
中
の
き
わ
め
て
優
れ
た
人
た
ち
は
、
非
常
に
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
レ
ベ
ル
に
近
い
優
れ
た
教
育
を
受
け
て
育
っ
て
き
て
、
世
の
中
に
出
た
と
た
ん
に
、
あ
る
い

は
出
よ
う
と
し
た
瞬
間
に
、
世
の
中
お
か
し
い
な
っ
て
こ
と
に
気
が
付
く
ん
で
す
。 

彼
ら
は
若
い
と
き
に
教
育
を
受
け
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
水
準
の
常
識
と
は
違
う
社
会
に
日
本
が
あ

る
こ
と
に
気
が
付
い
て
、
基
本
的
な
矛
盾
を
感
じ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
人
達
は
意
外
に
じ
い
さ
ん
世
代

の
僕
と
馬
が
合
う
ん
で
す
。 

そ
う
い
う
人
た
ち
と
議
論
し
て
い
る
と
、
我
々
の
仲
間
の
専
門
家
だ
け
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
地
方
に
も
そ
う

い
う
人
た
ち
の
仲
間
が
何
人
か
い
て
、
新
し
く
き
ち
っ
と
世
界
を
眺
め
な
が
ら
、
日
本
を
相
対
化
し
て
こ

れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
い
く
か
考
え
て
る
人
が
出
始
め
て
る
。
そ
ん
な
若
い
人
た
ち
の
代
に
な
る
と
変
わ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
う
い
う
意
味
で
は
将
来
が
決
し
て
言
わ
れ
る
ほ
ど
展
望
が
開
け
な
い
状
況
で
も
な
く
て
、
む
し
ろ
こ
の

十
年
間
で
ま
す
ま
す
展
望
が
開
け
て
る
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

                             

１ 
T
ho
ma
s 
Si
ev
rt
s

：ベ
ル
リ
ン
工
科
大
学
で
都
市
計
画
を
学
ぶ
。
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
と
工
科
大
学
客
員
教
授
、
ス
カ
ッ
と
都
市
計

画
事
務
所
長
。
著
書
に
「都
市
田
園
計
画
の
展
望
―
『間
に
あ
る
都
市
』
の
思
想
」（学
芸
出
版
社
・
２
０
０
６
年
）。 

２ 

「こ
れ
か
ら
の
日
本
に
都
市
計
画
は
必
要
で
す
か
」（学
芸
出
版
社
・２
０
１
４
年
） 



■
蓑
原
敬
は
価
値
の
大
転
換
が
来
る
こ
と
を
、
確
信
を
持
っ
て
見
据
え
て
い
る
。 

〈
井
口
〉
励
ま
さ
れ
ま
す
ね
。
日
本
は
外
の
世
界
か
ら
見
る
と
結
果
的
に
非
常
に
特
殊
な
社
会
を
つ
く
っ

て
て
、
今
の
日
本
の
都
市
は
あ
ま
り
に
も
完
璧
で
不
健
康
だ
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。 

僕
は
生
ま
れ
た
の
が
一
九
四
一
年
で
、
敗
戦
の
四
五
年
に
は
ま
だ
物
心
が
は
っ
き
り
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

ど
ん
ど
ん
変
わ
る
過
程
は
見
て
き
た
け
ど
、
ど
う
変
わ
っ
た
か
の
自
覚
は
な
い
世
代
な
ん
で
す
ね
。
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
戦
後
の
が
ら
っ
と
価
値
観
が
変
わ
っ
た
歴
史
。
あ
あ
い
う
と
ん
で
も
な
い
シ
ョ
ッ
ク
が
来

る
と
日
本
は
変
わ
る
、
と
い
う
の
は
あ
り
そ
う
な
気
が
す
る
。
で
も
蓑
原
さ
ん
み
た
い
に
変
わ
る
と
い
う

確
信
が
持
て
な
い
。
僕
は
七
〇
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
、
九
〇
年
の
バ
ブ
ル
崩
壊
、
そ
し
て
阪

神
淡
路
大
震
災
の
と
き
に
そ
れ
を
期
待
し
た
ん
で
す
け
ど
な
に
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
東
北
の
大
震
災
、

原
発
事
故
で
も
な
に
も
変
わ
ら
な
い
。
日
本
人
は
あ
る
と
き
瞬
間
的
に
向
き
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
と
言

う
人
が
い
ま
す
。
変
わ
っ
て
欲
し
い
と
は
私
も
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
本
当
に
蓑
原
さ
ん
の
言
わ
れ
る
よ

う
に
変
わ
る
だ
ろ
う
か
。
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
目
が
眩
ん
で
、
む
し
ろ
今
ま
で
の
路
線

に
勢
い
が
つ
い
て
思
い
っ
き
り
爆
走
し
て
る
よ
う
に
思
え
る
ん
で
す
け
ど
。 

〈
蓑
原
〉
逆
に
非
常
に
悲
観
的
な
こ
と
を
言
い
ま
す
と
、
三
・
一
一
東
北
の
震
災
と
い
う
の
は
貞
観
地
震

と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
こ
れ
が
お
そ
ら
く
貞
観
地
震
と
同
じ
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
を
す
る

と
、
東
海
地
震
と
か
東
南
海
地
震
と
か
が
十
年
、
二
十
年
の
間
に
必
ず
来
る
、
同
じ
ぐ
ら
い
の
パ
タ
ー
ン

で
来
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
。
そ
の
時
に
日
本
列
島
が
ど
う
な
る
か
っ
て
問
題
が
あ
る
。
そ
の
時
は
富

士
山
が
噴
火
す
る
。
そ
の
貞
観
地
震
の
時
に
は
富
士
山
だ
け
じ
ゃ
な
く
鳥
海
山
も
、
い
っ
ぱ
い
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
で
噴
火
し
た
ん
で
す
け
ど
も
、
今
熊
本
で
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を
見
て
い
る
と
、
そ
う
い

う
こ
と
が
非
常
に
可
能
性
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
て
、
日
本
列
島
が
安
全
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
自
体
非
常
に
問
題
だ
と
思
っ
て
ま
す
。 

も
う
一
つ
は
、
今
日
本
の
国
の
借
金
と
い
う
の
は
無
茶
苦
茶
な
ん
で
す
よ
。
一
人
当
た
り
と
ん
で
も
な
い

よ
う
な
借
金
を
背
負
い
な
が
ら
な
お
か
つ
無
駄
な
公
共
投
資
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
の
が
長

く
続
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
今
回
の
Ｅ
Ｕ
問
題
（
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
）
で
も
、
こ
れ
が
き
っ
か

け
に
な
ら
な
き
ゃ
い
い
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
起
り
う
る
わ
け
で
す
。 

そ
う
い
う
こ
と
が
起
る
と
し
て
も
な
お
か
つ
楽
天
的
で
い
ら
れ
る
の
は
、
未
来
を
見
据
え
て
、
そ
う
い
う

姿
勢
を
持
っ
た
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
（
反
発
力
が
あ
る
）
な
性
質
を
持
っ
た
若
い
人
た
ち
が
育
っ
て
る
と
い

う
こ
と
を
僕
は
確
信
持
っ
て
言
え
る
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
が
言
え
る
ん
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
け
ど
ね
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
悲
観
し
な
く
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

〈
井
口
〉
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
大
転
換
の
可
能
性
が
な
い
こ
と
は
な
い
と
蓑
原
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る

ん
だ
か
ら
、
あ
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
僕
も
や
り
ま
す(

笑)

。 

最
後
に
、
別
の
意
味
で
の
大
転
換
が
、
実
は
今
進
行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
に
付
き
合
っ
て

く
だ
さ
い
。 

 

■
日
本
は
逆
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
。
人
類
史
上
ま
れ
に
見
る
、
ハ
イ
テ
ク
・
ロ
ボ
ッ
ト
都
市
を
つ
く
っ
て
い
る
。 

〈
井
口
〉
日
本
は
世
界
で
も
稀
な
特
殊
な
都
市
を
つ
く
っ
て
い
る
。
日
本
独
自
の
都
市
空
間
を
作
り
つ
つ

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
ち
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
、
非
常
に
不
健
康
な
都
市

だ
と
僕
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
で
も
そ
れ
は
日
本
の
強
み
で
も
あ
る
。
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で

あ
り
、
日
本
発
の
未
来
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
世
界
に
提
案
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と



を
自
覚
し
て
よ
り
積
極
的
に
こ
の
方
向
に
進
む
の
も
、
我
々
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

雨
も
降
ら
ず
風
に
帽
子
が
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
も
無
い
、
快
適
に
空
調
さ
れ
た
屋
内
の
モ
ー
ル
、
ア
ト
リ
ウ

ム
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
。
自
動
扉
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
オ
ー
ト
メ
化
さ
れ
た
街
。
安
全

柵
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
、
人
も
車
も
安
全
に
効
率
よ
く
動
け
る
歩
車
分
離
の
街
。
市
民
の
イ
ベ
ン
ト
会

場
は
巨
大
な
屋
根
付
の
ド
ー
ム
空
間
。
落
ち
葉
が
散
っ
て
街
を
汚
さ
な
い
よ
う
に
、
早
々
に
刈
り
込
ま
れ

た
街
路
樹
。
秒
単
位
で
正
確
に
動
い
て
い
る
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
全
て
が
当
然
の
よ
う
に
納
得
済
み

で
統
一
さ
れ
、
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ハ
イ
テ
ク
日
本
だ
か
ら
こ
そ
作
れ
た
人
工
環
境
、
見
事
な

ロ
ボ
ッ
ト
都
市
で
す
。
そ
し
て
ま
す
ま
す
進
化
し
て
い
る
。
み
ん
な
が
そ
れ
を
当
然
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
生
み
出
す
生
活
の
価
値
観
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
我
々
は
形
づ
く
っ
て
い
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を

す
っ
ぽ
り
と
ド
ー
ム
で
覆
っ
て
見
せ
た
バ
ッ
ク
ミ
ン
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ー
の
未
来
都
市
を
、
日
本
は
知
ら
ず

知
ら
ず
に
実
現
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

こ
の
話
を
す
る
と
、
日
本
に
も
下
北
沢
や
自
由
が
丘
な
ど
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
魅
力
的
な
人
ご
み
の
賑
わ

い
が
あ
る
と
必
ず
反
論
さ
れ
ま
す
け
ど
、
そ
ん
な
街
は
ど
ん
ど
ん
消
え
て
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
将
来
そ
れ
が
無
く
な
る
と
は
僕
も
考
え
て
ま
せ
ん
。
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
の
街
が
完
璧
に
管
理
さ
れ
た
街

に
混
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ハ
イ
テ
ク
・
ロ
ボ
ッ
ト
都
市
な
ん
で
す
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
に
、
明
ら
か
に

日
本
の
街
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
と
思
わ
れ
る
未
来
都
市
が
出
て
来
ま
す
ね
。 

日
本
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
島
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
島
は
過
去
に
独
自
に
進
化
し
た
動
物
が
見
ら
れ

る
島
で
す
が
、
日
本
は
今
ま
さ
に
独
自
に
進
化
し
て
未
来
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
に
な
り
つ
つ
あ
る
島
だ
と
僕
は

思
う
ん
で
す
。
日
本
の
携
帯
電
話
が
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
し
ま
っ
て
国
外
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
と
は

よ
く
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、
日
本
は
知
ら
ず
知
ら
ず
に
そ
の
道
を
選
ん
だ
。
携
帯
電
話
の
都
市
版
が
今
進
行

し
て
い
る
と
僕
は
思
う
ん
で
す
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
全
く
逆
で
す
。
街
で
も
屋
外
の
自
然
を
楽
し
ん
で
い
る
し
、
人
と
車
が
共
存
す
る
歩
車
共

存
の
都
市
空
間
を
作
っ
て
い
る
。
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
自
己
責
任
の
社
会
、
地
方
分
権
の
社
会
を

つ
く
っ
て
い
る
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
Ｃ
Ｏ
２
の
環
境
問
題
に
し
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
変
え
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
る
け
ど
、
ハ
イ
テ
ク
日
本
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
そ
の
ま
ま
で
技
術

で
乗
り
切
っ
て
き
た
し
、
今
も
そ
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本
の
街
を
歩
い
て
る
と
あ
ま
り
に
も
完
璧

に
仕
組
ま
れ
て
て
息
が
詰
ま
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
本
当
に
蓑
原
さ
ん
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
日
本
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
型
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
。 

で
も
、
ハ
イ
テ
ク
・
ロ
ボ
ッ
ト
都
市
も
、
自
分
が
住
む
の
は
嫌
だ
け
ど
、
日
本
だ
け
が
や
っ
て
み
せ
た
ら

世
界
が
び
っ
く
り
し
て
痛
快
だ
ろ
う
な
と
も
思
う
ん
で
す
。
ド
バ
イ
の
底
抜
け
の
バ
カ
バ
カ
し
さ
に
対
し

て
、
日
本
は
真
面
目
な
バ
カ
バ
カ
し
さ
で
世
界
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
？ 

そ
の
と
き
は
中

心
市
街
地
だ
と
か
歩
行
者
空
間
だ
と
か
、
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
話
し
て
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
意
味
だ

っ
た
っ
て
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
日
本
中
が
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
に
な
り
ま
す
ね
。 

 

■
ヒ
ト
の
進
化
を
実
存
的
な
絶
望
と
捉
え
る
よ
り
、
実
存
的
な
希
望
だ
と
考
え
て
生
き
て
い
く
べ
き
だ
し
、

そ
れ
が
可
能
だ
と
信
じ
な
い
限
り
、
日
々
の
営
み
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。 

〈
蓑
原
〉
進
化
論
の
話
に
巨
大
な
ア
リ
塚
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
で
は
、
実
に
見
事
な
巨
大
な

ア
リ
塚
が
、
ア
リ
に
刷
り
込
ま
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
お
か
げ
で
構
築
さ
れ
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
人
間
が

作
っ
て
い
る
ド
バ
イ
や
ア
ブ
ダ
ビ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
は
巨
視
的
に
見
る
と
ア
リ
塚
に
近
い
の
で
は
な



い
か
と
い
う
話
で
す
。
僕
は
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
巨
大
モ
ー
ル
な
ど
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
一
見
都
市
的
な

場
所
は
、
都
市
で
は
な
く
て
虚
都
市
だ
と
断
定
し
て
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
実
都
市
と
は
違
う
と

い
う
仮
説
を
立
て
、
そ
こ
か
ら
実
都
市
の
復
権
を
図
る
論
理
を
組
み
立
て
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
類
の
進
化
の
先
に
ハ
イ
テ
ク
・
ロ
ボ
ッ
ト
都
市
が
あ
る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
か
ら
。
虚
都
市
は
ア
リ

塚
で
す
。
し
か
し
、
ア
リ
は
本
能
の
赴
く
ま
ま
の
社
会
行
動
で
あ
れ
だ
け
高
度
な
技
術
的
な
構
築
物
を
作

っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
人
間
は
ア
リ
と
は
違
い
ま
す
。
端
よ
り
ま
す
が
、
二
一
世
紀
の
再
発
見
は
、
人

間
が
自
然
生
態
内
存
在
で
あ
る
こ
と
、
共
同
体
内
存
在
で
あ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
そ

の
上
に
、
人
類
人
工
系
で
あ
る
文
明
を
上
乗
せ
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
人
間
が
反
省
的
に
し
っ
か
り

と
自
分
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
な
い
地
域
、
す
な
わ
ち
自
治
的
な
行
動
が
合
理
的
な
意
思
決

定
シ
ス
テ
ム
の
下
で
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
た
場
所
で
は
、
巨
大
な
文
明
的

な
力
が
虚
数
に
近
い
、
人
間
が
実
感
で
き
な
い
ハ
ビ
タ
ッ
ト
を
形
成
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
実
都
市
を
侵

食
し
つ
つ
世
界
を
跳
梁
し
始
め
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
根
元
に
は
利
潤
追
求
の
資
本
と
帝
国
主

義
的
な
権
力
が
あ
る
。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
が
自
然
資
源
か
ら
く
る
富
と
軍
事
的
な
支
配
力
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
資
本
の
力
、
帝
国
主
義
的
な
権
力
の
支
配
に
も
限
界
が
あ
り
、
豊

か
な
社
会
で
は
、
必
然
的
に
自
治
的
な
方
向
が
生
ま
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
な
け

れ
ば
、
ア
リ
塚
の
社
会
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
。 

た
だ
、
今
ま
で
の
歴
史
に
断
絶
を
促
す
要
因
も
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
第
一
は
人
口
問
題
、
地
球
人
口

百
億
が
中
産
階
級
化
し
て
近
代
的
な
生
活
を
求
め
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
時
、
人
の
ハ
ビ
タ
ッ
ト
が
ど

う
な
る
か
、
人
口
せ
い
ぜ
い
二
十
億
ぐ
ら
い
の
時
代
に
考
え
出
さ
れ
た
今
ま
で
の
都
市
と
農
村
と
い
う
概

念
で
は
語
れ
な
い
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
構
造
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ジ
ー
バ
ー
ツ
が
「
間
に
あ
る
都
市
」

と
し
て
指
摘
し
て
い
る
現
象
で
す
。
第
二
が
地
球
環
境
問
題
、
資
源
問
題
で
す
。
人
類
が
生
き
延
び
る
母

体
が
近
代
文
明
が
生
ん
だ
浪
費
的
な
技
術
で
は
支
え
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
技
術
と
経
済
が
変
わ
れ
ば
、

必
然
的
に
人
の
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
形
も
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
第
三
が
リ
ス
ク
管
理
の
問
題
で
、
自
然
災
害
、

人
災
に
対
す
る
備
え
が
、
今
後
の
ハ
ビ
タ
ッ
ト
の
形
成
に
ど
う
影
響
し
て
く
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
新
し
い

課
題
に
答
え
な
が
ら
、
僕
ら
は
僕
ら
が
住
む
ハ
ビ
タ
ッ
ト
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
僕
は
ヒ
ト

の
進
化
が
中
立
的
な
も
の
で
あ
り
、
先
の
保
証
が
な
い
と
い
う
前
提
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
実
存
的
な
絶

望
と
捉
え
る
よ
り
、
実
存
的
な
希
望
だ
と
考
え
て
生
き
て
い
く
べ
き
だ
し
、
そ
れ
が
可
能
だ
と
信
じ
な
い

限
り
、
日
々
の
営
み
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
最
初
の
井
口
さ
ん
の
問
い
か
け
に
直
接
的
に
答

え
て
締
め
く
く
り
ま
し
ょ
う
。 

「
中
心
市
街
地
は
必
要
か
」
必
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
は
人
が
共
同
体
内
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
れ
を
喜
び
の
場
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
喜
び
を
支
え
る
場
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
す
。 

「
そ
の
核
心
は
商
業
か
」
違
う
。
政
治
や
社
交
、
自
身
の
表
現
の
場
、
広
義
の
人
間
文
化
の
表
出
の
場
で

あ
り
、
商
業
的
な
行
為
は
そ
の
一
部
を
支
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
。 

「
日
本
人
に
は
屋
外
生
活
を
楽
し
む
習
慣
が
な
い
」
嘘
で
す
。
も
ち
ろ
ん
気
候
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
地
域

差
が
あ
り
ま
す
。
長
崎
や
高
松
で
は
青
森
や
秋
田
よ
り
屋
外
を
楽
し
む
人
が
多
い
の
は
事
実
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
中
心
市
街
地
の
必
要
性
で
語
っ
た
よ
う
に
、
人
の
社
会
生
活
の
結
節
点
と
な
る
場
は
結
局
、
屋

外
の
開
放
空
間
で
し
か
あ
り
え
ま
せ
ん
し
、
日
本
の
街
の
歴
史
の
中
に
も
祭
り
や
縁
日
な
ど
に
深
く
刻
み

込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

「
中
心
市
街
地
復
権
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
」
歴
史
的
に
生
き
継
が
れ
た
中
心
市
街
地
が
同
じ
よ
う
な
形



で
残
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
僕
は
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
死
ん
で
行
く
束
の
間
に
、
生

き
る
喜
び
、
人
の
主
体
性
、
共
同
性
、
創
造
性
を
感
じ
、
表
現
す
る
場
所
が
不
可
決
だ
と
信
じ
て
い
て
、

そ
の
よ
う
な
場
所
は
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
場
所
に
近
い
空
間
を
備
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
が
火
星
人
の
よ
う
な
存
在
に
変
わ
ら
な
い
限
り
。 

 

＊
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
四
、
二
〇
一
五

年
度
、
お
よ
び
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
公
募
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
五
年
度
の
助
成
を
受
け
て

実
施
し
ま
し
た
。
掲
載
写
真
は
＊
印(

井
口
提
供)

、G
o
o
g
l
eE
ar
t
h

以
外
は
す
べ
て
蓑
原
敬
氏
提
供
。 

＊
会
場
は
富
山
市
中
央
図
書
館
本
館
三
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
。 

              

               

 

 

 

 

 



■
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
参
加
者
■ 

(

敬
称
略) 

 
蓑
原
敬
（み
の
は
ら 

け
い
） 

一
九
三
三
年
東
京
生
ま
れ
福
岡
県
出
身
。
都
市
計
画
家
。
蓑
原
計
画
事
務
所
代
表
。 

東
京
大
学
教
養
学
部
ア
メ
リ
カ
科
、 

日
本
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。 

一
九
六
〇
年 
建
設
省
入
省
。
翌
年
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
大
学
院
に
留
学
し
都
市
計
画
を
専
攻
。 

茨
城
県

都
市
計
画
課
長
、
建
設
省
住
宅
局
住
宅
建
設
課
長
を
歴
任
。
一
九
八
五
年
に
自
主
退
官
し
、
民
間
の
都
市

計
画
家
、
都
市
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動
中
。 

日
本
都
市
計
画
学
会
石
川
賞
受
賞(
二
〇
一
三
年)

。 

お
も
な
業
績
に
幕
張
新
都
心
、
幕
張
ベ
イ
タ
ウ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、 

広
島
基
町
再
生
計
画
、
国
際
科
学
技
術
博
覧
会 

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

福
岡
ア
イ

ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
計
画
、
新
潟
県
万
代
島
再
開
発
都
市
デ
ザ
イ
ン
関
与
、
新
潟
県
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
関
与
、

常
磐
新
線
（
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
沿
線
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
茨
城
県
営
水
戸
六
番
池
団
地
な
ど
。
著

書
に
「
ま
ち
づ
く
り
の
哲
学
」（
宮
台
真
司
と
共
著
）「
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
都
市
計
画
は
必
要
で
す
か
」(

中

島
直
人
他
と
共
著)

「
都
市
計
画
、
根
底
か
ら
見
直
し
新
た
な
挑
戦
へ
」（
編
著
）
、「
地
域
主
権
で
始
ま
る
本

当
の
都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
」、
「
都
市
田
園
計
画
の
展
望 

―
 

「
間
に
あ
る
都
市
」
の
思
想
」
ト
マ
ス
・

ジ
ー
バ
ー
ツ
（
翻
訳
）
、「
成
熟
の
た
め
の
都
市
再
生 

―
 

人
口
減
少
時
代
の
街
づ
く
り
」、
「
街
づ
く
り
と
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」、「
都
市
計
画
の
挑
戦 

―
 

新
し
い
公
共
性
を
求
め
て
」（
編
著
）、「
街
は
要
る! ―

 

中
心
市

街
地
活
性
化
と
は
何
か
」（
河
合
良
樹
と
共
著
）
な
ど
。 

 

〈
ゲ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
〉 

発
言
順 

 

山
下
裕
子 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｇ
Ｐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
理
事
長
、
全
国
ま
ち
な
か
広
場
研
究
会
理
事 

京
田
憲
明 

㈱
富
山
市
民
プ
ラ
ザ
支
配
人
、
前
富
山
市
都
市
整
備
部
長 

木
谷 

弘
司 

金
沢
市 

都
市
整
備
局 

定
住
促
進
部
長 

（
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員
） 

埒 

正
浩 

㈱
日
本
海
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

専
務
取
締
役 

（
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
会
員
） 

 

右
記
参
加
者
以
外
に
、
都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
（
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
）
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
会

員
一
二
名
、
富
山
市
役
所
一
六
名
、
ま
ち
な
か
広
場
研
究
会
数
名
に
傍
聴
参
加
頂
き
ま
し
た
。 

 

〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

主
催
者
〉 

 

井
口
勝
文
（
代
表
） 

千
葉
桂
司 

山
名
清
郷  

栗
原 

裕 

共
催
：
富
山
市
都
市
整
備
部 

都
市
政
策
課  

全
国
ま
ち
な
か
広
場
研
究
会 

都
市
環
境
デ
ザ
イ
ン
会
議
（ 

Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
）
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

 

本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
誠
意
と
熱
意
を
も
っ
て
支
え
て
頂
い
た
山
名
清
郷
さ
ん
は
二
〇
一
六
年
十

月
一
九
日
に
急
死
さ
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 

本
稿
の
ご
発
言
は
編
集
者(

井
口)

の
責
任
に
お
い
て
、
山
名
さ
ん
未
校
正
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。 



⑨
提
言 

日
本
の
中
心
市
街
地
、
再
生
の
処
方
と
歩
行
者
空
間 

 
 
 
 

井
口
勝
文 

 
 

   

日
本
の
中
心
市
街
地
と
歩
行
者
空
間
、
今
後
の
可
能
性
が
確
認
で
き
た
の
は
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
大
き
な
成

果
だ
っ
た
。
同
時
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
確
認
さ
れ
た
。 

 

中
心
市
街
地
と
歩
行
者
区
間
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
き
、
我
々
は
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
時
に
ア
メ
リ
カ
）
を
モ
デ

ル
に
し
て
き
た
。
し
か
る
に
今
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
市
街
地
と
歩
行
者
空
間
の
あ
り
よ
う
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。 

そ
の
違
い
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
か
？ 

そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
違
い
で
あ
る
。
突
き
詰
め
る
と
生
活
の
価
値
観
の
違
い
で
あ
る
。 

日
本
は
今
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
こ
の
ま
ま
独
自
の
方
向
を
目
指
し
て
良
い
の
か
？ 

そ
れ
と
も
ま
だ
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
取
り
入
れ
る
べ
き
方
向
が
在
る
の
か
、
む
し
ろ
方
向
転
換
が
必
要
な
の
か
？ 

 

今
後
の
我
々
の
目
指
す
べ
き
方
向
、
そ
の
可
能
性
と
課
題
を
議
論
し
、
確
認
し
た
。 

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
頂
い
た
八
人
の
方
々
は
こ
の
半
世
紀
の
間
に
日
本
の
中
心
市
街
地
に
第
一
戦
で
深
く
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
で
あ
る
。
確
認
さ
れ
た
可
能
性
と
課
題
は
、
こ
れ
か
ら
の
我
が
国
の
中
心
市
街
地
と
歩
行

者
空
間
を
考
え
る
と
き
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
必
須
の
足
掛
か
り
で
あ
る
と
確
信
す
る
。 

八
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
の
方
々
と
参
加
者
の
間
で
共
有
さ
れ
た
可
能
性
と
課
題
を
、
以
下
に
ま
と
め
て
報
告
す

る
。 

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
「
中
心
市
街
地
と
歩
行
者
空
間
」
の
テ
ー
マ
の
背
後
に
あ
る
、
よ
り
広
範
な
日
本
の
「
都

市
の
課
題
」
に
話
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
も
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
大
き
な
成
果
だ
っ
た
。 

こ
こ
で
は
「
中
心
市
街
地
と
歩
行
者
空
間
」
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
た
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
要
点
」
に
応
え
る
範
囲
で

ま
と
め
て
い
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
語
ら
れ
た
よ
り
広
範
な
「
都
市
の
課
題
」
に
関
し
て
は
各
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
報
告
の
中
で
読
み
取
っ
て
頂
き
た
い
。 

 

１
・
中
心
市
街
地
は
必
要
か
？ 
 

 

■
町
に
中
心
市
街
地
は
必
要
。
中
心
市
街
地
の
無
い
町
に
し
て
は
な
ら
な
い
。 

町
に
は
必
ず
市
民
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
中
心
が
無
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
か
に
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

進
み
、
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん
だ
と
し
て
も
、
や
は
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ン
タ
ク
ト
と
い
う
か
、
そ
の
よ
う
な
温
も
り
の

あ
る
空
間
そ
し
て
関
係
こ
そ
不
可
欠
で
あ
る
。・
そ
れ
を
失
っ
た
町
の
市
民
は
不
幸
で
、
そ
れ
を
再
生
し
た
と
こ
ろ

で
は
実
に
幸
せ
な
光
景
が
あ
る
。
そ
れ
を
こ
の
四
十
年
近
く
確
信
し
て
き
た
か
ら
、
そ
れ
を
言
い
た
い
。（
中
野
恒

明
さ
ん
の
発
言
を
引
用
） 

 



■
商
店
街
と
し
て
の
中
心
市
街
地
は
絶
滅
寸
前
。 

我
々
は
元
々
、
町
の
中
心
は
商
店
街
だ
と
思
っ
て
い
た
。
す
る
と
そ
れ
が
衰
退
す
る
と
町
の
中
心
は
消
滅
す

る
か
、
他
へ
移
っ
て
行
く
運
命
に
あ
る
。
現
在
大
都
市
と
そ
の
周
辺
に
は
商
店
街
が
残
っ
て
い
る
が
、
多
く

の
中
小
都
市
の
商
店
街
は
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
ロ
ー
ド
サ
イ
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
取
っ
て
代
わ
ら

れ
た
。
そ
し
て
町
の
中
心
市
街
地
は
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。
そ
こ
で
は
歩
行
者
空
間
が
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
も
無

い
。
今
や
旧
来
の
商
店
街
が
再
起
す
る
見
込
み
は
な
い
。 

 

■
商
店
街
に
偏
ら
な
い
、
人
が
住
む
、
文
化
と
し
て
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
べ
き
だ
。 

中
心
市
街
地
は
商
店
街
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
加
え
て
住
宅
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
市
役
所
、
図
書
館
、

神
社
や
公
園
な
ど
が
集
ま
っ
た
生
活
の
中
心
を
形
成
す
る
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
中
心
市
街
地

に
は
人
が
住
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
様
な
生
活
の
中
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
来
街
者
が
あ
り
、

さ
ら
に
人
が
住
ん
で
い
れ
ば
、
そ
の
た
め
の
商
業
が
当
然
立
地
す
る
。 

 

「
中
心
市
街
地
は
必
要
か
」
必
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
は
人
が
共
同
体
内
存
在
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
れ
を
喜
び
の
場
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
て
い
る
喜
び
を
支
え
る
場
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
す
。「
そ
の
核

心
は
商
業
か
」
違
う
。
政
治
や
社
交
、
自
身
の
表
現
の
場
、
広
義
の
人
間
文
化
の
表
出
の
場
で
あ
り
、
商
業

的
な
行
為
は
そ
の
一
部
を
支
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
。（
蓑
原
敬
さ
ん
の
発
言
を
引
用
） 

  
 

■
中
心
市
街
地
に
商
業
は
必
要
。 

 
 

中
心
市
街
地
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
一
つ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
い
う
点
と
、
街
に
動
き
を
つ
け
る
た
め
に

商
店
街
は
欠
か
せ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
金
沢
市
の
中
心
市
街
地
に
は
既
に
お
城
や
公
園
な
ど
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
や
様
々
な
文
化
的
要
素
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
含
め
た
魅
力
を
引
き
出
し
活
用
す
る
た
め
の
仕
掛

け
と
し
て
中
心
商
店
街
の
空
間
づ
く
り
は
外
せ
な
い
要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
中
心
商
店
街

だ
け
で
勝
負
で
き
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。（
木
谷
裕
司
さ
ん
の
発
言
を
引
用
） 

 

■
こ
れ
か
ら
の
中
心
市
街
地
で
は
個
業
、
仕
業
が
主
役
と
な
る
。
大
資
本
が
主
役
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

私
が
「
個
業
」
と
言
っ
て
る
、
今
ま
で
の
問
屋
制
度
み
た
い
な
形
に
は
従
属
し
て
い
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
っ

て
く
れ
る
人
が
出
て
き
て
欲
し
い
。
最
近
特
に
考
え
て
い
る
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
。「
仕
業
」
と
い
う
名
前
を
つ
け

て
お
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
生
活
の
再
生
産
さ
え
で
き
れ
ば
、
そ
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
に
暮
ら
せ
れ
ば
そ
れ
で
良

い
ん
だ
、
と
い
う
の
が
仕
業
。
そ
れ
が
実
は
都
市
文
化
の
豊
か
さ
を
支
え
て
い
る
わ
け
で
、
そ
う
い
う
形
が

あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
、
ア
メ
リ
カ
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
見
方
を
す
れ
ば
、
自
分
の
需
要
を
ど
ん

ど
ん
ど
ん
ど
ん
拡
大
基
調
で
志
向
す
る
の
で
は
な
い
生
き
方
、
僕
が
仕
業
と
名
付
け
て
い
る
よ
う
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
都
市
生
活
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
日
本
も
ま
た
今
の
よ
う
な
雇
用
構
造
の
展
開
か
ら
い

く
と
、
遠
か
ら
ず
仕
業
み
た
い
な
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
の
人
間
が
増
え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

ま
す
。（
蓑
原
敬
さ
ん
の
発
言
を
引
用
） 

 

■
駅
を
中
心
と
す
る
新
し
い
中
心
市
街
地
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。 

交
通
拠
点
で
あ
る
鉄
道
駅
と
そ
の
駅
前
広
場
の
整
備
、
再
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
交
通
広
場
を
中
心
に
機
能

的
に
整
え
ら
れ
た
だ
け
の
都
市
空
間
は
空
虚
だ
が
、
人
が
安
ら
ぎ
、
溜
ま
り
、
話
し
声
が
聞
こ
え
る
、
か
っ



て
の
情
緒
的
な
街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
駅
前
広
場
が
新
し
い
町
の
中
心
市
街
地
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 
最
近
整
備
さ
れ
る
駅
広
の
周
り
に
は
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
濡
れ
な
い
で
買
い
物
も
出
来
る
し
、

緑
も
あ
る
し
、
病
院
も
あ
る
し
、
市
役
所
の
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
も
あ
る
。
こ
の
一
角
を
歩
い

て
回
れ
ば
日
常
生
活
何
で
も
不
便
は
無
い
し
、
他
に
行
か
な
く
て
も
暮
ら
せ
る
場
所
で
す
。
お
祭
り
で
は
山

車
も
入
っ
て
き
て
盛
り
上
が
る
し
。
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
生
活
圏
が
こ
こ
に
は
出
来
て
い
る
。
ど
っ

か
行
く
と
き
は
駅
ま
で
行
く
と
か
、
バ
ス
停
ま
で
行
く
と
か
。
ビ
ル
の
中
に
店
が
入
っ
て
い
る
か
ら
、
ち
ょ

っ
と
食
事
を
し
た
け
れ
ば
歩
い
て
行
け
る
。
こ
こ
に
は
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
的
な
要
素
が
ほ
と
ん

ど
入
っ
て
い
る
。（
栗
原
裕
さ
ん
の
発
言
を
引
用
） 

 

２
・
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
は
屋
外
の
歩
行
者
空
間
で
展
開
さ
れ
て
こ
そ
、
最
も
効
果
が
あ
る
。 

屋
外
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
と
屋
台
店
の
展
開
が
決
め
手
で
あ
る
。 

 

■
屋
外
の
解
放
空
間
こ
そ
が
、
社
会
の
結
節
点
に
な
る
。 

屋
内
の
巨
大
な
ア
ト
リ
ウ
ム
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー
ト
が
つ
く
ら
れ
て
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
賑
わ
っ

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
管
理
さ
れ
た
場
所
だ
け
が
結
節
点
に
な
る
街
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
街

は
自
由
で
開
放
さ
れ
た
、
屋
外
の
空
間
を
中
心
に
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
街
の
主
た
る
結
節
点
は

屋
外
に
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

人
の
社
会
生
活
の
結
節
点
と
な
る
場
は
結
局
、
屋
外
の
開
放
空
間
で
し
か
あ
り
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
日
本
の

街
の
歴
史
の
中
に
も
祭
り
や
縁
日
な
ど
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
（
蓑
原
敬
さ
ん
の
発
言
を
引
用
） 

 

■
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
復
活
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
屋
台
店
の
展
開
が
決
め
手
で
あ
る
。 

イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
歩
行
者
空
間
整
備
が
中
心
市
街
地
復
活
の
決
め
手
に
な
っ
て
い
る
。

屋
外
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
と
屋
台
店
の
展
開
が
決
め
手
で
あ
る
。 

日
本
の
場
合
そ
れ
は
、
道
路
と
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
、
公
開
空
地
の
使
い
方
に
か
か
っ
て
い
る
。
福
岡
・
博

多
、
北
九
州
門
司
港
、
富
山
、
長
岡
、
東
京
丸
の
内
に
そ
の
可
能
性
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
毎
日
が
お
祭

り(

イ
ベ
ン
ト)

の
よ
う
な
楽
し
い
都
市
空
間
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

自
分
の
知
ら
な
い
暮
ら
し
ぶ
り
を
市
民
は
選
べ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
富
山
の
皆
さ
ま
は
十
数
年
前
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
勉
強
さ
れ
て
、
公
共
交
通
や
公
共
広
場
が
自
分
た
ち
の
生
活
に
も
た
ら
す

重
要
性
を
肌
感
覚
で
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
で
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

の
過
ご
し
方
を
会
得
し
て
い
る
富
山
の
方
々
は
今
は
す
っ
か
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
フ
の
達
人
で
す
。
で
も
、

こ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
ま
ち
全
体
で
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
と
広
場
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
接
し
て
い
る
建

築
や
敷
地
ご
と
に
法
令
等
が
分
け
隔
て
ら
れ
て
い
る
今
の
状
態
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
な
考
え
方
が
、
急
速
に
拡
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。(

山
下
裕
子
さ
ん
の
発

言
を
引
用) 

 



３
・
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
屋
台
店
は
実
現
出
来
る
。
日
常
的
に
展
開
出
来
る
。 

 
■
歩
行
者
空
間
が
街
の
主
役
に
な
る
可
能
性
は
、
道
路
や
公
開
空
地
の
占
用
使
用
に
か
か
っ
て
い
る
。 

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
屋
台
店
の
展
開
が
街
の
様
相
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
は
各
地
の
社
会
実
験
で
実
感
し
て
い

る
。
も
う
社
会
実
験
を
繰
り
返
す
時
代
で
は
な
い
。
今
は
日
常
的
に
公
共
空
間
を
占
用
使
用
す
る
時
代
で
あ

る
。 

 

■
公
共
空
間
等
の
占
用
使
用
に
は
、
六
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。 

 

〈
現
在
す
ぐ
に
実
行
可
能
な
方
法
〉 

①
店
先
に
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
る
。 

個
人
の
敷
地
の
中
で
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
て
営
業
す
る
。
す
ぐ
に
実
現
出
来
る
が
、
客
寄
せ
が
課
題
。 

②
公
開
空
地
に
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
る
。 

公
開
空
地
、
公
共
用
地
に
誰
で
も
使
え
る
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
る
。
持
ち
込
み
出
来
る
飲
み
物
、
食
べ 

物
を
を
売
る
店
を
周
り
に
用
意
す
る
。
今
す
ぐ
に
で
も
大
規
模
に
展
開
で
き
る
。
す
で
に
実
施
事
例
が
あ
る
。 

 

〈
法
制
度
の
運
用
を
緩
和
し
て
実
行
す
る
方
法
。
す
で
に
一
部
で
実
行
中
〉 

③
公
開
空
地
で
営
業
す
る
。 

公
開
空
地
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
利
用
促
進
を
制
度
化
す
る
。
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
公
的
な
土
地 

利
用
と
見
做
す
。
国
土
交
通
省
の
裁
量
の
み
で
実
行
可
能
。 

④
道
路
法
第
三
二
条
に
よ
る
道
路
の
占
用
を
認
め
る
。 

道
路
交
通
法
の
対
象
か
ら
外
し
、
都
市
計
画
の
一
環
と
し
て
道
路
等
公
共
用
地
の
占
用
使
用
を
促
進
す
る
。 

自
治
体
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
す
ぐ
に
で
も
各
地
に
展
開
出
来
る
。 

⑤
イ
ベ
ン
ト
を
恒
常
化
す
る
。 

 
 

今
ま
で
各
地
で
社
会
実
験
、
イ
ベ
ン
ト
と
称
し
て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
屋
台
市
場
を
開
い
て
き
た
。
そ
れ
を 

継
承
発
展
さ
せ
る
。
毎
週
末
、
祭
日
、
夕
方
五
時
以
降
な
ど
、
日
と
時
間
を
限
っ
て
車
の
進
入
を
制
限
し
、

恒
常
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
屋
台
市
場
を
街
な
か
の
一
定
の
エ
リ
ア
で
展
開
す
る
。 

 

〈
道
路
法
、
道
路
交
通
法
の
改
定
が
必
要
な
方
法
〉 

 
 

⑥
道
路
の
占
用
使
用
の
許
認
可
権
を
自
治
体
に1

本
化
す
る
。 

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
屋
台
店
を
道
路
の
歩
道
部
分
に
展
開
す
る
。
楽
し
く
快
適
な
街
を
目
指
し
て
、
都
市
計 

画
の
一
環
と
し
て
実
行
す
る
。
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
屋
台
店
を
公
共
施
設
の
一
種
と
考
え
る
新
し
い
法
制
度 

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

４
・
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
三
つ
の
課
題
。 

 

■
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
、
街
の
屋
外
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

日
本
人
が
屋
外
の
生
活
を
楽
し
む
習
慣
は
今
や
過
去
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
人
は
快
適
な
屋
内
環
境

を
好
む 

。
日
本
人
は
屋
外
の
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
に
は
座
り
た
が
ら
な
い
。
だ
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
は



屋
内
が
メ
イ
ン
で
あ
る
。
屋
外
で
は
商
売
に
な
り
に
く
い
。
し
か
し
、 

現
在
の
屋
外
は
通
行
の
用
に
供
す
る
場
に
特
化
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
心
安
ら
ぐ
快
適
な
屋
外
環
境
を
整

え
れ
ば
人
は
外
に
出
て
く
る
。
そ
の
芽
は
各
地
に
出
て
い
る
。 

 

■
店
の
構
え
は
屋
内
の
客
を
前
提
に
し
て
い
る
。
屋
外
の
客
に
も
対
応
す
る
店
の
構
え
に
変
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
屋
外
営
業
の
店
を
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

既
存
の
店
は
屋
内
の
客
を
前
提
に
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
、
キ
ッ
チ
ン
、
レ
ジ
、
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
は
す
ぐ
に
は
対
応
出
来
な
い
。
屋
外
を
営
業
ス
ペ
ー
ス
と
す
る
新
し
い
店
の
構
え
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
ド
ト
ー
ル
な
ど
は
そ
の
体
制
を
用
意
し
て
い
る
。 

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
求
め
る
客
が
あ
れ
ば
、
個
店
も
す
ぐ
に
そ
れ
に
対
応
す
る
。
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
儲
か

る
社
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
徐
々
に
そ
う
な
り
つ
つ
あ
る
。 

 

■
国
土
交
通
省
、
警
察
署
、
消
防
署
、
保
険
所
の
道
路
使
用
、
占
用
に
対
す
る
規
制
は
依
然
と
し
て
強
固
。 

国
土
交
通
省
は
徐
々
に
規
制
緩
和
に
向
か
っ
て
い
る
。
歩
行
者
優
先
の
社
会
、
道
路
の
自
由
な
使
用
を
阻
む

の
は
強
力
な
警
察
権
力
で
あ
る
。
最
終
目
標
と
し
て
は
頑
迷
な
警
察
権
力
を
は
く
奪
し
て
、
道
路
使
用
の
権

利
を
市
民
の
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
路
使
用
の
「
許
可
」
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
「
権

利
」
を
取
り
戻
す
発
想
に
な
ら
な
け
れ
ば
公
共
空
間
の
活
用
は
前
進
し
な
い
。 

 

５
・
目
指
す
べ
き
は
、
楽
し
く
心
休
ま
る
中
心
市
街
地
。
そ
の
た
め
の
歩
行
者
優
先
の
街
づ
く
り
。 

自
由
で
開
放
的
な
歩
行
者
優
先
の
街
に
す
る
。
子
供
が
駆
け
回
る
、
街
中
が
公
園
に
な
っ
た
よ
う
な
楽
し
い

都
市
空
間
を
つ
く
り
た
い
。
そ
れ
に
相
応
し
い
公
共
空
間
を
考
え
る
と
、
道
路
の
構
造
、
道
路
付
属
物
、
占

用
物
件
の
現
在
の
あ
り
方
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
。
課
題
は
そ
の
背
後
に
あ
る
都
市
計
画
、
交
通
政
策
の

課
題
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
実
現
を
阻
む
市
民
の
自
己
責
任
意
識
に
も
課
題
が
あ
る
。 

 

■
面
的
に
広
が
る
歩
行
者
優
先
ゾ
ー
ン
を
つ
く
る
。 

「
歩
行
者
専
用
道
路
」
を
つ
く
る
街
路
事
業
や
交
通
規
制
で
は
出
来
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
。
総
合
的
な
都

市
計
画
、
交
通
政
策
と
し
て
、
中
心
市
街
地
を
「
歩
行
者
優
先
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
面
的
に
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

ド
イ
ツ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
は
交
通
計
画
の
中
に
歩
行
者
空
間
を
組
み
込
ん
で
い
る
素
晴
ら
し
い
例
で
す
。

こ
こ
を
車
が
通
り
な
さ
い
と
、
中
心
部
の
周
囲
に
循
環
路
が
あ
る
。
そ
の
中
は
歩
行
者
空
間
ゾ
ー
ン
。
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
車
が
入
っ
て
は
い
け
な
い
。
車
種
制
限
、
時
間
制
限
が
あ
り
、
入
っ
て
来
て
す
ぐ
出
て

い
く
。
こ
う
い
う
中
心
市
街
地
全
体
の
交
通
シ
ス
テ
ム
が
、
成
り
立
つ
、
さ
す
が
ド
イ
ツ
で
す
。
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
も
う
最
高
で
す
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
モ
ー
ル
で
、
広
場
行
く
と
楽
団
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
皆
で

踊
っ
て
い
ま
す
。
外
側
の
環
状
ル
ー
ト
が
車
の
循
環
。
車
は
広
場
の
地
下
に
、
地
下
駐
車
場
へ
、
人
は
そ
こ

か
ら
上
が
っ
て
来
る
。
日
本
で
も
や
れ
る
と
す
れ
ば
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ
が
良
い
。
や
り
た
い
け
ど
出
来
な
か

っ
た
。(

高
橋
志
保
彦
さ
ん
の
発
言
を
引
用) 

 

新
藤
一
馬
さ
ん
が
市
長
を
さ
れ
て
い
た
時
、
一
九
七
二
年
か
三
年
に
、
緑
の
都
市
構
想
を
打
ち
出
さ
れ
た
。



市
長
が
「
緑
の
都
市
を
作
る
の
だ
」
と
い
う
の
を
打
ち
出
さ
れ
た
の
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
ず
っ
と
反
映
し
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
都
市
計
画
に
お
け
る
行
政
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
果
た
す
役
割
と
責
任
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
ね
。
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
え
よ
う
と
い
う
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
か
ら
、
今
の
福
岡
、
博
多
の
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
市

が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
絵
を
描
こ
う
と
い
う
意
識
が
以
前
の
福
岡
市
に
は
あ
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。(

梅
本
正
紀
さ
ん
の
発
言
を
引
用) 

 

僕
は
交
通
計
画
と
い
う
よ
り
交
通
政
策
だ
と
言
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
要
は
車
を
入
れ
る
の
か
入
れ
な
い
の
か
、

と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
入
れ
な
い
た
め
に
は
ど
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
ね
。 

み
ん
な
車
を
使
う
の
を
止
そ
う
よ
と
す
れ
ば
自
動
車
交
通
量
は
減
る
わ
け
で
す
よ
。
交
通
量
が
あ
る
か
ら
外

周
道
路
を
作
ら
な
い
と
車
を
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
よ
と
い
う
論
理
で
、
み
ん
な
失
敗
し
て
き
て
い
る
。
た
と
え

ば
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
ル
ー
ジ
ュ
っ
て
い
う
町
な
ん
か
は
、
環
状
道
路
無
し
で
車
を
止
め
て
い
る
。
八
メ
ー
ト
ル

ぐ
ら
い
の
狭
い
道
を
一
方
通
行
に
し
て
、
そ
れ
で
あ
る
程
度
交
通
を
さ
ば
く
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

た
り
し
て
い
る
。
既
存
の
道
路
網
の
中
で
ど
こ
を
走
ら
せ
る
か
と
い
う
こ
と
ま
で
町
全
体
の
交
通
体
系
と
し

て
考
え
る
か
ら
、
車
を
止
め
ら
れ
て
い
る
。
僕
は
そ
れ
を
見
る
と
交
通
計
画
と
い
う
の
は
む
し
ろ
政
策
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
コ
メ
ン
ト
し
て
お
き
た
い
ん
で
す
け
ど
、
僕
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
団
の
団
長
で
行
っ
て
感
じ
る
の

は
、
警
察
の
権
限
。
日
本
だ
と
警
察
と
行
政
、
別
々
で
し
ょ
？ 

そ
こ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く
行
っ
て
い

な
い
ん
で
す
よ
。
あ
ち
ら
は
交
通
規
制
は
市
の
権
限
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
行
政
で
出
来
る
ん
で
す
。
市
長
が

出
来
る
ん
で
す
。
日
本
で
は
出
来
な
い
で
す
よ
。
全
部
警
察
庁
が
実
質
的
な
規
制
の
権
限
を
握
っ
て
る
。
だ

か
ら
道
路
交
通
法
を
外
さ
な
い
と
出
来
な
い
わ
け
で
す
。(

中
野
恒
明
さ
ん
の
発
言
を
引
用) 

 

公
共
的
な
広
場
が
無
い
っ
て
い
う
の
が
日
本
の
都
市
と
欧
米
の
都
市
の
違
い
み
た
い
に
言
わ
れ
ま
す
け
ど
、

実
際
広
場
作
る
と
福
岡
の
警
固
公
園
も
そ
う
で
す
け
ど
、
富
山
の
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
だ
っ
て
す
ご
く
う
ま
く

使
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か
ら
広
場
の
使
い
方
が
分
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
て
、
広
場
が
在
れ
ば
う
ま
く

使
う
。
あ
ま
り
良
い
公
共
空
間
じ
ゃ
な
い
と
使
わ
れ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
公
共
空
間
を
作
れ

ば
う
ま
く
使
わ
れ
る
。
車
優
先
の
町
づ
く
り
じ
ゃ
な
く
て
人
間
中
心
の
町
づ
く
り
を
や
ろ
う
と
思
え
ば
日
本

人
に
も
出
来
る
。
今
ま
で
だ
っ
て
や
っ
て
き
て
い
た
し
、
そ
う
い
う
事
例
も
あ
る
。
人
が
楽
し
く
な
い
よ
う

な
車
優
先
の
町
づ
く
り
を
行
政
が
や
っ
て
き
て
、
中
心
市
街
地
壊
し
て
。
日
本
の
行
政
に
は
良
い
都
市
を
作

ろ
う
っ
て
意
志
が
な
い
。
壊
そ
う
と
し
て
い
る
で
し
ょ
。
お
そ
ら
く
、
こ
こ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
最
も

大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
が
人
を
見
な
い
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
ち
づ
く
り
だ
け
で

は
な
く
、
全
般
的
に
言
え
る
こ
と
で
す
よ
ね
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
る
と
ハ
ッ
ピ
ー
、
自
分
の
人
生
を
豊
か
に
し
ま
す
よ
ね
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
る
と
、

都
市
で
生
き
て
い
る
有
り
難
さ
っ
て
い
う
か
、
価
値
を
体
感
出
来
ま
す
か
ら
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
日
本
人
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
ア
メ
リ
カ
人
も
同
じ
、
み
ん
な
一
緒
だ
と
思
い
ま
す
。(

服
部
圭
朗
さ
ん
の
発
言
を
引
用) 

 

■
中
心
市
街
地
の
道
路
は
安
全
柵
、
植
栽
帯
、
車
道
の
縁
石
な
ど
で
囲
わ
れ
る
の
で
な
い
、
伸
び
伸
び
と
開
放

的
な
心
休
ま
る
空
間
に
す
る
。 

自
動
車
の
通
行
を
制
限
し
て
安
全
柵
や
植
栽
帯
、
歩
車
道
間
の
高
い
段
差
や
縁
石
を
無
く
す
る
こ
と
で
、
自



由
で
安
全
、
そ
し
て
の
び
の
び
と
開
放
的
な
歩
行
者
優
先
の
道
路
が
実
現
出
来
る
。 

自
動
車
通
行
の
規
制
は
そ
の
範
囲
、
時
間
帯
、
車
種
な
ど
柔
軟
な
対
応
が
欠
か
せ
な
い
。
柔
軟
な
対
応
に
よ

っ
て
歩
行
者
専
用
で
な
お
か
つ
歩
車
共
存
、
歩
行
者
優
先
の
街
が
実
現
出
来
る
。 

 

「
紅
谷
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
」
は
駅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
道
は
車
を
止
め
て
歩
行
者
空
間
「
モ
ー
ル
」

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
涙
の
物
語
が
あ
り
ま
し
た
。
歩
車
道
段
差
を
十
五
セ
ン
チ
つ
け
る
の
が
普
通
で
、
当

然
道
路
管
理
者
は
そ
う
考
え
ま
す
。
何
と
か
粘
っ
て
や
っ
と
二
セ
ン
チ
ま
で
許
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
し
つ
こ

く
お
願
い
し
た
。「
二
セ
ン
チ
つ
け
ま
す
け
ど
、
斜
め
に
し
ま
せ
ん
か
。
こ
の
二
セ
ン
チ
を
、
縁
石
の
上
面
を

斜
め
に
す
れ
ば
い
け
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。」
そ
れ
で
、
し
ょ
う
が
な
い
な
っ
て
Ｏ
Ｋ
を
取
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
私
は
平
ら
に
し
た
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。
ま
た
警
察
に
行
き
ま
し
た
。「
フ
ラ
ッ
ト
に
す
る
代
り
に
こ
こ

に
真
っ
白
な
大
理
石
で
線
を
引
く
よ
う
に
し
ま
す
か
ら
平
ら
に
し
て
下
さ
い
」
と
言
っ
て
、
よ
う
や
く
勝
ち

取
っ
た
。
そ
れ
で
車
は
十
時
ま
で
入
れ
る
の
で
す
が
そ
れ
以
降
は
歩
行
者
だ
け
の
買
い
物
空
間
で
す
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
街
づ
く
り
の
先
取
り
で
し
た
。
何
ヶ
月
も
掛
か
っ
た
。
警
察
に
も
覚
え
ら
れ
ち
ゃ
っ
て
、「
来
た

来
た
っ
」
と
い
う
感
じ
で
。
そ
の
位
や
ら
な
い
と
、
街
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。(

高
橋
志
保
彦
さ
ん
の
発
言
を
引

用) 

 

安
全
柵
で
す
が
、
か
な
り
間
が
空
い
て
い
ま
す
か
ら
出
よ
う
と
思
え
ば
出
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
だ
け
オ
ー
プ
ン

に
し
て
も
そ
れ
に
よ
る
交
通
事
故
が
起
こ
っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
厳
密
な
歩
車
道
分
離
は

や
ら
な
く
て
も
日
本
人
は
大
丈
夫
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
天
神
東
西
軸
Ｔ
モ
ー
ル
で

は
歩
車
道
の
区
分
を
出
来
る
だ
け
弱
く
し
て
、
非
常
に
オ
ー
プ
ン
な
歩
行
者
空
間
を
作
り
ま
し
た
。(

梅
本
正
紀
さ

ん
の
発
言
を
引
用)

 

 

も
と
も
と
日
本
人
は
縁
側
の
空
間
の
よ
う
に
、
な
ん
と
な
く
空
間
を
分
け
る
っ
て
い
う
技
法
が
実
に
巧
み
な

ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
を
伝
統
的
に
は
持
っ
て
い
た
ん
で
す
。
た
だ
車
社
会
に
入
っ
て
今
ま
だ
過
渡
期

だ
と
僕
は
思
っ
て
い
て
、
長
い
間
に
は
多
分
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
安
全
柵
の
議
論
が
も
う
ち
ょ
っ
と
成
熟
し
て

く
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。(

井
上
洋
司
さ
ん
の
発
言
を
引
用) 

 

■
自
由
で
開
放
的
な
都
市
空
間
を
実
現
す
る
に
は
市
民
の
自
己
責
任
の
自
覚
も
必
要
で
あ
る
。 

道
路
の
安
全
柵
、
池
を
囲
む
安
全
柵
、
歩
車
道
を
区
切
る
段
差
、
境
界
石
、
階
段
の
手
す
り
、
交
通
標
識
、

道
路
の
白
線
、
案
内
板
、
注
意
書
き
、
禁
止
表
示
・
・
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
公
共
空
間
と
日
本
を
比
較
す
る
と
、

日
本
に
は
実
に
多
く
の
モ
ノ
と
標
識
で
溢
れ
て
い
る
。
公
共
空
間
を
す
っ
き
り
と
美
し
く
開
放
的
に
、
心
休

ま
る
中
心
市
街
地
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
と
す
る
と
こ
れ
ら
の
モ
ノ
と
標
識
を
如
何
に
少
な
く
す
る
か
が
大
き

な
課
題
に
な
る
。「
安
全
」
が
最
優
先
さ
れ
る
限
り
こ
れ
ら
の
モ
ノ
と
標
識
は
、
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
減

る
こ
と
は
な
い
。
市
民
の
自
己
責
任
の
自
覚
を
待
つ
以
外
に
、
世
の
中
は
減
ら
す
方
向
へ
は
動
か
な
い
。 

 

自
己
責
任
論
が
日
本
は
無
さ
す
ぎ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
何
が
起
き
て
も
全
部
お
上
に
訴
え
る
っ
て
い
う

バ
カ
な
体
質
が
ま
と
も
な
歩
行
者
空
間
の
実
現
を
阻
ん
で
い
ま
す
。
あ
の
異
常
な
の
は
す
べ
て
自
己
責
任
を

求
め
な
い
こ
と
の
結
果
で
、
そ
れ
が
都
市
の
公
共
空
間
を
語
る
と
き
に
ど
う
し
て
も
外
せ
な
い
。
そ
れ
が
あ

る
限
り
、
さ
ら
に
良
い
空
間
を
求
め
て
と
い
う
方
向
が
思
考
停
止
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
実
が
在



り
ま
す
ね
。(

南
條
洋
雄
さ
ん
の
発
言
を
引
用) 

 

 
 

僕
が
通
っ
た
小
学
校
は
津
軽
の
「
弘
前
城
公
園
」
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
公
園
に
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
遊

び
に
行
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
禁
止
事
項
が
書
い
て
あ
る
。
禁
止
を
無
視
し
て
遊
ん
で
い
た
わ

け
で
す
が
、
子
供
心
に
も
「
禁
止
」
の
氾
濫
に
違
和
感
を
持
っ
た
の
だ
と
思
う
。「
禁
止
、
安
全
、
責
任
」
と

い
う
関
係
が
日
本
で
は
ち
ゃ
ん
と
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
う
。(

鳴
海
邦
碩
さ
ん
の

発
言
を
引
用) 

    
 

こ
の
章
は2017.03

．30

加
筆
修
正
し
ま
し
た
。 
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